-ЕНЛ— AIC AIFS, 
IC FB EATS. 
A fel “\ 0019) FSA о 


生物 一 般 に お ける 、 
心理 と 社会 。 
人 間 へ の 適用 。 


生物 一 般 に お ける 、 心 理 と 社会 。 人間 へ の 適用 。 


лм 


サブ タイ トル 。 生 物 の 本 質 。 
RR EO 
る 。 


は じ め に 。 生 物 は 暗黒 で あ 
る 。 人 間 は 暗黒 で ある 。 


人 間 の 存在 。 人 間 の 本 性 。 

それ は 、 き れい 事 で は 済ま され な い 。 

Hud, ECHO. 

筆者 は 、 そ れ に つい て 、 内 容 を 分 析 し 、 結 果 を リス ト ア ッ プ 
し た 。 

BAS. ИУС, ЕАН». BECK. 


その 基盤 に は 、 次 の 内 容 が 存在 する 。 
生物 の 存在 。 生物 の 本 質 。 そ の 暗黒 性 。 
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生物 の 存在 。 生物 の 本 質 。 そ 
の 暗黒 性 。 


生物 の 暗黒 性 。 その 理由 。 


生物 は 、 そ の 存在 が 暗黒 で ある 。 
生物 は 、 そ の 本 性 が 暗黒 で ある 。 


生物 の 暗黒 性 。 
その 理由 。 
それ は 、 次 の 通り で ある 。 


(1) 
生物 は 、 次 の 内 容 を 、 必 然 的 に 内 包 す る 。 
(A) その 生存 の 強制 。 

(В) 0-5 5=ЕХ., 

生物 は 、 生 存 の 必要 性 を 、 遺 伝 的 に 強制 され て いる 。 

「 生 存 へ の 圧力 。」 

生物 は 、 そ れ に よっ て 、 仕 方 な く 動 く 。 

生物 は 、 仕 方 な く 、 生 き 続 ける 。 

生物 は 、 好 き で 生き て いる の で は な い 。 

生物 は 、 自 分 の 意思 で 、 自 主 的 に し 生き て いる の で は な い 。 
生物 は 、 そ の 存在 の 存続 を 、 強 制 さ れ て いる 。 

その 強制 力 は 、 生 物 本 体 に 内 上 蔵 さ れ て いる 。 

生物 は 、 そ れ か ら は 、 逃 れる こと が で き な い 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 宿 命 で ある 。 

生物 は 、 そ れ を 、 根 源 的 に 持つ 。 

生物 は 、 以 下 を 、 代 々 に わた っ て 、 内 上 蔵 す る 。 

「 生 存 へ の 圧力 。」 


生物 は 、 以 下 の 体質 を 内 歳 す る 。 

(A) 生存 を 強制 され る 体質 。 

(В) それ に 対し て 、 盲 目的 に 従う 体質 。 
奴隷 体質 。 

換 り 人 形 の よう な 体質 。 


生物 に と っ て 、 そ の 生存 は 、 自 分 の 意思 に 基づく も の で は 、 
ао. 


生物 は 、 自 主 的 な 意思 と は 無関係 に 、 生 存 を 強制 され る 。 
СНЕ, COFECN УЖЕ. 


Нео. 
それ ら の 生存 。 
Те БА 


ВЯФУ. 


+. その 本 質 に お いて 、 利 己 的 で ある 。 
ょ 、 そ の 本 質 ай и 


「 資 源 。」 

それ は 、 生 物 が 生き 延び る た め に 、 必 須 で ある 。 

その 数 量 は 、 限 られ て いる 

その た め 、 生 物 は 、 そ れ ら の 資源 を 奪い 合う 
RARE. EMC cold, tn. BRC UT. HA 
られ る 。 

生物 は 、 生 存 競 争 を 結 り 広げ る 

их, THE CHS. 

そこ で は 、 次 の 内 容 が 、 絶 え ず 発生 する 。 


(3-1) 生物 同士 の 支配 と 従属 の 関係 。 
(3-2) 生物 同士 で の 殺し 合い の 関係 。 


それ は 、 異 種 間 で も 、 同 種 間 で も 、 発 生 す る 。 

生き 残れ な い 生 物 が 、 た くさ ん 発生 する 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 逃 れ ら れ な い 宿 命 で て ある 。 
それ は 、 生 物 の 存在 に お いて 、 別 の 暗黒 性 を も た ら す 。 
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生存 を 強制 する 力 。 生存 へ の 圧力 。 生 物 へ 
の 規制 。 


生物 が 、 様 々 な 暗黒 性 を 持つ こと 。 
それ ら の 背景 に は 、 以 下 の 存 在 が ある 。 
(1) 生存 を 強制 する 力 。 

(2) 生存 へ の 圧力 。 


それ ら は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の 実 現 を 強制 する 。 
「 生 存 の 持続 。」 

それ ら は 、 生 物 を 、 以 下 の 側 面 に お いて 、 束 縛 す る 。 
(А) その 存在 。 

(В) その 社会 的 行動 。 

それ ら は 、 生 物 固 有 で ある 。 

生物 は 、 そ れ ら を 、 自 身 の 中 に 、 内 上 蔵 す る 。 


それ ら の 力 や 圧力 は 、 以 下 の 内 容 を 、 生 成す る 。 
规制 。， 

「 生 物 が 持つ 、 固 有 の 社会 規範 。」 

生物 は 、 そ れ に 、 自 動 的 に 従う 。 

生物 は 、 そ れ に 従う こと を 、 絶 え ず 強制 され て いる 。 
生物 は 、 そ れ に 対し て 、 逆 らち うこ と が で き な い 。 
生物 は 、 そ れ を 、 生 まれ つき 、 体 内 に 、 強 制 的 に 、 埋 め 込 ま 
れ て いる 。 

AWS. Их, FRR СЕ TRAIT. 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 水 遠 に 続く 。 

それ は 、 生 物 固 有 で ある 。 

生物 は 、 そ れ を 、 自 身 の 中 に 、 内 上 蔵 す る 。 

Е НО 

「 生 物 へ の 規制 。」 
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生物 へ の 規制 。 そ の 性 質 。 


「 生 物 へ の 規制 。」 
それ は 、 次 の よう な 性 質 を 持つ 。 
(1-1) 生物 固有 の 規制 。 
(1- 2) 生物 が 最初 か ら 持 つ 規 制 。 
) 生物 が 本 来 持つ 規制 。 
) 生物 が 根源 的 に 持つ 規制 。 
) 


=3 
- 4 
5) 生物 を 、 生 物 と し て 存在 させ る こと 。 そ の た め の 


(1 
(1 
(1- 
規制 。 
(2-1) 生物 を 支配 する 規制 。 

(2-2) 生物 に 対し て 強制 力 を 持つ 規制 。 
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生物 へ の 規制 。 そ の 内 容 。 


「 生 物 へ の 規制 。」 

その 規制 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 強 制す る 

(1) 

自身 が 生存 し て いる 状態 。 

それ を 、 無 条件 で 、 自 動 的 に 存続 させ る こと 。 

その 生存 の 持続 。 

それ を 、 生 まれ つき 、 生 物 の 中 に 、 埋 め 込 むこ と 。 

生物 が 、 そ れ ら の 受容 を 、 一 生 、 強 制 さ れる こと 。 

生物 が 、 そ れ ら の 受容 を 、 無 意識 の うち に 、 一 方 的 に 、 強 制 
きれ る ご こと 。 

生物 が 、 そ れ ら の 受容 を 、 自 身 の 意 図 に 反し て いて も 、 強 制 
され る こと ど と 。 

(esd) 

死滅 。 

自殺 。 

それ ら の 行為 に は 、 苦 痛 が 伴う こと 。 

その 苦痛 を 、 生 まれ つき 、 生 物 の 中 に 、 埋 め 込 むこ と 。 
生物 は 、 そ の 苦痛 を 、 無 意識 の うち に 、 一 方 的 に 、 強 制 さ れ 


生物 は 、 そ の 苦痛 を 、 自 身 の 意図 に 反し て いて も 、 強 制 さ れ 


Ех. CHOOT, < ШИ ЗЕСЬ, 


(1-2) 

TOE. 

自 傷 。 

それ ら の 行為 に は 、 苦 痛 が 伴う こと 。 

その 苦痛 を 、 生 まれ つき 、 生 物 の 中 に 、 埋 め 込 むこ と 。 
生物 は 、 そ の 苦痛 を 、 無 意識 の うち に 、 一 方 的 に 、 強 制 さ れ 


生物 は 、 そ の 苦痛 を 、 自 身 の 意図 に 反し て いて も 、 強 制 さ れ 


Ех. CHOOT. ШИ ЗЕСЬ. 


(2 ) 

自身 の 子 換 を 生成 する こと 。 

その た め に 生殖 行為 を みす る こと 。 

その 生殖 行為 を 、 本 能 的 に 、 自 動 的 に 行う こと 。 

その 生殖 行為 の 実行 。 

それ を 、 生 まれ つき 、 生 物 の 中 に 、 埋 め 込 むこ と 。 
生物 は 、 そ れ ら の 行為 の 実行 を 、 無 意識 の うち に 、 一 方 的 
に 、 強 制 さ れる こと 。 

生物 は 、 そ れ ら の 行為 の 実行 を 、 自 身 の 意 図 に 反し て いて 
も 、 強 制 さ れる こと 。 


(3) 

自身 の 子 換 を 増やす こと 。 

Е бр бра Е Зее ве ра 

その た め に 、 生 存 競 争 を する こと 。 

その た め に 、 生 存 条 件 を 向上 させ る こと 。 

それ ら の 行為 を 、 本 能 的 に 、 自 動 的 に 行う こと 。 

それ ら の 行為 の 実行 。 

それ を 、 生 まれ つき 、 生 物 の 中 に 、 埋 め 込 むこ と 。 
生物 は 、 そ れ ら の 行為 の 実行 を 、 無 意識 の うち に 、 一 方 的 


に 、 強 制 さ れる こと 。 
生物 は 、 そ れ ら の 行為 の 実行 を 、 自 身 の 意 図 に 反し て いて 
も 、 強 制 さ れる こと 。 


(4) 

その 生存 の 持続 。 

tC NFRNMEM. 

typo, Ни aC. FRR СРЕ>2С. ЖА. 
自動 化 さ れる こと 。 

и, я. EMIOTL TC. ОУ СФЕ>2<. ЖАМ 
に 、 強 制す る こと 。 

それ ら の 受容 。 

それ ら の 行為 の 実行 。 

それ ら を 、 生 まれ つき 、 生 物 の 中 に 、 埋 め 込 むこ と 。 
生物 は 、 そ れ ら を 、 無 意識 の うち に 、 一 方 的 に 、 強 制 さ れる 
о 

生物 は 、 そ れ ら を 、 自 身 の 意 図 に 反し て いて も 、 強 制 さ れる 
i 


その 永久 化 。 

水 遠 の 生物 。 

その 実現 。 

それ が 、 生 物 に と っ て 、 自 動 化 され る こと 。 

それ を 、 生 まれ つき 、 生 物 の 中 に 、 埋 め 込 むこ と 。 

生物 は 、 そ れ ら の 受容 を 、 無 意識 の うち に 、 一 方 的 に 、 強 制 
され る こと 。 

生物 は 、 そ れ ら の 受容 を 、 自 身 の 意 図 に 反し て いて も 、 強 制 
され る こと 。 


(6) 

それ ら の 受容 。 

それ ら の 行為 の 実行 。 

(6-1) 

生物 が 、 そ れ ら を 行う 場合 。 
生物 が 、 そ れ ら を 行わ な い 場 合 。 


それ は 、 次 の よう な 、「 結 果 の 分 岐 」 を 、 生 物 に 対し て 、 自 
動 的 に も た ら す 。 

(6-1-1) 生物 は 、 そ れ ら を する 。 

i 

) 快感 を 覚え る こと 。 

га с 

) 正義 感 を 得る こと 。 

) 優越 感 を 得る こと 。 

) 有力 感 を 得る こと 。 
(6-1-2) 生物 は 、 そ れ ら を し な い 。 
する と 、 生 物 は 、 以 下 の 結 果 を 得る 。 
(А) 不快 感 を 覚え る こと 。 

不 辛 感 を 得る こと 。 
ЗЕЕ 49 OLX. 
劣等 感 を 得る こと 。 
無力 感 を 得る こと 。 


(6-2) それ ら の 感覚 の 取得 

それ が 、 生 物 に と っ て 、 自 動 化 され る こと 。 

それ を 、 生 まれ つき 、 生 物 の 中 に 、 埋 め 込 むこ と 。 
生物 は 、 そ れ ら の 感覚 の 取得 を 、 無 意識 の うち に 、 一 方 的 
に 、 強 制 さ れる こと 。 

生物 は 、 そ れ ら の 感覚 の 取得 を 、 自 身 の 意 図 に 反し て いて 
も 、 強 制 さ れる こと 。 


「 生 物 へ の 規制 。」 
それ は 、 生 物 に 対し て 、 一 方 的 に 強制 され た 規制 で ある 。 
そし て 、 生 物 は 、 そ の 規制 を 、 生 まれ つき 内 上 蔵 し て いる 
居 下 の こと の 実現 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 根 本 的 に 、 困 難 で ある 。 
(1) その 規制 を 、 民 け る こと 。 
2 ) その 規制 を 、 無 か っ た こと に する こと 。 
3) その 規制 を 、 無 視 す る こと 。 


生物 は 、 生 き に くさ を 抱え て いる 。 
生き る こく 4 


それ は 、 生 物 に と っ て 、 不 快 で ある 。 

し か し 、 生 物 は 、 生 き 続 ける し か な い 。 
Е. 

生物 は 、 そ れ を 、 生 まれ つき 、 強 制 さ れ て いる 。 
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生物 が 、 そ の 一 生 を 、 充 実 さ せる こと 。 そ 
ЯЗ. 


生物 が 、 そ の 一 生 を 、 成 功 さ せる こと 。 
生物 が 、 そ の 一 生 を 、 充 実 さ せる こと 。 
生物 が 、 そ の 一 生 に 、 満 足す る こと 。 
それ ら の 実現 。 

その 決め 手 は 何 か ? 


talk, LAR CHS. 
生物 へ の 規制 。 そ れ に 、 適 応 す る こと 。 


それ は 、 す な わ ち 、 以 下 で ある 。 

彼ら 自身 の 子 換 。 そ れ を 、 後 世に 残す こと 。 
(1) ЖЕНУ. 

$. 血縁 が ある 子供 。 BT. IR. 


(2) MATER. 

$11. MANA. 

例 2 . 彼ら 自身 の 作品 。 

それ ら は 、 以 下 を 、 高 い レ ベル で 、 実 現す べき で ある 。 
例 。 新 规 性 。 独 创 性 。 完 成 度 。 品 质 。 耐 久 性 。 


その 場合 、 で きれ ば 、 以 下 の 和 人 条件 を 満た すこ と が 、 望 まし 
い 。 


Нож. пес и. 
(1) ROBSOTR еПЬОЖЯ, «35-5, 
それ ら を 、 複 数 生成 する こと 。 


(2) ROBSOTK. tho nnme, DMATSIC. 
(2-1) 室 間 的 な 分 散 。 場 所 を ずら すこ と 。 

(2-2) 時 間 的 な 分 散 。 時 期 を ずら すこ と 。 

それ ら を 、 同 時 に 実現 する こと 。 


(3) 彼ら 自身 の 子 換 。 そ れ ら 各自 の 生存 し や すさ 。 そ の レ 
ベル を 高め る こと 。 
例 。 能 力 の 高 さ 。 品質 の 高 さ 。 


上 記 は 、 以 下 の た め に 必要 で ある 。 
彼ら 自身 の 子 換 。 そ れ ら の 永続 し や すさ 。 そ の 確実 さ 。 そ の 
実現 。 


生物 は 、 そ れ ら を 実現 する 。 

そう し て 、 生 物 は 、 以 下 が 可 能 に な る 。 

(1) 彼ら の 毎日 の 生活 を 、 充 実 し た 気分 で 、 送 る こと 。 
(2) 彼ら の 一 生 を 、 満 足し て 、 終 える こと 。 


それ は 、 人 間 も 同 様 で ある 。 
人 間 が 、 そ の 一 生 を 、 充 実 さ せる こと 。 
その た め に は 、 上 記 の どれ か を 、 実 現す れ ば 良い 。 
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Е, HUASHNSIL. ФОН. 


ВЕЛ (+. АТОС. MASHS. 

BSaOTRA BHR Си, СЯ Си. 
その 試み を 、 生 き て いる 間 に や り 尽 くす こと 。 
УЕ. WENCH S. 

ВАУ. ХИ. 


その 行為 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 生 物 へ の 規制 へ の 適合 
これ は 、 人 間 も 同 様 で て ある 。 
生物 へ の 規制 へ の 適合 。 
それ が 、 以 下 を 救済 する 。 
生物 の 存在 。 生物 の 精神 。 
それ に 、 以 下 は 必要 無い 。 神 。 


БОУИ SOI“. 791, НВОВЕЯ 
水 続 させ る こと 。 

これ は 、 以 下 と 同等 で ある 。 

水 遠 の 生物 を 得る こと 。 

死後 、 天 国 に 行く こと 
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生物 は 、 宗教 を 必要 と する 。 


生物 は 、 以 下 を 持つ 。 生き る こと へ の 意思 。 こ れ は 、 植 物 も 
同様 で あ る 。 

生物 は 、 生 き 続 ける 。 

その た め に 、 生 物 は 、 以 下 の (А) の 存在 を 必要 と する 。 


(A) 

MM 

生物 に と っ て 、 頼 れる 存在 。 
生物 に 対し て 、 以 下 を 与え る 存在 。 


保護 。 
加護 。 
安心 。 
生き る 意思 。 
生き る 勇気 。 


生物 に と っ て 、 そ の 依存 の 対象 。 


ИИ! 


Е: 

独力 で 生き て 行く こと 。 
а с 困難 で ある 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 不 安 で ある 。 
thud, ЕСИ ><. СФ. 


Ех. MICH S. 
生物 は 、 無 力 で あぁ る 。 
生物 は 、 何 か に 頼り た い 。 


それ は 、 人 間 以 外 の 動物 も 同様 で ある 。 例 。 ひな 鳥 に と っ て 


上 記 の (А) の 存在 は 、 生 物 に と っ て 、 必 要 で ある 。 
それ は 、 実 在 し て いな く て も 、 必 要 で ある 。 
それ は 、 実 在 不可 能 で あっ て も 、 必 要 で ある 。 


生物 は 、 そ れ が 存在 し な いと 、 心理 的 に 不安 で ある 。 
生物 は 、 そ れ が 存在 し な いと 、 生 き て 行く 勇気 を 持て な い 。 
上 記 の (А) の 存在 。 そ れ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 に 必要 


それ は 、 以 下 の 発生 の 起源 で ある 。 
RA, COME. 


宗教 。 そ の 原型 は 、 生 物 の 存在 その も の に ある 。 

それ は 、 生 物 が 共通 に 所 持 す る 。 

それ を 持つ 生物 の 種類 は 、 人 間 に 限 定 さ れ な い 。 そ れ へ の 欲 
求 は 、 生 物 に と っ て 、 不 可 放 で ある 。 


Religion. Reliance. それ ら の 言葉 は 、 英 語 で は 、 つ づり が 共通 
で ある 。 


例え ば 、 人 間 は 、 以 下 の 存 在 を 想定 し た 。 
移動 生活 様式 。 絶 対 者 。 神 。 そ の 信仰 。 
定住 生活 様式 。 前 例 。 そ の 保持 者 。 古 参 者 。 そ れ が 書か れ た 


7—5. ЖА. 


生物 に と っ て の 、 頼 れる 存在 。 
それ を 必要 と する 生物 の 種類 は 、 人 間 に 限 定 さ れ な い 。 


宗教 。 それは 、 以 下 の 総称 で ある 。 頼る こと 。 頼 る 心理 。 頼 
る 行為 。 

生物 は 、 全 て 宗教 を 持つ 。 宗教 は 、 人 間 の 専売 特許 で は 無 

い 。 

TAOMR ee. ЛЕМ 9 54798. CIULT. ЛИ 

を 、 選 民 と し て 捉え る 行為 。 

それ は 、 生 物 一 般 に と っ て 、 以 下 の 行 為 に 当たる 。 そ れ は 、 
高慢 で ある 。 そ れ は 、 思 い 上 が っ て いる 。 


生物 に と っ て の 、 頼 れる 存在 。 人 間 に と っ て の 、 頼 れる 存 
在 。 

aie. о それ ら の 科学 者 や 無神論 者 。 彼 ら は 、 上 
記 の ( に 相当 する 存在 を と 、 人 々 に 対し て 、 示 すす 必要 が あ 
4. о 人 々 は 、 精 神 的 に 面 え られ な い 。 
遺伝 学 。 神 俊 科 学 。 そ れ ら と 宗教 と の 両立 。 そ れ が 必要 で あ 
る 。 


(初出 2020 年 8 月 。 ) 


生物 へ の 規制 。 人 間 へ の 適用 。 


人 間 も 、 生 物 の 一 種 と し て 、 絶 え ず 、 次 の 内 容 の 支配 下 に あ 
5. 

「 生 物 が 持つ 、 固 有 の 社会 規範 

「 生 物 へ の 規制 。」 


例 。 人 間 の 男性 の 場合 
男性 は 、 女 体 を 好む 。 


男性 は 、 女 体 に 対し て 、 性 的 に 誘引 され る 。 
男性 は 、 以 下 を 好む 。 

(1) 女体 を 触る こと 。 女 体 を 犯す こと 。 

(2) 女体 の 評価 。 そ の ラン ク 付 け 。 

し か し 、 そ れ は 、 男 性 に と っ て 、 自 発 的 行為 で は な い 。 


女体 を 好き に な る こと 。 
男性 は 、 そ れ を 、 生 まれ つき 、 強 制 さ れ て いる 。 


それ は 、 生 物 へ の 規制 に 基づく 。 


「 生 物 へ の 規制 。」 

それ が 、 人 間 の 生活 に お いて 、 次 の 内 容 を 、 絶 え ず 、 も た ら 
じ て で てい る 

чех. 暗黒 性 。 


その 内 容 の 、 人 間 に お ける 事例 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
「 人 間 へ の 規制 。」 


筆者 は 、 そ れ を 、 以 下 の よ うに まとめ た 。 
人 間 へ の 規制 。 そ れ ら に お いて 、 特 に 暗黒 で ある 側面 。 そ れ 
ら の 内 容 を 、 暗 黒 面 に 終っ た も の 。 そ れ ら の 説明 。 そ れ ら の 


詳細 な リス ト 。 
(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


人 間 の 本 性 の 層 化 。 


人 間 の 本 性 や 特性 は 、 次 の 内 容 で 、 構 成 さ れ て いる 。 
以下 の よう な 層 の 堆積 。」 


{上 位 の 層 
4) 人 間 の 層 GR) 
а 
) EMO 
) 物質 の 層 (基層 ) 
и 


aga ean 

) 物質 と し て の 特性 。 例 。 重 量 が ある こと 。 
2 ) 生物 と し て の 特性 。 例 。 НУНС. ИЗ 
_ 
(3) 動物 と し て の 特性 。 例 。 移 動 を する こと 。 
次 の 内 容 を 探す こと は か な り 難 し い 。 
「 他 の 動物 に 無い 、 人 間 独 自 の 本 性 、 特 性 。」 


宗教 で 、 次 の よう な 主張 を する こと 。 
「 良 心 は 、 一 般 の 動物 に は 無い 。 恨 心 は 、 人 間 に し か な 
い 。 1 


し か し 、 次 の よう な 内 容 の 動画 が 、 実 際 に 存在 する 。 
SHAS, GORY GOTH. | 

猫 は 、 人 間 以 外 の 動物 で ある 。 

そこ で 、 次 の 可能 性 が 存在 する 。 
ГЛ $. ВФ. | 


この 問題 を 解決 する に は 、 以 下 の こ と が 必要 で ある 。 

「 人 間 以 外 の 動物 に つい て 、 そ の 社会 心理 を 、 解 明 す る こ 
ев. 

XB 54) ($. 80-2, AHS. МДХ. BH. 


(初出 2019 年 9 月 。 ) 


人 間 へ の 規制 。 そ の 暗黒 面 。 


人 間 の 暗黒 面 。 そ の リス ト 。10 箇 殺 。 


人 間 の 精神 。 それ が 本 源 的 に 持つ 、 暗 黒 面 。 

それ は 、 人 間 に と っ て 、 本 質 的 で ある 。 

それ は 、 人 間 に と っ て 、 逃 れる こと が 難し い 。 

その 内 容 を 、10 箇 祭 へ と 、 コ ン パ クト に まとめ て みた 。 
(ela Be ee 

(La) Beet e Saks Bab -] 
Dae Ее. 

(1-2) 快感 に は まる こと 。 気 持ち いい こと に は まる こ 
と 。 セ ックス を する こと 。 お いし い 食 物 を 沢山 食べ る こと 。 
いい 匂い を か ぐ こ と 。 た ば こ や 麻 薬 に は まる こと 。 
(2-1) 人 違反 する こと 。 失 敗 す る こと 。 

(2-2) 障 蔽 する こと 。 以 下 の こ と を 、 隠 そう と する こ 
Cx 
азии glk. KM. HR. 

(3) PMT SI“. ати. HOERAILCTAZAVHDE 
を 引っ 張る こと 。 

(4) 自惚れ る こと 。 高 慢 で ある こと 。 

(5) 他人 を 押し の け て 、 自 身 の 宣 伝 を する こと 。 自 身 を 前 
面 に 押し 出す こと 。 他 人 を 支配 する こと 。 

(6) 見 捨て る こと 。 困 っ て いる 人 を 助け な いこ と 。 他 人 を 
使い 捨て る こと 。 

(7) МСУ, ROLL. 95-Е, ША<- 
Ce 
(8) 配慮 し な いこ と 。 嫌 が ら せ を する こと 。 意 地 患 する こ 
と 。 器 いも の を いじ め る こと 。 

(9) 略奪 する こと 。 横 取り を する こと 。 

(10) 生物 。 人間 。 そ れ ら の 殺傷 を 行う こと 。 有 用 な も の 
の 破壊 を 行う こと 。 

2008.09 初出 


人 間 の 暗黒 面 。 その 詳細 な 説明 。 


人 間 の 暗黒 面 。 問題 意識 。 
筆者 は 、 次 の よう に 考え る 。 
「 私 は 、 人 間 に 生 まれ て こ な け れ ば 、 よ か っ た 。 」 


生物 と し て 、 そ の 存在 や 精神 が 、 酷 すぎ る こと 。 
AMOR tS, THAD. 


人 間 の 存在 や 精神 は 、 不良 で ある 。 

人 間 の 存在 や 精神 は 、 ネ ガ テ ィ ブ で ある 。 

人 間 の 存在 や 精神 は 、 本 来 的 に 汚染 され て いる 
人 間 の 存在 や 精神 は 、 暗 黒 で ある 。 


生物 や 人 間 は 、 ど ん な と ころ が 酷い の か ? 


その 存在 が 、 条 小 で 、 つ ま ら な いこ と 。 

それ は 、 以 下 の 理 由 に よる 。 

人間 は 、 生 物 の 一 種 で ある 。」 

それ は 、 人 間 に と っ て 、 次 の も の で ある 。 

Глав. СЫ. ЖДИ. thik. HECHS. | 


それ は 、 以 下 の 内 容 を 持つ 。 
「 生 物 と し て の 限界 。」 


その 内 容 は 、 何 か ? 
筆者 は 、 以 下 の 内 容 を 、 人 箇条 書き さ に し て 、 コ ン パ クト に ま と 


め て みた 。 
「 生 物 や 人 間 が 持つ 精神 。 


それ が 持つ 、 本 源 的 な 側面 。 
それ が 持つ 、 本 質 的 で 、 輝 れ が た い 側 面 。 
その 暗黒 面 。」 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


人 間 の 本 性 は 、 不良 性 や 暗黒 性 で ある 。 


「 人 間 の 存在 や 精神 に お ける 、 不 良性 や 暗 時 性 。」 
それ は 、 ど こ に 由来 する か ? 
NO wed 

1 ) 生物 で ある こと 。 

2) 動物 で ある こと 。 


その 根本 問題 は 、 他 の 種類 の 生物 と 共通 で ある 。 
例え ば 、 カ ブ ト ムシ の オス と メス 。 
それ は 、 人 間 特 有 で は な い 。 


次 の よう に 考え る こと 。 

1) ЛЕ ЗАСА. 
2) 人 間 だ けが 、 救 われ る 。 

それ は 、 次 の 内 容 の 表れ で ある 。 

「 無 知 。 思 い 上 が り の 心 。」 


生物 や 人 間 は 、 自 身 の こ と が 一 番目 で ある 。 
生物 や 人 間 は 、 自 身 の こ と を 、 他 者 より も 、 優 先 す る 。 
生物 や 人 間 は 、 他 者 に 対し て 酷い 扱い を する 。 
生物 や 人 間 は 、 自 身 を 有利 に する 。 

その た め 、 生 物 や 人 間 は 、 他 者 を 平気 で 蹴 落 と す 。 


一 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


生物 と し て 、 成 功 す る こと 。 そ の 条件 。 


生物 と し て の 成功 。 そ れ は 何 か ? 
i 以下 の 内 容 を 、 後 世に 残す こと で ある 。 
1) НОЖЕН. 
2) BSORUMTER. 
а. それ を 残せ た 。 そ の 生物 は 、 勝 ち 組 で ある 。 
生物 は 、 そ れ を 残せ な か っ た 。 そ の 生物 は 、 負 け 組 で ある 。 


人 間 も 、 こ うし た 傾向 を 受け 継ぐ 。 

以下 の 人 々 を 、 社 会 的 に 見 下 し 、 馬 鹿 に する こと 。 
) 結婚 で き な い 人 。 
) 自身 の 子供 を 持て な い 人 。 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


自身 の 存続 。 そ の 最 優先 。 


男女 は 、 両 方 と も 、 次 の こと の 実現 の た め に 、 何 で も する こ 
Cs 
ГЕРА, НЫ. | 


Фи, Я си. 
ГЕО. НХ, tnoe, MUMTRCUT, ЖЕ 
に 残す こと 。」 


食べ る 必要 が ある こと 。 


次 の こと を 、 人 遺伝 的 に 義務 付け られ て いる こと 。 
「 生 存 状 態 の 維持 。」 
それ を 、 遺 伝 的 に 、 強 制 さ れ て いる こと 。 


他人 を 平気 で 押し の ける こと 。 
男女 と も 、 自 身 の こ と を 最 優先 する こと 。 
自己 優先 で ある こと 。 


それ は 、 性 別 で は 、 次 の 通り で ある 。 


女性 は 、 次 の 通り で ある 。 
1 ) 自己 保身 的 。 
) 自己 中 心 的 。 


男性 は 、 次 の 通り で ある 。 
) 自己 拡大 的 。 


i‘ 、 人 間 が 、 次 の 状態 に な っ た 、 と する 。 
) 彼 は 、 生 存 競 争 に 負け た 。 
м 


する と 、 そ の 人 間 は 、 死 ぬ し か な い 。 
そう し た 人 間 は 、 生 きる し か ば ね に な る 。 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


味方 の 数 を 増やす こと 。 敵 を 消す こと 


味方 の 数 を 増やす こと 。 

ee 

Amat HE. 

Е ) 同質 i クロ ー ジ 。 
) 協力 者 。 


敵 を 消す こと 。 
それ は 、 次 の 存在 で ある 。 
「 有 害 な 存在 。」 
1) 反対 の 存在 。 異 質 の 存在 。 
(2) ライ バル 。 


自身 へ の 同質 者 を 受容 する こと 。 
互い に 。 ао - ae 
互い に 、 助 け 合 うこ と 。 


自身 へ の 異質 者 を 拒 鑑 する こと 。 
それ ら を 、 冷 た く 拒 否 す る こと 。 
それ ら を 、 攻 撃 す る こと 。 

それ ら の 存在 を 抹消 する こと 。 


人 間 に と っ て 、 他 者 は 、 以 下 の 存 在 で ある 。 
(1-1) 遺伝 的 な 同質 者 。 
(1-2) 遺伝 的 な 異質 者 。 


(2-1) 文 化 的 な 同質 者 。 
(2-2) 文 化 的 な 異質 者 。 


異質 者 を 消去 する こと 。 


= ве. 以下 の 通り で ある 。 

) 遺伝 面 や 血縁 面 で 遠い 存在 。 例 えば 、 人 種 が 違う 人 。 
С ) 文化 面 で 遠い 存在 。 例 えば 、 宗 教 や 思想 信条 が 違う 
人 。 
(2-1) 生活 面 で は 、 以 下 の 通 り で ある 。 
(2-1-1) 移動 生活 様式 。 そ の 人 は 、 個 人 の 自由 独立 を 
否定 する 。 
2 EE その 人 は 、 定 住 集団 内 部 の 和 
合 に 対し て 、 異 を 唱え 


他人 と 価値 観 を 共有 する こと 。 
そう し て 、 彼 自身 を 拡張 する こと 。 そ うし て 、 気 が 大 きく な 


る こと 。 

そう し て 、 生 き 残 りや すく な る こと 。 そ うし て 、 安 心 す る こ 
と 。 
人 間 に と っ て 、 同 じ 価 値 観 の 共有 者 は 、 紗 成 者 で ある 。 


BAADEME. АУ Си. 
互い に 、 仲 間 を 作る こと 。 
Buc, Си. 


ABAD БА НА 27 1х Soe. 
それ な を き RECTATSIC. 

それ ら を 、 攻 撃 す る こと 。 

それ ら の 存在 を 抹消 する こと 。 


人 間 に と っ て 、 他 者 は 、 以 下 の 存 在 で ある 。 
(1-1) 遺伝 的 な 筑 成 者 。 
(1-2) 遺伝 的 な 反対 者 。 


(2 - 工 ) 文化 的 父 赞 成 者 。 
(2-2) 文化 的 众 反 对 者 。 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


殺傷 や 破壊 を 行う こと 。 


生物 や 人 間 の 殺傷 を 行う こと 。 
有用 な も の の 破壊 を 行う こと 。 


次 の こと を 平気 で 行う こと 。 
ЕСИ. ИЖ. ER. HA. A. | 
人 間 に と っ て 、 そ の 対象 は 、 次 の 存在 で ある 。 
自身 に と っ て 、 都 合 の 悪い 存在 。」 


その 灯 害 の 分 類 は 、 次 の 通り で ある 。 


(1) 生物 の 殺害 。 
(2) 文化 の 抹消 。 
(3) 情報 の 抹消 。 


それ は 、 性 別 で 見 る と 、 次 の 通り で ある 。 
(1) 男性 は 、 次 の こと を 平気 で 行う 。 
自己 拡大 に 邪魔 な 人 々 を 、 殺 害し 、 虐 殺す る こと 。 


(2) 女性 は 、 次 の (2-1) ) に つい て 、 次 の (2- 2) を 
平気 で 行う 。 


(2-1) 自己 中 心性 を 損ね る 、 自 身 に と っ て 気にいら な い 
人 間 。 

(2-2-1) その 人 を 、 定 住 集 団 か ら 追 放す る こと 。 
(2-2-2) その 人 を 、 ど この 集団 に も 入れ な くさ せる こ 
Cx 
(2-2-3) その 人 を 、 死 な せる こと 。 


人 間 社 会 で は 、 そ れ は 、 当 然 の こと と みな され る 。 


RA (1) の 状況 で 、 次 の (2) を 行う こと 。 
それ に つい て 、 何 も 言 お うと し な いこ と 。 


(1) 緊急 時 。 戦 争 時 。 治 安 が 悪い 時 。 

(2) 彼ら が 危な い 敵 と みな し た 相手 を 殺害 する こと 。 
それ は 、 む し ろ 称 貸さ れる 。 

例え ば 、 日 本 に お ける 、「 関 東大 震 災 」 時 の 朝鮮 人 虐殺 。 
都合 の 悪い 文化 財 や 、 情 報 を 、 破 壊し 、 抹 消す る こと 。 
それ が 、 有 用 で あっ て も 、 そ うす る こと 。 

上 位 者 は 、 下 位 者 を 、 勝 手 に 殺害 し 、 抹 消す る 。 

その 上 位 者 は 、 何 も 言わ れ な い 。 


例え ば 、 日 本 の 武士 に よる 農民 の 試し 斬り 。 
例え ば 、 ア メリ カ の 白人 に よる 黒人 殺害 。 


仮に 、 上 位 者 が 下位 者 に 対し て 、 殺 害 や 抹殺 を 命じ た 、 と す 


る 。 
する と 、 上 上 位 者 は 、 何 も 言わ れ な い 。 
下位 者 は 、 そ の 存在 を 処分 され る 。 


仮に 、 下 位 者 が 、 同 等 の 者 か 上 位 者 を 殺害 し た 、 と する 。 
する と 、 ト 下位 者 は 、 上 位 者 に よっ て 、 処 前 さ れる 。 
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有 能 さや 、 有 力 さ を 誇示 する こと 。 


有 能 さや 、 有 力 さ を 誇示 する こと 。 


バト ル を 好む こと 。 

マウ ント 合戦 を 好む こと 。 

次 の こと を 好む こと 。 

「 自 身 の 力 を 誇示 する こと 。」 

勝ち 負け に うる さい こと 。 

社会 に 認め られ る た め に 、 勝 つこ と 。 

B Cyne, НОЖЕН и. 


勝つ こと 。 そ うし て 、 社 会 的 に 有 能 で ある と 見 な され る こ 
と 。 そ うし て 、 社 会 的 に 上 位 に な る こと 。 


それ は 、 性 別 で 見 る と 、 次 の 通り で ある 。 

(1) 男性 は 、 有 能 さ を 誇示 する 。 男 性 は 、 そ うし て 、 無 能 
者 を いじ め る 。 

(2) 女性 は 、 上 位 性 、 中 心性 を 誇示 する 。 女 性 は 、 そ うし 
て 、 下 位 者 や 周辺 者 を いじ め る 。 


自慢 する こと 。 
自己 宣伝 する こと 。 


プラ イド が 島 い こと 。 
自惚れ る こと 。 
高慢 で ある こと 。 
自画 自 筑 する こと 。 


次 の こと が 、 人 不快 で ある こと 。 
「 他 人 か ら 自 慢 さ れる こと 。」 
人 間 社 会 に お いて は 、 自 慢 は 、 社 会 的 批 交 の 対象 で ある 。 


FFI HAE FILTF SIL. 
その た め 、 表 向き 、 謙 虚 で ある こと 。 


無能 や 無力 な 場合 。 自慢 が 出来 な いこ と 。 そ うし て 、 持 屈 に 
な る どら 

失敗 や 敗北 を する こと 。 そ うし て 、 彼 の プラ イド を 傷付け る 
ЕСО = es 

それ ら に つい て 、 自 己 嫌悪 する こと 。 

し か し 、 そ れ は 、 次 の 表れ で ある 。 

「 本 来 持 つ 、 隠 れ た プラ イド の 高 さ 。」 


仮に 、 人 間 に と っ て 、 和 自慢 が 可能 な 状況 が 回 復 し た 、 と す 
る 


それ は 、 次 の こと で ある 。 

(1) 成功 し 、 勝 利 す る こと 。 そ うし て 、 社 会 的 地位 が 再度 
向上 する こと 。 

(2) 自慢 が 可能 な 状況 が 、 思 わ ず 突 然 実現 する こと 。 
する と 、 人 間 は 、 謙虚 な 外面 が 外れ る 。 人 間 は 、 自 然 に 自慢 
する 。 


他人 を 押し の け て 、 自 身 に つい て 宣伝 を みす る こと 。 
自身 の 存在 を 、 前 面 に 押し 出す こと 。 
他人 を 支配 する こと 。 


生得 的 に 、 次 の 視点 を 持つ こと 。 


Molt. AABIIMLT. BAZBES. 

($, RABIN. BAZBCAL. 

男性 は 、 女 性 的 女性 に 対し て 、 性 的 魅力 を 感じ る 。 
彼女 は 、 社 会 に お ける 有力 者 で ある 。 

男性 は 、 男 性 的 女性 に 対し て 、 性 的 魅力 を 感じ な い 。 
彼女 は 、 社 会 に お ける 無力 者 で ある 。 


ЗЕ. AEM AMOS LC. MAAS RLS. 
彼 は 、 社 会 に お ける 有力 者 で ある 。 
女性 は 、 女 性 的 男性 に 対し て 、 性 的 魅力 を 感じ な い 。 
彼 は 、 社 会 に お ける 無力 者 で ある 。 


一 一 


Wolk. ЛИК ИЗ. 
彼ら は 、 有 力 者 に な ろう と する 。 
彼ら は 、 無 力 者 に な る こと を 人 遊 け る 
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ИУ ФУ. 

羨む こと 。 

上 に 上 が ろう と する 人 の 足 を 、 引 っ 張る こと 。 
PB DAGALYI & 

次 の こと が 不快 で ある こと 。 

「 他 人 が 良い 思い を する こと 。」 


他人 の 足 を 引っ 張る こと 。 
他人 を 、 ラ イ バ ル と 見 な し て 、 攻 撃 す る こと 。 
他人 の 落ち 度 を 見 つけ て 、 他 人 を 引き ずり 落と すこ と 。 


他人 に ダメ ー ジ を 与え る こと 。 

他人 が 、 良 い 生 活 を 送る こと を 不可 能 に する こと 。 

他人 に 対し て 、 不 快 な 思い を させ る こと 。 

他人 に 対し て 、 以 下 の 行 為 を し て 、 心理 的 ダメ ー ジ を 与え る 
ここ 

(1) スト ー カ ー 行 為 。 

(2) TIAN ORE. 


HASZARBICLEFVETSIL. 


も し も 、 他 人 が 、 手 の 届か な いと ころ に 上 昇 し た と する 。 
する と 、 人 間 は 、 そ の 他人 を 、「 天 上 の 人 」 と 見 な す 。 
その 他人 を 、 全 面 的 に 称 貸 する こと 。 

その 他人 の 栄光 に あず か ろう と する こと 。 

その お こ ば ぼれ を も ら お うと する こと 。 

そう し た 「 栄 光 浴 」 を 好む こと 。 
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特権 や 既得 権益 を 、 好 むこ と 。 


特権 や 既得 権益 を 作る こと 。 
それ ら を 容認 する こと 。 


限ら れ た 、 生 存 上 の 資源 を 取り 合う こと 。 
それ ら を 独占 し て 、 既 得 権 益 化 する こと 。 
その 状態 を 排他 的 に 維持 する こと 。 

そう し て 、 社 会 的 格差 を 作る こと 。 

そう し た 状態 を 、 水 続 化 させ る こと 。 
例え ば 、 結 婚 の た め の 、 異 性 の 取り 合い 。 
例え ば 、 不 足す る 食糧 の 取り 合い 。 


人 間 に は 、 特 権 的 な 人 が いる 。 
彼ら は 、 最 初 か ら 、 存 在 す る 。 
彼ら は 、 何 も し な く て も 良い 。 
彼ら は 、 次 の (1 ) に お いて 、 次 の (2) の こと を 、 約 束 さ 
れ て いる 。 
1) ЕВ. НОЯ ЗСУ. 
(2) と て も 上 位 で ある こと 。 と て も 有利 で ある こと 。 
彼ら は 、 上 流 定住 集団 の メン バー で ある 。 
彼ら の 存在 を 、 平 気 で 許す こと 。 
彼ら の 特権 的 待遇 は 、 代々 、 平 然 と 引き 継が れる 。 
Го 例え ば 、 以 下 の 通 り で ある 。 
1) BHR, BRR, (地主 。 生 産 設 備 や イン フラ の 所 有 
PS ) 
(2) 有 力 者 O) 一 家 。 王 家。 贵族 。 


既得 権益 を 好む こと 。 


生物 や 人 間 は 、 血 縁 や 家族 で 生き る 。 
生物 や 人 間 に と っ て 、 そ れ は 、 定 住 集団 と な る 。 
そう し た 定住 集団 は 、 既 得 権益 の 維持 を 生み や すい 。 
“thud. LMAO, ROI Ch. 


SME CR Stitt ил. Ем. | 

Maat. Еф. Elf ons. 

そう し た 下位 者 は 、 反 乱 を 起こ す 。 

下位 者 は 、 そ うし て 、 彼 ら を 、 漬 す 。 

し か し 、 そ うし た 下位 者 が 、 今 度 は 、 上 位 者 に な る 。 

そう し た 新た な 上 位 者 は 、 以 下 の も の を 、 新 た に 、 平 気 で 、 
作り 出す 。 

自身 の 特権 や 既得 権益 。 

Wolk. Chae, ОХ. 


そう し た 人 間 は 、 新 た な 上 流 定住 集団 を 作る 。 
再び 、 そ れ を 永続 化 さ せよ うと する こと 。 
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文 配 する こと 。 


文 配 す る こと 。 


地位 や 権力 を 持 と うと する こと 。 

そう し て 、 以 下 の 内 容 を 、 優 先 的 に 通 そ うと する こと 。 
自身 の 主張 。 自 身 の 価値 観 。 

そう し て 、 反 対 者 を 抹殺 する こと 。 

反対 者 を 集団 か ら 追 放す る こと 。 


弾圧 を する こと 。 
絆 い 者 いじ め を する こと 。 


以下 の 存在 を 、 消 去 す る こと 。 
(1) 彼ら に 反対 する 存在 。 
(2) 彼ら の ライ バル 。 


支配 欲 が 強い こと 。 

親 が 、 子 供 を 支配 する 。 

上 位 者 が 、 下 位 者 を 支配 する 。 

有力 者 が 、 無 力 者 を 支配 する 。 

有 能 者 が 、 無 能 者 を 支配 する 。 

支配 され る 人 間 は 、 支 配 者 に よっ て 、 奴 款 や 道具 と し て 、 扱 
われ る 。 

SHBUCOk, УЖИН, 

それ を 、 し つこ くせ く 行 うこ と 。 


スト レス 発散 を する こと 。 

弱い 者 を 、 そ の た め の 道 具 に する こと 。 
絆 い 者 を 、 そ の た め に 、 犠 牲 に する こと 。 
それ を 、 何 と も 思わ な いこ と 。 
4S РЖ Жи, 


生き て いく に は 、 そ れ を 、 受 け 入 れる し か な いこ と 。 
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略奪 する こと 。 模 取り を する こと 。 


略 故 す る こと 。 
横取り を する こと 。 


自身 の 生物 や 立場 の 有利 さ を 保 つこ と 。 
07-0 -, ЛАТ CHAICT SIL. 
その た め に 、 他 人 に 対し て 、 奴 隷 労働 を させ る こと 。 


他人 の 成功 を 勝手 に 自身 の 手柄 に する こと 。 

他人 の 持ち 物 を 横取り し 、 故 うこ と 。 

他人 に 自身 の 責任 を 負わ ちせ る こと 。 そ うし て 、 他 人 を 、 い は け 
に え に す る こと 。 

以下 の 主張 を する こと 。 

「 私 は 、 こ の 行為 を 、 他 人 を 助け る た め に 、 行 っ た 。」 

し か し 、 そ れ は 、 実 際 は 、 居 下 の 内 容 の 実現 が 最 優 先 で あ 
る 。 
(1) 彼ら 自身 の 利益 。 
(2) 彼ら 自身 の 名 准 。 
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Си. 


違反 する こと 。 
失敗 する こと 。 


си. 

RAIL. 

密通 する こと 。 

ЕСИ, 

ЖИ #3 C{ITIIL. 

自身 の 利益 や 都合 を 優先 する こと 。 
ШЛА. the, ТИС. 
信頼 で き な い こと 。 


人 間 が 約束 を 守る 理由 。 

「 社 会 的 に 死な な いた め 。」 

(1) 定住 集団 か ら 追 攻 さ れ な いた め 。 

(2) 社会 的 上 位 者 に 処 前 や 訴追 を され な いた め 。 
(2-1) 移動 生活 様式 。 天 の 絶対 者 に よっ て 、 地 獄 に 落と 
され な いた め 。 

(3) 社会 的 信用 を 失わ な いた め 。 


自身 の 保身 が 優先 で ある こと 。 
その た め 、 態 度 が 、 後 ろ 向 さき さ に な る こと 。 
社会 的 に 不利 に な ら な いた め に 、 し ぶし ぶ 約 束 を 守る こと 。 


amg Sok. 

次 の こと を 、 対 外 的 に 隠 そ うと する こと 。 
(1) 彼ら 自身 の 評 弟 を 落と すこ と 。 
(2) 彼ら 自身 の 起こ し た 失敗 。 

(3) 彼ら 自身 の 起こ し た 違反 。 
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保身 する こと 。 


保身 する こと 。 


責任 を 回 放す る こと 。 

責任 を 転嫁 する こと 。 

自身 の 失敗 の 責任 を 、 他 人 に 擦り 付け る こと 。 
自己 擁護 を する こと 。 

言い 訳 を する こと 。 

EDT ONFK BAe FIT SoOL. 


ЖЖ. RO (1) の 存在 な の に 、 次 の (2) の こと を 行う こ 
ae 
(1) 384, MEH. 

(2) 弱者 を 気 取 る こと 。 和 被害 者 を 気 取 る こと 。 


そう し て 、 次 の 内 容 を 両立 させ る こと 。 
(1) 支配 。 
(2) 責任 逃れ 。 


仮に 、 訴 訟 が 起き た 、 と する 。 
する と 、 人 間 は 、 裁 麟 を 有利 に 進め よう と する 。 


下位 者 に 責任 を 押し 付け る こと 。 


自身 の 立場 を 良く し よう と する こと 。 
次 の こと を じ よ うと する こと 。 

「 社 会 的 に 評 痢 の 良い こと 。」 

良心 的 行動 を 、 計 算 ず く で 行う こと 。 
WEB ChE *&. 


安全 地帯 に いよ うと する こと 。 

次 の よう に ほす る こと :。 

「 定 住 集 団 か ら 、 追 放さ れ な いよ うに する こと 。」 

自身 の 周囲 の 他 者 。 彼 ら に 対し て 、 盛 ん に 、 気 配り や 、 尾 度 
を する ご と 。 


次 の こと を 、 回 性 する こと 。 
ААА С ОСИ, | 
その た め 、 自 身 も いじ め る 側 に 回 る こと 。 


自身 を 、 保 護 し て も ら お うと する こと 。 
権威 主義 者 で ある こと 。 


Я Л. 
権威 に すがり つく こと 。 
権威 に 反対 する 者 を 、 抹 殺す る こと 。 


それ は 、 性 別 で 見 る と 、 次 の 通り で ある 。 
(1) 男性 は 、 次 の 存在 に すがり つく 。 
IB eEL TD, KOH. CORAM SA. | 


(2) 女性 は 、 次 の 存在 に 、 隷 従 す る 。 
「 古参 者 。」 

彼ら は 、 次 の 内 容 を 持つ 。 

「 前例 。 し きた り 。 知 識 。」 


MIN Cs SEUSS 
TERA HOH. MHA. 1 


НЯ &. 

+. AMORA 9. 

Hh FA WE FOOL. 

SHaBecok. 

Нах MSIL, BML. ATSIC. 
ЗОНЕ. НУ Си. 


次 の 人 を 、 社 会 的 に 追放 し 、 抹 灯す る こと 。 


(1) 違反 者 。 
それ は 、 次 の こと を 守れ な い 人 で ある 。 


「 移 動 生 活 様式 。 定 住 生 活 様式 。 それら の 維持 の た め の 社 会 
規範 。」 


彼ら に 対し て 、 次 の こと を 平気 で 行う こと 。 
「 定 住 集 団 か ら の 追放 。」 


その 実行 者 は 、 居 下 の こ と を 、 了 予め 知っ て いる 。 
「 追 放さ れ た 人 が 、 生 き て いけ な いこ と 。」 
その 実行 者 は 、 冷 酷 で 残酷 で ある 。 


(2) Rime, RBA. 

彼ら に 対し て 、 次 の こと を 行う こと 。 
尋問 。 隔 離 。 処刑 。 

Boe. BACLT. UCHSIL. 


(3) 無能 者 。 病 人 。 

彼ら は 、 人 間 に と っ て 、 次 の 存在 で ある 。 
「 生 存 上 の 足 を 引っ 張る 存在 。」 

彼ら を 差別 する こと 。 


それ は 、 性 別 で 見 る と 、 次 の 通り で ある 。 

(1) 女性 は 、 以 下 の 人 し か 助け よう と し な い 。 
「 同 じ 仲 良し 定住 集団 の メン バー。」 

(2) 男性 は 、 以 下 の 人 し か 助け よう と し な い 。 
「 同 じ 宗 教 や 価値 観 の 人 間 同 士 。」 


ИЗ р. Hold, ЖИ СХ, МИФ. 
(+, НЕ“. 
彼ら は 、 消 去 さ れる 。 
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快楽 に は まる こと 。 


快楽 に は まる こと 。 
それ は 、 次 の よう な 内 容 で ある 。 


(1) 快感 に は まる こと 。 
気持 ちい いこ と に は まる こと 。 
セッ クス を する こと 。 

お いし いい 食物 を 沢山 食べ る こと 。 
いい 匂い を か ご うと する こと 。 
た ば こ や 麻 薬 に は まる こと 。 


ео. 
мо. 
忌 け 者 で ある こと 。 
手抜き を する こと 。 


苦労 する こと 。 そ うす る こと で 、 初 め て 自身 の 子 捧 を 残せ る 
ご 
Е ое. 


(3) 辛い 思い を 、 下 位 者 や 無力 者 に 対し て 、 押 し 付け る こ 


и 

下位 者 や 無力 者 に 対し て 、 労 働 の 義務 を 課す こと 。 
次 の こと を 、 串 いこ と と 見 な すこ と 。 

「 下 位 者 や 無力 者 が 、 働 か な いこ と 。」 


下位 者 や 無力 者 に 向かっ て 、 次 の よう に 洗脳 する こと 。 
「 人 間 は 、 労 働 す べき だ 。」 

上 位 者 や 有力 者 は 、 楽 を し て 、 遊 ん で 暮らし て いる 。 
上 位 者 や 有力 者 は 、 そ れ に つい て 、 何 も 言わ れ な い 。。 
そう し た 上 位 者 や 有力 者 は 、 却 っ て 、 尊 敬 さ れる 。 


生物 や 人 間 の 本 質 は 、 次 の 通り で ある 。 
「 遊 ん で 楽 す る こと 。」 
その 実現 の た め に 、 労 位 者 を 犠牲 に する こと 。 


搾取 する こと 。 
女性 は 、 男 性 の 労働 に よっ て 、 遊 ん で 暮らす 。 


(4) 快感 を 求め る こと 。 不快 な 存在 を 性 ける こと 。 
次 の ご と を し な CE 

「 不 快 で 不都合 な 真実 。 そ の 追求 。」 

その 邪魔 を する こと 。 

それ を 、 隠 ぺい する こと 。 

それ を 追求 する 者 を 、 抹 灯す る こと 。 


次 の こと の み を 、 受 け 入 れる こと 。 

「 き れい ご と 。 快 感 を 与え る 育 葉 。 気持 ちの 良い 言葉 。 座 め 
ЕЖЕ. | 

それ は 、 例 えば 、 次 の 通り で ある 。 

ГЕ, Жил. | 

そう いう こと ば か が か がり 言 お うと すま ずる ご こ ご ど 。 

それ は 、 例 えば 、 次 の 人 で ある 。 

ree, Be. 

それ は 、 生 物 と し て の 限界 で ある 。 


(5) 気持 ちの 良い こと の み を する こと 。 
それ は 、 例 えば 、 以 下 の 通 り で ある 。 
「 セ ックス 。 お いし い 食 事 。 ぜ いた く 。」 


次 の こと し か 受 けけ 入れ な いこ と 』 
「 気 分 が 良く な る こと 。」 


次 の こと を 、 受 け 信 れ な いこ と 。 
「 気 分 を 害する こと 。」 


次 の こと の み 受 け 人 れる こと 。 
「 彼 ら 自 身 の 立 場 を 良く する こと 。」 


次 の こと を 、 受け 入札 な いこ と 。 
「 彼 ら 自 身 の 立場 に と っ て 、 都 合 が 悪い こと 。」 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


身勝手 で ある こと 。 


他人 を 、 見 捨て る こと 。 


他人 を 、 見 捨て る こと 。 

困っ て いる 人 を 助け な いこ と 。 

他人 を 、 使 い 捨 て る こと 。 

彼ら 自身 を 優先 する こと 。 

彼ら 自身 が 良けれ ば 、 他 人 の 存在 は どう で も よい こと 。 
АЕ С. АЕ 


о. 

(1) 彼ら 自身 の 生き 残り を 図る こと 。 
(2) 彼ら 自身 の 立場 を 良く する こと 。 
その た め に 、 他 人 を 牝 牲 に する こと 。 


自身 勝手 で ある こと 。 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


嫌がら せ を する こと 。 


他人 に 対し て 、 配 慮 し な いこ と 。 
次 の こと を する こと 。 


「 他人 が 嫌がる こと 。」 


他人 に 対し て 、 嫌 が ら せ を する こと 。 

他人 に 対し て 、 意 地 悪 を する こと 。 
яние, си, 

それ を 、 次 の 目的 で 行う こと 。 

(1) 彼ら 自身 の スト レス を 、 発 散 す る た め 。 
(2-1) ライ バル に 対し て 、 ダ メー ジ を 与え る た め 。 
(2-2) ライ バル の 存在 を 、 抹 消す る た め 。 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


AMOR. CORE. 


「 愛情 。」 


人 間 に と っ て 、 愛 情 は 、 次 に 限定 され る 。 
彼ら 自身 の 定住 集団 の 内 部 。 そ れ は 、 以 下 の 存 在 で て ある 。 
(1) それ は 、 外 部 に 対し て 、 閉 じ て い る 。 
(2) それ は 、 親 し い 。 

(3) それ は 、 彼 ら と 、 共 通 の 利益 を 持つ 。 


ょ 、 例 えば 、 次 の 通り で ある 。 
女性 の 愛情 。 

親 か ら 子 供 へ の 愛情 。 

恋人 同士 の 愛情 。 


それ 
(1 
(2 
(3 
(4) 夫婦 間 の 愛情 。 


YS i 一 一 一 


それ は 、 特 権 が 無い と 、 授 受 で き な い 。 
その 授受 は 、 次 の こと が 前 提 と な る 。 
「 同 じ 定 住 集 田 の メン バー で ある こと 。」 


人 間 に お いて は 、 次 の 内 容 は 、 稀 薄 で ある 。 
「「 不 特定 他 者 」 へ の 愛情 。」 


それ は 、 移 動 生活 様式 で は 、 次 を 伴わ な いと 、 実 行く され な 
い 。 
「 大 の 絶対 者 に よる 、 宗 教 的 な 権威 や 削 則 。」 


それ は 、 定 住 生活 様式 で は 、 次 の 通り で ある 。 

それ は 、 定 住 集 団 内 部 の メン バー に 限定 され る 。 

それ は 、 部 外 者 の 場合 、 以 下 の 人 に 限定 され る 。 

「 お 客 様 。 そ の 人 は 、 彼 ら に お 人 金 を 出し て くれ る 。」 
仮に 、 そ の 人 が 、 彼 ら に お 金 を 出せ な く な っ た 、 と する 。 
する と 、 彼 ら は 、 そ の 人 に 対し て 、 途 端 に 冷た く な る 。 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。) 


AMOS. ФО. 


АЕ, | 

それ は 、 人 間 に と っ て 、 次 の 内 容 で ある 。 

「 恵 まれ た 上 位 者 か ら 、 恵 まれ な い 下 位 者 へ の 、 施 し 。」 
それ は 、 次 の 心 に 基づく 。 

「 上 位 者 に よる 、 下 位 者 へ の 憐れみ 。」 


それ は 、 社 会 的 な 見 下 し で ある 。 
それ は 、 ペ ベ ペット へ の 餌 や り の 一 種 で ある 。 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。) 


AMOR. CORE. 


「 良心 。」 
それ は 、 人 間 に と っ て 、 次 の 内 容 で ある 。 
) 人 助け 


(2) 共感 。 


人 助け は 、 社 会 的 に 称 筑 され る 。 
共感 は 、 対 人 関係 的 に 歓迎 され る 。 


し か し 、 実 際 に は 、 そ れ ら に 対し て は 、 返 礼 は 、 無 い 。 
それ ら は 、 取 られ 損 に な りや すい 。 
それ ら を 行う 人 は 、 以 下 の 扱い を 受け る 。 
(1) Mold, た か られ る 。 
ょ 、 む し り 取 られ る 。 
っ は 、 捨 て られ る 。 
$. だ まさ れる 


人 間 社 会 で は 、 次 の こと は 、 存 在 し に くい 。 
「 鈍 粋 で 無垢 な 心 に よる 、 人 助け 。」 


共感 の 行為 を み 、 上 位 者 に よっ て 、 強 制 さ れ や すい こと 。 


人 助け は 、 無 知 な 子供 が や る 。 
彼 は 、 思 い 切 り だ まさ れる 。 
彼 は 、 痛 い 目 に 合う 。 

な の で 、 彼 は 、 二 度 と や ら な い 。 


良心 的 な 行為 。 そ れ は 、 以 下 の 目 的 で 行わ れる 。 


(1) 

次 の こと を 好ま な いこ と 。 

「 他 人 に よっ て 、 嫌 な こと を され る こと 。」 コ 」 
な の で 、 人 間 は 、 彼 ら 自 身 も 、 他 人 に 嫌 な こと を し な い 。 
それ は 、 お 互い 様 で ある 。 

その 社会 行動 は 、 い ざと いう 時 の 、 保 険 の 一 種 で て ある 。 
その 社会 慣行 を 普及 させ る こと 。 

そう し て 、 次 の 内 容 を 確保 する こと 。 

「 彼 ら 自 身 の 精 神 の 安定 。」 


それ は 、 結 局 、 人 間 に と っ て 、 次 の こと で ある 。 


「 彼 ら 自 身 に と っ て 、 都 合 が 良い こと 。」 


(2) 

仮に 、 人 間 が 、 彼 ら 自 身 が 困っ た 、 と する 。 する と 、 人 間 
は 、 誰 か に 助け て も らい た い 。 

な の で 、 人 間 は 、 困 っ て いる 人 を 助け る 。 

それ は 、 お 互い 様 で ある 。 

その 社会 行動 は 、 い ざと いう 時 の 、 保 険 の 一 種 で ある 。 
その 社会 慣行 を 普及 させ る こと 。 

そう し て 、 次 の 内 容 を 確保 する こと 。 

「 彼 ら 自 身 の 保 全 。」 


それ は 、 結 局 、 人 間 に と っ て 、 次 の こと で ある 。 
「 彼 ら 自 身 に と っ て 、 都 合 が 良い こと 。」 


(3) 
仮に 、 次 の (3-1) の 存在 が 、 次 の (3-2) の こと を 
言っ た 。、 と する 。 


その ご と を 。. 豆 ん で 信じ る ご と 。 
その こと を 、 喜 ん で 実行 する こと 。 


(3-1) 権威 ある 存在 。 例 えば 、 天 の 父 な る 神 。 
(3-2) 「 こ の 行い は 、 良 い 行 い だ 。」 


次 の 内 容 に 従う こと 。 
「 権 威 あ る 存在 の 言う こと 。」 


で ET OS ee 
そう し て 、 保 身 を し た いこ と 。 


そう し て 、 天 国 に 行く こと 。 

(4) 

以下 の 存在 を 、 か わい そう に 思う こと 。 

「 下 位 者 。 そ れ は 、 上 恵まれ な い 。 そ れ は 、 困 っ て いる 。」 
そう し た 下位 者 に 、 次 の こと を する こと 。 


「 憐 れ み を か ける こと 。 救 っ て あげ る こと 。」 


そう し て 、 自 身の上 位 性 を 確認 し た いこ と 。 
CUE ре EN 
оС ЕВ. 


(5) 

定住 集団 内 部 で 、 周 囲 の ご 機嫌 を 取っ て お きた いこ と 。 
彼ら 自身 が 、 定 住 集団 内 に 残り た いこ と 。 

彼ら 自身 が 、 定 住 集 団 か ら 、 追 い 出 されない よう に し た いこ 


と 。 
彼ら 自身 が 、 安 全 地 帯 に いた いこ と 。 


その た め 、 次 の こと を する こと 。 

「 集 団 内 部 で の 、 助 け 合 い 。」 

次 の こと を 防ぐ こと 。 

「 定 住 集 団 か ら 追 放さ れる こと 。」 

その た め 、 人 々 の 間 に 、 次 の こと が 起き る こと 。 
「 人 助け され た こと へ の 上 返礼 の 義務 化 。 贈 答 。」 


(6) 

次 の 行為 を し た いこ と 。 

「 社 会 的 に 谷 め られ る 行為 。」 

そう し て 、 自 身 の 名 声 を 上 げ る こと 。 

そう し て 、 彼 自身 の 立ち 位 異 を 有利 に する こと 。 


(7) 

移動 生活 様式 。 

同じ 価値 観 の 人 た ち 同 士 で の み 、 助 け 合 うこ と 。 
他人 と 、 持 つ 価 値 観 が 違う 場合 、 互 い を 攻撃 する こと 。 
7.4, RA-VCRIMDIE. 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


見 か け の 良さ を 好む こと 。 


Wea IFO’. 
きれ い ご と を 主張 する こと 。 


その 唱 悪 な 本 性 を 、 隠 べ い する こと 。 

その 存在 を 、 美 化す る こと 。 

見 か け を 良く する こと 。 

化粧 を する こと 。 

きれ い ご と や 理想 を 盛ん に 主張 する こと 。 

大 国 に 行き さ た いこ と 。 

そう し た きれ い ご と や 理想 は 、 実 際 に は 、 実 現 不 可能 で あ 
る 。 
それ は 、 次 の 内 容 の た めで ある 。 
「 人 間 が 持つ 、 梗 悪 な 本 性 。」 


そう し た きれ い ご と や 理想 は 、 例 えば 、 次 の 通り で ある 。 
「 人 権 の 尊重 。 性 差別 反対 。 人 種差 別 反 対 。」 


実際 に は 、 逆 の こと ば か りや っ て いる こと 。 
それ ら は 、 和 実現 する 見 込み は 無い 。 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


ыы 人 間 嫌 い の 


SEO. ARE BAG. 


生物 嫌悪 の 思想 о 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
生物 を 嫌悪 する こと 。 そ の 考え の 内 容 を 、 主 張 す る こと 。 
生物 の 本 質 に 対し て 、 マ イナ ス の 評価 や 感情 を 、 抱 く こ と 。 


AIRED BAB. 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

人 間 を 嫌悪 する こと 。 そ の 考え の 内 容 を 、 主 張 す る こと 。 
人 間 の 本 質 に 対し て 、 マ イナ ス の 評価 や 感情 を 、 抱 く こ と 。 
人 間 は 、 生 物 の 一 種 で て ある 。 

人 間 憎 悪 の 思想 は 、 生 物 嫌 悪 の 思想 の 一 環 で ある 。 


(2021 年 5 月 初出 。) 


人 間 嫌 い の 人 。 彼 は 、 何 に な り た いか ? 
筆者 は 、 次 の よう に 考え る 。 

「 人 間 は 、 男 も 女 も 、 駄 目 な 存在 だ 。」 

筆者 は 、 人 間 は 、 男 も 女 も 大 嫌い で ある 。 

(+. AMX に て 生ま れれ で き て 失敗 だ っ た だ 。 

筆者 は 、 生 物 と し て 生ま れ て き て 失敗 だ っ た 。 

は 、 自 身 に つい て 、 次 の よう に 考え る 。 

ld. RCL. I 

4. МКОС 71-Х. 

「 生 物 其 外 の 物質 。」 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


人 間 嫌 い の 人 。 彼 の 生き 方 。 


SAL. AMAR UY CHS. 

筆者 は 、 例 えば 、 次 の こと を 推奨 する 。 
「 社 会 的 な 引き こも り 。」 

他人 に な る べく 会 わな いこ と 。」 


人 間 関 係 を 最小 限 に 抑え る 方 法 。 
それ は 、 何 か ? 

それ は 、 投 資 家 生活 で ある 。 
Rls. Bae AES RIES S. 


彼 は 、 し ば らく 働く 。 

彼 は 、 投 資す る 。 

彼 は 、 そ うし て 、 お 金 を 貯め る 。 

彼 は 、 生 物 の 一 種 で ある 。 

彼 は 、 何 と か 生き て いく 必要 が ある 。 
に 


彼 に は 、 次 の こと の 実現 が 、 必 須 で ある 。 
「 社 会 的 サー ビス を 利用 する こと 。」 


彼 は 、 そ の 際 、 対 価 を 支払 う 5 のみ に する 。 
彼 は 、 嫌 な 人 に は 、 必 要 な 対価 を 支払 う 。 
そう すれ ば 、 そ の 相手 は 、 黙 る 。 

彼 は 、 人 格 的 な 接触 は し な い 。 

彼 は 、 次 の よう に 考え る 。 

「 ぜ いた く は 、 人 生 に お いて 、 意 味 が 無い 。」 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


人 間 嫌 い の 人 。 彼 の 生き が い 。 


筆者 は 、 人 間 が 嫌い で ある 。 
Salk. HAIL, ХОТ. 


「 人 間 嫌 い の 人 。 彼 が 、 次 の よう な 生き が い を 持つ こと 。」 


彼 の 生き が い は 、 例 えば 、 次 の 内 容 で ある 。 

「 社 会 的 真実 を 追求 する こと 。 そ の 結果 を 、 文 化 的 子 捧 と し 
て 、 後 世に 残す こと 。」 

彼 は 、 ネ ッ ト 上 で 、 人 間 観 察 を や る 。 

彼 は 、 人 間 の 上 真実 を 、 暗 黒 面 を 含め て 、 追 求 す る 。 

彼 は 、 そ れ を 、 ど ん どん 情報 公開 する 。 


彼 は 、 そ うし て 、 次 の こと を 人 行う 。 
「 生 物 や 人 間 へ の 復讐 。」 


彼 は 、 そ の 結果 、 人 間 社 会 の 中 に 、 支持 者 が いな く な る 。 
それ は 、 完 全 に 的 独 な 闘い と な る 。 
彼 は 、 社 会 的 に 拡 立 す る 。 


彼 は 、 気 を 遣う 他人 が いな く な る 。 
彼 は 、 何 を 主張 し て も 、 和 怖く な い 。 
彼 は 、 社 会 的 に 無敵 の 人 に な る 。 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


人 間 嫌 い の 人 。 社 会 的 真実 に 近づく こと 。 
その 方 法 。 


そう し た 社会 的 真実 に 近づく 方 法 。 

それ は 何 か ? 

「 彼 が 、 そ の 思想 に お いて 、 雑 菌 に 感染 する こと 。 

「 彼 が 、 そ の 思想 に お いて 、 そ う Е НЗ 
ов 


それ は 、 以 下 の 考 え に 接 する こと で ある 。 

(1) それ は 、 大 量 で ある 。 

(2) ФА, FES CHS. 

(3) その 内 容 は 、 互 い に 矛 盾 する 。 

彼 は 、 そ の 中 か ら 、 次 の 内 容 を 、 自 力 で 見 つけ る 。 

「 彼 は 、 次 の よう に 考え る 。 "ECOWAS. MOREA ATH 
ge vee ae 

「 人 間 社 会 に お ける 様々 な 現象 を 、 上 手 に 説明 する 力 。 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。 ) 


人 間 嫌 い の 人 。 社会 的 真実 に 近づく こと 。 
その 心がけ 。 


そう し た 社会 的 真実 に 近づく こと 。 そ の た め に は 、 彼 に は 、 
あぁ ある 心がけ が 必要 で ある 。 
それ は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


) 態度 。 
(A-1) 以下 の 内 容 を 採用 する こと 。 
ЕЁ СС Уи. 
自然 で て ある こと 。 天 然 で て ある こと 。 


(A-2) 以下 の 内 容 を 回 性 する こと 。 

自分 に 都合 の 良い こと 。 利 寒 。 そ れ ら の 重視 。 
人 為 的 な こと 。 作 為 。 操作 。 

不正 


(B) 視点 。 
(B-1) 以下 の 内 容 を 採用 する こと 。 


公平 で ある こと 。 
客観 的 で て ある こと 。 
SF CHS LX. 
多面 的 で ある こと 。 
WBA CH Sox. 
新しい こと 。 


(B- 2) 以下 の 内 容 を 回 放す る こと 。 
EHH. 


偏り 。 


以下 の 心がけ が 、 特 に 重要 で ある 。 


以下 の こと を 、 放 ける こと 。 

(1) 自身 の 保身 。 みん な の 注目 を 集め る こと 。 自 身 の 権益 
MUA. それ ら を 図る こと 。 

(2) その 実現 の た め に 、 以 下 の こ と を する こと 。 
(2-1) 社会 へ の 適応 を 、 優 先 す る こと 。 

(2-2) 人 間 や 社会 。 それ ら に 対し て 、 務 合 する こと 。 
(2-3) ЛЕХ. ВЕ, ИЛИ, № 
まる こと 。 

(2-4) その 結果 、 自 身 の 考 え を 、 人 為 的 に 人 歪曲 する こ 
と 。 

(2-5) その 結果 、 次 の 内 容 を 失う こと 。 

視点 の 公平 さ 。 態 度 の 正貴 さ 。 


(初出 2008 年 9 月 。2020 年 7 月 。) 
Rs お ける 、 社 会 研究 者 の 、 無 


女性 優位 社会 に お ける 、 社 会 研究 者 の 、 無 能 性 。 
例 。 日 本 の 社会 学者 の 、 無 能 性 。 


その 発生 の 要因 は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 


A 
社会 研究 者 。 彼 ら 自 身 の 、 心理 的 傾向 。 

(1) 

自己 保身 性 が 強 過 ぎる こと 。 

自己 保身 を 最 優先 する 研究 ば か り 行 うこ と 。 研 究 遂行 に お け 
る 、 上 位 者 へ の 尾 度 や 娘 び を 、 社 会 的 真実 の 主張 より も 、 優 
先 す る こと 。 上 位 者 が 喜ぶ 内 容 の 研究 ば か り 、 行 うこ と 。 上 
位 者 が 変わ る と 、 そ れ に 応じ て 、 主 張 内 容 を 、 新 た な 上 位 者 
の 意 に 沿う 形 く と 、 そ の 都度 、 無 意識 の うち に 、 滞 返し する 
形 で 、 大 幅 に 人 歪曲 する こと 。 上 位 者 の 政策 を 批 弟 す る 研究 発 
表 を 、 自 主 規制 し て 、 社 会 的 に 抹消 する こと 。 

自己 の 安全 確保 を 優先 し 過ぎ る こと 。 退 界 性 が 強 過 ぎる こ 
と 。 和 失敗 を 、 徹 度 的 に 恐れ る こと 。 権 威 の ある 前 例 的 学説 の 
デッド コピ ー と 、 そ の 訓 話 学ば か り 、 行 うこ と 。 未 知 の リス 
ク に 滴 れ る 、 新 機軸 の 探査 的 研究 の 実行 を 、 安 全 第 一 の 思考 
に 基づい て 、 徹 族 的 に 回 放す る こと 。 そ の た め 、 前 例 踏 國 と 
前 例 改良 の 研究 し か 、 出来 な いこ と 。 

自己 が 所 属す る 定住 集団 と し て の 学校 や 企業 や 役所 や 地域 な 
ど へ の 所 属 の 維持 を 、 最 優先 し 過ぎ る こと 。 自 己 が 所 属す る 
定住 集団 か ら 追 放さ れる 危険 の ある 内 容 の 研究 を 、 徹 旗 的 に 
回 避 す る こと 。 そ の た め 、 研 究 内 容 決定 の 自由 が 、 大 幅 に 制 
限 さ れる こと 。 そ の た め に 、 社 会 的 真実 の 解明 を 、 過 激 過 イ ぎ 
Dit ls Co Pee es 

(2) 

同調 や 調和 の 重視 が 、 強 過ぎ る こと 。 

周囲 の 意向 や 全体 の 意向 に 合わ せ た 内 容 の 研究 し か 、 実 行 し 
よう と し な いこ と 。 同 調 や 調和 を 乱す 異論 を 出す こと を 、 徹 
旗 的 に 回 放す る こと 。 異 論 提 出 の 実行 者 を 、 研 究 者 の 定住 集 
団 内 部 か ら 、 勝 手 に 追 攻 する こと 。 そ の た め 、 研 究 に お け 
る 、 個 人 行動 の 自由 が 、 大 幅 に 制限 され る こと 。 研 究 進 行 に 
お ける 、 相 互 統 制 と 相互 幅 視 と 相互 検 開 が 、 行 き 過 ぎる こ 
と 。 
最新 の 流行 に 沿っ た 研究 し か 、 し な いこ と 。 和 主流 に 沿っ た 研 
TLD: も し な いこ と 。 

(3) 


自己 中 心性 が 強 過 ぎる こと 。 
見 栄 を 張り 過ぎ る こと 。 プ ラス の 注目 を 浴び る こと を 、 最 優 
ie ぎる こと 。 恥 を か く こ ご と を 。 ава. その た 
に 、 外 面 的 で 表面 的 な 効果 の 強い 、 華 な 綺 出 事 の 研究 ば 

ee i 
過ぎ る と し て 、 疎 か に する こと 。 

高慢 過ぎ る こと 。 尊 大 過ぎ る こと 。 専 制 支配 の 重視 が 、 強 過 
ざる こと 3 
下位 者 に 対す る 、 研 究 上 の 専制 支配 を 、 容 赦 無 く 行 うこ と 。 
下位 者 を 、 彼 ら 自 身 へ と 、 隷 従 さ せる こと し か 、 出 来 な いこ 
と 。 下位 者 に よる 、 CC а 
禁止 する こと し か 、 出 来 な いこ と 。 彼 ら 自 身 の 意思 に 反する 
内 容 の 研究 を 行っ た 下位 者 を 、 冷 遇 し た り 追 放し た りす る こ 
と し か 、 出 来 な いこ と 

(4) 
温室 指向 が 強 過 ぎる こと 。 
安全 で 快適 で 楽 な 研究 ば か り 、 や ろう と する こと 。 人 危ない 作 
業 や 苦 役 や 汚れ 作業 を 伴う 研究 を 、 下 位 者 や 部 外 者 べ と 、 丸 
投げ する こと 。 そ の 結果 、 リ アル な 社会 的 現実 に 接触 する 機 
会 を 、 失 うこ と 。 

(5) 
FASAM AGRA оси. МУЗ «Си, 
部 内 者 内 部 产 绿 故 者 内 部 大 ( 似 素 、 研 究 O) 遂 行 在 、 固 邮 民 由 寺 
うこ と 。 研 究 の 進め 方 が 、 外 部 か ら の 新鮮 な 風通し に 、 欠 け 
る こと 。 
彼ら 自身 に と っ て 不都合 な 内 実 を 、 外 部 に 漏らさ な いこ と 
に 、 注 意 を 払い 過ぎ る こと 。 内 部 告発 的 な 研究 が 、 出 来 な い 
ここ 

(6) 
Зв си. 
研究 不 上 手 〈 Pot НОЖ, ФЖО 
1%. МЕСЯЦ, CORROFS. Le re <ialTt 
Oe is ae a 

(7) 
研究 対象 に 対す る 一 体感 や 融合 感 が 、 強 過ぎ る こと 。 
研究 対象 に 対し て 、 客 観 的 な 姿勢 を 、 取 れ な いこ と 。 研 究 対 
象 に 対す る 、 感 情 移 入 や 共感 の 度合 い が 、 強 過ぎ る こと 。 研 


究 対 象 に 対す る 、 科 学 的 態度 を 、 取 れ な いこ と 。 研 究 対象 
を 、 愛 玩 の 対象 と し て し まう こと 。 研 究 の 視点 が 、 根 本 的 
に 、 非 科学 的 で て ある こと 。 既 存 の 科学 的 研究 の デッド コピ ー 
は 出来 る が 、 科 学 的 研究 その も の は 、 全 く 出 来 な いこ と 。 


2. 

社会 その も の の 体質 。 

社会 に お ける 、 内 部 情報 の 機密 性 が 、 強 過ぎ る こと 。 
社会 研究 の 遂行 に お いて 取得 が 必要 な エビ デン ス が 、 何 で 
も 、 オ フレ コ と され 、 和 実質 的 に 、 取 得 禁 止 と な る こと 。 


(2022 年 5 月 初出 。) 
ВЕ ける 、 社 会 研究 者 の 、 無 


彼ら は 、 移 動 生 活 様式 の 採用 に よっ て 、 男 性 性 の 優位 化 と 、 
女性 性 の 抑 庄 と に 、 一 応 、 成 功 し て いる 。 

У 

彼ら は 、 女 性 に 対す る 、 洪 在 的 な 恐怖 心 を 、 無 意識 の うち 

に 、 強 く 抱 いて いる 。 

彼ら は 、 女 性 の 優位 性 を 認め る こと が 、 精 神 的 に 、 不 可能 で 
ある 。 

彼ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 を 認め る こと が 、 精 神 的 に 、 不 
可能 で ある 。 


彼ら は 、 移 動 生 活 様式 の 採用 に よっ て 、 家 畜 の 飼育 と 居 殺 
を 、 常 時 、 生 活 上 の 必要 に 迫 ら れ て 、 行 っ て いる 。 

彼ら は 、 人 間 の 存在 を 、 家 畜 の 存在 と 、 峰 別して 考え る こと 
し か 、 出 来 な い 。 

彼ら は 、 人 間 の 存在 を 、 他 の 生物 の 存在 と 、 唆 別して 考え る 
こと し か 、 出 来 な い 。 

彼ら は 、 人 間 を 、 生 物 の 一 員 と し て 捉え る こと が 、 精 神 的 
に 、 不 可能 で ある 。 


彼ら は 、 人 間 の 本 質 を 、 生 物 の 本 質 へ と 旬 含 し て 考え る こと 
が 、 精 神 的 に 、 不 可能 で ある 。 

彼ら は 、 人 間 と 生物 に 共通 する 社会 的 価値 感 の 把握 が 、 精 神 
的 に 、 不 可能 で ある 。 

その 結果 。 

彼ら に お いて は 、 生 物 の 社会 や 人 間 の 社会 の 把握 の 視点 に お 
いて 、 修 復 不可 能 な 歪み が 、 常 時 、 生 じ て し まう 。 

その 結果 。 

客観 性 や 論理 性 や 科学 性 や 分 析 性 に 優れ た 視点 を 持つ こと 
が 、 せ っ か く 、 出 来 て いる に も 関わ ら ず 。 

彼ら は 、 生 物 社会 や 人 間 社 会 の 把握 能力 に お いて 、 常 時 、 永 
続 的 に 、 無 能 に な っ て し まう 。 


(2022 年 5 月 初出 。) 


生物 の 心理 。 そ の 光明 性 。 そ 
の 暗黒 性 。 


ЕВ トト 通 に 持つ 心理 。 生物 が 共通 に 持つ 


生物 が 共通 に 持つ 心理 。 生物 が 共通 に 持つ 意思 。 
その 内 容 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


А) 基本 の 心理 。 
1) 根幹 。 
私 は 、 生 きた い 。 


) その 本 能 人 性 。 そ の 消去 不能 性 。 
i な ぜ 生 きた いと 思う の か ? 
私 は 、 そ の こと に つい て 、 良 く 分 か ら な い 。 
私 は 、 気 が 付い た に ら 、 い つの 間 に か 、 自 然 と そう 思う よう に 
な っ て いる 。 


私 は 、 生 まれ つき 、。 そ う 思 う よ う に な っ て いる 。 
私 は 、 そ れ を 消す 方 法 を 、 知 ら な い 。 
それ は 、 生 物 の 本 能 で ある 。 


) 自分 自身 の 存在 の 保持 。 
| 私 自身 を 永続 させ た い 。 
ょ 、 私 自身 の 命 を 守り た い 。 
ょ 、 健 康 で あり た い 。 


(3 
私 
私 
私 
私 は 、 私 自身 の 子 擬 が 欲し い 。 


( 
( 
( 
( 


(4) 自分 自身 の 存在 の 拡大 。 


私 は 、 私 自身 を 拡大 させ た い 。 
私 は 、 私 自身 の 子 換 を た くさ ん 持ち た い 。 
Alt. МЕТА, НН. 


は 
は 
は 
私 は 、 成 功 し た い 。 
は 、 他 者 に 受け 人 れ ら れ た い 。 
は 、 他 者 に 喜ん で も らい た い 。 
(5) 生き る 手段 の 獲得 
(5 - 1) 自分 自身 の 努力 。 
о as 能力 を 高め た い 。 
私 は 、 休 調 を 良く し た い 。 


5-2) 助け て くれ る 他 者 の 獲得 
ょ 、 助 け て くれ る 存在 が 欲し い 。 
ょ 、 私 自身 の 理解 者 が 欲し い 。 
ょ 、 友 人 が 欲し い 。 


( 
私 
私 
私 
私 は 、 頼 れる 存在 が 欲し い 。 


( 
( 
( 
は 、 


В) 生物 の 心理 。 そ の サイ クル 。 
それ は 、 以 下 の (1) AS. WED (4) O 间 在、 循环 才 
る 。 


) 生存 環境 へ の 直面 。 現 実 へ の 上 面 。 そ の 厳し さ 。 そ の 
ae その 実感 。 
EXD XLS. 
生き る こと は 困難 で ある 。 


生き る こと は 大 変 で ある 。 
生き る など は 行い 。 


) ネガ ティ ブ な 心理 の 発生 。 


(2 

私 は 、 生 きる こと を 放 茎 し た い 。 
私 は 、 生 きる こと を 中 止 し た い 。 
Ald, ЕИРЦ, 1- К ^. 
私 は 、 死 に た い 。 


3) 生き る こと へ の 再度 の 覚 醍 。 
+. MAD LH. 

ょ 、 死 ぬ の は 嫌 だ 。 

ょ 、 と りあ え ず 、 生 きよ う 。 

ょ 、 明 日 も 、 何 と か 生き よう 。 


(4) ポジ ティ ブ な 心理 の 発生 。 
(4-1) EX 4° ¢ OBE. 
HRS vd. CHER. ROI. 


-2) 未来 へ の 期待 
明日 は 、 き っ と 良い こと が ある 。 明 日 に 期待 し よう 。 
生き る こと に 希望 を 持 と う 。 
生き る こと に 期待 を 持 と う 。 


(4-3) 基本 の 心理 の 実現 。 そ の イベ ント の 発生 。 それに 
よる 、 充 足 感 の 発生 。 

私 は 、 生 き て いて 良かっ た 。 

私 は 、 充 実 し て いる 。 

年 a る こと は CS 

生き る こと は 素晴らし い 。 


(初出 2020 年 8 月 。 ) 


生物 。 人 間 。 彼ら 自身 の 生涯 を 光明 性 で 満 
た す 方 法 。 


生物 や 人 間 の 本 性 は 、 暗 黒 で ある 。 

生物 や 人 間 は 、 彼 ら 自 身 の 暗 黒人 性 を 不快 に 感じ る 。 生 物 や 人 

間 は 、 彼 ら 自 身 の 暗 黒 性 を 打ち 消 そ うと し て 、 光 明 性 を 、 必 

死に な っ て 指向 する 。 生 物 や 人 間 は 、 彼 ら 自 身 の 生 涯 を 、 光 

明 性 で 満た そう と する 。 生 物 は 、 本 源 的 に 、 光 明 性 を 望む 。 

生物 や 人 間 に と っ て 、 暗 黒 性 の 実現 は 、 容 易 で 楽 で ある 。 生 

物 や 人 間 に と っ て 、 光 明 性 の 実現 は 、 苦 し く 困 難 で ある 。 

生物 や 人 間 に と っ て 、 暗 黒 性 の 実現 可能 竹 は 、 多 大 で ある 。 

生物 や 人 間 に と っ て 、 光 明 性 の 実現 可能 性 は 、 希 少 で ある 。 

生物 や 人 間 に と っ て 、 暗 黒 性 の 実現 と 持続 は 、 ВИС, = 

能 化 する 。 生 物 や 人 間 に と っ て 、 光 明 性 の 実現 と 持続 は 、 一 

Bt CARDS. 

生物 や 人 間 に よ る 、 宗 教 や 理想 と いっ た 光明 性 の 絶え ざる 追 

求 。 それは 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

彼ら 自身 の 本 性 が 暗黒 で て ある こと 。 彼 ら 自 身 の 日常 が 暗黒 続 

き で ある こと 。 i し の 内 容 で ある こと 。 

生物 や 人 間 は 、 以 下 の (1) の 存在 を 想定 し な いと 、 以 下 の 
) の 状態 に 陥る 

(1) 

和 件 対 者 や 最高 権威 者 。 例 。 宗教 に お ける 神 。 神 格 化 され た 、 

理想 の 追求 者 や 指導 

それ ら の 実在 。 そ れ ら に よる 、 世 界 中 の 生物 や 人 間 に 対 す 

る 、 絶 え ざ る 監視 や 統制 。 

(2) 

光明 性 の ある 行動 を 、 自 主 的 に 取る こと が 出来 な いこ 

暗黒 性 に 満ち た 行動 を 。 エン ドレ ス に 繰り 返す こと 。 


生物 。 人間 。 彼 ら 自 身 の 生 涯 を 光明 性 で 満た す 方 法 。 そ れ は 
何 か ? 

生物 。 人間 。 彼 ら の 光明 性 の 側面 。 彼ら が 、 生 涯 に お いて 、 
光明 性 を 見 出す に は どう すれ ば よい か ? 生物 や 人 間 が 光明 性 
を 見 出し や すく な る 最良 の ノウ ハウ や 方 法 。 それ ら は 、 以 下 
の 内 容 で ある 。 


ИИ! 


(1) 

生き や すさ 。 生 物 の 生存 に と っ て プラ ス で ある こと 。 そ れ ら 
は 、 光 明 性 に つなが る 。 

生き に くさ 。 死 。 生物 の 生存 に と っ て マイ ナス で ある こと 。 
それ ら は 、 暗 黒人 性 に つなが る 。 

生物 は 、 生 き や す く な る と 、 光 明 性 を 感じ る 。 

光明 性 を 得る に は 、 生 き や す さ を 求め れ ば 良い 。 


(2) 

生物 。 彼ら 自身 の 子供 。 ROBSOTHK. K>BSEON RM 
者 。 そ の 存在 ・。 そ れ ら は 、 光 明 性 に つなが る 。 
子 無 し で ある こと 。 後継 者 の 不在 ・。 そ れ ら は 、 暗 黒 性 に つ な 
が る 。 

ЕЛ ($. НМА и, ЖЕНА 
感じ る 。 

光明 性 を 得る に は 、 彼 ら 自 身 の 子 供 や 子 擬 や 後継 者 を 生成 
し 、 育 成す れ ば 良い 。 


(3) 

味方 。 支え 。 同 類 。 そ れ ら は 、 光 明 性 に つなが る 。 

敵 。 ライ バル 。 無 関心 者 。 冷淡 な 傍観 者 。 それら は 、 暗 黒 性 
に つなが る 。 

生物 は 、 味 方 や 同類 と 一 緒 に いる と 、 光 明 性 を 感じ る 。 生 物 
は 、 支え が ある と 、 光 明 性 を 感じ る 。 

光明 性 を 得る に は 、 味 方 や 支え を 獲得 すれ ば 良い 。 


(4) 

Ж. >, ЧАЯ, Шо | ADDA DTS 
ЗН. ЕЖЕ РУ 53. ФИ, ЖАВЕ> 
о 

РЯ. ЗА, ЖА 又 十 一 泵 领域 。 危 附录 领域 。 解 决 O) 
301) AAAHAD A Rep Ah. ЕРИНО, 
それ ら は 、 暗 黒人 性 に つなが る 。 

生物 は 、 光 の 当たる 、 安 全 な 侍 域 に いる と 、 光 明 性 を 感じ 

る 。 生 物 は 、 解 決 方 法 を 新た に 発見 し 発明 する か 、 和 解決 方 法 
が 既に 分 か っ て いる と 、 光 明 性 を 感じ る 。 生 物 は 、 正 確 な 予 
測 や 予報 が あめ る と 、 光 明 性 を 感じ る 。 


SCHAMER (SS IIIS, HOCREWAMICU MULE. ЖЕ 
得る に は 、 о. 号 れ ば 良い 。 光 明 性 を 得る に は 、 正 確 
な 予測 や 予報 を 得 れ ば 良い 。 


(5) 

成功 。 達成 。 それら は 、 光明 性 に つなが る 。 

ХА. ME. ЖЕ. ИР, НЕЕ. 

生物 は 、 成 功 し 、 達 成す る と 、 光 明 性 を 感じ る 。 生 物 は 、 難 
易 度 の より 高い 課題 に つい て 、 成 功 し 、 人 達成 を 実現 する ほ 
ど 、 光 明 性 を 、 よ り 強 く 感 じ る 。 

光明 性 を 得る に は 、 成 功 し 、 人 達成 すれ ば 良い 。 


(6) 

好き な こと 。 し た いこ と 。 そ れ ら は 、 光 明 性 に つなが る 。 
嫌い な こと 。 嫌 な こと 。 そ れ ら は 、 暗 黒人 性 に つなが る 。 
生物 は 、 好 きなこ と や 、 し た いこ と を する と 、 光 明 性 を 感じ 
る 。 

光明 性 を 得る に は 、 好 きなこ と や 、 し た いこ と を 、 和 実行 すれ 
(FRU. 


(7) 
有人 能 性 。 優 位 性 。 強 さ 。 そ れ ら は 、 光 明 性 に つなが る 。 
無能 性 。 劣 位 性 。 弱 さ 。 そ れ ら は 、 暗 黒人 性 に つなが る 。 

は 、 有 能 に な り 、 強 く な り 、 優 位 に 立つ と 、 光 明 性 を 感 
じ る 。 
光明 性 を 得る に は 、 有 能 に な り 、 強 く な り 、 優 位 に 立て ば 良 
い 。 


(8) 

快感 。 快適 さく 。 そ れ ら は 、 光 明 性 に つなが る 。 

不快 さ 。 そ れ は 、 暗 黒人 性 に つなが る 。 

生物 は 、 快感 が ある と 、 光 明 性 を 感じ る 。 生 物 は 、 快 適 だ 
と 、 光 明 性 を 感じ る 。 

光明 性 を 得る に は 、 快 感 や 、 快 適さ を 得 れ ば 良い 。 

ある 生物 に と っ て 快適 な 行動 は 、 別 の 生物 に と っ て は 、 不 快 
で ある こと が 多 し 


(9) 


ポジ ティ ブ さ 。 前 向き で ある こと 。 そ れ ら は 、 光 明 性 に つ な 
が る 。 

ネガ ティ ブ さ 。 和 後ろ向き さき で ある こと 。 そ れ ら は 、 暗 黒 性 に つ 
な が る 。 

生物 は 、 ポ ジテ ィ ブ で 前 向き さだ と 、 光 明 性 を 感じ る 。 

光明 性 を 得る に は 、 ポ ジテ ィ ブ で 、 前 向き で いれ ば 良い 。 


(10) 

合っ て いる こと 。 そ れ は 、 光 明 性 に つなが る 。 
違っ て いる こと 。 そ れ は 、 暗 黒 性 に つなが る 。 

生物 は 、 合 っ て いる と 、 光 明 性 を 感じ る 。 生 物 は 、 同 意 や 合 
意 が 得 ら れる と 、 光 明 性 を 感じ る 。 

光明 性 を 得る に は 、 同 意 や 合意 を 得 れ ば 良い 。 


(11) 

温か いこ と 。 ее. 光明 性 に つなが る 。 

寒い こと 。 准 た いこ と 。 暑 いこ と 。 そ れ ら は 、 暗 黒人 性 に つ な 
が る 。 

生物 は 、 温 か いと 、 光 明 性 を 感じ る 。 生 物 は 、 熱 いと 、 強 力 
な 光明 性 を 感じ る 。 


光明 性 を 得る に は 、 温 暖 な 気候 の 下 で 生き れ ば 良い 。 


(12) 

wy7R, MATA. Ch Olt, SEHMEILOAASS. 
異性 に 振ら れる こと 。 そ れ ら は 、 暗 黒 性 に つなが る 。 
FINS. BANRIAD, APAIRCONR YZ AILS SK 
頂 に 、 光 明 性 を 感じ る 。 

光明 性 を 得る に は 、 好 み の 肉 体 の 、 気 が 合う 異性 と の セッ ク 
ス に よる 絶頂 を 実現 すれ ば 良い 。 


(13) 

生活 水準 の 高 さ 。 衣 食 住 に お ける 十分 さく 。 そ れ ら は 、 光 明 性 
に つなが る 。 

生活 水準 の 低 さ 。 衣 食 住 に お ける 不足 。 そ れ ら は 、 暗 黒人 性 に 
つなが る 


生物 は 、 生 活水 準 が 高く 、 十 分 に 衣食 住 を 満た せる と 、 光明 
性 を 感じ る 。 


光明 性 を 得る に は 、 高 い 生活 水準 や 、 十 分 な 衣食 住 を 得 れ ば 
良い 。 


(14) 

良い こと 。 生 物 の 生存 に と っ て プラ ス に な る こと を する こ 

と 。 生 物 の 生存 を 助け る こと 。 そ れ ら は 、 光 明 性 に つなが 

る 。 生 物 は 、 そ れ ら を する と 、 光 明 性 を 感じ る 。 

活 い こと 。 生 物 の 生存 に と っ て マイ ナス に な る こと を する こ 
と 。 生 物 の 生存 を 妨害 する こと 。 生 物 を 殺害 する こと 。 そ れ 
ら は 、 暗 黒人 性 に つなが る 。 生 物 は 、 そ れ ら を する と 、 暗 黒 性 
を 感じ る 。 

光明 性 を 得る に は 、 生 物 の 生存 に と っ て プラ ス に な る こと を 
し た り 、 生 物 の 生存 を 助け れ ば 良い 。 


(15) 

問題 が 無い こと 。 そ れ は 、 光 明 性 に つなが る 。 

問題 が ある こと 。 そ れ ら は 、 暗 黒人 性 に つなが る 。 

生物 は 、 問 題 を 解決 する と 、 ポ ジテ ィ ブ な 光明 性 の 世界 に 入 
る こと が 出来 る 。 

光明 性 を 得る に は 、 問 題 を 解決 すれ ば 良い 。 


(16) 

笑み 。 辛 せ 。 楽 し み 。 そ れ ら は 、 光 明 性 に つなが る 。 

И. TELA. 不幸 。 そ れ ら は 、 暗 黒 性 に つなが る 。 

生物 は 、 笑 み が あ る と 、 光 明 性 を 感じ る 。 生 物 は 、 幸 せ が あ 
と 、 光 明 性 を 感じ る 。 生 物 は 、 楽 し み が あ る と 、 光 明 性 を 

感じ る 。 

光明 性 を 得る に は 、 笑 み を 忘れ ず 、 楽 し く 過 ご し 、 幸 せ を 揚 

DFR. 


(17) 

ЖЕ. PHB. ФИ, НН. 

交 来 性 の 無 さ 。 希望 の 無 さ 。 そ れ ら は 、 暗 黒人 性 に つなが る 。 
生物 は 、 将 来 性 が ある と 、 光 明 性 を 感じ る 。 生 物 は 、 希 望 が 
ある と 、 光 明 性 を 感じ る 。 

光明 性 を 得る に は 、 和 将来 性 や 希望 を 得 れ ば 良い 。 


(18) 


完成 させ る こと 。 実 現す る こと 。 課 題 を クリ ア す る こと 。 そ 
れ ら は 、 光 明 性 に つなが る 。 

未完 成 の まま 放 買 する こと 。 実 現 で き な い こと 。 課 題 を クリ 
ア 出 来 な いこ と 。 そ れ ら は 、 暗 黒人 性 に つなが る 。 

生物 は 、 完 成 さ せ 、 実 現さ ませ 、 ク リア させ る と 、 光 明 性 を 感 
じ る 。 

光明 性 を 得る に は 、 完 成 し 、 実 現し 、 課 題 を クリ ア す れ ば 良 
い 。 


(19) 

願望 が 財 う こと 。 そ れ ら は 、 光明 性 に つなが る 。 
願望 が 計 わ な いこ と 。 そ れ ら は 、 暗 黒人 性 に つなが る 。 
生物 は 、 願 望 が 叶う か 、 叶 いそ うだ と 、 光 明 性 を 感じ る 。 
光明 性 を 得る に は 、 願 望 を 叶え れ ば 良い 。 


(20) 

選ば れる こと 。 認 め ら れる こと 。 そ れ ら は 、 光 明 性 に つなが 
る 。 

選ば れ な いこ と 。 認 め ら れ な いこ と 。 そ れ ら は 、 暗 黒人 性 に つ 
な が る 。 

生物 は 、 選 ば れる と 、 光 明 性 を 感じ る 。 生 物 は 、 認 め ら れる 
と 、 光 明 性 を 感じ る 。 

光明 性 を 得る に は 、 選 ば れ 、 認 め ら れれ ば 良い 。 


(21) 

プラ ス の 意味 で 注目 され る こと 。 人 気 者 に な る こと 。 他 者 か 
ら 必 要 と され る こと 。 因 要 が ある こと 。 売 れ っ 子 に な る こ 

と 。 稼 げ る こと 。 和 輸出 超過 に な る こと 。 財 政 的 に 黒字 で ある 
こと 。 財 政 的 に 食べ て いけ る こと 。 生 物 が 、 彼 ら 自 身 の 有 能 
さ を 確 認 で きる こと 。 生 物 は 、 そ うな る と 、 光 明 性 を 感じ 

る 。 そ れ ら は 、 光 明 性 に つなが る 。 

光明 性 を 得る に は 、 プ ラス の 意味 で 注目 され 、 人 気 を 得 て 、 
他 者 か ら 必 要 と され 、 因 要 を 獲得 し て 、 売 れ っ 子 に な っ て 、 
稼げ て 、 輸 出 超過 を 実現 で き て 、 財 政 的 な 黒字 を 実現 で き 

て 、 財 政 的 に 食べ て いく こと が 出来 て 、 彼 ら 自 身 の 有 能 性 を 
確認 で きる よう に すれ ば 良い 。 


(22) 

値 張り や 権益 を 占有 する こと 。 そ れ ら は 、 光 明 性 に つなが 
る 。 

ao |) PMR afb tiahot), RATSI“. tnd 
は 、 暗 黒 性 に つなが る 。 

光明 性 を 得る に は 、 縄 張り や 権益 を 占有 すれ ば 良い 。 


(23) 

調和 。 それ は 、 光 明 性 に つなが る 。 

不調 和 。 そ れ は 、 暗 黒人 性 に つなが る 。 
生物 は 、 調 和 を 得る と 、 光 明 性 を 得 や すい 。 生 物 は 、 意 見 や 
方 針 が 周囲 と 合致 する と 、 光 明 性 を 得 や すい 。 
光明 性 を 得る に は 、 周 囲 と の 意見 や 方 針 の 合致 を 得 れ ば 良 
い 。 

生物 は 、 周 囲 を 説得 で きそう な 意見 や 方 針 を 掲げ る と 、 光明 
性 を 得 や すい 。 

光明 性 を 得る に は 、 調 和 を 重視 し 、 周 囲 を 説得 で きそう な 意 
見 や 方 針 を 掲げ れ ば 良い 。 


(24) 

AAS. this. FHC OLAS. 

不 自 然 さ 。 作 為 人 性 。 そ れ は 、 暗 黒 性 に つなが る 。 
光明 性 を 得る に は 、 自 然 に 振る 舞 え ば 良い 。 


(25) 

RN 
、 光 明 性 に つなが る 。 

р と 。 元 気 が 無 いこ と 。 傷 つい て いる こと 。 そ れ 

ら は 、 暗 黒人 性 に つなが る 。 

光明 性 を 得る に は 、 健 康 で 、 元 気 で 、 無 傷 で て で いる よう に すれ 

ば 良い 。 

光明 性 を 得る に は 、 岳 気 や 傷 を 治せ ば 良い 。 


(26) 

リラ ックス 。 そ れ は 、 光 明 性 に つなが る 。 

朋 張 。 ス トレ ス 。 そ れ は 、 暗 黒 性 に つなが る 。 

光明 性 を 得る に は 、 リ ラッ クス 出来 る よう に すれ ば 良い 。 


(27) 

主導 者 の 場合 。 

付い て くる 他 者 が いる と 、 光 明 性 を 得 や すい こと 。 

誰 も 付い て こない と 、 光 明 性 は 得 ら れ な いこ と 。 

主導 者 が 光明 性 を 得る に は 、 他 者 が 付い て くる よう な 主導 性 
を 発揮 すれ ば 良い 。 

従者 の 場合 。 

主導 者 と 意見 が 合致 する と 、 光 明 性 を 得 や すい こと 。 

主導 者 と 意見 が 合わ な いと 、 光 明 性 は 得 ら れ な いこ と 。 
従者 が 光明 性 を 得る に は 、 意 見 の 合う 主導 者 を 見 つけ て 、 従 
う よ う に すれ ば 良い 。 


(28) 

生物 は 、 弱 音 を 吐く と 、 光 明 性 を 得 に くい 。 生 物 は 、 隠 し 事 
を する と 、 光 明 性 を 得 に くい 。 生 物 は 、 憎 悪 を むき 出し に す 
る と 、 光 明 性 を 得 に くい 。 生 物 は 、 他 の 生物 を 殺傷 する と 、 
光明 性 を 得 に くい 。 生 物 は 、 ネ ガ テ ィ ブ だ と 、 光 明 性 を 得 に 
く い 。 

で も 、 生 物 は 、 そ れ ら を 抑止 し 続け る こと に 耐え られ な く な 
る こと も ある 。 

うま く 行 か な いこ と の 連続 が も た ら す 、 ス トレ ス の 凛 積 。 周 
囲 か ら 圧 力 や 危害 を 加え られ る こと に よる 、 ス トレ ス の 著 
A. 自身 が 暗黒 性 に 満ち た 行動 を 実行 し た こと に 対す る 、 自 
身 に 対す る 不快 感 や 自責 の 念 。 

生物 は 、 そ うし た ネガ ティ ブ な 内 実 を 、 外 部 に 向かっ て 、 貴 
く 必要 が ある 。 

生物 や 人 間 は 、 そ の こと で 、 内 心 の スト レス や 葛藤 や 傷 を 癒 
や すこ と が 出来 る 。 

信頼 で きる 他 者 へ の 、 秘 密 の 相談 や 告白 。 

$. 宗教 指導 者 へ の 告 解 。 カ ウン セラ ー へ の 秘密 の 相談 や 告 
白 。 配 偶 者 や 親子 へ の 秘密 の 相談 や 告白 。 友 人 へ の 秘密 の 相 
談 や 告白 。 

生物 は 、 悩み の 打ち 明け や 告白 を 行う に 足る 信頼 関係 を 、 他 
者 と の 間 で 構築 で き て いる と 、 光 明 性 を 得 や すい 。 

同じ 入力 刺激 に つい て 、 常 に 同じ 出力 を 吐き 出す よう に する 
こと 。 そ れ が 、 信 頼 の 源 と な る 。 

生物 は 、 信 頼 が ある と 、 光 明 性 を 得 や すい 。 


光明 性 を 得る に は 、 信 頼 を 得 れ ば 良い 。 

生物 は 、 内 心 の スト レス や 葛藤 や 傷 が 癒え る と 、 光 明 性 を 得 
や すい 。 

光明 性 を 得る に は 、 以 下 の 内 容 を 実行 すれ ば 良い 。 信 頼 で き 
る 他 者 に 対し て 、 悩 み を 告白 し 相談 する こと 。 そ の こと で 、 
内 心 の スト レス や 葛藤 や 傷 を 癒 や すこ と 。 


ИИ! 


宗教 や 理想 は 、 生 物 に 光明 性 を 見 せ て くれ る 思想 や 儀式 で あ 
る 。 宗 教 の 祈り は 、 生 物 が 光明 性 を 追い 求め る 姿 を 表し て い 
As 
光明 性 の 世界 と は 、 生 物 に と っ て の 天国 で ある 。 生 物 は 、 そ 
の 世界 に お いて 、 心 の 拭 か ら リ ラッ クス で き 、 快 感 に 浸る こ 
と が 出来 る 。 

視覚 を 持た な い 生 物 。 視 覚 が 故障 し た 生物 。 彼 ら は 、 光 明 性 
を 走 接 は 知ら な い が 、 そ れ に 相当 する 代わ り の 感覚 を 所 持 し 
て いる と 考え られ る 。 


(2021 年 11 月 初出 。) 


自分 自身 の 生物 を 光明 に 変え る に は 。 
生物 は 、 自 分 自身 の 生物 を 、 光 明 に 変え た い 。 

その た め に は 、 生 物 は 、 以 下 の 行 為 を みす れ ば 良い 。 
生物 へ の 規制 に 従う こと 。 

生物 へ の 規制 。 そ れ へ の 適応 を 実現 する こと 。 
生物 へ の 規制 。 そ れ へ の 適応 を 体現 する こと 。 


その 実感 を 持つ 体験 を する こと 。 そ れ に 成功 する こと 。 


例 。 

周囲 の 他 者 に 真 献 す る こと 。 

そう し て 、 周 囲 の 他 者 に 受け 入れ られ る こと 。 
そう し て 、 自 分 自身 の 理解 者 を 得る こと 。 


例 。 

自分 自身 の 子 換 を た くさ ん 持つ こと 。 
AD BSOTRALOSIL. 
Нери НЕС и. 


ЖЕ 19571-03. ARABICA S}> Ik. 


自分 自身 の 生物 を 賭け る 対象 。 

自分 自身 の 生物 を 打ち 込む 対象 。 

それ ら の 対象 を 明確 化 で きる こと 。 
それ ら の 対象 を 得 ら れる こと 。 
以下 の 実現 を 、 最 終 的 に 可能 に する こと 。 


生物 へ の 規制 。 そ れ へ の 適応 。 そ の 実現 。 
生物 へ の 規制 。 そ れ へ の 適応 。 そ の 体現 。 


その 実感 で 、 自 分 自身 の 毎日 を 総括 する こと 。 
その 実感 で て 、 一 日 の 終わ り を 締め くく る こと 。 


その 実感 で 、 自 分 自身 の 生物 を 総括 する こと 。 
その 実感 で 、 自 分 自身 の 生物 を 統 めく くる こと 。 


(初出 2020 年 8 月 。 ) 


生物 の パト ン 。 生 物 の リレー。 生 物 の 運 


命 。 


生物 は 、 生 斑 を 行う 。 


生物 は 、 新 旧 の 世代 交代 を 行う 。 

それ は 、 前 の 世代 か ら 、 次 の 世代 へ と 、 生 物 の バト ン を 受け 
渡す 形 で 行わ れる 。 

仮に 、 前 の 世代 が 、 次 の 世代 へ の 生物 の バト ン の 受け 渡し に 
成功 し た 、 と する 。 

GS, HOURS, BOLT. BEL. WA. 


それ ら は 、 以 下 の よ うに 表現 可能 で ある 。 
Ш 

生物 の 継承 。 

生物 の リレー。 

Ш 


以下 の (1) 4. МТО (2) を 実現 する 。 

以下 の (1 ) は 、 そ れ に よっ て 、 以 下 の (3) が 可能 と な 
る 。 

(1) 生物 。 

(2-1) 生物 の リレー を 実行 する こと 。 

(2-2) 生物 の リレー に 成功 する こと 。 

(3) 自分 の 一 生 を 、 充 実 し た 内 容 と する こと 。 そ の 実現 。 
それ は 、 以 下 の 行 為 の 。、 一 つの 類型 で ある 。 

生物 へ の 規制 に 従っ て 生き る こと 。 


生物 は 、 そ の こと で 、 以 下 の (4) の 内 容 を 、 運 命 付 けら れ 
て いる 。 

(4-1) 生ま れる こと 。 死 ぬこ と 。 

(4-2) 若 さ を 保 て な いこ と 。 老 長 す る こと 。 


それ ら は 、 生 物 に と っ て 、 強 制 さ れ た も の で ある 。 
それ ら は 、 以 下 の (5 ) の よう に 表現 可能 で ある 。 
Mil 

(5) 生物 の 運命 。 

Mil 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 の 、 一 つの 類型 で て ある 。 
生物 へ の 規制 の 、 全 て の 生物 へ の 、 例 外 な き 強 制 。 


(初出 2020 年 8 月 。 ) 


生物 の 権利 。 生物 の 倫理 。 生物 の 宿命 。 


(A) 生物 の 権利 。 
生物 は 、 み ん な 、 生 物 へ の 規制 に 従っ て 動 こ うと し て いる 。 


Mil 

МТО (1) (4, WED (2) の 内 容 を 実現 する 。 
以下 の (1 ) は 、 そ うし て 、 以 下 の (3) を 可能 に する 。 
(1) 生物 。 

(2) 生物 へ の 規制 に 従っ て 動く こと 。 

(3-1) 幸せ は に な る こと 。 そ の 実現 。 

(3-2) 明る い 一 生 を 送る こと 。 そ の 実現 。 

Mil 

(1) 生物 へ の 規制 に 従っ て 生き る こと 。 

生物 自身 が 、 上 記 の (1) を 選択 する 場合 。 

各々 の 生物 は 、 次 の (2) の 事項 を 考慮 する 必要 が ある 。 
(2) 他 の 生物 の 意思 。 

他 の 生物 。 彼ら は 、 各 々 の 生物 の 周囲 に 存在 する 。 


Mil 

以下 の (1) ) だ け で な く 、 以 下 の (2) $. WED (3) の 
内 容 を 実行 する 。 

以下 の (2) も 、 以 下 の (4) を 実現 し よう と し て いる 。 
(1) 生物 自身 。 

(2) 他 の 生物 。 

(3) 生物 へ の 規制 に 従っ て 動 こ うと する 行為 。 

(4) 幸せ に な る こと 。 明 る いい 一生 を 送る こと 。 


以下 の (2) を 実行 する 上 で 、 以 下 の (5) の 態度 が 必要 で 


(5) 
以下 の (3 ) に お ける 、 以 下 の (4) の 内 容 の 尊重 。 
) 各々 の 生物 。 


- 1) 生き る 意思 。 
- 2 ) 送る 一 生 。 そ の 内 容 の 明る さ 。 

) 生物 へ の 規制 に 従っ て 生き る こと 。 そ れ を 容易 に 
実現 で きる 権利 。 


1 
2 
3 ) 他 の 生物 。 
4 
4 


( 
( 
( 
( 
( 
( 
= 


他 の 生物 は 、 以 下 の 権 利 を 持つ 。 

) 生物 へ の 規制 に 従っ て 生き る 権利 。 
(2969 b-G Seas CPCs ater: 
(3) そう し て 、 明 る い 一 生 を 送る こと が で きる 権利 。 


a は 、 そ の こと を 互い に 、 あ る 程度 配慮 すべ き で あ 
ai $. МТО (7) の よう に 表現 可能 で ある 。 


Ш 
7) 生物 の 権利 。 
Ш 


) 生物 の 倫理 。 


ИИ 

生物 の 権利 。 

それ は 、 例 えば 、 以 下 の 内 容 に 相当 する 。 

それ は 、 以 下 の (3) の 意識 の 原型 で ある 。 

以下 の (3) は 、 以 下 の (4) の た め に 、 存 在 す る 。 


Ca) 
以下 の (1 ) に お ける 、 以 下 の (2). 。 そ れ を 実現 する こ 


Cys 

(1) 人 間 。 そ れ は 、 生 物 の 一 種 で ある 。 
(2-1) 他人 を 生存 し や すく する こと 。 
(3-1) 人 権 意識 。 


(2- 2) 他 の 動植物 を 生存 し や すく する こと 。 
(3-2) 環境 保護 の 意識 。 


(2-3) 他 の 動植物 を 安易 に 殺さ な いこ と 。 
(3-3) 殺生 抑制 の 意識 。 


ИИ 
以下 の (1 ) に は 、 以 下 の (4) に つい て の 認識 が 必要 で あ 
る 。 


(4 ) 
以下 の (2 ) は 、 自 分 自身 と 同様 に 、 以 下 の (3) を 持っ て 


(2 
(3 
(3-1) 生物 へ の 規制 に 従っ て 生き る 意思 。 
(3-2) 幸せ に 生き た い 意 思 。 

(3-3) 明る い 一 生 を 送り た い 意 思 。 

Mil 

各々 の 生物 は 、 自 分 の 生物 を 賭け て 、 活 動 し て いる 。 
その た め 、 以 下 の (1) 同士 で は 、 以 下 の (2) が 発生 す 


る 。 

CHUL, HTS. 

(1) 異な る 生物 同士 。 

(2-1) 互い に 利害 が 反する こと 。 

(2-2) ХФ. НАЖАТЬ. 


$. ЛЕС SRBAIDIAS. 
例 。 ウィル ス に よる 人 間 へ の 感染 と 、 人 間 の 殺 灸 。 


ある 生物 は 、 生 物 へ の 規制 に 従っ て 生き る こと が で きる 。 
一 方 、 別 の 生物 は 、 生 物 へ の 規制 か ら 外 れ て 生き る し か な 
い 。 

こう し た 事態 は 頻発 する 。 


ある 生物 は 、 生 物 の リレー の 成功 に より 、 子孫 繁栄 を 実現 で 
きる 。 

一 方 、 別 の 生物 は 、 自 分 の と ころ で 、 生 物 の リレー が 断絶 す 
る 


あぁ ある 生物 は 、 明 る い 一 生 を 送る こと が で きる 。 
一 方 、 別 の 生物 は 、 悲 惨 な 一 生 を 送る し か な い 。 


ある 生物 は 、 豊 か な 一 生 を 送る こと が で きる 。 
一 方 、 別 の 生物 は 、 貧 し い 一 生 を 送る し か な い 。 


こう し た 事態 は 頻発 する 。 そ れ は 、 理 不 尽 で ある 。 
こう し た 理不尽 の 発生 。 そ の 頻度 は 、 本 来 、 少 な い 方 が 良 
ee 


ill 
生物 に は 、 以 下 の 性 質 が ある 。 
自分 自身 の 一 生 の 明る さ 。 そ れ を 、 極 限 ま で 追求 する 性 質 。 


ある 生物 は 、 以 下 の 内 容 を 実行 する こと で 、 そ れ を 実現 す 
る 。 

生物 へ の 規制 に 従っ て 生き る こと 。 

その 生物 は そう し て 幸せ に な れる 。 そ れ は 、 生 物 の 光明 性 で 
ある 。 


その 際 、 生 物 は 、 他 の 生物 の 一 生 を 、 平 気 で 踏み 台 に し て 、 
95. 
それ は 、 生 物 の 暗黒 性 で ある 。 


それ は 、 生 物 の 生存 に 必要 な 資源 は 、 限 られ て いる か ら で あ 
る 。 


し か し 、 そ れ だ け で は な い 。 


以下 の (1) lk, ИГО (3) の 行為 を 、 平 気 で 行う 。 
以下 の (1 ) は 、 そ れ を 、 以 下 の (2) の 実現 の た め に 、 行 


(1) 生物 。 
(2-1) 自分 自身 の 快楽 や 、 ぜ いた くさく 。 
(3-1) 他 の 生物 を 人 錠 え させ る こと 。 


(2-2) 自分 自身 の 明る い 一 生 。 
(3-2) 他 の 生物 の 一 生 を 犠牲 に する こと 。 


生物 は 、 基 本 的 に 、 他 の 生物 に 配慮 し な い 。 
これ は 、 別 に 人 間 に 限 っ た こと で は 無い 。 


生物 は 、 生 きる 際 に 、 他 の 生物 か ら の 協力 が 必要 で ある 。 
生物 は 、 単独 で 生き る こと は 難し い 。 

生物 は 、 一 見 、 単 独 で て 生き て いる よう に 見 える 。 

し か し 、 実 際 は 、 そ うし た 生物 も 、 他 の 生物 か ら 、 和 助力 を 受 
け て いる 。 

それ は 、 普 通 で ある 。 

それ は 、 当 然 で ある 。 


例 。 両 生類 。 席 虫 類 。 Molt. MDS, WHBC. REACT 
の 助力 を 受け て いる 。 

例 。 人間 は 、 他 の 生物 の 身体 を 食べ る 。 人 間 は 、 そ うし て 栄 
准 等 を 得 て い る 。 


以下 の (1) は 、 以 下 の (3) を 、 必 要 と する 。 
それ は 、 以 下 の (2) の 実行 に お いて 、 必 要 で ある 。 
それ は 、 必 須 で ある 。 

(1) 生物 。 

(2) 自分 自身 が 生き さき る こと 。 

(3-1) 他 の 生物 へ の 配慮 。 

(3-2) 他 の 生物 へ の 共感 。 


СЕ ЕО С, BEL 


ИИ! 

以下 の (1) の 内 容 は 、 当 然 で ある 。 
(1-1) 光明 性 を 実現 する 生物 。 そ れ は 、 多 い 方 が 良い 。 
(1 - 2) Вен. それ は 、 少 な い 方 が 良い 。 


以下 の (2) の 実現 は 、 上 記 の (1) の た め に 、 当 然 で あ 
る 。 

(2-1) 光明 性 を 実現 する 生物 。 そ の 増加 。 

; - 2) 暗黒 性 に 沈む 生物 。 そ の 減少 。 


上 記 の (2) は 、 以 下 の (5) の た め に 、 な る べく 実現 し た 
方 が 良い 。 


(5) 

以下 の (3) に と っ て 、 以 下 の (4) を 可能 に する こと 。 
о 

(4) 自分 自身 が 光明 性 を 伴っ て 生き る こと 。 


それ は 、 以 下 の (6 ) の よう に 表現 可能 で ある 。 
Ш 
) 生物 の 倫理 。 


С) 生物 の 自己 矛盾 。 生 物 の 宿命 


生物 の 倫理 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 必 要 で ある 。 
LAL. EMR. BELLY. 


Hf 
以下 の (1) (xd. МТО (2) の 実現 に つい て 、 以 下 の 
(3 о る 。 

(1) hee 

(2-1) 自分 自身 が 光明 性 を 伴っ て 生き る こと 。 
(Se и 


(2-2) 他 の 生物 の 光明 性 の 実現 。 


(3-2-1) 配慮 し な いこ と 。 
(3-2-2) そもそも 配慮 する 能力 に 容 け て いる こと 。 


それ は 、 生 物 の 暗黒 性 で ある 。 


ИИ! 
以下 の (1) (kd. МТО (4) の 行為 を 実行 する 。 
以下 の (2) の 目的 達成 の た め に 。 

以下 の (3) に 対し て 。 


) 生物 。 

) 自分 自身 の 一 生 の 光明 性 の 実現 。 

) 他 の 生物 の 一 生 。 他 の 生物 が 持つ 、 生 物 そ の も の 。 
) 


ет 
(2 
(3 
(4) УСС Soe. 


それ は 、 生 物 の 暗黒 性 で ある 。 


МИ 
以下 の (1) は 、 一 見 、 以 下 の (2) を 実行 し て いる よう に 
見 える 。 

し か し 、 実 際 は 、 以 下 の (1) は 、 以 下 の (4) の 内 容 で 動 
いて いる 。 

以下 の (3) の 目的 の た め に 。 

(1) 生物 。 

(2) 生物 の 倫理 へ の 配慮 。 そ の た め に 、 高 い 理 想 を 掲げ る 
ny ae 

(3) 自分 自身 の 生物 の 光明 性 。 そ れ を 更に 増す こと 。 そ の 
実現 。 

(4) 自己 中 心 的 な 動機 。 


それ は 、 生 物 の 暗黒 性 で ある 。 
例 。 
人 間 に よ る 、 高 い 理想 を 掲げ た 社会 運動 。 性 差別 反対 。 人 種 


差別 撤廃 。 
それ は 、 き れい ご と の 主張 で 終わ りや すい 。 


ИИ! 


以下 の (1) ld. ИГО (2) を 実行 し よう と する 。 
ee eee a 
) の 状態 に 陥る 

生物 。 

自分 自身 の 生物 の 光明 性 。 そ の 実現 。 

自分 自身 の 生物 の 暗黒 性 。 そ こ か ら 逃 れる こと 。 


( 
( 
(4) その 実現 が 困難 で ある こと 。 


2 ) 
3 ) 
Ч 


それ は 、 以 下 の (5) の よう に 表現 可能 で ある 。 
ИИ 

(5-1) 生物 の 自己 矛盾 。 
(5-2) 生物 の 宿命 

ИИ 


以下 の (0) は 、 生 物 に と っ て 、 和 解決 すべ き 、 大 き な 課 題 で 


(D-1) 生物 か ら の 暗黒 性 の 消去 。 
(D- 2) 生物 の 光明 性 の 普遍 化 。 


生物 の 一 種 で て ある 人 間 は 、 上 記 の (D) を 、 未 だ に 両立 で き 
て いな い 。 


以下 の 
以下 の 
(1) 
(2) 
(3) 
Cs 


(1) (+. DEO (3) の 状態 で て ある 。 
(2) で ある 限り 。 

生物 。 

生き て いる 状態 。 そ の 持続 。 

上 記 の (0) の 両立 。 そ れ が 水 遠 に 不可 能 で ある こ 


(初出 2020 年 8 月 。 ) 


生物 の 義務 。 生 きる こと 。 


Mil 
以下 の (1) に と っ て 。 

以下 の (2) は 、 以 下 の (3) の 内 容 で ある 。 
(1) 生物 。 

(2) 生き る 行為 。 

(3) 

それ は 、 根 本 的 に 面倒 で ある 。 
それ は 、 根 本 的 に 苦 酷 で ある 。 
それ は 、 根 本 的 に 困難 で ある 。 


それ で も 、 生 物 は 、 生 きる し か な い 。 


以下 の (1 ) に と っ て 。 
о ($. WED (3) の 内 容 で ある 。 
1) 生物 。 
5 ) 生き る 行為 。 
(3) それ は 、 ど うし て も 、 や ら な けれ ば な ら な い 。 


それ は 、 以 下 の (4) の よう に 表現 可能 で ある 。 
//// 

) 生物 に と っ て の 義務 。 
//// 


(初出 2020 年 8 月 。 ) 


感情 。 情動 。 生物 維持 と の 関連 。 


感情 。 情動 。 

生物 の 維持 に と っ て 、 プ ラス か マイ ナス か を 、 生 物 自 身 が 麟 
定 し 、 反 応 す る 仕組 み 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 段階 を 踏む 。 


(1) 


环境 变动 。 
ИИ 


生物 の 身体 。 
/ 


その 内 部 環境 。 
その 外部 環境 。 
//I/ 


それ ら の 検知 。 


(2) 
検知 結果 の 知覚 。 
- 意識 的 。 


(3) 

生物 に と っ て の 価値 。 生物 自身 の 生物 維持 に と っ て の 効果 。 
その 評価 。 そ の 数 値 。 

ッ プ ラズ ス 。 

- マイ ナス 。 


プラ ス は 、 光 明 性 。 そ れ は 、 快 感 を 生み 出す 。 
マイ ナス は 、 暗 黒 性 。 それ は 、 不 快感 を 生み 出す 。 


例 。 


安全 。 そ れ は 、 プ ラス の 価値 で ある 。 
危険 。 そ れ は 、 マ イナ ス の 価値 で て ある 。 


その 数 値 の 持つ 、 性 質 。 


< 大 きい EC 
-Jraure, 


- 増進 。 
- ВОВ. 


- ВИНА ВУИ. 
- НВ исх. 


(4) 
生物 が 行う 反応 。 


- 働き か け を 行う こと 。 攻 撃 。 防 御 。 
- 働き か け を 行わ な いこ と 。 静 止 。 


- 积极 的 。 
- 消极 的 。 


- 表 出 。 
- 抑制 。 抑 圧 。 隠 蔽 。 


例 。 

// 

快感 。 生物 維持 に と っ て 、 プ ラス の 環境 変動 。 そ れ ら の 検 
知 。 

不快 感 。 生物 維持 に と っ て 、 マ イナ ス の 環境 変動 。 そ れ ら の 
検知 。 

泣く こと 。 積 極 的 な 表 出 。 Жо Е AD Bes ia 
し た こと 。 プ ラス と マイ ナス の 両方 。 例 。 嬉し 泣き 。 

喜ぶ こと 。 積 極 的 な 表 出 。 生物 維持 に と っ て 、 プ ラス の 環境 
変動 が 起き た 場合 。 

怒る こと 。 積 極 的 な 表 出 。 生物 維持 に と っ て 、 マ イナ ス の 環 
境 変 動 が 起き た 場合 。 Ча АСИ. WE. ЗЕ 
ベー ス に な っ て いる こと 。 

静か に 、 悲 し むこ と 。 消 極 的 な 抑制 。 生 物 維 持 に と っ て 、 マ 
イナ ス の 環境 変動 が 起き た 場合 。 働き か け を 行わ な いこ と 。 


静止 。 

Жи. ВКТ, НАУ. FTI ADIR 
境 変動 が 起き た 場合 。 働き かけ を 行う こと 。 攻 撃 。 喜び が 
ベー ス に な っ て いる こと 。 

// 


生物 維持 に 敏感 で て ある ほど 、 そ の 生物 は 、 感 情 的 に な る 。 
生物 維持 に 鈍感 で て ある ほど 、 そ の 生物 は 、 非 感情 的 に な る 。 


生物 維持 を 重視 する ほど 、 そ の 生物 は 、 感 情 的 に な る 。 
生物 維持 を 軽視 する ほど 、 そ の 生物 は 、 非 感情 的 に な る 。 


生物 維持 に 熱心 で ある ほど 、 そ の 生物 は 、 感 情 的 に な る 。 
生物 維持 に 准 や や か で ある ほど 、 そ の 生物 は 、 非 感情 的 に な 


生物 は 、 自 己 保 身 的 で て ある ほど 、 感 情 的 に な る 。 
生物 は 、 捨 て 身 的 で ある ほど 、 間 感 情 的 に な る 。 


例 。 

女性 は 、 自 己 保 身 性 で 動く 。 
男性 は 、 捨 て 身 で 動く 。 

女性 は 、 男 性 より も 、 感 情 的 に な る 。 
Е. SME!) &. ЧЕХ. 
(2021 年 12 月 初出 。) 

生物 社会 の 人 工 的 な 生成 。 


マイ クロ ニュ ー ロ コン ピュ ー タ 同士 の 相互 作用 に よっ て 、 人 
工 の 小さ な 生物 社会 を 作る 試み 。 そ れ は 、 神 経 社 会 学 に お け 
る 、 新 機軸 に な る 。 


単 ーー ニ ュー ロン と 、 そ れ ら の 組 み 合 わせ で 、 ニ ュー ロコ ン 
ЕО ЕЕ 


ス の 人 工 知 能 を 、 改 造 す る こと 。 
それ ら の ニュ ー ロ コン ピュ ー タ 同士 を 相互 作用 させ て 、 マ イ 
クロ な ニュ ー ロ コン ピュ ー タ 社会 を 作る こと 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 の 実現 に つなが る 。 


// 
生物 社会 の 基盤 を 知る こと 。 

人 間 と 、 人 間 居 外 の 生物 と の 、 コ ミュ ニケ ーション 。 そ の 方 
法 の 確立 。 そ の 基礎 を 得る こと 。 

// 


その 際 に は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 重 要 で ある 。 

生物 に と っ て の 環境 。 そ の 状態 の 検知 。 そ の 結果 数 値 。 そ れ 
が 、 生 物 の 維持 に と っ て 、 プ ラス か マイ ナス か を 、 生 物 自 身 
が 弟 定 する こと 。 そ の 仕組 み を 、 生 物 と し て の マイ クロ 
АЕ ЧОН, АИ 


(2021 年 12 月 初出 。) 


生物 の 倫理 。 移動 生活 様式 中 心 社会 の 場 


生物 の 倫理 。 

移動 生活 様式 中 心 社会 の 場合 。 

件 対 者 が 作っ た 、 秩 序 。 そ れ を 、 凡 唐 な 一 般 者 が 、 勝 手 に 改 
変 す る と 。 ぁ て それ を 禁じ る こと 。 


例 。 

件 対 者 の 神 が 作 っ た 、 生 物 進 化 の 秩序 。 そ れ を 、 人 間 が 勝手 
に 改変 する こと 。 そ れ を 禁じ る こと 。 

遺伝 子 工学 。 神 俊 工学 。 それ ら に 対す る 制限 。 

クロ ー ン 人 間 の 生成 。 そ の 禁止 。 

人 間 活 動 が も た ら す 気候 変動 。 そ れ が も た ら す 、 人 間 以 外 の 
生物 の 絶滅 。 そ の 禁止 。 


ある 生物 が 、 絶 対 者 に よっ て 、 特 別に 選ば れ た 存在 で ある こ 
と 。 ЕМУ, 

ある 生物 が 、 他 の 生物 より も 、 社 会 的 上 位 者 で ある こと 。 そ 
の 正当 化 。 

ある 生物 に 対す る 扱い が 、 他 の 生物 に 対す る 扱い に 比べ て 、 
格 上 で ある こと 。 そ の 正当 化 。 

// 

例 。 

人 間 が 、 他 の 生物 より も 、 上 上 位 の 存在 で ある こと 。 そ の 正当 
化 。 

// 


FAAS. ОЖ, СИ. CMIEMt, 
// 


例 。 
人 間 に よ る 、 家 畜 の 層 殺 。 そ の 正当 化 。 
// 


その た め 、 あ る 生物 が 、 以 下 の 状 況 の 発生 を 、 回 施す る こ 
се 

// 

彼ら 自身 の 社会 的 格付 け 。 そ れ が 、 他 の 類似 の 生物 に 対す る 
社会 的 格付 け と 、 同 格 に な る こと 。 

// 


iil 
例 。 

ある 生物 が 、 彼 ら 自 身 の 生 殖 行為 を 、 表 向き 、 杏 定 す る こ 
と 
ある 生物 が 、 彼 ら 自 身 が 所 有する 、 性 的 誘引 力 を 、 表 向き 、 
BEG SIL. 


// 
例 。 

人 間 の 場合 。 

セッ クス 。 性 欲 。 そ れ ら の 谷 定 や 隠蔽 。 
性 的 诱惑 O 否 定 。 壳 春 〇 否定 。 


それ ら に よる 、 以 下 の 内 容 の 実現 。 

家 董 が 、 本 能 の まま に 、 セ ックス する こと 。 そ の 育 定 。 
Л КЕ, ABEDE FIC, УЗИ. 
+ OBE. 

AM CRECOERL. OIE. 


APU ES. RENBR. МЕЧИ. 
ИИ 


(2021 年 12 月 初出 。 ) 


生物 に と っ て の 理想 。 そ の 実 
現 は 、 不 可能 で ある 。 


総論 。 生物 に と っ て の 理想 。 生物 の 本 質 。 
その 両者 の 関係 。 


(1) 
生物 に と っ て の 理想 。 


(2) 
生物 の 本 質 。 


上 記 の 両者 は 、 互 い に 相 容れ な い 。 
上 記 の 両者 は 、 互 い に 対 立 す る 。 


生物 と 人 間 と の 関係 。 
人 間 は 、 生 物 に 含ま れる 。 
人 間 は 、 生 物 の 一 種 で ある 。 


生物 に と っ て の 理想 。 

生物 は 、 そ の 内 容 に 対し て 、 心理 的 に 、 強 く 惹 きま つけ られ 
る 。 

生物 は 、 そ の 内 容 に 対し て 、 心理 的 に 、 湧 れる 。 

それ は 、 床 薬 中 毒 の 症状 と 、 同 様 で ある 。 


OWE & ELL TKR. 
生物 は 、 そ こ か ら 心 理 的 に 逃れ る こと が 、 出 来 な い 。 


生物 に と っ て の 理想 。 


その 内 容 を 、 彼 ら 自 身 の 手 に よっ て 、 真 に 実現 する こと 。 
その こと は 、 生 物 に と っ て 、 不 可能 で ある こと 。 


彼ら 自身 に お ける 、 そ の よう な 限界 の 存在 。 
生物 は 、 そ れ に つい て 、 そ も そ も 気 付く こと が 出来 な い 。 


(初出 2021 年 2 月 。 ) 


生物 の 本 質 。 そ れ ら の 主要 な 内 容 。 
生物 の 本 質 。 
それ ら の 主要 な 内 容 は 、 居 下 の 通 り で ある 。 


(А) 
優先 的 に 、 生 存 し た いこ と 。 


優先 的 に 、 自 身 の 子孫 を 残し た いこ と 。 
それ ら の 実現 を 、 最 優先 する こと 。 


社会 的 に 有利 に な り た いこ と 。 


社会 的 に 不利 に な る こと 。 
そう し た 事態 の 発生 を 、 放 けた いこ と 。 


自身 の 利益 。 

社会 的 に 有利 に な る た め の 手 段 。 
それ ら を 獲得 する こと 。 

その 可能 性 が 確保 され て いる こと 。 


CA 
初期 状態 。 
最初 の 状態 。 


(A SD 
上 既 に 、 時 間 が 和 盆 過 し た 後 の 状態 。 


СА) 
社会 的 に 有利 に な る た め の 手 段 。 
それ ら を 何 も 持 た な い 状 態 。 


А 

社会 的 に 有利 に な る た め の 手 段 。 
それ ら を 持っ て いる 状態 。 

その 状態 を 、 維 持 で きる こと 。 


и 
社会 的 に 有利 に な る た め の 手 段 。 
それ ら を 獲得 で きる 可能 性 が ある こと 。 


Ch EE 
自身 に よる 、 具 体 的 な 行動 の 実行 。 


その 実現 の 可能 性 。 
それ が 存在 する こと 。 


Ат 
自身 に 固有 の オ 能 を 生か せる こと 。 
その 実現 の 可能 性 。 

それ が 存在 する こと 。 


(AS oa a 35 
自身 に よる 努力 や 労力 。 
それ ら が 、 結 果 に お いて 、 報 われ る こと 。 
その 実現 の 可能 性 。 

それ が 存在 する こと 。 


(AER 
それ ら を 実現 可能 な 、 社 会 環境 。 
それ が 存在 する こと 。 


(CREE RS 
社会 的 に 有利 に な る た め の 手 段 。 
それ ら を 獲得 で て きる 可能 性 が 無い こと 。 


人 
自身 に よる 、 具 体 的 な 行動 の 実行 。 
その 実現 の 可能 性 。 

それ が 存在 し な いこ と 。 


(CASE IA AD 
自身 に 固有 の オ 能 を 生か せる こと 。 
その 実現 の 可能 性 。 

それ が 存在 し な いこ と 。 


(AS DL 
自身 に よる 努力 や 労力 。 
それ ら が 、 結 果 に お いて 、 報 われ る こと 。 
その 実現 の 可能 性 。 


それ が 存在 し な いこ と 。 


р. 
それ ら を 実現 可能 な 、 社 会 環境 。 
それ が 存在 し な いこ と 。 


例 。 

有人 能 な 遺伝 子 を 所 持 し て いる こと 。 

生物 が 、 上 記 の (A - 1 - 1 ) の タイ ミン グ に お いて 、 上 記 
の (A-2-2) の 状態 に ある こと 。 


例 。 

機会 の 平等 が 、 社 会 的 に 確保 くさ れ て いる こと 。 

生物 が 、 上 記 の (A - 1 - 1 ) の タイ ミン グ に お いて 、 上 記 
の (A-3-1) の 状態 に ある こと 。 


例 。 
結果 の 平等 が 、 社 会 的 に 確保 くさ れ て いる こと 。 


/1/ 
生物 が 、 上 記 の (A- 3-1) の 状態 に ある こと 。 
その 結果 、 生 物 が 、 上 記 の (A - 1 - 2) の タイ ミン グ に お 
Ut, ERED (A - 2-2) の 状態 に ある こと 。 


(B) 

自身 と 同質 な 存在 を 、 自 身 と 異質 な 存在 より も 、 優 先 す る こ 
と 。 
自身 と の 間 に お ける 、 遺 伝 的 な 同一 性 。 

自身 と の 間 に お ける 、 文 化 的 な 同一 性 。 

それ ら の 保持 者 を 、 そ れ ら の 音 保 持 者 より も 、 優 先 す る こ 
と 。 


(С) 
АН, 329 It. 


遺伝 的 な 属性 。 
文化 的 な 属性 。 
それ ら の 内 容 に お いて 、 人 違う 者 同士 。 


彼ら は 、 互 い に 、 異 な る 理想 を 持つ こと 。 
彼ら は 、 互 い に 、 同 じ 理 想 を 持つ こと が 出来 な いこ と 。 


(D) 
HELLY EC. BACH SLIL. 


自身 に と っ て 快い こと だ け を 、 し て いる こと 。 
それ だ け て で 、 自 身 が 、 十 分 に 生存 で きる こと 。 
それ だ け で 、 自 身 が 、 十 分 に 子 換 を 残せ る こと 。 


生存 し て いく 上 で 、 苦 労 を し な く て 済む こと 。 
生存 し て いく 上 で 、 ハ ー ド な 思い を し な く て 済む こと 。 
生存 し て いく 上 で 、 リ スク を 取ら ず に 済む こと 。 


(D—1) 

そう し た 状態 を 、 確 保 で きる こと 。 
その 可能 人 性 が ある こと 。 

(В) 

そう し た 状態 を 、 確 保 で きる こと 。 
その 可能 性 が 無い こと 。 


(初出 2021 年 2 月 。 ) 


生物 に と っ て の 理想 。 その 実現 が 不可 能 で 
ある こと 。 


生物 に と っ て の 理想 。 
それ は 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 


(1) 

(1-1) 

個人 の 自由 。 

相互 の 自由 独立 。 

それ は 、 男 性 に と っ て の 理想 で あぁ る 。 

その 内 容 は 、 女 性 の 理想 と は 、 相 容れ な い 。 


(1-2) 

全体 の 調和 。 

相互 の 一 体 性 や 共感 の 確保 。 

それ は 、 女 性 に と っ て の 理想 で ある 。 

その 内 容 は 、 男 性 の 理想 と は 、 相 容れ な い 。 


それ ら は 、 以 下 の タ イプ に 該当 する 。 


生物 の 本 質 。 
その (С) の 内 容 に 談 当 する タイ プ 。 


(2) 


(2-1) 
=} 


特権 を 無く すこ と 。 
既得 権益 を 無く すこ と 。 


それ ら は 、 以 下 の よ うな 存在 に と っ て の 理想 で ある 。 
初期 状態 に お いて 、 何 も 無い 状態 か ゥ ら ス ター ト す る 者 。 


初期 状態 に お いて 、 特 権 や 既得 権益 を 、 持 た な い 者 。 
現状 に お いて 、 特 権 や 既得 権益 を 、 持 た な い 者 。 


社会 の 下層 か ら ス ター ト す る 者 。 
社会 の 下層 に お いて 生活 し て いる 者 。 


その 内 容 は 、 以 下 の よ うな 存在 に と っ て の 理想 と は 、 相 容れ 
な い 。 


初期 状態 に お いて 、 特 権 や 既得 権益 を 、 持 っ て いる 者 。 
現状 に お いて 、 特 権 や 既得 権益 を 、 持 っ て いる 者 。 
社会 の 上 層 か ら ス ター ト す る 者 。 

社会 の 上 層 に お いて 生活 し て いる 者 。 


それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 
機会 の 平等 。 

特権 や 、 茎 得 権益 。 
それ ら の リセ ッ ト 。 

それ は 、 以 下 の タ イプ に 該当 する 。 


M/ 
生物 の 本 質 。 

その (А) の 内 容 に 該当 する タイ プ 。 
(CAR CA Ss 


И. 
生物 の 本 質 。 
その (С) の 内 容 に 談 当 する タイ プ 。 


и! 


生物 の 本 質 。 
その (0) の 内 容 に 恋 当 する タイ プ 。 
(0-1). 


зао 


特権 の 維持 。 
既得 権益 の 維持 。 


それ は 、 以 下 の タ イプ に 該当 する 。 


/// 
生物 の 本 質 。 
その (А-2-2) の 内 容 に 該当 する タイ プ 。 


И. 
生物 の 本 質 。 
その (С) АСЯ УТУ. 


それ ら は 、 以 下 の よ うな 存在 に と っ て の 理想 で ある 。 


初期 状態 に お いて 、 特 権 や 既得 権益 を 、 持 っ て いる 者 。 
現状 に お いて 、 特 権 や 既得 権益 を 、 持 っ て いる 者 。 
社会 の 上 層 か ら ス ター ト す る 者 。 

社会 の 上 層 に お いて 生活 し て いる 者 。 


その 内 容 は 、 以 下 の よ うな 存在 に と っ て の 理想 と は 、 相 容れ 
た ない 。 


初期 状態 に お いて 、 何 も 無い 状態 か ら ス ター ト す る 者 。 
初期 状態 に お いて 、 特 権 や 既得 権益 を 、 持 た な い 者 。 
現状 に お いて 、 特 権 や 茎 得 権益 を 、 持 た な い 者 。 
社会 の 下層 か ら ス ター ト す る 者 。 

社会 の 下層 に お いて 生活 し て いる 者 。 


И. 
生物 の 本 質 。 
その (0) の 内 容 に 恋 当 する タイ プ 。 
(D-1)。 


(2-2) 
差別 の 撤廃 。 
誰 に で も 、 同 じ よ うに 振る 舞う こと 。 


それ 自身 と 同質 な 存在 。 
それ 自身 と は 異質 な 存在 。 
その 両者 を 、 同 じ よ うに 扱う こと 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 と 、 互 い に 相 容れ な い 。 


生物 の 本 質 。 
その (В) の 内 容 に 談 当 する タイ プ 。 


(61) 
M/ 
経済 的 な 格差 。 


権力 面 で の 格差 。 


/1/ 
遺伝 的 な 差 。 


/ 
ЕЕ. 
例 。 
Ax. 


/ 
外見 的 な 特徴 の 差 。 
例 。 
人 种 。 


M/ 
文化 0) 差 。 

例 。 

異 文化 の 所 有 者 。 


(3) 
正義 。 


Ее 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 と 、 互 い に 相 容れ な い 。 


生物 の 本 質 。 
その (С) の 内 容 に 談 当 する タイ プ 。 


例 。 

宗教 的 な 正 し さ 。 
主義 的 な 正 し さ 。 
政治 的 な 正 し さ 。 


(A) 
平 相 。 
和平 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 と 、 互 い に 相 容れ な い 。 


生物 の 本 質 。 
その (А) の 内 容 に 談 当 する タイ プ 。 
生物 の 本 質 。 


その (0) の 内 容 に 談 当 する タイ プ 。 


生物 は 、 以 下 の よ うな 内 容 の 実現 を 、 目 指す 。 
より 良い ポジ ショ ン に 就く こと 。 


そう し た ポジ ショ ン の 数 は 、 限 られ て いる 。 

生物 は 、 互い に 、 そ の 位 買 へ の 着任 を 賭け て 、 委 う 。 
生物 に お いて 、 相 互 の 利害 対立 は 、 必 然 的 に 生じ る 。 
その た め 、 生 物 に お いて 、 相 互 の 争い が 絶え る こと は 、 無 


UL, 


相互 の 利害 対立 を 抑止 する こと 。 

平和 の 実現 。 

生物 に と っ て 、 そ の 実現 は 、 一 時 的 な も の に 終わ る 。 
生物 に と っ て 、 そ の 永続 的 な 実現 は 、 本 質 的 に 、 難 し い 。 


(5) 
権利 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 と 、 互 い に 相 容れ な い 。 


生物 の 本 質 。 
その (А) ФАС SRT. 


生物 は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 目 指す 。 

自身 の 意見 や 行為 を 、 周 囲 に 対し て 、 通 すこ と 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 自 身 の 利 益 を 確保 する た め に 、 必 須 
で ある 。 

生物 は 、 そ の 実現 を 、 自 身 の 権 利 と し て 、 主 張 す る 。 


その た め に は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 必 要 で ある 。 
自身 の 利益 に 反する 意見 。 

その 主張 者 。 

そう し た 存在 と し て の 他 者 。 


自身 の 利益 に 反する 行為 。 
その 実行 者 。 
そう し た 存在 と し て の 他 者 。 


それ ら の 存在 を 、 消 すこ と 。 

それ ら の 存在 を 、 演 すこ と 。 

それ ら の 存在 を 、 抑 え 込 むこ と 。 

それ ら の 存在 の 言動 を 、 制 限 す る こと 。 

それ ら の 存在 の 言動 を 、 処 前 す る こと 。 

それ ら の 存在 を 、 自 身 に 対し て 、 上 服従 させ る こと 。 


その た め 、 生 物 は 、 他 者 の 権利 を 、 容 易 に 侵害 する 。 


自身 の 権利 。 
他 者 の 権利 。 
それ ら の 両方 を 、 尊 車 す る ご と 。 


生物 に と っ て 、 そ の 実現 は 、 本 質 的 に 、 難 し い 。 
(初出 2021 年 2 月 。 ) 


生物 に と っ て の 理想 郷 。 


生物 に と っ て の 理想 。 

その 内 容 が 、 真 に 実現 され た 世界 。 
そう し た 世界 は 、 生 物 に よっ て 。、 以下 の よう に 呼ば れ て い 
る 。 


例 。 

大 国 。 
大 上 の 世界 。 
極楽 浄土 。 
桃源 郷 。 


(初出 2021 年 2 月 。 ) 


生物 に と っ て の 理想 と 、 そ の 主唱 。 


(1) 
生物 に と っ て の 理想 。 


それ ら の 実現 を 主唱 する 思想 。 


(2) 
生物 に と っ て の 理想 。 
それ ら の 実現 を 主唱 する 存在 。 


例 。 


УЕ. 
例 。 

民主 主義 。 
共産 主義 。 
リベラ リズ ム 。 
(2) 

社会 運動 家 。 
イデ オロ ー グ 。 


(初出 2021 年 2 月 。 ) 


生物 に と っ て の 理想 。 それ が 持つ 、 生 物 に 
と っ て の 効果 。 


生物 に と っ て の 理想 。 
生物 が 、 そ の 内 容 に 対し て 、 心理 的 に 、 強 く 惹 きつ けら れる 


ae ae 
生物 が 、 そ の 内 容 に 対し て 、 АН, ИСИ. 
その 人 原因 。 


(1) 
ВОК, WED (А) の 内 容 を 、 実 現さ せる こ 


ae 

その 実現 を 、 強 く 願 望 す る こと 。 

生物 に と っ て 、 そ の 実現 は 、 一 見 し た 限り で は 、 あ た か も 可 
能 で ある か の よう に 、 思 える こと 。 


(А) 
生物 に と っ て 、 楽 な 状態 を 、 氷 遠 
生物 に と っ て 、 快 い 状 態 を 、 氷 遠 


ba 


(2) 

PABBA - kW. МКФ (В) の 内 容 か ら 、 逃 れる こと 。 
その 実現 を 、 強 く 願 望 す る こと 。 

生物 に と っ て 、 そ の 実現 は 、 一 見 し た 限り で は 、 あ た か も 可 
能 で ある か の よう に 、 皿 え る こと 。 
НВК. DEO (В) の 内 容 を 、 克 服 す る こと 。 
その 実現 を 、 強 く 願 望 す る こと 。 


生物 に と っ て 、 そ の 実現 は 、 一 見 し た 限り で は 、 あ た か も 可 
能 で ある か の よう に 、 思 える こと 。 


(B) 
生物 の 本 質 が も た ら す 、 茸 酷 な 人 生 の 現実 。 
(初出 2021 年 2 月 。 ) 


生物 に と っ て の 、 理 想 と 、 現 実 。 


現実 の 真相 。 

それ に つい て 、 徹 族 的 に 、 究 明 を 行う こと 。 

それ が 、 生 物 に と っ て 、 本 来 、 必 要 で ある 。 

理想 。 そ の 内 容 は 、 生 物 に と っ て 、 心地 良く 、 快 い 。 
現実 。 その 内 容 は 、 生 物 に と っ て 、 苦 酷 で あり 、 不 快 で あ 


生物 は 、 心地 良い 、 快 い 内 容 に 対し て 、 惹 か れる 。 
生物 は 、 苦 酷 な 、 不快 な 内 容 に 対し て 、 嫌 悪 感 を 持つ 。 
生物 は 、 心地 良い 、 快 い 内 容 を 、 専 ら 、 追 求 す る 。 
生物 は 、 以 下 の よ うな 状況 の 発生 を 、 徹 話 的 に 回 放す る 。 
// 

若 酷 な 、 不快 な 内 容 。 

その 解明 。 

tho5nW8~OEA. 


// 


その よう な 結果 。 
生物 は 、 理 想 を 、 専 ら 、 追 求 す る 。 
生物 は 、 現 実 逃避 を 、 実 行 す る 。 


真実 。 
それ は 、 現 実 で ある 。 


真実 を 、 知 る こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
НЕ с. ВУИ, 

それ は 、 以 下 の 内 容 を 、 改 め て 認識 する こと で ある 。 
// 

ay AGA ELSE 

それ が 、 生 物 に と っ て 回 遊 不能 で ある こと 。 

// 


生物 に と っ て の 真実 。 

(1) 

それ は 、 生 物 自 身 が 内 包 す る 、 茸 酷 な 特性 で ある 。 
それ は 、 生 物 の 本 質 で ある 。 

それ は 、 生 物 自 身 に と っ て 、 不 快 で ある 。 


し か し 、 そ れ は 、 生 物 自 身 に と っ て 、 有 用 で ある 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

// 

それ は 、 生 物 の 生存 と 存続 の 原動力 で て ある 。 

それ は 、 生 物 の 発展 の 原動力 で て ある 。 

それ は 、 生 物 の 進歩 の 原動力 で ある 。 

// 


(2) 

それ は 、 以 下 の 内 容 に つい て の 実態 で ある 。 

// 

生物 を 取り 巻く 環境 。 

それ ら が 内 色 す る 、 生 物 に と っ て の 、 苫 酷 な 生き に くさ 。 
// 


生物 は 、 НЕСК, ATS. 
生物 は 、 理 想 の 追求 に 、 傾 く 。 


筆者 は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 主 張 す る 。 
真実 を 追求 する こと 。 

それ を 、 例 え 、 以 下 の よ うな 場合 で も 、 徹 拭 的 に 実行 する こ 
ae 

// 

その こと で 、 結 果 的 に 不快 な 思い を 、 多 大 に 終 験 する こと 。 
その よう な 状況 の 発生 。 

それ が 、 了 予期 され る 場合 。 

// 


真実 を 知る こと 。 
それ を 、 理 想 の 追求 より も 、 優 先 さ せる こと 。 


真実 を 知る こと 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 当 面 は 、 不 快 で ある 。 

し か し 、 そ れ は 、 結 局 、 生 物 自身 に と っ て 、 交 来 的 に 、 必 ず 
役に立つ 。 


真実 を 知る こと 。 


ВЕСИ. 

例 。 

男女 の 性 差 を 、 徹 族 的 に 解明 する こと 。 
男性 に よる 、 女 性 の 支配 。 

女性 に よる 、 男 性 の 支配 。 

それ ら の 双方 に 内 在 す る 、 苫 酷 な 現実 。 
それ を 、 徹 旗 的 に 、 明 ら か に する こと 。 


真実 を 回 避 す る こと 。 
理想 を 追求 する こと 。 

例 。 

男女 平等 を 唱え る こと 。 

性 差別 の 撤廃 を 、 唱 える こと 。 

ВО ВЕСИ. 

男女 の 性 差 に つい て の 研究 。 

その よう な 研究 を 、 人 禁止 する こと 。 

その よう な 研究 の 進展 を 、 阻 止 す る こと 。 


(初出 2021 年 3 月 。 ) 


ЛОЖЕ. МОЖЕ. 26 
OO 


人 间 O 身 体 。 生 物 O) 身 体 。 男 女 O) 性 差 。 艾 
の 根本 的 な 規定 要因 。 


生物 の 身体 。 
それ は 、 生 殖 細胞 の 乗り 物 で ある 。 
それ は 、 生 殖 細 胞 に と っ て 、 単 な る 道具 で ある 。 


生物 の 存在 に お ける 、 生 殖 細胞 が 所 有する 、 中 心性 や 中 枢 
性 
生物 の 存在 に お ける 、 生 殖 細 胞 が 所 有する 、 根 本 的 な 重要 性 
や 優先 性 。 

その こと に 対す る 認識 。 

それ は 、 生 物 や 人 間 の 活動 の 理解 に と っ て 、 根 本 的 に 重要 で 
ある 。 

それ は 、 生 物 や 人 間 の 性 差 の 理解 に と っ て 、 根 本 的 に 重要 で 
ある 。 


生物 の 雄 の 身体 。 
それ は 、 精 子 の 乗り 物 で ある 。 
それ は 、 精 子 に と っ て 、 単 な る 道具 で ある 。 


生物 の 雌 の 身体 。 
それ は 、 卵 子 の 乗り 物 で ある 。 
それ は 、 卵 子 に と っ て 、 単 な る 道具 で ある 。 


人 間 の 男性 の 身体 。 
それ は 、 精 子 の 乗り 物 で ある 。 
それ は 、 精 子 に と っ て 、 単 な る 道具 で ある 。 


人 間 の 女性 の 身体 。 
それ は 、 卵 子 の 乗り 物 で ある 。 
それ は 、 卵 子 に と っ て 、 単 な る 道具 で ある 。 


男女 の 性 差 。 
それ ら は 、 全 て 、 精 子 と 卵子 の 差 に 、 根 本 的 に 由来 する 。 


精子 と 卵子 と の 受精 。 

生殖 行為 。 

自己 複製 。 

それ ら が 、 男 女 の 生 物 活 動 の メイ ン で ある こと 。 


人 間 の 男女 に お ける 、 高 い 知 的 能力 や 、 高 い 運 動 能力 。 
それ ら の 存在 は 、 男 女 の 生 物 活動 に と っ て 、 あ くま で 一 次 的 
で ある こと 


それ ら の 内 容 は 、 生 殖 細 胞 の 性 質 の 反映 に 過ぎ な いこ と 。 


生物 に お ける 、 性 差 の 本 質 。 
人 間 に お ける 、 性 差 の 本 質 。 
それ は 、 精 子 と 卵子 と の 、 性 質 の 差 で ある 。 


人 間 の 男女 の 性 差 。 

その 存在 は 、 生 物 と し て の 、 有 性 生殖 に 基づく 。 

それ は 、 精 子 と 卵子 が 存在 する 限り 、 消 去 す る こと は 、 不 可 
能 で ある 。 

それ は 、 人 間 が 、 有 性 生殖 を 行う 生物 の 一 種 で ある 限り 、 消 
去 す る こと は 、 不 可能 で ある 。 


ВОНА ВЕСИ. 
их. BXDEMMDBE TCHS. 


男女 0 性 差 在 否定 吉 召 人 之 。 

例 。 欧 米 や 日 韓 に お ける 、 リ ベラ リズ ム の 活動 家 た ち 。 
彼ら は 、 生 物 以 外 の 存在 に な る し か 無い 。 

彼ら は 、 単 性 生殖 の 生物 に な る し か 無い 。 


一 部 の 生物 が 持つ 、 高 度 な 知性 。 

ーー 部 の 生物 が 持つ 、 高 度 な 運動 能力 。 

ФИ. АРХ, +. ИГО В AL. 

下記 の 内 容 を 実現 する た め の 、 単 な る 道具 や 手段 。 
EOD. АИТ ИОХИИУ Я. НОЯ СУ. 


生物 に お ける 高度 な 知性 や 運動 能 
それ ら は 、 そ の 生物 の 本 質 で は 無い 。 


生物 の 本 質 。 
それ は 、 以 下 の (Al) の 内 容 で ある 。 
(А1) 


彼ら 自身 の 存在 の 複製 を 、 後 世に 残す こと 。 


人 間 に お ける 、 極 め て 高度 な 知性 。 
それ ら は 、 人 間 の 本 質 で は 無い 。 


人 間 の 本 質 。 
それ は 、 以 下 の (A2) の 内 容 で ある 。 
(A2) 


生物 の 一 種 と し て 、 彼 ら 自 身 の 存 在 の 複製 を 、 後 世に 残す こ 
в 


人 間 に よ る 高度 な 知性 の 所 持 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 に 過ぎ な い 。 
上 記 の (A2) の 内 容 を 実現 する た め の 手 段 の 一 つ 。 


ある 生物 が 、 仮 に 、 高 度 な 知性 を 所 持 し て いる 、 と する 。 
その こと は 、 以 下 の 場 合 、 そ の 生物 に と っ て 、 全 く 価 値 が 無 
LY. 

それ を 所 持 す る こと で 、 下 記 の 内 容 を 、 実 現 出来 な い 場 合 。 
生物 の 一 種 と し て 、 彼 ら 自 身 の 存 在 の 複製 を 、 後 世に 残す こ 
Cx 


ИИ! 


#1. ЛЕ. 
/ 


恒温 動物 で ある こと 。 

彼ら 自身 の 生存 維持 の た め 、 絶 え ず 、 エ ネル ギー 源 と し て の 
食料 を 、 毎 日 、 恒 常 的 に 、 大 量 に 、 摂 取 し 続け る 必要 が ある 
т 

その こと の 、 生 物 と し て の 、 根 本 的 な 効率 の 悪さ 。 

彼ら 自身 の 生存 維持 の た め 、 絶 え ず 、 彼 ら 自 身 の 身 体 を 、 外 
部 の 物品 や エネ ルギー の 大 量 消 費 に よっ て 、 保 温 し た り 、 冷 
却 し た り 、 し 続け る 必要 が ある こと 。 

その こと の 、 生 物 と し て の 、 根 本 的 な 効率 の 悪さ 。 


// 
知 的 な 港 在 能力 は 、 高 いこ と 。 

し か し 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 生 理 的 に 不可 能 で ある こと 。 
生存 維持 に 必要 な 行動 様式 。 そ の 、 短 時 間 で の 学習 。 


その 生存 維持 に 必要 な 行動 様式 。 そ の 学習 。 


еси, лик ах ГСУ, 


ОУ. 
その こと に 、 無 痢 に 、 時 間 と 手間 と コス ト が 掛か る こと 。 


// 
それ ら の 内 容 が も た ら す 、 生 物 と し て の 、 根 本 的 な 効率 の 悪 
さ 。 
その 度合 い が 、 人 和 途方 も 無い こと 。 

その 度合 い が 、 と て も 深刻 で ある こと 。 


彼ら に よる 、 間 効 率 で 膨大 な 、 生 物 維持 活動 。 

その 結果 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

НК Е-. Е -, KRAWRURRMA СУ, 

そし て 、 結 局 は 、 彼 ら 自 身 の 生 物 を 維持 出来 ず に 、 自 滅する 
— 

И. 
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生物 の 維持 。 

彼ら 自身 の 身体 の 維持 。 

生殖 行動 に よる 、 自 己 複製 。 後 世に 、 彼 ら 自 身 の 子 換 を 残す 
а 


それ ら の 実現 の 前 提 人 条件 と し て 、 必 須 な も の 。 そ れ は 、 以 下 
の 内 容 で ある 。 


(1) 
機能 的 物資 の 獲得 。 エ ネル ギー。 水 分 。 状 分 。 KE. 
生物 の 維持 に と っ て 、 最 も 重要 な 物資 や 資源 。 そ れ ら の 、 獲 


448 
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その た め に 必要 な 能力 や 既得 権益 の 獲得 。 

その 結果 、 得 られ る 、 彼 ら 自 身 の 社会 的 地位 。 そ の 上 位 性 の 
獲得 。 

その こと が も た ら す 、 彼 ら 自 身 の 、 社 会 的 優位 性 の 、 自 己 確 
認 。 そ の 達成 。 

生物 は 、 そ れ ら の た め な ら 、 何 で も する 。 

闘争 。 WE. Ae. RAK. SIAC. RE. SARIS. 
4%. 


(2 ) 

物理 的 存在 と し て の 、 生 物 の 身体 。 そ の 居場所 の 獲得 。 
住む と ころ 。 

毎日 、 寝 起き を し て 、 暮 ら す と ころ 。 

配偶 者 や 子供 と 、 共 同 生 活 を 送る と ころ 。 

生殖 行為 と 、 子 供 の 養育 行為 を 行う と ころ 。 

外敵 か ら 、 身 体 を 守る と ころ 。 

ЧЕЛ, 巣 。 家 。 そ れ ら の 、 獲 得 。 

その こと に よる 、 彼 ら 自 身 の 生 活 や 、 彼 ら の 子供 の 生育 環境 
の 、 安定 。 そ れ ら の 、 獲 得 。 

生物 は 、 そ の た め に 、 必 死に な っ て 働く 。 


(3) 

2 в`> ОБ. ВИЖ 9 SKECRE. 
彰 威 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

(= 

内 部 环境 。 


fax. FE. Bil, FB. 


(3-2) 
外部 環境 。 


(2201) 
無生物 の 無機 環境 。 
過酷 な 気候 。 WR BARS. Fido. Wok. KW. 


(Se ED 
他 の 生物 た ち 。 

敵 。 彼 ら 自 身 に 危 宮 を 加え に 来る 相手 。 彼 ら 自 身 を 殺し に 来 
る 相手 。 捕 食 者 。 

ライ バル 。 彼 ら 自 身 の 競 争 相手 。 彼 ら 自 身 の 所 有する 既得 権 
益 を 侵害 する 相手 。 


それ ら の 登 威 か ら 、 彼 ら 自 身 の 身 体 を 防御 し 、 反 撃 し 、 攻 撃 
する こと 。 そ の た め の 物 品 や 装備 。 
ras. $¢, ee. BSE. 


Be. ЕЕ. 


雄 。 
CIV DNR ORE ORD, ВН ОЕ BP EAA 
IE 


Molt. НОЖ 07-Ф, fate owerPerAee. MECH 
て 、 雄 に 戦わ せる 。 

Ш. HEIST UC, ЕВС ИЯ, BAAS. 

彼ら 自身 の 装備 は 、 丸 腰 で ある 。 

生物 は 、 丸 腰 状 態 の 方 が 、 危 な い 存 在 と 見 な され に くく 、 攻 
撃 さ れ に くい 。 

その こと は 、 彼 ら 自 身 の 自 己 保 身 に と っ て 、 よ り 有 利 で あ 
る 。 

E(t. ОЕ, EC. СНОСКИ. 

ЖЕ, 45 НБ, HCBAANLKEC, Reais 
35. 


例 。 

カブ トム シ の 場合 。 
+. ВАО. 
雌 は 、 角 を 持た な い 。 


例 。 

人 間 の 場合 。 

武装 し た 男性 が 、 丸 腰 の 女性 を 、 攻 撃 し た り 、 強 塾 し た りす 
Dots 

その 可能 性 が 、 大 きい こと 。 


その こと で 、 女 性 の 心身 が 傷つく こと 。 
その こと で 、 女 性 が 、 想 定 外 の 妊娠 を する こと 。 
それ ら は 、 女 性 に と っ て 、 恐 ろ し いこ と で ある 。 


女性 が 、 想 定 外 の 妊娠 を し た 場合 。 

生ま れ て 来 た 、 彼 ら 自 身 の 子 供 。 

その 子供 を 、 自 力 で 、 経 済 的 に 苦労 し な が ら 、 育 て る こと 。 
その 子供 を 、 灯 すこ と 。 子 灯 し 。 

配偶 者 と は 、 違 う 男 性 。 彼 の 子供 を 、 配 偶 者 の 男性 に 、 終 済 
MILSaStHSoO“. FEN. 


生物 は 、 そ の よう に し て 、 彼 ら 自 身 の 生 物 を 維持 し つつ 、 彼 
ЕМУ 4). 
(2022 年 1 月 初出 。) 


生物 に お ける 、 基 本 的 欲求 。 生物 に お け 
る 、 基 本 的 傾向 。 


生物 に お ける 、 基 本 的 欲求 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


ИИ 
要 约 。 


生き や すさ の 実現 。 


生き や すさ の 持続 や 水 続 。 

生存 状態 の 持続 。 衣 食 住 を 確保 する こと 。 

HETPIKREQ Ka. SRA. BIRO“. ER. Baie 
Ja. 文化 的 作品 の 自作 。 


生き や すさ の 増大 や 拡大 。 
有 能 性 の 獲得 。 
資源 や 富 や 設備 の 著 積 。 既 得 権益 の 蓄積 。 新た な 叙 域 の 開 


拓 。 
生き や すさ を 阻害 する 要因 の 除 夫 。 介 威 や ライ バル の 存在 
を 、 除 去 す る こと 。 


MIT 
各論 。 


ИИ! 


生存 に お ける 、 優 位 性 や 有利 性 。 そ の 保有 を 確認 する こと 。 
同 威 や ライ バル に 対し て 、 打 ち 勝 つこ と 。 成 功 す る こと 。 有 
能 性 。 

それ ら の 保有 を 確認 する こと 。 

それ ら の 水準 の 高 さ 。 そ れ を 、 他 の 生物 に 対し て 、 示 すこ 

と 。 


皮 得 権益 を 、 た くさ ん 所 有 L し て いる こと 。 富 裕 で ある こと 。 
それ ら の 保有 を 確認 する こと 。 

それ ら の 水準 の 高 さ 。 そ れ を 、 他 の 生物 に 対し て 、 示 すこ 
Cu 


その 結果 。 

他 の 生物 か ら 、 上 位 者 と し て 扱わ れる こと 。 他 の 生物 か ら 、 
尊敬 され る こと 。 

それ ら の 保有 を 確認 する こと が 、 絶 え ず 必要 で ある こと 。 
その 実現 の 容易 性 や 、 そ の 実現 の 平易 性 。 そ の 実現 の 安全 
性 。 
それ ら の 保有 を 確認 する こと 。 


それ ら の 保有 を 確認 する こと が 出来 な い 場 合 。 それ ら を 喪失 
し た 場合 。 精 神 的 に 落ち 込み 、 ス トレ ス を 汐 め る こと 。 
彼ら 自身 の 能力 上 の 長所 を 伸ばす こと 。 そ の こと で 、 生 き や 
すさ を 、 向 上 させ る こと 。 

彼ら 自身 の 能力 上 の 欠点 を 無く すこ と 。 そ の こと で 、 生 き や 
すさ の 低下 の 発生 を 、 防 止 す る こと 。 

それ ら の 、 人 飽く こと な き 追 求 。 向上 心 を 、 所 有する こと 。 


ИИ! 


生存 に お ける 、 利 益 の 確保 。 生存 に お ける 、 損 失 の 回 民 。 
収支 に お ける 、 黒 字 の 確保 。 収 支 に お ける 、 赤 字 の 回 遊 。 
それ ら の 追求 。 

彼ら 自身 の 衣食 住 の 質 や 量 を 、 少 し で も 多く 、 向 上 させ る こ 
と 。 食 い 扶 持 を 、 少 し で も 多く 、 稼 ぐ こ と 。 

その こと で 、 彼 ら 自 身 の 生 活 の 質 や 量 を 、 全 力 で 向上 させ る 
ae 

その こと で 、 彼 ら 自 身 の 生 き や す さ を 、 向 上 させ る こと 。 


損失 が も た ら す 、 彼 ら 自 身 の 衣 食 住 の 質 や 量 の 低下 。 損 失 が 
も た ら す 、 彼 ら 自 身 の 生 活 の 質 の 低下 。 

それ ら が も た ら す 、 彼 ら 自 身 の 生 き や す さ の 低下 。 

その 発生 を 、 全 力 で 回 放す る こと 。 


ИИ! 


生存 に お ける 、 自 己 光 明 性 。 そ の 保有 を 確認 する こと 。 
彼ら 自身 が ど 、 プ ラス の 存在 で ある こと 。 

彼ら 自身 の 内 部 に 、 光 明 を 、 宿 し て いる こと 。 そ の 光量 。 そ 
の 発光 の 持続 性 や 永続 人 性 。 そ れ ら の 保有 を 確認 する こと 。 
それ ら の 水準 の 高 さ 。 そ れ を 、 他 の 生物 に 対し て 、 示 すこ 


Cx. 

他 の 生物 に と っ て 、 光 明 を 与え る 存在 に な る こと 。 他 の 生物 
に と っ て 、 生 き や す さ を 与え る 存在 に な る こと 。 

生物 同士 の 相互 扶助 や 相互 協力 。 生 物 同 士 の 社会 的 分 業 。 
そう し た 状況 に お ける 、 有 用 性 や 、 有 益 性 や 、 吉 要 。 

それ ら を 所 有 し て いる こと 。 そ の 保有 を 確認 する こと 。 
それ ら の 水準 の 高 さ 。 

それ ら に お ける 、 独 創 性 や 、 新 規 開拓 性 や 、 先 進 性 。 そ れ ら 
の 水準 の 高 さ 。 

それ ら に お ける 、 安 定性 や 、 熟 達 性 や 、 熟 練 人 性 。 そ れ ら の 水 
"Ех. 

それ を 、 他 の 生物 に 対し て 、 示 すこ と 。 


その 結果 。 
他 の 生物 か ら 、 感 謝 さ れる こと 。 


他 の 生物 か ら 、 必 要 と され る こと 。 他 の 生物 か ら の 需要 が あ 
る こと? 

他 の 生物 か ら 、 頼 られ る こと 。 他 の 生物 か ら 、 依 存 を 受け る 
a3 

他 の 生物 か ら 、 懐 か れる こと 。 他 の 生物 か ら 、 愛 され る こ 

(ae 
他 の 生物 に 対し て 、 快 感 を 与え る こと 。 他 の 生物 を 、 快 適 に 
させ る こと 。 他 の 生物 の 気持 ち を 、 満 足 さ せる こと 。 

それ ら に つい て の 、 プ ラス の フィ ー ド バッ ク を 、 他 の 生物 か 
ら 、 受 ける こと 。 

それ ら に つい て の 、 プ ラス の 評価 を 、 他 の 生物 か ら 、 受 ける 
二 


それ ら の 保有 を 確認 する こと が 、 絶 え ず 必要 で ある こと 。 そ 
れ ら の 保有 を 確認 する こと を 、 絶 え ず 求め る こと 。 

それ ら の 保有 を 確認 する こと 。 そ の 実現 の 容易 性 や 、 そ の 実 
現 の 平易 性 。 そ の 実現 の 安全 性 。 そ れ ら を 、 絶 え ず 求め る こ 
それ ら の 保有 を 確認 する こと が 出来 な い 場 合 。 そ れ ら を 喪失 
し た 場合 。 精 神 的 に 落ち 込み 、 ス トレ ス を 溜め る こと 。 


ИИ 
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と 

彼ら 自身 の 存在 。 彼 ら 自 身 の 生 存 状 態 そ の も の 。 そ れ ら を 、 
育 定 可 能 で ある こと 。 そ れ ら を 、 人 受容 可 能 で ある こと 。 
彼ら 自身 の 生存 価値 。 そ れ ら の 高 さ 。 自 尊 心 。 彼 ら 自 身 の 尊 
厳 性 。 彼ら 自身 の 威信 。 そ れ ら を 、 確 保 可 能 で ある こと 。 
彼ら 自身 の 生存 に お ける 、 有 意味 性 や 有意 義 性 や 重要 性 。 そ 
れ ら を 、 確 保 可 能 で ある こと 。 

彼ら 自身 の 存在 を 、 大 事 に する こと 。 彼 ら 自 身 の 存 在 を 、 大 
切 に する こと 。 

彼ら 自身 の 健康 に 対し て 、 気 を 遣う こと 。 

自殺 や 自 傷 を 考え る 状態 か ら 、 遠 いこ と 。 

それ ら の 度合 い 、 そ れ ら の 保有 を 確認 する こと 。 

それ ら の 水準 の 高 さ 。 


他 の 生物 か ら 、 背 定 的 な 評価 を 受け る こと 。 他 の 生物 か ら 
重要 視 さ れる こと 。 他 の 生物 か ら 、 尊 敬 さ れる こと 。 
それ ら は 、 そ の 生物 の 内 部 に 、 光 明 を も た ら す こと 。 
о その 生物 に と っ て 、 生 きる た め の 人 原動力 と な る こ 


Uk ABA GRODIL. 
CHD ОЖ HET SI CPR. CIV ERK 
し た 場合 。 精 神 的 に 落ち 込み 、 ス トレ ス を 溜め る こと 。 


ИИ! 


生存 に お ける 、 自 己 決定 性 と 、 自 己 実現 性 。 そ の 保有 を 確認 
о 

411-5(1]5. НВРФЕНОЕНАНЕЕ, ОВЕН) 
る ご と :。 

物事 を 、 彼 ら 自 身 の 思 い 通 り に 、 決 定 で きる こと 。 

物事 を 、 彼 ら 自 身 の 思 い 通 り に 、 実 現 で きる こと 。 

彼ら 自身 の 願い が 、 BAIL. MX с. 

彼ら 自身 の 意見 や 意思 が 、 容 易 に 、 通 る こと 。 

それ ら の 保有 を 確認 する こ 6 

それ ら の 水準 の 高 さ 。 そ れ を 、 他 の 生物 に 対し て 、 示 すこ 
と 。 


その 結果 。 

その 生物 は 、 社 会 に お いて 、 絶 対 的 存在 に な る こと 。 

それ ら を 、 絶 え ず 求め る こと 。 

それ ら の 保有 を 確認 する こと が 出来 な い 場合 。 そ れ ら を 喪失 
し た 場合 。 精 神 的 に 落ち 込み 、 ス トレ ス を 溜め る こと 。 


И! 


彼ら 自身 の 生き や すさ を 阻害 する 要因 。 

彼ら 自身 の 存在 を 、 谷 定 す る 要因 。 

彼ら 自身 の 優位 性 や 光明 性 を 、 谷 定 す る 要因 。 
彼ら 自身 の 意思 の 貫通 を 、 阻 害する 要因 。 
例 。 

ВА. DNL. БАЛ. АЛЯ. PRA. 


ЕЖЕ CT. ЖАНРЕ . MASI. 
thd &, МЕССИ, Choe, МЕН 
する こと 。 そ れ ら を 、 徹 話 的 に 撲滅 する こと 。 

それ ら を 、 徹 度 的 に 追放 する こと 。 

それ ら を 、 徹 旗 的 に 抑圧 する こと 。 

それ ら の 跡地 を 、 彼 ら 自 身 の 生 き や す さ を 促進 する 要因 に 
よっ て 、 一 方 的 に 、 上 書き する こと 。 

彼ら 自身 の 生き や すさ を 阻害 する 価値 観 を 、 彼 ら 自 身 の 生 き 
や すさ を 促進 する 価値 観 に よっ て 、 一 方 的 に 、 上 書き する こ 
Ce 
彼ら 自身 の 生き や すさ を 阻害 する 他 の 生物 の 存在 を 、 彼 ら 自 
身 の 生 き や す さ を 促進 する 別 の 生物 の 存在 に よっ て 、 一 方 的 
に 、 上 書き する こと 。 

それ ら の 実現 。 


それ ら の 保有 を 確認 する こと 。 

その 実現 の 容易 性 や 、 そ の 実現 の 平易 性 。 そ の 実現 の 安全 
性 。 そ れ ら を 、 絶 え ず 求め る こと 。 

それ ら の 保有 を 確認 する こと が 出来 な い 場 合 。 そ れ ら を 喪失 
し た 場合 。 精 神 的 に 落ち 込み 、 ス トレ ス を 溜め る こと 。 


ИИ! 


生存 に お ける 、 救 い の 希 求 。 生存 に お ける 、 援 助 の 希求 。 
生き や すさ の 欠如 を 、 感 じ る 場合 。 

生き て いく 上 で の 苦し さ を 、 感 じ る 場合 。 

HEX TUN ECOWAS. BC SIA. 

生き て いく 上 で の 不安 を 、 感 じ る 場合 。 

生き て いく 上 で の 不満 を 、 感 じ る 場合 。 

それ ら の 原因 。 

今後 の 環境 変動 の 不 確 実 性 。 そ れ が 引き 起こ す 、 彼 ら 自 身 
の 、 心 の 迷い 。 

彼ら 自身 の 、 生 き て いく 上 で の 能力 不足 。 

周囲 環境 の 不良 性 。 そ の 生物 が 所 属す る 社会 の 不良 性 。 
助力 者 の 欠如 。 見 守っ て くれ る 者 の 欠如 。 心配 し て くれ る 者 
ARI. MIB. 

それ ら に 気付 く こ と 。 


欲求 の 実現 が 出来 な い 場 合 。 欲 求 が 充足 され た 状態 を 、 喪 失 
し た 場合 。 

生活 が 苦し く な る こと 。 

ЕСИ. 


それ ら の 結果 。 

精神 的 に 落ち 込み 、 ス トレ ス を 汐 め る こと 。 強 い 不 安 を 感じ 
る こと 。 心 が 乱れ る こと 。 

これ 以上 、 生 き て いけ な いと 、 思 い 詰 め る こと 。 

そう し た 、 マ イナ ス の 状態 か ら 脱 出す る た め に 、 周 囲 に 対し 
て 、 救 いや 助け を 、 求 め る こと 。 

そう し た 、 マ イナ ス の 状態 か ら 脱 出す る た め に 、 周 囲 に 対し 
て 、 頼 る こと 。 


救い を 求め る 対象 。 助け を 求め る 対象 。 頼 る 対象 。 


生活 の 苦し さ を 、 取 り 除 く 存 在 。 
心 の 乱れ を 、 取 り 除 く 存 在 。 

心 の 不安 を 、 取 り 除 く 存 在 。 

心 の 迷い を 、 取 り 除 く 存 在 。 

スト レス を 、 取 り 除 く 存 在 。 
病気 を 、 取 り 除 く 存 在 。 

生活 上 の 能力 不足 を 、 取 り 除 く 存 在 。 
孤独 を 、 取 り 除 く 存 在 。 
不満 を 、 取 り 除 く 存 在 。 


生活 の 安定 を 、 も た ら す 存在 。 
心 の 平安 を 、 も た ら す 存在 。 


生き て いく 上 で の 苦悩 。 

それ ら を 打ち 明け る 相手 と な る 、 他 者 。 

“EAU Е 4S, №. 

苦悩 を 相談 する 相手 と な る 、 他 者 。 

例 。 カ ウン セラ ー。 親 友 。 配 偶 者 。 血 縁 関係 者 。 恋愛 の 相 
手 。 


生き て いく 上 で の 迷い 。 そ れ ら を 解消 し て くれ る 、 他 者 。 
今後 の 進路 を 指南 し て くれ る 、 他 者 。 
Ol, 指導 者 。 アド パイ ザー。 


生き て いく 上 で の 能力 不足 。 そ れ ら を 解消 し て くれ る 、 他 
者 。 例 。 
養育 者 。 教 育 者 。 教 師 。 教 材 提供 者 。 ト レー ナー。 介 護 者 。 


生き て いく 上 で の スト レス 。 
それ ら を 解消 し て くれ る 、 他 者 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


// 

生活 上 の 、 息 抜き さや 、 気 晴らし や 、 感 動 の 機会 。 

それ ら を 提供 し て くれ る 、 他 者 。 

例 。 エ ンタ ー テ イナ ー。 音 楽 家 。 ク リエ イタ ー。 料 理 人 。 


生活 上 の 不満 の 、 盾 け 曲 。 

それ ら を 提供 し て くれ る 、 他 者 。 

例 。 サ ンド バッ グ 。 い じ め や 上 護 待 や 差別 を 行う 対象 の 、 他 
者 。 

// 


病気 を 治療 し て くれ る 、 他 者 。 

$i), RA. Aceh. SAAD, 

一 緒 に 居 て くれ る 、 他 者 。 居 場所 を 提供 し て くれ る 、 他 者 。 
i), Acie. ШАР. BAC. 仲間 。 共 同体 。 団体 。 


その よう な 他 者 。 
彼ら は 、 以 下 の よ うな 共通 性 を 持つ 。 


// 


その 1 。 

生き や すさ の 確保 の 面 で 、 既 に 余裕 が ある 、 他 の 生物 。 
それ は 、 有 能 者 で ある 。 そ れ は 、 茎 得 権益 の 保持 者 で ある 。 
それ は 、 社 会 的 上 位 者 で ある 。 


それ は 、 権 力 者 で ある 。 


その 2 。 

生物 の 持つ 能力 的 限界 を 、 超 越し た 存在 。 神 。 

CHUd, ETH CHS. -Ctildt, SREB CHS. tnd, ff 
WAaCHS. Chit, PERE CHS. thrid, HY BAL 
た 者 で ある 。 

そう し た 存在 と 、 生 物 と を 、 媒 介する 、 他 の 生物 。 宗教 指導 
者 。 


その 3 。 

生き て いる 上 で の 、 他 の 生物 と の 共感 。 
生き て いる 上 で の 、 趣 味 や 嗜好 の 合致 。 
それ ら を も た ら す 存在 。 

共鳴 者 。 

例 。 

ЕО > 


#04. 

性 的 快感 。 

それ ら を も た ら す 存在 。 

例 。 

配偶 者 。 恋愛 の 相手 。 不 倫 の 相手 。 
売春 の 相手 。 

アダ ルト ビデ オ 。 ア ダル ト ア ニ メ 。 ア ダル トゲ ー ム 。 そ れ ら 
の 制作 者 と 出演 者 。 

// 

その 5。 

上 記 の 存在 に よる アウ ト プ ッ ト 。 そ れ ら の 内 容 。 
RA, BS. AR, ВИ, 


oe ー の 作品 。 文学 作品 。 芸術 作品 。 美術 作品 。 コ 
ミッ ツク 。 アニ ズ 。 ゲー ム バム 。 


ИИ! 


生き や すさ を 、 確 保 す る こと 。 そ れ は 、 生 物 に と っ て 、 権 力 


の 源泉 で ある 。 

生き や すさ を 増やす こと 。 そ れ は 、 生 物 に と っ て 、 権 力 の 増 
大 で ある 。 

生き や すさ を 実現 し た 者 。 そ れ は 、 権 力 者 で ある 。 

権力 者 。 彼 ら は 、 以 下 の よ うな 生物 で ある 。 有 能 者 。 茎 得 権 
益 の 保持 者 。 


ИИ! 


他 の 生物 と の 、 生 物 と し て の 共通 性 の 感知 。 他 の 生物 に 対す 
る 、 共 感 。 
他 の 生物 の 体験 を 、 彼 ら 自 身 の 体験 に 次 き 換 えて 、 考 える こ 


CS 

他 の 生物 の 生き や すさ を 奪う こと 。 そ の こと が 、 他 の 生物 に 
も た ら す 不利 益 。 

その 発生 を 、 彼 ら 自 身 の 身 に 四 き 換え て 、 考 える こと 。 
02 (495. ЖРЮ-&, 0-35, FEDS 
識 。 そ れ ら の 発生 。 それ ら に よっ て 生じ る 、 彼 ら 自 身 の 心 の 
Zl) . 

彼ら 自身 が 、 悪 いこ と を し た と し て 、 杏 定 的 な 自己 評価 を す 
る こと 。 

それ ら を 、 無 意識 の うち に 持つ こと 。 


他 の 生物 の 生き や すさ を 促進 する こと 。 そ の こと が 、 他 の 生 
物 に も た ら す 利益 。 

その 発生 を 、 彼 ら 自 身 の 身 に 四 き 換え て 、 考 える こと 。 
それ に よっ て 生じ る 、 普 良 な 心 。 そ れ に よっ て 生じ る 、 徳 の 
心 。 そ れ ら に よっ て 、 彼 ら 自 身 の 心 が 、 晴 れる こと 。 

彼ら 自身 が 、 良 いこ と を し た と し て 、 肥 定 的 な 自己 評価 を す 
る こと 。 

それ ら を 、 無 意識 の うち に 持つ こと 。 


ИИ 


ИИ 


生物 に よる 、 上 記 の 様々 な 欲求 の 実現 。 
彼ら 自身 の 生き や すさ の 実現 。 


彼ら 自身 の 光明 性 の 実現 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


生物 社会 に お いて 、 社 会 的 上 位 者 に な る こと 。 


その 結果 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

他 の 生物 か ら 、 生 き や す さ を 、 和 奪う こと 。 

他 の 生物 を 、 一 方 的 に 、 殺 すこ と 。 他 の 生物 を 、 一 方 的 に 、 
傷付け る こと 。 

Hhn#eMe, Aico ok. 

他 の 生物 を 、 軽 視 す る こと 。 

他 の 生物 に 対し て 、 一 方 的 に 、 説 教 を する こと 。 他 の 生物 に 
対し て 、 一 方 的 に 、 教 育 を する こと 。 

他 の 生物 の 意思 を 、 通 さ な い こと 。 他 の 生物 の 意思 を 、 一 方 
的 に 、 変 更 す る こと 。 

他 の 生物 の 存在 価値 を 、 安 易 に 、 杏 定 す る こと 。 他 の 生物 の 
尊厳 を 、 傷 付け る こと 。 

他 の 生物 を 、 彼 ら 自 身 の 思 い 通 り に 、 動 か すこ と 。 


上 記 の 内 容 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

高慢 に な る こと 。 伺 慢 に な る こと 。 尊 大 に な る こと 。 
他 の 生物 の 生き や すさ を 、 低 下さ せる こと 。 

他 の 生物 の 、 基 本 的 欲求 の 実現 を 、 阻 害する こと 。 
他 の 生物 に 対し て 、 暗 黒 を も た ら す こと 。 


上 記 の 内 容 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
生物 自身 が 本 質 的 に 持つ 、 暗 黒人 性 その も の 。 生 物 自 身 が 持 
>. JRE. 


彼ら が 、 そ うし た 暗黒 性 か ら 逃 れる こと 。 彼ら が 、 そ うし た 
RAED Си. 

それ は 、 彼 ら 自 身 の 生 き や す さ を 求め る 限り 、 本 質 的 に 、 不 
可能 で ある 。 

それ は 、 彼 ら 自 身 の 光明 性 を 求め る 限り 、 本 質 的 に 、 不 可能 
で ある 。 


そう し た 本 質 的 暗黒 性 を 、 彼 ら 自 身 の 手 で 、 軽 減 す る こと 。 


KR BSORIES. > НС, Си. 
それ ら を 実現 する 、 上 具体 的 な 方 法 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


彼ら 自身 の せい で 、 暗 黒 に 陥っ た 、 他 の 生物 。 
MoIIILT. DOKDSHFET So &. MOI LT. FE 
を 償う こと 。 

彼ら に も た らし た 暗黒 性 。 そ れ を 、 低 減 さ せる こと 。 

その 実現 の た め の 行 動 を 、 実 際 に 起こ すこ と 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


彼ら 自身 の 生き や すさ の 追求 の 度合 い 、。、 そ れ を 、 佐 減 さ せる 
と 

他 の 生物 の 生き や すさ 。 他 の 生物 の 光明 性 。 そ れ ら の 実現 に 
つい て 、 も う 少 し 、 き ちん と 配慮 を ん する こと 。 

それ ら に つい て 、 た だ 祈念 する の で は な く 、 実 際 に 、 行 動 を 
上 こす ここ で 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


生物 同士 の 、 生き や すさ の 譲り 合い 。 生 物 同 士 の 、 生 き や す 
さ の 融通 。 

生物 同士 の 、 光 明 性 の 譲り 合い 。 生 物 同 士 の 、 光 明 性 の 融 
通 。 


それ ら を 、 局 所 的 で 無く 、 普 遍 的 に 、 実 現す る こと 。 
それ ら を 、 一 時 的 で 無く 、 水 続 的 に 、 実 現す る こと 。 
それ ら を 、 表 面 的 で な く 、 深 く 、 実 現す る こと 。 


それ ら の 実現 。 

それ は 、 生 物 自 身 に と っ て 、 本 質 的 に 、 と て も 困難 で ある 。 
それ は 、 一 部 分 だ け で 終わ る 。 そ れ は 、 長 続き し な い 。 そ れ 
は 、 表 面 だ どけ で 、 終 わる 。 

thls. WEONWNRDNATC. BS. 

例 。 

安全 地帯 か ら の 、 無 責任 な 同情 の 表明 。 

上 か ら 目 線 の 憐れみ に 基づく 、 慈 善 活動 。 

BAN. ВАЛАР”, ВНЕ. 


kay eB ODES RA. ОЕ. 


その 理由 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


ИИ! 

(1) 

ЖЕНЕ ух, ten РСЯ, She РС, ВНЕ 
する こと 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

社会 的 上 下関 係 の 逆転 や 転 首 。 下 別 上 。 下 か ら の 革命 。 そ れ 
ら を 、 社 会 的 上 位 者 自身 が 、 自 発 的 に 、 引 き 起 こす こと 。 
そう し た 、 社 会 的 上 下関 係 の 逆転 や 転 首 の 発生 。 

そう し た 状況 は 、 社 会 的 上 位 者 に と っ て 、 本 質 的 に 、 不 快 で 
ある こと 。 

その 理由 。 


// 
ВНЕ) 
ths. SE САС Ca ЕЯ Си, ВИЗ 


5. 
それ は 、 社 会 的 上 位 者 に と っ て 、 生 き や す さ の 喪失 に つなが 


る 。 
それ は 、 生 物 の 基本 的 欲求 に 、 反 する 。 
社会 的 上 位 者 は 、 そ の 発生 を 、 何 と し て で も 人 民 け た い 。 


// 

(CR) 

そう し た 行為 は 、 彼 ら 自 身 の 社会 的 威信 を 、 低 下さ せる 。 
それ は 、 彼 ら 自 身 の 威 厳 を 、 傷 付け る 。 

それ は 、 彼 ら 自 身 の 生 き や す さ を 、 低 下さ せる 。 

それ は 、 生 物 の 基本 的 欲求 に 、 反 する 。 
社会 的 上 位 者 は 、 そ の 発生 を 、 何 と し て で も 人 民 け た い 。 


ВЕ Ot bot. CILERR. 

thud, HAR EUBIC cL oT. ВЕЗУТ 
=. Е, 

MUL CeLELLICNGT 5, BADELADRE. 
CORBI ko. RO BSNB ITU tbA, ШИ, 


(2) 

社会 的 下位 者 に 対す る 、 賠 償 の 発生 。 

その こと が 、 社 会 的 上 位 者 に 対し て も た ら す 、 経 済 的 な 損 
拓 ， 
それ は 、 社 会 的 上 位 者 に と っ て 、 生 き や す さ の 喪失 に つなが 
る 。 

社会 的 上 位 者 は 、 そ の 発生 を 何と し て で も 民 ル けた い 。 


И! 


(3) 

彼ら 自身 が 、 生 き や す さ を 譲っ た 、 他 の 生物 。 彼 ら 自 身 が 、 
生き や すさ を 融通 し た 、 他 の 生物 。 

そう し た 他 の 生物 は 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 以 下 の 存 在 へ と 、 
変化 する 。 

生き や すさ に お ける 優位 性 や 有利 性 の 、 新 た な 獲得 者 。 
生き や すさ に お ける 優位 性 や 有利 性 を 、 新 た に 上 昇 さ せ た 
者 。 

新た な 洪 在 的 ライ バル 。 新 た な 洪 在 的 登 威 。 

ТЯ Ех, ГОА, М, Чиж. 


ИИ! 


上 記 の 結果 。 

社会 的 上 位 者 。 

彼ら は 、 そ うし た 他 の 生物 に 対し て 、 生 き や す さ を 積極 的 に 
融通 する こと を 、 一 方 的 に 中 止 する 。 

彼ら は 、 そ うし た 他 の 生物 を 、 再 び 、 抑 圧する 。 

彼ら は 、 そ うし た 他 の 生物 を 、 な か な か 救 わ な い 。 

彼ら は 、 そ うし た 他 の 生物 に 対し て 、 再 び 、 暗 墨 性 を も た ら 
す 。 


ИИ 


光明 。 灯火 。 

それ ら は 、 そ れ ら の 周囲 を 、 相 対 的 に 、 よ り 暗 黒 に する 。 
それ ら は 、 そ れ ら の 周囲 の 相対 的 な 暗黒 性 を 、 よ り 際 立た せ 
る 。 


СЕ. НУЖНА. 
それ は 、 光 明 そ れ 自 身 に よっ て 、 も た ら さ れる 。 


ある 生物 に よる 、 光 明 性 の 追求 と 実現 。 
それ は 、 そ の 周囲 の 生物 を 、 相 対 的 に 、 暗 黒 化 させ る 。 


その 結果 。 

光明 性 は 、 そ れ を 追求 し た 生物 に 対し て 、 原 差 を 発生 させ 
5. 

a それ は 、 社 会 の 中 で 生き る 限り 、 相 対 的 な 存在 で あ 


それ は 、 社 会 の 中 で 生き る 限り 、 優 劣 関係 や 上 下関 係 
か ら 、 逃 れる こと は 、 不 可能 で ある 。 


その 結果 。 

社会 に お いて 、 あ る 生物 が 、 相 対 的 に 光明 性 を 獲得 する と 、 
他 の 生物 は 、 相 対 的 に 暗黒 化す る 。 

生物 の 社会 その も の 。 社 会 的 な 地位 が 保有 する 、 本 質 的 な 相 
对 性 。 

それ ら は 、 生 物 の 持つ 暗黒 性 の 、 源 泉 で ある 。 

hulk, EMOTO RIED, RRCHS. 

それ は 、 生 物 に と っ て の 救い を 、 根 本 的 に 阻害 する 。 


生物 。 そ れ は 、 本 質 的 に 、 救 い を 求め る 存在 で て ある 。 
生物 。 そ れ は 、 本 質 的 に 、 救 われ な い 存 在 で ある 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


生物 その も の が 内 色 す る 、 限 界 。 
生物 の 、 存 在 面 に お ける 、 短 小 性 。 
生物 の 、 存 在 面 に お ける 、 つ ま ら な さ 。 
生物 の 、 存 在 面 に お ける 、 不 良性 。 
HN), ЖЕНИ] 5. APRS. 


彼ら 自身 が 、 そ れ ら を 、 常 に 自覚 する こと 。 
彼ら 自身 が 、 そ れ ら を 、 常 に 自戒 する こと 。 


その こと は 、 生 物 の 精神 を 、 よ り 成 長く させ る 。 
その こと は 、 生 物 の 社会 を 、 よ り 生 き や す く する 。 


ИИ 


(2022 年 2 月 初出 。 ) 


和 


(1) 

生物 を 続け や すい こと 。 
生存 状態 を 続け や すい こと 。 
保身 の 実現 。 


(2 ) 
У, >29 си. 
Е. 
ХУ. 


(3) 
生存 の 容易 性 。 


Е) 
生存 上 の 困難 。 
その 、 少 な さ 。 

ED, FW BAZCTS. 


スト レス 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 
生存 上 の 困難 。 


それ に 対す る 、 真 面 。 


(3-2) 
生存 上 の 困難 。 
thre, Fl) BASIL. 
その 実現 。 
その 、 容 易 さ 。 

その た め の 、 助 力 の 得 や すさ 。 


(3-3) 

生存 上 の 困難 。 

その 、 回 施し や すさ 。 

それ に 対す る 、 面 え や すさ 。 


(3-4) 
生存 上 に お ける 、 負 荷 。 
生存 上 に お ける 、 負 担 。 
生存 上 に お ける 、 労 力 。 
それ ら の 、 少 な さ 。 


(A) 
ADR AR. 


(4-1) 
生存 に 必要 な 資源 。 
その 所 有 。 
その 、 多 さ 。 

その 、 枯 渦 し に くさ 。 
その 、 所 有 し や すさ 。 
その 、 保 持 し や すさ 。 
その 、 持 続 し や すさ 。 


(4-2) 
生存 に 必要 な 資源 。 
その 獲得 。 
その 実現 。 


その た め の ナ チャ レン ジン ジ 。 
CO MOT Ss 

その 、 成 功 し や すさ 。 
その 失敗 時 に お ける 、 回 復 の し や すさ 。 


(5) 

AT LOGS. 
生存 上 の 勝負 。 

それ ら に お ける 、 勝 ちや すさ 。 
それ ら に お ける 、 負 け に くさ 。 


(6) 

全 二 二 二 和 
生存 上 の 優位 性 。 
その 、 獲 得 し や すさ 。 
その 、 維 持 し や すさ 。 


(6-1-2) 
HET EDA. 
€Q—, EL PCTS. 


(63024) 
生存 上 の 上 位 性 。 

その 、 獲 得 し や すさ 。 
その 、 維 持 し や すさ 。 


(6.325 9) 
生存 上 の 下位 性 。 
その 、 回 属し や すさ 。 


(7) 

故障 し に くさ 。 
故障 の 、 真 し や すさ 。 
故障 か ら の 、 回 復 し や すさ 。 


(8) 
生存 上 の 助力 。 
その 得 や すさ 。 


(8-1) 
生存 上 の 助力 者 。 
その 得 や すさ 。 


(8-2) 

生存 上 の 助力 。 

それ を 得る た め に 支払 う 、 対 価 。 
その 所 持 。 

その 面 に お ける 、 豊 か さ 。 
その 面 に お ける 、 富 裕 性 。 


(9) 

生存 の 持続 。 

それ に 関す る 、 和 将来 展 望 。 
その 、 持 ちや すさ 。 


(9-1) 
BAS ULMER. 
その 、 描 き や す さ 。 


(9-2) 
将来 に 関す る 、 夢 や 、 希 望 や 、 光 明 。 
それ ら の 、 持 ちや すさ 。 


(10) 
生存 に 向け た 行動 。 
その 、 起 こし や すさ 。 


(10-1) 
積極 性 。 
その 、 所 持 。 


(10-2) 
推進 力 。 
その 多 さ 。 

その 効率 の 高 さ 。 


(10-3) 
エネ ルギー。 
その 多き さ 。 

その 効率 の 高 さ 。 
その 持続 性 。 


(11) 
生存 に 必要 な 能力 。 
その 水準 の 高 さ 。 


CE 
困難 へ の 対応 。 
その 能力 の 高 さ 。 


(di AD.) 
困難 へ の 対応 。 
その ノウ ハウ の 所 有 。 
その 豊か さ 。 


(12) 
生存 の 容易 な 環境 。 


(AOS a) 
生存 の 容易 な 環境 。 

その 、 和 人手 し や すさ 。 
その 、 持 続 さ せ や すさ 。 
その 場所 へ の 、 定 住 し や すさ 。 


(12-2) 

生存 の 容易 な 環境 。 
その 内 部 へ の 、 加 入 し や すさ 。 
その 内 部 へ の 、 所 属し や すさ 。 


その 内 部 か ら の 、 追 攻 さ れ に くさ 。 


(10-53% 
生存 の 容易 な 環境 
その 内 部 へ の 、 定 住 。 
その 内 部 へ の 、 所 属 。 
それ ら の 持続 性 。 
それ ら の 永続 性 。 
それ ら の 安定 性 。 


(12-4) 
生存 の 困難 な 環境 。 

その 場所 か ら の 、 脱 出し や すさ 。 
生存 の 容易 な 環境 。 

その 場所 へ の 、 移 動 し や すさ 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


良い 存在 。 良 い 生物 。 良 い 人 。 恨 い 異 性 。 
その 分 類 。 


良い 存在 。 
良い 生物 。 
良い 人 。 
RUM. 


それ は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 

それ は 、 周 囲 の 他 者 に 対し て 、 生 き や す さ を 、 配 分 し て くれ 
る 。 
それ は 、 周 囲 の 他 者 の 生物 を 、 続 き や す く し て くれ る 。 
それ は 、 周 囲 の 他 者 の 子 挫 を 、 残 し や すく し て くれ る 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


友だち 。 そ の 分 類 。 


友だち 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 対人 関係 で ある 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 指標 に よっ て 、 表 現さ れる 。 


助け 。 

その 輸出 。 

その 輸入 。 

彼ら 自身 が 、 相 手 を 、 助 ける こと 。 
相手 が 、 彼 ら 自 身 を 、 助 け て くれ る こと 。 
それ ら の 関係 。 

それ を 持つ こと 。 

その 、 頻 度 の 多 さ 。 

その 、 長 期 の 持続 性 。 


その 、 収 支 バ ラン ス の 良さ 。 
その 、 自 主 性 の 高 さ 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


本 書 の 内 容 。 そ の 最終 的 な 目的 。 
本 書 の 内 容 。 

その 最終 的 な 目的 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 
生物 の 本 質 。 


性 差 の 本 質 。 
それ ら を 、 容 くく 内容 。 
それ ら の 執筆 と 公開 。 


それ ら の 内 容 は 、 い ずれ も 、 以 下 の 一 環 て ある 。 


生物 が 取る 、 共 通 の 社会 的 行動 。 
生物 の 社会 の 本 質 。 
それ ら の 内 容 の ピッ クア ッ プ 。 


人 間 の 本 質 。 
生物 の 本 質 。 
それ ら の 同質 性 。 
それ ら の 共通 性 。 
それ に つい て の 指摘 。 


社会 的 真実 の 追求 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 に 、 迫 る こと で ある 。 
人 間 の 本 質 。 

生物 の 本 質 。 


本 書 の 内 容 。 
その 最終 的 な 目的 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 


生物 の 本 質 。 
人 間 の 本 質 。 
その 両者 が 持つ 、 共 通 の 暗 墨 性 。 


人 間 の 本 質 。 
その 暗黒 性 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
生物 の 本 質 。 
その 暗黒 性 。 


CO). - 
で の > АНА, 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


社会 的 真実 に つい て の 情報 。 そ れ を 、 著 書 
と し て 、 公 開 す る こと 。 そ の 行為 が 持つ 、 


危険 性 。 


社会 的 真実 に つい て の 情報 。 
それ を 、 著 書 と し て 、 公 開 す る こと 。 


生物 の 本 質 。 

性 差 の 本 質 。 
и, BC 行为 。 

例 。 

それ ら を 、 突 くく 内容 の 書籍 。 
それ を 、 執 筆 す る こと 。 
その 内 容 を 、 公 開 す る こと 。 


それ ら の 行為 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
生物 。 

その 一 類型 と し て の 、 人 間 。 
彼ら が 持つ 、 社 会 的 な 禁忌 。 

それ に 対し て 、 抵 触 す る こと 。 

その 状況 が 、 発 生 す る こと 。 

その こと が 、 人 不可 性 で ある こと 。 


移動 生活 様式 中 心 社会 。 


男性 優位 社会 。 
その 生活 の 根幹 を 形成 し て いる 、 思 想 。 
その 前 提 。 


それ を 、 破 壊す る こと 。 
Ac RBC eKAIT SOL. 


Фи я, BETSIL. 

ЛЕХ, ХЕХЕ. 

それ ら を 、 以 下 の よ うに 、 扱 うこ と 。 
それ ら を 、 生 物 と し て 、 同 一 視 す る こと 。 
それ ら を 、 生 物 と し て 、 共 通 視 する こと 。 
その 主張 の 実行 。 


その 結果 。 

移動 生活 様式 者 の 人 間 。 

彼ら は 、 以 下 の 行 為 が 、 精 神 的 に 不可 能 に な る 。 
Ree. METI“. 


その 結果 。 

移動 生活 様式 者 の 人 間 。 

彼ら は 、 自 然 環境 に 、 適 応 出 来 な く な る 。 
彼ら は 、 生 き て いけ な く な る 。 


女性 社会 。 

女性 優位 社会 。 

それ ら の 内 実 。 

それ を 、 分 析 す る こと 。 

その 内 容 を 、 公 開 す る こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

それ ら の 社会 に お ける 、 根 本 的 な 機密 情報 。 
АЖ, BERTSIL. 

その 実行 。 


それ ら の 行為 。 


それ は 、 上 記 の 各々 の 社会 に と っ て 、 以 下 の 内 容 に 、 


る 。 
重大 な 、 社 会 的 な 禁忌 。 
その 、 容 赦 無 い 実 行 。 


上 記 の 各々 の 社会 の 人 々 に よる 、 以 下 の 行 為 。 
その 筆者 が も た ら す 、 上 上 記 の 結果 。 
それ に 対し て 、 以 下 の 行 為 を 実行 する こと 。 
その 筆者 に 対す る 、 社 会 的 な 制裁 。 


该 当 才 


95, ЧЕХ. 
それ ら の 容赦 な い 、 即 時 の 実行 。 
それ は 、 結 果 的 に 、 全 世界 的 な も の に な る 。 


その 筆者 は 、 そ れ に 対し て 、 備 える 必要 が ある 。 

その 筆者 は 、 そ の 実施 の 可能 性 に つい て 、 今 の うち か ら 、 想 
定 す る 必要 が ある 。 

その 筆者 は 、 以 下 の 内 容 を 、 リ スト アッ プ す る 必要 が ある 。 
その 筆者 が 執筆 し た 、 電 子 書 籍 デー タ 。 

その 、 外 部 社会 に よる 、 抹 消 。 

それ を 防止 する た め の 、 様 々 な 手立て 。 


そう し た 社会 的 な 制裁 や 処 前 。 

その 実施 。 

例 。 

その 筆者 が 、 以 下 の 事 態 の 発生 を 被る こと 。 
その 可能 性 は 、 十 分 に ある 。 


その 筆者 に と っ て の 、 第 三 者 に 当たる 人 < 々 。 

彼ら は 、 そ の 筆者 の 電子 書籍 の 内 容 を 、 知 っ た 。 

その 筆者 に 対す る 、 立 ち 合 いと 、 監 視 。 

彼ら に よる 、 そ れ ら の 行為 の 実行 。 

その 筆者 が 、 そ の 状況 の 下 で 、 彼 ら か ら 、 以 下 の 行 為 み 、 強 
要 さ れる こと 。 

その 筆者 の 電子 書籍 ファ イル 。 

それ ら の デー タ を 、 外 部 アー カイ ブサ イト か ら 、 完 全 に 抹消 
すす: る ご と 


その 筆者 の 電子 書籍 の 内 容 。 

それ は 、 そ の 筆者 の 周囲 の 人 々 か ら は 、 例 えば 、 以 下 の よ う 
に 、 解 釈 さ れる 。 

その 内 容 は 、 以 下 の よ うに 捉え られ る 。 

统合 失调 症 0) 患 者 。 

WILKS. FFHTCAK, BERS. 

tN. 

その 産物 。 


その 内 容 は 、 精 神 病 者 の 妄想 で ある 。 

その 内 容 は 、 УНИСФЪ. 

その 内 容 は 、 無 意味 で ある 。 

その 内 容 は 、 役 立た ず で ある 。 

その 内 容 は 、 社 会 的 に 有害 で ある 。 
は 


、 即 亡 、 人 間 世 界 全体 か ら 、 消 去 さ れる べき で あ 


この 患者 に 対し て は 、 以 下 の 対 策 が 、 講 じ ら れ る べき で あ 
る 。 

今後 、 彼 自身 の 心 の 中 に お いて 、 こ うし た 自生 思考 が 、 二 度 
と 起き な いよ まう に する こと :。 


この 患者 は 、 精 神 科 病院 に お いて 、 徹 旗 的 に 、 治 療 と 更生 を 
受け る べき で ある 。 


その 結果 。 

予想 され る 事態 。 

予想 され る 結末 。 

その 筆者 。 

彼 は 、 そ の 残り の 生涯 を 、 以 下 の よ うに 過ごす 。 
精神 科 病 院 の 隔離 病棟 へ と 、 和 信 院 を 強制 され る こと 。 
その 場所 に お いて 、 以 下 の よ うに 、 過 ご すこ と 。 
車 症 患者 と し て 、 過 ご すこ と 。 

思想 の 自由 を 与え られ ず に 、 過 ご すこ と 。 

無 意 味 に 、 過 ご すこ と 。 


例 。 

その 筆者 。 

彼 は 、 以 下 の 事 態 の 発生 を 被る 可能 性 が ある 。 
彼 の 実家 。 

彼 の 両親 。 

彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 知 っ た 。 

彼ら 自身 の 子供 が 、 電 子 書 籍 を 執筆 し た こと 。 
その 内 容 。 

彼ら 自身 の 子供 に 対す る 、 立 ち 合 いと 、 和 監視 。 
彼 の 両親 に よる 、 そ れ ら の 行為 の 実行 。 


その 状況 の 下 で 、 彼 ら か ら 、 以 下 の 行 為 を 、 強 要 さ れる こ 
о 
彼ら の 子供 が 、 そ の 状況 の 下 で 、 彼 ら か ら 、 以 下 の 行 為 を 、 
強要 され る こと 。 

彼ら の 子供 が 、 執 筆 し た 電子 書籍 。 

それ ら の 内 容 が 保存 され た 、 電 子 デ ー タ と し て の ファ イル 。 
それ ら の デー タタ を 、 外 部 アー カイ ブサ イト か ら 、 完 全 に 抹消 
する こと 。 


その こと へ の 対策 。 


その 筆者 が 所 有する パソ コン 。 

その 内 部 に 存在 する 、 フ ァイル や 、 パ スワ ー ド の デー ペタ 。 
それ ら を 、 外 部 か ら の アク セス 不能 な 状態 に する こと 。 
それ ら の 存在 を 、 隠 べ い する こと 。 

それ を 、 克 ぐに 、 実 行 出 来る よう に する こと 。 

その 必要 性 が 、 と て も 大 きい こと 。 


その 筆者 が 作成 し た 、 電 子 書籍 ファ イル 。 
その 登録 先 と し て の 、 ア ー カ イブ サイ ト 。 


その サイ ト の パス ワー ド 。 
その 変更 。 
ОН. 
その サイ ト の アカ ウン ト 。 


その 、 更 な る 新規 化 。 
その 、 複 数 化 。 


その サイ ト の パス ワー ド 。 

それ を 、 パ ソコ ン で は 消去 する こと 。 

それ を 、 パソ コン ジン に は 。 一 切 、 覚え 込ま せな いま うに する ここ 
с 


それ ら の 行為 を 、 定 期 的 に 、 実 行 す る こと 。 


これ ら の 電子 書籍 の 存在 。 


これ ら の 電子 書籍 の 実在 。 

それ を 、 目 立た な いよ うに 隠す こと 。 

それ を 、 周 囲 の 誰 に 対し て も 、 生 前 は 、 告 知 し な いよ うに す 
る こと 。 

例 。 

天文 学者 の コペル ニク ス 。 

彼 は 、 人 過去 に お いて 、 天 動 説 に 反する 地動 説 を 、 新 た に 唱え 
た 。 

彼 と 同じ や り 方 を する こと 。 


上 記 の 内 容 の 発生 。 

それ は 、 以 下 の 場 合 に 、 限 られ る 。 

その 筆者 。 

彼 が 、 あ る 程度 、 そ の 名 前 が 社会 的 に 知ら れ て いる 場合 。 
彼 が 、 社 会 的 に 影響 力 が ある 場合 。 


その 筆者 。 

彼 が 、 無 名 な 場合 。 

彼 が 持つ 社会 的 な 影 絡 力 。 
それ が 皆無 で ある 場合 。 


その 筆者 。 

彼 は 、 上 記 の 心配 を 、 あ まり し な く て 良い 。 

彼 の 書籍 。 

それ ら の 読者 は 、 い つま で 終っ て も 、 ほ ば ぼ 皆 無 で ある 。 
それ ら の 内 容 は 、 社 会 的 に 、 無 関心 の まま 、 放 買 さ れる 。 
それ ら は 、 以 下 の 状 態 に な る 。 

それ ら は 、 そ も そ も 、 最 初 か ら 存 在 し な か っ た 。 

それ と 、 同 様 の 状態 。 

0. ЕЕ. 


彼 は 、 そ の 点 で は 、 以 下 の 内 容 に つい て は 、 特 に 心配 し な く 
TRL. 

彼 自 身 の 書 籍 。 

その 執筆 。 

その 内 容 の 公開 。 

それ に 伴う 、 以 下 の 内 容 の 発生 。 


彼 自身 の 生物 に お ける 、 人 危険 。 
(初出 2021 年 4 月 。 ) 


人 


社会 的 な 上 位 者 。 

彼ら は 、 社 会 を 流通 する 情報 を 、 平 然 と し て 、 盗 聴 す る 。 
社会 的 な 下位 者 。 

彼ら は 、 そ うし た 情報 を 、 社 会 的 な 上 位 者 に 対し て 、 平然と 
し て 、 提 供する 。 


ある 生物 が 、 社 会 的 な 優位 性 を 、 実 現す る こと 。 
ある 生物 が 、 そ の 有利 な 状態 を 、 保 持 す る こと 。 
その 実現 に と っ て 必要 な 、 情 報 。 


その よう な 情報 。 

その 内 容 が 公開 され た 場合 。 

その こと は 、 そ の 生物 に 対し て 、 以 下 の 副 作用 を も た ら す 。 
それ は 、 彼 自身 の 社会 的 な 弱点 を 、 公 開 す る 。 

それ は 、 彼 自身 に 対し て 、 脆 弱 性 を も た ら す 。 


その た め に 、 そ の 生物 に と っ て 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 必須 と 
な る 。 

その よう な 情報 。 

その 、 取 り 扱 いし における 、 機 密 性 。 

それ を 、 保 持 し 続け る こと 。 

彼 自身 の プラ イバシー。 

それ ら を 、 保 護 す る こと 。 


机 密 情报 。 
それ は 、 以 下 の よ うに 、 分 類 さ れる 。 
個人 的 な 情報 。 


社会 的 な 情報 。 
集団 的 な 情報 。 


その 内 容 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 の 解明 へ と 、 真 結 す る 。 
社会 的 真実 。 
その 上 真相 。 


(А) 
個人 ベー ス の 機密 情報 。 
個人 ベー ス の プラ イバシー。 
個人 ベー ス の 機密 性 。 

それ ら の 必要 性 や 、 そ の 発生 。 


個人 ベー ス の 機密 情報 。 

それ は 、 個 々 人 の 人 々 が 生成 する 。 
個々 人 の 頭脳 の 内 部 。 

その 場所 に お いて は 、 以 下 の 内 容 が 、 存 在 し な い 。 
その 内 容 に 関す る 、 プ ライ バシ ー。 


人 々 は 、 そ れ を 、 以 下 の (1) の 目的 で 、 提 供する 。 
人 々 は 、 そ れ を 、 以 下 の (2) の 人 物 に 対し て 、 提 供する 。 
人 々 は 、 そ れ を 、 以 下 の (3) の 形式 で 、 提 供する 。 


(1) 

生活 上 の サー ビス 。 

それ ら の 利用 。 

(2) 

そう し た サー ビス を 提供 する 他 者 。 

(3) 

Buc, МАС. 

それ は 、 高 い 水準 の セキ ュ リ ティ を 、 必 要 と する 。 


そう し た 機密 情報 。 

社会 的 な トッ プ の 上 位 者 に よる 、 そ の 盗聴 。 
その 事実 。 

О. 


この よう な 状況 の 発生 。 
それ は 、 男 性 優位 社会 に お いて 、 頻 発する 。 
それ は 、 移 動 生 活 様式 に お いて 、 頻 発する 。 


例 。 

アメ リカ 。 

Rep SF А 

国家 の 上 位 者 の 行為 に 関す る 、 実 情 。 
WIL KF. CNWNANBE. 


(В) 
集団 ベー ス の 機密 情報 。 


機密 情報 。 

それ ら は 、 以 下 の 場 所 に に お いて 、 流 通す る 
人 々 が 所 属す る 、 定 住 集団 。 

その 内 部 。 


所 属 定住 集団 ベー ス の プラ イバシー。 
所 属 定 住 集 団 ベ ー ス の 機密 性 。 
それ ら の 必要 性 。 

その 発生 4 


集団 ベー ス の 機密 情報 。 
それ は 、 所 属 定住 集団 内 部 の 人 々 に よっ て 、 生 成 さ れる 。 
その 場所 に お いて は 、 以 下 の 内 容 が 、 存 在 し な い 。 
その 内 容 に 関す る 、 プ ライ バシ ー。 

彼ら は 、 そ の 内 容 を 、 以 下 の 目 的 で 、 共 有する 。 
定住 生活 様式 上 で 生じ る 、 様 々 な 必要 性 。 

それ ら の 発生 に 対し て 、 対 処す る こと 。 

その ノウ ハウ を 、 共 有する こと 。 

それ ら は 。 大 量 て で ある 。 

それ ら の 内 容 は 、 詳 細 で ある 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 を 、 必 要 と する 。 

高い 水準 の セキ ュ リ ティ 。 


そう し た 機密 情報 。 


ЧЕ 


この よう な 状況 の 発生 。 
それ は 、 女 性 優位 社会 に お いて 、 頻 発する 。 
それ は 、 定 住 生 活 様式 に お いて 、 頻 発する 。 


例 。 

日 本 の 中 央 官庁 。 

そこ て で 働く 、 高 叙 官 僚 た ち 。 

彼ら に よる 、 以 下 の 内 容 に 関す る 、 内 部 告発 。 
その 内 部 で 行わ れ て いる 、 不 正 な 行為 。 

その 内 部 で 行わ れ て いる 、 人 不良 な 行為 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


社会 的 真実 を 、 取 得する こと 。 そ の た め に 
必要 な 行為 。 


既存 の 社会 規範 。 
その 内 容 を 、 破 壊す る こと 。 
その 内 容 に 対し て 、 違 反する こと 。 


既存 の 社会 規範 。 

その 守護 者 。 

その 存在 。 

それ を 、 破 壊す る こと 。 


РОЯ SE 

その 守護 者 。 

その 意思 。 

その 内 容 に 対し て 、 違 反する こと 。 


そう し た 行為 を 、 繰 り 返 すこ と 。 
そう し た 行為 を 。 INS AT 


社会 的 真実 に 近づく こと 。 
その 実現 。 
その た め に は 、 そ れ ら の 実行 が 、 必 須 で ある こと 。 


既 存 0 社会 规范 。 

それ は 、 以 下 の 目 的 の た め に 、 生 成 さ れ て いる 。 
以下 の 存在 に と っ て の 、 人 不都合 な 社会 的 真実 。 
それ ら を 隠ぺい する こと 。 


社会 的 上 位 者 。 
社会 的 優位 者 。 


既 存 0 社会 规范 。 

それ に 適応 する こと 。 

その こと で 、 社 会 的 に 昇進 する こと 。 
それ ら の 内 容 を 実現 し た 者 。 


既存 の 社会 規範 。 

それ ら の 大 本 で 作成 し た 者 。 

例 。 

日 本 社会 に お ける 、 ア メリ カ 。 

彼ら は 、 日 本 国 憲 法 を 、 実 質 的 に 作成 し た 。 


社会 的 上 位 者 。 

社会 的 優位 者 。 

彼ら の 意思 。 

その 内 容 を 、 破 壊す る こと 。 

その 内 容 に 対し て 、 違 反する こと 。 

EV LEMAR. RW RTI’. 

そう し た 人 行為 を 、 沢 山 、 行 うこ と 。 

社会 的 真実 に 近づく こと 。 

その 実現 。 

その た め に は 、 そ れ ら の 実行 が 、 必 須 で ある こと 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


人 間 の 本 質 に 、 迫 る こと 。 そ の た め に 必要 
ty, BAA. 


人 間 の 本 質 に 、 迫 る こと 。 
その た め に 必要 な 、 考 え 方 。 


それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 


以下 の よう な 行為 を 、 実 行 す る こと 。 
人 間 と 、 他 の 生物 と を 、 区 別 す る こと 。 
人 間 と 、 他 の 生物 と を 、 差 別 す る こと 。 
その よう に 行動 し て は な ら な い 。 


以下 の よう に 、 思 考 す る こと 。 

人 間 は 、 他 の 生物 に 比べ て 、 よ り 優 位 で ある 。 

人 間 は 、 他 の 生物 に 比べ て 、 よ り 上 位 で ある 。 

人 間 は 、 他 の 生物 に 比べ て 、 よ り 選 ば れ た 、 特 別 な 存在 で あ 
る 。 
その よう に 思考 し て は な ら な い 。 


例 。 

ЛНУ, ЖЕХА, ЯЗЬ, 
ЛЕХ. ЖЕХА, = 9 5-У, 
その よう に 行動 し て は な ら な い 。 


以下 の まう に Bag oc. 

人 間 は 、 家 和音 に 比べ て 、 よ り 優 位 で ある 。 

人 間 は 、 家畜 に 比べ て 、 よ り 上 位 で ある 。 

人 間 は 、 家畜 に 比べ て 、 選 ば れ た 、 特 別 な 存在 で ある 。 


その よう に 思考 し て は な ら な い 。 


殿下 の よう に 。, 渦 考 ずる こと ど 。 

人 間 は 、 家 音 に 比べ て 、 よ り 優 位 で ある 。 
ЛИН, ЕСИ, ИЕ ФФ. 
人 間 は 、 家 畜 に 比べ て 、 選 ば れ た 、 特 別 な 存在 で ある 。 
ECOL DIES Clg as 


人 間 は 、 生 物 の 一 種 で て ある 。 
人 間 の 本 質 。 


人 間 性 。 
その 内 容 は 、 生 物 の 本 質 の 一 環 で ある 。 


その 内 容 は 、 他 の 生物 の 本 質 と 、 一 致す る 。 
その 内 容 は 、 生 物 一 般 の 本 質 と 、 一 致す る 。 


( 
( 
( 
その 内 容 は 、 他 の 生物 の 本 質 と 、 共 通 で ある 。 


人 間 の 本 質 。 

それ を 追求 する こと 。 

その た め に は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 行 す れ ば 良い 。 
生物 の 本 質 。 

それ を 、 追 求 す る こと 。 

その 実行 を 、 先 ん じ て 、 実 施す る こと 。 

その 実行 を 、 最 優先 する こと 。 

その 実行 を 、 徹 旗 的 に 、 実 施す る こと 。 


人 間 の 本 質 に 到達 する こと 。 

その た め に は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す れ ば 良い 。 
様々 な 生物 。 

それ ら の 間 に 共 通す る 、 基 盤 。 

それ ら の 間 に 共 通す る 、 本 質 。 

生物 の 本 質 。 

それ に 、 到 達する こと 。 

その た め に は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 行 す れ ば 良い 。 
生物 の 本 質 。 

the, FRAT Soe. 

その 実行 を 、 先 ん じ て 、 実 施す る こと 。 

その 実行 を 、 最 優先 する こと 。 


その 実行 を 、 徹 度 的 に 、 実 施す る こと 。 


人 間 の 本 質 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
生物 に 共通 の 本 質 。 
その 一 類型 。 


人 間 に と っ て の 理想 。 
それ は 、 生 物 に と っ て の 理想 と 、 同 一 で ある 。 


人 間 が 理想 を 追い 求め る 場合 。 

人 間 は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す べき で ある 。 
(1) 

以下 の 行為 を 、 回 放す る こと 。 

人 間 固 有 の 理想 。 

それ を 、 人 追い求め る こと 。 

(2) 

以下 の 行為 を み 、 最 優先 する こと 。 

生物 共通 の 理想 。 

それ を 、 人 追い求め る こと 。 


人 間 は 、 生 物 の 一 類型 で ある 。 

人 間 固 有 の 理想 。 

それ は 、 以 下 の 地 点 に 、 存 在 す る 。 
生物 共通 の 理想 。 

その 延長 線上 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


Е. ЖУРН, MEBOAR. 8 
婚 の 有無 。 それ ら の 、 以 下 の 内 容 の 発生 と 
ORE. HANES. Hehe Recs 
人 遇 。 社 会 的 な 差別 や 虐待 。 


生物 の 世界 に お いて は 、 以 下 の よ うな 状況 が 、 本 質 的 に 発生 
する 。 


// 

遺伝 的 子 換 を 残せ る 生物 が 、 遺 伝 的 子 換 を 残せ な い 生 物 よ り 
も 、 社 会 的 に 優位 に 立つ こと 。 

訟 愛 カ ッ プ ル を 形成 出来 る 生物 や 、 起 愛 カ ッ プ ル を 形成 出来 
た 生物 が 、 門 愛 カ ッ プ ル を 形成 出来 な い 生 物 よ り も 、 社 会 的 
に 優位 に 立つ こと 。 

結婚 で きる 生物 や 、 結 婚 出 来 た 生 物 が 、 結 婚 出 来 な い 生 物 よ 
り も 、 社 会 的 に 優位 に 立つ こと 。 

ИСК ЕАН 54 >, ЕМУ EMRE 
WA. JICAFReEREREOEME 6. УС 
に に 立つ うこ と 。 

// 


// 
遺伝 的 子 換 を 残せ る 生物 が 、 社 会 的 に 厚遇 され る こと 。 人 遺伝 
的 子 換 を 残せ な い 生 物 が 、 社 会 的 に 冷遇 され る こと 。 
MEA УЛ РНЕ, MBA У TIVATE MORK 
大 生物 办 、 社 会 的 (二 厚 遇 六 机 召 二 二。 恋爱 力 y TIA RH 
来 な い 生 物 が 、 社 会 的 に 冷遇 され る こと 。 

結婚 出来 る 生物 や 、 結 婚 出 来 た 生 物 が 、 社 会 的 に 厚遇 され る 
こと 。 結 婚 出 来 な い 生 物 が 、 社 会 的 に 准 遇 され る こと 。 
IATA EMU RS EMO. ICANT RS EMRE 
物 が 、 社 会 的 に 厚遇 され る こと 。 遺 伝 的 子 捧 を 生成 出来 な い 
生物 が 、 社 会 的 に 冷遇 され る こと 。 

// 


// 

遺伝 的 子 換 を 残せ る 生物 が 、 遺 伝 的 子 換 を 残せ な い 生 物 を 、 
社会 的 に 差別 し 、 護 待 す る こと 。 

恋爱 力 y 了 儿 在 形成 出 来 召 生物 安 、 恋 爱 力 y 了 儿 在 形成 出 来 
大 生物 友 、 恋 爱 力 yy 了 儿 在 形成 出 来 父 \\ 生 物 在 、 社 会 的 所 差 
AIL. 9 ФСЕ. 

結婚 出来 る 生物 や 、 結 婚 出 来 た 生 物 が 、 結 婚 出 来 な い 生 物 

を 、 社 会 的 に 差別 し 、 虐 待 す る こと 。 


遗 会 的 子 孜 在 生成 出 来 召 生 物产 、 遗 会 的 子 孜 在 生成 出 来 大 生 
物 が 、 遺 伝 的 子 換 を 生成 出来 な い 生 物 を 、 社 会 的 に 差別 し 、 
唐 待 する こと 。 

// 


例 。 日 本 政府 。 そ の 、 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 。 子供 の い 
る 世帯 に 対し て 、 手 厚い 助成 金 を 与え た こと 。 子 供 の いな い 
世帯 や 、 結 婚 出 来 て いな い 世 帯 に 対し て 、 何 も 助成 金 を 与え 
な か っ た こと 。 


(2021 年 12 月 初出 。) 


親 と 子供 と の 関係 。 生物 の 本 質 と の 関連 。 


親子 の 間 に お ける 、 上 下関 係 。 

その 生成 。 

その 、 次 世代 に お ける 、 再 生産 。 

その 本 質 は 、 生 物 の 本 質 に 、 基 づい て いる 。 
親 が 、 上 位 者 で ある こと 。 

子供 が 、 下 位 者 で ある こと 。 


例 。 

キリ スト 教 。 

¢ MAE AOA. 

22-595. RFOHIML FEMA. 
Ех. 


21-545, МТФАЖФ, ЧЕН, 
子供 に よる 、 親 孝行 。 


子供 の 生成 。 
その 時 点 。 
ЖИ, ЛС. 
子供 は 、 無 力 で ある こと 。 


子供 の 生成 。 
子供 の 養育 。 
その 時 点 。 


Mild. С. М5 и. 

子供 は 、 未 だ に 、 自 立 し て いな いこ と 。 
FAS, MIMI LC. RET SI“. 

それ は 、 以 下 の 実 現 の た め に 、 必 須 で ある 。 
子供 自身 の 生存 。 

FEB SIC KS. COME. 


子供 の 生成 。 
その 時 点 。 
親 は 、 生 存 に 必要 な 資源 を 、 持 っ て いる こと 。 
子供 は 、 生 存 に 必要 な 資源 を 、 持 た な いこ と 。 
親 は 、 そ の 資源 を 、 子 供 に 対し て 、 詩 渡す る こと 。 
その 譲渡 。 
それ は 、 無 償 で は 無い 。 
その 実現 に は 、 和 人 条件 が 付く 。 
例 。 
ВЖЕ. 
育 の 能力 。 
育 の 知識 。 


そう し た 関係 。 
それ ら は 、 生 涯 に わた っ て 永続 する こと 。 


上 記 の 関係 。 

それ ら は 、 生 物 に お いて 、 一 般 的 に 、 観 察 可能 で ある 。 
それ ら は 、 生 物 に お いて 、 広 範 に 、 観 察 可 能 で ある 。 
人 間 の 親子 関係 。 

それ は 、 そ の 一 例 で て ある 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


人 生 に お ける 、 生 殖 の 本 質 視 と 、 そ の 隠 ペ 
い 。 人 間 に お ける 、 そ うし た 人 行為 の 発生 。 
生物 の 本 質 と の 関連 。 


(1) 
生殖 行為 。 
それ に 対す る 、 欲 求 。 
その 所 有 。 
それ は 、 人 間 に お いて は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 
それ は 。 生涯 に わな だ る 。 
それ は 、 本 質 的 で て ある 。 
は 、 連 続 的 で ある 。 


人 間 は 、 上 記 の 事項 に つい て 、 以 下 の 行 為 を 、 実 行 す る 。 
生殖 行為 。 

それ に 対す る 、 欲 求 。 

その 所 有 。 


その 、 彼 ら 自 身 の 内 面 に お ける 、 実 在 。 
その 強固 さ 。 
その 強大 さ 。 


それ を 、 表 向き 、 谷 定 す る こと 。 
tne, 隠 べ いす る こと 。 


そう し た 人 間 の 特質 。 
それ は 、 生 物 の 本 質 と 、 深 く 関 連 す る 。 


(2) 
人 間 と 、 他 の 生物 と の 共通 性 。 
生殖 に お ける 側面 。 


人 生 に お ける 、 生 殖 の 本 質 視 。 


生殖 行为 。 
それ に 対す る 、 欲 求 。 
その 所 有 。 


それ は 、 と て も 強い 。 
それ は 、 生 涯 に わた っ て 、 銃 <。 


それ は 、 本 質 的 で ある 。 
それ は 、 連 続 的 で ある 。 


K> НОЕ. 

それ ら を 、 後 世 へ と 、 残 存 さ せる こと 。 
その 実現 。 

それ に 対す る 、 本 質 的 な 欲求 。 

その 実現 の 成功 者 。 

彼ら に 対す る 、 称 貸 。 

その 実現 の 失敗 者 。 

彼ら に 対す る 、 軽 基 。 

そう し た 欲求 。 

その 、 遺 伝 的 な 、 生 身 の 身 体 へ の 組み 込み 。 


その 欲求 。 

その 存在 を 、 走 視 す る こと 。 
ФО. ЕВЕ СИ, 
それ ら の 実行 。 


“Cd DET SOL. 
それ ら を 谷 定 する こと 。 


例 。 

生殖 行為 。 

それ を 、 淫 行 と 呼ぶ こと 。 
the, RM A(S, REIL. 


生殖 行為 。 

性 的 欲求 。 
“€41 5 IB] ike 

それ を 実現 する 者 。 
Boe, BACMEI Se. 
彼ら を 、 尊 区 する こと 。 
例 。 


配偶 者 以外 の 者 と の 間 の 、 生 殖 行 為 。 
the, ИУС и. 


the, RM A(S, REIL. 


配偶 者 基 外 の 者 と の 間 の 、 生 殖 行 為 。 
配偶 者 以外 の 者 に 対す る 、 性 的 欲求 。 
“€ 41% еб. 

それ を 実現 する 者 。 

彼ら を 、 頁 激 で ある と 、 見 な すこ と 。 
彼ら を 、 称 貸す る こと 。 


(3) 

人 間 と 、 他 の 生物 と の 区 別 。 

人 間 に お ける 、 そ の 心理 の 発生 。 
その 、 遺 伝 的 な 、 生 身 の 身 体 へ の 埋め 込み 。 


(3 =e) 
人 生 に お ける 、 生 斑 の 本 質 視 
生殖 行為 。 

れ に 対す る 、 欲 求 。 
その 所 有 。 


それ は 、 と て も 強い 。 

生涯 に わた っ て 。、 続 て 。 
れ は 、 — 的 で ある 。 
は 、 


連続 的 で ある 。 


ЕСО 
K> НОЕ. 

それ ら を 、 後 世 へ と 、 残 存 さ せる こと 。 
その 実現 。 

それ に 対す る 、 本 質 的 な 欲求 。 
そう し た 欲求 。 

その 、 遺 伝 的 な 、 生 身 の 身 体 へ の 組み 込み 。 


(3-1-3) 
配偶 者 以外 と の 異性 。 

彼ら と の 間 で 行う 、 生 殖 行为 。 
その 実現 に 対す る 、 本 質 的 な 欲求 。 


(3-2) 
Mil 

上 記 の 欲求 。 
その 存在 。 
その 実在 。 
その 強大 さ 。 


それ を 、 真 視 す る こと 。 
the, BHICBETSL*&. 


その 欲求 に 忠実 な 行為 。 
それ を 、 密 骨 に 実践 する こと 。 
ИИ 


それ ら の 行為 。 
それ を 、 以 下 の 内 容 と 、 見 な すこ と 。 


社会 的 な 禁忌 。 


それ ら の 行為 。 

それ を 、 表 向き 、 禁 止 す る こと 。 
それ を 、 表 向き 、 回 避 す る こと 。 
それ を 、 表 向き 、 谷 定 す る こと 。 


(3-3) 

他 の 種類 の 生物 た ち 。 

彼ら に つい て 、 一 方 的 に 、 以 下 の よ うに 、 見 な すこ と 。 
ИИ 

彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 行 す る 。 


それ ら の 欲求 の 存在 。 
Их. BAICBETS_IL. 
その 欲求 に 忠実 な 行為 。 
tha, ЕС СУ. 
ИИ! 


他 の 種類 の 生物 た ち 。 
彼ら の 取る 、 そ うし た 行為 。 


それ に 対し て 、 表 向き 、 佑 定 的 な 態度 を 取る こと 。 
それ に 対し て 、 表 向き 、 以 下 の 内 容 を 、 主 張 す る こと 。 


人 間 が 持つ 、 以 下 の 能 力 。 
上 記 の 行為 の 実行 。 

それ を 回 避 す る 能力 。 
その 能力 の 存在 。 

それ を 、 強 調 す る こと 。 


その 結果 、 表 向き 、 以 下 の 内 容 を 、 主 張 す る こと 。 
人 間 が 持つ 、 他 の 種類 の 生物 た ち に 対す る 、 優 越 性 。 


(3-4) 

人 間 に お ける 、 そ うし た 行為 の 発生 。 
その 原因 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


они 
人 間 が 、 雑 食性 の 生物 で ある こと 。 
彼ら 自身 の 食糧 。 

その 確保 。 

その 必要 量 の 多 さ 。 

その 必要 性 。 

その 発生 。 

それ は 、 永 続 的 で ある 。 

それ は 、 持 続 的 で て ある 。 


その 実現 の た め に 、 以 下 の 行 為 の 実行 が 、 不 可 放 で ある こ 
と 。 


ох. СИ. 

その こと に 対す る 、 心理 的 な 抵抗 。 
その こと に 対す る 、 CEMA. 
それ ら の 存在 。 

その 心理 的 矛盾 。 

それ ら の 解決 に 対す る 、 欲 求 。 


他 の 生物 を 、 殺 熱 す る こと 。 
その 行為 の 正当 化 。 
例 。 


動物 。 
魚類 。 
局 类 。 


哺乳 类 。 
それ ら は 、 人 間 に 類 似 し た 存在 で ある 。 
それ ら は 、 人 間 と 同類 の 存在 で ある 。 


野生 動物 。 
例 。 
5B 
鹿 。 


饲育 动物 。 
Re 
#1. 

т: 

№. 


栽培 植物 。 
それ ら の 実 。 
それ ら の 種 。 
例 

穀類 。 
果樹 類 。 


移動 生活 様式 の 場合 。 
ЕЕ оси. 
ROKER SIO“. 
家 番 を 灯 吉 する こと 。 
その こと に 対す る 、 心理 的 な 抵抗 。 


その こと に 対す る 、 АНИ. 


その 存在 、 
その 心理 的 矛盾 。 


それ ら の 解決 。 

その 実現 に 対す る 、 欲 求 。 
その 行為 。 

その こと に 対す る 、 正 当 化 。 


а 

生物 の 大 半 は 、 発 情 期 を 持つ 。 

一 方 、 人 間 は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 可 能 で ある 。 
年 中 、 時 間 を 問わ ず に 、 性 的 な 発情 を 、 行 うこ と 。 


その 特徴 。 

その 、 人 間 に お ける 特有 性 。 

その 、 人 間 に お ける 固有 性 。 

зах. 

その 面 で の 、 以 下 の 内 容 に お ける 、 程 度 の 強 さ 。 
生物 の 中 に お ける 、 人 間 が 持つ 、 特 殊 性 。 
それ ら の 存在 。 


(Bin SA 
生殖 行為 中 。 

その 行為 その も の に つい て 、 以 下 の 内 容 を 実現 する こと 。 
感覚 。 知 覚 。 思考 。 

それ ら に 対す る 、 心理 的 な 集中 。 

その た め に 必要 な 、 生 存 上 の 対応 。 


その 結果 、 も た ら さ れる 、 以 下 の よ うな 副作用 。 
それ に 対す る 、 対応 。 
その 必要 性 。 


生殖 行為 中 。 
思考 力 。 


身辺 の 防御 を 行う 力 。 

ТР НЯ BOL. 

それ に 対す る 、 対応 。 

その 必要 性 。 

その 対策 の 、 人 間 心 理 に 対す る 、 人 遺伝 的 な 、 埋 め 込 み 。 


それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 


Mil 
性 的 な 発情 の モー ド 。 
УК. 

Mil 

上 記 の 両者 を 、 区 別 す る こと 。 

上 記 の 両者 の 混在 を 、 回 放す る こと 。 


оо, 
生殖 器官 。 

生殖 行為 。 

それ ら に 対す る 、 密 骨 な 真 視 。 

その こと に 対す る 、 著 恥 心 。 

その 心理 の 、 遺 伝 的 な 、 生 体 へ の 埋め 込み 。 


(324 = oe 3) 
発情 期 。 

平常 期 。 

それ ら の 期間 の 実現 。 

その こと を 、 常 時 、 両 立 さ せる こと 。 
それ ら の 両者 。 

それ ら を 、 相 互 に 、 切 り 替 える こと 。 
それ ら の 実現 。 

их, СФ, 

CHUL, МСФО. 

それ ら を 、 可 能 に する こと 。 


(3-4-2-4) 
生殖 行為 。 


その 結果 。 
CNNSI SF, BRE. 


それ ら に 対す る 、 重 大 な 決心 。 
それ ら に 対す る 、 重 大 な 決意 。 
人 生 に お ける 、 そ の 必要 性 。 
その 強力 さ 。 

それ ら の 発生 。 


その こと に 対す る 、 社 会 的 な 覚悟 。 
その 必要 性 。 


それ ら に 対す る 、 注 意 の 喚起 。 
その 心理 の 、 貴 伝 的 な 、 生 体 へ の 埋め 込み 。 


ей) 
出産 行為 。 

人 間 に お ける 、 そ の 危険 性 。 
それ ら の 発生 。 

その こと に 対す る 、 社 会 的 覚悟 。 

その 必要 性 。 

それ ら に 対す る 、 注 意 の 喚起 。 

その 心理 の 、 貴 伝 的 な 、 生 体 へ の 埋め 込み 。 


(Bi a-Aa O26) 
子供 の 出生 。 
それ が も た ら す 、 以 下 の 内 容 の 発生 。 


CA D684) 
PIL kD, FOE. 
その 社会 的 な 義務 。 
その 状態 が 、 長 期間 に わた っ て 持 、 続 する こと 。 
それ が も た ら す 、 心理 的 な 重圧 。 
それ ら の 発生 。 

その こと に 対す る 、 社 会 的 な 覚悟 。 
その 必要 性 。 


それ ら へ の 注意 の 喚起 。 
その 心理 の 、 遺 伝 的 な 、 生 体 へ の 埋め 込み 。 


(Ss ое 
親 に よる 、 子 供 の 養育 。 

その 社会 的 な 義務 。 

¢ NIE. 

それ が 、 も た ら す 、 以 下 の 内 容 。 
その 、 程 度 の 大 き さ 。 


子供 の 大生 に お げ ける 。 XFS. 


thn, НФ. 
それ が 、 も た ら す 、 以 下 の 内 容 。 
その 、 程 度 の 大 き さ 。 


も う 一 方 の 親 。 
その 人 生 に お ける 、 ダ メー ジ 。 


それ ら の 発生 。 

それ に 対す る 、 社 会 的 な 回 遊 。 

それ に 対す る 、 社 会 的 な 制限 。 

それ に 対す る 、 社 会 的 な 制裁 。 
それ ら の 必要 性 。 

それ ら へ の 注意 の 喚起 。 

その 心理 の 、 遺 伝 的 な 、 生 体 へ の 埋め 込み 。 


(3 2490 6 By 
子供 の 養育 。 

それ に 必要 な 、 人 上 員 。 

それ に 必要 な 、 労 力 。 

人 間 に お ける 、 そ れ ら の 程度 の 多 さ 。 
その 作業 に お いて 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 必 須 で ある こと 。 


双方 の 配偶 者 。 
МАРА. 


彼ら の 間 に お ける 、 共 同 作 業 。 
彼ら の 間 に お ける 、 協 力 。 
彼ら の 間 に お ける 、 相 互 扶助 。 
それ ら の 実現 。 


(a Cy) 
子供 の 養育 。 

それ に 必要 な 、 期 間 。 

人 間 に お ける 、 そ の 長期 性 。 

その 作業 に お いて 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 必 須 で ある こと 。 


双方 の 配偶 者 。 

МАРА. 

彼ら の 間 に お ける 、 共 同 作 業 。 
彼ら の 間 に お ける 、 協 力 。 
彼ら の 間 に お ける 、 相 互 扶助 。 


それ ら の 実現 。 

その 結果 、 以 下 の 必 要 性 が 、 双 方 の 配偶 者 の 間 に 、 生 じ る こ 
ae 

彼ら 自身 の 配偶 者 。 

その 人 物 と の 間 に お いて 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 
共同 生活 。 

その 長期 間 の 、 持 続 。 

その 必要 性 。 


それ が も た ら す 、 以 下 の 内 容 の 発生 。 
双方 の 問 に お ける 、 良 好 な 対人 関係 。 
Е. 

その 社会 的 な 義務 。 


上 記 の 状態 が 、 長 期間 に わた っ て 、 持 続 す る こと 。 
それ が も た ら す 、 心 理 的 な 重圧 。 

それ ら の 発生 。 

その こと に 対す る 、 社 会 的 な 覚悟 。 


その 必要 性 。 
それ ら に 対す る 、 注 意 の 喚起 。 
その 心理 の 、 遺 伝 的 な 、 生 体 へ の 埋め 込み 。 


(2222524575) 
配偶 者 と の 不仲 。 

その 発生 。 

その 持続 。 

それ が 、 も た ら す 、 以 下 内 容 。 
その 大 き さ 。 


双方 の 配偶 者 。 
彼ら 自身 の 人 生 に お ける 、 ダ メー ジ 。 


その 発生 。 
その 原因 が 、 一 方 の 配偶 者 の 側 に 、 専 ら 、 存 在 す る 場合 。 
それ が 、 も た ら す 、 以 下 の 内 容 。 


も う 一 方 の 配偶 者 。 
その 人 物 の 人 生 に お ける 、 ダ メー ジ 。 
その 大 き さ 。 


それ ら の 発生 。 

それ に 対す る 、 社 会 的 な 回 遊 。 

それ に 対す る 、 社 会 的 な 制限 。 

それ に 対す る 、 社 会 的 な 制裁 。 
それ ら の 必要 性 。 

それ ら へ の 注意 の 喚起 。 

その 心理 の 、 遺 伝 的 な 、 生 体 へ の 埋め 込み 。 


(34 40:8) 
配偶 者 以外 の 異性 。 

彼ら と の 間 に お ける 、 生 殖 行 為 。 
その 実現 。 

それ に 対す る 、 本 質 的 な 欲求 。 


ある 生物 。 

その 一 類型 と し て の 人 間 。 

彼ら が 、 そ の 欲求 に 対し て 、 従 っ た 場合 。 
thr, ЖЕ. 

thn, 1-9. 

их. МГЛА, RATS. 


配偶 者 [二 对 才 召 、 浮 气 。 
その こと に よる 、 配 偶 者 に 対す る 、 裏 切り 。 


それ が 、 も た ら す 、 以 下 の 内 容 。 


彼ら 自身 の 結婚 相手 。 
彼ら 自身 の 交際 相手 。 
上 記 の 人 物 の 人 生 に お ける 、 ダ メー ジ 。 
その 程度 の 大 き さ 。 


浮気 。 

その 結果 、 以 下 の 状 況 が 、 も た ら さ れる こと 。 
庶子 の 誕生 。 

それ が 、 以 下 の (A) の 内 容 に 対し て も た ら す 、 以 下 の 
(В) の 副作用 。 


(А) 
血 绿 0 系统 。 
その 正当 性 。 
その 喪失 。 


底子 0 养育。 
その の 責任 の 所 在 。 
それ ら の 確定 。 


(В) 
社会 的 な 混乱 。 
心理 的 な 混乱 。 
それ ら の 大 き さ 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


人 間 と 、 他 の 生物 と の 間 に お ける 、 断 絶 
や 、 根 本 的 な 相違 。 そ れ ら の 主張 の 、 移 動 
生活 様式 と の 関連 。 


(1) 

// 

人 間 と 、 他 の 生物 と の 間 に お ける 、 断 絶 や 、 根 本 的 な 相違 。 
ARIC. RE CORICHT S. МХ. ЖАН. 


人 間 の 特権 性 。 


人 間 の 上 位 性 や 、 優 位 性 。 
他 の 生物 の 下位 性 や 、 劣 位 性 。 
// 


それ ら を 強調 する こと 。 


例 。 

// 

ユダ ヤ 教 。 

キリ スト 教 。 

イス ラム 教 。 

それ ら の 宗教 の 教義 。 
// 


(2) 
他 の 生物 に は 見 られ な い 、 人 間 特 有 の 高い 知能 。 
それ ら を 、 強 調 す る こと 。 


(3) 

ヒュ ー マ ニ ズム 。 

人 間 特 有 の 理想 。 

その 実現 を 追求 する こと 。 


#1. 
人 権 。 


Мы АО (4) a shang: (2) ра C3.) x 
そう し た 思想 は 、 移 動 生 活 様式 の 社会 に お いて 、 頻 発する 。 


その こと の 背景 。 


移動 生活 様式 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
RANMA. 
ROW 
RAN BE. 


Cho OTe. BAL RY RTI’. 
во СЕ Ех, HARI Cc bhf7T. ЛАМСЖЬСИ., 
それ が 、 人 々 が 、 生 き て 行く 上 で 、 必 須 で ある こと 。 


仮に 、 あ る 人 物 が 、 人 間 と 家 箇 と を 、 同 一 視 し た 場合 。 
その 人 物 の 精神 が 、 崩 壊す る こと 。 


(初出 2021 年 3 月 。 ) 


人 間 社 会 の 現実 。 上 位 者 と 下位 者 と の 関 
係 。 人 間 の 下位 者 が 持つ 、 家 音 的 な 性 質 。 


人 間 社 会 。 


上 位 者 は 、 下 位 者 に 対し て 、 強 制 的 に 命 今 す る 。 

上 位 者 は 、 下 位 者 の 命運 を 、 強 制 的 に 奪う 。 

は 、 下 位 者 を 、 強 制 的 に 労働 させ る 。 

id. Mute. RTS. 

上 位 者 は 、 そ れ ら の 行為 に よっ て 得 た 富 を 、 蓄 積 する 。 
ld. (hoe, Рина и UC. НЫЕ 
( 
( 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
iI 


上 位 者 が 、 下 位 者 を 、 一 方 的 に 使役 し て いる こと 。 

上 位 者 が 、 下 位 者 の 意思 や 運命 を 、 一 方 的 に 左右 し て いる こ 
ae 
上 位 者 が 、 下 位 者 の 生物 を 、 一 方 的 に 、 使 い 捨 て て いる こ 
Gs 
人 間 社 会 に お いて 、 下 位 者 は 、 上 位 者 の 奴 款 で ある こと 。 
// 


それ ら は 、 結 局 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

// 

上 位 者 の 人 間 が 、 下 位 者 の 人 間 を 、 家 番 扱 いし し て いる こと 。 
人 間 社 会 に お いて 、 下 位 者 は 、 上 位 者 の 家 音 で ある こと 。 
// 


その こと は 、 結 局 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

// 

(1) 

APT ED. RAIIMWIF SR». 

人 間 社 会 に お ける 、 上 位 者 に よる 、 下 位 者 に 対す る 扱い 。 
それ ら の 内 容 が 、 同 一 で ある こと 。 


(2) 

人 間 た ち 。 

彼ら 自身 より も 下位 の 人 間 。 

彼ら 自身 の 家 番 。 

彼ら 自身 に よる 、 そ れ ら の 存在 に 対す る 扱い 方 。 
そこ に お ける 、 差 異 や 相違 。 

それ が 、 そ れ ら 和 両者 の 間 で 、 特 に 存在 し な いこ と 。 


その こと は 、 結 局 、 居 下 の 内 容 で ある 。 


(1) 
人 間 。 


(2) 


OO 人 上 区 人 3 


その 両者 の 間 に 存 在 す る 、 連 続 性 。 
その 両者 の 間 に 存 在 す る 、 同 質 性 。 
その 両者 の 間 に 存 在 す る 、 同 一 性 。 
// 


ДОЛЕ СО. HA alr. 
(初出 2021 年 3 月 。 ) 


Е пря 


人 間 社 会 の 真実 に 、 到 達する こと 。 
その こと の 、 簡 単 な 、 実 現 の 方 法 。 
ке 人 間 が 、 以 下 の 内 容 に 、 気 付く こと で ある 。 


м 他 の 生物 と の 間 に お ける 、 以 下 の 内 容 の 関連 性 。 
その 両者 の 間 に 存 在 す る 、 連 続 性 。 

その 両者 の 間 に 存 在 す る 、 同 質 性 。 

その 両者 の 間 に 存 在 す る 、 同 一 性 。 

// 


(1) 

// 

=) 

人 間 。 他 の 生物 。 

それ ら の 間 に お ける 、 根 本 的 な 相違 。 
それ ら の 間 に お ける 、 根 本 的 な 断絶 。 


それ ら の 存在 を 、 強 調 す る こと 。 
(1-2) 

人 間 特 有 の 高い 知能 。 

それ を 、 強 調 す る こと 。 
(1-3) 

人 間 特 有 の 理想 。 

それ を 、 追 求 す る こと 。 

// 


下記 の (4) 
それ ら の 行為 が 、 人 間 に と っ て 、 無 意味 で て ある こと 。 


人 間 が 、 そ れ ら の 行為 を 続け る 場合 。 


人 間 に と っ て 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 氷 久 に 不可 能 で ある こ 
ae 

// 

人 間 社 会 の 真実 に 、 到 達する こと 。 

人 間 性 の 本 質 に 、 到 達する こと 。 

// 


(2) 
上 記 の (1) OT AIKb7 TT. МЕС. КФА 
を 、 実 行 す る こと 。 


дно 5(7>5. АВ, 

その 両者 の 間 に お ける 、 相 違 。 

// 

それ ら が 、 存 在 し な いこ と 。 

その こと に < М, ATS Ik. 
ОСА, MOT. Wak Bock. 


人 間 。 


他 の 生物 。 

// 

дно (-5(]5. Е, 

その 両者 の 間 に お ける 、 同 質 性 。 

その 両者 の 間 に お ける 、 同 一 性 。 

// 

それ ら が 、 明 ら か に 、 存 在 す る こと 。 
その こと に 、 新 た に 、 気 付く こと 。 
その こと を 、 改 め て 、 認 識 し 上 邊 すこ と 。 


(2=2) 
人 間 が 、 生 物 の 一 種 で て ある こと 。 


人 間 の 本 質 。 
それ が 、 以 下 の 場 所 へ と 、 完 全 に 色 授 され る こと 。 


人 間 の 本 質 。 生 物 の 本 質 。 
その 両者 は 、 同 一 で て ある こと 。 
その 両者 は 、 同 質 で ある こと 。 


それ ら の 内 容 を 、 到 定 す る こと 。 


下記 の "(2s 

それ ら の 行為 は 、 人 間 に と っ て 、 以 下 の 内 容 の 実現 の た め 
に 、 必 須 で ある 。 

// 

人 間 社 会 の 真実 に 、 到 達する こと 。 

人 間 性 の 本 質 に 、 到 達する こと 。 

// 


(初出 2021 年 3 月 。 ) 


АВ. 世界 社会 レベ ル に お いて 、 生 物 の 
本 質 や ゃ や 、 人 間 の 本 質 や 、 社 会 の 本 質 に 迫る 
こと が 、 不 可能 で ある 。 


(1) 


移動 生活 様式 。 
そこ で は 、 人 間 は 、 家 昔 を 、 日 常 的 に 、 放 牧 し 、 飼 人 育 し な が 
ら 、 生 活 す る 。 
人 間 は 、 家 斉 と の 存在 面 で の 類似 性 を 、 日 常 的 に 意識 し な が 
ら 、 生 活 す る 。 
人 間 は 、 そ の こと を 、 彼 ら 自 身 に よる 生殖 行為 に お いて 、 特 
に 、 実 感 す る 。 


ЛЯ. ХЕХ. НЕС >. ETS. 
ЛИ. ЛЕХ. RBA. FHC. №9 SREY ICIAD 
れる 。 

人 間 は 、 人 間 と 、 人 間 以 外 の 生物 を 、 唆 別 す る 必要 性 に 迫 ら 
れる 。 

ЛЕ. ЛА, ЕОс “AS. НЕ 
な る 。 

それ ゆえ 、 人 間 は 、 生 物 の 本 質 や 、 人 間 の 本 質 や 、 社 会 の 本 
質 に 迫る こと が 、 出 来 な い 。 


(2) 

定住 生活 様式 。 

そこ で は 、 人 間 は 、 植 物 の 栽培 と 収穫 を 中 心 に 、 生 活 す る 。 
人 間 は 、 人 間 と 、 人 間 居 外 の 生物 を 、 存 在 面 で 、 敢 えて 唆 別 
Зо вл. 

人 間 は 、 人 間 を 、 生 物 の 一 環 と し て 捉え る こと が 、 可 能 で あ 
る 。 
し か し 、 そ の 社会 の 内 情 は 、 内 部 情報 が 、 機 密 扱 いさ れ て 、 
非 公 開 の まま で ある 。 

それ ゆえ 、 人 間 は 、 そ の 社会 の 内 情 に つい て 、 分 析 を 進め る 
こと が 、 出 来 な い 。 


ИФА. ЛЕ. ЕМОЖЕхХ ЛНФЖЕХ AOA 
質 に 迫る こと が 、 出 来 な い 。 


人 間 の 生活 様式 は 、 上 記 の 二 種 類 の み で ある 。 
それ ゆえ 、 人 間 は 、 世 界 社会 レベ ル に お いて 、 生 物 の 本 質 
や 、 人 間 の 本 質 や 、 社 会 の 本 質 に 迫る こと が 、 出 来 な い 。 


(初出 2021 年 5 月 ) 


ROEM, ОЕ. BOA. ROA. 


生物 に は 、 次 の 二 種 類 が ある 。 密 の 生物 。 疎 の 生物 。 

人 間 に は 、 次 の 二 種 類 が ある 。 密 の 人 。 疎 の 人 。 

密 の 存在 ・。 そ れ は 、 液 体 的 性 質 を 持つ 。 そ れ は 、 狭 い 限 定 さ 
れ た 健 域 に 、 高 密度 で 、 密 集 し て 、 定 着 し 、 定 住 し た 状態 
<. #495. 

ПОЛЕ. ЯЗ. КН AIO. ТИ, IAL ERD 
貧 域 に 、 低 密度 で 、 離 散 し て 、 絶 え ず 移動 する 状態 で 、 存 在 
する 。 

女性 。 彼ら は 、 密 の 人 で ある 。 彼 ら は 、 狭 い 限定 され た 安全 
貧 域 に 、 高 密度 で 、 密 集 し て 、 定 着 し 、 定 住 し た 状態 で 、 存 
在 す る 。 

男性 。 彼ら は 、 疎 の 人 で ある 。 彼 ら は 、 ど の よう な 危険 が 
СЛР IAL FEROS. ЕС. № 
ALC. #739189 ЭЖЗЕС. FETS. 
ЕЕ, Old, BOATHS. Ol, А 
ЕАН, к КЕ. АНЯ $. 

移動 生活 様式 者 。 彼 ら は 、 疎 の 人 で ある 。 彼 ら は 、 多 数 の 地 
点 間 を 移動 し て 、 粗 放 的 農業 を 営む 。 


大 規模 感染 症 へ の 社会 的 な 対策 。 例 。 コ ロナ ウイ ルス 感染 
症 。 そ れ は 、 密 な 行動 を 禁止 し 、 疎 な 行動 を 推進 する 。 

大 規模 感染 症 に よる ダメ ー ジ 。 そ れ は 、 密 の 人 に お いて 、 大 
きく 、 疎 の 人 に お いて 、 小 さい 。 


大 規模 感染 症 に よる ダメ ー ジ 。 性 差 と の 関連 。 例 。 コ ロナ ウ 
イル ス 感 染 症 。 そ れ は 、 女 性 に お いて 、 大 きく 、 男 性 に お い 
て 、 小 さい 。 

大 規模 感染 症 に よる ダメ ー ジ 。 生 活 内 容 の 差 と の 関連 。 例 。 
コロ ナウ イル ス 感 染 症 。 そ れ は 、 定 住 生 活 様式 に お いて 、 大 
きく 、 移 動 生活 様 式 に お いて 、 小 さい 。 


(初出 2021 年 7 月 。 ) 


差別 。 そ れ は 、 生 物 や 人 間 の 本 質 で ある 。 


差別 。 そ れ は 、 生 物 の 本 質 で ある 。 そ の 意識 は 、 生 物 に 、 常 
駐 し 、 消 去 不能 で ある 。 


生物 は 、 彼 ら 自 身 と 、 形 質 面 で 共通 性 や 同一 性 の 大 きい 存在 
を 好む 。 

生物 は 、 彼 ら 自 身 と 、 形 質 面 で 共通 性 や 同一 性 の 小さ い 存 在 
を 嫌う 。 

生物 は 、 彼 ら 自 身 と 、 同 質 な 者 を 好む 。 

生物 は 、 彼 ら 自 身 と 、 異 質 な 者 を 嫌う 。 

例 。 人 種 の 違い 。 肌 の 色 の 違い 。 顔 立ち の 違い 。 


生物 は 、 生 存 能 力 に お ける 、 優 位 性 や 有 能 性 を 所 持 す る 存在 
を 、 好 む 。 
生物 は 、 生 存 能 力 に お ける 、 劣 位 性 や 無能 人 性 を 所 持 す る 存在 
を 、 嫌 う 。 


生物 。 そ れ は 、 以 下 の よ うに 行動 する 。 

彼 自身 が 、 生 存 能力 に お ける 、 優 位 性 、 有 能 性 を 所 持 す る 存 
在 で ある 場合 。 生物 は 、 そ の こと を 積極 的 に 認め 、 自 己 高揚 
に 陥り 、 彼 自身 を 背 定 す る 。 

他 者 が 、 彼 自身 と 同様 に 、 優 位 で 有 能 で ある 場合 。 生物 は 、 
そう し た 他 者 に 対し て 、 ラ イ バ ル 視 を 行い 、 対 抗 心 を 燃 や 
す 。 

他 者 が 、 彼 自身 より も 、 劣 位 で 無能 で ある 場合 。 生物 は 、 そ 
НЕЕ х. Ява РСЯ 


行い 、 お も ちゃ 扱い や 苦 め を 、 公 然 と 行う 。 

彼 自身 が 、 生 存 能力 に お ける 、 劣 位 性 、 無 能 人 性 を 所 持 す る 存 
在 で ある 場合 。 生物 は 、 そ の こと を 認め た が ら ず 、 自 己 嫌 悪 
に 陥り 、 彼 自身 を 杏 定 する 。 

他 者 が 、 彼 自身 と 同様 に 、 劣 位 で 無能 で ある 場合 。 生物 は 、 

РЕ. 

彼 自身 が 、 生 存 能力 に お ける 、 劣 位 性 、 無 能 人 性 を 所 持 す る 存 
在 で ある 場合 。 生物 は 、 新 た に 、 彼 自身 が 、 生 存 能 力 に お け 
る 、 優 位 性 、 有 能 人 性 を 所 持 す る 存在 に な り た いと 、 強 く 望 

A. BHATIA. 。 その後 、 生 物 は 、 優 位 者 、 有 能 者 に 対し 

て 、 挑 戦 し よう と する 。 そ の 挑戦 が 、 失 敗 に 終わ る と 、 彼 自 
Git, BARC ENT. МЛН 5, 

そこ に は 、 優 位 者 と 劣 位 者 、 有 能 者 と 無能 者 、 そ れ ら 両者 の 
間 に お いて 、 差 別 が 、 公 然 と 存在 する 。 そ うし た 差別 は 、 生 
物 の の 本質 に 基づく 。 そ こ で は 、 彼 自身 の 生存 し や すさ や 、 生 
存 能 力 の 大 小 に よっ て 、 全 て の 待遇 が 決ま る 。 生 物 の 一 種 と 
し て の 人 間 も 、 そ うし た 差別 意識 を 、 公 然 と 持つ 。 


生物 の 持つ 、 生 斑 に お ける 成功 性 や 、 優 位 性 。 そ れ は 、 彼 自 
身 の コ ピー を 、 後 世 へ と 、 な る べく 沢山 、 生 存 上 の 優位 性 を 
保持 し た 状態 で て 、 残 すこ と で ある 。 


社会 的 生殖 差別 の 分 類 。 

男性 の 場合 。 自 己 拡大 性 へ の 成功 の 度合 い 。 

女性 の 場合 。 自 己 温 存 性 へ の 成功 の 度合 い 。 

セッ クス の 機会 の 獲得 成功 の 有無 。 生殖 へ の 成功 の 有無 。 子 
孫 の 残 存 の 度合 い の 大 小 。 

生殖 に 成功 し た 生物 が 、 有 能 視 され 、 優 位 と な る 。 生 殖 に 失 
敗 し た 生物 が 、 無 能 視 され 、 劣 位 と な る 。 

そこ に は 、 両 者 の 間 に お いて 、 差 別 が 、 公 然 と 存在 する 。 そ 
うし た 券 別 は 、 生 物 の 本 質 に 基づく 。 生 物 の 一 種 と し て の 人 
間 も 、 そ うし た 差別 意識 を 、 公 然 と 持つ 。 


社会 的 性 的 不能 者 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 の 存在 で ある 。 
ИИ 


同性 愛 者 。 異 性 と の 性 交渉 に 興味 が 無い 者 。 
性 的 上 魅力 に 欠け る 者 。 そ れ ゆ え 、 暴 性 か ら 相 手 に され な い 


者 。 

性 行為 を み 、 上 手 に 遂行 で き な い 者 。 そ れ ゆ え 、 異 性 か ら 相 手 
に され な い 者 。 

性 行為 に 対し て 、 恐 怖 を 抱く 者 。 

生身 の 異性 に 対し て 、 性 交渉 を し な い 者 。 仮 想 の 異性 や 、 生 
身 の 異 性 の 代用 品 に 対し て 、 性 交渉 を する 者 。 

性 行為 か ら の 超越 を 目指 す 者 。 

性 的 能力 を 失っ た 者 。 例 。 手術 に よる 生殖 細胞 の 摘出 。 高 旧 
化 に よる 性 的 能力 の 喪失 。 

Mil 


社会 的 性 的 不能 者 。 彼 ら は 、 彼 ら 自 身 の 生 身 の コ ピー を 後世 
に 残さ な い 。 彼 ら は 、 生 物 の 本 質 に 反し た 行動 を 取る 。 そ れ 
ゆえ 、 彼 ら は 、 社 会 的 に 、 差 別 や 嫌悪 や 見 下 し の 対象 に な 
る 。 


移動 生活 様式 に お ける 、 男 性 が 持つ 、 生 活 能力 面 で の 優位 性 
と 、 女 性 が 持つ 、 生 活 能 力 面 で の 劣 位 性 。 例 。 欧 米 諸 国 。 中 
東 諸 国 。 

定住 生活 様式 に お ける 、 女 性 が 持つ 、 生 活 能力 面 で の 優位 性 
と 、 男 性 が 持つ 、 生 活 能力 面 で の 劣 位 性 。 例 。 中 国 、 朝 鮮 、 
日 本 、 ロ シア 。 

そこ に は 、 両 者 の 間 に お いて 、 差 別 が 、 公 然 と 存在 する 。 そ 
うし た 券 別 は 、 生 物 の 本 質 に 基づく 。 生 物 の 一 種 と し て の 人 
間 も 、 そ うし た 差別 意識 を 、 公 然 と 持つ 。 


(初出 2021 年 7 月 。 ) 


血縁 関係 の 分 類 。 血縁 制度 の 分 類 。 


МАМА. 


生物 相互 の 、 遺 伝 的 な 同一 性 。 
生物 相互 の 、 遺 伝 的 な 同質 性 。 
生物 相互 の 、 遺 伝 的 な 共通 性 。 


生物 相互 の 、 遺 伝 的 な 調和 。 


一 個体 以上 の 生物 。 
彼ら が 、 上 記 の 内 容 に 基づい て 、 社 会 関係 を 、 形 成す る こ 


ее 

彼ら が 、 上 記 の 内 容 に 基づい て 、 縁 故 を 、 形 成す る こと 。 
彼ら が 、 上 記 の 内 容 に 基づい て 、 繋 が り を 、 形 成す る こと 。 
(Kop, ГЕОС, НЕ, SLI‘. 
その 生活 集団 。 そ の 生活 ネッ トワ ー ク 。 


彼ら が 、 そ の 場 に お いて 、 ず っ と 生活 し 続け る こと 。 
彼ら が 、 そ の 場 に お いて 、 ず っ と 居住 し 続け る こと 。 
その 定住 集団 。 そ の 定住 ネッ トワ ー ク 。 

その 制度 化 。 

それ が 、 血 縁 制度 で ある 。 


血縁 制度 。 
その 分 類 。 


ИИ 
(1) 

血 绿 0 把 握 。 交 CD 视点。 
(1-1) 

ЕО. 

集団 。 


(1-1-1) 
父方 中 心 。 父 系 。 
(1-1-2) 
BARD. HA. 


(1-2) 
極 を 作ら な い 場 合 。 
ネッ トワ ー ク 。 


ИИ 
(2) | 
氏 姓 の 系 譜 。 そ の 追跡 。 そ の 長 さ 。 


(2-1) 
水 代 。 
(2-2) 
数 代 。 そ れ は 、 永 続 し な い 。 


(2-3) 
i 


ИИ! 


(3) 
その 場 の 権力 者 。 そ の 場 の 支配 者 。 


(3-1) 
父親 。 父 権 。 移 動 生活 様式 。 


(3-2) 
ЕН. ВНЕ. ЕЕК. 


МИ 

(4) 

血 銀 を 、 社 会 的 に 重視 する こと 。 

その 度合 い 。 

遺伝 的 繋が り を 、 社 会 的 に 重視 する こと 。 
その 度合 い 。 


血 緩 に 基づく 定住 生活 様式 。 


それ を 、 社 会 的 に 重視 する こと 。 
その 度合 い 。 


(4-1) 
絶対 視 。 


(4-2) 
車 視 。 


(4-3) 

軽視 。 

/ 非 血縁 に 基づく 、 共 同 の 、 定 住 生活 様式 。 
それ を 、 社 会 的 に 重視 する こと 。 


ИИ! 


(5) 
分 析 の 対象 と な る 、 生 物 の 社会 。 
その 分 類 。 


(5-1) 
無 性 生殖 。 


(5-2) 
有 性 生殖 。 


(5-2-1) 
植物 。 


(5-2-2) 
動物 。 
人 間 。 


上 記 の 内 容 に 基づく 、(S-2-2) 人 間 社 会 の 分 類 。 

具体 的 な 例 。 

PR, (1-1-1) Е. AA. (2-0 ЖК. (3-2). (4-Е 
視 。 

日 本 。( ユ 1-1-1) 集団 。 父 系 。(2-2) 数 代 。 そ れ は 、 永 続 し な い 。 
(3-2) 母 親 。(4-3) 軽 視 。 

ロシア 。(1-1-1) 集 団 。 父 系 。(2-3) 一 代 。(3-2) 母 親 。(4-3) 重 
視 。 
タイ 。 (1-2) ネ ットワーク 。(2-D) 永 代 。(3-2) 母 親 。(4-3) 重 視 。 


人 種 制度 も 、 血 縁 制度 の 一 環 で ある 。 
民族 制度 志 ША СФФ. 
Ол, ЛЕНЕ ОЕ) АСЕ 


Cx 
(初出 2021 年 5 月 。 ) 


通货 高 社会 。 通 货 安 社会 。 


通货 高 社会 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 
// 

稼げ な い 社 会 。 
生活 費 が か さむ 社会 。 

通貨 の 保持 者 が 楽 な 社会 。 
通貨 の 非 保持 者 が 苦し い 社 会 。 

// 


通貨 安 社会 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 
// 

稼げ る 社会 。 

生活 費 が か さま な い 社 会 。 
通貨 の 保持 者 が 苦し い 社 会 。 

通货 0) 非 保持 者 力 昔 L《 UML. 
// 


通貨 高 社 会 が 、 通 貨 安 社 会 へ と 、 変化 し た 場合 。 

社会 的 通貨 に よる 貯 著 で 、 富 を 築い て いた 者 。 彼 ら の 富 が 、 
失わ れる こと 。 彼 ら の 生活 が 、 貧 困 化 する こと 。 

ЕАО ЯН К Ес, НЛС. ОЕ 
が 、 維 持 さ れる こと 。 彼 ら の 生活 が 、 豊 か な まま で ある こ 
Cs 
ATS AIBA $ SETS. At SMAI К SITS 
р. ОМА. RAKNHDA SHED, ЕО 
積 。 そ れ ら が 、 富 の 維持 に お いて 、 と て も 有効 で ある こと 。 


通貨 安 社 会 が 、 通 貨 高 社会 へ と 、 変化 し た 場合 。 


АКН ЕС, АЖ, RODEN. 
ва 


生物 の 行動 の 変化 。 それ は 、 慣 性 の 法則 に 従う 。 そ れ は 、 生 
物 に と っ て 、 真 ぐに は 、 変 更 不 可能 で ある 。 


通貨 安 社会 が 、 通 儲 高 社 会 へ と 、 変 化す る こと 。 そ の 次 に 、 
通货 高 社会 从 、 通 货 安 社会 之、 变化 才 吾 二 二 。 

その 場合 。 社 会 的 通貨 に よる 貯 著 で 、 富 を 築く 行為 。 そ の 持 
続 を 、 通 貨 危 機 の 発生 が 徐々 に 迫っ て も 、 真 ぐに は 、 な か な 
か 止め られ な いこ と 。 


通貨 高 社 会 の 問題 。 

通貨 高 が 、 社 会 に 与え る 影 細 。 

通貨 高 貧 乏 。 何 を 実行 する に も 、 費 用 面 で 高く 付く こと 。 そ 
の た め 、 経 済 的 な 競争 力 が 全滅 する こと 。 稼 げ な く な る こ 
と 。 高 付加 価値 の 製品 し か 、 採 算 が 合わ な く な る こと 。 人 々 
の 購買 力 が 低下 し て 、 商 品 の 価格 が 安く な る こと 。 何 も 稼げ 
な い 状 態 に お いて 、 通 貨 安 を 放 け る よう に な る こと 。 


女性 優位 社会 が 、 支 配 者 の 男性 優位 社会 に よっ て 、 通 儲 高 を 
強制 され て いる 場合 。 

例 。 ア メリ カ に よっ て 、 通 貨 高 を 強制 され て いる 、 日 本 社 

a 

その よう な 女性 優位 社会 に お いて は 、 社 会 の 人 々 が 、 自 己 保 
身 第 一 で 行動 する 。 そ の た め 、 人 々 は 、 社 会 的 上 位 者 の 男性 
優位 社会 の 政策 に 、 誰 も 批 交 や 反抗 を 出来 ず に 、 ひ た すら 従 
うだ け で ある 。 そ の よう な 女性 優位 社会 に お いて 、 そ れ ら の 
批 交 や 反抗 は 、 強 力 な 社会 的 タブ ー と 化す 。 そ の た め 、 ど ん 
どん 社会 は 、 一 方 的 に 、 高 速 に 、 衰 退 し て 行く 。 人 々 は どん 
どん 貧し く な る 。 そ の 社会 は 、 自 力 で は 、 復 活 が 不可 能 で あ 
る 。 
その こと に 対す る 解決 策 。 

社会 の 債務 超過 に よる 、 財 政 破 紅 が も た ら す 、 大 幅 な 通貨 安 
の 実現 。 

それ に 伴う 輸出 産業 の 国内 製造 拠点 の 復活 。 

その 実現 に よる 、 国 際 的 に 稼ぐ 力 の 復活 の み 。 


их. ЯНВ. ФИЗ. ЯНА 
>. 74$. МИФ. 

女性 優位 社会 の 人 々 は 、 自 己 保身 第 一 で 、 安 全 第 一 で 、 見 

Kok!) CHS. COT, HEE, BAC. COMPRES. 

採用 する こと が 出来 な い 。 そ の た め 、 そ の 人 々 は 、 ど ん どん 
筆 済 的 に 追い 詰め られ る の み 。 

それ は 、 社会 の 全面 的 な 壊滅 や 、 経 済 の 全面 的 焦土 化 を 、 も 
た ら す 。 

それ は 、 以 下 の 状 況 の 再来 で ある 。 

例 。 太 平 洋 戦争 に お ける 、 日 本 の 敗戦 。 


(2021 年 12 月 初出 。) 


通貨 。 言語 。 物 理 キ ー ボ ー ド の 文字 キー 配 
RO CRE と 、 既 得 権益 と 
の 関連 。 


(A) 

通貨 の 不 統一 。 言 語 の 不 統一 。 それら の 発生 原因 の 共通 性 。 
// 

通貨 の 両替 容易 性 。 

言語 の 学習 困難 性 。 言 語 の 自動 的 な 交 訳 の 困難 性 。 

// 


既得 椎 益 八 0 指向 © と の 関連 

// 

両替 容易 性 。 翻訳 容易 性 。 

学習 困難 性 。 

既得 権益 の 確保 。 茎 得 権益 の 喪失 の 阻止 。 
// 

HOSTED, ВЕ 


(В) 
物理 キー ボー ド の 文字 キー 配列 の 、 世 界 的 な 統一 。 そ の 状 久 
の 永続 その 発生 原因 。 


ea 


// 
文字 キー 配列 の 学習 困難 性 。 発 音 の 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト に よる 
表記 の 容易 性 。 

// 


その 状態 か ら の 脱却 方 法 。 
// 
キー トッ プ を 自由 に 買 換 する こと 。 そ の 実現 を 可能 に する こ 


Cé 
АЛЛЕН Е МУН. tO 
実現 を 可能 に する こと 。 例 。AutoHotKey。 

アル ファ ベッ ト か ら の 脱却 。 そ の 実現 を 可能 に する こと 。 
新た な 別 の 文字 キー 配列 の 学習 容易 性 。 そ の 実現 を 可能 に す 
る こと 。 

// 


既得 椎 益 八 0 指向 © と の 関連 。 

// 

学習 困難 性 。 

茎 得 権益 の 確保 。 茎 得 権益 の 喪失 の 阻止 。 
// 

tHbOMED, BHR. 


既得 椎 益 者 产 既得 椎 益 确保 手段 从 户 0D) 解 放 。 

既得 椎 益 者 关 既 得 椎 益 确保 手段 O 抹 消 产 无 力 化 。 

それ ら は 、 以 下 の (1) ) に と っ て 、 以 下 の (2) を 実現 する 
た め に 、 本 質 的 に 必要 で ある 。 

(1) 

生物 。 彼ら は 、 既 得 権 益 の 保持 の 機会 か ら 、 除 外さ れ 、 疎 外 
され て いる 。 

(2) 

彼ら の 生活 の 向上 。 彼 ら の 社会 的 地位 の 向上 。 


茎 得 権益 確保 手段 と し て の 通貨 。 
茎 得 権益 確保 手段 と し て の 言語 。 
Е МАЕ М (С. МНН КОХ 


列 。 


通 貸 に お ける 、 既 得 権益 確保 手段 と し て の 性 質 。 そ の 性 質 の 
抹消 。 

(1) それ は 、 全 世界 統一 の 通貨 の 誕生 を 、 可 能 に する 。 
(2) それ は 、 個 人 通貨 の 誕生 を 、 可 能 に する 。 


言語 に お ける 、 既 得 権 益 確 保 手 段 と し て の 性 質 。 そ の 性 質 の 
抹消 。 

(1 ) それ は 、 全 世界 統一 の 言語 の 誕生 を 、 可 能 に する 。 
(2) それ は 、 個 人 言語 の 誕生 を 、 可 能 に する 。 


物理 キー ボー ド の 文字 キー 配列 に お ける 、 茎 得 権益 確保 手段 
と し て の 性 質 。 そ の 性 質 の 抹消 。 

(1) それ は 、 個 人 の 文字 キー 配列 の 誕生 を 、 可 能 に する 。 
(2) それ は 、 全 世界 統一 の 文字 キー 配列 の 誕生 を 、 可 能 に 
する 。 


(2021 年 12 月 初出 。) 


生物 に と っ て の 、 物 語 。 


物語 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物質 一 般 に お ける 、 そ れ ら の 状態 の 、 時 系 列 の 変動 。 
物質 一 般 が 送る 、 生 涯 。 

ИЛИЯ. 

その 対象 が 、 動 物 や 人 間 で ある 必要 性 は 、 特 に 、 全 く 無 い 。 


例 。 
日 の 出 。 
日 の 入り 。 
火山 の 噴火 。 


(1) 
物質 の 性 質 。 
無機 物 。 
有機 物 。 
生物 。 


(2) 

(2 一 工 ) 
生涯 の 期間 。 
無期 限 。 
有期 限 。 


(2-2) 
命 の 存在 。 

有り 。 

無し 。 


(3) 
状態 の 変動 。 


(Sis 
BAIA. 
緊張 。 


qFA Е. 


Г 
缓慢 。 
和 柔和。 
日 常 性 。 


(3-2) 
起伏 の 大 き さ 。 
BRAKES, 
突然 性 。 

予知 不可 能 性 。 

統 急 の テン ポ の 良さ 。 


(3-3) 
飽き が 来 な いこ と 。 
目新し さ 。 
複雑 さ 。 
単調 で 無い こと 。 


(4 ) 
感動 が ある こと 。 


(5) 

状態 の 、 生 物 に と っ て の 良好 さ 。 
快感 。 

心地 よさ 。 

調和 。 

AY EES 。 

リラ ックス 。 

癒し 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


物語 に お ける 、 感 動 。 そ の 発生 の 要因 。 生 
物 に と っ て の 場合 。 


語 に お ける 、 感 動 。 
その 発生 の 要因 。 
生物 に と っ て の 場合 。 


(1) 
生物 の 存続 の 危機 。 
災害 。 事 故 。 事 件 。 危 機 。 そ れ ら の 発生 。 
生物 の 存続 面 に お ける 、 劣 位 性 や 無能 性 。 
その 生物 に と っ て の 運命 。 


Е.) 
その 逃れ に くさ 。 


(1-2) 
その 乗り 越え 。 
六 0 克服 。 


| ae 
EDTDNET. 
その た め の 創 意 工 夫 。 


(MAG AN 
その 内 容 の 、 目 新 し さ 。 

その 内 容 に お ける 、 刺 激 の 大 き さ 。 
その 内 容 に お ける 、 和 刺激 の 強 さ 。 


(R= 
その 内 容 の 、 品 質 水 準 の 高 さ 。 
その 内 容 の 、 完 成 度 の 高 さ 。 
それ ら の 実現 の た め の 、 難 易 度 の 高 さ 。 


CE a He eB 
その 内 容 の 、 参 考 に な る 度合 い の 大 き さ 。 


(1-20: S208) 
それ が も た ら す 、 カ タル シス の 強 さ 。 


(2) 

生物 の 存続 レベ ル の アッ プ の 実現 。 
生き 残る こと 。 

FREEML, Ни. 
それ ら の 実現 。 

それ が も た ら す 、 快 感 。 

その 快感 の 生成 は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 で ある 。 


(3) 
生物 力 の 高 さ の 表現 。 


有人 能 性 の 表現 。 
その 内 容 の 提示 が 、 な され て いる こと 。 


(4) 

生物 に と っ て の 、 模 範 的 な 存在 。 
生物 に と っ て の 、 模 範 的 な 生涯 。 

その 内 容 の 提示 が 、 な され て いる こと 。 


ある 生物 に よる 、 生 物 一 般 に と っ て 、 理 想 的 な 行動 。 
ある 生物 に よる 、 他 の 生物 に 対す る 、 援 助 の 行動 。 
その 内 容 の 提示 が 、 な され て いる こと 。 


(5) 

社会 的 な 羨望 の 対象 。 
社会 的 な 上 位 者 。 
豊富 な 資源 の 所 有 者 。 

それ に 相当 する 生物 。 

その 社会 的 行動 の 内 実 。 

その 生活 の 内 実 。 

その 内 容 の 提示 が 、 な され て いる こと 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


生物 に と っ て の 物語 。 そ の 内 容 の 分 類 。 


(1) 

(1-1) 

喜剧 。 

喜び 。 

生存 に と っ て 、 プ ラス の 感覚 。 
それ を 与え る イベ ント の 発生 。 
その 内 容 の 描 宮 。 


(1-2) 
ЯНВ]. 


悲し み 。 

生存 に と っ て 、 マ イナ ス の 感覚 。 
それ を 与え る イベ ント の 発生 。 
АО, 


(2) 

(2-1) 

快感 。 

(2-1-1) 

生物 存続 に 対す る 安心 感 や 、 安 寺 感 。 
平和 さ 。 

日 常 性 。 

六 0 描写 。 


(2-1-2) 
生物 存続 に 対す る 充実 感 。 
ое. 

р НВ & COTA. 
生殖 行為 。 

それ ら を 促す 描 習 。 

アダ ルト ビデ オ 。 

アダ ルト アニ メ 。 


(2-2) 

不快 感 。 

生物 存続 に 対す る 登 威 。 
EHS. 

ART 

スズ プラッタ ーー 

それ は 、 多 大 な 刺激 を 、 生 物 に 対し て 、 も た ら す 。 
それ は 、 充 実感 が ある 。 


(3) 

(3-1) 
運命 を 、 受 容 す る こと 。 
運命 に 、 従 うこ と 。 
失敗 。 

負け る こと 。 


ap 


fe} 


れ は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の 内 容 に よっ て 、 も た ら さ れ 
る 。 

生物 の 社会 に お ける 、 根 本 的 な 不 合 理性 。 

その 存在 面 に お ける 、 巨 大 さ 。 


運 
そ 


(3-2) 
Wie, FI BASIL. 
運命 を 、 超 越す る こと 。 
成功 。 

勝利 。 


(4) 
(4-1) 
リラ ックス 。 


(4-2) 
Arik 
シリ アス で ある こと 。 


(5) 

(5-1) 

生存 の た め に 必要 な 感覚 器官 
その 行使 。 

それ が 、 フ ル 回 転 で ある こと 。 
刺激 が 多い こと 。 

刺激 が 大 きい こと 。 

目 が 覚め る 度合 い が 大 きい こと 。 
ВАЗЕ АМ & СИ. 

重大 事件 の 発生 。 

ОЗ. 

それ ら の 度合 い の 高 さ 。 

それ が 、 人 充実 感 を 、 生 物 に 与え る 。 


(5-2) 

生存 の た め に 必要 な 感覚 器官 
その 行使 。 

それ が 、 最 低 限 の 回 転 で ある こと 。 
刺激 が 少な いこ と 。 


刺激 が 小さ いこ と 。 
リラ ックス する こと 。 


弛 和 组。 

AAG 

まどろみ 。 

それ ら の 度合 い の 高 さ 。 


それ が 、 休 人 息 感 を 、 生 物 に 与え る 。 
(初出 2021 年 5 月 。 ) 


表層 。 基 層 。 深 層 。 そ れ ら の 概念 の 、 生 物 
の 本 質 と の 関連 。 


Ш 
表层。 
/ 
基层 。 
深層 。 
Ш 


それ ら の 区 別 が 、 生 物 の 本 質 を 知る 上 で 、 必 要 て で ある 。 


生物 た ち 。 

彼ら の 社会 規範 。 
彼ら の 行動 様式 。 
彼ら の 価値 観 。 


表層 と 、 基 層 と の 間 に お いて 、 双 方 が 、 内 容 面 で 、 矛 盾 する 
= 

それ ら の 発生 。 

それ は 、 生 物 に お いて 、 多 発する 。 


例 。 
男性 優位 社会 を 、 社 会 的 上 位 者 に 戴 い た 状態 。 
その 状態 の 、 女 性 優位 社会 。 


そう し た 女性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら は 、 表 層 で は 、 男 性 的 価値 観 を 、 盛 ん に 主張 する こと 。 
し か し 、 彼 ら は 、 基 層 で は 、 女 性 的 価値 観 の み で 、 動 く こ 
aes 


Molt. RECS. AYMKASHese, RABEL 
ずる こと 
し か し 、 彼 ら は 、 基 層 で は 、 女 性 的 社会 規範 の み を 、 遵 守 す 
る で 


表層 で 、 男 性 的 価値 観 を 主張 する こと 。 
それ 自体 が 、 基 層 の 女性 的 価値 観 の 表れ で ある 。 


表層 で 、 男 性 的 社会 規範 を 遵守 する こと 。 
それ 自体 が 、 基 層 の 女性 的 社会 規範 の 表れ で ある 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
MM 
EVR LT, BUSI LC. 
上 位 者 に 対し て 、 懐 く こ と 。 

上 位 者 に 対し て 、 尾 度 す る こと 。 
上 位 者 に 対し て 、 取 り 入 る こと 。 


// 
сис, EB. ИА 5] 29 < БОУИ, 
その こと で 、 自 己 保身 の 水準 を 、 よ り 高 め る こと が で きる こ 
と 4 
その こと で 、 社 会 的 昇進 を 実現 する こと 。 

// 

その 結果 、 彼 ら 自 身 が 、 上 位 者 に な る こと 。 

その 結果 、 彼 ら は 、 彼 ら 自 身 の 社 会 に 対し て 、 専 制 支配 者 と 
し て 、 新 た に 君臨 出来 る こと 。 

その 結果 、 自 己 保 身 の 水準 を 、 最 高 レ ベル に 引き 上 げ る こ 
と 


// 
それ ら を 実現 し た いこ と 。 
その 願望 が 、 と て も 強い こと 。 


そう し た 事前 の 計算 に 従っ て 、 動 く こ と 。 

それ を 、 社 会 の ほとん ど 全 員 が 、 一 斉 に 、 相 互 に 同調 し て 、 
行う と 

Mil 

その 女性 優位 社会 に と っ て の 上 位 者 を 、 男 性 優位 社会 の 人 々 
と 捉え る こと 。 

女性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら は 、 女 性 的 価値 観 を 行使 し て 、 上 位 者 の 男性 的 価値 観 に 
WILT. MUS. 

ово» и LUTHOR MER. 


例 。 

民主 主義 。 

自由 主義 。 
討論 の 公開 性 。 
個人 の 人 権 の 尊重 。 


その こと で 、 彼 ら 自 身 の 行 為 を 、 矛 盾 無く 、 説 明 で きる こ 
と 。 


(初出 2021 年 5 月 。 ) 


о 


Е 援助 。 福祉 。 搾取 。 生物 の 本 質 と の 


(А) 
救助 。 援助 。 


ある 生物 が 、 そ れ 自 身 の 生 存 を 後回し に し て 、 他 の 生物 の 生 
存 を 、 優 先 さ せる こと 。 

ある 生物 が 、 他 の 生物 を 、 救 助 す る こと 。 

その 行為 の 実行 。 

それ は 、 生 物 の 生活 を 、 楽 に する 。 

それ は 、 社 会 的 に 、 称 貸さ れる 。 


それ は 、 生 物 に と っ て 、 感 動 を 呼ぶ 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 に と っ て 、 欠 か せな い 。 
生物 に よる 、 物 語 の 作成 。 
その 結果 が も た ら す 、 社 会 的 な 成功 。 


“Cad. ВАН, АЕ. 


し か し 、 生 物 は 、 実 際 に は 、 そ れ を 、 ほ と ん ど 実 行 し な い 。 
生物 は 、 そ れ 自 身 の 生 存 を 、 最 優先 する 。 

Е. ФЕ, ВОО, УУСС, НЕ 
に する 。 

生物 は 、 他 の 生物 の 生存 を 、 後 回 し に する 。 

それ は 、 生 物 の 本 質 で ある 。 


他 の 生物 の 生存 を 優先 させ る こと 。 

それ は 、 生 物 の 本 質 に 、 反 する 。 

生物 は 、 そ の 実行 を 、 本 質 的 に 、 回 放す る 。 
その 理由 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

その 生物 自身 の 生存 を 、 優 先 し て 確保 する た め 。 


他 の 生物 の 生存 を 優先 させ る こと 。 
それ は 、 そ の 生物 に と っ て は 、 赤 字 の 事業 で ある 。 


他 の 生物 の 生存 を 優先 させ る こと 。 

それ は 、 他 の 生物 に と っ て 、 以 下 の 内 容 と し て 、 捉 えら れ 
る 。 

上 記 の 行為 の 実行 者 。 そ の 生物 。 

その 生物 に 対し て 、 搾 取 や 収奪 を 、 実 行 す る こと 。 

その こと で 、 他 の 生物 自身 が 、 生 存 上 、 楽 が 出来 る こと 。 

その 実現 の た め の 、 絶 好 の 機会 。 

その 到来 。 

他 の 生物 は 、 そ の 生物 に 対し て 、 平 捧 と し て 、 持 ち 逃 げ や 、 
搾取 を 、 行 う 。 


他 の 生物 の 生存 を 優先 させ る こと 。 
それ を 実行 する 生物 は 、 生 き て 行け ず 、 死 滅する 。 


из. ЕМЕЦ, AMCHS. 


他 の 生物 の 生存 を 優先 させ る こと 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 内 の 理想 で あぁ る 。 


他 の 生物 の 生存 を 優先 させ る こと 。 

その 行為 の 実行 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 以 下 の よ うに 、 利 用 され る 。 

その 生物 自身 の 生存 水準 を 、 な り ぶ ふり 構 わ ず 、 上 げ る こと 。 
その 実現 の た め の 、 自 己 宣 伝 。 

将 OD 恰 好 CO 材料 。 


他 の 生物 の 生存 を 優先 させ る こと 。 

それ は 、 生 物 に よっ て 、 以 下 の 形 で 、 頻 繁 に 利用 され る 。 
その 行為 の 実行 。 

その こと で 、 そ の 生物 自身 の 存在 を 、 理 想 化 する こと 。 
その こと で 、 そ の 生物 自身 の 存在 を 、 社 会 的 に 上 位 へ と 上 昇 
SHH“, 

その こと で 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 可 能 に する こと 。 

その 生物 が 、 他 の 社会 的 下位 の 生物 か ら 、 搾 取 を 行う こと 。 
それ を 可能 に する 、 社 会 的 な 立場 。 
EDEMA. “Che. MICE SI’. 


その 結果 、 そ の 生物 が 、 そ うし た 搾取 を 成功 させ る こと 。 
その 実現 の た め の 道 具 。 


(В) 
搾取 。 
ある 生物 に よる 、 他 の 生物 に 対す る 、 探 取 や 収奪 。 
それ は 、 そ の 生物 に と っ て 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


その 生物 に と っ て 、 生 存 に 必要 な 資源 。 
その 入手 を 、 よ り 容 易 に する こと 。 


その 生物 の 、 環 境 変 動 へ の 適応 。 
その 生物 が 、 そ の 実現 の た め に 、 行 う 労 苦 。 


その 度合 い を 、 軽 減 す る こと 。 


その 生物 の 、 環 境 変 動 へ の 適応 。 

その た め に 必要 な 、 能 力 。 

その 獲得 。 

その 生物 が 、 そ の 実現 の た め に 、 行 う 労苦 。 
それ を 、 不 要 に する こと 。 


それ は 、 そ の 生物 を 、 よ り 生 存 し や すく させ る 。 

社会 的 上 位 者 の 生物 は 、 社 会 的 下位 者 の 生物 に 対し て 、 公 人 然 
Хх. "МА. 

その 行為 は 、 社 会 的 に 非難 され な い 。 

それ は 、 そ れ を 実行 する 側 の 生物 に と っ て 、 本 質 的 に 、 望 ま 
し い 。 


(С) 

社会 福祉 。 

ある 生物 。 

彼 は 、 自 力 で の 生存 が 困難 に な っ た 。 

その 生物 に 対す る 、 他 の 生物 に よる 、 以 下 の 行 為 の 実行 。 
その 生物 の 生存 の 維持 。 

その 実現 の た め の 、 サ ポー ト や 援助 。 

有人 能 な 生物 に よる 、 無 能 な 生物 に 対す る 、 援 助 。 

その 内 容 は 、 以 下 の よ うに 、 分 類 さ れる 。 

( 工 ) 

К, ИКЕА ОН 55. WEDTA. 
彼ら 自身 の 生存 の 維持 。 

それ に 必要 な 、 行 為 や 資源 。 

それ ら の 、 一 方 か ら 、 他 方 へ の 、 融 通 。 

УС. PUNT SiH. 

親 に よる 、 子 供 に 対す る 援助 。 

(2) 

遺伝 的 な つなが り の 無い 生物 の 間 に お ける 、 以 下 の 行 為 。 
彼ら 自身 の 生存 の 維持 。 

それ に 必要 な 、 サ ポー ト や 援助 。 

それ ら の 、 一 方 か ら 、 他 方 へ の 、 社 会 的 な 融通 。 


無能 な 生物 。 社 会 福祉 の 対象 者 。 

それ は 、 以 下 の よ うに 、 分 類 さ れる 。 

(1) 

元 は 、 有 能 だ っ た 者 。 

(1-1) 

失敗 し て 、 無 資源 の 状態 に 陥っ た 、 有 能 
彼 に は 、 以 下 の 内 容 が 、 無 い 。 

彼 自身 の 生存 性 の 向上 。 

その 実現 の た め に 活用 で きる 、 手 持ち の 資源 。 


その た め 、 彼 は 、 実 質 的 に 、 無 能 で ある 。 
(1-2) 

元 は 、 健 常 者 だ っ た 者 。 

新た に 、 岳 気持 ち に な っ た 者 。 

新た に 、 障 害 持ち に な っ た 者 。 

その こと で 、 新 た に 、 無 能 に な っ た 者 。 
(2) 

最初 か ら の 無能 者 。 

(2-1) 

生ま れ た 当初 か ら 、 病 気 や 障害 を 持っ て いる 、 無 能 者 。 
(2-2) 

健康 だ が 、 生 まれ つき 、 無 能 な 者 。 
才能 の 無い 者 。 

社会 不適 合 者 。 


無能 な 生物 。 
その 生物 が 、 以 下 の 内 容 を 、 豊 富 に 所 有 し て いる 場合 。 
既得 権益 に 相当 する 資源 。 


その 生物 が 所 属す る 、 遺 伝 的 な 血縁 定住 集団 。 
その 集団 が 、 社 会 的 上 位 の 存在 と し て 、 見 な され て いる 場 
za 


その 集団 が 、 既 に 、 安 定 し た 、 高 い 社会 的 地位 を 、 確 立 し て 
いる 場合 。 


その 生物 は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 十 分 に 可能 で ある 。 
仮に 、 自 力 で の 生存 が 、 困 難 に な っ た 場合 。 

社会 的 上 位 者 と し て 、 存 在 し 続け る こと 。 

その 実現 。 

その 容易 性 の 確保 。 


その 生物 は 、 社 会 福祉 に 頼る 必要 が 無い 。 


社会 福祉 。 

それ は 、 社 会 的 上 位 者 に と っ て は 、 以 下 の よ うに 、 捉 えら れ 
る 。 

社会 的 下位 者 に よる 、 社 会 的 上 位 者 に 対す る 、 控 取 。 

社会 的 下位 者 に よる 、 社 会 的 上 位 者 か ら の 、 持 ち 逃 げ 。 
社会 的 下位 者 に よる 、 社 会 的 上 位 者 に 対す る 、 対 抗 や 反抗 。 
その 社会 的 制度 化 。 

その 試み 。 

それ は 、 女 性 優位 社会 で は 、 社 会 的 禁忌 で ある 。 

その 実行 者 は 、 女 性 優位 社会 で は 、 公 然 と し て 、 以 下 の 扱 い 
を 受け る 。 

社会 的 众人 否定 。 

社会 的 な 攻撃 。 

周囲 の 他 者 に よっ て 、 そ れ ら の 行為 の 対象 と 、 見 な され る こ 
と 


例 。 
日 本 社会 。 
生活 保護 受給 の 申請 の 行為 。 


男性 優位 社会 。 

そこ で は 、 社 会 的 上 位 者 も 、 チ ャ レン ジ を 行う 。 

その 結果 、 社 会 的 上 位 者 は 、 頻 繁 に 失敗 する 。 

その こと で 、 社 会 的 上 位 者 は 、 社 会 的 下位 に 、 一 時 的 に 転落 
する 。 

そう し た 状況 の 発生 。 

それ が 、 そ の 社会 の 中 に お いて 、 日常 化す る 。 


そこ で は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 必 須 で ある 。 
ある 生物 。 


チャ レン ジ へ の 失敗 者 。 

彼 自身 が 、 そ の 状態 か ら の 回 復 を 行う こと 。 

彼 自身 が 、 そ の 実現 の た め 、 社 会 福祉 に 一 時 的 に 頼る こと 。 
その 実現 の た め の 、 社 会 的 イン フラ 。 

その 確保 。 

その 事前 の 用 意 。 


女性 優位 社会 。 

彼ら は 、 チ ャ レン ジ の 行為 を 、 居 下 の 内 容 と し て 、 捉 える 。 
彼ら 自身 の 保身 を 贈 か す 、 危 険 な 行為 。 

彼ら は 、 チ ャ レン ジ の 実践 を 、 社 会 的 に 禁止 する 。 


彼ら は 、 以 下 の 内 容 の 行為 の な み を 、 社 会 的 に 許可 する 。 
安全 な 前 例 。 
НЕ SO. ILL. 


社会 福祉 に 頼る こと 。 
それ は 、 男 性 優位 社会 で は 、 特 に 忌 必 され な い 。 
それ は 、 女 性 優位 社会 で は 、 徹 話 的 に 忌 放 され る 。 


社会 福祉 に 頼る こと 。 
その 行為 の 実行 者 。 


、 女 性 優位 社会 で は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 
、 社 会 的 下位 者 で ある 。 

、 社 会 的 無能 者 で ある 。 

‚ НАУ ЕОЖСФФ. 


et 
9 9+ 9+ 9+ 


彼 は 、 男 性 優位 社会 で は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 
チャ レン ジャ ー。 

彼 自身 に お ける 成功 。 

その 実現 に 全 る 過程 。 

彼 は 、 そ の 中 和 途 に お いて 、 一 時 的 に 失敗 し た 。 

彼 は 、 そ の 時 点 で は 、 社 会 的 下位 者 で ある 。 


彼 は 、 再 び 、 新 た な チャ レン ジ を 実行 する 。 
彼 は 、 そ の こと に より 、 社 会 的 成功 を 収め る 。 


彼 は 、 社 会 的 上 位 者 に な る 。 
そう し た 可能 性 を 秘め た 存在 。 


彼 は 、 社 会 的 に は 、 あ る 程度 、 好 意 的 に 扱わ れる 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


生物 に と っ て の 、 社会 的 な 羨望 の 対象 。 生 
物 は 、 社 会 的 上 位 者 に な り た い 。 


社会 的 な 羨望 。 
その 対象 者 。 
それ は 、 以 下 の よ うに 、 分 類 さ れる 。 


(1) 

社会 的 上 位 者 。 

РЭА Е о X 盖 八 一 。 

国家 元 首 。 

(2) 

社会 に お ける 、 資 源 の 主要 な 占有 者 。 
お 金持ち 。 


その よう な 生物 。 

彼ら の 生活 内 容 。 

tne. 

彼ら の 生涯 。 

そこ に お いて 、 彼 ら 自 身 が 得る 、 様 々 な 終 験 。 
それ ら の 内 容 。 

その 追 体験 。 

視聴 者 が 、 そ の こと で 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 
社会 的 上 位 者 。 

資源 の 占有 者 。 


あたかも 、 そう し た 存在 に な っ た よう な 気分 。 
そし だ 気分 に 2 es ROS Ce 


視聴 者 は 、 以 下 の 内 容 の 欲求 を 、 強 く 持 つ 。 
彼ら 自身 が 、 社 会 的 上 位 者 に な る こと 。 

それ は 、 和 実際 は 、 実 現 不可 能 で あっ て も 良い 。 
それ は 、 仮 の 形 で も 良い 。 

ОА. Ид. ВЫ. 


その 実現 の た め に 、 作 られ る 物語 。 
それ は 、 根 本 的 に 、 高 い 社 会 的 填 要 が ある 。 


生物 。 
彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現し た い 。 
彼ら 自身 が 、 社 会 的 上 位 者 に な る こと 。 


彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 知 り た い 。 
彼ら 自身 が 、 社 会 的 上 位 者 に な る 方 法 。 


彼ら は 、 以 下 の 状 態 を 、 実 現し た い 。 


社会 的 上 位 者 と し て の 状態 。 
彼ら 自身 が 、 そ れ を 、 生 涯 に わた っ て 、 続 ける こと 。 


彼ら 自身 が 、 そ の 状態 を 、 子 擬 代々 に わた っ て 、 残 すこ と 。 
それ は 、 彼 ら 自 身 に お ける 、 生 涯 の 希望 で ある 。 
それ は 、 彼 ら 自 身 に お ける 、 生 涯 の 目標 で て ある 。 


社会 的 上 位 者 は 、 以 下 の よ うな 社会 的 な 構造 物 の 上 に 乗 っ 
CO 

ASH Mua BAYES. JAE. 

社会 的 下位 者 た ち が 、 そ れ を 、 い つ 崩 すか ? 

社会 的 下位 者 た ち が 、 そ れ を 、 い つ 和 複 すか ? 
А ee 

その 実現 は 、 社 会 的 上 位 者 に と っ て 、 不 可能 で ある 。 


社会 的 下位 者 た ち が 、 社 会 的 上 位 者 を 、 抹 殺す る こと 。 
その こと で 、 社 会 的 下位 者 た ち 自 身 が 、 社 会 的 上 位 者 に な る 
EE 

社会 的 下位 者 た ち が 、 そ の 行為 を み 、 い つ 実 行 す る か ? 
その タイ ミン グ を 。 知る こと 。 

その 実現 は 、 社 会 的 上 位 者 に と っ て 、 不 可能 で ある 。 
ASA Eat, CORIO. BARAT. BOT. 
社会 的 下位 者 た ち 。 

УМЕ, ЗЕЕ. 

彼ら が 、 そ れ を 、 崩 さ な い こと 。 

Won. tne, BSRWOICL. 

彼ら が 、 そ れ を 、 現 状 維持 する こと 。 


彼ら が 、 上 位 者 に 対し て 、 離 反し な いこ と 。 

そう し た 状態 の 保持 。 

社会 的 上 位 者 は 、 そ の 実現 の た め に 、 必 死に な っ て 、 行 動 す 
る 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


HD 


REMUS. 対等 的 社会 関係 。, それ ら 
の 生成 。 生物 社会 の 本 質 。 


РЕЖ. СОНЯ. 


Men РАН, ОМЕН ko. MASHNTHOS. 
社会 的 下位 者 は 、 社 会 的 上 位 者 の 家畜 で ある 。 

社会 的 下位 者 は 、 社 会 的 上 位 者 に よる 搾取 対象 で ある 。 
社会 的 下位 者 は 、 社 会 的 上 位 者 の 養分 で ある 。 


その 社会 関係 。 それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
家畜 的 社会 関係 。 


その 社会 関係 の 生成 。 
それ は 、 生 物 社会 に お いて 、 以 下 の 状 況 が 起き る 限り 、 不 可 
iE CHD « 


社会 的 上 位 者 と 、 社 会 的 下位 者 と の 、 地 位 的 な 分 離 が 起き る 
= 


社会 的 地位 の 分 離 。 そ の 原因 。 


(1) 
域 境 適 応 能力 。 そ れ ら の 有無 。 
有 能 性 。 / 无 能 性 。 


個体 間 の 能力 差 。 
個体 間 の 能力 の 多様 性 。 


遺伝 的 な 能力 。 
文化 的 な 能力 。 


(2) 
既得 権益 。 


資源 の 所 有 。 
設備 の 所 有 。 
貨幣 の 所 有 。 
それ ら の 有無 。 


所 有 性 。 / 非 所 有 性 。 

HAE / 非 占 有 性 。 

遺伝 的 な 既得 権益 。 文 化 的 な 既得 権益 。 

“ma. MAA. GAA. / 非 権 益 者 。 借 用 者 。 有 使い 。 


上 記 の 原因 が も た ら す 、 結 果 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(1) 

協 境 適応 能力 。 

その 、 異 な る 生物 間 に お ける 、 個 体 差 。 
それ が 、 社 会 的 地位 の 分 離 を 、 生 成す る 。 
それ が 、 家 畜 的 社会 関係 を 、 生 成す る 。 


無能 者 は 、 有 能 者 に よっ て 、 飼 診 さ れ て いる 。 
MAES lS, AREBORA CHD. 
無能 者 は 、 有 能 者 に よる 搾取 対象 で ある 。 
無能 者 は 、 有 人 能 者 の 養分 で ある 。 
無能 者 は 、 有 能 者 の 玩具 で ある 。 

(2) 
既得 権益 の 占有 。 


その 、 異 な る 生物 間 に お ける 、 個 体 差 。 
それ が 、 社 会 的 地位 の 分 離 を 、 生 成す る 。 
それ が 、 家 畜 的 社会 関係 を 、 生 成す る 。 


既得 権益 の 非 占有 者 は 、 既 得 権益 の 占有 者 に よっ て 、 飼 育 さ 
れ て いる 。 

既得 権益 の 非 占 有 者 は 、 既 得 権益 の 占有 者 の 家 香 で ある 。 
既得 権益 の 非 占有 者 は 、 茎 得 権益 の 占有 者 に よる 搾取 対象 で 
ある 。 

既得 権益 の 非 占有 者 は 、 茎 得 権益 の 占有 者 の 養分 で ある 。 
既得 権益 の 非 占 有 者 は 、 茎 得 権益 の 占有 者 の 玩具 で ある 。 


家畜 的 社会 関係 。 
その 多様 な 側面 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(1) 
経済 的 な 側面 。 


(CE) 


投资 家 。 / 投資 家 に よる 、 投 資 先 。 企 業 家 。 


例 。 
BATE, ФО. ОЛ, 


それ は 、 以 下 の 関 係 で ある 。 
饲育 者 。 / 家畜 。 
搾取 者 。 / 被 搾取 者 。 


企業 家 は 、 投 資 家 に よっ て 、 飼 育 さ れ て いる 。 
ERIS. KLARNKACHS. 

企業 家 は 、 投 資 家 に よる 搾取 対象 で ある 。 
企業 家 は 、 投 資 家 の 養 分 で ある 。 

企业 家 | 


ょ 、 投資 家 の 玩 具 で ある 。 


(2 
所 有 者 。 / 借用 者 。 


例 。 
資本 主義 。 生 産 設備 の 用 意 。 


それ は 、 以 下 の 関 係 で ある 。 
饲育 者 。 / 家畜 。 
搾取 者 。 / 被 搾取 者 。 


AB. MAAC kT. MRSNTUS. 
借用 者 は 、 所 有 者 の 家斉 で ある 。 

借用 者 は 、 所 有 者 に よる 搾取 対象 で ある 。 
借用 者 は 、 所 有 者 の 養分 で ある 。 

借用 者 は 、 所 有 者 の 玩具 で ある 。 


例 。 

女性 。 生殖 設 備 の 所 有 者 。 人 生 投資 家 。 / 男性 。 生 殖 設 備 の 
借用 者 。 企業 家 。 

EERO AMS. AERSADNEHIC Eko. HAAN 
る 。 

企業 家 の 男 性 は 、 人 生 投 資 家 の 女性 の 家 音 で ある 。 


企業 家 の 男 性 は 、 人 生 投 資 家 の 女性 に よる 、 縦 済 的 な 搾取 対 
RCHS. 

企業 家 の 男 性 は 、 人 生 投 資 家 の 女 性 の 養分 で ある 。 
企業 家 の 男 性 は 、 人 生 投 資 家 の 女 性 の 玩具 で ある 。 


(2) 
社会 的 な 側面 。 


(2-1) 
管理 者 。 / 管理 を 受け る 者 。 


例 。 
企業 。 
政府 機関 。 
学校 。 
МАЧ”. 


管理 者 。 そ れ は 、 社 会 的 上 位 者 で ある 。 
管理 を 受け る 者 。 そ れ は 、 社 会 的 下位 者 で ある 。 
それ ら の 管理 の 本 質 

管理 者 に よる 、 管 理 を 受け る 者 の 支配 。 

その 社会 的 制度 化 。 

それ に 伴う 、 茎 得 権 益 の 発生 。 


管理 を 受け る 者 は 、 管 理 者 に よっ て 、 飼 診 さ れ て いる 。 
Нож, ЖЖ CHS. 

管理 を 受け る 者 は 、 管 理 者 に よる 搾取 対象 で ある 。 
管理 を 受け る 者 は 、 管 理 者 の 養分 で ある 。 

管理 を 受け る 者 は 、 管 理 者 の 玩具 で ある 。 


(2-2) 
教育 者 。 / 教育 を 受け る 者 。 


例 。 
企業 。 


政府 機関 。 
学校 。 
МАМА. 


教育 者 。 それ は 、 社 会 的 上 位 者 で ある 。 
育 を 受け る 者 。 そ れ は 、 社 会 的 下位 者 で ある 。 


それ ら の 教育 の 本 質 。 

教育 者 に よる 、 教 育 を 受け る 者 の 支配 。 
その 社会 的 制度 化 。 

それ に 伴う 、 茎 得 権 益 の 発生 。 


言 を 受け る 者 は 、 教 育 者 に よっ て 、 飼 診 さ れ て いる 。 
育 を 受け る 者 は 、 教 育 者 の 家 昔 で ある 。 
教育 を 受け る 者 は 、 教 育 者 に よる 搾取 対象 で ある 。 
育 を 受け る 者 は 、 教 育 者 の 養分 で ある 。 

育 を 受け る 者 は 、 教 育 者 の 玩具 で ある 。 


例 。 

社会 的 理想 。 例 。 社 会 主義 。 共 産 主義 。 リ ベラ リズ ム 。 
宗教 。 例 。 キ リス ト 教 。 イ スラ ム 教 。 仏教 。 
教育 機関 。 例 。 AS. 

運動 競技 の クラ ブ 。 例 。 野 球 。 水泳 。 


旧 埋 者 。 そ れ は 、 社 会 的 上 位 者 で ある 。 
貞 導 を 受け る 者 。 そ れ は 、 社 会 的 下位 者 で ある 。 


それ ら の 指導 の 本 質 。 

指導 者 に よる 、 指 導 を 受け る 者 の 支配 。 
その 社会 的 制度 化 。 

それ に 伴う 、 既 得 権益 の 発生 。 


А ОЖ. Жо. НЕКИХ. 
指導 を 受け る 者 は 、 指 導 者 の 家斉 で ある 。 


指導 を 受け る 者 は 、 指 導 者 に よる 搾取 対象 で ある 。 
指導 を 受け る 者 は 、 指 導 者 の 養分 で ある 。 
指導 を 受け る 者 は 、 指 導 者 の 玩具 で ある 。 


選出 者 。 / 投票 者 。 


例 。 
民主 主義 。 


選出 者 。 そ れ は 、 社 会 的 上 位 者 で ある 。 
球 者 。 それ は 、 社 会 的 下位 者 で ある 。 


民主 主義 の 本 質 。 

被 支配 者 に よる 、 支配 者 の 選出 。 

社会 的 下位 者 に よる 、 社 会 的 上 位 者 の 選出 。 
その 社会 的 制度 化 。 

それ に 伴う 、 既 得 権益 の 発生 。 


投票 者 は 、 選 出 者 に よっ て 、 飼 診 され て いる 。 
投票 者 は 、 選 出 者 の 家 音 で ある 。 
票 者 は 、 選 出 者 に よる 控 取 対象 で ある 。 
票 者 は 、 選 出 者 の 養分 で ある 。 
投票 者 は 、 選 出 者 の 玩具 で ある 。 
(2-5) 


イン フル エン サー。 ЮФО, 


例 。 
SNS, 


イン フル エン サー。 そ れ は 、 社 会 的 上 位 者 で ある 。 
影響 の 受容 者 。 そ れ は 、 社 会 的 下位 者 で ある 。 


SNS の 本 質 。 
Ко. Лт -ФУхН. 


被 支配 者 に よる 、 支配 者 の 支持 。 

社会 的 下位 者 に よる 、 社 会 的 上 位 者 の 支持 。 
その 社会 的 制度 化 。 

それ に 伴う 、 既 得 権益 の 発生 。 


ПЕ. УЛ. НЕКИХ 
る 。 


影 絡 の 受容 者 は 、 イ ン フ ル エ ン サ ー の 家 攻 で ある 。 
影 線 の 受容 者 は 、 イ ン フ ル エ ン サ ー に よる 搾取 対象 で ある 。 


は 

は 
PENVREL, TUTIWVLVY-DBDCHS. 
($ TVUIVLIVY-OMATCHS. 


家畜 的 社会 関係 。 
その 根本 的 な 解消 方 法 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


対等 的 社会 関係 。 
その 構築 。 


それ は 、 生 物 に と っ て 、 社 会 的 な 快適 さ を 、 も た ら す 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 に 、 望 まし い 。 


対等 的 社会 関係 。 
その 上 肉体 的 な 構築 方 法 。 


れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
(1) 
環境 適応 能力 の 個体 差 。 


1 


Be - 1) 
境 適 応 能力 の 個体 差 。 そ れ を 、 無 くさ な い 場 合 。 そ れる を 、 


活か す 場 合 。 


(=a 

異な る 能力 の 所 有 者 同士 に よる 、 対 等 な 、 互 醒 的 な 、 社 会 的 
分 業 の 相互 関係 。 

その 生成 。 

それ ら の 定期 的 な 発生 。 

それ ら の 恒常 的 な 、 永 続 的 な 発生 。 

それ ら の 社会 的 制度 化 。 


==) 

環境 変動 。 

その 定期 的 な 発生 。 

それ に 伴う 、 有 能 者 と 無能 者 の 、 社 会 的 な 交替 。 


環境 適応 能力 の 面 に お ける 、 有 能 

彼ら が 、 環 境 変 動 に よっ て 、 新 た に 、 無 能 者 に な る こと 。 
環境 適応 能力 の 面 に お ける 、 無 能 者 。 

彼ら が 、 環 境 変 動 に よっ て 、 新 た に 、 有 能 者 に な る こと 。 
それ ら の 定期 的 な 発生 。 

それ ら の 恒常 的 な 、 永 続 的 な 発生 。 

それ ら の 社会 的 制度 化 。 


例 。 

生物 の 活動 が も た ら す 、 気 候 変動 。 
(lea) 

環 境 適応 能力 の 個体 差 。 
既得 権益 の 個体 差 。 


遺伝 的 な 個体 差 。 
文化 的 な 個体 差 。 


それ ら を 、 社 会 的 に 、 恒 常 的 に 、 永 続 的 に 、 無 くす こと 。 


(2) 
既得 権益 の 個体 差 。 


(2-1) 
既得 権益 の 個体 差 。 


それ を 、 無 くさ な い 場 合 。 
それ を 、 あ る 程度 の 期間 、 活 か す 場 合 。 


既得 権益 の 、 定 期 的 な 初期 化 。 
既得 権益 の 、 定 期 的 な 、 社 会 的 再 分 配 。 


例 。 

AT SSE AB 

それ ら の 定期 的 な 発生 。 

それ ら の 恒常 的 な 、 水 続 的 な 発生 。 
それ ら の 社会 的 制度 化 。 


(2-2) 
既得 権益 の 個体 差 。 そ れ を 、 無 くす 場合 。 


既得 権益 の 所 有 の 、 全 面 的 な 禁止 。 
あら ゆる 所 有 の 、 社 会 的 な 禁止 。 


その 恒常 化 。 
ож. 

それ ら の 社会 的 制度 化 。 
(3) 


上 記 の (2) ty 上 記 の (2) の 。 АВР. 


突然 変異 。 
未知 の 領域 に お ける 、 試 行 錯 床 と 失敗 の 繰り 返し 。 
その 最 中 に お ける 、 偶 然 の 成功 。 
発明 。 
発見 。 


それ に 伴う 、 以 下 の 状 況 の 発生 。 


無能 者 が 、 有 能 者 に な る こと 。 

茎 得 権益 を 持た な い 者 が 、 新 た な 権益 を 占有 する こと 。 
それ ら の 定期 的 な 発生 。 

それ ら の 恒常 的 な 、 永 続 的 な 発生 。 

それ ら の 社会 的 制度 化 。 


例 。 
絆 小 だ っ た ウィ ルス 。 
GoD, АНК. НАУМ. 


その 発生 。 

例 。 

無産 の 人 が 、 新 た な 金地 金 の 欠 脈 を 、 偶 然 に 発見 し て 、 そ の 
占有 者 に な る こと 。 


その こと で 、 彼 が 一 定期 間 、 良 い 暮 らし を する こと 。 


社会 関係 の 対等 化 。 
その 社会 的 な 実行 。 
それ ら は 、 定 期 的 な 、 社 会 的 ガー ベジ コレ クション で ある 。 


(2021 年 12 月 初出 。) 
agile EE 


生物 は 、 他 者 に 対し て 、 以 下 の 内 容 し か 、 提 示し な い 。 


それ 自身 の 生存 へ の 利益 の 確保 。 
その 実現 に と っ て 、 都 合 の 良い 、 エ ビデ ンス 。 


生物 は 、 他 者 に 対し て 、 以 下 の 内 容 に つい て は 、 提 示 を 省略 
する 。 
それ 自身 に と っ て 、 都 合 の 悪い エビ デン ス 。 


エビ デン ス の 提示 。 

その 徹 旗 。 

その 実現 の た め の 、 社 会 的 な 指示 。 
それ は 、 役 に 立た な い 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


生物 。 そ の 純 物 質 的 な 本 質 。 そ の 利己 性 。 
RM RA 


(1) 

生物 の 場合 。 

それ 自身 の 生存 を 指向 する こと 。 
それ 自身 の 増殖 を 、 指 向 す る こと 。 


それ 自身 の 、 存 在 面 に お ける 永続 性 。 
その 実現 を 、 指 向 す る こと 。 


以下 の 内 容 の 実現 を 、 指 向 す る こと 。 
それ 自身 の コピ ー。 

それ 自身 に と っ て の 子孫 。 
それ ら の 生成 。 

それ ら の 生存 。 

それ ら の 増加 。 

415 DIKK. 


そう し た 性 質 を 持つ 物質 。 
それ ら は 、 種 類 を 問わ ず 、 全 て 、 生 物 と 呼ぶ こと が 可能 で あ 
>. 


それ は 、 特 に 、DNA に 限定 され な い 。 


生物 物質 が 、 そ れ 自 身 の コ ピー を 生成 する こと 。 
その 動作 。 

その 行動 。 

それ は 、 無 意思 で ある 。 

それ は 、 自 動 的 で ある 。 

それ は 、 機 械 的 で ある 。 

それ は 、 無 機 質 で ある 。 


生物 物質 の セル フ コ ピ ー。 

そこ に お ける 、 コ ピー の エラ ー の 発生 。 
その 発生 は 、 自 動 的 で ある 。 

その 発生 は 、 無 機 的 で ある 。 

それ は 、 生 物 物 質 に と っ て 、 以 下 の 内 容 を 、 生 み 出 す 。 
存在 面 に お ける 新規 性 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

生物 物質 一 般 が 持つ 、 革 新 性 や 創造 性 。 
それ ら の 起源 。 


生物 物質 。 

それ は 、 本 質 的 に 、 創 造 的 で ある 。 

それ は 、 本 質 的 に 、 革 新 的 で ある 。 

それ は 、 以 下 の 場 合 に お いて も 、 豊 富 に 存在 する 。 
生物 物質 が 、 自 動 的 で て ある 場合 。 


生物 物質 。 

例 。 

DNA の 遺伝 子 。 

その 自己 複製 。 

その 自己 増殖 。 

それ は 、 自 動 的 で て ある 。 
それ は 、 無 機 的 で ある 。 
それ は 、 意 思 を 伴わ な い 。 


有 性 生殖 0 生物 0 上 肉 雄 。 
例 。 
人 間 の 男女 。 


その 性 差 。 
その 発生 。 


異性 に 対す る 性 的 謗 引力 。 
その 発生 。 


それ ら の 内 容 。 

それ が 、 事 前 に 決定 し て いる こと 。 
それ は 、 事 後 的 に 、 和 首 せ な いこ と 。 
その 発生 。 
их. ABN CHS. 


その 生殖 行為 。 
その 発生 。 
それ は 、 自 動 的 で ある こと 。 


その 生物 自身 の 意思 に よる 、 そ れ ら の コン トロ ー ル 。 
それ は 、 本 質 的 に 、 不 可能 で ある 。 

それ は 、 生 物 で ある 以上 、 無 くせ な い 。 

それ は 、 生 物 で ある 以上 、 回 遊 出来 な い 。 


生物 物質 は 、 全 て 、 そ れ 自 身 の 存続 を 、 最 優先 させ る 。 
それ は 、 自 動 的 で ある 。 
CAUSE, FERN CHS. 
それ は 、 物 質 レ ベル に お いて 、 本 質 的 に 、 利 己 的 で ある 。 


その 存続 。 
НЕТ 
その 度合 い の 最 大 化 。 
ви. 


ЕОЗЕНХ КОЖЕ. 

その 実現 に と っ て の ライ バル 。 
そう し た 存在 を 、 排 除 す る こと 。 
そう し た 存在 を 、 抹 消す る こと 。 


それ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 な 利益 に 当たる 。 


その 利益 の 確保 。 
その 利益 の 追求 。 
生物 は 、 そ れ ら を 目的 と し て 、 専 ら 、 動 く 。 


生物 の 、 そ れ 自 身 の 、 生 存 面 に お ける 優位 性 。 
生物 は 、 そ れ を 、 確 認 し た が る 。 
生物 は 、 そ れ を 、 実 感 し た が る 。 


生物 に お ける 、 そ うし た 欲求 の 発生 。 
それ は 、 自 動 的 で ある 。 
それ は 、 恒 常 的 で ある 。 
それ は 、 時 盛 で ある 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 で ある 。 


生物 が 持つ 、 利 己 性 。 
Dt EO. FSH). 
それ は 、 そ の 実現 に お いて 、 自 動 的 で て ある 。 


生物 は 、 自 動 的 な 存在 で ある 。 
その 欲求 や 動作 の 根源 は 、 自 動 的 に 生成 され る 。 
その 欲求 や 動作 の 根源 は 、 自 動 的 に 決定 され る 。 
人 間 は 、 生 物 の 一 種 で ある 。 
人 間 は 、 自動 的 な 存在 で ある 。 
その 欲求 や 動作 の 根源 は 、 自 動 的 に 生成 され る 。 
その 欲求 や 動作 の 根源 は 、 自 動 的 に 決定 され る 。 


例 。 
食欲 。 
PERK. 
生存 面 に お ける 優位 性 の 確認 に つい て の 欲求 。 


(2) 

生物 。 

その 進化 。 

CAUSE. ВОВЕ. 


生物 の 進化 。 

その 概念 に つい て 、 今 まで 取ら れ て 来 た 考 え 方 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

進化 論 。 

生存 競争 。 

自然 淘 状 。 

優勝 劣 敗 。 

優れ た 生物 の み が 、 生 き 残 る 。 

生物 は 、 進 化す る ほど 、 優 れ た 存在 と な る 。 

人 間 は 、 そ うし た 進化 に お ける 、 最 終 形態 で ある 。 
ょ 、 そ うし た 進化 に お ける 、 完 成形 で ある 。 

ょ 、 そ うし た 進化 に お ける 、 最 高 形 態 で ある 。 
ょ 、 そ うし た 進化 に お ける 、 理 想 形 で ある 。 

ょ 、 他 の 生物 に 比べ て 、 よ り 進 化し て いる 。 

ょ 、 他 の 生物 に 比べ て 、 よ り 優 位 で ある 。 


それ ら の 考え 方 の 根底 に ある も の 。 

移動 生活 様式 者 。 

その 社会 規範 。 

彼ら は 、 人 間 と 、 家 畜 を 、 必 死に な っ て 、 分 ける 。 
AFI ED. ХЕХ. 

その 行為 は 、 彼 ら 自 身 の 生 存 の た め に 必須 で ある 。 
その 行為 の 正当 化 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 の 発生 を 防止 する た め に 、 必 須 で ある 。 
彼ら 自身 の 精神 状態 の 不安 定 化 。 
彼ら 自身 の 精神 状態 の 崩壊 。 


その 必須 性 が 生じ る 理由 。 


生物 の 本 質 。 

人 間 の 本 質 。 

その 正しい 把握 に と っ て 、 必 須 の 考え 方 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


人 間 と 、 他 の 生物 と は 、 同 類 で ある 。 
人 間 と 、 他 の 生物 と は 、 仲 間 同 士 で ある 。 


人 間 と 、 他 の 生物 を 、 分 け て は いけ な い 。 


例 。 

ЛНУ, ХЕХ, ЕСФ5. 
ЛЕХ, ЖЕХ(4. НЕС. 
人 間 と 、 家 音 を 、 分 け て は いけ な い 。 


その 考え 方 が も た ら す 、 移 動 生活 様式 者 に お ける 、 問 題 点 。 
生物 が 、 仲 間 同士 で 、 相 互 に 、 殺 喜 の 行為 を み 、 実 行 し 合う こ 


は 、 生 物 に と っ て 、 精 神 的 に 負担 で て ある 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 精 神 的 に 面 え られ な い 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 精 神 状 態 の 不安 定 化 を も た ら す 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 精 神 状 態 の 崩壊 を も た ら す 。 
生物 は 、 そ の 行為 を 、 必 死に な っ て 、 回 放す る 。 


仮に 、 生 物 と し て の 人 間 が 、 以 下 の よ うに 考え た 場合 
ЛЕХ, ЖЕХ (4. ЕЖСФ5. 
ЛЕХ. RBCS. HRB CHS. 


ЛЕ ЖЕЯ. BRIFSIL. 

それ は 、 以 下 の 内 容 に 、 相 当 す る 。 

ある 生物 が 、 他 の 生物 を 、 殺 鼓 す る こと 。 
№547‘, НБ х СОН, ЖЗИ. 


それ が 、 生 物 と し て の 人 間 に 対 し て も た ら す 結果 。 
彼ら 自身 の 精神 状態 の 不安 定 化 。 

彼ら 自身 の 精神 状態 の 崩壊 。 

彼ら 自身 に お ける 、 精 神 的 混乱 の 発生 。 


その 結果 。 
以下 の 状況 が 、 発 生 す る 。 
Kok. THOS, RATS. 


精神 の 正常 性 。 
その 保持 は 、 以 下 の 内 容 に 、 相 当 す る 。 
彼ら 自身 が 移動 生活 様式 を 存続 する こと 。 


EO, BER. 


彼ら は 、 環 境 適 応力 を 失う 。 
R(t. THT S. 


移動 生活 様式 者 た ち 。 
彼ら に と っ て 、 そ の 発生 の 回 性 が 、 必 須 で ある 。 


彼ら は 、 そ の 実現 の た め に 、 以 下 の 行 為 を め 、 必 須 と する 。 
以下 の 内 容 の 実現 を 、 全 面 的 に 、 諦 め る こと 。 
生物 の 本 質 。 

人 間 の 本 質 。 

生物 や 人 間 に お ける 、 社 会 的 真実 。 

それ ら の 内 容 へ の 、 真 の 到達 。 

その 試行 。 

その 達成 。 


(3) 

生存 競争 。 

RAM. 

あぁ ある 時 点 に お ける 、 優 れ た 適応 者 。 

彼 が 、 別 の 時 点 に お いて 、 そ う で ある 保証 。 
それ は 、 全 く 存 在 し な い 。 


環境 変動 は 、 大 きい 。 

環境 変動 。 

その 結果 は 、 常 に 、 新 し い 。 

その 結果 は 、 常 に 、 未 知 で ある 。 

ある 生物 。 

彼 が 、 あ る 時 点 に お いて 、 あ る 環境 に 適応 し て いる 場合 。 
彼 が 、 別 の 時 点 で 、 別 の 環境 に 適応 で き て いる こと 。 
その 保証 は 、 全 く 存 在 し な い 。 

ある 生物 。 

彼 が 、 あ る 時 点 に お いて 、 優 位 に な っ て いる 場合 。 

彼 が 、 別 の 時 点 に お いて 、 以 前 と 同様 に 、 優 位 に な れる こ 


と 。 
その 保証 は 、 全 く 存 在 し な い 。 

ある 生物 。 

彼 が 、 あ る 時 点 に お いて 、 理 想 形 に な っ て いる 場合 。 

彼 が 、 別 の 時 点 に お いて 、 以 前 と 同様 に 、 理 想 形 に な れる こ 
ie 
その 保証 は 、 全 く 存 在 し な い 。 


それ ら の 持続 。 
それ は 、 一 時 的 で て ある 。 
それ は 、 以 下 の 期 間 内 に お いて の み 、 可 能 で ある 。 


環境 変動 の 幅 。 
それ が 小さ いこ と 。 
その 状態 の 持続 する 期間 。 


環境 変動 の 結果 。 

その 目新し さ 。 

それ が 小さ いこ と 。 

その 状態 の 持続 する 期間 。 


それ は 、 真 ぐ 終 わる 。 
их, в. 


環境 変動 の 結果 。 
生物 物質 に お ける 、 環 境 適応 の 能 
その 、 生 物 物 質 の 間 に お ける 、 優 劣 。 


ある 時 点 に お ける 無能 
彼 が 、 別 の 時 点 に お いて 、 有 能 者 に な る こと 。 
それ は 、 日 常 的 で て ある 。 


ある 時 点 に お ける 有 能 
彼 が 、 別 の 時 点 に お いて 、 無 能 者 に な る こと 。 
それ は 、 日 常 的 で て ある 。 


5-57 554. 
彼 が 、 別 の 時 点 に お いて 、 優 位 者 に な る こと 。 
それ は 、 日 常 的 で ある 。 


ある 時 点 に お ける 優位 者 。 
彼 が 、 別 の 時 点 に お いて 、 劣 位 者 に な る こと 。 
それ は 、 日 常 的 で て ある 。 


ー つ の 生物 物質 に お いて 、 様 々 な 側面 が セッ ト で 、 常 に 、 
同居 し て いる 。 

ー つ の 生物 物質 に お いて 、 以 下 の 両 者 が 、 セ ッ ト で 、 常 に 、 
同居 し て いる 。 

ARE EBS 

無能 な 部 分 。 

生物 物質 は 、 あ る 面 で は 、 有 能 で あり 、 別 の 面 で は 、 無 能 で 
ある 。 


全て に お いて 、 有 能 で ある こと 。 
その 状態 を 持続 させ る こと 。 
その 実現 は 、 生 物 物 質 に と っ て 、 難 し い 。 


ある 種 の 生物 物質 。 

その 構成 要素 。 

あぁ る 部 分 の 有 能 性 。 

あぁ ある 部 分 の 無能 性 。 

それ ら の 度合 い 。 

それ ら の 双方 を 、 同 時 に 測定 し た 結果 。 

それ ら は 、 一 つの 生物 物質 に お いて 、 環 境 変 動 に 応じ て 、 常 
に 、 和 人 入れ替わる 。 


无 能 性 0 淘汰 。 

その 実現 は 、 生 物 に と っ て 、 難 し い 。 
自然 淘汰 。 

それ は 、 実 際 に は 、 特 に 実現 し て いな い 。 


劣っ た 生物 は 、 普 通 に 生き 残る 。 


無能 者 で ある 生物 は 、 普 通 に 生き 残る 。 
以下 の 場合 。 


その 生物 。 

彼 は 、 先 祖 か ら 、 豊 富 な 資源 を 、 既 得 権 益 と し て 受け 継い で 
いる 。 

その 結果 。 

彼 は 、 社 会 的 上 位 者 と し て 、 引 き 続 き 、 存 在 出 来る 。 


その 結果 。 

その 生物 は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 可 能 で ある 。 
彼 自身 の 生存 の た め に 、 以 下 の 行 為 を 行う こと 。 
社会 的 下位 者 に 対す る 搾取 。 

от АН. 


その 結果 。 

その 生物 は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 可 能 で ある 。 
楽 な 生活 を 送る こと 。 

容易 に 、 生 存 し 続け る こと 。 
БОЕ, МЕССИ. 


生物 の 進化 。 
生物 の 更 な る 高度 化 。 
その 実現 は 、 以 下 の 場合 の み に 、 限 られ る 。 


それ ら の 生物 に よる 、 環 境 変 動 へ の 適応 。 
その 状態 が 、 あ る 程度 、 持 続 し た 場合 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

環境 変動 。 

それ が 、 一 定 の 幅 の 範囲 内 に 収まっ て いる こと 。 
その 状態 の 持続 。 

ある 生物 に お ける 、 そ の 状況 へ の 適応 。 

ある 生物 に お ける 、 そ の 能力 の 向上 。 


それ は 、 以 下 の 時 点 に お いて 、 あ っ け な く 崩壊 する 。 


新た な 環境 変動 。 
それ が 、 そ の 幅 を 超え て 発生 する こと 。 


ある 特定 の 生物 の 優位 性 。 

例 。 

人 間 の 優位 性 。 

それ は 、 生 物 の 歴史 に お いて 、 一 時 的 で て ある 。 

それ は 、 新 た な 環境 変動 に よっ て 、 容 易 に 消失 する 。 


新た な 環境 変動 。 
その 内 容 は 、 生 物 に と っ て 、 根 本 的 に 、 未 知 で ある 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 了 予測 不可 能 で ある 。 


それ は 、 既 存 の 生物 に と っ て 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
以下 の 内 容 の 実現 。 
彼ら が 、 そ れ に 対し て 、 引 き 続 き 、 適 応 す る こと 。 


その 可能 性 の 有無 。 
その こと に つい て の 、 事 前 の 情報 。 
その こと が 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 一 切 、 不 明 で ある こと 。 


С). 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 巨 大 過ぎ る 存在 で ある 。 
生物 は 、 環 境 変 動 の 支配 下 に 、 一 方 的 に 交 か れ 続 ける 。 
生物 は 、 環 境 変 動 に 対し て 、 無 力 で ある 。 


ある 生物 が 、 他 の 生物 に 対し て 、 優 位 性 を 持続 させ る こと 。 
それ は 、 根 本 的 に 、 難 し い 。 

生物 間 に お ける 、 優 位 性 に つい て の 関係 。 
それ は 、 

生物 の 自己 複製 。 

その 過程 に お ける 、 和 複製 エラ ー の 、 自 動 的 な 発生 。 
その こと に よる 、 以 下 の 内 容 の 発生 。 

その 生物 が 、 存 在 面 に お いて 、 新 規 化 する こと 。 


その 結果 。 
それ ら の 生物 の 間 に お いて 、 新 た な 優劣 関係 が 発生 する 。 


生物 間 に お ける 、 優 位 性 に つい て の 関係 。 

それ は 、 そ の こと で 、 和 容易 に 入れ 替わる 。 

例 。 

コロ ナウ ィ ル ス 。 

それ は 、 人 間 を 、 高 確率 で 、 死 亡 さ せる 。 

その 新種 の 突然 変異 株 。 

EHO AMAZATRET SI“. 

人 間 が 、 そ の こと に 対し て 、 有 効 な 対策 を 打 て ず に いる こ 
と 
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それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

他 の 生物 の 存続 を 、 旭 か すこ と 。 

他 の 生物 の 存続 の 水準 を 、 劣 化 さ せる こと 。 
他 の 生物 に 、 生 存 上 の 苦痛 を 与え る こと 。 


他 の 生物 に 対し て 、 以 下 の 行 為 を 実行 する こと 。 
ЖЗ. 


それ は 、 下 記 の (1) が 、 下 記 の (2 ) に 対し て 、 行 う 。 


それ は 、 下 記 の (2) を 、 下 記 の (3) の 内 容 に 、 変 える 。 
下記 の (1) ) は 、 そ れ を 、 下 記 の (4) の 目的 の た め に 、 行 
ie 


(1) 
ある 生物 。 
優位 者 。 
上 位 者 。 
ANE. 


(2) 

別 の 生物 。 
Alle 
下位 者 。 
無力 者 。 


(3) 
ЕЯ, 
ae. 
サナ サンド バッ ツク 。 
道具 。 

お も ちゃ 。 


C4) 

О 
УМАНЬ L. 
気晴らし 。 
遊び 。 


(4-2) 
Шао. 
生存 上 の 苦労 の 押し 付け 。 


(4-3) 

彼ら 自身 の 優位 性 。 
彼ら 自身 の 上 位 性 。 
彼ら 自身 の 有力 性 。 
それ ら の 確認 。 


彼ら 自身 の 所 有する 支配 力 。 
その 確認 。 


(4-4) 
その 行為 の 実行 に よる 、 快 感 の 獲得 。 
その 行為 の 実行 に よる 、 満 足 感 の 獲得 。 


例 。 

MED FEAT. 

女性 優位 社会 の 人 々 の 和 悪行 。 

定住 生活 様式 者 た ちの 赴 行 。 

その 内 容 は 、 社 会 的 に 隠蔽 され て いる 。 
その 内 容 は 、 知 られ て いな い 。 


(B) 
тие] оу, 


定住 集団 内 部 に お ける 、 調 和 の 存在 。 
その 認定 。 
上 記 の (BJ: が 、 そそ 栓 を 天心 た こと 。 
その 認定 。 


ЕТ (1). 
上 記 の (A ) に よる 、 そ の 実行 。 


上 記 の (В) に 対し て 、 以 下 の 行 為 を 、 実 行 す る こと 。 
定住 集団 内 部 に お いて 、 上 記 の (В) の 存在 や 精神 を 、 潰 す 
= 

上 記 の (В) を 、 定 住 集 団 か ら 追 放す る こと 。 

上 記 の (В) を 、 定 住 集 団 か ら 和 締め 出 す こと 。 

上 記 の (В) を 、 そ の 生存 に 必要 な 資源 か ら 、 締 め 出 すこ 


と 。 
上 記 の (В) を 、 生 き て 行け な くす る こと 。 


НЕ 

上 記 の (A) に よる 、 そ の 実行 。 

その 実行 が 、 次 意 的 で て ある こと 。 

その 実行 が 、 感 情 的 で て ある こと 。 

その 実行 が 、 気 分 次 第 で て 、 行 われ る こと 。 
その 実行 に お いて 、 根 拠 が 無い こと 。 

その 実行 に 当たっ て 、 集 団 行 動 を 取る こと 。 


上 記 の (А). 

彼ら が 、 行 動 面 で 、 一 体 化 する こと 。 

彼ら が 、 行 動 面 で 、 徒 覚 を 租 む こと 。 

彼ら が 、 そ の こと で 、 実行 時 の 保身 の 度合 い を 、 高 め る こ 
Ge 
彼ら が 、 そ の 実行 に 当たっ て 、 以 下 の 内 容 を 、 強 調 す る こ 
と 。 

実行 者 側 の 多数 性 。 

実行 者 側 の 全会 一 致 性 。 


ЕТ (1). 

上 記 の (A ) に よる 、 そ の 実行 。 

その 実行 に 当たっ て 、 彼 ら 自 身 は 、 安 全 地 帯 に 、 問 題 無く 、 
止ま っ て いら れる こと 。 

彼ら 自身 の 保身 。 

彼ら 自身 に よる 責任 逃れ 。 

それ ら の 実現 が 、 最 初 か ら 、 問 題 無 く 、 十 分 に 可能 で ある こ 


彼ら は 、 そ の 実現 可能 竹 の 有 無 を 、 事 前 に 十分 に 検討 する こ 


彼ら は 、 そ の 実行 内 容 に 関し て 、 関 係 者 間 で 、 事 前 に 合意 す 
彼ら は 、 そ の 合意 内 容 を 、 慣 性 の 法則 に 従っ て 、 粛 々 と 、 了 予 
定 通 り 、 実 行 す る こと 。 

彼ら は 、 そ の 実行 を 、 他 の 下位 者 に 、 や ら せ る こと 。 


その 結果 。 
彼ら 自身 は 、 上 記 の (B) に 対し て 、 真 接 、 手 を 下さ な いこ 
Cs 


ЕТ (1). 

上 記 の (А) ) に よる 、 そ の 実行 。 

彼ら は 、 そ れ を 、 無 力 な 対象 に 対し て 、 手 加減 無く 、 行 うこ 
と 。 


WIZ, acm (В) が 、 抵 抗 し た 場合 


(B-1) 
上 記 の (В) (CKD. ЕЕ (A) に 対す る 抵抗 。 
その 行為 内 容 。 


上 記 の (А) (4, ЕЁ (В-1) 自体 を 、 以 下 の 内 容 と し 
下 

auld. EMBs ЗИ, MMOS. 

それ は 、 社 会 規範 に 違反 する 。 


上 記 の (A) ($, Eatm (B - 1 ж, ЗЕЯ 5. 
上 記 の (А) ($, Fat (В) &, ЗЕЯ >. 


meta Cs 

上 記 の (A) に よる 、 そ の 実行 。 

彼ら は 、 そ れ を 、 上 記 の (В) が 無 抵 抗 に な る まで 、 徹 旗 的 
に 、 実 行 す る こと 。 


上 記 の (В) が 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 場合 
少数 者 。 
単独 者 。 


т (1). 

上 記 の (A ) に よる 、 そ の 実行 。 

彼ら は 、 そ れ を 、 そ うし た 上 記 の (B) に 対し て 、 以 下 の 形 
で 、 実 行 す る こと 。 

Molt. SMIKABMIFSI. 


数 の 面 に お ける 、 多 数 性 。 
Оси, АЛАНОМ. 
а 


АТ (1). 
上 記 の (А) に よる 、 そ の 実行 。 
Wot. tha, ЕЕ, PRL. IIL. 


集団 内 部 に お ける 、 一 人 を 除く 全員 。 

彼ら が 、 完 全 に 一 体 に な る こと 。 

彼ら が 、 完 全 に 同調 する こと 。 

彼ら は 、 残 り の 一 人 を 、 上 記 の (В) と し て 、 指 定 す る こ 


彼ら は 、 そ の 単独 者 を 、 そ の 悪行 (1 ) の 実行 の 対象 に する 


т (1). 

上 記 の (A ) に よる 、 そ の 実行 。 

その 実行 の 木目 が 、 細 か いこ と 。 

その 実行 に お いて 、 重 箱 の 隅 を 突く こと 
その 実行 の 持続 期間 が 、 長 いこ 

その 実行 が 、 い つま で も 終わ ら な いこ と 。 
その 実行 に お いて 、 隙 が 無い こと 。 

その 実行 が 、 徹 度 し て いる こと 。 

その 実行 に お いて 、 容 赦 が 無い こと 。 


AEST (1). 
EDMRITIIMG >. BUABIONT SAIL. 
thn, GURL TUS IL. 


その 実行 に つい て の 社会 的 真実 。 
その 内 容 の 、 機 密 情 報 化 。 
その 内 容 に つい て 、 集 団 的 な プラ イバシー を 、 確 保 す る こ 


CS 
tio. осо 


maT (2) 。 


上 記 の (A) (CKD. BG (1) の 実行 。 
その 内 容 の 、 集 団 内 部 に お ける 、 機 密 情報 化 。 
上 記 の (A ) に よる 、 そ の 実施 。 


(С) 
от У 
лы 2) 


その 双方 の 内 部 情報 。 


その 公開 者 。 


その 内 部 告発 者 。 


cr a ec ar 


Fat (A) A. 
前 を 、 下 すこ と 。 
上 記 の (CA) が 、 


上 記 の (С) (OXPL CT. УЖ, eK 


上 記 の (С) の 存在 を 、 社 会 的 に 抹消 する 


、 そ れ を 、 容 赦 無 く 、 平 然 と し て 、 行 うこ 
‹ Ия. СЫ. 

ФОНА, Ужащилси. 

0, УУСС, ЯВ LTS 


Я (3) の 存在 を 、 表 面 化 させ な いこ 


バ 、 そ れ ら の 実行 に 対し て 、 問 題 無 い 振り を す 


上 記 の (A) AS. CNOORTIM LT. MBBS ERTS 


上 記 の (A) が 、 そ れ ら の 実行 に 対し て 、 言 い 訳 を 主張 する 
NC 
上 記 の (А) の 態度 が 、 そ れ ら に お いて 、 徹 度 し て いる こ 


が 、 そ の こと に つい て 、 以 下 の 内 容 を 、 主 張 す 


その 、 落 ち 度 の 無 さ 。 
その 、 社 会 的 な 正当 性 。 


上 記 の (А) が 、 彼 ら 自 身 を 、 被 害 者 と みな すこ と 。 
上 記 の (А) が 、 以 下 の 内 容 を 、 主 張 す る こと 。 

上 記 の 悪行 の 発生 に つい て の 、 大 本 の 責任 。 

ил ЕЕ (В) ) に 、 が ある こと 。 

上 記 の (В) に 対し て 、 責 任 の 擦り 付け を 行う こと 。 
上 記 の (A) に よる 、 そ うし た 主張 の 声 。 
tna, 大 きい ご こと 4 

上 記 の (A ) は 、 そ の 主張 に お いて 、 以 下 の 存 在 を 、 バ ッ ク 
に 付け る こと 。 

社会 的 上 位 者 。 

社会 的 有 力 者 。 


上 記 の (A) が 、 以 下 の 内 容 を 、 主 張 す る こと 。 

彼ら 自身 が 、 有 力 な 定住 集団 の 、 古 参 者 で あり 、 正 式 メ ン 
バー で ある こと 。 

彼ら 自身 の 、 社 会 的 な 上 位 性 。 

彼ら 自身 の 、 社 会 的 な 正統 性 。 

上 記 の (A) が 、 上 記 の 赴 行 の 実行 に よっ て 、 そ れ ら を 、 詩 
示す る こと 。 


上 記 の (А) AS, ЕЕ. МТО, Е 
する ご と 。 

上 記 の (А) に 対す る 、 他 の 洪 在 的 な 批 痢 者 。 
それ に 相当 する 、 他 の メン バー。 

彼ら に 対す る 、 見 せしめ 。 


上 記 の (А) が 、 そ の こと で 、 以 下 の 内 容 を 、 実 行 す る こ 
と 。 
彼ら 自身 に 対す る 批 痢 。 

その 発生 。 

それ を 、 公 人 然 と 抑止 し 、 禁 止 す る こと 。 


上 記 の (А) に よる 、 上 上 記 の 悪行 の 実行 。 

上 記 の (A) が 、 そ れ に つい て 、 以 下 の 対 策 を 、 実 施す る こ 
се 
20339 ЗИ. 

そう し た 人 物 が 、 発 生 し な いよ うに する こと 。 
その た め に 、 以 下 の 対 策 を 、 実 施す る こと 。 
メン バー 間 に お ける 相互 監視 。 

ху-— 5, 

едва. METSI&. 


定住 集団 内 部 に お ける 、 他 の メン バー に 対す る 、 懐 柔 や ガス 
抜き 。 
CHO OES. MRT SIO“. 


定住 集団 内 部 に お ける 、 メ ン バ ー 同 士 の 社会 関係 に お いて 、 
以下 の 内 容 を 、 強 化す る こと 。 

既 存 の 調和 の 順守 。 

ВОНИ ST > ЖИЗНИ, 

内 部 情報 の 機密 性 の 保持 。 そ の 順守 。 

thi > ORURN EA. 

それ を 、 更 に 、 深 め よ うと し て いる こと 。 


上 記 の (A ) に よる 、 上 記 の 患 行 の 実行 。 

上 記 の (А) が 、 そ れ を 、 以 下 の 内 容 の 実現 の た め に 、 使 う 
ae art 

定住 集団 内 部 に お ける 既得 権益 者 。 


彼ら の 立場 の 更 な る 強化 。 


上 記 の (А) ) に よる 、 上 記 の 患 行 の 実行 。 

上 記 の (А) が 、 そ の 実行 に よっ て 、 以 下 の 内 容 を 、 強 化す 
る こと 。 

定住 集団 内 部 の 団結 。 

その 度合 い 。 

それ を 、 更 に 、 深 め よ うと し て いる こと 。 


上 記 の (A ) に よる 、 上 上 記 の 悪行 の 実行 。 

その 結果 。 

上 記 の (В) ) に お ける 、 社 会 的 な 居場所 の 喪失 。 

上 記 の (В) ) に お ける 、 社 会 的 な 居場所 か ら の 締め 出し 。 
それ に よる 、 上 記 の (В) の 、 社 会 に お ける 生存 可能 隆 の 電 
上 記 の (А) は 、 そ れ ら を 、 目 的 と し て 、 上 記 の 和 悪行 を 、 実 
行 す る こと 。 


生物 の 悪行 。 
その 生成 の 根本 的 な 原因 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


生物 を 取り 巻く 環境 。 
環境 変動 の 大 き さ 。 
EMA DYT MLA) BEMED ATER & . 


協 境 変動 が 、 新 た に 、 絶 え ず 、 起 きる こと 。 
その 制御 が 、 能 力 的 に 、 不 可能 で ある こと 。 
その 変動 結果 に 、 従 うし か 無い こと 。 


域 境 変 動 に 対す る 無力 性 を 、 絶 え ず 、 実 感 す る こと 。 
環境 変動 の 予見 可能 性 の 低 さ 。 


それ が 彼ら 自身 に も た ら す 、 彼 ら 自 身 の 生 存 の 存続 の 実現 へ 
NRE, 


彼ら 自身 の 生存 の 存続 の 実現 の 確実 性 を 上 げた いこ と 。 
その 確実 性 を 、 絶 え ず 実感 し た いこ と 。 
それ に より 、 不 安 感 を 、 絶 え ず 払 し ょ くし た いこ と 。 


その た め に 、 以 下 の 内 容 を 、 絶 え ず 確認 し た いこ と 。 
彼ら 自身 の 生存 に お ける 、 有 能 性 。 

彼ら 自身 の 生存 に お ける 、 優 位 性 。 

彼ら 自身 の 生存 に お ける 、 上 位 性 。 

彼ら 自身 の 生存 の 確実 性 。 

その 所 有 。 

その 水準 の 上 昇 。 

その 既得 権益 化 。 

その 維持 。 


その た め に 必要 な 、 彼 ら 自 身 の 、 社 会 的 な 優位 性 。 
その た め に 必要 な 、 彼 ら 自 身 の 、 社 会 的 な 上 位 性 。 
それ ら を 、 絶 え ず 、 生 成 し た いこ と 。 

それ ら を 、 絶 え ず 、 上 邊 ぐに 、 確 認 し た いこ と 。 


その 実現 の た め の 、 他 者 の 安易 な 道具 化 。 


そう し た 欲求 の 所 有 。 
それ が 、 以 下 の 内 容 を 、 生 み 出 す 。 
ЕК. RET. 


生物 (A) 。 

彼ら 自身 が 持つ 、 生 存 面 に お ける 優位 性 。 
彼ら 自身 が 持つ 、 生 存 面 に お ける 上 位 性 。 
彼ら 自身 が 、 そ れ ら の 確認 を し た いこ と 。 


その た め の 道 具 と し て の 、 劣 位 者 (B) 。 
その 存在 。 
生物 (А) 自身 が 、 そ れ を 、 絶 え ず 、 作 り た いこ と 。 


Bus (B) が 、 生 物 (А) 自身 の 優位 性 を 僧 か すこ と 。 
Уи (В) ) に よる 、 生 物 (А) 自身 に 対す る 、 反 抗 や 抵 


た いこ と :。 


自身 が 、 そ れ を 、 許 せな いこ と 。 
に よる 、 劣 位 者 (B ) へ の 搾取 。 
は 、 

は 、 


それ に よっ て 、 利 益 を 上 げ る 。 
その こと で 、 以 下 の 内 容 の 水準 を 、 更 に 上 げ 


、 以 下 の 内 容 を 、 実 現し た い 。 

、 彼 ら 自 身 の 生 存 を 確実 視 す る こと 。 

、 そ の こと を 可能 に する こと 。 

、 そ の た め に 、 以 下 の 内 容 の 水準 を 、 更 に 上 げ 


それ ら に 対す る 、 コ ント ロー ル 能 
それ ら に 対す る 、 支配 力 。 


生物 (A) は 、 


生物 。 


その こと を 、 何 と か し て 、 実 現し た いこ と 。 


彼 が 、 以 下 の 内 容 を 、 得 た いこ と 。 
彼 自身 に お ける 、 生 存 面 で の 有 能 感 。 


その 欲求 の 深 さ 。 

その 欲求 の 、 旗 知れ な い 、 無 限 性 。 

その 欲求 の 浅 ま し さ 。 

その 欲求 が 、 周 囲 の 他 者 に 対し て 与え る 、 不 快 さ 。 
その 欲求 は 、 生 物 の 本 質 に 基づく 。 


生物 の 本 質 。 


それ は 、 直 で ある 。 
それ は 、 人 不快 で あぁ る 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


生物 の 本 質 を 突く こと 。 そ れ は 、 生 物 に 
と っ て 、 不快 で ある 。 


生物 の 本 質 を 突く こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

生物 に と っ て の 急所 を 、 付 く こ と 。 

生物 に と っ て の 急所 を 、 思 い 切 り 、 痛 撃 す る こと 。 


それ は 、 生 物 に と っ て 、 根 本 的 に 、 不 快 で ある 。 


人 間 の 本 質 を 突く こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

人 間 に と っ て の 急所 を 、 付 く こ と 。 

人 間 に と っ て の 急所 を 、 思 い 切 り 、 痛 撃 す る こと 。 


それ は 、 人 間 に と っ て 、 根 本 的 に 、 不 快 で ある 。 


それ ら の 不快 な 体験 。 
その 防止 方 法 。 


生物 の 本 質 を 、 な る べく 見 な いこ と 。 
人 間 の の 本質 を 、 な る べく 見 な いこ と 。 


生物 の 本 質 。 

人 間 の 本 質 。 

それ ら に 関す る 内 容 の 記述 。 

それ を 、 な る べく 視聴 し な いこ と 。 
それ ら に 関す る 内 容 の 記述 へ の 接触 。 
それ を 、 な る べく 遠ざけ る こと 。 


代わ り に 、 以 下 の 内 容 を 、 生 涯 に わた っ て 、 和 視聴 し 続け る こ 
Са 


РЕЖ & > СНА AEC DEIR. 
人 間 に と っ て の 理想 や 天国 や 桃源 郷 。 


それ は 、 生 物 に と っ て 、 根 本 的 に 、 快 い 。 
それ は 、 人 間 に と っ て 、 根 本 的 に 、 快 い 。 


それ は 、 生 物 の 生存 に と っ て 、 何 の 役 に も 立た な い 。 
それ は 、 人 間 の 生存 に と っ て 、 何 の 役 に も 立た な い 。 


それ は 、 生 物 に と っ て 、 内 の 麻薬 で ある 。 
それ は 、 人 間 に と っ て 、 只 の 麻薬 で ある 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


社会 的 真実 の 解明 。 そ の 効果 的 な 手法 。 


社会 的 真実 の 解明 。 
その 効果 的 な 手法 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(1) 
社会 的 真実 の 解明 。 
そこ に お いて 、 エ ビデ ンス の 提示 を 、 目 指 さ な いこ と 。 


社会 的 真実 の 解明 。 
そこ に お いて は 、 エ ビデ ンス の 提示 を 、 目 指し て は いけ な 
い 。 


研究 や 調査 に お いて 、 エ ビデ ンス の 収集 や 提示 を 、 前 提 と す 
る こと 。 

それ は 、 以 下 の 用 和 途 に は 、 役 に 立た な い 。 

ある 社会 集団 。 

それ が 、 以 下 の 性 質 を 、 持 つ 場 合 。 


集団 内 部 を 隠蔽 する こと 。 


そう し た 社会 集団 。 
その 社会 規範 。 
その 解明 。 

その 明示 。 


その 理由 。 

そう し た 社会 集団 に つい て の エビ デン ス 。 

その 提供 者 は 、 内 部 告発 者 と 見 な され る 。 
ОЗ. АС. И, ЛИ. 
その 提供 者 は 、 集 団 内 部 で 、 そ の 存在 を 、 抹 消さ れる 。 
それ は 、 そ の 提供 者 に と っ て 、 根 本 的 に 、 有 害 で ある 。 


生物 と し て の 人 間 。 

彼 は 、 結 局 は 、 以 下 の 内 容 し か 、 記 述 し な いこ と 。 
彼 自 身 に と っ て 、 都 合 の 良い 、 エ ビデ ンス 。 

その 限界 を 、 知 る べき で ある こと 。 


社会 的 真実 の 解明 。 

そこ で は 、 以 下 の 態 度 が 、 必 要 で ある 。 
著述 内 容 の 詳細 化 を 、 目 指 さ な いこ と 。 
著述 内 容 の 具体 化 を 、 目 指 さ な いこ と 。 


(2 ) 

社会 的 真実 。 

その 効果 的 な 解明 。 

その 実現 。 

そこ で は 、 以 下 の 態 度 が 、 必 要 で ある 。 


以下 の 著述 ス タイ ル を 、 採 用 する こと 。 
以下 の 著述 上 の 視点 を 、 採 用 する こと 。 


(2 一 工 ) 


関数 化 。 
部 品 化 。 


(22) 
给 括 化 。 
ЧЕ. 
РУХ. 


(2-3) 
生物 外 の 視点 。 
生物 を 超越 し た 視点 。 


(初出 2021 年 4 月 。 ) 


血 銃 や 品種 と 、 生 物 の 本 質 。 


血统 。 

品种 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
ИИ 

(1) 


НЕ DALY TUYD, УЖО”. 
FASE DALY TUA, FRO. 


(1-1) 
祖先 か ら 続 いて いる 、 人 遺伝 子 の 複製 の 連続 性 。 
祖先 か ら 続 いて いる 、 人 遺伝 子 の 共通 性 。 


(1-2) 
祖先 か ら 続 いて いる 、 後 天 的 な 教育 内 容 の 共通 性 。 
ИИ 


Ш. 血筋 。 
品种 。 


ет. 
415 Жк. 


生物 や 人 間 は 、 そ の 内 容 の 実現 と を 、 と て も 重視 する 。 
oo 彼ら 自身 の 子孫 を 、 後世 へ と 、 残 し 続け る こと で あ 


‘ 生物 の 本 質 で ある 。 


в. 
その 内 容 は 、 以 下 の (〕) と 、 以 下 の ⑫② と の 、 掛 け 合 わせ で あ 


(2) 

良好 で ある こと 。 
高山 で ある こと 。 
立 泊 で ある こと 。 
上 流 で ある こと 。 
有名 で ある こと 。 


血統 の 良さ 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 個体 に よっ て 、 社 会 的 に 占有 され る 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 個体 に よっ て 、 代 々 、 独 占 的 に 、 拝 他 
的 に 、 社 会 的 に 継承 され る 。 


MM 
社会 的 な 上 位 者 。 

社会 的 な 成功 者 。 

社会 的 从 有 能 

社会 的 な 有力 者 。 

社会 的 な 有名 者 。 

社会 的 な 既得 権益 の 占有 者 。 

社会 的 な 身分 。 そ の 上 流 性 。 そ の 高貴 性 。 そ れ ら の 保持 者 。 
MM 


血統 書 。 家 系図 。 

それ は 、 以 下 の 生 物 を 対象 と し て 、 記 述 され る 。 
ЛИ. 競走 馬 。 犬 や 猫 な どの ペッ ト 。 

血统 。 区 0 概念 。 

その 対象 は 、 以 下 の 生 物 に 、 限 定 さ れる 。 
血液 で 動く 、 動 物 。 


植物 に も 、 名 門 の 品種 が 、 存 在 す る 。 


例 。 
日 本 0 水 稻 O 一 部 CD 品种 。 
日 本 の 苺 の 一 部 の 品種 。 


動物 や 人 間 に お ける 、 血 統 書 。 
植物 に お ける 、 品 種 証 明 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


生物 に お ける 、 以 下 の 証 明 。 

(1) 

上 位 者 特性 所 持 証 明 。 

上 位 者 の 特性 。 そ の 所 持 に つい て の 証明 。 


(1-1) 
上 位 者 遺伝 子 所 持 証明 。 
上 位 者 遺伝 子 。 そ の 所 持 に つい て の 証明 。 


(1-2) 
上 位 者 教育 所 持 证 明 。 
上 位 者 が 受け る 教育 。 そ の 所 持 に つい て の 証明 。 


それ ら は 、 上 具体 的 に は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


ИИ! 
// 


社会 的 な 上 位 者 。 

社会 的 な 成功 者 。 

社会 的 な 有 能 者 。 

社会 的 な 有力 者 。 

社会 的 な 有名 者 。 

社会 的 な 既得 権益 の 占有 者 。 

社会 的 な 身分 。 そ の 上 流 性 。 そ の 高貴 性 。 そ れ ら の 保持 者 。 
// 


(1) 
彼ら 自身 の 間 で 、 独 占 的 に 維持 され て きた 、 様 々 な 特性 。 
彼ら 自身 の 間 で 、 独 占 的 に 受け 継が れ て きた 、 様 々 な 特性 。 


(1-1) 


彼ら 自身 の 間 で 、 受 け 継 が れ て きた 、 遺 伝 子 。 
R5ABRBOMC. SItMANITa KK. WIHT. 

(1-2) 

彼ら 自身 の 間 で 、 受 け 継 が れ て きた 、 後 天 的 な 教育 内 容 。 
彼ら 自身 の 間 で 、 受 け 継 が れ て きた 、 ХНУ. 


И! 


その 所 有 者 で ある こと 。 
その 証明 書 。 そ の 証明 デー タ 。 
その 所 有 者 で ある こと 。 


彼ら が 、 彼 ら 自 身 の 出自 に 、 重 き を 資 く 場合 。 
名 門 性 。 

名 家 性 。 

その 所 有 者 で ある こと 。 

その 出身 者 で ある こと 。 

その 証明 書 。 そ の 証明 デー タ 。 

その 所 有 者 で ある こと 。 


(2021 年 5 月 初出 。) 


自己 顕示 欲 と 、 生 物 の 本 質 。 


自己 頭 示 欲 は 、 自 分 自身 は 一 角 の 存在 で ある こと を 、 周 囲 に 
対し て 見 せ び ら か し た く な る 欲求 で て ある 。 

自己 顕示 欲 は 、 生 物 に 付き 物 で ある 。 そ れ は 、 生 物 の 本 質 で 
ある 。 

ip Akg >. DROME. 

彼ら 自身 の 生存 上 の 優位 性 を 、 そ の 都度 、 い ちい ち 確 認 し た 
く な る 性 質 。 

その 性 質 が 、 彼 ら 自 身 に 、 自 己 頭 示 欲 を 、 も た らし て いる 。 
それ は 、 生 物 に 、 ア ウト プッ ト の 面 に お ける 、 独 創 人 性 や 高い 
完成 度 を も た ら す 。 

それ は 、 彼 ら 自 身 の 生 存置 の 優位 性 を 高め る こと に つなが 


5. 
し か し 、 自 己 顕 示 欲 が も た ら す 浪費 に よっ て 、 生 物 は 、 か 
えっ て 生活 が 昔 し く な る 。 

それ は 、 そ の 生物 の 、 生 存 上 の 優位 性 を 、 結 果 的 に 、 損 な っ 
て 


(2021 年 9 月 初出 ) 


気候 変動 。 地球 温暖 化 。 生物 と の 関連 。 


気候 変動 。 
それ は 、 生 物 に 対し て 、 未 知 の 新た な 環境 へ の 適応 を 、 要 求 
する 


それ は 、 一 部 の 生物 に と っ て は 、 マ イナ ス で ある 。 
それ は 、 一 部 の 生物 に と っ て は 、 プ ラス で ある 。 
それ は 、 一 部 の 生物 に と っ て は 、 特 に 影 繍 が 無い 。 


例 。 

地球 温暖 化 。 

МО ГОН. ЗФ. 

例 。 西欧 や 北欧 や 北米 の エリ ア に お ける 、 人 間 や 、 そ の 他 の 
動植物 。 

熱帯 の 生物 は 、 更 に 、 隆 盛 す る 。 

例 。 熱 帯 植物 。 


地球 温暖 化 。 

それ は 、 生 物 に よっ て 、 マ イナ ス で も プラ ス で も ある 。 
CAS © Clare 

例 。 

地球 温暖 化 に よる 、 熱 帯 植物 の 隆盛 。 

それ は 、 地 球 上 の 二酸化 甘 素 を 減ら す 。 

それ は 、 地 球 温暖 化 に 、 ブ レー キ を 掛け る 。 

、 地 球 上 の 酸素 を 増やす 。 

、 生 物 を 生き や すく する 。 


それ (は と 夫 物 に と っ で て 。 と て も 良い ミミ と て ある 。 


HEM he. AWC. Be Rags. 

それ は 、 以 下 の よ うな 生物 の み で ある 。 

// 

冷涼 な 気候 の 下 の 生 物 。 

例 。 西欧 や 北欧 や 北米 の エリ ア に お ける 、 人 間 。 


と て も 低い 海抜 の 下 で 暮らす 、 陸 上 の 生物 。 
例 。 大 洋 の 中 の 超 低 海抜 の 小さ な 島 の 下 で 暮らす 、 人 間 。 
// 


(2022 年 1 月 初出 。) 


生物 と 愛情 。 
愛情 。 
相手 の 生物 に 好意 を 抱く こと 。 そ の 相手 の 生物 を 独占 する こ 
в 


好意 の 相互 性 。 両 思い 。 独占 の 相互 性 。 そ れ ら の 実現 。 
その こと で 、 生 物 は 、 幸 福 に な る こと が 出来 る 。 

例 。 

ACA и ОРЕХИ. ИЕН COOH С, НИТ АЯ 
Cot 

MAOER, MACH C. MUNTRARI IO’. 


片思い 。 好 意 や 愛情 の 一 方 通行 。 
その 状態 で は 、 生 物 は 、 あ まり 幸福 に は な れ な い 。 


生物 が 、 彼 ら 自 身 の 愛 情 を 注ぐ 、 対 象 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

// 

Ro BSAC. ICANT. MNT. 


$. 彼ら 自身 の 子供 。 彼ら 自身 の 教え 子 。 彼 ら 自 身 の 趣 味 や 
好み に 合致 し た 、 書 籍 や 音楽 の 内 容 。 


рая. НЕСЕТЕ. CHEE. ХЕ 
先 。 
i), м. МЕР. 


彼ら 自身 の 遺伝 的 子 捧 を 共同 で 残し た い 、 相 手 。 
例 。 恋愛 対象 の 、 異 性 。 配 偶 者 。 


彼ら 自身 の 好み に 合致 し た 、 遺 伝 的 形質 や 、 文 化 的 形質 を 持 
つ 、 対 象 。 

Ol. > НБ хр. RY. НВ хр, GA. 

// 


愛情 と 、 性差 。 
男性 の 行動 様式 は 、 気 体 的 で ある 。 
女性 の 行動 様式 は 、 液 体 的 で ある 。 


男性 の 愛情 は 、 気 体 的 で ある 。 

それ は 、 離 散 的 で ある 。 

それ は 、 広 大 な 空間 へ と 、 拡 が る 。 
女性 の 愛情 は 、 液 体 的 で ある 。 
тих. BEN CHS. 

それ は 、 狭 い 空間 の 内 部 に 、 集 中 する 。 


Bil, 父 の 愛情 。 そ れ は 、 気 体 的 な 愛情 で ある 。 
例 。 キ リス ト 教 に お ける 、 父 な る 神 か ら 、 子 へ の 、 愛 情 。 


母 の 愛情 。 そ れ は 、 液 体 的 な 愛情 で ある 。 
例 。 日 本 社会 に お ける 、 母 子 瓶 着 と 、 母 子 の 愛着 。 


(2022 年 1 月 初出 。) 


生物 と 、 所 有 や 占有 や 私 有 。 


生物 は 、 よ り 多 く の 対 象 を 占有 する ほど 、 よ り 生 存 の 可能 性 

が 高まる 。 占 有 。 そ の こと は 、 生 物 に 、 利 益 を も た ら す 。 対 

象 の 占有 状態 。 そ れ は 、 既 1 SHES CHD. 占有 へ の 欲求 は 

生物 同士 の 問 に 、 占有 の 競争 や 、 占 有 を 巡る 戦争 を 、 絶え ず 

引き 起こ す 。 

所 有 欲 。 対 象 を 私 物化 する こと へ の 欲求 。 生物 に お ける 、 所 

有 の 対象 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 愛 玩 の 対象 。 玩 具 。 

実用 の 対象 。 道具 。 

占有 欲 。 縄 張り 意識 や 縄張り 争い 。 占有 の 拡張 へ の 欲求 。 略 

奪 や 盗み や 横取り へ の 欲求 。 占有 の 秩 小 の 阻止 へ の 欲求 。 略 

奪 阻止 や 盗難 阻止 や 横取り 阻止 へ の 欲求 。 横 取り 阻止 へ の 欲 

求 。 占有 状態 の 永続 化 へ の 欲求 。 茎 得 権 益 へ の 欲求 。 

ある 対象 に 対す る 占有 欲 。 そ の 対象 へ ぐ の 片思い 。 そ れ ら が 強 
こと 。 そ れ ら の 掛け 合わ せ が 、 ス トー カー を 生み 出す 。 あ 
ら ゆ る 生物 は 、 ス トー カー に な る 可能 性 を 持つ 。 

生物 に お ける 、 占 有 の 対象 。 それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 他 

の 生物 。 MA. 

ある 生物 が 、 他 の 生物 を 、 私 有する こと 。 あ る 生物 が 、 他 の 

生物 を 、 占 有する こと 。 そ れ ら の 占有 の 対象 。 

例 。 子供 。 配 偶 者 。 恋愛 相手 。 BH. SO. 愛玩 対 

BOA. 道具 と し て の 人 間 。 奴 款 。 

例 。 日 系 企業 の 所 有 者 が 、 そ の 企業 の 従業 員 を 、 彼 ら の 生涯 

に わた っ て 、 私 有する こと 。 日 系 の 教育 機関 の 師匠 が 、 弟 子 

を 私 有する こと 。 日 本 の 天皇 家 が 、 国 民 を 私 有する こと 。 


(2022 年 2 月 初出 。) 


生物 の 欲求 。 そ の 存在 の 全高 性 の 確認 。 
あら ゆる 生物 は 、 彼 ら 自 身 を 、 世 界 に お いて 、 最 高 の 存 在 で 
HO. Ва. 

あら ゆる 生物 は 、 自 惚れ を 持つ 。 あ ら ゆ る 生物 は 、 誇 り を 持 


eo 
あら ゆる 生物 は 、 彼 ら 自 身 の 、 生 存 に お ける 優位 性 や 全高 性 


we. MATMMLEDETS. ИХ. ЕМН-ЕФЕ-, 
存 競 争 や 、 生 き 残 る た め の 戦 争 を 、 絶 え ず 引き 起こ す 。 

人 間 の 場合 。 

例 。 男 性 優位 社会 。 ユダ ヤ 人 の 選民 意識 。 

例 。 女 性 優位 社会 。 中 国人 の 中 華 思 想 。 

それ ら の 所 有 者 は 、 人 間 に 限 ら な い 。 そ れ ら は 、 全 て の 生物 
が 、 無 意識 の うち に 、 所 有 し て いる 。 


(2022 年 2 月 初出 。) 


生物 と 社会 性 。 


生物 に お ける 、 社 会 性 の 濃淡 の 度合 い 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 
で ある 。 

МИ 

社会 的 相互 作用 の 濃淡 の 度合 い 。 


例 。 
社会 的 相互 作用 が 濃い こと 。 そ れ は 、 対 人 湿度 の 高 さ を も た 
ら す 。 


社会 的 相互 作用 が 淡い こと 。 そ れ は 、 対 人 湿度 の 低 さ を も た 
ら す 。 

// 

社会 的 分 業 制 の 濃淡 の 度合 い 。、 そ の こと に 基づく 、 相 互 依 存 
性 の 濃淡 の 度合 い 。 

例 。 

社会 的 分 業 が 進む ほど 、 生 物 同 士 の 相互 依存 性 が 高まる 。 

// 

社会 的 上 下関 係 の 濃淡 の 度合 い 。 

例 。 

社会 的 上 下関 係 を 遵守 する 者 。 例 。 犬 。 

社会 的 上 下関 係 か ら 自 由 な 者 。 例 。 猫 。 

МИ 


(2022 年 2 月 初出 。) 


生物 と 、 休 息 や 睡眠 。 


生物 は 、 活 動 を 続け る と 、 疲 労 す る 。 生 物 は 、 活 動 を 続け る 
と 、 気 力 と 体力 を 、 消 耕す る 。 

生物 は 、 活 動 を 続け る と 、 身 体 や 精神 が 充電 切れ に な る 。 
生物 は 、 活 動 を 続け る と 、 眠 く な る 。 

そう し た 生物 に は 、 休 人 息 や 睡眠 が 必要 で ある 。 

休息 や 睡眠 を 取れ な い 生 物 。 無 理 に 活動 し 続け る 生物 。 無 理 
に 覚醒 し 続け る 生物 。 彼ら は 、 や が て 死ぬ 。 例 。 過労 死 。 
生物 は 、 生 存 し 続け る た め に 、 休 人 息 や 睡眠 が 必須 で ある 。 
し か し 、 同 時 に 、 以 下 の 内 容 に つい て も 、 考 慮 が 必要 で あ 


る 。 

休 人 息 や 睡眠 が 多 過 ぎる 生物 。 例 。 意 情 な 生物 。 精 神 病 者 の 生 
物 。 
彼ら に お いて は 、 各 種 の 、 生 存 に 必要 な 活動 が 、 進 まな い 。 
その 結果 。 彼ら は 、 環 境 に 適応 出来 な く な り 、 衣 食 住 を 得 ら 
AIKEN). OPP CHA CLE Ds 

生物 に お いて は 、 休 人 息 や 睡眠 と 、 活 動 や 覚醒 と の 、 バ ラン ス 
を 取る こと が 必要 で ある 。 

社会 的 上 位 者 は 、 生 活 条 件 が 良好 な の で 、 休 人 息 や 睡眠 を 取り 
や すい 。 彼 ら の 体調 は 、 た いて い 、 良 好 で ある 。 

社会 的 上 位 者 は 、 生 活 条 件 が 劣 赴 な の で 、 休 息 や 睡眠 を 取り 
に くい 。 彼 ら の 体調 は 、 し ば し ば 、 人 不良 て で ある 。 


(2022 年 2 月 初出 。) 


生物 と 、 殺 傷 と 、 護 衛 や 保護 。 


林 傷 。 あ る 生物 が 、 他 の 生物 を 、 死 な せ た り 、 傷 付け て 器 ら 


せ た り する こと 。 

生物 に よる 、 殺 傷 の 対象 。 則 威 と な る 、 他 の 生物 。 敵 。 彼ら 
自身 の 有 能 性 や 既得 権益 を 則 か す 、 他 の 生物 。 ラ イ バ ル 。 彼 
ら 自 身 と 、 有 能 性 や 茎 得 権益 を 競う 、 他 の 生物 。 彼 ら 自 身 の 
食糧 と な る 、 他 の 生物 。 


灯 傷 。 そ の 分 類 。 

身体 的 殺傷 。 対象 と な る 生物 の 身体 を 、 物 理 的 に 死な せ た 
り 、 傷 付け る こと 。 

精神 的 殺傷 。 対象 と な る 生物 の 精神 を 、 狂 わせ た り 、 傷 付け 
Dats 

社会 的 殺傷 。 対象 と な る 生物 を 、 社 会 的 に 絶命 させ た り 、 身 
体 障 害 者 や 精神 障害 者 に し た り 、 す る こと 。 


ある 生物 が 、 他 の 生物 を 殺傷 する こと 。 そ の こと が 、 そ の 生 
МЕ ><, ЕЖЕ. 

ある 生物 が 、 他 の 生物 の 殺傷 を 嫌う 理由 。 そ を それは 、 以 下 の 内 
容 で ある 。 

И 

そう し た 他 の 生物 が 、 同 じ 生 物 と し て の 共通 件 を 持つ こと 。 
そう し た 他 の 生物 の 生き 様 に 対し て 、 あ る 生物 が 、 共 感 す る 
Ро 

そう し た 生物 間 の 共通 人 性 。 そ うし た 生物 間 に お ける 、 共 感 の 
発生 の 源泉 。 そ れこ そ が 、 生 物 の 本 質 で ある 。 

生物 の 本 質 。 そ れ は 、 物 質 に お ける 、 自 発 的 な 、 存 続 や 増殖 
で ある 。 そ れ は 、 細 胞 を 持つ 動植物 に お いて は 、 水 分 や 、 養 
分 や 、 排 出 物 の 、 自 発 的 な 流動 で て ある 。 そ れ は 、 生 き や す さ 
の 追求 で ある 。 

// 

そう し た 他 の 生物 が 、 殺 傷 の 際 に 受け る 痛み 。 そ の 強 さ 。 そ 
れ を 、 あ る 生物 が 、 あ た か も 、 彼 ら 自 身 の 痛 み の 様 に 感じ 

て 、 心 苦しく な る こと 。 

そう し た 他 の 生物 が 、 殺 傷 の 結果 、 死 ん だ り 、 器 っ た りす る 
こと 。 そ れ を 、 あ る 生物 が 、 あ た か も 、 彼 ら 自 身 が 、 死 ん だ 
り 、 弱 っ た りす る よう に 感じ て 、 心 苦し く な る こと 。 

И) 


ある 生物 に お ける 、 他 の 生物 に 対す る 共感 。 そ の 度合 い が 、 


極端 に 少な い 場 合 。 そ の 生物 は 、 他 の 生物 を 、 無 慈悲 に 殺傷 
する 。 そ うし た 生物 。 そ れ は 、 サ イコ パス で ある 。 

ある 生物 に お ける 、 自 己 保 身 性 や 、 自 己 中 心性 。 そ の 度合 い 
が 、 極 端 に 大 きい 場合 。 その 生物 は 、 他 の 生物 を 、 無 婚 悲 に 
殺傷 する 。 そ うし た 生物 。 そ れ は 、 ナ ル シ ス ト て で ある 。 
彼ら は 、 男 性 に も 、 女 性 に も 、 共 通 に 存在 する 。 


生物 は 、 彼 ら 自 身 よ り も 、 よ り 上 位 の 有 能 さ を 持 つ 他 の 生物 
の こと を 、 独 力 で 、 灯 傷 し よう と し な い 。 

な ぜ な ら 、 そ うし た 、 よ りり 上位 の 生物 に 負け て 、 返 り 討 ちさ 
れる か ら 

そう し た 、 よ り 下 位 の 生物 は 、 徒 葉 を 人 宜 ん で 、 そ うし た 、 よ 
り 上 位 の 他 の 生物 を 、 社 会 的 分 業 や チー ム ワ ー ク に よっ て 、 
RAT SD. 

Hl, ЛЕС, РАЗЬМ 
3. Л. 

例 。 新 興 の 有 能 な 指導 者 を 、 軍 隊 を 動員 し て 暗 灯 する 、 そ の 
国 の 無能 な 最上 位 者 。 


護衛 や 保護 。 あ る 生物 が 、 他 の 生物 の 命 を 、 守 る こと 。 


生物 に よる 、 護 衛 や 保護 の 対象 。 味 方 と な る 、 他 の 生物 。 社 
会 的 分 業 の 協力 相手 と な る 、 他 の 生物 。 IBRD. BURT 
第 三 者 で あっ て 、 彼 ら 自 身 の 食 糧 に な ら な い 、 他 の 生物 。 


護衛 。 他 の 生物 が 、 あ る 生物 より も 、 有 能 性 や 既得 権益 に お 
いて 、 よ り 上 位 で ある 場合 。 
例 。 女 性 优 位 社会 。 男 性 大、 女性 在、 访 卫 才 鸭 二 上 。 


保護 。 他 の 生物 が 、 あ る 生物 より も 、 有 能 性 や 既得 権益 に お 
いて 、 よ りり 下位 で あぁ る 場合 

//// 

例 。 

男性 優位 社会 。 男 性 が 、 女 性 を 、 保 護 す る こと 。 

// 

例 。 

彼ら 自身 の こと を 、 以 下 の 内 容 で ある と 、 勝 手 に 思い 込ん 
だ 、 生 物 た ち 


ВЕНАХ -51]5. ЖЕ, 

そう し た 無力 で 無能 な 生物 。 彼ら に よる 、 自 分 勝手 な 、 自 然 
保護 活動 や 、 環 境 保 護 活 動 。 

そう し た 生物 。 そ れ は 、 欧 米 諸国 の 人 間 で ある 。 

そう し た 自然 保護 活動 や 環境 保護 活動 。 そ れ ら は 、 地 球 上 

の 、 ほ ん の 少し の 、 大 気 変動 や 、 地 穀 変動 や 、 他 の 生物 の 大 
増殖 に よっ て 、 た ち ま ち の うち に 、 全 面 的 に 無効 化 さ れる 。 
それ ら の 例 。 

火山 の 大 噴火 に よる 気候 の 実 疹 化 。 

НЕК ЛЖ. 

Хх Ехо). ИО. 

致死 率 の 高い ウィ ルス や 細菌 。 彼 ら が 、 そ れ ら に 、 感 染 す る 
こと 。 そ の 、 大 流行 。 

Mil 
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生物 之 支配。 


支配 する 生物 。 そ れ は 、 社 会 的 上 位 者 で ある 。 
支配 され る 生物 。 そ れ は 、 社 会 的 下位 者 で ある 。 


支配 。 

社会 的 上 位 者 が 、 社 会 的 下位 者 の 生 殺 与 奪 を 、 握 る こと 。 社 
会 的 上 位 者 が 、 社 会 的 下位 者 の 権益 を 、 搾 取 す る こと 。 そ れ 
ら の 状態 の 持続 。 そ の 状態 を 実現 し 、 保 持 す る 力 。 そ の 所 有 
者 は 、 権 力 者 で ある 。 


権力 者 。 彼 ら は 、 生 物 と は 、 必 ず し も 限ら な い 。 

例 。 無 機 的 な 環境 。 無 機 的 な 物質 。 大 気 や 地殻 。 そ れ ら の 、 
KREGER. Cho, thnks COR Et. Fi, Hl. 
津波 。 洪 水 。 Flix. HAR. 酷暑 。 

例 。 有機 的 な 環境 。 有 機 的 な 化学 物質 。 そ れ ら の 、 大 き な 変 


9. Cho, МА ЖЕ COHEN. ЗВИЖНЕНАО 
大 量 発生 。 


上 位 者 と 下位 者 の 間 に お ける 、 差 異 。 その 生起 要因 。 そ れ 
は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 有 能 人 性 。 既 得 権益 。 それ ら の 質量 の 
#3. 14. HANRRCHS. 


上 下関 係 。 

社会 的 上 位 者 。 彼ら は 、 次 の うち の 、 い ずれ か 、 あ る い は 、 
両方 で ある 。 有 能 者 。 茎 得 権益 の 保持 者 。 

社会 的 下位 者 。 彼 ら は 、 次 の うち の 、 い ずれ か 、 あ る い は 、 
両方 で ある 。 無 能 者 。 茎 得 権益 を 持た な い 者 。 


彼ら 自身 の こと を 、 上 上位 者 と 考え る 生物 。 彼 ら は 、 必 ず し 
も 、 実 際 に 上 位 者 で ある と は 、 限 ら な い 。 

彼ら 自身 の こと を 、 下 位 者 と 考え る 生物 。 彼 ら は 、 必 ず し 
も 、 実 際 に 下位 者 で ある と は 、 限 ら な い 。 

そう し た 上 下関 係 の 、 リ アル な 評価 。 そ の 決着 の 手段 。 そ れ 
は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 競 争 。 闘争 。 戦争 。 論争 。 決闘 。 競 
fx. 試合 。 勝負 。 そ こ に は 、 公 平 な 審 麟 が 必要 で ある 。 
СНА. 

その 遂行 は 、 社 会 的 な 生物 に と っ て は 、 独 力 で は 難し い 。 社 
会 的 な 生物 は 、 え こ ひ いき を し が ち で ある 。 例 。 日 本 の 最高 
ЖЖ. Molt, WKONROFIRA, АТ 
す 。 日 本 の 社会 的 最上 位 者 。 彼ら に 対し て 、 意 図 的 に 、 NE 
を 加え る こと 。 そ うし た 内 容 。 

その 遂行 は 、 非 社会 的 な 生物 に と っ て は 、 独 力 て 可能 で あ 
る 。 章 社 会 的 な 生物 は 、 え こ ひ いき を し よう と する 動機 に 、 
欠け て いる 。 例 。 人 間 社 会 か ら 、 追 放さ れ 、 隔 離さ れ た 、 銃 
合 失 調 症 の 患者 。 

その 遂行 は 、 無 機 的 な 物質 に と っ て は 、 独 力 で 可能 で ある 。 
無機 的 な 物質 は 、 え こ ひ いき を する こと が 、 そ れ 自 身 で は 、 
そもそも 不可 能 で ある 。 例 。 無 機 的 な 物体 。 衝 の 重り 。 例 。 
PMMA. FR AhyT Davy. imBat. 

その 遂行 は 、 意 思 を 持た な い 有 機 的 な 物質 に と っ て は 、 独 力 
で 可能 で ある 。 意 思 を 持た な い 有 機 的 な 物質 は 、 え こ ひ いき 
を する こと が 、 そ れ 自 身 で は 、 そ も そ も 不 可能 で ある 。 例 。 


リト マス 試験 紙 。 

そう し た 勝負 の 決着 。 

その 結果 に より 、 新 た な 社会 的 上 下関 係 が 、 確 定 す る 。 勝 

者 。 彼 ら は 、 新 た に 上 位 者 に な る 。 敗 者 。 彼 ら は 、 新 た に 下 
位 者 に な る 。 

その 結果 に より 、 新 た な 社会 的 支配 関係 が 、 生 成す る 。 新 た 
な 上 位 者 。 彼 ら は 、 新 た に 支配 者 に な る 。 新 た な 下位 者 。 彼 
ら は 、 新 た に 従属 者 に な る 。 

勇气 。 

社会 的 下位 者 が 、 社 会 的 上 位 者 に 対し て 、 歯 向かう こと 。 そ 
の 実現 に と っ て 必要 な 、 動 機 づ け の 力 。 


男性 優位 社会 に お ける 支配 。 移 動 生活 様式 に お ける 支配 。 そ 
れ は 、 和 枝 力 支配 で ある 。 
女性 優位 社会 に お ける 支配 。 定 住 生 活 様式 に お ける 支配 。 そ 
れ は 、 専 制 支配 で ある 。 


男性 的 支配 。 箇 力 支配 。 それ は 、 気 体 的 支配 で ある 。 

例 。 人 台風 ウ ハリ ケー ン が も た ら す 、 穫 風 。 そ れ が も た ら す 、 
BRAKE. 

$. АР 5]5, PKU HICKS, ARIIWIT SS 
爆 


例 。 男 性 優位 社会 に お ける 、 男 性 に よる 、 女 性 に 対す る 、 性 
的 暴力 。 

それ は 、 以 下 の よ うに 分 類 可能 で ある 。 身体 的 な 暴力 。 精 神 
#97 == 7]. 


女性 的 支配 。 専制 支配 。 それ は 、 液 体 的 支配 で ある 。 

$. ЭЛЕН АКШИХ Stott. ЛЕН. th 
が 陸地 に も た ら す 、 壊 滅 的 な 被害 。 

例 。 大雨 が も た ら す 、 大 き な 洪 水 。 そ れ が 陸地 に も た ら す 、 
壊滅 的 な 被害 。 

例 。 中 国 や ロシア に よる 、 上 属国 の 支配 。 

例 。 女 性 優位 社会 に お ける 、 女 性 に よる 、 男 性 に 対す る 、 小 
遣い 制 の 強制 。 

それ は 、 以 下 の よ うに 分 類 可 能 で ある 。 身 体 的 な 専制 。 精 神 


的 な 専制 。 


血 婦 関 係 に お ける 支配 と 従属 の 関係 。 それ は 、 親 子 関係 で あ 
る 。 

例 。 男 性 優位 社会 に お ける 、 父 子 関係 。 それ は 、 人 父親 に よ 
る 、 子供 に 対す る 、 気 体 的 支配 で ある 。 

例 。 女性 優位 社会 に お ける 、 母 子 関係 。 それ は 、 母 親 に よ 
る 、 子 供 に 対す る 、 液 体 的 支配 で ある 。 


その 他 の 、 支配 の 分 類 。 

和楽 ら か いい 支配 と 、 硬 い 剛 性 の 支配 。 融通 が 利く 支配 と 、 融 通 
DF AZ STAC. 

ВХ CEA ZR MACY . а CH Ze AC. 7 BIRO Е 
Хх, ЖФ ИЕ. 

Аи, Их. Чех, р ИЕ. 

腰 の 低い 支配 と 、 高 圧 的 な 支配 。 

武力 に よる 支配 と 、 事 務 や 言論 に よる 支配 と 、 技 術 に よる 支 
Bc. 武官 に よる 支配 と 、 文 記 に よる 支配 と 、 技 官 に よる 支 
配 。 

表向き の 支配 と 、 実 質 的 な 支配 。 顕在 的 な 支配 と 、 洪 在 的 な 
支配 。 表 向き の 代表 者 に よる 支配 と 、 裏 方 の 黒幕 に よる 支 
配 。 女 性 優位 社会 に お ける 、 男 性 に よる 表向き の 支配 と 、 そ 
ОМЕН $ ЕК SAC. 


既存 の 社会 的 上 下関 係 を 、 意 図 的 に 、 強 化 さ せる こと 。 そ れ 
は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


社会 的 差別 。 

ВОЕН Е RRMA. РАНА, fA UTE). АЖ 
せ た り する こと 。 

社会 的 平等 の 実現 。 


そう し た 理想 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
既存 の 社会 的 上 下関 係 を 、 意 図 的 に 、 初 期 化 する こと 。 革命 


а, 


既存 の 社会 的 上 下関 係 を 、 意 図 的 に 、 無 くす こと 。 無 政府 主 


FR 0 
既存 の 社会 的 上 下関 係 を 、 意 図 的 に 、 交 替 可 能 に する こと 。 


民主 主義 。 

既存 の 社会 的 上 下関 係 を 、 意 図 的 に 、 転 逢 さ せ 、 逆 転 さ せる 
こと 。 共 産 主義 。 

既存 の 社会 的 上 下関 係 を 、 意 図 的 に 、 平 坦 化 する こと 。 社 会 
主義 。 

既存 の 社会 的 上 下関 係 を 、 意 図 的 に 、 目 立た な くす る こと 。 
ЕЕ, ADU AL. 


ある 生物 が 生成 し た 、 個 人 的 な 規範 。 そ れ は 、 個 人 的 正義 で 
HS. 
ПРОМ. WROA, НОЖ Сс, BY 
で ある 。 そ の 規範 が 、 以 下 の 内 容 を 、 目 指し て いる 場合 。 
物 に と っ て の 生き や すさ 。 そ の 実現 。 

それ ら の 内 容 は 、 以 下 の 場 合 、 生 物 の 本 質 に 照ら し て 、 朋 当 
と は 言え な い 。 そ の 規範 が 、 以 下 の 内 容 を 、 目 指し て いな い 
場合 。 生物 に と っ て の 生き や すさ 。 そ の 実現 。 
それ ら の 内 容 は 、 生 物 毎 に 、 異 な る 。 


社会 的 上 位 者 が 生成 し た 、 社 会 規範 。 そ れ は 、 道 徳 で て ある 。 
それ は 、 番 で ある 。 そ れ は 、 社 会 的 正義 で ある 。 

それ ら の 内 容 は 、 以 下 の 場 合 、 生物 の 本 質 に 照ら し て 、 妥当 
で ある 。 そ の 社会 的 上 位 者 が 、 以 下 の 内 容 を 、 目 指し て いる 
場合 。 社 会 的 下位 者 に と っ て の 生き や すさ 。 そ の 社会 的 な 実 
現 。 

それ ら の 内 容 は 、 以 下 の 場 合 、 生物 の 本 質 に 照ら し て 、 妥 当 
と は 言え な い 。 そ の 社会 的 上 位 者 が 、 以 下 の 内 容 を 、 目 指し 
て いな い 場 合 。 社 会 的 下位 者 に と っ て の 生き や すさ 。 そ の 社 
会 的 な 実現 。 

ПОЛ. НС, AAA. 


(2022 年 2 月 初出 。 ) 


生物 と 、 生 き や す さ と 、 政 治 や 、 法 律 や 、 
経済 。 


ИИ! 


政治 。 

複数 の 生物 間 に お ける 、 生 き や す さ の 配分 の 行為 。 
それ ら の 配分 は 、 上 位 者 に と っ て 有利 で あり 、 下 位 者 に と っ 
て 不利 で ある 。 


権利 。 
各々 の 生物 が 持つ 、 生 き や す さ の 配分 の 決定 の 権限 。 


地 位 。 
各々 の 生物 に お ける 、 保 持 す る 権利 の レベ ル の 高 さ 。 


上 位 者 。 
地位 が 高い 生物 。 


下位 者 。 
地位 が 低い 生物 。 


Baan. 階層 。 
上 位 者 の 集合 。 下 位 者 の 集合 。 それ ら の 、 統 計 的 な 分 離 。 


ИИ! 


秩序 。 
複数 の 生物 間 に お ける 、 生 き や す さ の 配分 に お ける 取り 決め 
や ルー ル 。 


慣習 。 
それ ら の 内 容 の 固定 化 や 慣性 化 。 


法 律 。 

それ ら の 内 容 の 明文 化 。 

それ ら の 内 容 は 、 生 物 の 基本 的 ルー ル や 、 生 物 へ の 規制 に 基 
づく 。 


司法 。 

複数 の 生物 間 に お ける 、 生 き や す さ の 配分 を 巡る 、 委 い 。 
それ ら の 発生 。 

それ ら の 調停 。 

それ ら の 調停 に お ける 、 以 下 の 内 容 の 、 そ の 生物 社会 に お け 
る 、 標 準 化 。 

生き や すさ の 配分 の 、 基 準 。 

その 社会 的 な 仕組 み 。 


统治 机 构 。 

生物 の 間 に お ける 、 生 き や す さ の 配分 の 決定 。 

その 局面 に お ける 、 上 上位 者 に よる 、 意 思 の 貫徹 可能 性 。 
その 局面 に お ける 、 下 位 者 に よる 、 意 思 の 貫徹 不能 性 。 
その 局面 に お ける 、 填 位 者 に よる 、 下 位 者 の 支配 。 
その 社会 的 な 仕組 み 。 

その 社会 的 な 、 上 下方 向 の 積み 重ね 。 


国家 。 

そう し た 統治 機構 が 、 以 下 の 条 件 を 満た す 形 で 、 成 立 し た も 
の 。 

// 
互い に 、 一 定 以 上 同質 的 な 、 多 数 の 生物 。 
彼ら の 間 に お いて 、 成 立 し た も の 。 

// 

一 定 の サイ ズ 以 上 で 、 成 立 し た も の 。 

// 


ИИ! 


収支 。 


// 
生き や すさ の 獲得 。 

生物 が 、 そ の 活動 に お いて 費やし た コス ト 。 

生物 が 、 そ の た め に 消費 し た 、 エ ネル ギー の 質 と 量 の 大 き 
さ 。 

// 

その 結果 。 


生物 が 、 実 際 に 獲得 し た 、 生 き や す さ の 質 と 量 の 大 き さ 。 
// 
それ ら の 差分 。 


利益 。 / 損失 。 
収支 の プラ ス 。 / 収支 の マイ ナス 。 
収支 の 黒字 。 / 収支 の 赤字 。 


収支 に お ける 、 生 物 の 理想 。 
利益 の 最大 化 。 損失 の 最小 化 。 


経済 。 

複数 の 生物 に よる 、 生 き や す さ を 確保 する た め の 活 動 。 
複数 の 生物 の 間 に お ける 、 生 き や す さ の 交換 。 
それ ら の 活動 。 


貨幣 。 
生き や すさ の 交換 の た め の 、 ト ー タ クン 。 
複数 の 生物 の 間 に お いて 、 共 通 の 価値 を 持つ 、 ト ー ク ン 。 


協業 。 

複数 の 生物 が 、 生 き や す さ の 確保 の 行為 を 共同 で 行う こと 。 
彼ら が 、 そ うし て 確保 し た 生き や すさ を 、 共 同 で 配分 する こ 
ce 


分 業 。 

複数 の 生物 が 、 各 自 の 能力 を 最大 限 発 揮 で きる 分 野 に 特 化 す 
в 

彼ら が 、 そ の 状態 で 、 生 き や す さ の 確保 の 行為 を 行う こと 。 
彼ら が 、 そ うし て 確保 し た 生き や すさ を 、 以 下 の 内 容 と 、 交 
換 す る こと 。 

彼ら が 、 自 力 で は 確保 や 調達 が 困難 な 内 容 の 、 生 き や す さ 。 


契约 。 
複数 の 生物 の 問 に お ける 、 生 き や す さ の 配分 や 交換 の 取り 決 


И! 


民主 制 。 
複数 の 生物 間 に お ける 、 生 き や す さ の 配分 。 
その あり 方 を 、 以 下 の 方 法 で 、 決 め る こと 。 


男性 優位 社会 の 場合 。 移 動 生 活 様 式 の 場合 。 
その 生物 社会 に お ける 、 全 て の 生物 に よる 多数 決 。 


女性 優位 社会 の 場合 。 定 住 生活 様式 の 場合 。 
その 生物 社会 に お ける 、 全 て の 生物 に よる 満場 一 致 。 


生き や すさ の 配分 。 
その あり 方 の 決定 に お いて 、 そ こ か ら 排 除 さ れる 者 を 、 出さ 
баней 


ИИ! 


生物 の 理想 。 

生き 続け る こと 。 

彼ら 自身 の 存在 や 存続 の 度合 い を 、 時 間 的 、 空 間 的 に 、 最 大 
化す る こと 。 

生き や すい こと 。 

確保 可能 な 、 生 き や す さ の 質 と 量 を 、 最 大 化す る こと 。 


生物 社会 の 理想 。 

全て の 生物 が 、 生 き 続 ける こと が 出来 る こと 。 

全て の 生物 の 生活 水準 が 、 生 き 続 ける た め に 、 十 分 で ある こ 
Ge 
SCHEMA, R5OBSOBL, £ROTANRCSA, № 
保 で きこ ささ 


複数 の 生物 の 間 に お いて 、 生 き や す さ の 配分 が 、 正 当 に な さ 


ое 

生き や すさ の 確保 の た め に 費やし た 、 頁 献 。 

生き や すさ を 確保 する 、 能 

生き や すさ の 確保 の た め に 費やし た 、 努 力 。 

生き や すさ の 確保 の た め に 費やし た 、 負 担 。 

全て の 生物 が 、 そ れ ら に 見 合っ た 質 と 量 の 、 生 き や す さ の 配 
分 を 受け る こと 。 


全て の 生物 が 、 生 き や す さ の 低下 し た 状態 か ら 、 回 復 出 来る 
в 


生物 の 望む 生き や すさ の 質 と 量 。 

それ ら は 、 生 物 に よっ て 、 異 な る 。 

欲 深 な 生物 。 

生き や すさ の 配分 に お いて 、 大 き な 配 分 を 望む 生物 。 
清貧 な 生物 。 

生き や すさ の 配分 に お いて 、 少 し の 配分 で 満足 する 生物 。 
効率 の 悪い 生物 。 

生物 維持 の た め に 、 多 量 の 生き や すさ を 必要 と する 生物 。 
TARO BLE. 


生物 維持 の た め に 、 人 少量 の 生き や すさ て で 十分 行け る 生物 。 
例 。 

人 間 。 彼ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

欲 深 な 生物 。 効率 の 悪い 生物 。 

生き や すさ を 確保 する 能 

遺伝 的 能力 。 遺 伝 子 。 

文化 的 能力 。 神 経 系 に お ける 、 神 縦 細 胞 の シナ プス の 可 贅 
性 。 


それ ら 両 者 は 、 外 部 環境 の あり 方 に 依存 する 。 


外部 環境 が 苦 酷 で ある ほど 、 そ うし た 能力 は 、 よ り 磨 か れ 、 
dkms. 


例 。 

ユダ ヤ 人 。 

彼ら は 、 確 固 と し た 土地 の 所 有 が 社会 的 に 許さ れ て 来 な か っ 
た 3 

> NARADA. КОИ ЛОЖА. 


ИИ! 


下位 者 に よる 、 上 位 者 に 対す る 、 従 属 。 
それ は 、 以 下 の よ うに 分 類 さ れる 。 


TRL o 
下位 者 が 、 上 位 者 に 対し て 、 自 発 的 に 、 従 属す る こと 。 
権威 。 


上 位 者 の 持つ 、 そ うし た 従属 を 引き 起こ す 、 力 。 
有 能 性 。 了 既得 権益 の 大 き さ 。 


反抗 。 異 議 申 し 立て 。 
下位 者 が 、 上 位 者 に 対し て 、 自 発 的 に は 、 従 属し な いこ と 。 


圧政 。 

上 位 者 が 、 下 位 者 に 対し て 、 従 属 を 、 強 制す る こと 。 
RA. 

上 位 者 が 、 下 位 者 に 対し て 、 従 属 を 、 強 制 し な いこ と 。 
独裁 。 


一 人 の 上 位 者 が 、 生 き や す さ の 配分 の 権限 を 、 独 り 占 めす る 
Sc. 


国家 。 
最上 位 者 を 頂点 と する 、 多 数 の 生物 の 間 に お ける 、 上 下関 係 
の 連鎖 や 積み 重ね 。 


И! 


争い 。 戦 争 。 闘争 。 
複数 の 生物 の 問 に お ける 、 生 き や す さ の 配分 を 巡る 、 利 害 の 
衝突 。 


平和 。 
それ ら の 衝突 が 、 生 物 の 間 に お いて 、 収 捨 さ れる こと 。 そ の 
状態 が 続く こと 。 


秩序 の 発生 。 

その 基本 的 な 内 容 。 

それ は 、 複 数 の 生物 の 間 に お ける 、 闘 争 の 中 止 と 、 平 和 の 実 
現 で ある 。 


男性 優位 社会 の 場合 。 移 動 生 活 様式 の 場合 。 

Maan, bec Ауди, 

下位 者 が 、 そ うす る こと で 、 彼 ら 自 身 の 個別 の 権限 を 、 上 位 
Bt. ЗСУ. 

例 。 

イギリス 。 HARA. 


女性 優位 社会 の 場合 。 定 住 生活 様式 の 場合 。 

上 位 者 に よる 、 下 位 者 の 存在 自体 の 、 丸 大 み 。 
下位 者 が 、 そ の 実現 を 、 上 位 者 に 対し て 、 望 むこ と 。 
例 。 

中 国 。 信教 。 


И! 


最上 位 者 の 、 望 まし い 振 る 舞い 。 そ の 理想 形 。 

上 位 者 が 、 下 位 者 の た め に 、 尽 くす こと 。 

その 内 容 は 、 現 実に は 、 あ まり 実在 し な い 。 

その 実現 は 、 現 実に は 、 生 物 の 本 質 か ら は 、 難 し い 。 


例 。 
男性 優位 社会 。 
欧米 諸国 。 キ リス ト 教 に お ける 、 聖 人 。 


女性 優位 社会 。 
中 国 。 El, 188-505. AT. 


(2022 年 2 月 初出 。) 


生物 の 感情 と 、 生き や すさ 。 


生物 に お ける 、 感 情 の 上 昇 。 
それ は 、 生 物 に お ける 、 生 き や す さ の 上 昇 に よっ て 、 起 き 
る 


例 。 
BU. KLA. 


生物 に お ける 、 感 情 の 下降 。 
それ は 、 生 物 に お ける 、 生 き や す さ の 下降 に よっ て 、 起 き 
る 


例 。 
悲し み 。 哀しみ 。 HID. 


生き や すさ が 上 昇 し や すい 生物 。 
感情 が 上 昇 し や すい 生物 。 

彼ら は 、 陽 気 で ある 。 

彼ら の 価値 観 は 、 プ ラス で ある 。 


生き や すさ が 下降 し や すい 生物 。 
感情 が 下降 し や すい 生物 。 

彼ら は 、 陰 気 で ある 。 
彼ら の 価値 観 は 、 マ イナ ス で ある 。 


生き や すさ の 水準 が 、 急 変 す る こと 。 

環境 が 、 生 物 に 対し て も た ら す 、 刺 激 。 

その 内 容 が 、 急 変 す る こと 。 

それ ら は 、 生 物 に 、 局 き の 感 情 を 、 も た ら す 。 


生き や すさ の 水準 が 、 急 降下 する こと 。 
その 可能 性 が 急上昇 する こと 。 
それ は 、 生 物 に 、 恐 怖 の 感情 を 、 も た ら す 。 


生き や すさ の 水準 が 、 低 下 し た まま 、 上 上 昇 し な いこ と 。 
それ は 、 生 物 に 、 病 気 を も た ら す 。 


生き や すさ の 水準 が 、 高 いま ま 、 低 下 し な いこ と 。 
それ は 、 生 物 に 、 健 康 を も た ら す 。 


生き や すさ の 水準 が 、 安 定 し て いる こと 。 
それ は 、 生 物 に 、 安 心 の 感情 を 、 も た ら す 。 


生き や すさ の 水準 が 、 不 定 で ある こと 。 
それ は 、 生 物 に 、 不 安 の 感情 を 、 も た ら す 。 


ある 生物 に 対し て 、 他 の 生物 や 、 他 の 無機 物 が も た ら す 、 生 
き や す さ 。 

その 水準 が 安定 し て いる こと 。 

それ は 、 あ る 生物 に 、 そ れ ら に 対す る 信頼 の 感情 を 、 も た ら 
す 。 


ある 生物 に 対し て 、 他 の 生物 や 、 他 の 無機 物 が も た ら す 、 生 
き や す さ 。 

その 水準 が 不定 で ある こと 。 

それ は 、 あ る 生物 に 、 そ れ ら に 対す る 不信 の 感情 を 、 も た ら 
す 。 


(2022 年 2 月 初出 。) 


生物 と 、 生 き や す さ と 、 負 人 荷 。 


生き や すさ を 確保 する た め の 活 動 。 
それ ら が 、 生 物 に 与え る 、 負 荷 。 


その 水準 が 、 低 いこ 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
楽 で ある こと 。 


その 水準 が 、 高 いこ と 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
直し いこ と 。 АВЕС. 


上 位 者 は 、 下 位 者 に 対し て 、 負 荷 の 高い 活動 を 、 一 方 的 に 
押し 付け る 

上 位 者 は 、 その こと で 、 一 方 的 に 、 楽 を する 。 

下位 者 は 、 そ の こと で 、 一 方 的 に 、 昔 し む 。 

下位 者 は 、 そ の こと で 、 一 方 的 に 、 疲 れる 。 


生物 に 対す る 負荷 の 発生 。 
それ が 、 一 定 の 水準 を 超え た 場合 。 


その 生物 は 、 身 体 が 折れ る 。 
その 生物 は 、 身 体 が 傷つく 。 


その 生物 は 、 心 が 折れ る 。 
ЕН, ЖФ. 


生物 に 対す る 負荷 の 発生 。 
その 度合 い を 、 低 め る こと 。 
ue 身体 の 傷 や 身体 の 折れ の 治療 に と っ て 、 効 果 的 で あ 


о ОНИ ><, MRNCHS. 


矛盾 。 
与 い に 相反 する 内 容 の 負荷 。 


それ ら が 、 同 時 に 、 あ る 生物 に 、 与 えら れる こと 。 


上 位 者 は 、 下 位 者 に 対し て 、 矛 盾 し た 内 容 の 活動 を 、 一 方 的 
に 、 押 し 付け る 。 

上 位 者 は 、 そ の こと で 、 一 方 的 に 、 悩 みか ら 解 放さ れる 。 
下位 者 は 、 そ の こと で 、 一 方 的 に 、 悩 む 。 


生物 に 対す る 矛盾 の 発生 。 
それ が 、 一 定 の 水準 を 超え た 場合 。 


その 生物 は 、 心 が 変 に な る 。 
その 生物 は 、 心 が 狂う 。 
その 生物 は 、 銃 合 失 調 症 に な る 。 


生物 に 対す る 矛盾 の 発生 。 
その 度合 い を 、 低 め る こと 。 
それ は 、 徹 合 失 調 症 の 治療 に と っ て 、 効 果 的 で ある 。 


(2022 年 2 月 初出 。 ) 
ПНА ern Som 


fe. Chik. LFONR CHS. 

女性 優位 社会 に お ける 、 理 想 的 な 社会 規範 。 そ の 内 容 の 分 
析 。 

女性 優位 社会 に お ける 、 理 想 的 な 社会 的 上 位 者 。 彼 ら の 社会 
的 性 格 。 そ の 内 容 の 分 析 。 

女性 優位 社会 に お ける 、 理 想 的 な 支配 。 理想 的 な 専制 支配 。 
その 内 容 の 分 析 。 


(2022 年 2 月 初出 。) 


生物 の 本 質 に 基づい た 、 ユ ダ ヤ 教 や キリ ス 
ト 教 や イス ラム 教 に 対す る 考察 。 


ユダ ヤ 教 や キリ スト 教 や イス ラム 教 。 それ は 、 以 下 の 内 容 で 
ある 。 

男性 優位 社会 に お ける 、 理 想 的 な 社会 規範 。 そ の 内 容 の 分 

析 。 

男性 優位 社会 に お ける 、 理 想 的 な 社会 的 上 位 者 。 絶 対 者 。 唯 
一 神 。 彼 ら の 社会 的 性 格 。 そ の 内 容 の 分 析 。 

男性 優位 社会 に お ける 、 理 想 的 な 支配 。 理 想 的 な 杉 力 支配 。 

その 内 容 の 分 析 。 


(2022 年 2 月 初出 。) 


ИСУ 仏教 に 対す る 考 


人 間 の 一 生 は 、 苦 で ある こと 。 そ うし た 思想 。 

その 内 容 は 、 以 下 の (*) を 前 提 と する と 、 受 当 で ある 。 
(*) 生物 が 所 有する 、 本 質 的 な 暗黒 性 。 

人 間 は 、 苦 か ら の 解脱 が 必要 で ある こと 。 一 切 の 苦 か ら 解 放 
され た 境地 。 Te oie. FER. COTE. COU 
林 目 

その 内 容 は 、 以 下 の (*) を 前 提 と する と 、 妥 当 で ある 。 
(*) 生物 に お ける 、 生 き や す さ の 追求 。 そ の 行為 の 、 生 物 
に と っ て の 、 根 源 的 な 必要 性 。 


輪廻 思想 。 あ る 生物 が 、 別 の 生物 へ と 、 生 まれ 変わ る こと 。 
その 輪廻 の 条件 。 前 世に お いて 、 半 行 を 行っ た 生物 。 彼 ら 

は 、 よ り 上 位 の 生物 へ と 、 生 まれ 変わ る こと 。 前 世に お い 

<. ТА >|-ЕМ. 彼ら は 、 よ りり 下位 の 生物 へ と 、 生 ま 
れ 変 わる こと 。 

その 思想 は 、 以 下 の (*) を 前 提 と する と 、 全 く 、 上 手 く 説 


明 で き な い 。 そ れ は 、 大 き な 欠 陥 で ある 。 

(*) 生物 に お ける 、 遺 伝 子 の 存在 。 生物 の 身体 や 精神 は 、 
ある 程度 、 先 天 的 に 決定 され て いて 、 不 変 で ある こと 。 
(*) 生物 の 身体 や 精神 が 、 死 後 、 無 に 帰す る こと 。 


転生 思想 。、 あ る 生物 が 、 そ の 死後 に お いて 、 別 の 世界 へ と 、 
転生 する こと 。 

その 転生 の 条件 。 前 世に お いて 、 普 行 を 行っ た 生物 。 彼 ら 
は 、 上 位 の 良い 世界 へ と 、 移 動 す る こと 。 前 世に お いて 、 赴 
行 を 行っ た 生物 。 彼ら は 、 下 位 の 昔 し い 世 界 へ と 、 移 動 す る 
ey ae 
Ир. МТО (*) を 前 提 と する と 、 全 く 、 寺 手 
く 説 明 で き な い 。 そ れ は 、 大 き な 欠 陥 で ある 。 

(*) 生物 の 身体 や 精神 が 、 死 後 、 無 に 帰す る こと 。 


(2022 年 2 月 初出 。) 


生物 倫理 。 そ の 内 容 が 目指 すべ き 、 真 の 方 


向 性 。 


現行 の 、 欧 米 諸国 が 先 堆 す る 生物 倫理 。 
その 内 容 の 、 根 本 的 な 破壊 と 、 新 秩序 の 成立 を 、 目 指す こ 


Cs 

その 効果 的 な 手段 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 で ある 。 

人 間 と 、 他 の 生物 と の 間 に 、 一 線 を 引く こと 。 

その 実現 を 、 不 可能 に する こと 。 

その た め の 効 果 的 な 説明 を 用 意 す る こと 。 

生物 は 、 人 間 に と っ て の 、 上 位 概 念 で て ある こと 。 

人 間 の 存在 は 、 生 物 の 存在 に よっ て 、 包 含 さ れる こと 。 
人 間 は 、 生 物 の 一 種 で あり 、 生 物 の 一 玖 で ある こと 。 
人 間 と 、 他 の 生物 と を 、 区 別 せ ず 、 同 じ 生 物 と し て 、 共 通 に 
捉え る こと 。 


生物 の 尊厳 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

生物 を 、 生 き に くく し て は な ら な い 。 
ihe. RAL TAP SAL. 

他 の 生物 を 殺傷 し て は な ら な い 。 
生物 は 、 彼 自身 を 殺傷 し て は な ら な い 。 
自 傷 や 自 灯 を し て は な ら な い 。 


生物 に お ける 、 自 殺 や 他殺 。 

生物 に お ける 、 自 傷 や 他人 傷 。 

害 を な す 生 物 の 殺傷 。 

Sp PSOE. 

Ко. САНЯ Л к ОЖИЯ. 


食糧 に 当たる 、 他 の 生物 。 
ИМЯ. ЖЗ. 
АН. 737-40, RT 5-5. 
RAN BR. 


ある 生物 に よる 、 他 の 生物 に 対す る 、 搾 取 や 収 准 や 酷使 。 


ある 生物 が 、 彼 自身 を 、 よ り 生 き や す く する た め に 、 他 の 生 
物 を 、 より 生き に ぐさ そ さす る ご と ど 。 


ある 生物 が 、 彼 自身 を 、 生 き に くさ か ら 和 解放 する た め に 、 以 
下 の よ うな 行為 を 実行 する こと 。 

彼 自身 の 生活 に お いて 、 人 不摂生 を する こと 。 

彼 自身 の 生物 を 、 礁 うこ と 。 


生物 に よる 、 そ うし た 行為 。 

それ ら の 行為 は 、 生 物 の 尊厳 に 反する 。 

それ ら の 行為 は 、 生 物 の 間 で 、 毎 日 、 当 た り 前 の よう に 、 行 
われ て いる 。 
тт. ЛОНГ, BAL SLU MOK У, 7 
われ て いる 。 


生物 は 、 田 威 と な る 他 の 生物 を 殺さ な いと 、 彼 ら 自 身 が 、 死 


で て に まう 

生物 は 、 他 の 生物 を 殺し て 食べ な いと 、 生 き て いけ な い 。 
女性 は 、 男 性 を 酷使 し な いと 、 彼 ら 自 身 が 及 受 し て きた 、 快 
適 な 温室 生活 を 、 保 て な い 。 


生物 は 、 自 他 の 生物 の 尊厳 を 傷つけ な いと 、 生 き て いけ な 
い 。 

生物 の 尊厳 を 、 過 乗 ! に 重視 する こと 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 意 味 が 無い 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 人 和 飾り物 の 、 役 に 立た な い 理 想 に 過ぎ 
な い 。 


クロ ー ン 生物 。 

生物 の クロ ー ニ ング 。 

遺伝 的 クロ ー ニ ング 。 

双生児 の 出産 。 

文化 的 クロ ー ニ ング 。 

子供 の 教育 。 

女性 優位 社会 に お ける 、 文化 的 クロ ー ニ ング の 恒常 的 な 発 
生 。 

女性 優位 社会 に お ける 、 社 会 的 な 同調 圧力 。 

それ は 、 行 動 面 に お ける クロ ー ニ ング を 、 人 々 の 間 に 、{ 
的 に 、 発 生 さ せる 。 

女性 優位 社会 の 人 々 は 、 文化 的 クロ ー ニ ング の 行為 を 、 普 通 
に 、 社 会 ルール に 合致 し た 形 で 、 日 常 的 に 行っ て いる 。 
自己 複製 。 

クロ ー ニ ング 。 

遺伝 子 の 自己 複製 

行動 や 文化 の 、 複 製 。 

それ は 、 生 物 を 、 生 物 た らし め る 行為 で ある 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 普 通 で あり 、 当 た り 前 で て ある 。 
それ は 、 単 性 生殖 か 、 有 性 生殖 か の 、 違 い だ け で ある 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

重大 な 摘 気 へ の 羽 患 な ど で 、 結 婚 出 来 な か っ た 、 有 性 生殖 の 
生物 。 

彼ら が 、 子 換 を 残す た め の 、 素 晴らし い 手 段 。 


四 | 
由 


それ ら は 、 普 通 に 、 社 会 的 に 承認 され る べき で ある 。 


男性 優位 社会 の 思想 。 

ABB kD. HMDA 

御 対 者 に よる 、 生 物 に お ける 生殖 ルー ル の 、 決 定 。 

人 間 は 、 そ の ルー ル に 違反 し て は いけ な いこ 

人 間 は 、 そ の ルー ル を 改変 し て は いけ な いこ 
そう し た 思想 。 

それ は 、 思 想 的 な 偏向 で ある 。 

その 思想 は 、 女 性 優位 社会 の 人 々 の 心 に は 、 八 かない 。 

その 主張 は 、 証 拠 が 無い 。 

生物 は 、 生殖 ルー ル の 、 自己 決定 権 を 、 生 まれ な が ら に 、 持 


Г 

生物 た ち が 、 彼 ら 自 身 の 生 き や す さ を 最大 化す る こと 。 
生物 た ち が 、 そ の 実現 の た め に 、 彼 ら 自 身 の 生 殖 ル ー ル を 、 
最適 化す る こと 。 

それ ら の 実現 に 対す る 、 生 物 の 権利 。 

その 権利 は 、 大 切 に 保護 され る べき で ある 。 


生物 操作 の 技術 の 、 積 極 的 な 開発 。 

生物 活動 の 内 容 の 、 人 為 的 な 改変 。 

その 推進 に 、 歯 止め が 効か な く な る こと 。 

それ を 恐れ て 、 技 術 開発 の 門 を 、 勝 手 に 閉じ る こと 。 

それ は 、 例 えば 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

例 。 

高 性 能 の 、 殺 傷 能 力 が 強 す ぎる 、 兵 痴 を 、 余 り に も 沢山 作っ 
て し まっ た こと 

その た め 、 大 規模 な 本 格 的 な 戦争 が で き な く な っ た こと 。 
例 。 

セッ クス 未 終 験 の 男女 に お ける 、 セ ックス 行為 へ の 恐怖 や 不 


は 、 単 に 、 未 知 へ の 恐怖 や 不安 に 過ぎ な い 。 
それ は 、 騰 病 者 の 妄想 で ある 。 

は 、 社 会 に 前 進 を も た ら さ な い 。 

は 、 社 会 に 停滞 を も た ら す 。 


それ は 、 既 得 権益 者 の 利益 保護 に つなが る 。 

例 。 

女性 。 

彼ら は 、 生 殖 設 備 を 、 彼 ら 自 身 の 身体 の 内 部 に 、 占 有 し て い 
る 。 

彼ら は 、 生 殖 に お ける 、 既 得 権益 者 で ある 。 

彼ら は 、 人 工 子 宮 の 開 発 に 対し て 、 反 対す る 。 


それ は 、 社 会 の 改革 を 、 阻 害する 。 
それ は 、 社 会 的 に 、 有 害 で ある 。 


生物 操作 技術 の 利用 
ue それ に つい て 、 試行 錯 詩 し て 、 チ ャ レン ジ す る こ 


те 以下 の 内 容 の 実現 に と っ て 、 大 切 で ある 。 
生物 の 生き や すさ に お ける 、 前 進 。 

その 実現 。 

それ は 、 人 間 ば か り で な く 、 他 の 生物 に と っ て も 、 有 意義 で 
HS. 

と に か く 、 色 々 、 ト ライ し て みる こと 。 

その こと が 、 大 切 で ある 。 

私 は 、 そ の 門 を 、 開 きた い 。 


(2022 年 2 月 初出 。) 


生物 と 、 地 球 温暖 化 。 


地球 温暖 化 の 防止 。 その キャ ン ペ ー ン の 、 激 化 。 
地球 温暖 化 で 困る の は 、 准 涼 な 気候 の 下 で 暮らし て きた 生物 
だ け で ある 。 
地球 温暖 化 は 、 熱 帯 地域 で 暮らし て きた 生物 の 、 勢 力 拡 大 を 
も た ら す 。 
Ae 、 熱 帯 地域 の 生物 に と っ て は 、 恨 いこ と で ある 。 

帯 地域 の 生物 は 、 地球 温暖 化 を 、 積 極 的 に 推進 する だ ろ 


(2022 年 2 月 初出 。) 


無能 な 生物 と 、 外 部 社会 。 


生物 や 人 間 の 社会 に お いて 。 

ある 生物 や 人 間 が 、 無 能 な 状態 で 、 社 会 に 出 た 場合 。 

そう し た 生物 や 人 間 に は 、 ひ た すら 、 上 護 待 と 搾取 が 待っ て い 
る 。 


病気 の せい で 、 す っ か り 無能 な 状態 が 続い て いる 、 生 物 や 人 
間 。 


女性 優位 社会 。 定住 生活 様式 。 

彼ら は 、 当 分 は 、 以 下 の よ うな 存在 に な る こと を 、 上 目指さ ざ 
る を 得 な い 。 

社会 に 出 ず に 、 引 きこ も り 生 活 を 送る 者 。 


男性 優位 社会 。 移動 生活 様式 。 

彼ら は 、 当 分 は 、 以 下 の よ うな 存在 に な る こと を 、 上 目指さ ざ 
る を 得 な い 。 

社会 的 交際 を 避け る 、 撤 独 な 単独 行動 者 。 


(2022 年 2 月 初出 。) 


社会 的 存在 と し て の 、 生 物 。 


生物 は 、 以 下 の 行 動 を 、 本 質 的 に 、 指 向 す る 。 
自己 複製 。 自 己 増殖 。 

単独 性 を 、 指 向 し な いこ と 。 

単独 で は 、 存 続 し な いこ と 。 

生物 は 、 そ の 原初 や 原点 に お いて 、 本 質 的 に 、 社 会 的 存在 で 


ある 。 

生物 は 、 社 会 か ら 逃 げ る こと が 、 本 質 的 に 、 困 難 で ある 。 
生物 は 、 そ の 原初 や 原点 に お いて 、 本 質 的 に 、 社 会 的 上 下関 
fhe. ABTS. 

Aid. ASML PRADA > MIF So CAS. ABAIC. PARE 
で ある 。 


生物 が 、 社 会 的 上 下関 係 か ら 、 解 放さ れる 方 法 。 

社会 的 同位 者 に な る こと 。 同 質 者 。 社 会 的 分 業 関係 の 異 加 
者 。 

期間 限定 で 、 社 会 か ら 脱 出し て 、 単 独 行動 者 に な る こと 。 


(2022 年 2 月 初出 。) 


生物 に お ける 、 同 質 性 と 異質 性 の 確保 。 


同質 者 。 

同士 。 仲間 。 

それ ら は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の よ うな 感覚 を 生み 出す 。 
自己 拡張 。 


生物 に お ける 、 同 質 性 の 確保 。 

生物 が 、 社 会 の 中 で 、 同 質 者 を 増やす こと 。 
例 。 

or. Bie. 広告 。 営業 。 

それ ら は 、 生 物 に と っ て 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
自己 増殖 。 自 己 複製 。 

それ ら は 、 生 物 の 本 質 で ある 。 

それ ら は 、 生 物 に と っ て 、 根 本 的 に 望ま し い 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 と 、 同 等 で ある 。 
彼ら 自身 の 文化 的 クロ ー ン を 、 増 や すこ と 。 
彼 户 自身 0 文化 的 子 隔 不、 增产 才 二 二 。 


そう し た 生物 。 


、 気 分 が 上 昇 す る 。 

、 気 持ち が 大 きく な る 。 
‚ BOTS. 

、 明 る く な る 。 


у et + 
ws 
和 区 天 天 


同質 者 は 、 以 下 の よ うに 、 分 類 さ れる 。 

// 

遺伝 的 同質 者 。 例 。 ク ロー ン 。 親 子 。 

文化 的 同質 者 。 例 。 同 調 者 。 同期 者 。 類 似 者 。 同 じ 目 的 を 持 
二 者 。 共 有 者 。 

上 下関 係 に お ける 同質 者 。 例 。 上位 者 同士 。 以下 の よう な 行 
動 を 行う 者 。 上流 の 血統 の 維持 。 上流 文化 の 維持 。 

// 


AEE, АВЕ. “CAL HER. 

一 体 性 。 融合 性 。 調和 。 そ れ ら の 確保 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

強い 同質 性 。 そ の 確保 と 、 維 持 。 

их. НИШЕ, EAT. 

それ は 、 異 質 性 の 排除 を 、 生 み 出 す 。 

それ は 、 異 質 者 に 対す る 差別 を 、 生 み 出 す 。 


上 位 者 と 同質 な 下位 者 は 、 上 位 者 と 異質 な 下位 者 より も 、 よ 
り 良 好 な 水準 の 扱い を 、 上 位 者 か ら 、 受 ける 。 

а な 下位 者 は 、 上 位 者 と 同質 な 下位 者 より も 、 よ 
り 劣 悪 な 水準 の 扱い を 、 上 位 者 か ら 、 受 ける 。 


ERE 性 。 多 水 RM. 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

異質 性 の 混入 。 

自己 複製 の 不 完全 性 。 

自己 増殖 の 不 完全 性 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 評 価 が 低い 。 

し か し 、 そ れ は 、 生 物 に 、 居 下 の 能 力 を 、 新 た に 、 も た ら 
+. 

多様 に 変転 する 環境 。 

その 中 で 、 生 き 抜 く 能 


それ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 に 、 善 で ある 。 

生物 は 、 生 殖 に お いて 、 そ れ を 、 自 動 的 に 、 実 現す る 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

有 性 生殖 。 


ライ バル 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

互い に 協力 し な い 、 同 質 者 。 

互い に 、 同 じ 権 益 獲 得 の 獲得 を 目指 す 、 同 質 者 。 
ある 生物 に と っ て 、 ネ ガ テ ィ ブ な 、 同 質 者 。 


BAT SA, Нун. 
彼ら は 、 同 質 者 の 間 に お ける 、 上 位 者 で ある 。 


民族 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

遺伝 的 同質 性 と 、 文化 的 同質 性 と の 、 両 方 の 掛け 合わ せ 。 
その こと に よっ て 、 同 質 者 同士 が 、 集 合 し た も の 。 


8. note, ША. MAF. 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
遺伝 的 同質 性 に よっ て 、 同 質 者 同士 が 、 集 合 し た も の 。 


同位 者 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

时 间 的 (二 、 空 间 的 (<、 同 心 立 纹 位置 在 、 所 有 才思 者 。 
同期 者 。 同郷 者 。 同 一 水準 の 者 。 同 一 の 評価 を 持つ 者 。 同 一 
の 資格 を 持つ 者 。 


生物 は 、 同 質 者 に 対す る 協力 を 、 異 質 者 に 対す る 協力 より 
も 、 優 先 す る 。 

生物 は 、 異 質 者 に 対す る 搾取 や 虐待 を 、 同 質 者 に 対す る 搾取 
や 虐待 より も 、 優 先 す る 。 

生物 は 、 生 存 維 持 に お ける 余裕 が 無く な っ た 場合 、 同 質 者 に 
対し て も 、 搾 取 や 虐待 を 、 止 む を 得 ず 、 行 う 。 

生物 は 、 異 質 者 の 抹消 や 殺 欠 を 、 同 質 者 の 抹消 や 殺 狭 より 


$. #95. 

生物 は 、 生 存 維持 に お ける 余裕 が 無く な っ た 場合 、 同 質 者 
$. 145459. RIAL BATS. 

生物 は 、 同質 者 が ライ バル と 化し た 場合 、 同質 者 も 、 止 む を 
159. НОЖ. 


(2022 年 2 月 初出 。) 


生物 の 生存 維持 に お ける 、 優 先 性 。 


生物 の 生存 維持 に お ける 、 優 先 性 。 

同質 者 が 、 異 質 者 より も 、 優 先 さ れる こと 。 

足 重 性 の ある 存在 が 、 貴 重 性 の 無い 存在 より も 、 優 先 さ れる 
こと 。 MEDS Bik Us Же. 
将来 性 の ある 存在 が 、 和 将来 性 の 無い 存在 より も 、 優 先 さ れる 
こと る FRO. tid) Os ce VS Cs 

上 位 者 が 、 下 位 者 より も 、 優 先 さ れる こと 。 


(2022 年 2 月 初出 。) 


社会 的 下 位 者 二 、 生 物 O) 原 徘 。 


К, (АХО, MALS Mus СЕ. 
下位 者 の 中 に お ける 、 指 導 者 や 中 心 者 。 

彼ら は 、 相 対 的 に 上 位 者 で ある 。 

下位 者 た ちの 中 に お いて 、 更 に 、 相 対 的 な 上 位 者 と 、 相 対 的 
な 下位 者 が 存在 する 。 

相対 的 な 上 位 者 は 、 相 対 的 な 下位 者 を 、 庶 待 し 、 搾 取 す る 。 
下位 者 は 、 以 下 の 内 容 を 、 感 ん に 主張 する 。 

“我々 は 、 社 会 的 に 虐待 され 、 搾 取 さ れ て いる 。” 

し か し 、 彼 ら も 、 以 下 の よ うな 者 を 、 平 然 と 、 庶 待 し 、 控 取 
し て いる 。 

現在 、 彼 ら 自 身 よ り も 、 よ り 下 位 者 に 相当 する 者 。 


彼ら の 地位 が 少し で も 上 昇 し た 場合 。 

彼ら は 、 程 無く 、 新 た な 下位 者 に 対す る 虐待 と 搾取 を 、 平 然 
と 、 開 始 す る 。 

Molt. Нун ARO RIEL. FO. 

ВЕЛО АЕ, GED TEEL TALS. 


(2022 年 2 月 初出 。) 


生物 社会 と 、 革 命 や 民主 制 。 


革命 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
上 位 者 0) 一 操 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
/ 

有 能 者 0) 一 操 。 
既得 椎 益 者 0) 一 捐 。 

iI 


тих. МЕН, BUEALT ET CHS. 
社会 的 上 下関 係 は 、 再 び 、 新 た に 、 確 定 す る 。 

そこ で は 、 新 た な 上 位 者 に よる 、 新 た な 下位 者 へ の 虐待 と 探 
RAS. MIMI, BRET. 

OTD, в. AKI Ce<. BANE. ЕЯ. & 
り 返 し 行わ れる 必要 が ある 。 


革命 は 、 既 存 の 共産 主義 の 理論 で は 、 一 回 し か 不可 能 で あ 
る 。 
それ は 、 理 論 的 欠陥 で ある 。 


革命 が も た ら す 、 社 会 の 急激 な 初期 化 。 その 幣 害 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
/ 


有 能 者 0 一 操 。 


それ は 、 社 会 を 、 無 能 者 だ ら け に する 。 

それ は 、 社 会 の 品質 の 悪化 に つなが る 。 

// 

新た な 最上 位 者 の 地位 を 巡る 、 新 た な 上 位 者 同士 の 内 部 抗 
争 。 そ の 激化 。 

их. HANES. ВЕН, AACS. 

それ は 、 社 会 の 品質 の 悪化 に つなが る 。 


それ ら の 防止 。 

社会 的 上 下 移 動 の 自由 化 。 

社会 的 上 下 移 動 に お ける 、 流 動 性 の 確保 。 

社会 的 上 下 移 動 の 通路 や 配管 。 

その 拡張 。 

その 手段 の ーー つが 、 民 主 制 で ある 。 

民主 政 の 社会 。 

a その 通路 や 配管 を 。 上 か ら 詰 ま ら せよ うと 
、 必 死に な る 。 

2 は 、 そ の 通路 や 配管 を 、 下 か ら 拡 張 し よう と し 

て 、 必 死に な る 。 


社会 的 上 下 移 動 。 そ の 流動 性 の 確保 。 その 自由 化 。 そ の た め 
の 通路 や 配管 の 、 社 会 的 設 連 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 社会 で は 、 根 本 的 に 、 嫌 われ る 。 
移動 その も の を 嫌う 社会 。 定 住 生 活 様式 。 女 性 優位 社会 。 
そこ で は 、 上 下関 係 が 、 流 動 化 が 困難 で 、 固 定 化 する 。 
そこ で は 、 下 位 者 の 不満 が 、 逃 げ 場 が 無い た め 、 著 積 し 、 爆 
HOD, 

その た め 、 定 住 生活 様式 や 女性 優位 社会 で は 、 革 命 が 、 根 本 
AIX, BELT. 


移動 生活 様式 や 、 男 性 優位 社会 で は 、 革 命 は 、 相 対 的 に 発生 
tek Us, 

それ ら の 社会 に お いて も 、 革 命 が 起 きる 。 

それ は 、 以 下 の 場 合 で ある 。 

有効 な 社会 的 上 下 移 動 が 、 実 質 的 に 不可 能 に な っ た 場合 。 
移動 生活 様式 や 、 男 性 優位 社会 。 

そこ で は 、 以 下 の よ うな 状況 が 、 発 生 し や すい 。 


機会 の 平等 が も た ら す 、 自 由 競 和 争 。 

その 場 に お ける 、 成 功 者 。 

社会 的 上 下 移 動 の 自由 性 。 そ の 利点 を 、 最 大 限 に 享受 し た 

者 。 

新た な 富裕 層 。 了 茎 得 権益 の 新た な 所 有 者 。 

そう し た 、 富 裕 層 の 、 了 既得 権益 の 所 有 者 た ち 。 

彼ら は 、 豊 富 な 物量 作戦 を 用 いて 、 高 額 な 教育 費用 を 投じ 

て 、 以 下 の 行 為 を 、 実 行 す る 。 

R> RANMA TAL. HOR. ARES. MPA 
住 立て 上 ける こと 

LAL, AAWRI. AR, ABEL MUANTAIC SZ lz 
う が 、 社 会 的 に 、 よ り 高 く 得 られ や すい 。 

その 方 が 、 社 会 の 品質 は 、 よ り 高 まる 。 

富裕 層 の 既得 権益 の 所 有 者 た ち 。 

彼ら は 、 彼 ら 自 身 の 既 得 権 益 の 力 に よっ て 、 以 下 の 行 為 を 実 
行 す る 。 

彼ら 自身 の 無能 な 子 換 へ と 、 高 等 教育 の 機会 を 、 独 占 さ せる 
=. 

K> BADR TR. 4. ERODE DOM ZA | 
独占 させ る こと 。 

彼ら は 、 そ の こと で 、 社 会 の 品質 を 、 故 意 に 低下 させ て い 


る 。 

それ は 、 社 会 的 な 害悪 で ある 。 

彼ら は 、 社 会 に お ける 高等 教育 の 費用 を 、 高 膳 さ せる 。 
彼ら は 、 社 会 に お ける 、 上 上 才 の 職業 へ の 就職 に 必要 な 費用 
を 、 高 膳 さ せる 。 

彼ら は 、 そ の こと で 、 以 下 の 内 容 を 、 終 済 的 に 不可 能 に させ 


る 。 

下位 者 に よる 、 高 等 教育 の 費用 の 支払 い 。 

下位 者 に よる 、 上 妖 の 職業 へ の 就職 。 

Rot. MuBAnNARE TRA, MAOMAD 5. FAS (CAE 
め 出 す 。 

彼ら は 、 下 位 者 を 、 社 会 的 に 上 昇 出 来 な いよ うに する 。 
その こと で 、 彼 ら は 、 上 位 者 の 立場 を 、 後 世 の 子 失 へ と 、 排 
他 的 に 、 独 占 的 に 、 継 承 す る 。 

その 結果 。 

社会 的 上 下 移 動 の 通路 。 


それ は 、 表 面 的 に は 開い て いる が 、 実 質 的 に は 、 閉 じ ら れ た 
まま と な る 。 

そこ で は 、 社 会 的 上 下関 係 が 、 流 動 性 を すっ か り 失 い 、 固 定 
化す る 。 

そこ で は 、 下 位 者 の 不満 が 、 逃 げ 場 が 無い た め 、 著 積 し 、 爆 
発する 。 

その 結果 、 革 命 が 、 起 きる 。 

例 。 

近い 将来 の アメ リカ 社会 。 


(2022 年 2 月 初出 。) 


生物 二 、 有 能 性 。 


有 能 性 。 

それ が 発揮 され た 、 成 果物 。 製 品 。 演技 。 

それ を 発揮 する 、 生 物 。 製 作者 。 演 技 者 。 有 能 者 。 
И>(3, Е &х39 &%, MESS. 

それ ら は 、 生 物 に 対し て 、 快 感 を 与え る 。 

それ ら は 、 生 物 に よっ て 、 高 く 評 価 さ れる 。 
それ ら は 、 生 物 の 社会 の 品質 を 向上 させ る 。 


無能 性 。 

それ が 発揮 され た 、 成 果物 。 製 品 。 演技 。 
それ を 発揮 する 、 生 物 。 製 作者 。 演 技 者 。 無 能 
それ ら は 、 生 き や す さ を 、 低 下さ せる 。 

それ ら は 、 生 物 に 対し て 、 不 快感 を 与え る 。 
それ ら は 、 生 物 に よっ て 、 低 < く 評価 さ れる 。 
それ ら は 、 生 物 の 社会 の 品質 を 低下 させ る 。 


女性 優位 社会 に お ける 、 有 能 
定住 生活 様式 に お ける 、 有 能 
彼ら は 、 以 下 の 能 力 の 持ち 主 で ある 。 


// 

連れ 立っ て 行動 する 、 能 
調和 を 生成 し 、 維 持 す る 、 能 力 。 
前 例 を 、 丸 呑み し て 習得 する 、 能 力 。 
// 


男性 優位 社会 に お ける 、 有 能 
移動 生活 様式 に お ける 、 有 能 

彼ら は 、 以 下 の 能 力 の 持ち 主 で ある 。 

// 

独立 的 な 個人 行動 を 行う 、 能 力 。 

攻撃 的 な チャ レン ジ を 行う ВЕЛ. 
AMOS SUC. 5 MOIS >. ВЕЛ. 
// 


(2022 年 2 月 初出 。) 


生物 と 、 評 価 。 


評価 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

// 

ある 生物 。 

彼 自身 の 、 環 境 適 応 に お ける 、 有 利 不 利 。 

その 度合 い に つ いて の 、 情 報 の 把 据 。 

彼 自 身 の 立 ち 位 買 の 、 上 下方 向 に お ける 、 測 定 結果 。 
その 値 に つい て の 、 他 の 生物 と の 、 相 対 的 な 比較 。 

それ ら に つい て の 、 フ ィ ー ド バッ ク さ れ た 、 結 果 の 情報 。 
// 


評価 の 対象 。 

// 

ある 生物 。 

彼 自身 が 起こ し た 、 行 動 。 そ の 結果 の 、 良 し 赴 し 。 


БИС. Я. COKRO,. RLEL. 
// 


評価 の 行動 。 
例 。 
НТ. 決定 。 表 現 。 批評 。 


相対 評価 。 

それ が 成立 する た め の 前 提 条 件 。 

比較 対象 が 、 存 在 す る こと 。 

比較 対象 は 、 他 の 生物 が 、 同 時 に 存在 する 場合 、 必 ず 存 在 す 
る 三 と 。 

比較 対象 は 、 社 会 に お いて 、 必 ず 存 在 す る こと 。 

相対 評価 は 、 社 会 に お いて 、 必 ず 、 付 き 物 で ある 。 

相対 評価 は 、 生 物 に お いて 、 必 ず 、 付 き 物 で ある 。 


評価 の 、 送 信 と 受信 。 

受信 し た 、 評 価 に つい て の 情報 。 自己 か ら の 評価 。 他 者 か ら 
の 評価 。 

送信 し た 、 評 価 に つい て の 情報 。 自己 に 対す る 評価 。 他 者 に 
対す る 評価 。 


評価 反応 。 評価 情報 の フィ ー ド バッ ク 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 必 須 の 情報 で ある 。 

それ ら が 、 和 存在 する こと 。 

それ ら が 、 受 信 可 能 で ある こと 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 彼 自身 が 生き て いく 上 で 、 必 須 の 条 
件 で ある 。 


評価 を 、 受 信 出 来 な い 場 合 。 

生物 は 、 居 下 の 内 容 が 、 分 か ら な く な る 。 

彼 自身 の 、 環 境 に お ける 、 周 囲 の 状況 。 

彼 自身 の 、 社 会 に お ける 、 立 ち 位 次 。 

生物 は 、 以 下 の 内 容 の 実行 が 、 不 可能 に な る 。 

彼 自身 の 、 環 境 適 応 に お ける 、 有 利 不 利 。 そ れ に つい て の 、 
情報 。 その 把 据 。 


その 結果 。 
生物 は 、 と て も 、 人 不安 に な る 。 
生物 は 、 気 が 狂い そう に な る 。 


生物 は 、 本 質 的 に 、 評 価 を 、 と て も 欲し が る 。 
生物 は 、 評 価 無 し で は 、 生 き て いけ な い 。 


生物 は 、 本 質 的 に 、 良 好 な 評価 を 、 と て も 欲し が る 。 
生物 は 、 良 好 な 評価 無し で は 、 生 き て いけ な い 。 


評価 を 行う 者 。 


その 分 類 。 

上 位 者 。 / 下位 者 。 
当事者 。 / 第 三 者 。 
// 


評価 の 対象 。 


上 位 者 。 / 下位 者 。 
当事者 。 / 第 三 者 。 


// 
評価 の 内 容 。 
// 


良好 な 評価 。 プラ ス の 評価 。 
彼 自 身 を 取り 巻く 状況 が 、 有 利 で て ある こと 。 有 利 性 の 確認 。 


それ に つい て の 、 情 報 。 

彼 自身 の 立ち 位 異 が 、 上 位 で ある こと 。 寺 上 位 性 の 確認 。 そ れ 
に つい て の 、 情 報 。 

彼 自 身 ガ が 、 生 き や す く な っ て いる こと 。 生 き や す さ の 確認 。 
それ に つい て の 、 情 報 。 

// 

不良 な 評価 。 悪い 評価 。 マ イナ ス の 評価 。 

彼 自身 を 取り 巻く 状況 が 、 不 利 で て ある こと 。 不利 性 の 確認 。 
それ に つい て の 、 情 報 。 

彼 自身 の 立 ち 位 買 が 、 下 位 で て ある こと 。 下 位 性 の 確認 。 そ れ 
に つい て の 、 情 報 。 

彼 自 身 ガ が 、 生 き に くく な っ て いる こと 。 生 き に くさ の 確認 。 
それ に つい て の 、 情 報 。 

// 


評価 。 そ の 変動 の 有無 。 

ИИ 

新規 で ある こと 。 初 回 で ある こと 。/ 二 回 目 以 降 で あるこ 
ie 


一 回 目 以 降 の 場合 
変化 が ある こと 。/ 変 化 が 無い こと 。 現 状 維持 。 


変化 あり の 場合 
tH. / 下降 。 


評価 。 そ の 内 容 の 分 類 。 


Be. / 否定 。 

受 容 。 /拒绝 。 
И 

共感 。 / SEF ROD. SEBO. SEBEL. 
同意 。 / 異議 申し 立て 。 

PREC HIE, / НЕ, 

ЕЛА. / HE. 

Я, / 恥辱 。 

feb. / Alt 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 へ と 、 収 徴 す る 。 


AAEM OES. / 有 能 性 の 喪失 。 
権益 の 獲得 。 / 権益 の 喪失 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 へ と 、 収 薄 す る 。 
生き や すさ の 獲得 。 / 生 き や す さ の 喪失 。 


それ ら は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の 感 覚 を 、 も た ら す 。 
快感 。 / 不 快感 。 


評価 が 上 が っ た 場合 。 
Bick. 陽気 に な る ご と 。 


評価 が 下がっ た 場合 。 
悲し むこ と 。 傷 つく こと 。 落 ち 込 むこ と 。 


評価 が 不変 の 場合 。 
安心 する こと 。 


評価 が いっ た ん 下がっ た 後 、 再 び 、 上 昇 し た 場合 。 
傷 が 癒 や ゃ され る こと 。 回 復 す る こと 。 


評価 が 上 が る 可能 性 が ある 場合 。 
期待 する こと 。 


評価 が 下がる 可能 性 が ある 場合 。 
不安 に な る こと 。 


評価 の 受容 。 

評価 が 上 が る こと 。 

生き や すさ の 向上 に つい て の 、 情 報 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 受 容 し や すい 。 


評価 が 下がる こと 。 
生き や すさ の 下降 に つい て の 、 情 報 。 


それ は 、 生 物 に と っ て 、 受 容 し に 
//// 


評価 の 変動 。 そ の 要因 。 
ある 生物 。 


CAN, 


彼 自身 が 取っ た 、 行 動 。 そ の 結果 。 


成功 。 / 失敗 。 


評価 に 対す る 行動 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
返 礼 。 

В АЯ. 


彼 自 身 の 評価 。 そ れ を 上 げた 他 者 。 
その 他 者 の 、 生 き や す さ 。 そ れる を 、 


ae 
#1. 
感谢 。 利 益 0D) 积 极 的 泵 融通 。 


彼 自 身 の 評価 。 そ れ を 下げ た 他 者 。 
その 他 者 の 、 生 き や す さ 。 そ れる を 、 


Cs 
例 。 
反撃 。 報復 。 復讐 。 返り 討ち 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
BUG. FE. 

呪い 。 

ПАБЕ СИ, 
819. 


その 他 者 に 対す る 行動 。 
故意 に 、 上 昇 さ せる こ 


その 他 者 に 対す る 行動 。 
故意 に 、 下 降 さ せる こ 


邪魔 する こと 。 足 を 引っ 張る こと 。 


ИУ ФУ. 


上 位 者 に 対す る 評価 。 
評価 者 が 、 自 己 保身 を し た い 場 合 
人 


ЕН о 


。 例 。 評価 者 が 、 女 性 の 場 


их. ЖЕ. ВФ. 


評価 が 行わ れる 状況 。 

// 

АВ. (HBO ATUSL OIA. НМ, „ЕАН. HHA OR 
て いな いと ころ 。 機 密 性 。 

// 

良好 な 環境 。 / 不良 な 環境 。 
恵まれ た 環境 。 / 劣悪 な 環境 。 
プラ ス の 環境 。 / マイ ナス の 環境 。 
温室 环境 。 / 圭 酷 な 環境 。 

上 位 の 環境 。 / 下位 の 環境 。 
有利 な 環境 。 / 不利 な 環境 。 

// 


評価 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

// 

自己 存続 。 自 己 保身 。 自 己 拡大 。 自 己 増殖 。 
それ ら は 、 生 物 の 本 質 的 な 行動 で ある 。 
それ ら の 、 有 効 化 と 、 無 効 化 。 

それ ら の 、 促 進 と 抑制 。 そ の 新た な 必要 性 。 
それ ら を 確定 する 、 外 部 情報 。 

// 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

// 

生物 に と っ て 、 最 も 重要 な 、 情 報 。 
// 


評価 に 対し て 、 生 起す る 感情 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

iI 

生物 に と っ て 、 最 も 基本 的 な 、 感 情 。 
/ 


評価 の 公正 性 。 評価 の 客観 性 。 


それ ら の 確保 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 に 、 難 し い 。 
その 理由 。 

生き や すさ の 向上 。 そ の 私 的 な 追求 。 
私利 私欲 。 

生物 毎 の 、 生 物 維 持 に お ける 、 独 立 性 。 
生物 に お いて 、 そ れ ら の 度合 い が 、 と て も 強い こと 。 


(2022 年 2 月 初出 。) 


生物 と 、 反 省 や 内 省 。 


ある 生物 。 
彼 自身 の 取っ た 行動 。 
その 成功 と 失敗 。 


MASONS фи, 
その 上 昇 と 下降 。 
それ ら の 内 容 に つい て の 、 振 り 返 り 。 


彼 自 身 が 貢 か れ て いる 、 状 況 。 
その 、 正 確 な 把握 。 


その 実現 に と っ て 、 必 要 な 行動 。 
行動 の 一 時 停止 。 

静止 。 

休息 。 休憩 。 


その 実現 に と っ て 、 必 要 な 態度 。 
SHS. 

感情 か ら の 解放 。 

客観 性 。 

俯 晤 性 。 


(2022 年 2 月 初出 。) 


生物 と 、 攻撃 や 防御 。 


生き や すさ の 増大 を 図る こと 。 
生き や すさ の 減少 の 回 避 を 図る こと 。 
それ ら は 、 生 物 に と っ て 、 基 本 的 な 欲求 て ある 。 


それ ら の 実現 に と っ て 、 介 威 や 障害 に な る 存在 。 
敵 。 ラ イ バ ル 。 

そう し た 、 無 機 物 。 

そう し た 、 他 の 生物 。 


攻撃 。 

それ ら を 、 先 制 的 に 、 夷 滅 し よう と する こと 。 
防御 。 

それ ら か ら 、 彼 自身 の 心身 を 、 守 ろう と する こと 。 
反撃 。 

それ ら に よる 攻撃 に 対し て 、 返 し の 攻撃 を みす る こと 。 
ЗС. 

それ ら と 、 何 と か し て 、 共 存 し よう と する こと 。 


物理 的 な 、 攻撃 と 防御 。 

例 。 

それ ら へ の 爆撃 を 行う こと 。 
ие, ЕЖУ SIL. 


精神 的 な 、 攻 撃 と 防御 。 

例 。 
ЕР И, ВАУ Си, 
ЕЕ 


攻撃 と 防御 。 
それ ら に 、 必 要 な も の 。 


Nat. INA. 


物理 的 な 武器 や 武義 。 
例 。 刀剣 。 ミ サイ ル 。 


HPT PER, 
例 。 理 论 武装 。 


武装 へ の 対応 を 、 外 部 か ら 、 強 制 的 に 、 丸 投げ され る こと 。 
武装 を 、 彼 ら 自 身 で 、 積 極 的 に 行う こと 。 

その こと で 、 彼 ら 自 身 は 、 攻 撃 に よっ て 、 傷 つき に くい こ 
と 。 
そう し た 生物 。 
$. FAME. 


武装 を 、 彼 ら 自 身 の 外部 へ と 、 丸 投げ する こと 。 

武装 を 、 彼 ら 自 身 で は 、 放 ける こと 。 

その こと で 、 彼 ら の 内 部 に お ける 調和 を 、 図 る こと 。 

その こと で 、 以 下 の 内 容 を 、 維 持 す る こと 。 

彼ら の 内 部 に お ける 、 高 い 水 準 の 生き や すさ 。 そ うし た 、 快 
適 な 現状 。 

その こと で 、 彼 ら 自 身 は 、 攻 撃 に よっ て 、 容 易 に 傷つく こ 
a 
その こと で 、 彼 ら 自 身 は 、 精 神 的 に 、 容 易 に 、 取 り 乱 し 、 逆 
上 する ご と 。 

ENDL’ BOBS. MND. FORCLA, BHAT 
KOS es 

そう し た 生物 。 

例 。 女性 。 温室 集団 に お ける 、 生 物 た ち 。 


(2022 年 2 月 初出 。) 


生物 と 種 。 


有 性 生殖 の 場合 。 

遺伝 的 な 同質 性 。 

それ が 確保 され た 生物 同士 の み が 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現 出来 
る こと 。 

配偶 者 の 関係 を 作っ て 、 共 同 の 遺伝 的 子 擬 を 残す こと 。 
そう し た 仕組 み 。 


現状 の 進化 論 の 、 徹 旗 的 な 破壊 。 
種 の 起源 に つい て の 、 今 まで と は 全く 違う 、 新 た な 説明 を 考 
А 


その た め に は 、 種 の 分 化 の 説明 が 出来 れ ば 、 そ れ で 十分 で あ 
Das 


種 の 分 化 。 

それ は 、 遺 伝 子 の 自己 複製 時 の エラ ー の 発生 に よる 次 然 変異 
の み で 、 説 明 で きる 。 

それ 以外 の 特別 な 仕組 み は 、 生 物 に は 、 特 に 存在 し な い 。 


種 の 分 化 。 

それ は 、 意 図 的 で は 無い 。 

それ は 、 全 て 偶然 で あり 、 全 自動 的 で あり 、 機 械 的 で ある 。 
種 の 系 統 の 先端 部 分 の 種 。 

それ ら の 内 部 に お いて は 、 大 きく 次 動 す る 環境 の 下 で 、 偶 人 然 
に 、 遺 伝 子 の 自己 複製 の エラ ー が 、 続 いて 起き て いる だ け で 
HS. 

それ ら は 、 生 物 と し て は 、 特 に 、 優 れ て は いな い 。 


種 の 分 化 。 

その メカ ニズム 。 

それ は 、 以 下 の プ ロ セ ス に よっ て 、 自 動 的 に 発生 する 。 
ETT ONRBCBROR ВЕС. 

遺伝 情報 の コピ ー の エラ ー の 発生 に より 、 そ の 前 後に お ける 
遺伝 的 同質 性 が 、 確 保 で き な く な る こと 。 

遺伝 子 の 同質 性 が 、 配 偶 者 間 で 、 確 保 で き な く な る こと 。 
その コン ピュ ー タ ー に よる シミ ュ レ ーション が 、 可 能 で あ 


る 


な ぜ 、 配 偶 者 間 の 遺伝 的 同質 性 が 確保 で き な い と 、 生 物 は 、 
有 性 生殖 に 失敗 する か ? 

配偶 者 間 の 遺伝 的 異質 性 が 、 有 性 生殖 に お いて 許容 され る 範 
囲 。 
thus. COM. FEF ADH? 
その メカ ニズム の 解明 が 、 重 要 で ある 。 


無 性 生 殖 と 、 有 性 生殖 と の 、2 系統 の 生殖 方 式 。 

それ ら は 、 な ぜ 、 分 化し て いる の か ? 

それ ら は 、 現 在 、 ど の よう な メカ ニズム で 、 分 化し て いる の 
か ? 

全て は 、 自 動 複 製 時 の エラ ー の 著 積 の み に よ っ て 、 説 明 出 来 
る 。 


WRENS) Be) FEA О. 

男女 の 性 差 の 起源 。 

それ は 、 遺 伝 子 の 自動 複製 時 の エラ ー の 著 積 の み に よ っ て 、 
説明 出来 る 。 

その の コンピュー ター シミ ュ レ ーション に よる 実現 が 、 重 要 で 
ある 。 


減数 分 裂 。 

ACES >, RAAT ORE. 

配偶 子 に お ける 、 大 小 の 格差 の 出現 。 

それ ら を 、 導 出す る こと 。 

その こと は 、 人 遺伝 子 の 自動 複製 時 の エラ ー の 牙 積 の み に よ っ 
て 、 説 明 出 来る 。 

その コン ピュ ー タ ー シ ミ ュ レ ーション に よる 実現 が 、 重 要 で 
HS. 


自己 複製 の 対象 と な る 遺伝 情報 の 数 が 、 全 数 か ら 半 数 へ と 、 
даж, MOI Le. 

その 際 に 、 遺 伝 情 報 の 半分 が 、 ラ ンダ ム に 、 自 動 的 に 、 切 り 
捨て られ る ご と 。 

それ ら の 発生 の 起源 。 

それ は 、 遺 伝 子 の 自動 複製 時 の エラ ー の 著 積 の み に よ っ て 、 


説明 出来 る 。 
その コン ピュ ー タ ー シ ミ ュ レ ーション に よる 実現 が 、 重 要 で 
ある 。 


自己 複製 時 の 、 遺 伝 情 報 の 等 分 の 分 割 。 

その 、 人 遺伝 情報 の 複製 エラ ー に よる 、 自 動 的 な 発生 。 

その メカ ニズム の 解明 。 

その コン ピュ ー タ ーー シミュ レー ショ ン に よる 実現 が 、 重 要 で 
HS. 


情報 の 自己 複製 。 

その 、 自 動 的 な 発生 。 

情報 の 、 遺 伝 情報 化 。 

その メカ ニズム の 解明 。 

その コン ピュ ー タ ー シ ミ ュ レ ーション に よる 実現 が 、 重 要 で 
HS. 


(2022 年 3 月 初出 。) 


OR 


生態 学 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

以下 の 内 容 を 、 新 た に 解明 する た め の 、 知 的 な 活動 。 
// 

生物 の 生き 様 。 

生物 の 分 布 。 

// 


生物 界 
それ 
それ 
それ 
// 


、 閉 鎖 的 な 場 で は 無い 。 
、 開 放 的 な 場 で ある 。 
、 以 下 の 内 容 を 前 提 と し て いる 。 


of 9+ OF 


新た な 存在 に よる 、 外 部 か ら の 侵入 。 
/ 


生物 界 。 

それ は 、 恒 常 性 に 基づく も の で は 無い 。 
それ は 、 絶 え ず 大 きく 変化 する 。 
A 以下 の 内 容 の 発生 に 基づく 。 


生物 自身 に お ける 、 突然 変異 の 発生 。 
外部 環境 に お ける 、 ROOK. 
// 


生物 界 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で は 無い 。 

// 

内 部 調和 に 基づく 、 静 的 な 生態 系 。 
// 


それ は 、 人 不調 和 で 、 動 的 に 動く 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ИИ 

生物 間 に お ける 、 生 き や す さ の 相互 交換 。 
その 実現 の た め の 、 生 態 的 市 場 。 

// 

生物 間 に お ける 、 生 き や す さ の 奪い 合い 。 
その 実現 の た め の 、 生 態 的 戦場 。 

ИИ 


生物 の 生き 様 。 
それ は 、 以 下 の 視 点 に 基づい て 、 捉 える 必要 が ある 。 
/ 


種 単位 の 多様 性 で は 無く 、 個 体 単位 の 多様 性 に 基づい た 、 視 
占 


NO 


// 


突然 変異 や 、 生 存 に お ける 活 汰 。 
それ ら は 、 種 単位 で は 無く 、 個 体 単位 で 起き る 。 


生物 の 生き 様 


それ は 、 以 下 の 視 点 に 基づい て 、 捉 える 必要 が ある 。 

// 

種 単 位 の 集団 主義 で は 無く 、 個 体 単位 の 個人 主義 に 基づい 
た 、 視 点 。 

// 


生物 の 生き 様 。 

その 分 析 。 

それ は 、 遺 伝 的 多様 性 と 、 文化 的 多様 性 と の 、 双 方 を 、 対 象 
どす る 。 


生物 の 生き 様 。 

その 分 析 を 実行 する た め の 、 視 点 。 

以下 の (1) の 視点 か ら 、 以 下 の (2) の 視点 へ の 、 視 点 の 
移行 。 

その 実現 が 、 新 た に 必要 で ある 。 

Mil 

(1) 

既得 椎 益 保有 者 〇 D、 视 点 。 

それ に 基づく 、 生 物 の 生き 様 に お ける 、 以 下 の 内 容 の 実現 。 
現状 維持 。 

その よう な 視点 。 

// 

(2) 

既得 椎 益 非 保 有 者 〇 、 视 点 。 

それ に 基づく 、 生 物 の 生き 様 に お ける 、 以 下 の 内 容 の 実現 。 
新規 の 革命 。 新 規 の 現状 破壊 。 新 秩序 の 樹立 。 

その よう な 視点 。 

Mil 


既得 椎 益 保 有 者 。 
欧米 諸国 の 人 々 や 研究 者 た ち 。 


彼ら は 、 人 間 の こと を 、 以 下 の よ うに 、 勝 手 に 認識 し て い 
る 。 

/ 

生物 界 に お ける 、 最 高 の 有 能 者 。 


生物 界 に お ける 、 最 高 の 既 得 権益 所 有 者 。 
生物 界 に お ける 、 最 上 位 者 。 
// 


彼ら は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 最 優先 に 考え る 。 

// 

彼ら 自身 が 勝手 に 想定 する 、 生 物 界 に お ける 、 人 間 の 、 そ の 
よう に 優越 し た 地位 。 

そう し た 現状 。 

その 維持 。 

// 


彼ら は 、 そ うし た 現状 を 、 以 下 の よ うに 、 考 える 。 

/ 

そう し た 現状 を 、 そ の まま 静 的 に 固定 化し た いこ と 。 

そう し た 現状 を 、 そ の まま 恒常 性 を 持た せ て 、 水 続 さ せ た い 
= Ce 

/ 


彼ら は 、 そ れ ら の 目的 の 達成 の た め に 、 以 下 の 概 念 を 生み 出 
し 、 活 用 し て いる 。 


彼ら は 、 上 記 の 概念 に 基づき 、 以 下 の 内 容 を 、 強 力 に 指向 
し 、 推 進 し 続け て いる 。 

// 

生物 の 生き 様 。 そ の 現状 の 、 保 全 と 保護 。 

// 


彼ら は 、 人 間 の こと を 、 以 下 の よ うに 、 勝 手 に 認識 し て い 
る 。 

// 
最上 位 の 万 能 者 。 

地球 環境 変動 の 制御 を 行う 者 。 

生物 界 全 体 の 制御 を 行う 者 。 

他 の 生物 と は 明確 に 区 別 さ れ た 、 格 上 の 者 。 
// 


Wolk. МГКОАЖОФЕА, ПФЕЛС. 
И. 

人 間 居 外 の 生物 に よる 、 生 物 界 の 代替 的 な 支配 。 

その 新た な 実現 。 

// 

彼ら 以外 の 地域 の 人 々 に よる 、 人 間 社 会 の 代替 的 な 支配 。 
その 新た な 実現 。 

ИИ 


生態 系 の 保全 。 

生態 系 の 保護 。 

それ ら の 概念 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

// 

彼ら が 、 彼 ら 自 身 の 既 得 権益 の 維持 の た め に 、 勝 手 に 設定 し 
た 内 容 。 

彼ら の 都合 を 第 一 に 考え た 、 自 分 勝手 な 、 一 方 的 な 、 内 容 。 
ЦЕ. ЗЕНА Ли ЛЬ. 

// 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 に 、 基 づい て いる 。 

彼ら 自身 の 移動 生活 様式 に お ける 、 以 下 の 行 為 の 必須 性 。 
// 

Ree. ЛХ, |. 

ли. ЛИМА OD, №], 

// 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

// 

KS НЕВОЛЕ, SE OST. PRAM. BAe ite 
観 の 歪み 。 

// 


その 点 、 彼 ら は 、 生 物 学 や 生態 学 に お いて 、 氷 遠 に 、 真 実に 
た どり 着く こと が 出来 な い 。 

その 点 、 彼 ら の 生物 学 や 生態 学 の 理論 は 、 氷 遠 に 、 間 違っ た 
状態 を 、 持 続 す る 。 


現状 の 生物 学 や 生態 学 の 理論 に 対し て 、 真 実 を も た ら す こ 


と 。 

その 実現 の た め に は 、 第 三 者 の 便 剛 的 な 視点 が 、 必 須 で あ 
る 。 

私 は 、 そ の 視点 を 、 提 供し た い 。 


网 得 椎 益 保有 者 。 

欧米 諸国 の 人 々 や 研究 者 た ち 。 

彼ら の 、 生 物 学 や 生態 学 に 対す る 、 上 記 の よう な 視点 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

// 

単なる 思い 上 が り 。 

妄想 。 

思考 に お ける 、 根 本 的 な 、 修 正 不可 能 な 、 人 歪み 。 

// 


生物 界 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で は 無い 。 
/ 


外部 に 対し て 、 閉 じ て い る こと 。 

内 部 調和 性 や 、 恒 常人 性 を 、 持 つこ と 。 
生態 系 で て ある こと 。 

// 


生物 界 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

// 

PAA) CH SOX. 

自由 で ある こと 。 

内 部 の 生物 に 対し て 、 厳 し く 、 容 赦 が 無い こと 。 
その 内 部 の 状態 が 、 絢 え ず 激動 する こと 。 


生物 界 に お いて は 、 以 下 の 事 象 が 、 頻 繁 に 発生 する 。 
И. 

突然 変異 に 基づく 、 新 規 の 生物 の 出現 。 

様々 な 生物 に よる 、 自 由 な 出 人 り 。 

// 


それ ら の 頻度 は 、 激 し い 。 


例 。 

渡り 鳥 の 大 群 。 

FRAME IN Y SOOKE. 

彼ら に よる 、 広 域 移動 と 、 特 定 エ リア へ の 侵入 。 


例 。 

ウィ ルス 。 

新た な 変異 林 の ラン ダム て で 頻繁 な 出現 。 
ИИ 


生物 界 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
ИИ 

生態 的 市 場 。 


生物 同士 が 、 生 き や す さ を 相互 交換 する 、 場 所 。 


// 

生態 的 戦場 。 

生物 同士 が 、 彼 ら 自 身 の 生 き や す さ の 向上 や 維持 を 賭け て 、 
互い に 恒常 的 に 争い 続け る 、 場 所 。 

ИИ 


生物 界 に お いて は 、 以 下 の 内 容 が 、 連 続 的 に 発生 する 。 
革命 。 
上 位 者 と 下位 者 の 、 交 替 。 


生物 界 に お ける 、 最 上 位 者 。 
それ は 、 人 間 で は 無い 。 

それ は 、 生 物 で も 無い 。 

それ は 、 苫 酷 な 無機 環境 で ある 。 


生物 界 の 内 部 に お いて 、 人 間 が 最上 位 で ある こと 。 
人 間 に お ける 、 そ の よう な 、 考 え 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 に 、 基 づく 。 

// 

人 間 に お ける 、 他 の 生物 に 対す る 、 無 知 。 

人 間 に お ける 、 環 境 探 査 能 力 の 限界 。 


// 


そう し た 探査 を 、 よ り 進 め た 場合 。 
以下 の 内 容 が 、 新 た に 首 明 する こと 。 
その 可能 性 。 

それ は 、 十分 に 高い 。 

// 


人 間 其 外 の 生物 が 、 人 間 よ り も 優位 で ある こと 。 
// 


生物 界 に お ける 、 生 物 の 優位 性 。 
その 指標 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


それ ら の 数 。 

それ ら の 存続 し や すさ 。 

それ ら の 増殖 し や すさ 。 

それ ら の 存続 や 増殖 に お ける 、 環 境 負荷 の 小さ さ 。 
// 


そう し た 点 で は 、 人 間 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
И. 

彼ら 自身 の 生存 の 維持 。 

その 実現 に お ける 、 環 境 負 荷 。 

それ が 、 や た ら と 大 きい 存在 。 

資源 の 無駄 遣い ば か りす る 存在 。 

// 

彼ら 自身 の 生存 の 維持 。 

その 実現 の 能力 に お いて 、 無 能 な 存在 。 

// 

他 の 生物 に と っ て 、 厄 介 で 、 迷 惑 な 、 存 在 。 
ИИ 


人 間 が 、 他 の 生物 に 対し て 、 優 位 で ある こと 。 

€5 LER. 

thud. ЕО. HRUTIEL (AU. 
生物 界 に お いて は 、 む し ろ 、 以 下 の 存 在 が 、 よ り 優 位 で あ 


Wh, KW BRL. 
// 


例 。 
昆虫 。 
魚類 。 
藻类 。 
ウィ ルス 。 
/ 


生物 界 の 内 部 に お ける 、 存 在 す る 生物 の 入れ 替わり 。 
その 度合 い は 、 激 し い 。 


生物 界 に お ける 、 人 間 の 存在 や 繁栄 。 

それ ら が 、 以 下 の 原 因 に より 、 一 時 的 な も の に 終わ る こと 。 
その 公算 。 

それ は 、 と て も 高い 。 

ИИ 

無機 環境 が 、 大 幅 に 変動 する こと 。 

// 

他 の 、 よ り 有 力 な 生物 。 

彼ら が 、 人 次 然 変 異 に より 、 新 た に 出現 する こと 。 

ИИ 


(2022 年 4 月 初出 。) 


生物 の 生体 。 その 操作 。 そ の 加工 。 それら 
は 、 生 物 固 有 の 権利 で ある 。 


生物 の 生体 。 

その 操作 。 

その 加工 。 

例 。 

生物 の 遺伝 子 。 そ れ ら の 操作 。 
生物 の 神 終 系 。 そ れ ら の 操作 。 


それ ら は 、 正 当 化 され る 。 


ある 生物 が 、 他 の 生物 の 生体 を 、 操 作 す る こと 。 

ある 生物 が 、 他 の 生物 の 生体 を 、 加 工 す る こと 。 

それ ら は 、 結 局 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

// 

ある 生命 物質 に よる 、 他 の 生命 物質 に 対す る 、 物 理 的 な 、 操 
作 や 改変 。 

// 


それ ら は 、 単 な る 物理 的 現象 で ある 。 

それ ら の 行為 の 実行 は 、 本 来 、 ど の 生物 に と っ て も 、 自 由 で 
あぁ ある 。 

それ ら は 、 生 物 固 有 の 権利 で ある 。 


それ ら の 行為 を 実行 する た め の 知 的 な 能 

そう し た 能力 を 持っ た 生物 。 

そう し た 生物 は 、 人 間 に 限 ら ず 、 誰 で も 、 生 体操 作 の 権利 を 
有する 。 


生体 の コン トロ ー ル 。 
それ ら は 、 物 理 現象 の 一 環 で あぁ る 。 
ФИ. УЖО СМУ (Ал. 


生物 の 生体 。 それ ら の 操作 。 

生物 の 遺伝 子 。 そ れ ら の 操作 。 
РЕНН. CHS ORE. 
それ ら が 持つ 、 明 る い 可 能 性 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る 。 
И! 

生物 に お ける 、 種 の 制約 。 
生物 に お ける 、 行 動 上 の 制 釣 。 

それ ら を 、 取 り 払 うこ と 。 

生物 を 、 そ れ ら か ら 、 解 放す る こと 。 


// 
生物 の 多様 性 を 促進 する こと 。 
// 


個々 の 生物 の 生き や すさ を 、 向 上 させ る こと 。 
ii 

新た な タイ プ の 生物 を 、 生 み 出 すこ と 。 

И. 


そう し て 生ま れ た 、 新 た な 生物 。 
彼ら が 、 以 下 の 内 容 と な る こと 。 
既 存 の 生物 に と っ て の 、 新 た な 合 威 。 
// 

その 可能 人 性 は 、 と て も 大 きい 。 


LP ls 

それ ら は 、 同 時 に 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る 。 
// 

地球 上 に お ける 、 生 物 の 生き や すさ 。 

その 水準 に お ける 、 向 上 。 

それ が 、 確 実に 、 促 和 進 され る こと 。 

// 


例 。 

ある 生物 が 、 以 下 の (1) を 、 以 下 の (2) 人 之、 新 大 人 组 
み 込 むこ と 。 

(1) 

彼 自身 の 遺伝 子 の 、 一 部 か 、 全 部 。 

(2) 

他 の 、 よ り 有 能 な 生物 。 そ の 遺伝 子 。 


その こと で 、 彼 自身 の 分 身 は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る 。 
// 

より 、 有 人 能 に な る こと 。 

より 、 生 き 残 りや すく な る こと 。 

// 

($, RBBIC4 DT. ВИ. 


生物 の 生体 。 それ ら の 操作 。 
生物 の 遺伝 子 。 そ れ ら の 操作 。 
生物 の 神経 系 。 それら の 操作 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 も た ら す 。 
/ 


生物 た ちの 有り 様 。 そ の 自由 化 。 
// 


それ ら を 実現 する た め の 、 機 会 。 
それ は 、 全 て の 生物 に 対し て 、 平 等 に 開か れる べき で ある 。 


例 。 

ある 人 間 が 、 以 下 の (1) を 、 以 下 の (2) へ と 、 埋 め 込 む 
о. 

(1) 

彼 自身 の 遺伝 子 の 一 部 。 

(2) 

a8 CHAIRS SBR. ЖРО. 


AD. СОСО Ce 以下 の (2) 
丰 、 新 大 (2 与 元 召 二 过 。 

( 工 ) 

KERNEN. 

(2) 

水中 に ずっ と 洪 っ た まま で 、 生 き 続 ける こと 。 

その 実現 を 、 可 能 に する こと 。 

そう し た 能力 。 

水中 生活 者 と し て の 、 能 力 。 


例 。 

ある 人 間 が 、 以 下 の (1) を 、 以 下 の (2) へ と 、 埋 め 込 む 
こと 

(1) 

人 間 や イル カ の よう な 高い 知能 を 持つ 生物 。 

そう し た 生物 の 遺伝 子 。 

それ ら の 一 部 。 

(2) 

錦 で 呼吸 する 魚類 。 彼 ら の 遺伝 子 。 


人 間 が 、 そ の こと で 、 以 下 の 内 容 の 生物 を 、 新 た に 生み 出す 


ет 

iI 

高い 知能 を 備え た 、 魚 類 。 
/ 


そう し た 、 高 い 知能 の 魚類 た ち 。 

彼ら に 対し て 、 人 間 が 、 彼 自身 の 文化 的 子 換 を 、 広 め る こ 
と 
その こと が 、 新 た に 可能 に な る こと 。 
その こと で 、 以 下 の 内 容 が 実現 する こと 。 
// 

BECHARA. Hit o= ck. 

その よう な 状況 が 、 実 際 に 発生 する こと 。 


く 、 生 き 続 ける こと 。 
// 


生物 の 生体 。 
その 操作 。 
その 発展 形 。 


例 。 

人 間 の 社会 。 
妊娠 の 中 絶 。 
胎児 の 間引き 。 
出産 後 の 界 児 の 間引き 。 


тр и. ВЕ (СЗУ. 
それ は 、 男 性 優位 社会 固有 の 社会 規範 で ある 。 
それ は 、 女 性 優位 社会 に は 、 適 用 され な い 。 


それ ら は 、 女 性 優位 社会 で は 、 正 当 化 され る 。 

それ ら は 、 女 性 が 本 来生 得 的 に 所 有する 権限 で ある 。 
それ ら の 自由 化 。 

それ は 、 社 会 的 に 、 明 る い 可 能 性 を 持つ 。 


fast. 


ele. 


彼ら は 、 文化 的 記憶 を 、 ほ と ん ど 持 た な い 。 
彼ら は 、 結 局 は 、 生 まれ て いな い の と 、 一 緒 で ある 。 


fast. 

le. 

女性 は 、 彼 ら に 関し て 、 以 下 の 内 容 を 所 有する 。 
// 


彼ら の 存在 を 、 自 由 に 処分 で きる 権限 。 
/ 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

/ 

女性 に お ける 、 望 まな い 妊 娠 に 対す る 、 基 本 的 な 対策 。 
iI 


それ は 、 女 性 に 対し て 、 セ ックス の 自由 化 を 、 も た ら す 。 
それ は 、 女 性 の 権力 の 更 な る 強化 に 、 柚 が る 。 
それ は 、 過 剰 な 人 口 の 削減 に 対す る 、 切 り 札 で あぁ る.。 


例 。 

ある 女性 に お いて 。 

彼女 自身 の 出産 後 の し ば らく の 一 定期 間 。 

彼女 自身 力 出 产 岂 大 婴 几 。 

その 生 殺 与 奪 に つい て の 自由 。 

それ に つい て の 権限 。 

そう し た 権限 を 、 彼 女 自 身 に 対し て 、 認 め る こと 。 


(2022 年 4 月 初出 。) 


生物 と 秩序 。 生物 と 法律 。 


生物 は 、 誰 で も 、 一 定 の 法 秩 序 に 従っ て 、 動 いて いる 。 
生物 の 行動 は 、 無 秩序 で は 無い 。 


秩序 。 

その 社会 的 な 決定 者 。 

それ は 、 以 下 の 者 で ある 。 

/ 

彼 自 身 の こ と を 、 社 会 的 な 上 位 者 と 見 な す 者 。 
// 


秩序 。 

それ は 、 本 来 、 生 物 の 各個 体 が 、 独 自 に 所 有 し て いる 。 
それ は 、 生 物 固 有 の 、 パ ター ン 化 され た 動作 で ある 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 目的 を 、 持 つ 。 

// 

より 良い 生き や すさ の 追求 。 

自己 複製 。 自 己 増殖 。 

自己 保身 。 自己 の 恒常 性 の 維持 。 

// 


秩序 。 
それ は 、 実 際 に は 、 生 物 の 個体 の 数 だ け 、 存 在 す る 。 
秩序 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

iI 

生物 の 各個 体 特 有 の 、 パ ター ン 化 され た 個性 。 
/ 

それ ら を 、 収 集 し 、 明 文化 し 、 体 系 化し た 、 ア ウト プッ ト 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
/ 

生物 固有 の 、 法 律 。 

/ 


無秩序 。 


社会 的 アノ ミー。 


それ は 、 上 位 者 の 視点 に 、 基 づい て いる 。 
それ は 、 下 位 者 に よる 、 行 動 で ある 。 

その 行動 の 内 容 。 

それ は 、 寺 上位 者 の 意 に 、 沿 わな い 。 

それ は 、 下 位 者 自身 の 秩序 に 、 沿 っ て いる 。 


それ は 、 無 知 な 観察 者 の 視点 に 、 基 づい て いる 。 
それ は 、 そ の 観察 の 対象 者 に よる 、 行 動 で ある 。 
その 行動 の 内 容 。 

それ は 、 観 察 者 の 意 に 、 沿 わな い 。 

それ は 、 観 察 の 対象 者 自身 の 秩序 に 、 沿 っ て いる 。 


(2022 年 4 月 初出 。) 


生物 学 や 生態 学 に お ける 、 人 間 や 生物 に 対 
する 、 視 点 。 男 性 優位 社会 の 場合 。 


男性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら の 、 思 考 面 に お ける 限界 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

И 

人 間 と 、 そ れ 以 外 の 生物 と を 、 区 別 す る こと 。 

ЛЯ, ИМЯ, EY EAL. ма 
ける こと 。 

それ ら の 実行 。 そ れ ら の 実現 。 

その こと に 対し て 、 必 死に な る こと 。 

そう し た 強迫 観念 に 、 絶 え ず 囚われ て いる こと 。 

その こと に より 、 以 下 の 内 容 が 、 彼 ら 自 身 の 精神 の 中 に 、 引 
AFECS IL. 

// 

生物 学 や 生態 学 に お ける 、 人 間 や 生物 に 対す る 、 視 点 。 
その 、 根 本 的 な 、 人 歪み 。 

0. ВЖЕ, ==. 


ИИ! 


彼ら 自身 に よる 、 そ れ ら の 超越 。 

その 根本 的 な 方 法 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

// 

彼ら が 家 音 と し て 利用 し て いる 、 移 動 性 の 陸上 動物 た ち 。 
それ ら に お ける 、 人 間 と の 同質 性 。 

その 度合 い を 、 大 きく 減ら すこ と 。 


例 。 

そう し た 陸上 動物 の 知能 。 

それ ら を 、 人 遺伝子 操作 に よっ て 、 大 きく 減ら し 、 問 略 化 する 
Mae ae 

そう し た 陸上 動物 の 感情 。 

それ ら を 、 遺 伝 子 換 作 に よっ て 、 標 力 、 無 くす こと 。 

そう し た 陸上 動物 。 

彼ら を 、 遺 伝 子 操作 に よっ て 、 無 感情 な ロボ ッ ト 化 する こ 
ae 

// 


上 記 の 内 容 の 実現 の た め に 、 必 要 な こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

// 

そう し た 陸上 動物 の 神経 系 の 動作 。 

それ ら の 探査 と 解明 。 

// 


(2022 年 4 月 初出 。) 


生物 と 集団 。 


生物 同士 の 相互 作用 。 生 物 同 士 の 近接 性 。 物 理 的 な 相互 作用 


や 近接 性 。 遠 隔 通信 的 な 相互 作用 や 近接 性 。 そ れ ら が 同時 に 
成立 し た 場合 。 生物 同士 に お いて 、 集 団 が 成立 する こと 。 
生物 同士 の 集団 形成 に お ける 、 契 機 や 取っ 掛か り 。 

同質 者 同士 の 、 一 体 性 や 、 融 合 性 や 、 親 密 性 や 、 調 和 。 そ れ 
ら が 、 生 物 同 士 の 問 に お いて 、 存 在 す る こと 。 
異質 者 同士 の 問 に お ける 、 生 き や す さ の 相互 融通 や 相互 交 
換 。 そ の 実現 の た め の 、 相 互 協力 や 相互 分 業 。 それら の 必要 
性 。 それら が 、 生 物 同 士 の 間 に お いて 、 存 在 す る こと 。 


同質 者 の 集団 と し て の 、 コ ミュ ニテ ィ や 、 ゲ マイ ン シ ャ フト 
や 、 第 一 次 集団 。 

遺伝 的 同質 者 。 同じ 遺伝 子 の 共有 者 。 遺 伝 的 先祖 と 、 遺 伝 的 
TR. nO. AME. RMB. 

文化 的 同質 者 。 同じ 文化 の 共有 者 。 移 動 生 活 様式 。 定 住 生 活 
KK. 

遺伝 的 同質 者 と 文化 的 同質 者 と の 掛け 合わ せ の 集団 と し て 

о. К. 

遺伝 的 同質 者 の 集団 と し て の 、 血 縁 集団 。 そ の 、 以 下 の 内 容 
と の 掛け 合わせ と し て の 、 家 族 。 遺 伝 的 異質 者 同士 の い 、 あ る 
い は 、 暴 性 の 配偶 者 同士 の 、 生 殖 の 場 。 


異質 者 同士 の 協力 の た め の 集 団 と し て の 、 ア ソシエ ーション 
や 、 ゲ ゼル シャ フト や 、 第 二 次 集団 。 

遺伝 的 異質 者 同士 の の 、 ある い は 、 異 性 の 配偶 者 同士 の 、 生 殖 
Хх. ТЕФЕВО. в. Rik. 


BN eA, ВР © ВР и ОБ, ЛС. BBY 
者 が 、 集 団 の 内 部 へ と 、 加 入 す る こと 。 そ の 実現 が 、 部 内 者 
AOA FETT CTH. HAE TH SD. BATHS _¢&. 
移動 生活 様式 の 集団 。 男 性 優位 社会 に お ける 集団 。 気 体 的 集 
団 。 
閉鎖 的 な 集団 。 排 他 的 な 集団 。 部 内 者 と 部 外 者 と の 区 別 が 、 

厳し いこ と 。 部 外 者 が 、 集 団 の 内 部 へ と 、 加 入 す る こと 。 そ 
の 実現 が 、 部 内 者 へ の 婦 故 を 持た な い 限 り 、 不 可能 で ある 

か 、 困 難 で ある こと 。 定 住 生 活 様式 の 集団 。 女 性 優位 社会 に 
お ける 集団 。 液 体 的 集団 。 


(2022 年 5 月 初出 。) 


生物 と 茎 得 権益 。 その 、 資 本 主義 や 社会 主 
義 と の 関連 。 従 来 の マル クス 主義 に 対す る 
ЖЗ. tNRBROER. 


従来 の 政治 学 や 経済 学 や 社会 学 に お ける 、 資 本 主義 と 社会 主 
== 


FR 0 

それ ら の 概念 を 、 対 立 物 と し て 考え る こと 。 

例 。 従来 の マル クス 主義 の 信奉 者 。 従来 の 資本 主義 の 信奉 
者 。 

#7 1-Я. FATE. 

И, Baa CK (СОЖ Л. 

も っ と 出来 の 良い 概念 分 類 の 思考 が 、 十 分 に 可能 で ある 。 
そう し た 概念 分 類 。 私 は し 、 そ れ を 、 試 し に 考案 し た 。 そ れ 
は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 


ИИ! 
既得 権益 。 生き や すさ の 所 有 。 生 き や す さ の 貯蓄 。 例 。 A 
金 。 資源 。 設備 。 権 利 。 権限 。 縁故 。 


茎 得 権 益 。 そ の 種類 。 

資金 が メイ ン の 場合 。 例 。 既 存 の 資本 主義 社会 。 ア メリ カ 。 
社会 的 绿 故 做 X 咎 >O 场 合 。 例 。 既 存 0 社 会 主义 社会 。 中 
国 。 


(1) 

既得 権益 。 そ の 著 積 。 そ の 私 有 。 

その 、 促 進 や 増進 。 vs. その 、 抑 制 。 そ の 、 定 期 的 な 初期 
th. 

£2, Ath. vs. #0. НХ], 
НАЖМИ . ORI. EVIL, PSMA. 
生物 の 生活 水準 は 、 低 下す る 。 例 。 以 前 の ソビエト 連邦 や 中 


国 。 
その 蓄積 や 私 有 を 、 認 め る 場合 。 生物 は 、 や る 気 を 出す 。 生 
物 の 生活 水準 は 、 上 昇 す る 。 例 。 欧 米 諸 国 。 


既得 権益 。 そ の 蓄積 。 そ の 私 有 。 そ れ ら を 、 認 め る こと 。 そ 
の こと が 、 生 物 に と っ て 、 本 来 的 に 望ま し い 。 

例 。 社会 主義 国家 と し て の 中 国 に お ける 、 改 革 開 放 政 策 へ の 
転換 と 、 そ れ が も た らし た 、 高 度 経 済 成長 。 


上 記 の 内 容 は 、 全 世界 的 に 、 成 立 す る 。 
それ は 、 生 物 社会 に お ける 、 法 則 で ある 。 


(2) 

РАДЕ. СОТА. 

その 社会 的 格差 。 

その 拡大 。 そ の 現状 維持 。vs. ОЖ. 
その 固定 化 。vs. その 流動 化 。 


その 社会 的 分 配 。 

その 独占 。 vs. その 、 ば ら 撤 き 。 

その 偏り 。 上 位 者 へ の 偏 車 。 下位 者 へ の 偏重 。 vs. その 平等 
性 。 


РАДЕ. -C OBA. 

その 再 投 資 。 その 収集 。 その 回 収 。 

投資 する 者 。 収 集 す る 者 。 回 収 す る 者 。 彼 ら は 、 上 位 者 と な 
る 。 

投資 され る 者 。 収 集 く され る 者 。 回 収 さ れる 者 。 彼 ら は 、 下 位 
者 と な る 。 


РДЭ МЕ. СОН. 

その 能 

有 能 者 。 彼 ら は 、 富 容 に な る 。 彼 ら は 、 有 産 者 に な る 。 彼 ら 
(4. Ежи. 

無能 者 。 彼 ら は 、 貧 困 に な る 。 彼 ら は 、 無 産 者 に な る 。 彼 ら 


ld. 下位 者 どど なる 。 


ИДУ НЕА. COA. 

(NBR. Child. URONRZEANT. 
社会 的 上 下関 係 。 

既得 権益 を 多く 所 有する 者 。 彼 ら は 、 上 位 者 と な る 。 
既得 権益 を 少な く 所 有する 者 。 彼 ら は 、 下 位 者 と な る 。 


(3) 

РАДЕ. COA. 

その 現状 維持 。 

既得 権益 を 多く 所 有する 者 。 上 位 者 。 その 現状 は 、 彼 ら に 
と っ て 、 望 まし い 。 彼 ら は 、 そ の 現状 の 、 和 維持 や 強化 を 、 指 
向 す る 。 

皮 得 権益 を 少な く 所 有する 者 。 下 位 者 。 そ の 現状 は 、 彼 ら に 
と っ て 、 望 まし く 無 い 。 彼 ら は 、 そ の 現状 の 、 打 破 や 比 体 化 
を 、 指 向 す る 。 

その 現状 維持 に 対す る 、 資 杏 の 態度 。 

それ は 、 社 会 的 な 立場 の 違い に よっ て 、 大 きく 異な る 。 
それ は 、 社 会 的 な 立場 の 違い に よっ て 、 大 きく 対立 する 。 


社会 的 上 下関 係 。 その 信 在 。 そ の 固定 化 。 そ の 格差 の 拡大 。 
ВЕ. 

例 。 

資本 主義 国家 と し て の アメ リカ に お ける 、 超 富裕 層 の 発生 
と 、 彼 ら に よる 、 そ の 現状 の 、 維 持 や 強化 。 そ の 強力 性 。 そ 
の 強欲 性 。 

社会 主義 国家 と し て の 中 国 に お ける 、 超 特権 層 の 発生 と 、 彼 
ら に よる 、 そ の 現状 の 、 維 持 や 強化 。 そ の 強力 性 。 そ の 強欲 
性 。 


ИЖ, ФА. 
遺伝 的 な 有 能 性 。 茎 得 権益 。 そ れ ら の 大 量 性 。 そ れ ら の 上 質 
性 。 それら の 、 一 部 の 者 に よる 、 先 祖 代 々 に わた る 、 排 他 的 
な 占有 。 そ れ ら の 現状 維持 。 


それ ら の 発生 。 それに 対す る 資 机 。 

既得 権益 を 多く 所 有する 者 。 上 位 者 。 そ れ は 、 彼 ら に と っ 
<, BELL. Mold, ФФ, ЛЧ, TEATS. 
BLASER A b7y < IAT SA. Ruse. 4, ЖБИ 
<, BEL BU. Mold, О, Bae, Faas 
る 。 


それ ら の 発生 。 

それ は 、 社 会 に お いて 、 不 成長 や 停滞 や 衰退 や 滅亡 を 、 生 み 
出す 。 

それ は 、 社 会 に お ける 生き や すさ を 、 減 ら す 。 

それ は 、 社 会 に お ける 生き に くさ を 、 増 や す 。 


それ ら の 発生 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 に 、 望 まし く な い 。 そ れ は 、 
生物 に と っ て 、 本 来 的 に 、 是 正 さ れる か 、 打 倒さ れる べき で 
ある 。 

上 記 の 内 容 は 、 全 世界 的 に 、 成 立 す る 。 

それ は 、 生 物 社会 に お ける 、 法 則 で ある 。 


マル クス は 、 本 来 、 上 記 の 内 容 の 定式 化 を 行う べき で あっ 
た 。 し か し 、 彼 は 、 そ の レベ ル に は 、 到 達し な か っ た 。 
彼 は 、 そ の まま の 状態 で 、 以 下 の よ うな 内 容 を 主張 し た 。 
// 

Biisttm. CNBRCHAD, “НИЕ, 

Biisttm. НОЖИ. 9. НЕХ 70 
生起 に お ける 、 一 回 性 。 そ の こと へ の 固執 。 

その 後 、 新 た な 上 位 者 に お いて 発生 する 、 茎 得 権益 の 占有 。 
そう し た 社会 的 格差 の 永続 化 。 それ ら の 容認 。 

// 


マル クス と 、 そ の 信奉 者 た ち に よる 、 そ れ ら の 主 上 。 
その 内 容 は 、 居 下 の よ うな 視点 か ら 上 胸 め た 場合 、 根 本 的 に 、 


間違い で ある 。 
生物 社会 の 法則 か ら の 、 視 点 。 


上 記 の 内 容 は 、 本 来 は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある べき で あ 
る 。 

ИИ 
(1) 

既得 権益 。 そ の 著 積 や 私 有 の 、 育 定 。 


(2) 

既得 権益 。 その 、 一 部 の 者 に よる 占有 。 そ の 持続 。 そ の 発 
生 。 そ の こと が も た ら す 、 以 下 の 状 況 。 

// 

ASAE КВА. COME. COME. COMADUK. 
その 転 首 不能 化 。 

// 


それ ら の 発生 の 、 排 除 。 
それ ら の 、 定 期 的 な 、 是 正 や 初期 化 。 


上 記 の (1) と (2) の 内 容 の 、 社 会 的 制度 化 。 

その 実現 に よる 、 社 会 的 生き さや すさ の 、 恒 常 的 な 確保 。 そ 
の 、 根 本 的 な 、 必 要 性 や 重要 性 。 

Mil 

上 記 の 内 容 の 主張 。 

その 内 容 は 、 以 下 の よ うな 視点 か ら 眺 め た 場合 、 根 本 的 に 、 
Z4CHS. 

生物 社会 の 法則 か ら の 、 視 点 。 
MINI 


(2022 年 5 月 初出 。) 


生物 の 経済 学 と 、 生 物 社会 の 改革 と の 関 
連 。 従来 の 人 間 の 経済 学 の 、 超 越 。 


従来 の 、 近 代 の 西欧 諸国 の 社会 を モデ ル に し て 開発 され た 、 
AMOS EOE 

例 。 マ ルク ス の 資本 論 。 

それ ら は 、 人 間 の 本 質 の 基盤 部 分 に 潜む 、 生 物 の 本 質 の 内 容 
を 、 あ まり 反映 し て いな い 。 

HED, ЛИОНЕ, 

И. Е ЖЕЛАЕТ, ИАС 
る 。 


従来 の 、 西 欧 諸 国 の 社会 を モデ ル に し て 開発 され た 、 人 間 委 
済 学 の 理論 。 

私 は 、 そ れ ら の 基 般 部 分 の 内 容 を 、 生 物 の 経済 学 と し て 、 最 
MAS, SABLE. 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


ВЕДУ, ЖЕНУ 9 EOD. BITRE. 
生存 状態 の 維持 。 自 己 保 身 の 持 続 。 

生物 に お いて は 、 生 体 維 持 の コス ト が 、 絶 え ず 定期 的 に 掛か 
る 。 
その コス ト を 、 絶 え ず 、 ね ん 出し 続け る こと 。 

その 余力 の 所 有 。 

それ が 、 生 物 に と っ て の 、 生 存 に お ける 、 固 定 費 用 に 当 た 
る 。 


生物 に お ける 、 生 存 状 態 の 維持 。 生物 に お ける 、 彼 ら 自 身 の 
生体 維持 。 

それ ら に 必要 な 、 消 費 物 。 そ れ ら に 必要 な 、 生 き や す さ その 
も の 。 

(1) 

エネ ルギー。 栄 准 。 ミネラル 分 。 水 分 。 


他 の 生物 か ら 得 る 場合 
/ 


(2-1) 
それ ら の 獲得 の た め に 必要 な 、 費 用 。 
(22°) 


それ ら の 獲得 と は 無関係 に 。 

その 生物 自身 の 生存 状態 の 維持 その も の の た め に 。 

生物 自身 の 心身 に よっ て 、 そ の 生存 期間 中 に お いて 、 恒 常 的 
に 消費 され る 物品 の 、 費 用 。 


生き や すさ が 持つ 、 生 物 の 生存 に 役立つ 働き その も の 。 
その 働き の 提供 者 。 労 働 者 。 


生体 維持 に お ける 収支 。 生存 収支 。 

// 

НУ. WIR. RO. BA. ЭМИ. 
MRATIAVTFACONINE. BaP. 
MDF OMS. Mi. BK. 富裕 化 。 強大 化 。 
// 


生き や すさ 。 そ の 、 自 己 生産 。 

生産 設備 と 、 生 産 資源 の 、 自 己 所 有 が 、 前 提 と な る こと 。 
// 

収支 が 赤字 の 場合 。 持ち 出し 。 

収支 が プラ スマ イナ ス ゼ ロ の 場合 。 自 転 車 操業 。 
収支 が 黒字 の 場合 。 著 積 。 

// 


生き や すさ 。 そ の 、 他 の 生物 か ら の 取得 
21-51] >. SNE. Ве. МВ. РЖ. 
// 


収支 が 赤字 の 場合 。 朝 真 。 


収支 が プラ スマ イナ ス ゼ ロ の 場合 。 対価 交換 。 
収支 が 黒字 の 場合 。 収 奪 や 搾取 。 
// 


生き や すさ の 取得 の 行為 。 

自己 生産 。 

他 の 生物 に 対す る 外注 。 

(1) 

他 の 生物 を 、 生 存 さ せ た ま ま 、 行 う 場 合 。 

他 の 生物 が 、 彼 ら 自 身 の 生 命 そ の も の と は 別に 生み 出す 生産 
WIAD, FACIES. 

Gil, 分 泌 物 。 種 を 除い た 果実 分 。 樹液 。 乳 製品 。 酷 農 。 

上 位 者 に よる 、 下 位 者 の 生産 物 の 摂取 の 場合 。 栽 培 。 飼 育 。 
下位 者 に よる 、 上 位 者 の 生産 物 の 摂取 の 場合 。 寄生 。 

(2) 

他 の 生物 の 生命 を 奪う 形 で 、 行 う 場 合 。 

他 の 生物 の 生体 の 、 生 きた まま で の 摂取 や 丸呑み 。 捕 食 。 
(3) 

他 の 生物 の 死体 に 集 る 形 で 、 行 う 場 合 。 

他 の 生物 の 死体 の 摂取 や 丸呑み 。 解 体 。 ハ ゲタ カ の よう な 行 


資本 。 

生物 に と っ て 、 生 き や す さ を 生み 出す た め の 、 元 手 と な る 、 
財産 。 

それ ら は 、 生 物 に と っ て 、 結 局 は 、 以 下 の 内 容 と 、 同 じ で あ 
る 。 

既得 椎 益 。 


資本 。 そ の 定義 。 
(1) 


生産 資源 。 

(2) 

生産 設備 。 

(3) 

生産 設備 の 製造 。 そ の た め に 必要 な コス ト 負 担 に つい て の 、 
所 有 資 源 や 、 有 所有 設 備 に お ける 余力 の 発生 と 、 そ の 所 有 。 
(4) 

生産 物 に お ける 、 生 産 余 乗 | の 発生 。 例 。 豊 作 。 

(5) 

消費 物 に お ける 、 消 費 残余 の 発生 。 例 。 食 べ 残 し 。 

(6) 

Ех (-5(]5. BF. ООО. BI, Shh 
=. RAF. 

(7) 

生物 の 間 で 構築 され て いる 、 彼 ら 自 身 が 生き や すさ を 生み 出 
す た め に 必要 な 、 協 業 関係 の ネッ トワ ー ク 。 


生き や すさ の 消費 の 行為 。 
// 

消費 能力 の 自前 で の 保持 。 
他 の 生物 に 対す る 外注 。 

// 


生き や すさ の 消費 の 後 。 
廃 工 物 の 発生 。 そ の 廃 葉 処 理 と 、 そ の 廃 茎 コス ト へ の 支払 い 
の 必要 性 。 


利益 。 
生物 自身 が 所 有する 、 生 き や す さ 。 
生物 自身 が 新た に 獲得 する 、 生 き や す さ 。 


РЕНА 1- 9 >, EATS. 
それ ら の 質量 の 最大 化 を 、 絶 え ず 追求 する こと 。 


損害 。 

生物 自身 が 所 有する 、 生 き に くさ 。 

生物 自身 が 新た に 背負 う 、 生 き に くさ 。 

生物 自身 が 新た に 著 積 する 、 生 き に くさ 。 

それ ら の 質量 の 最小 化 を 、 絶 え ず 追求 する こと 。 


それ ら は 、 生 物 の 生涯 に お ける 、 最 大 目標 で ある 。 
ДОН. ЕН, НОУ, 
IRC, АА. TIES. MARKETS. 


生物 。 

彼 自身 が 豊か に な る 、 休 件 。 

彼 自 身 が 利益 を 得る 、 人 条件 。 

彼 自 身 が 既得 権益 を 蓄積 で きる 、 和 人 条件 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


// 
生き や すさ の 生産 。 そ の 生産 品 は 、 製 品 で ある 。 
生き や すさ の 交換 。 そ の 交換 品 は 、 商 品 で ある 。 
// 


生物 に お ける 、 生 き や す さ の 喪失 。 

// 

(1) 

RAD Am SERCTAD, BEAHICL Sti. 

(2) 

権益 の 所 有 者 に よる 、 借 用 者 か ら の 、 賃 貸 料 の 徴収 。 

その こと に よる 、 所 有 者 に よる 、 借 用 者 か ら の 、 一 方 的 な 、 
生き や すさ の は くさく 奪 。 

(3) 

有人 能 者 に よる 、 無 能 者 に 対す る 一 方 的 な コン トロ ー ル やや 操作 
や 侵略 の 実 遍 。 


その こと に よる 、 有 能 者 に よる 、 無 能 者 に 対す る 、 一 方 的 
な 、 生 き や す さ の は く 奪 や 強奪 。 
// 


生物 社会 に お ける 、 社 会 的 停 洪 。 

ある 生物 が 、 生 き や す さ を 、 自 力 で 生産 で きる 場合 。 

その 生物 が 、 そ の 現状 に 十分 に 、 満 足し て いる 場合 。 

その 生物 に よる 、 生 き や す さ の 交換 は 、 起 き に くい 。 
その 生物 に よる 、 他 の 生物 に 対す る 、 更 な る 搾取 や 収奪 は 、 
起き に すい 。 


ある 生物 が 、 現 状 の 生き や すさ に 、 十 分 に 満足 し て いる 場 
za 


その 生物 に よる 、 更 な る 生産 や 消費 や 交換 は 、 起 き に くい 。 
その 生物 に よる 、 他 の 生物 に 対す る 、 更 な る 搾取 や 収奪 は 、 
起き に くい 。 

その 生物 に よる 、 生 産 や 交換 に お ける 、 有 能 人 性 の 、 更 な る 向 
lds Geet < 
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の 、 更 な る 向上 は 、 起 き に くい 。 

交通 や 通信 の 欠如 。 そ の こと が も た ら す 、 新 規 情報 の 欠如 。 
例 。 

それ ら は 、 西 欧 諸 国 に お ける 、 中 世 の 社 会 的 停 滑 を 、 引 き 起 
こじ た 。 


生物 社会 に お ける 、 産 業 革 命 と 、 近 代 化 。 
ある 生物 が 、 現 状 の 生き や すさ に 、 感 覚 的 に 、 既 に 飽和 し た 
場合 。 


ある 生物 が 、 現 状 の 生き や すさ に 、 新 た に 不満 を 覚え る 場 
za 


その 生物 に よる 、 更 な る 生産 や 消費 や 交換 が 、 起 きやすい 。 


その 生物 に よる 、 他 の 生物 に 対す る 、 更 な る 搾取 や 収奪 が 、 
起き や すい 。 

その 生物 に よる 、 生 産 や 交換 に お ける 、 有 能 人 性 の 、 更 な る 向 
上 が 、 起 きやすい 。 

その 生物 に よる 、 生 き や す さ に お ける 剰余 の 、 大 量 発 生 が 、 
起き や すい 。 

その 生物 に よる 、 生 産 や 交換 に お ける 、 上 既得 権 益 の 著 積 度 

の 、 更 な る 向上 が 、 起 きやすい 。 

生物 た ち に お ける 、 そ れ ら の 心理 的 要因 は 、 生 物 の 社会 に 対 
し て 、 変 動 や 革命 を も た ら す 。 


ある 生物 が 、 現 状 の 生き や すさ に 、 感 覚 的 に 、 既 に 飽和 し た 
場合 。 限 界 効 用 の 通 減 が 起き た 場合 。 

交通 や 通信 の 発達 。 そ れ ら の 手段 を 生み 出す 資源 や 設備 の 発 
達 。 

その こと に よる 、 よ りり 広い エリ ア に 関す る 新規 情報 の 得 や す 
さ の 向上 。 

その こと に より 、 新 規 の 生き や すさ を 内 包 す る 権益 の 存在 

丰 、 新 大 (二 知 召 二 过。 
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に 、 優 先 的 に 、 和 人 手 し 、 確 保 し た く な る こと 。 

その こと へ の 動機 付け が 、 新 た に 急速 に 強まる こと 。 


達 。 

その こと に よる 、 よ りり 広い エリ ア に 関す る 新規 情報 の 得 や す 
さ の 向上 。 

その こと に より 、 よ り 上 位 の 生き や すさ を 内 包 す る 資源 の 存 
在 を 、 新 た に 知る こと 。 

その こと に より 、 よ り 上 位 の 生き や すさ を 生産 可能 な 設備 の 
存在 を 、 新 た に 知る こと 。 

その こと に より 、 生 き や す さ の 確保 に お いて 、 よ り 上 位 の 、 
他 者 の 存在 を 、 新 た に 知る こと 。 

そう し た 生き や すさ を 、 更 に 向上 させ る 手段 を 、 新 た に 、 優 
先 的 に 、 和 信 手 し 、 確 保 し た く な る こと 。 


その こと に よる 、 生 産 や 交換 に お ける 、 有 能 人 性 の 、 更 な る 向 
Ев 

例 。 

生産 に 必要 な 各種 資源 の 得 や すさ の 、 鉱 業 や 農業 に お ける 、 

新た な 向上 。 

農地 に お ける 、 農 作物 の 収穫 力 の 、 新 た な 向上 。 

生産 設備 の 開発 に お ける 、 工 学 的 な 技術 革新 。 

生産 し た 物品 の 相互 交換 を 行う た め の 、 商 業 手段 の 、 発 達 の 
促進 。 

その こと に よる 、 生 産 や 交換 に お ける 、 既 得 権益 の 蓄積 度 

の 、 更 な る 向上 。 

例 。 既 得 権 益 の 高度 の 著 積 者 に お ける 、 生 き や す さ に お ける 
乗 | 余 の 大 量 発生 。 

その こと が も た ら す 、 彼 ら 自 身 に お ける 、 新 規 の 設備 投資 の 
し や すさ の 、 大 幅 な 向上 。 

それ ら の 、 発 生 。 


交通 や 通信 の 発達 。 

その こと に よる 、 行 動 の 自由 の 獲得 度 の 、 新 た な 向上 。 
その こと に よる 、 よ り 広 い エ リア へ の 新 規 の 進出 し や すさ 。 
その 獲得 度 の 、 新 た な 向上 。 

男性 優位 の 価値 観 に 基づく 、 未 知 の 償 域 に 、 積 極 的 に 、 進 出 
し 、 成 功 し よう と する 、 チ ャ レン ジ 精 神 。 

その 発揮 し や すさ の 、 新 た な 向上 。 

その こと に よる 、 新 規 の 発明 や 発見 の 生起 の 度合 い の 、 新 た 
な 向上 。 

その こと に よる 、 既 存 の 常識 に 反する 内 容 の 、 発 明 や 発見 
の 、 生 起 の 度合 い の 、 新 た な 向上 。 


例 。 
それ ら は 、 西 欧 諸 国 に お ける 産業 革命 や 近代 化 を 、 引 き 起 こ 
а 


生き や すさ を 内 包 し た 、 交 換 用 和 途 の 物品 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 商 品 。 

その 相互 交換 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 商 業 。 
交換 資源 。 販 売 物品 。 

交換 設備 。 販 売店 。 

交換 設備 の 製造 。 販売 設備 の 構築 。 

交換 トー クン と し て の 貨幣 や 貴金属 。 そ れ ら の 著 積 と し て 
р. A. 

交換 を 行う 生物 同士 は 、 互 いし に 、 彼 ら 自 身 の 交 換 相 手 の 生 物 
が 所 有 し な い 属 性 を 、 備 えて いる 。 

交換 を 行う 生物 同士 は 、 互 い に 、 異 質 で ある 。 

交換 を 行う 生物 同士 は 、 互 い に 、 社 会 的 分 業 の 関係 に 入る 。 
生物 社会 は 、 生 き や す さ の 社会 的 交換 に つい て の 、 開 か れ た 
市 場 で て ある 。 


資源 その も の 。 生 産 設 備 そ の も の 。 そ れ ら の 生産 。 そ れ ら の 
産出 。 それ ら の 採取 。 そ れ ら の 収集 。 

それ ら が 、 非 生物 の 場合 。 それは 、 以 下 の 内 容 で ある 。 工 

業 。 鉱業 。 

それ ら が 、 生 物 の 場合 。 それは 、 以 下 の 内 容 で あぁ る 。 上 農業 。 


所 得 。 

他 の 生物 に 対す る 、 生 き や す さ の 提供 。 

その 対価 と し て の 、 生 き や す さ その も の 。 

その 対価 と し て の 、 任 意 の 種類 の 生き や すさ を 、 自 由 に 入手 
可能 に する た め の 人 免 換 の 貨幣 。 

th) ЕН. 


資源 。 

生き や すさ 。 

それ ら の 働き を 内 上 蔵 す る 、 物 品 や 情報 。 

例 。 

生物 が 生き て いく た め の 栄 養分 を 内 上 蔵 す る 、 穀 物 。 

冬 李 に お いて も 、 穀 物 を 栽培 で きる よう に 、 温 室内 部 を 温め 
る た め の 、 ボ イラ ー 用 の 石油 。 

穀物 を 栽培 する た め に 必要 な 、 水 。 

LOANS 8. 生産 設備 と し て の 、 土 木 機械 に お い 


о $. 

それ ら の 製造 工程 に お いて 、 鉄 を 溶解 させ る 高熱 を 出す た め 
Ир. AIR. 

それ ら の 製造 に 必要 な 、 技 術 情報 。 


設備 。 道具 

生き や すさ 。 

それ ら の 、 生 産 設備 。 例 。 食糧 と し て の 穀物 を 、 栽 培 し 生育 
させ る 、 農 地 と 、 作 業 従事 者 。 

それ ら の 、 取 得 設備 。 例 。 実 っ た 穀物 を 刈り 取る 、 コ ン バ イ 
ン の 機械 と 、 作 業 従事 者 。 

それ ら の 、 消 費 設備 。 例 。 口 膝 か ら 摂 取 し た 穀物 を 、 消 化 吸 
収 す る 、 生 物 と し て の 人 間 の 、 胃 腸 。 

それ ら の 、 交 換 設 備 。 例 。 顧 容 の 現金 を 、 収 穫 さ れ た 新年 度 
の 穀物 と 交換 する 、 食 品 小 売り 店 の 、 建 物 と 小売 業者 と コン 
Е. 


所 有 者 が 借用 者 に 対し て 、 彼 自身 が 所 有する 資源 や 設備 の 
貸し 出し を 、 行 うこ と 。 

その 結果 。 

所 有 者 が 、 借 用 者 に 対し て 、 そ の 賃貸 料 を 、 不 労 所 得 と し て 


得る こと 。 
投資 する 者 は 、 上 位 者 で あり 、 投 資 さ れる 者 は 、 下 位 者 で あ 


る 。 

RAT SA. KAR. 投資 され る 者 。 企業 家 。 

例 。 

彼女 自身 が 所 有する 生殖 資源 や 生殖 設備 を 、 男 性 に 対し て 貸 
し 出す 女性 。 

彼女 は 、 投 資 家 で あり 、 上 位 者 で ある 。 

それ ら を 女性 か ら 借 り 受 け て 、 生 涯 に わた っ て 、 そ れ ら の 賃 
筑 料 を 、 女 性 に 対し て 支払 う 男 性 。 

彼 は 、 企 業 家 で あり 、 下 位 者 で ある 。 


資源 。 設 備 。 
それ ら の 所 有 。 そ れ ら の 提供 。 そ れ ら の 借用 。 それら の 生 
産 。 そ れ ら の 消費 。 


所 有 者 が 、 生 産物 の 提供 後 も 、 生 存 し 続け る 場合 。 

(1) 
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za 


所 有 者 は 、 借 用 者 か ら 、 不 労 所 得 を 得る 。 

借用 者 は 、 所 有 者 に 対し て 、 支 払い を 行う 。 

(2) 

所 有 者 が 、 借 用 者 より も 、 下 位 者 で ある 場合 。 

所 有 者 は 、 借 用 者 に よっ て 、 本 来 得 られ る は ず の 所 得 を 、 強 
Ban, хи. MANS. 

借用 者 は 、 所 有 者 に 対し て 、 踏 み 倒 し を 行う 。 

それ は 、 所 有 者 に よる 、 借 用 者 に 対す る 、 朝 頁 で ある 。 


生き や すさ の 生産 者 が 本 来 、 そ の 消費 者 か ら 得 る べき 、 有 償 


の 対価 。 そ の 無償 化 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

(1) 

te. 

上 位 者 に よる 、 下 位 者 に 対す る 、 彼 自身 の 所 得 を 一 方 的 に 与 
える 、 行 為 。 

(2) 

ボラ ンティア 。 

ある 生物 に よる 、 他 の 対等 者 に 対し て 、 彼 自身 の 所 得 を 、 彼 
自身 の 好意 に よっ て 、 他 の 対等 者 と の 合意 の 上 で 渡す 、 行 
為 。 

(3) 

搾取 。 

上 位 者 に よる 、 下 位 者 に 対す る 、 下 位 者 の 所 得 を 一 方 的 に 強 
BOS. (TA. 


それ は 、 以 下 の 存 在 に よっ て 、 生 じ る 。 
生物 同士 の 、 社 会 的 な 上 下関 係 。 

それ は 、 以 下 の 存 在 に よっ て 、 生 じ る 。 
(1) 

生き や すさ の 生産 に お ける 、 有 能 さ と 無能 
(2) 

既得 権益 。 

資源 や 設備 の 所 有 の 質量 。 そ れ ら の 大 き さ 。 
(3-1) 

所 有 物 の 自己 占有 を 持続 させ る 能力 の 大 き さ 。 自衛 力 。 防 御 
Л 


他 者 に 礁 われ な いこ と 。 

その た め の 対 策 や 戦略 を 立て る 力 。 

その た め の 武 装 力 。 

その た め の 、 彼 ら 自 身 の 仲 間 に 恋 当 する 他 の 生物 た ち を 、 均 
み に 制 御 し 操作 する 力 。 


(3-2) 

他 の 生物 の 所 有 物 を 奪う 能力 の 大 き さ 。 攻 撃 力 。 侵 入力 。 打 
NF} 

その た め の 対 策 や 戦略 を 立て る 力 。 

その た め の 武 装 力 。 

その た め の 、 そ の た め の 、 彼 ら 自 身 の 仲間 に 談 当 する 他 の 生 
Mt-be, TABI LEET ST. 
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生物 に お ける 、 所 有 物 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


// 


ある 生物 に よる 、 他 の 生物 の 、 所 有 や 占有 。 

ある 生物 が 、 他 の 生物 を 、 以 下 の よ うな 形 で 、 一 方 的 に 、 使 
用 し 活用 する こと 。 

// 


彼 自 身 の 生 き や す さ を 、 よ り 効 果 的 に 生成 する た め の 道 具 と 
LCs 

他 の 生物 の 自由 意思 を 無視 する 形 で 。 

// 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
(1) 
生涯 に わた る 所 有 。 例 。 ペ ベット 。 家 番 。 所 属 労 働 者 。 家 来 。 


WRK. 
(2) 
一 時 的 所 有 。 FRA. 9]. BAR. RASA. 


ある 生物 に よる 、 他 の 生物 の 所 有 。 
所 有する 者 は 、 上 位 者 で あり 、 所 有 さ れる 者 は 、 下 位 者 で あ 
る 。 


生物 社会 に お ける 、 社 会 的 上 下関 係 の 法則 。 生 物 の 経済 と の 
関連 

// 

生物 の 社会 に お いて 、 上 位 者 は 、 下 位 者 を 、 殺 名 し 、 虐 待 
L. #95. 

// 


tld. АЖ, A ROWNE Ch. 


(1) 

RK. 

他 の 生物 の 、 生 命 そ の も の を 、 抹 消す る こと 。 
相手 の 生物 の 生命 その も の を 、 相 手 の 生 物 の 意思 に 反し て 、 
勝手 に 、 一 方 的 に 、 抹 消す る こと 。 


(2) 

虐待 。 

他 の 生物 に お 【 NS 田 か し 続け る こと 。 
相手 の 生物 の 、 意 思 決 定 の 自由 を 、 奪 うこ と 。 故 意 に 、 相 手 
の 生物 の 心身 を 、 傷め つけ る こ < 

相手 の 生物 を 、 彼 自身 の 私 的 な スト レス の 発散 の 道具 と する 


С 
о 彼 自身 に 対す る 隷 従 の 度合 い を 、 増 や すこ 


в と で 、 相 手 の 生 物 の 、 彼 自身 に と っ て の 道具 化 の 度合 
い を 。 よ り 人 促進 する ご ど と; 


(3) 

搾取 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

(oe) 

相手 の 生物 と の 共同 作業 。 

その 結果 、 協 業 相手 の 生物 が 、 本 来 所 有 た を 予定 する 、 生 き や 
すさ の 分 量 。 

その 分 量 に つい て 、 実 際 に 相手 の 生物 に 渡す 分 量 を 、 本 来 渡 
GRADBL Sb. MSC. MOTI’. 

ある 生物 が 、 他 の 、 よ り 下 位 者 の 生物 を 、 彼 自身 の 生き や す 
さ を 生 成す る た め に 、 一 方 的 に 、 道 具 と し て 、 使 用 し 活用 す 
る こと 。 

その 生物 が 。 

他 の 、 よ り 下 位 者 の 生物 に 対し て 。 

そう し て 得 ら れ た 、 生 き や す さ の 各 余 に お いて 。 

それ ら の 総量 の 中 の ご く 一 部 の み を 、 下 妖 労 働 へ の 、 形 式 的 
な 人 座 賞 や 対価 と し て 、 一 方 的 に 与え る こと 。 

その こと で 、 そ の 生物 が 、 他 の 生物 に 対し て 、 生 き や す さ の 
搾取 や 収奪 を 、 行 うこ と 。 

その こと で 、 そ の 生物 が 、 彼 自身 の 生き や すさ の 各 | 余 の 更 な 
る 著 積 を 、 よ り 大 規模 に 行う こと が 、 出 来る よう に な る こ 


で 
その こと で 、 そ の 生物 が 、 彼 自身 の 生き や すさ を 、 自 分 勝手 
に 、 よ り 大 幅 に 増やす こと が 、 出 来る よう に な る こと 。 


(3-2) 

相手 の 生物 と の 、 生 き や す さ の 交換 。 

生き や すさ の 価値 。 そ の 相場 に つい て の 情報 の 所 持 と 欠如 。 
それ に 基づく 、 相 対 的 な 社会 的 上 下関 係 。 

相手 が 所 有する 、 生 き や す さ の 価値 。 そ の 対価 を 支払 うぅ 能力 
の 大 小 。 それ に 基づく 、 相 対 的 な 社会 的 上 下関 係 。 

生き や すさ の 志 要 と 供給 。 そ れ ら の バラ ンス に お ける 、 人 過度 
の 傾斜 や 偏り 。 そ の 対価 の 支払 い の 有 利 不 利 に お ける 、 相 対 
的 な 社会 的 上 下関 係 。 

生き や すさ の 交換 行為 に お ける 、 (INEM AARC eh 
和泊 さ の 度合 い の 、 大 小 。 そ れ に 基づく 、 相 対 的 な 社会 的 上 下 
関係 。 


生き や すさ の 交換 に お ける 、 前 所 と し て の 、 大 元 か ら の 、 社 
会 的 上 下関 係 。 例 。 彼ら が 、 各 自 、 所 属す る 、 社 会 階 坊や 社 
SEB. thon kl FMA. 

そう し た 、 生 き や す さ の 交換 に お いて 。 

ある 生物 は 、 彼 自身 の 生き や すさ を 増やす た め に 、 以 下 の 社 
会 的 行動 を 、 実 行 す る 。 

他 の 、 よ り 下 位 者 の 生物 に 対し て 、 一 方 的 に 、 以 下 の 行 動 を 
取る あこ ごと? 

// 

彼 自身 の 商品 を 売り 惜しむ こと 。 

相手 の 商品 を 買い 叩く こと 。 

相手 か ら 余 計 な 利子 や 手数 料 を 徴収 する こと 。 

// 


相手 に 対し て 、 上 記 の よう な 不利 な 扱い を し て 、 損 害 を 与え 
る こと 。 

その こと で 、 そ の 生物 が 、 他 の 生物 に 対し て 、 生 き や す さ の 
搾取 や 収奪 を 、 行 うこ と 。 

その こと で 、 そ の 生物 が 、 彼 自身 の 生き や すさ の 各 | 余 の 更 な 
る 著 積 を 、 よ り 大 規模 に 行う こと が 、 出 来る よう に な る こ 


と 。 
その こと で 、 そ の 生物 が 、 彼 自身 の 生き や すさ を 、 自 分 勝手 
に 、 よ り 大 幅 に 増やす こと が 、 出 来る よう に な る こと 。 


生物 社会 に お ける 、 社 会 的 上 下関 係 が 引き 起こ す 、 社 会 経済 
的 な 結果 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


生物 は 、 誰 で も 、 彼 ら 自 身 の 遺 伝 的 子 換 と 文化 的 子 換 を 、 自 
分 勝手 に 、 際 限 無 く 、 増 や し た い 。 

生物 は 、 そ の 実現 の た め の 前 提 人 条件 を クリ ア す る た め に 、 ヨ 
で も 、 彼 ら 自 身 の 生 き や す さ を 、 自 分 勝手 に 、 際 限 無 く 、 増 
や し た い 。 

生物 は 、 そ の た め に 、 誰 で も 、 よ り 下 位 者 の 、 他 の 生物 に 対 


し て 、 搾 取 や 収奪 を 、 容 赦 な く 、 際 限 無 く 、 繰 り 返 す 。 
生物 は 、 そ の こと で 、 誰 で も 、 彼 自身 の 生き や すさ の 蓄 積 
を 、 際 限 無 く 、 増 や そう と する 。 

(ol ct) 

ARE EMS. CMLL CC. RBSHNEXOTANMAHES 
積 の 、 大 幅 な 増加 に 成功 する 。 

その 結果 。 

彼 は 、 社 会 的 上 位 者 に な る 。 

彼 は 、 そ の こと で 、 収 奪 や 搾取 の 対象 と な る 下位 者 を 、 よ り 
増やす こと に 、 成 功 す る 。 

彼 は 、 そ の こと で 、 彼 自身 の 生き や すさ の 所 有 の 著 積 の 、 更 
な る 大 幅 な 増加 に 、 永 久 に 成功 し 続け る 。 環 境 変 動 が 起き な 
い 限 り 。 

(1-2) 

無能 な 生物 は 、 そ の こと で 、 彼 自身 の 生き や すさ の 攻 積 の 、 
大 幅 な 減少 と 喪失 に 在 面 する 。 

その 結果 。 

彼 は 、 生 き や す さ その も の の 借用 者 に な る 。 

彼 は 、 生 き や す さ を 生産 する 資源 や 設備 の 借用 者 に な る 。 
その 結果 、 彼 は 、 社 会 的 下位 者 に な る 。 

彼 は 、 そ の こと で 、 上 位 者 に よる 収奪 や 搾取 の 対象 と な る 度 
合い が 、 よ り 増 加 し て し まう 。 

彼 は 、 そ の こと で 、 彼 自身 の 生き や すさ の 所 有 の 著 積 の 増加 
に 、 水 久 に 失敗 し 続け る 。 環 境 変 動 が 起き な い 限 り 。 


(2) 

それ ら の 結果 。 

彼ら の 間 に 、 社 会 的 格差 が 、 そ れ ら を 、 ひ っ くり 返す こと が 
困難 な 形 で 、 次 第 に 、 確 固 た る 状態 で て 、 生 成 さ れる 。 

そう し た 社会 的 格差 の 固定 化 さ れ た 状態 。 社 会 階 才 。 社 会 階 
М. 

そう し た 、 社 会 的 上 下関 係 の 変動 に お ける 、 流 動 性 の 欠如 。 
それ は 、 社 会 的 下位 者 の 、 子 換 代 々 に わた る 、 社 会 的 上 位 へ 
の 昇進 の 途 を 、 閉 ざす 。 

それ は 、 社 会 的 下位 者 の 、 新 た な 生き や すさ 獲得 へ の 、 希 望 
や 動機 づけ や チャ レン ジ 精 神 を 、 喪 失 さ せる 。 

それ は 、 社 会 的 上 位 者 の 、 現 状 の 生き や すさ に 対す る 、 満 足 


oh!) Oia, EAT. 

И, HAMEED, FAR Iobt1S. АЖ 
の 現状 維持 を 、 望 む 心 理 を 、 生 み 出 す 。 

thd. He LVAD, FRR (obks, ИЖЕ 
上 位 の 永続 的 独占 を 、 望 む 心 理 を 、 生 み 出 す 。 

それ は 、 社 会 的 上 位 者 に よる 、 社 会 的 下位 者 の 上 位 へ の 新た 
な 昇進 を 、 徹 話 的 に 阻止 し よう と する 心理 を 、 生 み 出 す 。 


(3) 

それ ら の 結果 。 

そう し た 社会 的 格差 の 固定 化 さ れ た 状態 。 社 会 階 才 。 社会 階 
層 。 社 会 体制 。 

Si その 生物 社会 に お ける 、 新 規 の 変動 を 、 停 止 さ せ 


о EDEMHED DS. Я. 95. 
それ は 、 そ の 生物 社会 か ら 、 社 会 的 上 位 者 に お ける 、 彼 ら 自 
身 の 社 会 的 地位 の 下降 に 対す る 緊張 感 を 、 抹 消す る 。 

それ は 、 そ の 生物 社会 全体 に お ける 、 停 清 や 衰退 や 閉 寒 や 引 
缓 关 饱和 状 驴 产 低 需要 状 能 不 、 生 双 出 才 。 

それ は 、 そ の 生物 社会 全体 の 、 生 き に くさ を 、 増 加 さ せる 。 
それ は 、 社 会 的 下位 者 の 生活 水準 を 悪化 させ る 。 

それ は 、 社 会 的 下位 者 を 、 心理 的 に 、 ど ん どん 追い 詰め る 。 
それ は 、 社 会 的 下位 者 に 対し て 、 以 下 の よ うな 心理 を 発生 さ 
せる 。 

// 

既 存 0 社会 体制 0 初期 化 人 O、 强 列 人 愿望 。 

社会 革命 へ の 、 強 烈 な 願望 。 

その こと に よる 、 彼 ら 自 身 に よる 、 社 会 的 上 位 へ の 昇進 。 
彼ら 自身 に お ける 、 そ れ ら の 実現 へ の 希望 の 、 新 た な 取得 
// 


それ ら は 、 社 会 的 下位 者 た ち に お いて 、 以 下 の 社 会 的 行動 
を 、 引 き 起 こす 。 
/ 


社会 的 下位 者 同士 の 連帯 。 

その こと に よる 、 社 会 的 下位 者 た ちの 、 社 会 的 勢力 の 増大 。 
その こと に よる 、 社 会 的 下位 者 た ち に お ける 、 社 会 的 上 位 者 
た ちと の 、 駆 け 引 き 能 力 の 、 新 た な 獲得 。 


その こと に よる 、 社 会 的 下位 者 た ちら に お ける 、 社 会 的 上 位 者 
た ち を 打倒 する た め の 戦 略 立 案 能 力 の 、 新 た な 獲得 。 

その こと に よる 、 社 会 的 下位 者 た ち に お ける 、 社 会 革命 を 実 
行 す る 能力 の 、 新 た な 獲得 。 

その こと に よる 、 社 会 的 下位 者 た ち に よる 、 社 会 革命 の 実行 
と 、 既 存 の 社会 的 上 位 者 に お ける 、 有 能 隆 や 既得 権益 の 抹消 
の 実行 。 

その こと に よる 、 社 会 的 下位 者 た ちの 、 社 会 的 上 位 へ の 昇進 
の 実現 。 

その こと に よる 、 社 会 的 下位 者 た ちの 、 彼 ら 自 身 に お ける 、 
生き や すさ の 増進 の 実現 。 

// 


そう し た 新た な 社会 的 上 位 者 に よる 、 新 た な 社会 的 下位 者 に 
対す る 、 容 赦 無 い 、 庶 待 と 搾取 の 、 新 た な 開始 。 

そう し た 新た な 社会 的 上 位 者 に よる 、 際 限 の 無い 、 既 得 権益 
の 蓄積 の 、 新 た な 開始 と 、 新 た な 実現 。 

その こと に よる 、 社 会 的 格差 の 出現 と 、 そ の 固定 化 の 、 再 度 
0. 1-Е ЖЕ. 

02-45, HANWMEUEAD, FRR РЕ, BK 
ОЕ ЕЖЕ +, BONED, BED, Mra 
発生 。 

その こと に よる 、 社 会 的 上 位 者 に よる 、 社 会 的 下位 者 の 上 位 
へ の 新た な 昇進 を 、 徹 度 的 に 阻止 し よう と する 心理 の 、 再 度 
の 、 新 た な 発生 。 

その こと に よる 、 社 会 全体 に お ける 、 停 滑 や 衰退 や 閉 実 や 飽 
和 状 態 や 低 需 要 状 態 の 、 再 度 の 、 新 た な 発生 。 

その こと に よる 、 社 会 全体 の 生き に くさ の 、 再 度 の 、 新 た な 
発生 。 

それ ら の 発生 の 、 必 然 性 が 、 生 物 の 本 質 に 照ら し た 場合 、 と 
て も 高い こと 。 

// 


ИР. BRISA BE. CORRE. 
上 記 の 内 容 に 対す る 、 社 会 経済 的 な 対策 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(No.1) 


社会 革命 

a ES 一 回 だ け 実 施す る の 
、 社 会 的 に は 、 ほ と ん ど 無 意味 で て ある 。 

_ о о 実施 され る べき で ある 。 

社会 革命 。 そ の 、 生 物 社会 に お ける 、 定 期 化 。 

社会 階 才 や 社会 階層 や 社会 休 制 の 初期 化 。 それ ら の 、 生 物 社 

会 に お ける 、 定 期 化 。 

それ ら の 、 生 物 社 会 に お ける 、 恒 常 化 や 社会 制度 化 。 

EDR, EMHMADNER CTSA, MATH SLM 

に 、 必 須 で ある こと 。 


(No.2) 

社会 的 下位 者 た ちの 、 社 会 的 上 位 へ の 昇進 。 

社会 的 上 位 者 た ちの 、 社 会 的 下位 へ の 没落 。 

それ ら の 、 両 方 同時 の 実現 の 、 可 能 性 。 

それ ら を 、 社 会 的 に 、 常 時 、 十 分 に 高め て お く こ と 

その こと で 、 社 会 的 な 上 下方 向 の 流動 を 、 絶 え ず 確保 し 続け 

る こと 。 

その こと で 、 社 会 の 活性 化 や 、 社 会 の 風通し の 良さ を 、 絶 え 

ず 実 現し 続け る こと 。 

その こと で 、 社 会 全体 を 、 絶 え ず 、 生 き や す く し 続け る こ 

Es 

その こと で 、 無 理 な 社会 革命 の 発生 を 無く すこ と 。 

と で 、 毎 回 の 社会 革命 中 の 、 社 会 の 無駄 な 混 乱 を 、 未 
に 防止 する こと 。 

， 毎回 の 社会 革命 後 の 、 新 た な 上 位 者 に よる 、 社 

会 の 生き に くさ の 、 再 発生 の 結 り 返し を 、 未 然 に 防止 する こ 

а 

それ ら の 実現 が 、 良 好 な 生物 社会 を 、 絶 え ず 維持 する た め 

に 、 必 須 で ある こと 。 


(2022 年 5 月 初出 。) 


生物 の 共同 体 。 その 形成 の 基盤 と し て の 、 
生物 の 間 に お ける 、 共 通 性 と 統合 性 の 存 


ДЕ. 気体 的 な 共同 体 と 、 液 体 的 な 共同 体 。 


生物 に お ける 、 相 互 の 共通 性 と 統合 性 の 本 質 的 な 重視 と 、 共 
同体 の 形成 。 移動 生活 様式 の 場合 。 定住 生 活 様式 の 場合 。 


共同 体 。 その 、 従 来 の 社会 学 に お ける 定義 。 


例 。 
RIM. マッ キー ヴァ ー に よる 、 コ ミュ ニテ ィ の 概念 。 そ れ は 、 
以下 の 内 容 で ある 。 


共同 生活 の 運営 。common life. 

人 間 の 間 に お ける 、 彼 ら 自 身 の 生 活 の 、 共 有 。 生 物 の 間 に お 
ける 、 彼 ら 自 身 の 生 涯 の 、 共 有 。 

室 間 的 な 共有 。 時間 的 な 共有 。 

無 目的 性 。 汎 用 性 。 明 確 な 目的 が ある 場合 は 、 そ れ を 、 
association と し て 、 区 別して いる こと 。 

それ は 、 定 義 と し て は 、 狭 すぎ る こと 。 そ の 理論 内 容 は 、 交 
通 や 通信 が 未 発達 の 、 社 会 的 な 状態 を 反映 し た 内 容 に 、 止 
まっ て いる こと 。 そ の 定義 内 容 の 打破 が 、 新 た に 必要 で ある 
こと ど と 。 


例 。 

FE テン ニー ス に よる 、 ゲ マイ ン シ ャ フト の 概念 。 そ れ は 、 以 
下 の 内 容 で ある 。 

本 質 意思 に よる 、 人 間 の 間 の 結合 。 

相互 の 愛情 。 相 互 の 親密 性 。 共 通 の 思い 出 の 所 有 。 

そこ で は 、 そ れ ら の 成立 の 前 提 人 条件 と な る 、 生 物 の 間 に お け 
る 、 愛 情 や 親密 人 性 の 生じ る 条件 に つい て の 解明 が 、 欠 如 し て 
いる こと 。 

それ は 、 生 物 に お ける 、 愛 情 や 親密 性 に よる 相互 結合 を 生み 
出す 、 心理 的 な 背景 基盤 に つい て の 、 基 本 知識 が 欠如 し た 状 
能 で 、 打 ち 立 て られ た 、 古 押 な 理論 で ある こと 。 そ の 理論 内 
容 の 打破 が 、 新 た に 必要 で ある こと 。 


私 に よる 、 新 た な 定義 。 


共同 体 の 起源 。 

生物 の 、 集 団 や ネッ トワ ー ク の 形成 に お ける 、 契 機 。 

性 。 和 統合 性 。 そ れ ら の 掛け 合わ せ 。commonness. i 
commonness に は 、 庶 民 性 と いう 別 の 意味 が 存在 する の で 、 混 
同 し な いよ うに 、 注 意 が 必要 で ある こと 。 


共同 体 の 定義 。 
複数 の 生物 の 間 に お ける 、 共 通 件 や 統合 性 の 存在 。 彼 ら が 、 
それ ら の 存在 に 基づい て 形成 する 、 集 団 や 組織 や ネッ トワ ー 
ク や 全体 社会 。 それ ら の 総称 。 
複数 の 生物 に よっ て 形成 され る 、 集 団 や 組 繊 や ネッ トワ ー ク 
や 全体 社会 。 それら の 中 に 、 成 員 相 互 の 共通 性 や 統合 性 が 、 
明確 に 存在 する こと 。 そ うし た 、 集 団 や 組織 や ネッ トワ ー ク 
や 全体 社会 の 、 総 称 。 
生物 の 間 に お ける 、 共 通 人 性 や 統 合 性 。 そ れ ら に 基づい て 形成 
- 生物 の 共同 体 。 それ ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 生 物 の 間 
、 生 み 出 す 。 相 互 の 愛情 。 相 互 の 親密 性 。 共 通 の 思い 出 の 
ae. 
生物 に お ける 、 共 同体 の 成立 条件 。 生 物 相互 の 間 で 、 共 通 属 
a NR ト 通 興味 が ある こと 。 そ うし た 生 
物 相 互 の 間 で 、 意 思 や 意見 の 統合 の 可能 性 が ある こと 。 
ЕЖА, それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 単 極 の 場 
合 。 集 団 。 双 禁 や 多 極 の 場合 。 ネ ットワーク 。 目 的 が 有る 場 
А ва 


遺伝 的 な 共通 性 。 
ША Е М х>ШАА Жо У KT. 
遺伝 的 な 共通 属性 。 種 。 性 別 。 運 動 能 力 。 知 的 能力 。 性 格 。 


移動 生活 様式 に お ける 、 和 血縁 集団 。 例 。 ア ラブ 。 ト ルコ 。 
EEA SIF >. MSR. Gl. 中国 。 韓 国 。 


文化 的 な 共通 性 。 
言語 。 利 害 。 関 心 。 興 味 。 趣 味 。 


生物 の 共同 体 。 イン フラ に お ける 、 そ の 成立 を 可能 に する 、 
基盤 。 
物理 的 な 存在 位 四 の 同一 性 や 近隣 人 性 。 人 間 社 会 に お ける 、 村 


落 や 都市 。 

交通 に お ける 、 相 互 往来 性 の 確保 。 

通 倍 に お ける 、 相 互 接続 性 の 確保 。 

それ ら に よる 、 室 間 や 時 間 の 、 共 同 利 用 の 可能 性 の 、 確 保 。 


生物 の 共同 体 。 それ は 、 以 下 の よ うに 分 類 さ れる 。 
25]. 時間 。 

それ ら 全 て の 共有 を 行う 場合 。 

それ ら の 部 分 的 な 共有 を 行う 場合 。 


気体 的 な 離散 性 。 そ うし た 性 質 で 動く 生物 の 場合 。 例 。 男 性 
優位 社会 の 人 々 。 移 動 生 活 様式 の 人 < 々 。 

(AES, SES, 多様 性 の 重視 。 チ ャ レン ジ 精 神 。 それ 
ら の 価値 観 の 共有 。 

その こと に よる 、 彼 ら 自 身 の 存 在 内 容 に お ける 、 相 互 の 共通 
性 と 統合 性 の 確保 。 

その こと に よる 、 相 互 の スム ー ズ な 協業 の 実現 。 

彼ら の 社会 関係 は 、 時 宏 間 的 に 、 心理 的 に 、 離 散 し て いる に 
も 関わ ら ず 、 共 同体 的 で ある こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

気体 的 な 共同 体 。 


液体 的 な 、 一 体 性 や 融合 性 。 そ うし た 性 質 で 動く 生物 の 場 

合 。 例 。 女 性 優位 社会 の 人 々 。 

SES, MARES, 調和 の 重視 。 安 全 性 を 保証 する 前 
例 の 、 著 積 と 改良 の 、 重 視 。 そ れ ら の 価値 観 の 共有 。 

その こと に よる 、 彼 ら 自 身 の 存 在 内 容 に お ける 、 相 互 の 共通 
性 と 統合 性 の 確保 。 

その こと に よる 、 相 互 の スム ー ズ な 協業 の 実現 。 

彼ら の 社会 関係 は 、 時 補間 的 に 、 心理 的 に 、 ま と まり 、 一 体 
化し 、 融 合 し て お り 、 そ れ ら の 点 に お いて 、 根 源 的 に 、 共 同 
体 的 で て ある こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

液体 的 な 共同 体 。 


(2022 年 5 月 初出 。) 


生物 に お ける 、 社 会 的 な 、 優 位 性 や 上 位 
性 。 生物 に お ける 、 社 会 的 な 、 劣 位 性 や 下 


位 性 。 


生物 に お ける 、 社 会 的 な 、 優 位 性 や 上 位 性 。 そ れ は 、 以 下 の 
内 容 で ある 。 

有 能 性 。 茎 得 権益 。 そ れ ら の 所 有 に お ける 、 豊 油性 や 富裕 
性 。 そ の 度合 い の 、 社 会 的 に 、 相 対 的 な 、 高 さ 。 

生物 に お ける 、 社 会 的 な 、 劣 位 性 や 下位 性 。 そ れ は 、 以 下 の 
内 容 で ある 。 

有 能 性 。 茎 得 権益 。 そ れ ら の 所 有 に お ける 、 豊 潤 性 や 

性 。 そ の 度合 い の 、 社 会 的 に 、 相 対 的 な 、 低 さ 。 


生物 は 、 彼 ら 自 身 の 所 持 す る 、 社 会 的 な 優位 性 や 上 位 性 それ 
その 事実 を 示す 情報 を 、 彼 ら 自 身 が 、 受 容 し た が 


a 

彼ら 自身 に お ける 、 身 体 的 な 優等 性 や 、 身 体 的 な 標準 性 の 

自己 所 有 の 受容 。 

彼ら 自身 に お ける 、 身 体 的 な 優等 感 や 、 身 体 的 な 標準 感 に 対 
する 、 自 己 受容 の 積極 的 容認 。 

それ ら の 例 。 人 間 の 女性 に お ける 、 彼 女 自 身 の 女 体 カ ー ス ト 
の 高 さ に つい て の 、 自 己 受 容 の 積極 的 容認 。 


生物 は 、 彼 ら 自 身 の 所 持 す る 、 社 会 的 な 劣 位 性 や 下位 性 それ 
athe その 事実 を 示す 情報 を 、 彼 ら 自 身 が 、 拒絶 し た が 


a 

彼ら 自身 に お ける 、 身 体 的 な 劣等 人 性 や 、 身 体 的 な 奇形 性 の 

自己 所 有 0 拒绝 。 

彼ら 自身 に お ける 、 身 体 的 な 劣等 感 や 、 身 体 的 な 奇形 感 に 対 
$4. НОО, 

それ ら の 例 。 人 間 の 女性 に お ける 、 彼 女 自 身 の 女 体 カ ー ス ト 
の 低 さ に つい て の 自己 受容 の 拒絶 。 


生物 は 、 以 下 の 内 容 を 、 周 囲 の 社会 や 全体 社会 に 向け て 
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彼 自 身 の 所 持 す る 、 社 会 的 な 優位 性 や 上 位 性 。 そ れ 自 体 。 そ 
の 事実 を 示す 情報 。 

例 。 

レー スク イー ン の 女性 が 、 以 下 の 内 容 の 情報 を 、 周 囲 の 社会 
や 全体 社会 に 向け て 、 積 極 的 に 、SNS 配 信 し た が る こと 。 
彼女 自身 の 優れ た 容姿 に つい て の 避 真 画像 。 


生物 は 、 以 下 の 内 容 を 、 周 囲 の 社会 や 全体 社会 に 向け て 、 障 
ペ い し 、 そ れ ら の 発信 や 詩 示 を 回 属し た が る 。 

彼 自身 の 所 持 す る 、 社 会 的 な 劣 位 性 や 下位 性 。 そ れ 自 体 。 そ 
の 事実 を 示す 情報 。 

例 。 

彼女 自身 の 身体 的 特徴 に 劣等 感 を 抱く 、 女 性 。 

彼女 が 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 拒 絶する こと 。 

彼女 が 、 以 下 の 内 容 の 情報 を 、 周 囲 の 社会 や 全体 社会 に 向け 
<. FAMMICSNSAUAT ДСУ. 

彼女 が 、 以 下 の 内 容 の 情報 を 、 他 者 に よっ て 、 周 囲 の 社会 や 
全体 社会 に 向け て 、 勝 手 に SNS 配 信 さ れる こと 。 

彼女 自身 の 容姿 に つい て の 習 真 画像 。 


生物 。 彼 ら 自 身 が 、 発 情 期 で 無い 場合 。 

彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 周 囲 の 社会 や 全体 社会 に 向け て 、 障 
ペ い する 。 彼 ら は 、 そ れ ら の 内 容 の 、 発 信 や 誇示 を 、 回 民 し 
た が る 。 

彼ら 自身 が 、 性 的 発情 中 の 状態 で て ある こと を 示す 、 情 報 。 
彼ら 自身 の 性 的 発情 中 に お ける 、 彼 ら 自 身 の 生 体 反 応 。 そ れ 
ら の 内 容 に つい て の 、 情 報 。 


生物 。 彼ら 自身 の 発情 期 が 、 不 定 で て ある 場合 。 

彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 周 囲 の 社会 や 全体 社会 に 向け て 、 障 
ペ い する 。 彼 ら は 、 そ れ ら の 内 容 の 、 発 信 や 誇示 を 、 回 民 し 
た が る 。 

彼ら 自身 が 、 性 的 発情 中 の 状態 で て ある こと を 示す 、 情 報 。 
彼ら 自身 の 性 的 発情 中 に お ける 、 彼 ら 自 身 の 生 体 反 応 。 そ れ 
ら の 内 容 に つい て の 、 情 報 。 


例 。 
人 間 の 女性 が 、 周 囲 の 視線 が 集中 する 満員 電車 の 中 で 、 彼 女 
自身 が 痴漢 に 遭遇 し て 、 発 情 す る こと を 、 嫌 うこ と 。 


生物 は 、 彼 自身 の 所 有する 有 能 性 の 、 他 者 へ の 提供 に 対し 
て 、 借 用 者 か ら 、 対 価 や 賃貸 料 を 、 強 制 的 に 、 徴 収 し よう と 
する 。 

生物 は 、 彼 自身 の 所 有する 物品 や 情報 や 権益 の 、 他 者 へ の 貸 
し 出し に 対し て 、 借 用 者 か ら 、 和 賃貸 料 を 、 強 制 的 に 、 徴 収 し 
よう と する 。 

生物 は 、 彼 自身 の 所 有する 物品 や 情報 や 権益 の 、 他 者 へ の 所 
有 権 移転 に 対し て 、 購 入 者 か ら 、 対 価 を 、 強 制 的 に 、 徴 収 し 
よう と する 。 


生物 は 、 以 下 の 内 容 を 、 嫌 う 。 

彼 自身 の 所 有する 有 能 性 。 

それ ら が 、 彼 自身 の 許可 無し に 、 他 の 生物 に よっ て 、 勝 手 
に 、 使 用 され る こと 。 

その 生物 は 、 そ うし た フリ ー ラ イダ ー に 対し て 、 徹 旗 的 に 抗 
戦 し よう と する 。 


生物 は 、 以 下 の 内 容 を 、 嫌 う 。 

彼 自身 の 所 有する 物品 や 情報 や 権益 。 

それ ら が 、 彼 自身 の 許可 無し に 、 他 の 生物 か ら 、 勝 手 に 、 そ 
の 表面 を 浸食 され た り 、 そ の 内 部 へ の 侵入 を 受け る こと 。 
その 生物 は 、 そ うし た 浸食 者 や 侵入 者 に 対し て 、 徹 旗 的 に 抗 
+735. 


生物 は 、 以 下 の 内 容 を 、 確 保 し た が る 。 

そ で うら だい マリー ライ ズー に 対す る 抗戦 。 

そう し た 、 強 制 浸食 者 や 、 強 制 侵入 者 に 対す る 抗戦 。 

そう し た 抗戦 に お ける 、 彼 自身 の 、 防 御 有 能 性 や 反撃 有 能 
een 
そう し た 抗戦 に お ける 、 彼 自身 が 保有 する 、 防 御 や 反撃 の た 
め の 資 源 や 設備 の 、 有 効 性 。 


生物 は 、 以 下 の 内 容 を 、 周 囲 に 向け て 、 発 信 し た が る 。 
それ ら の 有 能 性 の 確保 が 既に な され て いる こと 。 


生物 は 、 以 下 の 内 容 を 、 打 ち 消 し 、 周 囲 に 向け て 、 障 べ いし 
た が る 。 

そう し た 、 フ リー ライ ダー に 対す る 抗戦 。 

そう し た 、 強 制 浸食 者 や 、 強 制 侵入 者 に 対す る 抗戦 。 

そう し た 抗戦 に お ける 、 彼 自身 の 、 防 御 不能 性 や 反撃 不能 


そう し た 抗戦 に お ける 、 彼 自身 が 保有 する 、 人 防御 や 反撃 の た 
め の 資 源 や 設備 の 、 無 効 性 。 


例 。 

人 間 の 女性 が 、 以 下 の 内 容 を 、 嫌 うこ と 。 

彼女 が 、 周 囲 の 他 者 に よっ て 、 彼 女 自身 の 身体 を 、 彼 女 自身 
の 許可 無く 、 勝 手 に 触ら れる こと 。 

人 間 の 女性 が 、 以 下 の 内 容 を 、 周 囲 に 対し て 知ら れる こと 。 
彼女 自身 の 、 そ の こと に 対す る 、 人 防御 不能 性 。 

人 間 の 女性 が 、 そ うし た 状況 の 発生 を 、 嫌 うこ と 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 と 、 同 等 で ある 。 

不動 産物 件 の 所 有 者 が 、 彼 ら 自 身 の 所 有する 不動 産物 件 を 、 
彼ら 自身 の 許可 無く 、 他 者 に よっ て 、 そ の 表面 を 触ら れ た 
り 、 そ の 内 部 侵入 を 受け る こと 。 


生物 は 、 そ れ ら の 心理 的 傾向 を 、 社 会 的 な ルー ル と し て 、 定 
め よ うと し た が る 。 

生物 は 、 そ れ ら の 心理 的 傾向 に 反する 行為 を 行う 他 者 を 、 社 
会 的 な ルー ル へ の 違反 者 と し て 、 定 め よ うと し た が る 。 


生物 は 、 他 の 生物 に 対し て 、 奪 取 や 搾取 を 、 勝 手 に 実行 し た 
が る 。 

その 生物 は 、 そ の こと で 、 彼 自身 の 生き や すさ を 、 自 分 勝手 
に 、 向 上 させ る 。 


生物 は 、 他 の 生物 の 所 有する 有 能 性 を 、 勝 手 に 使用 し た が 
る 。 


その 生物 は 、 そ の こと で 、 彼 自身 の 生き や すさ を 、 自 分 勝手 
に 、 向 上 させ る 。 


上 位 者 は 、 下 位 者 の 所 有する 有 能 性 を 、 勝 手 に 使用 し た が 


る 。 
その 上 位 者 は 、 そ の こと で 、 彼 自身 の 上 位 性 を 、 自 分 勝手 
に 、 周 囲 に 向け て 、 誇 示す る 。 


生物 は 、 他 の 生物 の 所 有する 物品 や 情報 や 権益 を 、 浸 食し 、 
奪取 し た が る 。 

その 生物 は 、 そ の こと で 、 彼 自身 の 生き や すさ を 、 自 分 勝手 
に 、 向 上 させ る 。 


上 位 者 は 、 下 位 者 の 所 有する 物品 や 情報 や 権益 を 、 強 制 的 
に 、 浸 食し 、 奪 取 し た が る 。 

その 上 位 者 は 、 そ の こと で 、 彼 自身 の 上 位 性 を 、 自 分 勝手 
に 、 周 囲 に 向け て 、 誇 示す る 。 


例 。 

人 間 の 場合 。 

筋力 が 弱い 女性 に 対し て 、 強 制 的 に 、 性 的 行為 を 行う 、 筋 力 
が 強い 男性 。 

例 。 

生物 の 場合 。 

女性 は 、 一 般 的 に 、 生 殖 設 備 の 大 半 を 自前 で 所 有する 機会 
を 、 生 得 的 に 確保 し て いる 。 

男性 は 、 一 般 的 に 、 生 殖 設 備 の 大 半 を 自前 で 所 有する 機会 
を 、 生 得 的 に 喪失 し て いる 。 

そう し た 女性 一 般 が 、 そ うし た 男性 一 般 に 対し て 、 彼 女 自 身 
が 所 有する 生殖 設備 の 貸し 出し と 引き 換え に 、 彼 自身 に 対し 
て 、 経 済 的 な 朝貢 の 実行 を 、 生 涯 に わた っ て 、 強 制す る こ 
と 。 
女性 一 般 が 、 そ うし た 人 行為 の 、 社 会 的 な 容認 や 、 社 会 的 な 
ルー ル 化 を 、 促 進 し た が る こと 。 


その こと は 、 以 下 の 内 容 と 、 同 等 で ある 。 
不動 産物 件 の 所 有 者 が 、 彼 ら 自 身 の 所 有する 物件 に つい て の 


賃貸 料 を 、 そ れ ら の 借用 者 か ら 、 強 制 的 に 徴収 する こと 。 
不動 産物 件 の 所 有 者 が 、 そ うし た 行為 の 、 社 会 的 な 容認 や 、 
社会 的 な ルー ル 化 を 、 促 進 し た が る こと 。 


その 結論 。 

それ ら の こと は 、 以 下 の 内 容 と 、 同 等 で ある 。 

有 能 性 や 既得 権益 の 所 有 者 が 、 そ れ ら に つい て の 賃貸 料 を 、 
それ ら の 借用 者 か ら 、 強 制 的 に 徴収 する こと 。 

有 能 性 や 既得 権益 の 所 有 者 が 、 そ うし た 行為 の 、 社 会 的 な 容 
認 や 、 社 会 的 な ルー ル 化 を 、 促 進 し た が る こと 。 

上 位 者 が 、 そ うし た 行為 の 、 社 会 的 な 容認 や 、 社 会 的 な ルー 
ル 化 を 、 促 和 進 し た が る こと 。 


有 能 性 や 茎 得 権 益 の 所 有 者 。 彼ら は 、 彼 ら 自 身 の 田 威 や ライ 
バル の 存在 を 、 社 会 的 に 抹消 し よう と する 。 

生物 が 、 以 下 の 内 容 を 、 周 囲 の 社会 や 全体 社会 に 向け て 、 公 
開 し 、 発 信 し 、 誇 示す る こと 。 

彼 自身 の 所 持 す る 、 社 会 的 な 優位 性 や 上 位 性 。 そ れ 自 体 。 そ 
の 事実 を 示す 情報 。 

それ は 、 彼 自身 の 上 位 者 や ライ バル の 心理 を 、 一 方 的 に 、 刺 
激 す る 。 

それ は 、 彼 自身 の 上 位 者 や ライ バル に お いて 、 彼 自身 に 対す 
る 警戒 心 を 、 引 き 起 こす 。 


その 結果 。 

彼 自身 の 上 位 者 や ライ バル は 、 彼 自身 の 存在 を 社会 的 に 抹消 
する 方 向 へ と 、 動 き 出 す 。 

その こと は 、 彼 自身 の 生き や すさ を 、 大 きく 損ね る 。 

彼 は 、 彼 自身 に お いて 、 そ の 状況 の 発生 を 、 回 施し よう と す 
る 。 


その 結果 。 

生物 は 、 表 向き さ は 、 以 下 の 内 容 を 、 周 囲 の 社会 や 全体 社会 に 
向け て 、 隠 ぺい し 、 そ れ ら の 発信 や 誇 示 を 回 施し よう と す 
る 。 

彼 自身 の 所 持 す る 、 社 会 的 な 優位 性 や 上 位 性 。 そ れ 自 体 。 そ 
の 事実 を 示す 情報 。 


生物 は 、 彼 自身 の 本 心 に お いて は 、 以 下 の 内 容 を 、 周 囲 の 社 
会 や 全体 社会 に 向け て 、 引 き 続 き 、 公 開 し 、 発 信 し 、 許 示し 
$7035. 

彼 自 身 の 所 持 す る 、 社 会 的 な 優位 性 や 上 位 性 。 そ れ 自 体 。 そ 
の 事実 を 示す 情報 。 


それ ら 両 者 の 意思 の 、 彼 自身 の 生涯 に お ける 、 配 分 の 塩梅 の 
調整 の 難し さ 。 

それ は 、 生 物 に お ける 、 そ の 生涯 に わた っ て の 、 継 続 的 な 課 
я CHD. 

それ は 、 生 物 に お ける 、 そ の 子孫 代々 に わた っ て の 、 水 遠 の 
課題 で ある 。 


ある 生物 が 所 有する 、 同 一 内 容 の 、 能 力 や 権益 。 

それ ら は 、 そ の 生物 が 存在 する 環境 に よっ て 、 有 効 で あっ た 
り 、 無 効 で あっ た りす る 。 

例 。 

強力 な 、 独 創 的 論理 的 思考 力 。 強 力 な 、 気 体 的 思考 力 。 
それ は 、 移 動 生活 様式 に お いて 、 有 効 で ある 。 そ れ は 、 田 性 
優位 社会 に お いて 、 有 効 で ある 。 

それ は 、 定 住 生活 様式 に お いて 、 無 効 で ある 。 そ れ は 、 女 性 
優位 社会 に お いて 、 無 効 で ある 。 

その 能力 の 、 所 有 者 。 

彼ら は 、 移 動 生 活 様 式 に お ける 、 有 能 者 で ある 。 彼 ら は 、 男 
性 優位 社会 に お ける 、 有 能 者 で ある 。 彼 ら は 、 そ れ ら の 社会 
に お ける 、 上 位 者 で ある 。 

彼ら は 、 定 住 生 活 様式 に お ける 、 無 能 者 で ある 。 彼 ら は 、 男 
性 優位 社会 に お ける 、 無 能 者 で ある 。 彼 ら は 、 そ れ ら の 社会 
に お ける 、 下 位 者 で ある 。 

例 。 

強力 な 、 同 調 的 調和 的 思考 力 。 強 力 な 、 液 体 的 思考 力 。 
それ は 、 定 住 生活 様式 に お いて 、 有 効 で ある 。 そ れ は 、 女 性 
優位 社会 に お いて 、 有 効 で ある 。 

СТИХ. ВЕСЬ. СФО, СЕН. BYE 
優位 社会 に お いて 、 無 効 で ある 。 

その 能力 の 、 所 有 者 。 


彼ら は 、 定 住 生 活 様 式 に お ける 、 有 能 者 で ある 。 彼 ら は 、 女 
性 優位 社会 に お ける 、 有 能 者 で ある 。 彼 ら は 、 そ れ ら の 社会 
に お ける 、 上 位 者 で ある 。 

彼ら は 、 移 動 生 活 様 式 に お ける 、 無 能 者 で ある 。 彼 ら は 、 男 
性 優位 社会 に お ける 、 無 能 者 で ある 。 彼 ら は 、 そ れ ら の 社会 
に お ける 、 下 位 者 で ある 。 

例 。 

877. КЖ, КУ. 

それ は 、 水 利 が 存在 する 環境 に お いて 、 有 効 で ある 。 

それ は 、 水 利 が 存在 し な い 環 境 に お いて 、 無 効 で ある 。 
その 設備 の 所 有 者 。 

彼ら は 、 水 利 が 存在 する 環境 の 社会 に お いて 、 優 位 で ある 。 
彼ら は 、 そ れ ら の 社会 に お ける 、 上 位 者 で ある 。 

彼ら は 、 水 利 が 存在 し な い 環 境 の 社会 に お いて は 、 特 に 、 優 
位 で は 、 全 く 無 い 。 彼 ら は 、 そ れ ら の 社会 に お ける 上 位 者 で 
ある と は 、 言 えな い 。 


ある 生物 が 、 そ の 生物 が 存在 する 環境 を 、 彼 自身 に よっ て 、 
変更 する 場合 。 

その 生物 は 、 以 下 の 内 容 に 対す る 対処 が 、 必 要 で ある 。 
その 生物 が 所 有する 、 能 力 や 権益 。 そ れ ら の 新た な 有効 化 や 
無効 化 に 対す る 備え を 、 予 め 完 了 さ せ て お く こ と 。 

例 。 

人 間 に よ る 、 大 量 の 石 洲 や 石油 な どの 、 エ ネル ギー 消費 。 そ 
れ ら が も た ら す 、 地 球 に お ける 、 気 候 温 暖 化 。 人間 が 、 そ の 
発生 に 対す る 対策 を 、 予 め 完 了 さ せ て お く こ と 。 


(2022 年 5 月 初出 。) 


生物 に お ける 、 有 能 性 。 


生物 に お ける 、 生 き や す さ の 確保 し や すさ 。 

水分 。 RD. 生活 に お ける 、 快 適性 。 生活 が 、 楽 で ある こ 
と 。 生 活 に お ける 、 危 険 や 償 威 の 、 回 避 し や すさ 。 そ れ ら の 
確保 し や すさ 。 


生物 に お ける 、 自 己 保存 や 自己 複製 の 、 実 現し や すさ 。 有 性 
生殖 の 場合 。 それ ら の 実現 に お いて 、 よ り 有 利 な 条件 を 所 有 
し て いる 配偶 者 。 そ うし た 配偶 者 の 、 獲 得 し や すさ 。 
НЕЕУНВЕ. FRAOKLeTS. НИТИ. 文化 的 子孫 。 
HERS. оо. РЕ, Legs, REXLOT 
&. 
HOANAET., BAOWMA 。 操 縦 性 の 良さ 。 機動 性 。 詰め の 強 
AX, TMA, BEA. HE, THRIVE BAM, 

HHA TRA) ЕЯ о RTM. A MAED RIE. MAPS CHE 
の 良好 性 。 運 動 能 力 。 

婦 精 神 的 能力 。 神 経 系 の 能力 。 知 的 能力 。 情緒 的 基盤 の 良好 
性 。 
# 生 き や す さ の 収支 を 、 黒 字 化 する 能力 。 生 き や す さ の 、 自 
己 生 成 能 力 。 自 己 生 成 し た 生き や すさ の 、 交 換 や 販売 の 、 能 
力 。 生 き や す さ の 、 労 働 に よる 、 獲 得 能 力 。 生き や すさ の 、 
不労 に よる 、 獲 得 能 力 。 生き や すさ の 消費 に お ける 、 節 約 能 
Wiis 

# 生 き や す さ の 奪い 合い の た め の 、 競 争 や 闘争 に 、 打 ち 勝 つ 
能力 。 社 会 的 上 位 者 に な る 能力 。 獲 得 し た 社会 的 上 位 性 を 、 
和 傘 持 する 能力 。 獲 得 し た 社会 的 上 位 性 を 、 子 拓 代 々 へ と 継承 
35. ВЕЛ. 


社会 的 な 上 位 性 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 に より 、 構 成 さ れる 。 
有 能 性 。 所 有する 既得 権益 の 、 豊 潤 性 。 


社会 的 上 位 性 の 実現 に お いて は 、 有 能 人 性 が 、 よ り 本 質 的 で あ 


5. 

生物 は 、 茎 得 権 益 を 失っ た 場合 、 有 能 で あれ ば 、 再 び 、 茎 得 
権益 を 獲得 出来 て 、 社 会 的 上 位 性 を 、 取 り 戻 すこ と が 出来 

る 。 

生物 は 、 無 能 な 場合 、 い っ た ん 、 既 得 権益 を 失う と 、 社 会 的 
上 位 性 を 、 取 り 戻 すこ と が 、 二 度 と 出来 な い 。 


(2022 年 5 月 初出 。) 


生物 に お ける 、 社 会 思想 史 。 


生物 の 本 質 а 彼ら 自身 の 社会 生活 に お ける 
根本 的 な 不快 感 の 、 連 続 的 発生 。 

それ ら は 、 FONE CHS. 

< ИО, AMO RAE. 

それ ら の 克服 や 超越 を 、 何 と か し て 実現 する こと 。 

その こと で 、 彼 ら 自 身 の 社 会 生活 を 、 抜 本 的 に 、 快 適 化 する 
ис 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

社会 的 理想 の 実現 。 

その た め の 、 様 々 な 試行 錯 詩 の 連続 。 そ れ ら の 時 系 列 的 発 
生 。 

ИФЛА. VPIVAT БУМ СО), во. 


生物 に お ける 、 政 治 思 想 史 。 

生物 に お ける 、 社 会 思想 。 

それ ら の 、 社 会 的 上 下関 係 の 領域 に 対す る 適用 。 
それ ら の 時 系 列 的 発生 。 

それ ら の 内 容 の 、 リ アル タイ ム か 回 顧 で の 、 記 録 。 


生物 に お ける 、 社 会 的 理想 。 

生物 が 、 彼 ら 自 身 の 原 差 を 、 抜 本 的 に 、 克 服 し 、 超 越す る こ 
ど % 

その こと で 、 生 物 が 、 彼 ら 自 身 の 社会 生活 を 、 抜 本 的 に 、 快 
適 化 する こと 。 

それ ら の 実現 を もたらす た め に 、 彼 ら 自 身 の 社 会 生活 に お い 
て 、 優 先 的 に 採用 すべ き と さ れる 、 考 え 方 や 、 行 動 の 枠組 

み 。 


(2022 年 5 月 初出 。) 


西欧 や 北米 に お ける 、 社 会 思想 の 、 特 徴 。 


近代 や 現代 の 、 西 欧 や 北米 に お ける 、 社 会 思想 の 特徴 。 そ れ 
ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


CL) 
気体 的 思想 。 そ の 思想 は 、 以 下 の 内 容 を 反映 し て いる 。 移 動 
生活 様式 。 社 会 に お ける 、 男 性 優位 。 


01 個人 主義 。 自 由 主 義 。 チ ャ レン ジ 精 神 。 上 位 者 に 対す 

る 、 個 人 の 自由 や 、 個 人 の 自主 独立 性 の 、 確 保 。 上 位 者 に 対 
SAAD, ака. 

具体 的 な 例 。 イ ギリ ス や フラ ンス に お ける 、 社 会 契約 論 。 


02 理性 や 客観 性 や 論理 性 の 、 重 視 。 
具体 的 な 例 。 ド イツ や フラ ンス に お ける 、 理 性 重視 の 、 哲 


Е 
Fo 


03 実証 的 な 科学 的 精神 の 、 重 視 。 
具体 的 な 例 。 プロテス タン ト の 精神 に 基づく 、 産 業 革 命 と 科 
学 の 、 進 展 。 


(2) 

Ля. ФО, BAIT SIe. Ля. ВОЕН 

и 
、 強 迫 観念 。 

の 思想 は 、 以 下 の 内 容 を 反映 し て いる 。 

移動 生活 様式 に お ける 、 家 凛 の 、 飼 診 と 層 殺 の 、 日 常 生 活 に 

お ける 、 常 態 化 。 

その 結果 。 

日 常 的 な 層 殺 対象 と し て の 家畜 を 、 人 間 と 近い 生物 と 捉え る 

こと が 、 社 会 的 禁忌 で ある こと 。 

具体 的 な 例 。 上 旧約 聖書 に お ける 、 天 地 創 造 の プロ セス や 、 選 

民 思 想 。 そ れ ら の 、 社 会 的 な 信仰 。 


(3) 

人 間 に お ける 、 生 物 の 原 遼 の 超越 と 、 そ の た め の 、 社 会 的 理 
想 の 実現 の 、 追 求 。 そ うし た 、 強 迫 観念 。 

例 。 上位 者 に よる 、 下 位 者 に 対す る 、 虚 待 と 搾取 の 常態 化 。 
その こと に 対す る 、 下 位 者 に お ける 不満 の 感情 や 、 上 位 者 に 


お ける 負い 目 の 感 情 。 そ れ ら の 社会 的 解決 に 対す る 、 強 い 願 
Е 
具体 的 な 例 。 フ ラン ス 革 命 。 社会 主義 。 民 主 主 義 。 


(4) 

BL < ai. HONEA 9. МРОФЛЖО 
SATA. ОУ 9 5, 心理 的 な 救助 を 求め る 、 

真 土 な 、 願 いや 祈り と 、 社 会 的 な 恭順 。 そ うし た 行為 に 対す 
る 、 強 迫 観念 。 

具体 的 な 例 。 キ リス ト 教 に お ける 、 父 な る 唯一 神 の 、 信 仰 。 
宗教 改革 。 

社会 的 な 最上 位 者 に お ける 、 彼 ら 自 身 の 、 秀 対 者 と の 同一 

视 。 

AANA, FTIVACKRDYPTEVY AILCSBITS, ЖЕ 
政 。 


(2022 年 5 月 初出 。) 


中 国 に お ける 、 社 会 思想 の 、 特 徴 。 


古代 か ら 現 代 ま で の 、 中 国 に お ける 、 社 会 思想 の 特徴 。 そ れ 
ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(1) 

液体 的 思想 。 

その 思想 は 、 以 下 の 内 容 を 反映 し て いる 。 定 住 生 活 様式 。 社 
会 に お ける 、 女 性 優位 。 


01 調和 主義 。 同 調 主 義 。 全 体 主義 。 周 囲 の 流れ に 沿っ て 、 
周囲 の 流れ に 合わ せ て 、 生 きる こと 。 周 囲 と の 、 一 体 性 や 融 
AIMQ 4. PASAME CHEE. BIGIFARE & 前 例 改 良 。 
具体 的 な 例 。 道教 。 


02 PMR PBAMORRO ST. Mill & Mille 秩序 0 重视。 社 
会 的 最上 位 者 に よる 、 下 位 者 に 対す る 、 社 会 的 な 操縦 や 制 
р. Сома. ЕН ЗН, Е. РК 


る 、 上 位 者 に 対す る 、 懐 さや 忠誠 。 上 位 者 に よる 、 下 位 者 
の 、 温 か な 包含 。 そ うし た 社会 関係 の 重視 。 社 会 的 上 下関 係 
に 基づく 、 社 会 的 儀礼 の 重視 。 

具体 的 众 例 。 癸 教 。 


(2) 

воли 0-55, EKPTANBUAUICSWT, 
継続 的 に 、 有 利 性 や 優位 性 を 、 得 る こと 。 社 会 的 な 最上 位 性 
DQ, RIL A. COT DOE CAE. 

PUAN. ЖАРЕ. 


(2022 年 5 月 初出 。) 


生き や すさ の 無償 提供 。 製 品 の 無償 提供 。 
ne し た 行為 が 、 生 物 に 対し て も た ら す 、 


製品 の 無償 提供 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

生き や すさ の 無償 提供 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 効果 を 、 も た ら す 。 

その 製品 の 、 普 及 し や すさ や 、 増 殖 の し や すさ の 、 最 大 化 。 
その 製品 の 、 増 殖 し や すさ や 、 生 き 残 りや すさ の 、 最 大 化 。 
その 製品 の 製造 考 に お ける 、 彼 ら 自 身 の 子 拓 の 、 増 殖 し や す 
さや 、 生 き 残 りや すさ の 、 最 大 化 。 


(2022 年 5 月 初出 。) 


高 坦 要 の 生き や すさ の 、 供 谷 。 そ うし た 人 行 
為 が 、 生 物 に 対し て も た ら す 、 効 果 。 


病 要 の 高い 、 生 き や す さ 。 


それ ら の 、 市 場 に 対す る 、 大 量 供給 。 

それ ら に 対す る 、 交 換 対 価 の 、 大 量 の 受け 取り 。 
それ ら の 大 量 の 蓄積 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

交換 可能 な 生き や すさ の 、 大 量 若 積 。 

Bist OKSSAR. 

独立 性 の 強化 。 権 力 基 盤 の 強化 。 社 会 的 上 位 性 の 実現 。 


(2022 年 5 月 初出 。) 


421-575. EXOTANBAD, Е 
ani 
の 入 о 


(1) 

男性 優位 社会 の 場合 。 気 体 的 思想 。 

例 。 西 欧 社会 の 近代 化 。M.Weber. “プロ テス タン ティ ズム の 
倫理 と 、 資 本 主義 の 精神 。” 


彼ら 自身 の 社会 が 内 包 す る 、 当 相 性 。 そ の 自覚 を 、 持 っ た こ 
で 
そう し た 状態 か ら の 脱却 する こと 。 そ の た め に 、 尋 え ず 、 勤 
勉 に 働く こと 。 そ の こと で 、 豊 潤 凡 を 得る こと 。 そ の 実現 の 
必要 が あっ た こと 。 

勤勉 性 。 

节约 性 。 

個人 主義 。 自 由 主 義 。 独 立 性 。 自 律 人 性 。 そ れ ら の 、 感 情 的 な 
死守 。 

合理 性 や 客観 性 や 科学 性 。 

論理 性 。 

未知 領域 に 対す る 、 探 査 性 。 

自己 拡大 性 。 

ку, UFO. 


情緒 表 出 の 欠如 。 

弱肉强食 0 重视 。 

死後 の 世界 に お いて 、 快 適 で 楽 な 暮らし を 、 し た いこ と 。 
その た め に 、 現 世に お いて 、 絡 対 者 の 唯一 神 に 対し て 、 功 徳 
を 、 出 来る だ け 積 ん で お きた いこ と 。 

功徳 の 蓄積 。 そ れ は 、 労 働 へ の 対価 の 著 積 で て ある こと 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 へ と 、 つ な が っ て いる こと 。 功 利 性 の 
追求 。 

そう し た 内 容 の 、 独 自 の 資本 主義 。 理 性 的 資本 主義 。 


(2) 
女性 優位 社会 の 場合 。 液 体 的 思想 。 
例 。 近 現 代 の 中 国 に お ける 、 華 借 の 精神 。 


彼ら 自身 の 社会 が 内 包 す る 、 豊 潤 性 。 そ の 自覚 を 、 持 っ て い 
る こと 。 

勤勉 性 。 

节约 性 。 

実利 性 。 

集団 主義 。 全 体 主 義 。 調和 主義 。 そ れ ら の 、 感 情 的 な 死守 。 
Lape As, FEA. 

ВОВЕ ЕО, ABCCBHANHIRILANEH. ¢ 
れ ら の 実現 の た め に 必要 な 、 共 感性 の 重視 。 

権益 配分 に お ける 、 部 内 者 限定 性 や 、 閉 針 人 性 や 、 排 他 性 。 
成功 し た 前 例 の 踏 覇 と 著 積 に 対す る 、 飽 く 無き 、 情 熱 や 固 
執 。 

情 财 表 出 性 。 非 合理 性 。 根 性 论 。 精 神主 义 。 情 热 性 。 

共存 共栄 の 重視 。 


彼ら 自身 の 生存 の 存続 。 彼 ら 自 身 の 、 更 な る 富裕 化 。 

その た め の 、 投 資 効 果 の 最大 化 。 そのため の 、 投 資 効 果 の 氷 
统 化 。 

それ ら の 実現 の た め に 、 手 段 を 選ば ず に 、 な り ふ り 構 わ ず 、 
何で も や る こと 。 

それ ら の 実現 の た め に 、 時 間 や 手間 を 、 一 切 、 惜 し まな いこ 
Cs 
それ ら の 実現 の た め に 、 互 い に 、 全 て の 時 間 や 手間 を 、 全 力 


で 捧げ る こと 。 
そう し た 内 容 の 、 独 自 の 資本 主義 。 何 で も や る 資本 主義 。 


(2022 年 6 月 初出 。) 


社会 学 に お ける 、 伝 統 的 な 分 析 概 念 に つい 
て の 、 再 検討 。M.Weber. 


M. Weber. 

理念 型 。 

それ ら の 提唱 内 容 に つい て の 、 私 に よる 、 液 体 的 思想 や 、 生 
ЖАН ¢ 、 批 判 №. 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


M. Weber. 


価値 自由 。 
社会 研究 者 が 、 社 会 分 析 を 行う 前 提 と な る 価値 観 を 、 自 由 
に 、 人 選択 で きる こと 。 


社会 研究 者 が 、 以 下 の 内 容 の 意識 を 、 持 つこ と 。 

彼 自身 が 、 ど の 価値 観 に 基づい て 、 社 会 分 析 を 行っ て いる 
か ? 

その こと に つい て の 、 彼 自身 に よる 、 自 覚 。 


それ は 、 自 由 へ の 指向 に 、 基 づい て いる 。 

それ は 、 気 体 的 思想 の み に 、 大 きく 偏っ て いる 。 
それ は 、 正 し く は 、 液 体 的 思想 へ の 対応 が 、 新 た に 必要 で あ 
る 。 

液体 的 思想 の 

а 

価値 へ の 愛着 。 価 値 へ の 一 体 融合 化 。 

周囲 の 他 者 が 抱く 価値 と の 、 同 調 や 調和 の 、 確 保 。 


価値 自由 。 

それ は 、 結 局 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

気体 的 思想 が 内 包 す る 価値 に 対す る 、 愛 着 や 一 体 融合 化 。 
気体 的 思想 が 内 色 す る 価値 に 対す る 、 隷 従 。 


M. Weber. 

官僚 制 。 

明確 な 権限 の 分 配 。 

官職 に お ける 、 ヒ エラ ル ヒ ー の 原則 。 

文書 主義 の 原則 。 

公私 の 分 離 。 

職務 遂行 上 の 規則 の 習得 の 必要 化 と 、 そ の た め の 専 門 的 訓練 
ЗЕ. 

職務 の 専業 化 の 明確 化 。 


その 概念 は 、 気 体 的 思想 で 動く 社会 に お ける 、 組 織 や 集団 に 
対し て の み 、 有 効 で ある 。 

液体 的 思想 で 動く 社会 に お ける 、 有 官僚 制 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


権限 の アメ ー バ 的 な 融合 と 分 離 の 繰り 返し 。 

官職 に お ける 、 局 所 的 閉鎖 的 小 集 団 と 、 そ れ ら を 繋ぐ ネッ ト 
ワー ク の 、 同 時 形成 の 、 原 則 。 

文書 非 公開 の 原則 。 

公私 の 融合 。 

職務 遂行 上 の 前 例 の 習得 の 必要 化 と 、 そ の た め の 汎 用 的 訓 午 
の 実施 。 

職務 に お ける 、 融 通 人 性 や 柔軟 性 や 融合 性 の 確保 。 


M. Weber. 
カリ スマ 的 支配 。 合 法 的 支配 。 伝統 的 支配 。 


伝統 的 支配 。 
古く か ら の 、 し きた りや 、 家 柄 や 、 血 筋 な ど が 根拠 に な っ 


た 、 支配 関係 。 

長い 間 に 確 立 さ れ た 、 ХИН, 

それ ら に 対す る 太 敬 。 それに よっ て 正当 化 さ れ た 、 ХИ. 
例 。 中 世 ヨ ー ロ ッ パ に お ける 、 世 蘭 貴 産 に よる 、 支配 。 


カリ スマ 的 支配 。 

上 位 者 個人 が 所 有する 、 超 人 的 な 資質 。 そ れ に 対し て 、 下 位 
者 が 、 自 発 的 に 、 進 ん で 服従 する こと 。 そ の よう な 支配 関 
係 。 

ある 上 位 者 個人 に 備わっ た 、 音 日 常 的 な 天上 与 の 資質 。 カ リス 
マ 。 そ れ が 持つ 権威 。 

その 上 位 者 個人 に よる 、 秘 示 や 、 英 雄 的 行為 や 、 指 導 者 的 資 
買 の 提示 。 

それ ら に 対す る 、 下 位 者 に よる 、 全 面 的 な 、 人 格 的 な 、 帰 依 
ЕЯ. 

それ ら に 基づく 、 支配 。 

例 。 預 言 者 。 呪 術 者 。 英 雄 。 彼 ら に よる 、 社 会 支配 。 


合法 的 支配 。 

法 な どの 規則 が 根拠 に な っ た 支配 関係 。 

規則 に 対し て の 服従 が 、 な され て いる こと 。 

制定 法規 の 妥当 性 に 対す る 、 人 信念 。 

合理 的 に 作成 され た 規則 に 依拠 し た 、 客 観 的 な 権限 。 
それ ら に 基づい た 、 支配 。 


それ ら は 、 分 類 と し て は 、 要 素 選 元 の 度合 い に お いて 、 不 徹 
Ж СФ. 
それ ら は 、 正 し く は 、 以 下 の 内 容 で ある べき で ある 。 


ИИ! 
社会 的 上 下関 係 の 遵守 。 


上 記 の 社会 的 行為 の 実行 に お ける 、 以 下 の よ うな 価値 観 の 、 
重视 。 


/ 例 统 的 文 配 。 
伝統 の 保持 。 


慣性 法則 へ の 依拠 性 。 
遺伝 的 な 、 同 質 性 や 純粋 性 。 文化 的 な 、 同質 性 や 纏 粋 性 。 
既得 権益 の 保持 。 


ИУ ху. 
有 能 性 。 

個人 性 。 

非 日 常 性 。 

キャ ラク ター の 濃 さ 。 


/ 合法 的 支配 。 
根拠 の 明確 性 。 
ЗС. 
合理 性 。 客 観 性 。 


И. 
上 記 の 三 つ の 支配 類型 は 、 同 時 に 並存 する 。 


西欧 に お ける 、 社 会 の 近代 化 。 
それ は 、 男 性 優位 社会 の 、 移 動 生 活 様式 の 、 気 体 的 思想 の 、 
伝統 に 、 忠 実に 基づい て いる 。 そ れ は 、 伝 銃 的 支配 の 産物 で 


それ は 、 有 能 な 個々 人 に よる 、 ブ レー クス ルー に 、 依 拠 し て 
いる 。 そ れ は 、 カ リス マ 和 的 支配 の 産物 で ある 。 
それ は 、 合 法 的 支配 の み の 産 物 で は 、 決 し て 無い 。 


M.Weber. 
伝統 的 行為 。 情動 的 行為 。 目的 合理 的 行為 。 価値 合理 的 行 
45. 


// 

伝統 的 行為 。 行為 の 目的 と 手段 が 、 共 に 習慣 化し て いる 、 行 
為 。 伝 統 的 な 慣行 と 慣習 に 基づく 行為 。 

彼 は 、 そ の 概念 の 形成 に お いて 、 以 下 の 両 者 が 持つ 対照 的 な 
内 容 を 、 彼 自身 の 不 注 意 に よっ て 、 混 同 し て いる 。 

西欧 社会 に お ける 、 伝 統 的 な 、 個 人 主義 と 自由 主義 の よう な 


気体 的 思想 に 基づく 、 移 動 生 活 様式 。 
女性 優位 社会 に お ける 、 前 例 踏 穫 と 前 例 著 積 の よう な 液体 的 
思想 に 基づく 、 定 住 生 活 様式 。 


革新 性 。 独創 竹 。 前例 破壊 性 。 
それ は 、 気 体 的 思想 の 社会 に お ける 、 伝 統 で ある 。 
из. КОНЕ. DLS, Her. 


伝統 の 破壊 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

気体 的 思想 を 、 液 体 的 思想 に よっ て 、 上 書き する こと 。 
液体 的 思想 を 、 気 体 的 思想 に よっ て 、 上 書き する こと 。 


// 

情動 的 行為 。 行為 の 目的 と 手段 が 、 感 情 に よっ て 決ま る 、 行 
> 
その 概念 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 合 理性 の 追求 は 、 情 動 的 行 
為 で は 無い 、 と する 主張 。 

それ は 、 生 物 的 見 地 か ら は 、 受 当 で は な い 。 

合理 性 の 追求 。 そ れ は 、 気 体 的 思想 の 実行 を 生得 的 に 追求 す 
る 、 男 性 的 な 情動 に 、 基 づい て いる 。 

合理 人 性 は 、 情 動 性 の 一 種 で ある 。 

合理 性 を 、 情 動 性 と 切り 離し て 考え る 、 彼 の 概念 。 そ れ は 、 
АН, ak) CHS. 


// 
目的 合理 的 行為 。 合理 的 な 目的 の 、 合 理 的 な 追求 。 

価値 合理 的 行為 。 彼ら 自身 が 、 心 情 的 に 倍 奉 する 価値 の 実 
現 。 そ の 目的 化 。 そ の 、 合 理 的 な 追求 。 

それ ら の 概念 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 不 合理 性 に 対す る 、 軽 
Be He. 

それ は 、 生 物 的 見 地 か ら は 、 受 当 で は な い 。 

それ は 、 正 し く は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある こと 。 

生き や すさ の 向上 に つなが る 行為 。 そ れ ら は 、 合 理性 の 有無 
に 関わ ら ず 、 全 て 、 何 ら か の 形 で 、 生 物 に と っ て 、 環 境 適 応 


的 で ある 。 

例 。 

M.Weber の よう な 、 男 性 優位 社会 の 男性 に お ける 、 液 体 的 思 
想 の 実在 に 対す る 、 拒 絢 や 無視 の 、 感 情 。 

それ ら の 感情 は 、 不 合理 的 で て ある が 、 そ うし た 男性 が 、 彼 自 
身 の 精神 を 健康 に 保つ 上 で は 、 必 要 で ある こと 。 


M. Weber. 

彼 の 思想 に お いて は 、 以 下 の よ うな 傾向 が 、 根 強い 。 

( 工 ) 

生物 と し て の 、 社 会 的 行為 に 対す る 動機 付け の 視点 。 そ うし 
た 視点 が 、 完 全 に 欠如 し て いる こと 。 

社会 的 行為 に お ける 、 生 物 的 な 基盤 や 、 生 物 的 な 動機 付け 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 

нем. НС. НО. НОЖ. thon. 
生き や すさ の 獲得 。 生き や すさ の 実現 。 &х239 ANSE. 
生き や すさ の 占有 。 


(2) 

VAM BREAD, ЛИС. Живи. ЖЖ 

A. УЕ. 

それ ら は 、 生 物 社 会 一 般 や 人 間 社 会 の 把握 に お いて 、 内 容 の 
人 歪曲 や 、 視 野 の 狭 窪 を 、 も た らし て いる 。 

その 思想 内 容 の 適用 範囲 は 、 気 体 的 思想 の 社会 へ と 、 限 定 さ 
れる 。 そ の 思想 内 容 は 、 決 し て 、 普 遍 的 で は 、 あ り 得 な い 。 


(2022 年 6 月 初出 。) 


社会 学 に お ける 、 伝 銃 的 な 分 析 概 念 に つい 
て の 、 再 検討 。G.Simmel. 


G.Simmel. 


心 的 相互 作用 。 


それ は 、 生 物 的 な 見 地 か ら は 、 以 下 の よ うな 表現 へ と 、 書 き 
換え られ る 。 
神経 系 同士 の 相互 作用 。 


G.Simmel. 

社会 化 の 形式 。 

人 間 相 互 が 、 相 互 に 関わ り 合 っ て 、 社 会 と し て 、 ま と まり の 
あぁ る 共同 生活 を 、 生 み 出 し て いる 、 反 復 的 で 原理 的 な 、 形 
ry 


その 内 容 は 、 生 物 的 な 見 地 か ら は 、 以 下 の よ うな 表現 へ と 、 
書き 換え られ る 。 

神 縦 系 同士 が 、 相 互 作 用 に よっ て 生成 する 、 ネ ットワーク と 
し て の 社会 。 そ の 生成 の 形式 。 


社会 化 の 形式 。 そ の 、G.Simmel こ よる 、 提 唱 内 容 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

上 下関 係 。 闘争 や 競争 。 模 仔 。 WS. МОЖ. КАЖ 
生成 。 

それ ら は 、 生 物 的 な 見 地 に お いて 、 そ の まま 有効 利用 が 可能 
な 、 優 れ た 分 析 内 容 で ある 。 


G.Simmel. 

形式 社会 学 。 

人 間 社 会 に お ける 、 内 容 と 形式 と を 、 分 離す る こと 。 そ うし 
た 形式 を 、 社 会 分 析 に お いて 、 独 自 に 優先 し て 、 取 り 扱 うこ 
と 。 そ うし た 学問 。 

その 内 容 は 、 生 物 的 な 見 地 か ら は 、 以 下 の よ うな 表現 へ と 、 
書き 換え られ る 。 

神経 系 同士 の ネッ トワ ー ク や 社会 に お ける 、 内 容 と 形式 と 

を 、 分 離す る こと 。 そ うし た 形式 を 、 社 会 分 析 に お いて 、 独 
自 に 優先 し て 、 取 り 扱 うこ と 。 そ うし た 学問 。 

神経 系 同士 の ネッ トワ ー ク や 社会 に お ける 、 内 容 。 そ れ は 、 
情報 で ある 。 


G.Simmel. 


社会 変動 。 社 会 の 近代 化 。 


// 
G.Simmel. 


同質 的 な 融合 状態 か ら 、 異 質 的 な 統合 状態 へ 。 


それ は 、 生 物 的 な 見 地 か ら は 、 適 切 で ある 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

各々 の 生物 に お ける 、 よ り 高 度 な 生き や すさ の 獲得 の 、 追 
Ж. 

彼ら に よる 、 そ うし た 人 行為 が も た ら す 、 社 会 的 分 業 の 進展 。 


それ は 、 液 体 的 思想 の 見 地 か ら は 、 不 適切 で ある 。 

液体 的 思想 の 社会 。 女 性 優位 社会 。 

そう し た 社会 は 、 社 会 全体 に お ける 、 同 質 性 や 同調 や 調和 

を 、 最 優先 で 、 確 保 す る 。 

そう し た 社会 に お いて は 、 同 質 的 な 融合 状態 が 、 上 位 で あ 

り 、 異 質 的 な 統合 状態 は 、 下 位 で ある 。 

そう し た 社会 に お いて は 、 社 会 全体 の 同質 的 な 融合 状態 を 、 
先ず 確保 する 。 そ うし た 社会 は 、 そ の 範囲 内 に お いて 、 社 会 
的 分 業 を 、 必 要 に 応じ て 、 か な り の 程度 まで 、 進 展 さ せる 。 
そう し た 液体 的 思想 の 社会 は 、 気 体 的 思想 の 社会 と 併存 する 


形 で 、 問 題 無く 、 繁 染 し 続け て いる 。 
// 

// 

G.Simmel. 


有機 的 な 運命 共同 体 か ら 、 合 理 的 な 自発 的 集団 へ 。 

それ は 、 気 体 的 思想 の 見 地 に お いて の み 、 適 切 で ある 。 
それ は 、 液 体 的 思想 の 見 地 か ら は 、 不 適切 で ある 。 

液体 的 思想 の 社会 。 女 性 優位 社会 。 

そう し た 社会 に お いて は 、 集 団 や 全体 社会 が 、 そ れ ら の メン 
バー が 互い に 一 体 融 合 化 し て 、 ま と まっ て 動く 、 運 命 共 同体 
CC. HY BTS. 

そう し た 社会 に お いて は 、 全 体 の 同調 や 調和 の 確保 が 、 最 優 
先 さ れ 、 そ の 範囲 内 で 、 合 理性 や 、 自 発 性 が 、 発 揮 さ れる 。 


そう し た 液体 的 思想 の 社会 は 、 気 体 的 思想 の 社会 と 併存 する 
eC, РЖ, ЖЖ. 
// 


(2022 年 6 月 初出 。) 


社会 学 に お ける 、 伝 統 的 な 分 析 概 念 に つい 
て の 、 再 検討 。E.Durkheim. 


// 
E.Durkheim. 


社会 分 業 論 。 同 質 性 に 基づく 機械 的 連帯 か ら 、 異 質 性 に 基 づ 
く 有 機 的 連帯 へ 。 


それ は 、 生 物 的 な 見 地 か ら は 、 適 切 で ある 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

各々 の 生物 に お ける 、 よ り 高 度 な 生き や すさ の 獲得 の 、 追 
求 。 

彼ら に よる 、 そ うし た 行為 が も た ら す 、 社 会 的 分 業 の 進展 。 


それ は 、 液 体 的 思想 の 見 地 か ら は 、 不 適切 で ある 。 
液体 的 思想 の 社会 。 女 性 優位 社会 。 

そう し た 社会 は 、 社 会 全体 に お ける 、 同 質 性 や 同調 や 調和 
を 、 最 優先 で 、 確 保 す る 。 

そう し た 社会 に お いて は 、 同 質 的 な 融合 状態 が 、 上 位 で あ 
り 、 異 質 的 な 徹 合 状態 は 、 下 位 で ある 。 

そう し た 社会 に お いて は 、 社 会 全体 の 同質 的 な 融合 状態 を 、 
先ず 確保 する 。 そ うし た 社会 は 、 そ の 範囲 内 に お いて 、 社 会 
的 分 業 を 、 必 要 に 応じ て 、 か な り の 程度 まで 、 進 展 さ せる 。 
そう し た 液体 的 思想 の 社会 は 、 気 体 的 思想 の 社会 と 併存 する 
形 で 、 問 題 無く 、 繁 染 し 続け て いる 。 

// 


// 

E.Durkheim. 

集合 意識 。 社 会 の 、 個 人 に 対す る 外 在 性 。 社 会 に よる 、 個 人 
に 対す る 、 外 的 拘束 。 

それ ら は 、 生 物 的 な 見 地 か ら は 、 適 切 で ある 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

生物 の 存在 に お ける 、 本 質 的 な 、 複 数 性 。 

oom + る 、 重 要 な 本 質 は 、 自 己 複製 と 、 自 己 増殖 で あ 


i 

生物 は 、 単 体 で は 、 存 在 し な い 。 

生物 は 、 常 に 、 複 数 、 存 在 す る 。 

その 結果 。 

ある 生物 の 周囲 に は 、 常 に 、 他 の 生物 が 、 外 在 す る 。 

ある 生物 の 存在 は 、 そ うし た 周囲 の 他 の 生物 た ち に よっ て 、 
外 的 に 拘束 され る 。 

そう し た 複数 の 生物 同士 の 相互 作用 の ネッ トワ ー ク 。 そ れ 
が 、 生 物 の 社会 で ある 。 

その 結果 。 

ある 生物 の 周囲 に は 、 常 に 、 生 物 の 社会 が 、 外 在 す る 。 
ある 生物 の 存在 は 、 そ うし た 生物 の 社会 に よっ て 、 外 的 に 拘 
束 さ れる 。 


そう し た 各々 の 生物 に お ける 神経 系 活動 の 、 社 会 的 結合 体 
や 、 社 会 的 集合 体 。 それ が 、 集 合意 識 で ある 。 
// 


// 

E.Durkheim. 

ЭРО. HOTAlL. AxD. COANReIEH TSI £ 
<. MOT. EC RSIC. 

それ は 、 生 物 的 な 見 地 か ら は 、 不 適切 で ある 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ある 生物 に 対し て 、 彼 ら 自 身 の 生 き や す さ を 減価 させ る 、 行 
45. 

ある 生物 に 対し て 、 生 き に くさ を も た ら す 、 行 為 。 

それ ら は 、 生 物 の 本 質 に お いて 、 犯 漠 で ある 。 


($. и BRD, ДЖ бАЕ У ВА <TH. BAC, 
RID >. ILIECHS. 
// 


// 
E.Durkheim. 

自殺 の 概念 。 人 々 の 自殺 率 の 高 さ は 、 人 々 が 所 属す る 集団 の 
凝集 性 の 低 さ に 、 比 例 す る こと 。 

それ は 、 生 物 的 な 見 地 に お いて は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
単独 行動 する 生物 は 、 集 団 行 動 す る 生物 より も 、 孤 立 無援 に 
陥り や すい 。 

単独 行動 する 生物 は 、 集 団 行 動 す る 生物 より も 、 生 き や す さ 
の 確保 に お いて 、 詰 みや すい 。 

単独 行動 する 生物 は 、 集 団 行 動 す る 生物 より も 、 和 将来 の 自己 
生存 の 見 通し に 関し て 、 絶 望 し や すい 。 

その 結果 。 

単独 行動 する 生物 は 、 集 団 行 動 す る 生物 より も 、 自 殺し や す 
ig 

単独 行動 する 生物 。 例 。 気 体 的 思想 の 所 有 者 。 精 子 。 男 性 。 
移動 生活 様式 の 人 々 。 男 性 優位 社会 の 人 々 。 

集団 行動 する 生物 。 例 。 液 体 的 思想 の 所 有 者 。 卵 子 。 女 性 。 
定住 生活 様式 の 人 々 。 女 性 優位 社会 の 人 々 。 

// 


(2022 年 6 月 初出 。) 


周囲 と の 同化 を 拒 絢 する 、 生 物 や 人 間 。 彼 
ら を 待ち 受け る 、 茸 酷 な 運命 。 


周囲 と の 同化 を 拒絶 する 、 生 物 。 
彼ら は 、 周 囲 の 生物 か ら 、 迫 害さ れ 、 抹 消さ れる 。 


その 背景 。 


生物 は 、 自 己 複製 と 、 自 己 増殖 に よっ て 、 専 ら 、 生 き 続 け 


る 。 

生物 は 、 彼 ら 自 身 と 同質 な 生物 を 、 自 己 と 相同 な 存在 と 見 な 
し 、 本 質 的 に 、 好 む 。 

生物 は 、 彼 ら 自 身 と 異質 な 生物 を 、 自 己 と 不 相 同 な 存在 と 見 
な し 、 本 質 的 に 、 嫌 う 。 


生物 は 、 同質 性 を 、 本 質 的 に 、 好 む 。 

РЕЗ, RAMS, ЖАН, №. 

生物 は 、 彼 ら 自 身 と 同質 化す る 生物 を 、 本 質 的 に 、 好 む 。 
生物 は 、 彼 ら 自 身 と の 同質 化 を 拒否 する 生物 を 、 本 質 的 に 、 
嫌う 

人 間 の 場合 。 

例 。 


ドイ ツ 人 に よる 、 ユ ダ ヤ 人 に 対す る 、 迫 害 や 、 存 在 抹 消 の 、 
試み 。 ナ チズ ム 。 

その 根本 的 な 発生 原因 。 

ユダ ヤ 人 は 、 周 囲 の ドイ ツ 人 に 対す る 同化 を 、 歴 史 的 に 、 徹 
FRAC. FEAL ATED. 

ARVAls, НОЕ) SALA. НЕ -=5Е 

で 、 拒 絶 し 続け て いる か ら 。 


例 。 

4 ЛК, ЕЛЕ ЛЯ 9 5. BBO. 2 
AMD, FER, 

その 根本 的 な 発生 原因 。 

黒色 人 種 や 黄色 人 種 は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 現 在 に 和 全 る ま 
で 、 遺 伝 的 に 不可 能 だ か ら 。 

皮膚 の 色 に お ける 、 周 囲 の 白色 人 種 に 対す る 、 同 化 。 


例 。 

欧米 諸国 に よる 、 ロ シア や や 中国 に 対す る 、 国 際 的 な 、 迫 電 や 
差別 の 、 試 み 。 

その 根本 的 な 発生 原因 。 

ロシア や 中 国 は 、 定 住 生 活 様式 で 、 液 体 的 思想 で 、 女 性 優位 
で 、 動 く 。 


欧米 諸国 は 、 移 動 生 活 様式 で 、 気 体 的 思想 で 、 男 性 優位 で 、 
動く 。 

ロシア や 中 国 。 

彼ら 自身 の 、 生 活 様式 や 思想 に お ける 、 欧 米 諸国 に 対す る 、 
同化 。 

それ は 、 食 糧 確保 の 環境 の 側面 に お いて 、 今 後 も 、 根 本 的 
に 、 不 可能 で ある こと 。 


主人 
结论 о 


人 間 の 場合 。 

周囲 の 他 者 と の 同化 を 拒絶 し 続け る 、 個 人 。 

彼 は 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 迫 害さ れ 、 抹 消さ れる 。 
周囲 の 他 者 と の 同化 を 拒絶 し 続け る 、 人 く 々 。 
彼ら は 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 迫 害さ れ 、 抹 消さ れる 。 


(2022 年 6 月 初出 。) 


社会 の 近代 化 。 そ の プロ セス の 把握 。 


社会 に お ける 、 発 展 段 階 説 。 


(1) 
男性 優位 社会 。 西欧 の 場合 。 液 体 的 状態 か ら 、 気 体 的 状態 へ 
の 、 移 行 。 

例 。K.Marx. 生産 様式 の 発展 段階 。 
それ は 、 以 下 の 複 数 の 段階 を 、 踏 む 。 
// 


アジ ア 的 生産 様式 。 

古代 的 生産 様式 。- 奴隷 制 。 

封建 的 生産 様式 。- 封建 制 。 

近代 ブル ジョ ア 的 生産 様式 。- 資本 制 。 
// 


上 記 の 内 容 に つい て の 、 私 に よる 、 問 題 点 の 指摘 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

液体 的 思想 か ら 、 気 体 的 思想 へ の 、 歴 史 的 発展 。 そ うし た 発 
展 に 伴う 、 I ME 
A 根拠 舞 く 、 前 提 と し て 、 想 定 し て いる こ 


oe: 正しく は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある こと 。 
液体 的 思想 と 、 気 体 的 思想 と の 、 並 立 的 分 業 状態 の 、 永 続 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 に 、 基 づく 。 

有 性 生殖 を 行う 、 生 物 に お いて 。 

生殖 細胞 と し て の 、 卵 子 と 、 精 子 と の 、 並 立 状態 の 、 永 続 
生物 と し て の 、 女 性 性 と 、 男 性 性 と の 、 並 立 状態 の 、 永 続 


(2) 

女性 優位 社会 。 日 中 韓 の 場合 。 液 体 的 状態 と 、 気 体 的 状態 と 
A. WH. 

ae 以下 の 複数 の 段階 を 、 踏 む 。 


SUKMEROMAICHLE 5. HO RO. #8. 
や 発明 。 

気体 的 思想 の 社会 か ら 、 液 体 的 思想 の 社会 へ の 、 そ れ ら の ノ 
ウ ハ ウ の 、 コ ピー と 移転 。 

液体 的 思想 の 社会 に お ける 、 そ れ ら の 内 容 の 、 高 品質 化 。 
液体 的 思想 の 社会 に お ける 、 そ れ ら の 内 容 に お ける 、 最 高 の 
完成 度 の 実現 。 

液体 的 思想 の 社会 に お ける 、 そ れ ら の 内 容 に お ける 、 最 終 的 
な 完成 形 の 出力 。 

// 


JURA 共同 生活 。 
(1) 


男性 優位 社会 。 気 体 的 思想 の 社会 。 西欧 の 場合 
ИР, ЗЕРНА, ЖИ, НА. 


(2) 
女性 优 位 社会 。 液 体 的 思想 C) 社 会 。 日 中 去 0D) 场 合 。 
それ ら の 、 社 会 近代 化 の 前 後に お ける 、 強 固 な 存続 。 


(2022 年 6 月 初出 。) 


社会 変動 の 要因 。 


(1) 

無機 的 な 環境 変動 。 

降雨 量 の 低下 。 そ れ ら が も た ら す 、 陸 上 生物 に お ける 、 水 分 
の 確保 に 対す る 、 世 界 規 模 の 、 新 た な 困難 性 。 

太陽 活動 の 変動 。 地球 の 火山 の 大 噴火 。 気 温 の 上 昇 や 低下 。 
それ ら が も た ら す 、 生 物 に お ける 、 食 糧 の 確保 に 対す る 、 世 
界 規模 の 、 新 た な 困難 性 。 

地震 や 人 台風 や 津波 。 そ れ ら が も た ら す 、 生 物 に お ける 、 住 居 
の 確保 に 対す る 、 世 界 規 模 の 、 新 た な 困難 性 。 


(2) 
生物 的 な 環境 変動 。 


生物 に お ける 、 以 下 の 内 容 の 実現 に 対す る 、 上 限 の 無い 、 強 
力 な 衝動 の 、 存 在 。 
// 


彼ら 自身 に お ける 、 生 き や す さ の 向上 。 
彼ら 自身 に お ける 、 社 会 的 上 位 性 の 獲得 。 


彼ら 自身 が 、 い っ た ん 獲得 し 攻 積 し た 、 生 き や す さ 。 茎 得 権 
ЗОН. ИО, ИХ. 

彼ら 自身 が 、 い っ た ん 獲得 し 蓄積 し た 、 社 会 的 上 位 性 。 そ れ 
ら の 、 持 続 や 永続 。 


彼ら 自身 に お ける 、 生 き や す さ の 向上 。 


彼ら 自身 に お ける 、 社 会 的 上 位 性 の 獲得 。 

彼ら 自身 が 、 そ れ ら の 実現 の 容易 性 の 欠如 に つい て 、 茎 存 の 
社会 に 対し て 、 人 不満 を 持っ た 場合 。 

彼ら 自身 に よる 、 茎 得 権益 の 所 有 者 た ちか ら の 、 上 茎 得 権益 の 
KE, 

Wo НВК >. PEOAAMEUAL ED, ВА Ц. 
それ ら の 実行 に よる 、 以 下 の 内 容 の 実現 。 

彼ら 自身 に お ける 、 生 き や す さ の 、 更 な る 向上 。 

彼ら 自身 に お ける 、 社 会 的 上 位 性 の 、 更 な る 獲得 

// 


(2022 年 6 月 初出 。) 


上 位 者 に よる 、 社 会 支配 。 下位 者 に よる 、 
それ に 対す る 束縛 。 それら の 是 音 。 


ЕС, ЖЕНА Ас. AER. 

上 位 者 に よる 、 個 人 的 な 社会 支配 。 独 栽 。 

下位 者 た ち に よる 、 そ うし た 上 位 者 に 対す る 、 束 縛 の 実施 。 
その 実現 可能 性 の 、 確 保 。 その 必要 性 の 主張 。 

例 。 欧 米 諸国 に お ける 、 民 主 主 義 。 


そう し た 主張 に 対す る 、 反 論 论 。 


ABE Ник, RSAC. HAM. 支配 。 
i 社会 に お ける 、 下 位 者 の 生き や すさ を 、 向 上 させ 


chs 社会 的 に 、 許 容 さ れる べき で ある 。 

能 な 下位 者 た ち に よる 、 そ うし た 上 位 者 に 対す る 、 東 縛 の 
ae 
それ は 、 社 会 に お ける 、 ト 下位 者 自身 の 生き や すさ を 、 低 下さ 
せる 。 
それ は 、 社 会 的 に 、 人 禁止 され る べき で ある 。 


無能 な 上 位 者 に よる 、 浴 意 的 で 、 個 人 的 な 、 Г. 
それ は 、 社 会 に お ける 、 下 位 者 の 生き や すさ を 、 低 下さ せ 
る 


それ は 、 社 会 的 に 、 人 禁止 され る べき で ある 。 


下位 者 た ち に よる 、 上 位 者 に 対す る 、 束 征 の 実施 。 そ の 実現 
可能 性 の 、 確 保 。 その 成功 に つい て の 、 主 張 。 

例 。 欧 米 諸国 に お ける 、 議 会 制 民 主 主義 の 成功 に つい て の 、 
社会 的 主張 。 


それ は 、 実 際 に は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 

他 の 上 位 者 た ち に よる 、 ラ イ バ ル の 上 位 者 た ち に 対す る 、 東 
生 の 実施 。 そ の 実現 可能 人 性 の 、 確 保 。 

そう し た 社会 に お ける 、 下 位 者 た ち 。 

彼ら は 、 最 初 か ら 、 そ れ ら の 改 帳 の 外 に 買 か れ た まま で あ 

る 。 

彼ら は 、 上 位 者 た ち に 対す る 、 束 縛 の 機会 を 、 実 際 に は 、 確 
保 出 来 て いな い 。 

仮に 、 彼 ら が 、 あ る 上 位 者 を 、 束 縛 し た と し て も 、 代 わり 

に 、 別 の 上 位 者 が 、 新 た な 支配 者 と し て 、 入 れ 替 わり で 、 登 
場 す る だ け で ある 。 

そう し た 社会 の 支配 権 は 、 限 定 さ れ た 上 位 者 た ちの 間 の 、 持 
ち 回 り に 、 な っ て いる 。 

そう し た 社会 の 支配 権 は 、 上 位 者 た ちの 間 に お いて 、 特 環 的 
に 、 占 有 さ れ て いる 。 

そう し た 社会 の 支配 権 。 それ は 、 下 位 者 た ちの と ころ へ は 、 
実際 に は 、 な か な か 降り て 来 な い 。 


(2022 年 6 月 初出 。) 


Sine, tenses. 


ある 生物 に お いて 。 

彼 自身 に と っ て の 同質 者 を 、 殺 狭 す る こと 。 そ の 、 社 会 的 な 
禁止 。 

他 の 生物 を 、 殺 名 する こと 。 他 の 生物 の 身体 を 、 食 糧 と し 
て 、 利 用 する 場合 。 他 の 生物 の 身体 を 、 生 活 上 の 資源 と し 
an 利用 する 場合 。 

例 。 殺生 を 禁じ る 、 人 間 の 仏教 。 

他 の 生物 。 彼ら は 、 彼 自身 と 同様 に 、 生物 で ある 。 そ うし た 
上 品 に お いて 、 彼 ら は 、 彼 自身 と 、 同 質 で ある 。 


彼 自身 に と っ て の 同質 者 。 そ の 分 類 。 
遺伝 的 な 同質 者 。 


彼 自身 [< TCO, ШВ. МУТУ. ЛИ. 
MAR BS. MRNBSBE 6. KY RRSNOSHF 
LY, 

例 。 人間 社会 。 

АЖ (95. СОЖ, BF. 


彼 自 身 と 近 括 \\ 种 类 ID、 他 生物 。 

Sl. APLC DTD, RB. ВО. ВИЛХЖЕ. 

(i b> A ORT SWE Hk, MAMA ERMOWRE tS 
he an 

例 。 日 本 の 被 差別 集落 。 そ の 住民 た ち は 、 牛 馬 の 層 灯 者 で あ 
る 。 彼 ら は 、 社 会 的 に 差別 され る 。 


彼 自身 と 近い 種類 の 、 他 の 生物 た ち 

彼ら を 日 常 的 に 灯 夫 する こ と で 、 生 活 を 維持 する こと が 、 必 
須 で ある 場合 

その 行為 の 正当 化 が 、 彼 自身 の 精神 の 安定 化 の た め に 、 ど う 
し て も 必須 で ある こと 。 

その た め の 対 策 。 


彼 自身 と 、 他 の 生物 と の 同質 性 を 、 認 め る こと 。 そ の 、 森 
止 。 
彼 自身 と 、 他 の 生物 と の 、 同 質 性 を 連想 させ る 行為 。 それら 


0. Die. 
彼 自身 と 、 他 の 生物 の 全て と を 、 唆 別 す る こと 。 彼 自身 を 、 
他 の 生物 の 全て より も 、 二 上位 に 四 く こと 。 


例 。 

人 間 に お ける 、 移 動 生 活 様式 の 社会 。 欧 米 諸 国 。 中 東 諸 国 。 
その 生活 様式 に お いて 、 以 下 の 行 為 の 維持 が 、 必 須 で ある こ 
と 。 
家 董 を 、 日 常 的 に 殺 鼓 する こと 。 そ の こと で 、 彼 ら 自 身 の 生 
we. СИ. 

その た め の 対 策 。 


人 間 と 、 他 の 生物 と の 同質 性 を 、 認 め る こと 。 そ の 、 社 会 的 
о Ш 
人 間 を 、 生 物 一 般 へ と 、 人 含める こと 。 そ の 、 社 会 的 な 禁止 。 


人 間 と 、 他 の 生物 と の 、 同 質 性 を 連想 させ る 、 行 為 。 そ れ ら 
AD. eA Se. 
Gil, VEZ ama. MERNRSSIO. MTA, im &O SIE, 


AIC. HHOEMINE Ея, BAIT SIO. AA. 1hO 
EMNETE) &. ЕК oe. 
Bil, ユダ ヤ 教 や キリ スト 教 や イス ラム 教 。 


文化 的 な 同質 者 。 同じ 思想 を 信じ る 者 。 彼 ら を 、 灯 喜 す る こ 
と 。 同 士 討ち 。 そ の 、 社 会 的 な 禁止 。 

文化 的 異質 者 は 、 文 化 的 同質 者 より も 、 灯 狼 さ れ や すい 。 
例 。 人間 社会 。 

宗教 的 な 異教 者 や 異 喘 者 に 対す る 、 殺 垢 行 為 の 、 頻 発 。 


ЕЕ ОСИ. RMA, ЖЗ. 
その 、 社 会 的 な 禁止 。 

男性 は 、 女 性 より も 、 殺 垢 さ れ や すい 。 男 性 は 、 生 物 学 的 に 
ЗЕЕ. ЖЗ, EMFNICBE CHS. 


有 性 生殖 の 生物 の 場合 
性 行為 に お いて 。 


ЕВ хх, HMMM TRA. 1645 
と する こと 。 そ の 、 社 会 的 な 禁止 。 

遺伝 的 な 同質 者 と の 間 で 、 性 行為 を 、 実 行 す る こと 。 近 親 相 
28. CO, НЕЕ, 

し か し 。 

遺伝 的 な 同質 者 と し て の 異性 が 、 総 え ず 、 性 的 な 誘引 を 、 無 
意識 の うち に 、 周 囲 の 他 者 に 対し て 、 実 行 し 続け る こと 。 そ 
の 他 者 自身 が 、 そ の 性 的 誘引 に 、 負 ける こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 を も た ら す 。 

その 他 者 自身 の 本 意 9-59 >. НОЕ т. 

例 。 人 間 社 会 に お ける 、 近 親 相 厄 の 、 あ る 程度 の 、 社 会 的 な 
許容 。 


互換 性 の 無い 者 と の 間 で 、 共 同 の 子 失 を 、 作 ろう と する こ 
х. CO. НЕ ЖЕ, LQ. 文化 的 な 禁止 。 


遺伝 的 に 異質 過ぎ ざる 者 と の 間 で 、 共 同 の 遺伝 的 子 捧 を 、 作 ろ 
うと する こと 。 遺 伝 的 に 遠 過 ぎる 者 と の 間 で 、 共同 の 遺伝 的 

ries 作ろ うと すず る こと 。 

例 。 遺伝 的 形質 の 異な る 者 。 彼 ら は 、 彼 自身 と の 間 で 、 遺 伝 

的 な 互換 性 に 欠け る こと 。 

ue 人 間 社 会 。 異な る 人 種 の 間 に お ける 婚 召 が 、 社 会 的 に 推 
WA fr7pLyo&. APACAICS YT. BRAS, HEA NAY 

св 


ХС SACOM. НЕО: ЕР 
うと する こと 。 文化 的 に 遠 過 ぎる 者 と の 間 で 、 共同 の 遺伝 的 
子 換 を 、 作 ろう と する こと 。 

例 。 言語 や 習慣 の 異な る 者 。 彼 ら は 、 彼 自身 と の 間 で 、 文化 
的 な 互換 性 に 欠け る こと 。 

例 。 人 間 社 会 。 言 語 や 習慣 の 異な る 異 民 族 の 間 に お ける 婚 

WA. СЫ, ЕЕ ЕВА, АУ Си. th 

(4, УКС“ MALI & 


発情 期 が 不定 な 生物 の 場合 

例 。 人間 。 

発情 し て いな い 者 を 、 強 制 的 に 発情 させ よう と する こと 。 そ 
の 、 社 会 的 な 禁止 。 

例 。 発情 が 推奨 され な い 、 公 式 的 な 、 ビ ジネス ライ ク な 場 
面 。 


他 者 が 、 性 的 に 浴 静 な 状態 で て ある 場合 。 

彼 の 面前 に お いて 、 性 行為 の 話題 を 、 い き な り 持ち 出す こ 
と 。 彼 の 面前 に お いて 、 性 行為 の 画像 や 映像 や 文章 を 、 い き 
な り 持 ち 出 すこ と 。 そ れ ら の 、 社 会 的 な 禁止 。 


発情 し て いる 者 に 対し て 、 強 制 的 に 発情 を 解除 し よう と する 
こと こそ の 。 ЖЕ: 

性 行為 中 に 、 相 手 に 対し て 、 性 的 に 冷静 な 話題 を 、 い き な り 
持ち 出す こと 。 性 行為 中 に 、 相 手 に 対し て 、 客 観 的 な 論理 的 
話題 を 、 い き な り 持ち 出す こと 。 そ れ ら の 、 社 会 的 な 禁止 。 


液体 的 思想 て で 動く 社会 に お いて 、 気 体 的 思想 を 、 社 会 的 な 森 
meUC. METS Ce, 

女性 優位 で 動く 社会 に お いて 、 男 性 的 思想 を 、 社 会 的 な 禁忌 
と し て 、 抑 庄 す る こと 。 

例 。 人 間 社 会 。 定 住 生 活 様式 の 社会 。 

日 本 や 韓国 や 中 国 や ロシア に お いて 。 個 人 主義 。 自 由 主 義 。 
内 部 情報 の 公開 。 上位 者 へ の 批 弟 の 許容 。 それ ら の 思想 に 対 
する 、 禁 止 や 抑圧 や 弾 庄 が 、 頻 発する こと 。 


気体 的 思想 で 動く 社会 に お いて 、 液 体 的 思想 を 、 社 会 的 な 森 
忌 と し て 、 抑 圧する こと 。 男 性 優位 で 動く 社会 に お いて 、 女 
性 的 思想 を 、 社 会 的 な 禁忌 と し て 、 抑 圧する こと 。 

例 。 人 間 社 会 。 移 動 生 活 様式 の 社会 。 

欧米 諸国 に お いて 。 全 体 主 義 。 調 和 主 義 。 そ れ ら の 思想 に 対 
する 、 禁 止 や 抑圧 や 弾 庄 が 、 頻 発する こと 。 

欧米 諸国 に お いて 。 女 性 自身 に よる 、 性 的 誘引 力 の 行使 や 、 


EUR PABO, BLOB. СИ (-Ж9 >. FLL PHP ACH 
庄 が 、 頻 発する こと 。 


社会 的 禁忌 が 、 生 物 に 対し て も た ら す 、 作 用 。 


+, RULER. 
生物 が 、 精 神 的 に 、 追 い 込 まれ ず に 済む こと 。 生 物 が 、 精 神 
的 に 、 狂 わ ず に 済む こと 。 


その 、 恨 く な い 作 用 。 


社会 的 真実 は 、 社 会 的 禁忌 の 彼岸 に 、 存 在 す る こと 。 

例 。 人 間 社 会 。 

移動 生活 様式 。 そ の 社会 的 禁忌 。 

人 間 を 、 生 物 一 般 へ と 、 含 め る こと 。 そ の 、 社 会 的 な 禁止 。 
社会 的 真実 。 

人 間 は 、 実際 に は 、 生 物 一 般 に 、 含 まれ る こと 。 人 間 は 、 実 
際 に は 、 生 物 一 般 と 、 同 質 で ある こと 。 人 間 の 神経 系 は 、 実 
際 に は 、 生 物 一 般 の 神 俊 系 と 、 同 質 で て ある こと 。 


iy’, ЗЕЕ ЕЕ. Си. 

その 結果 。 そ の 生物 が 、 社 会 的 真実 に 対し て 、 水 遠 に 、 到 達 
不可 能 に な る こと 。 

その 結果 。 彼 ら が 、 生 物 の 、 心理 や 社会 の 、 認 識 に お いて 、 
水 遠 に 、 間 違っ た 結果 を 、 生 み 出 し 続け る こと 。 


例 。 人 間 社 会 。 移 動 生活 様式 の 人 < 々 。 

具体 例 。 欧 米 諸国 。 中 東 諸 国 。 

彼ら が 、 家 番 を 、 日 常 的 に 殺 吉 する こと 。 

彼ら が 、 人 間 と 、 他 の 生物 と を 、 精 神 的 な 必要 に 迫 ら れ て 、 
根拠 無く 、 肉 別 し 続 ける こと 。 

その 結果 。 彼ら が 、 生 物 学 や 心理 学 や 社会 学 に お いて 、 間 
違っ た 理論 を 、 永 遠 に 、 生 み 出 し 続け る こと 。 

彼ら に お ける 、 そ うし た 無能 性 の 、 永 続 。 そ の 、 根 本 原因 と 
し て の 、 そ うし た 社会 的 禁忌 。 


例 。 人 間 社 会 。 定住 生 活 様式 の 人 々 。 


具体 例 。 中 国 。 ロ シア 。 日 本 。 韓 国 。 

он КЕ. НИС Н9(- Си. 
ОН AMC. HhOAMe A, ШЕИ С 
で 
それ は 、 以 下 の 内 容 を 、 生 み 出 す 。 

生物 学 や 心理 学 や 社会 学 の 、 理 論 生 成 に お いて 。 
定住 生活 様式 の 人 々 。 

彼ら の 、 移 動 生 活 様式 の 人 々 に 対す る 、 能 力 的 な 、 優 位 性 。 
それ が 、 水 続 的 に 、 確 保 く され る こと 。 


(2022 年 7 月 初出 。) 


生物 に お ける 、 民 主 主義 の 基本 。 


下位 者 に よる 、 上 上位 者 に よる 虐待 と 搾取 か ら の 、 自 衛 の 確 
保 。 

その た め の 、 有 効 な 戦略 。 それら の 、 研 究 と 実行 。 

それ は 、 生 物 の 社会 に お ける 、 民 主 主 義 の 基本 を 、 形 成す 
る 。 


(2022 年 7 月 初出 。) 


血 縁 関係 。 親子 関係 。 それ ら 
の 、 生 物 に と っ て の 、 根 本 的 
な 重要 性 。 


生物 に お ける 、 血 銀 関係 と 親子 関係 。 


血縁 関係 。 

遺伝 的 な 、 共 通 件 や 同質 性 。 

遺伝 的 な 先行 後 行 関係 。 先行 者 と し て の 、 先 祖 や 親 。 後 行者 
сх, TR. ПЬЮ. ПОХ. 


親子 関係 。 


м. 

遺伝 的 な 先行 者 。 

遺伝 子 複 製 を 行う 者 。 そ の 結果 と し て 、 新 た な クロ ー ン 生物 
を 生み 出す 者 。 

無 性 生殖 。 全 面 的 な クロ ー ン の 生成 。 

有 性 生殖 。 半 面 的 な クロ ー ン の 生成 。 


育 す る 者 。 

生存 に 必要 な 酸素 や 水分 や 養分 。 生存 に 必要 な 世話 。 それ ら 
を 与え る 者 。 

生存 に 役立つ 前 例 。 そ の 内 容 を 、 伝 え 教 える 者 。 
文化 的 な 先行 者 。 


子供 。 

遺伝 的 な 後 行者 。 

親 に よる 人 遺伝子 複製 。 そ の 結果 と し て 、 新 た に 生ま れる 生 
物 。 


育 さ れる 者 。 

生存 に 必要 な 酸素 や 水分 や 養分 。 生存 に 必要 な 世話 。 それ ら 
но. 

生存 に 役立つ 前 例 。 そ の 内 容 を 教わる 者 。 

文化 的 な 後 行者 。 


遺伝 子 複製 時 の 複製 エラ ー に 基づく 、 遺 伝 的 な 突然 変異 。 
ООН XK, ФОНОВ. ФИ 
基づく 、 文 化 的 な 発明 や 発見 。 


それ ら が も た ら す 、 新 規 性 や 革新 性 や 独創 舞 。 そ れ ら の 、 初 
め て の 保持 者 。 
遺伝 的 な 先行 者 。 文化 的 な 先行 者 。 


有 性 生殖 の 場合 。 そ の 性 分 化 が 、 二 類型 の 場合 。 

Bud, ROK FICS NS. 

RH. Asi. это. ЗЕРЕН, AAAS. НЕЗЕ 
РИ. A CIA. ЖАМАВОДЕНН. БИН yb 
ジ 。 そ うし た 精神 の 伝達 者 。 気 体 的 行動 様式 の 伝達 者 。 移 動 
生活 様式 様式 に お ける 、 生 活 主 導 者 。 そ うし た 行動 様式 が 持 
つ 性 質 と し て の 、 父 性 。 そ の 保持 者 。 

Bm. LM. тои. RBA. Aims. НОЯ 
性 。 自己 中 心性 。 MAOKRE RAO. IRENA 
苦 。 そ うし た 精神 の 伝達 者 。 液体 的 行動 様式 の 伝達 者 。 定 住 
生活 様式 様式 に お ける 、 生 活 主 導 者 。 そ うし た 行動 様式 が 持 
つ 性 質 と し て の 、 母 性 。 そ の 保持 者 。 


養育 性 に つい て の 視点 。 

親 は 、 以 下 の よ うに 分 類 さ れる 。 

生存 に 必要 な 酸素 や 水分 や 養分 。 養 う 行 為 。 

それ ら を 与え る 場合 。 子供 が 、 自 己 成長 時 に 、 そ れ ら を 必要 
と する 場合 。 例 。 中 乳 類 の 乳 。 虎 虫 類 や 両生 類 や 昆虫 類 や 魚 
RAZ). ВВ. 

それ ら を 与え な い 場 合 。 子供 が 、 自 己 成長 時 に 、 そ れ ら を 引 
要 と し な い 場 合 。 


生存 に 必要 な 世話 。 育 て る 行為 。 

それ ら を 与え る 場合 。 子供 が 十分 請 つ まで に 、 長 期間 、 掛か 
る 場合 。 例 。 В. 

それ ら を 与え な い 場 合 。 子供 が 十分 育つ まで に 、 短 期間 で 済 
ие. Я. Mew. 


生存 に 役立つ 前 例 。 そう し た 行動 様式 。 
その 内 容 を 、 伝 え 教 える 場合 。 遺伝 的 な 伝達 。 文化 的 な 伝 
Е: 


文化 的 な 伝達 が 必要 な 場合 。 

子供 が 、 そ れ ら の 内 容 を 、 遺 伝 的 に 、 予 め 、 十 分 に は 伝達 さ 
れ て いな い 場 合 。 例 。 人 間 。 

その 内 容 を 、 伝 え 教 えな い 場 合 。 遺伝 的 な 伝達 。 文化 的 な 伝 
Е. 

文化 的 な 伝達 が 不要 な 場合 。 

子供 が 、 そ れ ら の 内 容 を 、 遺 伝 的 に 、 予 め 、 十 分 に 伝達 され 
て いる 場合 。 例 。 ウ ミ ガ メ 。 


(2022 年 5 月 初出 。) 


GR 


社会 学 に お いて は 、 以 下 の 内 容 に つい て の 着目 が 、 も っ と 引 
要 で ある 。 和 血縁 関係 の 、 生 物 の 社会 に お ける 、 本 質 的 な 重要 
性 。 


血 緩 関係 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 遺 伝 的 共通 性 や 、 遺 伝 的 同 
ーー 性 を 基盤 と する 、 生 物 同 士 の 社会 的 な 結合 。 血縁 関係 は 、 
生物 の 社会 関係 の 基盤 で ある 。 


血縁 関係 は 、 以 下 の 内 容 の 表れ で ある 。 人 遺伝 子 の 世代 間 伝 
達 。 そ れ ら の 自動 的 な 永続 。 


血 関 係 が 、 生 物 の 社会 の 中 心 に 位 買 し て いる 。 生 物 の 社会 
Clk, ШВ BERTHS. 


МА ВЕМАРУН BF > хер, ЕН ИЕН и TS. 
それ は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 子 育て で 主 電 権 を 握る 存 
在 。 血 绿 者 间 亿 扮 似 加 家 计 管 理 椎 限 在 掌握 L 、 扮 金 D 出 入 
を コン トロ ー ル する 存在 。 例 。 日 本 の 母親 や 祖母 。 

МАЕ > BEA To КВ о, ЕЖЕ 


者 で は 無い 。 例 。 政 府 の 代表 者 。 大 企業 の 代表 者 。 
血 組 を 制す る 者 が 、 社 会 を 制す る 
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お いて 、 最 も 重要 で ある 。 


相手 と の 遺伝 的 共通 性 が 、 も た ら す 心理 的 効果 。 そ れ は 、 以 
下 の よ うな 内 容 で ある 。 気 安さ 。 親 し みや すさ 。 助 け 合 い 精 
ОЕ Я.. 心理 的 な 細 帯 や 結束 の 牙 生 え BARA TIC, 
本 音 を 言い 合え る こと 。 共 通 理解 へ の 篤 り や すさ 。 


血 婦 関 係 の 発生 や 維持 は 、 遺 伝 子 の 複製 や 、 生 殖 行為 と 不可 
分 で ある 。 そ れ は 、 生 物 の 基本 で ある 。 


突然 変異 。 それは 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 人 遺伝 子 の 複製 
エラ ー。 遺 伝 子 の 世代 間 伝 達 に お ける 、 新 規 性 や 独創 性 の 発 
現 と 、 伝 達 内 容 の 永続 性 の 消滅 。 子供 に お ける 、 遺 伝 的 形質 
ORAM BE. ХУЖЕ 55. ЖЕ 
発生 。 


血 緩 者 。 それは 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 親 と 子供 。 R 

Я. ВЯ. ЛАЯ. ВРУ. AN. АН. МХ. az 
以外 の 血縁 者 で ある 。 

血縁 者 同士 の 社会 関係 。 それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 
以前 の 世代 の 血縁 者 に よる 、 次 世代 の 血縁 者 に 対す る 養育 。 
以前 の 世代 の 血縁 者 に よる 、 次 世代 の 血縁 者 に 対す る 支配 。 

次 世代 の 血縁 者 に よる 、 以 前 の 世代 の 血縁 者 に 対す る 介護 。 

以前 の 世代 の 血縁 者 に よる 、 そ れ ら の こと の 、 次 世代 の 血縁 
者 に 対す る 強制 。 


配偶 者 。 そ れ は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 有 性 生殖 に お け 
る 、 異 性 の 相手 。 有 性 生殖 に お ける 、 子 了 擬 の 遺伝 子 の 共同 保 
有 者 。 

配偶 者 同士 。 それ は 、 以 下 の よ うな 関係 で ある 。 赤 の 他人 同 
+A’. ДЗЕН, CAT ROK CU ЮВЕ С, 44 
(SAV CU SEMA. IRIS. ACID MACH. 


生物 が 遺伝 的 子 換 を 残せ る 条件 。 そ れ は 、 以 下 の よ うな 内 容 
CHS. BME COMMORS. RECLTOBRIAOES. 
(1) 

男性 の 場合 。 稼 ぐ 能 力 の 高 さ 。 身 体 の 強 さ 。 問 題 を 解決 する 
知能 の 高 さ 。 他 者 を 支配 する 能力 の 高 さ 。 健康 さ 。 女 性 に 対 
し て 、 ま め に 気遣い し て 取り 入る 能力 の 高 さ 。 

(2) 

女性 の 場合 。 容 鋭 や スタ イル の 良さ 。 周 囲 か ら 注 目 さ れ 、 場 
の 中 心 に 、 華 能 な 花 と し て 鎮座 し 続け る 能力 の 高 さ 。 ア イド 
ル と し て の 能力 の 高 さ 。 他 者 を 支配 する 能力 の 高 さ 。 健 康 
&. 


М8, ЕЕ ЕЕ У Гб & ORE aH 
つ 。 そ れ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 強 固 な 維持 性 や 閉鎖 
性 や 排他 隆 の 存在 。 生物 に お ける 、 了 既得 権益 の 世代 間 伝 達 
や 、 世 代 間 維 持 の 基盤 。 生物 に お ける 、 社 会 の 権力 構造 の 変 
DW (I< Sz. 


MARAIS, AAMC. RAMBLAS 
5. 

(1) 

有力 な 血縁 関係 。 それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 有 能 で 
優位 な 遺伝 子 の 世代 間 伝 達 。 それ ら の 自動 的 な 永続 。 

(2) 

無力 な 血縁 関係 。 それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 無 能 で 
劣 位 な 遺伝 子 の 世代 間 伝 達 。 それら の 自動 的 な 永続 。 

血 緩 と 家族 と の 関係 。 家族 と は 、 同 居 し て 共同 生活 を 営ん で 
いる 息 縁 者 と 配偶 者 で ある 。 

血 統 と 世帯 と の 関係 。 世帯 と は 、 同 一 の 生計 を 営ん で いる 血 
縁者 と 配偶 者 で ある 。 


(2021 年 12 月 初出 。) 


親 と 子供 。 そ の 分 類 。 


親 と 子供 は 以下 の よう に 分 類 さ れる 。 


(1-1) 親 その も の 。 真 の 親 。 
(1-2) 親代わり 。 親 の 代行 者 。 仮 の 親 。 


(2-1) 子供 その も の 。 真 の 子供 。 
(2-2) 子供 の 代わ り 。 子 供 の 代行 者 。 仮 の 子供 。 


(1) CAM AB. MAOH. 生みの親 。 


(2) BAMA. 

(2-1) В СОЖ. BRO. ЕТО. ШОУ, 
ЧЕ АО ОН. 

(2-2) KUO. DITOR. FEO. ШО, ЗЕ 
Ш. 

(2-А) ЗЕ ое. VAR. KA. ASE. 


(1) 先天 的 な 子供 。 親 に と っ て 、 血 緩 で つなが っ た 子供 。 


(2) ЖКИЖУЖ., МЯСУ, ШОУ, ЗЕ 
子供 の 両方 。 

(2-1) 育て の 対象 。 養 人 の 対象 。 養 子 の 里子 。 Mant 
供 过 、 非 血 绿 0 子供 0D 夯 方 。 

(2-2) 底 い の 対象 。 助 け の 対象 。 守 護 の 対象 。 血 縁 の 子 
供 之 、 非 血 绿 0 子供 0D 夯 方 。 

(2 - A) 非 血 绿 O 场 合 。 和 从 者。 弟子 。 


先天 性 、 後 天性 と 、 性 別 と の 掛け 合わ せ 。 


先天 的 父親 。 後 天 的 父親 。 
先天 的 母亲 。 和 后 天 的 母亲 。 


後天 性 に つい て 。 


後天 的 父親 。 父 親代わり 。 例 。 移動 生活 様式 の 社会 に お ける 


天 の 父 な る 神 。 


後天 的 母親 。 母 親代わり 。 例 。 定 住 生活 様 式 の 社会 に お ける 


地 母 神 。 


3 . 
親 と し て の 性 質 と 、 性 別 と の 掛け 合わ せ 。 


父 性 的 父亲 。 母 性 的 父亲 。 
父 性 的 母亲 。 母 性 的 母 杀 。 


父性 。 それ は 、 次 の 内 容 で ある 。 男 性 性 の 、 親 と し て の 側 
面 。 生理 的 、 心理 的 、 社 会 的 側面 。 
母性 。 それは 、 次 の 内 容 で ある 。 女 性 性 の 、 親 と し て の 側 
面 。 生理 的 、 心理 的 、 社 会 的 側面 。 


父 権 。 それ は 、 次 の 内 容 で ある 。 人 父親 の 権力 が 強い こと 。 
性 の 社会 的 影 紹 力 が 強い こと 。 
母 権 。 それ は 、 次 の 内 容 で ある 。 母 親 の 権力 が 強い こと 。 
性 の 社会 的 影響 力 が 強い こと 。 


NX 


Se 
母 


父 権 社 会 。 父親 の 権力 が 強い 社会 。 父 性 の 影響 力 が 強い 社 
人 
母 権 社会 。 母親 の 権力 が 強い 社会 。 母 性 の 影響 力 が 強い 社 
人 


Zo 


定住 生活 様式 中 心 社会 。 例 。 東 アジ ア 。 ロ シア 。 そ の 社会 
は 、 母 性 的 母親 を 中 心 と し て 動く 。 

母性 的 母親 。 定 住 集団 の 社会 の 母親 な いし 母親 役 の 人 物 。 彼 
女 は 、 精 神 が 邊 粋 に 女性 的 で て ある 。 彼 女 は 、 女 性 性 の 源泉 で 
HD. НЕЕ CMALANMMECH CHD. ЕЕ 
は 、 そ の 社会 の 有 能 者 、 有 力 者 、 権 力 者 で ある 。 彼 女 は 、 そ 
の 社会 を 以下 の 内 容 に な る よう に 生成 し 構築 する 。 女 性 優位 
社会 。 母 権 社会 。 調和 社会 。 それは 、 フ ェ ミ ニズム に と っ て 
の 理想 郷 で ある 。 

母性 的 父親 。 定 住 集団 の 社会 の 父親 な いし 父親 役 の 人 物 。 彼 
は 、 精 神 が 女 性 化し て いる 。 彼 は 、 そ の 社会 の 従属 者 で あ 
る 。 彼 は 、 そ の 社会 に お いて 、 無 能 で 役立た ず の 厄介 者 で あ 
る 。 


移動 生活 様式 中 心 社会 。 例 。 欧 米 諸 国 。 そ の 社会 は 、 父 性 的 
父親 を 中 心 と し て 動く 。 

父性 的 父親 。 移 動 生活 様 式 の 社会 の 父親 な いし 父親 役 の 人 
物 。 彼 は 、 精 神 が 純粋 に 男性 的 で ある 。 彼 は 、 男 性 性 の 源泉 
で ある 。 人 父性 的 父親 は 、 そ の 社会 の 支配 者 で ある 。 人 父性 的 父 
親 は 、 そ の 社会 の 有 能 者 、 有 力 者 、 権 力 者 で ある 。 彼 は 、 そ 
の 社会 を 以下 の 内 容 に な る よう に 生成 し 構築 する 。 男 性 優位 
社会 。 父 権 社会 。 非 調和 社会 。 そ れ は 、 マ スキ ュ リ ズム に 
と っ て の 理想 郷 で ある 。 

父性 的 母親 。 移 動 生 活 様式 の 社会 の 母親 な いし 母親 役 の 人 
物 。 彼女 は 、 精 神 が 男 性 化し て いる 。 彼 女 は 、 そ の 社会 の 従 
属 者 で ある 。 彼 女 は 、 そ の 社会 に お いて 、 無 能 で 役立た ず の 
厄介 者 で ある 。 


4. 


親 と 子供 の 機能 。 


親 が 果たす 機能 

子供 を 棄 護 す る こ と 。 子供 の 面倒 を 見 る こと 。 子供 を 独り 立 
ち す る まで 成長 させ る こと 。 子供 を 経済 的 、 心 理 的 、 社 会 的 
に 援助 する こと 。 子供 を 精神 的 に 一 生 支 配 し 続け る こと 。 т 
供 に 命 今 す る こと 。 子供 の 精神 に 対し て 一 生 影響 を 及ば 
ける ご と 。 CR ARRLEOEERIT КЕ, 
На OS Ce 


子 が 果たす 機能 

親 に と っ て の 次 世代 と な る こと 。 親 に よる 愛玩 の 対象 と な る 
こと 。 親 に 依存 する こと 。 そ の こと で 、 親 の 底 護 欲 を 満足 さ 
せる こと 。 親 に 忠誠 を 誓う こと 。 自 立 を 果たす こと 。 親 の 夢 
ее と 。 無 事 生 き 残 る こと 。 親 に 育て て も 
ら っ た 皿 返 し を する こと 。 老 後 の 親 の 面倒 を 見 る こと 。 


大 人 と 子供 。 朋 と 子供 。 こ の 両者 の 区 別 が 必要 で ある 。 


KA. 年 齢 が 高い こと 。 和 肉体 的 に 成 熱 し て いる こと 。 責 任 を 
oe と 。 麟 断 力 が ある こと 。 経 済 的 に 自立 し て いる こ 


я. РВ, СОЛЬ. FEMA DHEA 
Sr 


大 人 と 親 と 子供 の 性 質 は 、 以 下 の よ うに 掛け 合わ せる こと が 
で きる 。 


大 人 的 な 大 人 。 大 人 的 な 子供 。 子供 的 な 大 人 。 子供 的 な 子 
供 。 

ARAMA. AANA. 子供 的 な 親 。 子供 的 な 子供 。 
AMR. MAH. FAA. 子供 的 な 子供 。 
ХЛ. МУК. 子供 的 な 大 人 。 子供 的 な 子供 。 


Клео? 
KA. 自立 し て いる こと 。 助 け や 棄 い を 特に 必要 と し な いこ 


ae 
親 。 他 人 を 生み 育て 、 助 け 、 底 うこ と 。 そ れ ら が 出来 る こ 
ee 


子供 の 特質 と は 何 か ? 

子供 。 自立 し て いな いこ と 。 育 成 や 助け や 底 い を 必要 と する 
он 

5. 


親 は 、 以 下 の よ うに 分 類 で きる 。 


(1-1) 慈しみ の 親 。 BLUM. BR. а, 
(1-2) 厳し い 親 。 子供 を し ご く 親 。 FHS ET OR. 
ВХ. FRSC. МА. Е, 


(2-1) 子供 に 深い 関心 を 持つ 親 。 子 供 に 深い 愛情 を 注ぐ 
я. 子供 に 付き っ 切り の 親 。 

(2-2) 子供 に 無関心 な 親 。 子 供 に 対し て 薄情 な 親 。 子供 
Fe HUES Di. 


(3-1) 子供 の 利益 の た め に 自身 の 人 生 を 捧げ る 親 。 子 供 
に 尽く す 親 。 

(3-2) 子供 を 自身 の 利益 の た め に 利用 する 親 。 
(3-3) 子供 より 自身 の 利益 を 優先 する 親 。 


子供 は 、 以 下 の よ うに 分 類 で きる 。 


(1-1) BLAOFE. 優し い 子 供 。 
(1-2) 厳し い 子 供 。 親 を 虐待 する 子供 。 


(2-1) 親 に 深い 関心 を 持つ 子供 。 親 に 深い 愛情 を 注ぐ 子 
Е. MICHA 二 切中 CO 子供 。 

(2-2) СЕЮТ, СУСС. HA 
放任 する 子供 。 


(3-1) 親 の 利益 の た め に 自身 の 人 生 を 捧げ る 子供 。 親 に 
尽く す 子 供 。 

(3-2) 親 を 自身 の 利益 の た め に 利用 する 子供 。 
(3-3) HEY BADFRABAT SHE. 


(2020 年 11 月 初出 。) 


母性 と 父性 。 母 権 と 父 権 。 


母性 本 能 。 母 親 の 本 能 。 そ れ は 、 子 供 の 精神 の 液化 を 促す 。 
それ は 、 子 供 の 精神 の 定住 化 を 促す 。 
父性 本 能 。 父 親 の 本 能 。 そ れ は 、 子 供 の 精神 の 気化 を 促す 。 
それ は 、 子 供 の 精神 の 移動 化 を 促す 。 


定住 生活 様式 中 心 社 会 で は 、 母 性 が 子供 を 一 生 支 配 す る 。 そ 
こ で は 、 人 父性 は 軽視 され る 。 
移動 生活 様式 中 心 社 会 で は 、 父 性 が 子供 を 一 生 支 配 す る 。 そ 
こ で は 、 母 性 は 軽視 され る 。 


母性 は 、 子 供 を 親 の 中 に 包み 込ん で 保護 し つつ 、 経 済 的 自立 
の た め の 能 力 を 、 子 供 に 付き っ 切り で 身 に 付け させ る 。 
父性 は 、 子 供 を 親 か ら 精 神 的 に 分 離 ・ 独 立 さ せ た 上 で 、 子 供 
が うま く 自 活 し て 行け る よう に 、 外 か ら フ ォ ロ ー・ 援 助 を 加 
スズ る 


母性 は ” 内 部 に 閉じ た "世界 に 子供 を 買 く 。 そ れ は 、 自 身 の 子 
宮 胎 内 相当 の 世界 で て ある 。 母 性 は 、 子 供 を 対人 面 で 、 他 者 に 
癒着 ・ 依 存 さ せつ つ 、 子 供 の 経済 的 自立 を 図る 性 で ある 。 

父性 は "外部 へ と 開か れ た "* 世 界 に 子供 を 買 こ うと する 。 人 父性 
は 、 子 供 に 対し て 、 対 人 面 で の 分 離 ・ 独 立 を 促す 性 で ある 。 


в 


次 性 


分 離 。 独立 。 3 


a _# 
| | 子供 
風雨 の 強 さ 。) хх 


FFHHFSCES 


ЖЕ, BADE SE nt, 


М. 母性 と 父性 と の 、 比 較 説 明 。 


母性 。 母 権 社会 。 


成員 の 行動 。 

・ 重 いこ と 。 

・ 静 止 的 。 ゆ っ くり 動く こと 。 

・ 行動 範囲 は 、 内 側 の 一 定 枠 内 で あ 集団 状態 。 高 密度 状 
る こと 。 (規制 的 。) 態 。 そ れ ら の 維持 。 


母 の 胎内 に 相当 す 
る こと 。 


相互 の 一 体 融 合 状 
Е. BAOMSK 


・ 成 員 を 依存 させ る 


成員 の 包含 。 


・ 内 外 を 隔て る 膜 が 存在 する こと 。 
・ 表 面 張力 が 存在 する こと 。 (対外 面積 を 最小 
化す る こと 。) 

-> 外 部 に 対し て 閉鎖 的 で 排他 的 で ある こと 。 内 
部 に 入る こと が 難し いこ と 。 


・ 成 員 の と り ま と め 。 


父性 。 父 権 社会 。 


\ | 個人 の 切り 離し 。 個 人 の 自立 独立 。 個 


日 。 低 密度 捧 態 。 そ れ ら の 維持 。 


・ 成 員 を 分 離 自立 させ る こ 


・ 成 員 に 対す る 、 指 示 や 援 
助 の 実施 。 


AQBE 
成員 の 行動 。 \ 
・ 軽快 で ある こと 。 
・ 高 速 で 動き 回 る こと 。 
Je 
攻撃 的 。 理性 的 


・ 外 部 に 対 
部 に 入り や すい こ 


し て 開放 的 で ある こと 。 


Е.) 


・ 行動 範囲 が 制限 な く 拡 張 す る こと 。 


この 場合 、 子供 の 役 を 取る の は 、 実 の 子供 と は 限ら ず 、 学 校 
な ら 下 才 生 と か 、 和 職場 な ら 部 下 と か 、 い ろ い ろ バ リエ ー シ ョ 
VAS. BME, AHEM ARIE] (E.R COA So ERED 
み に 止 ま ら ず 、 学 校 、 職 場 等 に お いて 、 広 く 存 在 す る 。 
筆者 は 、 両 者 の 違い を 、 以 下 の 簡 単 な 表 に まとめ た 。 


する こと を 促す こと 。 


他 者 か ら 分 離 、 


а 


[調和 指向 | 子供 が 、 他 者 
と 一 体 化 し 調和 し て 生活 


[独立 指向 。] 子供 が 、 


独立 し 


て 生活 する こと を 促す 


1 [内 部 閉鎖 指向 。 ] [外 部 开放 指向 。] 

AB, AS. HOPE. | 子供 

&, ааа (FRIIS. 子供 を 閉じ こ 

A) に 相当 する 内 部 空間 め て いる 義人 的 な 内 部 
I 空間 を 切り 裂き 、 子 供 

р を 外部 空間 に 買 こ うと 

る ご と 。 (УЕ する ご こと:。 

考 。) 


[闭锁 性 。 排 他 性 。 内 外 区 
別 。] 母親 自身 と 子供 の み 
か ら な る 、 外 部 に 対し て 
в 室 間 を 作る こ 

。 彼 ら の いる 訟 間 内 部 

о eae 
別 し 、 外 部 か ら の アク セ 
ス を シャ ッ ト ア ウト する 
а 


[开放 性 。 内 外 非 区 别 。 
子供 を 、 外 界 に 向かっ 
て 開か れ た 、 外 部 へ の 
アク セス が 可能 な 室 間 
に 資 三 と する と $s 
子供 に 、 外 界 へ の 尾 を 
開く こと 。 彼 ら の いる 
変 間 と 外部 と は 真 接 つ 
な が っ て いる と 考え 、 
区 別 を し な いこ と 。 
[内 部 隠蔽 。 内 部 保護 。] 子 [外部 路 出 。 公開 性 。] 
供 を 母親 自身 の 中 に 旬 含 A 
し た 状態 の まま 保護 し 、 МАКА, вые 
引き こも っ て 外出 し た が Их, MOS 
ら な い 子 供 が その まま 中 | 触れ させ る こと 。 外 部 
に いる の を 許容 する 。 内 | 蝶 境 に 看 接 さら させ よ 
情 を 外部 に 漏らさ ず 秘 密 |1 う 、 公 開 し よう と する 
ооо. と 


[気候 一 定 。 温室 。 甘 さ 。 ] ера мох. | 


母親 自身 の 胎内 相当 の 、 温 
度 一 定 で 、 体 温 程 度 の 生 温 
か い 、 ち ょ うど 心地 よ 

い "” ぬ る ま 湯 "的 な 温度 の 人 条 
件 の 良い 、 甘 い 環 境 = “ 温 
室 ” に 子供 を 藤 こ うと する 
ов 


Пе 
сажа, № 
в Mee ESI LD 
ある 、 甘 さ の 無い ” 厳 し 
uv 环境 /子供 在 置 二 5 
と する こと 。 


[安全 域内 漳 留 。] 今 い る 安 
全 の 確保 され た (ABB) 
SEMA > FRA SMI S 
な いよ うに に じ ま よう すう と を と ずる 
Си. 子供 を 危な い 目 に 
合わ せな いよ うに 気 を 付 
ける こと 。 


[冒険 。 探 検 。] 外部 
の 、 (危険 も 含め て ) 


何 が 待ち 構え て いる か 
DD TE OAH 


検 に ( 知 的 な も の も 含 
OC) 連れ て 行こ うと 
вое. 


[接続 。] 子供 と 互い に 密接 
に つなが ろう と する こ 
と 。 


же. — ЧА. | 子供 と 


一 体 化 する こと 。 子供 と 
互い に くっ つき 癒着 する 
の を 好み 、 相 互 の 一 体 ・ 
融合 感 を 重んじ る こと 。 


[切断 ・] 子供 を 突き 放 
すこ と 。 子 供 を 自分 か 
ら 切 り 離 し て 、 一 定 の 
[PRES BO Ze TSX 
と 。 子供 と 母親 と の 間 
に 人 っ て 、 上 両者 の 関係 
を 切断 する こと 。 
[分 離 。] 子供 に 対し 
て 、 互 い に 離 れ た 、 
別々 の 存在 で あろ うと 
する こと 。 Fe. 
自身 の 独自 の 世界 を 大 
切 に する よう に 教え る 
Es 


[依存 状態 の 持続 。] 子供 を 
WOE CH MICA. 
依存 させ た まま で いよ う 
と する こと 。 


[突き 放し 。 | 子供 を 、 
父親 自身 か ら 突 き 放 
し 、 人 父親 か ら 離 れ て 、 
彼 自身 が 、 一 人 で 自活 
で きる まう に すず る ミ 
と 。 彼 自身 の 心身 は 彼 
自身 で 守る 態度 を 、 子 
供 に 身 に つけ させ る こ 
Cy 


セル フケ ア の 促進 。] 
[サポ ー ト 。 77. РЖ | 上 げ 供 が 彼 自身 の 面倒 を 
の 身の回り を 手取 り 足 取 | 彼 自 身 で 見 る よう に 、 
り サ ポー ト し ケア する こ | 子供 の セル フケ ア を 促 
と 。 


[平等 。] 子供 の 間 に 格 差 が 
ое ee 
扱 お うと する こと 。 子供 
別に 格差 を 作る 場合 は 、 
好き 嫌い に よっ て 、 各 子 
供 に 対す る 扱い に 差 を 付 
ける こと 。 


[差别 化 。] 子供 別に 、 
彼ら が 得意 ・ 不 得意 と 
する 分 野 を 弟 別 ・ 設 定 
し 、 分 野 の 違い に 応じ 
て 、 各 子供 に 対す る 扱 
い に 差 を 付け る こと 。 


[自由 競争 。 個 性 化 。 ] 
子供 同士 で 自由 に 競争 
を させ 、 子 供 間 で の 能 
力 格 差 の 発生 を 容認 す 
る こと 。 子供 同士 が 、 
互い に 異な る 個性 、 能 
力 を 持つ こと を 認め 合 
う よ う に 誘導 する こ 
Ce 

HAMS. BEIT. RMIT TO4SNTCS< . 
№ VES HATS. ОНА RHECILEHEDS 
く 、 男 性 で は 父性 が 多く な る 。 

ある 生物 が 母性 的 、 父 性 的 と いう こと は 、 性 別 、 年 齢 、 親 子 
に も 必ず し も 関係 し な い 。 つ まり 、 女 性 (男性 ) だ か ら と 
いっ て 母性 的 (父性 的 ) と は 限ら ず 、 年 齢 が 高い (低い ) か 
р. М ( 子 ) だ か ら 母 性 ・ 父 性 的 (子供 的 ) と も 言え な い 。 
例 。 人間 の 場合 。 

ВНЖ ту рН, КИНО 
て は 、 男 性 の 上 司 、 親 方 が 、 部 下 、 手 下 に 対し て 、 一 体感 を 
重んじ 、 包 容 力 の ある 母性 的 な 態度 を 取る こと が 多い 。 


[ 非 競争 。 画 一 性 。 ] 子供 の 
間 で 競争 を させ ず 、 仲 良 
く 横 並び させ る (能力 を 
画 一 化す る ) こと で 、 子 
供 同士 の 心理 的 な ーー 体感 、 
同一 性 を 確保 する こと 。 


中 高生 の 女の子 の よう に 、 本 来 子 供 の 役 を 取る は ず の 、 比 較 
НЕЕ ОЛ, UD E CHIT ERODE КС CREM 
で 頼り な い 母 親 に 代わ っ て 、 母 性 的 な 包容 力 で 家族 を 引っ 
統 っ て いく ケー ス も ある 。 

日 本 の よう に 、 母 性 が 優勢 で 、 子 供 と 父親 の 関わ り が 少な 

く 、 父 性 が 不足 し て いる 社会 の 場合 。 母 性 を 担う 母親 が 、 父 
性 を 実行 し な いか 、 で き な い 父親 に 代わ っ て 、 あ る 程度 父性 
の 代行 を する 役割 を する と いう 側面 も 、 存 在 す る 。 (Я. Е 
供 を 外界 へ と 連れ 出す こと 。 子 供 を 叱る こと 。) 


[参考 文献 ] 
河合 隼雄 、 母 性 社会 日 本 の 病理 、1976、 中 央 公論 社 
松本 滋 、 父 性 的 宗教 :母性 的 宗教 、1987、 东 京 大 学 出 版 会 


(初出 2003 年 5 月 -2005 年 11 月 ) 


母性 ・ 父 性 と 、 女 性 性 ・ 和 男性 性 と の 関係 


母性 、 父 性 は 、 そ れ ぞ れ 、 女 性 、 男 性 の 、 彼 ら 自 身 の 子 供 を 
持っ た 親 と し て の 側面 を 、 表 し て いる 。 

その 点 、 母 性 、 父 性 は 、 そ れ ぞ れ 、 女 性 性 、 男 性 性 の 、 親 と 
し て の 、 一 部 、 一 側面 と し て 捉え る こと が で きる 。 母性 が 女 
性 性 に 対応 し 、 父 性 が 男性 性 に 対応 する 。 

母性 、 父 性 は 、 そ れ ぞ れ 女 性 性 、 男 性 性 の 中 に 旬 含 され る 、 

一 部 で ある 。 (下図 参照 。) 


子供 を 持っ た 女性 が 母性 を 発揮 し 、 同 じ く 子供 を 持っ た 男性 
が 父性 を 発揮 する 。 

女性 、 男 性 それ ぞ れ が 、 以 下 の よ うな 側面 を 持つ 存在 と な っ 
た 場合 。 

(1) 底 護 者 と し て の 側面 。 無力 な 子供 に 頼ら れる 存在 。 子 
供 を 十分 に 守る パワ ー を 持つ 存在 。 

(2) 指導 者 、 教 育 者 と し て の 側面 。 何 も 知 ら な い 子 供 に 対 
し て 、 生 き て いく の に 必要 な 、 有 用 な ノウ ハウ を 教え る 存 

在 。 

(3) 制御 者 と し て の 側面 。 わ が まま 放題 の 子供 に 、 き ちん 
と 言う こと を 聞か せ 、 コ ント ロー ル し 、 制 御 す る 存在 。 

上 記 の よう な 、 子 供 を 育て る の に 必要 な 大 人 と し て 成熟 し た 
存在 と な っ た 場合 。 

彼ら は 、 そ れ ぞ れ 、 母 性 、 父 性 を 持っ た こと に な る 。 


中 に は 、 母 親 ら し い 男 性 、 父 親 ら し い 女 性 も いる と 考え られ 
る 。 
その 場合 、 そ も そ も 、 基 地 、 出 発 点 と し て 、 そ うし た 男性 は 
女性 タイ プ で あり 、 そ うし た 女性 は 男性 タイ プ で ある 。 
その た め 、 彼 ら は 、 そ の 親 と し て の 側面 を 取り 出し た 場合 
に 、 そ れ ぞ れ 母 性 的 、 父 性 的 と な る 。 

また 、 そ うし た 男性 、 女 性 は 、 男 性 、 女 性 全体 の 中 で は 、 性 
同一 性 障害 を 持っ て いる 少数 派 と し て 位 買 づけ られ る 。 


(初出 2008 年 04 月 ) 


子供 と 母性 ・ 父 性 関係 の 3 類型 


[Re] 子供 と 父性 ・ 母 性 と の 関係 は 、 以 下 の よ うに 分 ける こ 
と が 出来 る 。 

(1) 母子 癒着 型 = 母親 が 子供 を 完全 に 内 包 し 、 そ の 外側 を 
父親 が 守る か 、 人 父親 が 母親 に 内 色 さ れる タイ ププ 。 

(2) 父 介 在 型 = 父親 が 外周 を 守り つつ 、 母 親 と 子供 と の 間 
に 割っ て 和信 る 中 間 的 な タイ プ 。 

(3) 母子 分 離 型 = 父親 が 母親 と 子供 の 弓 帯 を 完全 に 断ち 切 
り 、 両 者 を 分 離す る タイ プ 。 


(1) が 、 社 会 に お いて 母性 の 力 が 強く 、 定 住 生 活 様式 の 社 
次 に 当て は まる ;。 


家庭 に お ける 、 子 供 と 母性 と 父性 の 関係 は 、 以 下 の 図 の 3 類型 
に 分 か が れる 。 


母子 癒着 タイ プ 
(母性 優位 。 外側 が 父性 。) 


次 介在 タイ プ 母子 分 離 タ イプ 


(中 間 ) (父性 優位 ) 


SF HES 


189-17 
(母性 優位 。 内 側が 父性 。) 


为. 母性 、 父性 の 対 子 供 関係 の タイ プ 分 け 


(1) 母子 癒着 型 。 母親 が 子供 を 完全 に 包み 込ん で 守り 、 そ 
の さら に 外周 を 父親 が 守る タイ プ 。 母 親 が 完全 に 子供 と 癒着 


LTS), ХФ ЛЬ из, УМ 
ら 見 守っ て いる タイ プ 。 (母性 優位 。 外 側が 父性 。) ある い 
は 父親 が 子供 同様 母親 に 包み 込ま れ て 甘え て いる タイ プ 。 

(母性 優位 。 内 側が 父性 。) 定住 生活 様式 の 社会 で は 、 こ の 
うち "母性 優位 で 、 内 側が 父性 "の 類型 が 多く 見 られ る 。 


(2) 父 介 在 型 。 父親 が 、 母 親 と 子供 の 間 に 割 っ て 人 り 、 © 
親 が 直接 子供 に 接触 し 、 見 る 割合 が 高い タイ プ 。 

(3) 母子 分 離 型 。 父親 が 母親 と 子供 の 弓 帯 を 完全 に 断ち 切 
り 、 両 者 を 分 離す る タイ プ 。 移 動 生活 様式 の 社会 で は 、 こ の 
類型 が 多く 見 られ る 。 


(1) の 母子 癒着 型 は 、 母 親 の 力 が 強い 、 母 権 社会 の タイ プ 
CHS. (3) の 母子 分 離 型 は 、 父 親 の 力 が 強い 、 父 権 社会 
の タイ プ で ある 。 


(初出 2006 年 01 月 ) 


бы ドラ イ さ ・ ウ ェ ッ ト さ と の 関 


ウェ ッ ト な 社会 は 、 母 性 の 力 が 強い 母 権 社 会 と 言え る 。 ド ラ 
イ な 社会 は 、 父 性 の 力 が 強い 父 権 社会 と 言え る 。 


母性 は 、 親 と 子 が 相互 に 一 体 化 し 、 依 存 し 合う こと を 指向 す 
る 点 、 親 と 子 が 相互 に ベタ ベタ くっ つい て 離れ な い ”" ウ ェ ッ 
ト ” な 性 質 を 持つ 。 そ の 点 、 ウ ェ ッ ト な 社会 は 、 母 性 の 力 が 
強い 母 権 社会 で ある 。 

ЗОНЕ, ЖИР НУ КАНУН, 
親 と 子 が 相互 に バラ バラ に 離れ よう と する ”"” ド ライ "な 性 質 を 
持つ 。 そ の 点 、 ド ライ な 社会 は 、 父 性 の 力 が 強い 父 権 社会 で 
HS. 


(初出 2003 年 5 月 -2004 年 7 月 ) 


母性 、 父性 と 液体 、 気体 


液体 分 子 運 動 は 、 母 性 的 に 感じ られ る 。 気体 分 子 運 動 は 、 交 
性 的 に 感じ られ る 。 


母性 的 な 行動 様式 は 、 液 体 分 子 運動 と し て 捉え られ る 。 液体 
分 子 運 動 で は 、 各 分 子 個体 が 互い し に くっ つき 、 一 体 化 し て 、 
静 的 な 受け 身 の 集 団 を 作り 、 集 団 が 、 そ の 中 に 所 属す る 各個 
体 を 包含 し 、 守 る 形 に な っ て いる 。 そ れ は 、 母 性 の 、 自 分 の 
成員 を 一 体 的 に 包含 し 、 外 部 か ら 区 別して 守る 性 質 に 似 て い 
る 。 

父性 的 な 行動 様式 は 、 気 体 分子 運 動 と し て 捉え られ る 。 気体 
分 子 運動 で は 、 各 分 子 個体 が 、 互 い に 独 立 、 自 立 し て 、 自 分 
で 自分 を 助け 、 守 る 形 で 、 自 由 に 動 的 に 拡散 し 、 動 き 回 る 。 
それ は 、 人 父性 の 、 自 分 の 成員 を 積極 的 に 自立 、 独 立 さ せ て 、 
未知 の 侍 域 に 進む よう に 働き さき か ける 性 質 に 似 て いる 。 

父性 は 、 子供 の 行動 の 気体 化 を 行い 、 母 性 は 、 子 供 の 行動 の 
液体 化 を 行う 。 


(初出 2008 年 1 月 ) 


父性 ・ 母 性 と 子供 の 養育 


従来 、 子 育て の 役割 に つい て は 、 以 下 の よ うに 、 考 えら れ て 
来 た 。 “子供 を 産み 育て る 性 "は 、 専 ら 女 性 (母性 ) CHS. 


女性 に は 、 子 ども を 養育 し た い 、 と いう 本 能 が ある 。 女 性 
は 、“ 母 性 本 能 " を 持つ 。 し か し 、 そ れ ら の 考え に つい て は 、 
再 検討 が 必要 で ある 。 

(1) “子供 を 産む 性 "は 、 従 来 は 、 女 性 (母性 ) と 考え られ 
て きた 。 し か し 、 和 実際 に は 、 子 供 の 誕生 に は 、 人 父親 側 の 遺伝 
子 の 存在 が 必須 で あり 、 母 親 だ け で 産む こと は で き な い 。 ま 
te, НУНС, У, ЕНТО 
側 か ら 守 る と いう 機能 を 果たし て いる 。 そ の 点 、 子 供 は 、 男 
女 (父母 ) 共同 で 産む も の と 考え る べき で ある 。 

(2) “子供 を 育て る 性 "は 、 従 来 は 、 女 性 (母性 ) で ある と 
BANC. MAC, WIM SIGS. BEBE CARLY 
と 不可 能 な 面 が あり 、 そ うい う 点 で は 、 女 性 の 専 権 事項 で あ 
る 。 し か し 、 授 乳 の 期間 が 余 わ る と 、 人 父親 の 、 育 児 に 対す る 
介入 が 可能 と な っ て くる 。 

育て に つい て 。 

人 間 の 場合 。 

例 。 父性 の 強い 欧米 社会 で は 、 子 供 が 母親 か ら 引 き 離 され 
て 、 個 室 で 邊 か され る 慣習 が 存在 する 。 こ れ は 、 人 父性 が 、 母 
子 間 の 癒着 関係 の 間 に 介 入 し て 、 子 供 を 母親 か ら 分 離 ・ 独 立 
させ る 働き を し て いる 、 と 考え られ る 。 そ れ は 、 育 見 に 父性 
が 介入 し て いる こと を 示す 好例 で ある 。 ち な み に 、 母 性 の 強 
WAAASA Cd, BRE THEA IDF IUKIT < DOULYTHES 
慣習 と な っ て いる 。 

また 、 欧 米 社会 で は 、 子 供 の 身の回り の 世話 に 父親 が 関わ る 
時 間 が 、 日 本 の よう に 母親 が 専ら 子供 の 面倒 を 見 る 社会 に 比 
べ て 、 よ り 多 めで ある と され る 。 (増田 光吉 ” ア メリ カ の 家 
族 ・ 日 本 の 家族 "1969、NHK 出 版 。) 

育て に お いて 、 子 供 と 父親 (BERL) の 結び つき が 強い こと 
と 、 社 会 が 父性 的 (母性 的 ) で ある こと と の 間 に は 、 大 き な 
関係 が ある と 考え られ る 。 
例 。 東 アジ ア や ロシア の よう に 、 子 供 の 面倒 を 母親 が 専ら 見 
る 社会 は 、 母 性 的 、 母 権 的 で あり 、 一 方 、 欧 米 の よう に 、 子 
供 の 養 誕 に 父親 の 介入 度 が 大 きい 社会 は 、 父 性 的 、 父 権 的 で 
ある 。 

彼ら 自身 の 子供 に 大 きく 健康 に 賢く 育っ て ほし いこ と 。 そ の 
た め に で きる 限り の 支援 を 子供 に 対し て し た いこ と 。 そ うし 
た 子育て の 衝動 は 、 父 親 も 母親 も 、 親 と し て 共通 に 持っ て い 


る 

彼ら 自身 の 子供 と 心 の 触れ 合い を 持ち た いこ と 。 彼 ら 自 身 の 
持っ て いる ノウ ハウ や 価値 観 。 そ れ ら の 内 容 を 、 子 供 に 伝え 
た いこ と 。 そ れ ら の 内 容 を 、 子 ども と 共有 し た いこ と 。 そ う 
し た 考え は 、 親 な ら 男 女 を 問わ ず 、 同 じ よ うに 内 上 蔵 し て い 
る 。 
こう し た 子育て 、 子 供 と の 触れ 合い を 求め る 衝動 。 そ れ 
(4. “BLE LU COABE’ LIF NSD. thrid. MAB CHS 
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れる 。 

従来 は 、 子供 と 近接 し て 触れ 合う タイ プ の 接し 方 を する 母性 
が 、 傍 目 か ら は 子供 に ぴっ た りく っ つい て いる た め 、 子 供 の 
世話 を 、 よ りか い が い し くし て いる と 見 られ て 来 た 。 そ れ ゆ 
え 、 子 育て は 全 世 界 に お いて 母性 の 専 権 事 項 と 考え られ や す 
か っ た 。 

し か し 。 欧 米 社 会 の よう に 、 人 父性 の 持つ 、 子 供 に 対す る 独 
立 、 自 立 心 の 江 養 を 目指 し た 子育て へ の 積極 的 介入 が 、 育 見 
に お ける 母子 分 離 と いう 形 を と っ て 、 和 実際 に 行わ れ て いる 社 
会 。 そ うし た 社会 が が 存在 する こと 。 そ れ も 、 ま た 、 事 実 で 
ある 。 

欧米 社会 の よう な 父性 的 社会 の 場合 。 父親 の 管理 、 主 導 下 
<, BRAS. КОНЕ ке, “Я 
(K) に 従属 する 形 で 行っ て いる 。 そ の 点 で は 、 子 育て は 、 
父性 的 社会 に お いて は 、 必 ず し も 母親 の 専 権 事 項 と は 言え な 
い 。 人 父性 的 社会 に お いて は 、 む し ろ 、 子 育て に 対し て 父 章 の 
心理 的 な 影 結 力 が 大 きく 働い て いる 。 そ こ で は 、: 交 性 本 
能 " が 強く 働い て いる 。 

東 ア ジア や ロシア の よう に 母親 と 子供 が 癒 着 す る タイ プ の 、 
母性 の 力 が 父性 に 比べ て 優勢 な 社会 。 そ うし た 社会 に お いて 
は 、 も と も と 、 子 育て は 母親 が 独占 する も の で あり 、 人 父 弟 は 
関係 な い 、 と され て きた 。 そ れ ゆ え 、 そ うし た 社会 に お いて 
は 、 子 育て は 母親 の 専 権 事 項 で ある と する "母性 本 能 " イ デオ 
ロ ギ ー が 、 よ り 受 け 人 れ ら れ や すか っ た 。 

し か し 。 仮 に 、 子 育て は 母親 が 行う も の で ある 、 と 考え る 場 
合 。 父 性 の 支配 下 で 家事 労働 の 一 環 と し て 行う 父 権 社会 。 母 
親 が 子育て 上 の 意思 決定 を 独占 する 母 権 社会 。 そ れ ら の 両者 
の 社会 に お いて は 、 同 じ 母 親 に よる 子育て と いっ て も 、: 守 
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が ある 。 

母 権 社 会 に お ける 女性 の 地位 保全 と いう 観点 か ら は 、 母 親 に 
と っ て は 、 以 下 の 行 動 を 取る こと が 、 よ り 得 策 で ある 。 従 来 
通り 、 子 診 て の 権限 を 手放さ な いこ と 。 

その こと に 、 無 頓 着 な まま 、 以 下 の よ うな 論調 を 、 機 械 的 に 
母 権 社会 に 当て は め よ うと する 人 た ち が 、 多 すぎ る 。 
父 権 社会 。 母 性 の 薄い 社会 。 母 性 が 子育て に お いて 主導 権 を 
握れ な い 社 会 。 そ うし た 社会 の 人 々 に よる 、 以 下 の よ うな 主 
張 。“ 母 交 は 子育て の 雑事 か ら 解 放さ れる べき だ 。” 


(初出 2003 年 5 月 -2004 年 7 月 ) 


母性 、 父 性 スキ ル の 世代 間 伝 達 


母性 、 父 性 は 、 女 性 性 、 男 性 性 を ベー ス に し つつ 、 子 育て 機 
能 、 ス キル と し て 、 新 た に 別途 上 乗せ で 、 後 天 的 に 習得 、 獲 
得 、 世 代 間 で バト ンタ ッ チ すべ きも の で ある 。 し か し 、 そ れ 
ら は 、 場 合 に よっ て は 消失 し 、 バ トン ミス の 世代 間 連 鎖 が 起 
き て し まう 。 以 下 の 内 容 は 、 そ の 際 の 対策 に つい て 述べ た も 
の で ある 。 


いつ まで も 実質 的 に 女 の ま まで 母 に な れ な い 女 性 が 、 父 性 的 
社会 の 女性 で ある 。 い つま で も 実質 的 に 男 の ま まで 父 に な れ 
な い 男 性 が 、 母 性 的 社会 の 男性 で あぁ る 。 

彼ら は 、 以 下 の よ うな 行為 を 行う 。 

子供 を 生む だ け で 、 積 極 的 に 育て よう と し な いこ と 。 子 ども 
と 真 接 向 さき さあ お うと せ ず 、 も う 一 方 の 性 に 子育て を 任せ て 、 
自分 は 子育て か ら 逃 げ よ うと する こと 。 

母性 、 父 性 は 、 女 性 性 、 男 性 性 を ベー ス に し つつ 、 子 育て 機 
能 、 ス キル と し て 、 新 た に 、 別 途上 乗せ で 、 後 天 的 に 習得 、 
獲得 、 世 代 間 で バト ンタ ッ チ すべ きも の で ある 。 

定住 生活 様式 中 心 社会 の 女性 の よう に 、 強 い 母 性 を 持つ 女性 


が 母親 の 場合 。 彼 女 自 身 に よる 、 母 性 の バト ンタ ッ チ 。 そ れ 
は 、 娘 に 対し て は スム ー ズ に 行く 。 と ころ が 一 方 で は 、 彼 女 
は 、 人 息子 の 父性 を 消し て 、 弱 め て し まい 、 紛 失 し て し まう 。 
そこ に は 、 そ うし た 副作用 が 、 存 在 す る 。 

移動 生活 様式 中 心 社会 の 男性 の よう に 、 強 い 父 性 を 持つ 男性 
が 父親 の 場合 。 彼 自身 に よる 、 父 性 の バト ンタ ッ チ 。 そ れ 

は 、 息 子 に 対し て は スム ー ズ に 行く 。 と ころ が 一 方 で は 、 彼 
は 、 娘 の 母性 を 消し て 、 器 め て し まい 、 紛 失 し て し まう 。 そ 
こ に は 、 そ うし た 一 作用 が 、 存 在 す る 。 

移動 生活 様式 中 心 社会 の 女性 の よう に 、 父 性 の 影 紀 力 が 強 

く 、 母 性 消失 の 女性 が 母親 で ある 場合 。 次 世代 の 子供 で ある 
娘 は 、 母 性 を 受け 取れ な い 。 そ の 結果 、 母 性 の バト ン ミ ス が 
生じ る 。 そ の 結果 、 母 性 消失 の 世代 間 連 鎖 が 起き る 。 

定住 生活 様式 中 心 社会 の 男性 の よう に 、 母 性 の 影響 力 が 強 

く 、 父 性 消失 の 男性 が 父親 で ある 場合 。 次 世代 の 子供 で ある 
息子 は 、 父 性 を 受け 取れ な い 。 そ の 結果 、 父 性 の バト ン ミ ス 
が 生じ る 。 そ の 結果 、 父 性 消失 の 世代 間 連 鎖 が 起き る 。 

こう し た バト ン ミ ス が 起き た 場合 。 誰か 、 他 に 、 母 性 的 女 

性 、 父 性 的 男性 を それ ぞ れ モデ ル に し て 、 母 性 、 父 性 を 受け 
取る 必要 が 、 生 じ る 。 

母性 を 消失 し た 移動 生活 様式 中 心 社会 の 女性 。 彼 ら は 、 母 性 
の 強い 定住 生活 様式 中 心 社会 の 母 か ら 、 母 性 を 受け 取れ ば 、 

良い 。 

父性 を 消失 し た 定住 生活 様式 中 心 社会 の 男性 。 彼 ら は 、 人 父性 
の 強い 移動 生活 様式 中 心 社会 の 父 か ら 、 父 性 を 受け 取れ ば 、 

良い 。 

その 場合 の 受け 取り 方 。 

例 。 フ ィ ク ショ ン 、 ノ ン フ ィ ク ショ ン の 映画 、 ア ニ メ 、 書 籍 
と か か ら 学 ぶ こ と 。 実 際 に 、 生 身 の 母 性 的 女性 、 父 性 的 男性 
か ら 、 講 師 、 コ ー チ に な っ て も ら っ て 、 学 校 形式 で 教え て も 
es pe ee 

例 。 母 人 性 、 父 性 、 そ れ ぞ れ の 学習 用 の コン ピュ ー タ ソフ ト 

を 、 用 意 す る こと 。 

母性 スキ ル 、 父 性 スキ ル 、 そ れ ぞ れ の モデ ル 学 習 が 必要 で あ 
る 。 
その 際 、 何 の スキ ル を どの よう に 習得 すれ ば 良い の か が 、 問 
題 と な る 。 ま た 、 例 えば 、 母 性 の 強い 定住 生活 様式 中 心 社会 


に お いて は 、 母 人 性 スキ ル に つい て は 、 作 る こと が 出来 る が 、 
父性 スキ ル に つい て は 、 作 る こと が 出来 な い 。 


(初出 2012 年 8 月 ) 
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の 子供 同様 に 、 守 っ て あげ た い 、 抱 き し め た い 、 一 体 化 し た 
い 、 色 み 込み た いと いう 、“ か わい さ "^ 指 向 と 関係 が ある 。 そ 
こ に は 、 抱 き を き しめる こと に つい て 心地 良い 、 丸 い 、 ソ フト な 
存在 を 求め る 傾向 が 、 あ る 。 

父性 は 、 対 象 (子供 、 ロ ボッ ト な ど ) を 、 外 部 環境 が も た ら 
す 困 難 を 切り 裂き 、 打 ち 破 る こと が で き 、 広 大 な 環境 空間 の 
中 を 幅広 く 活 躍 で きる だ け の 、 ス ケー ル が 大 きく 、 強 力 で 堅 
固 な 存在 に し よう と する 、“ 強 大 な 鋼鉄 "指向 と 関係 が ある 。 

[еее EER 
[か わい さ へ の 指向 。 ] か I[ 強 大 な 鋼鉄 へ の 指向 。] 对 
わい いも の (赤ん坊 、 小 | 象 を 、 頑 丈 で 鋭さ を 備え 

さ な ペ ッ ト な ど ) の 保育 | た 強大 な も の に 育て る こ 

に 、 上 興味 が ある こと 。 と に 、 舞 味 が ある こと 。 


on 、 上 [大 き さ 指 向 。 ] スケ ー ル 
省 二 二 И | の 大 きい 、 壮大 な も の を 
= i ae ae 


р [DSSS NAOT), JOST I[ 強 さ へ の 指向 。 ] 強い も 
いも の を 好む こと 。 の を 好む こと 。 

[細やか さ へ の 指向 | 物事 

の きめ 細か な 把握 を 好む |[ 粗 さ へ の 指向 。] 物事 の 大 


PAK 


こと 。 лая | ま か な 把 握 を 好む こと 。 
Я Se 


А [円 形 指 向 。] 5 MSA. ] 先 の 失っ た 、 


о: 欠い も の を 好む こと 。 


> а 
ら か いも の を 好む こと 。 |; = 

_. 5 [特定 性 や 限定 性 へ の 指 [大 局 性 ろ 一 般 性 へ の 指 

He 向 。] 枝葉 末 節 に こだわ る 向 。] 大 局 的 な 物 の 見 方 
こと る な И 

“か わい い "”" も の 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 そ の も の や 、 

その 対象 に 接する こと で 、 彼 ら 自 身 の 中 に 、 母 性 を 見 る も 

の 、 あ る い は 、 母 を 感じ る も の 。 そ うし た も の 。 彼 ら 自 身 

が 、 そ の 対象 や 、 そ の 相手 の 母 に な っ た か の よう な 感じ を 抱 

く こ と 。 そ うし た 対象 、 相 手 の こ と 。 そ れ ら を 、“ か わい 

い ”" と 称す る こと 。 

例 。 女子 高生 た ち が 中 高 年 男性 の こと を 、“ あ の お じ さ ん 

は 、 か わい い 。“ と 言う 場合 。 彼ら は 、 彼 ら 自 身 の 中 に ” 母 ” を 

見 て いる 。 彼 ら は 、 無 意識 の うち に 、 母 に な っ て 、“ お じ さ 

ん "を 包含 し 、 抱 き し め た い 、 守 っ て あげ た い 、 と いっ た 気 

分 に な っ て いる 。 


日 本 女性 の よう な 母性 的 女性 。 彼ら は 、“ か わい い ”" と いう 概 
念 を 発明 し た 立役者 で ある 。 日 本 の アニ メ 、 コ ミッ ク 、 フ ィ 
ギュ ア な ど に 見 られ る 、“ か わい い ”、*“ 萌 える ”、 キ ャ ラク 
ター デザ イン の 発明 に 大 きく 頁 献 し て いる 。 (いわ ゆ 
BI. UME). キャラ マク ター デザ イン 二 机 
は 、“ か わい い 独 創 " と いう 言葉 に よっ て 、 表 現 で きる 。 


(初出 2003 年 5 月 -2004 年 7 月 ) 


母性 的 組織 と 父性 的 組織 


母性 的 組織 は 、 組 織 に よっ て 成員 が "抱か れ 、 守 られ る "感覚 
を 重んじ る 。 組 織 が 母 で あり 、 成 員 は 子 で ある 。 父性 的 組織 
で は 、 組 織 に 属す る 各 成 員 が 、 互 い に 他 者 と は 分 離 、 独 立 し 


た 形 で 、 父 親代わり の 管理 者 に よる コン トロ ー ル を 受け な が 
ら 、 自 由 に 目標 を 達成 し よう と する 。 

人 間 の 場合 。 

会 社 や 官庁 と いっ た 、 社 会 組織 に つい て も 、 母 性 と 父性 の 区 
BAS, 当て は まる 。 

母性 的 組織 は 、 そ れ 自 体 が 、 一 つの 大 き な "* 母 的 存在 "と し 
て 、 成 員 の 前 に 現れ る 。 母 性 的 組織 に 入る こと は 、“ 母 の 胎 
内 ” に 和信 り 込み 、 そ の 中 に 抱か れる こと と 同じ 感覚 を 、 成 員 
に 対し に で て 。 SA Ss 

母性 的 組織 は 、 組 織 に よっ て 成員 が "抱か れ 、 守 られ る "感覚 
a. BAUCS. ААУ ЕС, MBlt CHS. ЕВА 
+. CIE CHS, “ОЛА ST SA. SPAT HARE 
境界 線 を 引 こ うと する 。 そ の た め 、 母 性 的 組織 は 、 組 織 の 内 
と 外 を 峰 別 し よう と する 。 母 性 的 組織 は 、 以 下 の よ うな 特徴 
を 持つ 。 そ れ ら の 内 部 に お ける 一 体感 を 重要 視 し 、 そ れ ら の 
外部 に 対し て 、 閉 人 鎖 的 で て ある こと 。 そ れ ら の 内 部 で は 、 以 下 
の よう な 傾向 が み ら れ る こと 。 互 い の 、 温 か い 、 時 と し 

て "体温 = ぬるま湯 "的 な 、 一 体 融 合 、 和 合 感 を 維持 し よう と 
する こと 。 そ の た め 、 そ の 成員 に 対し て 、 同 調 性 、 協 調 性 、 
宜 織 全 体 へ の 奉仕 が 重んじ られ る こと 。 そ の 成員 に 対す る 、 
干渉 の 度合 い が 、 著 し いこ と 。 

母性 的 組織 の 成員 。 彼 ら は 、 母 と し て の 組織 に よっ て 、 彼 ら 
自身 を 完全 に 呑み 込ま れ た 状態 と な る 。 彼 ら は 、 組 織 に 対し 
て 、 全 て の 精力 、 エ ネル ギー を 吐き 出し 、 そ れ ら を 、 組 繊 に 
吸い 取ら れる 。 こ の 場合 。 そ の 成員 は 、 完 全 に 、 そ の 組織 へ 
と 、 一 体 化 する 。 そ の 成員 の 全 人 格 が 、 そ の 組織 へ と 、 帰 属 
し 、 没 和信 する 。 彼 ら が 、 い っ た ん 、 組 織 に 入っ た 場合 。 彼 ら 
は 、 そ の 組織 か ら 、 不 要 と 見 な され て 排出 され る 場合 以外 
は 、 そ の 組織 か ら 抜 けり 出る こと が 、 難 し い 。 

父性 的 組織 の 場合 。 そ の 組 織 に 属す る 各 成 員 は 、 互 い に 他 者 
と は 分 離 、 独 立 し た 形 で 、 父 親代わり の 管理 者 に よる コン ト 
ロー ル を 受け な が ら 自 由 に 目標 を 達成 し よう と する 。 そ の 租 
織 は 、 そ の 外部 に 向かっ て 開か れ て お り 、 内 外 の 区 別 は 編 
い 。 そ の 成員 は 、 そ の 組織 の 一 員 で ある 前 に 、 一 個 の 独立 し 
た 自由 な 個人 で ある こと を 、 保 証 さ れる 。 そ の 成員 は 、 そ の 
宜 織 か ら 抜 ける こと が 、 簡 単 で ある 。 


母性 的 組織 。 + 父性 的 組織 。 


相互 の 、 分 離 と 独 i. 
立 。 
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习 。 母性 的 組織 と 、 父 性 的 組織 。 


vv 


母性 的 組 織 で は 、 そ の 組織 の 管理 者 は 、 例 え 男 性 で あっ て 
も 、 母 親代わり の 役割 を 、 そ の 成員 に 対し て 果たす 。 

父性 的 組織 で は 、 管 理 者 は 、 父 親代わり と な る 。 

例 。 

定住 生活 様式 中 心 社会 の 企業 や 政府 。 その 組織 の あり 方 は 
母性 的 で て ある 。 移 動 生 活 様式 中 心 社 会 の 企業 や 政府 。 その 組 
織 の あり 方 は 、 父 性 的 で て ある 。 

特定 の 目的 を 達成 する た め の 絡 織 以 外 の 、 地 域 社会 (例え ば 
集落 ) の よう な 、 成 員 の 要求 を 包括 的 に 叶え る 社会 集団 で あ 
る 、 コ ミュ ニテ ィ の 場合 。 “母性 的 コミ ュ ニ ティ ”、*“ 交 性 的 コ 
ミュ ニテ ィ ” と いう 類型 を 、 想 定 可 能 で ある こと 。 

全体 社会 の 場合 。 以下 の よう な 類型 を 、 想 定 可 能 で ある こ 


と 。 

о (母性 支配 社会 。 о 母 権 社 
=. (例え ば 、 東 アジ ア や ロ си の 社会 。 
tat (父性 支配 社会 “im 父 椎 社 
会 。 (例え ば 、 欧 米 社 会 。 


i | oe eae a. 
(初出 2003 年 5 月 -2007 年 7 月 ) 


母 権 社会 と 父 権 社会 


母性 や 母 権 社 会 は 、 そ の 内 外 を 区 別 し 、 そ の 内 部 の 一 定 枠 内 
に お いて 、 相 互 に 一 体 化 し 、 調 和 す る こと を 、 指 向 す る 。 そ 
の 成員 は 、 母 の 胎内 に 抱か れ て 、 守 られ て いる 。 そ の 母 は 、 
成員 を 依存 させ 、 成 員 全 体 の 取り まとめ 、 旬 含 を 行う 。 
父性 や 父 権 社会 は 、 対 外 的 に 開か れ て お り 、 個 々 の 成員 が 相 
互 に 自立 独立 し て 、 高 速 で 動き 回 る こと を 、 指 向 す る 。 © 
は 、 成 員 を 、 母 胎 か ら 分 離し て 自立 させ 、 必 要 な 指示 、 援 助 
を 行う 。 


分 離 。 独 立 。 = 
янь 
| a a > 
外部 環境 。 子供 
(寒さ 。 暑 さ 。 風 雨 の 強 さ 。) хх 
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図 。 母性 と 父性 と の 、 比 較 説 明 。 


母性 。 母 権 社会 。 


成員 の 行動 。 

・ 重 いこ と 。 

ВЕ. ФУ СЕ. 

' 行動 範囲 は 、 内 側 の 一 定 枠 内 で あ 集団 状態 。 高 密度 状 
る こ (規制 


父性 。 父 権 社会 。 


+ 
\ 個人 の 切り 離し 。 個 人 の 自立 独立 。 個 
\ Лон. ЕЕК, ИОН. 


@ ix 分 離 自立 させ る こ 


PP 2 


/ | ・ 成 員 に 対す る 、 指 示 や 援 
® mos. 
ies 


母 の 胎内 に 相当 す 
る こと 。 =| 


Е 


相互 の 一 体 融合 状 
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(初出 2008 年 07 月 ) 


OTE. BOE 


“ 父 の 控 ” で 動く 社会 が 、 移 動 生 活 様式 中 心 社 会 で あり ME 
優位 社会 で ある 。 

“ 母 の 控 ” で 動く 社会 が 、 定 住 生 活 様式 中 心 社会 で あり 、 女 性 
優位 社会 で ある 。 

人 父 だ け の も の で は な い 。 

母 由 来 で 作ら れ た 捉 が 、 多 く 存 在 す る 。 例 。 和 合 や 所 属 の 重 
视 。 排 他 性 。 

Боя, УНР. this, ВФ СФ 

>. 7$. НЕ, 、 母 性 的 父親 に よっ て 行わ れる 。 © 
iE x . РАННЕЕ, CAs. NOL WMTCHS. 
тих. VERA. УИС ks TTbNS. 

河合 隼雄 は 、 こ うし た 母性 的 母親 、 母 性 的 父親 を 、 そ れ ぞ 

れ 、 土 壌 を 扱う 農耕 社会 由来 と みな し て いる 。 彼 は 、 そ れ ぞ 
れ の こと を 、 土 の 母 、 土 の 父 、 と 呼ん で いる 。 彼 は о. 

父性 的 母親 、 父 性 的 父親 を 、 天 空 と 結び つき の ある 、 人 遊牧 社 
会 由来 と みな し て いる 。 彼 は 、 そ れ ぞ れ の こと を 、 大 の 母 、 
天 の 父 、 と 呼ん で いる 


従来 の フロ イト や ユン グ の よう な 、 西 欧 流 の 父 の 捉 に よっ て 
動く 社会 に お ける 、 考 え 。 そ れ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で あ 

る 。 父 が 母子 一 体感 を 壊し て 、 社 会 的 規範 を 教え こむ こと 。 
こう し た 考え は 、 全 世界 的 に 通用 する 考え で は 、 無 い 。 

日 本 社会 の よう に 、 母 の 捉 に よっ て 動く 社会 。 そ うし た 社会 
に お いて は 、 母 が 、 自 ら 、 社 会 的 規範 を 握っ て お り 、 知 っ て 
いる 。 そ うし た 社会 に お いて は 、 母 が 、 メ イン の 役割 で 、 社 
会 の 捉 を 、 子 供 に 教え 込む こと が 、 行 われ て いる 。 そ こ で 

は 、 父 の 役割 は 、 副 次 的 な も の と な っ て いる 。 


(初出 2014 年 04 月 ) 


母 権 社会 と 、 父 権 社会 。 社会 的 温室 性 と の 
関連 。 社 会 的 代表 性 と の 関連 。 


母親 の 権力 と 権威 に よっ て 、 動 く 社 会 。 それは 、 定 住 生 活 様 
式 中 心 社会 で あり 、 女 性 優位 社会 で あり 、 母 権 社 会 で ある 。 

母親 は 、 社 会 に お ける 温室 性 の 、 根 源 で ある 。 代 表 者 は 、 温 
室内 部 に 止ま る こと を 、 許 され ず 、 外 的 則 威 に 直面 す る こと 
ae. AAMC ONS. BRIS. 412-51] ЧЕКА 

の 、 根 源 で ある 。 そ うし た 社会 で は 、 温 室 に 止ま る 支配 者 

と 、 温 室 の 外 で 動く 代表 者 と は 、 別 々 で ある 。 そ うし た 社会 
で は 、 代 表 者 は 、 見 か け だ け の 上 位 者 で あり 、 真 の 上 位 者 で 
は 無い 、 そ うし た 社会 の 代表 者 。 そ れ は 、 人 父親 で ある 。 そ う 
し た 社会 の 真 の 支配 者 。 そ れ は 、 母 親 で ある 。 そ うし た 社会 
は 、 強 固 な 温室 性 を 、 そ の 内 部 に 保有 する 。 

父親 の 権力 と 権威 に よっ て 、 動 く 社 会 。 それは 、 移 動 生 活 様 
式 中 心 社 会 で あり 、 男 性 優位 社会 で あり 、 信 権 社会 で ある 。 

父親 は 、 社 会 に お ける 間 温 室 性 の 、 根 源 で ある 。 人 父親 は 、 社 
会 に お ける 代表 性 の 、 根 源 で ある 。 そ うし た 社会 で は 、 支配 
者 は 、 温 室 の 外 で 動く 代表 者 と 、 同 一 の 存在 で ある 。 そ うし 
た 社会 で は 、 代 表 者 は 、 す な わ ち 、 真 の 上 位 者 で ある 。 そ う 
し た 社会 に お ける 、 代 表 者 と 、 真 の 支配 者 と の 、 兼 任 者 。 そ 
れ は 、 人 父親 で ある 。 そ うし た 社会 に お ける 、 母 親 。 彼 ら に 


は 、 社 会 的 な 上 位 性 が 、 見 か け 上 も 、 実 質 的 に も 、 何 も 存在 
し な い 。 そ うし た 社会 に お いて は 、 温 室 性 が 、 根 本 的 に 欠如 
ола. 


母性 的 国家 と 父性 的 国家 


租 織 に お ける 母性 と 父性 と の 対比 を 、 国 家 の レ ベル で 考え た 
場合 。 国 家 が 一 人 の 巨大 な 母 と し て 立ち 現れ る 、 母 性 的 国 

家 。 国 家 が 一 人 の 巨大 な 父 と し て 立ち 現れ る 、 人 父性 的 国家 。 
それ ら の 両者 が 、 並 立 的 に 存在 する 。 

その 外部 か ら 、 内 部 で 何 を や っ て いる か 、“ カ カー テン” を 引か 
れ た よう に 見 え に く い 、 鎖 国 的 で 内 閉 的 な 、 国 家 。 国 民 同 士 
の 一 体感 や 和合 や 一 致 団 結 を 偏重 し 、 規 制 や 社会 統制 を 好 

む 、 国 家 。 そ うし た 国家 は 、 母 性 的 で て ある 。 

国民 の 自立 、 バ ラバ ラ さ を 許容 し 、 個 人 の 自由 を 尊重 する と 
と も に 、 外 部 に 対し て 開か れ た 、 国 家 。 そ うし た 国家 は 、 父 
性 的 で て ある 。 


1980 年 代 ま で 続い た 、 人 間 社 会 に お ける 、 以 下 の 二 つの 陣営 
の 、 世 界 的 な 対立 。 個 人 の 自由 と 権利 を 重視 する 、 了 欧米 の 自 
由 主 義 陣営 。 国 家 集団 全体 の 利益 を 優先 する 、 ロ シア 、 中 国 
と いっ た 社会 主義 陣営 。 そ れ ら の 自由 主義 陣営 = 父性 優位 の 
陣営 。 そ れ ら の 社会 主義 陣営 = 母性 優位 の 陣営 。 そ れ ら の 対 
立 は 、 そ れ ゆ え 、 人 父性 と 母性 の 対立 と し て 見 る こと が 、 可 能 
で ある 。 

日 本 社会 は 、 表 向き は 、 父 性 的 な 自由 主義 陣営 に 属し て い 

た 。 し か し 、 そ の 社会 的 実態 は 、 国 家 に よる 統制 の 行き 届い 
た 、 有 官公 庁 や 企業 集団 の 存続 を 第 一 に 考え る 、 社 会 主義 陣営 
に 近い 、 母 性 的 な 体制 で あっ た 。 そ の た め 、 日 本 は 、 欧 米 か 
ら ” 日 本 異質 論 ” を 唱え られ 、 対 応 に 苦慮 する こと に な っ た 。 
か つて の 社会 主義 国 の うち 、 中 国 や 、 ロ シア や 、 北 朝鮮 は 、 
皆 、 母 性 的 な 陣営 へ と 、 分 類 さ れる 。 

欧米 先進 国 へ の 仲間 入り を 強く 指向 し 、 欧 米 と 精神 的 に 一 体 
化し た か に 見 える 、 日 本 。 そう し た 日 本 に つい て 。 そ の 国民 


性 を 詳細 に 調べ た 場合 。 日 本 社会 に は 、 実 際 に は 、 定 住 集団 
AIC. IR AU AMIBMADS. О, < ЕСС 
>. CORR, ARS, SMES 4c, ANS. Е 
性 的 国家 と し て の 日 本 は 、 父 性 的 な 欧米 国家 の 一 員 と は 決し 
て 言え な い 。 日 本 は 、 む し ろ 、 中 国 や 、 ロ シア や 、 北 朝鮮 の 
仲間 に 入る 。 


(初出 2003 年 5 月 -2004 年 7 月 ) 


愛国 心 の 違い と 父性 、 母 性 


ドラ イ で 気体 的 な 、 父 性 的 国家 。 

例 。 欧 米 諸国 。 

国民 各自 が 自由 に バラ バラ に 独立 し て 飛べ る 状態 を 、 国 家 

が 、 こ れ ま で 通り 保持 し て くれ る よう に する こと 。 国 家 が 、 
国民 た ちの 自由 を 確保 し て くれ る こと 。 そ の 国民 た ち は 、 そ 
うし た 状態 を 失わ な いよ うに する た め に 、 国 家 の 維 持 に 協力 
し 、 国 家 の た め に 、 命 を 投げ 出 そ う と する こと 。 そ れ ら が 、 
父性 的 国家 に お ける 、 愛 国 心 の 源 と な っ て いる 。 


ウェ ッ ト で 液体 的 な 、 母 性 的 国家 。 

例 。 AAR, 中国 。 ロ シア 。 

国民 各自 が 、 そ の 国家 の 内 部 に 入る 形 で 所 属す る こと 。 国 民 
た ち に と っ て 、 国 家 は 、 完 全 に 一 体 融 合 化 する 対象 で ある こ 
と 。 国 民 た ち は 、 そ うし た 国家 と 運命 を 共に する こと 。 国民 
た ち は 、 彼 ら 自 身 を 規制 する 国家 の た め に 、 進 ん で 命 を 投げ 
出 そ う と する こと 。 そ れ ら が 、 母 性 的 国家 に お ける 、 愛 国 心 
の 源 と な っ て いる 。 


(初出 2014 年 4 月 ) 


近代 的 自我 と 父性 ・ 母 性 


移動 生活 様式 中 心 社会 の 西欧 諸国 に お ける 、 自 由 主 義 、 個 人 
と プラ イバシー の 尊重 と いっ た 、 ド ライ な 近代 的 自我 に 合致 
し て いる 性 質 。 そ れ が 父性 で ある 。 
相互 の 一 体 融合 感 を 重んじ て 、 個 人 を 集団 に 従属 させ る こと 
を 好む 、 ウ ェ ッ ト な 母性 。 そ れ は 、 西 欧 の 近代 的 自我 に 反 す 
る 存在 で ある 。 そ れ は 、 近 代 的 自我 を 灯す 存在 で ある 。 
自立 し た バラ バラ な 個人 が 、 自 由 に 動く こと 。 そ の こと を 理 
想 と する 近代 以降 の 西欧 や アメ リカ 。 そ うし た 社会 は 、 父 性 
の 強 さ が 確立 され た 社会 で ある 。 
ON Nh 
こと 。 そ の 社会 に お ける 、 個 人 の 自立 の 程度 が 、 未 成熟 で 
a と 。 そ うし た 、 日 本 や 、 中 国 や 、 ロ シア と いっ た か 社 
会 。 そ れ ら の 社会 は 、 母 性 が 優位 で ある と 言え る 。 母 性 は 
個人 を 集団 の 中 に 一 休 化 させ 、 THIS At. SASH eto 
て 動く よう に する こと を 得意 と する 。 
西欧 に お ける 、 近 代 的 自我 の 確立 。 そ れ は 、 母 性 の 抹殺 と 、 
女性 の 弱体 化 に い 、 つ な が る も の で あっ た 。 
女性 解放 を 目指 す 、 欧 米 の フェ ミニ ズム 。 そ の 思想 は 、 本 来 
で あれ ば 、 以 下 の よ うな 内 容 を 、 目 指す べき で あっ た 。 母 性 
の 回 復 や 強化 を 求め る こと 。 近 代 的 自我 が 、 所 属 集 団 の 中 へ 
と 、 融 解 し 深 け て 、 無 く な る こと 。 個 々 人 が 、 集 団 の 中 に 、 
心地 良く 一 体感 を も っ て 融合 する こと 。 
欧米 の フェ ミニ スト た ち は 、 母 性 の 強い 、 ウ ェ ッ ト な 集団 主 
義 社会 で ある 、 東 アジ ア や ロシア な ど を 模範 と すべ きだ っ 
た 
現在 の 欧米 フェ ミニ ズム の よう に 、 西 欧 近 代 的 な 確 団 と し た 
自我 を 維持 し つつ 、 女 性 性 や 母性 を 強め る こと を 、 主 張 す る 
こと 。 そ れ ら は 、 内 容 的 に 、 互 い に 矛 盾 し て いる 。 そ れ ら を 
同時 に 実現 する こと は 、 本 来 、 不 可能 な こと で ある 。 そ うし 
た 矛盾 に 、 全 く 気 が 付い て いな いこ と 。 そ れ は 、 西 欧 フ ェ ミ 
ニス ト に お ける 、 根 本 的 な 弱点 で ある 。 
例 。 リ ベラ ル ・ フ ェ ミ ニズム の よう に 、 個 人 の 自由 を 唱え な 
が ら 、 一 方 で 女性 の 力 の 拡大 を 主張 する こと 。 そ の 主張 は 、 
明らか に 間違っ て いる 。 その 理由 。 本 来 、 母 性 は 、 個 人 の 自 
由 よ り も 、 そ の 所 属す る 集団 へ の 奉仕 や 調和 を 優先 する も の 


で ある か ら 。 仮 に 、 そ うし た 女性 た ち が 、 個 人 の 自由 を 重 ん 
じ る 、 と いう 主張 を 続け る 場合 。 そ うし た 女性 た ち は 、 従 来 
通り 、 ド ライ な 父性 に よる 支配 下 で 、 抑 庄 さ れ た まま 、 く す 
ぶり 続け る 他 、 無 い 。 

定住 生活 様式 中 心 社会 で ある 、 日 本 。 その 社会 に つい て は 、 
表向き さ に は 、 男 尊 女 和 昨 で あり 、 女 性 が 差別 され て いる 、 と 主 
張 さ れ て いる こと 。 し か し 、 そ の 社会 の 実態 は 、 実 際 に は 
以下 の よう な 内 容 で ある こと 。 妻 = 母 が 、 家 庭 の 財布 の 和 細 
や 、 子 供 の 教育 の 実権 を 、 握 っ て いる こと 。 妻 が 、 夫 を 、“ 活 
れ 落 ち 葉 "と し て 、 小 魔 者 扱い し て 、 邪 険 に 扱っ て いる こ 

と 。 夫 = 父 が 、 家 庭 内 部 に 、 居 場所 を 何 も 持 つこ と が 出来 な 
いで いる こと 。 妖 が 、 息 子 と 嫁 を 、 強 権 的 に 支配 し て いる こ 
と 。 そ うし た 日 本 の よう な 、 母 権 社会 の 実態 。 欧米 フェ ミニ 
スト た ち は 、 そ うし た 母 権 社会 の 実態 を 、 も っ と よく 知る ベ 
き な の で は な か ろう か ? 

本 来 、 そ れ を 助け る 役目 を 果たす 存在 は 、 日 本 の 女性 学者 や 
フェ ミニ スト た ち で ある べき で ある 。 し か し 、 彼 ら は 、 欧 米 
フェ ミニ スト の 作っ た 理論 を 、 そ の まま 日 本 に 直 輸 入 し 、 当 
て は め る こと に 忙し い 。 彼 ら 自 身 は 、 母 権 社会 の 住人 で ある 
に も 関わ ら ず 、 日 本 社会 の 母性 優位 の 実態 に つい て 、 疎 い 。 
それ ら は 、 有 皮肉 な 現実 で ある 。 

個人 の 自立 を 目指 す 、 西 欧 的 近代 性 。 そ の 基盤 を な す 、 人 父性 
中 心 の 価値 観 。 個 我 の 集団 へ の 融解 や 一 体 化 を 目指 す 、 母 性 
的 価値 観 。 そ れ ら は 、 互 い に 相 反する 存在 で ある 。 それら 
は 、 そ の まま で は 、 共 存 は あり 得 な い 。 こ の 難し い 共 存 の 道 
を 何と か 考え 出す こと 。 そ の こと が 、 性 差 心理 学 や 、 性 差 社 
会 学 の 研究 者 に と っ て 、 今 後 、 解 決 が 求め られ る 、 最 重要 の 
課題 で ある 。 


(初出 2003 年 5 月 -2004 年 7 月 ) 


父性 ・ 母 性 と 民主 主義 


民主 主義 の 基盤 を な す 価 値 観 。 そ れ ら の 生成 に つい て は 、 母 


性 と 父性 と で その 担当 する 役割 が 異な っ て いる と 考え られ 
る 。 

個人 の 自由 や 、 個 人 の 人 権 の 、 尊 重 。 そ の 実現 に は 、 個 人 
が 、 あ る 程度 自律 竹 を 持っ て 、 互 い に 分 離し て 動き 回 る こと 
が 出来 る こと が 、 必 要 で ある 。 こ れ は 、 母 性 の 中 に は 内 在 し 
な い 、 価 値 観 で て ある 。 こ れ は 、 母 性 に よっ て は 、 生 み 出 すこ 
と が で き な い 、 価 値 観 で て ある 。 個 人 が 全体 に 温か く 色 み 込ま 
れる こと を 目指 す 、 母 性 。 そ れ は 、 個 人 の 、 全 体 と の 調和 や 
協調 を 、 重 視 す る 。 そ れ は 、 個 人 の 、 全 体 の た め の 奏 仕 や 科 
牲 を 、 重 視 す る 。 母 性 は 、 そ うし た 価値 観 へ と 、 専 ら 傾 さき が 
ち で ある 。 個 人 の 自由 や 、 個 人 の 人 権 の 、 尊 重 。 そ の 実現 に 
お いて は 、 ド ライ な 父性 の 出番 と な る 。 そ の 理由 。 父 性 は 、 
個々 人 の 間 に お ける 、 相 互 の 分 離 や 独立 を 、 指 向 し 、 促 進 す 
る 。 

個々 人 の 間 に お ける 、 平 等 や 協調 。 そ の 実現 に つい て は 、 
ウェ ッ ト な 母性 が 、 主 導 権 を 持っ て いる 。 そ の 理由 。 母 性 
は 、 個 々 人 の 間 に お ける 、 間 差 別 や 同一 視 を 、 指 向 し 、 促 進 
する 。 


(初出 2003 年 5 月 -2004 年 7 月 ) 


母性 的 、 父 性 的 な 、 住 宅 や オフ ィ ス 


定住 生活 様式 中 心 社会 の 、 住 宅 や オフ ィ ス 。 例 。 日 本 の 、 住 
宅 や オフ ィ ス 。 そ の 内 部 は 、 仕 切り が 無い 大 部 屋 で ある 。 そ 
の 内 部 は 、 例 え 、 仕 切り は あっ て も 、 ふ すま の よう に 、 消 
か っ た り 、 す ぐ 取 り 外 せる よう に な っ て いる 。 そ の 内 部 は 、 
その 外部 に 向かっ て 、 高 い 壁 を 作っ て 、 外 界 と 隔て られ て い 
る 。 そ うし た 構造 の 住宅 や オフ ィ ス 。 そ れ ら は 、 内 部 の 成員 
間 の 一 体感 を 重視 し 、 対 外 的 に 閉鎖 的 で ある 。 そ れ ら は 、 そ 
うし た 点 で 、 母 性 的 で て ある 。 


ЗЕЕ ЕАМ, ЕЕ. В 
を 、 持 っ て いる 。 移 動 生 活 様式 中 心 社会 の 住宅 や オフ ィ ス 

は 、 人 父性 的 な 特徴 を 、 持 っ て いる 。 そ の 理由 。 そ の 中 に 入居 
する 、 個 人 や 組織 。 そ れ ら が 、 そ れ ぞ れ 、 母 性 的 、 父 性 的 で 
ある か ら 。 

母性 的 な 、 住 宅 や オフ ィ ス 。 そ れ ら は 、 そ の 内 部 に お ける 、 
成員 間 の 一 体感 を 重視 する 。 そ の 内 部 は 、 仕 切り が な い 大 部 
屋 で ある 。 そ の 内 部 は 、 例 え 、 仕 切り は あっ て も 、 ふ すま の 
よう に 薄かっ た り 、 す ぐ 取 り 外 せる よう に な っ て いる 。 そ れ 
ら は 、“ み ん な 一 緒 ” の 作り と な っ て いる 。 そ れ ら の 内 部 に お 
いて 、 各 成員 は 、 互 い に 他 の 成員 の 挙動 を 見 な が ら 、 仕 事 を 
し た り 、 居 住 す る 。 そ の 点 、 そ れ ら に お いて は 、 成 員 間 の プ 
ライ バシ ー が 、 無 い 。 

父性 的 な 、 住 宅 や オフ ィ ス 。 そ れ ら は 、 そ の 内 部 に お ける 、 
個々 人 の 分 離 や 独立 を 、 重 視 す る 。 そ れ ら の 内 部 は 、 鍵 付き 
の 個室 に な っ て いる 。 そ れ ら の 内 部 は 、 机 毎 に 、 高 い 頑 丈 な 
衝立 で 仕切 られ て いる 。 そ れ ら は 、 各 成員 の 独立 性 や プラ イ 
バシ ー を 重視 する 構造 に 、 な っ て いる 。 


母性 的 な 、 住 宅 や オフ ィ ス 。 そ れ ら は 、 そ の 外部 に 向かっ 
て 、 閉 じ て い る 。 例 。 一 戸建て の 住宅 。 それ ら に お いて は 、 
その 外部 に 向かっ て 、 高 い 壁 や 棚 が 張り めぐ ら さ れ て いる 。 
それ ら は 、 外 界 か ら 隔 て られ て いる 。 そ れ ら は 、 部 外 者 の 侵 
人 を 許さ な い 、 閉 鎖 的 な 構造 に 、 な っ て いる 。 

父性 的 な 、 住 宅 や オフ ィ ス 。 そ れ ら は 、 そ の 外部 に 向かっ 
て 、 開 いて いる 。 例 。 一 戸建て の 住宅 。 それ ら に お いて は 、 
その 外部 に 向かっ て 、 庭 が 、 材 無 し に 、 蜜 出し て いる 。 
母性 的 な 、 住 宅 や オフ ィ ス 。 そ れ ら は 、 そ の 成員 に と っ て 
は 、 そ れ 自 体 、 母 の 胎内 に 相当 する 。 そ れ ら の 内 部 に お いて 
は 、 成 員 相 互 の 温か い 一 体感 に 満ち た 交流 が ある 。 そ れ は 、 
外部 に 向かっ て 閉じ た 、 部 内 者 の 世界 に 限定 され た も の で あ 
る 。 

定住 生活 様式 中 心 社会 の 、 宗 教 施 設 。 例 。 日 本 の 神社 。 そ れ 
ら は 、 そ の 建物 や 境内 を 、 母 の 胎内 に 見 立て て いる 。 


(初出 2005 年 10 月 ) 


母性 的 职业 、 父 性 的 职业 


母性 的 職業 。 職員 は 、 相 手 の こ と を 温か くく 受容 し 、 相 手 に 対 
С Rom bh мт. ЧЕН. 

父性 的 職業 。 職員 は 、 相 手 に 対し て 、 相 手 の 自立 、 独 立 を 促 
進 し 、 相 手 を 突き 放す 。 職 員 は 、 守 る べき 指針 や 、 一 人 で 生 
き 抜 いて いく た め に 必要 な 知識 を 、 相 手 に 対し て 、 与 える 。 
職員 は 、 法 を 守ら な か っ た 相手 を 処 前 する 。 


母性 的 職業 。 職員 は 、 相 手 を 、 心理 的 一 体 化 の 対象 と し て 、 
温か く 受 け 入 れ 、 手 厚く 世話 、 サ ポー ト 、 ケ ア す る 。 職 員 
は 、 他 者 と 協調 し 調和 し て 生き て 行く た め に 必要 な 知識 を 、 
相手 に 対し て 、 三 える 。 和 職員 は 、 情 緒 的 な 見 地 か ら 、 感 情 に 
満 れ た 痢 断 を 、 相 手 に 対し て 、 下 す 。 職 員 は 、 調 和 を 乱 し た 
相手 を 、 処 前 し 、 追 攻 す る 。 

母性 的 職業 。 そ れ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 


(1) 子供 の 、 世 話 、 サ ポー ト 、 ケ ア を 、 行 うこ と 。 保 育 
士 、 幼 稚 園 ~ 小 学校 教諭 。 

(2) 病人 の 、 世 話 、 サ ポー ト 、 ケ ア 、 人 介助 を 、 行 うこ と 。 
護 師 。 カ ウン セラ ー。 介 護 福 祉 士 。 

(3) 乗客 の 、 世 話 、 サ ポー ト 、 ケ ア を 、 行 うこ と 。 客 室 乗 
ЖЕ. 

(4) 家族 の 、 世 話 、 サ ポー ト 、 ケ ア を 、 行 うこ と 。 主 婦 。 
(5) 顧 容 に 対し て 、 く つろ ぎ や 、 安 息 の 場 を 、 提 供する こ 
と 。 旅 館 ・ ホ テル 職員 。 

(6) 顧客 の 栄養 摂取 に つい て 、 サ ポー ト 、 ケ ア 、 設 計 を 、 
行う こと 。 栄 准 士 。 


父性 的 職業 。 職員 は 、 相 手 の 自立 、 独 立 を 促進 し 、 相 手 を 容 


き 放 す 。 和 職員 は 、 守 る べき 指針 や ーー 人 で 独立 し て 生き 抜い て 
いく た め に 必要 な 知識 を 、 相 手 に 対し て 、 与 える 。 職 員 は 、 
客観 的 な 見 地 か ら 、 准 静 な 診断 を 下す 。 和 職員 は 。 法 を 守ら な 
か っ た 相手 を 、 処 前 する 。 

父性 的 職業 。 そ れ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 

(1) 顧 容 に 対し て 、 生 活 に 必要 な 道具 や 、 物 資 の 操作 方 法 
を 、 教 える こと 。 教 官 。 

(2a) 顧 容 に 対し て 、 守 る べき 法 念 を 、 与 える こと 。 法律 
家 。 

(2b) 顧 容 に 対し て 、 客 観 的 な 診断 や 審 弟 を 、 下 すこ と 。 医 
в. ЕЕ. ЖЕ. 

(2b) RERA. УСС. BIL. СЯ, 
ых, B4AUSZI¢. KF. НЕ, ЕЖЕ. 


(初出 2005 年 11 月 ) 


密着 操作 、 遠 隔 操作 と 、 母 性 、 父 性 


母性 的 社会 。 そ の 社会 に お いて は 、 相 手 に 対し て 密着 し な が 
ら 、 相 手 を 操作 し よう と する 、 密 着 操作 が 、 メ イン と な る 。 
父性 的 社会 。 そ の 社会 に お いて は 、 相 手 か ら 離 れ て 、 リ モコ 
ン や ラジ コン の よう に 、 相 手 に 対し て 指 念 、 命 念 を 行う 、 遠 
隔 操 作 が メイ ン と な る 。 


(初出 2013 年 10 月 ) 


相互 監視 社会 と 父性 、 母 性 


父性 的 社会 の 場合 。 相手 を 監視 する こと で 、 相 手 よ り 優 位 に 
な ろう 、 相 手 を 支配 し よう 、 と する 動き 。 ( 例 。 ア メリ カ 政 
府 に よる 、 国 民 に 対す る 盗聴 。) 相手 の 監視 か ら 自 由 に な ろ 
うと する 、 動 さき 。 そ の 社会 内 部 に お いて 、 そ れ ら の 両者 の 動 
Sh ноль, COSA) ots CORO. Л 
監視 社会 に は 、 な り に くい こと 。 

母性 的 社会 の 場合 。 互い に 相手 を 監視 し よう と する 動き 。 そ 


うし た 動き さき し か 、 そ の 社会 内 部 に お いて 、 存 在 し な いこ と 。 
葉 視 か ら 自 由 に な ろう と する 動き 。 そ れ が 、 余 り 、 存 在 し な 
いこ と 。 そ の た め 、 相 互 監視 社会 や 、 相 互 牽 制 社会 に な る こ 
Ce 


(初出 2013 年 10 月 ) 


慈愛 、 厳 し さと 父性 、 母 性 


父性 と 母性 は 、 以 下 の よ うに 分 類 さ れる 。 
HER. FEE. 子供 を 優し く 受 け 入 れ 認 め る こと 。 
ВХ. М, 子供 を 厳し くし つけ 叱る こと 。 


父 。 子供 を 、 親 か ら 切 り 離 すこ と 。 子 供 に 対し て 、 必 要 な 指 
示 を 上 与え つつ 、 自 由 に 、 自 己 責 任 で 行動 させ る こと 。 


Е. 子供 を 、 親 の 範囲 内 へ と 、 癒 着 さ せ 包 含 す る こと 。 子供 
に 対し て 。 LOI SUT. 彼ら の 行動 を 束縛 する こと 。 


父親 と 母親 の 行動 は 、 そ れ ぞ れ 、 慈 父 と 厳 父 、 矯 母 と 厳 母 

を 、 兼 ね 備え た も の に な っ て いる 。 彼 ら は 、 必 要 に 応じ て 、 
両者 を 使い 分 け て いる 。 

HER. VHA BLA. RRIT SI“. BHA BBA, 

代表 する こと 。 そ の よう に 、 社 会 的 に 考え られ て きた こと 。 
父親 に は 、 子 供 を あま り 叱 ら ず 、 行 動 の 模範 を 自ら 示し て 子 
供 に 提示 し 、 そ れ を 受け 和信 れ た 子供 を 益 め る 、 慈 父 タ イプ 

DS. BHT DA, BRILL, MOOV AT SIL RIC, FH 
IIS LC, BALD mL CHL OCH, ДНЯ 
3. BEER TTA. FETS. 

ZEB BLA. ИР, BHECRMED-ANDAILFES 

る 、 と 考え て は いけ な いこ と 。 そ れ ら は 、 母 性 と 父性 の 両方 
に お いて 、 存 在 す る 、 と 考え る べき で ある こと 。 


(ЯН 20187 Я) 


温室 。 温室 社会 。 温室 集団 。 
温室 社会 。 温室 集団 。 そ れ ら の 定義 


その 内 部 に お いて の み 、 高 度 な 生き や すさ が 、 確 保 さ れ 、 保 
証 さ れ て いる こと 。 
そう し た 社会 や 集団 。 


NN 生き や すさ は 、 ほ と ん ど 、 確 保 さ れず 、 保 証 
され な いこ 
NN 
る 、 大 き な 格 差 が 、 存 在 す る こと 。 


その 内 部 は 、 外 部 に 対し て 、 門 戸 を 固く 閉ざし て いる こと 。 


в 74 & >29 AA, УЖО. 
それ は 、 そ の 内 部 メン バー に 、 限 定 さ れる こと 。 


その 内 部 メン バー。 

女性 専用 社会 。 女 性 集団 。 

女性 優位 社会 。 そ の 社会 集団 。 

女性 た ちと 、 彼 ら の 支配 下 に ある 、 娘 と 息 
定住 生活 様式 に お ける 、 и“ 
АЕ HIF A, ШЕННОН. 


温室 性 。 そ の 特徴 。 

// 

高度 な 生き や すさ が 、 確 保 く され る こと 。 
安全 性 が 、 確 保 さ れる こと 。 

快適 性 が 、 確 保 く され る こと 。 

調和 が 、 確 保 く され る こと 。 


平和 が 、 確 保 く され る こと 。 
負荷 や 負担 が 、 低 く て 済む こと 。 楽 で て ある こと 。 
特権 性 が 、 確 保 さ れる こと 。 社会 的 に 優遇 され る こと 。 


問題 の 解決 。 

温室 性 その も の 。 そ の 所 有 。 そ の 維持 。 そ の 永続 。 

それ ら の 実現 に 必要 な 、 苦 役 や 護衛 の 作業 。 

内 部 の 者 は 、 そ れ ら の 作業 を 、 何 も や ら な く て 良い こと 。 
内 部 の 者 が 、 そ れ ら の 作業 を 、 外 部 の 者 に 対し て 、 一 方 的 に 
丸 投 げ 可 能 な こと 。 

// 


(2022 年 2 月 初出 。) 


раны それ に 伴う 、 代 表 性 の 回 


代表 性 の 度合 い 。 そ れ は 、 音 温室 性 の 度合 い に 、 比 例 す る 。 


代表 者 。 長 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 者 で ある 。 
SiC. BH. ЖЗ. 

外部 か ら の 攻撃 を 、 真 接 、 受 ける 者 。 

その 社会 や 集団 の 運営 。 そ れ が 失敗 し た 時 に 、 そ の 責任 を 取 
る 者 。 


外部 へ の 真 接 的 な 嘱 出 性 。 そ の 度合 い 。 

外部 か ら の 攻撃 の 受け や すさ 。 そ の 度合 い 。 
責任 を 取ら され る 度合 い 。 

それ ら の 度合 い は 、 代 表 性 が 高まる ほど 、 高 まる 。 


それ ら の 性 質 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 に 、 根 本 的 に 、 違 反する 。 
自己 保身 性 。 


温室 性 。 


それ ら の 実現 。 そ の 保持 。 


その 違反 の 度合 い 。 
それ は 、 代 表 性 が 、 よ り 高 まる ほど 、 よ り 、 高 まる 。 


代表 者 の 役割 。 
それ は 、 女 性 に 、 根 本 的 に 、 嫌 われ る 。 
女性 は 、 代 表 者 に 、 な ろう と し な い 。 


自己 保身 性 の 指向 者 。 

温室 性 の 指向 者 。 

СЕ. 

彼ら は 、 あ る 社会 的 役割 の 代表 性 が 、 よ り 高 まる ほど 、 そ の 
社会 的 役割 の 受話 を 、 よ り 、 民 ける 。 


女性 は 、 代 表 者 の 役割 を 、 男 性 へ と 、 全 て 、 丸 投げ する 。 
女性 は 、 そ うし て 、 自 己 保 身 性 や 温室 性 を 、 今 まで 通り 、 十 
分 に 確保 し 続け る 。 


(2022 年 3 月 初出 。) 


温室 の 提供 者 と 享受 者 。 彼 ら の 間 の 上 下関 


So 


男性 。 
温室 性 の 提供 者 。 
女性 


温室 性 の 享受 者 。 


男性 は 、 女 性 に 対し て 、 温 室 性 を 提供 出来 な いと 、 以 下 の 内 
容 を 実現 出来 な い 。 

その 女性 と 結婚 する こと 。 

РОКУ Си. 


それ ら の 実現 に 関す る 決定 権 は 、 女 性 が 握っ て いる 。 


温室 性 の 提供 者 に 対し て 求め られ る 資質 。 

劣悪 な 環境 を 跳ね 返す 力 。 

危険 な 環境 を 生き 延び る 力 。 

АЙ 

耐久 性 。 

環境 適応 の 範囲 の 幅広 さ 。 

НЯ хех. 
ЕСО EC. BARODA. Ни, С 
RL, RES SAE 


温室 性 の 享受 者 に 対し て 求め られ る 資質 。 
温室 性 の 提供 を 受け る に 足る 、 正 当 性 。 
身体 内 部 の 所 有 設 備 の 足 重 性 。 

身体 内 部 の 所 有 設 備 の 精巧 性 。 

身体 内 部 の 所 有 設 備 の 高価 性 。 


温室 性 の 提供 者 は 、 温 室 性 の 享受 者 より も 、 生 き や す さ の 確 
保 し や すさ の 面 で 、 格 下 で ある 。 

男性 は 、 女 性 より も 、 生 き や す さ の 確保 し や すさ の 面 で 、 格 
下 で ある 。 


その 結果 。 

温室 性 の 提供 者 は 、 温室 性 の 享受 者 より も 、 生 物 と し て は 
格下 で ある 。 

男性 は 、 女 性 より も 、 生 物 と し て は 、 格 下 で ある 。 
(2022 年 3 月 初出 。) 

温室 内 部 か ら の 社会 支配 。 


女性 優位 社会 に お ける 女性 。 
彼ら は 、 社 会 の 中 核 的 な 支配 者 で ある 。 
彼ら は 、 社 会 の 表面 に は 、 嘱 出し な い 。 


彼ら は 、 温 室内 部 か ら の 社会 支配 を 、 行 う 。 

彼ら に よる 社会 支配 は 、 歴 史 の 表 舞 台 に は 、 出 て こない 。 
彼ら に よる 社会 支配 は 、 真 の 支配 者 の 名 前 を 伏せ て 、 行 われ 
る 。 

その 結果 。 

彼ら の 社会 は 、 表 向き さ は 、 男 性 支配 に 見 える 。 

彼ら は 、 視 野 や 興味 が 、 温 室内 部 の み に 、 専 ら 向 いて いる 。 
彼ら は 、 視 野 が 、 根 本 的 に 、 局 所 的 で て あり 、 狭 い 。 


彼ら は 、 外 部 の 非 温室 領域 へ と 、 彼 ら 自 身 の 代 行者 と し て の 
男性 を 、 立 て る 。 

例 。 

代行 者 。 

代表 者 。 

責任 者 。 

長 。 

選挙 の 投票 者 。 

武装 者 。 


そう し た 男性 た ち 。 
彼ら は 、 女 性 た ち に よっ て 、 温 室内 部 か ら 、 定 期 的 に 追放 さ 


5: Вана. 女性 た ち に よっ て 、 RANTS. 
温室 内 部 か ら の 遠隔 操作 や 遠隔 支配 を 、 絶 え ず 、 


— 
—+ Xt 
(Bee 7/ 


(4, ERIC. ВАЖЕН. 
54, ЕСО, ROBSORMIOILT. «< 
が 上 が ら な い 。 

彼ら は 、 生 涯 に わた っ て 、 女 性 か ら 、 精 神 的 な 支配 を 受け 続 
ける 。 

彼ら は 、 温 室内 部 の 女性 た ち を 護 術 する た め 、 そ れ ら の 事実 
を 、 決 し て 、 表 出し な い 。 

彼ら は 、 表 向き 、 そ の 社会 の 支配 者 と し て 振る 舞う 。 

例 。 

AL PNT —F URSA. 

中 国 の 習 近 平 国 家主 席 。 


その 結果 。 
男性 優位 社会 の 人 々 は 、 彼 ら の こと を 、 社 会 の 真 の 支配 者 で 
HO. =. 


(2022 年 3 月 初出 。) 


温室 性 の 確保 。 男 性 優位 社会 に 支配 され 
る 、 女 性 優位 社会 の 場合 。 


例 。 

日 本 は 、 男 性 優位 社会 の アメ リカ が 保有 する 核 の 傘 の 下 で 、 
保護 され 続け て いる 。 

彼ら は 、 そ の こと で 、 温 室 性 を 、 確 保 し 続け て いる 。 
彼ら は 、 そ うし た 男性 優位 社会 に よる 保護 政策 を 、 支持 し て 
いる 。 

彼ら は 、 同 時 に 、 そ うし た 男性 優位 社会 に よっ て 、 経 済 的 
に 、 抑 庄 さ れ 搾 取 さ れ て いる 。 

彼ら は 、 そ うし た 不利 益 を 、 必 死に な っ て 、 我 慢 す る 。 
K(k. ARIE SII AAT SF . 

彼ら は 、 彼 ら 自 身 の 武 装 に は 、 慎 重 で あり 続け る 。 


(2022 年 3 月 初出 。) 


調和 。 調和 主義 。 調和 社会 。 
調和 集団 。 そ れ ら の 特徴 。 そ 
の 総合 的 な 分 析 。 


調和 。 生 物 や 人 間 に よ る 、 そ の 実現 。 そ 
の 、 社 会 的 な 理想 化 。 生物 の 本 質 と の 関 


連 。 


調和 。 

和合 。 

その 存在 。 

その 実現 。 

その 、 個 人 的 な 実現 。 
その 、 生 理 的 な 実現 。 
その 、 心理 的 な 実現 。 
その 、 社 会 的 な 実現 。 
それ に 対す る 欲求 。 
その 強 さ 。 

その 永続 性 。 

その 、 生 物 の 本 質 と の 関連 。 


調和 。 / 非 調和 。 
その 両者 の 感覚 の 、 生 物 に お ける 、 発 生 の 要因 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


同質 性 。 / 異質 性 。 

同一 性 。 / 相違 性 。 

али. ка. / RT. (|. ЗЕ. 

共感 。 / 共感 の 欠如 。 無 関心 。 切 り 捨 て 。 
協力 。 協 調 。 / 協力 し な いこ と 。 見 捨て る こと 。 
温情 。 / 容赦 の 無 さ 。 

Е. Е, ДЕ, Ах. 


同調 。 / 別 行動 を 取る こと 。 個 人 行動 を 取る こと 。 

同期 。 / 非同期 。 別々 の タイ ミン グ て で 動く こと 。 

集合 性 。 集 中 性 。 / 離散 性 。 

一 緒 で ある こと 。 共 同性 。 / 別々 で ある こと 。 個 別 性 。 
相互 に 仲良 し で ある こと 。/ 相 互 に 対立 し て いる こと 。 
仲間 。 友達 。/ 敵 。 ラ イ バ ル 。 

彼 自身 の 生存 を 、 助 ける 存在 。 / 彼 自 身 の 生 存 を 、 妨 げ る 存 
在 。 


彼 自身 の 生存 に 、 協 力 す る 存在 。 КНВОЯА, ЖЗ 
る 存在 。 

彼 自 身 の 生 存 に と っ て 、 プ ラス に な る 存在 。 / 彼 自 身 の 生 存 
に と っ て 、 マ イナ ス に な る 存在 。 

彼 自身 の 生存 に と っ て 、 有 利 に な る 存在 。 / 彼 自身 の 生存 に 
と っ て 、 人 不利 に な る 存在 。 

彼 自身 の こと を 、 存 続 さ せる 存在 。 / 彼 自 身 の こ と を 、 抹 消 
する 存在 。 


生物 は 、 彼 自身 の 存在 を 、 存 続 さ せ た い 。 
生物 は 、 以 下 の 存 在 を 、 好 む 。 

彼 自身 の 生存 に と っ て 、 プ ラス に な る 存在 。 
生物 は 、 以 下 の 存 在 を 、 不 快 に 感じ る 。 

彼 自身 の 生存 に と っ て 、 マ イナ ス に な る 存在 。 


調和 は 、 以 下 の 場 合 に 実現 する 。 

同 质 性 。 车 成 性 。 同 调 性 。 仲 良 L 。 仲 間 。 友 人 。 
それ ら が 、 実 現し て いる 場合 。 

変 間 的 な 実現 。 

時 間 的 な 実現 。 


調和 の 実現 。 

その 欲求 の 生ま れる 背景 。 

生物 の 本 質 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 を 、 意 味 す る 。 
遺伝 子 の 複製 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 を 、 意 味 す る 。 
複製 元 と 複製 先 と の 間 に お ける 、 同 質 性 。 
複製 元 と 複製 先 と の 間 に お ける 、 同 一 性 。 
その 実現 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 を 、 意 味 す る 。 
複製 元 と 複製 先 と の 間 に お ける 、 調 和 。 
その 実現 。 


調和 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 を 、 意 味 す る 。 
生物 に と っ て 、 以 下 の 内 容 が 実現 され て いる こと 。 


彼 自身 の 生存 の 存続 。 

それ に と っ て 、 プ ラス の 状況 。 

それ に と っ て 、 プ ラス の 環境 。 

それ ら が 、 成 立 し て いる こと 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 根 本 的 に 好ま し い 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 根 本 的 に 快い 。 


対立 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 を 、 意 味 す る 。 

生物 に と っ て 、 以 下 の 内 容 が 実現 され て いる こと 。 
彼 自身 の 生存 の 存続 。 

それ に と っ て 、 マ イナ ス の 状況 。 

それ に と っ て 、 マ イナ ス の 環境 。 

それ ら が 、 成 立 し て いる こと 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 根 本 的 に 好ま し く な い 。 
それ は 、 生 物 に と っ て 、 根 本 的 に 不快 で ある 。 


例 。 
人 種差 別 。 
Af. Af. 


ある 二 つ の 対象 。 
その 両者 に お ける 、 以 下 の 内 容 の 成立 。 
その 心理 的 な 成立 。 
その 社会 的 な 成立 。 


異質 性 。 対 立 性 。 
それ ら の 感覚 。 
それ ら の 知覚 。 

それ ら に つい て の 認知 。 

それ ら に つい て の 認識 。 
その 成立 。 
生物 に お ける 、 そ の 発生 。 
その 、 根 本 的 な 遺伝 性 。 

その 、 根 本 的 な 先天 性 。 

その 、 根 本 的 な 、 除 去 不能 性 。 


異質 性 。 対 立 性 。 

それ ら が 、 生 物 に と っ て 及ぼ す 、 不 快 さ 。 
生物 に お ける 、 そ の 発生 。 

その 、 根 本 的 な 遺伝 性 。 

その 、 根 本 的 な 先天 性 。 

その 、 根 本 的 な 、 除 去 不能 性 。 


異質 性 。 

対立 性 。 

それ ら が 、 生 物 に と っ て 及ぼ す 、 不 快 さ 。 

その 生成 。 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 不 可 放 で ある 。 

その 感覚 。 

それ は 、 彼 ら 自 身 が 生物 で ある 限り 、 永 続 す る 。 


ある 社会 。 

そこ に お いて 、 以 下 の 状 況 が 、 発 生 し て いる こと 。 
一 方 が 、 そ の 一 方 を 身 に 付け て いる こと 。 
他方 が 、 他 方 を 身 に 付け て いる こと 。 

その 場合 。 

その 身 へ の 付け 方 。 

それ が 、 遺 伎 的 で て ある 場合 。 

それ を 、 本 人 自身 が 、 決 定 出 来 な い 場 合 。 

ある 社会 。 

そこ に お いて 、 以 下 の 状 況 が 、 発 生 し て いる こと 。 
上 記 の 一 方 が 、 社 会 的 上 位 者 で ある こと 。 

上 記 の 他方 が 、 社 会 的 下位 者 で ある こと 。 

その 場合 。 


下記 の (1) ) は 、 下 記 の (3) の 行為 を み 、 実 行 す る 。 
下記 の (1 ) は 、 そ れ を 、 下 記 の (2) に 対し て 、 実 行 す 
る 。 

下記 の (1 ) は 、 そ れ を 、 下 記 の (4) の 期間 、 実 行 す る 。 


(1) 
その 社会 的 上 位 者 。 


(2) 
その 社会 的 下位 者 。 


(3) 
А T CAG EE pT op 
叩き 続け る こと 。 


(4) 

让 ED 下 

彼ら 自身 が 生物 で ある 間 。 
その 限り 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
差別 。 


差別 。 


彼ら 自身 が 生物 で ある 間 。 
その 限り 。 

彼ら は 、 そ の 行為 を め 、 氷 久 に 続け る 。 
彼ら は 、 決 し て 、 相 互 に 融和 し な い 。 


а: 

その 撤廃 。 

平等 の 実現 。 

その 、 彼 ら 自 身 に よる 、 実 現 。 


彼ら 自身 が 生物 で ある 間 。 
その 限り 。 


それ は 、 不 可能 で ある 。 

そう し た 理想 。 

その 信仰 。 

その 実現 に 対す る 、 熱 狂 的 な 支持 。 


彼ら 自身 が 生物 で ある 間 。 
その 限り 。 


それ は 、 無 意味 で て ある 。 
それ は 、 凡 の 社会 的 な ガス 抜き で ある 。 
それ は 、 内 の 社会 的 な 麻薬 で ある 。 


液体 的 行動 。 
女性 的 行動 。 
それ は 、 調 和 を 、 実 現す る 。 


気体 的 行動 。 
男性 的 行动 。 
ウィ ルス 的 な 行動 。 
湿 洋 性 を 嫌う 行動 。 


И (х. ЗЕ. 95. 


WEI. ЗЕЯ, MYAIIL. 
そう し た 社会 的 行動 。 
それ を 、 以 下 の 内 容 と 、 見 な すこ と 。 


彼ら 自身 の 社会 。 
そこ に お ける 、 理 想 的 な 社会 規範 。 


その 内 容 に つい て 、 以 下 の 行 為 を 実行 する こと 。 
それ を 、 共 同 で 採用 する こと 。 

その 実現 。 

その 遵守 。 

その た め に 、 社 会 的 に 、 仲 良く 協力 する こと 。 
それ を 、 社 会 的 に 、 推 進 す る こと 。 

それ は 、 実 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

メタ な レベ ル に お ける 、 調 和 の 実現 。 
気体 的 行動 。 

男性 的 行动 。 

ウィ ルス 的 な 行動 。 


МЕЛ & fit 2) 4TH. 
それ ら は 、 実 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


メタ な レベ ル に お ける 、 調 和 の 実現 。 
メタ な レベ ル に お ける 、 生 物 の 本 質 の 反映 。 


それ は 、 メ タ な レベ ル に お いて 、 以 下 の 内 容 と 、 同 一 で あ 
る 。 

液体 的 行動 。 

女性 的 行动 。 

その こと は 、 以 下 の 内 容 を 、 意 味 す る 。 

以下 の 両者 。 

彼ら の 間 に お ける 、 メ タ な レベ ル で の 同質 性 。 

その 成立 。 

気体 。 液 体 。 

男性 。 女 性 。 


それ は 、 以 下 の 現 れ で ある 。 


上 記 の 両者 。 
彼ら 自身 が 、 共 通 に 、 生 物 で ある こと 。 
その 表れ 。 


彼ら 自身 が 共通 に 持つ 、 生 物 の 本 質 。 
その 、 彼 ら 両 者 に お ける 、 共 通 性 。 
その 顕在 化 。 

彼ら の 間 に お ける 、 調 和 の 存在 。 


調和 。 
和合 。 
その 実現 に 対し て 抱く 、 欲 求 。 


調和 。 
和合 。 
その 実現 を 、 理 想 と する こと 。 


それ に 対す る 、 支持 や 資 成 。 
そう し た 心理 。 


生物 に お ける 、 そ れ ら の 内 在 性 。 
それ は 、 人 遺伝 的 で ある 。 

それ は 、 取 り 消 し 不能 で ある 。 
それ は 、 永 続 的 で ある 。 


生物 が 持つ 、 そ れ ら の 本 質 的 な 強力 性 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 を 、 反 映し て いる 。 


生物 が 。 海 か ら 生 まれ だ こと 。 
EMD. КЕ, 
生物 が 持つ 、 水 と し て の 性 質 。 
生物 が 持つ 、 液 体 的 な 性 質 。 
生物 が 持つ 、 水 と し て の 起源 。 
生物 が 持つ 、 液 体 と し て の 起源 。 


(初出 2021 年 4 月 ) 
調和 社会 。 調和 集団 。 それら に つい て の 、 
概観 。 


調和 社会 。 
/ 
調和 を 指向 する 社会 。 


定住 生活 様式 。 
女性 優位 社会 。 
// 


調和 集団 。 
/ 
調和 を 指向 する 集団 。 


液体 分 子 の 集団 。 

定住 生活 様式 に お ける 、 定 住 集団 。 
女性 集団 。 温室 集団 。 

それ ら の 内 部 。 

// 


(2022 年 2 月 初出 。 ) 


調和 社会 。 調和 集団 。 そ れ ら に お ける 、 調 
和 の 崩壊 。 


// 
А. МАГ. 
内 部 で の 不調 和 の 発生 。 
内 部 で の 調和 の 崩壊 。 


仲違い 。 

У]. 

気 が 合 わな いこ と 。 
価値 観 の 相違 。 
価値 観 の 対立 。 

// 


(2022 年 2 月 初出 。) 


不調 和 者 。 調和 社会 に お ける 、 社 会 へ の 不 
適応 者 。 彼ら の 特徴 。 

И! 

突出 者 调和 万 、 乱 可 者 . 

气体 分 子 。 


精子 。 
男性 。 


男性 優位 な 女性 。 
ЕЕ, 


彼ら の 特徴 。 

// 

有 能 過ぎ る こと 。 

羨望 や 妨 婚 を 、 引 き 起 こす こと 。 
その 存在 が 原因 で 、 周 囲 の 者 の 相対 評価 が 下がる こと 。 


無能 すぎ る こと 。 
和 足 手 まとい に な る こと 
邪魔 に な る こと 。 
その 存在 が 原因 で 、 周 囲 の 者 の 相対 評価 が 下がる こと 。 


茎 得 権益 を 、 持 ち 過 ぎ て いる こと 。 
度 を 過ぎ た 富裕 者 。 

羨望 や 妨 始 を 、 引 き 起 こす こと 。 
その 存在 が 原因 で 、 周 囲 の 者 の 相対 評価 が 下がる こと 。 


既得 権益 が 、 不 足し 過ぎ て いる こと 。 
貧困 者 。 

FECUUICASI LY. 
邪魔 に な る こと 。 

その 存在 が 原因 で 、 周 囲 の 者 の 相対 評価 が 下がる こと 。 


異質 で ある こと 。 
相容れない 思想 や 価値 観 の 所 有 者 。 
相容れない 外見 や 外観 の 所 有 者 。 


危険 で ある こと 。 

コン トロ ー ル が 効か な い 者 。 精 神 疾 患 の 患者 。 
He LADERA. HILT SH. 

ATA MOLAADE DA, 9 SH. 
ABBAS 17 7 ВЕН >. 

反抗 する 者 。 

異議 申し 立て を する 者 。 


調和 を 守る 能力 が 欠如 し て いる こと 。 


紀 と 一 緒 に 、 一 音 行動 や 同調 行動 を し よう と 、 し な いこ と 。 
個人 行動 者 。 


抜け 態 け 行動 者 。 
Ш 


(2022 年 2 月 初出 。 ) 


調和 者 。 調和 社会 に お ける 、 社 会 へ の 適応 
者 。 彼 ら の 特徴 。 


ate. 

女性 優位 な 男性 。 
SEG Lio, AT. 
// 


調和 者 の 特徴 。 

// 

調和 を 好む こと 。 

調和 を 重視 する こと 。 

調和 者 を 、 重 視 す る こと 。 

他 の 調和 者 と 、 仲 良く する こと 。 
他 の 調和 者 と 、 同 調 行動 を する こと 。 


不 调和 者 。 

彼ら の 存在 を 、 不 快 に 、 思 うこ と 。 
彼ら の 存在 を 、 目 障 り に 、 思 うこ と 。 
彼ら を 、 排 除 し た く な る こと 。 

その 首謀 者 。 そ の 友人 た ち 。 そ の 同調 者 。 


その 排除 の 口実 。 
// 


RENTS. ол. 
調和 を 乱す 、 邪 魔 者 。 

不調 和 を 発生 させ る 、 有 害 者 。 
// 

彼ら の 、 意 図 的 な 排除 。 


その こと で 、 定 住 集 団 の 内 部 に お ける 調和 を 、 回 復 し た いこ 
ae 
その タイ ミン グ で 、 彼 自身 が 、 よ り 有 利 に な っ て いる こと 。 
その タイ ミン グ で 、 彼 自身 に つい て の 相対 評価 が 、 よ り 上 位 
に な っ て いる こと 。 

И. 


(2022 年 2 月 初出 。 ) 


調和 社会 に お ける 、 調 和 集 団 。 そ の 特徴 。 


// 
限定 され た メン バー に よっ て 、 構 成 さ れ て いる こと 。 
強固 な 排他 性 が ある こと 。 

同質 者 以外 を 、 排 除 す る こと 。 

メン バー が 、 相 互 に 特別 に 仲 展 し で ある こと 。 

そう し た 、 小 集団 。 

// 


(2022 年 2 月 初出 。) 


調和 社会 。 調和 者 が 引き 起こ す 、 不 調和 。 


それ ら の 発生 の 原因 。 
// 

主導 権 争 い 。 

УМЕ, 


上 位 者 の 地位 を 巡る 和 争い 。 
/ 


(2022 年 2 月 初出 。) 


調和 社会 。 その 生き に くさ の 要因 。 


// 
定住 の 強制 。 

移動 の 不能 性 。 
逃げ 場 が 無い こと 。 

定住 集団 か ら の 脱出 の 不能 性 。 


定住 集団 が 、 生 活 イ ン フ ラ を 、 独 占 し て いる こと 。 
その 結果 。 

定住 集団 か ら 追 放さ れ た 場合 。 
生き て いけ な いこ と 。 死 ぬこ と 。 


排他 性 が ある こと 。 
内 部 に 、 人 和信 れ て も ら え な いこ と 。 


個人 行動 の 不能 性 。 
抜け 駆け の 行動 の 禁止 。 
同調 行動 の 強制 。 


НН BS 4 AUER. 
個人 の プラ イバシー の 確保 の 不能 性 。 


相対 評価 。 そ の 確認 。 

それ ら の 恒常 的 な 発生 。 

それ ら か ら 逃 げ る こと の 不能 性 。 

仲良 し 定住 集団 を 割る こと 。 そ の 行為 の 禁止 。 
機密 性 。 

内 部 告発 の 禁止 。 

// 


(2022 年 2 月 初出 。 ) 


調和 者 。 彼 ら の 行動 原理 。 


/ 
相対 評価 を 上 げ る こと 。 


РВ. УЛ. 

自分 より 、 評 価 が 上 位 の 者 。 有 能 者 。 茎 得 権 益 の 保持 者 。 
彼ら の 相対 評価 を 、 故 意 に 下げ る こと 。 

その こと で 、 自 分 自身 の 相対 評価 を 上 げ る こと 。 


自分 より 、 評 価 が 下位 の 者 。 

彼ら の 相対 評価 が 上 が る こと を 、 防 ぐ こ と 。 

自分 自身 の 相対 評価 を 、 上 位 で 安定 化 さ せる こと 。 
// 


(2022 年 2 月 初出 。 ) 


調和 社会 。 調和 集団 。 調和 を 保つ 、 意 思 決 
定 プ ロ セ ス 。 


// 
利害 関係 者 に 対し て 、 事 前 の 利害 調整 を 、 行 うこ と 。 

利害 関係 者 に 対し て 、 事 前 の 了承 を 、 取 り 付 ける こと 。 
事前 の 了承 を 、 個 別に 取り 付け る こと 。 

事前 の 了承 を 、 秘 密 裏 に 、 非 公開 で 、 取 り 付 ける こと 。 
事前 の 了承 を 、 取 り 付 ける 者 。 限 定 さ れ た 、 一 部 の 関係 者 。 
限定 され た 、 共 通 の 利害 の 保持 者 。 限 定 さ れ た 、 一 定 以 上 の 
上 位 者 。 

事前 の 了承 を 、 取 り 付 けた 、 内 部 関係 者 。 彼 ら を 、 非 公開 の 
合議 の 場 に 、 参 集 さ せる こと 。 

彼ら の 間 で 、 事 前 の 合意 を 、 排 他 的 に 、 秘 密 理 に 、 非 公開 
で 、 満 場 一 致 で 、 行 うこ と 。 

その 事前 の 合意 内 容 や 、 事 前 合意 者 の 情報 を 、 機 密 情報 化す 


る こと 。 そ の 合意 内 容 や 合意 者 の 情報 に つい て 、 漏 洩 が 起き 

ея oes 

事前 合意 に お ける 、 多 数 性 を 、 予 め 、 確 実に 確保 する こと 。 

その 後 。 

о 事前 の 合 ce あたかも 、 そ の 場 で 、 合 議 
意思 決定 が 、 事後 に 、 アル タイ ム で 行わ れ て いる か の 

ae ceca dy 

形式 の み の 、 公 開 討議 の 実施 。 事 前 の せり ぶ ふ 決定 と 、 そ の 場 

で の 、 せ り ふ の 読み 上 げ 。 

少数 の 反対 者 の 意見 の 、 無 視 。 少 数 の 反対 者 の 意見 に 対す 

る 、 自 己 保 身 に 基づく 、 言 い 逃 れ 。 そ れ ら を 、 制 限 時 間 満 了 

や 終了 時 贅 が 来る まで 、 延 々 と 続け る こと 。 そ の 時 間 的 な 引 

き 伸 ば し を 、 行 うこ と 。 

а. 容 の 、 押 し 通し 。 

その こと に よる 、 事 前 の 合意 内 容 の 、 рае 

その こと に さよ る ЛЕНЕ. 思 決 定 プ ロ セ ス か 

ら の 、 RO 

ee 容 に 基づく 、 社 会 銃 制 を 、 反 対 者 を 含む 、 全 上 員 
合意 や 、 全 員 の 調和 に 基づく 内 容 で ある と し て 、 正 当 化す 

oe 

// 


(2022425 Я. ) 


調和 社会 。 調和 集団 。 そ れ ら の 内 部 に お け 
る 、 調 和 の 破壊 。 その 発生 要因 。 


// 
意見 が 割れ る こと 。 集 団 が 割れ る こと 。 集 団 の 一 体 性 が 、 崩 
れる こと 。 

利害 対立 。 

=. 

仲違い 。 喧 嘩 。 

内 部 抗争 。 

派閥 同士 の 争い 。 


ライ バル 。 

それ ら の 発生 。 

その 常態 化 。 

スト レス が 溜まる こと 。 

スト レス の 発散 が 、 恒 常 的 に 、 必 要 に な る こと 。 


賠 威 や ライ バル に つい て の 、 マ イナ ス の 情報 。 

相対 評価 が より 上 位 の ライ バル に つい て の 、 マ イナ ス の 情 
報 。 

相対 評価 が より 下位 の ライ バル に つい て の 、 マ イナ ス の 情 
報 。 

仲 が 悪い 抗争 相手 に つい て の 、 マ イナ ス の 情報 。 

それ ら を 、 発 信 す る こと 。 


周囲 に 対し て 。 

ЕПАЕСИ, 

陰口 を 叩く こと 。 

АЕ ЖЗИ. 

中 傷 す る こと 。 

それ ら を 、 真 接 、 面 と 向かっ て 言う こと 。 そ の こと で 、 発 信 
ЧЕКИ и. ПЖ. 

それ ら を 、 匿 名 で 、 行 うこ と 。 

それ ら を 、 機 密 人 性 を 保っ た 状態 で 、 行 うこ と 。 

個人 が 特定 され る こと を 、 回 避 す る こと 。 

発信 者 に つい て の プラ イバシー の 機密 保持 を 、 念 押し する こ 
と 8 
その こと で 、 彼 自身 は 、 安 全 地 帯 に 、 留 まる こと 。 

上 位 者 に 対す る 、 密 告 を 行う こと 。 

上 位 者 が 、 相 対 評 価 に お ける ライ バル に 不利 益 を 与え る よう 
а 

上 位 者 が 、 抗 争 の 相手 に 不利 益 を 与え る よう に 、 仕 組む こ 

Cis 


表面 上 は 、 相 対 評 価 に お ける ライ バル と 、 仲 良く する こと 。 
表面 上 (未 、 抗 争 相手 、 仲 恨 〈《 TSI. 

その こと で 、 表 面 上 は 、 定 住 集 団 内 部 の 調和 を 、 保 つこ と 。 
// 


(2022 年 2 月 初出 。) 


調和 社会 。 調和 集団 。 そ れ ら の 内 部 に お け 
る 、 嫌 が ら せ の 発生 。 そ の プロ セス 。 


// 
事前 合意 。 事 前 の 了承 。 そ れ を 取り 付け る た め の 、 事 前 の 個 
別 の 相談 。 

彼 を 、 そ の ルー ト か ら 、 秘 密 園 の うち に 、 外 すこ と 。 

彼 に は 、 相 談 を 、 持 ちか け な い こと 。 


彼 を 、 集 団 が 占有 する イン フラ へ の アク セス が 出来 な いよ う 
に する こと 。 


定住 集団 の 内 部 の 調和 を 乱す 、 和 患者 。 
彼 の こと を 。、 ADS: その よう に 。 見 な す よ うに な る こと 。 
その よう に 、 予 め 、 仕 組む こと 。 


定住 集団 に 迷惑 を 掛け る 、 厄 介 者 。 

(NOD BD CDi ооо. 
COE (se PO. НО 。 

// 


(2022 年 2 月 初出 。 ) 


調和 社会 。 調和 集団 。 それら の 内 部 に お け 
る 、 不 調和 状態 の 解決 。 そ の プロ セス 。 


内 部 抗争 。 

調和 を 乱す こと 。 

彼 自身 が 、 そ の 当事者 と な る こと 。 

その こと で 、 周 囲 に 対し て 、 迷 惑 を 掛け る こと 。 


о 
Ate. ВОИ. мен Жи. the, BOX 


es 
ВАН, ВС, we. УУЩЖЕЖ. DECKS 
下す 能力 を 持つ 者 。 


和解 の 実現 。 

相互 の 間 の 、 そ の まま で は 消せ な い 、 不 調和 。 
相互 の 間 の わだかまり 。 相 互 の 間 の し こり 。 
それ ら を 、 水 に 流し て 、 消 減 さ せる こと 。 
内 部 に お ける 、 不 調和 の 初期 化 。 

内 部 に お ける 、 調 和 の 、 再 度 の 回 復 。 


その 結果 。 

仲違い や 、 和 争い が 、 振 り 出 し に 戻る こと 。 

し ば らく は 、 全 員 が 、 仲 展 し と な る こと 。 

し ば らく は 、 集 団 内 部 に お ける 不調 和 が 、 表 面 化 し な いこ 


С 

その 後 。 

新た な 仲違い や 、 新 た な 争い が 、 初 期 状態 で 、 水 面 下 で 、 秘 
密 否 に 、 新 た に 開始 され る こと 。 

// 


(2022 年 2 月 初出 。 ) 


調和 社会 。 調和 集団 。 調和 者 の 、 社 会 行動 
に お ける 、 動 機 。 そ の 内 容 分 類 。 


// 
動機 。 

相手 の 相対 評価 を 下げ る こと 。 

その こと で 、 自 分 自身 の 相対 評価 を 上 げ る こと 。 
その こと で 、 よ り 有 有利 に な る こと 。 

定住 集団 内 部 に お いて 。 

主導 権 を 握る こと 。 


より 上 位 者 に な る こと 。 
最上 位 者 に な る こと 。 

中 心 者 に な る こと 。 

最も 自己 保身 性 を 実現 し や すい 者 に な る こと 。 
最も 自己 中 心性 を 実現 し や すい 者 に な る こと 。 
最も 生き や すい 者 に な る こと 。 
си, вх, ЛЕСИ. 


定住 集団 内 部 に お いて 。 

日 本 社会 に お ける 天皇 と 、 同 等 の 存在 に な る こと 。 
専制 支配 者 に な る こと 。 

FFA WSF BIL ASI e. 

称 筑 の み を 受け る 者 に な る こと 。 

最高 の 相対 評価 を 受け る 者 に な る こと 。 


下位 者 へ の 転落 に 対す る 、 恐 頂 心 。 

上 位 者 に よる 、 虐 待 や 搾取 。 そ の 対象 に な る こと 。 そ の 常態 
化 。 そ の こと に 対す る 、 恐 怖 心 >。 

定住 集 田 ぐる み で の 、 虚 待 や 搾取 。 そ の 対象 に な る こと 。 そ 
の 常態 化 。 そ の こと に 対す る 、 恐 怖 心 。 

定住 集団 か ら 追 放さ れる こと 。 そ の こと に 対す る 、 黄 怖 心 。 


定住 集団 内 部 に お ける 、 下 位 者 へ の 転落 。 そ の こと を 、 民 ル け 
る こと 。 
定住 集団 か ら の 追放 。 そ の こと を 、 習 ける こと 。 


上 位 者 に よる 、 親 し い 下 位 者 へ の 、 助 太刀 。 


上 位 者 へ の 同調 。 上 位 者 へ の 性 度 。 

上 位 者 に と っ て 、 元 か ら 気 に 入ら な い 、 他 の 定住 民 。 

彼 自 身 の ラ イ バ ル を 、 彼 自身 の 上 位 者 に と っ て 、 気 に 入ら な 
い 存 在 へ と 、 変 化 さ せる こと 。 そ の よう に 、 了 予め 仕組 むこ 
と 。 


そう し た 、 士 位 者 に と っ て 気に入ら な い 、 他 の 定住 民 。 
彼 を 、 追 い 落 と すこ と 。 
彼 を 、 い じ め る こと 。 


彼 を 、 心理 的 に 攻撃 する こと 。 彼 の 精神 を 、 潰 すこ と 。 
彼 の 生き や すさ を 、 故 意 に 、 低 下さ せる こと 。 

彼 に 対し て 、 嫌 が ら せ を 行う こと 。 

彼 を 、 イ ン フ ラ へ の アク セス が 出来 な いよ うに する こと 。 
そう し た 行為 。 

それ を 、 彼 を 除い た 残り の 全員 で 、 一 致 団結 し て 、 行 うこ 
Cs 


下位 者 に 対す る 、 専 制 支配 を 、 行 うこ と 。 

Ring > Mus. ARP LIZ SIT. Bud. 
専制 支配 に 対す る 、 内 部 告発 者 。 

彼 を 、 追 い 落 と すこ と 。 

彼 を 、 い じ め る こと 。 

彼 を 、 心理 的 に 攻撃 する こと 。 彼 の 精神 を 、 潰 すこ と 。 
彼 の 生き や すさ を 、 故 意 に 、 低 下さ せる こと 。 

彼 に 対し て 、 嫌 が ら せ を 行う こと 。 

彼 を 、 イ ン フ ラ へ の アク セス が 出来 な いよ うに する こと 。 
そう し た 行為 。 

それ を 、 彼 を 除い た 残り の 全員 で 、 一 致 団結 し て 、 行 うこ 
Ce 

// 


(2022 年 2 月 初出 。) 


調和 と 、 専 制 支 配 や 独裁 。 


調和 社会 や 、 調 和 集 団 に お ける 、 専 制 支配 や 、 独 坊 。 
女性 優位 社会 に お ける 、 専 制 支配 や 、 独 坊 。 
定住 生活 様 式 に お ける 、 専 制 支配 や 、 独 裁 。 


それ ら の 発生 の メカ ニズム 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


女性 優位 社会 の 内 部 。 
女性 専用 社会 の 内 部 。 
女性 の 子宮 の 内 部 。 

卵子 の 内 部 。 

液体 の 内 部 。 

例 。 

ロシア の マト リョ ー シ カ の 人 形 の 内 部 。 


それ ら の 内 部 に お ける 、 一 体 性 や 融合 性 や 調和 の 保持 。 
その こと は 、 そ れ ら に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 も た ら す 。 
それ ら の 内 部 が 、 同 じ 色 へ と 、 一 斉 に 、 例 外 無 く 、 一 気 に 、 
恒常 的 に 、 #529. 

その こと が 、 そ れ ら の 内 部 の 全て の メン バー に 対し て 、 相 互 
に 強制 され る こと 。 


そう し た 、 一 体 性 や 融合 性 や 調和 の 基準 を 、 決 定 す る 者 。 
調和 社会 。 そ の 社会 の 色 を 、 決 定 す る 者 。 

その 人 物 は 、 そ の 社会 に お ける 、 最 上 位 者 で ある 。 

その 人 物 は 、 そ の 社会 に お いて 、 最 上 叙 の 、 有 能 性 か 、 了 既得 
権益 を 、 保 有 し て いる 。 

その 人 物 は 、 女 性 優位 で ある 。 

その 人 物 は 、 表 向き さ は 、 そ の 社会 の 代表 者 の 男性 で ある こと 
が 、 多 い 。 

ビビ が し 

その 人 物 は 、 実 質 的 に は 、 そ の 男性 を 一 心 に 育て 上 げた 、 母 
BL CHD. 


調和 社会 。 

その 社会 は 、 そ の 最上 位 者 の 意向 へ と 、 一 気 に 、 同 じ 色 に 染 
まる 。 

その 社会 は 、 そ の 最上 位 者 の 意向 と 同じ 色 に 、 恒 常 的 に 、 栄 
まり 続け る 。 

その 社会 の メン バー は 、 以 下 の 内 容 を 、 無 和 祭 件 で 、 強 制 さ れ 
る 。 

最上 位 者 の 意向 に 合わ せ て 、 一 色 に 染まる こと 。 


例外 者 の 存在 は 、 一 切 、 許 され な い 。 

異議 申し 立て を 行う 者 は 、 そ の 社会 の 内 部 で 、 そ の 存在 を 、 
強制 的 に 抹消 され る 。 

これ が 、 調 和 社 会 に お ける 、 専 制 支配 や 独裁 の プロ セス で あ 
る 。 


= 
结论 о 


社会 的 な 調和 の 追求 は 、 専 制 支配 を 、 必 然 的 に 、 引 き 起 こ 


す 。 

調和 社会 や 調和 集団 は 、 専 制 支配 を 、 必 然 的 に 、 引 き 起 こ 
す 。 
調和 社会 や 調和 集団 。 そ れ ら に お ける 最上 位 者 は 、 必 然 的 
に 、 専 制 支配 者 や 、 独 裁 者 と な る 。 


(2022 年 3 月 初出 。) 


調和 主義 。 そ れ は 、 女 性 優位 社会 に お け 
る 、 社 会 的 価値 観 の 中 核 で ある 。 


調和 主義 。 

社会 の 内 部 に お ける 、 全 体 的 な 調和 の 実現 を 、 最 優先 に する 
ご と 

そう し た 、 思 想 や イデ オロ ギー。 

それ は 、 女 性 優位 社会 に お ける 社会 的 価値 観 の 、 中 核 で あ 


る 。 
それ は 、 女 性 の 卵子 の 性 質 に 由来 する 。 
それ は 、 液 体 的 で ある 。 


女性 優位 社会 。 定住 生活 様式 の 社会 。 

それ ら の 社会 は 、 今 後 は 、 以 下 の 方 法 で 、 社 会 運営 を 進め て 
行く べき で ある 。 

調和 主義 を 、 社 会 の 前 面 に 、 明 示 的 に 押し 出す こと 。 

それ は 、 彼 ら の 本 質 に 適合 し て いる 。 

それ は 、 彼 ら に と っ て 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


外部 か ら の 借り 物 で な い 、 彼 ら の 社会 の 内 実 を 忠実 に 反映 す 
る 、 本 物 の 思想 。 


女性 優位 社会 に お いて は 、 以 下 の (1) か ら 、 以 下 の (2) 
へ の 移行 が 、 新 た に 必要 で ある 。 

滋 玉 の 男性 優位 社会 の 社会 理 給 を 借用 し て いる 状態 
ИОН ОЕ, 
р 2L— XU 
行 。 


男性 優位 社会 の 欧米 諸国 が 使う 、 民 主 主義 の 概念 。 

それ は 、 欧 米 社 会 に 特 化 し た 内 容 に な っ て いる 。 

それ は 、 そ の まま で は 、 汎 用 性 に 欠け て いる 。 

Aud, HER CS, 出来 の 良い 普遍 的 な 概念 で は 無い 。 
民主 主義 の 内 容 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 へ と 、 も う 少 し 、 改 め ら れる べき で あ 
る 


より 、 汎 用 的 で 普遍 的 な 、 内 容 。 
世界 社会 全体 に と っ て 、 よ り 適 し た 、 内 容 。 


女性 優位 社会 に お いて 、 以 下 の よ うな 仕組 み が 、 実 現す る こ 
Cs 
それ は 、 従 来 の 欧米 の 民主 主義 と 同様 の 、 社 会 的 理想 と な 
る 。 
// 


下位 者 の 意思 が 、 社 会 全体 に 対し て 、 通 りや すい こと 。 
それ を 、 実 現す る 仕組 み 。 
// 


民主 主義 。 
社会 的 下位 者 の 意思 を 、 社 会 全体 に 通り や すく する 、 仕 組 


Fh 
それ は 、 男 性 優位 社会 で も 、 女 性 優位 社会 で も 、 共 通 に 、 成 
立 す る 。 


それ は 、 男 性 優位 社会 で も 、 女 性 優位 社会 で も 、 社 会 が 、 そ 
の メン バー に と っ て 、 よ り 生 き や す く な る 上 で 、 望 まし い 。 
上 位 者 に よる 、 下 位 者 に 対す る 、 虚 待 や 搾取 。 

それ ら は 、 無 くす こと は 出来 な い 。 

し か し 、 そ れ ら の 度合 い は 、 少 し 軽減 で きる 。 

その こと を 実現 する た め の 、 イ デオ ロ ギ ー。 


民主 主義 。 
それ は 、 男 性 優位 社会 と 、 女 性 優位 社会 と で は 、 そ の 実現 形 
態 が 、 大 きく 異な る 。 


男性 優位 社会 の 民主 主義 。 

自由 主義 的 民主 主義 。 

個人 主義 的 民主 主義 。 

上 位 者 に 対す る 、 自 由 で 明示 的 な 、 批 交 や 、 異 識 申 し 立て 。 
それ ら の 、 許 容 。 

社会 に お ける 、 自 由 な 個人 行動 に 基づく 、 以 下 の 内 容 の 、 許 
谷 。 

自由 な 意見 の 主張 。 意 見 の 割れ 。 意 見 の バラ バラ さ 。 
下位 者 が 、 以 下 の 人 物 を 、 選 べ る こと 。 
ЕСИ ><, В+ Ну. 


女性 優位 社会 の 民主 主義 。 

調和 主義 的 民主 主義 。 

全体 主義 的 民主 主義 。 

社会 全体 の 調和 の 形成 に 当たっ て 、 以 下 の 社 会 的 行為 が 、 上 
位 者 に よっ て 、 事 前 に 行わ れる こと 。 

社会 政策 の 決定 に お ける 、 下 位 者 と の 事前 合意 。 

それ ら の 、 確 実 な 形成 。 

上 位 者 に よる 、 下 位 者 と の 間 に お ける 、 事 前 の 、 意 見 の ヒヤ 
У ДЕ 

EBA, FRB ОЖ CAMO RE. ЗЕВС < x 
と 


それ ら が 、 下 位 者 全員 に 対し て 、 行 われ る こと 。 

それ ら は 、 非 公開 の 会 合 で 、 ま と め て 行わ れる こと 。 

その 結果 を 元 に 、 全 上 員 が 合意 出来 る 内 容 の 政策 を 、 調 整 役 の 
上 位 者 が 、 作 成す る こと 。 


その こと で 、 社 会 政策 の 決定 に お いて 、 以 下 の 内 容 t カ が 、 和 実現 
する こと 。 

下位 者 の 意思 が 、 社 会 全体 に 対し て 、 反 映 さ れる こと 。 
意見 の 満場 一 致 が 図ら れる こと 。 


例 。 
日 本 の 伝統 的 な 集落 に お ける 、 集 団 的 な 意思 決定 方 法 。 
根回し 。 談合 。 


社会 主義 。 
社会 的 下位 者 の 生き や すさ を 、 社 会 全体 で 確保 する 仕組 み 。 
それ は 、 社 会 的 な 転落 に 対す る 、 セ ー フ ティ ーネット と し 


て 、 機 能 す る 。 
それ は 、 社 会 的 上 位 者 に と っ て も 、 以 下 の 場合 に は 、 必 要 と 
со. 


彼 自身 が 、 社 会 的 に 、 旗 辺 ま で 転落 し た 場合 。 

それ は 、 調 和 主 義 に お いて は 、 社 会 的 上 位 者 と 社会 的 下位 者 
と の 一 体 性 や 融和 を 、 促 進 す る 。 

それ は 、 調 和 主 義 の 社会 に お いて 、 有 有益 で ある 。 

男性 優位 社会 の 社会 主義 。 

北欧 に お ける 、 社 会 福祉 政策 。 

女性 優位 社会 の 社会 主義 。 

現代 の 中 国 に お ける 、 共 同 富裕 の 政策 。 


(2022 年 3 月 初出 。) 


無機 質 主 義 。 


無機 質 主 義 。 そ の 基本 的 な 考え 方 。 生物 の 
無機 質 的 な 把握 。 


無機 質 主 義 。 
その 基本 的 な 考え 方 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


МИ 
無機 質物 質 を 、 指 向 す る こと 。 

生物 の 無機 質 的 な 把握 を 、 指 向 す る こと 。 
無機 質 的 な 生物 を 、 指 向 す る こと 。 

ИИ 


(1) 

現物 を 、 指 向 す る こと 。 
現実 を 、 指 向 す る こと 。 
本 質 を 、 指 向 す る こと 。 


(2) 

非 人 間 を 、 指 向 す る こと 。 

非 DNA 生 物 を 、 指 向 す る こと 。 
機械 を 、 指 向 す る こと 。 
金属 を 、 指 向 す る こと 。 

無機 質 を 、 指 向 す る こと 。 
物質 を 、 指 向 す る こと 。 

生物 を 、 物 質 と し て 捉え る こと 。 
物質 と し て の 生物 を 、 指 向 す る こと 。 


(3) 
要素 選 元 を 、 指 向 す る こと 。 
無機 質 選 元 を 、 指 向 す る こと 。 


(4) 

УЛИЖ-ЕНЕ-УНУй, НЗ, 
対人 的 な 無 コ ミュ ニケ ーション を 、 指 向 す る こと 。 
音声 対話 の 拒絶 を 、 指 向 す る こと 。 


У ARAROTEES. ЗУ СО. 


(5) 

離散 分 布 を 、 指 向 す る こと 。 
遠隔 作業 推進 を 、 指 向 す る こと 。 
テレ ワー ク 推 進 を 、 指 向 す る こと 。 


相互 に 、 無 限 遅 な 形 で 、 存 在 す る こと 。 
その 実現 を 、 指 向 す る こと 。 

合 隊 を 、 指 向 す る こと 。 

鳥 隊 を 、 指 向 す る こと 。 


(6) 
無機 質 者 を 依頼 する こと 。 
DNA 生 物 を 信頼 し な いこ と 。 


無機 質 者 と の 接触 。 
the, BU. BH. BLEU. 


DNA 生 物 と の 接触 。 
tye. TELA. BRU. "СЖ SI S&C. 


無機 質 の 物質 同士 の 接続 や コミ ュ ニ ケー ショ ン を 、 好 むこ 


(7) 

いい ソー ル 化 」 を 、 指 向 す る こと 。 

私 自身 が 、 私 自身 に と っ て 、 最 良 の ツー ル と な る こと 。 
その 実現 を 、 指 向 す る こと 。 


私 自身 を 含め た 、 生 物 物 質 一 般 。 

それ ら の 生存 水準 の 向上 。 

私 自身 が 、 そ の 実現 の た め に 、 役 立つ こと 。 
その 推進 を 、 指 向 す る こと 。 


(8) 
НЕА Ох НОСУ. 
その こと を 、 指 向 す る こと 。 


(8-1) 
有線 接続 を 、 指 向 す る こと 。 


例 。 
# Alan, 
有線 ヘッ ド ホ ン 。 


有線 電源 ケー ブル 。 


は 、 高速 で 。 つなが る 。 

は 、 確 実に つなが る 。 

は 、 有 能 で あり 、 信 用 で きる 。 
無線 は 、 低 速 で 、 つ な が る 。 

は 、 接 続 が 不安 定 で ある 。 

は 、 無 能 で あり 、 信 用 で き な い 。 


(8-2) 
無機 質 の 物質 を 、 真 接 換 作 する こと 。 
その こと を 、 指 向 す る こと 。 


物理 キー ボー ド を 、 指 向 す る こと 。 

メ プ ドキ ー ボ ポ ボード 。 

их. ЕСИ. 

それ は 、 頼 りな い 。 

物理 マウ ス を 、 指 向 す る こと 。 

タッ チバ パネ ル 。 

それ は 、 お 手付 さば か り 、 引 き 起 こす 。 


それ は 、 和 静止 操作 が 出来 な い 。 
それ は 、 倍 用 で き な い 。 


音声 を 、 以 下 の 内 容 と し て 、 捉 える こと 。 


無機 質物 質 に よる 、 私 自身 へ の デー タタ 伝達 。 
それ を 、 推 進 す る こと 。 


音声 を 、 以 下 の 内 容 と し て 、 捉 える こと 。 
対人 コミ ュ ニ ケー ショ ン の 一 穀 。 
tha. FEAT SI’. 


(10) 
以下 の 内 容 の 実現 を 、 指 向 す る こと 。 


(10-1) 
充電 池 を 、 複 数 所 持 す る こと 。 
UPS を 、 所 持 す る こと 。 


(10-2) 
車 要 デー タ を 、 無 機 質物 質 と し て 、 捉 える こと 。 


車 要 デー タ を 、 以 下 の よ うな 場所 に 、 辻 了 開 に 預け な いこ と 。 
クラ ウド 。 

私 自身 に と っ て 、 手 の 届か な い 他 者 。 
彼ら が 所 有 し 、 管 理 す る 場所 。 


重要 デー タ は 、 物 理 的 に 、 必 ず 私 自身 で 管理 する こと 。 
重要 デー タ を 、 ロ ロー カル に 保存 する こと 。 

重要 デー タ を 、 多 重 地 点 で 、 同 時 に 、 保 存する こと 。 
重要 デー タ を 、 多 重 に バッ クア ッ プ する 形 で 、 保 存する こ 
で 
電源 の バッ クア ッ プ を 、 用 意 す る こと 。 


個人 が 提供 する デー タ を 、 永 年 保存 する こと 。 
その 実現 を 推進 する 団体 。 
彼ら の こと を 、 人 応援 する こと 。 


(10-3) 
分 散 投資 を 、 指 向 す る こと 。 
現物 投資 を 、 指 向 す る こと 。 
貴金属 。 
不動 産 。 


(11) 
現実 を 、 指 向 す る こと 。 


「 物 品 は 、 上 手 く 動作 すれ ば 、 そ れ て で 十分 良い 。」 
その 考え 方 へ の 指向 。 


物品 に 対す る 要求 。 

それ は 、 以 下 の 場 合 、 私 自身 に と っ て 、 最 良 で ある 。 

以下 の 内 容 が 、85 パ ー セ ント 程度 、 実 現さ れ て いる こと 。 
以下 の 内 容 が 、 値 段 の 割 に 、 そ こそ この 程度 で 、 実 現さ れ て 
いる こと 


物品 の 包装 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 を 実現 し た も の が 、 恨 い 。 
И 

最低 限 で ある こと 。 

安価 で ある こと 。 

デザ イン 無し で ある こと 。 
飾り 無し で ある こと 。 

丈夫 で ある こと 。 

И 


物品 は 、 BELT. ЖФК Ем, ФИ, 
бе = 


物品 は 、 ま と も に 動作 し な い 場 合 、 無 価値 で ある 。 

それ は 、 い くら 見 か けが 良く て も 、 無 価値 で て ある 。 

それ は 、 い くら お 金 や 時 間 や 手間 が 掛か っ て いて も 、 無 価値 
で ある 。 


例 。 


Е ОА. 

それ は 、 例 え 、 未 完成 で も 、 不 出来 で も 、 上 上 手 く 動作 すれ 
ば 、 そ れ で 良い 。 

それ は 、 十 分 に 価値 が ある 。 

(12) 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

極限 の 男性 性 の 発現 形態 。 

女性 性 に と っ て の 、 極 限 の 対極 性 の 発現 形態 。 


(初出 2021 年 5 月 。 ) 


意識 物質 。 意 識 の 、 無 機 質 的 な 把握 。 


意識 物質 。 


それ は 、 神 経 系 を 持っ た 、 物 質 で ある 。 
それ は 、DNA 生 物 に 、 限 定 さ れ な い 。 


< 


神経 系 。 
それ は 、DNA 生 物 の ニュ ー ロ ン に 、 限 定 さ れ な い 。 
電気 回 路 を 持つ 物品 。 


電気 谷 号 で 動く 物品 。 
それ ら は 、 全 て 、 神 経 系 と 呼べ る 。 


電気 製品 は 、 電 源 を 和信 れる と 、 神 経 系 を 持っ た 意識 が 宿る 。 
その 点 、 電 気 製品 は 、 意 識 物 質 の 一 種 で て ある 。 


この 観点 か ら 、 以 下 の 内 容 を 探る こと が 、 新 た に 必要 で あ 
る 。 


ill 
意識 物質 問 で の ネッ トワ ー ク 構築 。 


意識 物質 同士 の 接続 。 


意識 物質 に 対し て 、 操 作 を 、 実 行 す る こと 。 
それ に よる 、 以 下 の 実 現 。 

// 

意識 物質 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン 。 

意識 物質 か ら の 反応 を 、 取 得する こと 。 
ИИ 


それ ら を 、 よ りり 望ま し い 形 で 、 実 現す る こと 。 
その た め の 方 法 。 


(初出 2021 年 5 月 。 ) 


生き や すさ の 素 。 生 物 の 機能 
主義 。 生 物 と し て の 社会 。 


本 書 の 執筆 目的 。 


筆者 は 、 以 下 の 内 容 を 、 本 書 執 筆 の 目的 と し て いる 。 様々 な 
分 野 を 横断 する 、 機 能 主 義 の 統一 理論 。 そ の 確立 。 そ の 実 
現 。 

筆者 は 、 そ れ を 、 生 物 の 視点 か ら 構 築 し た 。 


生物 の 分 類 。 


生物 。 そ れ は 、 以 下 の よ うに 分 類 で きる 。 
) 生物 と 似 た 物質 。 例 。 変質 せ ず 長持ち する 、 She. 
) 生物 の 構成 要素 。 例 。 分子 。 有 機 化合 物 。 
) 生物 。 
- 1 ) ウィ ルス 。 А. 
- 2 ) 身体 。 ( 例 。 人 間 個 人 の 身体 。) 
- 3 ) 身体 の 群れ 。 集 団 。 社 会 。 ( 例 。 人 間 の 社会 。) 


(3-4) 集団 や 社会 の 群れ 。 社 会 同士 の 相互 作用 や 連合 。 
( 例 。 人 間 の 国際 連合 。) 


生物 。 そ れ は 、 以 下 の 二 種類 で ある 。 
(А) Biche). inet A. (息子 。 娘 。) 
(В) 文化 的 生物 。 MATA. (製品 。 建築 物 。 機械 。) 


生物 同士 が 作る 社会 その も の も 、 生 物 と し て 捉え られ る 。 
それ ら は 、 以 下 の 用 語 で 統一 的 に 説明 で きる 。 
生物 と し て の 社会 。 


機能 。 


機能 。 生物 の 維持 や 発展 に 必要 な 働き 。 生き や すさ の 素 。 
機能 主義 。 そ れ は 、 機 能 の 観点 か ら 、 生 物 の 生理 や 心理 や 社 
会 を 分 析 す る 。 

機能 主義 の 対象 。 それは 、 全 て の 生物 で ある 。 そ れ は 、 人 間 
に 限定 され な い 。 

機能 主義 の 内 容 。 それは 、 人 間 の み に 限 ら ず 、 生 物 の 全て に 
当て は まる 

機能 主義 者 と し て の 性 格 。 そ れ は 、 人 間 の み に 限 ら ず 、 生 物 
の 全て が 、 持 っ て いる 。 人 間 は 、 生 物 の 一 種 に 過ぎ な い 。 


生き や すさ の 水準 。 


生き や すさ の 水準 。 

その 水準 の 向上 。 そ れ へ の 圧力 。 生 き や す さ 向上 へ の 圧力 。 
それ が 、 出 回 る 機能 の 質 や 量 を 、 生 物 の 社会 に お いて 、 向 上 
させ る 。 

それ が 、 社 会 の 近代 化 を 、 生 物 の 社会 に お いて 、 生 み 出 す 。 
それ が 、 社 会 体制 の 一 新 を 、 生 物 の 社会 に お いて 、 生 み 出 

す 。 


生き や すさ の 水準 。 そ れ が 高い 状態 。 そ れ を 保持 する 社会 。 
それ は 、 以 下 の 性 損 を 持つ 。 


機能 物質 。 


機能 物質 
生物 に と っ て の 、 生 き て いく 上 で 必要 な 物質 
1) BA. ЖК. KE. 
) 情報 。 それは 、 外 部 環境 の 状態 を 示す 。 


機能 の 分 類 。 

機能 の 分 類 。 それは 、 例 えば 以下 の 通り で ある 。 例 。 生 体内 

の 機能 分 化 。 例 。 人 間 社 会 に お ける 産業 の 分 類 。 

機能 は 、 以 下 の よ うに 分 類 で きる 。 

(1-1) 正 の 機能 。 (生物 の 生存 に 役立つ 働き 。) 
(1-2) 逆 の 機能 。 (生物 の 生存 を 旭 か す 働 き 。) 
(2-1) 物理 的 机 能 。 (物体 ・ 物 質 に 組み 込ま れ て いる も 


Pe. } 
(2-2) 生理 的 機能 。 (生物 の 生体 の 活動 維持 に 必要 な も 
D. KE. ) 


(2-3) 心理 的 机 能 (生物 が 、 心 理 的 に 活力 ある 、 元 気 な 
状態 に な る こと 。 そ の 実現 に 必要 な も の 。) 


(a= oe ee 
(3-2) A LORE. 

(3- -1) 加工 品 。 例 。 道具 、 製 品 な ど 。 
(3-2-2) 情報 。 ニュ ー ス 配信 な ど 。 


機能 の 分 類 。 そ を それは 、 以 下 の 例 の 通り で ある 。 


機能 の 分 類 。 

例 。 生物 の 生体 の 各 臓 器 。 そ れ ら が 持つ 機能 。 そ れ は 、 以 下 
の よう に 分 類 さ れる 。 

表 2 


機能 の 分 類 。 
例 。 社会 に お ける 産業 分 類 。 
それ ら は 、 生 体 に お ける 機能 分 類 の 応用 に 当たる 。 


社会 に お いて 、 生 成 さ れ 、 交 換 さ れ 、 消 費 さ れる 、 機 能 
и, 
その 基本 は 、 生 体 同様 で ある 。 BA. Ж. ЖЖ. TAR. 


社会 に お ける 各種 産業 。 そ れ ら は 、 生 体 に お ける 機能 分 類 の 
こと が に て は まる 。 
表 3 


機能 の 分 析 。 


機能 の 分 析 。 製 品 が 持つ 、 生 き や す さ 向上 に 役立つ 機能 。 そ 
の 内 容 。 そ の 分 析 。 


生き や すさ の 視点 か ら の 機能 の 分 析 。 

例 。 録 画 機 。 テ レビ 放送 な どの 映像 や 音声 。 そ れ を 、 外 部 メ 
ディ ア に 録画 する 機能 。 外 部 メデ ィ ア に 録画 され た 映像 や 音 
声 。 そ れ を 再生 する 機能 。 そ うし た 機能 を 備え た 装 四 。 そ れ 
は 、 家 電 製 品 の 代表 的 な 存在 で ある 。 

録画 機 の 機能 。 そ れ は 、 ど の よう に 、 利 用 者 の 生き や すさ 向 
上 に 役立つ か ? 筆者 は 、 そ うし た 視点 か ら そ の 機能 を 分 類 し 
た 。 そ の 結果 は 、 以 下 の よ うに な る 。 

表 _4 


機能 の 交換 。 機能 の 市 場 。 


機能 の 交換 。 生 物 同 士 の 機能 の 融通 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 を も た ら す 。 社会 の 発生 。 分 業 の 発生 。 
貨幣 の 発生 。 生き や すさ の 水準 の 向上 。 貧 富 の 差 の 発生 。 
例 。 動物 の 体内 に お ける 臓器 の 分 化 。 そこ で は 、 赤 血球 が 、 
貨幣 の 役割 を 果たす 。 

例 。 人 間 の 社会 的 分 業 。 そこで は 、 金地 金 が 、 貨 幣 の 役割 を 
果たす 。 


機能 の 市 場 。 機能 の 交換 が 行わ れる 場所 。 

例 。 動 物 の 体内 の 血管 。 そ こ で は 、 和 血液 を 通し て 、 細 胞 間 
で 、 機 能 交 換 が 行わ れる 。 

例 。 商 業 施 設 。 そ こ で は 、 お 人 金 を 通し て 、 人 間 の 間 で 、 機 能 
交換 が 行わ れる 。 


ユー ザビ リティ 。 


ユー ザビ リティ 。 機能 の 取り 出し や すさ 。 
ある 製品 に お いて 、 機 能 が 豊富 な 場合 。 機能 が 取り 出し に く 
いと 、 そ の 製品 は 、 機 能 し な い 。 


社会 の 維持 。 体 制 の 維持 と 転 准 。 


社会 の 維持 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 の た め に 行わ れる 。 
個々 の 生物 が 、 生 存 で きる 状態 。 そ の 維持 。 
生物 は 、 社 会 維持 の た め に 、 体 制 変革 や 体制 の 革命 を 行う 。 
例 。 個人 の 頭脳 の 中 の 神 任 回路 の 書き 換え 。 そ れ に よる 思考 
の 大 幅 な 変化 。 それ に よる 、 新 た な 環境 へ の 適応 。 こ れ は 、 
IA DMBBAIL BITS. (AIDE CHS. 


体制 。 生物 の 間 の 指揮 系 統 。 生 物 の 間 の 優劣 関係 。 生物 の 間 
の 上 下関 係 。 生物 の 間 に お ける 、 支配 と 従属 の 関係 。 
体制 が 、 自 分 の 生物 の 発展 に と っ て 都合 が 良い か 、 悪 いか ? 
それ は 、 以 下 の 質 問 と 同じ で ある 。 体 制 が 、 自 分 に と っ て 機 
能 的 か 、 そ う で な いか ? それは 、 生 物 毎 に 異な る 。 

Ех. НОЕ ки. する と 、 生 物 は 、 互 い に 
蜂起 し て 、 反 乱 を 起こ す 。 

生物 は 、 そ うし て 体制 転 首 を 行う 。 生 物 は 、 そ うし て 、 彼 自 
身 の 生 き や す さ の 水準 を 向上 させ よう と する 。 そ れ は 、 寺 手 
く 行 く こ と も あれ ば 、 失 敗 に 終わ る こと も ある 。 ま た 、 体 制 
が 転 首 し た 後 の 生 活 が 、 体 制 が 転 首 する 前 の 生活 より も 良 
い 、 と は 限ら な い 。 そ れ は 、 歴 史 が 証明 し て いる 。 


体制 転 准 者 。 そ れ は 以下 の 二 種 類 で ある 。 
(1) 下位 者 や 貧者 の 場合 。 
(2) 上 上 位 者 や 富 者 の 場合 。 


支配 者 の 資格 。 いか に 多く の 生物 に 、 生 きる 上 で 有効 な 機能 
を 融通 する こと が で きる か ? それ が 、 生 物 社 会 に お ける 、 体 
制 樹 立 や 体制 傘 持 の 決め 手 で て ある 。 そ れ が 出来 る 指導 者 が 、 
生物 に と っ て 、 真 の 支配 者 と な る 資格 を 持つ 。 


生物 と 、 救 い 。 
生物 の 生活 に お ける 、 昔 酷 な 現実 と 、 救 い 
の 追求 


生物 の 生活 に お ける 、 昔 酷 な 現実 。 


生物 の 生活 に お ける 、 苦 酷 な 現実 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 


生物 が 生き 延び る 上 で の 障害 と な る 事象 。 
// 

そ 札 が 。 大 き 過 ぎる ご こと 。 

それ が 、 多 過ぎ る こと 。 

その 発生 が 、 頻 繁 過 ざる こと 。 

// 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 生 成す る 。 
生存 の し に くさ 。 


生物 に と っ て の 、 生 存 の し に くさ 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 


(1) 

環境 の 厳し さ 。 

それ ら に 対す る 対策 の 立案 と 実行 。 
ЕЕ, <. 


(2) 
環境 の 変動 の 大 き さ 。 
それ ら に 対す る 追随 。 
その 難し さ 。 


环境 。 

それ は 、 以 下 の よ うに 、 分 類 さ れる 。 
(1) 

無生物 の 、 自 然 環境 。 

(2) 

他 の 生物 た ち が も た ら す 、 生 物 環境 。 


生存 の し に くさ 。 


それ は 、 生 物 に と っ て 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 
彼ら の 一 生 に わた っ て 、 絶 え ず 付き まとう 問題 。 
根本 的 な 問題 。 


昔 酷 な 現実 。 
それ ら を 生み 出す 、 根 源 。 


(初出 2021 年 3 月 。 ) 


生物 の 生活 に お ける 、 救 い の 追 求 。 


生物 に と っ て 、 救 い を 得る た め の の 手段 。 
それ ら は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 


(1) 

ABST HAE. 絶対 者 と し て の 生物 。 
大 いな る 生物 。 偉大 な 生物 。 
例 。 神 。 


その よう な 存在 を 、 苦 酷 な 現実 に 耐え か ね て 、 思 わ ず 、 作 り 
出す こと 。 

その よう な 存在 に 対し て 、 心理 的 に 依存 する こと 。 

その よう な 存在 に 対し て 、 救 い を 求め る こと 。 


例 。 

宗教 を 信仰 する こと 。 

そう し た 存在 。 

それ は 、 現 実に は 、 存 在 す る こと が 、 困 難 で ある 。 


そう し た 存在 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


// 
仮想 の 存在 。 


実体 の 無い 存在 。 
// 


// 

そう し た 存在 に 、 頼 る こと 。 

そう し た 存在 に 、 救 い を 求め る こと 。 
// 

そう し た 行為 は 、 結 局 、 意 味 が 無い 。 


(2) 
ИИ! 


K> НВ. 
// 

遺伝 的 子孫 
文化 的 子孫 


彼ら が 、 そ れ ら を 、 何 と か し て 、 後 世に 残す こと 。 
その こと で 、 彼 ら 自 身 が 、 心理 的 に 、 救 済 さ れる こと 。 


それ ら の 行為 は 、 以 下 の 内 容 に 当たる 


(2-1) 

生物 の 本 質 が も た ら す 、 生 物 に と っ て の 、 内 的 な 命 含 。 
それ ら の 命 念 は 、 生 物 に と っ て 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 
// 

それ を 、 回 施す る こと 。 

て れれ EC A 

// 

それ ら の 実現 。 

それ が 、 根 本 的 に 、 不 可能 で ある こと 。 


その 結果 。 

生物 は 、 居 下 の 行 為 を 、 実 行 す る 。 

// 

ENO ORBSAD, ВЕХИ. 
// 


それ は 、 上 具体 的 に は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 


生物 に と っ て の 、 一 番 確 実 な 、 救 い 。 


快楽 。 

ТС. 

KES. 

気晴らし 。 

それ ら に 当たる 、 様 々 な 刺激 。 
それ ら に 当たる 、 様 々 な 体験 。 
それ ら を 、 絶 え ず 、 沢 山 、 得 る こと 。 


その こと で 、 以 下 の よ うな 内 容 を 、 癒 すこ と 。 

// 

彼ら 自身 が 生存 し 続け る 上 に お いて 、 感 じ 続 ける こと 。 
о. 

苦痛 。 

スト レス 。 

// 


し か し 、 そ れ ら の 行為 は 、 結 局 は 、 対 症 療法 に 過ぎ な い 。 
それ ら の 行為 に よっ て 、 以 下 の 内 容 を 、 根 本 的 に 除去 する こ 
Ce 

// 

生存 上 の 困難 。 

生存 上 の 苦痛 。 

それ ら の 根源 。 

それ 自体 。 


// 


その 実現 。 
それ は 、 不 可能 で ある 。 


(3-1) 

快感 。 

EL A. 

пря, BAT. IRU, MEET SIL. 
例 。 

и. 

性 的 刺激 を 得る こと 。 


セッ クス 。 オ ナニ ー。 
それ ら を 、 沢 山 、 実 行 す る こと 。 


(3-1-2) 
美味 し い 食物 や 飲み 物 。 
ИР. РИС. 


(3-1-3) 

Kay RTE ФО. 
hoe, ^Ш. HBT S~I&. 
例 。 

優れ た 美術 品 。 

EAT RE. 

(3-1-4) 


GAL MRR 155 41D ED. 
ТР ж, ЗС. 


例 。 

麻薬 

アル コー ル 。 
(3-2) 


fi. 


それ ら を 、 絶 え ず 、 沢 山 、 体 験 する こと 。 
例 。 

(3224) 

心地 よい 香り 。 
thd ee, оси. 

例 。 

УФЕ, BUGS. 


(320 =D) 
心地 上 必 \ 触 感 。 

心地 よい 温 感 。 
人 

例 。 

温か い 布 団 の 中 に 、 入 る こと 。 


(二 3 
心地 よい 音楽 。 

心地 よい 映像 。 

それ ら を 、 視 聴 す る こと 。 
例 。 

BHU yo aoe TOK Se 


(859.54) 
ВА Лакси. 
例 。 
ペッ ト を 飼育 する こと 。 


(3-3) 
休息 。 
それ ら を 、 絶 え ず 、 沢 山 、 体 験 する こと 。 
例 。 

// 

睡眠 。 

ЖЕН. 

それ ら を 、 十 分 に 取得 する こと 。 
// 


何 も し な いこ と 。 

の ん びり 過ごす こと 。 
無用 な 刺激 を 、 断 つこ と 。 
予定 を 、 人 れ な いこ と 。 


C3 = を 4) 

気晴らし 。 
スト レス の 発散 。 

それ ら を 、 絶 え ず 、 沢 山 、 体 験 する こと 。 
例 。 

ИИ 

浪費 する こと 。 

ギャ ン ブ ル を する こと 。 
旅行 を する こと 。 
過食 する こと 。 
物品 を 壊す こと 。 


// 
絆 者 に 対し て 、 以 下 の 行 為 を 実行 する こと 。 
攻撃 する こと 。 

9 Sok. 

いじ め る こと 。 

И 


(4) 

彼ら 自身 の 生き が い 。 
例 。 

趣味 。 

ライ ワーク 。 
達成 の 対象 。 


彼ら が 、 そ れ ら を 、 見 つけ る こと 。 
彼ら が 、 そ れ ら へ の 、 心理 的 な 没入 を 、 実 行 す る こと 。 


彼ら が 、 そ れ ら に 、 打 ち 込 むこ と 。 
彼ら が 、 そ れ ら に 、 彼 ら 自 身 の 生 涯 を 、 捧 げ る こと 。 


彼ら が 、 そ れ ら の 行為 に よっ て 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こ 
в 

彼ら が 、 以 下 の 内 容 を 、 彼 ら 自 身 の 視 界 か ら 、 消 去 し 、 除 外 
ее. 

// 

彼ら 自身 が 生存 し 続け る 上 で の 、 苦 労 や 苦痛 。 

// 


ee ある 面 で は 、 以 下 の 内 容 に 、 つ な が っ て い 


о 目 を 背け る こと 。 
現実 か ら 、 逃 施す る こと 。 


例 。 

(4-1) 

彼ら 自身 に と っ て の 理想 。 
それ ら の 実現 。 

その た め に 、 追 進 し 続け る こと 。 
例 。 


彼ら 自身 が 、 気 に 入っ た 思想 や イデ オロ ギー。 

彼ら 自身 に と っ て の 、 人 信心 の 対象 。 

その 内 容 を 主張 する こと 。 

その 内 容 を 信仰 する こと 。 

彼ら が 、 そ れ ら を 、 生 涯 に わた っ て 、 継 続 す る こと 。 


(4-2) 

// 

彼ら 自身 に と っ て 、 興 味 あ る 対象 。 

彼ら 自身 に と っ て 、 気 に 入っ た 対象 。 
彼ら 自身 に と っ て 、 も っ と 知り た い 対 象 。 
彼ら 自身 に と っ て 、 も っ と 習得 し た い 対 象 。 
// 

それ ら の 内 実 を 、 探 査 し 続け る こと 。 


例 。 
歴史 の 探索 。 


CHO NARS. 学習 し 続け る こと 。 


例 。 


語学 学習 。 


それ ら と 、 交 流し 続け る こと 。 
例 。 
アイ ドル と 、 ファ ン と の 間 の 、 交流 ミー ティ イィ ング 。 


(5) 

彼ら 自身 に と っ て 、 人 達成 した く な る 対象 。 
それ ら の 達成 の た め に 、 日 々 、 努 力 す る こと 。 
それ ら の 達成 の た め に 、 日 々 、 鍛 錬 す る こと 。 


それ ら の 達成 。 
その こと に よっ て 、 彼 ら 自 身 の 有 能 さ を 、 証 明 す る こと 。 


彼ら 自身 が 、 そ の こと で 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 
// 

生物 の 社会 か ら 、 高 い 評価 を 受け る こと 。 

生物 の 社会 の 内 部 に お いて 、 生 き 廷 び や す く な る こと 。 
// 

その こと は 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 救 い に 当 た る 。 


(5-A) 

彼ら 自身 に と っ て 、 人 達成 し た く な る 対象 。 
例 。 

(She 1) 

彼ら 自身 の 身体 の 健康 。 

thie. MATHHEIF Sox. 

例 。 

長生 きす る こと 。 


彼ら 自身 の 身体 的 能 
それ を 、 向 上 させ る こと 。 
例 。 

スポ ー ツ 。 

ボディ ビル 。 


彼ら 自身 の 身体 の 外観 の 良さ 。 
それ を 、 向 上 させ る こと 。 
例 。 

人 ダイエット 。 


(5-A-2) 
彼ら 自身 の 知 的 能 
それ を 、 向 上 させ る こと 。 


(5 = hao = 4) 
知識 の 獲得 。 

前 例 の 習得 。 

理解 力 の 獲得 。 

記憶 力 の 獲得 。 

高 学 歴 を 獲得 する こと 。 

高い 技術 水準 を 、 獲 得する こと 。 


(EA 
探査 能力 の 獲得 。 
独创 性 CD 多 得 。 


(5-В) 

彼ら 自身 に よる 、 そ うし た 行為 の 持続 。 
その 結果 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


彼ら 自身 の 有 能 
それ を 、 社 会 的 に アピ ー ル する こと 。 
彼ら 自身 ガ が ど 、 そ の こと に 、 成 功 す る こと 。 


彼ら が 、 高 い 社 会 的 業績 を 、 彼 ら 自 身 の 生 涯 に お いて 、 上 げ 
る こと 。 

彼ら 自身 が ど 、 そ の こと で 、 社 会 的 に 、 認 め ら れる こと 。 
彼ら 自身 が 、 そ の こと で 、 社 会 的 に 、 高 い 評価 を 受け る こ 
と 。 


例 。 

(= 

有用 性 の 高い 、 新 た な 発見 や 発明 。 
それ ら に つい て 、 成 功 す る こと 。 


(5-B-2) 
最高 の 完成 度 の 製品 。 


それ ら を 、 作 り 上 げ る こと 。 


(5-C) 
その こと で 、 彼 ら 自 身 が 、 以 下 の 内 容 を 、 獲 得する こと 。 
社会 的 な 、 生 き 廷 び や す さ 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 に 当たる 。 
生物 に と っ て の 、 一 番 確 実 な 、 救 い 。 


その 一 類型 。 
例 。 
(Б-С-1) 


高い 収益 を 、 獲 得する こと 。 
資金 を 、 沢 山 、 儲 ける こと 。 
資源 を 、 沢 山 、 獲 得する こと 。 
富裕 に な る こと 。 

筆 済 的 に 、 楽 に な る こと 。 


Об 25 
高い 社会 的 地位 を 、 獲 得する こと 。 
その 結果 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 


以下 の 行為 を 実行 する こと 。 

それ が 、 容 易 に な る こと 。 

周囲 の 下位 者 に 対し て 、 以 下 の 行 為 を 実行 する こと 。 
彼ら 自身 に と っ て 都合 の 良い 、 命 今 。 

それ ら を 、 下 すこ と 。 


その 結果 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 
彼ら 自身 に と っ て 則 威 に 当たる 存在 。 


それ ら を 、 全 て 、 社 会 的 に 排除 する こと 。 
その こと で 、 彼 ら 自 身 の 生 き や す さ を 、 更 に 向上 させ る こ 
E's 


(52:0 =-3) 
高い 社会 的 名 声 を 、 獲 得する こと 。 
その 結果 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 


(5-20 = a) 
1% > НОЕ. 

それ ら が 、 以 下 の よ うな 形 で 、 後 世に 残り や すく な る こと 。 
それ ら は 、 よ り 有 能 に な る 。 

それ ら は 、 社 会 的 に 、 よ り 円 滑 な 形 で 、 扱 われ る 。 

それ ら は 、 社 会 的 に 、 よ り 優 遇 され る 。 


彼ら 自身 に と っ て の 、 結 婚 相 手 。 

// 

その 相手 が 、 よ り 有 能 に な る こと 。 
НЕ КУ Е®СЖЬСУ. 

その 相手 が 、 社 会 的 に 、 よ り 上 位 に な る こと 。 
// 


上 記 の よう な 結婚 相手 。 

彼ら 自身 が 、 そ うし た 相手 を 、 よ り 容 易 に 、 よ り 簡 単に 、 選 
び や す < な る ご と 。 

例 。 

彼ら 自身 が 、 以 下 の 相 手 と 、 結 婚 出 来る こと 。 

// 


名 門出 身 の 相手 。 

高 学 歴 の 相手 。 

// 

その 結果 。 

K> НОЕ. 


それ ら が 、 以 下 の よ うな 内 容 に な る こと 。 
// 

それ ら は 、 よ り 有 能 に な る 。 
т. EY BALLS. 


それ ら は 、 和 社会 的 に 、 よ り 優 遇 され る 。 
/ 


> BSD cH th. 
それ ら は 、 後 世に 、 よ り 残 りや すく な る 。 
その こと は 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 救 い に 当 た る 


(5-C-3-2) 
彼ら 自身 の 文化 的 子孫 。 
それ ら が 、 以 下 の よ うな 形 で 、 後 世に 残り や すく な る こと 。 
それ ら は 、 よ り 有 能 に な る 。 

それ ら は 、 社 会 的 に 、 よ り 円 滑 な 形 で 、 扱 われ る 。 


それ ら は 、 社 会 的 に 、 よ り 優 時 され る 。 

// 

彼ら 自身 の 製品 。 

それ ら の 流通 。 

それ ら の 保存 。 

// 

上 記 の 内 容 を 促進 する 行為 。 

それ が 、 社 会 的 に 優先 され や すく な る こと 。 
例 。 

彼ら 自身 の 作品 が 、 国 宝 に 指定 され る こと 。 


その 結果 。 

彼ら 自身 の 文化 的 子 擬 。 

それ ら が 、 以 下 の よ うな 内 容 に な る こと 。 

// 

それ ら の 知名 度 は 、 よ り 向 上 する 。 

それ ら に つい て の 評価 は 、 よ り 向 上 する 。 
そう し た 高 評価 は 、 社 会 的 に 、 よ り 定 着 す る 。 
それ ら は 、 新 た に 、 責 重 品 と し て 、 扱 われ る 。 
それ ら は 、 よ り 大 切 に 、 よ り 丁 重 に 、 扱 われ る 。 
それ ら は 、 社 会 的 に 、 よ り 優 時 され る 。 

// 


K> НОУТ. 
それ ら は 、 後 世に 、 よ り 残 りや すく な る 。 
その こと は 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 救 い に 当 た る 


(6) 

// 

彼ら 自身 に と っ て の 、 有 益 な 援助 者 。 
彼ら 自身 に と っ て の 、 有 力 な 支持 者 。 
彼ら 自身 に と っ て の 、 有 能 な 味方 。 
そう し た 存在 と 、 交 流し 続け る こと 。 
その こと で 、 以 下 の 内 容 を 、 得 る こと 。 
// 

AYE LOMA. 

生活 上 の アド バイ ス 。 

// 


その こと で 、 彼 ら が 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 
// 

彼ら 自身 が 生存 し 続け る 上 で の 障害 。 
それ ら を 、 何 と か 乗り 越え る こと 。 
その 実現 に 、 成 功 す る こと 。 

// 

例 。 

友だち 。 

仲間 。 


彼ら 自身 が 所 属す る 、 仲 展 し 定住 集団 。 
その メン バー 同士 。 

例 。 

血縁 定住 集団 の 場合 。 

家族 。 


それ ら の 行為 は 、 以 下 の 内 容 を 、 除 去 し や すく する 。 
生物 に と っ て の 、 生 存 上 の 、 困 難 や 苦痛 。 
それ ら の 行為 は 、 以 下 の 内 容 に 当たる 。 


// 
生物 に と っ て の 、 よ り 確 実 な 、 救 い 。 


その 一 類型 。 
// 


(7) 

彼ら 自身 が 生存 し 続け る 上 で の 、 様 々 な 障害 。 

それ ら の 除去 を 、 彼 ら 自 身 が 、 自 力 で 、 試 みる こと 。 

その こと に 、 彼 ら 自 身 が 、 少 し だ け 、 何 と か 成功 する こと 。 
彼ら が 、 そ うし た 成功 を 、 毎 回 、 少 し ずつ 、 蓄 積 す る こと 。 
それ ら に つい て の 有益 な 知見 。 

彼ら が 、 そ れ ら の 内 容 を 、 後 世に 存続 する 形 で 、 記 録 す る こ 
と 。 
彼ら が 、 そ れ ら の 内 容 を 、 彼 ら の 間 で 、 公 開 形 式 で て 、 広 く 、 
大 規模 に 、 共 有する こと 。 


それ ら の 行為 は 、 以 下 の 内 容 を 、 確 実に 、 除 去 す る こと が で 
きる 。 

/ 

生物 に と っ て の 、 生 存 上 の 、 困 難 や 苦痛 。 

/ 


それ ら の 行為 は 、 以 下 の 内 容 に 当たる 。 
生物 に と っ て の 、 一 番 確 実 な 、 救 い 。 


(7-1) 

救命 の 活動 や 運動 。 

それ ら に 、 参 加 す る こと 。 

それ ら を 、 和 実践 する こと 。 

それ ら を 、 主 導 す る こと 。 

その こと で 、 彼 ら が 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 

// 

彼ら 自身 が 、 以 前 に 比べ て 、 少 し だ け 、 助 か りや すく な る こ 
Cie 
// 


例 。 
医療 。 


а 

社会 改良 の 活動 や 運動 。 

それ ら に 、 参 加 す る こと 。 

それ ら を 、 和 実践 する こと 。 

それ ら を 、 主 導 す る こと 。 

その こと で 、 彼 ら が 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 

// 

彼ら 自身 が 、 以 前 に 比べ て 、 少 し だ け 、 生 き や す く な る こ 
ео 

// 


例 。 
社会 福祉 。 
(7-3) 


真実 。 リア ル な 現実 。 

それ ら の 内 実 を 、 追 求 し 続け る こと 。 

それ ら に 、 成 功 す る こと 。 

その こと で 、 彼 ら が 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 
// 

彼ら 自身 が 、 生 存 し 続け る 上 で 、 真 に 有益 な 情報 。 
それ ら を 共有 可能 に する 機会 。 

それ ら を 、 少 し だ け 、 増 や すこ と 。 

// 


例 。 
ジャ ー ナ リズ ム 。 


(7-4) 

ЖЗ, 

その 内 実 の 解明 。 

それ ら を 、 試 行 す る こと 。 

それ ら に 、 成 功 す る こと 。 

その こと で 、 彼 ら が 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 


// 
彼ら 自身 が 、 生 存 可能 な ЗА, 
それ ら を 、 少 し だ け 、 拡 大 する こと 。 
// 


#1. 
宇宙 科学 。 脳 神経 科学 。 


(初出 2021 年 3 月 。 ) 


生物 に と っ て の 救い 。 そ の 、 内 容 面 に お ける 限界 。 


生物 に と っ て 、 救 い を も た ら す 存在 。 
それ ら は 、 今 の と ころ 、 生 物 に よっ て は 、 上 記 の 他 に は 、 何 
も 考え 出さ れ て いな い 。 


彼ら 自身 が 考え 出し た 、 彼 ら 自 身 に 救い を も た ら す 存在 。 
それ ら は 、 以 下 の 特徴 を 持つ 。 


それ ら の 、 内 容 面 で の 、 乏 し さや 、 貧 困る さ 。 
それ ら の 、 内 容 面 で の 、 役 に 立た な い 度 合い の 高 さ 。 


それ は 、 生 物 が 持つ 、 能 力 的 な 限界 で あぁ る 。 
それ は 、 結 局 、 以 下 の 内 容 の 現れ で ある 。 
// 


厳し い 環 境 下 に お ける 、 生 物 の 存在 の 短小 性 。 
// 


(初出 2021 年 3 月 。 ) 
救い と 、 良 心 。 


救い と 良心 と の 間 に は 、 根 本 的 な 関連 が 、 存 在 す る 。 
(А) 


良心 的 行為 。 そ の 分 類 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 


(Sh 
他 の 生物 を 、 よ り 生 存 し や すく する 行為 。 
それ を 実行 する こと 。 


= 
他 の 生物 を 、 よ り 生 存 し や すく する アイ デア 。 
それ を 思 宗 する こと 。 


(1-3) 

他 の 生物 が 、 よ り 生 存 し や すく な る こと 。 
その こと の 実現 。 

それ を 祈願 する こと 。 


(2) 
/ 
救助 。 
援助 。 
扶助 。 
/ 


困難 な 状況 に 四 か れ て いる 他 の 生物 。 
それ ら を 、 助 ける こと 。 

その た め に 、 以 下 の 行 為 を 実行 する こと 。 
困難 な 現状 。 

それ を 打破 する こと 。 


(В) 

// 

良心 的 行為 。 

それ に 対す る 、 た だ 乗り 。 
それ に 対す る 、 控 取 。 

// 

それ ら の 防止 。 

ある 生物 に お ける 良心 。 


それ は 、 他 の 生物 に と っ て 、 控 取 の 対象 と な る 。 
その こと の 発生 。 

それ は 、 生 物 の 本 質 に 基づい て いる 。 

それ は 、 上 具体 的 に は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 
// 


彼ら 自身 の 生存 し や すさ 。 

その 向上 。 

それ を 、 最 優先 する こと 。 

その た め に 、 他 者 を 、 そ の 実現 の た め の 道 具 と し て 、 利 用 す 
る こと 。 

// 


その こと の 発生 。 
それ は 、 防 止 で き な い 。 


こう し た 場合 。 
その まま で は 、 以 下 の 状 況 が 、 発 生 す る 。 
// 


良心 的 行為 を 行う 生物 。 

その 存在 。 

それ が 、 社 会 的 に 消滅 する こと 。 

// 

оси. MALIA. 

その こと は 、 以 下 の 状 況 を 、 生 み 出 す 。 
// 

社会 に お ける 、 生 物 の 生存 し に くさ 。 


reqs. より 本 る 区 て し じ ま う こと 
// 


その こと へ の 防止 策 。 
ある 生物 に よる 良心 的 行為 。 
それ に 対し て 、 常 に 、 そ れ な り の 社会 的 対価 が 、 支 払わ れる 


それ が 、 常 に 、 社 会 的 に 、 報 われ る こと 。 
それ が 、 常 に 、 社 会 的 に 、 補 償 さ れる こと 。 
それ ら の 実現 。 


その こと は 、 以 下 の 内 容 を 実現 する た め に 、 必 須 で ある 。 


/ 
生物 た ち が 、 よ り 生 き 延 び や す く な る こと 。 
/ 


その こと は 、 生 物 の 本 質 に 、 と て も 適っ て いる 。 
その こと は 、 結 果 的 に 、 居 下 の 内 容 を 、 実 現す る 。 
// 

生物 に と っ て の 救い 。 

その 実現 の 水準 。 

それ を 、 社 会 的 に 、 向 上 させ る こと 。 

// 

例 。 

有 能 な 医者 。 

彼ら は 、 人 間 の 命 を 、 根 本 的 に 、 救 助 す る 。 
その こと へ の 社会 的 な 報酬 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 

彼ら が 、 高 給 取 り で ある こと 。 

彼ら が 、 社 会 的 に 、 高 い 評価 を 獲得 する こと 。 
彼ら が 、 社 会 的 に 、 高 い 地 位 を 、 獲 得する こと 。 


(初出 2021 年 3 月 。 ) 


社会 的 な 不良 者 。 真 の 不良 
者 。 両 者 の 違い 。 


社会 的 な 良い 者 。 社 会 的 な 不良 者 。 その 定義 。 


社会 規範 や 、 社 会 の 価値 観 。 
社会 の 支配 者 と 支配 層 。 


(1) 社会 的 な 良い 者 。 


上 記 に 対し て 、 従 順 で ある 者 。 
(2) 社会 的 な 不良 者 。 
上 記 に 対し て 、 従 順 で 無く 、 反 抗 す る 者 。 


ある 人 物 の 社会 的 な 良し 悪し を 決め る 存在 。 

(1) ) それ は 、 社 会 規範 や 社会 の 価値 観 と 、 そ の 保持 者 で あ 
る 。 
(2) それ は 、 社 会 の 支配 者 や 支配 層 で ある 。 


社会 に お いて 、 不 良 な 存在 ・。 そ れ は 、 以 下 の 通 り で ある 。 
(1) 社会 規範 や 社会 の 価値 観 に 対し て 反抗 する 存在 。 
(2) 社会 の 支配 者 や 支配 層 に 対し て 反抗 する 存在 。 社 会 体 
制 の 打倒 を 図る 存在 。 


(初出 2021 年 1 月 ) 
社会 的 不良 行為 。 そ の 実行 者 と し て の 不良 者 。 


社会 的 不良 行為 。 そ の 実行 者 と し て の 不良 者 。 
それ ら は 、 以 下 の よ うに 分 析 可 能 で ある 。 


(1) 
その 社会 の 価値 観 か ら 自 由 に な る こと 。 そ れ を 実現 する 者 。 
それ を 試行 する 者 。 
その 社会 の 価値 観 か ら 独 立 し て 、 別 の 価値 観 で 動く こと 。 そ 
れ を 実現 する 者 。 そ れ を 試行 する 者 。 


例 。 

移動 生活 様式 中 心 社会 。 男 性 優位 社会 。 男 性 的 社会 規範 や 価 
値 観 。 そ れ へ の 反抗 者 か 非 同 調 者 。 そ の 社会 に お いて 、 女 性 
優位 の 価値 観 で 動 こ うと する 者 。 

定住 生活 様式 中 心 社会 。 女 性 優位 社会 。 女 性 的 社会 規範 や 価 
値 観 。 そ れ へ の 反抗 者 か 非 同 調 者 。 そ の 社会 に お いて 、 男 性 
優位 の 価値 観 で 動 こ うと する 者 。 


(2) 


その 社会 の 支配 体制 。 そ の 社会 の 権力 者 や 権力 層 。 そ の 社会 
の 支配 者 や 支配 層 。 そ れ へ の 反抗 者 。 そ の 社会 の 支配 体制 か 
ら の 独立 を 試行 する 者 。 そ うし た 独立 領域 の 構築 者 。 そ うし 
た 独立 領域 の 内 部 限定 の 支配 者 。 そ うし た 構築 行為 や 支配 行 
為 の 試行 者 。 


例 。 
治外法権 の 独立 王国 。 自 治 領 。 そ の 構築 者 。 そ の 構築 を 試行 
する 者 。 そ の 内 部 限定 の 支配 者 。 


(初出 2021 年 1 月 ) 


社会 的 不良 行為 。 性 差 が も た ら す 問題 。 


移動 生活 様式 者 の 社会 。 それは 、 男 性 優位 社会 に な る 。 そ れ 
ら の 社会 に お ける 女性 。 彼 女 は 、 社 会 的 に 、 劣 位 者 や 不適 合 
者 や 無能 者 に な る 。 

定住 生活 様式 者 の 社会 。 そ れ は 、 女 性 優位 社会 に な る 。 そ れ 
ら の 社会 に お ける 男性 。 彼 は 、 社 会 的 に 、 劣 位 者 や 不適 合 者 
や 無能 者 に な る 。 

彼ら は 、 彼 ら 自 身 の 意 図 に 反し て 、 生 まれ な が ら に し て 社会 
的 な 不良 者 に な る こと を 強制 され る 。 

彼ら は 、 生 まれ た まま の 状態 で は 、 周 囲 の 、 社 会 に 適合 的 な 
性 の 持ち 主 に 対し て 、 攻 撃 的 な 迷惑 行動 を 実行 する 。 

そこ で 、 社 会 に 適合 的 な 性 の 持ち 主 は 、 そ うし た 社会 に 不適 
合 な 性 の 持ち 主 に 対し て 、 そ の 誕生 貴 後 か ら 真 ち に 矯正 教育 
を 施し 、 社 会 的 な 無力 化 を 強制 的 に 徹 度 し て 行う 。 
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社会 的 な 不良 者 。 その 分 類 。 


社会 的 な 不良 者 。 その 分 類 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


(А) 
意図 的 な 強がり を 行う 者 。 


(Reale) 
意図 的 な 強がり を 行う 不良 者 。 その 意図 。 


社会 に 対し て 反抗 し て 、 以 下 の 内 容 を 誇示 する こと 。 
「 私 は 、 社 会 と いう 強大 な 存在 に 対し て 反抗 で きる だ け の 力 
や 意思 の 強 さ を 所 持 し て いる 。」 


そう する こと で 、 彼 ら 自 身 が 所 持 す る 物理 的 な 強 さ や 、 意 志 
の 強 さ の 許 示 を 行う こと 。 彼 ら 自 身 の 強 さ の 総合 的 な 誇示 を 
行う こと 。 強 が る こと 。 容 っ 張る こと 。 


(A=2) 
意図 的 な 強がり を 行う 不良 者 。 彼 ら が 実践 する 反抗 の タイ 
ブ 。 


(A927 

物理 的 な 反抗 。 

その 社会 の 支配 者 や 支配 層 に 対し て 、 物 理 的 攻撃 を 行う こ 
Хх. НИС. ФФУ СХ. Я 
体 的 な 身体 を 利用 する こと 。 そ の 目標 達成 の た め に 、 武 疾 や 
肉体 的 な 身体 を 強化 し 、 鍛 える こと を 目指 すこ と 。 


(A 一 2 - 2) 
意志 的 な 反抗 。 

その 社会 の 社会 規範 や 価値 観 。 そ の 社会 の 支配 者 や 支配 層 に 
と っ て 都合 良く 構築 され て いる 法 念 。 そ れ ら を 、 彼 ら 自 身 の 
意志 の 強 さ に よっ て 、 敢 えて 破る こと 。 敢 えて 違法 行為 を 行 
うこ と 。 そ の 目標 達成 の た め に 、 意 思 の 強 さ を 強化 し 、 鍛 え 
る こと を 目指 すこ と 。 


(А-З) 
意図 的 な 強がり を 行う 不良 者 。 その 例 。 


社会 を 支配 する 国家 権力 や 警察 へ の 反抗 者 や 対立 者 。 
反 社 会 的 勢力 の 構成 メン バー。 苗 力 団 。 箇 走 族 。 ギ ャ ング 。 
ВА. 


(В) 
彼ら 自身 の 意図 に 反し て 、 社 会 の 決ま り を 破る 者 。 


(B-1) 
意図 せ ず 不良 に な る 者 。 そ の 意図 。 


精神 面 や 身体 面 に お いて 、 障 害 や 偽り や 能力 不足 を 、 予 め 所 
持 し て いる こと 。 そ れ ら が 原因 と な っ て 、 ど ん な に 努力 し て 
も 、 能 力 面 で 、 社 会 の 決ま り を 守れ な いこ と 。 そ の 結果 、 彼 
ら 自 身 で は 意図 し て いな い の に 、 結 果 的 に 、 社 会 に 対し て 反 
抗 す る こと 。 


(B-2) 
意図 せ ず 不良 に な る 者 。 彼 ら が 実践 する 反抗 の タイ プ 。 


(B—2-1) 
物理 的 な 反抗 。 

その 社会 の 人 々 に 対し て 、 意 図 せ ず に 物理 的 攻撃 を 行う こ 
と 。 物 理 的 に 暴力 を 振る うこ と 。 そ の 手段 と し て 、 武 器 や 肉 
体 的 な 身体 を 、 無 意識 の うち に 利用 する こと 。 


(B 一 2 - 2) 
意志 的 な 反抗 。 

その 社会 の 社会 規範 や 価値 観 。 そ の 社会 の 決ま り 事 。 そ れ ら 
を 、 彼 ら 自 身 の 意 志 の 強 さ に よっ て 、 意 図 せ ず に 無意識 の う 
ち に 破る こと 。 意 図 せ ず に 人 赴 法 行為 を 行う こと 。 


(B-3) 
意図 せ ず 不良 に な る 者 。 そ の 例 。 


(В-3—1) 
精神 障害 者 。 


銃 合 失調 症 の 患者 。 

意図 せ ず に 陽性 症状 に な っ て 、 和 幻聴 や 妄想 に 精神 的 に 支配 さ 
れ 、 そ の 内 容 に 盲 従 し て 、 周 囲 に 対し て 攻撃 的 な 迷惑 行動 
を 、 強 引 に 実行 する 者 。 


双極 性 障害 の 患者 。 
意図 せ ず に 貴 状 態 に な る こと で 、 周 囲 に 対し て 、 精 神 的 に 過 
度 に 高ぶっ た 迷惑 行動 を 、 強 引 に 実行 する 者 。 


発達 障害 者 。 
意図 し な い 多 動 の 症状 に よっ て 、 周 囲 に 対し て 攻撃 的 な 迷惑 
行動 を 、 強 引 に 実行 する 者 。 


(B-3-2) 

認知 症 の 高齢 者 。 

認知 症 に 基づく 妄想 や 痴呆 に よっ て 、 周 囲 に 対し て 攻撃 的 な 
ЕТ А 419 ре. 


(В-3—3) 
帰国 子女 。 


異 文 化 の 下 で 育っ た 後に 、 そ の まま 自国 に 帰国 し た 者 。 
彼ら は 、 異 文化 を 既に 強固 に 身 に 付け て いる 。 

彼ら は 、 そ の 異 文化 に 従っ て 行動 する 。 

彼ら は 、 結 果 的 に 、 周 囲 の 自国 の 人 々 に 対し て 、 攻 撃 的 な 迷 
惑 行動 を 実行 する 。 

男性 優位 社会 出身 の 帰国 子女 。 彼ら は 、 女 性 優位 社会 の 集団 
内 部 に お いて 、 気 配り や 尾 度 を せ ず に 、 周 囲 に 対し て 個性 的 
な 主張 や 批 交 を 行う こと で 、 そ の 場 の 調和 を 破る 。 


(B-3-4) 
無能 な 者 。 不 注意 な 者 。 


女性 優位 社会 の 学校 に お いて 、 運 動 会 の 団体 競技 の 最 中 に 、 
個人 的 な 運動 能力 不足 に よっ て 、 そ の 団体 の 競技 得点 や 競技 
順位 を 大 幅 に 低下 させ 、 団 体 の 足 を 引っ 張っ た と し て 庶 め ら 
れる 、 団 体 メ ン バ ー。 

女性 優位 社会 に お いて 、 地 域 住 民 総 出 に よる 感染 症 拡大 へ の 


警戒 の 最 中 に 、 不 注意 な 個人 行動 に よっ て 、 そ の 感染 症 に 快 
患 し 、 周 囲 の 地域 住民 に 対し て 余計 な 不安 を 与え る と し て 、 
周囲 の 地域 住民 に よっ て 、 長 年 住み 慣れ た 自宅 を 追い 出さ れ 
る 者 。 
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社会 的 な 良い 者 。 社 会 的 な 不良 者 。 その 二 次 元 分 類 。 


社会 的 な 良い 者 。 社 会 的 な 不良 者 。 そ の 二 次 元 分 類 は 、 以 下 
の 通り で ある 。 


(1) 

完全 な 良い 者 。 

その 社会 の 支配 者 や 支配 層 。 そ の 社会 の 社会 規範 や 価値 観 。 
その 双方 に 対し て 従順 な 者 。 

例 。 女性 優位 社会 の 国策 を 主導 する 高 叙 官僚 。 


(2) 

完全 な 不良 者 。 

その 社会 の 支配 者 や 支配 層 。 そ の 社会 の 社会 規範 や 価値 観 。 

その 双方 に 対し て 反抗 する 者 。 
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(3) 
不 完全 な 不良 者 。 部 分 的 な 不良 者 。 良 い 者 と 不良 者 の 兼務 
者 。 


(Sa) 

その 社会 の 現在 の 支配 者 や 支配 層 に は 従順 で ある が 、 そ の 社 
会 の 社会 規範 や 価値 観 に は 反抗 する 者 。 

fil), 女性 優位 社会 に お いて 、 そ の 社会 の 代表 者 に 対し て 交 意 


と 恭順 の 意 を 示し つつ 、 和 男性 優位 の 民主 主義 の 価値 観 を 強引 
に 主張 し 続け る 、 男 性 優位 社会 出身 の 外国 人 。 


(3-2) 

その 社会 の 現在 の 支配 者 や 支配 層 に は 反抗 する が 、 そ の 社会 
の 社会 規範 や 価値 観 に は 従順 な 者 。 

例 。 女性 優位 社会 の 伝統 的 な 価値 観 を 大 っ ぴら に 支持 し つ 

つ 、 示 威 的 行為 の 一 環 と し て 、 国 家 権力 と し て の 警察 へ の 反 
逆行 動 を 、 表 向き 繰り 返す 、 女 性 優位 社会 に お ける 虹 力 団 の 
メン バー。 彼 ら は 、 和 警察 と 同様 の 体質 を 持ち 、 和 警察 と 内 通す 
る 。 

例 。 女性 優位 社会 の 伝統 的 な 価値 観 を 内 包 し つつ 、 反 体制 を 
スロ ー ガ ン に し て 、 国 家 権 力 や 和 警察 へ の 反逆 行動 を 線 り 返 

す 、 女 性 優位 社会 に お ける 極左 の メン バー。 
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真 の 良い 者 。 真 の 不良 者 。 


真 の 良い 行為 。 真 の 不良 行為 。 
それ ら は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


( 工 ) 
真 の 良い 行為 。 
人 間 一 般 を 生存 し や すく する 行為 。 人 間 の 子 捧 を 、 将 来 に わ 
た っ て 残存 し や すく する 行為 。 人 間 の 生活 を 改善 する 行為 。 
(2) 
真 の 不良 行為 。 
人 間 一 般 を 生存 し に くく する 行為 。 人 間 の 子 換 を 、 将 来 に わ 
た っ て 残存 し に くく する 行為 。 人 間 の 生活 を 改悪 する 行為 。 


上 記 の 内 容 に 関し て 、 以 下 の 言 説 が 成立 する 。 


(1) 


真 の 良い 者 。 そ れ は 、 真 の 良い 行為 の 実践 者 で ある 。 
(2) 
真 の 不良 者 。 それ は 、 真 の 不良 行為 の 実践 者 で ある 。 


上 記 の 内 容 に 関し て 、 以 下 の 言 説 が 成立 する 。 


(1) 

あぁ る 側面 に お ける 真 の 良い 者 は 、 別 の 側面 で は 、 往 々 に し 

て 、 上 真 の 不良 者 に な っ て いる 。 

邊 粋 な 真 の 良い 者 を 探し 出す こと は 、 人 間 社 会 で は 、 か な り 
BELLY. 

Gl, mazaM!) ФЕ, AZNREMINC. «ФИ, 
真 の 良い 者 で ある 。 し か し 、 そ の 医者 は 、 彼 自身 の 金儲け を 
最 優 移し て 、 人 々 を 経済 的 に 搾取 する 。 彼 は 、 そ の 面 で は 、 
真 の 不良 者 で ある 。 


(2) 

社会 の 一 部 分 に と っ て の 上 真 の 良い 者 は 、 社 会 の 他 の 部 分 に 

と っ て は 、 往 々 に し て 上 真 の 不良 者 で ある 。 

例 。 富裕 層 向 け の 政策 を 行う 政治 家 は 、 富 裕 層 の 人 々 に と っ 
て は 真 の 良い 者 だ が 、 貧 困 層 の 人 々 に と っ て は 、 真 の 不良 者 
で ある 。 

$l. 貧困 層 向 け の 政策 を 行う 政治 家 は 、 貧 困 層 の 人 々 に と っ 
て は 真 の 良い 者 だ が 、 富 裕 層 の 人 々 に と っ て は 、 上 真 の 不良 者 
で ある 。 


(3-1) 

社会 的 な 良い 者 が 、 真 の 良い 者 で ある と は 、 必 ず し も 言え な 
い 。 

社会 的 な 良い 者 は 、 往 々 に し て 、 上 真 の 不良 者 で ある 。 

例 。 女 性 優位 社会 に お いて 、 社 会 や 集団 の 調和 を 重視 する 伝 
銃 的 な 社会 的 価値 観 を 順守 する 模範 的 な 人 々 は 、 社 会 的 な 良 
い 者 に 設 当 する 。 し か し 、 彼 ら は 、 社 会 内 部 で 調和 を 乱す 障 
害 者 や 異質 者 や 遅滞 者 を 、 集 団 で いじ め て 自殺 に 追い 込む こ 
と を 当然 視 し て 、 章 悪 感 を 特に 抱か な い 。 彼 ら は 、 社 会 に お 
ПЛО ЕЯ BELL ЛАСК ИНАЯ) 
る 根本 的 原因 を 作っ て いる 。 そ の 点 、 彼 ら は 、 真 の 不良 者 で 


ある 。 


(3-2) 

社会 的 な 不良 者 が 、 真 の 不良 者 で ある と は 、 必 ず し も 言え な 
い 。 

社会 的 な 不良 者 は 、 竹 々 に し て 、 真 の 良い 者 で ある 。 

例 。 女 性 優位 社会 に お いて 、 個 人 で 独創 研究 を する 人 々 は 、 
勝手 な 個人 行動 や 抜け 駆け を し て 、 社 会 や 集団 の 調和 を 乱す 
と し て 、 社 会 的 に 嫌 わ れる 。 彼 ら は 、 社 会 的 な 不良 者 に 該当 
する 。 し か し 、 彼 ら は 、 人 々 の 生活 を 向上 させ る 革新 的 な ア 
イデ ア を 、 個 人 的 に 生み 出す こと が 出来 る 。 そ の 点 、 彼 ら 

は 、 真 の 良い 者 で ある 。 
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生き が い 。 人 充実 し た 人 生 。 そ 
~ NS 

МР ОЖ. 

は じ め に 。 内 容 の 総括 。 

生物 や 人 間 に と っ て 。 

生き が いと は 何 か ? 

充実 し た 人 生 と は 何 か ? 


td. НОЖИ ФФ. 


生き が いと は 、 何 か ? 


生物 や 人 間 に と っ て 。 


EDL. 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(1) 
生き る 目的 。 


以下 の 質問 に つい て の 、 彼 ら 自 身 の 回 答 。 
「 私 自身 は 、 何 の た め に 生き る か ? | 


人 生 や 生 活 の 目標 や 目的 。 生 きる 理由 。 
人 生 に 幸せ を も た ら す 源泉 。 


(2) 

彼ら 自身 の 好き な こと 。 

彼ら 自身 の 楽し みな こと 。 

彼ら 自身 の や り た いこ と 。 

そう し た 行動 や 行為 や 慣行 。 

その 実行 。 

(3) 

以下 の 事象 が 、 人 生 に お いて 、 発 生 し な いこ と 。 
本 心 で は や り た く な い 行 為 。 

その 行為 を 、 生 活 の た め に 、 強 制 さ れる こと 。 
(4) 

以下 の よう に 、 感 じ な い 行 為 。 

「 そ れ は 、 人 生 の 無駄 で ある 。」 


(5) 
それ を する と 、 彼 ら 自 身 の 生 活 や 気持 ち が 、 充 実 す る こと 。 
それ を する と 、 彼 ら 自 身 が 、 感 情 的 に 満足 する こと 。 


生き が いと 生計 。 


生物 や 人 間 に と っ て 。 


生き が い は 、 以 下 の 二 種類 に 分 類 さ れる 。 


(1) 
仕事 。 労働 。 
彼ら 自身 に と っ て 、 生 計 を 立て る 対象 。 


(2) 

趣味 。 

彼ら 自身 の 生計 と 無関係 の 対象 。 

それ に つい て 。 生計 を 立て な ぐ て 済む こと 』 


FR lsd ? 


TR PITY. 
後世 に 残る も の 。 


生物 や 人 間 は 、 そ れ ら に つい て 、 以 下 の 実 現 を 、 重 視 す る 。 
それ ら を 、 彼 ら 自 身 で 、 生 成す る こと 。 

それ ら の 、 社 会 に お ける 躍進 ぶり を 、 彼 ら 自 身 の 目 で 見 届け 
Pree a 
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生物 や 人 間 に と っ て 。 


後世 に 残ら な いも の 。 後 世に 残り に くい も の 。 そ うし た 行 
为 。 


( 工 ) 
や っ て も 、 無 効 化 され る も の 。 
例 。 


ATIF ATSAIL ES. ВЕС. 

dud. UK SRITL TH. CORRS. HARASS 
nt iat а te a 

その 行為 は 、 無 効 化 され る 。 

例 。 

春の 河原 の 石積 み 。 そ の 行為 。 

それ は 、 い くら 実行 し て も 、 そ の 成果 は 、 時 間 が 冬 過 する 
と 、 関 係 者 に よっ て 、 強 制 的 に 崩さ れ て し まう 。 

その 行為 は 、 無 効 化 され る 。 


(2) 
や っ て も 、 別 の 新た な も の に よっ て 、 買 き 換 えら れる も の 。 
その こと で 、 絡 滅する も の 。 

例 。 

コン ピュ ー タ ー の シス テム と 、 そ の 運用 。 


(3) 

や っ て も 、 死 後に 、 彼 ら 自 身 の 世 界 に 持っ て 行け な いも の 。 
彼ら 自身 の 死後 、 他 者 に よっ て 、 処 分 され る も の 。 

例 。 

お 金 。 そ れ を 稼ぐ こと の み に 、 人 生 の 全て を 費やす こと 。 


人 生 の 教訓 と 、 子孫 の 存在 。 


後世 に 残ら な いも の より も 、 後 世に 残る も の を 、 優 先 し て 、 
生き が い に す る こと 。 

その 方 が 、 人 生 が 、 よ り 幸 せ に な る こと 。 

それ は 、 生 物 の 本 質 に 合致 する 。 


生物 の 本 質 に 沿っ て 生き る こと 。 
生物 らし く 生 きる こと 。 
Зои. ЛЕС = ЕАО. 


生物 や 人 間 に と っ て 。 
後世 に 残る も の 。 そ れ は 、 以 下 の も の で ある 。 


FR. 

(1) 

彼ら 自身 の 子孫 。 
その 生成 。 

その 育成 。 


それ ら の 行為 に 、 礁 園 し て 、 成 功 す る こと 。 


(2) 
WK Ее 0 ФСЕ. 


(2-1) 
彼ら 自身 と 遺伝 的 な つなが り の ある 、 家 族 や 親 戚 が 生成 し 
fz, ЭНА. 


(2=2) 

彼ら 自身 に と っ て 共鳴 対象 と な る 、 他 者 の 子孫 。 

他 者 が 作っ た 、 彼 ら 自 身 に と っ て 共鳴 で きる 、 彼 ら 自 身 の 趣 
味 や 生き が い の 対 象 。 

彼ら 自身 と 直接 に は 無関係 な 他人 が 作っ た 、 そ の 他人 に と っ 
COTK. 

その 場合 で も 、 そ れ を 彼ら 自身 が 気に入っ て いた 場合 、 そ れ 
が 後世 に 残る と 、 う れ し い こと 。 


(2-3) 
НОУ. 
шт. 


それ は 、 も と も と 、 彼 ら 自 身 そ の も の の 子 失 で は な い 。 

し か し 、 そ れ は 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 そ の 養 診 の 過程 で 、 以 
下 の 存 在 と な る 。 

彼ら 自身 の 価値 観 。 

それ を 伝授 可能 な 対象 。 


生物 や 人 間 に と っ て の 生き が い 。 


以下 の 存在 を 、 後 世に 残す こと 。 


(А) 

(A-1) 

K> НОУ. 
(A-2) 

彼ら 自身 以外 の 子孫 。 


彼ら 自身 が 共鳴 する 、 他 者 の 子 繁 。 
彼ら 自身 と 仲の 良い 友達 の 子 擬 。 


(B) 

(B-1) 
ЕЕ. 

(B-2) 
ХИ. 

/// 
Е ри рии 


iil 
ион. 文化 的 な 養子 。 


FRCRHICRTEC. BREIL. 


生物 や 人 間 に と っ て 。 


(1) 
Tih. 


その 後世 へ の 残り や すさ 。 
生存 能 
その 程度 の 高 さ の 確保 。 


そう し た 子 換 が 、 以 下 の 人 条件 を 満た すこ と 。 
そう し た 子 擬 が 、 以 下 の 内 容 を 保持 する こと 。 


他 の 人 々 に よっ て 、 ず っ と 、 使 い 続け られ る 内 容 。 
他 の 人 々 に と っ て 、 需 要 が ある 内 容 。 

他 の 人 々 に と っ て 、 共 鳴 し や すい 内 容 。 

他 の 人 々 の 間 に 、 広 まり や すい 内 容 。 


他 の 人 々 に と っ て 、 切 実 な 課題 。 
それ を 満た し 、 解 決する 内 容 。 


他 の 人 々 が 、 自 主 的 に 後世 に 受け 継ぎ たく な る 内 容 。 
そう し た こと の 実現 。 
д -. FRAIL CT. ЫКЖОЖЕАНяЯЬСУ. 


РНЕ. FRAEAKTROFETCHS. 
その た め に 、 彼 ら 自 身 に 対し て 、 高 水準 の 教育 を 与え る こ 
a 


(2) 
子孫 。 後 世に 残し た い 対 象 。 そ の 生計 を 支え る こと 。 


(2-1) 

その アウ トブ プッ ト を 、 彼 ら 自 身 も 購入 し て 、 買 い 支 え を する 
eae 

例 。 ア ニ メ の ファ ン に よる 、 好 き な ア ニ メ の グッ ズ の 購入 。 


(2-2) 

それ を 生み 出す クリ エイ ター の パト ロン に な る こと 。 

例 。 お 金持ち の 人 に よる 、 ク ラシック 音楽 の 作曲 家 へ の 終 済 
的 な 支援 の 行為 。 


失敗 人 生 。 


生物 や 人 間 に と っ て 。 


(1) 

彼ら 自身 の 意 に 沿わ な い 他 人 。 

彼ら の 子 手 を 後世 に 残す た め に 、 彼 ら 自 身 の 人 生 を 、 無 駄 遣 
いす ずる こと 。 


ОЕ, Tel MBA. 

そう し た 他人 に よっ て 、 彼 ら の 道具 と し て 、 こ き 使 われ る だ 
け で 、 毎 日 が 終わ る こと 。 

そう し て 、 彼 ら 自 身 の 意 に 沿わ な い 強 制 労働 を する だ け の 毎 
日 を 過ごす こと 。 

それ だ け で 、 彼 ら 自 身 の 人 生 が 終わ っ て し まう こと 。 


他人 の 道具 と し て 父 わる 人 生 。 
無駄 な 人 生 。 
意味 の な い 人 生 。 


例 。 
日 本 で 、 一 生 、 結 婚 し て 自身 の 遺伝 的 子 換 を 残す こと の な い 
まま 、 企 業 定住 集 団 で の 強制 労働 の 生活 を 続け る こと 。 


(2) 

彼ら 自身 の 興味 の 無い こと に 、 自 身 の 人 生 を 、 無 駄 に 費やす 
ミミ と 

内 心 で は 、 余 り 興 味 が 持て な いこ と 。 

外面 的 な 目的 の た め に 、 そ れ に 人 生 を 費やす こと 。 


社会 的 な 昇進 の た め に 、 他 人 と 、 表 面 的 に 話題 を 合わ せる こ 
Es 
社会 的 な 見 栄 を 張る こと 。 


例 。 

SAR ITT AAS BANFROCT TIT Yb. 
CMNABeORT SAUTE CSET CHRDSAE. 
宋 光 浴 の み で 終わ る 人 生 。 


(3) 

彼ら 自身 の 遺伝 的 子 換 の 無能 さ が 、 明 ら か に な る こと 。 
彼ら 自身 が 、 遺 伝 的 子 換 に 対し て 、 多 く の 投 資 や 援助 を 費 や 
ов そう な る こと < 


将来 的 に 無効 化 さ れる 行為 。 そ れ を 、 自 発 的 に 実行 す 
る こと 。 人 生 を 消費 する こと 。 


生物 や 人 間 。 
彼ら が 、 費 の 河原 で 、 石 積み を する こと 。 


どん な に 実行 し て も 、 そ の 結果 が 、 無 効 化 され る よう な 行 

為 。 

彼ら が 、 彼 ら 自 身 の 人 生 に お いて 、 そ うし た 行為 を 、 続 ける 
в 

彼ら が 、 そ うし た 行為 を 、 自 然 に 、 自 発 的 に 行う こと 。 

その 理由 。 


(A) 
as 彼ら 自身 の 生殖 の 相手 を 、 獲 得 し よう と し て いる こ 


i ee ee eee 
る ご どど 。 

その た め に 、 将 来 的 に 無効 化 さ れる 行為 を ん 、 毎 日 に わた っ 
0 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


例 。 


彼ら 自身 が 持つ 属性 や 能 

それ ら に お いて 、 異 性 に 受け る 内 容 の 部 分 を 、 向 上 させ る こ 
св 
彼ら 自身 の 身体 や 外装 。 

それ ら に つい て 、 見 業 え や 、 実 力 を 、 向 上 させ る こと 。 
彼ら 自身 が 持つ 、 お 金 を 稼ぐ 力 を 、 向 上 させ る こと 。 
その た め に 、 高 い 学 歴 を 確保 する こと 。 

その こと で 、 高 収入 の 職 を 得る こと 。 


(В) 

彼ら が 、 彼 ら 自 身 の 生 斑 の 相手 を 、 茎 に 獲得 し て いる こと 。 
彼ら が 、 彼 ら 自 身 の 生 殖 の 相手 と の 間 で 、 交 際 や 結婚 を 、 雑 
持 し よう と し て いる こと 。 

その た め に 、 和 将来 的 に 無効 化 さ れる 行為 を 、 毎 日 に わた っ 

о. 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


例 。 
相手 の 異性 と 、 セ ックス する こと 。 
相手 の 異性 の た め に 、 お 人 金 を 稼ぐ こと 。 


相手 の 異性 の 生活 を 、 互 い に 援 助 す る こと 。 
その 例 。 

食事 を 作る こと 。 

住居 や 衣類 の クリ ー ニ ング を 行う こと 。 
生活 上 必要 な アド バイ ス を する こと 。 


(С) 
彼ら が 、 彼 ら 自 身 の 遺 伝 的 な 子 換 を 、 生 成 し て いる こと 。 


彼ら が 、 彼 ら 自 身 の 遺 伝 的 な 子 拓 を 、 養 朋 し 続け て いる こ 
と 

そう し た 行為 は 、 彼 ら 自 身 の 遺 伝 的 な 子 擬 が 、 独 り 立 ち 出来 
る まで 、 続 ける 必要 が ある こと 。 


その た め の 費 用 を 、 拾 出し 続け て いる こと 。 


その た め の 資 金 を 得る た め に 、 労 働 し 続け て いる こと 。 


ЖЕ. ЖЖ, и НОЕ ЖИМЬ СЖ 
功 す る こと 。 

その 結果 、 彼 ら 自 身 の 遺 伝 的 な 子 換 が 、 後 世に 残り 続け る こ 
と が 、 確 実に な る こと 。 


それ が 、 和 実現 する 場合 。 

彼ら 自身 の 労働 の アウ ト プ ッ ト 。 

それ ら の 内 容 が 、 後 世に は 、 ХНУ UTS, ЧЪЖЬ 
な い 場 合 。 

その こと は 、 彼 ら 自 身 に と っ て は 、 何 も 問題 と な ら な い 。 


上 記 の 状況 の 実現 の た め に 、 彼 ら は 、 盗 来 的 に 無効 化 さ れる 
行為 を 、 毎 日 に わた っ て 、 喜 ん で 行う 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


例 。 

БОЕ. Ня си. 
ВОЕН НУ ДСи. 

その た め に 、 以 下 の 内 容 の サー ビス を 、 毎 日 に わた っ て 提供 


Go 3 

消費 され て 無く な る 内 容 。 
例 。 

食事 を 作る こと 。 


DW 。 


自身 の 遺伝 的 子 拓 に 対し て 、 高 い 生 存 能 力 を 、 身 に 付け させ 
в 
ЕСС, Ле ЛОЖЕ, 479 2 


oe 
НОЕ, < РАЛЬФ, Bit «+ 
る ここ: と 

その た め に 生じ る 、 婦 済 的 な 必要 。 

ес. ЖЕН АСС. 
2201-6(-, НЕС“ ПЬЛАФУИА Но 
だ で て 全う を $s 


例 。 

消費 され て 無く な る 飲食 物 な ど を 、 提 供する こと 。 
その 例 。 

サー ビス 業 。 


生成 し た 物品 や 技術 の 内 容 が 、 古 く な っ て 陳腐 化し て 、 捨 て 
DIVA Cs 

その 例 。 

RUE 


古く な っ た 人 和 人 力 情報 が 、 不 要 に な っ て 捨て られ る こと 。 
その 例 。 
事务 职 。 


人 生 に お ける 、 そ の 他 の 生き が い 。 


生物 や 人 間 に と っ て 。 


(1) 

FROLIC OTRAS >. МОЕ & AD NY. 
АИТ” SOT ANRI ED. 

性 的 欲求 の 充足 。 

セッ クス 行為 。 

性 的 快感 を 得る こと 。 

性 的 維 頂 に 達する こと 。 

Ия. ЛЕСБИ, ЛС, 


(2-1) 

子 換 の 生存 持続 へ の 行動 と は 違う 、 別 種 の 生き が い 。 
社会 行動 や 社会 生活 に よっ て 、 有 意義 な 時 間 を 過ごす こと 。 
社会 的 な 生き が い 。 


例 。 そ の 1 。 
気 の 合 う 親 し い 仲 間 や 友人 た ちと 、 楽 し い 共 同 の 活動 を する 


ey ae 

そう し て 、 一 緒 に 有意 義 な 時 間 を 過ごす こと 。 
その 具体 例 。 

オー ケス トラ 演奏 の 楽団 の 活動 。 


例 。 そ の 2。 

気に入っ た ペッ ト と 、 一 緒 に 遊ん で 、 有 意義 な 時 間 を 過ごす 
rae 

EOF. 

ЖЕ и. 


例 。 そ の 3 。 

好き な 門 愛 相手 と 、 一 緒 に 交際 生活 を 続け て 、 有 意義 な 時 間 
を 過ごす こと 。 

愛す る 配偶 者 と 、 一 緒 に 夫婦 生活 を 続け て 、 有 意義 な 時 間 を 
過ごす こと 。 


例 。 そ の 4 。 
血 の つ な が っ た 家族 や 親戚 と 、 交 流 を 継続 し て 、 有 意義 な 時 
間 を 過ごす こと 。 


それ ら が 抱え る 問題 点 。 


問題 点 。 そ の 1 。 
社会 活動 や 社会 性 の 喪失 に よる 、 生 き が い の 喪 失 。 
その 後 、 後 世に 何 も 残 ら な いこ と 。 


例 。 そ の 1 。 

彼ら 自身 が 活動 し て いた 団体 の 解散 。 

彼ら 自身 が 活動 し て いた 団体 か ら の 、 彼 ら 自 身 の 引 退 や 脱 
ik. 

その こと で 、 人 付き合う 相手 が いな く な る こと 。 

する と 、 途 端 に 、 有 意義 な 時 間 を 過ごせ な く な る こと 。 
COAG I. 

RK НБ РЕНН ratte Re. WET SOI ¢. 
その こと で 、 付 き 合 っ て きた 職場 の 仲間 を 失う こと 。 


その こと で 、 仕 事 に よる 、 彼 ら 自 身 の ア ウト プッ ト を 、 出 せ 
な る で な る ご と 2 
その 結果 、 社 会 的 に 拡 立 する こと 。 


問題 点 。 そ の 2 。 

彼ら 自身 が 、 病 気 の 発病 や 、 ПВС К ><. WBE 
Па 

その こと で 、 有 意義 な 時 間 を 過ごせ な く な る こと 。 

その 後 は 、 か つて の 楽し か っ た 生活 の 追憶 其 外 、 何 も 前 向き 
な 内 容 が 残ら な いこ と 。 

その まま 、 何 も 残ら ず に 、 死 ぬこ と 。 


(22) 

УКОЛЫ (SIE 9. ЛО & ALY. 

スポ ー ツ を 生き が い に す る こと 。 

例 。 

身体 の 筋肉 を 鍛え る こと 。 

プロ 野球 選手 や 、 国 際 的 な オリ ン ピ ッ ク 毅 技 の 選手 と し て 、 
活躍 する こと 。 


その 特徴 。 

彼ら 自身 の 身体 動作 が 問題 無く 快調 に 出来 る 間 は 、 人 生 が 、 
と て も 充実 する こと 。 

その 問題 点 。 


彼ら 自身 の 身体 が 故障 する と 、 ス ポー ツ は 満足 に 出来 な く な 
Bats 

その こと で 、 生き さき がい を 失う こと >。 

その 場合 、 そ の 人 生 や 後 世に お いて 、 以 下 の 内 容 を 除い て 、 
その 他 に は 、 何 も 残ら な いこ と 。 

競技 に お ける 受賞 な どの 記録 。 


(A) 
上 記 の 問題 点 に 対す る 、 共 通 の 解決 策 。 
45 UL. FO. RO BROTRA. RHF TH < 


こと で 、 解 決 で きる 。 


K > BEOTRORE. 
人 生 の 生き が い を 保つ 上 で 、 そ れ は 、 必 須 で ある 。 


IT¢ TR. 


ТЕХН, Cease EI ea RY 
ステ ム の サー ビス 終了 に より 、 容 易 に 消滅 する 。 

例 。 

ブロ グ サ ービス を 利用 し て 書か れ た 、 ブ ログ 記事 。 

それ は 、 ブ ログ サー ビス の 和 余 了 に よっ て 、 消 滅 し 、 後 世に は 
残ら な い 。 

例 。 

ソー シセ ャ ルケ ゲー の コシ テン ツ 。 

それ は 、 ゲ ー ム 運営 会 社 に よる サー ビス 終了 に より 、 容 易 に 
消滅 する 。 

ゲー ム を プレ イ し た 記録 は 、 そ の まま で は 後世 に は 残ら な 
и 


社会 的 な 有名 さと 子孫 。 


子孫 の 生存 と 、 社 会 的 な 有名 さ 。 そ の 限界 。 
ХИМЕЖ, UROL FIRS. НАС. 

後世 に お いて 、 人 参照 す る 人 が いな く な り 、 あ っ け な く 忘れ 去 
られ る こと 。 

それ は 、 そ の 生成 者 が 、 生 前 の 活躍 中 、 ど ん な に 社会 的 に 有 
名 で あっ て も 。 そう で て ある こと 。 

例 。 


テレ ビ で の 活躍 者 。 
ЕЛЕ. 
か つて テレ ビ で 活躍 し て いた 芸能 
彼ら の 出演 し た ビデ オ 記 録 。 


世代 内 0 记忆 二 、 子 琢 。 


特定 の 人 が 生成 し た 、 名 声 あ る 文化 的 子孫 。 
それ は 、 特 定 の 世代 の 人 々 の 間 で 共有 され る 。 
ОНКОЛ XA. FET. Hil tae. 
それ は 、 社 会 的 に 忘却 され て 、 消 滅する 。 
例 。 

か つて の 歌手 の 流行 曲 

か つて 流行 し た ア ニー メ 作品 。 


GNF Re IBF OBE. 
CWT Als, Mis IEC. TORE CAL 
АВОСЬ» 


それ は 、 以 下 の 原 因 に よる 。 
後世 に お ける 、 他 人 と の 間 の 遺伝 子 の 交配 。 
ОЖ IRL. 


ЕН, ЕН. ФОР, 
それ は 、 普 通 の 他人 と 同様 の 存在 に な る 。 


人 生 と 、 お 金 。 


お 金 。 そ れ は 、 投 資 の 対象 で ある 。 
それ は 、 生 きる た め に 必要 で ある 。 


ЛЕ, Cae IRUK Ce. EAS ANCE!) . НЕСЯ 
張る こと が 出来 る 。 
例 。 億 万 長者 に な る こと を 指向 し 、 そ れ を 人 達成 し た 投資 家 。 


し か し 、 人 生 に お いて は 、 稼 い だ お 金 は 、 死 後 は 無効 に な 
る 。 
TOC, COAL. 5 BS OWI EM FRAIRS MR 
り 、 不 幸せ に な る 。 


一 方 、 人 間 は 、 お 金 を 持っ て いる と 、 彼 ら 自 身 の 子 挫 を 、 後 
Ts 2 < Ss. 
その 理由 。 


(1) 

男性 は 、 女 性 に 対し て 、 お 金 を 頁 ぐ 。 

その こと で 、 男 性 は 、 女 性 と の 間 で 、 セ ックス 行為 や 結婚 の 
機会 を も 持ち や すく な る 。 

そう し た 男性 は 、 そ の こと で 、 彼 ら 自 身 の 遺 伝 的 子 擬 を 得 や 
すく な る 。 


(2) 

Axo ЛЕХ. > НОЕ. SER 
13:47). 

その こと で 、 彼 ら は 、 以 下 の こ と の 実現 が 、 容 易 に 可能 に な 
る 。 

> НОЕ. 

その 生存 能力 を 、 向 上 させ る こと 。 


(3) 
生物 や 人 間 は 、 彼 ら 自 身 に 対し て 、 資 金 面 で 沢山 投資 を 行 


oe 
その こと で 、 彼 ら は 、 彼 ら 自 身 が 、 以 下 の 存 在 に な る 。 
有 能 な 文化 的 子孫 。 

それ を 、 生 成 可能 な 存在 。 


その 結果 、 そ うし た 彼ら は 、 以 下 の こ と の 実現 が 、 容 易 に 可 
能 に な る 。 


彼ら 自身 の 文化 的 子 擬 。 


その 生存 能力 を 、 向 上 させ る こと 。 


FRA. УСК. 


(1) 

MMF ER 

それ は 。 っ コカ イマ され た デー タ と どじ て は 後世 に 残る こ 
と 


し か し 、 そ れ は 、 現 世 や 後世 の 人 々 か ら は 、 ほ と ん ど 人 参照 さ 
和 れ な いこ と 。 

それ は 、 有 効 な 活用 用 途 の 無い 、 ゴ ミ の よう な 存在 で あり 続 
ける こと 。 

そう し た 文化 的 子 換 の デー タ 。 

例 。 ア ー カ イブ サイ ト に 登録 され た 、 無 名 で 無能 な 作者 の 電 
子 書 籍 の デー タ 。 


(2) 

ЕН. 

その 世代 間 の 遺伝 子 の 継承 自体 は 、 何 と か 実現 され る こと 。 
し か し 、 彼 ら は 、 無 能 で 、 社 会 の 話 辺 に 沈ん だ まま 、 六 え な 
い 生 活 を 、 代 々 に 渡っ て 、 続 ける こと 。 


FRABERVAOEE. 
C4 Cb FRAREL GEDA « OF. 
例 。 そ の 1 。 


TARO C, АИТ. MATS REEL, ЯН 
障害 者 。 


(1) 
ICAI AII OLY Toma. 


病気 へ の 偏見 の せい で 、 結 婚 で き な い こと 。 
оси, НОУ НЫ ШОС. 


(2 ) 

Иди. 

章 害 の 影 紹 で 、 無 能 に な る こと 。 

その こと で 、 彼 ら 自 身 の 、 ま と も な 文化 的 子 拓 や 文化 的 アウ 
ドブ プッ ド を 。、 和 生涯 に わた っ て 、 出せ ない まま に な る こと 。 


(3) 

社会 的 な 禁止 に つい て の 問題 。 

社会 か ら の 隔離 に よる 、 彼 ら 自 身 の 子 換 を 残す 行為 の 、 生 洗 
に わた る 事実 上 の 禁止 。 

その こと が 、 人 生 に お いて 起き る こと 。 

例 。 

精神 病院 の 閉鎖 病棟 へ の 隔離 。 


その 社会 的 な 救済 が 、 必 要 で ある こと 。 


MAIC Ц. FUNKE. 


生物 や 人 間 。 

> НЕО 9 Жи. 

その た め の 機 会 が 、 人 生 に お いて 、 確 保 さ れる こと 。 
その た め の 機 会 を 、 他 者 に よっ て 、 一 方 的 に 奪わ れ な いこ 
ae 


それ ら は 、 生 物 や 人 間 に と っ て の 、 基 本 的 な 権利 で ある 。 


生き が いと 、 物 品 の 買い 支え 。 


生物 や 人 間 。 


彼ら 自身 に と っ て 好き な こと や 、 好 き な 対 象 。 
それ を 、 社 会 的 に 存続 させ る こと 。 
それ を 、 後 世に 残す こと 。 


例 。 そ の 1 。 

彼ら 自身 が 気に入っ た 店 や サー ビス 。 

そこ に 、 定 期 的 に 出かけ る こと 。 

そこ に 、 頻 繁 に アク セス を する こと 。 

そう し て 、 そ の 販売 物品 を 購入 する こと 。 

そう し て 、 そ の 買い 支え の 行為 を ん 、 実 施す る こと 。 


АЖ. 

美味 し い ラ ー メ ン 店 巡り を し て 、 そ の 店 の ラー メン を 購入 し 
с. 食べ る こと 。 

彼ら 自身 が 気に入っ た ゲー ム へ の 課金 を 、 積 極 的 に する こ 
Cs 
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MI FRE 9 (IS. “CAVE ) DE BET OA RED OE CT 
ある こと 。 
無能 な 人 々 は 、 そ の まま で は 、 子 換 を 残す こと が 難し い 。 


( 工 ) 
MRE A x(k. AROMAS. ATC LD TOMAILAITS. 


以下 の 内 容 を 持た な い 場 合 。 
既得 権益 の バッ ク グ ラウ ンド 。 
例 。 

家柄 。 

資産 。 


彼ら は 、 な か な か 結婚 で き な い 。 
Wot. ТМА, bY. 


(2) 
無能 な 人 々 は 、 以 下 の こ と の 実現 が 、 そ の まま で は 、 能 力 的 
に 難し い 。 


以下 の 内 容 を 、 彼 ら 自 身 の 文化 的 子 拓 に 対し て 組み 込む こ 


Cs 
その 内 容 が 、 後 世 の 人 々 の 間 で 、 継 承 さ れる こと 。 
СИЕ HET) 


生き が いと 、 生 活 ス タイ ル と の 関連 。 


生物 や 人 間 に と っ て 。 


(1) 

(1-1) 

移動 生活 様式 者 の 生き が い 。 

彼ら 自身 の クリ エイ ティ ブ で 独創 的 な 成果 を 、 後 世に 残す こ 
es 


(1-2) 
定住 生活 様式 者 の 生き が い 。 

先祖 の 残し た 有益 な 前 例 や し きた り を 、 後 世に 伝承 し て 残す 
Cs 


(2 ) 

ЛАЕЖЯ[-5(75. Е & РАФ т. 

その た め の 、 彼 ら 自 身 の 人 生 を 賭け た 試行 錯誤 。 

それ を 、 繰 り 返 すこ と 。 

そう し た 行為 は 、 以 下 の 内 容 の 実現 の た め に 、 必 須 で ある 。 


彼ら 自身 の 子 換 を 、 よ り 良 い 品質 で 、 よ り た くさ ん 残す こ 
Се 


(2-1) 
それ は 、 移 動 生 活 様式 の 社会 に お いて 、 容 易 で ある 。 
その 社会 は 、 そ うし た チャ レン ジ を 容認 する 。 


(2 = 2.) 

それ は 、 定 住 生 活 様式 の 社会 に お いて 、 困 難 で ある 。 
その 社会 は 、 そ うし た チャ レン ジ を 容認 し な い 。 

その 社会 は 、 以 下 の 生 き 方 の み を 、 許 す 。 

一 度 決ま っ た 人 生 の レー ル の 上 を 、 一 生 走 り 続 ける こと 。 


(3) 
周囲 の 他人 と 異な る 、 独 自 の 生き が い を 持つ こと 。 


(3-1) 

それ は 、 移 動 生活 様式 の 社会 に お いて 、 容 易 で ある 。 
その 社会 は 、 以 下 の 内 容 を 、 容 認 す る 。 

人 々 の 個性 の 多様 性 。 

それ に 基づく 、 人 々 の 生き が い の 独 自 性 。 


(3-2) 

それ は 、 定 住 生活 様式 の 社会 に お いて 、 困 難 で ある 。 
その 社会 は 、 そ うし た 生き が い の 独 自 性 を 容認 し な い 。 
その 社会 は 、 以 下 の 生 き 方 の み を 、 許 す 。 

HANS MIRAE ALY. 

その 内 容 。 

それ に 合わ せ て 、 彼 ら 自 身 の 趣 味 や 生き が い を 、 生 涯 に わ 
た っ て 、 絶 え ず 変更 し 続け る こと 。 

そう し た 他 律 的 な 同調 人 生 。 

それ を 強制 され る こと 。 


人 生 に お いて 、 最 も 大 切な こと 。 


生物 や 人 間 。 


i 

彼ら は 、 い つ 死 ぬか 、 分 か ら な い 。 

彼ら は 、 彼 ら 自 身 が 死ぬ と 、 そ の 瞬間 か ら 、 彼 ら 自 身 の 子 孫 
を 残す こと が 、 人 不可 能 に な る 。 


彼ら は 、 い つ 病 気 に な っ て 、 倒 れ て 動け な く な る か 、 分 か ら 
な い 。 

彼ら は 、 彼 ら 自 身 が 倒れ て 動け な く な る と 、 そ の 瞳 間 か ら 、 
> НОЖА 9 2 СИС. 


彼ら に と っ て 、 そ うし た 瞳 間 は 、 い つや っ て 来る か 、 そ の 予 
測 は 、 不 可能 で ある 。 


2 
そう し た 厳し い 現 実に 対応 する た め に 、 彼 ら に と っ て 、 出来 
る こと は 、 何 か ? 


それ は 、 毎 日 の 人 生 に お いて 、 以 下 の 内 容 の 実現 と 、 確 実に 
実施 する こと で ある 。 

(1) 

人 生 上 の 悔い を 残さ な いよ うに 、 ベ スト を 尽く すこ と 。 
(2) 

彼ら が 、 そ の 時 点 で 出来 る こと や 、 や り た いこ と 。 

それ ら を 、 全 て 、 そ の 都度 、 徹 旗 的 に 、 や り 尽 くす こと 。 
(3) 

彼ら の 人 生 に お いて 、 生 き が い に な る こと 。 

それ ら を 、 全 て 、 そ の 都度 、 徹 旗 的 に 、 叶 える こと 。 


DA 

それ ら の 具体 的 な 内 容 。 

それ は 、 毎 日 の 人 生 に お いて 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 確 実に 
実施 する こと で ある 。 


НВ. 
それ を 、 そ の 都度 、 以 下 の 状 態 で て 、 生 成 し 、 育 成す る こと 。 


それ が 、 そ の 時 点 に お いて 、 今 まで で 最良 の 生存 能力 を 持っ 
て いる こと 。 


ENE. жа. 
それ を 、 後 世に 一 番 残 りや すい 形 で 、 前 も っ て 、 保 存 し 、 保 
Ply Cag ote 


ググ 

その 発展 例 。 

彼ら 自身 の 子 換 を 残す こと が 、 諸 事情 に より 、 困 難 で ある 場 
za 


A 


彼ら 自身 が 共鳴 する 他 者 の 子孫 。 

それ に つい て 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 確 実に な る よう に 、 協 
力 す る こと 。 

それ が 、 そ の 都度 、 以 下 の 状 態 に な る こと 。 

それ が 、 そ の 時 点 に お いて 、 今 まで で 最良 の 生存 能力 を 持っ 
て いる こと 


そう し た 他 者 の 子 換 を 、 後 世に 一 番 残り や すい 形 で 、 保 存 
し 、 保全 ずる こと 。 
その 実現 に 対し て 、 協 力 す る こと 。 


cm 
それ ら の 達成 と 、 そ の 確認 。 
それ が 、 以 下 の (1 ) に お いて 、 以 下 の (2) ) に な る 。 


(1) 
彼ら が 過ごす 、 毎 日 の 人 生 や 生 活 。 


(2) 
彼ら 自身 に と っ て の 、 真 の 生き が い 。 


BROMA CARA. 26029 
FAC RR. 


資源 所 有 者 の 利点 と 欠点 。 


手持 ちの 資源 の 拠出 で 、 問 題 無 く 生 計 を 立て て 食べ て いけ る 
こと 。 そ の た め 、 資 源 が ある こと に 安住 し て 、 所 有 資 源 の 拠 
出 以外 は 何 も 働 こう と し な いこ と 。 そ の た め 、 世 界 の 文化 の 
発展 に 寄与 し な いこ と 。 

生計 を 立て る た め 、 何 か し ら 働 いて 、 世 界 の 文化 の 発展 に 寄 
王 す る こと 。 そ うす る 必要 性 や 動機 や 原動力 に 穴 け る こと 。 
その 結果 、 歴 史 の 表 舞 合 に 立つ こと を し な いこ と 。 

資源 所 有 者 。 資 源 の 採 据 と 輸出 を 行う こと 。 資 源 の 貸し 出し 
を 行う こと 。 そ の こと だ け て で 生計 を 立て られ る こと 。 そ れ 以 
外 に つい て 、 人 働く 必要 が な いこ と 。 働 か な いこ と 。 楽 を する 
こと 。 何 吉 深い こと に て うた こと が 可能 な こと Cet 
た プラ ス 面 を 持つ こと 。 そ うし た 人 た ち 。 そ うし た 国々 。 
評 け 者 で ある こと 。 非 生産 的 で て ある こと 。 ア ウト プッ ト に 欠 
ける こと 。 そ の 結果 、 世 界 の 文化 発展 に 寄与 し な いこ と 。 そ 
の た め 、 歴 史 に 名 を 残さ ず に 終わ る こと 。 そ うし た マイ ナス 
面 を 持つ こと 。 そ うし た 欠点 は 、 資 源 所 有 症 候 群 と 呼べ る 。 
そう も た だ 大 た ちと で うし た な 国 き 。 

それ は 、 次 の 通り で ある 。 

(1) 天然 資源 の 所 有 者 。 天 然 資源 の 所 有 国 の 人 々 。 填 要 の 
ある 天然 資源 。 石 油 。 天 然 ガ ス 。 金属 。 そ れ ら の 所 有 者 や 所 
有 国 。 ア ラブ 。 ロ シア 。 オ ー ス トラ リア 。 

(2) 不動 産 の 所 有 者 。 不 動産 の 貸し 出し を 行う 者 。 土 地 所 
有 者 。 地 主 。 居 住 物件 の 大 家 。 

(3) 生産 設備 の 所 有 者 。 生 産 設備 の 貸し 出し を 行う 者 。 農 
场所 有 者 。 工 场所 有 者 。 

(4) ЕЯ, HK. RHA. FS. ПЬЯН 
者 。 それら の 貸し 出し を 行う 者 。 女 性 。 

(5) 資産 所 有 者 。 配 当 生 活 者 。 株 主 。 投 資 家 。 資 産 家 。 


(初出 2020 年 12 月 ) 


ЗИНЕЙТН АЯ © RR. 


AROMAS. ОМ. ХИ. ИНН 
と 拠出 する た め に 、 人 働く 必要 が ある 人 た ち 。 働 く 人 た ち 
行 を する 人 た ち 
自前 で 資源 を 持た な いこ と 。 資 源 を 買っ た り 、 借 り る 必要 が 
ある こと 。 そ の た め に 対価 の 持ち 出し が 必要 な こと 。 そ うし 
た 対価 を 獲得 する た め に 、 絢 えす ず 働 く 必 要 が ある こと 。 労 働 
の 苦行 が 必要 な こと 。 働 か な いと 、 た ち ま ち 生 活 が 昔 し く な 
る こと 。 奴 隷 の よう な 側面 を 持つ こと 。 そ うし た デメ リッ ト 
や マイ ナス 面 を 持っ て いる こと 。 そ うし た 欠点 は 、 資 源 _ 音 所 
有 症 候 群 と 呼べ る 。 そ うし た 人 た ち 。 そ うし た 国々 。 
働き 者 で ある こと 。 生 産 的 で ある こと 。 ア ウト プッ ト を 出す 
こと 。 そ の 結果 、 世 界 の 文化 発展 に 寄与 する こと 。 そ うし て 
歴史 に 名 を 残す こと 。 そ うし た プラ ス 面 を 持つ こと 。 そ うし 
(oN be て そう も むだ 国々 。 
それ は 、 次 の 通り で ある 。 
(1) KABRBOIEMNAA. KABROIEMAHDNA. 
BNHSKABR. Aik, KAA. ФЕ. CNOMIEMA 
ХЕ, thonoRus-. Fk. AA. ЧЕ. Е 
は 豊富 に 産出 する が 、 石 油 と 天然 ガス は 、 あ まり 産出 し な い 
の で 、 そ の 点 で は 、 資 源 の 非 所 有 国 の 側 に 回 る 。 ア メリ カ 
は 、 天 然 ガ ス を 産出 する が 、 産 出 コ スト 面 で 劣っ て お り 、 そ 
の 点 で は 、 資 源 の 非 所 有 国 の 側 に 回 る 。 

) 不 动产 0) 非 所 有 者 。 土 地 O) 非 所 有 者 。 居 住 物 件 O) 非 所 
賃貸 人 。 

) 生産 設備 の 非 所 有 者 。 生 産 設備 の 賃貸 人 。 農 場 労働 
px 工場 労働 者 。 

) EGA IROAMAA. ZK. UM. FE. thon 
яя それ ら の 賃貸 人 。 男 性 。 

) 資産 の 非 所 有 者 。 配 当 生活 が 不可 能 な 者 。 配 当 を 他 の 
а a 
人 。 株 主 依存 の 企業 経 省 者 。 企 業 労 働 者 。 
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資源 所 有 者 と 資源 非 所 有 者 と の 関係 。 


資源 の 所 有 者 は 、 資 源 の 非 所 有 者 に 対し て 、 資 源 を 提供 する 
か どう か 決定 する 社会 的 権限 を 占有 する 。 そ れ は 、 決 定 的 な 
社会 的 利点 で ある 。 

資源 の 所 有 者 は 、 資 源 の 非 所 有 者 に 対し て 、 社 会 的 に 優位 に 
AE COs 

BROMAB(L, AROAMBAS ATS. 
ИОН. AROIMAA AERTS. 


資源 の 所 有 者 や 所 有 国 は 、 社 会 的 な 上 位 者 で あり 、 社 会 的 な 
支配 者 で あり 、 社 会 的 な 権力 者 で ある 。 

資源 の 非 所 有 者 や 非 所 有 国 は 、 社 会 的 な 下位 者 で あり 、 社 会 
的 な 従属 者 で あり 、 社 会 的 な 権力 を 持た な い 者 で ある 。 


資源 の 非 所 有 者 や 非 所 有 国 が 優位 に 立て る 人 条件 。 そ れ は 、 資 
源 の 供給 が 過剰 で あり 、 そ の 資源 を 安く 買い 叩く こと が で き 
る 場合 で ある 。 


資源 の 所 有 。 そ れ は 所 有 者 の 所 属す る 血縁 定住 集団 内 部 で 、 
独占 的 、 排 他 的 に 継承 され 、 既 得 権益 に な る 。 資 源 の 非 所 有 
Жи ОУ, оао. ДИЗ, НА 
的 な 差別 で ある 。 そ うし た 既得 権益 の 破 域 が 、 社 会 格差 の 固 
定 化 を 防ぐ た め 、 定 期 的 に 必要 で ある 。 


ASA IRO MA CAEMA. Carlt, AIO & BF ASSO 
し た 時 点 で 決ま る 。 そ れ は 、 人 間 の 生涯 に わた っ て 、 衝 すこ 
と が 困難 で ある 。 生 殖 資 源 の 所 有 者 で て ある 女性 が 、 社 会 的 な 
厚 人 遇 を 受け る こと 。 生 殖 資 源 の 非 所 有 者 で ある 男性 が 、 社 会 
的 な 冷遇 を 受け る こと 。 そ うし た 社会 的 差別 。 そ れ ら は 、 彼 
等 の 生涯 に わた っ て 続き 、 解 消す る こと は 困難 で ある 。 
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富裕 と 貧困 。 経 済 的 格差 の 発 
生 。 そ の 原因 と 解消 法 。 


富裕 と 貧困 。 経済 的 格差 の 発生 。 そ の 原因 と 解消 法 。 


人 間 は 、 み ん な 富裕 に な り た が る 。 人 間 は 、 み ん な 貧困 に な 
り た が ら な い 。 富 裕 な 方 が 、 生 存 確 率 や 、 遺 伝 的 子 換 が 代々 
継続 され る 確立 が 高まる か ら で あ る 。 生 物 は 、 富 容 に な り た 
DS. Child. BANFROEUANMARSA-ANX LT 
生き る 生物 と し て 、 当 然 の 欲求 で ある 。 
人 間 は 、 富 裕 に な る と 、 貧 困 者 の た め に 、 富 裕 者 自身 の お 金 
が 使わ れる こと を 嫌う 。 富 裕 者 は 、 貧 困 者 の 経済 的 救助 の た 
め に 、 富 裕 者 自身 の お 金 が 使わ れる こと を 望 まな い 。 人 間 
は 、 富 裕 に な る と 、 富 裕 者 と 貧困 者 と の 経済 的 な 格差 と その 
まき 続 を 衣 定 す る 。 人 間 は 、 富 容 に な っ て も 、 も っ と お 人 金 が 欲 
し く な る 。 人 間 の 金銭 に 対す る 欲求 は 、 無 限 で ある 。 人 間 
は 、 い っ た ん 富裕 に な る と 、 富 裕 な 暮らし を 維持 し た が る 。 
人 間 は 、 彼 自身 の 生活 レベ ル の 低下 を 望ま な い 。 
ЛЕ. НОЖ, BRED, ВИЖ СИА 
3-58, ЛИЗ. BRICHSL. BRACBRECO 
НЯ ВЕ 2. BAAS. ИЖЕ Х 
れ 、 貧 困 者 の 間 で 分 配 さ れる 、 経 済 的 な 革命 の 発生 を 望む 。 
富裕 者 と 貧困 者 の 分 離 は 、 初 期 状態 で は 、 双 方 の 遺伝 的 な 能 
力 差 に より 発生 する 。 遺伝 的 に 能力 が ある 者 は 、 多 く 稼 ぐ 。 
遺伝 的 に 能力 が 無い 者 は 、 あ まり 稼げ な い 。 人 遺伝 的 に 能力 が 
ある 者 は 、 富 裕 者 に な る 。 遺 伝 的 に 能力 が 無い 者 は 、 貧 困 者 
に な る 。 
人 間 は 、 既 得 権益 を 背 定 す る 。 多 く 稼 ぐ こ と て で 権益 を 得 た 語 
ЖИ. ИСИ, ВАЗЕ AB fe 
— the, REASOIICN TAIL. КИС) 
—AMmMICa DS. ИЕ, 彼 自 身 の 遺 伝 的 子 
RE 
て 、 多 額 の 資金 を 、 教 育 費 と し て 拠出 する 。 そ の 方 針 が 代々 
継承 され る 。 初 期 の 富裕 者 が 持っ て いた 有 能 な 遺伝 子 は 、 そ 
078-51 ЕЕ СОЖ, # < ФЕ 


bh, FR ЬОННЕЛ (4, УЛ 95. LAL. Е 
ВОВЕ СЕЛИ ETAT: blk. FAS DEMHERO 
継承 に よっ て 、 そ の 遺伝 的 能力 の 平凡 さ に 見 合わ な い 富 裕 な 
暮らし を 満喫 する 。 人 遺伝 的 能力 の 面 で 平凡 化し た 子 捧 た ち 

は 、 高 額 の 費用 が か か る 高等 教育 を 代々 受け る こと に よっ 

て 、 そ の 遺伝 的 能力 の 平凡 さ を 、 後 天 的 に 是正 し て 、 少 し だ 
ВВС. ФИ, CILEFRHE BIL, EDR 
ХС, BARBS LAMIRG 4. РАКЕ 
RS LA AR ICAL. 9 UT. BER ATE (3 
わた っ て 独占 的 に 継承 され る 。 

人 間 は 、 遺 伝 的 に 有 能 な 者 と 結婚 し た が る 。 そ の 方 が 、 遺 伝 
的 子 換 の 継承 が 行わ れ や すい か ら で あ る 。 遺 伝 的 に 有 能 な 者 
は 、 他 の 遺伝 的 に 有 能 な 者 と 結婚 する こと に より 、 遺 伝 的 な 
有 能 さ を 、 子 反 代 々 継 承 する 。 そ れ は 、 彼 ら の 得る 茎 得 権 益 
の 子 換 代々 の 継承 を も た ら す 。 そ れ は 、 彼 ら に お いて 、 富 裕 
な 暮らし の 子 換 代々 の 継承 を も た ら す 。 

富裕 者 は 、 自 身 の 資 産 を 、 税 金 に よっ て 没収 され る こと を 好 
まな い 。 富 裕 者 は 、 税 金 の 低い 国 へ 、 彼 自身 の 資産 を 移し 

て 、 了 既得 権益 の 維持 を 図る 。 

国 は 、 そ れ 自 体 、 茎 得 権益 を 有する 富裕 な 上 位 者 と 、 茎 得 権 
益 を 持た な い 貧 困 な 下位 者 と に 分 か れ て いる 。 国 が 没収 し た 
税金 は 、 多 く の 場 合 、 富 裕 な 上 位 者 の た め に 使わ れ 、 貧 困 な 
下位 者 に は 、 な か な か 回 ら な い 。 

緑 済 的 な 革命 が 起こ り 、 以 前 の 富裕 者 の 資産 が 、 貧 困 者 の 間 
で 分 配 さ れ て も 、 し ば らく 筆 つと 、 そ の 中 で 革命 の 主導 者 

や 、 遺 伝 的 に 有 能 な 者 が 、 新 た な 富裕 者 と し て 社会 的 に 浮上 
し 、 一 方 、 革 命 で の フォ ロワ ー や 、 人 遺伝 的 に 無能 な 者 は 、 新 
た な 貧困 者 と な っ て 、 社 会 的 に 沈み 、 再 び 新 た な 経済 的 な 格 
差 が 生成 する 。 人 間 は 、 既 得 権益 を 欲す る の で 、 そ うし た 新 
1-84. ВОРОНЕЖ 
り 、 そ の 結果 、 経 済 的 な 格差 は 、 再 び 固 定 化 され る 。 こ れ 

は 、 中 国 や ロシア の よう な 共産 主義 革命 が 起き た 国 で 、 そ う 
な っ て いる 。 

人 間 に お ける 遺伝 的 能力 の 優劣 の 格差 は 、 解 消す る こと が 、 

根本 的 に 困難 で ある 。 個 人 の 間 に お ける 遺伝 子 の 違い その も 
の が 、 個 人 の 間 に お ける 能力 面 で の 格差 の 生成 に 真 結 す る 。 
そう し た 能力 面 で の 格差 が 、 富 裕 者 と 貧困 者 と の 臼 済 的 な 格 


差 を 生み 出す 初期 の 原動力 と な る 。 

富裕 者 の 既得 権益 の 維持 され た 状態 が 長期 化す る と 、 遺 伝 的 
に 能力 の ある 者 が 、 貧 困 者 の 状態 に 沈ん だ まま に な る 。 彼 
は 、 そ の 生誕 時 に 貧困 者 で ある と 、 そ の 遺伝 的 有 能 性 を 発揮 
し 、 富 裕 者 に な る こと が 不可 能 に な る 。 彼 が 遺伝 的 有 能 性 を 
発揮 で き な い こと は 、 社 会 的 な 損失 で ある 。 彼 が 、 遺 伝 的 に 
能力 が ある の に 富裕 者 に な れ な いこ と は 、 社 会 的 な 不平 等 で 
ある 。 そ れ ら の 発生 は 、 社 会 に お いて 、 李 力 回 属さ れる べき 
で ある 。 

人 間 は 富裕 に な り た が る 。 個 人 の 間 に は 、 遺 伝 的 な 能力 の 格 
差 が 、 恒 常 的 に 存在 する 。 そ の た め 、 人 間 の 社会 に お いて 
は 、 富 裕 者 と 貧困 者 の 双方 が 恒常 的 に 発生 し 、 社 会 に お ける 
経済 的 な 格差 の 発生 は 不可 遊 で ある 。 ま た 、 人 間 は 既得 権益 
の 維持 や 継承 を 強力 に 指向 する の で 、 経 済 的 な 格差 の 子 了 
代々 に わた る 維持 の 発生 も 、 社 会 的 に 不可 放 で ある 。 
富裕 者 の 持つ 既得 権益 の 世代 間 継 承 の 社会 的 な 抑制 。 遺伝 的 
に 無能 な 富裕 者 を 、 強 制 的 に 貧困 者 に 戻す 社会 的 政策 の 恒常 
的 な 生成 。 遺伝 的 に 有 能 な 貧困 者 が 富裕 者 に な れる 機会 の 恒 
常 的 な 確保 や 、 そ の 促進 。 遺伝 的 に 有 能 な 貧困 者 を 社会 的 に 
見 つけ 出し て 、 高 等 教育 を 施す 政策 の 恒常 的 な 持続 。 そ れ ら 
が 、 社 会 に お ける 経済 的 な 格差 是正 の 中 核 で ある 。 

筆 済 的 な 革命 を 行う こと で 、 富 裕 者 が 著 積 し た 既得 権益 を 初 
期 化 で きる 。 そ の こと で 、 遺 伝 的 に 有 能 な 貧困 者 が 、 新 た に 
富裕 に な る こと が で きる 。 そ れ は 、 社 会 的 な 平等 を 、 一 時 的 
に も た ら す 。 し か し 、 そ れ は 同時 に 、 新 た な 富裕 者 に よる 既 
{SERA OSHS & FTA & OMA. BOUEAWL. “tnd. 
社会 に お ける 引 済 的 な 格差 を 再生 産 す る 。 そ の た め 、 人 間 の 
社会 に お いて は 、 経 済 的 な 革命 が 、 定 期 的 に 、 繰 り 返 し 必要 
と な る 。 定 期 的 な 経済 的 な 革命 の 社会 制度 化 。 そ れ が 、 社 会 
に お ける 終 済 的 な 格差 是正 の 、 も う 一 つの 中 核 で ある 。 そ れ 
は 、 富 裕 者 と 貧困 者 の 格差 が 極大 化し た まま 是正 され な い ア 
メリ カ な ど で 積 極 的 に 導入 すべ き CHS. 

人 間 が 、 誰 で も 、 全 上 員 富 裕 に な れる こと 。 彼 ら が 、 誰 で も 全 
員 、 既 得 権益 を 持て る こと 。 遺 伝 的 に 無能 な 人 間 で も 、 そ の 
実現 が 十分 に 可能 で ある こと 。 そ ね れ ら を 実現 する 余裕 が 、 彼 
ら を 取り 巻く 自然 環境 や 社会 環境 に 十分 存在 する こと 。 そ れ 
ら が 、 社 会 的 に は 、 一 番 理 想 的 で て ある 。 人 間 社 会 の 究極 的 な 


目標 は 、 そ れ ら の 実現 と 持続 で ある 。 


社会 的 上 位 者 の 心理 。 社会 的 
下位 者 の 心理 。 


人 社会 的 下位 者 の 心 


生物 の 社会 。 社会 的 な 上 下関 係 。 それ ら の 決定 要因 。 


生物 の 社会 。 


社会 的 な 上 下関 係 。 
それ ら の 決定 要因 。 
(1) 

(1-1) 

彼ら 自身 が 所 属す る 、 В 
彼ら 自身 が 所 属す る 、 階 層 。 
それ ら の 高 さ と 低 さ 。 


(1-2) 

彼ら 自身 が 所 有する 、 和 血筋 。 

彼ら 自身 が 所 属す る 血縁 定住 集団 。 
それ が 持つ 、 有 利 さ 。 

それ ら の 良し 悪し 。 


(2) 
能力 。 


(2-1) 
彼ら 自身 が 所 有する 、 個 人 の 資質 や 努力 。 
それ ら の 量 の 多 さ と 少な さ 。 


それ ら の 質 の 良し 悪し 。 


(2-2) 

彼ら 自身 の 所 有 資 源 。 

彼ら 自身 の 既得 権益 。 

それ ら が も た ら す 、 カ ン フ ル 剤 と し て の 、 恩 恵 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 

// 


彼ら 自身 の 能力 。 

その 増加 。 

その 可能 性 の 増大 。 

// 

(3) 

リス ク へ の 対応 力 。 

以下 の 内 容 の 多 さ と 少な さ 。 
それ ら は 、 性 差 に 当たる 。 


(3-1) 
РИ et. 
ВЫ. 


(3-2) 

リス ク の 回 施し や すさ 。 

それ が も た ら す 、 自 己 保 身 の し や すさ 。 
女性 性 。 


(4) 

既得 権益 の 大 き さ 。 

彼ら 自身 が 占有 する 資源 。 
その 価値 の 大 き さ 。 


彼ら 自身 が 、 資 本 や 設備 を 、 所 有 し て いる こと 。 

それ が も た ら す 、 以 下 の (1) に 対す る 、 以 下 の (2) の 効 
果 。 

( 工 ) 

借用 者 と し て の 下位 者 。 


ba) 


立場 。 
ЕЛ. 
支配 力 。 
それ ら の 強 さ 。 
その 獲得 。 


(5) 
影响 力 。 
発言 力 。 
それ ら の 大 き さ 。 


(5-1) 
情報 を 統制 する 手段 の 所 有 。 
それ ら の 有無 。 


(5-2) 
マス コミ を 支配 する 手段 。 
それ ら の 有無 。 


(6) 
AT). 


(6-1) 

攻撃 力 。 

ライ バル や 他 者 が 持つ 、 資 源 や 権益 。 
その 奪取 し や すさ 。 

それ ら の 多 さ と 少な さ 。 


Cbs 
防御 力 。 


彼ら 自身 が 所 有する 、 資 源 や 権益 。 
ライ バル や 他 者 に よる 、 そ れ ら の 奪取 。 
その 実現 し に くさ 。 

それ ら の 多 さ と 少な さ 。 


(7) 
周囲 の 他 者 に 対す る 、 探 取 。 


その 、 実 現し や すさ 。 


周囲 の 他 者 に 対す る 、 た か り 。 
その 、 実 現し や すさ 。 


それ ら の 所 持 に お ける 、 多 さと 少な さ 。 


社会 的 上 位 者 。 


(А) 
社会 的 上 位 者 。 彼 ら の 分 類 。 


(1) 


Ab 
月 ヒノ J 。 


(1-1) 

能力 者 。 

ARE 

個人 の 資質 や 努力 の 豊か さ 。 


所 有 资源 。 

既得 椎 益 。 

それ ら の 多 さ 。 

それ が も た ら す 、 能 力 増加 の 容易 さ 。 


成功 する こと 。 
努力 が 報 わ れる こと 。 


ВВЕЛ. 
有力 感 。 
それ ら を 持つ こと が 出来 る こと 。 


у 
無能 
取り 巻く 環境 が 、 良 好 な こと 。 


01-#. WKFOWRARHET ИСИ, 
// 

HERE X 。 

本 来 の 能力 の 無 さ 。 

それ ら を 、 隠 べ い する こと 。 

// 


(2) 

社会 的 地位 。 

その 時 系 列 的 な 変化 。 
その 大 小 。 


(2-1) 

社会 的 上 位 の 階層 に お ける 滞留 
// 

名 門 で ある こと 。 


区 机 户 在 维持 才思 者 。 


も と も と 有 能 で ある こと 。 

ЕЕ ИСИ. 

上 位 の 社会 生活 に お いて 必要 と な る 、 十 分 な 能 
それ を 保持 し た 者 。 


(22) 
社会 的 下位 か ら の 上 昇 者 。 
(D2. 9-24) 


も と も と 有 能 で ある こと 。 
A&C ЛЕСУ, 
それ に より 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現し た 場合 。 


// 
経済 的 な 収益 。 

地位 。 

それ ら を 、 上 昇 さ せる こと 。 
// 


(2-929) 
も と も と 無能 で ある こと 。 
фо я), лм. 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
// 


所 有 资源 。 

既得 椎 益 。 

// 

それ ら が 、 豊 語 に 供給 され た 場合 。 


(В) 
社会 的 上 位 者 。 
彼ら の 取る 行動 。 


( 工 ) 
彼ら の 社会 的 地位 。 
その 上 昇 中 。 


上 昇 し や すさ の 追求 。 


(2) 

彼ら の 社会 的 地位 。 

その 上 昇 後 に お ける 、 現 状 維 持 。 
その 上 昇 後 に お ける 、 下 降 の 回 遊 。 


(2-1) 

下位 者 を 、 上 位 に 上 が ら せ な いこ と 。 

その 追求 。 

下位 者 に 対し て 、 以 下 の 思 想 を 実践 する こと 。 


ен) 

彼ら 自身 が 所 有する 上 位 性 。 
それ ら の 初期 化 。 
ре. 


彼ら 自身 が 所 有する 既得 権益 。 
それ ら の 初期 化 。 
ре. 


社会 の 初期 化 。 
ре. 


社会 的 革命 。 
その 回 話 。 


(2-3) 


(А) 

彼ら 自身 の 上 位 性 。 

それ を 支え る 足元 の 土台 。 

それ を 支え る 社会 体制 。 

彼ら 自身 の 高い 地位 。 

それ を 下支え する 、 ヒ エラ ルキ ー。 

それ を 下支え する 、 下 位 者 た ち 。 

その よう な 下位 者 た ち に よる 、 上 位 者 に 対す る 、 忠 誠心 の 保 


To 


(B) 

ZEAL). CA) 

それ ら が 崩れ る こと 。 

その よう な 下位 者 た ち が 、 以 下 の 内 容 を 、 実 行 す る こと 。 
上 位 者 に 対し て 、 反 乱 や 反抗 を 起こ すこ と 。 
上 位 者 を 、 抹 消し よう と する こと 。 

以下 の 内 容 を 、 実 行 す る こと 。 

// 

上 位 者 。 

その 生物 の 存続 。 

その 血縁 の 存続 。 

それ ら を 、 断 紅 し よう と する こと 。 

// 


Fae@®: (B+) 4 
それ ら の 状況 が 、 発 生 す る こと 。 


вдох ЕСС. МКОЖЖЯЕЯ Ъ-ЬЭУ 
нм 

// 

その こと へ の 不安 。 

с и Е ВЖЕ. 

// 


上 位 者 が 、 そ の た め に 、 以 下 の 内 容 を 、 実 行 す る こと 。 
// 

彼ら 自身 へ の 不 忠 。 

その 存在 を 疑わ れる 者 。 

その よう な 下位 者 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 実 行 す る こと 。 
// 

FRET SIX. 

ЕЯ СИ. 

Дес Уи. 

// 

tho OtTAake. FTO УС. METSI“. 


ENKIALHUE. 

彼ら は 、 下 位 者 た ちか ら 、 独 裁 者 と 呼ば れる 。 
Wold. MuBtbhpb, АЖЬЙ. 
彼ら は 、 下 位 者 た ちの 忠誠 心 を 、 失 う 。 
彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 行 す る 。 

// 

下位 者 た ちの 恐 頂 の 心 。。 

それ を 、 利 用 する こと 。 

その こと で 、 ト 下位 者 た ち を 、 支 配 す る こと 。 
// 


上 記 の (B) 。 

それ ら の 状況 が 、 発 生 す る こと 。 

その 防止 。 

その た め に 、 以 下 の 内 容 を 、 実 行 す る こと 。 
(1) 

彼ら 自身 へ の 警護 。 


それ を 、 強 化す る こと 。 


(2) 
下位 者 た ち が 、 以 下 の 内 容 を 、 実 行 す る こと 。 


// 
上 位 者 に 対す る 、 忠 誠心 >。 

それ ら を 、 こ れ ま で 通り 、 保 持 し 続け る こと 。 
// 


その こと を 、 確 実に 実現 する こと 。 


その た め に 、 彼 ら 自 身 が 、 以 下 の 内 容 を 、 実 行 す る こと 。 
下位 者 た ち に 支持 され る 行動 。 

それ ら を 、 あ る 程度 、 取 り 続 ける こと 。 

それ ら は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 

// 

品行 方 正 に 振る 舞う こと 。 

有 能 に 振る 舞う こと 。 

社会 の 改革 者 と し て 、 振 る 舞う こと 。 


有 能 な 下位 者 た ち 。 
それ ら の 人 物 を 、 高 く 評 価 し 続け る こと 。 


忠誠 心 の 高い 下位 者 た ち 。 
それ ら の 人 物 を 、 高 く 評 価 し 続け る こと 。 
// 


その よう な 上 位 者 。 
彼 は 、 下 位 者 た ちか ら 、 以 下 の よ うに 、 扱 われ る 。 
// 

彼 は 、 名 君 と 呼ば れる 。 


Ви. И. 
il 


その よう な 上 位 者 。 

彼 は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 行 す る 。 

// 

下位 者 た ちの 忠誠 心 。 

それ を 、 利 用 する こと 。 

その こと で 、 ト 下位 者 た ち を 、 支 配 す る こと 。 
// 


(2-4) 

件 対 的 な 上 位 者 と し て 、 振 る 舞う こと 。 
その 傾向 。 

それ が 、 強 いこ と 。 

例 。 

绝对 王政 。 

その 実現 。 

その 維持 。 


社会 的 下位 者 。 


(А) 
社会 的 下位 者 。 
彼ら の 分 類 。 


(1) 


Ak 
月 ヒノ J 。 


(a) 
無能 力 者 。 
低 能 


個人 の 資質 や 努力 。 
それ ら の 乏 し さ 。 


所 有 资源 。 

既得 権益 。 

それ ら の 少な さ 。 

それ が も た ら す 、 能 力 増加 の 困難 さ 。 


努力 が 報 わ れ な いこ と 。 
無力 感 。 


(1-2-1) 
eC 
その 結果 、 社 会 的 に 、 転 落し た こと 。 


(AOD) 
Ис HUI. 
0. BRORNNFeht Ack. 


(2) 

社会 的 地位 。 

その 時 系 列 的 な 変化 。 
その 大 小 。 


(27 
社会 的 下位 の 階層 。 
そこ に お ける 、 洗 留 者 。 


алые.) 
社会 的 上 位 か ら の 転落 者 。 


も と も と 有 能 で ある こと 。 
лы. 

その こと で 、 以 下 の 内 容 を 、 招 いた こと 。 
НЗ. 

地位 の 喪失 。 

そう し た 場合 。 


も と も と 無能 で ある こと 。 
その こと を 補う カン フル 和食 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
// 

所 有 資 源 。 

既得 椎 益 。 

// 

ей, вии. 
そう し た 場合 。 


も と も と 有 能 だ っ た こと 。 

МЕ 11-2. 

その こと で 、 以 下 の 内 容 を 、 招 いた こと 。 
上 位 の 社会 生活 に 必要 と な る 十分 な 能力 。 
それ を 喪失 し た こと 。 

そう し た 場合 。 


(B) 
社会 的 下位 者 。 
彼ら の 取る 行動 。 


(1) 
上 昇 を 狙う こと 。 


(1-1) 

彼ら 自身 が 所 有する 、 資 源 。 

彼ら 自身 が 所 有する 、 権 益 。 

еп, ЕЖЕ. 

その た め に 必要 な 心身 の 苦労 。 
ИР, ЖА СТ СЫ. 


成功 する こと 。 

その た め の 、 様 々 な 、 試 行 錯 議 や 、 挑 戦 。 
それ ら を 、 必 死に な っ て 、 結 り 返 すこ と 。 
それ ら の 実行 や 実現 。 

その た め に 必要 な 能力 。 

その 獲得 。 


(1-1-1) 

上 昇 の た め に 必要 な 心身 の 苦労 。 
ИР. ЖА СТ СИ. 
例 。 

学業 。 

労働 。 


働き さながら 、 学 業 や 能力 獲得 に 、 励 むこ と 。 


その た め に 、 寸 暇 を 惜しむ こと 。 
その た め に 、 必 死に な る こと 。 


例 。 
昔 学生 。 
(RA = 


上 昇 の た め に 必要 な 心身 の 苦労 。 
thd ae. WTSI“. 


жи. (С. LEATSILY. 
それ ら を 、 指 向 す る こと 。 


(1-2) 

社会 的 な 上 下 の 階 層 。 

それ ら の 生成 。 

その こと に つい て 、 最 初 か ら の や り 真 し を 、 指 向 す る こと 。 


(OA 
// 
社会 の 初期 化 。 


社会 釣 な 和 革命 。 
社会 的 な 変動 。 

// 

それ ら を 、 指 向 す る こと 。 


(a 
上 位 者 が 占有 する 、 了 既得 権益 。 
それ ら の 初期 化 。 
それ ら の 無効 化 。 


それ ら の 実現 を 、 指 向 す る こと 。 
彼ら 自身 で は 、 そ れ ら を 引き 起こ す 能 力 に 巡 し いこ と 。 
有人 能 な 、 社 会 変革 の 指導 者 。 


その 誕生 に 対す る 期待 。 
その こと に 対す る 、 意 識 の 強 さ 。 


社会 変革 の 指導 者 。 
その 活動 に 対す る 便乗 。 
その こと に 対す る 、 意 識 の 強く さ 。 


(1-3) 

iI 

所 属 階 層 に お ける 、 ト 下位 か ら 上 位 へ の 、 一 発 逆転 。 
BLEED OO, — д. 

iI 

その 実現 を 、 狙 うこ と 。 


ギャ ン ブ ル 。 
投資 を 試行 する こと 。 
—® РАН СУ. 
// 


(1-4) 
上 位 者 と の 結婚 。 
その 実現 に 対す る 期待 。 


EMMA. НТУ. 
// 

富裕 な 血筋 。 

良い 血筋 。 
それ ら へ の 、 人 参加 。 

// 

その 実現 を 、 狙 うこ と 。 


上 位 者 と の 結婚 。 
その 可能 性 を 、 増 大 させ る こと 。 


その た め に 、 以 下 の 内 容 を 、 向 上 させ る こと 。 
彼ら 自身 の 性 的 魅力 。 


その た め に 、 以 下 の 内 容 を 、 磨 き 上 げ る こと 。 
彼ら 自身 の 生ま れ 持 っ た 、 優 れ た 容姿 。 


(1-5) 

上 位 者 と の 接触 。 

その こと を 、 積 極 的 に 試行 する こと 。 
それ は 、 男 女 の 性 差 と 、 関 連 す る 。 


[БЕ 
上 位 者 へ の 挑戦 。 
武力 を 上 げ る こと 。 
身体 的 な 喧嘩 。 
武力 行使 を 伴う 喧嘩 。 

それ ら を 、 感 ん に 引き 起こ すこ と 。 


それ ら の 相手 に 対し て 、 勝 つこ と 。 
その 試行 を 、 盛 ん に 、 実 行 す る こと 。 
男性 性 。 


(1-5-2) 
上 位 者 へ の 説得 。 

自己 主張 。 

有 能 这 OP EI. 

それ ら を 、 感 ん に 試み る こと 。 
それ ら の 相手 に 対し て 、 そ うし た 試み を 、 成 功 さ せる こと 。 
その 試行 を 、 盛 ん に 、 実 行 す る こと 。 
男性 性 。 


(1-5-3) 
// 

上 位 者 へ の 取り 入り 。 

HUFAONE. 

上 位 者 へ の 款 従 。 

// 

それ ら の 行為 を 、 盛 ん に 行う こと 。 

それ ら の 行為 を み 、 し つこ く 繰 り 返 すこ と 。 

それ に よっ て 、 上 位 者 が 、 彼 女 自 身 と 角 意 に な る こと 。。 
そう し た 上 位 者 が 、 彼 女 自身 の 地位 を 、 引 き 上 げ る こと 。 
その こと を 、 実 現さ せる こと 。 

その こと で 、 上 昇 の 機会 を 得 よ うと する こと 。 

女性 性 。 


(2) 


下位 で ある 現状 。 
それ を 、 受 容 す る こと 。 


上 昇 の 先送り 。 


ас 


その よう な 受容 。 
それ に 当たっ て の 、 基 本 的 な 能 度 。 
// 


少し 背 定 的 な 場合 。 
谷 定 的 で 、 渋 々 で ある 場合 。 


// 
GZ = 0) 


彼ら 自身 の 生活 。 


その 内 容 。 


それ が 、 上 恵まれ な いこ と 。 
tht, MECHSIL. 


その よう な 現状 を 、 自 覚 す る こと 。 


(Q— 2) 

現状 に 対す る 、 
現状 に 対す る 、 
現状 に 対し て 、 
現状 に 対し て 、 


(2-3) 
現状 に 対す る 、 


Ee a 
// 
小さ な 辛 せ 。 


小さ な 楽し み 。 


諦め 。 
無力 感 。 
ое 
無気力 で ある こと 。 


ささ や か な 満足 。 


小さ な 生き が い 。 


// 


それ ら を 、 見 つけ る こと 。 
それ ら を 、 少 し ずつ 実現 する こと 。 


ОИС. УАЗ. WRirmeT SIL. 


(Pa3 0% 
同じ 下位 者 の 間 で 、 気 の 合う 者 同士 の 仲間 を 作る こと 。 
彼ら と の 間 で 、 交 流 を 楽し むこ と 。 

その こと で 、 と りあ え ず 、 現 状 に 満足 する こと 。 
(2-4) 


現状 に 対す る 不満 。 
それ を 、 保 持 す る こと 。 


[== 
社会 へ の 不平 不満 。 


それ を 、 貯 め る こと 。 
下位 者 同士 で 、 社 会 に 対す る 吊 痴 を 言い 合う こと 。 
AtSHFOF Ec, SMFS. 


(Sawa) 
社会 へ の 敵対 心 。 

それ を 、 保 持 す る こと 。 
周囲 の 社会 を 、 拒 件 する こと 。 
社会 と の 没 交 渉 。 
社会 か ら の 隔離 。 


(2-5) 

現状 に 対し て 、 絶 望 す る こと 。 
自己 破 減 。 

AeA. 

AR. 

発狂 。 


(2-6) 

昔 し い 生 活 の 憂さ 晴らし 。 
例 。 

飲酒 。 

ギャ ン ブ ル 。 

セッ クス 。 


(3) 
上 位 者 へ の 、 心理 的 な 依存 。 


(3s 4.) 

上 位 者 へ の 忠誠 心 。。 

それ を 、 保 持 す る こと 。 

上 位 者 の 利益 の た め に 、 犠 牲 に な る こと 。 
the, Book. 


(3-2) 

上 位 者 に よる 救い 。 

それ ら を 、 求 め る こと 。 

例 。 

绝对 的 砍 上 位 者 。 

神 。 

それ ら を 、 信 仰 す る こと 。 

それ ら に 対し て 、 救 い を 求め る こと 。 
宗教 の 信徒 。 


(4) 
BIOS >, FER. 

上 位 者 へ の た か りや 、 物 多い 。 
それ ら を 行う こと 。 


(5) 
行為 の 一 方 通行 人 性 。 ス トレ ス の 発散 。 


彼ら 自身 が 、 上 位 者 か ら 、 一 方 的 に 受け た 行為 。 

その 内 容 は 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 ス トレ ス が 溜まる 。 

それ を 、 彼 ら 自 身 に と っ て の 下位 者 に 対し て 、 一 方 的 に 行う 
о. 

その こと で 、 彼 ら 自 身 の ス トレ ス を 発散 する こと 。 


例 。 

定住 生活 様式 者 。 

彼ら 自身 が 、 古 参 者 か ら 、 一 方 的 に 受け た 行為 。 

その 内 容 は 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 ス トレ ス が 溜まる 。 

それ を 、 彼 ら 自 身 に と っ て の 新参 者 に 対し て 、 一 方 的 に 行う 


こと 4 
その こと で 、 彼 ら 自 身 の ス トレ ス を 発散 する こと 。 


例 。 

親子 関係 。 

彼ら 自身 が 、 親 か ら 、 一 方 的 に 受け た 行為 。 

その 内 容 は 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 ス トレ ス が 溜まる 。 

それ を 、 彼 ら 自 身 に と っ て の 子供 に 対し て 、 一 方 的 に 行う こ 
Cz 
その こと で 、 彼 ら 自 身 の ス トレ ス を 発 英 する こと 。 


(初出 2021 年 3 月 。 ) 


国家 の 本 質 。 生 物 の 本 質 と の 
関係 


So 


AM, HROAA. 生物 の 本 質 と の 関係 。 


個々 の 生物 の 間 に お ける 、 遺 伝 的 な 能力 の 差 。 

個々 の 生物 の 間 に お ける 、 後 天 的 で 文化 的 な 、 能 力 の 差 。 
それ ら が 、 個 々 の 生物 に 対し て も た ら す 、 有 能 性 と 無能 性 の 
関係 。 

それ ら が 引き 起こ す 、 個 々 の 生物 の 間 に お ける 、 環 境 適 応力 
の 優劣 の 関係 。 

それ ら の 関係 が 生物 に も た ら す 、 以 下 の よ うな 関係 。 

// 


個々 の 生物 の 間 に お ける 、 強 弱 の 関係 。 

個々 の 生物 の 間 に お ける 、 上 下 の 関 係 。 
個々 の 生物 の 間 に お ける 、 正 次 と 副 次 の 関係 。 
個々 の 生物 の 間 に お ける 、 支配 と 従属 の 関係 。 
// 


(А) 
上 記 の 関係 に お ける 、 一 定 の ルー ル の 生成 。 


ФЕИ, ЕЕВС, МТО (1) DF 
在 が 、 以 下 の (2) の 行為 の 実行 の 意思 を 持つ こと 。 


(1) 

// 

優位 者 の 地位 に 就く 生物 た ち 。 
強者 の 地位 に 就く 生物 た ち 。 
上 位 者 の 地位 に 就く 生物 た ち 。 
正 の 地位 に 就く 生物 た ち 。 

// 


(2) 

// 

上 記 の (А). 

その 社会 的 な 承認 。 

その 持続 の 正当 化 。 そ の た め の 、 了 取り決め の 生 成 。 

その 破壊 の 、 防 止 や 禁止 。 そ の た め の 、 了 取り決め の 生 成 。 
// 


それ ら が 、 生 物 が 国家 を 作り 出す 、 原 動力 で ある 。 


個々 の 生物 の 間 に お ける 、 強 弱 の 関係 。 

個々 の 生物 の 間 に お ける 、 上 下 の 関 係 。 

個々 の 生物 の 間 に お ける 、 正 次 と 副 次 の 関係 。 

個々 の 生物 の 間 に お ける 、 支配 と 従属 の 関係 。 

それ ら の 発生 は 、 生 物 に よる 環境 へ の 適応 上 、 不 可 放 で あ 
る 。 
た だ し 、 そ れ ら の 関係 は 、 生 物 を 取り 巻く 環境 の 変動 に よっ 
て 、 大 きく 和信 れ 替 わる 。 

それ ら の 関係 は 、 固 定 的 で は 無い 。 


以下 の よう な 内 容 の 主張 は 、 成 立 し な い 。 


// 
ВЕ, ССВ, 9 A 
き 、 有 能 で ある 。 


生物 の 間 の 強 慣 関 係 や 、 上 下関 係 は 、 環 境 の 変動 に 応じ て 、 
AAS. RTS. 

その 変化 を 前 提 と し た 、 生 物 の 問 に お ける 、 優 劣 関 係 や 、 強 
絆 関係 や 、 上 下関 係 の 、 交 替 や 移譲 を 行う シス テム 。 

その シス テム を 、 出 来 合 い の 社 会 的 製品 や 社会 的 サー ビス と 
し て 、 構 築 し 、 固 定 化 し た も の 。 

そう し た 交替 や 移譲 の 入れ 物 。 

その 都度 、 新 た な 優位 者 や 上 位 者 に 当たる 入居 者 を 、 選 ん で 
迎え 入れ る 、 不 動産 物件 の 一 種 。 

それ が 、 国 家 の 制 度 で て ある 。 


その 例 。 
議会 制度 。 
KD. МАЗ. RIK. 


個々 の 生物 の 間 に お ける 、 上 下関 係 。 

個々 の 生物 の 間 に お ける 、 強 弱 関 係 。 

個々 の 生物 の 間 に お ける 、 優 劣 関係 。 

それ ら は 、 社 会 の 中 で 、 恒 常 的 に 、 永 続 的 に 、 見 られ る 。 
国家 の 法令 は 、 そ れ ら の 関係 の 存在 を 前 提 と する 。 

国家 の 法 念 は 、 そ の 時 々 の 社会 的 強者 が 人 居 す る 、 出 来 合 い 
の 、 取 り 替 え 可 能 な 、 賃 貸 の 物件 で ある 。 


社会 的 な 優位 者 や 強者 が 、 建 国 を する 。 

社会 的 な 優位 者 や 強者 に よる 、 社 会 的 な 劣 位 者 や 弱者 に 対す 
5. MEP IY fav. 

それ ら を 、 そ の 時 々 に お いて 、 正 当 化 する こと 。 

その た め の 仕 組み 。 

それ が 、 国 家 で ある 。 


社会 的 な 優位 者 や 強者 に よる 、 社 会 的 な 劣 位 者 や 弱者 に 対す 
5. 支配 っ コン トロ ー ル の 仕組 み 。 
それ ら を 、 明 文化 し て 、 整 備 し た も の 。 


それ が 、 国 家 の 法 念 で ある 。 


国家 の 発生 は 、 以 下 の 内 容 を 、 定 型 化 し 、 部 品 化し 、 製 品 化 
а 

// 

環境 の 変動 に よっ て 、 社 会 的 な 優位 者 と 、 劣 位 者 と が 、 和 信 れ 
替わる あり 方 や 仕組 みや 手順 。 

// 


それ は 、 作 りつ け の 、 人 不動 産物 件 で ある 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 の 実施 を 円 滑 に する 上 で の 、 根 拠 で あ 
る 。 


/ 
wal ko. AMA CORAL. 
/ 


税金 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある 。 
以下 の (1) の 存在 に よる 、 以 下 の (2) の 存在 に 対す る 、 
以下 の (3) の 行為 の 実行 。 

(1) 

社会 的 な 優位 者 。 

(2) 

社会 的 な 劣 位 者 。 

(3) 

所 有 資 源 の 、 強 制 的 な 取り 上 ば げ 。 
所 有 資 源 に 対す る 、 強 制 的 な 搾取 。 


税金 。 

その 配分 は 、 上 記 の (1) が 中 心 と な っ て 、 行 う 。 
Их. МТО, РИ. 

// 

上 記 の (1) ILbIt4. АЕ ИЕН, ths 
の 持続 に と っ て 、 都 合 の 良い 形式 。 

上 記 の (2) ) に と っ て 、 異 識 申 し 立て を し に くい 形式 。 
社会 的 な 平等 。 その 実現 に 関す る 、 理 想 論 の 主張 。 そ うし た 
形式 。 


// 


それ は 、 以 下 の (4) の 状況 の 発生 に 対し て 、 以 下 の (5) 
の 内 容 と し て 、 現 れる 。 


上 記 の (2) 办、 上 记 O (1) に 対し て 、 新 た に 力 を 付け る 


(5) 
上 記 の (1) が 、 上 記 の (4) ФЕЯ и. tN 
た め の 手 段 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 と し て 、 о 
上 記 の (1) ) に よる 、 上 記 の (2) $95. НСХ 
RK. COTOMFR. 


税金 の 使い 道 は 、 上 記 の (1) に よっ て 決め られ る 。 
税金 は 、 上 記 の (1) に と っ て 有利 な 形 で 使わ れる 。 
税金 は 、 搾 取 を 受け た 上 記 の (2) の 元 に は 、 少 し し か 返っ 
て こない 。 


生物 の 世界 に お いて 、 優 位 者 は 、 劣 位 者 を 、 無 償 で は 助け な 
tas 

優位 者 は 、 劣 位 者 に 対し て 、 援 助 の 代償 と し て 、 以 下 の 内 容 
を 、 当 然 の よう に 要求 する 。 

// 

従順 さ 。 

dE, 

無 反抗 。 

// 


生物 が 、 資 源 を 所 有 し て いる 場合 。 

その 生物 は 、 能 力 面 に お いて 、 以 下 の 内 容 を 実現 する こと が 
出来 る 。 
// 

の 能力 面 で の 数 量 を 、 実 際 の 量 や 規定 の 量 よ り も 、 増 や す 
и. 


無能 者 が 、 有 能 者 と し て 、 生 活 す る こと が 出来 る こと 。 
/ 


その こと で 、 以 下 の 状 況 が 、 実 現す る 。 


// 

本 来 、 社 会 的 な 劣 位 者 で ある は ず の 者 が 、 社 会 的 な 優位 者 と 
し て 、 生 活 で きる こと 。 

本 来 、 社 会 的 な 弱者 で ある は ず の 者 が 、 社 会 的 な 強者 と し 
て 、 生 活 で きる こと 。 

本 来 、 社 会 的 な 下位 者 で ある は ず の 者 が 、 社 会 的 な 上 位 者 と 
じ て 。. 生 活 で きる こと 』 

// 


以下 の (1) 4. МТО (2) の 場所 に お いて 、 以 下 の 
(3) と し て 、 以 下 の (4) の よう に 扱わ れる 。 
(1) 

生物 が 所 有する 資源 。 

(2) 

その 所 有 者 た ち 。 

彼ら が 所 属す る 血縁 定住 集団 。 

その 内 部 。 

(3) 

既得 権益 。 

占有 物 。 

(4) 

代々 、 排 他 的 に 受け 継が れる こと 。 

その 実現 。 

その 対象 。 


その こと で 、 以 下 の よ うな 状況 が 、 永 続 す る 。 

// 

HERES HS, BABES UU. ВЕСЬ IL. 
// 


誰か が 、 社 会 的 な 革命 に よっ て 、 そ うし た 所 有 資 源 の 初期 化 
を 行っ た 場合 。 


生物 の 間 に 存 在 す る 、 本 来 の 能力 差 。 


それ ら に よっ て 、 生 物 の 間 に 、 再 び 、 別 の 内 容 の 、 以 下 の 社 
会 関係 が 、 発 生 す る 。 

// 

ATS AZ SRSSBMA. 

社会 的 な 上 下関 係 。 

// 


そう し て 生ま れ た 、 新 た な 、 社 会 的 な 強者 や 、 社 会 的 な 上 位 
者 


彼ら は 、 彼 ら 自 身 の 有 利 な 立場 を 、 利 用 する 。 
彼ら は 、 そ の こと で 、 以 下 の 行 為 を 、 平 然 と 行う 。 
// 

资源 。 

それ ら の 、 彼 ら 自 身 へ の 集積 。 

それ ら の 、 彼 ら 自 身 に よる 占有 。 

// 


以下 の (1 ) は 、 以 下 の (2) の 場所 に お いて 、 再 び 、 以 下 
の (3) と し て 、 以 下 の (4) の よう に 扱わ れる 。 
(1) 

新た な 、 社 会 的 な 強者 や 、 社 会 的 な 上 位 者 。 
Wop, МЕ. AMR. 

(2) 

新た な 、 社 会 的 な 強者 や 、 社 会 的 な 上 位 者 。 
彼ら が 所 属す る 血縁 定住 集団 。 

その 内 部 。 

(3) 

既得 権益 。 

占有 物 。 

(4) 

SAA. НЕТ. 

その 実現 の 対象 。 


ня, МТО (1) の 存在 が 、 以 下 の (2) の 条件 で 、 
以下 の (3) の 状況 を 実現 する 。 

(1) 

資源 の 所 有 者 や 継承 者 。 


(2) 
р ぽ 力 の 有無 と は 無関係 に 、 成 立 す る 。 


о 


) 
Ня 以下 の 社会 的 位 商 に 、 再 び 、 須 臨 し 続け る こ 
Ca 
/ 
社会 的 な 強者 。 
社会 的 な 上 位 者 。 
/ 


生物 に と っ て 、 能 力 主 義 は 、 一 時 的 な も の で ある 。 


国家 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 と し て 、 捉 える こと が 可能 で あ 
る 。 


// 

上 記 の よう な 、 生 物 本 来 の 社会 的 な 性 質 を 、 具 現 化 し 、 制 度 
化し た 内 容 。 

// 


政権 交代 。 

それ は 、 以 下 の (1) の 存在 が 、 以 下 の (2) の 存在 へ と 、 
和 人 れ 替 わる こと で ある 。 

(1) 

ある 社会 に お ける 、 茎 存 の 、 社 会 的 な 強者 や 社会 的 な 上 位 
者 。 

(2 ) 
ЕСС, СНЕ, OAS ASE, 
別 の 社会 的 な 上 位 者 。 


о 1) の 存在 は 、 以 下 の (2) に お いて 、 以 下 の 


OKI BN. 
_ 
無能 
(2) 
生物 の 社会 。 


それ は 、 能 力 差 を 、 前 提 と する 。 


(3) 
社会 的 な 下位 の 階層 に 、 沈 典 し た まま の 状態 。 


以下 の (1) の 存在 は 、 以 下 の (2) Сис. WED 
) の 状態 に 区 か れる 。 

GL) 

社会 的 な 弱者 。 

社会 的 な 下位 者 。 


(2) 
生物 の 社会 。 
thud, ИЗМ. BEC TS. 


(3) 
社会 的 な 下位 の 階層 に 、 沈 典 し た まま の 状態 。 


以下 の (1) の 発生 に より 、 以 下 の (2) の 存在 が 、 以 下 の 
3) の 存在 に な る こと 。 

その 可能 性 。 

それ は 、 十 分 に ある 。 


(1) 
社会 的 な 革命 。 社 会 の 変動 。 
(2) 


有 能 者 。 
彼ら は 、 社 会 的 に 、 下 位 に 沈殿 し て いた 。 
(3) 


彼ら が 、 社 会 の 新た な 指導 者 に な る こと 。 
その こと で 、 彼 ら が 、 社 会 的 な 強 さ や 優位 性 を 、 新 た に 得る 
Co 


社会 的 な 下位 者 た ち 。 

彼ら は 、 上 記 の 可能 性 に か け よ うと し て 、 必 死に な っ て 努力 
する 。 

彼ら 自身 の 中 で 、 実 際 に 、 社 会 的 な 指導 者 と な れる 者 。 


彼ら 自身 の 中 で 、 そ の こと で 、 社 会 を 支配 する 地位 に 、 就 任 
出来 る 者 。 
それ は 、 残 念 な が ら 、 あ まり 多く な い 。 


そう し た 、 社 会 的 な 上 位 者 の 和信 れ 替え 。 

それ は 、 起 き て も 、 結 局 は 、 一 時 的 な も の に 過ぎ な い 。 
新た な 社会 の 指導 者 た ち 。 

彼ら は 、 社 会 で 上 位 に 行く と 、 さ っ そく 、 以 下 の 内 容 の 行為 
を 、 当 然 の よう に 、 開 始 す る 。 

/ 


彼ら 自身 の 既得 権益 。 
th) ЕН. 
それ ら の 占有 。 

// 


そう し て 、 再 び 、 以 下 の よ うな 関係 が 、 新 た に 生成 する 。 
/ 

社会 的 な 強弱 関係 。 

社会 的 な 上 下関 係 。 

/ 


それ ら は 、 や が て 、 固 定 化 する 。 


以下 の (1) の 存在 は 、 以 下 の (2) の 状況 の 下 で 、 以 下 の 
(3) の 実現 の た め に 、 以 下 の (4) の 行為 を 実行 する し か 
な い 。 

(1) 

自前 の 資源 の 著 積 。 

それ ら が 十分 に 出来 て いな い 者 。 

(2) 

社会 的 な 上 位 者 に よる 支配 下 。 

(3) 

十分 な 資源 を 得る た め の 資 力 を 、 自 前 で 得る こと 。 

(4) 

ずっ と 奴隷 の よう に 、 強 制 労働 に 従事 し 続け る こと 。 


以下 の (5) の 存在 は 、 上 記 の (1) の 存在 に 対し て 、 以 下 
の (6) の 行為 を 実行 する 。 


(5) 

社会 的 な 上 位 者 。 

(6) 

和俊 済 的 な 搾取 を 行う こと 。 

不 十分 な 対価 し か 、 渡 そう と し な いこ と 。 


上 記 の (5) の 存在 は 、 以 下 の (7) に 対し て 、 以 下 の 
(9) の 態度 を 取る 

(7) 

上 記 の (1) の 存在 が 、 以 下 の (8) の 行為 を 実行 する こ 
2 

(8) 


上 記 の (5) AAAS A, BLS. 

それ ら の 奪取 の た め に 、 社 会 の 秩序 を 和 首 す こと 。 
(9) 

その 実現 と を 、 と て も 恐れ る こと 。 

その 実現 を 、 全 力 で 阻止 し よう と する こと 。 


そう し た 心理 状態 の 発生 源 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

// 

生物 に お ける 、 彼 ら 自 身 の 茎 得 権 益 の 、 代 々 に わた る 維持 。 
生物 が 、 そ の 永続 を 、 生 上 目的 と する こと 。 
生物 の 本 能 そ の も の 。 

生物 の 本 質 そ の も の 。 

// 


生物 0 神经 系 D7)、 刁 > 之 已 工 一 


ター シミ ュ レ ーション に よ 


る 、 リ アル な 再現 。 心理 学 や 
社会 学 へ の 応用 。 


生物 の 、 神 経 系 と 精神 と 社会 。 


生物 に お ける 、 神 経 系 。 
それ は 、 動 的 な 、 生 き や す さ の 追求 の た め の 器 官 で ある 。 


精神 产 魂 。 
それ ら は 、 神 経 系 の 活動 と し て 、 捉 えら れる 。 


神経 系 を 持つ 全て の 生物 は 、 精 神 や 魂 を 持つ 。 
AB AH OD a FF OEY 
それ ら は 、 人 間 に 限 定 さ れ な い 。 


彼ら 自身 の 行動 結果 に つい て の 自覚 を 持つ 、 全 て の 生物 。 
彼ら は 、 意 識 を 持つ こと が 可能 で ある 。 


彼ら 自身 の 行動 に つい て の 刻 断 や 決定 や 計画 を 行う 、 全 て の 
生物 。 
彼ら は 、 思 考 す る こと が 可能 で ある 。 


彼ら 自身 の 行動 に つい て の 記憶 と その 再生 を 行う 、 全 て の 生 
物 。 
彼ら は 、 学 習 す る こと が 可能 で ある 。 


それ ら の 生物 は 、 皆 、 神 終 系 を 所 有 し て いる 。 

それ ら の 生物 は 、 紳 、 知 的 で ある 。 

それ ら の 生物 は 、 人 間 に 限 定 さ れ な い 。 

区 机 户 OD 生 物 O 神 经 系 ЛОЖУ ОН, ЖЕН 
差 は 、 存 在 し な い 。 


人 間 に と っ て 、 意 思 疎 通 が 困難 な 生物 。 
その よう な 生物 の 神経 系 の 活動 に つい て 、 内 部 検証 を する こ 


Cs 

人 間 が 、 そ の 行為 を み 、 何 も し よう と し な いこ と 。 

そう し た 現状 に お いて 、 人 間 が 、 そ の よう な 生物 を 、 以 下 の 
よう に 、 勝 手 に 見 な すこ と 。 

// 


彼ら は 、 機 械 的 で て ある 。 
彼ら は 、 知 的 で な い 。 

彼ら は 、 人 原始 的 で て ある 。 
// 


それ ら の 態度 は 、 根 本 的 に 誤り で ある 。 


人 間 以 外 の 生物 。 

Mo AMAT DHEA. 

それ ら の 活動 の 、 内 部 検証 。 

その 実行 に よる 、 以 下 の 内 容 の 実現 。 

// 

人 間 が 、 そ れ ら の 生物 と 、 意 思 疎 通す る こと 。 

人 間 が 、 そ れ ら の 生物 に お ける 、 精 神 や 社会 の 内 実 を 、 理 解 
する こと 

それ ら が 、 新 た に 、 可 能 に な る こと 。 

// 

それ ら の 実現 が 、 今 後 の 生 物 学 や 心理 学 や 社会 学 に お いて 、 
根本 的 に 重要 で ある 。 


(2022 年 4 月 初出 。) 


神経 系 の 研究 。 そ の 内 容 分 類 。 


них, ИХ. МТФ. ЗИ, 


生物 の 神経 系 。 例 。 人間 の 神経 系 。 
非 生 物 の 神経 系 。 例 。 人造 の ニュ ー ロ コン ピュ ー ペ タ 。 ae 
$595. FUBREAOMAMAD, НН. ALA 


神経 系 の 、 研 究 。 そ の 三 層 構造 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で あ 
る 。 


生理 学 。 神経 系 を 成立 させ る 生理 的 基盤 の 研究 。 
心理 学 。 神経 系 単体 の 作動 の 研究 。 
社会 学 。 神 经 系 同 士 OD) 相 互 作 用 0 研究 。 


(2022 年 6 月 初出 。 ) 


生物 の 心理 学 。 


生物 の 行動 の 目的 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


ACR. BURR. НЕ. BAOFRO KE. 
生物 に と っ て の 、 生 き や す さ の 、 確 保 や 維持 。 


それ ら の 実現 の た め の 、 神 経 系 の 働き や 挙動 。 そ れ ら の 研 
究 。 

それ ら の 実現 の た め の 、 外 部 環境 や 内 部 環境 と の 、 入 出力 系 
の 働き や 挙動 。 そ れ ら の 研究 。 

ет ОЕ © ВВМ, ИНЫЕ К AEM. ths 
の 研究 。 


人 間 の 心理 は 、 生 物 一 般 の 心理 の 原理 に よっ て 、 包 含 さ れ 
る 。 
人 間 。 それは 、 高 度 な 知 的 能力 を 所 有する 生物 の 、 一 種 で あ 


る 。 

他 の 生物 が 、 ど の 程度 、 高 度 な 知 的 能力 を 所 有 L し て いる か ? 
それ は 、 実 際 に は 、 ま だ 、 良 く 分 か っ て いな い 。 

他 の 生物 の 方 が 、 人 間 よ り も 、 よ り 高 度 な 知 的 能力 を 所 有 し 
て いる 、 可 能 性 。 

そう し た 可能 人 性 は 、 十 分 に 大 きい 。 


そう し た 状況 に お いて 、 人 間 と 、 他 の 生物 と を 、 強 引 に 区 別 
らら る 
それ は 、 無 意味 で て ある 。 


心理 学 の 探究 は 、 以 下 の 段 階 を 踏む べき で ある 。 
生物 一 般 に と っ て 、 汎 用 的 な 内 容 の 研究 を 、 先 ず 、 目 指す こ 


その 解明 結果 の 内 容 を 、 人 間 に 対 し て 、 適 用 する こと 。 


例 。 

生物 の 心理 学 は 、 生 理 心 x 理学 と は 、 別 物 で ある 。 

生物 の 心理 学 は 、 以 下 の 内 容 を 、 含 む 。 

生物 の 神経 系 の コン ピュ ー タ ーー シミュ レー ショ ン 。 

それ に よる 、 生 物 に お ける 、 一 般 的 で 共通 的 な 、 心 理 の 、 解 
明 。 


例 。 

人 格 心 理学 。 

//// 

A.Maslow. 人 格 の 発展 段階 に つい て の 説明 。 
それ は 、 彼 自身 の 説明 に よれ ば 、 以 下 の よ うな 5 段階 を 、 踏 
EN 


生理 的 欲求 。 

安全 欲求。 

所 属 と 愛情 へ の 欲求 。 
自尊 欲求 。 (承認 欲求 。) 
自己 実現 欲求 。 


それ ら は 、 和 実際 に は 、 発 展 段 階 で は 、 無 い 。 

それ ら は 、 生 物 や 人 間 の 心理 の 内 部 に 、 同 時 並行 で 、 共 存 
し 、 併 存する 。 

それ ら は 、 正 し く は 、 人 格 に つい て の 、 生 存 上 の 優先 順位 付 
け で ある 。 


具体 例 。 
水分 へ の 欲求 や 、 食 欲 を 、 一 定 以 上 の 水準 で 、 満 た すこ と 。 


それ は 、 生 物 や 人 間 に と っ て 、 最 も 優先 順位 が 高い 。 


具体 例 。 

聖者 に な る こと 。 

それ は 、 生 物 や 人 間 に と っ て 、 最 低 限 の 食欲 を 満た すこ と に 
よっ て 、 初 め て 可能 に な る 。 

その 、 生 存 上 の 優先 順位 は 、 そ の 点 で は 、 低 い 。 

それ は 、 生 物 や 人 間 に と っ て 、 永 続 的 な 文化 的 子 捧 を 残す 上 
で は 、 効 果 的 で て ある 。 

その 、 生 存 上 の 優先 順位 は 、 そ の 点 で は 、 高 い 。 


自己 実現 と は 、 遺 伝 的 子 擬 や 文化 的 子 捧 を 残す こと で ある 。 
遺伝 的 子 拓 を 残す こと は 、 性 欲 を 満た すこ と で 、 実 現す る 。 


ABACK. 
それ は 、 社 会 的 上 位 性 の 獲得 に 対す る 、 欲 求 で ある 。 


具体 例 。 

自己 実現 を 、 彼 自身 の 食欲 を 満た すこ と で 実現 する 、 料 理 
人 。 

Hill 


例 。 

臨床 心理 学 。 

Hilf 

S.Freud. 精神 分 析 。 

彼 自身 に よる 、 人 間 の 欲求 に つい て の 研究 内 容 。 リ ピ ド ー に 
つい て の 研究 。 

それ ら は 、 遺 伝 的 子 換 を 成 し 、 残 すこ と へ の 欲求 の みな へ と 、 
大 きく 偏っ て いる 。 

そこ で は 、 以 下 の 内 容 が 、 不 足し て いる 。 

生物 や 人 間 に お ける 、 文 化 的 子 換 を 生成 し 、 残 すこ と へ の 欲 
求 。 それら の 強 さ に 対す る 理解 。 


C.Jung. 分 析 心 理学 。 

集合 的 無意識 。 

人 間 の 無意識 の 奥 放 に は 、 人 類 共 通 の 素地 が 、 存 在 す る こ 
о 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

人 間 一 般 に お ける 、 神 経 系 の 共通 性 。 

それ は 、 更 に 、 以 下 の 内 容 へ と 、 拡 張 可 能 で ある 。 
生物 一 般 に お ける 、 神 経 系 の 共通 性 。 

МИ 


(2022 年 6 月 初出 。) 


神経 系 と 、 生 物 の 個体 。 


XN, Ra. в. BE. 

高度 な 遺伝 的 同質 性 を 共有 する 、 異 な る 個体 同士 の 協 働 。 
そう し た 生物 。 

それ ら の 、 個 々 の 個体 を 超え た 働き は 、 神 経 系 と 相同 で あ 
る 。 


人 間 。 
彼ら は 、 相 互 の 遺伝 的 同質 性 が 、 そ れ ほ ど 高 く な い 。 
彼ら の 社会 は 、 個 々 の 個体 を 超え た 働き を 、 特 に 持た な い 。 


(2022 年 6 月 初出 。) 


生物 の 神経 系 と 、 生 物 の 魂 。 


生物 CD) 魂 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

生物 の 神経 系 の 、 活 動 そ の も の 。 
個々 の 神 和 俊 細 胞 の 発火 活動 の 、 集 積 体 。 


生物 の 神 健 系 の 、 コ ン ピ ビ ピュー ター シミュレーション 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

生物 の 殊 の 、 コ ンピュータ ーー シミュ レー ショ ン 。 
例 。 

人 間 の 魂 の 、 コ ンピュータ ー シ ミ ュ レ ーション 。 


(2022 年 6 月 初出 。) 


神経 系 と 、 性 差 。 


神经 系 上 、 性 差 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


男性 。 

彼ら 自身 に お ける 神経 細胞 同士 の 結合 の 値 は 、0 か 1 か の 両端 
に 近い 。 

その 値 は 、 離 散 的 で 、 論 理 的 で ある 。 

それ は 、 気体 的 思想 を 、 MAX UT. EAT. 


女性 。 

彼ら 自身 に お ける 神 終 細胞 同士 の 結合 の 値 は 、0 と 1 と の 中 間 
に 近い 。 

その 値 は 、 融 合 的 で 、 調 和 的 で て ある 。 

それ は 、 液 体 的 思想 を 、 出 力 と し て 、 生 み 出 す 。 


BE. 

8 ASIC SHROAWAE, BRIT. HEHE 
で ある 。 

その 入出 力 は 、 入力 値 と 出力 値 が 、 対 照 的 で ある 。 

それ は 、 気 休 的 思想 を 、 出力 と し て 、 生 み 出 す 。 


Е. 


彼ら 自身 に お ける 神経 系 の 人 出力 は 、 環 境 に 対し て 、 融 和 的 
で ある 。 

その 和信 出力 は 、 和 人 力 値 と 出力 値 が 、 相 同 的 で ある 。 

それ は 、 液 体 的 思想 を 、 HALT. EAS. 


それ ら が 、 行 動 に お ける 、 男 女 の 性 差 を 生み 出し て いる 。 
(2022 年 6 月 初出 。 ) 


神经 细胞 0 学 习 能 力 。 神 经 细胞 j 可 塑性 。 
Ух, VIFAOA Bt. 


神经 细胞 。 

それ ら の 動き さき は 、 ア メー バ と 、 同 様 で ある 。 
それ ら は 、 学 習 能力 を 、 所 有する 。 
ет. Ия, MATS. 


シナ プス の 学習 。 シ ナ プ ス の 可 北 性 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(1) 

従来 の 、 有 力 な 学説 。 

D.Hebb. 

シナ プス の 前 細胞 と 後 細 胞 が 、 同 時 に 連続 し て 頻繁 に 発火 す 
る と 、 シ ナ プ ス の 能力 が 増強 され る こと 。 シ ナ プ ス の 学習 。 
シナ プス の 可 着 性 。 


それ は 、 実 際 に は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

それ ぞ れ の 神経 細胞 が 、 発 火 す る こと 。 

それ は 、 そ れ ぞ れ の 神 終 細胞 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を も た ら 
す 。 


Ее 51] >. АВЕЛОЗВЯ. 
ЕЛЕНА ET 5. ЖЛВЕЛОН, 

それ ぞ れ の 神経 細胞 に お ける 、 発 火 能 力 の 学習 。 

それ ぞ れ の 神経 細胞 に お ける 、 発 火 能 力 の 、 プ ラス の 可 交 
性 。 


それ ぞ れ の 神 終 細胞 に お ける 、 発 火 能 力 。 そ れ は 、 以 下 の 内 
容 で ある 。 


前 細胞 か ら 送 信 さ れる 神 終 伝 達 物質 に 対し て 、 感 応 す る 能 
力 。 よ り 少 し の 神 終 伝 達 物 質 に よっ て 、 よ り 多 く 、 よ り 大 き 
く 、 発 火 す る 能 

発火 の 頻度 を 向上 させ る 能力 。 よ り 多 数 回 、 発 火 す る 能 
発火 の 大 き さ を 向上 させ る 能力 。 よ り 大 きく 発火 する 能 
後 細胞 に 向け て 、 よ り 多 く の 神 経 伝 達 物質 を 、 よ り 速 く 、 よ 
り 多数 回 、 伝 達する 能力 。 

前 細胞 の 発火 能力 と 、 後 細胞 の 発火 能力 が 、 同 時 に 、 向 上 す 
る こと 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 を 引き 起こ す 。 シ ナ プ ス の 増 
強 。 シ ナ プ ス の 学習 。 


それ ぞ れ の 神 終 細 胞 が 、 発 火 し な いこ と 。 そ れ は 、 そ れ ぞ れ 
の 神経 細胞 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を も た ら す 。 


+ る 、 発 火 能 力 の 鍛錬 の 不足 。 

ナ + る 、 発 火 能 力 の 低下 。 

TO, ЖЕЛЕ, 

TO. ЖЛЕЕЛФ. Уха 


“CAV-CALO AREA BS 5 
“CAV-CALO AREA - 5 
“CAV-CALO AREA BBS 5 
“CAV-CALO AREA BS 5 
Tes 


— = = — 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 と 、 同 一 で あぁ る 。 


筋肉 細胞 に お ける 、 筋 力 増 強 の メカ ニズム 。 
筋 肉 細 胞 に お ける 、 筋 力 低 下 の メ カニ ズム 。 
筋肉 細胞 に お ける 、 筋 力 の 可 衣 性 の メカ ニズム 。 


итд, VIFAOT Bre. 
それ ら は 、 疑 似 相 関 に 過ぎ な い 。 


シナ プス の 学習 。 シ ナ プ ス の 可 北 性 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


前 細胞 と 、 後 細胞 の 、 そ れ ぞ れ に お ける 、 発 火 能 力 の 学習 
&. KAA MABE, 
~ENbORSEKbST, НИХ ЕМС. 


(2) 

НЕЕ), НЕОН ОР, ОРЕЛ 
ВНЖ. сотня. УРОН. Удо 
Я 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


送信 先 の 開発 。 新 た な 後 細 胞 に 向け て 、 新 た な 触手 を 伸ばす 
こと 。 そ の 行為 の 連続 性 。 

受信 元 の 開発 。 新 た な 前 細胞 に 対し て 、 新 た な 触手 を 伸ばし 
て 来る よう に 、 誘 引 を 行う こと 。 そ の 行為 の 連続 性 。 


(3) 
シナ プス の 無効 化 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


前 細胞 に よる 、 後 細胞 へ の 、 い っ た ん 伸ばし た 触手 の 、 自 主 
的 な 、 引 っ 込め 行為 。 

前 細胞 に よる 、 後 細胞 へ の 、 神 経 伝 達 物質 の 送信 の 、 自 主 的 
ty. ВЫ. 

前 細胞 と 、 後 細胞 の 、 そ れ ぞ れ の 、 無 効 化 。 例 。 細 胞 死 。 


(2022 年 6 月 初出 。) 


25-5115, FARO, ВИ. 


生物 に お ける 、 生 存 維持 。 

生存 維持 に 必要 な 資源 の 、 内 部 環境 に お ける 、 自 動 的 な 消 
я. 
生存 維持 に 必要 な 資源 の 、 内 部 環境 に お ける 、 不 足 。 そ の 、 
自動 的 な 発生 。 そ の 警告 の 、 自 動 的 な 通知 。 


生存 維持 に 必要 な 資源 の 、 外 部 環境 か ら の 輸入 。 そ の 必要 性 
の 、 自 動 的 な 発生 。 

生存 維持 に 必要 な 資源 の 消費 の 後に お ける 、 発 生 し た 廃 茎 物 
の 、 外 部 環境 へ の 排出 。 そ の 必要 性 の 、 自 動 的 な 発生 。 
それ ら の 行動 を 発現 する た め の 、 設 備 や 道具 の 、 開 発 や 所 有 
や 使用 。 そ れ ら の 必要 性 。 

それ ら の 行動 を 実現 する た め の 、 有 能 性 の 、 所 有 。 そ の 、 必 
要 性 。 

それ ら の 行動 を 発現 する た め の 、 動 機 付 け の 、 自 動 的 な 発 
生 。 そ の 、 必 要 性 。 


生存 維持 に 必要 な 資源 の 、 体 内 の 内 部 環境 に お ける 、 革 積 。 
生物 自身 の 、 自 己 資 源 化 。 

生存 維持 に 必要 な 資源 の 、 外 部 環境 に お ける 、 著 積 。 

生存 維持 に 必要 な 資源 。 そ の 内 部 環境 に お ける 余 乗 分 の 、 外 
部 環境 へ の 、 和 輸出 。 

その 外部 環境 に お ける 余 各 分 の 、 新 た な 別 の 外部 環境 へ の 、 
輸出 。 


生存 維持 に と っ て 登 威 と な る 、 外 部 環境 や 内 部 環境 の 、 変 
動 。 
それ ら の 、 回 必 や 打倒 や 破壊 や 防止 の 、 必 要 性 。 

その た め の 、 局 面 打開 や 問題 解決 の 、 必 要 性 。 
ИОН ЕО, ВЕ, ИН. ©, H 
要 性 。 

それ ら の 行動 を 発現 する た め の 、 動 機 付 け の 、 自 動 的 な 発 


全: 


それ ら の 実現 の た め に 必要 な 、 外 部 環境 や 内 部 環境 に 対す 

る 、 働 さか け 。 

その 実現 の た め の 、 生 物 に お ける 、 体 内 の 各種 器官 の 、 制 御 
機構 。 

その 実現 の た め の 、 生 物 に お ける 、 体 内 の 各種 デバ イス の 、 
ASF AIT AT Is 

その 実現 の た め の 、 生 物 に お ける 、 情 報 の 操作 と 通信 の 、 機 
構 。 

そう し た 機構 や シス テム と し て の 、 生 物 の 神 終 系 。 

その 一 類型 と し て の 、 人 間 の 神経 系 。 


(2022 年 7 月 初出 。) 


神経 系 の 社会 学 。 そ の 、 プ ログ ラ ミン グ 技 
術 に よる 、 研 究 の 実現 。 


神経 系 の 社会 学 。 そ の 、 プ ログ ラミ ング 技術 に し よる 、 研 究 の 
実現 。 

その 、 前 提 和 休 件 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


物理 的 な 、 移 動 や 接触 に よる 、 社 会 関係 。 その 再現 は 、 優 先 
し な いこ と 。 そ の 理由 。 そ の 実現 は 、 困 難 で ある こと 。 
通信 に よる 社会 関係 。 そ の 再現 を 、 優 先 す る こと 。 そ の 理 
由 。 そ の 実現 は 、 比 較 的 、 容 易 で て ある こと 。 


その 研究 に お いて 、 実 現す べき 、 基 本 的 な 、 社 会 関係 。 それ 
は 、 例 えば 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


生き や すさ の 奪い 合い 。 資 源 の 取り 合い 。 所 有 し て いる 既得 
権益 の 、 防 衛 。 


相互 の 意思 疎通 。 通 信人 信号 の や り 取 り 。 

ХУ. Фо, AOMBAAD, ЭК. 
生き や すさ の 、 市 場 交 換 。 

上 下関 係 。 支配 と 従属 と 抵抗 と 独立 。 社 会 的 な 格差 。 

仲間 関係 。 協 力 関 係 。 調和 関係 。 同質 者 と 異 賀 者 と の 、 社 会 
的 な 区 別 。 

男女 の 性 差 。 液 体 的 思想 と 、 気 体 的 思想 。 温室 生活 。 


その 研究 の 、 手 順 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


その 研究 に お いて 、 実 現す べき 、 基 本 的 な 、 社 会 関係 。 

第 一 段階 。 そ れ ら の 実現 に 必要 な 、 実 装 内 容 。 そ の 、 事 前 の 
洗い 出し 。 

第 二 段 階 。 そ れ ら の 具体 的 な シナ リオ 。 そ の 、 事 前 の 執筆 。 
第 三 段 階 。 そ れ ら を 実現 する 、 詳 細 な 神経 回 路 。 そ の 、 事 前 
の 設計 。 

第 四 段 階 。 プ ログ ラミ ング に よる 、 そ れ ら の 動作 の 、 実 装 。 
それ ら を 、 一 通り 、 行 うこ と 。 

それ ら の 実現 が 、 前 提 人 条件 と し て 、 必 要 で ある こと 。 
その 後 。 

それ ら の 社会 関係 の い 、 シ ミュ レー ショ ン 。 そ の こと に よる 、 
仮想 的 な 、 箱 庭 的 な 社会 の 、 維 持 と 繁殖 と 記録 。 

それ ら を 、 様 々 な 条件 を 設定 し な が ら 、 行 うこ と 。 

その た め に 、 プ ログ ラム の パラ メー タ を 、 そ の 都度 、 い ろ い 
ろ 調 整 す る こと 。 


(2022 年 7 月 初出 。) 


ЕН ОЕ ©, Ко. = 
物 の 神経 系 の 社会 行動 の 再現 。 そのため 
に 、 ク リア すべ き 、 課 題 。 


コン ピュ ー タ ー シ ミ ュ レ ーション を 活用 し た 、 生 物 の 神経 回 
ROAR. 

それ に よる 、 生 物 の 神経 系 の 社会 行動 の 再現 。 

その た め に 、 ク リア すべ ベ べき 、 課 題 。 


以下 の 内 容 の 能力 を 、 神 終 回 路 の 内 部 に お いて 、 実 装 す る 必 
要 が ある こと:。 


資源 を 、 探 査 し 発見 する 、 
資源 を 、 吸 収 し 消費 する 、 


“a 
В 
д 
В 


OW CC 


We 
Dye 


MFA. ЗЕЕ. Bl. 土砂 。 ФЕ. МЛ, PERE. 
相手 が 、 生 物 の 場合 。 例 。 他 の 生物 。 


相手 と の 、 資 源 の 奪い 合い 。 そ の た め の 、 戦 闘 や 闘争 の 関係 
の 、 開 始 や 継続 。 戦場 と し て の 、 生 物 社 会 。 


相手 と の 戦闘 や 闘争 に お いて 。 
相手 と の 上 下関 係 の 、 認 識 と 受容 。 例 。 ホ ッ プ ブ ズ 的 秩序 の 構 


Pax 


о 


攻略 や 防御 に お ける 、 有 能 性 や 全能 性 。 最 終 的 な 、 攻 略 可 能 
VE. 最終 的 な 、 防 御 可能 竹 。 そ れ ら の 認識 。 

相手 に 対す る 、 勝 利 宣言 。 相 手 に 対す る 、 支 配 。 相手 に 対す 
S. FEM. CMO ORT. 


攻略 や 防御 に お ける 、 無 能 人 性 。 最 終 的 な 、 攻 略 不 能 性 。 最 終 
的 な 、 防 御 不 能 人 性 。 そ れ ら の 認識 。 

相手 に 対す る 謗 念 の 、 発 生 。 相 手 に 対す る 、 降 伏 。 相 手 に 対 
する 、 従 属 。 そ れ ら の 実行 。 


相手 と の 上 下関 係 の 、 認 識 を し な い 場 合 。 相手 と の 戦闘 の 継 
続 。 そ の こと に よる 、 資 源 的 消耗 と 、 社 会 的 衰退 。 


支配 。 

ある 生物 が 、 相 手 の 生 物 に 対し て 。 

資源 の 争奪 に お いて 、 相 手 に 対し て 、 恒 常 的 に 、 有 能 で ある 
ar 

資源 の 和 争奪 に お いて 、 相 手 に 対し て 、 恒 常 的 に 、 打 ち 勝 つこ 
Cs 
資源 の 獲得 場所 を 、 一 方 的 に 、 占 有 出 来る こと 。 相 手 を 、 資 
源 の 獲得 場所 か ら 、 一 方 的 に 、 排 除 出 来る こと 。 

資源 の 確保 に お いて 、 相 手 よ り も 、 優 先 さ れる こと 。 

相手 の 資源 を 、 一 方 的 に 、 横 取り 出来 る こと 。 

相手 の 生 殺 与 奪 に つい て の 権限 を 、 握 る こと 。 

相手 を 、 一 方 的 に 、 制 御 し 、 管 理 す る こと 。 

相手 に 対し て 、 一 方 的 に 、 指 示し 、 命 念 し 、 言 うこ と を 聞か 
せる こと が 。 Ноа 


従属 。 

ある 生物 が 、 相 手 の 生 物 に 対し て 。 

資源 の 争奪 に お いて 、 相 手 に 対し て 、 恒 常 的 に 、 無 能 で ある 
SC 

資源 の 争奪 に お いて 、 相 手 に 対し て 、 恒 常 的 に 、 打 ち 負 ける 
ミミ と 

相手 に よっ て 、 資 源 の 獲得 場所 か ら 、 一 方 的 に 、 排 除 さ れる 
CS 

資源 の 確保 に お いて 、 相 手 よ り も 、 後 回 し に され る こと 。 
彼 自身 の 資源 を 、 相 手 に よっ て 、 一 方 的 に 、 横 取り され る こ 
Cs 
相手 に よっ て 、 彼 自身 の 生 殺 与 奪 に つい て の 権限 を 、 握 られ 
る こと 。 

相手 か ら 、 一 方 的 に 、 制 御 さ れ 、 管 理 さ れる こと 。 

相手 か ら 、 一 方 的 に 、 指 示さ れ 、 命 念 さ れ 、 言 うこ と を 聞か 


相手 に 対す る 、 彼 自身 と の 、 同 質 性 と 異質 性 の 、 認識 。 
同質 性 。 


遗 人 的 共通 性 。 血 绿 六 傈 办 加 召 二 上 。 
文化 的 共通 性 。 同 一 の 行動 様式 を 、 学習 し て いる こと 。 
神経 系 内 部 に お ける 、 神 終 回 路 の 構成 の 、 共 通 性 。 


外観 や 外見 の 、 共 通 性 。 
外観 や 外見 の 、 遺 伝 的 な 決定 。 例 。 肌 の 色 。 
外観 や 外見 の 、 文 化 的 な 決定 。 例 。 服 飾 。 


同質 性 。 

' 非 敵対 関係 の 場合 。 共存 。 友 人 関係 や 、 仲 間 関係 や 、 共 同体 
の 、 構 築 。 

ПОЧЕМ. У ТО. ях LTO. EME 
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異質 性 。 交渉 や 折衝 。 


非 敵対 関係 の 場合 。 共 存 。 社 会 的 交換 。 社 会 的 分 業 。 
開放 的 な 市 場 関 係 。 市 場 と し て の 、 生 物 社 会 。 
閉鎖 的 な シス テム 関係 。 シス テム と し て の 、 生 物 社 会 。 


MRAM. MOI. 戦場 と し て の 、 生 物 社 会 。 


相手 に 対す る 、 信 頼 関 係 の 、 構 筑 。 


相手 に 対し て 、 生 き や す さ を 提供 する 行動 に お いて 。 
それ ら を 、 長 期 的 に 所 有 し て いる こと 。 

彼 自身 が ど 、 そ れ に つい て の 認識 を 、 持 つこ と 。 
相手 が 、 そ れ に つい て の 認識 を 、 持 つこ と 。 


相手 か ら 、 生 き や す さ を 受け 取る 行動 に お いて 。 
それ ら を 、 人 長期 的 に 所 有 し て いる こと 。 

彼 自 身 が 、 そ れ に つい て の 認識 を 、 持 つこ と 。 
相手 が 、 そ れ に つい て の 認識 を 、 持 つこ と 。 


信頼 関係 の 分 類 。 


短期 的 な 信頼 関係 。 長期 的 な 信頼 関係 。 
部 分 的 な 信頼 関係 。 全面 的 な 信頼 関係 。 
プラ ス の 信頼 関係 。 マイ ナス の 信頼 関係 。 


相手 に 対す る 、 信 用 の 構築 。 


相手 を 、 教 師 と みな すこ と 。 
相手 に 、 付 いて 行く こと 。 
相手 の 行為 に つい て 、 そ の 真似 を する こと 。 


相手 に 対す る 、 彼 自身 の 神経 回 路 の 、 自 己 複製 。 

ICHMT A. 遺伝 情報 の 複製 に 基づく 、 神 経 回 路 の 複製 。 
ХИ. 学習 に 基づく 、 神 経 回 路 の 複製 。 例 。 古典 的 休 
件 付け 。 


相手 と の 、 有 性 生殖 。 

異性 の 、 認 識 。 異 性 へ の 、 ア プロ ー チ 。 異 性 と の 性 行為 。 
ЕЖЕ. HS НОЕ. ХЕ. 
女性 。 液 体 的 思想 。 

男性 。 気体 的 思想 。 

それ ら の 、 神 縦 回 路 と し て の 、 構 築 。 


(2022 年 8 月 初出 。) 
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ミニ マム 神経 系 の 社会 学 。 


知 的 粒子 。 感 情 的 粒子 。 知 性 や 感情 を 持っ て 動く 簡易 な 生物 
の 電子 的 な 実現 。 そ の 神経 系 は 、 ミ ニ マ ム で ある 。 そ れ は 、 
最小 単位 の 神経 系 で ある 。 

527144 Ж, minimum nervous system その 社会 学 。 そ れ 
it. 殿下 の 内 容 で ある 。 コジ ビュ ー 交 秒 き ミユ ュ レ ーション に 

よっ て 、 ミ ニ マ ム の 神 終 系 を 作成 する こと 。 そ うし た 神 終 系 
同士 を 、 社 会 的 に 相互 作用 させ る こと 。 


ミニ マム 神経 系 。 そ れ ら の 相互 作用 。 そ の 解明 。 そ の 意義 。 
(1) 神経 系 の 本 質 を 探る こと が で きる こと 。 

(2) EZRA CRIED $ 2) А ЗЕНА ВВ 
明 で きる こと 。 特 に 、 彼 ら の 、 他 の 生物 と の 相互 作用 時 の 精 
神 状 態 の 変化 を 解明 で きる こと 。 

(3) 人 間 の よう な 複 維 な 脳 を 持つ 生物 に つい て 、 そ の 行動 
の 原点 を た どる こと が で きる こと 。 そ うし て 、 彼 ら の 社会 

を 、 単 人 午 化 され た モデ ル の 形 で 、 解 明 で きる こと 。 

(4) 慣性 を 守る 生物 の 個体 と 、 慣 性 を 打破 する 生物 の 個 

体 。 それ ら の 行動 面 で の 境界 線 や 違い を 、 単 純化 され た モデ 
ル の 形 で 知る こと が で きる こと 。 


従来 知見 と の 違い 。 

(1) 神経 回 路 の 社会 学 と いう 呼び 名 。 それは 、 既 存 の 
ニュ ー ラ ルネ ットワーク 技術 の 解説 と 変わ ら な い 。 

(2) 既存 の 神 終 社 会 学 は 、MRI で の 生き た 人 間 の 脳 ス キャ 
ン に よっ て 、 人 間 の 社会 行動 と 脳 の 活動 と の 対応 関係 を 探 ろ 
СЪ, С. ЕАО РНС. 


ミニ マム 神経 系 の 構成 要素 。 


(1) AA. 理性 。 感情 。 記憶 。 意思 。 出力 。 
(2 ) それ ぞ れ の 内 容 を 特徴 づけ る 形容 詞 。 


1-1-1) BH. MH. MT Soc. 


1-2) 記憶 

1-2-1) Bac. BAN. HE. BOWL. 
1-3) 感情 。 

1-3-1) 快感 。 不 快感 。 


) 快感 
LoS 2) аъ МА 
| 
し 


い 。 ax!) . 

1-5) 意思 。 

1-5-1) 乗り 気 で て ある こと 。 乗 り 気 で な いこ と 。 
1-6) 出力 。 

1-6 ) 発信 する こと 。 (Bl, KF. ) 

1-6 ) 筋肉 の 動作 を 起こ すこ と 。 

(1-6-3) 目 や 耳 な ど を 動か し て 、 自 身 の 周 囲 状況 を 注 


- 1 
- 2 


( ) 意味 的 な も の 。 エ ピ ソ ー ド 的 な も の 。 
( ) 短期 。 长 期 。 
АЕ а ра 

( ) RS. AS. 

( ) 内 部 限定 。 外 部 へ の 公開 。 


上 記 の (1) と (2) を 掛け は 合わ せる こと で 、 ミ ニ マ ム 神 終 
系 の 行動 が 発現 する 。 あ る 神経 系 の 行動 が 、 他 の 神経 系 と 相 
互 作 用 する こと で 、 ミ ニ マ ム 神 終 系 の 社会 が 発現 する 。 


生物 の 社会 。 生物 の 神経 系 。 そ れ ら の シ 

ミュ レー ショ ン 。 

生物 神経 系 や 、 生 物 社会 の 、 人 工 的 な 生成 。 マ イク ロ 
ニュ ー ロ コン ピュ ー タ の 生成 と 、 相 互 作 用 。 実 動 プ ロ 
グラ ム ソ ー ス コー ド 生 成 の 実践 。 それ ら の 手順 の 概 


Hilf 
РЕНА [Е 0) 3 Fab Rd. (RAO ARR AE 
回 路 の 再現 を 目指 し て いる 。 

それ ら は 、 複 数 個体 同士 の 神 縦 回路 の 相互 作用 を 、 想 定 し て 
いな い 。 そ こ を 、 自 作 す る 必要 が ある 。 

ВА, лс, Ня. ИС, CHE 
を 、 ネ ットワーク の 各部 分 の 番号 に し て 、 三 番目 を 、 ニ ュー 
ロン の id に する 。 

ある い は 、python の 配列 で 、 低 次 の 配列 の リス ト を 、1 段 
階 、 高 次 の 配列 に 順次 取り 込み 、 そ の リス ト を 、 更 に 高 次 の 
配列 に 取り 込む 。 


МИ 
実現 すべ きこ と 。 設 計 の 要件 。 検 討 す べき 課題 。 未知 の 不明 
な 要件 。 そ の 解決 案 の 初期 内 容 。 

それ ら を 、 ま ず ま と め て 、 電 子 書 籍 の 内 容 へ と 執筆 し て 、 と 
りあ えす ず すず 公開 する こと 。 そ れ を 、 最 優先 する 。 


МИ 
(1) 従来 の 生理 的 な 脳 内 部 位 ベ ー ス の 考察 。 

(2) 筆者 に よる 機能 ベー ス の マイ クロ 神経 系 モデ ル の 考案 
OAR, 

(1) より も 、 (2) の 方 が 、 よ り 有 益 で あり 、 生 物 の 神経 
系 の 本 質 の 中 核 に 、 よ り 容 易 に 迫る こと が 出来 る 。 


Mil 
生物 の 行動 を 再現 する に は 、 個 体内 部 の 、 受 容器 の 感覚 細胞 
と 、 出力 器 の 筋肉 細胞 の 挙動 の 再現 が 必要 で ある 。 

В ОНА а Зи $ ИЯ, ИДО, 
を 、 対 象 に し て いな い 。 そ の 自作 が 必要 で ある 。 

その 場合 、 神 経 細 胞 に つい て も 、 最 初 は 、 厳 密 な 生理 学 的 挙 
動 を 求め ず に 、 概 略 的 な 挙動 を 自作 する 。 

受容 器 と 出力 器 の 配列 を 作る 。 そ れ を 、 個 体 レ ベル の 配列 
に 、 取 り 込 む 。 


ИИ! 


神経 細胞 に つい て は 、 以 下 の 3 種類 を 考慮 する 必要 が ある 。 
固定 不変 接続 。 学習 的 な 可 殖 接続 。 新 規 の 接続 先 を 試行 錯誤 
で 見 つけ て くる 新規 接続 。 


接続 先 の 固定 か 、 新 規 獲 得 か 。 

接続 の 大 さ の 固定 か 、 学 習 に よる 可変 性 の 確保 か 。 
接続 に お ける 、 遺 伝 性 と 文化 性 。 

それ ら の 考慮 が 必要 で ある 。 


現在 の 既存 の 神 終 回 路 の シミ ュ レ ー タ ー は 、 接 続 先 は 固定 の 
み 。 


接続 先 の 新規 獲得 に つい て は 、 ア メー バ の 動き さき と か を 、 参 考 
に する 必要 が ある 。 

それ は 、 自 動 で 、 ラ ンダ ム に 、 接 続 先 の 細胞 を 、 試 行 錯 誤 的 
に 選定 する こと で 、 和 実現 する 。 

接続 先 の リス ト を 、 以 下 の 区 別 を それ ぞ れ 付け て 、 神 経 細 腹 
毎 に 作成 する 。 

促进 之 抑制 D 别 。 太 这 OO 别 。 可 塑性 〇 有 和 无 0) 别 。 

神经 细胞 OD 张 火 O 问 值 丰 、 神 经 细胞 每 上 设 定 L、 作 成 地 召 。 
CHU я. НАНЯЛ) ARES. 

それ ら の 神経 細胞 の 属性 の 配列 を 、 個 体 レ ベル の 配列 に 、 取 
り 込 む 。 


と りあ えす 試行 錯誤 的 に 接続 し た も の の 、 生 物 自身 の 環境 適 
応 に と っ て 、 無 効 で あっ た り 、 有 害 で あっ た りす る 接続 。 
それ ら を 、 実 質 的 に 消去 する 過程 の 実装 が 必要 で ある 。 
それ は 、 神 終 系 に お ける 、 ガ ー ベ ジコ レク ショ ン で ある 。 


И 
ЖАЛЬ LY, АУ Е Set 
る こと が 出来 な い 。 

無機 的 環境 変動 。 他 個体 の 活動 に よる 環境 変動 。 自 個体 の 活 
動 に よる 環境 変動 。 

それ ら を 、 そ れ ぞ れ 考 慮 する こと が 、 必 要 で ある 。 


//! 

Еф. PRISE. SET SVERHS. 

個体 の 、 現 在 位 買 を 、 設 定 す る 。 

個体 に よる 、 自 発 的 な 移動 と 静止 。 そ れ ら を 実現 する 。 
衣食 住 の 欲求 を 満た す た め の 行動 。 生殖 の 欲求 を 満た す た め 
の 行動 。 そ れ ら の 発現 と 実 動 。 そ の た め の 移 動 と 静止 。 


ИИ 
個体 同士 の 相互 作用 。 個 体 同士 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 。 
それ ら の 発現 と 実 動 。 

その た め に 使用 され る 、 言 語 や 記号 。 そ の 用 意 。 

それ ら に お ける 、 遺 伝 性 と 文化 性 。 そ れ ら 両方 の 存在 を 、 前 
所 と すず る 。 


И. 
生物 が 、 生 き 続 けた いと 思う 意思 や 精神 の 内 在 。 

それ を 、 小 さ な 神 経 回 路 の 中 で 、 再 現す る 必要 が ある 。 
自動 性 。 自 発 性 。 

心臓 の 、 自 動 的 で 連続 的 な 、 鼓 動 。 生 物 活動 に お ける 、 無 限 
ルー プ 。 

生物 活動 に お ける 、 タ スク の 、 自 動 の 定期 的 な 起動 。 

それ は 、 以 下 の 方 法 で 、 実 現 可能 で ある 。 

プロ グラ ム の 内 部 で 、 自 動 無 限 ル ループ の ルー チン を 回 し 続け 
る こと 。 

プロ グラ ム の 内 部 で 、 一 定 の フレ ー ム レー ト て で の 自動 の 定期 
的 な タス ク 起 動 を 実行 する こと 。 


МИ 
生物 の 、 生 命 維持 の た め の 感 情 を 、 設 定 し 実現 する 必要 が あ 
る 。 

快感 と 不快 感 。 接 近 と 回 民 。 信頼 感 と 不 倍 感 。 安心 と 不安 。 
生物 に 対し て 、 危 険 や 不良 性 を 知ら せる 、 痛 覚 の 存在 。 
それ ら を 、 神 経 細胞 に お ける 、 接 合 部 の シナ プス の 促進 と 抑 
制 の 自動 制御 機構 と し て 、 実 現す る 。 

命 維 持 に と っ て の 、 プ ラス と マイ ナス 。 そ の 誕 定 と 、 指 


示 。 
その 仕組 み を 、 神 終 回 路 に 内 上 蔵 さ せる 。 


И 
学習 。 

どう いう 場合 に 、 促 進 的 接合 に し て 、 ど うい う 場合 に 、 抑 制 
的 接合 に する か 。 

それ ら を 、 決 定 す る 仕組 み 。 

それ を 、 神 経 回 路 内 部 に 内 上 蔵 さ せる 必要 が ある 。 
ВЕРОНА AICS UY T(d. ХЕ МОНААН Ae 、 抑 
制 性 神经 细胞 办 存在 才 召 。 

神経 系 に お ける 、 両 者 の 個数 の 分 布 は 、 促 進 性 の 神 終 細 胞 が 
80% で あり 、 抑 制 性 の 神 俊 細胞 が 2 0 % で ある 。 

促進 性 の 神 終 細胞 は 、 促 進 性 の シナ プス を 形成 する 。 抑 制 性 
の 神経 細胞 は 、 抑 制 人 性 の シナ プス を 形成 する 。 

促進 性 の 神 終 細胞 の 動き を 、 抑 制 人 性 の 神経 細胞 が 抑え る 。 
どう いう 場合 に 、 接 合 が 太く な る こと を 促進 し し どう いう 場 
合 に 、 接 合 が 太く な る こと を 抑制 する か 。 

それ ら を 決定 する 仕組 み 。 

それ を 、 神 経 回 路 内 部 に 内 上 蔵 さ せる 必要 が ある 。 

当該 の 神経 細胞 に よる 、 自 律 的 な 、 促 進 と 抑制 の シナ プス 結 
合 の 形成 。 他 の 司 今 役 の 神 終 細胞 か ら の 司 含 の 伝達 に 基 づ 
く 、 従 属 的 な 、 促 進 と 抑制 の シナ プス 結合 の 形成 。 


МИ 
記憶 。 

記録 の 、 物 理 的 な 書き 込み 。 

忘却 。 思い 出し た い が 、 思 い 出 せな いこ と 。 思 い 出 さ な い よ 
うに 、 抑 圧する こと 。 書 き 込 み の 不 能 性 。 書き 込 も うと し て 
も 、 書 き 込 みさ れ な いこ と 。 い っ た ん 行わ れ た 書き 込み の 消 
減 。 い っ た ん 行わ れ た 書き 込み の 検索 不能 性 。 

思い 出し の 行動 。 記憶 の 検索 行動 。 

書き 込み 箇所 の 故障 や 死亡 。 認知 症 。 


И! 


神経 系 の 、 活 動 状態 や 、 活 動 内 容 。 そ の 内 部 分 類 。 

生物 自身 が 、 自 覚 で きる 部 分 。 生 物 自 身 が 、 自 覚 で きま ない 部 
分 。 
生物 自身 へ の フィ ー ド バッ ク が ある 部 分 。 生 物 自 身 へ の 
フィ ー ド バッ ク が 無い 部 分 。 

感覚 や 知覚 の 内 容 。 そ れ ら の 、 顕 在 性 と 、 港 在 性 。 

それ ら は 、 神 終 系 の 別々 の 部 分 で の 活動 に な っ て いる 。 
無意識 で の 活動 が 先行 し 、 意 識 が 後 か ら 付 いて 来 て 、 追 認 す 
る 。 

環境 に 対す る 反応 は 、 無 意識 で の 取り 扱い が 先行 し て 、 そ の 
内 容 を 明示 化し た も の が 、 意 識 と な る 。 


ИИ 
思考 

ВАС, Юная, Вл Pict, ЮФ 
な 思考 。 論理 的 思考 。 

それ ら の 区 別 が 必要 で ある 。 

正康 。 快感 と 不快 感 。 そ れ ら の 区 別に 基づく 、 神 経 細 胞 の シ 
ナ プ ス の 促進 と 抑制 。 

thon, BENZ, JES RA. BIRR. thon, = 
Bick Sa BM. 

それ ら の 事前 の 分 類 が 必要 で ある 。 

それ ら を 区 別 す る 形 で の 、 神 縦 回 路 の 運用 が 必要 で ある 。 
価値 観 の 中 枢 の 神 俊 系 か 、 内 分 泌 系 。 神 終 系 に お ける 、 価 値 
中 枢 。 生 物 の 生存 維持 に と っ て 、 何 が 、 よ り 重 要 か を 、 麟 断 
し 、 決 定 し 、 司 念 す る 機構 。 それら の 設定 が 必要 で ある 。 
上 位 の 価値 中 枢 か ら 、 下 位 の 感覚 や 記憶 や 思考 や 運 動 に 、 行 
動 の 司 念 の 信号 が 降り て くる 形 を 、 試 し に 想定 する 。 価 値 中 
枢 と 、 感 情 や 情動 の 中 枢 と の 関連 。 そ れ ら は 、 同 一 の 存在 か 
も 知れ な い 。 


ИИ 
自 個体 が 、 無 機 物質 や 、 他 個体 に 、 接 触 し 、 衝 突 す る こと 。 


無機 物質 や 、 他 個体 が 、 自 個体 に 、 接 触 し 、 衝 突 す る こと 。 
それ ら の 物理 運動 。 そ れ ら を 、 考 應 する 必要 が ある 。 

既 存 の 分 子 運動 の プロ グラ ム や 、 上 茎 存 の アク ショ ン ゲ ー ム 
を 、 参 考 に する 。 


МИ 
生物 0 行动 。 芝 0 成 功 КА. ОНИ Е ОЖ. CDM 
ВО. FHRAICBIT SNE. ФО. УХУ 
促進 と 抑制 の コン トロ ー ル 。 

行動 に 対す る フィ ー ド バッ ク や フィ ー ド フォ ワー ド の 制御 の 
存在 の 重要 性 。 

それ は 、 専 用 の 回 路 が 存在 する 訳 で は 無い 。 事 前 の 記憶 と 、 
事後 の 感覚 や 知覚 と の 照合 に よっ て 、 対 応 す る 。 

フィ ー ド バッ ク と 、 フ ィ ー ド フォ ワー ド の 、 親 に よる 子供 の 
養 衣 の 過程 で の 、 習 得 。 そ の シミ ュ レ ーション に よる 解明 。 


ИИ 
睡眠 の シミ ュ レ ーション 。 

生物 の 睡眠 と 、 生 物 が 、 睡 眠 中 に 、 夢 を 見 る こと 。 そ れ ら 

の 、 シ ミュ レー ショ ン に よる 解明 。 

AHARAM AB. DARIO FE KARE) IRL TUDE, DRIVER 
ЖЕСТИ, BKICP EEL RILE-PAEL. BAL. 
元気 が 無く な る 。 

神 終 細胞 は 、 そ の まま で は 、 発 火 が 不可 能 に な り 、 活 動 出来 
な る な る 

その 状況 に 対処 する た め 、 体 外 環 境 の 受容 器 か ら の 人 力 を 、 
一 時 的 に 遮断 し て 、 神 終 細 胞 に 対し て 、 酸 素 な どの エネ ル 

ギー の 充電 作業 を 、 行 うこ と 。 

сих, HEIR CHS. 

睡眠 中 は 、 体 内 環境 か ら 、 発 火 に 必要 な エネ ルギー の 充電 や 
補給 が 行わ れる 。 

その 作業 は 、 沢 山 使い 過ぎ て 、 充 電池 が 切れ そう に な っ た ス 
マー ト フ ォ ン に 対し て 、 電 源 を 遮断 し て 、 充 電 を 行う 作業 

と 、 同 様 で ある 。 

充電 中 の 、 神 経 細 胞 の 活動 が も た ら す 心 的 結果 が 、 夢 で あ 


る 。 
それ ら の 過程 を 。 シミ ュ レ ーション で 実現 する 。 


Mil 
ある 神経 細胞 の 死 。 そ の こと が 、 周 囲 の 神経 細胞 や 、 神 経 系 
全体 に も た ら す 影響 。 そ の シミ ュ レ ーション 。 

神経 細胞 の 生死 の 状態 を 、 数 値 で 表示 する 。 死 ん で いる 神 息 
細胞 の 活動 を 、 無 効 化 する 。 


Mil 
命 維 持 行動 の シミ ュ レ ーション 。 

彼ら 自身 の 、 身 体 の 維持 。 そ の シミ ュ レ ーション 。 

エネ ルギー の 獲得 。 養 分 の 獲得 。 食 糧 の 獲得 。 

食糧 の 消費 。 食 糧 が 、 獲 得する と 、 環 境 中 か ら 、 無 く な る こ 
で 

食糧 が 得 ら れ な いい 状態 が 、 一 定時 間 続く と 、 生 物 が 死ぬ こ 

ae 

受容 器 。 食 糧 が ある こと 。1。 正 の 整数 。 食 糧 が 無い こと 。 

0。 そ れ ぞ れ を 、 別 々 の 細胞 で 、 検 知 。 

出力 器 。 食 糧 の 消費 。 環 境 中 の 数 値 を 、0 に する こと 。 環 境 中 

の 数 値 を 、 減ら すこ と 。-1。 一 定 の フレ ー ム レー ト で 、 そ れ 
ら の 行動 を 起こ すこ と 。 

SEAS СОДИ. РСЯ и. 

生物 の 体内 の 栄養 の 著 積 量 。 食 糧 が 得 ら れる と 、 増 える こ 
と 。 一 定時 間 毎 に 、 自 動 的 に 減る こと 。 

KREOB ADE ОХ, ЛЖИ. COILICE 
る 、 以 下 の よ うな 倍 号 の 発生 。 生 命 維持 に と っ て の 危険 依 

号 。 そ れ を 、 体 内 環境 か ら 、 受 信 す る こと 。 

そし て 、 死 ぬこ と 。 

食糧 が 無く な る と 、 位 買 を 、 試 行 錯誤 的 に 変え る こと 。 

数 値 を 持つ 環境 を 、 複 数 個 、 用 意 す る こと 。 複 数 の 環境 に 、 
番号 や id を 振る こと 。 

体外 環境 。 体内 環境 。 それら の 、 区 別 を する こと 。 

そう し た 人 行動 を 、 神 終 系 で 、 表 現す る こと 。 


Mil 
他 の 個体 と の 、 交渉 や 折衝 。 

他 の 個体 と の 、 権 益 を 巡る 和 争奪 戦 。 

他 の 個体 と の 、 融 和 。 

それ ら の シミ ュ レ ーション 。 

複数 の 個体 に 、 番 号 や id を 振る こと 。 

他 個 体 の 存在 。 そ の こと の 、 ХАУС. ВМ 
や 知覚 。 

生物 二 、 非 生物 。 

有機 物質 と 、 無 機 物質 。 

それ ら の 区 別 を 可能 に する こと 。 


И 
性 差 の シミ ュ レ ーション 。 

生物 の 、 雄 と 雌 の 行動 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

Me, SMARTER. 気体 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン 。 

IME, 液体 的 行動 様式 。 液 体 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン 。 
物理 的 な 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン を その まま 使う こと は 、 
し な い 。 

行動 に お ける 、 離 散 指 向 と 、 近 接 指向 や 一 体 化 指向 と の 相違 
で 、 実 現す る 。 

女性 的 個体 。 環境 か ら 0 が 来 た ら 0 を 、1 が 来 た ら 1 を 出力 する 
確率 。 そ の 数 値 が 高い 。 

前 例 顺 守 、 前 例 同 调 〇 个 体 。 

男性 的 個体 。 環境 か ら 0 が 来 た ら 1 を 、1 が 来 た ら 0 を 出力 する 
確率 。 そ の 数 値 が 高い 。 

前 例 破壊 と 新 秩序 樹立 の 個体 。 


ИИ 
生殖 行動 の シミ ュ レ ーション 。 
異性 の 発見 。 

性 的 誘引 へ の 、 自 動 的 な 反応 。 

異性 間 の 求愛 と 、 そ の 受容 。 セ ックス 。 
FROM. 


HII 


生物 社会 。 
各 生 物 の 神経 系 の 合計 。 総 合 合 体 結 果 と し て の 全体 社会 。 
それ ら の 、 リ アル タイ ム で の 表示 。 


ИИ 

FERS Са ЕВА 
前 に 、 可 能 な 限り 、 設 計 を 具体 化し 、 そ の 内 容 を 詰め て お 
《。 
作成 する デモ の 内 容 。 


神経 細胞 の 単体 。 

最低 限 の 神 終 系 の 機能 を 備え た 、 生 物 。 

神 終 細胞 の リス ト と 、 そ れ ぞ れ の 神経 細胞 の 活動 を 、 リ アル 
タイ ム で 表示 する 。 

神 健 細胞 に 、 番 号 や id を 振る 。 

神経 細胞 の 人 力 部 分 の 単 一 の 頭 の 部 分 。 そ こ に 、 以 下 の 内 容 
を 、 色 彩 で 、 表 示す る 。 

その 神経 細胞 の 番号 や id と 、 存 在 エ リア と 、 促 進 性 か 抑制 性 
か の 別 。 

神 俊 細胞 の 真ん中 に 、 発 火 す る か どう か を 、 ブ プ ブロック で 、 色 
RC, RETA. 

神経 細胞 の 出力 部 分 に 、 以 下 の 内 容 を 、 リ スト 形式 で 、 色 彩 
で 、 表 示す る 。 

接続 する 、 次 の 神 俊 細胞 。 そ れ ら の 番号 や id と 、 太 さと 、 学 
a ВЕСЕ, 

その 接続 の 数 。 そ の リア ル タ イ ム の 増減 。 そ れ を 、 リ スト 形 
式 で 表示 する 。 

それ ら の 神経 細胞 の 表示 を 、 リ スト 形式 で 、 上 下 に 並べ て 、 
表示 する 。 

PAA, HHA. 

神経 細胞 と 同様 に 、 そ れ ぞ れ に 、 番 号 や id を 振る 。 

それ ら の 真ん中 に 、 活 動 す る か どう か を 、 ブ プ ブロック で 表示 す 


容器 の 場合 、 マ ウス で クリ ッ ク す る と 、 活 動 す る 。 
容器 の 場合 、 出 力 部 分 に 、 以 下 の 内 容 を 、 表 示す る 。 


接続 する 、 次 の 神経 細胞 。 そ れ ら の 番号 や id。 
出力 器 の 場合 、 活 動 す る と 、 外 部 環境 に 、 そ の 活動 の 刻印 を 
残す よう に する 。 

その 刻印 内 容 を 、 番 号 や id と し て 、 色 彩 と し て 、 表 示す る 。 


複数 の 神経 細胞 や 、 о 複数 の 生物 。 
о BLT. Я СС, 9 So 


т. 生物 行動 の 実験 用 の コン トロ ー ラ ー。 
それ ら を 設け る こと 。 


細胞 同士 の 接続 や 、 細 胞 毎 の 活動 状態 。 
ть. В. 
その 、 リ アル タイ ム で の グラ フィ ッ ク ペク 表示 。 


ИИ! 

最初 は 、 グ ラフ ィ ッ ク 表 示 無 し の 、 関 数 作成 か ら 始 め る 。 

СТ. ЧАН. 出力 器 。 外 部 環境 。 内 部 環境 。 

それ ら の 動き を 、 プ ログ ラム ベー ス で 、 一 通り 作り 込む こ 
ee 

デモ 表示 は 、 そ れ ら の 内 容 を 実現 し た 後 で 、 そ の 作成 に 取り 
掛か る よう に する 。 


(2022 年 1 月 初出 。) 


作成 が 必要 な 、 神 経 系 の シミ ュ レ ーション プロ グラ ム 
の 内 容 。 そ の 作成 に 当たっ て 、 考 慮 すべ き 点 。 


ИИ! 


神经 细胞 。 
その 種類 の 分 類 。 促進 ニュ ー ロ ン と 、 抑 制 ニ ュー ロン 。 
その 機能 の 分 割 。 УЕ. ЕР. НЕ. ЖА. Е 


立 

НВ. 

それ ぞ れ を 、 独 立 し た 関数 か 、 プ ロ セ ス に する 。 

関数 間 や プロ セス 間 の デー タ 転 送 が 、 そ れ ぞ れ の プロ セス に 
お いて 、 必 要 で ある 。 


外部 環境 は 、 リ アル タイ ム で 、 そ の 都度 、 一 定 の フレ ー ム 

レー ト で 、 デ ー タ を 受信 部 に 送る 。 実 際 の プロ グラ ム で は 、 
プロ グラ ム 利 用 者 に よる ボタ ン 和 人 入力 な ど で 、 人 カカ デー タ が 発 
生 し た ら 、 そ の 都度 、 そ の デー タ を 、 受 倍 部 に 送る 。 

受信 部 は 、 発 火 イ ベン ト が 起き た ら 、 そ の 都度 、 イ ベン ト と 
信号 を 、 デ ー タ を 集計 部 に 送る 。 前 の 細胞 と の 接続 の 太 さ に 
従っ て 、 送 信 す る 信号 の 大 き さ や 量 を 、 変 える 。 

集計 部 は 、 ベ ルト コン ベア で 、 一 定時 間 毎 に 、 一 定 の フレ ー 
ムレ ー ト で 、 そ こま て で の 集計 結果 を 区 切っ て 、 集 計数 値 を 、 
痢 定 部 に 送る 。 体 内 時 計 を 活用 する こと 。 体 内 時 計 を 活用 し 
な い 場 合 。 その 神 終 細胞 に お ける 、 前 の 抑制 ニュ ー ロ ン と の 
接合 部 の 増強 が 、 そ の まま で は 、 不 可能 に な る こと 。 

弟 定 部 は 、 集 計数 値 が 、 発 火 イ ベン ト が 起き る 菩 値 に 達し た 
と きのみ 、 イ ベン ト を 発生 さ せる た め 、 発 火 を 許可 する 信号 
を 、 時 計 的 に 、 規 則 的 に 、 発 火 部 に 送る 。 

発火 部 は 、 発 火 可 能 イ ベン ト が 起き た ら 、 そ の イベ ント を 受 
け 取 っ て 、 そ の 都度 、 イ ベン ト と 信号 を 、 時 計 的 に 、 規 則 的 
に 、 送 信 部 に 送る 。 

送信 部 は 、 送 信 イ ベン ト を 受け 取っ て 、 各 送信 先 に 、 デ ー タ 
を 送る 。 そ れ ら は 、 送 依 先 毎 に 、 同 一 で 共通 の デー タ で あ 

る 。 デ ー タ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 発 火 イ ベン ト の 発生 を 示 
す 、0 か 1 か の 、 数 値 。 神経 細胞 の それ 自身 の 種別 が 、 促 進 

ニュ ー ロ ン か 、 抑 制 ニ ュー ロン か の 、 和 種別 情報 の 数 値 。0 か 1 
か の 数 値 。 


// 


神 終 細胞 に お ける 、 発 火 の 刻 定 。 そ の メカ ニズム 。 そ の タイ 
ミン グ 。 

神経 系 の 各々 の 細胞 内 部 の 体内 時 計 を 利用 する こと 。 

一 定 の 周期 で 、 一 定 の 時 間 間 隔 で 、 そ の 時 間 感 覚 内 の 入力 
デー タ を 、 促 進入 力 と 抑制 入力 と に 分 類 し て 、 そ れ ぞ れ 集 計 


а 

促進 入力 が 抑制 入力 を 、 一 定 の 半値 以上 上 回 っ た ら 、 そ の タタ 
イミ ング で は 、 発 火 す る こと 。 促 進入 力 が 抑制 入力 を 、 一 定 
の 半値 以上 上 回 ら な か っ た ら 、 そ の タイ ミン グ で は 、 発 火 し 
が いと 

発火 し た 場合 。 促 進入 力 の 受 倍 部 を 増強 する こと 。 抑 制 入力 
の 受信 部 を 、 低 減 す る か 、 そ の まま 放 買 する こと 。 

発 炎 し な か っ た 場合 。 抑 制 入力 の 受信 部 を 、 増 強 す る こと 。 
促進 入力 の 受信 部 を 、 低 減 す る か 、 そ の まま 放 買 する こと 。 
その 結果 。 

各 細 胞 に お ける 発火 と 非 発火 の 発生 は 、 体 内 時 計 に 従っ て 、 
時 間 的 に 規則 的 な も の に な る こと 。 

体内 時 計 を 持っ て いる 細胞 。 

体内 時 計 を 、 そ れ 自 身 で は 持た ず に 、 他 の 体内 時 計 を 持っ て 
いる 細胞 の 時 計 情 報 を 、 流 用 し 、 活 用 する 細胞 。 


// 


シナ プス 。 

それ は 、 神 経 細 胞 同 士 の 、 接 合 部 で ある 。 

前 の 細胞 の 送信 部 。 次 の 細胞 の 受信 部 。 そ れ ら の 間 に お け 
る 、 発 火 合 号 デ ー タ の 伝達 の 有無 。 

次 の 細胞 の 受信 部 に お ける 、 発 火 合 号 デ ー タ の 通過 の 有無 に 
基づく 、 接 合 の 増強 と 、 接 合 の 低減 ある い は 放 四 。 

次 の 細胞 の 受信 部 に お ける 、 次 の 細胞 の 発火 の 有無 に 基 づ 
く 、 接 合 の 増強 と 、 接 合 の 低減 ある い は 放 連 。 

それ ら の 作用 を 統合 する 概念 と し て の 、 接 合 部 。 


VFT ADA BE, 

ニュ ー ロ ン 一 般 。 次 の 細胞 に お ける 発火 の 有無 に つい て の 、 
次 の 細胞 の 発火 部 か ら 次 の 細胞 の 受信 部 へ の フィ ー ド バッ ク 
デー タ の 、 次 の 細胞 の 受 億 部 に お ける 、 通 信 回 線 毎 の 個別 の 
受信 ， 


促進 ニュ ー ロ ン の 場合 。 前 の 細胞 か ら の 受信 デー タ に より 、 
次 の 細胞 も 発火 し た 場合 。 次 の 細胞 の 受信 部 に お ける 、 人 受信 
数 値 の 増加 の 学習 。 次 の 細胞 に お ける 、 促 進 刺 激 の 受信 数 値 
の 増幅 。 そ れ が 、 毎 回 、 全 て の 接合 部 に お いて 、 行 われ る こ 


Ce 
抑制 ニュ ー ロ ン の 場合 。 前 の 細胞 か ら の 受 倍 デー タ に より 、 
次 の 細胞 が 発火 し な か っ た 場合 。 次 の 細胞 の 受信 部 に お け 

る 、 受 信 数 値 の 増加 の 学習 。 次 の 細胞 に お ける 、 抑 制 刺激 の 
受信 数 値 の 増幅 。 そ れ が 、 毎 回 、 全 て の 接合 部 に お いて 、 行 
ね われ る こと 


抑制 ニュ ー ロ ン で は 、 動 さ は 、 促 進 ニ ュー ロン の 上 真 逆 と な 
る 。 


前 の 細胞 が 、 促 進 ニ ュー ロン の 場合 。 次 の 細胞 に お いて 、 発 
火 が あっ た 時 の み 、 そ れ を 、 イ ベン ト と し て 、 次 の 細胞 の 受 
信 部 が 、 受 信 す る 。 

前 の 細胞 が 、 促 進 ニ ュー ロン の 場合 。 前 の 細胞 か ら の 発火 受 
信 に よる 、 次 の 細胞 に お ける 発火 が 、 長 期間 起き な か っ た 場 
合 。 次 の 細胞 の 発火 が 抑制 され る と 、 次 の 細胞 の 受信 部 に お 
ける 、 受 信 数 値 の 減少 の 学習 が な され る 。 次 の 細胞 に お け 
る 、 促 進 刺 激 の 受信 数 値 の 削減 。 そ れ が 、 毎 回 、 全 て の 接合 
部 に お いて 、 行 われ る こと 。 


前 の 細胞 が 、 抑 制 ニ ュー ロン で あっ た 場合 。 次 の 細胞 の 発火 
が 抑制 され る と 、 受 信 数 値 の 増加 の 学習 が な され る 。 次 の 細 
胞 に お ける 、 抑 制 刺 激 の 受信 数 値 の 増幅 。 そ れ が 、 毎 回 、 全 
て の 接合 部 に お いて 、 行 われ る こと 。 

前 の 細胞 が 、 抑 制 ニ ュー ロン で あっ た 場合 。 抑 制 デ ー タ を 送 
信 し た に も 関わ ら ず 、 次 の 細胞 の 発 談 が な され る と 、 人 受信 数 
値 の 減少 の 学習 が な され る 。 次 の 細胞 に お ける 、 抑 制 刺 激 の 
受信 数 値 の 削減 。 そ れ が 、 毎 回 、 全 て の 接合 部 に お いて 、 行 
われ る こと 。 


前 の 細胞 が 、 促 進 ニ ュー ロン か 、 抑 制 ニ ュー ロン か 。 後 の 細 
胞 が 、 発 火 し た か 、 発 火 し な か っ た か 。 合 計 、 4 通り の 考慮 
が 必要 。 


学習 。 

их VE НС, АНЯ РОО, 
生物 の 環境 適応 の 度合 い が よ り 高 い 形 へ と 、 自 発 的 に 変化 さ 
せる こと 。 


A BEN ф о АЗАНЬ и, BME RE AEA о, Ш 
が 、 同 時 に 存在 する こと 。 

生徒 の 信号 出力 。 教 師 の 手 本 の 信号 出力 。 そ の 差 を 、 埋 め る 
よう に 、 神 終 系 を 、 再 構築 する こと 。 

机 械 学 习 O ERR. ХУ’ ни-ни, ОН 
レベ ル で の 実現 。 そ れ は 、 現 実 の 神経 系 の 動き を 、 反 映し な 
い 。 そ れ は 、 現 実 の 神 俊 系 の 動き さき を 、 再 現す る 上 で は 、 後 回 
し と な る 。 別 の 効果 的 な 、 神 経 系 の 学習 方 法 を 、 考 案 す る こ 
と が 、 必 要 で ある 。 


ИИ! 


HARA AAO AL SHIH. HRRONV ATL. 

神経 系 内 部 に お ける 、 神 経 細 胞 同 士 の 社会 的 分 業 。 そ れ は 、 
神経 系 の シス テム で ある 。 そ れ ら は 、 以 下 の よ うな 内 容 で あ 
る 。 


// 


ACHE. 

神経 細胞 同士 の 、 後 天 的 に 形成 され た 結合 。 それ ら の 保持 。 
それ ら を 、 維 持 す る か どう か を 、 コ ント ロー ル す る 、 神 終 細 
胞 。 そ の コン トロ ー ル の メカ ニズム を 、 実 装 す る こと 。 
短期 記憶 。 一 時 的 な 記憶 。 

長期 記憶 。 持続 的 な 記憶 。 促進 性 の 長期 記憶 。 抑 制 性 の 長期 
al ies 

促進 ニュ ー ロ ン に よる 、 記 憶 内 容 の 増強 。 

抑制 ニュ ー ロ ン に よる 、 記 憶 内 容 の 抑圧 。 

ある エリ ア の 神経 細胞 が 機能 し な く な る と 、 記 憶 の 機能 が 、 
神経 系 の 全般 に お いて 、 失 われ る こと 。 


// 


思考 о 

神経 細胞 が 、 あ る 場所 か ら 、 別 の 場所 へ と 、 移 動 す る こと 。 
ある 神経 細胞 か ら 、 別 の 神経 細胞 へ と 、 ラ ンダ ム に 触手 が 伸 
паи. 


それ は 、 ア メー バ の 移動 と 、 同 様 で ある 。 

その 結果 。 新 た な 、 神 経 細 胞 同 士 の 接合 部 が 、 次 々 に 、 試 験 
的 に 形成 され る こと 。 

それ は 、 新 規 の アイ デア の 思い つき に 、 相 当 す る こと 。 そ れ 
は 、 思 考 で ある 。 

それ ら の メカ ニズム を 、 実 装 す る こと 。 

相互 結合 の 変動 が ある 神経 細胞 と 、 相 互 結合 の 変動 が 無い 神 
筆 細 胞 と の 、 両 方 が 、 同 時 に 存在 する こと 。 


PAK, 媒介 。 遠 距離 の 連絡 。 

社会 分 業 制 の 神 終 系 シス テム に お いて 、 離 れ た 場所 の 、 別 々 
の 機能 を 担う 、 神 経 系 同士 を 、 中 継 し 、 連 絡 す る 、 神 終 細 
胞 。 


// 


感情 。 情 动 。 

生物 に お ける 、 基 本 的 な 環境 適応 の 行動 。 そ れ ら を 司る 、 生 
命 維持 に と っ て 、 最 も 重要 な 、 神 衝 細 胞 。 

それ は 、 神 経 系 に お ける 中 心 司 今 部 の 神 俊 細胞 で ある 。 
周辺 部 の 神経 細胞 に 対し て 、 促 進 と 抑制 の コン トロ ー ル を 行 
う 、 神 经 细胞 。 

それ ら の 活動 。 そ の コン トロ ー ル の メカ ニズム を 、 実 装 す る 
а 


2X OHA. 

ВСЕ < TRIO. FRIIS Кс. TH 
面 で 、 慌 て て 取り 乱 し な が ら 、 急 速 に 動く こと 。 そ れ は 、 女 
性 的 で て ある 。 

ВАС < ВО. FRIIS SABRE. © 
に 基づく 、 攻 撃 と 防御 。 そ れ ら を 、 行 うこ と 。 そ れ は 、 男 性 
的 で ある 。 

それ ら の 両方 を 、 別 々 の 神 終 細 胞 に よっ て 、 備 える こと 。 


// 


生命 の 基盤 。 
生物 に お ける 、 基 本 的 な 生命 維持 に 在 結 する 行動 。 


衣食 住 の 確保 。 水 分 や 栄養 分 の 、 体 内 へ の 摂取 。 体 内 の 不要 
物 OD) 排 泄 。 

区 机 户 O) 行 动 在 司 召 、 神 经 细胞 。 

И, ($. RAD. ЖАН 5, ФИ. 
EARNERS CHD. 


HII 


プロ グラ ミン グ に お ける 、 設 計 と 実装 の 方 針 。 
プロ グラ ム の 実装 は 、 生 物 に と っ て 、 最 も 重要 な 部 分 か ら 、 
行う こと 。 そ れ は 、 生 物 基地 の 神 終 系 の 部 分 で ある 。 


神経 細胞 の 活動 を 、 コ ンピュータ の 複数 の プロ セス の 集合 体 
と し て 、 表 現す る こと 。 

Python の プロ グラ ミン グ に お ける 、 マ ル チ プ ロ セ ッ シ ン グ の 
機能 。 そ れ ら を 、 活 用 する こと 。 

細胞 活動 を 、 複 数 の 機能 に 分 割 し て 、 捉 える こと 。 各 機能 

に 、 プ ロ セ ス を 割り 当て る こと 。 

マル チ プ ロ セ ッ シ ン グ に お ける 、 プ ロ セ ス 間 の デー タ 通 信 。 
キュ ー。PIPE。 メ モリ 共有 。 

デー タタ 通信 の 相手 を 、 試 行 錯誤 的 に 新規 に 生成 する こと が 、 

可能 で ある こと 。 シ ナ プ ス の 新規 生成 が 、 可 能 で ある こと 。 
PIPE は 、 キ ュー の 、 上 位 互 換 で ある 。 


外部 環境 の 取る 値 の 設定 。 そ の 値 を 、 手 動 で 変化 させ る こと 
を 可能 に する こと 。 

標準 入力 か ら の デー タタ 読み 込み 。 キ ー ボ ー ド 。 マ ウス 。 
ファ イル 縦 由 で の デー タタ 書き 込み と 、 受 容器 に よる デー タ 読 
み 込 み 。 

Python 向 け の Tkinter の ソフ トウ ェ ア を 利用 し て 、 テ キス ト 
ボッ クス や ボタ ン な どの GUI ベ ペース の 画面 を 生成 し て 、 そ の 
画面 か ら 、 外 部 環境 を 制御 する デー タ の 和 人力 を する こと 。 
外部 環境 自体 を 、 プ ロ セ ス 化 する こと 。 外 部 環境 の 制御 の た 
め の GUI を 、 プ ロ セ ス と し て 起動 する こと 。 


人 ダミー の 受信 数 値 発 生 送 信 圧 を 、 別 途 作成 し て 、 神 終 細 胞 の 


動作 の デバ ッ グ に 使う 。 


各 プ ロ セ ス は 、 い っ た ん 起動 し た ら 、 全 て 、 そ の まま 放 交 す 
る こと 。 

各 プ ロ セ ス は 、 自 灯 で きる よう に する こと 。 栄 養 不足 に よ 

る 、 細 胞 の 死亡 。 ШС, АО. + 
れ ら を 、 再 現 可 能 に する こと 。 

各 プ ロ セ ス は 、 後 か ら 、 追 加 の 形 で 、 生 成 で ォ る よう に する 
こと 。 生 物 の 誕生 後に お ける 、 新 た な 、 神 経 細 胞 の 生成 や 、 

神 終 細胞 の 分 烈 。 それ ら を 、 再 現 可 能 に する こと 。 


(2022 年 2 月 初出 。) 


神経 系 へ の 、 機 能 の 実装 。 


神 終 系 へ の 、 機 能 の 実装 。 

神経 系 へ の 、 生 き や す さ を 向上 させ る 働き さ の 、 実 逆 。 
神経 系 自身 の 生き や すさ 。 

その 神経 系 の 利用 者 の 、 生 き や す さ 。 

それ ら の 、 神 経 系 へ の 、 実 装 。 

HAND, AREMEOD, SK. 

それ ら の 実現 が 、 必 要 で ある 。 


一 般 的 な 神経 系 プロ グラ ミン グ に お ける 、 和 実装 が 必要 な 機能 
的 要件 の 、 リ スト 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

例 。 

一 般 的 な 心理 学 教 科 書 の 、 目 次 。 

私 の 書籍 に お ける 、 生 き や す さ と 機能 主義 と の 関連 に 関す る 
項目 内 容 の 、 目 次 。 


(2022 年 6 月 初出 。) 


ЧЖУ IVA. ФЕ, 


神経 系 プロ グラ ミン グ の 手法 。 

生物 0 神经 系 代 扮 付 召 、 生 物 自身 0 环境 适应 代 必 要 克 、 入 出 
TAM, RE. 

ОЛ RSTO YET. TEA EER ARO N 
$&—2/%>, АННО KAM, FE. 

それ ら に お ける 、 最 も 基本 的 な パタ ー ン 。 

それ ら の 割り 出し を 、 最 優先 で 行う こと 。 


環境 変動 へ の 対応 に 必要 な 、 神 俊 系 の 神経 回 路 の 可 将 性 の 、 
規定 。 

それ ら の 神経 回 路 に お ける 、 機 能 分 化 と 、 分 業 制 の 進展 。 そ 
No”, RH. 

それ ら の 神経 回 路 に お ける 、 回 路 集積 化 の 進展 。 そ の 、 実 
現 。 

それ ら の 神経 回 路 に お ける 、 体 内 時 計 の 利用 の 進展 。 そ の 、 
実現 。 


それ ら の 神経 回 路 の 設計 方 法 は 、 従 来 の 論理 回 路 の 設計 方 法 
と 、 基 本 的 に は 、 同 様 で ある 。 

それ ら の 神経 回 路 の プロ グラ ミン グ は 、 従 来 の 論理 回 路 の プ 
ログ ラミ ング と 、 基 本 的 に は 、 同 様 で ある 。 

それ ら の 神経 回 路 の プロ グラ ミン グ 言 語 仕様 は 、 従 来 の 論理 
回 路 の プロ グラ ミン グ 言 語 仕様 と 、 基 本 的 に は 、 同 様 で あ 
る 。 例 。VHDL. Verilog. 

それ ら の 間 に お ける 、 相 違 。 生 物 神 経 系 独自 の 特性 。 それら 
は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

神経 細胞 が 、 常 時 、 生 き 続 け て いる こと 。 

その 回 路 の 配 勿 に お いて 、 可 交 性 が ある こと 。 

その 回 路 の 活動 が 、 時 計 的 に は 、 厳 密 に 決ま ら な いこ と 。 


その 回 路 の 活動 が 、 論 理 的 で 無い こと 。 


神経 細胞 同士 の 結合 は 、0 か ら 1 の 間 に お ける 、 任 意 の 変動 す 
る 値 を 取る こと 。 

それ ら の 結合 は 、 促 進 と 抑制 と の 2 種類 で て ある こと 。 

神経 細胞 の 発火 は 、0 か 1 か 、 で ある こと 。 

その 回 路 の 活動 は 、 そ の 点 で は 、 論 理 的 で ある こと 。 


生物 と し て の 行動 を 、 自 発 的 に 行う こと 。 
о [ける た め の 環 境 適応 行動 を 、 自 発 的 に 行う こ 


о 研究 者 が 、 い っ た ん 、 事 前 設定 を し て 、 動 作 を 開 
始 さ せ た ら 、 そ の 後 は 、 全 自動 で 、 自 発 的 に 、 い つま で も 、 
動き 続け る こと 。 

研究 者 が 、 そ れ ら の 動作 を 停止 させ る に は 、 そ れ ら を 殺す 必 
雪が 、 あ る こと 。 

研究 者 が 、 そ れ ら の 動作 を 停止 させ る に は 、 そ れ ら の 形 を 抹 
消す る 必要 が 、 あ る こと 。 

研究 者 が 、 そ れ ら の 動作 を 停止 させ る に は 、 そ れ ら の 電源 を 
沙 と す 必 要 が 、 あ る こと 。 


(2022 年 6 月 初出 。) 


神経 系 プロ グラ ミン グ 。 そ の 初期 に 決定 すべ き 、 内 
容 。 


神経 系 プロ グラ ム の 開発 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
ゲー ム プ ログ ラム の 開発 。 

神経 系 プロ グラ ム の 実行 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
ゲー ム プ ログ ラム の 実行 。 

そう し た ゲー ム 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

神経 系 それ 自身 が 、 自 発 的 に 自動 的 に 遂行 する 、 ゲ ー ム 。 
ゲー マー と し て の 研究 者 に と っ て は 、 環 境 状 況 の 初期 設定 
と 、 生 物 の 神経 系 の 神経 回 路 の 初期 設定 の み が 、 可 能 で ある 
a 

ゲー マー と し て の 研究 者 に と っ て は 、 神 経 系 それ 自身 に よる 


ゲー ム の 遂行 自体 に は 、 介 和信 が 不可 能 で ある こと 。 


生物 が 、 彼 自身 の 環境 適応 の た め に 、 解 決 す べ き 問 題 。 
彼 自身 に お ける 、 課 題 設 定 。 そ の 、 適 切 性 と 不適 切 性 。 


外部 環境 や 内 部 環境 の 、 モ デリ ング や 配 四 。 そ れ ら の 初期 設 


АЕ о 
ЕО Оо, НЕО). Е) ха, thd 
の 初期 設定 。 


そう し た 初期 設定 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


外部 環境 。 そ の 分 類 。 

無機 環境 。 定住 す る 無機 物 。 移動 する 無機 物 。 

有機 環境 。 他 の 生物 。 定 住 す る 生物 。 移 動 す る 生物 。 
移動 性 。 そ の 分 類 。 

受動 的 浮遊 性 と 、 能 動 的 行動 性 。 

液体 性 と 気体 性 。 

それ ら の 存在 の 有無 。 

区 机 户 O) 存 在 位 置 。 


それ ら の 存在 の 資源 性 。 
それ ら の 存在 の 設備 性 。 


それ ら の 存在 の 新規 性 。 

それ ら の 存在 の 、 同 質 性 や 異質 性 。 

それ ら の 存在 の 、 仲 間 性 や 協和 性 や 融和 性 や 、 償 威 性 や ライ 
作 儿 性 关 非 融和 性 。 

それ ら の 存在 の 、 有 益 性 や 有害 性 。 

それ ら の 存在 に 対す る 、 優 位 性 や 劣 位 性 。 


それ ら の 存在 に 対す る 、 有 利 性 や 不利 性 。 
それ ら の 存在 に 対す る 、 勝 利 や 敗北 の 、 可 能 性 。 


それ ら の 存在 に 対し て 、 打 倒 や 抹消 を 行う 、 可 能 性 。 
それ ら の 存在 か ら 、 打 倒 や 抹消 を 受け る 、 可 能 性 。 


それ ら の 存在 に 対す る 、 交 渉 。 そ の 可能 性 。 


それ ら の 存在 に 対す る 、 協 力 。 そ の 可能 性 。 
それ ら の 存在 に 対す る 、 協 働 。 そ の 可能 性 。 


それ ら の 存在 に 対す る 、 価 値 観 の 一 致 。 その 可能 性 。 


それ ら の 存在 に 対す る 、 融 合 。 そ の 可能 性 。 
それ ら の 存在 に 対す る 、 同 調 や 調和 。 そ の 可能 性 。 


それ ら の 存在 に 対す る 、 信 頼 。 そ の 可能 性 。 
それ ら の 存在 に 対す る 、 安心 。 そ の 可能 性 。 


それ ら の 存在 に 対す る 、 不 安 。 そ の 可能 性 。 
それ ら の 存在 に 対す る 、 恐 遷 。 そ の 可能 性 。 
それ ら の 存在 の 、 回 放 。 そ の 可能 性 。 

それ ら の 存在 か ら の 、 逃 亡 。 そ の 可能 性 。 
それ ら の 存在 か ら の 、 離 脱 。 そ の 可能 性 。 


それ ら の 存在 へ の 、 強 制 を 行う 、 可 能 性 。 
それ ら の 存在 か ら 、 強 制 を 受け る 、 可 能 人 性 。 


И, ОЕ. BRO. SISCLZBO MRE. 

それ ら の 存在 か ら の 、 資 源 の 、 奪 取 や 接収 や 徴収 の 、 可 能 
性 。 
それ ら の 存在 か ら 、 資 源 を 朝 頁 され る 、 可 能 性 。 
tNbo NEEDS, Bike Beans, Bae. 
それ ら の 存在 か ら の 、 資 源 の 、 買 取 の 、 可 能 性 。 


それ ら の 存在 へ の 、 資 源 の 送信 の 可能 性 。 
それ ら の 存在 へ の 、 資 源 の 、 譲 渡 の 、 可 能 性 。 


tho OFTEN, АЕ TA. AAEM. 
tNo OBE, ПАЯ, НЕЕ, 
それ ら の 存在 へ の 、 資 源 の 、 販 売 の 、 可 能 性 。 


それ ら の 有無 。 
それ ら の 、 誕 定 や 計算 。 


外部 環境 や 内 部 環境 に つい て の 、 状 況 の 検知 。 

資源 の 、 充 足 性 と 不足 性 。 

内 部 環境 の 良好 性 や 健康 性 の 、 有 無 。 

外部 環境 の 、 良 好 性 や 快適 性 や 温室 性 の 、 有 無 。 

生存 上 の 問題 の 、 存 在 や 発生 の 、 有 無 。 

それ ら の 検知 行為 の 、 試 行 や 実行 の 、 開 始 と 続行 と 中 断 と 中 
О fs 

それ ら の 検知 行為 の 、 成 功 と 失敗 。 


外部 環境 や 内 部 環境 に 対す る 、 働 きか け 。 

生き や すさ の 獲得 の た め の 設 備 の 、 所 有 の 有無 。 

働き かけ の 行為 の 、 事 前 計算 と 、 本 番 実 行 と 、 事 後 反 省 。 
行為 の 実行 に 伴う 環境 変動 の 、 事 前 予測 と 、 実 行 中 の 測定 
と 、 事 後 評価 。 

行為 実行 中 の 、 視 野 の 、 広 さと 狭 さ 。 

行為 実行 中 の 、 注 意 の 、 集 中 性 と 分 散 性 。 

行為 実行 中 の 、 補 助 ツ ー ル の 、 用 意 や 使用 の 、 有 無 。 
行為 の 実行 に 対す る 、 フ ィ ー ド バッ ク の 有無 。 


生き や すさ を も た ら す 資源 。 

それ ら の 、 外 部 環境 か ら の 獲得 と 、 外 部 環境 か ら の 抹消 。 
それ ら の 行為 が も た ら す 、 外 部 環境 の 改変 。 

それ ら の 行為 の 、 開 始 と 続行 と 中 断 と 中 止 と 完了 。 

それ ら の 行為 の 、 成 功 と 失敗 。 


生き や すさ を も た ら す 、 手 持ち の 資源 。 

それ ら に つい て 、 外 部 環境 に よる 、 強 制 的 な 、 ア クセ ス や 奪 
取 や 抹消 を 、 受 ける こと 。 

それ ら の 行為 が も た ら す 、 外 部 環境 の 改変 。 

それ ら の 行為 の 、 開 始 と 続行 と 中 断 と 中 止 と 完了 。 


それ ら の 行為 の 、 成 功 と 失敗 。 


生き や すさ を も た ら す 、 手 持ち の 資源 。 

それ ら の 、 外 部 環境 と の 交換 。 そ の た め の 、 外 部 環境 と の 交 
渉 。 

それ ら の 行為 が も た ら す 、 外 部 環境 の 改変 。 

それ ら の 行為 の 、 開 始 と 続行 と 中 断 と 中 止 と 完了 。 

それ ら の 行為 の 、 成 功 と 失敗 。 


それ ら の 結果 。 

生き や すさ を も た ら す 資源 の 、 内 部 環境 へ の 付与 。 
生き や すさ を も た ら す 資源 の 、 内 部 で の 消費 。 

Е &х29 &5 51-29 ARNO. МСФЕ. 

Е &х>9 А-З АО. Пл. 
それ ら の 行為 が も た ら す 、 内 部 環境 の 改変 。 

それ ら の 行為 の 、 開 始 と 続行 と 中 断 と 中 止 と 完了 。 
それ ら の 行為 の 、 成 功 と 失敗 。 


生き や すさ を も た ら す 資源 の 、 内 部 で の 生産 。 
その 行為 が も た ら す 、 内 部 環境 の 改変 。 

生産 し た 資源 の 、 外 部 環境 へ の 付与 。 

生産 し た 資源 の 、 外 部 環境 と の 交換 。 

それ ら の 行為 が も た ら す 、 外 部 環境 の 改変 。 

それ ら の 行為 の 、 開 始 と 続行 と 中 断 と 中 止 と 完了 。 
それ ら の 行為 の 、 成 功 と 失敗 。 


外部 環境 と し て の 、 他 の 無機 物 。 
外部 環境 と し て の 、 他 の 生物 。 


それ ら の 結果 。 
生存 の 存続 の 、 有 無 。 
生存 の 水準 の 、 向 上 と 下降 。 


(2022 年 6 月 初出 。) 


神経 系 プロ グラ ミン グ 。 そ の 例題 の 設定 。 


ЕЖА ($515. АВЕ. Я, 

彼 自身 の 、 水 分 や 食糧 の 、 獲 得 活動 。 

失敗 時 の 試行 錯誤 の 活動 。 

目標 達成 に つい て の 、 認 識 。 成 功 に つい て の 認識 。 

外部 伝達 情報 の 、 外 部 環境 へ の 、 物 理 的 な 刻印 。 情報 の エン 
コー ド 。 

外部 伝達 情報 の 、 外 部 環境 か ら の 、 神 経 系 内 部 へ の 取得 。 情 
報 の デコ ー ド 。 

他 の 生物 と の 間 に お ける 、 生 き や す さ の 奪い 合い に お ける 、 
勝利 。 

他 の 生物 と の 間 に お ける 、 生 き や す さ の 獲得 の 高度 化 の た め 
の 、 相 互 協力 。 

他 の 生物 と の 間 に お ける 、 生 き や す さ の 、 相 互 交 換 。 

他 の 生物 と の 間 に お ける 、 相 互 離 散 と 、 相 互 融 和 。 

AHS PRAM (FS. DRL SRO, KH. 


問題 解決 の た め に 必要 な 、 和 人 出力 。 


状況 検知 の た め の 、 感 覚 や 知覚 の 、 人 力 セ ン サ ー。 

検知 し た 状況 を 、 彼 自身 の 生存 に と っ て 、 よ り 有 利 に 変え る 
こと 。 そ の た め の 、 運 動 出力 デバ イス 。 

得 た 入力 値 を 、 彼 自身 の 生存 に と っ て 望 まし い 出 力 値 へ と 変 
換 す る こと 。 そ の た め の 、 中 間 の 回 路 綱 。 

それ ら を 取得 し た 値 の 、 加 工 や 変換 。 そ の た め の 、 単 位 回 路 
モジ ュー ル 。 


単位 回 路 に お いて 、 必 要 な 、 計 算 機能 を 実現 する た め の 、 関 
MEVA—IvL, 


神经 细胞 CD 本 体 。 
促進 と 抑制 と の 、 値 の 大 き さ 。 そ れ ら の 、 合 算 と 集計 。 そ の 


ZERO, ЛЕНУ 0). ИЖ. 
ЖКТ. ЖАОЖЗЕТ. 
発火 の 伝達 。 


神 終 細 胞 同 士 の 結合 の 部 位 。 シ ナブ プス 。 
発火 の 促進 。 発火 の 抑制 。 そ れ ら の 値 の 、 送 受信 。 


プロ パテ イィ の 値 を 保存 する た め の 、 メ モリ 。 
FONT 4 ONES REVIT SEHD, DBM. 


体内 时 计 。 


上 記 の 関数 モジ ュー ル に お ける 、 必 要 な プロ パテ ィ 。 


ABE AT ALO AMA 

KK NBG. 

Ж ХОДЕ, ЛО, 
神経 細胞 同士 の 結合 の 部 位 。 シ ナ プ ス .。 
MAZE OM. AMT. tHE AB. 


相互 結合 の 太 さ 。 発 火 の 促 進 と 抑制 の 送信 に お ける 、 値 の 大 
き さ 。 


(2022 年 6 月 初出 。) 


(参考 ) 論理 回 路 に お ける 、 関 数 モジ ュー ル 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
論理 和 。 論理 積 。 


co co 
Bue. 8%. 


排他 的 論理 和 。 一致 。 


АНК. 
その 出力 が 、 そ の 時 点 の 和信 力 の 合計 の み で 決ま る 、 回 路 。 


顺序 回路 。 

その 出力 が 、 そ の 時 点 の 入力 の 合計 の み で は 決ま ら な い 、 回 
路 。 
その 出力 が 、 過 去 の 入力 に つい て の 記憶 内 容 の 影 線 を 受け 
る 、 回 路 。 

以下 の デバ イス を 、 内 色 す る 、 回 路 。 

内 部 状態 の 保存 の た め の 、 内 部 メモ リ 。 


PA OT A mV 
順序 回 路 に お ける 、 記 憶 素子 。 


同期 式 。 非同期 式 。 


qe a IR AT as 
マル チ プ レク サ 。 択 一 出力 回 。 


EA. 

sy Ace. 

дух. Mae. 

VIL YAR. MOREA. 


(2022 年 6 月 初出 。) 


神経 系 の プロ グラ ミン グ 。 そ の 開発 に お ける 、 適 格 


о 


気体 的 思想 の 所 有 者 は 、 分 析 は 得意 だ が 、 結 合 や 融合 は 、 不 
得意 で ある 。 
液体 的 思想 の 所 有 者 は 、 結 合 や 融合 は 得意 だ が 、 分 析 は 、 不 


得意 で ある 。 

神経 系 。 そ れ は 、 神 終 細 胞 同 士 の 、 融 通 が 効い た 結合 に よっ 
"Ca, ee 

神経 系 の シミ ュ レ ーション 。 

ニニ ミー コジ ビュー タタ の ログ ラミ ング 。 

それ ら の 完成 の 実現 は 、 液 体 的 思想 の 所 有 者 の 方 が 、 気 体 的 
思想 の 所 有 者 より も 、 得 意 で ある 。 
NT 得意 で あ 
る 。 


(2022 年 6 月 初出 。) 


神経 系 の シミ ュ レ ーション 育 語 。 


神経 系 の シミ ュ レ ーション 。 

その た め の 専 用 言語 の 開発 。 

それ は 、 イ ンタ ー プ リタ の 開発 時 の 、 エ ラー メッ セー ジ の 記 
述 な ど に 、 無 駄 に 時 間 を 取ら れ て し まう 。 

それ は 、 開 発 に お ける 時 間 の 有効 利用 に お いて 、 大 きく 劣 
る 。 


神経 系 の シミ ュ レ ーション 。 

thud. BED, プロ グラ ミン グ 言 語 や ズ スクリ プ ト 言 語 に お 
ける 、 ラ イブ ラリ の 拡 信 に よっ て 、 実 現す べき で ある 。 

例 。 

python の クラ スラ イブ ラリ の 形 で 、 開 発する 方 法 。 
python の 静 書 に よる 、 神 終 細 胞 の 発火 条件 と 、 神 経 細 胞 同 士 
の 結合 条件 と 、 神 経 細胞 同士 の 結合 リス ト の 、 記 述 。 


(2022 年 6 月 初出 。) 


神経 系 シミ ュ レ ーション 。 そ の 、 マ ル チ プ ロ セ ッ シ ン 
グ に よる 、 実現 。 


HARALD Sabo—vay. +N, мун 5 УЕ 
KA. ЗЕ. 


コン ビュ ー タ フロ グラ ミン グ に お ける 、 マル デブ プロ セッ シン 
グ 機 能 の 利用 に よる 、 神 経 回 路 網 の シミ ュ レ ーション 。 
複数 の プロ セス の 並行 動作 に よる 、 複 数 の 神経 細胞 の 並行 動 
作 の シミ ュ レ ーション 。 


例 。Python. 
プロ セス は 、 全 て 、main ル ー チ ン で 登録 する こと 。 
そう し た や り 方 し か 、 存 在 し な いこ と 。 


ーー つの 神 筆 細胞 に お いて 、3 つ の サブ プロ セス が 、 必 要 で あ 
る 。 そ れ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


神経 伝達 物質 の 集計 。 神 経 細胞 自身 の 、 発 火 。 神 終 伝 達 物 質 
の 、 特 定 の 後 細 胞 へ の 伝達 


それ ぞ れ の プロ セス は 、for 文 で 、 連 続 登録 する し か 無い 。 


各々 の 神経 細胞 の プロ パテ ィ の 設定 は どう する か ? その 方 法 
は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


その 値 を 、 事 前 に 、 外 部 ファ イル な ど で 、 設 定 す る こと 。 
その デー タ を 、 自 動 で 、 衝 書 に 読み 込む こと 。 

その 内 容 を 、 プ ロ セ ス 登 録 時 に 、 各 々 の プロ セス に 対し て 、 
反映 させ る こと 。 

そう し た や り 方 し か 、 存 在 し な いこ と 。 


神 作 細胞 と シナ プス の プロ パテ ィ は 、 全 て 、 神 頒 細 胞 単 位 
で 。 Но. 
シナ プス の 別 扱 いし は 、 一 切 し な いこ と 。 


そう する こと で 、 神 終 細 胞 の トー タル な 統合 把握 を 、 行 うこ 
と が で きる よう に する こと 。 


シナ プス の 後 細胞 は 、 前 細胞 を 、 誘 引 す る 。 

シナ プス の 後 細胞 は 、 前 細胞 に 対す る 、 選 択 と 拒絶 の 行為 
は 、 特 に 行わ な い 。 

シナ ブス 。 

それ は 、 以 下 の プ ロ パ ティ の 数 値 の 内 容 が 決ま る こと で 、 十 
分 な 働き を 得る こと が 出来 る 。 


前 細胞 に お ける 、 人 選択 し た 後 細胞 の id。 
前 細胞 が 、 後 細胞 に 対し て 送信 する 、 伝 達 物 質 の 分 量 。 


そう し た 選択 や 送 基 信 の 行為 は 、 前 細胞 か ら 後 細胞 へ の 一 方 通 
行 と な る 。 

そう し た プロ パテ ィ は 、 前 細胞 の 側 で の み 、 管 理 す る こと 。 
ес, TARL. 


前 細胞 は 、 送 信 ク ライ アン ト で あり 、 後 細胞 は 、 受 信 サ ー 
バー で ある 。 

後 細胞 は 、 以 下 の 行 為 を み 、 ひ た すら 実行 する こと 。 

複数 の 不 特 定 の 前 細胞 か ら 送 られ て 来る 神経 伝達 物質 

20. RE. 

そう し た 総量 を 、 前 細胞 の 区 別 を 一 切 行 わ ず 、 ひ た すら 合計 
する こと 3 

それ で 、 十分 良い 。 

(2022 年 6 月 初出 。 ) 


神 終 回 路 網 の 配 伯 。 そ れ ら の 、 設 計 と デパ ッ グ の 、 容 
易 化 。 路 線 バ パス の 路線 系 銃 図 の 転用 。 


НЕА Веки, PER (CakaTL. RUROEMES TINY 7 
出来 る 、 環 境 の 整備 。 

それ ら が 、 文字 列 の み で 実現 で きる こと 。 そ れ が 、 一 番 、 簡 
BGs а UY 

その 実現 の た め に は 、 以 下 の 内 容 を 、 参 考 に する こと が 、 鹿 Z 
まま UN 

交通 や 運輸 の 分 野 に お ける 、 路 線 バ ス の 、 路 線 系 統 図 。 


系 統 名 か 、 系 統 番 号 で 、 神 経 回 路 を 、 管 理 す る こと 。 


バス の 路線 系 統 が 、 和 神経 回 路 の 発火 経路 の 系 統 に 、 対 応 す 
る 。 

バス 停 劉 所 名 が 、 神 経 細胞 名 に 、 対 応 す る 。 

バス の 路線 系 統 に お ける 、 運 転 本 数 や 運転 問 度 。 そ れ ら が 、 
神経 回 路 の 発火 頻度 に 、 対 応 す る 。 


神経 回 路 の 系 統 は 、 発 火 の 伝 達 経路 の 重複 を 、 許 可 す る 。 
神 縦 回 路 の 系 統 は 、 発 火 の 伝 達 経路 の 循環 を 、 許 可 す る 。 


神経 回 路 の 総合 的 な 運転 本 数 は 、 各 神経 回 路 の 系 統 の 運転 本 
数 の 、 合 計 か 、 最 大 値 で ある 。 

複数 の 神 縦 細胞 の 間 に お ける 、 接 続 の 太 さ 。 そ れ は 、 バ ス 路 
Е И (-5(}>. НЕЕ, WTS. 


好み の 発火 経路 で 、 好 み の 終 路 の 長く さ で 、 好 み の 発 火 頻 度 
で 、 神 縦 回 路 の 系 統 を 、 設 定 で きる よう に する こと 。 


神 終 回 路 の 系 統 は 、 複 数 の 神経 細胞 の 名 称 の 、 一 次 元 配列 と 
し て 、 表 現 可 能 で ある 。 


例 。python. 
系统 1 = [細胞 1 細胞 2 ;细胞 3 ;细胞 4] 


配列 の 要素 の 並び の 順番 に 合わ せ て 、 各 要素 に 相当 する 名 前 
の 神経 細胞 が 、 順 次 、 発 火 す る こと 。 


(2022 年 6 月 初出 。) 


神経 系 の 動き の 基盤 を な す 、 生 物 の 根源 的 な 行動 。 


神経 系 の 動き の 基盤 を な す 、 生 物 の 根源 的 な 行動 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


水分 の 摂取 。 酸素 の 摂取 。 栄養 分 の 摂取 。 エ ネル ギー の 摂 
取 。 

情報 の 取得 。 

体温 の 保持 。 

AYE, УЖО. 

権益 の 取得 。 権 益 の 、 保 持 や 防衛 や 奪取 。 

ВОН. 


(2022 年 6 月 初出 。) 


神経 系 に お ける 、 神 経 回路 以 外 の 表現 の 、 必 要 性 。 


神経 系 に お ける 、 神 縦 回 路 表 現に お いて 。 
生理 的 基盤 の 充足 に つい て の 、 神 経 系 其 外 の 器官 に つい て の 
RID, BERKEL CHE CHS_L. 


環境 の 状態 に つい て の 表現 が 、 そ の エリ ア 毎 に 、 必 要 で ある 
ER 

資源 。 そ の 有無 と 、 著 積 の 度合 い 。 

例 。 水分 。 BMA. 栄養 分 。 情報 。 


気候 。 そ の 、 快 適さ や 苦 酷 さ の 、 度 合い 。 
例 。 im. WE. Al. thon, Sacks. 


生物 に よる 、 環 境 の 改変 。 そ れ に つい て の 表現 が 、 必 要 で あ 
る こと 。 


НЕС. CORAL ЖА. 


その 結果 、 発 生 す る 、 環 境 の 改変 。 
それ に より 、 環 境 が 取る 、 新 た な 値 。 


環境 。 
外部 環境 。 内 部 環境 。 
それ ぞ れ に つい て の 表現 が 必要 で ある こと 。 


(2022 年 6 月 初出 。) 


神経 回 路 の 設計 図 。 そ の 凡例 。 


神经 细胞 。 


( 工 ) 
細胞 に お ける 、 神 経 伝 達 物 質 の 、 受 信 部 分 。 


大 き な 丸 印 。 

(2) 

細胞 の 種類 。 

促進 タイ プ 。 プ ラス 印 。 

抑制 タイ プ 。 マ イナ ス 印 。 

(3) 

AAO 36 XK AE 

Оси. RAR. (RUSE. 


пех. АНА. PREOME. 
その 程度 が 強い こと 。 太 線 。 高 い 数 値 。 
その 程度 が と て も 強い こと 。 二 重 線 。 と て も 高い 数 値 。 


(4) 
細胞 に お ける 、 神 経 伝達 物質 の 、 送 倍 部 分 。 


BAR. 分岐 が ある こと 。 後 細胞 の 受信 部 分 と の 、 リ ンク の 確 
立 。 


(5) 
細胞 に お ける 、 神 経 伝達 物 質 の 送信 能力 。 そ れ は 、 結 局 は 、 
和 伽 胞 の 発火 能力 の 、 一 部 分 で ある 。 


その 程度 が 弱い こと 。 点 線 。 低 い 数 値 。 

その 程度 が 中 程度 な こと 。 細 線 。 中 程度 の 数 値 。 

その 程度 が 強い こと 。 太 線 。 高 い 数 値 。 

その 程度 が と て も 強い こと 。 二 重 線 。 と て も 高い 数 値 。 


(6) 
細胞 間 の シナ プス に お ける 、 神 終 伝 達 物質 の 通行 能力 。 通 行 
量 の 多 さ 。 通 行 の 頻繁 さ 。 通行 の 安定 性 。 


о, &. А. (RUSE. 

その 程度 が 中 程度 な こと 。 細 線 。 中 程度 の 数 値 。 

その 程度 が 強い こと 。 太 線 。 高 い 数 値 。 

その 程度 が と て も 強い こと 。 二 重 線 。 と て も 高い 数 値 。 


(7 ) 
細胞 に お ける 、 可 将 性 や 固定 性 。 


細胞 自身 の 発火 能力 に お ける 、 可 将 性 。 
それ が 、 有 る こと 。C 印 。 


それ が 、 無 いこ と 。 無 印 。 
伽 胞 同 士 の 結合 に お ける 、 可 北 性 。 


それ が 、 有 る こと 。C 印 。 
それ が 、 無 いこ と 。 無 印 。 


(8) 
細胞 に お ける 、 記 憶 性 や 揮発 性 。 
細胞 自身 の 発火 能力 に お ける 、 記 憶 性 。 
thn. Sie. MEN. 
それ が 、 無い ご と 。 無印 。 
細胞 同士 の 結合 に お ける 、 記 憶 性 。 


thn, СИ. MEN. 
それ が 、 無 いこ と 。 無 印 。 


(2022 年 6 月 初出 。) 


神経 系 に お ける 、 環 境 と の 入出 力 。 そ の 設計 。 

(A) 

о АЕ, 発火 の 伝達 に お ける 、 メ イン スト リー 
potas ea 

PHOT, FY SIE, 

単 一 の 値 。 複 数 の 値 。 


混合 無し の 値 。 混 合 有 り の 値 。 
分 配 無 し の 値 。 分 配 0 有り の 値 。 


条件 無し の 値 。 条 件 有り の 値 。 
分 岐 無 し の 値 。 分岐 有 有り の 値 。 


記憶 無し の 値 。 記 憶 有 有り の 値 。 


ALES 7-18. TBS Sie. 


(B=4-4) 
物 賀 の 取得 。 物 理 的 な 資源 の 取得 。 

口 有 休 に よる 、 水 分 や 栄養 分 の 、 取 得 。 
他 の 生物 と の 物流 に お ける 、 受 け 取 り 。 


(B22) 
情報 の 取得 。 情 報 的 な 資源 の 取得 。 
感覚 器 記 に よる 、 感 覚 入 力 の 取得 。 五感 。 
他 の 生物 と の 通信 に お ける 、 受 信 。 


(B- 2) 
НУР. 


(Bee Oecd) 
WHORE, BE. MADRE. 


[8520 
環境 の 改変 。 
設備 や 道具 。 そ れ ら の 使用 。 そ れ ら の 操縦 や 制御 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


減ら すこ と 。 削 減 。 削 除 。 抹 消 。 
руси, НН. НН. НН. 


変え る こと 。 加 工 。 据 削 。 ЖЖ. М). ZIEN. 
RR 
受け る こと 。 受 信 。 SA, 受け 取り 。 
こと 。 動 か すこ と 。 運 搬 。 運 輸 。 配 送 。 配 達 。 物 資 の 流 
通 。 情報 の 流通 


(С) 

貯蔵 器官 。 記 憶 器 官 。 

ОА. 記憶 の 場所 。 

Bitstim. CHOOET Ee PAClECaIA. CHO DIAM, 
保 や 保持 や 占有 や 防衛 。 

例 。 

Keak!) 1/5. RATE. 


MAD, НЕХ ЕН. WEL EWMANBA. HELE 
物 賀 の 蓄積 。 そ れ ら の 既 1 时 椎 益 化 。 

情报 D、 朵 磊 交 记 迟 关闭 积 。 取 得 岂 大 情报 D、 记 迟 交 著 积 
生産 し た 情報 の 記憶 や 者 策 。 それ ら の 既得 権益 化 。 


) 
AeA Ee о BABE. НАДО Е Sa Ee 


TWA MATS, НИ. 

そう し た 神 終 回 路 に お ける 、 結 線 や 配線 の 、 調 節 。 

そう し た 神経 回 路 に お ける 、 結 線 や 配線 の 、 新 規 の 創出 。 
そう し た 神 俊 回路 に お ける 、 不 要 な 、 結 線 や 配線 の 、 無 効 
化 。 

そう し た 神経 回 路 に お ける 、 有 用 な 、 結 線 や 配線 の 、 強 化 。 
そう し た 神経 回 路 に お ける 、 有 害 な 、 結 線 や 配線 の 、 活 用 禁 
i, 


€9 СЕТЕ, HRA CHAIR < , 、 そ の 生理 的 基 
盤 の 部 分 に 内 上 蔵 さ れ て いる 場合 も 、 想 定 可 能 な こと 。 


(Е) 


环境 。 


外 部 环境 。 体 外 环境 。 
内 部 環境 。 体内 環境 。 


物資 の 環境 。 
情報 の 環境 。 


それ ら の 、 生 物 の 生存 に お ける 、 条 件 。 
資源 。 そ の 有無 や 著 積 の 、 度 合い 。 
気候 。 そ の 快適 さや 苦 酷 さ の 、 度 合い 。 


(2022 年 6 月 初出 。) 


神 終 回 路 の 学習 機能 の 設計 に お ける 、 注 意 事 項 。 


神 終 回 路 の 学習 機能 に お いて 。 


神経 細胞 の 発火 能力 の 増大 。 シナプス に お ける 神 終 伝 達 物 質 
の 通過 能力 の 増大 。 そ れ ら 両者 を 、 分 け て 考え る 必要 が ある 
ое 

それ ぞ れ の 、 初 期 値 や 、 現 状 の 値 や 、 理 想 の 値 。 
それ ら の 値 を 、 設 計 図 の 凡例 に お いて 、 図 上 に 、 パ ラメ ー タ 
数 値 と し て 記載 可能 に する こと 。 

それ ぞ れ の 値 を 、 リ アル タイ ム で 、 デ ー タ と し て 取得 し 記録 
する こと 。 そ れ を 、 実 際 の プロ グラ ム に お いて 、 可 能 に する 
kee ae 


シナ プス に お ける 神 終 伝達 物質 の 通過 能力 の 増大 。 
シナ プス の 肥大 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

結 り 返し 、 信 号 が 繰り 返し 通る こと に より 、 倍 号 の 通路 の 幅 
が より 拡大 し 、 通 路 の 安定 性 や 品質 も 向上 する こと 。 

そう し た 状態 改善 の 記憶 が 、 後 細胞 の シナ プス 部 に 局 在 す る 
特定 の 化学 物質 の 存在 に よっ て 、 局 所 的 に 行わ れる こと 。 


(2022 年 6 月 初出 。) 


神経 回 路 に お ける 、 入 出力 の 自動 調節 の 、 必 要 性 。 


神 縦 回 路 に お いて 、 正 し い 入 出力 を 得る こと 。 

その た め に は 、 単 に 、 入 出力 の 値 を 決定 する だ け で は 、 和 駄目 
て ある こと 。 

その た め に は 、 細 胞 の 発火 件 能 と 、 シ ナブ プス 伝達 性 能 を 、 上 
手 く 調節 する 必要 が ある こと 。 

最初 か ら 、 手 動 で 、 そ の 調節 値 を 得る こと は 、 困 難 で ある こ 
と 。 設 計 図 を 手動 で 描画 し て も 、 そ の まま で は 上 手 く 動か な 
いこ と 。 自 動 調節 や 自動 学習 が 、 必 要 で ある こと 。 


教師 無し で 、 自 力 で 、 試 行 錯 に よっ て 正解 に た どり 着く こ 
で 3 
教師 に 対す る 模 仔 を 実行 する こと 。 

上 記 の 内 容 の 、 い ずれ か の 実現 が 、 必 要 で ある こと 。 


試行 結果 が 成功 か 失敗 か の フィ ー ド バッ ク は 、 い ずれ の 場合 
に お いて も 、 そ の 都度 、 必 要 で ある こと 。 
教師 無し の 自己 弟 断 に よる フィ ー ド バッ ク と 、 教 師 に よる 
フィ ー ド バッ ク と を 、 別 々 に 、 両 方 共に 、 考 える こと 。 
教師 に 対す る 態度 が 、 気 体 的 か 、 液 体 的 か 、 に つい て の 区 別 
が 必要 で ある こと 。 


成功 か 失敗 か の 弟 断 に は 、 個 別 の 、 そ の 時 々 で 異な る 、 教 師 
の 出現 に 相当 する イベ ント 発生 が 起き る こと 。 


フィ ー ド バッ ク 。 神 終 系 に 対し て 、 行 動 の 結果 、 環 境 に 起き 
た 変化 の 全般 を 、 和 知らせ る 仕組 み 。 

教師 。 フ ィ ー ド バッ ク に お ける 、 特 定 の 一 種 。 神 経 系 に 対し 
て 、 行 動 の 結果 が 、 成 功 か 失敗 か を 、 知 ら せ る 仕組 み 。 行 動 
の 結果 を 、 成 功 に 導く た め の 、 手 本 や 模範 。 そ の 、 全 て 。 
教師 の 教え に 気付 く 場 合 と 、 気 付か ず に 閉 走 を 続け る 場合 と 
が 、 両 方 、 存 在 す る こと 。 

そう し た 仕組 み が 、 神 健 系 に 、 別 途 、 内 上 蔵 さ れ て いる こと 。 
現代 の 人 工 知 能 に お ける 、 深 層 学 習 の 仕組 み 。 そ の 内 容 を 、 
予め 、 参 考 に する 必要 が ある こと 。 

深層 学習 。 

их, ЖЕ, ЕВА (バッ ク プ ロ パ ゲー ショ ン ) 
の 手法 に 、 依 存 し て いる こと 。 

それ は 、 シ ナ プ ス の 伝達 性 能 を 、 一 つ ず つ 、 最 適 値 に な る よ 
うに 、 結 り 返 し 調節 し て いる こと 。 

その 調節 の た め に 、 特 定 の 数 式 を 利用 し て 、 以 下 の 技 術 を 利 
用 し て いる こと 。 

値 の 曲線 に お ける 、 旗 値 の 最適 値 。 そ れ を 、 自 動 的 に 検知 す 
る 、 技 術 。 

その 手法 の 内 容 は 、 現 実 の 神経 系 に お ける 学習 の 実態 と は 、 
か な り 、 か け 離 れ て いる こと 。 


成功 。 事 前 に 思い 描い て いた 理想 と 、 事 後 の 現実 と の 、 差 分 


DMELYI & 
失敗 。 事 前 に 思い 描い て いた 理想 と 、 事 後 の 現 実 と の 、 マ イ 
ナス の 差分 が ある こと 。 


予想 外 の 、 別 の 成功 。 事 前 に 思い 描い て いた 理想 と 、 事 後 の 
現実 と の 、 プ ラス の 差分 が ある こと 。 


(2022 年 6 月 初出 。) 


神経 回 路 に お ける 、 入 出力 の 自動 調節 。 神 経 回 路 に お 
ける 、 必 要 な 、 構 成 要 素 。 


HE OPRICHSUYT. IELWAMA SES =O. ФЕЙ 
Sry. 9-51]. В. 

内 部 環境 か ら の 、 資 源 不 足 に 陥っ て いる 現状 に つい て の 、 報 
告 や 警告 と 、 現 状 打破 の 行動 を 生起 させ る た め の 、 容 き 上 

げ 。 内 部 環境 か ら の 出力 と し て の 、-1 の 値 の 、 神 経 回 路 の 人 
Ле CO). ВБ. 


意思 。 現状 打破 の 行動 を 生起 させ る た め の 、 動 機 付け 。 起点 
と な る 神経 細胞 の 発火 く ぐ の 、 動 機 付 け 。 


意図 。 行 動 を 起こ し た こと で 、 こ うし た 結果 を 得 た いと い 
う 、 了 予期 や 期待 や 理想 。 例 。 1 の 入力 を 、 得 た いこ と 。 
意図 の 記憶 。 意図 し た 予期 内 容 の 、 神 経 回 路 内 部 に お ける 、 
ATiskeePacts. Bl. 1 の 入力 を 、 得 た いこ と 。 そ うし た 意図 。 
その た め の 、 具 体 的 な 、 初 期 の 回 路 設 計 。 


(1) 
前 例 無し の 場合 。 


初期 の 発火 と 、 初 期 の 出力 。 例 。1 を 出力 。 


出力 し た 内 容 の 、 神 縦 回路 内 部 に お ける 、 貯 蔵 や 記憶 。 例 。1 
の 出力 を 、 行 っ た こと 。 

出力 後 、 新 た に 得 ら れ た 入力 の 取得 。 例 。 0 の 新た な 入力 の 、 
新た な 取得 。 

新た に 得 ら れ た 人 力 値 の 記憶 。 例 。 0 の 新た な 人 和 人力 を 得 た こ 

と 。 そ の 記憶 。 


RA. 当初 の 意図 内 容 と 、 得 られ た 結果 内 容 と の 、 照 合 。 意 
図 し た 獲得 入力 。1。 行 動 結 果 と し て 取得 し た 和信 力 。 0。 
判定 。 

成功 。 SRB OD, ВЕЧЕ. Е, 
良い 結果 が 得 ら れ た 場合 。 快感 を 得る こと 。 安心 する こと 。 
そう し た 感覚 の 記憶 を 行う こと 。 そ の 結果 を 導き 出し た 思考 
回 路 を 、 強 化す る こと 。 そ の まま 、 そ の 実行 結果 の 神 縦 回 路 
を 、 保 存 し 、 増 強 す る こと 。 


失敗 。 良 い 結 果 が 得 ら れ な か っ た 場合 。 不 快感 を 得る こと 。 
危機 感 を 覚え る こと 。 そ うし た 感覚 の 記憶 を 行う こと 。 そ の 
結果 を 導き 出し た 思考 回 路 を 、 使 用 中 止 と する こと 。 そ の 実 
行 結果 の 神経 回 路 を 、 別 の 出力 値 を 取る よう に 、 変 更 す る こ 
Cs 
2577, AMICRDot Lee, ZBEBTSIC. ЛЕ 
ら の 、 現 状 打 破 へ の 突き 上 げ の 持続 を 、 検 知 す る こと 。 


思考 。 試 行 錯 誤 。 戦 略 立 案 。 調節 。 

戦略 リス ト の 、 自 発 的 な 導出 。 そ れ ら の 内 容 の 、 神 終 回 路 内 
部 に お ける 、 記 憶 。 

新た に 取る 値 。 そ の 決定 。 そ の こと で 、 新 た な 、 有 効 な 変化 
が 起き る か も 知れ な いこ と を 、 期 待 す る こと 。 

動作 内 容 が 、 一 次 元 の 場合 。 一 次 元 の 戦略 。 最 も 基本 的 な 戦 
№. 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


慣性 的 出力 。 反 復 同 一 出力 。1。 繰り 返し 、 前 回 と 同一 内 容 の 
反復 出力 を 行う こと 。 繰 り 返 し の 同一 打鍵 に より 、 徐 々 に 、 
状況 を 打開 する こと 。 

無 出 力 。0。 出 力 値 を 、 無 し に 変更 する こと 。 趣 向 を 変え て 、 
何 も 出 力 し な いこ と で 、 却 っ て 、 状 況 を 打開 する こと 。 
反転 出力 。-1。 出力 値 を 、 プ ラス マイ ナス を 正反対 に 変更 す 
る こと 。 直 向 を 変え て 、 出 力 を 正反対 に する こと で 、 一 気 
に 、 状 況 を 打開 する こと 。 


出力 の 促進 。 出力 の 増強 。 ア クセ ル 。2。 出力 値 を 、 増 強 す る 
方 向 へ と 変更 する こと 。 趣 向 を 変え て 、 出力 を 増やす こと 
で 、 よ り 効 果 的 に 、 状 況 を 打開 する こと 。 

出力 の 抑制 。 出力 の 低減 。 ブ レー キ 。0.5。 出力 値 を 、 低 減 す 
る 方 向 へ と 変更 する こと 。 趣 向 を 変え て 、 出力 を 減ら すこ と 
で 、 適 正 な 出力 の 調整 を 得 て 、 状 況 を 打開 する こと 。 


どの 戦略 を 選択 し た か に つい て の 、 人 選択肢 の 記憶 。 
回 路 の 実際 の 変更 。 回 路 の スイ ッ チ ング 。 
新た な 値 を 出力 する た め に 、 自 発 的 に 、 回 路 の 付け 替え や 、 


追加 や 、 無 効 化 や 、 現 状 維 持 や 、 低 減 や 、 増 強 を 、 行 うこ 
と 。 
その た め の 、 上 具体 的 な 、 新 た な 回 路 設 計 。 


次 回 の 発火 と 、 次 回 の 出力 。 例 。-1 を 出力 。 


出力 し た 内 容 の 、 神 経 回 路 内 部 に お ける 、 貯 蔵 や 記憶 。 

例 。-1 の 出力 を 、 行 っ た こと 。 

出力 後 、 新 た に 得 ら れ た 入力 の 取得 。 例 。 1 の 新た な 和信 力 の 、 
新た な 取得 。 

新た に 得 ら れ た 人 力 値 の 記憶 。 例 。 1 の 新た な 人 力 を 得 た こ 
と 。 そ の 記憶 。 


照合 。 当初 の 意図 内 容 と 、 得 られ た 結果 内 容 と の 、 照 合 。 意 
図 し た 獲得 入力 。1。 行 動 結 果 と し て 取得 し た 和信 力 。1。 
判定 。 

成功 。 SRB OD, ВЕЧЕ. Е, 
良い 結果 が 得 ら れ た 場合 。 快感 を 得る こと 。 安心 する こと 。 
そう し た 感覚 の 記憶 を 行う こと 。 そ の 結果 を 導き 出し た 思考 
回 路 を 、 強 化す る こと 。 そ の まま 、 そ の 実行 結果 の 神 終 回 路 
を 、 保 存 し 、 増 強 す る こと 。 そ うし た 、 神 経 系 の 行動 を 、 成 
功 へ と 導く 、 神 経 回 路 の パタ ー ン 。 そ れ は 、 前 例 で て ある 。 
失敗 。 良 い 結 果 が 得 ら れ な か っ た 場合 。 不 快感 を 得る こと 。 
危機 感 を 覚え る こと 。 そ うし た 感覚 の 記憶 を 行う こと 。 そ の 
結果 を 導き 出し た 思考 回 路 を 、 使 用 中 止 と する こと 。 そ の 実 
行 結果 の 神経 回 路 を 、 別 の 出力 値 を 取る よう に 、 変 更 す る こ 
Cs 
ERD, MUCRbotl te, BBFSI“. CMI“ 
よる 、 内 部 環境 か ら の 、 現 状 打 破 へ の 突き 上 げ の 停止 を 、 検 
知 す る こと 。 

選択 し た 戦略 を 、 思 考 に お いて 、 今 後 、 優 先 す る こと 。 


最初 の 、 初 心 者 と し て の 、 設 計 。 

上 記 の 時 系 列 行 動 を 、 最 低 限 の 数 の 、 神 終 細 胞 を 用 いて 、 一 
通り 、 実 現す る こと 。 

最初 は 、 手 動 で 、 順 を 追っ て 、 回 路 を 修正 する こと 。 各 段階 
に お ける 、 必 要 な 神経 回 路 構 成 を 、 一 通り 、 確 定 す る こと 。 


次 に 、 そ うし た 各 段 階 を 通し て の 、 自 動 で の 回 路 修 正 を 、 神 
経 回 路 内 部 で 、 自 力 で 、 可 能 に する こと 。 


(2) 
前 例 有 り の 場合 。 


教師 。 前 例 の 所 有 者 。 前 例 の 供給 者 。 

例 。 

親 。 彼 ら は 、 彼 ら の 子供 に 対し て 、 生 存 維 持 に 必要 な 行動 様 
式 を 、 教 える 。 


生徒 。 前 例 の 借用 者 。 前 例 の 受容 者 。 

例 。 

子供 。 彼ら は 、 彼 ら の 親 か ら 、 生 存 維持 に 必要 な 行動 様式 
を 、 教 えて も ら う 。 


前 例 の 模 仔 。 前 例 の 踏 租 。 
その 、 神 縦 回 路 に よる 、 和 実現 。 


教師 信号 。 
その 内 容 は 、 教 師 の 文化 的 子 拓 で ある 。 


学習 。 

教師 か ら の 、 教 師 信 号 の 送信 。 

生徒 に よる 、 教 師 信 号 の 受信 。 

そう し た 、 教 師 信 号 の シー ケン ス 。 

生徒 が 、 そ の 内 容 を 、 彼 自身 の 神 任 回 路 内 部 へ と 、 新 た に 、 
ゴビ ピー する ご と 

生徒 が 、 そ の コピ ー し た 回 路 を 、 自 発 的 に 、 発 火 さ せる こ 


と 。 

その 出力 結果 に 対し て 。 

MDAMYO, НЕХ, УЧ Ки Я. 

教師 が 、 そ れ ら の 内 容 を 、 生 徒 に 、 与 える こと 。 

フィ ー ド バッ ク 。 そ れ が 、 生 徒 に 与え る 影 八 。 

成功 。 意図 務 り の 、 良 い 結果 が 得 ら れ た 場合 。 意図 し な い 、 
良い 結果 が 得 ら れ た 場合 。 快感 を 得る こと 。 安心 する こと 。 
そう し た 感覚 の 記憶 を 行う こと 。 そ の 結果 を 導き 出し た 思考 


回 路 を 、 強 化す る こと 。 そ の まま 、 そ の 実行 結果 の 神 縦 回 路 
を 、 保 存 し 、 増 強 す る こと 。 

失敗 。 良 い 結 果 が 得 ら れ な か っ た 場合 。 不 快感 を 得る こと 。 
危機 感 を 覚え る こと 。 そ うし た 感覚 の 記憶 を 行う こと 。 そ の 
結果 を 導き 出し た 思考 回 路 を 、 使 用 中 止 と する こと 。 そ の 実 
行 結 果 の 神経 回 路 を 、 教 えら れ た 出力 値 を 取る よう に 、 更 に 
変更 する こと 。 

それ ら は 、 い ずれ も 、 学 習 て で ある 。 


成功 し た 場合 。 

結果 が 、 成 功 に 余 わ っ た こと を 、 受 容 す る こと 。 教 師 か ら 
の 、 更 な る 学習 の 停止 の 指示 を 、 検 知 す る こと 。 

学習 し た 成功 戦略 を 、 思 考 に お いて 、 今 後 、 優 先 す る こと 。 


BUI AK. BIBI PARE 

€Q), ЕК, RE. 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ある 神経 系 か ら 、 別 の 神経 系 へ の 、 神 終 回 路 の コピ ー。 そ の 
メカ ニズム 。 
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ある 神経 系 か ら 、 別 の 神経 系 へ の 、 神 経 回 路 の コ 
ピー。 そ の メカ ニズム の 設計 。 


фу. МОНАХ, HRAEROIE-. 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(1) 

遺伝 的 な コピ ー。 

他 の 生物 か ら 、 そ れ ら の 区 別に つい て の 参考 情報 を 、 前 例 と 
し て 、 遺 伝 的 に 取得 し 、 子 換 代 々 に わた っ て 、 継 承 す る こ 
Хх. Я. ЕО) 4. ВЕСНЕ И -, ЖАН 
路 。 そ の 、 親 か ら 子 供 へ の 、 遺 伝 的 な 継承 。 


(2) 
後天 的 な コピ ー。 文化 的 な コピ ー。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(2 de) 

HASBOIY к-р + рол, PAEROIA 
E—, НОННА Рожа: НЕ 
ピー。 そ れ ら は 、 和 実現 が 容易 で ある 。 


例 。 

教師 が 、 生 徒 に 対し て 、 入 力 刺 激 1! と 、 入 力 刺 激 2 と を 、 同 時 
ое 

教師 が 、 生 徒 に 対し て 、 入 力 刺 激 +! と 、 入 力 刺 激 2 と を 、 時 系 
列 に お いて 、 一 つ ず つ 、 連 続 的 に 、 見 せる こと 。 

その こと に より 、 生 徒 の 心理 に お いて 、 上 両者 の 入力 刺激 の 間 
に 、 概 念 に お ける 結合 が 、 生 じ る こと 。 


具体 例 。 

古典 的 条件 付け 。 Иван Петрович Павлов. 

教師 が 、 生 徒 に 対し て 、 生 得 的 な 入力 刺激 +! と 、 後 天 的 な 人 力 
東 激 2 と を 、 同 時 に 、 見 せる こと 。 

教師 が 、 生 徒 に 対し て 、 生 得 的 な 入力 刺激 +! と 、 後 天 的 な 人 力 
刺激 2 と を 、 時 系 列 に お いて 、 一 つ ず つ 、 連 続 的 に 、 見 せる 
о 

その こと に より 、 生 徒 の 心理 に お いて 、 両 者 の 入力 刺激 の 間 
に 、 概 念 に お ける 結合 が 、 生 じ る こと 。 


具体 例 。 

深層 学習 。 

教師 が 、 生 徒 に 対し て 、 画 像 と 、 画 像 2 と を 、 同 時 に 、 見 せ 
る ご と 。 

教師 が 、 生 徒 に 対し て 、 画 像 1 と 、 画 像 2 と を 、 時 系 列 に お い 
て 、 一 つ ず つ 、 連 続 的 に 、 見 せる こと 。 

その こと に より 、 生 徒 の 心理 に お いて 、 両 者 の 画像 の 間 に 、 
概念 に お ける 結合 が 、 生 じ る こと 。 


(2-2) 

出力 器 紀 の コン トロ ー ル の 成 杏 が 絡む 、 神 経 回 路 の コピ ー。 
それ は 、 和 実現 が 困難 で ある 。 そ れ は 、 実 現に お いて 、 高 度 な 
神 縦 回路 を 、 必 要 と する 。 


例 。 

子供 に よる 、 親 に 対す る 、 観 寮 学習 。 

その 発生 の 、 前 提 。 

子供 に よる 、 親 に 対す る 、 刷 り 込 み 。 К. Lorenz. 

生徒 が 、 予 め 、 適 切な 人 出力 を 行う 回 路 を 、 心 の 中 に 、 何 も 
確定 し て いな いこ と 。 

和 人力 1 に 対し て 、 出力 1 を 、 順 次 、 実 行 す る こと 。 そ の こと 
で 、 失 敗 す る こと 。 そ れ ら の 内 容 を 、 教 師 が 、 生 徒 に 対し 
て 、 教 示す る こと 。 

和 人力 1 に 対し て 、 出力 2 を 、 順 次 、 実 行 す る こと 。 そ の こと 
で 、 成 功 す る こと 。 そ れ ら の 内 容 を 、 教 師 が 、 生 徒 に 対し 
て 、 教 示す る こと 。 

それ ら の 教示 内 容 を 、 生 徒 が 、 受 信 す る こと 。 

その こと に より 、 生 徒 の 心理 に お いて 、 以 下 の 結 合 が 、 生 じ 
С 

人力 1 と 出力 1 と の 結合 の 、 抑 制 や 中 止 。 

人力 1 と 出力 2 と の 結合 の 、 促 進 。 

生徒 が 、 入 力 1 に 対し て 、 出力 2 を 、 順 次 、 行 うこ と 。 そ の こ 
と で 、 生 徒 が 、 最 終 的 に 、 成 功 す る こと 。 そ れ を 、 生 徒 自 身 
が 、 確 認 す る こと 。 

その こと で 、 生 徒 が 、 居 下 の こ と を 、 行 うこ と 。 

ATL. 出力 2 と の 結合 の 、 学 習 の 強化 。 

人 力 1 と 、 出力 2 と の 結合 の 、 前 例 化 。 
実現 する た め の 、 課 題 。 

教師 の 神 終 回 路 が 、 生 徒 の 神 縦 回 路 に 対し て 、 必 要 な 教示 を 
行う こと 。 そ の 実現 に 必要 な 、 回 路 設 計 。 そ の 、 事 前 の 決 


АЕ о 

生徒 が 、 予 め 、 教 師 の 教示 に 対し て 、 素 真 に 従う こと 。 教 師 
が 、 生 徒 か ら 、 予 め 、 信 頼 さ れる こと 。 そ れ ら の 実現 に 必要 
な 、 回 路 設 計 。 そ の 、 事 前 の 決定 。 

教師 と 、 生 徒 と の 、 信 頼 関係 の 構築 が 、 生 徒 の 誕生 貴 後 か 


р. $). BRic. Шасси. Я. RIHDOHMS 
育 や 教育 の 持続 を 前 提 と し て いる 、 親 子 関係 の 、 構 築 。 そ れ 
ら の 実現 に 必要 な 、 回 路 設 計 。 そ の 、 事 前 の 決定 。 


例 。 

オペ ラン ト 和 人 条件 付け 。 В.Е. Skinner. 

生徒 が 、 予 め 、 適 切な 人 出力 を 行う 回 路 を 、 心 の 中 に 、 何 も 
確定 し て いな いこ と 。 

生徒 が 、 試 し に 、 入 力 1 に 対し て 、 出力 1 を 、 順 次 、 実 行 す る 
こと 。 そ の 結果 。 教 師 が 、 生 徒 に 対し て 、 失 敗 の 結果 を 、 強 
制 的 に 与え る こと 。 例 。 前 を 与え る こと 。 

生徒 が 、 試 し に 、 入 力 1 に 対し て 、 出 力 2 を 、 順 次 、 実 行 す る 
こと 。 そ の 結果 。 教 師 が 、 生 徒 に 対し て 、 成 功 の 結果 を 、 強 
制 的 に 与え る こと 。 例 。 人 褒美 を 与え る こと 。 

その こと に より 、 生 徒 の 心理 に お いて 、 以 下 の 結 合 が 、 生 じ 
る こと 。 

人力 1 と 出力 1 と の 結合 の 、 抑 制 や 中 止 。 

和信 力 1 と 出力 2 と の 結合 の 、 促 進 。 

生徒 が 、 和 入力 1 に 対し て 、 出力 2 を 、 順 次 、 行 うこ と 。 そ の こ 
と で 、 生 徒 が 、 最 終 的 に 、 成 功 す る こと 。 そ れ を 、 生 徒 自 身 
が 、 確 認 す る こと 。 

その こと で 、 生 徒 が 、 以 下 の こ と を 、 行 うこ と 。 

ADIL. 出力 2 と の 結合 の 、 学 習 の 強化 。 
ATL. 出力 2 と の 結合 の 、 前 例 化 。 
実現 する た め の 、 課 題 。 

ЗОНЕ, ЕОс. АС. 
成功 や 失敗 の 結果 を 、 提 示し 、 強 制す る こと 。 そ の 実現 に 必 
要 な 、 回 路 設 計 。 そ の 、 事 前 の 決定 。 


例 。 

自主 的 な 学習 。 自律 的 な 学習 。 

生徒 が 、 予 め 、 適 切な 入出 力 を 行う 回 路 を 、 心 の 中 に 、 何 も 
確定 し て いな いこ と 。 

教師 が 、 生 徒 に 対し て 、 望 まし い 人 出力 内 容 の 候補 を 、 予 
め 、 い くつ か 、 人 参考 情報 と し て 、 人 参照 可能 な 形 で 、 提 供し て 
お て ここ Es 


生徒 が 、 試 し に 、 入 力 1 に 対し て 、 出力 1 を 、 順 次 、 自 発 的 

に 、 実 行 す る こと 。 そ の 結果 。 生徒 が 、 失 敗 す る こと 。 生 徒 

が 、 そ の こと に 、 自 力 で 、 自 発 的 に 、 気 付く こと 

a 試し に 、 和 人 入力 1 に 対し て 、 出力 2 を 、 順 次 、 自 発 的 
、 実 行 す る こ ». その 結果 。 生 徒 が 、 成 功 す る こと 。 生 徒 

その こと に 、 自 力 で 、 自 発 的 に 、 気 付く こと 

その こと に より 、 生 徒 の 心理 に お いて 、 以 下 の 結 合 が 、 生 じ 

る こと 。 

人 力 1 と 出力 1 と の 結合 の 、 抑 制 や 中 止 。 

人 力 1 と 出力 2 と の 結合 の 、 促 進 。 

生徒 が 、 入 力 1 に 対し て 、 出力 2 を 、 順 次 、 行 うこ と 。 そ の こ 

と で 、 生 徒 が 、 最 終 的 に 、 成 功 す る こと 。 そ れ を 、 生 徒 自 身 

が 、 確 認 す る こと 。 

その こと で 、 生 徒 が 、 居 下 の こ と を 、 行 うこ と 。 

ADIL. 出力 2 と の 結合 の 、 学 習 の 強化 。 

ATL. 出力 2 と の 結合 の 、 前 例 化 。 

実現 する た め の 、 課 題 。 

生徒 の 神 俊 回路 が 、 教 師 が 予め 提供 し た 参考 情報 を 、 自 力 で 

参照 する こと 。 そ の 実現 に 必要 な 、 回 路 設 計 。 そ の 、 事 前 の 

決定 。 

生徒 の 神 任 回 路 が 、 結 果 に お ける 、 成 功 や 失敗 を 、 自 力 で 認 

識 す る こと 。 そ の 実現 に 必要 な 、 回 路 設 計 。 そ の 、 事 前 の 決 

АЕ о 
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神経 細胞 に 、 促 進 タ イプ と 、 抑 制 タ イプ し か 、 存 在 し な い 場 


A 
Но 


神経 系 は 、 反 転出 力 を 行う 能力 を 、 そ の まま で は 、 持 つこ と 
が 出来 な い 。 


例 。 


ЕЖА FR 


類似 の 例 。 

アク セル と ブレ ー キ し か 無い 自動 車 。 そ うし た 自動 車 は 、 
バッ ク を する こと が 、 出 来 な い 。 そ うし た 自動 車 は 、 前 進 と 
停止 し か 、 出来 な い 。 


生物 の 神経 系 は 、 反 転 や 後退 の 出力 が 、 基 本 的 に 、 出 来 な 

い 。 生 物 は 、 そ の まま で は 、 前 進 と 停止 し か 、 出来 な い 。 生 
物 の 視覚 は 、 一 方 の み に 向 いて いて 、 反 対 側 を 見 る こと が 、 
出来 な い 。 

生物 に お ける 、 反 転 や 後退 の 、 行 動 。 そ れ は 、 実 際 に は 、 前 
進 と 回 転 や 転回 の 、 人 宜 み 合わ せ で ある 。 


神経 系 が 、 反 転出 力 を 行う 能力 を 持つ た め に 、 必 要 な こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

神 終 細胞 が 、 促 進 タ イプ と 、 抑 制 タ イプ か ら 、 構 成 さ れる こ 
と 。 そ うし た 、 ОА: それ を 、 捨 て る こと 。 

その 代わ り に 、 以 下 の 考 え を 、 新 た に 導入 する こと 。 

神 終 細胞 が 、 プ ラス タイ プ と 、 マ イナ スタ イプ か ら 、 構 成 さ 
れる こと 。 

神経 細胞 が 、 加 算 タ イプ と 、 減 算 タ イプ か ら 、 構 成 さ れる こ 
と 
神 縦 回 路 が 、 マ イナ ス 値 を 、 自 力 で 算出 する こと が 出来 る こ 
と 。 


(2022 年 6 月 初出 。) 


神経 系 に お ける 、 敵 と 味方 と の 区 別 。 そ の メカ ニズム 
の 設計 。 


外部 環境 に お ける 、 存 在 。 
それ ら は 、 以 下 の よ うに 、 分 類 さ れる 。 


В. ВХ. ЕАО, Ах. 

味方 。 生存 維持 の 行動 を 、 成 功 さ せる 存在 。 

Е, HHA, 生存 維持 の 行動 に 対し て 、 何 も 介入 し な い 
存在 。 


それ ら は 、 以 下 の よ うに 、 分 類 さ れる 。 


無機 物 。 
他 の 生物 。 


単独 の 存在 。 

合 や 集団 や 組 繊 と し て の 存在 。 
集合 。 バラバラ な 存在 の 、 寄 せ 集 め 。 
集団 。 そ れ ら の 存在 の 間 に 、 相 互 作用 や 、 ま と まり が 、 存 在 
а 
АНА. СТЛ, МИС, ВНР, FF 
Я 


それ ら の 区 別 を 、 神 経 系 の 単体 で 、 一 通り 、 行 うこ と 。 
それ ら の 区 別 を 、 神 終 回 路 の 設計 に よっ て 、 一 通り 、 可 能 に 
аи. 

ED, RNAI. 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


他 の 生物 か ら 、 そ れ ら の 区 別に つい て の 参考 情報 を 、 前 例 と 
Lt. ВЕС. 9х. Я. ЕО) 5, В 
伝 的 に 固定 され た 、 神 終 回 路 。 その 、 親 か ら 子 供 へ の 、 遺 伝 
的 な 継承 。 


それ ら の 区 別に つい て の 、 自 力 で の 、 試 行 錯 誤 の 終 験 を 、 積 


みみ 重ね る こと 。 そ の こと に よっ て 、 そ れ ら の 区 別に つい て の 
前 例 を 、 自 律 的 に 、 後 天 的 に 、 著 積 す る こと 。 


(2022 年 6 月 初出 。) 


1 - ラミ ング 。 そ の 最初 期 段 階 の 、 実 


生物 の 神経 系 。 神 経 回 路 。 それ ら の 、 高 才 プ ログ ラミ ング 言 
語 に よる 、 実 現 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

高 雪 プロ グラ ミン グ 言 語 に お ける 、 マ ル チ プ ロ セ ッ シ ン グ 機 
能 の 活用 。 

人 終わ る こと の 無い 、 そ れ ぞ れ の マル チ プ ロ セ ス 。 そ れ ら の 間 
の 交信 の 、 持 続 的 な 自動 発生 。 それら の 、 和 実装 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

無限 ルー プ を 内 上 蔵 す る 、 そ れ ぞ れ の マル チ プ ロ セ ス 。 そ それら 
の 間 の 交信 の 、 持 続 的 な 自動 発生 。 それ ら の 、 和 実装 。 


神 縦 回路 の プロ グラ ミン グ 。 そ の 最初 期 段 階 。 

“CH ROAR CIS 2 cD. ВЫ. 

構成 要素 。 

人 力 用 の 環境 変数 。 人 入力 器 官 の 感覚 細胞 。 介 在 す る 神 終 細 
№. 出力 器官 の 運動 細胞 。 中 力 用 の 環境 変 数 . 


研究 者 が 、 最 初 の 一 回 の み 、 設 定 で きる 対象 。 各 細胞 の 動 

te. 

研究 者 が 、 そ の 都度 、 設 定 変更 で きる 対象 。 環 境 変 数 の み 。 
現状 の 各 細 胞 の パラ メー タ 数 値 を 、 任 意 の タイ ミン グ で 、 外 
部 へ と 取得 し 保存 する こと 。 そ の 実現 が 必要 で ある こと 。 


(1) 

环境 变数 。 入 力 用 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
配列 の 数 値 。 


(2) 
入力 細胞 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


一 定 の 間隔 で 、 ス リー プ す る こと 。 ス リー プ か ら 目 覚め た 時 
点 で 、 予 め 指 定 し た 環境 変数 の 数 値 を 、 そ の 都度 、 新 た に 取 
得する こと 。 そ の 数 値 を 、 キ ュー の 形 で 、 神 経 細胞 に 、 送 信 
する こと 。 送 信 後 、 そ の 数 値 を 、 そ の 都度 、 ク リア する こ 
Cx 


(3) 
神经 细胞 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


神経 伝達 物質 の 集計 部 。 発火 麟 定 と 発火 部 。 発 火 の 結 果 の 送 
信 部 。 体内 時 計 の タイ マー。 

集計 に お いて 。 

プロ グラ ミン ジング に お いて 。 以下 の 2 つの 方 法 の 。 いずれ か 
を 、 採 用 する こと 。 


(3-1) 

別 プ ロ セ ス を 利用 する 方 法 。 

予め 、 別 プロ セス の 、 体 内 時 計 に 相当 する タイ マー を 利用 し 
て 、 集 計 の 時 間 帯 を 区 切る こと 。 

その 別 プ ロ セ ス に お いて 、 ス リー プ 処 理 と 、 計 測 完 了 イ ベン 
ト の 発生 処理 を 、 実 現す る こと 。 

そう し て 区 切っ た 時 間 帯 の 間 に 集 まっ た 、 神 終 伝 達 物 質 の 人 総 
量 を 、 時 間 帯 毎 に 、 合 計 す る こと 。 

キュ ー の 中 身 を 、 全 て 取り 出し て 、 集 計 す る こと 。 

その 合計 値 が 、 一 定 以 上 で あれ ば 、 発 火 す る こと 。 

神経 伝達 物質 の 集積 は 、 時 間 帯 提 に 、 ク リア する こと 。 
神経 伝達 物質 の 集積 は 、 発 火 の 後 に 、 ク リア する こと 。 
それ ら の 、 キ ュー の 読み 出し 完了 処理 に よる 、 実 現 。 

キュ ー の 中 身 は 、 全 て 取り 出し た 時 点 に お いて 、 自 動 的 に 、 
空 に な り 、 初 期 化 され る こと 。 

(3 =) 

スリ ー プ タイ マー を 利用 する 方 法 。 

一 定 の 間隔 で 、 ス リー プ す る こと 。 

スリ ー プ か ら 目 覚め た 時 点 で 、 キ ュー の 中 身 を 、 全 て 取り 出 
С: АГ. 
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REY es 
キュ ー の 中 身 は 、 全 て 取り 出し た 時 点 に お いて 、 自 動 的 に 、 
空 に な り 、 初 期 化 され る こと 。 


その 後 。 
発火 に よっ て 、 後 細胞 に 、 キ ュー の 形式 で 、 数 値 を 、 送 信 す 
る こと 。 キ ュー に お いて は 、 後 細胞 の ID を 、 指 定 す る こと 。 


(4) 

出力 細胞 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

神経 細胞 か ら 受 信 し た 数 値 を 、 そ の 都度 、 新 た に 取得 する こ 
と 。 そ の 数 値 を 、 予 め 指 定 し た 環境 変数 に 、 そ の 都度 、 新 た 
< こ 書き 込む お こと 。 


(5) 

环境 变数 。 出 力 用 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
配列 の 数 値 。 


(2022 年 7 月 初出 。) 
神経 系 に お ける 、 学習 と 忘却 。 そ れ ら の 、 プ ログ ラ ミ 
ング に よる 、 実現 。 


MAARILEITS, FH CAD. 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


ある 前 細胞 に お ける 、 後 細胞 へ と 送信 する 数 値 の 、 全 体 的 


A 合计 值 。 
con MENA OHMA. -COMXIX6HUYCT, BARTS 


ЕЕ  ЖЕЗ ЭН, ego’. 
COMED. TOD 0% (tine. 2159 SRUes. № 
by Gs 

そう し た 前 細胞 。 神 経 細 胞 と 、 出 力 細 胞 。 


22 LT Set, WRORMAL. ВЕСФФ, 
移動 距離 と 、 速 度 と 、 加 速度 と の 、 関 係 。 
流量 と 、 流 速 と 、 流 れ の 加速 度 と の 、 関 係 。 


速度 は 、 時 間 当 た り の 、 移 動 距 離 で ある 。 
加速 度 は 、 時 間 当 た り の 、 速 度 で ある 。 


流速 は 、 時 間 当 た り の 、 流 量 で ある 。 
流れ の 加速 度 は 、 時 間 当 た り の 、 流 速 で ある 。 


流れ が 、 恒 常 的 に 、 自 動 発生 し 続け る 、 流 体 。 

そう し た 流体 に お いて 。 

流れ の 加速 度 の 効果 が 、 流 量 や 流速 に 対し て 、 自 動 的 に 、 加 
算 さ れる こと 。 

流れ の 幅 の 、 そ の 時 々 の 流量 に 合わ せ た 、 自 動 的 な 、 拡 大 や 
Ma), HADI“, 

джо. ARETE. 


そう し た 動き の 、 神 縦 回 路 内 部 の 、 前 細胞 に お ける 、 再 現 。 
前 細胞 に お いて 。 

単位 時 間 当 た り の 、 複 数 回 の 発火 が も た ら す 、 神 経 伝 達 物質 
の 発生 量 。 

その 、 発 生 速 度 と 、 発 生 加 速度 を 、 計 算 す る こと 。 

その 発生 加速 度 の 値 を 、 発 生 量 に 、 そ の 都度 、 加 算 す る こ 

Gs 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
神経 伝達 物質 の 流量 の 学習 。 


ХДЕ“. Race. ФИ, №, 7- С, BRATS 
в 


HAREM AORENLE., 260-55. ЕЕ, 
その 持続 性 が 短い 場合 。 短期 記憶 。 
その 持続 性 が 長い 場合 。 長期 記 憶 。 


神経 伝達 物質 の 流量 。 そ の 計測 に 用 いる 、 単 位 時 間 。 

その 長 さ が 、 と て も 短い 場合 。 短 期 記 憶 。 

その 長 さ が 、 十 分 に 長い 場合 。 長 期 記 憶 。 

上 記 の 2 つ を 、 神 経 細 胞 に お ける 、 神 経 伝 達 物質 の 流量 の 学 
習 部 分 に 対し て 、 同 時 並行 的 に 、 両 方 と も 、 実 装 す る こと 。 


神経 伝達 物質 の 流量 。 

その 単位 時 間 毎 の 、 計 測 。 

その 計測 に 用 いる 、 単 位 時 間 そ の も の の 、 計 測 。 

その 実現 に 必要 な 、 タ イマ ー。 短 期 の タイ マー。 長 期 の タイ 
а 

それ ら の 、 プ ログ ラミ ング に よる 、 和 実現 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

別 プ ロ セ ス を 利用 する 方 法 。 

予め 、 別 プロ セス の 、 体 内 時 計 に 相当 する タイ マー を 利用 し 
て 、 計 測 の 時 間 帯 を 区 切る こと 。 そ の 別 プ ロ セ ス に お いて 、 
スリ ー プ 処理 と 、 計 測 完 了 7 イベ ント の 発生 処理 を 、 実 現す る 
а 

その 、 区 切っ た 時 間 帯 の 間 に 集 まっ た 、 神 終 伝 達 物質 の 総量 
を 、 時 間 帯 毎 に 、 合 計 す る こと 。 

合計 値 の 加速 度 に 応じ て 、 神 終 伝 達 物質 の 流量 の 学習 を 行う 
о 

合計 値 の 加速 度 の 値 を 、 神 経 伝 達 物質 の 流量 に 対し て 、 そ の 
都度 、 加 算 す る こと 。 そ れ は 、 そ の 加算 値 の キュ ー へ の 追加 
(op °C. НА. 

关 OD 加 算 后 0 值 在 、 新 大 雁 神 经 全 达 物 质 0D 流 量 O 值 之 已 艺 、 
新た に 設定 する こと 。 

そう し た 、 タ イマ ーー 処理 や 、 集 計 処 理 や 、 加 算 処 理 を 、 短 期 
と 長期 の 2 種類 に つい て 、 同 時 並行 で 、 実 施す る こと 。 
長期 記憶 の 場合 。 


長期 に わた る 、 集 計 処 理 や 、 加 算 処 理 。 そ れ ら を 、 集 計 対 象 
の 時 間 帯 を 、 少 し ずつ ずら し な が ら 、 行 うこ と 。 そ れ ら を 、 
短期 間 毎 に 、 多 数 回 に わた っ て 、 潤 進 的 に 、 行 うこ と 。 
発火 毎 の 、 神 終 伝 達 物質 の 流量 の 、 値 。 それら の 値 の 配列 に 
お いて 、 末 尾 に 新規 の 値 を 追加 する と 共に 、 先 頭 の 値 を 削除 
する こと 。 そ の 配列 内 部 の 値 を 、 そ の 都度 、 全 て 、 合 計 す る 
こと 

そう し た 合計 値 の 加速 度 を 、 そ の 都度 、 算 出す る こと 。 そ の 
値 を 、 神 経 伝達 物質 の 流量 の 値 へ と 、 そ の 都度 、 加 算 す る こ 
と 。 そ れ は 、 そ の 加算 値 の キュ ー へ の 追加 に よっ て 、 和 実現 す 
る こと 。 


別 プ ロ セ ス を 利用 する 場合 。 神 経 細 胞 内 部 に お ける 、 ス リー 
プ ブ 処 理 。 そ うし た 処理 は 、 正 確 な 時 間 計 測 の 妨げ に な る た 
め 、 全 面 的 に 、 採 用 不可 能 で ある こと 。 


MAARILEITS. FR CDAD. 
それ は 、 以 下 の 内 容 を 、 含 む 。 


必要 な 刺激 の 不足 時 に お ける 対応 。 入力 に 対す る 感受 性 の 、 
増強 。 そ の 、 自 発 的 で 、 自 動 的 な 、 実 現 。 入 力 に 対す る 出力 
A, SRT SI. 
必要 な 刺激 の 過 乗 時 に お ける 対応 。 入 力 に 対す る 感受 性 の 、 
低減 。 そ の 、 自 発 的 で 、 自 動 的 な 、 実 現 。 入 力 に 対す る 出力 
を 、 低 減 す る こと 。 


刺激 に 対す る 慣れ の 発生 。 入 力 に 対す る 出力 が 、 安定 化す る 
ое 

刺激 に 対す る 馴れ の 発生 。 刺激 に 対し て 、 満 足し 過ぎ て 、 飽 
きる こと 。 そ の 結果 、 発 火 に よる 出力 が 、 減 退 す る こと 。 入 
力 に 対す る 出力 が 、 減 退 す る こと 。 


Жо. ЗУ. 
それ は 、 結 局 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


神 終 細胞 の 、 鍛 錬 と 減衰 。 


神 健 細胞 の 鍛錬 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

発火 の 感受 性 の 、 増 強 。 ЖИВ, Ки. 
発火 の 頻度 の 、 増 強 。 タ タイマー 間隔 を 、 短 くす る こと 。 
神経 伝達 物質 の 送信 に お ける 、 伝 達 量 の 増強 。 発火 に より 、 
送信 する 値 の 、 増 強 。 


神経 細胞 の 減衰 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

発火 の 感受 性 の 、 低 減 。 発火 の 関 値 を 、 上 げ る こと 。 
発火 の 頻度 の 、 低 減 。 タ イマ ー 間 隔 を 、 長 くす る こと 。 
神経 伝達 物質 の 送信 に お ける 、 伝 達 量 の 低減 。 発火 に より 、 
KET 2480). (him. 


上 記 の 内 容 の 、python 言 語 に よる 、 サ ンプ ルコ ー ド 。 
ソー スコ ー ド 1 


神 終 系 に お ける 、 慣 れ 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


生物 の 生存 維持 に 邊 結 す る 、 和 信 力 刺激 。 そ の 刺激 に 対す る 慣 
れ や 飽き 。 それら は 、 生 じ に くい 。 

生物 の 生存 維持 に 真 結 し な い 、 入 力 刺 激 。 そ の 刺激 に 対す る 
慣れ や 飽き 。 そ れ ら は 、 生 じ や すい 。 

それ ら の 実現 に は 、 以 下 の 内 容 が 、 必 要 で ある 。 

ある 人 力 刺 激 が 、 生 物 の 生存 維持 に 真 結 す る 度合 い 、 そ の 諸 
ОЖ. “CO, ЕЖЕ]. =, 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

情動 。 快感 。 不快 感 。 そ れ ら を 発生 させ る 機構 。 そ の 、 神 終 
系 内 部 に お ける 、 実 装 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 予 め 、 必 要 と する 。 

価値 観 。 生 物 の 生存 維持 に 真人 結 す る 行動 を 生み 出す 、 司 含 
SE. ©. ЕЖЕ. =. 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

生物 の 内 部 環境 の 状態 を 、 神 経 系 に 対し て 、 リ アル タイ ム で 


通知 する こと 。 そ うし た 機能 を 実現 する 、 人 力 細 胞 。 


(2022 年 7 月 初出 。) 


神経 系 に お ける 、 神 経 回 路 の 新規 創出 。 その た め の 、 
神经 系 自身 [上 SD. DTS. PRAICBITS. B 
考 。 それ ら の 、 プ ログ ラミ ング に よる 、 実 現 。 


神 終 系 に お ける 、 神 経 回 路 の 新規 創出 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

前 細胞 と 、 後 細胞 と の 、 新 規 の 結合 。 

その 、 神 経 細 胞 自 身 に よる 、 自 動 的 で 自発 的 な 、 生 成 。 
その 実現 の た め の 、 神 経 細胞 自身 に よる 、 自 動 的 で 自発 的 
な 、 調 節 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

442-51). BA. 


その 結果 。 

神経 回 路 に お ける 、 未 開 の 回 路 が 、 新 た に 生成 され る こと 。 
神 縦 回路 に お ける 、 短 絡 回 路 が 、 新 た に 生成 され る こと 。 

神経 回 路 の 発火 の 流れ が 、 大 幅 に ショ ー ト カッ ト さ れる こ 
ео 
その 結果 。 

神経 回 路 の 発 炎 の スム ー ズ な 流れ を 妨げ る 、 回 路上 の ボトル 
ネッ ク が 、 解 消さ れる こと 。 

神経 回 路 の 発 炎 の スム ー ズ な 流れ を 妨げ る 、 回 路上 の 障害 

が 、 解 消さ れる こと 。 

神経 回 路 の 発火 の 流れ に お ける 、 大 局 的 な 、 効 率 や 効果 が 、 

大 幅 に 改善 され る こと 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
神 俊 回 路 の 、 ブ レー クス ルー。 
ERA, AMO, MRO. 


EON, Be’ SIA, 

調節 細胞 。 調節 回 路 。 

それ ら の 存在 が 、 メ イン の 神 縦 回 路 と は 別に 、 新 た に 必要 で 
ある こと 。 

その 可能 性 。 


(2022 年 7 月 初出 。) 


神経 系 に お ける 、 新 規 の 神経 回 路 の 、 自 動 生 成 。 そ の 
プロ セス 。 


神経 細 胞 の 可 衣 性 に つい て の 、 新 た に 考慮 すべ き 、 別 の 側 
面 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

神経 細胞 同士 の 、 新 た な 結合 。 神 経 系 に お ける 、 新 規 の 神経 
回 路 の 、 自 動 生成 。 

今 ま で に 無い 、 神 経 細 胞 同 士 の 、 新 た な 組み 合わ せ 。 そ の 、 
生成 。 

その プロ セス は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


神 終 細胞 同士 の 、 組 み 合 わせ の 候補 。 そ の 候補 の 、 そ の 時 点 
に お ける 、 自 動 的 な 、 発 見 と 抽出 。 
それ は 、 以 下 の 3 通 り の 内 容 を 、 い ずれ も 、 許 容 す る こと 。 


神経 細胞 の 、 そ れ 自 身 へ の 、 新 た な 結合 。 神 経 細 胞 の 、 そ れ 
自身 に お ける 、 円 環 回 路 の 生成 。 

既 に 結合 が 存在 する 神経 細胞 へ の 、 新 た な 、 重 複 し て いる 、 
结合 。 

KIS AEE Le REAM, 7-7. В СИ 
К, ЗЕ. 


神 終 細 胞 は 、 以 下 の よ うな 行為 の 実行 が 、 能 力 的 に 、 不 可能 
で ある 。 


5+, НААНГ-ЕО. MtcetrAAAht. 
その 候補 の 、 そ の 時 点 に お ける 、 自 動 的 な 、 漏 れ や 重複 の 無 
い 、 発 見 と 抽出 。 


神経 細胞 の 、 行 為 。 それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


その 行為 の 、 自 動 性 。 

その 行為 に お ける 、 根 本 的 な 、 知 能 の 低 さ や 、 頭 の 赴 さ 。 
その 行為 が 、 無 定 見 で 、 何 で も 有り な こと 。 

その 行為 の 、 不 完全 性 。 

その 行為 の 、 非 定期 性 や 、 無 計画 性 。 

それ ら の 容認 。 

そう し た 人 行為 の 、 気 まま な 、 結 り 返 し 。 


それ ら の 候補 の 有効 性 を 、 一 つ ず つ 、 思 い 付 き に 任せ て 、 い 
LIZ CO. TTR BRUIT. BARA ASS, a 
о 

結合 の 相手 の 選択 に お ける 、 試 行 錯誤 的 性 質 や 、 ラ ンダ ム 
性 。 


KER OMe. Brelc, RAL. BIRT S. TTA. CORE 
の 原因 。 そ の 分 析 。 

生存 の 維持 。 生き や すさ を 向上 させ る こと 。 そ の 必要 性 に 、 
何ら か の 形 で 、 迫 られ る こと 。 


抑止 すべ き 人 力 。 抑 制す べき 人 力 。 不快 な 感覚 を も た ら す 人 
7. Ех) Галл. 

Amite copii bit. EGAN ФЕ 
BO. ЖЕ, Жо. 

Я. WKS. дя, Леди. BHR. 747k 
RR, WED, Жажа, Be. юм. АЯИЕХ>АЕХ> 
SAH, FRR. COD, Mw, KENTA. 
そう し た 赤 信 号 や 和 警告 を 、 リ レー 形式 で 伝達 する 、 神 経 細 
胞 。 そ うし た 神経 細胞 と し て の 、 前 細胞 。 そ うし た 前 細胞 か 


ら の 、 神 縦 伝達 物 質 の 流入 の 、 持 続 。 
そう し た 警告 を 解除 する こと 。 そ の 必要 性 の 発生 。 
障壁 の 容 破 。 障 害 物 の 除去 。 問題 解決 。 


抑止 すべ き 出 力 。 抑 制す べき 出力 。 不快 な 結果 を も た ら す 出 
力 。 生き や すさ を 低下 させ る 出力 。 

内 部 環境 や 外部 環境 に お ける 、 生 存 維 持 に 対す る 赤 倍 号 や 和 警 
告 を 、 新 た な 発生 させ 、 増 進 させ る 、 出力 。 


解放 すべ き 人 力 。 促 進 す べき 人 力 。 快 感 を も た ら す 人 人力 。 生 
き や す さ を 向上 させ る 人 力 。 

内 部 環境 や 外部 環境 に お ける 、 生 存 維 持 に 対す る 青信号 や OK 
サイ ン の 、 新 た な 発生 や 、 発 生 の 持続 。 

例 。 健康 的 な 感覚 。 悦楽 の 感覚 。 充足 の 感覚 。 満腹 感 。 潤い 
の 感覚 。 温室 的 な 感覚 。 安心 感 。 有 利 性 や 勝利 や 優位 性 の 、 

感覚 。 そ れ ら の 、 新 た な 発生 や 、 発 生 の 持続 。 

そう し た 青信号 や OK サイ ン を 、 リ レー 形式 で 伝達 する 、 神 

和俊 細胞 。 そ うし た 神 終 細胞 と し て の 、 前 細胞 。 そ うし た 前 細 
胞 か ら の 、 神 経 伝達 物 質 の 流入 の 、 持 続 。 

そう し た OK サイ ン を 、 発 倒さ せ 、 存 続 さ せる こと 。 そ の 必 

要 性 の 発生 。 

促進 物 や 促進 剤 の 、 入 手 や 設 買 や 追加 。 天 国 的 状態 の 永続 。 

それ ら に お ける 限界 の 、 人 次 破 。 


解 攻 すべ き 人 力 。 促 進 す べき 人 力 。 快 い 結 果 を も た ら す 出 
力 。 生き や すさ を 向上 させ る 出力 。 

内 部 環境 や 外部 環境 に お ける 、 生 存 維持 に 対す る 青 倍 号 や OK 
サイ ン を 、 新 た な 発生 させ 、 増 進 さ せる 、 出 力 。 


それ ら の 実現 の た め に 、 少 し で も 有効 そう な 結合 を 、 試 行 錯 
誤 的 に 、 定 期 的 に 、 持 続 的 に 、 生 成 し 続 ける こと 。 

結合 相手 を 探す 範囲 を 、 試 行 錯誤 の 結果 に 基づい て 、 順 次 、 
Жи. 


ЗЕЯ GD. МС TBH. “Cad. МТО С 
ある 。 
思考 に お ける 、 関 き 。 


結合 に お ける 、 試 行 錯 誤 。 そ の プロ セス 。 

可能 な 結合 を 、 一 つ ず つ 、 ラ ンダ ム な 順序 で 、 試 すこ と 。 そ 
の 結果 の 良し 悪し を 、 一 つ ず つ 、 確 認 し 、 記 憶 す る こと 。 
その 時 点 に お いて 、 良 い 結 果 を も た らし た 結合 。 そ の 結合 
を 、 促 進 す る こと 。 そ の た め に 、 別 の 、 促 進 タ イプ の 神 終 細 
胞 を 、 別 途 、 新 た に 援用 する こと 。 

その 時 点 に お いて 、 赴 い 結果 を も た らし た 結合 。 そ の 結合 
を 、 抑 制す る こと 。 そ の た め に 、 別 の 、 抑 制 タ イプ の 神 終 細 
胞 を 、 別 途 、 新 た に 援用 する こと 。 


それ ら の 中 で 、 比 較 的 良好 だ っ た 結果 を も た らし た 結合 
Blo, RRO Си. 

ある い は 。 

それ ら の 中 で 、 一 見 し て 失敗 だ っ た 結果 の 中 か ら 、 人 偶然 に 、 
次 の 望ま し い 結 合 の 相手 を 、 見 出す こと 。 


それ ら の 実行 の 最 中 に お いて 、 偶 然 に 、 大 きく 成功 する こ 
と 4 


結合 に お ける 、 成 功 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


内 部 環境 や 外部 環境 に お ける 、 生 存 維 持 に 対す る 赤 信 号 や 警 
告 の 、 新 た な 発生 や 、 発 生 の 持続 。 

そう し た 警告 の 発生 を 、 結 果 的 に 、 解 除 出 来 た こ と 。 

そう し た 赤 倍 号 や 警告 を 、 リ レー 形式 で 伝達 する 、 神 終 細 
胞 。 そ うし た 神 筆 細胞 と し て の 、 前 細胞 。 そ うし た 前 細胞 か 
ら の 、 神 経 伝 達 物質 の 流入 が 、 止 まっ た こと 。 


内 部 環境 や 外部 環境 に お ける 、 生 存 維 持 に 対す る 青信号 や OK 
サイ ン の 、 新 た な 発生 や 、 発 生 の 持続 。 

そう し た OK サイ ン の 発生 を 、 結 果 的 に 、 生 起 さ せ 、 常 設 さ 
せる こと が 、 出 来 た こ と 。 


そう し た 青 合 号 や OK サイ ン を 、 リ レー 形式 で 伝達 する 、 神 
経 細 胞 。 そ うし た 神経 細胞 と し て の 、 前 細胞 。 そ うし た 前 細 
胞 か ら の 、 神 経 伝 達 物質 の 流入 が 、 水 続 し て いる こと 。 


その 結果 、 有 効 な 結合 が 、 新 た に 得 ら れ た こと 。 


255-515. ЖА, 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


内 部 環境 や 外部 環境 に お ける 、 生 存 維持 に 対す る 赤 倍 号 や 和 贅 
告 の 、 新 た な 発生 や 、 発 生 の 持続 。 

そう し た 警告 の 発生 を 、 結 果 的 に 、 解 除 出 来 な か っ た こと 。 
C97 IME S OBES. VE-BRCET SA. AA 
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ら の 、 神 経 伝 達 物質 の 流入 が 、 水 続 し て いる こと 。 


内 部 環境 や 外部 環境 に お ける 、 生 存 維 持 に 対す る 青信号 や OK 
サイ ン の 、 新 た な 発生 や 、 発 生 の 持続 。 

そう し た OK サイ ン の 発生 を 、 結 果 的 に 、 生 起 さ せ 、 常 設 さ 

せる 三 と が 出来 が が っ た こと 

そう し た 青信号 や OK サイ ン を 、 リ レー 形式 で 伝達 する 、 神 

和俊 細胞 。 そ うし た 神経 細胞 と し て の 、 前 細胞 。 そ うし た 前 細 
胞 か ら の 、 神 縦 伝達 物質 の 流入 が 、 止 まっ た こと 。 


その 結果 、 有 効 な 結合 が 、 新 た に 得 ら れ な か っ た こと 。 


初期 状態 に お ける 成功 が 、 後 か ら 、 失 敗 へ と 、 変 化す る こ 
cs 


初期 状態 で は 、 快 い 結果 を も た らし て いた 出力 が 、 後 か ら 、 
不快 な 感覚 の 入力 を 、 新 た に も た ら す よう に な る こと 。 

fl. 排尿 が 、 身 体 に も た ら す 、 快 感 。 そ の 副作用 。 ア ン モ ニ 
ア の 上 臭い が も た ら す 人 不快 感 。 尿 の 水分 に より 、 衣 服 が 濡れ 
て 、 熱 が 身体 か ら 奪 われ る こと に より 、 生 物 が 、 風 邪 を 引く 


ご と 
例 。 覚せい 剤 の 服用 が も た ら す 、 天 国 的 な 民 惚 感 。 そ の 一 作 
用 が 、 後 か ら も た ら す 、 和 幻覚 な どの 苦し み 。 


初期 状態 で は 、 不 快 な 結果 を も た らし て いた 出力 が 、 後 か 
ら 、 快 い 感覚 の 和信 力 を 、 新 た に も た ら す よう に な る こと 。 
В о С, ВАСИ, ОЖ, EMM 
身体 が 、 健 康 に な り 、 苦 痛 の 感覚 か ら 解 放さ れる こと 。 


成功 や 失敗 に 対す る 、 慣 れ 。 


初期 状態 に お ける 成功 が 、 後 か ら 、 色 被せ る こと 。 成 功 の 反 
復 が も た ら す 、 人 飽き 。 
例 。 特定 の 好み の 異性 と の 性 行為 が も た ら す 、 大 国 的 な 民 惚 
感 。 そ の 反復 の 結果 。 そ の 異性 に 対し て 、 段 々 、 飽 きま が 来る 
こと 。 そ の 結果 。 そ の 異性 と の 性 行為 に お いて 、 快 感 が 欠如 
する よう に な る こと ど 。 


初期 状態 に お ける 失敗 が 、 後 か ら 、 色 補 せ る こと 。 失 敗 の 反 
復 が も た ら す 、 免 投 の 獲得 。 

例 。 初 見 の 戦争 映画 が 、 も た ら す 、 強 い 恐 怖 感 。 その 反復 の 
結果 。 戦争 に 対し て 、 免 投 が 生成 され る こと 。 戦 争 が 怖く な 
S Cs 


それ ら の 実現 に 必要 な 、 初 期 の 、 神 縦 回 路 。 

その 設計 に は 、 シ ナリ オ の 執筆 が 、 有 効 で ある 。 そ の 手法 の 
内 容 は 、 以 下 の 場 合 と 、 類 似 し て いる 。 パ ソコ ン の ソフ ト 
ウェ ア に つい て の 、 設 計 段 階 に お ける 、 機 能 的 要件 の 洗い 出 
し 。 


シナ リオ の 例 。No.[I. 

ある 生物 は 、 体 内 か ら の 、 強 い 室 腹 感 に 、 筐 われ た 。 彼 は 、 
地点 1 で 、 地 面 を 所 っ た が 、 食 物 は 見 つか ら な か っ た 。 彼 
は 、 地 点 2 で 、 地 面 を 掘 っ た が 、 食 物 は 見 つか ら な か っ た 。 


彼 は 、 地 点 3 で 、 地 面 を 所 っ た と ころ 、 食 物 が 見 つか り 、 彼 
は 、 そ れ を 食べ た 。 そ の 結果 、 彼 の 室 腹 感 は 、 収 まっ た 。 
EAU T 5. #0, 

ЛЛЯ 1. Иль. SIERO. Олл. 

出力 細胞 1 。 地 点 1 で 、 地 面 を 据 り 、 食 事 を 取 ろ うと する 、 


出力 細胞 2 。 地点 2 で 、 地 面 を 掘り 、 食 事 を 取 ろ うと する 、 
出力 細胞 3 。 地点 3 で 、 地 面 を 掘り 、 食 事 を 取 ろ うと する 、 


中 間 細 胞 1 。 そ れ は 、 初 期 状態 で は 、 人 入力 細胞 1 か ら の 人 入力 
を 、 取 得する の み で ある 。 そ れ は 、 初 期 状態 で は 、 ど の 出力 
АНА, BASS TUALLY. 

中 間 細 胞 1 が 、 和 人 力 細 胞 1 と 、 ЛАЯ, MKIC. B 
ぐ こ と 。 そ の 結果 。 出力 細胞 1 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 そ 
の 結果 。 失 敗 。 

中 間 細 胞 1 が 、 和 人 力 細 胞 1†1 と 、 ЛА 2 ce. MIC, B 
ぐ こ と 。 そ の 結果 。 出力 細胞 2 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 そ 
の 結果 。 失 敗 。 

HABA 1 が 、 和 人 力 細 胞 1 と 、 ЛАЗ, 7-1 B 
ぐ こ と 。 そ の 結果 。 出力 細胞 3 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 そ 
の 結果 。 成 功 。 内 部 環境 に お ける 訟 腹 状態 が 、 値 と し て 、 新 
た に 、 無 効 化 され る こと 。 そ の 結果 。 人 入力 細胞 1 か ら の 、 室 
ДЕЛ, АСУ. 


シナ リオ の 例 。No.2. 

ФЕН. BCA, AIC. ЖИ. Mit, HR 
1 に 移動 し た が 、 実 いま まだ っ た 。 彼 は 、 地 点 2 に 移動 し た 
が 、 寒 いま まだ っ た 。 彼 は 、 地 点 3 に 移動 し た と ころ 、 そ こ 
は 、 温 か か っ た 。 そ の 結果 、 彼 の 寒さ は 、 収 まっ た 。 
EAU TS. HARM PI, 

ЛЛА 1. 。 外 部 環境 か ら の 、 寒 さ の 感覚 の 、 値 の 入力 。 
出力 細胞 1 。 地 点 1 に 移動 する 、 出力 。 

出力 細胞 2 。 地点 2 に 移動 する 、 出力 。 

出力 細胞 3 。 地点 3 に 移動 する 、 出力 。 

中 間 細 胞 1 。 そ れ は 、 初 期 状態 で は 、 人 入力 細胞 1 か ら の 和信 力 


を 、 取 得する の み で ある 。 そ れ は 、 初 期 状態 で は 、 ど の 出力 


ARABIC. BASS TUL. 

[РАН 17, AFABR 1 &. ABRIL ca. ЯН. 
ぐ こ と 。 そ の 結果 。 出力 細胞 1 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 
の 結果 。 失 敗 。 

中 間 細 胞 1 が 、 和 人 力 細 胞 1 と 、 出力 細胞 2 と を 、 新 た に 、 
ぐ こ と 。 そ の 結果 。 出力 細胞 2 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 
の 結果 。 失 敗 。 

中 間 細 胞 1 が 、 和 人 力 細 胞 1 と 、 ЛАЗ Я, и, 
ぐ こ と 。 そ の 結果 。 出力 細胞 3 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 
の 結果 。 成 功 。 外 部 環境 に お ける 寒さ が 、 値 と し て 、 新 た 


Е 
そ 


р 
+ 


に 、 無 効 化 され る こと 。 そ の 結果 。 和 人 入力 細胞 1 か ら の 、 実 さ 


の 感覚 の 入力 が 、 途 絶え る こと 。 
上 記 の 2 つの シナ リオ 。 そ れ ら の 表面 的 な 内 容 は 、 大 きく 


な る 。 そ れ ら の 実現 に 必要 な 、 神 終 回 路 。 それ ら の 中 身 は 


ょ ぼ 相 似 で ある 。 


上 記 の 内 容 の 、python 言 語 に よる 、 サ ンプ ルコ ー ド 。 
ソー スコ ー ド 2 


シナ リオ の 例 。No.3. 
生物 に お ける 、 古 典 的 条件 付け 。 


ある 生物 が 、 居 た 。 

その 生物 は 、 水 分 の 不足 に よっ て 、 の ど が 渦 い て いた 。 
次 の 瞬間 。 そ の 場 で 、 水 が 出る と 同時 に 、 青 い 光 が 出 た 。 
その 生物 は 、 口 を 開け て 、 待 望 の 水 を 、 飲 ん だ 。 そ の 生物 
は 、 同 時 に 、 青 い 光 を 目 に 焼き 付け た 。 


その 生物 は 、 水 が 出る こと と 、 青 い 光 の 発光 と の 相関 を 、 学 


習 し た 。 

その 結果 。 

RIX. Вх, НУЖЕН, 

その 生物 は 、 水 が 出る こと を 、 同 時 に 予期 し て 、 口 を 開け 
7 


それ に 対応 する 、 神 経 回 路 の 例 。 
入力 細 胞 1 。 内 部 環境 か ら の 、 当 水 感 の 、 値 の 入力 。 


入 力 细胞 2 。 外 部 環境 か ら の 、 水 分 の 摂取 の 、 値 の 入力 。 
入 力 细胞 3 。 外 部 環境 か ら の 、 出水 の 感知 の 、 値 の 入力 。 
入 力 细胞 4 。 外 部 環境 か ら の 、 青 い 光 の 発光 の 感知 の 、 値 の 
入 力 。 

出力 細胞 1 。 口 を 開け て 、 水 分 を 摂取 し よう と する 、 出 力 。 
それ は 、 外 部 環境 に 対し て 、 人 人力 細 胞 2 を 活性 化 さ せる 刻印 
を 、 施 す 。 そ れ は 、 外 部 環境 に お ける 値 を 、 和 人 入力 細 胞 2 を 活 
性 化 さ せる 値 へ と 、 新 た に 、 変 化 さ せる 。 

出力 細胞 2 。 生理 的 プロ セス 1 を 、 動 作 さ せる 、 WH. 

中 間 細 胞 1 。 そ れ は 、 初 期 状 態 で は 、 和 人 入力 細胞 1 か ら の 和信 力 
を 、 取 得する の み で ある 。 そ れ は 、 初 期 状態 で は 、 ど の 出力 
АН, BASS TUALLY. 

中 間 細 胞 2 。 そ れ は 、 初 期 状 態 で は 、 和 入力 細胞 2 か ら の 入力 
を 、 取 得する 。 そ の 結果 。 そ れ は 、 出 力 細胞 2 を 、 動 作 さ せ 
る 。 
中 間 細 胞 3 。 そ れ は 、 初 期 状態 で は 、 人 入力 細胞 3 か ら の 人 入力 
を 、 取 得する の み で ある 。 そ れ は 、 初 期 状態 で は 、 ど の 出力 
АНА, BASS TUALLY. 

中 間 細 胞 4 。 そ れ は 、 初 期 状 態 で は 、 人 入力 細胞 4 か ら の 和信 力 
を 、 取 得する の み で ある 。 そ れ は 、 初 期 状態 で は 、 ど の 出力 
АНА, BASS TUALLY. 

神経 系 の 外部 に お ける 、 内 部 デバ イス の プロ セス に つい て 
の 、 表 現 。 

生理 的 プロ セス 1 。 そ れ は 、 外 部 環境 か ら の 水分 の 補給 を 受 
け て 、 内 部 環境 に お ける 渦 水 感 を 、 低 減 さ せる 。 そ の 結果 。 
それ は 、 人 入力 細胞 1 から の 和信 力 を 、 不 活性 化す る 。 


古典 的 条件 付け の 段階 。 第 一 段階 。 

中 間 細 胞 3 が 、 和 人 入力 細胞 3 と 、 НАНТ я, MEIC. B 
Ca. 

その 結果 。 以 下 の 状 況 が 、 新 た に 、 発 生 す る こと 。 

入 力 细胞 3 の 、 活 性 化 。 そ の 結果 。 中 間 細 胞 3 が 、 活 性 化す 
си. ОЖ, НЕА ЛАТ. Их 
せる こと 。 そ の 結果 。 出力 細胞 1 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 
その 結果 。 最 終 的 に 、 温 水 感 の 除 夫 に 、 成 功 す る こと 。 


古典 的 和 祭 件 付け の 段階 。 第 二 段 階 。 


人 力 細 胞 3 と 、 和 人 力 細 胞 4 と が 、 同 時 に 、 活 性 化す る こと 。 
その 結果 。 中間 細胞 3 と 、 中 間 細 胞 4 と が 、 新 た に 、 相 互 

に る と 

その 結果 。 中 間 細 胞 4 が 、 和 入力 細胞 4 と 、 出力 細胞 1 と を 、 

新た に 、 繋 ぐ こ と 。 そ の 結果 。 入 力 細 胞 4 の 活性 化 に より 、 
新た に 、 出力 細胞 1 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 そ の 結果 。 最 
RAC. О, УЗИ. 


HOME. 

入 力 细胞 4 4 が 、 活 性 化す る こと 。 

その 結果 。 中 間 細 胞 4 が 、 和 人 入力 細胞 4 と 、 出力 細胞 1 と を 、 
新た に 、 繋 ぐ こ と 。 そ の 結果 。 入 力 細胞 4 の 活性 化 に より 、 
新た に 、 出 力 細 胞 1 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 そ の 結果 。 最 
RAC. О, УЗИ. 

その こと の み が 、 単 独 で 発生 する こと 。 


古典 的 条件 付け の 段階 。 第 三 段 階 。 

人 力 細 胞 4 の 活性 化 。 そ の 結果 。 中 間 細 胞 4 が 、 活 性 化す る 
こと 。 そ の 結果 。 中間 細胞 4 が 、 出 力 細 胞 1 を 、 活 性 化 さ せ 
Си. ОЖ, 出力 細胞 1 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 そ 
ЖЕ. АН, КО. ЗСУ. 


生物 に お ける 、 オ ペラ ント 条件 付け 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

古典 的 条件 付け に お いて 。 

環境 か ら の 和信 力 に 対し て 、 出力 する こと を 、 単 に 、 待 ち 切 れ 
な くるっ た ご と < 

環境 か ら の 入力 に 対し て 、 出力 する こと を 、 単 に 、 自 制 出来 
な て な っ だ た だこ と 

環境 か ら の 和信 力 に 対す る 出力 が 、 単 に 、 時 系 列 的 に 、 複 数 化 
し た 形 で 、 和 入れ替え 可能 な 形 で 、 順 序 化 し た だ け で ある こ 
どる 
環境 か ら の 入力 に 対す る 出力 が 、 単 に 、 複 雑 化 し た だ け で あ 
る こと 


生物 に お ける 、 オ ペラ ント 条件 付け 。 

それ は 、 結 局 、 環 境 か ら の 入力 に 対す る 、 自 動 的 な 、 学習 出 
NCHA es 

それ は 、 結 局 、 古 典 的 条件 付け と 、 同 様 で ある こと 。 


生物 に お ける 、 古 典 的 条件 付け 。 
その 発展 形 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


生物 の 間 に お ける 、 情 報 の 伝達 。 
生物 の 間 に お ける 、 MUNFRORITIEL. 
それ ら の 、 シ ナリ オ の 例 。No.4. 


生物 1 は 、 水 分 の 不足 に よっ て 、 の ど が 渦 い て いた 。 

次 の 瞬間 。 そ の 場 で 、 水 が 出る と 同時 に 、 青 い 光 が 出 た 。 
生物 1 は 、 口 を 開け て 、 待 望 の 水 を 、 飲 ん だ 。 生 物 1 は 、 同 
時 に 、 青 い 光 を 目 に 焼き 付け た 。 

生物 1 は 、 水 が 出る こと と 、 青 い 光 の 発光 と の 相関 を 、 学 習 
し た 。 


その 後 。 

生物 2 が 、 生 物 1 と 、 同 時 に 、 居 た 。 彼ら は 、 互 い に 、 味 方 
ETE STs. 

生物 2 は 、 生 物 1 と の 間 で 、 予 め 、 意 思 疎 通 が 可能 だ っ た 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 生 物 2 が 、 生 物 1 か ら の 合図 
を 、 感 知 出来 る こと 。 

生物 2 は 、 水 分 の 不足 に よっ て 、 の ど が 渦 い て いた 。 
KOBE. СОС, УРНЫ. 

生物 1 は 、 生 物 2 に 対し て 、 す か さ ず 、 合 図 を 送っ た 。 生 物 
2 は 、 そ の 合図 を 、 感 知 し た 。 

21$, НОТ. 

次 の 瞳 間 。 そ の 場 で 、 水 が 出 た 。 

生物 2 は 、 待 望 の 水 を 、 飲 ん だ 。 生 物 2 は 、 同 時 に 、 青 い 光 
を 目 に 焼き 付け た 。 

生物 2 ろう は 、 水 が 出る こと と 、 青 い 光 の 発光 と の 相関 を 、 学 習 
だ た 


EAU TS. HREM BI, 

AT ARE 1. Аль. ВК. (AMAT. 

入 力 细胞 2 。 外 部 環境 か ら の 、 水 分 の 摂取 の 、 値 の 入力 。 
入 力 细胞 3 。 外 部 環境 か ら の 、 出水 の 感知 の 、 値 の 入力 。 
入 力 细胞 4 。 外 部 環境 か ら の 、 青 い 光 の 発光 の 感知 の 、 値 の 
入 力 。 

入 力 细胞 5 。 外 部 環境 か ら の 、 交 倍 の 受信 の 、 値 の 入力 。 
出力 細胞 1 。 口 を 開け て 、 水 分 を 摂取 し よう と する 、 出 力 。 
それ は 、 外 部 環境 に 対し て 、 人 人力 細胞 2 を 活性 化 さ せる 刻印 
を 、 施 す 。 そ れ は 、 外 部 環境 に お ける 値 を 、 入 力 細 胞 2 を 活 
性 化 さ せる 値 へ と 、 新 た に 、 変 化 さ せる 。 

出力 細胞 2 。 生理 的 プロ セス 1 を 、 動 作 さ せる 、 WH. 
出力 細胞 3 。 外 部 環境 へ の 、 交 依 の 送信 の 、 値 の 出力 。 

中 間 細 胞 1 。 そ れ は 、 初 期 状 態 で は 、 和 人 入力 細胞 1 か ら の 和信 力 
を 、 取 得する の み で ある 。 そ れ は 、 初 期 状態 で は 、 ど の 出力 
АНА, BASS TUALLY. 

[РАН 2. 。 そ れ は 、 初 期 状 態 で は 、 人 入力 細胞 2 か ら の 入力 
を 、 取 得する 。 そ の 結果 。 そ れ は 、 出力 細胞 2 を 、 動 作 さ せ 
る 。 
中 間 細 胞 3 。 そ れ は 、 初 期 状態 で は 、 人 入力 細胞 3 か ら の 人 和信 力 
を 、 取 得する の み で ある 。 そ れ は 、 初 期 状態 で は 、 ど の 出力 
АНА, BASS TUALLY. 

[РАН 4 。 そ れ は 、 初 期 状 態 で は 、 和 人 入 力 細 胞 4 か ら の 和信 力 
を 、 取 得する の み で ある 。 そ れ は 、 初 期 状態 で は 、 ど の 出力 
АНА, BASS TUALLY. 

[РАН 5. И. ЯЖЯЕС, ЛЛЯЮ5 DOD 
和 人力 を 、 取 得 し 、 分 析 し 、 解 釈 す る 。 そ れ ら は 、 初 期 状 態 で 
は 、 中 間 細 胞 群 6 に 、 繋 が っ て いる 。 

中 間 細 胞 群 6 。 そ れ ら は 、 初 期 状 態 で は 、 出力 細胞 3 へ の 出 
力 を 、 計 算 す る 。 そ の 結果 。 そ れ ら は 、 出力 細胞 3 を 、 動 作 
させ る 。 

神経 系 の 外部 に お ける 、 内 部 デバ イス の プロ セス に つい て 
の 、 表 現 。 

生理 的 プロ セス 1 。 そ れ は 、 外 部 環境 か ら の 水分 の 補給 を 受 
(tC. ЛИСА MAGS. COR. 
それ は 、 人 入力 細胞 1 か ら の 人力 を 、 不 活性 化す る 。 


中 间 细 胞 群 5 。 芝 机 请 0 详细 人 欢 构 成 。 

中 间 细 胞 群 6 。 そ れ ら の 詳細 な 構成 。 

それ ら の 内 容 の 実現 に お いて は 、 事 前 の 場合 分 け に よる 、 半 
人 押 な 分 類 が 、 必 要 で ある 。 

それ ら の 内 容 は 、 結 局 は 、 以 下 の 項 目 の 内 容 に 、 依 存する 。 


生物 の 社会 。 

その 実現 が 、 新 た に 、 可 能 に な る こと 。 

それ は 、 以 下 の 状 況 の 発生 に よっ て 、 起 きる 。 
ある 生物 が 、 他 の 生物 と 、 仲 良 く な る こと 。 
ある 生物 が 、 他 の 生物 と 、 敵 対す る こと 。 
それ ら の 実現 が 、 新 た に 、 可 能 に な る こと 。 
それ は 、 以 下 の 状 況 の 発生 に よっ て 、 起 きる 。 


ある 生物 に よる 、 周 囲 の 対象 物 へ の 情報 伝達 。 

ある 生物 に よる 、 周 囲 の 対象 物 と の 意思 疎通 。 

ある 生物 に よる 、 周 囲 の 対象 物 と の 交信 。 

周 轩 对 象 物 。 非 生物 。 他 CD 生物 。 

Е ЗЕЯ, Mirco, ВЕСИ. 

それ は 、 以 下 の 状 況 の 発生 に よっ て 、 起 きる 。 

生物 の 神経 系 が 、 通 信 機 能 を 、 備 える こと 。 

生物 の 神経 系 が 、 交 信 専 用 の 、 和 人 入力 細胞 と 、 出 力 細胞 と 、 中 
間 細 胞 を 、 持 つこ と が 出来 る こと 。 

それ ら は 、 以 下 の 状 況 の 発生 に よっ て 、 自 動 的 に 起き る 。 
神 終 回 路 に お ける 、 祭 各 の 細胞 の 、 発 生 。 

それ は 、 以 下 の 状 況 の 発生 に よっ て 、 自 動 的 に 起き る 。 
生物 の 神 終 系 に お ける 、 細 胞 数 の 増加 。 


EMO AS. НОС, Eton’, AEA 
か 、 生 物 か を 、 予 め 、 識 別 出来 な い 。 

周囲 の 対象 物 が 、/ 非 生物 か 、 生 物 か の 、 識 別 。 

生物 の 神経 系 は 、 そ の 識別 を 、 遺 伝 的 な 適応 か 、 文 化 的 な 適 
応 か の 、 い ずれ か の 繰り 返し に よっ て 、 初 め て 、 実 現す る 。 
その 神経 回 路 が 、 固 定 回 路 の 場合 。 その 識別 を 、 遺 伝 的 な 突 


然 変異 の 繰り 返し に よっ て 、 実 現す る こと 。 

その 神経 回 路 が 、 可 交 的 回 路 の 場合 。 その 識別 を 、 文化 的 な 
学習 の 結 り 返し に よっ て 、 実 現す る こと 。 例 。 教 師 に よる 、 
生徒 に 対す る 教育 。 親 に よる 、 子 供 に 対す る 教育 。 


その 識別 は 、 生 物 の 神経 系 に と っ て 、 そ れ は ほど 重要 で は 無 
CY 

ОЖ. ЕО и ><. ОЖ 
Cy 

その 識別 は 、 生 物 の 神経 系 に と っ て 、 ど う で も 良い 。 

それ ら の 内 容 に お ける 、 宣 要 な 例外 。 

生物 が 、 外 部 環境 に お ける 生き や すさ を 、 弟 断 する 場合 。 

物 が 、 そ の 外部 環境 が 、 生 物 が 生存 で きる 環境 か どう か を 、 
FITS >. 

生物 が 、 有 機 物 の 食糧 を 、 確 保 す る 場合 。 

РОЛИ. FEMORAL CoC. YE THBETCHS. 

EDA. РЕНА и ><. COHMICBBTS. 


ВЕНАХ, НОУ. Ил А 
か 、 安 全 か を 、 予 め 、 識 別 出 来 な い 。 

生物 の 神経 系 は 、 周 囲 の 対象 物 に つい て 、 そ れ ら が 、 敵 か 、 
味方 か を 、 予 め 、 識 別 出来 な い 。 
НХ, BRD. REDO, ВЛ]. 
周囲 の 対象 物 が 、 敵 か 、 味 方 か の 、 識 別 。 

生物 の 神経 系 は 、 そ の 識別 を 、 遺 伝 的 な 適応 か 、 文 化 的 な 適 
応 か の 、 い ずれ か の 繰り 返し に よっ て 、 初 め て 、 実 現す る 。 
その 神 縦 回路 が 、 固 定 回 路 の 場合 。 そ の 識別 を 、 遺 伝 的 な 疾 
然 変異 の 繰り 返し に よっ て 、 実 現す る こと 。 

その 神経 回 路 が 、 可 将 的 回 路 の 場合 。 その 識別 を 、 文化 的 な 
学習 の 結 り 返し に よっ て 、 実 現す る こと 。 例 。 教 師 に よる 、 
EGET SAR. PICKS, FHT SAA. 


その 識別 は 、 生 物 の 神 終 系 に と っ て 、 本 質 的 に 重要 で ある 。 
EMAL. РЕНА и ><. ОФ. 


ある 生物 に よる 、 彼 自身 に と っ て の 、 敵 と 味方 と の 、 識 別 。 


ある 生物 に よる 、 彼 自身 に と っ て の 、 登 威 と 安全 の 、 識 別 。 
その 実現 が 、 新 た に 、 可 能 に な る こと 。 
それ は 、 以 下 の 状 況 の 発生 に よっ て 、 起 きる 。 


ある 生物 に お いて 。 

周 团 所 对 象 物 。 非 生物 。 他 CO) 生物 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 を 、 保 障 す る か 、 攻 撃 す る か 。 そ れ ら 
の 識別 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 の 生存 維持 を 、 促 進 す る か 、 阻 害する 
か 。 そ れ ら の 識別 。 

その 実現 が 、 新 た に 、 可 能 に な る こと 。 

それ は 、 以 下 の 状 況 の 発生 に よっ て 、 起 きる 。 


ある 生物 に お いて 。 

周 轩 对 象 物 。 非 生物 。 他 生物。 

ENRON. НЫНЕ BROTH. MOTD. 
それ ら の 識別 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 の 存在 自体 を 、 存 続 さ せる か 、 抹 消す 
る か 。 そ れ ら の 識別 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 を 、 安 心 さ せる か 、 人 不安 に させ る か 。 
それ ら の 識別 。 

その 実現 が 、 新 た に 、 可 能 に な る こと 。 

それ ら は 、 以 下 の 状 況 の 発生 に よっ て 、 自 動 的 に 起き る 。 
生物 に お ける 、 資 源 の 所 有 を 著 積 する 機能 の 、 新 た な 保有 。 
その 発生 。 

神 終 回 路 に お ける 、 資 源 の 所 有 を 管理 する 機能 の 、 新 た な 保 
有 。 そ の 発生 。 

神経 回 路 に お ける 、 資 源 の 会 計 管 理 機能 の 、 新 た な 保有 。 そ 
の 発生 。 

それ は 、 以 下 の 状 況 の 発生 に よっ て 、 自 動 的 に 起き る 。 
ВЕРОНА AIL SIT DB. ЖАКО. ЕН 
DQ. HERA. 

ВЕРОНА AIL SIT DB. ЖАКО, actelles 
の 、 新 た な 保有 。 

生物 の 神経 系 に お ける 、 体 外 の 所 有 財 産 の 、 計 測 回 路 の 、 新 
た な 保有 。 

生物 の 神経 系 に お ける 、 体 外 の 所 有 財 産 の 、 記 憶 回 路 の 、 新 


た な 保有 。 


ある 生物 に お いて 。 

周 团 所 对 象 物 。 非 生物 。 他 CD 生物 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 に よっ て 圧倒 され る か 、 彼 自身 を 圧倒 
する か 。 そ れ ら の 識別 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 に 従属 する か 、 彼 自身 を 支配 する か 。 
それ ら の 識別 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 に 負け る か 、 彼 自身 に 勝つ か 。 そ れ ら 
の 識別 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 より 少な いか 、 彼 自身 より 多い か 。 そ 
れ ら の 識別 。 例 。 既 得 権益 の 所 有 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 より 弱い か 、 彼 自身 より 強い か 。 そ ね れ 
ら の 識別 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 より 小さ いか 、 彼 自身 より 大 きい か 。 
それ ら の 識別 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 より 無能 か 、 彼 自身 より 有人 能 か 。 そ れ 
ら の 識別 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 より 劣 位 か 、 彼 自身 より 優位 か 。 そ れ 
ら の 識別 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 より 下位 か 、 彼 自身 より 上 位 か 。 そ れ 
ら の 識別 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 より 不利 か 、 彼 自身 より 有利 か 。 そ れ 
ら の 識別 。 

彼 自身 が 、 そ の 対象 物 に 対す る 生 殺 与 奪 を 、 握 っ て いる か 。 
ある い は 。 そ の 対象 物 が 、 彼 自身 に 対す る 生 殺 与 奪 を 、 握 っ 
て いる か 。 そ れ ら の 識別 。 

その 対象 物 が 、 前 者 の 場合 。 そ の 対象 物 は 、 彼 自身 に と っ 

て 、 下 位 者 で ある 。 

その 対象 物 が 、 後 者 の 場合 。 そ の 対象 物 は 、 彼 自身 に と っ 

て 、 填 位 者 で ある 。 


ある 生物 に お いて 。 


周囲 の 対象 物 。 


それ は 、 彼 自身 に と っ て 、 以 下 の よ うに 


\ 非 生物 。 他 の 生物 。 
上 位 者 。 下 位 者 。 


、 分 類 さ れる 。 


その 対象 物 に 対し て 、 彼 自身 の 保身 を 、 重 視 す る か 、 軽 視 す 


Bh. CHOoMFIM. 


その 対象 物 に 対し て 、 彼 自身 の 保身 を 、 最 優先 する か 、 後 回 


し に する か 。 そ れ ら の 麟 断 。 


彼 自身 が 、 そ の 対象 物 に 対し て 、 従 属す る か 、 独 立 す る か 、 


支配 する か 。 そ れ ら の 麟 断 。 

彼 自身 が 、 そ の 対象 物 に 対し て 、 
E45 от. 

彼 自 身 が 、 そ の 対象 物 に 対し て 、 
E45 от. 

彼 自身 が 、 そ の 対象 物 に 対し て 、 
か 。 そ れ ら の 麟 断 。 

彼 自身 が 、 そ の 対象 物 に 対し て 、 
E45 ФТ. 

彼 自身 が 、 そ の 対象 物 に 対し て 、 
E45 от. 

彼 自身 が 、 そ の 対象 物 に 対し て 、 
E45 от. 

後者 の 場合 。 

彼 自身 が 、 そ の 対象 物 に よっ て 、 
хил, ИО, 


融合 する か 、 
aN oD. 
調和 する か 、 
依存 する か 、 
WATS. 


ЕЯ SD, 


分 離す る か 。 
攻撃 する か 。 
調和 し な い 
自立 する か 。 
FERS SD. 


EAGT OD. 


結果 的 に 、 反 撃 さ れる か 、 


彼 自身 が 、 そ の 対象 物 に よっ て 、 結 果 的 に 、 圧 倒さ れる か 、 


ЕЕ] < Ир. ЕО. 


それ ら の 結果 と し て の 、 彼 自身 の 出力 。 


それ は 、 以 下 の 2 通り で ある 。 


彼 自身 に お ける 、 上 記 の 刻 断 が 、 自 明 で ある 場合 。 


ある い は 。 


彼 自 身 の 自己 保身 を 、 重 視 し 、 最 優先 する 場合 。 


液体 的 出力 。 液 体 的 思想 。 
例 。 卵子 。 女 性 。 


液体 的 反応 。 


周囲 の 対象 物 に 対し て 。 

その 対象 物 の 出力 結果 に 従っ て 、 彼 自身 の 値 を 、 他 律 的 に 変 
化 さ せ て 、 出 力 す る こと 。 

その 対象 物 と の 上 下関 係 に 従っ て 、 彼 自身 の 値 を 、 他 律 的 に 
変化 させ て 、 出 力 す る こと 。 


周囲 の 上 位 者 に 対し て 。 


彼 自 身 が 、 
Cs 

KABA. 
ae 
KABA. 
KABA. 
Ce 

KABA. 
Cs 

KABA. 


その 上 位 者 に よっ て 、 一 方 的 に 、 知 み 込 まれ る こ 
その 上 位 者 に よっ て 、 一 方 的 に 、 併 合 さ れる こ 


その 上 位 者 に 対し て 、 隷 従 す る こと 。 
その 上 位 者 の 出力 結果 を 、 全 面 的 に 育 定 する こ 


その 上 位 者 の 出力 結果 を 、 全 面 的 に 丸呑み する こ 


その 上 位 者 の 出力 結果 に 対し て 、 全 面 的 に 、 娘 


UO. a, WETS ¢. 

彼 自身 の 出力 を 、 そ の 上 位 者 の 出力 結果 に よっ て 、 全 面 的 に 
上 書き する こと 。 

例 。 

その 上 位 者 の 出力 が False だ っ た 場合 。 彼 自身 が 、 い つ で も 、 
False を 出力 する こと 。 

その 上 位 者 の 出力 が True だ っ た 場合 。 
True を 出力 する こと 。 


彼 自身 が 、 い つ で も 、 


周囲 の 下位 者 に 対し て 。 


彼 自身 が 、 そ の 下位 者 を 、 一 方 的 に 、 知 み 込 むこ と 。 

彼 自身 が 、 そ の 下位 者 を 、 一 方 的 に 、 併 合 す る こと 。 

彼 自 身 が 、 そ の 下位 者 に 対し て 、 専 制 支 配 を する こと 。 
彼 自 身 ガ が 、 そ の 下位 者 の 出力 結果 を 、 全 面 的 に 杏 定 する こ 
Gs 

彼 自 身 ガ が 、 そ の 下位 者 の 出力 結果 を 、 全 面 的 に 排除 する こ 
と 

ある い は 。 

彼 自 身 ガ が 、 そ の 下位 者 の 出力 結果 を 、 彼 自身 が 好き な 値 に 


よっ て 、 全 面 的 に 上 書き する こと 。 


例 。 

その 下位 者 の 出力 が True だ っ た 場合 。 彼 自身 が 、False を 出力 
する ご ご と) 

その 下位 者 の 出力 が False だ っ た 場合 。 彼 自身 が 、True を 出力 
する と 

ある い は 。 


その 下位 者 の 出力 結果 に 関わ ら ず 、 彼 自身 が 好き な 値 を 、 専 
制 的 に 、 強 制 的 に 、 出 力 す る こと 。 


MEABIIC6(4 4, Esco Flbtyr’, BHA CHa. 
HOME. 

彼 自 身 の 自 己 保 身 を 、 軽 視 し 、 後 回 し に する 場合 。 

気体 的 出力 。 気 体 的 思想 。 気体 的 反応 。 

$]. taf. AM. 

周囲 の 対象 物 に 対し て 、 終 始 、 分 離 独 立 的 に 、 自 由 に 、 振 る 
まう 

その 対象 物 の 出力 結果 に 関わ ら ず 、 彼 自身 が 好き な 値 を 、 出 
来る だ け 、 自 律 的 に 、 出力 する こと 。 

その 対象 物 が 、 彼 自身 より も 上 位 で ある 場合 も 、 彼 自身 が 好 
き な 値 を 、 出 来る だ け 、 自 律 的 に 、 出 力 す る こと 。 


上 記 の 検討 内 容 を 、 踏 まえ た 場合 。 

"РАНЕ 5. И. ЛЛА 5 DONANS. Ris 
L. ми. FIRES. CHO Mem. 

中 間 細 胞 群 6 。 そ れ ら は 、 出力 細胞 3 へ の 出力 を 、 計 算 す 
る 。 そ れ ら の 最小 構成 。 

それ ら は 、 い ずれ も 、 以 下 の 和 人 力 の 存在 を 、 別 途 、 必 須 と す 
5. 


周囲 の 対象 物 と の 、 相 対 的 な 上 下関 係 。 

他 の 生物 と の 、 相 対 的 な 上 下関 係 。 

その 評価 を 見 積もる 数 値 。 そ の 値 の 入力 。 

例 。 

和信 力 値 が プラ ス の 場合 。 周囲 の 対象 物 や 生物 が 、 彼 自身 より 


も 、 寺 位 者 で ある こと 。 
人 力 値 が マイ ナス の 場合 。 周囲 の 対象 物 や 生物 が 、 彼 自身 よ 
り も 、 下 位 者 で ある こと 。 


その 、 外 部 環境 か ら の 、 人 力 。 
その 人 力 を 得る た め の 、 人 和 人力 細胞 。 
和 人力 細胞 6 。 


周囲 の 対象 物 と の 、 敵 か 味方 か の 、 関 係 。 

他 の 生物 と の 、 敵 か 味方 か の 、 関 係 。 

その 評価 を 見 積もる 数 値 。 そ の 値 の 入力 。 

例 。 

人 力 値 が プラ ス の 場合 。 周 囲 の 対象 物 や 生物 が 、 彼 自身 に 
Co Cok Chole. 

人 力 値 が マイ ナス の 場合 。 周 囲 の 対象 物 や 生物 が 、 彼 自身 に 
><. MCHS I. 


その 、 外 部 環境 か ら の 、 和 人 和信 力 。 
その 人 人力 を 得る た め の 、 人 和 人力 細胞 。 
和 人力 細胞 7 。 


彼 自身 の 、 自 己 保身 の 度合 い 。 そ の 数 値 。 

例 。 

和 人力 値 が 大 きい 場合 。 彼 自身 が 、 女 性 優位 な 場合 。 彼 自身 の 
自己 保身 を 、 重 視 す る こと 。 液 体 的 出力 を 行う こと 。 

和 人力 値 が 小さ い 場 合 。 彼 自身 が 、 男 性 優位 な 場合 。 彼 自身 の 
自己 保身 を 、 軽 視 す る こと 。 気 体 的 出力 を 行う こと 。 


その 、 内 部 環境 か ら の 、 人 和信 力 。 
その 人 力 を 得る た め の 、 人 和 人力 細胞 。 
和 人力 細胞 8 。 


中 間 細 胞 群 5 。 中 間 細 胞 群 6 。 

それ ら に よる 、 出力 細胞 3 へ の 出力 値 。 

その 値 は 、 以 下 の 3 つの 人 力 値 の 全て を 、 掛 け 合 わせ 調整 し 
た 値 と な る 。 


入力 細胞 5 ちか ら の 人 力 値 。 
入力 細胞 DS DATE. 
入力 細胞 7 から の 人 人力 値 。 
入力 細胞 D5 DATE. 


例 。 

人 力 細 胞 5 ち か ら の 和信 力 が 、True だ っ た 場合 。 

АЛАН 6 6 か ら の 和 人力 が 、1 だ っ た 場合 。 周 囲 の 対象 物 や 生物 
が 、 彼 自身 より も 、 上 上 上位 者 で ある こと 。 

和 人力 細胞 7 から の 人力 が 、1 だ っ た 場合 。 周 囲 の 対象 物 や 生物 
が 、 彼 自身 に と っ て 、 味 方 で ある こと 。 

АЛАН 8 8 か ら の 人 人力 が 、0 だ っ た 場合 。 気 体 的 出力 を 行う こ 
св 
出力 細胞 3 へ の 出力 値 は 、 彼 自身 の 好き な 、True か False か 
の 、 任 意 の 値 と な る 。 


例 。 

和 人力 細胞 5 ちか ら の 和信 力 が 、True だ っ た 場合 。 

АЛАН 6 6 か ら の 和 人力 が 、1 だ っ た 場合 。 周 囲 の 対象 物 や 生物 
が 、 彼 自身 より も 、 上 上 上位 者 で ある こと 。 

和 人力 細胞 7 から の 和 人力 が 、1 だ っ た 場合 。 周 囲 の 対象 物 や 生物 
が 、 彼 自身 に と っ て 、 味 方 で ある こと 。 

和 人力 細胞 8 か ら の 入力 が 、1 だ っ た 場合 。 液 体 的 出力 を 行う こ 
ど :。 
出力 細胞 3 へ の 出力 値 は 、True 一 択 と な る 。 


例 。 

人 力 細 胞 5 ち か ら の 和信 力 が 、True だ っ た 場合 。 

АЛАН 6 6 か ら の 和 人力 が 、-1 だ っ た 場合 。 周 囲 の 対象 物 や 生 
物 が 、 彼 自身 より も 、 下 位 者 で ある こと 。 

АЛАН 7 7 から の 人力 が 、1 だ っ た 場合 。 周 囲 の 対象 物 や 生物 
が 、 彼 自身 に と っ て 、 味 方 で ある こと 。 

АЛАН 8 8 か ら の 和 人力 が 、1 だ っ た 場合 。 液 体 的 出力 を 行う こ 
ど :。 
出力 細胞 3 へ の 出力 値 は 、 彼 自身 の 好き な 、True か False か 
の 、 任 意 の 値 と な る 。 


シナ リオ の 例 。No.4. 
その 内 容 の 改訂 。 


生物 2 ろ に お いて 。 

前 提 条 件 。 

例 。 

生物 1 が 、 生 物 2 ろ より も 、 上 位 者 で ある 場合 。 
生物 1 が 、 生 物 ろ に と っ て 、 味 方 て ある 場合 。 
生物 2 が 、 女 性 優位 で ある 場合 。 


シナ リオ の 要点 。 そ の 再掲 。 


214. ЖФК. NLAVAYTU Te. 
ХО. ОС, ВЖЕ. 


生物 1 は 、 生 物 2 に 対し て 、 す か さ ず 、 合 図 を 送っ た 。 


2 は 、 そ の 合図 を 、 感 知 し た 。 


生物 2 は 、 そ の 合図 に 従っ て 、 す か さ ず 、 曲 を 開け た 。 


ХО. ОС, КЕ. 


生物 


生物 2 は 、 口 を 開け た 状態 で 、 待 望 の 水 を 、 飲 ん だ 。 生 物 2 


は 、 同 時 に 、 青 い 光 を 目 に 焼き 付け た 。 


入力 細胞 1 。 内 部 環境 か ら の 、 当 水 感 の 、 値 の 入力 。 


人 力 細 胞 2 。 外 部 環境 か ら の 、 水 分 の 摂取 の 、 値 の 入力 。 
入 力 细胞 3 。 外 部 環境 か ら の 、 出水 の 感知 の 、 値 の 入力 。 
和 人力 細胞 4 。 外 部 環境 か ら の 、 青 い 光 の 発光 の 感知 の 、 値 の 


入力 細胞 5 。 外 部 環境 か ら の 、 交 倍 の 受信 の 、 値 の 入力 。 
入力 細胞 6 。 外 部 環境 か ら の 、 彼 自身 の 、 周 囲 の 対象 物 と 


の 、 上 下関 係 に つい て の 、 値 の 入力 。 


入力 細胞 7 。 外 部 環境 か ら の 、 彼 自身 の 、 周 囲 の 対象 物 と 


の 、 敵 味方 の 関係 に つい て の 、 値 の 入力 。 


和 人力 細胞 8 。 外 部 環境 か ら の 、 彼 自身 の 性 別に つい て の 、 値 


DAN. 


ЕАО 8 $ ATO. ЖИ, НО), 


古典 的 条件 付け の 段階 。 第 一 段階 。 事 前 の 学習 。 

中 間 細 胞 3 が 、 和 人 入力 細胞 3 と 、 НАНТ я, MEIC. B 
с. 

その 結果 。 以 下 の 状 況 が 、 新 た に 、 発 生 す る こと 。 

入 力 细胞 3 の 、 活 性 化 。 そ の 結果 。 中 間 細 胞 3 が 、 活 性 化す 
る こと 。 そ の 結果 。 ЕАН 大、 出 力 细胞 1 在 、 活 性 化 六 
せる こと 。 そ の 結果 。 出力 細胞 1 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 
その 結果 。 最終 的 に 、 温 水 感 の 除 夫 に 、 成 功 す る こと 。 


古典 的 条件 付け の 段階 。 第 二 段 階 。 他 の 生物 か ら の 、 参 駐 情 
報 の 受信 と 、 そ の 活用 。 


和 人力 細胞 5 が 、 活 性 化す る こと 。 
それ に 伴っ て 、 引 き 続 き 、 入 力 細 胞 6 と 、 和 人 力 細 胞 7 と 、 和 人 
力 細 胞 8 が 、 活 性 化す る こと 。 


その 結果 。 
出 力 细胞 SICK AHA, SIL. 
その 結果 。 


出力 細胞 1 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 


和 人 力 細 胞 3 と 、 和 人 力 細 胞 4 と が 、 同 時 に 、 活 性 化す る こと 。 
その 結果 。 PRAMAS  、 中 间 细 胞 4 OAS, BIC. AA 
に Fouts 

その 結果 。 中間 細胞 4 が 、 入 力 細 胞 4 と 、 出力 細胞 1 と を 、 
MitclIo, BCI ck. EODRR. ATA 4 の 活性 化 に より 、 
新た に 、 出力 細胞 1 に よる 出力 が 可能 に な る こと 。 


HOLME. 

АЛАН 4 4 が 、 活 性 化す る こと 。 

その 結果 。 中 間 細 胞 4 が 、 入 力 細 胞 4 と 、 出力 細胞 1 と を 、 
Mtl, BO Ik. ENR. ATA 4 の 活性 化 に より 、 
新た に 、 出力 細胞 1 に よる 出力 が 可能 に な る こと 。 

その こと の み が 、 単 独 で 発生 する こと 。 


それ ら の 結果 。 和 人力 細胞 2 と 入力 細胞 1 が 、 相 次 いで 、 活 性 
代 さ れる ご と 。 
その 結果 。 渦 水 感 の 除去 に 、 最 終 的 に 、 成 功 す る こと 。 


古典 的 条件 付け の 段階 。 第 三 段 階 。 

人 力 細 胞 4 の 活性 化 。 そ の 結果 。 中間 細胞 4 が 、 活 性 化す る 
こと 。 そ の 結果 。 中間 細胞 4 が 、 出力 細胞 1 を 、 活 性 化 さ せ 
る こと 。 そ の 結果 。 出力 細胞 1 に よる 出力 を 、 得 る こと 。 
その 結果 。 入 力 細 胞 2 と 和 人力 細胞 1 が 、 相 次 いで 、 活 性 化 さ 
れる ご と 

その 結果 。 況 水 感 の 除去 に 、 最 終 的 に 、 成 功 す る こと 。 


上 記 の 内 容 の 実現 に お いて 。 必 要 な 、 追 加 の 措 輸 。 


生物 1 か ら 生 物 2 へ の 、 作 用 の 伝達 。 

生物 1 か ら 生 物 2 へ の 、 情 報 の 伝達 。 

それ ら を 、 神 縦 回 路 で 実現 する た め に 、 必 要 な 前 提 打 件 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


生物 1 に お ける 、 自 主人 性 を 、 考 慮 する 場合 

生物 1 に お ける 、 生 物 2 の 存在 に 対す る 、 認 識 の 、 自 主 的 
な 、 発 生 。 

生物 1 に お ける 、 生 物 2 の 存在 に 対す る 、 関 心 や 興味 の 、 自 
主 的 な 、 発 生 。 


生物 1 に お ける 、 生 物 2 に 対す る 、 作 用 伝達 の 意思 の 、 自 主 
的 な 、 発 生 。 
生物 1 に お ける 、 生 物 2 に 対す る 、 情 報 伝 達 の 意思 の 、 自 主 
的 な 、 発 生 。 


それ ら の 、 神 縦 回 路 に お ける 、 実 現 の 必要 性 。 


生物 1 に お ける 、 自 主人 性 を 、 考 慮 し な い 場 合 

生物 ろう ろ に よる 、 生 物 1 に 対す る 、 一 方 的 な 、 観 察 や 盗撮 や 資 
聴 。 そ れ ら の 、 生 物 2 ろ に お ける 、 自 主 的 な 、 発 生 。 

それ ら の 、 神 縦 回路 に お ける 、 実 現 の 必要 性 。 


(2022 年 7 月 初出 。) 


生物 に お ける 、 資 源 の 入手 と 、 障 害 物 の 除去 。 そ れ ら 
の 、 神 経 回 路 プ ログ ラミ ング に よる 、 実現 。 


ある 生物 。 

彼 自身 の 生存 維持 に し と っ て の 、 介 威 や 障害 物 。 彼 自身 に よ 
>. COMA. ©0478, RR. 

ое. НЕССИ. ЕЛИ, 

彼 自 身 が 、 人 脅威 や 障害 物 を 、 特 別 な 存在 と し て 、 認 識 す る こ 
と 。 そ の 能力 の 、 実 装 。 

その た め の 、 具 体 的 な 手順 。 それは 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


初期 の 実装 内 容 。No.1. 

ある 生物 。 

彼 自身 に お ける 、 資 源 入 手 の 、 新 た な 必要 性 。 そ の 状況 発生 
р, RAR. 

本 来 、 そ の 場所 で は 、 必 要 な 資源 が 、 難 な く 手 に 和信 る こと 。 
彼 自身 が 、 そ の 体験 を 、 予 め 、 学 習 し 、 記 憶 す る こと 。 そ の 
能力 。 そ の 実装 が 、 前 提 と し て 、 必 要 で ある こと 。 

必要 な 資源 を 入手 する た め の 、 特 定 の 、 手 続き 。 彼 自身 が 、 
その 内 容 を 、 予 め 、 学 習 し 、 記 憶 す る こと 。 そ の 能力 。 そ の 
実装 が 、 前 提 と し て 、 必 要 で ある こと 。 

その 場所 に お いて 、 必 要 な 資源 が 、 手 に 和信 ら な く な っ た こ 
と 。 彼 自身 が 、 そ の 状況 発生 を 、 新 た に 検知 する こと 。 そ の 
能力 の 、 実 装 。 

彼 自 身 が 、 障 害 物 の 存在 に つい て 、 新 た に 認識 を 得る こと 。 
その 能力 の 、 実 装 。 資 源 は 、 無 く な っ た の で は な く 、 何 者 か 
に 邪 魔 され て 、 人 手 出 来 な く な っ て いる こと 。 彼 自身 が 、 そ 
の こと を 検知 する こと 。 そ の 能力 の 、 実 装 。 

彼 自身 が 、 障 害 物 の 除去 を 、 試 みる こと 。 そ の 能力 の 、 実 
装 。 
РЕНН. НБ ФЕ ЕС, 


尽き る こと 。 そ の 時 点 に お いて 、 彼 自身 が 、 障 害 物 の 除去 

に 、 成 功 し て いる か 、 失 敗 し て いる こと 。 そ の 結果 。 彼 自身 
が 、 生 存 し 続け る か 、 死 ぬこ と 。 そ うし た 状況 発生 の 、 実 
№. 


初期 の 実装 内 容 。No.2. 

ある 生物 。 

彼 自身 に お ける 、 資 源 入 手 の 、 新 た な 必要 性 。 そ の 状況 発生 
р, RAR. 

必要 な 資源 が 、 難 な く 手 に 入る 場所 。 

彼 自身 が 、 そ の 発見 を 、 自 力 で 行う こと 。 そ の 能力 の 、 実 
装 。 

彼 自身 が 、 そ の 情報 を 、 予 め 、 知 ら な いこ と 。 彼 自身 が 、 必 
要 な 資源 の 在処 を 求め て 、 生 和香 う こと 。 そ の 能力 の 、 実 装 。 
必要 な 資源 を 入手 する た め の 、 特 定 の 、 手 続き 。 彼 自身 が 、 
その 内 容 を 、 予 め 、 学 習 し 、 記 憶 す る こと 。 そ の 実装 が 、 前 
提 と し て 、 必 要 て で ある こと 。 

その 場所 に お いて 、 必 要 な 資源 が 、 手 に 入ら な いこ と 。 彼 自 
身 が 、 そ の 状況 発生 を 、 新 た に 検知 する こと 。 そ の 能力 の 、 
実装 。 

彼 自 身 が 、 障 害 物 の 存在 に つい て 、 新 た に 認識 を 得る こと 。 
その 能力 の 、 実 装 。 資 源 は 、 無 い の で は な く 、 何 者 か に 邪魔 
され て 、 人 入手 出来 な く な っ て いる こと 。 彼 自身 が 、 そ の こと 
を 検知 する こと 。 そ の 能力 の 、 実 義 。 

彼 自身 が 、 障 害 物 の 除去 を 、 試 みる こと 。 そ の 能力 の 、 実 
装 。 

彼 自身 が 、 そ の 場所 に お ける 障害 物 の 除去 を 諦め て 、 他 の 場 
所 へ の 移転 を 、 新 た に 、 試 みる こと 。 そ の た め の 、 麟 断 能 
の 、 実 装 。 そ の た め の 、 移 転 開始 能力 の 、 実 装 。 
РАЕН. НЫ ФЕ ЕС, 
尽き る こと 。 そ の 時 点 に お いて 、 彼 自身 が 、 障 害 物 の 除去 
に 、 成 功 し て いる か 、 失 敗 し て いる こと 。 そ の 時 点 に お い 
て 、 彼 自身 が 、 資 源 の 獲得 に 、 成 功 し て いる か 、 失 敗 し て い 
る こと 。 そ の 結果 。 彼 自身 が 、 生 存 し 続け る か 、 死 ぬこ と 。 
そう し た 状況 発生 の 、 実 装 。 


初期 の 実装 内 容 。No.3. 

ある 生物 に と っ て 。 

同 威 や 障害 物 が 、 無 機 物 で て ある 場合 。 

登 威 や 障害 物 が 、 他 の 生物 で ある 場合 。 

他 の 生物 は 、 別 の 生物 に よる 、 存 在 除 夫 の 試み に 対し て 、 相 
Ble. Iie Oe Ca 

他 の 生物 は 、 別 の 生物 に よる 、 資 源 奪 取 の 試み に 対し て 、 相 
Bic, л9 си. 


複数 の 生物 。 

彼ら の 間 に お ける 、 資 源 の 奪い 合い 。 そ うし た 状況 発生 の 、 
実装 。 

彼ら の 間 に お ける 、 能 力 差 。 彼 ら の 間 に お ける 、 所 有 資 源 量 
の 差 。 そ うし た 状況 発生 の 、 実 装 。 


彼ら の 間 に お ける 、 勝 敗 の 発生 。 

無能 者 が 、 有 能 者 に よっ て 、 倒 され る こと 。 そ の 再現 。 
その 実現 の 前 提 と な る 、 基 盤 。 

彼ら 自身 が 、 生 き や す さ の 奪い 合い の た め に 用 いる 、 資 源 エ 
ネル ギー。 そ れ ら の 分 量 の 、 事 前 の 見 積もり 。 そ の 、 和 実装 。 
それ ら の 、 彼 ら 自 身 の 私 有 環 境 に お ける 、 著 積 と 消費 と 喪 
失 。 そ れ ら の 、 再 現 。 そ の 、 和 実装 。 


その 結果 。 

彼ら の 間 に お ける 、 上 下関 係 の 発生 。 そ の 固定 化 。 そ の 流動 
化 。 そ うし た 状況 発生 の 、 実 装 。 

上 下関 係 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 に 基づく 。 


有 能 性 。 
既得 権益 の 著 積 性 。 
tho ФАН. 


ВЕ. Стих, НЕВЕ EA CHS. 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


出力 値 の 高 さ 。 

出力 頻度 の 高 さ 。 

内 部 回 路 の 動作 効率 の 高 さ 。 
学習 性 の 高 さ 。 
対応 可能 な 幅 の 広 さ 。 


Butea OC) zs tate 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


資源 の 所 有 。 そ の 質 や 量 の 、 多 さ 。 
例 。 水 分 。 栄養 分 。 情報 。 他 の 生物 。 


資源 を 取得 する た め の 設 備 の 、 所 有 。 そ の 質 や 量 の 、 多 さ 。 
例 。 资 源 丰采 感 地 加、 私 的 空间 。 


彼 自身 が 著 積 する 、 資 源 や 設備 の 、 防 衛 。 そ の 能力 の 、 高 
&. 


他 の 生物 が 著 積 する 、 資 源 や 設備 の 、 奪 取 。 そ の 能力 の 、 高 
&. 


ある 生物 。 

彼 自 身 に お いて 、 登 威 や 障害 物 は 、 無 機 物 で も 、 他 の 生物 で 
も 、 初 期 状態 に お いて は 、 一 緒 で ある こと 。 

その 後 。 

より 詳細 な 状況 分 類 に 応じ て 、 彼 自身 の 反応 内 容 が 、 変 化す 
る こと 。 そ の 能力 の 、 実 装 。 

それ は 、 例 えば 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


初期 の 実装 内 容 。No.4. 


ある 生物 。 

登 威 や 障害 物 が 、 彼 自身 に と っ て 、 同 質 者 で ある こと 。 彼 自 
身 が 、 そ の こと を 、 検 知 す る こと 。 そ の 能力 の 、 実 逆 。 
彼 が 、 彼 自身 に と っ て の 同質 者 と 、 仲 間 に な る こと 。 彼 が 、 
MAB Cv COMBS COMIC. Bike. HR. ATA 
うこ と 。 そ の 能力 の 、 実 装 。 


登 威 や 障害 物 が 、 彼 自身 に と っ て 、 異 質 者 で ある こと 。 彼 自 
BAS, -ENI LR. RMT SIL. CORED, RHR. 
彼 が 、 彼 自身 に と っ て の 異質 者 を 、 排 除 す る こと 。 そ の 能 
р, RAR. 


それ ら の 能力 の 基盤 。 そ の 実装 が 、 必 要 で ある こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

対象 物 の 、 彼 自身 と の 、 同 質 性 や 異質 性 。 彼 自身 が ど 、 そ れ ら 
NEA. CNBR. ATS“. CONRAD, RA. 


(2022 年 7 月 初出 。) 


神経 回 路 の 実装 に 必要 な 、 基 本 的 な 神経 回 路 の 、 モ 
I а 
の 、 ; 


神 終 回 路 の 実装 に 必要 な 、 基 本 的 な 神経 回 路 の 、 モ ジュ ー ル 
化 。 そ れ ら の 、 基 本 的 な ライ ブラ リ と し て の 、 整 備 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 に 、 対 応 す る 。 

高 夫 プロ グラ ミン グ 言 語 に お ける 、 基 本 的 な 関数 ライ ブラ リ 
DD. BB. 


汎用 的 な 機能 。 
地点 の 移動 を 行う こと 。 


シー ケン シャ ル な 移動 。 シ ー ケ ンス の 、 事 前 の 、 人 策定 と 記 


憶 。 ラ ンダ ム な 移動 。 

計画 的 な 移動 。 計画 の 、 事 前 の 、 策 定 と 記憶 。 無 計画 な 、 
動 的 な 、 移 動 。 

出張 する こと 。 ホ ー ム に 戻る こと 。 


С 
YEH 
a 


环境 。 


外 部 环境 。 内 部 环境 。 


域 境 に 対す る 、 読 み 取 りや 見 積もり を 、 行 うこ と 。 


距離 。 所 要 時 間 。 種類 や 種別 。 物 理 的 な 分 量 。 精 神 的 な 負 
人 荷 。 不快 な 度合 。 苦 酷 な 度合 。 危 険 な 度合 。 未知 で ある 度 
a 

注入 が 必要 な 資源 の 、 種 類 と 分 量 。 

読み 取り や 見 積もり の 種類 毎 に 、 出 力 細 胞 を 、 予 め 、 個 別に 
用 意 す る こと 。 


環境 に 対す る 加工 を 、 行 うこ と 。 
改変 。 維持 。 
取得 。 TA. 吸引 。 掘削 。 カ ッ ト 。 コ ピー。 注 和信 。 投入 。 


ペー スト 。 人 除去 。 抹 消 。 В. ВА. RB. РЕ. Bia. M 
規 の 室 白 の 挿入 。 属 性 の 変更 。 初期 化 。 復元 。 


加工 の 種類 毎 に 、 出 力 細 胞 を 、 予 め 、 個 別に 用 意 す る こと 。 


彼 自身 の 神経 系 に 対す る 、 読 み 取 りや 見 積もり を 、 行 うこ 
と 


能力 。 活 動 水 準 。 健康 な 度合 。 元 気 な 度合 。 暇 な 度合 。 


彼 自身 の 神経 系 に 対す る 加工 を 、 行 うこ と 。 


学習 。 忘却 。 発 見 や 発明 。 


対象 に 対す る 、 読 み 取 りや 、 見 積もり の 、 内 容 。 
外部 環境 。 内 部 環境 。 彼 自身 の 神経 系 。 


物理 的 性 質 の 、 大 小 。 
化学 的 性 質 の 、 大 小 。 


取っ た 行動 に 対す る 、 反 応 や フィ ー ド バッ ク を 、 得 る こと 。 


成功 。 失 敗 。 未 解決 。 
進捗 有り 。 プ ラス の 進捗 。 マ イナ ス の 進捗 。 進捗 無し 。 
ето. ER. 


Ma TUS tHe. BIC fe{THIII OLY TO, EXP R 
о. 

№К><:`54178)^>, СЕМ Tet THIII OLY TO, ВХ 
テー ジ を 、 決 め る こと 。 


開始 。 処理 中 。 中 断 。 В, СТ. WE. 


実行 中 の 行為 。 そ の 成功 の 可能 性 の 大 小 を 、 弟 断 する こと 。 

その 麟 断 に 必要 な フィ ー ド バッ ク を 、 得 る こと 。 

進捗 の 有無 。 進捗 の プラ ス と マイ ナス 。 進 捗 の 度合 い の 大 

小 。 それら に つい て の 情報 。 

その 収集 の た め の 情 報 人 力 器 官 を 、 動 か すこ と 。 

その た め の 人 力 細 胞 を 、 空 け て 、 フ ィ ー ド バッ ク 専 用 に 、 発 
火 可 能 に する こと 。 


実行 中 の 行為 を 、 持 続 す る か 、 中 止 す る か を 、 麟 断 す る こ 
is 


УИ, FH. FOIL. 


相手 が 居る 場合 。 

相手 に 比べ て 有利 で て ある 場合 。 持 続 す る こと 。 

相手 に 比べ て 不利 で て ある 場合 。 中止 する こと 。 

そう し た 、 有 利 性 や 不利 性 の 、 弟 断 を 、 行 うこ と 。 

そう し た 、 有 利 性 や 不利 性 に つい て の 、 刻 断 基 準 を 、 予 め 、 
持つ こと 。 


有利 性 。 不利 性 。 そ れ ら の 生成 の 原因 。 


彼 自身 と 相手 と の 間 に お ける 、 有 能 隆 の 、 大 小 。 
彼 自身 と 相手 と の 間 に お ける 、 性 能 の 優劣 の 、 相 対 評 価 。 
彼 自身 と 相手 と の 間 に お ける 、 茎 得 権益 の 、 大 小 。 


中 止 する 場合 。 


その 地点 を 放 茎 し て 、 別 の 地点 に 移動 する こと 。 

その 地点 で 、 そ の まま 、 待 機 し て 、 様 子 見 を する こと 。 室 き 
の 順番 を 待つ こと 。 行 為 の 相手 が 居る 場合 。 そ の 地点 で 、 相 
手 と の 間 に お ける 、 上 下関 係 の 、 主 観 的 な 締結 を 行う こと 。 
その こと に より 、 上 位 者 か ら 、 融 通 を 、 少 し だ け 受 ける こ 
と 。 


持続 する 場合 。 


実行 中 の 行為 に 注入 する 内 的 資源 を 、 増 や すか 、 そ の まま 現 
状 維 持 す る か 、 減 ら す か を 、 誕 断 する こと 。 

実行 中 の 行為 に 注入 する 内 的 資源 を 、 増 や すか 、 そ の まま 現 
状 維持 する か 、 減 ら す か に つい て 、 新 た に 、 更 新 さ れ た 決定 
を 、 実 訪 す る こと 。 


生物 特有 の 機能 。 


内 部 環境 に お いて 、 資 源 の 、 恒 常 的 な 消費 を 、 行 うこ と 。 
内 部 環境 に お いて 、 資 源 不足 の 状態 に 、 定 期 的 に 、 陥 る こ 
と 
с. АЛЕ ЕЯ, HED SEA 
始 す る こと 。 
АЛЕ, BIRD. РСХА КИ 5+ С. Е 
< жи. 

外部 環境 か ら 、 資 源 を 取得 する 必要 に 、 定 期 的 に 、 迫 られ る 
a 
РИМЕ. ВА]. ЕН. FEA 
こと 。 そ の プロ セス が 、 と て も 苦痛 で ある こと 。 


外部 環境 か ら 、 資 源 の 吸入 を 行う こと 。 


資源 の 吸入 口 を 見 つけ る こと 。 
資源 の 吸入 口 に お ける 、 障 害 の 有無 を 、 検 知 す る こと 。 


障害 が 有る 場合 。 

en. -tnlt. URFOWNR CHS. MANZE. Min. 
岩石 な どの 無機 物 。 他 の ライ バル の 生物 。 
障害 を 、 除 夫 す る こと 。 

障害 物 を 、 除 去 す る こと 。 

物体 移動 の た め の 運 動 出力 器官 を 、 動 か すこ と 。 

その た め の 出 力 細 胞 を 、 発 火 さ せる こと 。 

その 行為 を 、 障 害 物 の 除去 へ の 成功 の 可能 人 性 の 大 小 を 乏 次 痢 
断 し つつ 、 障 害 物 の 除去 が 可能 と 考え て いる 間 は 、 障 害 物 の 
除去 が 完了 する まで 、 繰 り 返 すこ と 。 


障害 が 無い 場合 。 
資源 の 吸入 口 に 、 資 源 吸 入 器 官 の 入口 を 合わ せる こと 。 
資源 の 吸入 処理 を 、 実 行 す る こと 。 


資源 の 吸入 失敗 を 、 検 知 す る こと 。 
資源 の 吸入 失敗 の 原因 を 、 検 知 す る こと 。 


資源 が 枯 渦 し て いる こと 。 
吸入 処理 に 対す る 障害 が 、 存 在 し て いる こと 。 


外 的 な 障害 が 存在 する こと 。 障 害 物 。 КЛАНА СЖ 
95. BAR ГО, КЛАНА М9. tha 
ライ バル の 生物 。 

内 的 な 障害 が 存在 する こと 。 資 源 吸 入 器 官 の 故障 。 


資源 の 吸入 の 行為 中 に お ける 障害 を 、 除 去 す る こと 。 

外 的 な 障害 物 を 、 除 去 す る こと 。 

物体 移動 の た め の 運 動 出力 器官 を 、 動 か すこ と 。 

その た め の 出 力 細 胞 を 、 発 火 さ せる こと 。 そ の 行為 を 、 

障 害 物 O 除 去 八 0 成功 O 可 能 性 〇 大 小 在 逐次 判断 Lp??、 障 
SYMNORAD и В, ЕНОТ SH 
ЕС, И RTI“. 


РОЛ 0. RMARCHRT a. ЗСУ. 
ОЛ. КВЕСТА, ЗСУ. 

その 地点 と 、 そ の 資源 の 吸入 口 に つい て の 、 上 具体 的 な 情報 
を 、 そ れ ぞ れ 記 憶 す る こと 。 


その 失敗 完了 の 決断 後 。 

その 地点 を 放 茎 し て 、 別 の 地点 に 移動 する こと 。 

その 地点 で 、 そ の まま 、 待 機 し て 、 様 子 見 を する こと 。 室 き 
の 順番 を 待つ こと 。 そ の 地点 で 、 障 電 物 と の 間 に お ける 、 上 
下関 係 の 、 主 観 的 な 締結 を 行う こと 。 そ の こと に より 、 上 位 
者 か ら 、 分 け 前 を 、 少 し だ け 貸 うこ と 。 


研究 者 用 の 、 補 助 的 な 機能 。 


現状 の 神 健 回 路 の 、 ス ナッ プシ ョ ッ ト や 、 バ バックアップ 。 
以 前 0 神经 回路 〇 、 复 元 。 
RARER ST — AO, НО). MER. DARD. HKD 


神经 回路 八 O 〇 、 反 映 。 
任意 の 神 縦 回 路 に 対す る 、 教 師 付 き の 学 習 の 、 強 制 。 


(2022 年 7 月 初出 。) 


神経 回 路 の 設計 の 、 自 動 化 。 そ の 必要 性 。 


神 終 回 路 の 初期 設定 の 、 自 動 化 。 

細胞 の 一 覧 。 入 力 細 胞 の 一 覧 。 中 間 細 胞 の 一 覧 。 出力 細胞 の 
—S. tno, REBT. 
оф. thon, HE7T—-X. 

外部 環境 の 一 覧 。 それ ら の 、 静 書 デ ー タ 。 

結合 路線 の 一 覧 。 それ ら の 、 生 書 デー タ 。 そ の 内 部 に 、 複 数 
の 配列 を 、 含 むこ と 。 


上 記 の 、 一 覧 の 情報 か ら 、 実 際 の 神 篤 回 路 の 稼働 に 必要 な 設 
定 を 、 自 動 的 に 実行 する こと 。 そ の た め の 関 数 の 設定 。 
実際 の 神経 回 路 の 稼働 の 開始 。 その 、 自 動 的 な 実行 。 


出力 細胞 。 タ イプ 分 け 。 値 その も の の 出力 。 加 算 と 減算 の 出 
力 。 強 度 の 出力 。 

外部 環境 。 複 数 の 神 健 系 か ら の 出力 に 対応 する こと 。 デ ー タ 
集計 と 記憶 の サー バー と し て 動く こと 。 複 数 の プロ セス の 組 
みみ 合わ せ と し て 、 動 く こ と 。 地 点 毎 に 、 別 々 の 資源 管理 が な 
され る こと 。 


内 部 環境 。 外 部 環境 。 それら の 環境 に お ける 、 資 源 の 管理 。 
その 、 マ ル チ プ ブ プロセス と し て の 実現 の 必要 性 。 


資源 管理 の 種類 。 
AIR CH Zins. BIRCH SA. 


障害 が ある 場合 。 障 害 が 無い 場合 。 
取得 に 必要 な エネ ルギー の 分 量 。 
占有 者 が いる 場合 。 占 有 者 が いな い 場 合 。 


(2022 年 7 月 初出 。) 


神経 回 路 の 設計 に お ける 、 最 上 位 の 概念 。 そ れ ら の 設 
定 の 必要 性 。 


上 記 の 内 容 の 実現 に お いて 、 前 提 と な る 、 必 要 な 枠組 み 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


最上 位 の 概念 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
存在 。 オブジェ クト 。 
資源 それ 自体 。 
資源 を 消費 する 、 存 在 。 


物理 的 な 、 存 在 。 物 理 的 な 、 オ ブ ジ ェクト 。 

資源 が 配布 され て いる 場所 。 資 源 の 人 手口 。 水 飲み 場 。 
資源 。 酸素 や 水分 や 栄養 分 。 

それ ら の 、 消 費 者 や 占有 者 。 物 理 的 な 、 生 物 や 無機 物 。 


通信 的 な 、 存 在 。 通 信 的 な 、 オ ブ ジ ェクト 。 

資源 が 配布 され て いる 場所 。 サー バー。 

資源 。 サ ー バ ー 上 に お ける 、 情 報 。 

それ ら の 、 消 費 者 や 占有 者 。 サ ー バ ー の クラ イア ント 。 サ ー 
バー の 所 有 者 。 


予め 、 資 源 を 占有 する 、 存 在 。 予め 、 資 源 に 和 首 い 被 さ る 、 存 
在 。 資 源 を 私 有する 、 存 在 。 資 源 を 管理 する 、 存 在 。 茎 得 権 
益 を 所 有する 、 存 在 。 

予め 、 資 源 を 占有 し て いな い 、 存 在 。 予 め 、 資 源 か ら 離 れ て 
いる 、 存 在 。 予 め 、 資 源 か ら 遠 ざけ られ て いる 、 存 在 。 茎 得 


権益 を 所 有 し な い 、 存 在 。 


生物 。 

彼 自 身 。 

他 の 生物 。 

それ ら は 、 神 経 系 より も 、 更 に 上 位 の 概念 で て ある こと 。 
それ ら は 、 神 俊 系 を 包含 する 、 更 に 上 位 の 概念 で て ある こと 。 
物理 的 な 場合 。 生身 の 身体 。 

通信 的 な 場合 。 仮 想 的 な キャ ラク ター。 


非 生物 。 
物理 的 な 場合 。 土砂 や 岩石 。 障 害 物 。 
通信 的 な 場合 。 ファ イア ウォ ー ル 。 ボ トル ネッ ク 。 


資源 を 人 手 す る 能力 。 資 源 を 人 手 す る に 際 し て 、 競 合 相手 を 
875. ВЕ 

総合 的 な 有 能 性 。 

相手 の 存在 を 、 無 効 化 する 、 能 力 。 相 手 の 存在 を 、 無 か っ た 
こと に する 、 能 力 。 相 手 を 、 抹 消す る 、 能 力 。 相手 を 、 撃 退 
OS. ВЕЛ. я, Во. ВЕЛ. Ня, WET 

>. ВЕЛ. 

相手 に 対し て 、 攻 め 人 る 、 能 力 。 相 手 を 、 彼 自身 に と っ て の 
資源 化す る 、 能 力 。 相 手 を 、 彼 自身 に 対し て 、 従 属さ せる 、 
能力 。 相手 を 、 彼 自身 に と っ て の 家 箇 化す る 、 能 力 。 相 手 

a. FILMA У, ВЕЛ. 


物理 的 な 、 有 能 性 。 

重量 と 速度 と 加速 度 。 資 源 の 和信 手口 か ら 、 相 手 を 退 か せる こ 
と 。 
その た め の 、 相 互 の 、 衝 突 や 体 当 た り 。 そ の 際 に 、 相 手 を 授 
ね 退け る 、 人 能力 。 

生物 。 体重 。 エ ネル ギー の 大 き さ 。 動 さき の 速 さ 。 精 神 的 な 強 
ИЛ. 

ЗЕЕ. 無機 物 。 重 さく 。 エ ネル ギー の 大 き さ 。 動 き の 速 さ 。 


ВЕНУ. ABEME. 
Ня, «Ни. MS. MACS“. MFC 


よる 情報 取得 の 試み を 、 無 効 化 する こと 。 相 手 の 情 報 を 、 無 
ое. 

д-р. MAD, HOKE, COMIC, MF Hote 
5. ВЕЛ. 

例 。 DDos 攻 撃 。 マ ルウ ェ ア に よる 攻撃 。 

生物 。 

通信 の 妨害 。 

通信 の 傍受 。 

通信 の 強制 。 一 方 的 な 、 大 量 で 高 頻度 の 、 送 信 。 一 方 的 な 説 
教 。 
通信 の 強制 切断 。 一 方 的 な 受信 拒否 。 一 方 的 な 聞き 取り 拒 


ay 


それ ら を 実施 する 能力 。 そ れ ら を 保持 する 人 能 


ЗЕЕ. ЕЛ. 

通信 障害 を 発生 させ る 能力 。 

Bl, 雷 な ど に よる 、 通 信 電 波 障 害 。 地震 な ど に よる 、 通 信 回 
ОУ. 

それ ら を 実施 する 能力 。 それら を 保持 する 能 


知 的 な 有 能 性 。 資 源 の 人 手口 か ら 、 相 手 を 退 か せる こと 。 そ 
の た め の 戦 略 を 、 構 築 し 、 実 行 す る 能力 。 


Ke, 資源 の 奪取 。 資 源 と し て の 情報 の 、 奪 取 。 
セキ ュ リ ティ 。 資 源 の 防衛 。 資源 と し て の 情報 の 、 防 衛 。 


気体 的 思想 や 、 液 体 的 思想 。 そ れ ら と の 関連 性 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


気体 的 思想 に 基づく 、 競 合 相 手 の 、 撃 退 や 無効 化 。 
競合 相手 を 、 弾 き 飛 ば すこ と 。 
気体 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン の 応用 。 


液体 的 思想 に 基づく 、 競 合 相 手 の 、 撃 退 や 無効 化 。 
СНА. TLBATS I“. ЖЕЛЕ, ЗСУ. 
СНА и. 

競合 相手 を 、 排 する こと 。 競 合 相手 を 、 除 外す る こと 。 競 合 


相手 を 、 内 部 か ら 追 放す る こと 。 
液体 分 子 運 動 シ ミュ レー ショ ン の 応用 。 


神経 系 動作 の シミ ュ レ ーション に お いて 。 

気体 分 子 運 動 。 液 体 分 子 運 動 。 そ れ ら の シミ ュ レ ーション の 
プロ グラ ム と の 、 銃 合 を 、 最 終 的 に 行う こと 。 そ の 実現 が 、 
必須 で ある こと 。 


(2022 年 7 月 初出 。) 


神経 系 に お ける 、 存 在 中 の 環境 を 入れ 替え る 能力 。 神 
a a 


о 


神経 系 が 存在 可能 な 環境 に つい て 、 予 め 、 番 号 を 振っ て 、 配 
列 化 する こと 。 環 境 番号 を 、 設 定 す る こと 。 

神経 系 の 出力 細胞 に お いて 、 現 在 存在 中 の 環境 番号 を 、 新 た 
な 別 の 番号 へ と 変更 する こと を 、 可 能 に する こと 。 

$. 空間 移動 。 

神経 系 の 出力 細胞 に お いて 、 現 在 存在 中 の 環境 番号 を 、 隣 接 
する 、 新 た な 次 の 番号 へ と 、 次 々 に 変更 する こと を 、 可 能 に 
ずる を 。 


環境 番号 。 

茎 に 存在 する 番号 。 例 。 別 領域 へ の 転進 。 

新た に 拡張 的 に 生成 する 番号 。 例 。 新 領域 が 、 新 た に 、 開 拓 
可能 に な る ご こと: 

新た に 収縮 的 に 喪失 する 番号 。 例 。 茎 存 領域 の 喪失 。 茎 存 償 
域 が 、 新 た に 、 存 在 不可 能 に な る こと 。 


(2022 年 8 月 初出 。) 


神経 系 に お ける 、 環 境 を 変動 させ る 能力 。 そ の 、 実 


о 


РЕЖ. 
その 環境 が 持つ 、 固 有 の 値 。 


環境 の 読み 取り 。 
環境 変数 の 値 の 参照 を 、 行 うこ と 。 


TRIGA), TANS AUG. 

Rit RM OMEN BIAS. TILL. 
PRAMS LC, ДОНА, TILL. 
域 境 変 数 を 、 無 効 化 する こと 。 


環境 変数 の 変更 の 有無 に つい て の 、 フ ィ ー ド バッ ク 。 

環境 変数 の 変更 の 、 成 功 や 失敗 に つい て の 、 フ ィ ー ド バッ 
グ ク :。 
それ ら を 、 環 境 か ら 、 得 る こと 。 


(2022 年 8 月 初出 。) 


PERIL BITS. BURST. QUES. ATU. KH 
3. ВЕЛ. CD, 実装 。 


環境 変動 。 環境 へ の 書き 込み 。 
書き 込ん だ 値 を 、 長 期間 に わた っ て 、 そ の 環境 中 に お いて 、 
保持 可能 に する こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

刻印 。 

例 。 
НОЕ. GIP. Ново. ВИ. 
онл. НЕО 5, 


(202248 Я ЖЕ. ) 


神経 系 に お ける 、 環 境 と の 間 で 、 倍 号 や 記号 を や り 取 
りす る 、 能 力 。 そ の 、 実装 。 


情報 。 
神経 系 に と っ て の 、 全 て の 和信 力 刺 激 。 
環境 か ら の 、 全 て の 表現 。 


信号 。 

神経 系 に と っ て 、 彼 自身 の 生存 維持 に 真 結 する 、 和 人 入力 刺激 。 
神経 系 に と っ て 有意 味 な 、 和 人 入力 刺 激 。 

神 終 系 に と っ て 、 彼 自身 の 生存 維持 に 真 結 す る 、 環 境 表 現 。 
HAI CCAS, ЛЯ, 

その 、 環 境 か ら の 、 読 み 取 り 。 そ の 、 環 境 か ら の 、 受 信 。 
その 、 環 境 へ の 、 書 き 込 み 。 そ の 、 環 境 へ の 、 送 信 。 

例 。 

他 の 神経 系 と の 、 信 号 の 交信 。 


Е 

HAE SIRO, KEMPCEEMPC. ЛА, AINREANE 
き 換 え 。 そ れ ら の 結果 。 

例 。 

ЧЕРНАЯ & ОН] CRD ИЕ), ФОНА 
(tS. fF. CORED, +H. 


(2022 年 8 月 初出 。) 
環境 に お ける 、 神 経 系 に 対し て 、 任 意 の タイ ミン グ 
で 、 任 意 の 入力 刺激 を 発生 する 、 能 力 。 そ の 、 実 装 。 


その 環境 の 、 自 動 プ ロ セ ス 化 。 
その 自動 プロ セス に お ける 、 ト リガ ーー 設定 能力 の 、 実 装 。 


その 自動 プロ セス に お ける 、 そ の トリ ガー を 引く 能力 の 、 実 
装 。 

その 実装 に お いて 。 

その トリ ガー を 、 自 発 的 に 、 自 動 的 に 、 任 意 の タイ ミン グ 

で 、 任 意 の 回 数 で 、 任 意 の 間隔 で 、 任 意 の 強度 で 、 引 く 能力 
р, RAR. 

その 自動 プロ セス に お ける 、 タ イミ ング 設定 の た め の 、 時 九 
設定 の 能力 の 、 実 装 。 


例 。 

古典 的 条件 付け に お ける 、 本 来 の 入力 刺激 と は 別 の 、 新 た な 
和 人力 刺激 の 、 同 時 の 発生 。 

その 発生 タイ ミン グ の 、 研 究 者 に よる 、 自 由 な 、 設 定 や 制御 
の 、 可 能 化 。 


(2022 年 8 月 初出 。) 


神経 系 に お ける 、 権 利 関係 。 それ ら の 、 実 末 。 


存在 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
生物 。 


非 生物 。 和 无 机 物 。 例 。 土 砂 。 水 流 。 


権利 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


ある 存在 が 、 あ る 資源 を 、 好 き な 時 に 、 自 由 に 入手 出 来る こ 
と 。 そ の 可能 性 を 保有 する こと 。 

ある 存在 が 、 あ る 資源 の 入手 口 に 対し て 、 好 き な 時 に 、 自 由 
に アク セス 出来 る こと 。 そ の 可能 作 を 保有 する こと 。 


権利 を 取得 する こと 。 

ある 存在 が 、 あ る 資源 を 、 好 き な 時 に 、 自 由 に 入手 出来 る 状 
況 。 そ の 存在 が 、 そ れ を 、 新 た に 確保 する こと 。 

ある 存在 が 、 あ る 資源 の 入手 口 に 対し て 、 好 き な 時 に 、 自 由 
に アク セス 出来 る こと 。 そ の 存在 が 、 そ れ を 、 新 た に 確保 す 
る で ど 。 


権利 を 持っ て いる こと 。 

ある 存在 が 、 あ る 資源 を 、 好 き な 時 に 、 自 由 に 入手 出来 る 状 
況 。 そ の 存在 が 、 そ れ を 確保 し て いる こと 。 

ある 存在 が 、 あ る 資源 の 人 手口 に 対し て 、 好 き な 時 に 、 自 由 
に アク セス 出来 る こと 。 そ の 存在 が 、 そ れ を 確保 し て いる こ 
Са 


権利 の 、 獲 得 と 喪失 。 
ある 存在 が 、 彼 自身 の の 権利 を 、 他 者 に よっ て 、 和 奪わ れる こ 


と 

ある 存在 が 、 他 の 存在 の 権利 を 、 一 方 的 に 奪う こと 。 

例 。 急 に 発生 し た 土石 流 が 、 真 水 の 取 水口 を 、 一 方 的 に 塞ぐ 
ミミ と s 


ある 存在 が 、 他 の 存在 に 対し て 、 彼 自身 の 権利 を 、 双 方 の 合 
意 に 基づい て 、 移 譲 す る こと 。 

ある 存在 が 、 他 の 存在 の 権利 を 、 先 方 の 同意 に 基づい て 、 得 
る こと 。 

双方 の 合意 に お いて 。 

起 給 の 強弱 に お ける 、 優 劣 関係 や 、 上 下関 係 が 、 両 者 の 間 


に 、 存 在 す る こと 。 
交渉 能力 に お ける 、 優 劣 関 係 や 、 上 下関 係 が 、 両 者 の 間 に 、 
存在 する こと 。 


例 。 

リ アルタ イム の 情報 収集 に 用 いる 設備 の 保有 。 そ の 、 豊 か さ 
や 富裕 性 に お ける 、 優 劣 関係 や 、 上 下関 係 が 、 両 者 の 間 に 、 
存在 する こと 。 

心理 的 な 押し の 強 さ に お ける 、 優 劣 関 係 や 、 上 下関 係 が 、 両 
者 の 間 に 、 存 在 す る こと 。 


権利 に お ける 、 社 会 的 上 下関 係 。 


社会 的 な 上 位 性 。 
ある 存在 が 、 他 の 存在 の 権利 を 、 一 方 的 に 奪う こと 。 そ の 存 
在 が 、 そ の 可能 性 を 、 有 する こと 。 


社会 的 な 下位 性 。 
ある 存在 が 、 彼 自身 の 権利 を 、 他 の 存在 に よっ て 、 一 方 的 に 
故 わ れる こと 。 そ の 存在 が 、 そ の 可能 性 を 、 有 する こと 。 


下位 者 が 、 彼 自身 の の 権利 を 、 上 位 者 に よっ て 、 和 奪わ れる こ 
Cs 
上 位 者 が 、 下 位 者 の 権利 を 、 一 方 的 に 礁 うこ と 。 


そう し た 可能 性 の 、 発 生 要因 。 
権利 を 奪取 する 可能 性 。 上 位 性 。 そ の 、 発 生 要因 。 


有 能 性 。 
既得 権 葵 の 、 高 度 な 著 積 。 例 。 資 源 採 取 の た め の 、 高 性 能 な 
BHO). IRA. 


権利 を 奪取 され る 可能 性 。 下 位 性 。 そ の 、 発 生 要 因 。 


無能 性 。 
既得 権益 の 、 低 度 な 著 積 。 例 。 資 源 採取 の た め の 、 設 備 そ の 
ODA, ЗЕЖн. 


個人 に よる 、 権 利 の 保証 。 

ある 存在 。 彼 自身 の 権利 。 そ の 、 私 的 な 、 防 衛 。 
その 存在 が 、 そ の た め の 能 力 を 、 有 する こと 。 
その 存在 が 、 そ の た め の 既 得 権益 を 、 有 する こと 。 


社会 に よる 、 権 利 の 保証 。 
例 。 人 間 の 国家 に よる 、 人 権 の 保証 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


社会 に よる 、 個 人 の 権利 の 、 保 証 。 
社会 に よる 、 集 団 の 権利 の 、 保 証 。 
社会 に よる 、 社 会 の 権利 の 、 保 証 。 


社会 の ルレ ー ル を 、 生 成す る 存在 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


その 社会 に お ける 、 


上 位 者 。 


彼ら に お いて は 、 以 下 の 場合 が 、 存 在 す る 。 彼 ら が 、 そ の 社 
会 に お ける 、 少 数 派 で ある 場合 。 


その 社会 に お ける 、 


多数 派 。 


社会 的 ルール に よる 、 権 利 の 保証 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


上 位 者 に よる 、 下 位 者 の 権利 の 、 保 証 。 
上 位 者 に よる 、 下 位 者 に 対す る 、 権 利 の 、 AA. 


その 社会 の 多数 涯 に よる 、 そ の 社会 の メン バー の 権利 の 、 保 


证 。 


その 社会 の 多数 涯 に よる 、 そ の 社会 の メン バー に 対す る 、 権 


AID. TS. 


現状 の 、 民 主 主義 。 


ある 社会 に お いて 、 


WO Cs 


ある 社会 に お いて 、 


ね る ご と 


ある 社会 に お いて 、 


eee 


それ ら の 可能 性 が 、 


れ て いる こと 。 


それ ら の 可能 性 が 、 


СС 


上 位 者 と 、 下 位 者 と が 、 相 互 に 、 
Эх. ARE AS. НН, 
РЖ. ES (i772 S = и, 
その 社会 の 上 位 者 の 力 に よっ て 、 


ОЕ AMATI EDT, 


MVE 
和信 れ 替 
出来 る 
確保 さ 
確保 さ 


多数 性 の 確認 方 法 。 個人 に よる 、 意 思 表 示 。 そ の 実現 の た め 
の 、 個 人 に よる 投票 の 、 実 施 。 そ れ ら の 投票 数 の 朱 積 の 度 
ma 


神経 系 に お ける 、 権 利 関係 。 それ ら の 、 和 実装 。 

ある 神経 系 に お ける 、 権 利 の 、 獲 得 と 喪失 。 そ れ ら の 、 実 
Же. 

それ は 、 以 下 の 内 容 の 、 下 位 概念 で ある 。 

ある 存在 に お ける 、 権 利 の 、 獲 得 と 喪失 。 そ れ ら の 、 和 実装 。 


存在 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
生物 。 


非 生物 。 無 機 物 。 例 。 土 砂 。 水 流 。 


ある 存在 が 、 他 の 存在 を 、 資 源 の 人 手口 か ら 、 押 し 退け る こ 
Gs 
ある 存在 が 、 他 の 存在 を 、 現 在 の 居場所 か ら 、 押 し 退け る こ 


ae 

その 存在 が 、 そ の こと を 実現 する た め の 、 力 を 、 備 えて いる 
aie age 

そう し た 力 の 源泉 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


有 能 性 。 例 。 強 共 性 や 瞬発 力 が 、 高 いこ と 。 
既得 権益 の 、 高 度 な 所 有 性 。 例 。 高 性 能 な ブル ドー ザー の 、 
ALA. 


有 能 性 。 保 有 才 如 既得 椎 益 。 芝 机 户 O) 画 者 丰 合 算 岂 大 数值 。 
それ ら の 数 値 を 、 各 々 の 存在 毎 に 、 リ アル タイ ム で 算出 する 
ыы 

それ ら の 数 値 を 、 二 つの 存在 同士 で 、 リ アル タイ ム で 衝突 さ 
せる ご と 。 

その 数 値 が 、 よ り 大 きか っ た 存在 が 、 そ の 数 値 が 、 よ り 小 さ 


か っ た 存在 を 、 資 源 の 人 手口 か ら 、 押 し 退け る こと 。 

その 数 値 が 、 よ り 大 きか っ た 存在 が 、 資 源 の 入手 口 を 、 取 得 
する こと 。 

その 数 値 が 、 よ り 小 さか っ た 存在 が 、 資 源 の 人 入 手口 を 、 喪 失 
まる ご と 。 


双方 の 衝突 に お いて 、 勢 力 が 均衡 し て いる 場合 。 

その まま で は 、 双 方 の 衝突 が 、 い つま で も 終わ ら ず 、 決 着 し 
a A os 

その こと へ の 対策 。 

疲労 の 概念 を 、 導 入 す る こと 。 

衝突 攻撃 能力 に お ける 、 消 耗 や 疲労 。 例 。 筋 力 面 や 精神 面 で 
OD, AINSI £S, RH. 

衝突 防御 能力 に お ける 、 消 耗 や 疲労 。 例 。 コ ンク リー ト の 、 
強度 面 で の 疲労 。 


RANBAMAR. 

衝突 能力 が 、 時 系 列 的 に 、 低 下 し て 行く こと 。 
その 結果 。 

双方 の 、 和 衝突 に お ける 均衡 が 、 破 れる こと 。 
資源 の 入手 に お ける 、 勝 敗 が 、 決 する こと 。 


(2022 年 7 月 初出 。) 


ЧЕ. ФОНЕ РАЕН, В 
Ak. COMAEMED, ЗЕ. 


ある 生物 の 生存 維持 に お ける 、 資 源 の 摂取 の 必要 性 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

Я. 真水 。 塩分 。 栄養 の ある 有機 物 。 そ れ ら の 摂取 。 

それ ら の 実現 の た め の 、 前 提 と な る 、 能 力 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

例 。 ИЖ. #7. 栄養 の ある 有機 物 。 そ れ ら の 発見 。 そ れ ら 


р. FIR CHE. CNM, BARK. 
ть. AR OTIC KE). аи. 


遺伝 的 な 試行 錯誤 。 突 然 変異 の 線 り 返し 。 

文化 的 な 試行 錯誤 。 チ ャ レン ジ 人 行為 と 、 失 敗 学 習 の 、 繰 り 返 
ee 
遺伝 的 な 情報 伝達 。 遺伝 子 の 自己 複製 に よる 、 親 か ら 子 供 へ 
の 、 先 天 的 な 情報 伝達 。 

文化 的 な 情報 伝達 。 学校 に お ける 、 教 師 か ら 生 徒 べ の 、 後 天 
的 な 情報 伝達 。 


それ ら の 能力 を 獲得 し た 、 神 縦 回 路 。 そ の 実装 。 

特定 の 入力 刺激 を 、 特 定 の 資源 の 実在 を 示す 信号 と し て 、 認 
識 す る こと ど と 。 

そう し た 知 的 能力 の 、 神 経 回 路 に よる 、 実 現 。 


(2022 年 7 月 初出 。) 


神経 系 に よる 、 他 の 存在 に お ける 生物 性 の 有無 の 、 発 
見 や 認 識 。 そ の 可能 性 の 、 FH. 


生物 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


無機 物 を 支配 する 、 物 理 法則 。 

そう し た 法則 に 逆らっ て 動く 、 存 在 。 

そう し た 存在 を 、 発 見 し 、 認 識 す る 、 能 力 。 
例 。 

重力 の 法則 に 逆らっ て 動く 、 存 在 。 

低 所 か ら 、 高 所 へ と 伸び る 、 樹 木 。 

低 所 か ら 、 高 所 へ と 飛び 立つ 、 鳥 類 。 


有機 的 な 栄 准 分 を 内 蔵 す る 、 存 在 。 
自己 資源 化 が な され た 、 生 体 。 
例 。 


Ул REARS ©. PRO. AK. 


ある 存在 に お ける 、 そ うし た 性 質 の 保有 。 
ОСЬ. CILEWAOD, BRCM. 
特定 の 神経 回 路 に よる 、 そ うし た 知 的 能力 の 、 実 装 。 


(2022 年 7 月 初出 。) 
神経 回 路 の 設計 の 、 遺伝 的 な 規定 や 決定 。 そ の 実装 。 


神経 回 路 の 設計 に 関わ る 、 遺 伝 子 配列 。 そ れ ら の 情報 内 容 
の 、 規 定 や 決定 。 

特定 の 遺伝 子 配列 情報 か ら 、 特 定 の 神経 回 路 の 設計 内 容 へ 
の 、 自 動 的 な 変換 。 そ の 、 最 小 限 の プロ セス の 、 和 解明 。 
それ ら の 内 容 に つい て 、 最 も 簡易 な モデ ル を 、 作 成 し 、 実 装 
oo fs 


神 終 回 路 の 設計 の 、 遺 伝 的 な 変更 。 そ の 実装 。 
神経 回 路 の 設計 に 関わ る 遺伝 子 配 列 。 それら の 情報 内 容 の 、 
自己 複製 エラ ー に 基づく 、 実 然 変異 。 


(2022 年 7 月 初出 。) 


神経 系 に お ける 、 出 力 細胞 。 そ の 働き 。 


442-51) >. Ч ЛА. 

その 機能 。 

環境 に 対す る 、 出力 を 行う こと 。 物 理 的 な 出力 。 通 信 的 な 出 
Л. 

その こと で 、 環 境 を 、 彼 自身 に と っ て 、 よ り 生 きやすい 内 容 
へ と 、 変 化 さ せる こと 。 

外部 環境 に 対す る 出力 細胞 ば か り で な く 、 内 部 環境 に 対す る 


出力 細胞 も 、 必 要 で ある こと 。 
Bl, 生物 の 口腔 内 部 で の 、 水 分 や 栄養 分 の 吸収 の た め の 、 筋 
肉 運 動 。 


(2022 年 8 月 初出 。) 


生物 の 神経 回 路 に お ける 、 フ ィ ー ド バ パッ ク 機 能 の 、 実 


о 


出力 細胞 に よる 出力 が 、 有 効 だ っ た か どう か は 、 そ の 出力 細 
胞 に は 麟 断 不能 で ある こと 。 

その 麟 定 は 、 そ の 出力 に 対す る 環境 か ら の 反応 を 受け 取っ た 
АЛАН. РЕНО ГИ, FIETSI“. 
それ ら の 、 上 具体 的 な 作動 プロ セス 。 

神 縦 回路 に お ける 、 汎 用 的 な 、 フ ィ ー ド バッ ク 機 能 の 、 実 
№. 

その 実現 に 必要 な 、 了 予備 知識 。 制 御 工学 に つい て の 、 作 為 的 
な 数 学 理論 を 伴わ な い 、 基 盤 的 な 知識 。 


基本 的 な 、 フ ィ ー ド バッ ク 機 能 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


あぁ ある 出力 値 に つい て 、 そ の 出力 の 結果 に お いて 、 事 前 に 期待 
する 、 新 た な 人 力 値 を 、 予 め 、 初 期 設定 し 、 記 憶 す る こと 。 
出力 値 を 、 そ の 都度 、 別 途 、 前 回 の 出力 値 と し て 、 記 憶 す る 
aS 

前 回 の 出力 値 と 、 そ れ に 対応 する 新た な 人 力 値 と を 、 比 較 す 
る こと 。 

新た な 人 力 値 が 、 期 待 外 れ だ っ た 場合 は 、 出 力 値 を 、 新 た な 
値 へ と 、 修 正す る こと 。 

その 、 修 正 済み の 出力 値 の 出力 を 、 新 た に 行う こと 。 

ある い は 。 期 待 す る 人 力 値 の 値 を 、 新 た な 値 へ と 、 修 正 し 、 
新た に 記憶 し 直す こと 。 


上 記 の 内 容 を 、 恒 常 的 に 繰り 返す こと 。 


生物 の 神 縦 回 路 に お ける 、 必 要 な 、 フ ィ ー ド バッ ペク 機 能 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


期待 され る 、 和 人力 細胞 に お ける 、 人 人力 値 。 期待 され る 、 外 部 
環境 に お ける 、 出 力 値 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 

生き や すさ の 輸出 入 に お いて 、 黒 字 化 が 実現 する こと 。 現在 
所 有 し て いる 生き や すさ が 、 更 に 増大 する こと 。 現 在 所 有 し 
て いる 生き や すさ が 、 現 状 維持 され る こと 。 

内 部 環境 に お ける 、 現 在 所 有 し て いる 、 手 持ち の 資源 。 そ れ 
が 、 更 に 増大 する こと 。 そ れ が 、 減 少し な いこ と 。 内 部 環境 
か ら 、 そ れ ら の 事実 を 示す 出力 値 が 、 送 られ て くる こと 。 
そう し た 新た な 、 外 部 環境 か ら の 和 人力 値 を 、 予 め 、 初 期 設 定 
し 、 記 憶 す る こと 。 


出力 値 を 、 そ の 都度 、 別 途 、 前 回 の 出力 値 と し て 、 記 憶 す る 
С 

前 回 の 出力 値 と 、 そ れ に 対応 する 新た な 人 力 値 と を 、 比 較 す 
TE 


新た な 人 力 値 。 
その 大 き さ は 、 以 下 の 内 容 を 示す 値 へ と 、 変 換 さ れる こと 。 
マグ ニチ ュー ド 。 イ ン パ クト 。 


新た な 人 和 人力 値 の 取得 に お いて 。 

内 部 環境 か ら の 、 生 き や す さ の 水準 を 示す 数 値 が 、 改 善 さ れ 
た か 、 改 悪さ れ た か を 、 填 定 す る こと 。 

それ が 改 善 さ れ た 場合 。 それ は 、 期 待 に 沿っ て いる こと 。 
それ が 改悪 され た 場合 。 それ は 、 期 待 外 れ で ある こと 。 


それ ら の 麟 定 を 担う 中 間 細 胞 が 、 そ の 麟 定 結果 を 、 次 の 中 間 
細胞 へ と 、 通 知 す る こと 。 
その 麟 定 に は 、 以 下 の 二 種類 が 、 あ る こと 。 


(1) 


前 回 の 出力 値 が 、 適 切 で あっ た か か 、 不 適切 で あっ た か を 、 
Das a ie aes Gown eae 
oC 

MEOW, 851-79. BCH ODE. м 
о WIRE A о 
と 。 


新た な 人 力 値 が 、 期 待 外 れ だ っ た 場合 は 、 出 力 値 を あ 、 新 た な 
値 へ と 、 修 正 し 調 節 す る こと 。 
その 修正 や 調節 に お ける 、 ガ イド ライ ン 。 


新た な 人 力 値 が 、 大 き 過 ぎる 場合 。 新 た な 出力 値 を 、 よ り 小 
さい 値 べ と 、 抑 制す る こと 。 抑制 タイ プ の 中 間 細 胞 が 、 動 作 
ずる こと 

新た な 人 力 値 が 、 小 さ 過 ぎる 場合 。 新 た な 出力 値 を 、 よ り 大 
きい 値 へ と 、 促 進 す る こと 。 促 進 タ イプ の 中 間 細 脆 が 、 動 作 
Gites 

新た な 人 力 値 が 、 丁 度 良 い 場 合 。 新 た な 出力 値 を 、 修 正 し な 
ONS ee 


その 、 修 正 済み の 出力 値 の 出力 を 、 新 た に 行う こと 。 


HOLME. 

内 部 環境 か ら の 、 生 き や す さ の 水準 を 示す 数 値 が 、 改 善 さ れ 
た か 、 改 悪さ れ た か を 、 麟 定 す る 基準 。 

その 基準 値 を 、 見 油 す こと 。 そ の 基準 値 を 、 新 た な 値 へ と 、 
修正 し 。 新た に 記憶 し 真 す こと 。 

その 基準 値 の クリ ア が 、 容 易 過 ぎる 場合 。 その 基準 値 を 、 よ 
り 厳 し くす る こと 。 

その 基準 値 の クリ ア が 、 困 難 過 ぎる 場合 。 そ の 基準 値 を 、 よ 
り 緩 め る こと 。 

その 基準 値 の クリ ア が 、 有 妥当 で 適切 で ある 場合 。 そ の 基準 値 
を 、 特 に 変更 し な いこ と 。 


E45 ФЕ & ЗН 2 ЧРИ, -COFIEARA. ROPE 
細胞 へ と 、 通 知 す る こと 。 
EQS. AURORA, HSL. 


HEIDEN, ONCE otc. АННЫ. 
ее ааа 
ce 
前 回 の 基準 値 が 、 超 過 で あっ た か か 、 員 少 で あっ た か を 、 示 
ео аа 
と 。 


前 回 の 基準 値 が 、 期 待 外 れ だ っ た 場合 は 、 基 準 値 を 、 新 た な 
値 へ と 、 修 正 し 調節 する こと 。 
その 修正 や 調節 に お ける 、 ガ イド ライ ン 。 


前 回 の 基準 値 が 、 困 難 過 ぎる 場合 。 新た な 基準 値 を 、 よ り 実 
現 容易 な 値 へ と 、 抑 制す る こと 。 抑 制 タ イプ の 中 間 細 胞 が 、 
動作 する こと 。 

前 回 の 基準 値 が 、 容 易 過 ぎる 場合 。 新た な 基準 値 を 、 よ り 実 
現 困 難 な 値 へ と 、 促 進 す る こと 。 促 進 タ イプ の 中 間 細 胞 が 、 
動作 する こと 。 

前 回 の 基準 値 が 、 丁 度 良 い 場 合 。 新 た な 基準 値 を 、 修 正 し な 
いこ と 。 


その 、 修 正 済み の 基準 値 の 設定 を 、 新 た に 行う こと 。 
それ ら の 結果 に 基づい て 。 


予期 し 、 期 待 す る 、 外 部 環境 か ら の 人 入力 値 の 値 を 、 新 た な 値 
へ と 、 修 正 し 、 新 た に 記憶 し 真 す こと 。 


(2022 年 8 月 初出 。) 


出力 細胞 に よる 出力 。 そ の 有効 性 の 、 神 経 系 自身 に よ 
る 、 評 価 。 そ の 評価 能力 の 実装 。 


出力 細胞 に よる 出力 は 、 相 手 の 環 境 が 所 有する 有 能 性 の 強 民 
に よっ て 、 有 効 に な っ た り 、 無 効 に な っ た り 、 効 力 が 、 強 く 
な っ た り 弱 く な っ た りす る こと 。 

それ ら は 、 環 境 が 、 外 部 環境 の 場合 も 、 内 部 環境 の 場合 
無生物 の 場合 も 、 生 物 の 場合 も 、 全 て 、 共 通 で ある こと 。 
その 有 能 性 の 、 分 類 。 物 理 的 な 有 能 性 。 通 信 的 な 有人 能 性 。 
それ ら の 決定 要因 。 

物理 の 場合 。 質 量 。 作 動 エ ネル ギー 量 。 RE. MRE. 
通信 の 場合 。 デ ー タ 量 。 作動 エ ネル ギー 量 。 デ ー タ 速度 。 
デー タ 加 速度 。 

例 。 出力 細胞 に よる 出力 は 、 相 手 の 環 境 が 所 有する 強 物 性 や 
俊敏 性 の 強 絆 に よっ て 、 有 効 に な っ た り 、 無 効 に な っ た り 、 
効力 が 、 強 く な っ た り 弱 くく な っ た りす る こと 。 

その 例 。 相 手 に 対す る 、 打 ち 出 し や 吸入 や 刻印 は 、 相 手 が 較 
絆 な 地盤 の 場合 は 、 有 効 に な り 、 相 手 が 強 固 な 岩盤 の 場合 
は 、 無 効 に な る こと 。 

その 例 。 相 手 に 対す る 、 打 ち 出 し や 吸入 や 刻印 は 、 相 手 が 叫 
鈍 な 場合 は 、 有 効 に な り 、 相 手 が 俊 仁 な 場合 は 、 無 効 に な る 
See 

Gl, 移動 の 出力 は 、 相 手 の 地 形 の 平面 性 や 立体 性 の 次 第 で 、 
有効 に な っ た り 無 効 に な っ た り 、 効 力 が 、 強 く な っ た り 員 く 
な っ た りす る こと 。 

それ ら の 、 上 具体 的 な 作動 プロ セス 。 

出力 細胞 に よる 、 出力 。 そ の 出力 の 質量 。 そ の 出力 の 速度 。 
その 出力 の 加速 度 。 そ の 出力 の 持つ エネ ルギー 量 の 、 計 算 。 
その 出力 の 、 環 境 と の 、 衝 突 。 そ の 発生 の 、 誕 定 。 
それ ら の 衝突 時 。 

環境 に よる 、 出力 。 そ の 出力 の 質量 。 そ の 出力 の 速度 。 そ の 
出力 の 加速 度 。 そ の 出力 の 持つ エネ ルギー 量 の 、 計 算 。 
それ ら は 、 環 境 が 、 外 部 環境 の 場合 も 、 内 部 環境 の 場合 


無生物 の 場合 も 、 生 物 の 場合 も 、 全 て 、 共 通 で ある こと 。 
それ ら の 衝突 後 。 

その 生物 と 、 環 境 と の 、 双 方 の 、 物 理 的 な 反応 。 そ の 、 計 
算 。 そ の 結果 の 、 シ ミュ レー ショ ン 世 界 に お ける 、 記 憶 や 記 
録 。 

tho OMEN? RISO, AA. ИНО, RE. 

その 結果 内 容 の 、 和 人 力 細胞 に よる 、 感 知 。 そ の 、 可 符 。 そ の 
感知 が 、 可 能 で ある 場合 。 その 値 。 

その 値 の 、 入 力 細 胞 か ら 、 中 間 細 胞 へ の 、 転 送 。 
RR $5. ЖФ. 出力 を 続け る か どう か の 、 麟 


中 间 细 胞 上 - よる 、 新 た な 出力 内 容 の 、 決 定 
出力 の 続行 。 

出力 の 一 時 停止 

出力 の 、 完 全 な 中 止 。 


出力 続行 の 場合 。 
出力 頻度 の 、 増 大 か 、 滅 少 か 、 現 状 維持 . 
出力 タイ ミン グ の 、 調 節 。 そ の 、 定 常 化 。 そ の 、 変動 。 


出力 内 容 の 、 増 大 か 、 減 少 か 、 現 状 維持 。 

ВЕ] © MONA. АО, ABMS. AAD. Е 
и り 返 し 。 

前 回 と は 異な る 内 容 の 、 新 た な 別途 の 出力 。 


出力 の 、 液 体 性 と 気体 性 。 

液体 性 。 環境 に お ける 、 定 常 的 な 、 不 動 や 定住 。 環境 に お け 

>. ВОЛЕ, 環境 と の 、 一 体 融 合 化 。 環 境 と の 、 調 

和 。 環 境 の 、 丸 呑み 。 環 境 に 対す る 、 表 面 張 力 の 行使 。 環境 

に 対す る 、 閉 針 性 や 排外 性 。 

気体 性 。 環 境 に お ける 、 定 常 的 な 移動 。 環 境 に お ける 、 位 買 

の 、 自 発 的 な 変動 性 。 環 境 と の 、 分 離 独立 化 。 環 境 に 対す 

る 、 機 動 的 な 攻撃 。 環 境 に 対す る 、 開 放 性 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 の 、 反 映 で ある 。 生 物 に お ける 、 男 女 
の 性 差 。 


中 間 細 胞 に よる 、 新 た な 出力 内 容 の 、 出 力 細胞 へ の 、 送 信 。 
(2022 年 8 月 初出 。 ) 


生物 の 神経 系 に お ける 、 資 源 の 入手 。 そ の 簡略 化 さ れ 
た 、 基 本 的 な プロ セス 。 


生物 に お ける 、 資 源 の 入手 。 そ の 簡略 化 さ れ た 、 基 本 的 な プ 
ロ セ ス 。 

資源 の 探査 。 そ の た め の 、 室 間 移 動 。 そ の 試行 。 中 間 細 用 。 
出力 細胞 。 外 部 環境 に 対し て 。 

その 移動 の 、 そ の 時 々 に お ける 、 成 功 の 感知 。 入 力 細 胞 。 中 
間 細 胞 。 フ ィ ー ド バッ ク 。 外 部 環境 に 対し て 。 

資源 の 存在 の 感知 。 入力 細 胞 。 中間 細胞 。 外 部 環境 に 対し 
て 

資源 の 入手 の 、 開 始 。 そ の 試行 。 中 間 細 胞 。 出力 細胞 。 外 部 
環境 に 対し て 。 

資源 の 入手 に お ける 障害 物 の 、 存 在 の 感知 。 入力 細胞 。 中間 
細胞 。 外 部 環境 に 対し て 。 
ООО. tT. РАН. 出力 細胞 。 外 部 環境 
に 対し て 。 

その 除去 の 、 成 功 の 感知 。 入 力 細胞 。 中 間 細 胞 。 フ ィ ー ド 
バッ ク 。 外 部 環境 に 対し て 。 

資源 の 入手 の 、 開 始 。 そ の 試行 。 中 間 細 胞 。 出力 細胞 。 外 部 
環境 に 対し て 。 

その 開始 の 、 成 功 の 感知 。 フ ィ ー ド バッ ク 。 外 部 環境 に 対し 
て 。 

資源 の 入手 の 、 続 行 。 そ の 試行 。 中 間 細 胞 。 出力 細胞 。 外 部 
環境 に 対し て 。 

その 結果 。 外 部 環境 に お ける 資源 量 を 、 減 ら す こと 。 中 間 細 
ffl, 出力 細胞 。 外 部 環境 に 対し て 。 資 源 量 に つい て の 、 マ イ 
ナス 演算 の 、 打 ち 出 し 。 

資源 を 人 手中 で ある こと の 、 そ の 時 々 に お ける 、 感 知 。 入 力 
細胞 。 中 間 細 胞 。 フ ィ ー ド バッ ク 。 内 部 環境 に 対し て 。 外 部 


環境 に 対し て 。 

資源 の 入手 の 、 完 了 。 そ の 感知 。 入力 細胞 。 "РАН. ABB 
環境 に 対し て 。 

例 。 牛馬 や 鳥 に よる 、 水 飲み 場 で の 、 飲 水 の 行 為 。 

例 。 人間 に よる 、 石 油 タ ンク か ら 、 石 油 ポ ンプ を 用 いて 、 石 
油 を 吸い 出す 、 行 為 。 

例 。 人間 に よる 、 パ ソコ ン の 内 上 蔵 記憶 装 四 か ら 、 外 部 メモ リ 
を 用 いて 、 デ ー タ を 吸い 出す 、 行 為 。 


(2022 年 8 月 初出 。) 


通信 的 空間 。 通 谷 に よる 移動 。 そ の 実像 。 


通信 に よる 移動 は 、 物 理 的 移動 の 一 種 で て ある こと 。 
通信 に よる 移動 。 

それ は 、 以 下 の (1) か ら 、 以 下 の (2) へ の 、 物 理 的 移動 
で ある こと 。 

(1) 

情報 が 刻ま れ て いた 、 送 依 元 の 、 以 前 の 記憶 装 胃 。 そ の 、 物 
理 的 位 置 。 

(2) 

ЛЗ И, ЕО. ROAR. CO. М 
理 的 位 置 。 


そう し た 移動 が 起き さる 空間 と し て の 、 通 信 的 空間 。 
そう し た 通信 的 空間 は 、 結 局 は 、 物 理 的 空間 の 一 種 で ある こ 
г 


(2022 年 8 月 初出 。 ) 


神経 回 路 の モジ ュー ル 化 の 、 必 要 性 。 


神 縦 回 路 の モジ ュー ル 化 が 、 必 要 で ある こと 。 

その 実現 に よる 、 神 経 回 路 の 各部 分 に お ける 、 普 遍 的 な 共通 
化 が 、 必 要 で ある こと 。 

例 。 

人 力 細 胞 か ら 、 中 間 細 胞 へ の 、 情 報 伝 達 の 、 送 信 部 分 。 
入力 億 の 、 マ グ ニ チ ュー ド や イン パク ト に 基づく 、 修 正 の 、 
付与 。 

例 。 

中 間 細 胞 か ら 、 出力 細胞 へ の 、 発 火 伝達 の 、 送 信 部 分 。 
それ ら は 、 共 通 に 、 以 下 の 機 能 を 、 持 つこ と 。 

前 回 の 出力 値 に 対す る 、 フ ィ ー ド バッ ク の 付 与 。 


(2022 年 8 月 初出 。) 


神経 回 路 の プロ グラ ミン グ 。 そ の 、python 育 語 に よ 
る 、 サ ンプ ルコ ー ド 。 


а | 
da фе a Я 


無神論 と 殊 の 救済 に つい て 。 
脳神経 科学 で 生き よう! 
は じ め に 


この 本 は 、 エ ッ セ イ 形 式 で まとめ られ て いま す 。 
各 記 事 は 、 筆 者 が 執筆 し た 順番 に 並ん で いま す 。 


どこ か ら 読 み 始 め て も OK で す 。 


脳 の 活動 を 監視 する へ ヘルメット や ヘ へ アパ ン 
ド 。 そ れ ら の 存在 に よる 、 良 心 の 発生 。 


人 間 の 内 心 を 、 外 部 か ら 、 う か が い 知 る こと 。 
それ は 、 現 状 で は 、 難 し い 。 


ある 人 が 、 灯 人 や 詐欺 の よう な 外 赴 な 意図 を 抱い て いる 場 
za 


仮に 、 彼 が 、 周 囲 に 対し て 、 外 観 的 に 、 良 い 人 の 振り を し 
た 、 と する 。 
する と 、 周 囲 の 人 々 は 、 以 下 の よ うに 思っ て し まう 。 


TI OAS. АЛЕ. | 


その た め 、 人 間 は 、 ど うし て も 、 以 下 の こ と を 行い が ち で あ 
る 。 
НАЛ СР, ВИС, ЖЗИ, 


そう し た 人 間 の 内 心 を 、 絶 え ず 監視 する こと 。 

その ご と で 、 洲 間 が 、- 加 いこ と を し な いよ うに 。 ао. 
その よう な 役割 を 果たす 存在 。 

人 間 が 、 そ の よう に 考え 出し た 存在 。 

それ が 、 宗 教 に お ける 、 神 で ある 。 


今 ま で の 人 間 。 

彼ら は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 毎 日 、 必 死に な っ て 、 試 みて 
来 た 。 

神 に よっ て 、 絶 え ず 、 彼 ら 自 身 の 内 心 を 、 見 守ら れ て いる こ 
と 


その よう に НЕЕ. 

оси, АЯКС НИ 
が 、 働 く こ と 。 

そう し た 、 外 在 的 な 、 仮 想 の 力 あ る 存在 に 頼る こと 。 
その こと で 、 彼 ら 自 身 の 良 心 を 、 維 持 し よう と し て きた こ 
а 


し か し 、 神 は 、 あ くま で 、 人 間 が 仮想 的 に 作り 出し た 、 ご 都 
合 主義 の 産物 で ある 。 

それ は 、 和 実際 に 存在 する わけ で は 無い 。 

それ は 、 あ くま で 、 信 心 す る 限り 有効 な 代物 で ある 。 
ЛЕО ВЕР. ВЕРЕН 

その 効力 は 、 急 激 に な く な る と 考え られ る 。 
そう な っ た 場合 。 

神 と いう 、 外 部 の 監視 者 。 

それ を 失っ た 人 間 は 、 以 下 の こ と の 実現 が 、 そ の まま で は 難 
し く な る と 考え られ る 。 

彼ら 自身 の 内 心 に お いて 、 恨 心 を 維持 する こと 。 


科学 の 時 代 に な っ た 場合 

人 間 の 内 心 を 、 監視 する こと 。 

その こと で 、 人 間 の 良心 を 、 維 持 す る こと 。 

その た め の 仕 組み と し て 、 何 が 考え られ る だ ろう か ? 


考え 得る 可能 人 性 の 一 つ 。 

eee + + る 、 特 定 箇 所 か ら 全体 へ の 活動 。 
その 内 容 を 読み 取る 、 以 下 の よ うな 存在 。 

MRI, 

RMIT VR—-V a RAMA EE. 

HAS OH OMSK. 


その よう な 機械 や 、 ハ ー ド ウェ ア を 、 活 用 する こと 。 

人 間 の 脳 の 活動 を 監視 する 、 ハ ー ド ウェ ア 。 
tHe. HA. DL, ЕЛИ Си, 

それ は 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 装備 を 伴う ハー ドウ ェ ア で あ 
る こと 。 


例 。 
軽い へ ヘルメット や 、 ヘ アバ ンド 。 


太陽 電池 や 、 軽 量 の 充電 池 。 


АРА. Шо СВ 绝 云 
ず 着 用 する こと 。 

例 。 

см. 


その こと を 、 以 下 の 存 在 に よっ て 、 義 務 付 ける こと 。 
人 類 に お いて 普遍 的 に 通用 する 、 法 律 。 


人 間 の 脳 活動 を 、 測 定 し 、 監 視 す る 機能 。 
それ を 内 上 蔵 す る 、 ヘ へ ヘル メッ ト や 、 ヘ へ アバ ンド 。 
人 間 が 、 そ れ ら を 、 常 に 着用 する こと 。 


その こと で 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 可 能 に な る 。 

人 間 が 、 あ る 特定 の 考え を 抱い た 場合 。 

その こと を 、 自 動 的 に し チェック する こと 。 

その 旨 を 、 以 下 の よ うな ハー ドウ ェ ア に 、 表 示す る こと 。 
例 。 

ヘル メッ ト に 装着 され た ラン プ 。 

遠隔 地 に 存在 する モニ ペタ 。 


人 間 が 、 そ れ ら の 利用 に よっ て 、 他 人 の 心理 状態 を 、 無 線 終 
AR. BIC, BHT СУ. 


ЛЕ АЛЕН. 

その 際 に 、 脳 の 活動 上 に 現れ る 、 特 異な サイ ン 。 

それ を 、 脳 の 活動 を 監視 する ヘル メッ ト が 、 読 み 取 る こと 。 
その こと を 、 ラ ンプ や 、 電 波 な ど を 用 いて 、 周 囲 の 人 々 に 対 
し て 、 表 示す る こと 。 

そう する こと で 、 以 下 の 内 容 を 、 周 囲 の 人 々 に 対し て 、 通 知 
し 、 警 告 す る こと 。 

嘘つき の 人 間 が 、 彼 ら 自 身 の 邊 ぐ 近 くに 、 存 在 す る こと 。 


嘘 発見 器 。 

их, ИЖ. ВЯ, МЕССЬЕ. 

それ が 、 真 接 、 人 間 の 脳 活動 を 、 測 定 す る こと 。 

その こと が 、 新 た に 可能 に な る こと 。 

その こと で 、 距 つき の 人 間 を 発見 する 際 の 精度 を 、 大 幅 に 向 
上 させ る こと 。 


人 殺し や 、 詐 欺 。 

ENKI. ЛЕС, Ев. 

それ ら の 持ち 主 。 

彼ら が 、 そ うし た 邪 患 な 考え を 持っ た 瞳 間 に 、 彼 ら の 脳 の 活 
動 上 に 現れ る 、 特 徴 的 な サイ ン や 、 パ ター ン 。 

それ ら を 、 彼 ら の 頭 部 に 装着 され た ヘル メッ ト が 、 読 み 取 る 
ое 

その こと で 、 周 囲 の 人 々 に 対し て 、 以 下 の 情 報 を 、 公 然 と 知 
ら せ る こと 。 

TI OMAld, BOATS ! 」 

そう し た 情報 が イン ター ネッ ト や 電話 の 向こう 側 に 存在 す 
る 取引 相手 に 対し て も 、 正 し く 通 知 さ れる こと 。 

その よう に 、 情 報 シ ステ ム を 、 構 築 し 、 維 持 す る こと 。 


Если. 

そう し た 心理 状態 に な っ て いる 人 物 。 

彼 の 内 心 を 、 ヘ へ ヘル メッ ト て で 検知 する こと 。 

その こと で 、 周 囲 の 人 々 が 、 以 下 の 情 報 を 、 ラ ンプ の 点灯 
や 、 特 定 電 波 の 発信 に よっ て 、 リ モー ト で 、 分 か る よう に す 
бы 

ГОЛ, СЪЕЛ СЯ. 

あな た が 、 こ の 人 に 近づい た 場合 、 あ な た は 、 き っ と 、 と て 
も 酷い 目 に 遭い ます ! 」 


犯 差 を 、 人 知れ ず 犯 し て いる こと 。 

そし て 、 そ の こと に つい て 、 素 知ら ぬ 顔 を し て いる こと 。 
その 事実 が 、 周 囲 の 人 々 に 対し て 、 ば れる こと 。 

そう し た こと が 起き る と 、 困 る こと 。 

その 発生 に つい て 、 と て も 不安 で ある こと 。 


そう し た 内 心 を 、 ヘ へ ヘルメット て で 特別 に 感知 する こと 。 

その こと で 、 周 囲 の 人 々 が 、 以 下 の 情報 を 、 リ モー ト の 状態 
で 、 理 解す る こと 。 

「 こ の 人 は 、 隠 れ て 悪い こと を し て いる 、 犯 漠 者 で す ! | 


脳 内 を 監視 する 情報 。 

GPS が も た ら す 位 次 情報 。 

それ ら を 組み 合わ せ て 、 周 囲 の 人 々 に 対し て 、 以 下 の よ うな 
通知 を 、 行 うこ と 。 

[悪い こと を し じ し て 、。 な お か が か が つ 。、。 そ の こと を 。、。 оС 
る 人 。 

そう し た 和 悪人 が 、 こ の 町 内 に いま す !」 

そう し た 情報 を 、 周 囲 の 人 々 に と っ て 、 誕 別 可 能 に する こ 
Ce 


人 助け を する 気持 ち 。 

平和 な 気持 ち 。 

そう し た 、 良 い 考 え の 持 ち 主 。 

彼 が 、 そ うし た 良好 な 考え を 持っ て いる こと 。 

その こと を 、 彼 の 脳 活動 か ら 、 読 み 取 る こと 。 

そし て 、 周 囲 の 人 々 に 対し て 、 以 下 の よ うな 情報 を 通知 する 
ве 

「 こ の 人 は 、 人 危険 人 物 で は あり ませ ん 。 

安心 し て 下さ い 。 

この 人 は 、 と て も 良い 考え の 持ち 主 で す ! 」 


その こと で 、 彼 の 元 に 、 恨 心 や 和 善意 の ポイ ント が 、 貯 まる こ 
Cx 
HLH, HSAMOMC,. CILERTY AS KK SAP 
まっ た 場合 。 

その 人 物 に つい て 、 以 下 の 通 知 を 、 周 囲 の 人 々 に 対し て 、 行 
и. 

「 そ の 人 物 は 、 人 徳 の 高い 聖者 で す 。」 


脳 の 活動 を 監視 する ヘル メッ ト 。 
それ が 、 人 間 の 脳 内 の 心理 状態 を 測定 し 、 チ ェ ッ ク す る こ 


с 
その こと で 、 そ れ が 、 人 間 の 内 心 の 監視 者 と し て 機能 する こ 
Cs 
その 結果 、 そ れ が 、 人 間 に 対 し て 、 恨 心 の 発生 を 促す よう に 
な る こと 

その こと で 、 和 従来 の 見 張り 役 で ある 神 が 要 ら な く な る こと 。 
その 結果 、 宗 教 も 要ら な く な る こと 。 


脳 科学 の 進展 。 
その こと で 、 人 間 は 、 神 と 宗教 を 、 克 服 す る こと が で きる 。 
それ は 、 一 種 の 科学 革命 で ある 。 


全て の 人 間 に 対 し て 、 ヘ へ ヘル メッ ト 装 着 を 義務 づけ る こと 。 
その 実現 に よっ て 、 以 下 の こ と が 可能 に な る 。 

ヘル メッ ト を 装着 し て いな い 人 間 。 

彼ら が そう し た 行動 を する こと 自体 、 居 下 の こ と の 表れ で あ 
る こと 

彼ら が 、 そ の 内 心 に お いて 赴 意 を 抱い て いる こと 。 

その た め 、 彼 ら は 、 そ の まま で は 、 ヘ へ ヘル メッ ト を 装着 する こ 
と の で さい NE 

彼ら は 、 そ うし た 行動 を 取る こと で 、 以 下 の 事 実 を 、 周 囲 の 
人 々 に 対し て 、 示 し て いる こと 。 

「 私 は 、 実 は 、 危 険 人 物 で す ! 」 

その よう に 、 彼 ら の 内 心 を 割り 出す こと 。 


その 場合 、 以 下 の こ と を 考 慮 する 必要 が ある 。 

プラ イバシー と の 兼ね 合い 。 

個人 の 脳 の 活動 の 全て を 、 洗 いざ らい 、 外 部 に 対し て 、 ヘ へ ヘル 
xy bE CART SIC. 

それ は 、 プ ライ バシ ー の 侵害 を 引き 起こ す 。 


自分 の 内 心 の 考え が 、 皆 外部 に 漏れ て し まう こと 。 
その こと を 考え て 苦し む 、 統 合 失 調 症 の 患者 。 
彼ら が 抱え る 問題 と 同様 の 問題 。 

それ ら が 、 ヘ へ ヘル メッ ト 着 用 者 に 起き て し まう こと 。 
を その こと が か が: 手 分 に 予想 きれ る と 。 


その た め 、 少 な く と も 、 予 め 、 以 下 の 内 容 を 実現 する こと 。 
ヘル メッ ト の 機能 を 、 当 初 は 、 以 下 の よ うな 内 容 へ と 、 終 る 
Вы 

個人 が 、 そ の 内 心 に 、 悪 意 を 抱い て いる こと 。 

その こと を 、 外 部 に 通知 し 、 摘 発する 機能 。 


そう し た 形 で 、 ヘ へ ヘル メッ ト を 、 新 た に 製作 する こと 。 
(2008 年 9 月 初出 ) 


EE HERR. 


АХ. МИРО ЕЕСФФ. 
神経 系 が 活動 し て いる 状態 。 

神 俊 回 路上 を 通る 、 電 気 的 な イン パル ス 。 
それ ら の 発火 や 伝達 。 

それ ら の 集合 体 。 


寺 現 に つい て は 、 以 下 の 内 容 が 実現 可能 で ある 。 
その 存在 を 、 個 別 の 神 終 回 路 の 活動 へ と 、 バ ラバ ラ に 分 解 し 
с. 考え る ご と 。 


その 点 、 以 下 の 内 容 の 主張 が 、 十 分 に 可能 で ある 。 


圭 殊 が 、 人 間 だ け で な く 、 神 経 系 を 持つ 動物 一 般 に お いて 、 
広く 存在 する こと 。 


例 。 

カナ ブン の よう な 昆虫 。 

神経 系 が 、 彼 ら の 頭 部 に 、 内 上 蔵 さ れ て いる こと 。 

その た め 、 彼 ら の 体内 に お いて 、 魂 が 、 確 実に 存在 する こ 


32287. Л С. ИМЕ ARIC BUY. ДОН 
する こと 

例 。 

テレ ビ や パソ コン の よう な 、 電 化 製品 。 

それ ら の 内 部 に 存在 する 電気 回 路 の 上 を 、 電 流 が 生き て 通っ 
て 。 MMe о" 

その 点 で は 、 そ れ ら も 、 電 源 が 信 っ て いる 間 は 、 生 き て いる 
ey ae 

その 意味 で は 、 そ れ ら は 、 魂 を 持っ て いる こと 。 


死ぬ と いう こと 。 

それ は 、 以 下 の こ と と 同一 で ある 。 

神経 系 や 電気 系 銃 。 

それ ら の 上 を 、 イ ン パ ルス や 電流 が 流れ な く な る こと 。 
それ ら を 内 蔵 す る 存在 の 内 部 に お いて 、 電 気 が 消 える こと 。 


電気 製品 は 、 そ の コン セン ト を 抜く 度 に 、 死 ぬ 。 
その 製品 に 、 内 上 蔵 バ ッ テ リ ー が 存在 する 場合 。 
その 内 上 蔵 バ ッ テ リ ー も 同時 に 抜く こと 。 

その こと で 、 そ の 製品 を 、 完 全 に 死亡 させ る こと 。 
その 製品 の 魂 を 、 完 全 に 消す こと 。 

そう し た こと が 、 可 能 で ある 。 


動物 や 人 間 の 場合 。 

それ ら の 神経 系 に 酸素 が 送ら れ な く な る こと 。 
それ ら の 脳 が 、 物 理 的 に 破壊 えれ る こと 。 

上 記 の いずれ か の 事象 が 、 発 生 す る こと 。 


その 結果 、 そ れ ら の 神経 系 が 不 活性 化す る こと 。 

その こと で 、 そ れ ら の 内 部 に お いて 、 電 気 的 な イン パル ス が 
Wee KT Oa Cs 

CORR, ФИ НИ, Baw eerie. 


その 時 点 で 、 そ れ ら が 、 死 ん だ こと に な る こと 。 


魂 は 、 電 気 的 な 存在 で ある こと 。 
生命 や 人 間 や 電化 製品 が 、 死 ん だ 場合 。 
Bld. СОНЕТ. ФНС СУ. 


以下 の こと は 、 あ り 得 な い 。 

BAS, FRI) Cll, AlLA SIL. 

CO CDOs DROS Cia AO: 

死後 の 世界 は 、 天 国 も 、 地 獄 も 、 共 に 存在 し な いこ と 。 


死ん だ 人 の 穀 列 は 、 ど こ に ある か ? 
それ は 、 ど こ に も 存在 し な い 。 
それ は 、 神 終 系 の 活動 の 停止 と 同時 に 、 そ の 場 で 消滅 し た 。 


死後 の 世界 の 存在 。 

その こと を 前 提 と し た 、 世 界 の 諸 宗 教 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 へ と 、 改 め ら れる べき で ある 。 
死後 の 世界 を 存在 し な いも の と し た 、 現 世 完 結 の 内 容 。 


(2008 年 9 月 初出 ) 


無 宗教 や 無神論 者 の 人 で も 救 わ れる こと 。 
その 実現 方 法 。 


無 宗 教 者 。 
無神論 者 。 
彼ら は 、 以 下 の 行 為 を 、 日 々 実践 する 。 


他人 の 生存 の 役に立つ こと 。 
それ は 、 労 働 で も 何で も 良い 。 


無 宗 教 者 。 


無神論 者 。 
彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 日 記 や レシ ピ と し て 、 文書 化す る 。 


(1) 

「 具 体 的 に 、 こ うい うこ と を し た ら 、 他 の 人 の 役に立ち 、 喜 
ば れ た 。」 

そう し た 普 行 の ノウ ハウ 。 

(2) 

「 こ れ は 、 人 が 生存 し て いく 上 で 、 和 重要 で ある 。 

私 は 、 そ れ を 、 残 し た い 。」 


て の さよ うに 思う こと 
彼ら 自身 に お ける 、 そ うし た 信念 や 教訓 。 


(3) 
「 人 間 は 、 具 体 的 に 、 こ うい うこ と を し た ら 、 良 い 。」 


そう し 夫 、 ビ ジ ネ ズ 正 の ジウ バウ 


(3 ed) 
その 行為 は 、 他 人 に も 自分 に も 利益 に な る 。 


(3-2) 
ОЯТ. ВЕРФЬ. 


(3-3) 
その 行為 は 、 社 会 的 に 害悪 を 生み 出さ な い 。 


無 宗教 者 。 
無神論 者 。 
彼ら は 、 上 記 の 文書 に つい て 、 以 下 の 行 為 を 実行 する 。 


(1) 
それ を 、 彼 ら 自 身 の 遺 伝 的 子 換 へ と 、 代 々 伝え る こと 。 


(2) 


彼ら 自身 と 関係 の 深い 他 者 。 

彼ら 自身 に と っ て 、 思 い 人 れ の ある 、 組 織 や 、 集 団 。 

例 。 

企業 。 

ЕТ 

それ を 、 そ れ ら の 構成 員 に よっ て 、 代 々 受け 継い で も ら う こ 
ae 


(3) 
HIF —RERKLT < NS, (ERO BIT 5 Вх. 
例 。 
日 本 の 国立 国会 図書 館 。 
それ を 、 そ れ ら の 存在 へ と 送付 し て 、 後 世に 残す こと 。 


その 人 は 、 例 え 、 無 宗教 者 や 無神論 者 で あっ て も 、 後 世 の 社 
会 か ら 謀 えら れ 、 救 われ る 。 

彼ら 自身 の 考え や 、 創 意 工 夫 や ノウ ハウ 。 

それ ら が 、 後 世に ずっ と 残り 続け る こと 。 

それ は 、 半 ば 、 以 下 の こ と と 、 同 じ こ と に な る 。 

水 遠 の 命 を 得 た こと 。 


無 宗 教 者 や 無神論 者 。 
彼ら は 、 そ うし て 、 水 遠 の 命 を 、 得 る 。 


彼ら は 、 そ うし て 、 救 われ る 。 
彼ら は 、 そ うし て 、 大 国 に 行っ た こと と 同じ 効果 を 、 得 る 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


全て の 神 は 、 人 造 神 で ある 。 


今 ま で 出 て きた 、 宗 教 の 神 。 
それ ら は 、 全 て 人 が 考え 出し た も の で ある 。 
それ ら は 、 人 間 の 知能 の 枠 内 を 、 出 て いな い 。 


р, И, RAMS. A. ЛЕНУ, 
Ох, BET. ЛЬНА 4975 
い 。 

ИО. ЛОЖЕ, НАХ. 


(2014 年 4 月 初出 ) 


大 自然 は 、 人 格 を 持た な い 。 そ れ は 、 神 に 
は な り 得 な い 。 


Хао, 
それ ら は 、 人 間 側 の 事情 を 一 切 考慮 せ ず に 、 人 間 を ひたすら 
METS. 


大 自然 は 、 そ も そ も 、 人 格 を 持た な い 、 物 理化 学 的 な 存在 で 
(4. AMATO LY Е ОВЛЕСФО. 
人 間 は 、 大 自然 を 、 あ た か も 天 の 神 で ある か の よう に 、 人 格 


Е 


人 間 は 、 大 自然 を 、 何 と か 、 以 下 の 存 在 へ と 、 転 化 さ せよ う 
と し て きだ た:。 


彼ら 自身 と 、 対 話 で きる 存在 。 
人 間 は 、 大 自然 に つい て 、 以 下 の よ うに 思い 込 も うと し て き 
だ 


「 大 自然 は 、 私 た ちと 、 対 話し て くれ る 。」 

し か し 、 そ れ ら の 試み は 、 ほ と ん ど 意 味 が 無い 。 
仮に 、 人 間 が 、 大 自然 の 産物 を 、 顕 微 錯 な ど で 、 い じ っ て 分 
析 じ た 、 と する 。 
ae 人 間 は 、 そ れ に 対応 する 結果 を 、 得 る こと が で き 
ane 正 に 、 以 下 の よ うに 呼ぶ こと が 、 出 来る 。 

「 大 自然 と 人 間 と の 、 真 の 対話 。」 


(2014 年 4 月 初出 ) 


本 当 の 聖人 。 


ある 人 間 を 救う 存在 は 、 他 の 人 間 で ある 。 
それ は 、 神 みた いな 作り 物 の 存在 で は 無い 。 


現世 は 、 救 い の 無 い 社会 で す 。 
だ か ら 、 あ な た は 、 私 の こと を 、 何 と か 救っ て 下さ い 。 


その よう に 、 人 人造 神 に 祈る だ け で ある こと 。 
それ で は 、 そ の 人 は 、 本 当 の 聖 人 に は な れ な い 。 


「 現 世 が 、 ど うし た ら 、 救 い の 得 られ る 社会 に な る の か ? | 
その ノウ ハウ を 、 自 ら 試 行 錯 詩 し て 生み 出す こと 。 

その 内 容 を 、 彼 自身 の 人 生 に お いて 、 実践 する こと 。 

そう し た 人 行為 の 実践 者 。 

彼 こ そ が 、 本 当 の 聖人 で ある 。 

その 言説 は 、 例 え 、 彼 自身 が 、 ど の 宗教 に 属さ な い 場 合 で 


も 、 彼 自身 に 対し て 、 当 て は まる 。 
(2014 年 4 月 初出 ) 


ЛИ. UHR. НЗФ. 


APIO TR. 
その 実体 は 、 脳 の ニュ ー ロ ン 和 群 の 電気 発火 活動 の 集まり 、 で 
HA. 


心臓 が 停止 する こと 。 

その こと で 、 脳 に 酸素 が 行か な く な る こと 。 

その 結果 、 脳 の ニュ ー ロ ン 和 群 や 、 神 経 細 胞 群 は 、 発 火 に 必要 
な エネ ルギー を 、 断 た れる 。 

それ ら は 、 発 火 す る こと を 、 僚 止 し て 行く 。 

それ ら は 、 最 後に は 、 ど の 細胞 も 発火 し な く な り 、 死 ん で し 
まう 4 


その 時 点 で 、 人 間 の 圭 現 は 、 ど こ に も 行か ず に 、 そ の 人 の 脱 
の 中 で 消 滅 する 。 

MATEAND TABS. AEC HHORIC ETT ALLY. 
天国 や 地獄 。 

それ ら は 、 以 下 の よ うな 時 代 に お いて 、 人 間 が 勝手 に 創り 出 
し た 概念 に 過ぎ な い 。 

脳 の 中 の ニュ ー ロ ン 群 の 働き 。 

それ ら が 、 一 般 的 に 、 知 られ て いな か っ た 時 代 。 


ша. НАС. 


(201444 Я 初出 ) 


HeCE< TH. ЗА. 


ode CA < CH. SEMEL SAL. 


神 は 、 そ も そ も 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 
人 間 が 作り 出し た 、 実 体 の 無い 存在 。 

神 は 、 存 在 し な い 。 

その た め 、 以 下 の 事 象 の 発生 は 、 あ り 得 な い 。 


神 が 、 何 ら か の 働き を 、 人 間 に 対 し て 、 も た ら す こと 。 


むし ろ 問 題 な の は 、 以 下 の 人 々 に よる 、 以 下 の 行 為 で ある 。 
宗教 を 信ずる こと で 、 既 得 権益 を 得 て い る 人 < 々 。 
彼ら に よる 、 神 を 信じ な い 人 に 対す る 、 攻 撃 。 
彼ら に よる 、 神 を 信じ な い 人 に 対す る 、 援 助 の 打ち 切り 。 


これ が 、 以 下 の こ と の 正体 で ある 。 
「 人 は 、 神 を 合 じ な いと 、 前 が 当たる 。」 


(2014 年 4 月 初出 ) 


精神 病 上 上 习 O 宗 教 信仰 。 精 神 科 医 上 


XX A 


精神 病 と し て の 宗教 信仰 。 
その 精神 病 に は 、 ほ と ん ど 全 て の 人 々 が 、 快 患 す る 。 
彼ら は 、 以 下 の 形 で 、 一 生 を 過ごす 。 


全く 治癒 し な い 状 態 を 、 そ の まま 持続 させ る こと 。 
精神 病 者 と し て の 、 宗 教 信 仰 者 。 


彼ら は 、 以 下 の よ うな 説明 を 、 真 面目 に 信じ る 。 
客観 的 な 現実 や 真実 に そぐわ な い 、 ま が い 物 の 説明 。 


彼ら は 、 頼 れる 存在 を 、 勝 手 に 考え 出す 。 
彼ら は 、 そ うし た 存在 を 、 勝 手 に 倍 仰 する 。 
そう し た 存在 は 、 架 空 で ある 。 

その 実在 は 、 不 可能 で ある 。 


彼ら は 、 頼 れる 存在 が 、 と て も 欲し い 。 
彼ら は 、 そ の 確保 を 最 優先 する 。 


РЗ. НЕНСИ. 


その 真実 。 
それ は 、 以 下 で ある 。 


頼れ る 、 大 いな る 存在 。 

絶対 者 。 

神 。 

それ は 、 そ も そ も 実 在 不可 能 で ある 。 


頼れ る 祖先 。 
Их. ЕЛАНЬ. 
それ は 、 何 も 力 を 持た な い 。 


頼れ る 現 人 神 。 
それ は 、 結 局 は 、 無 力 な 人 間 で ある 。 


人 々 は 、 同 じ 倍 仰 対象 を 持つ 者 同士 で て 、 連 帯 し 、 相 互 扶 助 す 
る 。 
宗教 を 信仰 し な い 者 は 、 そ の 場 か ら 追 い 出 され 、 了 撤 立 し 、 生 
き て いけ な い s。 


彼ら は 、 違 う 信 仰 を 持つ 者 同士 で 、 攻 撃 し 合う 。 
宗教 戦争 は 、 人 々 の 間 で 、 絡 え ず 勃発 し て いる 。 


彼ら は 、 以 下 の 視 点 を 、 欠 いて いる 。 
合理 性 。 
客観 性 。 
理性 。 
冷静 さ 。 


大 局 的 な 視点 。 
その こと は 、 以 下 の 事 実 の 、 動 か ぬ 証 拠 で ある 。 
彼ら が 、 精 神 岳 で ある こと 。 


СОА ARS ATARI. 
それ は 、 今 の と ころ 、 存 在 し な い 。 


СОА. ЛЛУЖЕЗЪ. 

この 精神 病 に お いて は 、 快 患 し て いる 状態 が 、 普 通 で ある 。 
この 精神 病 に お いて 、 治 癒す る こと は 、 異 常 で ある 。 
(RicHED AS. TARILE KCTS. 

する と 、 彼 は 、 人 間 社 会 か ら 、 異 常 者 扱い され る 。 

彼 は 、 多 数 派 の 精神 病 者 か ら 、 社 会 追放 の 迫 電 を 受け る 。 


この 精神 病 か ら 、 無 事 に 治癒 し た 者 。 
それ は 、 無 神 論者 で ある 。 


世界 中 に 、 無 神 論 者 の 共同 体 が 、 必 要 で ある 。 

無神論 者 は 、 も っ と 社会 的 な 力 を 持つ べき で ある 。 

無神論 者 は 、 以 下 の よ うな 存在 と し て 、 社 会 的 に 活躍 すべ き 
で ある 。 


AR ERAD DBMS tS. НИЕ, 

無神論 者 は 、 精 神 科 医 と し て 、 以 下 の 方 法 を 、 一 九 も 早く 探 
し 出す べき で ある 。 

ЖАН М (С, TART SAK. 


それ は 、 以 下 の 存 在 を 、 人 々 に 向け て 提案 する こと で ある 。 
合理 的 で 、 科 学 的 な 、 実 証 可 能 な 、 頼 れる 存在 。 


その アイ デア の 種 は 、 以 下 の 学 説 の 中 に 、 存 在 す る 。 
遺伝 学 。 

神经 科学 。 

Hea (dt. ЖЕН Кожи, ИГО 


うべ き で ある 。 
遺伝 学 と 、 神 経 科 学 。 
その 両者 を 、 社 会 に 対し て 、 徹 庶 和 的 に 普及 させ る こと 。 


どう すれ ば 、 人 々 が 持つ 、 以 下 の 欲 求 を 、 満 た せる か ? 
頼れ る 存在 に 対す る 依頼 心 。 
無神論 者 は 、 そ れ を 、 必 死に 研究 すべ き で ある 。 


死後 の 魂 の 救済 。 

それ に つい て の 、 合 理 的 な 説明 。 

その 内 容 を 考え る こと 。 

それ も 、 上 上 記 の 治療 の 一 環 と し て 、 必 要 で ある 。 


魂 は 、 神 経 の 活動 が 停止 する と 、 消 滅する 。 
死後 の 天国 は 、 そ も そ も 存 在 し な い 。 


人 々 は 、 以 下 の 内 容 に 関し て 、 と て も 心配 で ある 。 
「 私 自身 は 、 死 ぬ と 、 ど うな る の か ? | 


фе. Лк, CNILICDUYT, ЕЯ, AL 
ら の 説明 を 付け た が る 。 

人 々 は 、 そ うし た 説明 を 、 あ た か も 酸素 の よう に 、 必 死に 
iS Ce МЫ Os 


死後 の 天国 を 、 欲 し が る こと 。 
それ 自体 が 、 精 神 病 の 症状 て ある 。 
それ は 、 以 下 の 症 状 と 、 同 種 で ある 。 


例 。 

糖分 を 必死 に な っ て 欲し が る 、 糖 尿 病 患者 。 
そう し た 症状 。 

宗教 の 信仰 。 


人 間 社 会 で は 、 そ の 病気 に 対し て 、 万 人 が 確 患 し て いる 。 
APIA Cd. EBL TORU BRAD, BARA 


5. 
な の で 、 宗 教 は 、 社 会 的 に 問題 に な ら な い 。 
それ だ け の こと で ある 。 

宗教 の 信仰 は 、 精 神 異 常 の 状態 で ある 。 
宗教 の 信仰 は 、 合 理性 や 実証 性 を 欠い て いる 。 
それ は 、 社 会 的 に 有害 で ある 。 

それ は 、 精 神 病 で ある 。 


(2020 年 8 月 初出 ) 


甘 の 本 当 の 意義 。 


革 は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 

生前 の その 人 や その 家族 の 行い 。 

それ ら を 、 後 世に 残す こと 。 

その た め の 一 環 と し て の 、 物 質 的 な モニ ュ メ ント 。 


ЛНУ, ЛНУ xc. ФОН, HATS. 
例え ば 、 以 下 の よ うに 、- 考え る こと 。 
「 慕 に は 、 ご 先祖 様 の 志 が 宿っ て いる 。」 


それ は 、 普 通 に 考え て 、 あ り 得 な い 、 頭 の 悪い 考え 方 で あ 
る 。 


ご 先祖 様 の 人 骨 を 、 保 存 し て お く こ と 。 

そう し て 、 そ れ を 、 後 で DNA 解 析 す る こと 。 

その 結果 、 予 想 外 の 有効 な 遺伝 子 が 、 発 見 され る こと 。 
そう し た 可能 竹 は 、 あ り 得 る 。 


た だ し 、 そ の 場合 、 以 下 の こ と を 考慮 する 必要 が ある 。 
人 肖 は 、 物 理 的 な 存在 で ある こと 。 

それ は 、 只 の 化学 物質 で ある こと 。 

それ 自体 を 拝ん で も 、 何 も 出 て 来 な いこ と 。 


「 成 仏 。」 
それ は 、 考 えて も 、 意 味 が 無い こと 。 


以下 の こと を 、 実 現す る こと 。 
某 は 、 そ の た め に ある 。 


(1) 

生前 の その 人 を 、 も う 一 度 思 い 出 すこ と 。 

その 人 の こと を 、 私 自身 の 頭 の 中 に 、 父 ら せる こと 。 
ос: ФЛ о. 


(2) 
そう する こと で 、 基 参り し た 人 が 、 以 下 の 内 容 を 思い 出す こ 


ae 
故人 の 残し た 、 人 間 が 生き て いく 上 で 有効 な 、 教 訓 。 


(3) 

そう する こと で 、 慕 参り し た 人 が 、 以 下 の 内 容 を 、 頭 の 中 で 
活性 化 さ せる こと 。 

故人 の 残し た 、 生 活 上 の ノウ ハウ や 、 仕 事 上 の ノウ ハウ 


(4) 
そう する こと で 、 甘 参り し た 人 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 与え 
る ここ で 

生き る 勇気 や 知恵 


な の で 、 仮 に 、 関 係 者 の 誰か が 、 甘 に 対し て 、 以 下 の 仕 組み 
を 、 構 築 し て お いた 、 と する 。 

そう し た 故人 の 教訓 を 、 一 緒 に 記録 する こと 。 

その こと で 、 そ の 内 容 を 、 随 時 、 閲 覧 で きる よう に し て お く 
ご 

する と 、 皆 は 、 積 極 的 に 、 甘 参り する よう に な る だ ろう 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


天国 も 、 地 獄 も 、 存 在 し な いこ と 。 


АИФ. 

脳神経 系 の 電気 活動 。 

それ ら は 、 人 間 が 死ぬ と 、 停 止 する 。 
それ ら は 、 そ の まま 消滅 する 。 


その た め 、 人 間 に お いて 、 人 死後 の 世界 は 、 存 在 し な い 。 
な の で 、 大 国 も 、 地 獄 も 、 存 在 し な い 。 


あぁ ある 人 間 の 死後 、 存 在 し 続け る も の 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 だ け で ある 。 


(1) 
その 人 が セッ クス し て 生み 育て た 遺伝 的 な 複製 。 
ICANT rc bb. 


(2) 
CNKANMHF ERT 5. 


(2-1) 
その 人 が 生前 に 、 他 人 に 対し て 伝え た 、 各 種 の ノウ ハウ 。 


(2-2) 
その 人 の 生前 の 動向 を 記録 し た 、 ド キュ メン ト 。 


死後 、 人 間 は 、 天 国 に も 、 地 獄 に も 、 行 か な い 。 
じ か し 、- あ え で 言え ば 。 それ は 。 以下 の 通り に な る $ 


(1) 
ある 人 の 生前 の 言動 。 
それ が 記録 され て 、 後 世に 伝わる こと 。 


(2 S22) 
それ に より 、 そ の 人 が 、 後 世に お いて 、 良 い 行 為 を した 人 だ 
と し て 、 讃 えら れる こと 。 


その 場合 、 そ の 人 は 、 天 国 に 行っ た こと と 同等 の 状態 に な 
る 。 


(2-2) 
それ に より 、 そ の 人 が 、 後 世に お いて 、 和 憎悪 や 抹消 の 対象 に 
な る こと 。 
その 場合 、 そ の 人 は 、 地 獄 に 行っ た こと と 同等 の 状態 に な 
る 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


無神論 や 無 宗教 の 主張 。 そ れ は 、 脳 神経 科 
学 に 基づい て 行え ば 、 恨 い 。 


te 
三 | 


神 や 宗教 の 概念 。 

それ ら を 、 人 間 が 発明 し た こと 。 

その 際 、 脳 神経 科学 は ほとん ど 発 達し て いな か っ た 。 

その た め 、 脳 の 中 は 、 プ ラッ クボ ックス と 同じ 状態 で あっ 
ioe 


о-в. ЛИ, FOE DIC. BFICAPIRL . 0 
た 
人 間 自 身 の 中 に は 、 載 魂 が 宿る こと 。 


人 間 の 死後 、 そ の 思 殊 が 、 身 体 か ら 抜 け 出 すこ と 。 
その 志 殊 は 、 天 国 や 地獄 と いっ た 仮想 世界 に 出向 く こ と 。 


現在 、 急 速 に 研究 が 進ん で いる 脳神経 科学 。 
それ ら の 知見 か ら は 、 以 下 の こ と が 言え る 。 


ЗЕЯ ХА. 

それ ら の 実体 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 

脳 の 中 の 神経 細胞 同士 が 形成 し た 、 神 終 回 路 綱 。 

その 中 で 発生 する 、 イ ン パ ルス や 発火 。 

それ ら が 引き 起こ す 、 神 経 細 胞 間 に お ける 、 伝 達 現 象 。 


それ は 、 電 気 現象 の 一 種 で ある 。 


人 間 の 脳 は 、 以 下 の 存在 と 、 同 じ で ある 。 

テレ ビ 。 

それ は 、 電 源 コ ン セ ント へ を 抜く と 、 画 面 が 消え て し まう こ 
Gs 


脳 に 対し て 、 酸 素 が 送ら れ な く な る こと 。 

脳 が 破損 する こと 。 

仮に 、 そ れ ら の 事象 が 、 発 生 し た 、 と する 。 

する と 、 以 下 の 事 象 が 発生 する 。 

神 俊 回 路 綱 が 、 死 ん だ り 、 破 壊さ えれ た りす る こと 。 


(1) 
ых. Я. 


(2) 
それ は 、 以 下 の 事 象 の 発生 に つなが る 。 
人 格 や 記憶 な どの 精神 現象 の 変化 。 


Е 

それ は 、 脳 神経 系 の 活動 その も の で ある 。 

人 間 が 死ぬ こと 。 

その こと で 、 脳 の 神 終 細胞 が 死滅 し て 、 発 雇 し な く な る こ 
си 
Эх. PML, BEDIDCOBRADVEFLEDEIIC. * 
Min CIRM SI. 

Teed. WR. FELL. 


АХ. SKA ($. FRITH. 

259 OX. 

その た め に は 、 以 下 の 行 為 を 実行 する し か な い 。 

MRI の よう な 機械 を 、 経 由 さ せる こと 。 

その こと で 、 そ の 活動 状態 を 、 外 部 へ と コピ ー す る こと 。 


tht. ОХ. ВАЕСФФ. 

天国 や 地獄 。 

それ ら の 存在 場所 は 、 遠 く 離 れ た 、 ど こ か の 室 間 が 、 想 定 さ 
れる 。 

報 現 は 、 そ うし た 遠隔 地 の 天 国 や 地獄 へ と 行く 手段 や 方 法 
を 、 持 た な い 。 

その こと は 、 例 え 、 天 国 や 地獄 が 存在 し た と し て も 、 そ の よ 
うに な る 。 


天国 や 地獄 。 

それ ら は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 

地球 上 や 宇宙 上 の どこ か ら で も 、 便 利 に アク セス で きる 、 ク 
ラウ ドサ ービス 。 

それ は 、 も し も 、 そ れ ら が 、 存 在 す れ ば 、 そ うな る 。 

し か し 、 載 殊 は 、 そ の 場所 へ は 、 飛 ん で 行く こと が 出来 な 
由記 

その た め 、 結 局 、 そ れ ら は 、 存 在 し な い 。 


も し も 、 人 今後 、 仮 に 、 以 下 の 内 容 の 装 買 が 出来 た 、 と する 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 存在 に な る 。 

人 造 の 天国 。 

人 造 の 地獄 。 

APE Bi 4828 [ERAS 

それ ら の 内 容 を 、 外 部 へ と 、 コ ピー する こと 。 

ЕС ФЕ. ラウド サー ビビ 矯正 に 次 < く こ 
ae 
そし て 、 そ の 中 身 の 良 し 悪し を 、 麟 定 す る こと 。 
それ ら の 動作 を 、 一 通り 実行 する こと 。 

そう し て 、 最 余目 標 の 達成 に 成功 する こと 。 
そう し た 一 連 の 動き を 行う RE. 


BYRD > SHALL te 2, 

ЖЕ. 

地獄 。 

それ ら は 、 現 状 で は 、 い ずれ も 、 存 在 し 得 な い 。 


また 、 人 間 の 脳 と 、 他 の 生物 の 脳 と を 、 比 較 し た 場合 。 


それ ら は 、 発 達 部 位 の 点 で は 、 異 な っ て いる 。 
し か し 、 そ れ ら は 、 基 本 的 な 作り の 点 に お いて 、 共 通 性 が 多 
い 。 


сих. ИГН Хх. ММАС DRA. 
同じ 起源 を 持つ 、 生 体 。 

元 は 単 午 な 作り だ っ た 、 生 体 。 

それ ら が 、 人 次 然 変異 を 線 り 返す こと 。 

それ ら が 、 そ の こと で 、 次 第 に 、 別 々 の 、 複 雑 で 多様 な 種類 
に な っ て きた だ た だこ と:。 


人 間 の 脳 の 生成 。 

それ が 、 創 造 主 の 神 に よっ て 、 作 られ た こと 。 

その よう に 主張 する こと 。 

そう し た 主張 は 、 以 下 の 説 明 に 比べ て 、 説 明 の 手間 の 大 き さ 
や 、 実 証人 性 に お いて 、 大 きく 劣る 。 

遺伝 学 に よる 説明 。 

それ は 、 生 命 が 持 つ 、 遺 伝 的 な メカ ニズム に よっ て 、 作 られ 
だ こと 。 


ЕЙ. 

その 存在 は 、 以 下 の こ と を し な く て も 、 特 に 問題 な く 、 説 明 
し 、 解 釈 す る こと が 、 で きる 。 

以下 の 存在 を 、 持 ち 出 すこ と 。 

神 の よう な 、 創 造 主 。 


それ は 、 以 下 の こ と を 示す 。 

神 の 概念 。 

それ は 、 も は や 不要 に な っ て いる こと 。 

例 。 

ヤ ハ ウエ 。 

それ は 、 人 間 が 、 彼 自身 の 頭 の 中 に お いて 、 勝 手 に 生み 出し 
こ -、 父 親代わり の 、 便 利 な 人 造 の 神 で ある 。 

それ は 、 脳 の 中 身 が 分 か ら な か っ た 時 代 に お いて は 、 沢 山 活 
用 され て きた 。 

脳 の 解明 が 更に 進む こと 。 

そう し た 未来 が 、 実 現さ れる こと 。 


CONF, НОЖ, СОТ). 
神 。 


宗教 。 

それ ら の 存在 。 

それ は 、 以 下 の 事 象 の 進展 に よっ て 、 消 され 、 杏 定 さ れる 。 
脳神経 科学 。 

遺伝 学 。 


それ ら の 発達 。 
(2014 年 4 月 初出 ) 


生物 や 人 間 に と っ て 、 最 も 大 切な こと 。 


彼ら 自身 の 生き た 証拠 。 

それ ら が 、 後 世に 残る こと 。 

その こと は 、 生 物 や 、 そ の 一 種 の 人 間 に と っ て 、 最 も 大 切な 
こと で ある 。 


それ ら は 、 以 下 の よ うに 分 類 さ れる 。 

彼ら 自身 が 生成 し た 、 生 きた 生体 と し て の 、 子 供 や 孫 。 
彼ら 自身 の 遺伝 子 の コピ ー。 

図書 館 な ど で て で 保存 され る 、 彼 ら 自 身 に よる 自筆 の 原稿 。 
彼ら 自身 の 文化 的 コピ ー。 


報道 機関 の ニュ ー ス 記録 。 
彼ら 自身 が 、 カ メラ を 利用 し て 撮影 し た 、 映 像 記録 。 
イベ ント の コピ ー。 


隐 通 者 。 

ひき こも り の 人 。 

彼ら も 、 以 下 の 行 為 を 実行 する こと で 、 彼 ら 自 身 の 生 きた 』 
拠 を 、 後 世に 残せ る こと 。 

彼ら 自身 の 思 索 を 記録 に 残し 、 そ の 内 容 を 、 文 書 保存 機関 に 
対し て 、 送 付す る こと 。 


死後 の 世界 が 存在 する こと 。 

ENE VLBA SBA. 

宗教 。 

それ は 、 人 々 に よる 以下 の 行為 (1 ) &, МТФЕ (2) 
NERC LOT. PRL TUS. 


人 々 が 、 彼 ら 自 身 が 生き て いる 間 に 、 彼 ら 自 身 が 生き た 証拠 
&. 作る こと 


「 現 世 よ り も 、 来 世 を 、 よ り 宣 視 せ よ 。」 


それ は 、 人 々 の 人 生 に お ける 幸せ の 実現 に と っ て 、 大 き な 問 
題 で ある 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


OR 


解剖 図 を 観察 する こと 。 

生物 の 脳 。 

AFD Aix. 

その 両者 の 間 に お いて 、 本 質 的 な 違い は 、 見 られ な いこ と 。 
その 両者 は 、 同 型 で て ある こと 。 


例 。 
А 


AFA Bix. 

それ は 、 生 物 の 脳 の 一 種 で ある 。 

人 間 を 、 他 の 生物 と の 間 で 、 そ の 出来 栄え の 点 に お いて 、 一 
си. 

それ は 、 困 難 で ある 。 


人 間 だ け を 特別 扱い し 、 選 民 扱 いす る こと 。 
СЕ. BO, «> Лежа. 

例 。 

キリ スト 教 。 

それ ら は 、 そ の こと だ け で 、 茎 に 間違っ て いる 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


ый 存在 。 そ れ は 、 救 われ る 必要 が 


47247) ЛХ. 
彼ら に と っ て 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 必 要 て で ある 。 
彼ら 自身 が 、 何 ら か の 手段 に よっ て 、 救 われ る こと 。 


541479 ЛХ. 
彼ら に と っ て 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 必 要 て で ある 。 
彼ら 自身 が 、 何 ら か の 手段 に よっ て 、 胃 せら れる こと 。 


それ ら が 、 和 実現 し な い 場 合 。 
以下 の 事象 が 発生 する 。 
人 間 社 会 の モラ ル が 崩壊 する こと 。 


人 間 の 脳 の 中 の 状態 。 

その 実態 は 、 現 状 て で は 、 簡 単 な 内 容 し か 、 分 か ら な い 。 
その た め 、 以 下 の 内 容 が 、 外 部 か ら は 、 麟 断 で き な い こと 。 
AEDS, Жо Л 7 OA? 

誰が 、 本 当 の 悪人 な の か ? 

この 問題 を 解決 する こと 。 

人 間 は 、 そ の 実現 の た め に 、 以 下 の 概 念 を 、 考 え 出 し た 。 
人 人造 の 概念 と し て の 、 神 の 概念 。 


神 は 、 秋 行 を 行う 人 を 、 常 に 見 守る こと 。 
神 は 、 赴 行 を 行う 人 を 、 常 に 監視 する こと 。 


人 間 は 、 以 下 の 内 容 を 実現 し よう と し た 。 

人 々 の 考え を 、 そ うし た 方 向 へ と 、 持 っ て 行く こと 。 

そう し て 、 一 人 一 人 の 個人 の 行動 を 、 コ ント ロー ル す る こ 
Ce 


し か し 、 仮 に 、 以 下 の 事 象 が 起き くさ た 、 と する 。 
脳 ス キャ ン の 技術 が 、 進 歩 す る こと 。 
その こと で 、 以 下 の 内 容 が 、 観 察 可能 に な る こと 。 


ANZ. 
ANE. 
それ ら の 、 脳 に お ける 、 存 在 部 位 。 
それ ら の 、 脳 に お ける 、 活 動 状態 。 


それ ら の 内 容 が 、 痢 明 し た 場合 。 
上 記 の 、* 神 に よる 見 張り と いう 考え 。 
それ ら は 、 人 不要 に な る 。 


立 行 を 行う 、 チ ン パ ンジ ー や イル カ 。 
彼ら が 、 救 われ る こと 。 
その 実現 が 、 必 要 で ある 。 


8 X во. 

彼ら が 、 救 われ る こと 。 

その 実現 が 、 必 要 で ある 。 

生物 の 脳 。 

それ ら が 、 和 普 意 や 悪意 の 機能 を 、 持 っ て いる こと 。 

それ ら の 仕組 み は 、 種 に よっ て 、 単 午 だ っ た り 、 和 複雑 だ っ た 
りす る こと 。 

そう し た 可能 人 性 は 、 大 い に あ り 得 る 。 


それ に つい て は 、 以 下 の 行 為 は 不要 で ある 。 

神 の 概念 を 、 持 ち 出 すこ と 。 

それ に つい て は 、 以 下 の 行 為 が 実行 くさ れれ ば 、 そ れ だ け で て で 十 
分 で ある 。 

脳 ス キャ ン 。 

そう し た 日 が 、 近 い 将 来 、 到 来 す る 。 

その こと は 、 以 下 の 点 に お いて 、 人 間 よ り も 、 よ り 早 く 実 現 


可能 で ある 。 
CAE OAD. BATCH OIL. 
それ ら の 仕組 み が 、 分 か りや すい こと 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


ABA. ЖЕСТ. ЕЯ 
する こと 。 そ の よう に 持っ て いく 方 法 。 そ 
の 確立 。 そ れ が 必要 で ある こと 。 


親切 で 良い 人 。 
それ を 、 神 の 存在 無し で 、 生 み 出 すこ と 。 
それ が 、 人 間 社 会 に と っ て 、 必 要 で ある 。 


従来 、 宗教 者 や 、 宗 教 の 信者 の 中 に お いて は 、 以 下 の 理 由 で 
和 人 信 す る 人 が 、 多 か っ た 。 


既存 の 信者 の 振る 舞い 。 

それ が 、 親 切 で 、 良 心 的 で て あっ た こと 。 

一 般 人 が 、 そ の こと に 対し て 、 感 銘 を 受け た こと 。 

その 宗教 に お ける 、 詳 し い 教 義 。 

一 般 人 は 、 そ の 内 容 を 、 良 く 知 ら な か っ た 。 

し か し 、 一 般 人 は 、 先 ほど の よう な 、 良 好 な 感銘 を 受け た こ 
と で 、 感 動 的 に な っ た 。 

彼ら は 、 そ うし た 感情 に 基づい て 、 積 極 的 な 態度 で 、 そ の 宗 
Ala. Mavics 


宗教 者 や 信者 。 

彼ら が 、 和 普 行 を する こと 。 

そこ で は 、 往 々 に し て 、 以 下 の 事 象 が 多く 発生 し て いる 。 
彼ら の 間 に お いて 、 以 下 の 意 識 が 後ろ に 存在 する こと 。 


ある 人 が 、 良 いこ と を し て いる か どう か ? そ の 行動 の 内 容 
を 、 神 が 常に 見 張っ て いる こと 。 
その 人 が 、 良 いこ と を し な い 場 合 。 


その 人 は 、 死 後に お いて 、 天 国 に 行く こと が 出来 な いこ と 。 
そう し た 考え 方 は 、 以 下 の 傾向 を 持つ 。 


彼ら は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

「 私 は 、 神 に よっ て 、 常 に 見 張ら れ て いる 。 

な の で 、 私 は 、 神 の 機嫌 を 取る た め に 、 恨 いこ と を し よ 
う 。」 


その 考え は 、 他 律 的 で ある 。 


彼ら は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

「 私 は 、 死 後 、 天 国 で 、 氷 久 に 、 恨 い 思 い を し た い 。」 
その 考え は 、 以 下 の 内 容 に 謎 当 す る 。 

快楽 主義 。 


その 表向き の 隠 べ い 。 


彼ら は 、 以 下 の よ うに 考え て いる 訳 で は 無 さ そう で ある 。 
心 の 旗 か ら 、 普 行 を し た いと 考え て いる こと 。 
そう し た 確固 た る 意思 に 基づい て 、 普 行 を し て いる こと 。 


善行 を 生み 出す 人 。 

そう し た 存在 が 、 社 会 的 に 必須 で ある こと 。 

その こと は 、 以 下 の 点 に お いて 、 人 性 けら れ な いこ と 。 
ЛЕОН XOEH. 

それ は 、 彼 ら の 努力 に い 、 か か っ て いる こと 。 


し か し 、 人 間 は 、 本 当 は 、 以 下 の よ うな 仕組 み を 、 そ ろ そ ろ 
作る べき で は な い だ ろ うか ? 


人 々 が 、 自 発 的 に 、 番 行 を 実行 出来 る こと 。 

その よう に 、 人 々 の 気持 ち を 、 後 押し する こと 。 

その た め の 、 社 会 的 な 仕組 み 。 

その 実現 に お いて 、 以 下 の 概 念 を 、 一 切 、 持 ち 出 さ な い で 、 
済ま せる こと 。 

神 。 

その こと で 、 人 々 を 、 以 下 の 観 念 か ら 、 解 放す る こと 。 


神 に よる 監視 。 

神 に よる 、 死 後 の 人 々 に 対す る 審 痢 。 

その 場 に お いて 、 神 が 、 死 後 の 人 々 を 、 以 下 の 目 的 の た め 
に 、 一 方 的 に 、 浴 意 的 に 、 選 別 す る こと 。 

天国 へ の 和信 所 。 

その 許可 を 与え る こと 。 

そう し た 入所 者 が 、 天 国 に お いて 、 水 遠 の 快 楽 を 入手 する こ 
sé 
Woh, Chae, НЕК, SRVLSUTSIL. 

そう し た 、 快 適 な 生活 の 永続 。 

ОЖ, 

EMT MIS, ЛЕСБИ, BTHIRUNTI “I LAS, HE 
о. 

人 々 が 、 現 世 の 暮 らし に お いて 、 そ うし た ハイ クラ ス な 生活 
の 実現 に つい て 、 憧 れる こと 。 

人 々 が 、 そ の た め に 、 現 世に お いて 、 神 に 迎合 する 形 で 、 偽 
SAC. STII. 


そう し て 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 

ARNE DEM. 

その 自発 的 な 発生 。 

その 実現 を 促す 、 社 会 的 な 仕組 み 。 

それ が 、 宗 教 よ り も 、 よ り 優 れ た 効能 を 、 保 有する こと 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


HOTEL <, ЛЖ. РА 
う 気 を 起こ させ る 方 法 。 


神 や 宗教 無し で 、 人 々 に 対し て 、 普 行 を 行う 気 を 起こ させ る 
т 

それ に は 、 以 下 の よ うな 単純 な 事実 を 、 人 々 に 提示 する こ 
で Es 
その 実現 に は 、 そ れ だ け で 、 良 い 。 


親切 な 良い 人 。 

他人 の 生存 に 頁 献 する 人 。 

そう し た 人 の 方 が 、 冷 酷 残 怒 な 人 より も 、 後 世に 生き 残り や 
Pg UN 


ЯВЛЯ ЕСИ. MEABEN & < 
いと 

その こと は 、 そ の 人 に と っ て 、 望 まし い 結 婚 の 機会 の 増大 に 
結び つき や すい こと 。 

それ ゆえ 、 そ の 人 は 、 自 身 の 子 供 を 、 持 ちや すい こと 。 
その 結果 、 そ の 人 は 、 自 身 の 遺 伝 的 コピ ー を 、 後 世に 残し や 
すい こと 。 


も し も 同じ 能力 を 持つ 場合 。 

も し も 同じ 職場 に いる 場合 。 

親切 で 良い 人 の 方 が 、 冷 酷 残 怒 な 人 より も 、 生 き 残 りや すい 
м 

親切 な 人 は 、 職 が 、 よ り 長 続き ます る こと 。 

その 人 は 、 そ の こと で 、 自 身 の 生 活 に と っ て 必要 な 資金 を 、 
より 著 積 し や すい こと 。 


他人 の 生存 に 対し て 、 頁 献 す る こと 。 

そう し た 人 行為 を 積 様 的 に 行う 人 。 

そう じ た 信 ば そう で な い 人 に 菅 べ て 、 よ り 臣 を 取り や すい 
в 

EV (АЯ. 

それ ら は 、 後 世 へ と 、 よ り 恨 く 伝 わり や すい こと 。 


他人 の 生存 に 頁 献 する こと を し た 人 。 

そう し た 人 は 、 そ う で な い 人 に 比べ て 、 よ り 大 き な 報 酬 を 受 
け 取 りや すい こと 。 

その こと で 、 彼 ら は 、 縦 済 的 に 、 よ り 大 き な 偽 裕 が 出来 る こ 
Cé 
ORR, Molt. BAOTFRA, BAL. LYVRLOT 
く な る こと 。 


親切 な 良い 人 で ある こと 。 


他人 に 対し て 、 頁 献 す る 人 で ある こと 。 

そう し た 人 は 、 以 下 の 内 容 を 、 後 世 へ と 、 よ り 良 く 残 し や す 
а 

длЯ. ich Be, ХНИТЯ. 


他人 の 役に立つ こと 。 

=ACHS IL. 

その 人 の 人 生 に お いて 、 そ れ ら の 程度 が 、 よ り 大 きく な る こ 
を 


その こと で 、 そ の 人 の 生き た 証 が 、 後 世に お いて 、 よ り 良 く 
残り や すく な る こと 。 

その こと が 生物 学 的 に 証明 され る こと 。 

それ が 、 可 能 で あれ ば 良い こと 。 

その こと が 、 和 実証 され た 場合 。 

лк, BAIL. СМОКИ. 

その こと は 、 た と え 、 人 々 が 、 神 や 宗教 の こと を 、 全 く 考 慮 
し な い 場 合 で も 、 容 易 に 実現 する こと 。 


HEC. ОЛ. 

そう し た 人 は 、 そ の 酷い 行い に よっ て 、 歴 史上 に 、 そ の 名 を 
残す こと 。 

それ は 、 マ イナ ス 価 値 の ステ ィ グ マ の 付い た 、 反 面 教師 と し 
て 、 残 る こと 。 

その た め 、 そ の 人 は 、 人 間 社 会 が 存続 する 間 、 ず っ と 和 悪人 扱 
いさ れる こと 。 

その こと は 、 以 下 の 内 容 の 実現 に つなが る こと 。 

そう し た 事態 を 性 けた い 人 < 々 。 

(+, —Е с, ТАЗ SI’. 


この よう に し て 、 神 や 宗教 は 、 不 要 に な る こと 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


神 や 宗教 を 、 不 要 に する こと 。 そ の た め 
に 、 一 番 効 果 が ある こと 。 そ れ は 、 何 か ? 


他人 の 役に立つ こと 。 

そう し た 人 行為 を 、 実 行 す る こと 。 

BEM, the, СЛ, 

ОЕ. СВХ, MWUTLEIIL. 


К ЖИЛИ. 
その た め に は 、 企 業 に は 、 以 下 の 行 為 が 必要 で ある こと 。 
他人 の 役に立ち 続け る こと 。 


他 者 の 生存 に 役立つ こと 。 

そう し た 行為 みん 、 よ り 多 く 行 うこ と 。 

その こと で 、 以 下 の 存 在 が 、 よ り 生 き 残 りや すく な る こと 。 
その 人 や 、 そ の 遺伝 的 、 文 化 的 子孫 。 

そう し た 仕組 み 。 

それ を 社会 的 に 作り 上 げ る こと 。 

それ が 、 以 下 の 内 容 を 不要 に する た め に は 、 一 番 効 果 が ある 
ae 

その 人 自身 に と っ て 、 有 利 な 生き 残り の 方 法 。 

それ を 、 神 頼み の 形 で 、 模 索 す る こと 。 

そう し た 人 生 の あり 方 。 

神 や 宗教 その も の 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


ブラス の 価値 の ある 存在 と し て 、 残 り た い 
= le 


仮に 、 あ る 人 が 、 以 下 の 行 為 を みなみ した 、 と する 。 
人 の 生存 を 、 危 機 に 陥れ る こと 。 

人 が 生き 残れ な く な る こと 。 

そう し た 行為 を する こと 。 


する と 、 そ の 人 は 、 以 下 の よ うな 存在 と し て 、 後 世に 残っ て 


まう 

マイ ナス の 価値 の 付い た 存在 。 
反面 教師 。 

例 。 

ナチ ス ド イ ツ 。 

Ея 


以下 の (1) の 方 が 、 以 下 の (2) EHH. EY RIL. 
人 間 は 、 以 下 の (1) の 方 を 、 そ の 人 自身 の 人 生 に お いて 、 
より 望む こと 。 


(1) 
プラ ス の 価値 を 持つ 存在 と し て 、 後 世に 残る こと 。 


(2) 
マイ ナス の 価値 を 持つ 存在 と し て 、 後 世に 残る こと 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 と な る 。 

人 間 が 、 良 心 を 働か せる こと 。 

人 間 が 、 香 行 を 行う こと 。 

そう し た 行為 の 原動力 。 

それ ら の 力 は 、 神 や 宗教 を 持ち 出す こと 無く 、 生 成 可 能 で あ 
aa ae 


(20144745 初出 ) 


人 間 が 救 わ れる に は 、 ど うす れ ば 良い か ? 


人 間 が 救 わ れる こと 。 
その た め に は 、 以 下 の 行 為 は 、 特 に し な く て 良い 。 
難し い 宗 教 的 な 修行 。 


その た め に 、 必 要 な 行為 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 を 、 何 か し ら 実 践 し て 、 成 果 を 上 げ る こ 
と で ある 。 


他人 の 生存 の 役に立つ こと 。 
他 者 の 生活 を 、 楽 に する こと 。 


その よう に し て 、 他 者 の 生活 を 、 楽 に する こと 。 

その 実現 に 貢献 し た 人 < 々 。 

彼ら は 、 彼 ら 自 身 が 困っ た 時 に 、 他 者 か ら の 援助 を と 、 よ り 受 
け や す さる ご と 。 

彼ら は 、 そ うし て 、 よ り 救 われ や すく な る こと 。 

彼ら は 、 後 世 ま で 、 プ ラス の 価値 ある 存在 と し て 、 名 を 残す 
こと が 出来 る こと 。 

彼ら は 、 そ の 点 で も 、 救 われ る こと 。 


上 記 の 教訓 は 、 以 下 の 古 いこ と わざ の 内 容 へ と 、 集 衝 さ れ て 
いる こと 
「 情 け は 、 人 の た め な ら ず 。」 


(2014 年 4 月 初出 ) 


生き 残れ な けれ ば 、 何 も な ら な いこ と 。 
人 間 は 、 有 機 物 質 の 一 種 で ある 。 


その 存在 は 、 以 下 の よ うな 変化 の 過程 の 上 に ある 。 
地球 上 に お ける 、 生 命 誕生 。 
その 瞬間 か ら ず っ と 続く 、 遺 伝 的 な 変化 。 


そう し た 遺伝 的 変化 。 
それ は 、 よ り 恨 く な る 進化 と は 、 必 ず し も 言え な いこ と 。 


人 間 が 、 生 命 と し て 、 一 時 的 に 盛大 な 勢力 を 誇る こと 。 
その こと は 、 以 下 の 内 容 が 、 結 果 的 に 実現 し な い 場 合 、 全 く 
無 意 味 で ある こと 。 

後世 に お いて 、 生 き 残 る こと 。 

それ は 、 以 下 の 実 例 を 見 る こと で 、 明 ら か に な る こと 。 
例 。 


nw al 
恐竜 。 


Childs. SW. CBR ai es 
“EAU は 、 その 後 、 絶 滅 し た こと 


現代 の 人 類 。 

それ が 、 以 下 の 存 在 で あっ た か どう か に つい て 、 結 論 付 ける 
C3 

生命 の 頂点 に 立つ 、 完 成形 と し て の 存在 。 

それ は 、 後 世 の 地 球 や 宇宙 が 決め る こと で ある 。 


AFA Bix. 

それ は 、 遺 伝 的 な 変異 の 過程 に お いて 、 偶 然 、 大 幅 に 、 大 規 
模 に な り 、 高 機能 に な っ た こと 。 

ON 人 間 は 、 一 時 的 に 成功 し た よう に 見 える こ 


о 生命 に と っ て 、 最 善 な 解 な の か どう か に つい て の 、 
判定 结果 。 
それ は 、 ず っ と 時 を 経 な いと 、 分 か ら な いこ と 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


従来 の 神 や 宗教 。 そ れ ら の 本 当 の 存在 意 
義 。 そ れ ら の 代替 と な る 存在 と し て の 、 脳 
の スキ ャ ン ニ ング 。 


従来 の 神 や 宗教 。 
それ ら の 本 当 の 存在 意義 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 社 会 的 に 必要 な た めで ある 。 


以下 の (1) の 人 に つい て 、 以 下 の (2) を 行う こと 。 
その た め の 仕 組み 。 


(1) 
貧乏 で 、 無 力 で 、 無 名 で 、 気 が 小さ いこ と 。 
し か し 、 普 意 が あっ て 、 徳 が ある こと 。 
心 が 清 い こと 。 

て うじ た 


) 
それ は 、 彼 ら を 救済 する こと 。 
それ は 、 彼 ら の 功 人 症 を 護 え る こと 。 
それ は 、 彼 ら を 評価 する こと 。 
それ は 、 彼 ら の 存在 を 後世 に 残す こと 。 


ФЕ, EstD (1) の 人 は 、 そ の 存在 を 、 後 世 へ と 
残す こと が 出来 な い 。 


既存 の 人 造 神 や 宗教 。 

それ ら は 、 ま さ に 、 こ の 働き や 仕組 み を 、 以 下 の ア イデ ア に 
kot. 具 が ばけ. 実現 し て いる 。 

彼ら を 、 人 死後 の 天国 へ と 、 招 き 入 れる こと 。 

それ が 見 か け 上 で ある こと 。 

その 理由 。 

天国 は 、 実 際 に は 、 以 下 の 存 在 で ある こと 。 

それ は 、 仮 想 的 で て ある こと 。 

それ は 、 和 実態 が 無い こと 。 


上 記 の (1) の 人 を 、 救 済 し 、 評 価 す る こと 。 

人 間 社 会 に は 、 現 状 その 手段 が 無い こと 。 

その た め 、 人 々 は 、 宗 教 に お ける 天国 の 概念 に よっ て 、 一 時 
MIC, SRABMLTOSIL. 


MAIZOUYTH, ВСС. 

彼 の 脳 内 に お ける 実態 。 

それ は 、 外 部 か ら は 、 な か な か 分 か り に くい こと 。 
その た め 、 人 々 は 、 悪 人 の こと を 、 曽 し に くい こと 。 
人 々 は 、 以 下 の 思 想 に よっ て 、 お 茶 を 漁 し て いる こと 。 
ЗО. DRO. 

悪人 は 、 地 獄 に 落ち る こと 。 


無神論 。 

それ は 、 以 下 の 仕 組み を 用 意 し な く て は な ら な い 。 
上 記 の 神 や 宗教 。 

それ ら を 代替 する 仕組 み 。 


人 間 社 会 は 、 何 ら か の 形 で 、 以 下 の (1) の 人 に 対し て 、 以 
下 の (2) を 実行 する 必要 が ある 。 


(1) 
善意 を 心 の 中 で 持っ て いる 人 。 
OR REL Л. 


(2) 
現世 な いし 後世 に お いて 、 報 いる こと 。 


Ех. 
心 の 綺 出さ 。 


それ ら は 、 脳 に お いて 、 ど の 部 位 の 中 に 、 宿 っ て いる か ? そ 
れ を 同定 する こと 。 

脳 を 、MRI の よう な 装 四 を 用 いて 、 定 期 的 に スキ ャ ン す る こ 
と 
そう し て 、 心 の 清 さ や 、 心 の 綺 出 さ に つい て の 診断 を 、 行 う 
=. 

そう し て 、 上 記 の (1) の 人 に 対し て 、 以 下 の 文 書 を 、 発 行 
よる こと 

善意 や 良心 の 存在 が 、 脳 内 に お いて 、 確 認 さ れ た こと 。 
それ を 証明 する 、 証 明 書 。 

そう し て 、 上 記 の (1) の 人 に 対し て 、 感 謝 状 を 発行 する こ 
と 4 
な お か つ 、 そ れ ら を 、 本 人 の DNA や 脳 自体 と 一 緒 に 、 後 世に 
残す こと 。 

そう し た こと が 、 社 会 的 に 必要 に な っ て くる こと 。 

т. 

それ は 、 以 下 の 効 果 を 持つ 、 何 ら か の 行為 で ある こと 。 
周囲 の 人 々 を 、 よ り 生 き や す く する こと 。 

人 々 の 生存 力 を 、 高 め る こと 。 

その よう な 効果 。 


脳 の 神経 回 路 綱 に お ける 、 配 線 の つなが り の 状態 。 
立 行 は 、 そ れ を 、 浄 化し 、 清 め る こと 。 


その よう に 解釈 を する 仕組 み 。 

その よう な 普 行 や 良心 に よっ て 、 浄 化 さ れ 、 清 め ら れ て いる 
ay ae 

そう し た 状態 の 脳 。 

それ 自体 を 診断 評価 で きる よう に する こと 。 

その た め の 仕 組み 。 

それ ら が 必要 で ある 。 


Finns ЕЕ, 

普 行 と 悪行 。 

それ ら の 存在 を 、MRI の よう な 閑 次 を 利用 し て 、 ス キャ ン 
し 、 測 定 し 、 記 録 す る こと 。 

それ を 可能 に する 仕組 み 。 

そう し て 、 そ れ ら の 存在 を 、 謀 える か 、 上 食す る こと 。 
それ を 可能 に する 仕組 み 。 

それ ら が 必要 で ある こと 。 

市 中 に 存在 する 、 名 も 無き 聖人 。 

彼ら の 脳 。 

その 内 容 の 素晴らし さ を 、 他 の 人 が 讃え る こと 。 
それ を 可能 に する 仕組 み 。 

その 神経 回 路 網 の コピ ー を 、 後 世に 残す こと 。 

それ を 可能 に する 仕組 み 。 

それ ら が 必要 で ある こと 。 


= 


この 世 は 、 人 間 の 欲望 まみ れ で ある こと 。 

それ は 、 不 快 な こと だ ら け で ある こと 。 

ROC. OT, ROBB. BTe. ARNT. BAB 
た いこ と 。 

彼ら 自身 は 、 そ うし て 、 死 後 、 天 国 に お いて 、 楽 し く 暮 らし 
た いこ と 。 

それ ら が 、 今 まで の 、 名 も 無き 療 人 に お ける 、 人 生 の パタ ー 
ン で あっ た こと 。 

今後 は 、 彼 ら 自 身 の 脳 の 普 行 の 度合 い を 、 機 会 が ある 毎 に 、 
スキ ャ ン し 、 測 定 し 、 診 断 す る こと 。 

thud, ЛЕ МЯСУ. 

そう し て 、 以 下 の 内 容 を 、 そ の 都度 、 確 認 す る こと 。 

Mo BB, BACHS_L¢&. 


そう し て 、 そ の 記録 が 、 後 世に 残る よう に な る こと 。 
それ ら が 、 こ れ か ら の 、 名 も 無き 問 人 に お ける 、 人 生 の パ 
ター ン と な る こと 。 


脳 の 診断 記録 に お いて 、 以 下 の 内 容 を 、 本 人 の 意思 に 応じ 
САУ. 

その 内 容 を 、 プ ライ バシ ー を 付け て 、 機 密 に する か ? それ と 
も 、 そ の 内 容 を 、 公 開 す る か ? 

こう し た 脳 ス キャ ン 。 

それ は 、 以 下 の 用 途 に も 、 使 うこ と が 可能 で ある こと 。 
ALIEN MEA 

MASA. AMICILIEZILL EDC ID. WETS“. 
それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 に お いて 、 社 会 的 に 、 有 用 で ある 
a 


Ни. 

НОННА Си. 

政治 家 な どの 権力 者 に 対し て 、 そ の 上 真意 を 、 正 すこ と 。 
従来 の 神 や 宗教 。 


それ ら が 持つ 、 も う 一 つの 存在 意義 。 

それ は 、 人 間 が 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 望む こと 。 

彼ら 自身 と 似 た 、 よ り 大 いな る 存在 。 

そう し た 存在 に よっ て 、 彼 ら 自 身 が 、 守 られ る こと 。 

人 間 は 、 そ うし た 存在 を 、 人 造 神 の 形 で 、 作 り 上 げた こと 。 


一 人 の 人 間 を 超え た 、 大 き な 存 在 で ある こと 。 

神 は 、 そ うし た 点 に お いて 、 人 間 の 国家 や 、 人 間 の 全体 社会 
に 、 似 て いる こと 。 

両者 の 相違 点 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

神 は 、 以 下 の 行 為 を 許さ な いこ と 。 

人 間 の 生き や すさ を 賠 か す 、 赴 行 。 

そう し た 赴 行 の 例 。 

手抜き 。 

у. 


灯 し 合い 。 


その よう な 、 人 間 の 生き や すさ を 贈 か す 赴 行 。 

そう し た 行為 を 8 許さ な いこ と 。 

その た め の 仕 組み 。 

それ を 、 神 の 概念 を 持ち 出さ ず に 、 人 間 自 身 で 考え 出す こ 
と 


その 実現 の た め の 、 様 々 な 試行 錯 誤 。 
無神論 が 、 そ れ ら を 、 サ ポー ト す る こと 。 
そう し た こと が 、 人 間 の 社会 に お いて 、 必 要 で ある こと 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


ag る 神 と 、 物 理 的 な 神経 回 路 綱 の 必要 


ВАО 1] Х Г 1х ДЖ. 

そこ で は 、 神 は 、 以 下 の よ うな 存在 と な っ て いる 。 

神 は 、 一 人 一 人 の 個別 の 人 間 の 心 に 対し て 、 ア ドバイ ス を す 
る ミミ と $s 

神 は 、 一 人 一 人 の 個別 の 人 間 と の 間 で 、 対 話す る こと 。 


これ は 、 以 下 の 内 容 を 、 示 し て いる 。 
神 が 、 思 考 を し て いる こと 。 


ある 存在 が 、 思 考 を する こと 。 

その 実現 に お いて は 、 人 何らかの 形 で 、 以 下 の よ うな 仕組 み 
が 、 必 要 で ある 。 

物理 的 な 神経 回 路 。 

物理 的 な 論理 回 路 。 


つま り 、 神 は 、 居 下 の 内 容 の 実現 を 、 必 須 と する 。 
MAB, BATS=xI +. 

その 実現 の た め に 、 以 下 の 仕 組み を 、 彼 自身 の 手 で 、 実 現し 
な けれ ば な ら な いこ と 。 

以下 の (1) の 内 容 を 、 以 下 の (2) の 侍 域 の 内 部 に お い 
て 、 生 成 し 、 所 持 す る こと 。 


( 工 ) 

物理 的 な 、 巨 大 な 、 神 経 回 路 や 、 論 理 回 路 。 

それ ら の 回 路 は 、 以 下 の よ うな 機能 を 、 含 むこ と 。 
ー 人 一 人 の 人 間 。 

彼ら の 存在 を 、 個 別に 認識 する こと 。 

その こと を 可能 に する 機能 。 

例 。 

視覚 回 路 。 


(2) 
地球 上 、 あ る い は 宇宙 空間 の どこ か 。 


それ ら の 実現 は 、 物 理 法則 の 範囲 内 に お いて 、 果 た し て 、 可 
能 か ? その 可能 和 性 は 、 と て も 少な い 。 

KSC. 以下 の こと が 。 BZ Se 

「 神 は 、 存 在 し な い 。」 


(2014 年 4 月 初出 ) 


無神論 や 無 宗 教 は 、 地 動 説 と 似 て いる 。 


無神論 や 無 宗教 。 

それ ら は 、 以 下 の 点 に お いて 、 地 動 説 と 、 似 て いる 。 

それ は 、 正 し い 説 で あり な が ら 、 社 会 一 般 に 、 上 邊 ぐに は 、 受 
け 入 れ ら れ な か っ た こと 。 

それ は 、 大 き な 抵 抗 を 伴っ て 、 人 間 社 会 に 、 迎 えら れ た こ 
ее 


地球 と 、 他 の 天体 と の 関係 。 
それ は 、 以 前 は 、 天 動 説 に よっ て 、 専 ら 説 明 さ れ て いた こ 


<_ 


と 。 

天動説 。 

それ は 、 キ リス ト 教 な どの 宗教 に よっ て 、 支 持 さ れ て いた こ 
го 
一 般 人 も 、 そ の 内 容 を 、 広 く 受 け 人 和信 れ て いた こと 。 


一 般 人 は 、 そ の 内 容 を 、 疑 い の な いも の と し て 、 合 じ て い た 
в 


そこ に 、 コ ペル ニタ クス が 、 地 動 説 を 、 新 た に 打ち 出し た 。 
彼 自身 の 学説 が 、 社 会 に 与え る 影 細 。 

コペル ニニ タス が それ を 流れ た こと 

彼 が か 、 そ の た め 、 生 前 著書 の 発表 を し な か っ た こと 。 
その 後 、 キ リス ト 教 の 教会 は 、 地 動 説 を 唱え た 者 を 、 弾 圧し 
だ こと 。 


社会 に お ける 、 人 々 の 考え 。 

その 内 容 が 、 天 動 説 か ら 、 地 動 説 へ と 、 新 た に 切り 替わる こ 
と 。 
その こと が 実現 する まで の 期間 に お いて 、 人 々 の 間 に 、 大 き 
な 抵抗 が 存在 し た こと 。 


天動説 か ら 地 動 説 へ の 切り 替え 。 

それ は 、180 度 の 転回 で あっ た こと 。 

それ は 以下 の よう に 呼ば れ た ご と 

「 コ ペル ニク ス 的 転回 。」 

有 神 論 か ら 無 神 論 へ の 切り 替え 。 

それ は 、 上 記 と 同様 に 、180 度 の 転回 で ある こと 。 


今 の 人 間 社 会 に お ける 現状 。 
有 神 論 が 、 未 だ に 、 圧 倒 的 に 優勢 で ある こと 。 
無神論 は 、 社 会 的 に 、 虚 げ ら れ た 状態 に ある こと 。 


こう し た 現状 を 変え る 、 社 会 的 な 契機 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 で ある こと 。 

分 子 遺 伝 学 に お いて 、 生 命 の 解明 が 、 進 むこ と 。 

それ と 同時 に 、 脳 神経 科学 に お いて 、 人 間 の 心 や 魂 の 解明 
が 、 進 むこ と 。 

これ ら は 、 以 下 の 力 を 持つ こと 。 

有 神 論 か ら 、 無 神 論 へ の 、180 度 転回 。 

それ を 、 成 し 遂げ る こと 。 

その 実現 を 可能 に する 、 原 動力 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


無神論 を 主張 する 人 が 少な い 理 由 は ? 


現状 に お いて 、 無 神 論 を 主張 する 人 が 、 少 な いこ と 。 
その 理由 。 

誰か が 、 無 神 論 を 主張 し た 場合 。 

その 人 は 、 社 会 的 に 疎外 され る こと 。 

その 人 は 、 撤 立 の 道 を 、 歩 まな けれ ば な ら な いこ と 。 


紀 が 、 宗 教 に つい て 、 以 下 の 行 為 を 取る こと 。 

その 内 容 に つい て 、 彼 ら の 内 心 の 半分 に お いて 、 胡 散 臭 い 

と 、 思 っ て いる こと 。 

それ に も 関わ ら ず 、 そ の 内 容 を 、 少 な なく と も 、 見 か け 上 に お 
いて は 。 信じ て に る と 

そう し た 様子 を 、 周 囲 に 対し て 、 見 せる こと 。 

その 理由 。 

宗教 が 、 人 間 社 会 の 共同 体 の 根幹 を 、 今 な お 掌握 し 続け て い 
こと:。 


宗教 を 信じ な い 場 合 。 

今 の 人 間 は 、 社 会 的 に 生き て いけ な いこ と 。 
宗教 を 信じ な い 自 由 。 

それ は 、 今 の 社会 に は 、 あ まり 無い こと 。 

その こと は 、 以 下 の 人 間 社 会 に お いて 、 顕 著 で ある こと 。 
キリ スト 教 。 

イス ラム 教 。 

それ ら の 宗教 を 信じ る 、 国 や 社会 。 


日 本 人 。 

彼ら の 態度 は 、 一 見 する と 、 無 宗教 に 見 える こと 。 

その 実態 。 

彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 何 で も 倍 じ る こと 。 

彼ら 自身 に と っ て 、 信 じ ら れ る と 感じ られ る 宗教 。 

人 々 が 、 神 社 に も 、 仏 教 の 寺院 に も 、 キ リス ト 教 会 に も 、 参 
拝 す る こと 。 


その 社会 は 、 多 宗教 を 同時 に 倍 仰 する 社会 で ある こと 。 
何で も 良い の で 、 何 か し ら 宗 教 を 信じ る こと 。 
そう で な い 場 合 。 

その 人 は 、 他 者 か ら 爪 は じき され 、 社 会 的 に 居場所 が 無く な 
る こと 。 

日 本 社会 。 

それ は 、 キ リス ト 教 や イス ラム 教 を 信じ る 国 や 社会 と 、 結 局 
は 、 同 じ で ある こと 。 


無神論 の 人 間 同 士 が 、 協 力 す る こと 。 

彼ら が 、 宗 教 の 布教 みた いな 感じ で 、 無 神 論 を 、 社 会 に 広く 
流布 させ る こと 。 

その こと で 、 彼 ら が 、 無 神 論 を 、 社 会 的 に 認め させ る こと 。 
その 実現 の た め の 、 社 会 的 な 機関 や 団体 の 存在 。 

それ ら が 、 必 要 て で ある こと 。 

世界 の 無神論 者 同士 が 、 手 を 取り 合っ て 、 協 力 機 関 を 作る こ 
ae 
その こと で 、 彼 ら の 存在 を 、 社 会 に 認め させ る こと 。 
それ ら の 実現 が 、 必 要 で ある こと 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


自立 や 自助 の 思想 と し て の 、 無 神 論 。 

神 は 、 以 下 の よ うな 存在 と し て 、 人 間 が 作り 上 げた も の で あ 
5. 

人 間 の 願望 や 依頼 心 を 叶え て くれ る 、 仮 想 の 存在 。 


その 点 、 宗 教 は 、 以 下 の よ うに 、 表 現 で きる 。 
「 願 望 や 依頼 心 の 体系 。」 


人 間 は 、 常 日 頃 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 願望 や 依頼 心 を 、 
持っ て いる 。 


(1-1) 
彼 自身 の こと を 、 助 け て 欲し いこ と 。 


彼 自身 の こと を 、 守 っ て 欲し いこ と 。 


(1-2) 
彼 自身 の こと を 、 見 つめ て 欲し いこ と 。 
彼 自身 の こと を 、 見 守っ て 欲し いこ と 。 


(2) 
彼 自 身 に 対し て 、 水 遠 の 命 を 、 与 えて 欲し いこ と 。 


人 々 は 、 以 下 の よ うな 存在 を 欲し て いる 。 
彼ら 自身 の 願望 や 依頼 心 。 
それ ら を 、 叶 えて くれ る 存在 。 


それ は 、 以 下 の 二 つ を 兼ね 備え た 存在 で ある 。 


(1) 

彼ら 自身 を 超越 し て いる こと 。 
大 いな る 存在 。」 

"イー ニル マイ テイ な 存 入り 


(2) 

人 間 と 相似 の 性 質 。 

彼ら 自身 と 相似 の 性 質 。 
それ ら を 、 備 えて いる こと 。 
Л. | 


人 々 は 、 そ うし た 存在 の 実在 を 、 望 むこ と 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある こと 。 
マイ ナス 面 を 持た な い 人 存在 。 

完 壁 な 存在 。 

パワ ー が ある 存在 。 
超越 し た 能力 を 持つ 存在 。 

強力 な 存在 。 


それ は 、 逆 に 言え ば 、 以 下 の よ うな 事象 の 現れ で ある こと 。 


人 間 の 存在 が 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある こと 。 


マイ ナス 面 が 多い 存在 。 
不 完全 な 存在 。 
喘い 存在 。 


人 間 は 、 そ の 現実 に 対応 し て 、 以 下 の よ うな 欲求 を 、 抱 く こ 


es 

彼ら 自身 が 持つ 、 そ うし た 不良 の 側面 。 

それ ら を 、 補 正 し た いと 、 思 うこ と 。 

その た め に 、 神 の よう な 存在 を 、 欲 する こと 。 


無神論 。 

それ は 、 結 局 、 こ うし た 神 の 存在 を 、 佑 定 す る こと 。 
無神論 。 

それ は ば 。。 以下 の よう な 行き 方 で ある ご と 。 


(1) 

人 間 が 、 何 か に 頼ら ず に 、 彼 ら 自 身 だ け で 、 何 と か や っ て い 
Cot. 

そう し よう と すず る 。 行き 方 。 

(2) 

人 間 が 、 彼 ら 自 身 で 、 彼 ら 自 身 の 生 存 の た め の 解 決 策 を 、 見 
OT C11 < ts 

そう し さよ うと する 。 行き 方 。 


無神論 。 
それ は 、 上 記 の 点 に お いて 、 以 下 の 内 容 を 持つ 存在 で ある こ 


ae 
自立 や 自助 の た め の 思 想 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


相互 扶助 の コミ ュ ニ ティ と 、 そ の 統合 の シ 
ン ポ ボル 。 


神 や 宗教 を 求め る 人 。 

そう し た 人 は 、 実 際 に は 、 以 下 の よ うな 人 の こと で ある 。 
どこ か の 相互 扶助 の コミ ュ ニ ティ に 入る こと 。 
ФОН СИ. 

そう し た 心理 的 傾向 を 、 強 く 持 つこ と 。 

それ は 。 以下 の よう な 動機 に 基づく こと 。 

コミ ュ ニ ティ や ググ ループ に 入る こと を 。 

その こと で 、 安 宰 や 安心 を 得る こと 。 

その こと を 、 実 現し た いと 思う こと 。 

そう し 大 考え 方 。 


その 実現 に よっ て 、 の 人 に と うっ て は 。 WROMRAS. Bo 
Bea Cs 


他 の グル ー プ メン バー が 、 い ざと いう 時 、 そ の 人 自身 の こと 
を 、 助 け て くれ る こと 。 


その 人 自身 が 、 い ざと いう 時 、 救 われ る こと 。 
その こと で 、 そ の 人 自身 が 、 皆 の 待っ て いる と ころ に 行け る 
и 


そう し た 相互 扶助 の コミ ュ ニ ティ 。 

その 内 容 は 、 以 下 の よ うな 場合 が 多い こと 。 

その 統合 の シン ボル と し て 、 救 い 主 の 神 を 、 設 定 し て いる こ 
それ が 、 宗 教 で て ある こと 。 


そう し た 、 和 統合 の シン ボル 。 

その 内 実 が 、 神 の 代わ り に 、 偉 人 で ある こと 。 

その 頻度 が 、 多 いこ と 。 

無神論 の 場合 。 

そこ で は 、 例 えば 、 偉 人 が 、 そ の 徹 合 の シン ボル と な る こ 
а 


戦前 の 日 本 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 社会 で あっ た こと 。 

生身 の 人 間 が 、 そ の まま 、 神 と し て 、 扱 われ て いた こと 。 
それ は 、 Аве 

「 現 人 神 。」 


無神論 の 場合 。 

偉人 は 、 あ くま で 等 身 大 の 人 間 で ある こと 。 
偉人 は 、 超 能力 な ど は 、 持 た な いこ と 。 
偉人 に は 、 そ れ な り に 限界 が ある こと 。 
無神論 で の 偉人 。 

それ は 、 以 下 の よ うに 捉え られ る こと 。 
Л. 

彼 が 、 神 に な る こと 。 

それ は 、 あ り 得 な い 。」 


偉人 に も 、 欠 陥 や 限界 が 、 存 在 す る こと 。 
その た め 、 偉 人 は 、 和 統合 の シン ボル と し て は 、 適 切 で は 無い 
こと 

そう し た 考え が 当然 存在 する こと 。 

その 場合 。 

人 間 に と っ て の 理想 と な る 概念 。 

それ が 、 統 合 の シン ボル と な る こと 。 

例 。 

я. 

高潔 。 

そう し た 抽象 概念 。 

そう し た キー ワー ド 。 

それ ら が 、 以 下 の 内 容 と し て 、 一 番 適 切 で ある こと 。 
無神論 の コミ ュ ニ ティ に お ける 、 統 合 の シン ボル 。 


人 間 に と っ て の 理想 。 

それ を 掲げ 。 そ の 実現 を 追求 する こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 に 、 該 当 す る こと 。 

無神論 。 

それ が 主流 の 時 代 。 

そう し た 場 に 存在 する 、 相 互 扶助 の た め の コ ミュ ニテ ィ 。 


その 理想 的 な あぁ り 方 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


この 世に は 、 超 人 的 な 存在 に よる 加護 は 、 
無い こと 。 


無神論 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 思想 で ある こと 。 


(1) 

神 の よう な 超人 的 な 存在 。 
それ ら に よる 加護 。 
それ が 無い 存在 。 

等 身 大 で ある こと 。 

小さ いこ と 。 

и. 
欠点 だ ら け で ある こと 。 
そう し た 存在 。 

そう し た 存在 と し て の 人 間 。 
それ を 、 そ の まま 見 つめ 、 受 け 信 れる こと 。 
ина. 


(2) 

人 間 だ け で 、 何 と か や っ て いく こと 。 
その た め の ア イデ ア 。 

the, ACHAHL TITY СИ. 
その た め の 思 想 。 


人 間 社 会 を 動か す 存 在 。 

それ は 、 結 局 は 、 人 間 で ある こと 。 
社会 を うま く 動 か すこ と 。 

その た め に は 、 仮 想 の 存在 に は 、 頼 れ な いこ と 。 
その た め に は 、 人 間 の 知恵 だ け で 、 何 と か 回 すし か 無い こ 
で 


コン ピュ ー タ な ど 。 

それ ら は 、 人 間 の 知恵 の 産物 で ある こと 。 

コン ピュ ー タ が 持つ 限界 。 

それ は 、 そ っ くり その まま 、 人 間 の 限界 で て ある こと 。 


事実 。 

この 世に お いて 、 以 下 の 内 容 が 、 実 在 し な いこ と 。 

超人 的 な 存在 に よる 、 加 護 。 

ENDIF RLS. 

人 間 は 、 結 局 、 彼 ら 自 身 だ け で 、 何 と か する し か 無い こと 。 
ENDIF BLS, 


それ ら を 、 人 間 が 率 邊 に 受け 人 れる こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

人 間 に よ る 、 無 神 論 の 受容 。 

その 本 格 的 な 開始 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


+. в. АНА IC. 


キリ スト 教 な どの 宗教 。 

それ ら は 、 以 下 の 事 象 を 想定 する こと 。 

人 間 は 、 も と も と 排 を 持っ た 存在 で ある こと 。 

その 漠 を 、 救 い 主 が 、 身 代わ り に な っ て 、 背 負っ た こと 。 


二 5 大 原 菲 相当 CD 十 0D。 

それ は 、 以 下 の 事 象 に 、 起 因 し て いる こと 。 

人 間 が 、 生 命 で ある こと 。 

その こと は 、 言 い 換 えれ ば 、 以 下 の 内 容 に な る こと 。 
生命 は 、 引 、 原 判 を 背負 っ て いる こと 。 


生命 。 
それ は 、 生 きる た め に 、 必 ず 、 以 下 の 行 為 を みす る こと 。 
何 か を 、 食 べ る こと 。 


何 か を 、 保 温 す る こと 。 

子作り を する こと 。 

生命 は 、 そ の た め に 、 必 ず 、 以 下 の こ と を する こと 。 
生命 は 、 そ うし た 人 行為 を しない 場合 、 生 きま て いけ な いこ と 。 


何 か 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 負 担 や 負荷 に な る こと 。 
労働 。 

例 。 

餌 を 取る こと 。 

住居 を 維持 する こと 。 


それ は 。 生命 に と うっ て きら で て も 和平 に こと で ある こと 


生命 は 、 快 楽に 、 ふ けり が ち で ある こと 。 
例 。 

子作り を する 時 。 

食事 の 時 。 


生命 は 、 そ うし て 、 本 業 の 労働 を 、 忘 れ が ち に な る こと 。 
Hilts ЕС ао о. 
生命 は 、 辛 い 負 荷 や 労働 に つい て 、 手 抜き を し た く な る こ 
と 


生命 は 、 そ の た め に 、 以 下 の よ うな 不良 な 行為 を み 、 つ いつ い 


ずる いこ と 。 
(Ha Mad Sok. 


Sy yee: 

一 种 0 中 毒 。 

そう し た 辛 さ を 回 放す る た め の 、 手 抜き や 違反 の 行為 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 内 容 と し て 、 捉 えら れる こと 。 
ali t :> CO RE. 


JRE. 


それ は 、 人 間 だ け に ある の で は な いこ と 。 
生命 。 
1,54. AB. Я -, RIES TUS LL. 


(20144745 初出 ) 


実証 主義 。 証 拠 主義 。 そ れ ら に よっ て 、 生 
きる こと 。 


無神論 。 

無 宗 教 。 

それ ら は 、 以 下 の よ うな 内 容 の み を 、 採 用 する こと 。 
実物 の 証拠 。 

デー タ で 説明 可能 な 説明 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 生き 方 で ある こと 。 

実証 主義 。 

証拠 主義 。 


神 。 

人 間 は 、 そ れ に 対し て 、 以 下 の よ うな 思い を 、 抱 く 。 

「 も し も 、 そ れ が 実在 し た ら 、 そ れ は 、 私 た ち に と っ て 、 と 
て も 良い 。」 

し か し 、 そ れ は 、 あ くま で 室 想 上 の 産物 で ある 。 

それ が 、 和 実際 に 存在 し て いる こと 。 

その 証拠 。 

それ は 、 今 まで 、 特 に 得 ら れ て いな い 。 


そう し た 証拠 の 無い 存在 と し て の 、 神 。 

それ を 認め な い 生 き 方 。 

そう し た 、 和 実証 主義 や 、 証 拠 主 義 に 基づく 、 生 き 方 。 
их. МТО, МЗ, 
無神論 の 生き 方 。 


(2014 年 5 月 初出 ) 


創造 主 不要 論 


生命 や 人 間 の 造作 。 

それ ら は 、 と て も 精巧 で 良く 出来 て いる 。 

な の で 、 そ れ ら は 、 以 下 の よ うな 存在 に よる 産物 で ある 。 
何 か 、 偉 大 な 存在 。 

人 間 を 超え た 存在 。 

その よう な 考え 方 。 

それ は 、 以 前 か ら 、 存 在 す る 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 考え へ と 、 結 び つ いて きた 。 
Ух ЖЖ ож. 

それ ら に お ける 、 以 下 の よ うな 考え 。 

以下 の よう な 存在 を 、 予 め 想 定 す る こと 。 
創造 主 。 


そう し た 、 創 造 主 。 

その 実体 。 

それ は 、 未 だ に 、 確 認 さ れ て いな い 。 

その 間 に 、 分 子 遺伝 学 や 、 脳 神経 科学 が 、 進 歩 し た 。 
人 間 や 生物 の 造作 。 

その 仕組 み 。 

それ ら が 、 以 下 の 思 考 法 に よっ て 、 容 易 に 解明 され て し まう 
ear 

神 や 創造 主 。 

そう し た 存在 を 、 特 に 、 前 提 と し な いこ と 。 

そう し た 考 芝 方 。 
COLD 次 第 に 分 か っ て きた 。 

神 や 創造 主 。 

それ ら の 概念 。 

それ は 、 人 不要 な も の と な っ て き て いる 。 


(2014 年 5 月 初出 ) 


マル クス 主義 の 衰退 。 科 学 的 唯物 論 の 今後 
の 発展 。 


昔 は 、 人 間 社 会 に お いて 、 マ ルク ス 主 義 が 流行 し た 。 

中 国 や ロシア な どの 国々 が 、 そ の 思想 を 、 こ ぞ っ て 才 入 し 
た 。 

し か し 、 そ れ は 、 あ まり 上 手 く 行か な いこ と が 、 誕 明 し た 。 
その た め 、 人 々 の 間 で は 、 一 時 の 熱 は 、 す っ か り 冷 め て し 
まっ た 。 

現状 は 、 そ の よう に 見 える 。 


マル クス 主義 。 
thud, RMS. ВЕСЕ. 
それ は 、 史 的 唯物 論 を 、 唱 えた 。 


その 理由 。 
それ は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


キリ スト 教 な どの 宗教 指導 

その 信者 と し て の 、 王 話 や 貴族 。 

彼ら は 、 特 権 的 な 地位 を 利用 し て 、 貧 富 の 格差 を 作り 出し 
だ 

彼ら は 、 そ の こと で 、 社 会 を 奉 ま せ て いた 。 

彼ら の 行為 。 

彼ら 自身 の 存在 。 

И. АСИ. 

その こと が 、 社 会 的 に 、 必 要 と され た 。 


史 的 唯物 论 C 提 唱 。 
その 理由 は 、 少 な く と も 、 以 下 の 内 容 で は 無い 。 
宗教 その も の の 理論 。 


それ が 、 根 本 的 に 、 間 違っ て いた こと 。 


中 国 や 旧 ソ 連 。 

それ ら の 社会 の 内 部 。 
マル クス 主義 。 

それ 自体 。 


それ は 、 そ こ で は 、 あ た か も 、 宗 教 の よう な 存在 に な っ て い 
る 。 
их. ХЕ © UT. фаил, 


唯物 论 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 か ら 、 解 放さ れる べき で ある 。 
従来 の マル クス 主義 。 


その 史 的 唯物 論 。 

それ が も た ら す 、 内 容 面 で の 制約 。 

唯物 论 。 

それ は 、 今 後 、 以 下 の よ うな 「 科 学 的 唯物 論 」 と し て 、 発 展 
ら て いそ て きだ 

「 こ の 世 の 存 在 は 、 人 間 の 心 も 含 め て 、 全 て 、 物 質 や 、 物 的 
存在 で ある 。 


世界 の あら ゆる 存在 は 、 そ うし て 説明 で きる 。」 
(2014465 FA 初出) 


死 と 、 救 い 。 神 や 宗教 の 起源 。 


生命 や 人 間 に と っ て は 、 死 ぬこ と が 、 何 より も 怖い 。 
Molt. Wolke, RORBALRIMABS. RNS. 
Wolk. WENFRNKES, MINS. 

彼ら 自身 が 死ん だ 後 。 

彼ら 自身 の 存在 が 、 無 に 帰す る こと 。 

彼ら は 、 そ の こと に 対し て 、 面 えら れ な い 。 

彼ら は 、 そ の こと に つい て 、 救 い を 求め る 。 
ЕЕ. 

そう し た 、 救 い を 求め る 心理 。 

その 内 容 は 、 例 えば 、 以 下 の 楽 曲 に お いて 、 良 く 示 され て い 
る 。 

R. シ ュ ト ラウ ス の 交 細 詩 。 

「 死 と 変容 。」 

そう し た 心理 を 実感 する こと 。 

それ は 、 そ の 視聴 に よっ て 、 容 易 に 実現 可能 と な る 。 


彼ら は 、 そ の 際 に 、 以 下 の 存 在 を 、 彼 ら 自 身 の 手 で 、 予 め 予 
в. 

彼ら は 、 そ の 存在 を 、 仮 に 設定 し た 。 

彼ら 自身 を 救っ て くれ る 存在 。 

頼れ る 存在 。 

彼ら は 、 そ れ を 、 以 下 の よ うに 、 名 付け た 。 

神 。 


別 の 解釈 。 

彼ら 自身 が 生ま れ た 時 。 

その 時 点 で 、 彼 ら 自 身 の 先 祖 が 、 以 下 の 存 在 を 、 既 に 、 仮 設 
EC 

彼ら 自身 の こと を 、 救 っ て くれ る 存在 。 

神 。 

その た め 、 彼 ら 自 身 も 、 そ の 存在 を 、 人 信じる こと に し た 。 


彼ら の そう し た 心理 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 に 談 当 する 。 

神 や 宗教 。 

ИРОД. 

人 間 に お ける 、 彼 ら 自 身 の 死 へ の 恐怖 。 

人 間 に お ける 、 以 下 の よ うな 欲求 。 

「 私 は 、 誰 か に よっ て 、 救 われ た い 。」 

その よう に 、 強 く 感 じ る こと 。 

それ ら が 、 神 や 宗教 を 、 創 出し た 。 

その 点 、 人 間 は 、 本 源 的 に 、 神 や 宗教 を 、 必 要 と し て いる 。 


そう し た 存在 。 

彼ら 自身 を 救っ て くれ る 存在 。 
頼れ る 存在 。 

無神論 や 無 宗教 は 、 そ れ を 谷 定 する 。 
神 。 


人 間 や 生物 は 、 死 の 恐怖 か ら 逃 れる た め に 、 勝 手 に 、 そ の 存 
在 を 、 設 定 し た 。 

神 は 、 元 々 は 、 存 在 し な い 。 

な の で 、 以 下 の (1) の 方 が 、 以 下 の (2) より も 、 内 容 面 
で 、 よ り 自 然 で て ある 。 


(1) 
ta BES SBA. 
(2) 
tHe BEDS OBA. 


Roh, Ro BANWcNetRe, MICHA СОН. 
その 条件 下 に お いて 、 彼 ら 自 身 が 、 死 ん だ 場合 。 
彼ら 自身 の 遺伝 的 な 半身 。 


その た め 、 以 下 の 事 象 の 発生 は 、 起 こら な い 。 
彼ら 自身 が 、 無 に 帰す る こと 。 


彼ら が 、 何 か し ら 文 化 的 な 業績 を 挙げ て いる 場合 。 
その 人 条件 下 に お いて 、 彼 ら 自 身 が 、 死 ん だ 場合 。 


彼ら 自身 の 業績 は 、 後 世 の 人 々 や 生命 に よっ て 、 問 題 無く 、 
受け 継が れ て いる 。 


その た め 、 以 下 の 事 象 の 発生 は 、 起 こら な い 。 
彼ら 自身 が 、 無 に 帰す る こと 。 


宗教 や 神 を 、 克 服 す る こと 。 

その た め に 、 人 間 に と っ て 、 了 予め 用 意 す べき こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

彼ら 自身 が 、 い つ 死 ん で も 大 丈夫 な よう に する こと 。 

それ は 、 以 下 の (1) に つい て 、 以 下 の (2) を 実現 する こ 
と で ある 。 


( 工 ) 

遺伝 的 な 子孫 。 
文化 的 な 子孫 。 

それ ら は 、 優 れ て いる 。 

それ ら は 、 後 世に 残り や すい 。 


(2) 
それ ら を 、 彼 ら 自 身 の 存 命中 に 、 予 め 沢 山 作 っ て お く こ と 。 


(2014 年 5 月 初出 ) 


人 


生命 や 人 間 。 

それ ら は 、 有 限 な 存在 で ある 。 

彼ら は 、 彼 ら 自 身 で は 、 以 下 の 内 容 を 実現 で き な い 。 
彼ら 自身 が 、 無 限 な 存在 に な る こと 。 

し か し 、 彼 ら は 、 ど うし て も 、 そ うし た 存在 に な り た い 。 
人 間 や 生命 。 

それ ら と 相似 の 心理 。 

それ を 持つ 存在 。 

超 能 力 を 持つ 存在 。 

無 診 で 、 無 傷 の 存在 。 

無限 な 存在 。 

そう し た 存在 を 、 仮 に 設定 する こと 。 

それ を 、 以 下 の よ うに 呼ぶ こと 。 

神 。 

その 導き に より 、 彼 ら 自 身 も 、 無 限 の 生命 を 得 ら れる こと 。 
その よう に 、 彼 ら 自 身 を 、 確 信 さ せる こと 。 

そう し た 、 心理 的 導入 の か らく り 。 

それ が 、 宗 教 で て ある 。 

その か らく り を 作り 上 げた 者 。 

それ が 、 宗 教 の 教祖 て ある 。 

その か らく り に 従っ て 、 以 下 の よ うに 信じ て いる 者 。 
「 私 自身 も 、 無 限 な 存在 に な る こと が 、 出 来る 。」 
thn. CONRAN CHS. 


(20144655 初出 ) 


宗教 と セッ クス 。 


人 間 は 、 以 下 の 行 為 を め 、 必 死に 実行 し て きた 。 

以下 の まう に 。 uae 

「 私 た ち は 、 他 の 生命 や 動物 より も 、 優 れ た 存在 で ある 。」 
人 間 は 、 そ の 内 容 が 実現 する よう に 、 努 力 し て きた 。 


し か し 、 人 間 は 、 実 際 に は 、 以 下 の 行 為 を 、 無 自覚 の うち 
(IX, BW IRL RTS S. 

K> НОЕ. 

その 生成 を 行う こと 。 

セッ クス 。 

その 予備 行為 。 

オナ ニー。 

そう し た 行為 を 実行 し て いる 間 。 

普通 の 動物 並み に 、 発 情 す る こと 。 

人 間 は 、 居 下 の よ うな 存在 へ と 、 変 化す る 。 
他 の 動物 と の 間 に お ける 、 レ ベル の 違い 。 
それ が 、 特 に 、 何 も 無い こと 。 
動物 並み で ある こと 。 

そう し た 存在 。 

人 間 は 、 そ の こと を 、 ど うし て も 実感 する 。 


そこ で 、 人 間 は 、 以 下 の (1) の 行為 に つい て 、 以 下 の 
(2) の 態度 を 取る 。 


(1) 
セッ クス 。 
オナ ニー 


(2) 

「 そ れ は 、 淫 ら で あ る 。 

+, FIR CHS. | 

その よう に 、 主 張 す る こと 。 

tN“ CI LETABIAS. SOM. BOIL. 


人 間 は 、 本 当 は 、 彼 ら 自 身 も 、 セ ックス が 大 好き で ある 。 
ЛЕ. (DOVE CIS. ФОТ, <, ЕР 
い 。 

Lal. ЛИЗ. НЕХ. ASS. 


人 間 は 、 以 下 の よ うな 素振り を 、 こ と さら 示 そ うと する 。 
「 私 は 、 セ ックス に は 、 関 心 が 無 い 。」 


そう し た セッ クス へ の 欲求 を 克服 する こと 。 

人 間 は 、 そ の 実現 を 、 求 道 す る 。 

それ が 出来 た 者 。 

人 間 は 、 そ うし た 他 者 を 、 神 に 近い 存在 と し て 、 尊 敬 す る 。 


神代 わり の 存在 。 

そう し た 存在 と し て の 、 宗 教 者 。 

彼ら は 、 以 下 の 行 為 を 、 倍 者 か ら 、 求 め ら れる 。 

以下 の 状態 を 、 彼 ら 自 身 の 自 制 心 に よっ て 、 実 現す る こと 。 
セッ クス へ の 欲求 。 

それ を 、 何 ら か の 形 で 、 恒 常 的 に 、 乗 り 越 えて いる こと 。 


無 宗 教 。 

無神論 。 

そこ で は 、 以 下 の よ うな 考え に 基づい て 、 行 動 す れ ば 良い 。 
上 記 と は 逆 の 考え を 、 取 る こと 。 


「 私 は 、 動 物 や 生命 より も 、 優 れ た 存在 で ある 。」 
CDOS Quer: Oak 

そう し た 先入観 。 

宗教 の く び き 。 


人 間 が 、 そ こ か ら 解 放さ れる こと 。 

人 間 が 、 素 走 に 、 以 下 の よ うな 欲求 を 、 解 放す る こと 。 
彼ら 自身 が 内 上 蔵 す る 、 セ ックス へ の 欲求 。 

そう する こと で 、 人 間 が 、 よ り 素 の 人 間 の あり 方 へ と 、 近 づ 
Cae: 

以下 の まう な 図式 に 近づく こと 

ГЛ. 

それ は 、 す な わ ち 、 生 命 そ の も の で ある 。」 

無神論 は 、 そ れ ら を 実現 し て いけ ば 、 そ れ で 良い 。 


それ が 、 生 命 で ある 人 間 に と っ て 、 一 番 健 全 な あり 方 で あ 
5. 


その 際 、 以 下 の こ と に 劉 意 する 必要 が ある 。 

セッ クス の 最 中 。 

人 間 は 、 外 敵 に 対し て 、 無 防備 に な る こと 。 

Ailes そう し で 表 く っ て し まう っ う ミ と 

な の で 、 そ うい う 点 で は 、 人 間 に は 、 以 下 の 態 度 が 必要 で あ 
る 。 
セッ クス に 対し て 、 АНИ Вис и. 
その 抑制 。 

例 。 

彼ら 自身 の 性 欲 を 抑制 する 薬 。 

それ ら を 飲む こと 。 

その 実例 。 

ドグマ チー ル 。 


(2014 年 5 月 初出 ) 


無神論 に よっ て 、 人 間 社 会 を 上 手 く 回 すこ 
と 。 機能 主義 的 な 無神論 。 


人 間 は 、 今 まで 、 以 下 の よ うに 、 考 え が ち で あっ た 。 


「 超 人 的 な 神 。 

そう し た 存在 が 、 実 在 す る こと 。 

だ か ら 、 私 た ちの 生活 は 、 正 し く 律 せら れる の だ 。 
そう し て 、 社 会 が 上 手 く 回 る の だ 。」 


実際 に は 、 以 下 の 事 象 が 発生 し て いる 。 

神 は 、 存 在 し な いこ と 。 

その こと を 前 提 と し て 、 人 間 社 会 を 、 人 間 自 身 の 手 だ け で 、 
上 手 く 動か さ な く て は な ら な いこ と 。 

それ が 、 了 既に 、 毎 日 の よう に 起き て いる こと 。 


神 の 存在 を 、 仮 定 し な いこ と 。 
その 状態 で 、 以 下 の 内 容 を 実現 する こと 。 
社会 が 、 上 手 く 回 る こと 。 


人 間 は 、 そ の た め に 、 以 下 の 方 法 を 採用 する し か な い 。 
人 間 各 自 が 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 
以下 の 行為 。 

COR) IRL. 

the, ЖЕЗ СИ. 


(1) 
他 の 人 の 生存 に 役立つ よう な 、 生 産物 や 、 機 能 。 
互い に 、 そ れ ら を 、 十 分 に 供給 し 合う こと 。 


(2) 
他 者 か ら の 、 生 産物 や 機能 の 供給 。 
それ に 対し て 、 必 要 十 分 な 対価 を 、 支 払う こと 。 


ЕЕ. AROS АЗ, 


人 間 や 生命 。 
それ ら の 生存 に 役立つ 働き 。 
機能 。 


そう し た 、 機 能 の 提供 。 
それ ら を 中 心 に 物事 を 考え る こと 。 
機能 主義 的 な 無神論 。 


(2014 年 5 月 初出 ) 


脳神経 科学 の 発展 と 、 宗教 の 消失 。 


Жо И ХЕ ЖЖ CORR, 
21-595, AMID RM CII OUY СОН. 

それ ら は 、 以 下 の よ うな 状態 で 、 専 ら 、 行 われ て きた 。 
人 間 の 心 を 司る 、 脳 。 

それ に 関す る 、 根 本 的 な 知識 。 

それ ら の 取得 に 関し て 、 あ まり 満足 で な い 状 態 。 


2-9 5. Bre wEE AE. 

それ ら が 、 現 在 、 着 実に 蓄積 され つつ あぁ ある 。 

ЛИФЕ =. 

それ ら に 相当 する 、 脳 活動 の 中 身 。 

それ ら は 、 従来 は 、: プ ラッ クボ ックス だ っ た 
それ ら が 、 だ ん だ ん 明らか に な りつ つ あ る 。 

この 流れ は 、 今 後 、 更 に 加速 する 。 


ЛЕЕВ. 

その 実体 を 明らか に する こと 。 

その た め の 有 効 な 手段 と し て の 、 脳 神経 科学 。 

それ ら が 発展 する こと 。 

その 結果 、 以 下 の 事 態 は 、 次 第 に 、 解 消し て いく こと 。 
従来 、 存 続 し て きた 、 以 下 の 状 態 。 

ЛЕЕВ. 

それ ら の 内 容 が 、 具 体 的 証拠 に 基づか ず に 、 宗 教 家 の 願望 だ 
け に よっ て 、 語 られ 続け る こと 。 


人 間 や 生命 。 

それ ら の 生体 の 神秘 。 

それ ら は 、 和 従来 、 以 下 の よ うに 、 言 われ て きた 。 
神 に よる 創造 。 

その 賜物 。 

遺伝 学 や 分 子 生 物 学 の 発展 。 

その 発展 に より 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 可 能 に な っ て いる 。 
上 記 の 神秘 。 

それ を 、 神 の 概念 を 持ち 出さ ず に 、 語 る こと 。 
それ を 、 完 全 に 、 物 質 ベ ー ス で 、 語 る こと 。 
世界 は 、 そ うし た 方 向 に 向かっ て いる 。 


人 間 や 生命 。 

ет их. 

それ ら の 意識 。 

ИЕ, 

それ ら の 神秘 。 

従来 の 宗教 は 、 そ れ ら を 特別 視 し て きた 。 

それ ら に つい て も 、 上 上 上記 と 同様 に 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 可 


能 に な っ て いる 。 

上 記 の 神秘 。 

それ を 、 脳 神経 科学 に よっ て 、 物 質 ベ ー ス で 、 解 明 し て 行く 
ЕН 

世界 は 、 そ うし た 方 向 に 向かっ て いる 。 


その 結果 、 宗 教 は 、 そ の 足場 を 失う 。 
宗教 は 、 消 失 や 消滅 の 方 向 へ と 向かう 。 


(2014 年 5 月 初出 ) 


現 人 神 。 それ は 、 実現 不可 能 で ある 。 


戦前 の 日 本 。 
その 社会 で は 、 天 皇 は 、 現 人 神 と し て 扱わ れ た 。 
天皇 は 、 崇 拝 の 対象 で あっ た 。 


戦後 、 以 下 の よ うな 宣言 が な され た 。 

「 天 皇 は 、 人 間 で ある 。」 

し か し 、 そ れ は 、 ア メリ カ な どの 意向 に 沿う も の で あっ た 。 
日 本 が 持つ 、 以 下 の よ うな 国民 性 。 

и. НН ВЖЕ. 

ых. JESTER CHS. 

ети. ЗЕВС. 
ИФА, Hac Root. ОСА 
る 。 


その た め 、 今後 の 事態 の 推移 に し よっ て は 、 以 下 の 可 能 性 が 、 
十分 に ある 。 

事態 の 例 。 

ХУ. 

天皇 が 、 再 び 、 現 人 神 と し て 、 崇 め ら れる こと 。 

人 々 が 、 そ うし た 現 人 神 を 、 崇 め る こと 。 

人 々 が 、 そ うし た 人 行為 を 、 国 内 の 支配 者 に よっ て 、 強 要 さ れ 
る こと 。 

そう し た 事態 が 、 到 来 す る こと 。 


そう し た 事態 を 防止 する こと 。 
その た め に 、 以 下 の 内 容 を 実現 する 必要 が ある 。 


天皇 が 、 生 命 の 一 種 で ある こと 。 
それ は 、 猿 や イル カカ など と 、 同 様 で ある こと 。 


その 証拠 を 、 明 ら か に し て お く こ と 。 


天皇 の 精子 を 、 取 得する こと 。 
その 遺伝 情報 を 、 全 て 解読 する こと 。 
それ を 、 記 録 し 、 保 存 し 、 解 析 す る こと 。 


天皇 の 脳 の 活動 。 
その スキ ャ ン 映 像 。 
それ を 、 人 保存 し 、 解 析 す る こと 。 


そう する こと で 、 以 下 の こ と を 、 科 学 的 に 証明 する こと 。 
「 現 人 神 。 
それ は 、 実 現 不可 能 で ある 。」 


(2014 年 5 月 初出 ) 


脳 の スキ ャ ン ニ ング に よっ て 、 閉 人 か 悪人 
か を 刻 定 で きる よう に する こと 。 


あぁ ある 人 が 和音 人 か 悪人 か を 、 見 極め る こと 。 
それ は 、 外 見 か ら だ け で は 難し い 。 

見 栄 張り な 人 間 。 

上 辺 だ け 調 子 の 良い 態度 。 

それ を 取り た が る 人 間 。 

上 辺 を 取り 繕 っ て いる 、 ず る い 人 間 。 
そう し た 人 間 も 、 相 当 い る か ら で あ る 。 


人 間 の 脳 の 中 身 を 導 接 スキ ャ ン す る こと 。 
そう し て 、 以 下 の 内 容 を 弟 定 する こと が 出来 れ ば 、 こ の 問題 


は 解決 する 。 

lt. HAD? iS, BAD ? 彼 は 、 他 人 の 役 に 立 と うと 
し て いる 人 か ? 彼 は 、 彼 自身 の 利益 ば か り を 考え て いる 人 
か ? 

定期 的 に 脳 診断 を 受け る こと 。 

そう し て 、 以 下 の 内 容 を 、 医 者 に 指摘 し て も らい 、 治 療 を 受 
ば る に な る こと 。 


「 あ な た の 人 格 や 人 柄 。 

их. MLK. 
или, МТО МТО, > 
た 。」 


それ が 実現 する 時 。 
それ は 、 そ う 人 遠く な いい 将来 、 や っ て くる 。 


その 診断 記録 を 、 デ ー タ と し て 、 後 世 ま で 受け 継ぐ こと 。 
その こと で 、 以 下 の 内 容 が 、 遺 伝 学 的 に 分 か る よう に な る こ 
ae 


「X さ ん の 血筋 の 人 。 

Mo OM Ult, ЛР. 

Y さ ん の 血筋 の 人 。 

彼ら の 間 に は 、 ず る い 人 が 多い 。」 


ある 人 が 、 普 人 か 悪人 か の どちら で あっ た か ? そ の 脳 診断 の 
结果 。 

それ が 、 水 久 的 に 、 後 世 ま で 残る こと 。 

それ が 実現 すれ ば 、 人 間 は 悪い こと を し な く な る 。 


その 際 に は 、 以 下 の 事 象 の 発生 に 対し て 、 対 処す る 必要 が あ 


る 。 

ずる い 人 。 

彼 が 、 以 下 の よ うに 振る 舞う こと 。 
彼 自身 の 診断 記録 デー タ 。 

それ を 偽造 する こと 。 
ENLEC ЛОЖУ ЗСУ. 


そう し た デー タ 偽 造 を チェ ッ ク す る 仕組 み 。 
それ が 必要 と な る こと 。 
それ を 、 予 め 作 成 し て お く こ と 。 


(2015 年 12 月 初出 ) 


権力 者 へ の 対応 。 


人 間 は 誰 で も 権力 を 持ち た が る 。 

人 間 は 、 居 下 の 人 々 を 欲し が る 。 

自分 の こと を ほめ て くれ る 人 。 

自分 に 従っ て くれ る 人 。 

対人 関係 で の 紙 同 者 や 味方 。 
НЕО Е] |, СИЛ. 


権力 は 、 社 会 を 動か す 上 で は どう し て も 必要 な も の で ある 。 
し か し 、 そ れ は 、 誰 で も 持て る 訳 で は な い 。 

その リソー ス に は 限界 が ある 。 

そこ で 、 権 力 は 、 で きれ ば 、 以 下 の 人 に 任せ た いも の で あ 


る 。 
有 能 で 、 人 柄 の 良い 、 行 動力 の ある 人 。 
どの よう な 賃 域 で も 、 以 下 の こ と の 実現 が 必要 で ある 。 


(1) 
善 政 を 行う 人 が 、 そ う で な い 人 より も 、 後 世に 名 を 残し や す 
くす る こと 。 


(2) 
REA 479 ЕЛА, ИА» СЯ L TIRING 
О ср 


そう な る と 、 以 下 の こ と が 起き て くる の で は 無い だ ろう か 。 
以下 の 存在 に 、 権 力 が 集中 する こと 。 
脳 ス キャ ン の 結果 で 問 人 悪人 の 首 定 を 行う 人 や 機関 。 


以前 の キリ スト 教 な ど 。 
そこ で は 、 以 下 の 想 定 が され て いた 。 
天国 に 行く か 地獄 に 行く か の 審 痢 を する 者 。 


それ が 神 だ 。 
区 5L 大 审判 、 判 定 在 下 才 者 人 大、 最 上 位 人 位置 才 加。 
区 0 审判 者 关 判 定 者 。 


それ が 、 脳 神経 科学 者 に な る 可能 性 。 
区 机 办、 将 来 的 (二 高 v\。 

これ まで の 宗教 の 本 質 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(1) 
いか に 、 社 会 的 に 有益 な 人 に 好 待 遇 を 与え る か ? 


(2) 

いか に 、 社 会 的 に 有害 な 人 に 劣悪 な 待遇 を 与え る か ? 
これ まで の 宗教 者 は 、 死 後 の 世 界 と いう 概念 を 採用 し て き 
だ 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 想 定 す る 。 


(1) 
有益 な 人 を 、 大 国 に 行か せる こと 。 


(2) 
有害 な 人 を 、 地 獄 に 行か せる こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 想 定 す る 。 


(1) 
社会 的 に 有益 な 人 を 、 増 や すこ と 。 


(2) 
社会 的 に 有害 な 人 を 、 減 ら す こと 。 


その 役割 は 、 脳 神経 科学 者 に 行く こと に な る だ ろう 。 


ある 人 の 有益 性 や 有害 性 。 

その 麟 定 を 行う 存在 と し て の 脳神経 科学 者 。 
彼ら が 、 新 た な 権力 者 と な る 可能 性 。 

それ が 高い 。 


(2015 年 12 月 初出 ) 


ずる い 人 、 小皿 し い 人 へ の 対応 。 


ずる い 人 。 

ал. 

上 手 く 立ち 回 ろう と する 人 。 

彼ら は 、 い つの 世に も 、 い る も の だ 。 


し か し 、 こ れ に つい て は 、 以 下 の こ と も 考え られ る 。 


上 手 く 立ち 回 ろう と する こと 。 

自分 の こと は ば はかり 考え て いる こと :。 

そう し た 人 が 、 あ る こと に 秀 で て いて 有 能 で ある 場合 。 
その 人 は 、 結 果 的 に 、 社 会 に 有益 な 結果 を も た ら す こと も あ 
る 。 


居 下 の 三 つ の 内 容 は 、 別 々 の 次 元 に 成り 立つ 。 


恶人 。 


例 。 

根 は 良い 人 。 

し か し 、 失 敗 ば か り 引 き 起 こし て 、 社 会 的 に 有害 で 無能 な 
人 。 


例 。 

ずる く 、 自 己 中 心 的 な 、 良 く な い 人 。 

し か し 、 有 能 な 人 。 

彼 は 、 社 会 を と 上手く 回 す た め に 欠か せな いい 能力 を 、 豊 富 に 持 
Do 


СЕ RIED) re FUE 

それ を 、 脳 の スキ ャ ン ニ ング に よっ て 、 行 うこ と 。 
ЛС, BAEC. AMAA. 

彼 の 評価 が 、 ト ッ プ に 来る こと 。 

その よう な 診断 法 。 

それ を 開発 すべ き で ある 。 


有 能 だ が 、 性 格 に 問題 の ある 人 。 

彼 の 評価 の ラン ク を 、 ダ ウン させ る こと 。 

彼 の 評価 が 、 ト ッ プ に な ら な いよ うに する こと 。 

し か し 、 彼 は 、 あ る 程度 、 社 会 的 に 評価 され る こと 。 
それ ら の こと が 実現 され れ ば 良い 。 


(2015 年 12 月 初出 ) 


遺伝 学 の 発展 と 、 無 神 論 。 


遺伝 学 が 発達 し た 。 
その こと で 、 無 神 論 が 受け 人 れ ら れる 素地 が 、 整 っ て きた 。 
例え ば 、 生 物 学 者 の R. ド ー キ ンス が 、 無 神 論 の 書籍 を 出版 し 


て いる 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


生物 の 創造 を 、 全 て 遺伝 子 の 働き に 帰す る こと 。 

その こと で 、 神 的 存在 を 伴わ ず に 、 生 物 や 人 間 の 誕生 を 説明 
で きる ご と 。 

その 実現 。 


KL, 504. 
その 説明 に つい て は 、 遺 伝 当 だ け で は 不足 で ある 。 
それ に は 、 脳 神経 科学 の 発展 が 必要 で ある 。 


(2016 年 1 月 初出 ) 


脳神経 科学 の 進展 と 友達 作り や 、 恋 愛 や 、 
結婚 ヽ の 対応 。 


脳神経 科学 が 進展 する こと 。 
その こと で 以下 の こ ミ と を 検知 で きる さま さま: うに な る 
あぁ ある 人 が 、 誰 か 他 の 同性 か 異性 を 好き に な っ た こと 。 


その 人 自身 が 好き な 相手 。 

その 人 自身 が 吉 を し て いる 相手 。 

その 相手 が 、 視 界 に 現れ た 場合 。 

その 時 、 独 特 な 、 脳 内 の 神 俊 系 の 活動 が 見 られ る こと 。 
その こと を 、 相 手 に 対し て 、 無 線 に よっ て 、 伝 えら れる よう 
に する ここ と:。 

そこ で 、 相 手 側 に も 同じ 反応 が 見 られ た 場合 。 

互い に 夫 人 候補 で 有力 だ と いう こと が 分 か る こと 。 

それ ら が 実現 する 。 


互い に 相手 の 許可 を 得 て 、 脳 の スキ ャ ン ニ ング を 実施 する こ 
ба 
その こと で 、 互 い の 価 値 観 な ど を 、 脳 を スキ ャ ン し た 映像 か 
ら 分 析 し て 、 検 証する こと 。 

そう し て 、 互 い に 、 彼 ら 自 身 に 合っ た 應 愛 や 結婚 の 相手 で あ 
る か どう か を 、 詳 細 に 弟 断 で きる こと 。 

その 実現 。 


それ も 、 可 能 に な る 。 

そう する こと で 、 離 婚 も 減ら せる 。 
これ は 、 友 達 作 り に も 応用 可能 で ある 。 
(2016 年 1 月 初出 ) 


р 結局 は 、 猿 で あり 、 動 物 の 一 種 で 


о 


ЛИ, САС И ЕСС, ЖА, RRO 
種 で ある 。 
人 間 は 、 動 物 並 み の 存 在 で ある 。 


見 栄 張 り 。 

Ар) BUY, 
権力 の 獲得 。 
О [,. 

セッ クス 相手 の 奪い 合い 。 


人 間 は 、 そ れ ら に 余念 が 無い 。 


人 間 に は 救い は 無い 。 

人 間 は 、 死 後 、 単 に 脳 活動 が 終わ る だ け で 、 何 も 起こ ら な 
い 。 

ЕЛ. 

それ は 、 あ りえ な い 。 


> НБ в, HEZIHSI CL. 

> НБ, МАУ CRASS I“. 
彼ら 自身 の 精子 や 卵子 。 

それ ら の 遺伝 子 を 、 分 析 し 、 保 存する こと 。 

人 間 は 、 そ うし て 、 自 力 で 救 わ れれ な いと いけ な い 。 


(2016 年 1 月 初出 ) 


Ата си, 


ДНЕВЕ , 

それ に より 、 近 い 疾 来 、 以 下 の 機械 や 装 買 が 出 て くる 。 
人 間 が 頭 の 中 で 考え て いる 言葉 。 

内 声 。 

それ を 文字 に 起こ し て 、 外 部 出力 する デバ イス 。 

その 機械 。 

о. 


二 5 与 忆 大 内 声 文字 起 二 LO 装置 。 

それ を 頭 に 装着 する こと 。 

その こと で 、 人 間 は 、 彼 ら 自 身 の 思 考 が 、 全 て 表沙汰 に な 
る 。 


Зе га ASL Tc ЛА. 
仮に 、 彼 ら が 、 少 し で も 赴 い 考え が 出し た 、 と する 。 
FOC. CHIE, ЕЪЕБАНСЯЭ 5. 


そう する こと で 、 皆 、 良 い 考 え し か 持て な く な る 。 
装着 し た 人 間 は 、 杏 が 応 で も 、 良 い 人 に な ら ざ る を 得 な い 。 


内 声 文字 起 二 岂 装 置 。 

それ は 、 赴 人 を 存在 で き な く する 。 
それ は 、 究 極 の 存在 で ある 。 
ALE. FACES. 


そこ で は 、 キ リス ト 教 な どの 宗教 が 無く て も 、 以 下 の 世 界 
を 、 実 現 で きる 。 
善意 と 愛 に 溢れ た 世界 。 


人 間 の 内 声 は 、 そ の まま 肉声 に 出る 。 

人 間 に 肉 声 を 出さ せ て 、 内 声 と 照合 する こと 。 
それ に より 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 可 能 に な る 。 
EDUWORE. 


それ ら を 排除 する こと 。 
MAAN ADE CAS, SCHHICDS. 


一 方 、 そ れ は 、 以 下 の 症 状 と 似 た 感じ に な る 。 
統合 失調 症 患 者 の 陽性 症状 。 


RG AATEC HEL CU MER A. 
KM PRS AATEDUE AA ART AIL. 


上 記 の 装 買 は 、 そ の た め に 役に立つ 。 
(2016 年 10 月 初出 ) 


a 、 人 生 観 。 無 神 論 と の 関 


人 は 生き 物 で ある 。 
Ald, 変転 する 厳し い 環 境 の 中 、 何 と か 生き 残っ て 、 増 殖 す 
る 上 必要 が ある 。 


変化 する 環境 の 中 で 生き 残る こと 。 

その 実現 。 

その た め に 、 人 は 、 以 下 の 内 容 を 、 そ の 都度 入手 する 必要 が 
HD. 


命 と し て 生き 残る こと 。 
それ に 役立つ 働き や 効果 。 
生命 の 維持 や 繁殖 に 役立つ 働き 。 
機能 。 
生物 の 本 質 。 
生き 延び た いと いう 、 生 へ の 衝動 。 
それ と 、 機 能 と は 、 密 接 に 結び つい て いる 。 


人 は 、 一 人 で は 生き られ な い 。 


Ald. —-Л7Е <, МИРОН и. 
環境 適応 に 必要 な 、 全 て の 働き 。 
全て の 機能 


人 は 、 一 人 だ け で は 、 以 下 の 実 現 は 難し い 。 
衣食 住 に 必要 な 働き 。 

機能 。 

それ ら を 、 自 前 で 、 十 分 に 用 意 す る こと 。 


例 。 
綿 海 の 孤島 に 一 人 取り 残さ れ た 人 。 
彼 は 、 こ れ か ら ど う 暮 らし て いけ ば よい か 、 途 方 に 暮れ る 。 


ss で は 、 以 下 の 人 々 と の 共同 、 協 力 が どう し て も 必要 で あ 


OS 
他 の 機能 
それ ら を 持つ 人 。 


人 は 、 他 の 人 か ら 、 機 能 を 融通 し て も ら う 必要 が ある 。 


個人 の 、 完 全 な 自主 独立 。 

個人 の 、 外 部 社会 か ら の 、 完 全 な 引き こも り 。 
それ ら は 不可 能 で ある 。 

人 間 は 、 相 互 依 存 、 互 助 の 生き 物 で ある 。 
環境 適応 に 有効 な 機能 

それ ら を 、 互 い に 他 人 に 提供 し 合っ て 生き る こと 。 
それ が 、 機 能 主義 的 な 生き 方 の 基本 で ある 。 


人 は 、 本 来 、 他 人 の 役に立た な いと 、 以 下 の 内 容 は 実現 で き 


な い 。 
その 人 自身 が 必要 と し て いる 機能 を 、 他 人 か ら 、 返 礼 と し て 
мо. 


Ald, 互助 的 な 生き 物 で ある 。 
一 方 的 な 持ち 出し は 、 不 平等 な 搾取 で ある 。 


auld. 許さ きれ な いい 。 


人 が 生き て いく に は 、 以 下 の 実 現 が 不可 欠 で ある 。 

他 の 人 の 役に立つ 働き を する こと 。 

他 の 人 に と っ て 環境 適応 に 有効 な 働き を 提供 する こと 。 
これ が 、 労 働 で ある 。 


他人 の 役に立つ こと 。 
人 助け を する こと 。 
それ が 、 人 が 生き て いく た め の 和 人 条 件 で ある 。 


人 は 、 他 人 の 役に立た な いと 、 返 礼 の 物資 、 お 金 が 紅 え な 

い 。 

そう で な い 人 は 、 生 活 で き な い 。 

それ が 、 人 間 社 会 の 原則 で ある 。 

他人 の 役 に 十 分 立っ て いる の に 、 貧 し く て 生活 で き な い 人 。 
そう いう 人 々 が いる こと 。 

それ は お か し い 。 

他人 の 役 に 全 然 立っ て いな い の に 、 ぜ いた く な 暮らし が で き 
る 人 。 

そ て うい うか いる こと 

それ は 、 社 会 の あり 方 が 間違っ て いる 。 


人 は 、 他 人 の 役に立つ 。 

その こと で 、 人 は 、 他 人 か ら 存 在 を 認め られ る 。 
人 は 、 他 人 か ら 返 し の 援助 を 受け や すく な る 。 
その 結果 、 人 は 、 生 きき 延び や すく な る 。 


人 間 は 、 誰 で も 、 以 下 の (1) を 体験 する と 、 以 下 の (2 
の 状態 に な る 。 


(1) 

他人 の 役に立つ こと 。 

その こと で 、 他 人 か ら 、 以 下 の よ うに 言わ れる こと 。 
ГРИ! 


(2) 
彼 自 身 が 良い こと を し た と 感じ る こと 。 


その こと で 、 彼 自身 の 気持 ち が 良 く な る こと 。 
そう し た 状態 。 


これ は 、 人 類 に 共通 し た 心理 で ある 。 
それ は 、 人 間 の 神経 系 の 根幹 を 占め て いる 。 


人 間 に は 、 い つ し か 、 以 下 の 生 体 が 遺伝 的 に 備わる よう に 
な っ た 

他人 の 役に立つ こと 。 

едких ity НАЗ. 

こう し た 感覚 は 、 人 間 が 生き 延び て いく 上 で 、 遺 伝 的 、 本 能 
的 な 根拠 を 持つ 。 


他人 の た め に な る こと を する こと 。 

その こと で 、 他 人 の 返し の 援助 を 得 や すく する こと 。 
そう する こと で 、 彼 自身 を 生き 延び や すく する こと 。 
それ が 、 以 下 の 生 き 方 で ある 。 

変転 する 環境 の 中 で うま く 立 ち 回 る こと の 出来 る 生き 方 。 
賢い 生き 方 。 


必要 な 時 に 必要 な 機能 を 手 に 入れ る こと が で きる こと 。 
それ が 、 人 間 が 生き て いく た め の 和 人 条件 で ある 。 

常 日 頃 、 他 人 に 必要 な 機能 を 、 他 人 が 必要 と する タイ ミン グ 
で 提供 で きる こと 。 

それ が 、 以 下 を 実現 する 極意 で ある 。 

他人 か ら 、 返 し の 機能 を 確実 に 手 に 入れ や すく する こと 。 


人 間 が 、 彼 自身 の 居場所 に お いて 、 物 賀 に 恵まれ 、 豊 か に な 
る 条件 。 

それ は 、 以 下 の 実 現 が 第 一 で ある 。 

彼 自身 と 他人 に 役立つ 機能 を 提供 する こと 。 

彼 自身 と 他人 に 役立つ 機能 。 

それ ら を 質量 面 で 多く 提供 する こと 。 

それ を 実現 する ほど 、 更 に 、 彼 自身 と 他人 の 役に立つ こと 。 
€9ULT. RALe UTOMB4Z LYSE BASIL. 

そう し て 、 よ り 生 き 延 び や す く な る こと 。 

それ が 、 本 来 の 姿 で ある 。 


株 式 や 原油 、 貴 金属 と か へ の 投機 。 

それ て で 金儲け を し て 豊か に な ろう と する こと 。 

そう いう 生き 方 。 

それ は 、 極 力 放 ける べき 生き 方 で ある 。 

な ぜ な ら 、 そ れ ら の 行為 自体 、 何 ら 、 以 下 の 内 容 を 生み 出さ 
な いか ら で あ る 。 

人 々 に と っ て 役に立つ 、 有 益 な 機能 。 

人 間 は 、 以 下 の 内 容 を 実行 すべ き で ある 。 

人 々 の 役に立つ 、 製 品 や サー ビス 提供 。 

それ に 結び つく 仕事 。 


ЛС, ИГО, BELL. 

環境 適応 に 有効 な 機能 。 

それ を 、 互 い に 、 他 人 に 提供 し 合っ て 生き る こと 。 
個人 単位 間 で の 、 機 能 の 輸出 、 輸 入 。 

それ を 行う こと 。 


彼 自身 の 生成 し た 、 有 効 な 機能 を 、 他 者 に 対し て 、 で きる だ 
け よ く 提 供し 、 輸 出す る こと 。 

それ が 、 彼 自身 の コピ ー や アウ ト プ ッ ト を 、 よ り 増 殖 と させ 、 
繁殖 えさ せる こと に つなが る 。 

それ は 、 結 局 は 、 彼 自身 の た め に な る 。 


輸出 入 に お いて 、 和 輸出 超過 に な る こと 。 

それ は 、 人 に 貰う より 、 与 える 方 が 多い こと 。 
生存 力 に 余裕 が あり 、 自 立 で き て いる 証拠 で ある 。 
それ は 、 よ いこ と で ある 。 

輸出 入 に お いて 、 和 輸入 超過 に な る こと 。 

それ は 、 他 人 の お 荷物 に な っ て いる 証拠 で ある 。 
人 々 は 、 そ の 状態 か ら 早 く 抜 け 出 す 必 要 が ある 。 


彼ら 自身 が 他人 に 対し て 提供 で きる 有効 な 機能 は 何 か ? 人 々 
は 、 日 夜 、 そ れ を 絶え ず 考 え 、 生 み 出 し て 行く 必要 が ある 。 


本 来 、 各 人 に と っ て 、 機 能 の 出入 り は 、 資 金 の 出入 り と 同じ 


で ある 。 

それ は 、 最 低 限 収 支 と ん と ん か 、 望 まし く は 、 輸 出 超過 や 、 
271375 > Фо. 

な ぜ な ら 、 人 不意 の 事故 な ど で 、 機 能 を 生み 出せ な い 体 に な っ 
р 

そし て 、 輸 入 超過 の 状態 に な る こと 。 

そう し た 可能 竹 が ある 。 

そう な っ た 時 に 、 以 下 の 方 法 で 食い つなぐ 必要 が ある か ら で 
HS. 

手持 ちの 既存 の 黒字 分 や 、 預 金 の 消化 。 


人 々 が 、 彼 ら 自 身 の 機 能 を 、 輸 出 超 過 や 、 黒 字 に する こと 。 
その た め に は 、 人 々 は 、 絶 え ず 、 他 人 が 必要 と する 機能 を 提 
供し 続け る 必要 が ある 。 


ARAKI ASA HRREA HA SIL. HHA DD B7 CISA) OIF 
ma 


機能 の 輸出 入 の 収支 は 、 赤 字 に な っ て し まう 。 

人 は 、 こ うし た 一 方 的 な 機能 の 提供 を 好ま な い 。 

Ald, 互助 的 な 生き 物 で ある 。 

機能 の 収支 の 赤字 の 持続 。 

それ は 、 結 局 そ の 人 が 生き て 行け な く な る こと に つなが る 。 


他人 に 有効 な 機能 を 提供 し な い 生 活 。 

他人 か ら 機 能 を た だ 受け 取り 、 礁 うだ け の 生活 。 

そう し た 生活 を する 人 は 、 略 礁 者 で ある 。 

彼ら は 、 人 々 の 機能 提供 の 相互 助け 合い 、 融 通 を 崩す 。 
彼ら は 、 人 々 が 生き に くい 社会 を 作り 出す 。 

これ は 、 標 力 排除 し な けれ ば いけ な い 。 


他人 の 役 に 何 ら 立 っ て いな い の に 、 リ ッ チ な 生活 を する こ 
Ge 
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それ は 、 病 的 で ある 。 

一 方 、 他 人 の 役 に た くさ ん 立っ て いる の に 、 生 活 が 昔 し い 


KM 
その 存在 も 問題 で ある 。 


こう し た 状態 の 人 が 発生 し な いよ うに 、 以 下 の よ うに 社会 を 
コン トロ ー ル すべ ベ べき で ある 。 

他人 の 役 に た くさ ん 立っ て いる 人 が リッ チ な 生活 を 送れ る こ 
Ce 
役に立た な い 人 は と りあ えす ず 最 低 限 の 生活 が で きる よう に す 
る こと 。 


人 の 役に立た な いと 、 生 活 で き な い 、 お 金 は 貸 え な いと いう 
区 
それ が 、 一 大 原則 で ある 。 


以下 の (1) を 実行 し な いと 、 以 下 の (2) を 実現 で き な い 


社会 。 


(1) 
人 が 生存 し て いく の に 有効 な 機能 。 
それ を 提供 する こと 。 


(2) 

提供 し た 機能 に 対す る 返礼 の 物資 。 
хи ЗИ. 

その 結果 、 生 き て いけ る こと 。 


そう し た 社会 が 、 本 来 あ る べき 社会 の 姿 で ある 。 
社会 は 、、 そ うい う 姿 に 保つ べき で ある 。 

「 働 か ざる 者 、 食 うべ か ら ず 。」 

そう し た 精神 が 必要 で ある 。 


他人 と 機能 の や り と り を する 場合 。 
相手 側が 、 彼 自身 の 欲す る 機能 を その まま 持っ て いる こと 。 
それ は 、 稀 で ある 。 


他人 と 機能 の や り と り 、 交 換 。 

それ を 円 滑 に する に は 、 人 貨幣 、 お 金 が 必要 で ある 。 

それ は 、 互 い の 交 換 す る 機能 の 価値 を 、 共 通 の 尺度 で 数 値 化 
し た も の で ある 。 


人 は 、 お 金 が あれ ば ある ほど 、 必 要 な 機能 を 手 に 和信 れ や すず すく 


な る 。 
そし て 、 人 は 、 よ り 生 存 し や すく な る 。 
それ は 、 確 か に 、 事 実 で ある 。 


お 金 さ え 儲 か れ ば よい 。 

お 金 が 全て 。 

ОА 

それ は 誤り で ある 。 

大 切な の は 、 お 金 そ れ 自 体 で は 無い 。 

大 切な の は 、 お 人 金 と 交換 で 手 に 入れ る 機能 の 方 で ある 。 
例え 、 人 が 、 お 金 を いく ら 持 っ て いて も 、 い ざと 言う 時 に 、 
必要 な 機能 と 交換 し て も ら え な いと 、 何 に も な ら な い 。 
それ は 、 衣 食 住 に 必要 な 働き さき で ある 。 


人 が 機能 不足 で 困っ て いる 時 に 、 機 能 を 融通 し て くれ る 相 
手 。 
それ は 、 常 日 頃 、 彼 自身 が 親切 に 、 協 力 し 、 相 互 援 助 し て い 
た 相手 や 友人 で ある こと 。 

その こと が 多い 。 

そう いう 点 で 、 友 人 の 存在 は 、 不 時 の 機能 の 獲得 に と っ て 、 
不可 欠 で ある 。 

持つ べき も の は お 金 で は な く 、 友 達 で ある 。 


一 般 に 、 ビ ジネス は 、 以 下 の 内 容 と みな され る 。 
相手 に 機能 を 提供 する こと 。 

ELT. CNAOMBA Eob5HWNBIIL. 
そし て 、 利 益 を 得る 、 儲 ける も の 。 


他人 か ら 対 価 を な る べく 多く 巻き 上 げ て 、 金 持ち に な る こ 


Cs 

それ が 自己 目的 化し て し まう 人 。 

そう し た 人 が が 多い 。 

他人 に 対し て 提供 する 機能 その も の に 目 が 行か な いこ と 。 
機能 提供 の 対価 と し て 支払 われ る お 金 に 目 が 行っ て し まう こ 
Ce 
その た め 、 目 先 の 利益 確定 に 目 が 囚われ る こと 。 

そう し て 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 お ろ そ か に な る こと 。 


彼 自 身 が 提供 する 機能 。 

それ ら の 品質 の 確保 や 、 向 上 。 

それ ら が 発生 する 。 

儲かる な ら 、 低 品質 の 機能 で 構わ な いと する 見 方 。 
それ が 広まる こと に な っ て し まう 。 


人 々 の 間 に 行 き 交 う 機 能 の 品質 。 
それ が 低下 する 。 

AX DEBRIS DIKE 
それ は 低く な る 。 

人 々 は より 生き 廷 び に くく な る 。 
これ は 、 ま ずい こと で ある 。 


そこ で 必要 な の は 、 見 方 、 ス タン ス を 変え る こと で ある 。 


人 の 役に立つ こと 。 

人 々 の 環境 適応 水準 を 向上 させ る こと 。 
それ ら に 資す る 、 よ り よ い 機 能 。 

それ を 周囲 に 向け て 生み 出し て いく こと 。 
それ を 実行 し よう と する 心構え 。 

それ を 、 ま すず 根 拭 で 持つ こと で ある 。 


その 心構え が 、 日 常 の 仕事 の 中 で 、 以 下 の 内 容 を 生み 出す 原 


動力 に な る 。 
人 々 が より 生き 延び や すく な る の に 役立つ 、 新 た な アイ デ 
アア 


それ は 、 新 た な ビジ ネス チャ ンス に 走 結 す る 。 

そう し た ビジ ネス を 推進 する こと 。 

人 々 は 、 そ れ で 、 以 下 の (1) と 、 以 下 の (2) を 同時 に 実 
現 可能 で ある 。 


(1) 
周囲 の 人 々 の 生活 水準 を 向上 させ る こと 。 


(2) 
неф. НОЛЬ си. 
そう し て 、 人 金持ち に な り 、 豊 か に な る こと 。 


金儲け に は 、 こ ちら の 考え 方 の 方 が 重要 で ある 。 

その 人 は 、 単 な る 金 の 亡者 の よう に 、 周 囲 の 人 々 か ら 一 方 的 
に 金 を 巻き 上 げ る の で は な い 。 

その 人 は 、 他 人 の 役に立っ た 上 で 儲け て いる 。 

な の で 、 彼 は 、 他 人 か ら は 、 以 下 の よ うに 、 称 人 工 を 受け る 。 
「 あ り が と う 。 

助かっ た 。」 

彼 は 、 周 囲 や 社会 に 受け 入れ られ る 。 

そう し て 、 彼 は 、 な お か つ 、 金 持ち に な れる 。 

彼 は 、 ま た 、 以 下 を 実現 で きる 。 

周囲 の 人 々 の 頭 に 、 彼 ら 自 身 を 、 プ ラス の 価値 ある も の と し 
て 、 売 り 込 むこ と 。 

彼ら 自身 の 文化 的 子 捧 を 、 周 囲 の 人 々 の 頭 の 間 に 残 すこ と 。 
上 記 の 考え 方 は 、 こ れ ら の 実現 に も つなが る 。 


他人 の 役に立つ こと 。 
Hud, AR OUR EPO. 
自分 の 分 身 を 他人 の 間 に 広 めやす く な る 効果 。 


人 間 は 生き 物 で ある 。 
な の で 、 人 間 は 、 絶 え ず 、 自 己 増 殖 を 図 ろ うと する 。 


人 は 、 以 下 の (1) に つい て 、 以 下 の (2) を 実現 し よう と 
oH. 


(1) 
彼 自身 の アウ ト プ ッ ト 。 
彼 自身 の 分 身 。 


(2) 

彼 自身 の 生き た 証 と する こと 。 

で きる だ け 長 く 残 すこ と 。 

で きる だ け 、 広 範囲 に 広め る こと 。 


これ が 実現 し た 場合 。 
人 生 は 成功 で ある 。 


一 方 、 彼 自身 の アウ ト プ ッ ト が 途絶 え 、 広 ま ら ず に 消滅 し た 


場合 。 


人 生 は 失敗 で ある 。 


//// 

ROL TAZ. 

彼 自 身 と その 分 身 の 、 外 部 世界 へ の 拡大 や 増殖 。 
それ を うま く 果 た し た 人 生 。 


失敗 し た 人 生 。 
彼 自身 と その 分 身 の 拡大 や 増殖 。 
それ に 失敗 し た 大生 。 


ИИ! 
た だ し 、 こ の 人 生 の 成功 と 失敗 は 、 長 い 目 で 見 な いと 分 か ら 
な い 。 


場合 に よっ て は 、 以 下 の こ と が 起き る 。 


(1) 
本 人 が 死ん だ 後 で 、 そ の 功績 が 発掘 され て 、 有 名 に な っ て 世 
界 中 に 広まる こと 。 


(2) 

本 人 が 生き て いる 間 は 、 成 功 者 と し て 恵まれ た 人 生 を 送る こ 
Се 
し か し 、 死 後 、 急 速 に 忘れ られ て 、 消 えて し まう こと 。 
死後 、 批 交 の 対象 に な っ て 、 活 名 を 残す こと 。 


各 人 が 生成 する 機能 。 

それ も 、 そ の 人 に と っ て は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
彼 自 身 の 分 身 。 

彼 自身 の コピ ー。 

彼 自身 の 生き た 証 。 


各 人 が 生成 する 機能 を 、 彼 自身 の 分 身 や 、 彼 自身 の 生き た ヨ 
と し て 、 残 すこ と 。 
それ に は 、 以 下 を 実現 する 必要 が ある 。 


(1) 
BAmbLMIIOFT Си. 
質 を で きる だ け 高 め る こと 。 


(2) 
量 を 最大 化す る こと 。 
で きる だ け 広 範囲 に 広め る こと 。 


こう し た 意図 か ら 良 質 の 機能 が た くさ ん 社会 に 出回る こと 。 
それ が 、 以 下 の 実 現に つなが る 。 
人 々 を 社会 の 中 で 生き や すく する こと 。 


彼 自身 の 生成 し た 機能 。 

それ を で きる だ け 長 生き ささ せよ う 、 広 め よ うと する 欲求 。 
それ は 、 生 物 と し て 自己 増殖 し よう と する 欲求 で ある 。 
それ は 、 禁 め て 利己 的 な 自分 勝手 な 欲求 で ある 。 

し か し 、 そ の 利己 性 が 、 結 果 的 に 、 居 下 を も た ら す 。 
社会 に 流通 する 機能 の 質量 の 向上 。 

社会 の 発展 に 頁 献 する こと 。 


他人 の 役に立つ こと 。 

他人 に 対し て 有益 な 機能 を 提供 し 続け る こと 。 

それ が 、 彼 自身 の アウ トブ プッ ト や コピ ー を 他人 の も と に 広め 
る 自己 増殖 に つなが る 。 

それ は 、 結 局 は 、 生 き 物 と し て の 成功 に つなが る 。 

他人 の 役に立つ こと 。 

それ は 、 結 局 は 、 彼 自身 の た め に な る 。 


他人 に 必要 と され る こと 。 
他人 に と っ て 必要 な 機能 を 提供 で きる こと 。 
それ が 、 人 間 に と っ て の 生き が いで ある 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(1) 

他人 に 対し て 、 必 要 な 機能 を 提供 で きる こと 。 

それ で 、 対 価 が 得 ら れる こと 。 

その 対価 で 、 以 下 の 内 容 を 手 に 和信 れる こと が で きる こと 。 
彼 自身 が 生き 延び て いく 上 で 必要 な 物資 。 


その 結果 、 よ り 生 き 廷 び や す く な る こと 。 


(2) 

他人 、 周 囲 へ と 、 彼 自身 の 分 身 で ある 自作 の 製品 の コピ ー を 
広め る 機会 が 増え る こと 。 

その 結果 、 自 己 増殖 に つなが る こと 。 


他人 に 、 必 要 な 機能 を 提供 で き な い こと 。 
他人 か ら 不 要 、 お 荷物 と 見 な され る こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 に な る 。 

生き て いく 価値 が 無い こと 。 

存在 価値 が 無い こと 。 

人 生 の 失敗 。 
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それ は 、 人 が 、 単 に 、 彼 自身 の 生活 を 豊か に し た いと いう だ 
け で は な い 。 

人 は 、 そ の 過程 で 、 以 下 の 内 容 を 、 人 生 目 標 に する か ら で あ 
る 。 


(1) 
いか に 、 他 人 に 必要 と され る 、 価 値 あ る 人 間 と な る か ? 


(2) 
いか に 、 他 人 に 必要 な 機能 を て き ば き 提 供 で きる 、 有 能 な 人 
間 と みな され る か ? 


(3) 
そう し て 、 い か に 周囲 か ら 高 い 価値 を 与え られ る か ? 


それ ら に 、 そ の 人 の 人 生 の 成功 が か か っ て いる か ら で あ る 。 
その 人 の 有 能 

それ が 後世 まで 語り 継が れ た 場合 。 

彼 は 、 歴 史上 の 人 物 と し て 、 彼 自身 の 存在 を 、 死 後 も ずっ と 
人 々 の 間 に 広 め る こと が 出来 る 。 

彼 は 、 文化 的 な 自己 増殖 に 成功 し た こと に な る 。 


高い 機能 提供 能力 を 持っ て いる 有 能 


その よう に 見 な され る こと 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 周囲 の 評価 に つなが る 。 


我々 ぐ は 、 あ の 人 に は 、 生 き て いて 貸 わ な いと 困る 。」 
「 我 々 に は 、 あ の 人 の 存在 が 、 必 要 だ 。」 
「 我 々 ぐ は 、 あ の 人 が いる と 、 助 か る 。」 


「 我 々 は 、 あ の 人 を 、 バ ッ ク ア ッ プ 、 サ ポー ト し よう 。 
そう し て 、 彼 に 、 そ の 持て る 能力 を 、 十 分 発揮 し て も ら お 
Е 


そう し た 評価 。 

それ は 、 以 下 の 実 現に つなが る 。 

彼 自身 が 生き て いく 上 で の 必要 な 援助 や サポ ー ト 。 
それ を 周囲 か ら よ り 得 や すく な る こと 。 

より 生き 延び や すく な る こと 。 


それ は また 、 以 下 の 実 現に つなが る 。 

より よい 機能 提供 。 

その た め に は どう すれ ば よい か 、 人 より 物事 が よく 見 える こ 
Cx 
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周囲 の 人 た ち を 、 彼 自身 の 言う こと を 聞く 分 身 、 部 下 と し て 
使う こと 。 

それ が 可能 に な る こと 。 

その 点 、 周 囲 に 彼 自 身 の 教 え が 広 まり や すく な る こと 。 
そう し て 、 自 己 増殖 に 成功 する こと 。 


人 が 周囲 か ら 谷 め ら れる と 喜ぶ こと 。 

それ は 、 本 質 的 に は 、 以 下 の よ うな 有 能 感 を 持て る か ら で あ 
る 。 
「 私 は 、 他 人 に 必要 と され た 。 
私 は 、 他 人 の 役に立っ た 。」 
その 有 能 さ 。 

それ は 、 以 下 の 実 現に つなが る 。 


彼 自 身 を 生き 延び や すく する こと 。 


機能 主義 者 の 人 生 訓 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 に な る 。 


「 他 人 に 必要 と され る 人 間 。 
プラ ス の 価値 の ある 人 間 。 
そう し た 人 間 に な りな さい 。」 


「 他 人 に 必要 な 機能 。 

それ を 提供 で きる 人 間 。 

有 能 な 人 間 。 

そう し た 人 間 に な りな さい 。」 


人 は 、 死 後天 国 に 行く た め に 、 普 行 を し よう と する 。 
LAL. BR. BTL. CIF EDTA. 
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に 行う も の で ある 。 

社会 が 生き や すく な る こと 。 

その こと で 、 人 が 、 以 下 を 図り や すく する こと 。 

生物 と し て の 自己 保存 、 自 己 増殖 。 

thin, ТОФ. 

普 行 は 、 天 国 の 存在 な ど 仮 定 し な く て も 、 生 き 物 と し て の 人 
間 に と っ て は 、 行 うべ き 根 拠 が 十分 ある 。 


普 行 や 隣人 愛 。 

その 動機 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で も 、 全 然 構 わな い 。 
自己 保存 や 自己 増殖 。 

それ ら を 有利 に し よう と する 自己 中 心 的 な も の 。 
善行 は 、 彼 自身 の 利益 の た め に 行う も の で ある 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

「 情 け は 人 の た め な ら ず 。 

彼 自 身 の た めで ある 。」 

その 動機 が 自己 中 心 的 で も 、 結 果 と し て 、 以 下 の 内 容 に つ な 
が れ ば 、 そ れ で 良い 。 

人 間 が 相互 に 生き 延び や すく な る こと 。 


彼 自身 を 無 に する こと 。 

彼 自身 を 犠牲 に する こと 。 

そう し て 。 他人 の た め に 尽 ぐ そう と する こと 。 
その よう に 、 わ ざわ ざ 昔 園 す る こと 。 

それ は 全然 必要 無い 。 

そう いう 行き 方 。 

それ は 生き 物 と し て 不 自 然 で ある 。 

普 行 者 は 、「 偽 問 者 」 で 全然 構わ な い 。 

co 

それ は 、 機 能 主義 の 観点 か ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
互い に 相手 の 役 に 立 と うと する こと 。 

それ は 、 第 一 に 彼ら 自身 の 生活 維持 の た めで ある 。 
それ は 、 天 国 に 行く た め の も の で は な い 。 

困っ て いる 人 へ の 共感 。 

「 そ うし た 事態 は 、 明 日 は 、 我 が 身 に 起き る か も 知れ な 
S| 

それ に 伴う 、 解 決 策 の 提示 や 実行 。 

それ が 、 以 下 の 中 身 で ある 。 

機能 主義 的 な 愛 。 

彼 自身 や 他人 の 役に立つ 機能 。 

それ を 十分 提供 で きる よう に な る こと 。 

それ に は 、 以 下 が 必 要 で ある 。 

それ な り の 情報 や ノウ ハウ 。 

その 取得 。 

その 学習 。 


人 間 に と っ て 教育 が な ぜ 必 要 か ? それ は 、 以 下 の 理 由 で あ 
5. 

人 間 が 、 以 下 の 能 力 を 身 に 付け る た め 。 

彼 自身 が 生き て いく た め に 必要 な 機能 生成 能力 。 

人 間 が 、 他 人 の 役 に 十分 立つ だ け の 機能 を 提供 で きる 能 


彼 自身 や 他人 の 環境 適応 の 役に立た な い 勉 強 。 
それ は 、 し て も 仕方 が な いし 、 意 味 が な い 。 


育 を 、 人 間 を 能力 面 で ふる いい 分け する た め の 道 具 と し て 使 
и 

それ は 、 本 来 の 用 法 か ら す れ ば 間違い で ある 。 

育 の 本 来 の 用 法 。 

それ は 、 以 下 の も の で ある 。 

人 間 に 、 変転 する 環境 下 で 生き 延び る ノウ ハウ を 与え る こ 
в 
生き 延び て いく 上 で 役立つ こと 。 
それ を 教え る こと 。 

それ が 、 学 校 教 育 の 基本 で ある 。 


生き て いく た め に 必要 な 機能 。 
その 獲得 。 
それ は 、 複 数 の 人 間 の 間 で 、 取 り 合 い に な る こと が ある 。 


彼 自身 の 生成 し た 機能 。 
それ を 、 他 者 の 間 に 広 め る 場合 。 
それ は 、 類 似 し た 機能 を を 生成 する 他 者 と の 競争 に な る 。 


機能 へ の 引換 と な る 貨幣 を 多く 持つ 金持ち 。 
彼ら が 、 機 能 を 独占 し て 所 有する 事態 。 
それ も 起こ る 。 


BZ. 
それ は 、 必 要 な 機能 を 手 に 入れ られ な い 人 の こと で ある 。 


一 部 の 人 間 に よ る 機能 の 独占 。 

それ は 、 本 来 、 互 助 的 な 生き 物 で ある 人 間 の 本 性 に な じ ま な 
い 。 

機能 は 、 で きる だ け 、 必 要 と され る 人 々 へ と 、 必 要 最 低 限 、 
平等 に 分 配 さ れる 必要 が ある 。 


病気 な ど で 、 他 者 に 機能 を 提供 で きず 、 そ の た め 返 し の 貨幣 
HeEATICBS CSA. 


その 人 も 、 以 下 の 可 能 性 、 能 力 を 秘め て いる 。 

ひと た び 岳 気 が 治っ た 場合 。 

十分 な 教育 を 受け た 場合 。 

他 者 に 対し て 、 有 用 な 機能 を 提供 で きる よう に な る こと 。 


な の で 、 社 会 は 、 以 下 の (1) の 人 に 対し て 、 以 下 の (2) 
を 実行 する 必要 が ある 。 


(1) 
現状 で は 、 生 活 保 護 な ど で 、 他 者 か ら 機 能 を 一 方 的 に 貰い っ 
ば ぱな し に な っ て いる 人 。 


(2) 

最低 限 の 機能 を 融通 し て 、 生 き 廷 び て も ら う こと 。 
以下 の 可能 性 が 大 きく 存在 する 。 

当世 代 の 親 は 、 病 気 な どの た め 、 能 力 的 に 駄目 で ある 。 
LAL. REROHHISER CHS. 


経済 的 な 稼ぎ 。 

社会 的 地位 。 
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それ は 駄目 で ある 。 

いく ら 稼 いで も 、 出世 し て も 、 彼 自身 の こと を 後世 に ずっ と 
残せ な か っ た ら 、 人 間 と し て は 何 も な ら な い 。 


人 間 に は 、 水 遠 の 命 が 必要 で ある 。 

それ を 、 宗 教 へ の 信心 に よっ て 得 よ うと する こと 。 
それ は 康 り で あり 、 ミ スリ ー ド で ある 。 

宗教 は 、 天 国 の 存在 に 頼っ て いる 。 

それ は 、 人 間 が 、 勝 手 に 想像 し 、 人 作り上げ た も の で ある 。 
それ は 、 本 来 存 在 し な いも の で ある 。 

それ は 、 和 実効 性 が 無い 。 


彼 自身 の 遺 伝 的 、 文 化 的 子孫 。 

その 後世 へ の 永代 的 な 受け 継ぎ 。 

それ を 実現 する こと 。 

それ が 、 人 間 に と っ て の 実際 の 永遠 の 命 に 当たる 。 


彼 自身 の 遺 伝 的 、 文 化 的 子孫 。 

それ が 後世 へ と より 受け 継が れる こと 。 

それ を 、 生 き 残 りや すく する こと 。 

その た め に は 、 以 下 の 内 容 が 必要 で ある 。 

CHO DFE SE |) RAEN CHS OX. 

У. 変転 する 環境 に 対し て 適応 的 で ある ほど 、 す な わ ち 
機能 的 な ほど 、 後 世に 受け 継が れ 、 生 き 残 りや すい 。 

人 間 が 水 遠 の 命 を 得る こと 。 

その た め に は 、 以 下 の 行 為 が 有効 で ある 。 

機能 主義 を 信じ 、 実 行 す る こと 。 


(2005 年 初出 ) 


歴史 の 法則 。 シ ステ ム と し て 
I em 


は じ め に 。 本 書 の 目的 。 


РЕ. 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(1) 
生物 の 歴史 。 
生物 の 生き た 証 。 
生物 の 生き た 振 跡 。 
その 探索 と 発見 。 


(2) 
WADE. 
その 姿 。 
その 社会 。 


その 実態 。 
その 解明 。 
その 結果 を 、 現 代 社 会 と の 間 で 比較 する こと 。 


それ は 、 生 物 の 興隆 と 誤 亡 の 繰り 返し と な っ て いる 。 
例 。 

EOE , 

人 类 历史。 


生物 は 、 歴 史 を 学ぶ 。 
生物 は 、 そ れ に より 、 以 下 の 内 容 を 理解 する こと が で きる 。 


私 は 、 ど うす れ ば 興隆 で きる か ? 
私 は 、 ど うす れ ば 筐 権 を 取れ る か ? 
私 は 。 どう すず する と 長 詞 し て し まう か ? 


生物 は 、 そ れ を 学ぶ 。 
生物 は 、 そ うし て 生き る 。 


過 去 に 存在 し た 、 生 き や す か っ た 社会 の 事例 。 
過去 に 存在 し た 、 生 き 辛 か っ た 社会 の 事例 。 
生物 は 、 そ れ を 参考 に し て 、 生 きる 。 

本 書 は 、 以 下 の 内 容 に つい て 、 ま と め て いる 。 
歴史 の 法則 の 解明 。 

その た め に 必要 な 、 主 な 視点 。 

体制 。 

文化 。 


TREO 
長 亡 の 条件 。 


体制 側 に と っ て の 歴史 。 
文 配 さ れる 側 に と っ て の 歴史 。 


歴史 の 法則 の 解明 。 そ の た め に 必要 な 、 主 
な 視点 。 


(1) 現状 の 課題 


現代 社会 で は 、 歴 中 が 、 高 校 な どの 授業 で 教え られ て いる 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

史実 の 年 代 。 

活躍 人 物 の 固有 名 詞 。 

それ ら の 機械 的 暗記 。 

て の オン パレ ー ド 。 


現代 社会 で は 、 歴 中 が 、 大 学 な ど で 研 究 さ れ て いる 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

史料 の 新 発 見 。 

史実 の 新 発 見 。 

史実 の 確定 。 

史実 の 解釈 。 

それ ら の オン パレ ー ド 。 


一 般 的 で 、 系 統 的 で 、 簡 易 明快 な 、 歴 史 法則 。 

それ ら は 、 ま だ 明らか に され て いな い 。 

し か し 、 本 来 は 、 系 統 的 な 歴史 の 把握 が 必要 で ある 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 を 実現 する 。 


教え られ る 大 量 の 歴史 や 史実 。 

その 基盤 に ある 共通 の 法則 や ルー ト 。 

それ ら を 予め 整理 する こと 。 

それ を 、 人 々 に 対し て 提示 する こと 。 

その こと で 、 初 学者 で も 、 以 下 の こ と を 実現 可能 に する こ 
Са 


歴史 の エッ セン ス を 。 た ち ど こ ろ に 把握 で きる よう に する こ 
Ge 


歴史 や 史実 を 、 共 通 の コー ス や ルー ト を た どり な が ら 、 把 据 
で きる よう に する こと 。 
その こと で 、 史 実 を 、 頭 の な か で 整理 し や すく する こと 。 


現代 の 、 リ アル タイ ム で の 、 一 人 ひと り の 生き 方 。 
歴史 は 、 そ の 把握 に つなが る 。 


歴史 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
生き 方 の 法則 。 


人 々 は 、 彼 ら 自 身 の 人 生 の 法則 を 知る た め に 、 歴 史 を 学ぶ 。 
その こと が 、 人 々 に と っ て 容易 に な る 必要 が ある 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 を 実施 する こと で 、 可 能 に な る 。 
歴史 の 法則 の 抽出 手順 。 

О 

РЕ == ОУ 

ее) + СФЕРЕ, 

その 解明 。 

その 整理 。 

その 体系 化 。 


nee 歴史 の 法則 の 抽出 手順 。 「 歴 史 の 部 品 」 の 割り 
Ls 


最初 に 、 以 下 の よ うな 、 歴 史 に 関す る 文書 を 、 完 成 さ せる こ 
(aE 
大 ま か で 、 全 体 を 鳥 剛 する 記述 内 容 の 、 小 さ な パ ン フ レッ 
К. 
ОВС, КА, DEABUDETC -Ж 
化し た 形 で 、 引 用 する こと 。 


次 に 、 歴 史書 の 記述 を 一 般 化 し て 、 そ の 記述 を 整理 し て 、 マ 
イン ド マ ッ プ 等 に 集約 する こと 。 


最終 的 に は 、 歴 史 を 、 共 通 の 規格 化 さ れ た 部 品 、 パ ー ツ と し 
С. Ао. 

歴史 を 、「 歴 史 の 部 品 」 の 集合 体 と し て 、 捉 える こと 。 

「 歴 史 の 部 品 」 と し て の 、 ブ ロッ ク 部 品 や 、 マ イク ロロ 部 品 。 
それ ら の 組み 合わ せ と し て 、 歴 史 を 表現 する こと 。 


た どる コー ス や 、 ル ー ト の 典型 化 や 、 可 視 化 。 
その こと を 、「 歴 史 の 部 品 」 を 組み 合わ せる こと で 、 可 能 に 
可 看 三 之 


(3) 歴史 の 法則 の 抽出 作業 を 行う こと 。 そ の た め に 
必要 な 前 提 知 識 。 


(3-1) 
大 ま か な 、 枝 葉 末 節 に 和信 ら な い 、 世 界 史 の 知識 。 
それ は 、 高 校 の 世界 史 教 科 書 レベ ル が 適当 で ある こと 。 


Кун) 

心理 学 。 

社会 学 。 

それ ら は 、 い わ ゆ る 行動 科学 で ある こと 。 
それ ら の 基礎 的 な 知識 。 


人 間 個 人 。 

Ate, 

それ ら の 仕組 み に つ いて の 理解 が 、 前 も っ て 必要 で ある こ 
と 。 


(3-3) 
筆 営 学 の 基礎 的 な 知識 。 
国家 や 民族 の 終 党 に つい て の 理解 。 


それ ら が 、 前 も っ て 必要 で ある こと 。 
それ ら は 、 企 業 経営 と の 間 に お いて 、 共 通 点 が 多 


(3-4) 

地政 学 や 、 軍 事 学 に つい て の 基礎 的 な 知識 。 

歴史 は 、 攻 め た り 、 滅 ぼ し た り の 繰り 返し で ある こと 。 
それ は 、 会 社 乗 っ 取り の よう に 、 音 武 装 で の 攻撃 や 、 せ ん 滅 
を 、 含 む 。 


(4) 歴史 の 法則 の 抽出 作業 。 そ の 実践 。 


(4.1) 歴史 書 の 文 育 。 そ の 言い 換え の 作業 。 
歴史 書 の 文言 。 

それ は 、 現 状 で は 、 固 有名 詞 の オン パレ ー ド に な っ て いる こ 
ae 

それ を 、 よ り 一 般 的 、 普 遍 的 な 内 容 に 言い 換え る こと 。 
固有 名 詞 を 消す こと 。 

その 手法 は 、 本 書 の 資料 編 に 記載 され て いる 。 


一 般 化 や 普 人 
そこ の がら 通 の コー ス や ルー ト を 、 抽 出す る こと 。 


(4.2) 歴史 の 法則 や 歴史 の 部 品 。 それ ら の 抜き 出し と 整 
理 。 そ の 重要 ポイ ント 。 


抽出 結果 か ら 歴史 の 法則 や 、 歴史 の 部 品 を 導出 する こと 。 
その た め の 整 理 ポ イン ト を 明らか に する こと 。 


その た め に 、 少 な く と も 、 以 下 の 点 に 着目 する こと 。 


筆者 は 、 そ れ ら を 、 以 下 の 手順 で 得 た 。 

高校 向け の 世界 史 の 教科 書 。 

ENB ITT Soe. 

そこ か ら 、 時 代 を 超越 し て 普遍 的 に 見 られ る 事項 を 、 抽 出す 
る こと 。 


А. 势力 


Al. 
B71. 


iil 

拡大 。 
жж. 
衰退 。 


IORI EC, EDEL YO TI aHOAX OEE '). 
EDAUMURK OC, Ha]. TER. 

それ ら の タイ プ や 原因 。 

上 記 に つい て 説明 する こと 。 


人 々 の 集まり と し て は 、 以 下 に つい て 言及 する こと 。 


ГВ 

民族 。 人 种 。 

(2) 

政権 。 

(3) 
企業 な どの 集団 や 組織 。 


どの よう な 原因 で 、 そ れ ら の 勢力 が 、 伸 張 し 、 和 繁栄 し 、 訟 退 
し 、 滅 亡 し た か に つい て 、 説 明 す る こと 。 


(1) 


AT БО HATSI“. 
$. RUD XY CHS. 


(2) 

ALT БО, АСИ. 
Etc bs”, WOTSIL. 
(4, BOI“ ФФ. 


そう し た こと を 説明 する こと 。 


(目標 ) 


以下 に つい て の 、 歴 史上 の 知見 。 
そそ 札 を ノロ える こと 。 


(1) 
CVSFMS. Лк. ANSEL. BRL. CORREA 
持 で きる か ? 


(2) 
どう すれ ば 、 人 々 は 、 訟 退 か ら 立 ち 和 走れ る か ? 


(А) 
整理 。 
Жо. 


(1) 
商業 。 


(1-1) 

交易 や 、 買 易 を 、 し や すい こと 。 

交通 の 要衝 て あり 、 市 場 を 開 え きやすい こと 。 
例 。 

中 国 。 北宋 の 都 。 開 封 市 。 


(2) 
資源 の 確保 。 


(2-1) 

1% > НРА ОИС, АНН cn, НАРА 
を 、 油 沢 に 保持 し て いる こと 。 

それ ら 資 源 を 、 容 易 に 採掘 で きる こと 。 


(2-2) 

彼ら 自身 の 風土 が 、 植 物 の 栽培 に 、 適 し て いる こと 。 
例 。 

ЯН. 


小 麦 。 


(2-3) 

彼ら 自身 の 風土 が 、 以 下 の 用 途 に 適し て いる こと 。 
動物 の 飼育 。 

魚の 漁 や 養殖 。 


(3 > 4.) 

有用 な ツー ル 。 

ЕЕ. 

YT Е 

それ ら の プロ ダク ト 。 

それ ら を 、 彼 ら 自 身 の 内 部 で 、 保 し て いる こと 。 


それ ら の 製造 能力 が ある 人 < 々 。 
そう し た メン バー が 、 彼 ら 自 身 の 内 部 に 、 た くさ ん いる こ 
と 。 


(3-2) 
売り 物 に な る 美術 工芸 品 や 、 文 芸 や 、 音 楽 な ど 。 
それ ら の 作成 能力 が ある 人 々 。 


そう し た メン バー が 、 彼 ら 自 身 の 内 部 に 、 た くさ ん いる こ 
в 


(4) 
情報 の 確保 。 


(4-1) 

新しい 、 重 要 な 情報 や 、 ニ ュー ス 。 

それ ら を 、 和 人 手 し た り 、 発 信 し た り し や すい 位 買 に いる こ 
ге 


(5) 
モチ ベー ショ ン の 確保 。 


(5-1) 
EA CHC ETA Ya, 
それ ら を 、 人 々 が 持ち や すい こと 。 


自発 的 な 労力 の 提供 。 

その 行為 が 報 わ れる 社会 で ある こと 。 
(6) 

変革 の 確保 。 


(ah) 

人 々 が 、 以 下 の 行 為 を 、 積 租 的 に 行い や すい こと 。 
今 ま で 無かっ た 方 向 へ と 進む こと 。 

チャ レン ジ す る こと 。 

変革 を する こと 。 


社会 的 泵 停滞 关 弛 图 CO、 防 止 。 


Bl. 


МЕ. 


iil 
資源 。 
ЕЕ 
М. 


持っ て いる と 、 そ の 持ち 主 の 生活 レベ ル 向 上 に 役立つ も の 。 
生き て いく うえ で 、 持 ち 主 に 対し て 、 必 要 な 様々 な 利益 を も 
た ら す も の 。 

Bik. MWA. ЛМ. “А. ВА. 

その 利益 の タイ プ や 特徴 。 

それ ら に つい て 説明 する こと 。 


Gt) 
権益 の 取得 や 、 奪 取 。 
(2) 
権益 の 維持 。 
(3) 
権益 の 消滅 。 


それ ら の きっ か け 。 

その た め に 取ら れ た 政策 内 容 。 
その 分 類 。 

それ ら に つい て 、 説 明 す る こと 。 


(目標 ) 

どう いう 風 に する と 、 人 々 は 、 権 人 益 を 得 や すい か ? 
どう いう 風 に する と 、 人 々 は 、 権 益 を 守り や すい か ? 
どう いう 風 に する と 、 人 々 は 、 権 益 を 失い や すい か ? 
それ ら に つい て の 歴史 上 の 知見 を 与え る こと 。 


(А) 
整理 。 
権益 の 取得 。 


(1) 
権益 取得 の 方 法 。 


(1-1) 

権益 の あり か に つい て 、 そ の 権益 の 第 一 発見 者 や 、 発 明 者 と 
な る ご と.。 

先行 者 と し て 、 ラ イ バ ル に 気づか れ な いう ち に 、 そ の 権益 の 
存在 に 対し て 、 嘩 を 付け る こと 。 

それ ら を 、 全 て 彼ら 自身 の 貧 土 化す る こと 。 


(1-2) 
武力 や 、 外 交 力 を 用 いて 、 既 に 権益 を 確保 し て いる ライ バル 
を 攻略 し て 、 そ の 権益 を 横取り する こと 。 


B2. 
侵略 。 


Й 
侵略 が 起き る 原因 と 、 そ の 進行 プロ セス に つい て 、 説 明 す る 
Cs 


АН. Hi. 


42 S414 Ell. 

豊富 な 天然 資源 な ど 。 

оф клея. 

4 REL TUS BIC, ЕЛ, S82 &. 


侵略 する 側 。 

その 社会 が 、 不 振 で 、 行 き 話 っ て いる こと 。 

その 打開 の た め に 、 他 国 の 権益 に 目 を 付け る こと 。 

ある い は 、 新 た に 勃興 し た 勢力 が 、 さ ら に 伸張 する た め に 、 
茎 存 の 権益 奪取 に 目 を 付け る こと 。 


彼ら 自身 は 、 い か に 侵略 を 進め た か ? 
彼ら 自身 は 、 い か に 他国 の 侵略 を 防御 し た か ? 
それ ら の ノウ ハウ に つい て 説明 する こと 。 


(目標 ) 

彼ら 自身 は 、 ど うす れ ば 他国 の 権益 を 奪取 で きる か ? 
彼ら 自身 は 、 ど うす れ ば 他国 に 権益 を 横取り され ず に 済む 
か ? 

それ ら の ノウ ハウ に つい て 、 歴 史上 の 知見 を 与え る こと 。 


(А) 
整理 。 
権益 の 奪取 。 
СОА. 


(1) 
権益 の 奪取 。 


(1-1) 

強大 な 武力 を 用 いて 、 現 在 の 権益 保持 者 で ある 他国 を 攻撃 
し 、 陥 沙 さ せる こと 。 

その こと で 、 他 国 の 権益 を 上 暮 うこ と 。 


(1-2) 

巧み な 外交 力 を 用 いて 、 現 在 の 権益 保持 者 で ある 他国 を 追い 
詰め 、 そ の 逃げ 場 を 無く し て 、 他 国 を 屈服 させ る こと 。 
その こと で 、 他 国 の 権益 を 暮 うこ と 。 


(1-3) 
潤沢 な 資金 力 を 用 いて 、 現 在 の 権益 保持 者 で ある 他国 に 対し 
て 、 権 谷 売却 を 持ち か け 、 権 倫 を 買い 取る こと 。 


(2) 
権益 の 維持 。 


(2-1) 
自衛 や 、 反 攻 の 武力 を 用 いて 、 彼 ら 自 身 の 権 益 を 狙う 他国 の 
攻撃 を 、 封 じ 込 め る こと 。 


(2-2) 


SETI 25, С. К BS OER АН (HE ORE 
и, HCUMSIL. 

他国 に 追い 詰め られ な いよ うに 、 逃 げ 場 や 、 余 地 を 、 彼 ら 自 
身 の 内 部 に お いて 、 確 実に 用 意 し て お く こ と 。 


(2-3) 

AS MIC AE LC. > BS ORS HHI CSE ETI é. 
ЕАО), REM CHBAS. KR 
ら 自 身 の 内 部 に お いて 、 確 実に 用 意 し て お く こ と 。 


С. 支配 体制 


Cl 
文 配 。 


M/ 

支配 層 や 権力 層 と 、 被 支配 層 と の 関係 。 

そう し た 関係 が 、 国 家 な ど に お いて 、 ど の よう に 構築 され 、 
AERA AU. Hh X. AML TEA? 

それ ら に つい て 、 説 明 す る こと 。 


どう いう タイ プ の 人 た ち が 、 支 配 層 や 権力 悦 と し て 、 君 臨 し 
た の か ? 

その 支配 が 長期 に わた っ た 理由 。 

その 支配 が 短期 に 人 終わ っ た 理由 。 

それ ら に つい て 、 説 明 す る こと 。 


(目標 ) 

人 々 は 、 ど うす れ ば 支配 者 や 権力 者 に な れる か ? 
人 々 は 、 ど うす れ ば 支配 を 長期 化 で きる か ? 
それ ら に つい て の 歴史 上 の 知見 を 与え る こと 。 


(А) 
整理 。 


文 配 。 


iil 

権力 の 獲得 。 
その 維持 。 
その 強化 。 


(1) 
支配 者 に な る コツ 。 


(1-1) 
社会 の 中 に 、 彼 ら 自 身 の ベ ー ス と な る 居場所 や 基地 を 、 確 保 
ずる こと を 3 


(1-2) 

彼ら 自身 の 行動 に 貸 同 、 助 言 し て くれ る 協力 者 や 、 友 人 や 、 
BR. 

それ ら を 確保 する こと 。 


(1-3) 
こう すれ ば 上 手 く 行く と いう 、 彼 ら 自 身 の 戦 略 や 、 ビ ジョ 
ン 


それ ら を 、 確 保 す る こと 。 


(1-4) 

彼ら 自身 に と っ て 防波堤 に な っ て くれ る 、 パ トロ ン や 、 有 力 
者 な ど 。 

それ ら を 、 確 保 す る こと 。 


(1-5) 
彼ら 自身 の た め に 下働き さして くれ る 人 た ち 。 
それ ら を 、 確 保 す る こと 。 


そう し た 人 た ち が 、 彼 ら 自 身 の た め に 、 自 発 的 に 働い て くれ 
る よう に する こと 。 


(= 6) 
彼ら 自身 の 上 を 行く 者 に 対抗 で きる よう に 、 絶 え ず 能力 を 磨 
< こさ 


(2) 
支配 者 と な る た め に 必要 な 力 。 


И.) 
知力 。 

/// 

理解 力 。 

記憶 力 。 

戦略 上 の アイ デア を 創造 する 力 。 
Е 

统率 力 。 

/// 

Sy 

人 心 を 掌握 する 力 。 
(2-1-3) 
ЕН. 
情報 収集 を 行う 力 。 
(A 

実行 力 。 

行動 力 。 

(2292 45 

财力 。 

/// 

資産 の 力 。 
予算 を 確保 する 力 。 
РОВ 

武力 。 


iil 
武術 や 、 武 器 装 備 を 、 充 実 さ せる 力 。 
攻撃 力 。 


防御 力 。 


о Ec 
AKT. 


/// 
血 绿 。 
АХ. 


is. 


(22924) 
体力 。 


И. 
運動 能力 の 充実 。 
健康 の 維持 。 


(3) 
支配 長期 化 の コツ 。 


(3-1) 
いっ た ん 支配 が 安定 し た ら 、 そ の 状態 を 保持 し 続け て 、 あ ま 
り 動 か さ な い よう に する こと 。 
体制 を 確立 する こと 。 


(3-2) 
反乱 が 起き な いよ うに する こと 。 
それ は 、 以 下 の 行 為 で て ある 。 


(Bao 24% 
人 々 を 、 生 活 面 で 充足 させ 、 不 満 が 出 な いよ うに 、 し 続け る 
a ae 

ый) 
ARADEIS COND яя, НН Си. 


(3-2-2) 
人 々 の 内 政 へ の 不満 を 、 抑 圧する こと 。 


(3-2. = 22 

武力 や 、 和 警察 力 を 、 整 備 す る こと 。 

それ ら を 活用 し て 、 反 抗 す る 者 を 、 常 時 取り 締まる こと 。 
人 々 に 対し て 、 見 せしめ を 活用 する こと 。 


Е 
人 々 の 内 政 へ の 不満 を 、 ガ ス 抜 きす る こと 。 


(3~-2:31) 
彼ら 自身 の 外部 に 、 仮 想 敵 国 を 作る こと 。 
その こと で 、 人 々 の 注意 を そちら に 向け させ る こと 。 


(Зы 023/50) 
社会 に お ける 、 被 支配 者 側 の 人 く 々 。 

彼ら を 、 分 断 し 、 互 い に 攻撃 させ る こと 。 

その こと で 、 彼 ら の 戦力 を 消 耕 さく せる こと 。 

そう し た 彼ら の 戦力 は 、 本 来 、 支 配 者 側 へ の 反抗 へ と 、 向 か 
Via CHO cs 


(34024) 
周囲 の 状況 の 変化 を 、 素 早く 察知 する こと 。 

それ に 応じ た 社会 の 変革 を 、 人 俊敏 に 、 継 続 的 に 行う こと 。 
あぁ あるいは 、 そ の 振り を する こと 。 


(Bie 5 
支配 者 側 内 部 で の 主導 権 争 いや 、 内 紛 や 、 対 立 。 
ПОЯС. ХАНОВ, 
tha. ШС и. 


CA) 

支配 者 と 被 支配 者 と の 関係 。 
(= 

既存 の 権力 関係 や 、 文 配 関係 。 
既得 椎 益 。 


(4-1-1) 


支配 者 側 。 
私 た と ち は 、 そ れ ら を 、 雑 持 、 強 化し た い 。 


Е 
被 支配 者 側 。 


(4-1-2-1) 
私 た ち は 、 そ れ ら を 、 打 破 し 、 比 体 化 し た い 。 


(A995 
私 た ち は 、 自 分 た ち も 支配 者 側 の 一 員 に 入れ て も らい た い 。 
私 た ち は 、 そ うし て 、 そ れ ら を 享受 し た い 。 


Cy, 
体制 。 
混乱 。 


И. 

国家 な どの 仕組 みや 、 体 制 。 

それ ら が 、 ど の よう に 構築 され 、 維 持 さ れ 、 揺 ら ぎ 、 消 滅 し 
た か ? 

それ ら に つい て 、 説 明 す る こと 。 


どの よう な 社会 の 仕組 み が 、 人 々 に よっ て 、 受 け 人 れ ら れ た 
か ? 

どの よう な 社会 の 仕組 み が 、 人 々 か ら 嫌 が られ た か ? 

どの よう な 社会 の 仕組 み に 対 し て 、 人 々 は 、 反 乱 を 起こ し た 
が 

それ ら に つい て 、 和 実例 を も と に 、 そ の 理由 に つい て 、 タ イプ 
分 け を 行っ て 、 説 明 す る こと 。 


どの よう な 原因 で 、 社 会 が 混乱 し た か ? 
どの よう な 原因 で 、 そ の 混乱 が 収まっ た か ? 
それ ら に つい て 、 タ イプ 分 け を 行っ て 、 説 明 す る こと 。 


(At) 
人 々 の 社会 が うま く 回 る た め に 、 ど の よう な 仕組 み を 作れ ば 


よい か 2? 
それ に つい て の 歴史 上 の 知見 。 
tyne, AXIO. БАС, 


(A) 

整理 。 

混乱 の 防止 。 

( 工 ) 

KE. 

Се: 

RE. 

(Е. 

KK 

(254) 
炎 害 の 予防 。 

災害 が 起き た 後 の 、 迅 速 な 対応 。 
それ ら を 心がけ る こと 。 
(4 =D 7D) 


炎 害 に よっ て 、 社 会 が 混乱 し な いよ うに する こと 。 


ра Е 
予め 災害 発生 の シミ ュ レ ーション を 、 徹 度 す る こと 。 


(Eo Oe) 
炎 害 が 起き さて し まっ た ら 、 と りあ え ず 、 以 下 の こ と を 行う こ 


と 。 

復旧 す る こと 。 

新しい 整備 や 整地 を 、 行 うこ と 。 

それ ら の 計画 を 、 迅 速 に 立案 し 、 実 行 に 移す こと 。 
(2) 

政策 一 般 。 

(2 4") 

人 々 が 心理 的 混乱 を 起こ さ な い よう に 、 対 処す る こと 。 


О 
政策 の 内 容 が 、 朝 含 暮 改 に な ら な いよ うに 、 気 を 付け る こ 
Cs 


(ats Oy 
政策 が 、 人 々 に と っ て 過酷 に な り 過 ぎ な いよ うに 、 気 を 付け 
る こと 。 


D 生活 


D1. 
эх BA. 


И. 

どの よう な 場合 に 、 ど の よう な プロ セス で 、 国 家 や 人 々 が 、 
富 容 に な り 、 貧 困 に 陥り 、 貧 困 か ら 抜 け 出 し た か ? 

それ ら の 原因 や 理由 に つい て 、 説 明 す る こと 。 


ptt, AX OIC. BISBEE OAERED- £1. TAK, AA 
Е = 
それ ら の 原因 や 理由 に つい て 、 説 明 す る こと 。 


(目標 ) 
ГИ, Л, BRICANSA? 

どう すれ ば 、 人 々 は 、 貧 困 か ら 抜 け 出 せる か ? 
どう すれ ば 、 社 会 的 な 格差 を 、 無 くせ る か ? 
それ ら に つい て の 歴史 上 の 知見 を 、 与 える こと 。 


(A) 
整理 . 
富裕 に な る や り 方 。 


(1) 
教育 。 


(1-1) 
彼ら 自身 の 持つ 、 稼 ぐ 能 力 を 、 新 た に 学習 に よっ て 、 後 天 的 
に 身 に 付け る こと 。 


(1-2) 
彼ら 自身 の 持つ 、 先 天 的 な 天 過 の オ 能 を 、 発 見 し や すく する 
в 


(2) 
ライ バル の 活用 。 


(2>= 4b) 
ライ バル と の 競争 力 を 、 身 に 付け る こと 。 


= Weed) 
ライ バル の ノウ ハウ を 、 内 偵 に より 取得 する こと 。 

そう する こと で 、 ラ イ バ ル に 対し て 、 人 追い 付け る よう に する 
ES 


(DD) 
ライ バル が 持っ て いな い 独 自 の ノウ ハウ 。 
それ ら を 、 発 見 し 、 実 用 化す る こと 。 


(В) 
整理 。 


格差 を な くす や り 方 。 


(1) 
格差 を な くす こと 。 


я) 
上 位 に 就 い た 者 が 、 何 も せ ず に 忌 け て いる か 、 間 違っ た こと 
ば か り し て いる 場合 。 
その 上 位 者 が 、 直 ぐに 下位 へ と 、 落 ちや すい こと 。 
それ ら の 実現 を 容易 に する 社会 制度 を 、 作 る こと 。 


既得 権益 者 の 維持 や 固定 化 。 
それ ら を 、 実 行 し に くく する こと 。 


(1-2) 

彼ら 自身 が ど 、 い っ た ん 下位 へ と 沙 ち て も 、 努 力 と オ 能 が あれ 
if. АМЕР OPTUS. 

そう し た 社会 制度 を 、 作 る こと 。 


(1-3) 
社会 の 内 部 を 、 時 々 か き 回 し て 、 そ の 新陳代謝 を 行う こと 。 


D2. 
自由 、 権 利 と 圧政 。 


/// 

どの よう な プロ セス で 、 人 々 は 、 自 由 や 権利 を 得 た か ? 

どの よう な プロ セス で 、 人 々 は 、 得 た 自由 や 権利 を 維持 し た 
か ? 

どの よう な プロ セス で 、 人 々 は 、 得 た 自由 や 権利 を 失っ た 
か ? 

それ ら に つい て 、 説 明 す る こと 。 


どの よう な プロ セス で 、 圧 政 が 生じ た か ? 
それ は 、 ど の よう に し て 続い し たか? 

それ は 、 ど の よう に し て 打破 され た か ? 
それ ら に つい て 、 説 明 す る こと 。 


(目標 ) 
ポイ ント 。 


(1) 
人 々 は 、 ど うす れ ば 、 自 由 や 権利 を 獲得 し 、 そ れ ら を 維持 で 
きる か ? 


(2) 
人 々 は 、 ど うす る と 、 せ っ か くさく 得 た 自由 や 権利 を 、 失 っ て し 
まう の 


(3) 


人 々 か ら 、 自 由 や 権利 を 、 上 手 に 奪う に は 、 ど うし た ら 効 果 
RA» ? 


tCHDOILDUYTORPEDMRSA. ЛАС, SASL 
(ae 


(A) 
整理 。 


自由 の 獲得 。 


(1) 
自由 の 獲得 。 


(dy =) 
彼ら 自身 の 能力 を 、 周 囲 に 対し て 、 認 め さ せ る こと 。 


Clee) 
彼ら 自身 の 居場所 や 、 縄 張り や 、 専 門 分 野 を 、 取 得する こ 
Ce 


(1-3) 

彼ら 自身 の プラ イバシー を 、 確 保 す る こと 。 

彼ら 自身 の 侍 域 に つい て 、 そ の 錠前 と 鍵 を 、 自 前 で 、 用 意 す 
る こと 。 


他 者 が 人 っ て 来る こと が 出来 な い 、 独 自 の 室 間 。 
それ ら を 、 作 る こと 。 


(1-4) 

彼ら 自身 の 技能 や 計画 を 、 ブ ラッ クボ ックス 化す る こと 。 
それ ら に 対し て 、 上 位 者 が 、 容 易 に 手出し が 出来 な いよ うに 
する こと 。 


(1-5) 
ия. #95. 


(2) 
自由 の 喪失 。 


(2 sh) 
自活 で きる 能力 を 、 失 うこ と 。 


(2-2) 
K> НЕ ХА). KILL. 
彼ら 自身 の 専門 分 野 が 、 無 効 に な る こと 。 


(2-3) 
彼ら 自身 の プラ イバシー を 失う こと 。 
彼ら 自身 の 償 域 に お いて 、 他 者 の 侵入 を 許す こと 。 


(2-4) 
彼ら 自身 の 秘匿 する 、 技 術 情報 や 計画 の 情報 。 
それ ら が 、 外 部 に 流出 する こと 。 


(2-5) 
Amines, ADVIL. 


(3) 
ABHOR. 


(3-1) 

個人 の 自衛 を は る か に 凌ぐ 、 強 大 な 武力 や 警察 力 を 持つ こ 
Ce 
それ ら の 力 を 行使 し て 、 個 人 の プラ イバシー や 秘匿 技術 を 、 
強制 的 に 礁 うこ と 。 

それ ら の 実現 を 、 可 能 に する こと 。 


(32) 

社会 の 制度 。 

個人 の 運命 。 

それ ら を 、 自 身 の 思 うま ま に 変 えら れる 独 栽 体制 。 
それ ら を 、 人 作り上げ る こと 。 


例 。 
ドイ ツ 。 
ヒト ラー の ナチ ズム 。 


(3-3) 
個々 人 の 行為 に 対す る 許認可 権限 。 
それ ら を 、 確 立 す る こと 。 


(4) 
圧政 。 


Е) 

権力 者 。 

権力 側 の 人 < 々 。 

彼ら は 、 支 配下 の 人 々 を 、 強 制 的 に 自分 の 色 に 染め 上 げ る 。 


権力 者 。 権 力 側 の 人 < 々 。 
彼ら は 、 そ の こと を 、 以 下 の よ うに 、 見 な す 。 
彼ら 自身 が 、 そ の 社会 を 支配 し て いる 、 証 拠 。 


例 。 
中 国 。 
BIL KD, КЛ, Ноа. 


Е. 変化 


El. 
改革 。 

変革 。 

保守 。 

革新 。 

/i/ 

社会 に お ける 、 立 場 の 違う 、 様 々 な 人 < 々 。 

社会 の 仕組 み を 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 よ りり 良い 形 に 変え よう 


と する ミミ と 

その た め の 、 和 複数 勢力 間 に お ける 、 せ め ぎ 合い 。 
その あり 方 。 

その 経過 。 

それ ら に つい て 、 説 明 す る こと 。 


(1) 
社会 変革 の 主導 権 。 
それ なら を 握っ うた 勢力 の タイ プ 。 


例 。 

保守 勢力 。 

ЕЕ А 

彼ら 自身 の 社会 的 な バッ ク グ ラウ ンド 。 
彼ら 自身 の 職業 。 

それ ら の 種類 の 違い 。 


彼ら は 、 ど の よう に し て 、 社会 変革 の 主導 権 を 、 握 っ た の 
か ? 
それ ら に つい て 衣 明 する こと 。 


(2) 

社会 変革 。 

и, BED? 

それ は 、 革 新 的 な の か ? 
それ は 、 復 十 な の か ? 


それ ら は 、 い か な る 原因 で 、、 発 生 し た の か ? 

それ ら は 、 ど うい う タ イプ の 人 物 や 集団 由来 で 、 発 生 し た の 
か ? 

それ ら に つう いて で て 喜明 まる こと 


(3) 

社会 変革 の プロ セス 。 

Е ФО ЕНОТ 

それ ら は 、 い か な る 人 原因 で 、 成 功 し 、 失 敗 し た か ? 
それ ら に つい て 、 説 明 す る こと 。 


(目標 ) 

人 々 は 、 ど うす れ ば 、 社 会 の 仕組 み を 、 う まく 変え られ る 
か ? 

それ ら に つい て の 歴史 上 の 知見 を 、 人 々 に 対し て 、 与 える こ 
Cs 


(1) 

Cl) 

その 変革 は 、 社 会 上 層 部 が 起こ し た か ? 
例 。 

権力 。 

資本 。 

それ ら を 持つ 層 。 


(1-2) 

その 変革 は 、 社 会 下層 部 が 起こ し た か ? 
例 。 

労働 者 。 

資産 の 無い 層 。 


その 変革 は 、 今 まで に な い 、 新 し い 侍 域 に 入る タイ プ か ? 
ФО, SANA? 


ОЖ. TTA CRART TH? 
その 変革 は 、 保 守 的 か ? 


その 変革 は 、 自 主 的 で 、 自 発 的 で 、 内 発 的 な も の か ? 


О {, IMBOHOBAAS . зай HDA? 
例 。 
他国 。 


(4) 
(4-1) 
その 変革 は 、 人 々 に よっ て 、 受 け 入 れ ら れ た か ? 


(4-2) 
その 変革 は 、 人 々 に よっ て 、 不満 を 持た れ 、 拒 絶 さ れ た か ? 


(4-А) 
(4-А-1) 
その 変革 は 、 人 々 を 、 自 由 に 解放 する も の か ? 


(4 
その 変革 は 、 人 々 を 、 よ り 束 縛 す る も の か ? 
その 変革 は 、 人 々 に 対し て 、 よ り 怒 従 を 強い る も の か ? 


(4-В) 
(AB et) 
その 変革 は 、 人 々 の 生活 を 、 豊 か に する も の か 2? 


(А-В: 
その 変革 は 、 人 々 の 生活 を 、 貧 し くす る も の か ? 


E2. 
反乱 や 革命 。 


iil 
反乱 や 革命 が 起 さ る 、 人 原因 。 

その 背景 に 当たる 、 社 会 的 な 問題 。 
例 。 

Я. 

圧政 。 圧 制 。 


反乱 や 革命 が 進行 する 、 プ ロ セ ス 。 
それ ら に つい て 説明 する こと 。 


(1) 
反乱 は 、 ど の よう な 形 で 始ま り 、 拡 大 し た か 2? 
その 反乱 の 指導 者 は 、 ど うい う タ イプ だ っ た か ? 


(2) 

その 反乱 に 対し て 、 支配 側 は 、 ど の よう に 、 火 消し に 動い た 
カ が? 

その 反乱 は 、 ど の よう に 、 平 定 さ れ た か ? 


(3) 
{A hl] NER 
それ は 。 と の よう に 行 ね れれ だ た だ が? 


(4) 

On 

COKER, 従来 の 支配 層 は 、 ど の よう な 運命 を た どっ た か ? 
その 結果 、 ど の よう に 、 支 配 層 が 和 人 れ 替わっ た か ? 


それ ら を 、 法 則 の 形 で 説明 する こと 。 

(目標 ) 

どう すれ ば 、 既 存 の 問題 多い 支配 層 を 、 打 倒 で きる か ? 
どう すれ ば 、 新 た な 府 力 や 政権 を 、 樹 立 で きる か ? 
それ ら に つい て の 歴史 上 の 知見 を 与え る こと 。 

(A) 

整理 。 

反乱 の 原因 。 

原因 は 、 以 下 の 内 容 に ある こと 。 


(1) 
в. 


(2) 
统率 0 不 足 。 


(1) 
AN it 


(1-1) 
低い 地位 。 
ЖЕЗЛ. 


(1-1-1) 
今 ま で に 比べ て 、 彼 ら 自 身 の 地 位 が 低く な っ た こと 。 
今 ま で に 比べ て 、 彼 ら 自 身 の 扱 い が 悪 く な っ た こと 。 


彼ら 自身 の 地位 が 、 低 いま まで ある こと 。 
彼ら 自身 の 扱い が 、 悪 いま まで ある こと 。 


Не 
低い 生活 水準 。 
ЗИ. 


[Че 
彼ら 自身 の 生活 水準 が 、 低 く な っ た こと 。 
彼ら 自身 の 生活 水準 が 、 低 いま まで ある こと 。 


彼ら 自身 の 生活 が 、 昔 し いこ と 。 
彼ら 自身 の 生活 に 対し て 、 人 不満 が ある こと 。 


(еее 
ХХ. мощ. 
天候 不良 に よる 、 生 育 不 良 。 
それ ら の 発生 。 


例 。 
風水 害 。 
火山 の 爆発 。 


CEILS 
上 位 者 に よる 、 控 取 。 
それ ら の 発生 。 


EIA) 
ИСК. ОЕ, 
それ ら の 発生 。 


СЭ 
不 自由 。 


人 
強 す ぎる 秩序 。 

抑圧 。 

压 政 。 

その 社会 を 、 引 き 締 め 過 イ ぎ で ある こと 。 
その 社会 に お いて 、 自 由 が 無い こと 。 


(1-4) 
不正 。 


(EA) 
不正 の 横行 。 
RK. 


MEM, それ ら の な ず が まま に な る ご と 。 


(2) 
统率 0 不 足 。 


(2-1) 
無 警察 状態 。 


CR 
絆 すぎ る 秩序 。 

混乱 。 

ae se aa 

その 社会 の 中 で 、 人 々 が 、 好 き 勝 手 に 、 や り た い 放 題 で ある 


С 


(多き 3 
上 位 者 が 、 頼 りな いこ と 。 

上 位 者 に 、 統 率 力 が な いこ と 。 
そこ へ と 付け 人 る 隙 が 、 あ る こと 。 


(В) 
整理 。 
下位 者 か ら 上 位 者 へ の 転換 。 


(1) 
反乱 の 指導 者 が 、 権 力 者 に 変わ る こと 。 


下位 勢力 に お ける 、 中 心 的 な 人 物 。 
彼ら 自身 が 、 上 位 者 に な る こと 。 


(2) 
歴史 は 、 繰 り 返 すこ と 。 
新た な 反乱 の 指 間 ゆ 者 が 、 再 び 、 生 まれ る こと 。 


例 。 
中 国 に お ける 、 土 朝 交代 。 


(С) 
整理 。 
自治 額 の 内 部 に お ける 、 権 力 構 造 。 


M/ 
人 々 が 、 外 部 権力 者 か ら の 自治 を 、 勝 ち 取 っ た 場合 。 

今度 は 、 そ の 自治 領 の 内 部 に お いて 、 以 下 の 内 容 が 、 発 生 す 
る こと 。 

メン バー 間 に お ける 、 支 配 と 従属 の 関係 。 


メン バー 間 に お ける 、 上 下関 係 。 
その 発生 は 、 不 可 放 で ある こと 。 


例 。 
中 世 ヨ ー ロ ッ パ 。 
都市 の 自治 。 


F. 指導 者 


(1) 
指導 者 の 役割 。 


(1-1) 
反乱 や 革命 を 、 主 導 す る こと 。 


C12) 
体制 在 、 构 策 L 9 Oo LC. 


(1-3) 
文 配 す る こと 。 


(2) 
指導 者 の タイ プ 。 


社会 の 指導 者 が 、 個 人 で ある 場合 。 
例 。 
+. BA. ЛЯ. 


社会 の 指導 者 が 、 集 団 組織 で ある 場合 。 
例 。 
政府 。 


中 央 官 厅 。 
それ ら の タイ プ に つい て 、 説 明 す る こと 。 


引導 者 に お ける 、 以 下 の あ り 方 に つい て 、 タ イプ 分 け を 行っ 
<. СУ, 


(2.5) 
人 心 在 掌握 才 召 手法。 


(全 二 二 
知性 の あり 方 。 


(2-3) 
運動 性 。 
実行 力 。 
それ ら の あり 方 。 


Сы) 

出身 の あり 方 。 

その 、: 社 会 的 な パッ ク グ ラウ ンド 。 
その 、 所 属す る 社会 階層 。 


(目標 ) 

どの よう な タイ プ の 人 が 、 歴 史 に 名 を 残す 指導 者 に 、 な れる 
Dh? 

人 々 は 、 自 身 が 、 指 導 者 に な る た め に 、 ど うい う 資質 を 、 身 
に つけ れ ば よい か ? 

それ ら に つい て の 知見 を 与え る こと 。 


(A) 
整理 。 
指導 者 の 条件 


iif 
歴史 上 の 指導 者 の 場合 。 
その 実例 。 


(1) 
「 私 は 、 皆 さん の 不満 を 解消 する 。」 
その よう に 、 人 々 に 対し て 和 八 束 す る こと 。 


(2) 
統率 力 が ある こと 。 


(3) 
率先 し て 実行 する こと 。 


自ら 、 率 先 し て 動く こと 。 
他人 を 動か すこ と 。 


(4) 
人 々 の 願い を 、 集 約 す る こと 。 
それ ら の 落と し 所 を 、 見 つけ る こと 。 


(5) 

人 的 資源 を 、 動 員 で きる こと 。 
貸 同 者 を 、 多 数 持つ こと 。 
それ ら が 、 可 能 で ある こと 。 


(5-1) 
РЕЗ, ЧН & И) лс и. 


(SD 
ЛХ ARIZ LTT. ЕАИС. 
例 。 

温か いこ と 。 

思い や り が ある こと 。 


(5252) 
その 人 柄 や 性 格 が 、 冷 酷 で ある こと 。 

し か し 、 そ れ ら が 、 人 々 に と っ て 、 和 怖く て 、 拒 総出 来 な いも 
の で ある こと 。 


С. 文化 . 芸術 . 科学 


今 ま で 価値 が ある と され て きた 、 考 え 方 や アイ デア 。 
それ ら の 実現 方 法 。 

それ ら に は 、 ど の よう な も の が ある か ? 

それ ら を 、 タ イプ 分 け を し て 、 説 明 す る こと 。 


人 間 は 、 な ぜ 、 そ れ ら の も の を 、 価 値 あ る も の と し て きた の 
か ? 

人 間 の 感覚 や 、 知 覚 や 、 記 憶 や ゃ 、 感 情 の あり 方 。 

人 間 の 脳 の 仕組 み 。 

それ ら と の 関連 。 

それ ら に つい て 、 分 類 し て 、 説 明 す る こと 。 


それ ら が 生ま れ た 、 自 然 環 境 や 自然 風土 と の 関連 。 
それ ら に つい て 、 分 類 し て 、 説 明 す る こと 。 


(А) 
整理 。 
歴史 に 残る 文化 や 、 芸 術 や 、 科 学 や 、 技 術 。 


(1) 
今 ま で に 無い 、 オ リ ジ ナ ル な 新 境 地 を 切り 開い た こと 。 


例 。 
ダー ウィ ン の 提唱 し た 、 進 化 論 。 


(2) 
今 ま で の 技術 な ど に 磨き を か け て 、 高 度 に 完成 させ た こと 。 


例 。 
中 国 。 
ЗАО a8 


(3) 


来 々 な 分 野 に 股 を か けた 、 集 大 成 を 行っ た こと 。 


例 。 

中 国 。 
Нож LI ГО. 
その 内 容 。 


Н. 宗教 


念 ま で 、 ど の よう な 吉越 者 や 神 が 、 人 間 に よ っ て 、 求 め ら れ 
て きた か ? 

それ ら を 、 分 類する こと 。 

それ ぞ れ の タイ プ に つい て 、 そ の 興亡 を 、 そ の 原因 と と も 
に 、 説 明 す る こと 。 


(1) 
超越 者 の 種類 。 
それ ら を 、 分 析 し 、 分 類する こと 。 


例 。 
唯一 神 の 宗教 。 
多神教 。 


(2) 

な ぜ 、 そ の タイ プ の 吉越 者 や 神 が 、 過 夫 に 求め られ て 来 た の 
か ? 

その 理由 を 、 説 明 す る こと 。 


(A) 
整理 。 
超越 者 に 求め られ る 、 存 在 上 の 資質 。 


(1) 

人 々 が 、 道 に 迷っ た 時 。 

人 々 に 対し て 、 正 し い 道 や 、 寄 る べき 道 を 、 指 し 示し て くれ 
る 存在 。 


(2) 

人 々 に と っ て 、 以 下 の 存 在 で ある こと 。 

彼ら 自身 を 、 あ り の まま に 受け 和信 れ て くれ る 存在 。 
彼ら 自身 を 、 包 含 し て くれ る 存在 。 


(3) 

人 々 に と っ て 、 以 下 の 存 在 で ある こと 。 

Wo ABH. Ik. 

そう し た 彼ら 自身 を 、 守 っ て くれ る 存在 。 

そう し た 彼ら 自身 を 、 強 くし て くれ る 存在 。 

そう し た 彼ら 自身 に 対し て 、 力 を 与え て くれ る 存在 。 


(4) 

人 々 に と っ て 、 以 下 の 存 在 で ある こと 。 
彼ら 自身 が 間違っ て いる こと 。 

そう し た 彼ら 自身 を 、 矯 正 し て くれ る 存在 。 


(5) 
人 々 に と っ て 、 以 下 の 存 在 で ある こと 。 
彼ら 自身 を 、 災 害 や 不幸 か ら 、 守 っ て くれ る 存在 。 


(5) 抽出 し た 歴史 部 品 。 抽 出し た 歴史 法則 。 


(5.1) 勢力 の 興亡 の ルー ト 、 コ ー ス 


勢力 。 それは 、 以 下 の 存 在 で ある こと 。 


#1. 
個人 。 
集団 や 団体 。 
URES . 
企業 。 
国家 。 
民族 。 


АХ, ОЖ, КОЖЕ, 
それ ら の 間 に お ける 、 類 似 性 。 
それ ら を 、 人 参考 に する こと 。 


コー ス 毎 、 ル ー ト 毎 に 、 以 下 の 内 容 を 、 明 ら か に する こと 。 
その コー ス や ルー ト は 、 な ぜ 生 じ た か ? 


その 原因 と な る 要因 。 
それ ら の 掛け 合わ せ 。 
それ ら を 、 行 うこ と 。 


歴史 の 体系 化 。 
FR ODE , 
それ ら を 、 可 能 に する こと 。 


コー ス を 追う 対象 に 当たる 主体 。 
それ ら を 、 予 め 、 決 め て お く こ と 。 
そう し た 主体 の 候補 。 

国 。 

民族 。 

Ч. 

企業 。 

主義 。 

権力 者 。 そ の 血統 。 そ の 後継 者 。 
AEA. COMM. СОЖ, 
AA. 


それ ら が 身 に 付け た 、 実 際 の 固有 名 詞 。 


それ ら を 、 史 実 と し て 、 明 ら か に する こと 。 


— — < 
ーー ここ か ら 
дм = 
注意 点 。 


その 内 容 は 、 基 本 的 に 、 上 か ら 下 へ と 、 流 れる こと 。 


コー ス の 繰り 返し 。 
コー ス の 飛ば し 。 
コー ス の 循環 。 
それ ら が ある こと 。 


/i/ 
権力 の 側面 。 


/1/ 
個人 が 、 ア イデ ア を 思い つい て 、 そ の 共鳴 者 と の 間 で 、 企 画 
や 事業 を 、 起 こす こと 。 

それ は 、 し ば し ば 反 体 制 的 で て ある こと 。 


A2. 
勃興 。 


/// 

EQNEFIIC, RMOBSRA. ест. вх. 
CAL Dist KAI ee 

[2. 成 長 ] 


A3. 
成長 。 


и! 


そう し た 企画 や 事業 。 
それ ら が 、 次 第 に 伸び て 行く こと 。 


A4. 
発展 。 


/I/ 
そう し た 企画 や 事業 。 
それ ら が 、 幅 広く 展開 し て いく こと 。 


[3. 上 昇 ] 


А5. 
势力 0) 扒 大 。 


И! 

そう し た 企画 や 事業 。 

それ ら を 行う 共鳴 者 。 

それ ら を 行う 自 集団 。 

tHE ORANG ASSO s S 


А5Ъ. 
拡張 。 


iil 
そう し た 企画 や 事業 。 
それ ら が 、 よ り 大 きく 膨らみ 、 広 が っ て いく こと 。 


Аб. 
建国 。 


/// 
彼ら 自身 が 持つ 、 国 家 と し て の 仕組 みや 法制 。 
それ ら の 内 容 を 整備 し て 、 そ の こと を 、 そ の 内 外 に 向け て 、 
ВЕЛО, 


A7. 
Aa. 


/1/ 
НО & МЛН, Раки. 

彼ら 自身 だ け で 、 と りあ え ず 、 繁 染 へ の 道順 を 考え 、 そ れ を 
樹立 する こと 。 


A7b. 
自主 独立 。 


и! 
周囲 の 権力 者 か ら の 影響 力 。 
それ ら を 排 し て 、 彼 ら 自 身 の 力 で 、 独 立 を 成し遂げ る こと 。 


[4 攻撃 ] 


В1. 
移动 。 


// 
彼ら 自身 が 、 も っ と 条件 の 良い と ころ を 見 つけ よう と し て 、 
SUSUWEDOSHMK IL. 


B2. 
Л. 


/1/ 
PIKES, KAORI Миа. 
彼ら 自身 が 、 そ こ に 入り 込む こと 。 
B3. 
ЕАН. 


/i/ 
彼ら 自身 が 、 既 に いる 他 者 に 対し て 、 心理 的 に 、 社 会 的 に 、 
圧力 を か ける こと 。 


KREBS, ВИЗАХ ФНС, „МАЕ Си. 


C2. 
戦争 。 

iil 

KARA. BBA COM C. AMURSHICASOL. 


[5. 奪 取 、 防 衛 ] 


СЗа. 
= Ap. 


и! 

RBA. MORAG eB и. 

その こと で 、 彼 ら 自 身 が 、 新 た な 支配 者 へ べ と 、 転 化す る こ 
ae 


C3b. 
復古 。 
反動 。 


iii 
彼ら 自身 が 、 以 前 の 支配 体制 を 、 も う 一 度 復活 させ る こと 。 


СЗс. 
а 


iil 
彼 户 自身 六、 武力 (< 上 ЗЕВС, ЧЕКА, BES 
取 す る こと 。 


C3d. 
HMA L. 


M/ 
Wo BS. MRBHACULT. ky TFOHICRMS . 

その 際 に 、 彼 ら 自 身 が 、 茎 存 の 体制 の 下位 部 分 を 、 そ の まま 
活か すこ と ど と 。 


C3e. 
防御 。 
防衛 。 
阻止 。 
/// 


彼ら 自身 が 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 阻止 する こと 。 
新興 勢力 に よる 、 体 制 転 准 の 試み 。 


そう する こと で 、 彼 ら 自 身 が 、 以 前 の 支配 体制 を 、 維 持 す る 
в 


彼ら 自身 が 、 戦 闘 で 、 決 定 的 に 有利 に な る こと 。 
その こと で 、 彼 ら 自 身 が 、 相 手 を 負かし て 、 降 参 さ せる こ 


彼ら 自身 が 、 以 下 の 土 地 に 、 新 た に 移り 住む こと 。 
彼ら 自身 が 、 既 存 勢 力 か ら 新 た に 奪っ た 、 和 人 条件 の 良い 土地 。 


D3. 
権益 の 取得 。 


iil 
彼ら 自身 が 、 以 下 の 内 容 を 、 我 が 物 に する こと 。 
それ ら を 所 有 し て いる と 、 社 会 的 に 有利 に な る も の 。 
椎 益 。 


例 。 
資源 の 掘削 。 
その 権利 。 


D4a. 
НХ. 
併合 о 


iil 
相手 を 、 彼 ら 自 身 の 元 へ と 、 併 せ 知 み 込 むこ と 。 


D4b. 
相手 を せん 滅する こと 。 


/1/ 
彼ら 自身 に 対し て 、 従 わな い 相 手 。 
tH a. МЕРУ и. 
D4c. 
占领 。 


/i/ 
НЕРОНА "Ее ЕАО, ROBO 
も の に する こと 。 


D4da. 
植民 地 化 。 


/// 
彼ら 自身 の 勢 力 下 に 買い た 、 元 は 他 者 の 付 土 で て あっ た 土地 。 
そこ か ら 、 彼 ら 自 身 の 利益 を 、 吸 い 上 げ る こと 。 


D4db. 


自国 化 。 
所 有 。 


iil 
KS НЫ, ЛАЗНЕ CH si THe, KAWIIFS 
в 


iil 
AES L СЕЛ, RSARONINAC. TANTS 
С 


M/ 
Mo Bah, MFA. MATSZI¢. 
彼ら 自身 が 、 相 手 を 、 こ き 使 うこ と 。 


D4f. 
搾取 。 


iil 
彼ら 自身 が 、 以 下 の 存 在 か ら 、 利 益 を 吸い 出し て 、 我 が 物 に 
まる こと 

彼ら 自身 が 支配 し て いる 相手 。 


> НЕ, ОСЬ, ЖАСФЬСЬ. 
彼ら 自身 が 、 そ の 状態 を 、 維 持 し 続け る こと 。 


E2. 
独占 。 
4 
iil 


彼ら 自身 が 、 権 益 な ど を 、 他 者 を 寄せ 付け ず 、 彼 ら 自 身 だ け 
で 利用 で きる よう に する こと 。 


E3. 
黒字 。 


内 
彼ら 自身 が 、 繁 染 す る こと 。 
彼ら 自身 が 、 そ の 収支 が プラ ス の 状態 を 、 維 持 す る こと 。 


Е1. 
権益 の 維持 。 


iil 
彼ら 自身 が 、 得 た 権益 を 、 保 持 し 続け る こと 。 


F2. 

連合 。 
同盟 。 
協調 。 


i 
彼ら 自身 が 、 他 の 大 き な 勢 力 と の 間 で 、 意 見 の 一 致 を 図り 、 
一 緒 に 動 こ うと する こと 。 


[8. 下 降 ] 


G1. 
腐敗 。 


// 
彼 户 自身 0 势力 0 内 部 代 扮 人 \ 世 、 贿 赂 泵 己 力 横行 吉 召 二 二 。 
その こと で 、 彼 ら 自 身 が 、 機 能 不 全 を 引き 起こ すこ と 。 


G2. 
乱れ 。 


И 
彼ら 自身 の 内 部 に お いて 、 法 秩序 が 乱れ て 、 各 自 が 勝手 に 行 
動 す る こと 。 


G3; 
分 裂 。 

И. 

彼ら 自身 の 内 部 に お いて 、 意 見 の 相違 が 出る こと 。 


彼ら 自身 の 内 部 に お いて 、 ま と まり を 維持 する こと 。 
それ が 、 Stl CEOs 


Н1. 
陰り 。 


И 
1% > 5708717, ОКО х, ЛЕНСЕГи 
а 


Н2. 
赤字 。 


/1/ 
彼ら 自身 が 、 収 支 に お いて 、 マ イナ ス の 状態 に 陥る こと 。 


НЗ. 
衰退 。 


/I/ 
ам BASIL. 


[9. 高 度 の 維持 や 、 再 上 昇 。 それら の 試み 。 | 


т 
ВА. 


/// 
Нов. BML. ХС 
cae 
Mo BSA. ИЛ С, MEBBRICHDEHI“LTS 
Cs 


12. 
ААС Е 


И. 
> НБ. 1- и, Вл) と する こと 。 
彼ら 自身 の 繁 染 を 、 取 り 戻 そう と する こと 。 


13. 

防御 。 
防衛 。 
阻止 。 


/// 
MORTAL kA, ЖФ. 

彼ら 自身 が 、 そ れ を 、 阻 止 す る こと 。 

その こと で 、 彼 ら 自 身 が 、 以 前 の 支配 体制 を 、 維 持 し よう と 
oO Ss 


[10. 缩 退 ] 


Л. 
権益 を 手放す こと 。 


/// 
彼ら 自身 が 、 財 政 面 な ど に お いて 、 昔 し く な る こと 。 

その こと で 、 彼 ら 自 身 が 、 彼 ら 自 身 が 持っ て いた 権益 を 、 他 
熱 力 へ と 手放す こと 。 


/i/ 
彼ら 自身 が 、 財 政 面 な ど に お いて 、 昔 し く な る こと 。 

その こと で 、 彼 ら 自 身 が 、 彼 ら 自 身 が 持っ て いた 資産 を 、 他 
熱 力 へ と 手放す こと 。 


J3. 
缩小 。 


И. 
彼ら 自身 の 勢力 が 、 小 さく な る こと 。 


Kl. 
敗北 。 


// 
彼ら 自身 が 、 他 勢力 と の 戦闘 に お いて 、 負 ける こと 。 
K2. 

逃走 。 

1. 

彼ら 自身 が 、 今 まで 住ん で いた と こる ろ 。 

彼ら 自身 が 、 今 まで 居 久 し て いた と こる ろ 。 

彼ら 自身 が ど 、 そ こ か ら 、 逃 げ 出 すこ と 。 


[11. 終 了 ] 


Ll, 


滅亡 。 

倒産 。 

M/ 

彼ら 自身 の 事業 。 

彼ら 自身 の 集団 。 

それ ら が 、 立 ち 行 か な く な る こと 。 

それ ら が 解散 し て 、 バ ラバ ラ に な る こと 。 


Е. 
破壊 。 
崩壊 。 


iil 
彼ら 自身 が 、 彼 ら 自 身 で 構築 し た 、 仕 組み 。 
そ 札 が 。. 明 れ て ご 無く な る こと 


[12. 下 界 。 そ こ で の 再度 の 生活 。] 


М1. 
被 支配 。 


И! 

支配 を 受け る 側 。 

使わ れる 側 。 

彼ら 自身 が 、 そ うし た 立場 に 回 る こと 。 


/I/ 
彼ら 自身 が 、 支 配 者 に 対し て 、 反 対 の 意思 を 示す 行動 を 、 起 
三 


АСИ. 


上 記 の 各 項 目 に つい て 、 そ れ ぞ ね れ 、 主 要 な 要因 を 立て る こ 
と 。 


ー こ こま で 


[まとめ 。 歴 史 の 法則 。 登 山 モ デル 。 逆 U 字 曲線 モデ ル 。] 


上 記 の 法則 で は 、 彼 ら 自 身 は 、 居 下 の 内 容 に お いて 、 逆 U 字 
を 形成 する 。 

ох. 

その 地位 の 高 さ 。 


(1) 
彼ら 自身 は 、 最 初 は 、 規 模 が 小さ く 、 そ の 地位 が 低い こと 。 


(2) 
彼ら 自身 は 、 次 第 に 規模 が 大 きく な っ て 、 そ の 地位 が 上 昇 す 
а 


(3) 
彼ら 自身 は 、 既 存 勢 力 を 破っ て 、 絶 頂 期 に 入る こと 。 


(4) 
WM BBL. CORB. -РРУЖА С. MEAAEATIU. B 
り 返 すこ と 。 


(5) 
彼ら 自身 は 、 次 第 に 、 そ の 力 を 弱め て いく こと 。 


(6) 
彼ら 自身 は 、 以 下 の 存 在 に 対し て 、 敗 れる こと 。 
新た に 力 を 付け て きた 、 別 の 新興 勢力 。 


CO) 


彼ら 自身 は 、 再 び 、 小 さい 存在 へ と 、 戻 る こと 。 


($. ЕЕ, 


彼ら 自身 が 、 途 中 で 改革 に 成功 し た 場合 。 
彼ら 自身 は 、 そ の 地位 や 勢力 を 維持 で きる こと 。 
そう し た こと も 、 発 生 す る 。 


彼ら 自身 に よる 、 一 連 の 動き 。 
それ ら は 、 登 山 や 下山 と し て 、 捉 える こと が 出来 る 。 
それ は 、 以 下 の よ うに 名 付け る こと が 出来 る 。 

「 歴 史 の 法則 の 登山 モデ ル 。」 


彼ら 自身 に よる 、 一 連 の 動き 。 
それ ら は 、 図 に する と 、 以 下 の よ うに 、 逆 U 字 曲線 に な る 。 
それ は 、 以 下 の よ うに 名 付け る こと が 出来 る 。 

「 歴 史 の 法則 の 逆 U 字 曲線 モデ ル 。」 


[5. 奪 取 。 防衛 。] 


図 。 


[7. 絶 頂 ] 


勢力 の 興亡 の 、 ル ー ト と コー ス 


[9. 高 度 維持 。 再 上 昇 の 試み 。 ] 


[歴史 の 法則 。 史 実 へ の 当て は め 。 |] 


例 。 太 平 大 国 の 乱 。 
19 世 纪 和 后 半 。 
東 ア ジア の 中 国 。 


MI. 被 支配 。 
農民 層 は 、 清 朝 に よっ て 、 支 配 さ れ て いた 。 


一 M2 .抵抗 。 
彼ら 自身 の 間 で は 、 清 朝 圧 政 へ の 不満 が 高まっ た 。 


っ Al. 発 生 。 
洪 秀 全 が 、 彼 自身 の こと を 、 キ リス ト の 弟 と 称し て 
募っ た 。 


つ A2. 勃 興 。 
拝 上 帝 会 。 


一 A3. 成 长 
一 A4. 张 展 
つっ A5b. 拡 張 


一 A6. 建 国 。 
彼ら 自身 は 、 太 平 天 国 を 建国 し た 。 


つっ C1. 衝突 。 
彼ら 自身 は 、 清 朝 と の 間 で 、 衝 突 を 引き 起こ し た 。 


Di. 勝利 。 


一 D4c. 占 领 。 
彼ら 自身 は 、 南 京 を 、 天 京 と 称し た 。 


つ G2. 乱 れ 。 
彼ら 自身 は 、 内 輪 も め を 、 引 き 起 こし た 。 


一 C1 .种 突 。 


、 仲 間 を 


彼ら 自身 は 、 清 朝 の 漢人 官僚 の 卿 勇 ら と の 間 で 、 衝 突 を 引き 


pe US 
っ KI. 敗 北 。 


—>К2. Е. 


っ Cl1. 衝 突 。 
彼ら 自身 は 、 諸 外国 の 常勝 軍 ら と の 間 で 、 衝 突 を 引き 起こ し 
た 。 


っ K1. 敗 北 。 


АЖ. 
НЕХ. НОЖ Ед, MOUK. 


ー つ MI. 被 支配 。 

彼ら 自身 の 中 に お ける 、 残 存 者 。 

彼ら は 、 以 下 の 存 在 に よっ て 、 支 配 さ れ た 。 
既存 の 権力 者 。 清 朝 。 諸 外国 。 


(5.2) 人 文化 発展 の ルー ト 、 コ ー ス 


科学 。 
技術 。 
芸術 。 


美術 。 

それ ら の 向上 や 発展 。 

それ ら の 廃れ 。 

それ ら の 推移 を 、 段 階 を 追っ て 、 辿 る ゃ こと 。 
その こと を 、 可 能 に する こと 。 


それ は 、 基 本 的 に 、 上 か ら 下 へ と 、 流 れる こと 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 を 、 含 むこ と 。 
コー ス の 繰り 返し 。 
I-AORIEZL. 

コー ス の 循環 。 


[1. 暗 中 模索 ] 


Al. 
探検 。 
冒険 。 


И. 
未 踏 O 领 域 。 
KAM SES, 
それ ら の 中 へ と 、 挑 ん で みる こと 。 


А2. 
実験 。 
研究 。 
试行 错误 。 
M/ 
上 手 く 行く も の が 無い か 、 い ろ い ろ 試 し て みる こと 。 


[2. 光 明 の 発見 ] 


В1. 
独創 的 な 発明 や 発見 。 


/1/ 
5+: ВАЖЕЖ, 
それ ら を 、 見 つけ る こと 。 


[3. 上 昇 ] 


Cl. 
改良 。 


iil 

発見 し 、 発 明 し た 対象 。 

それ ら を 、 以 下 の 内 容 へ と 、 変え る こと 。 
人 々 に と っ て 、 よ り 利 用 し や すい 有形 。 


[4. 登 頂 ] 


D1. 
完成 。 


完 壁 化 。 


/// 
それ 以上 、 改 良 の 余地 が 無い と ころ まで 、 そ の 対象 を 、 磨 き 
ける こと 


D2. 
集大成 。 


/i/ 
異な る 分 野 の 完成 品 同士 を と 。、 一 つ に まとめ 上 げ る こと 。 


[5. 名 声 の 獲得 ] 
ВЕ. 
普及 。 


M/ 
それ ら が 、 人 々 の 間 に お いて 、 広 く 普 及 し 、 流 行 す る こと 。 


E2. 
伝播 。 


И. 
それ ら が 、 今 まで 、 そ れ ら の こと を 知ら な か っ た 国 や 人 々 へ 
と 、 伝 わる こと 。 

[6. 下 降 ] 


Fl. 


旧式 化 。 
陳腐 化 。 


/i/ 
それ ら と は 別 の 、 新 た な 発見 や 発明 。 
и ЕЕОЛА КИ, HXAKIALIL. 
F2. 

不 使用 。 


/1/ 
それ ら が 、 人 々 の 間 に お いて 、 使 われ な く な る こと 。 


[7. 终 了 ] 


Gl. 
忘却 。 


и! 
それ ら が 、 人 々 の 記憶 か ら 、 忘 れ 去 られ て 行く こと 。 


G2. 
消滅 。 

iil 

それ ら が 、 市 場 な どか ら 、 消 える こと 。 


[8. 保 存 ] 


H1. 
遺産 化 。 
遺跡 化 。 


/1/ 
ть вкФЬьФИЖЩЬСЬ. 
それ ら が 、 博 物 館 な ど に 入る こと 。 
それ ら が 、 人 遺産 と し て 、 展 示さ れる こと 。 


[まとめ 。 文化 発展 の 法則 。 登 山 モ デル 。 逆 U 字 曲線 モデ ル 。] 


上 記 の 一 連 の 動き 。 

それ ら は 、 登 山 や 下山 と し て 、 捉 える こと が 出来 る 。 
それ は 、 以 下 の よ うに 名 付け る こと が 出来 る 。 

「 文 化 発展 の 登山 モデ ル 。」 


上 記 の 一 連 の 動き 。 

それ ら は 、 図 に する と 、 以 下 の よ うに 、 逆 U 字 曲線 に な る 。 
それ は 、 以 下 の よ うに 名 付け る こと が 出来 る 。 

「 文 化 発展 の 逆 U 字 曲線 モデ ル 。」 


[5. 名 声 の 獲得 。] 


[8. 保 存 ] 
[2. 光 明 の 発見 。 ] 


[1 暗中 模索 ] а, 文化 発展 の 、 ル ー ト と コー ス 


[文化 発展 の 法則 。 史 実 へ の 当て は め 。 | 
刁 一 又 例 。 

飛行 機 。 

A2. 研 究 。 试 行 错误 。 


つつ BI. 発 明 。 
ライ ト 兄 弟 に よる 発明 。 


204 ©. 

一 D1. 完 成 。 

一 C1. 改 恨 。 

その 、 軍 用 機 へ の 転用 。 
第 一 次 世界 大 戦中 。 

一 D1. 完 成 。 

一 E1. 普 及 。 

一 El. 旧式 化 。 陈 腐化 。 
一 B1. 张 明 。 

ジェ ッ ト 機 の 開発 。 

第 二 次 世 界 大 戦中 。 

っ Dl. 完成 。 つ EI1. 普 及 。 
っ Fl1. 旧 式 化 。 陳 腐 化 。 
つっ CL. 改良 。 

ジャ ン ボ 機 の 開発 。 
その 、 民 間 大 量 輸 送 へ の 対応 。 
第 二 次 世 界 大 戦後 。 


ーD1. 完 成 。 完 壁 化 。 


(5.3.1) 進歩 の 法則 


歴史 に は 、 以 下 の 内 容 が 、 求 め ら れる 。 


進歩 の 法則 。 


その 解明 。 

時 代 に 応じ て 、 恨 く な る 方 向 へ と 変化 する 事案 。 
それ を 整理 する こと 。 

その こと で 、 今 後 の 歴 史 の 予想 を 、 可 能 に する こと 。 
人 々 は 、 ど の よう な 未来 を 期待 すれ ば 良い か ? 
それ を 明らか に する こと 。 


RL. 
停滞 


それ ら が 、 存 在 す る こと 。 


居 下 の 事 案 が 、 人 間 の 歴史 を 、 前 進 や 進歩 の 方 向 へ と 、 動 か 
す 。 


(1) 


Al. 
生存 の 水準 。 
生活 水準 。 
それ ら の 向上 。 


Bl. 
人 々 に と っ て 生存 可能 な 、 世 界 領域 。 
その 拡大 。 


iil 
例 。 

地球 探検 。 
宇宙 进出 。 


Cl. 
時 間 的 な 効率 。 
"НЗ, 
性 能 。 
それ ら の 向上 。 


/// 
例 。 


車 の 高速 化 。 


D1. 

社会 的 な 分 業 化 。 
社会 的 な 専門 化 。 
それ ら の 進展 。 


El. 
資源 調達 の 手法 。 
資源 分 配 の 手法 。 
それ ら の 進展 。 


И. 
例 。 

鉄鉱 石 。 

石油 。 

Fl. 

ネッ トワ ー ク の 発展 。 

/i/ 

公開 情報 に 対し て 、 人 任意 の 人 が 、 ア クセ ス 可 能 に な る こと 。 
Gl. 

BROT VTIOSE. 


// 
人 々 の 生活 が 、 豊 か に な る こと 。 


HI. 
自由 度 の 向上 。 


iil 
$1. 

暮らし 。 
対人 関係 。 


(5.3.2) 後退 の 法則 


後退 の 法則 。 

その 解明 。 

時 代 に 応じ て 、 赴 く な る 方 向 へ と 、 変 化す る 事案 。 

それ ら を 整理 し て 、 今 後 の 歴 史 の 予想 を 可能 に する こと 。 
人 々 は 、 ど の よう な 未来 を 性 け る べき か ? 

それ を 明らか に する こと 。 


以下 の 事案 が 起き る 場合 、 人 間 は 、 歴 史 的 に 後退 する 。 


(1) 


Al. 
AIR AROS. 


if 
例 。 
石油 。 
金属 。 
食糧 。 
水 。 
415 OFS. 


実例 。 
世界 の 食糧 危機 。 


В1. 
生存 环境 0 恶化 。 


И! 

例 。 

二 酸化 炭素 CD) 增 大 。 

それ が も た ら す 、 地 球 の 温暖 化 。 


Cl. 
人 々 の 死亡 。 
Уоыв. 


/// 
例 。 


日 本 。 中 国 。 
それ ら の 国々 に お ける 、 少 子 高 埋 化 。 


疫病 。 
食糧 不足 。 
それ ら の 発生 に よる 、 人 々 の 一 斉 の 死 。 


D1. 

人 間 が 持つ 今 ま で の 能 

それ ら を 超え る 、 対 象 や イベ ント 。 
それ ら の 出現 。 


iil 
例 。 
放射 能 污染 。 
巨大 陨石 。 
巨大 台风 。 
巨大 地 震 。 


高 致死 率 D 新 大 录 全 染病 。 
実例 。 

中 世 ヨ ーー ロッパ 。 
ペスト の 流行 。 

El. 

生活 格差 の 増大 。 

/1/ 


所 得 面 に お いて 、 富 め る 者 と 、 貧 し い 者 と の 格差 。 
それ が 拡大 する と 、 そ の 国 が 滅ぶ こと 。 


Е2. 

世 畔 の 横行 な ど 。 

それ ら に よる 、 社会 階層 の 固定 化 。 
それ ら が も た ら す 、 社 会 の 停 洋 化 。 


И. 
Еее YP eS ДН, 
社会 的 地位 の 面 に お ける 、 彼 ら の 入れ 替わり 。 
それ が 無く な る と 、 国 が 滅ぶ こと 。 


Е. 
自由 の 喪失 。 


/i/ 
例 。 

官僚 制 。 

武力 。 

それ ら に よる 、 権 力 者 の 支配 の 進行 。 


実例 。 
ロー マ 帝 国 未 期 。 
皇帝 の 中 央 集権 化 。 


G1. 
BEA 
IRAE 
それ ら の 横行 。 


未知 へ の 探検 。 
その 実践 の 減少 。 


资料 编 。 


[参考 ] 歴史 書 の 文 育 の 言い 換え 方 。 そ の 内 容 を 一 般 
化す る 手法 。 


時 代 に よら な い 一 般 法 則 の 抽出 。 
その た め に は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 必要 で ある 。 


RRS. 2159 IY. | 
その こと を 、 史 実 の 一 般 化 に よっ て 、 明 ら か に する こと 。 
その た め に 、 固 有名 詞 を 、 一 般 名 詞 へ と 、 修 正す る こと 。 


(A) 

言い 換え 前 。 一 言い 換え 後 。 

上 级 。 中 级 。 下 级 。 

898. 

人 権 の 有無 。 

それ ら の 概念 と 、 文 言 の 内 容 を 、 掛 け 合 わせ る こと 。 


(1) 
帝国 。 一 国家 。 


(1-1) 
前 の 帝国 。 一 以前 の 国家 。 


(2) 
Rik. НЕ. ДЛО. Е. WORK. 


(21) 
世界 を 形成 。 一 独自 の 世界 を 形成 。 


(3-1) 
国王 。 皇 帝 。 っ トッ プ の 権力 者 。 


(3s) 
mr. 一 地方 の 権力 者 。 


(3-3) 
Bik. 一 以前 か ら の 有力 者 。 


(3-4) 
B+. 騎士 。 っ 軍人 。 武装 の 政府 雇用 者 。 


(4) 
文官 。 一 非 武装 0 政府 雇用 者 。 


(5) 
農民 。 一 農業 従事 者 。 


(G4) 
市 民 。 一 都 市 住民 。 


(6-2) 
FRA. —> Л. 


(7 一 工 ) 
王朝 。 ЕН. -HR. COMA mmc $ >. 


(и) 
Е. >1Н Жо). mRNA 


(8-1) 
固有 名 詞 。 つ 省略 する か 、 一 般 化 する こと 。 場合 に よっ て 
は ご カツ ココ 書 き で 残す こと 。 


(8-2) 
固有 の 用 語 。 っ で きる だ は け 一 般 化 する こと 。 


(9-1) 
地名 。 一 国内 地方 。 国 内 の 一 部 地域 。 AE. tHe. НЯ 
领域 。 全 世界 。 


(9-2) 
宗教 名 。 一 自 宗 教 。 自 宗派 。 他 宗教 。 他 宗派 。 


(10) 
XX の 東西 南北 。 っ XX の 周辺 部 。 


固有 名 詞 。 
その 実例 。 


イク ター。 25%. 
十字 軍 。 つ 宗教 的 な 軍事 行動 。 


(22) 既存 の 歴史 書 。 そ の 記述 の 一 般 化 。 その 事例 。 


[参考 ] 実際 の 世界 史 の 教科 書 の 内 容 。 そ の 一 般 化 。 そ の 
例 。 


元 の 教科 書 。 
ЖА Ида. ARS 「 詳 説 世界 史 B」 山川 出 版 社 。 
2012 年 。 


一 -二 二 人 户 一 
事例 1.P.122「 ゲ ルマン 人 の 大 移動 」 
XX 人 の 大 移動 。 


以 北 の AA に は 、 以 前 か ら 、YY 人 が 、 広 く 住 み 着 いて いた 。 
YY 海 沿岸 を 現住 地 と する XX 人 は 、YY マ 人 を 隣接 方 向 へ と 圧迫 
し な が ら 、 そ の 勢 力 を 拡大 し て いっ た 。 

XX 人 は 次 の 時 代 に は 、YY 川 か ら ZZ 海 沿岸 全 る まで の 広大 な 
地域 に 広がり 、 茎 存 の 巨大 国家 と 境 を 接する よう に な っ た 。 


その 頃 の XX 人 は 、 数 十 の 部 族 に わか れ 、 各 部 族 が 、 一 人 の 単 
錯 権力 者 や 、 数 人 の 合同 で の 権力 者 を 、 持 っ て いた 。 

上 位 で 特権 が ある 者 と 、 中 位 の 者 と 、 下 位 で 人 権 が 無い 者 と 
の 間 で 、 身 分 差 が すでに 発生 し て いた が 、 宣 要 な 決定 は 、 上 
位 と 中 位 の 身分 の 人 々 か ら な る 、 成 年 男性 で 自由 な 人 々 の 全 
体 集 会 で ある 、YY 会 が 、 行 っ た 。 

農業 が お も な 生活 の 手段 と な り 、 人 口 が 増え て くる と 、 示 地 
が 不足 し 、 こ れ が 民 贅 移動 の 内 的 要因 と な っ た 。 

その た め 、 次 の 時 代 に な る と 、 彼 ら は YY 川 の 下流 の 侍 域 ま 

で 広がり 、 巨 大 国家 の 下 才 役人 、 偽 兵 、 小 作 人 と し て 、 平 和 
的 に 巨大 国家 内 に 移住 する 者 も 、 多 く な っ た 。 

同時 に XX 人 の 社会 で は 、 小 部 族 が 、 軍 事 的 指導 者 で ある トッ 
プ 権 力 者 の も と に まとめ られ て 、 大 部 族 へ と 成長 し た 。 


次 の 時 代 、 別 系 統 の 人 種 民 族 の MM 人 が 、NN 川 を 超え て 隣接 
地域 に 進み 、XX 人 の 一 流 で ある YY 人 の 大 半 を 征服 し 、 さ ら 
に その 隣接 地域 の Xx 人 で ある ZZ 人 を 、 圧 迫 し た 。 

そこ で 、ZZ 人 は 、YY 年 に 移動 を 始め 、 翌 年 に は YY 川 を 渡っ 
て 、 了 既存 の 巨大 国家 領内 に 移住 し た 。 

それ を きっ か け に 、 他 の XX 人 の 諸 部 族 も 、 大 規模 な 移動 を 開 
tal. МУУЕСЬ Е АХХЛОХЕ Е, EDK. 

XX 人 に 属す る YY 人 は 、YY 年 、 巨 大 国家 の 首都 を 略奪 し た 
後 、YY 地 域 と YY 地域 に 移動 し て 、 建 国 し た 。 

YY 人 は YY 地域 に 、 ま た ママ 人 は YY 地域 に 、 マ Y マ 人 は Y マ 地域 
に 、 そ れ ぞ れ 建 国 し た 。 

YY 人 は YY の 島 に 渡り 、 の ち 、 次 の 時 代 ま で の 間 に 、 複 数 の 
連合 国家 を 建て た 。 


XX 人 の 移動 。 
XX 人 の 移動 は 、 単 に 武力 に よる 侵入 で は な く 、 家 族 ぐ る み 
の 移動 で あっ た 。 


一 方 、 別 系 統 の 人 種 民 族 の YY 人 は 、 次 の 時 代 に 、 ト ッ プ 権力 
者 Y マ が 、YY 地 域 を 中 心 に 、 別 の 巨大 国家 を 建て た 。 

し か し 、YY 年 に お ける 、YY の 戦い で 、 隣 接する 別 の 、 元 巨 
大 国家 ママ Y の 片 鑑 れ と XX 人 と の 連合 軍 に 敗れ 、 ト ッ プ 権力 者 
YY の 死後 、 そ の 巨大 国家 は 崩壊 し た 。 

この 混乱 の 中 、 元 巨大 国家 YY の 片 制 れ は 、XX 人 の 偽 兵 隊長 
YY に よっ て 、 減 ぼ さ れ た 。 


トッ プ 権 力 者 YY の も と で 、YY 人 の 支配 か ら 脱 出し た YY 人 
は 、YY 半 島 に 移動 し て 、 元 あっ た 別 の YY 人 の 国家 (血统 文 
Ac) を 倒し 、 こ こ に 建国 し た こと 。 

YY 年 、YY 地 域 に 、 国 家 (血统 支配 ) YY マ が 建て られ た の を 最 
後に 、 民 贅 大 移動 の 波 は 、 一 応 の 終息 を みた 。 
先住 民 マ YY 人 は 、 今 日 の YY、YY、YY、 お よび YY 半島 に 追い 
や られ た が 、 そ の 後 も な お 、 独 自 の 文化 を 保ち 続け た 。 


事例 2. P140-141 「 ヨ ー ロ ッ /* 中 世 都 市 の 成立 」「 都 市 の 自 


治 と 市 民 た ち 」 
自治 権 の 獲得 要点 整理 
p140。 下 部 。 

I 


都市 住民 は 、 最 初 、 権 力 者 (领主 ) の 保護 と 支配 を 受け て い 
だ 


[为 二 5 
都市 住民 自身 の 産業 (商工 业 ) が 発達 する こと 。 


都市 住民 は 、 権 力 者 に 対し て 、 権 力 者 (领主 ) 支配 か ら の 自 
由 と 自治 を 求め 始め た 。 


都市 住民 は 、 権 力 者 (领主 ) を 倒し て 、 自 治 都市 国家 を 樹立 
А 


都市 住民 は 、 別 の 権力 者 (皇帝 ) か ら 認 定 を 受け て 、 自 治 権 
を 獲得 し た 。 

都市 住民 は 、 茎 存 の 中 叙 権 力 者 (諸侯 ) と 同じ 地位 に 立っ 
Jes 

都市 住民 は 、 自 治 都市 国家 同士 の 都市 同盟 を 生成 し た 。 
p141。 下 部 。 

都市 住民 は 、 自 治 都市 周囲 を 城 局 で 囲っ て 、 防 衛 し た 。 


自由 の な い 下 層 の 人 間 (農奴 ) が 、 自 由 を 求め て 、 都 市 に 流 
れ 込 ん だ 。 


都市 住民 は 、 自 分 で 行政 組 織 を 作っ て 、 自 治 に 当たっ た 。 
最初 は 、 規 模 の 大 き な 業 者 が 、 市 政 を 独占 し て いた 。 
中 規模 の 別 業 種 の 業者 た ち が 、 人 不満 を 持っ て 、 組 織 を 分 離し 


た 。 彼 ら は 、 前 の 市 政 独占 し て いた 業者 た ちと 抗争 し な が 
ら 、 市 政 へ > の 参加 を 実現 し て いっ た 。 


p142。 上 部 。 


市 政 に 参加 で きる の は 、 終 営 者 だ け で 、 労 働 者 は 参加 の 資格 
が 無かっ た 。 


行政 組織 は 、 自 由 競 争 を 休 じ て 、 細 か い 規 制 を 敷い た 。 


都市 住民 は 、 市 政 に 参加 で きる 経営 者 た ち 以 外 の 参加 資格 の 
無い 人 々 を 、 活 動か ら 和 締め 出し た 。 


経営 者 層 の 地位 は 安定 し た が 、 終 済 や 技術 の 自由 な 発展 を 阻 
害し た 。 


上 層 都 市 住民 は 、 権 力 者 (皇帝 ) に 融資 し て 、 そ の 地位 を 左 
右 し た 2。 


上 層 都 市 住民 は 、 権 力 者 (AS) を 自分 の 一 族 か ら 華 出す る 
ます に な だ 


p141。 中 部 。 


タイ プ 2 
都市 住民 が 、 権 力 者 (BE) と の 結び つき が 強かっ た 。 


権力 者 の 権力 の 伸張 と 共に 、 都 市 が 、 権 力 者 の 行政 の 中 心地 
СЖ. 


ー- こ こま で 一 


— 人 間 性 。 汎用 的 な リ 
スズ ト 。 


生物 性 。 人 間 性 。 汎 用 的 な リス ト 。 作 成 の 
方 針 。 そ の 説明 。 


リス ト を 作成 する 上 で の 基本 的 な 考え 方 や 方 針 


人 間 は 、 生 物 や 動物 の 一 種 で て ある 。 

人 間 性 は 、「 生 物性 」 や 「 動 物性 」 に 含ま れる 。 

他 種 の 生物 も 、 人 の 心 と 似 た よう な 心 を 、 持 っ て いる 。 
それ は 、 人 間 よ り 単 純化 され て いる 。 

それ は 、 根 本 的 な と ころ で は 、 人 間 と 共通 する 。 


人 間 性 や 生物 性 。 

それ は 、 以 下 の 場所 に 和信 っ て いる 。 

人 間 や 生物 (動物 ) の 脳 。 そ の 基 族 的 な と ころ 。 

人 間 は 、 他 の 動物 や 生物 より も 上 等 な 存在 で は な い 。 
それ ら は 、 対 等 で ある 。 

それ ら は 、 同 じ 遺 伝 子 に よっ て 身体 を 構築 され て いる 。 
それ ら は 、 セ ックス する 点 で 同じ で ある 。 


人 間 の 脳 の 容量 や 発達 度 は 高い 。 

し か し 、 そ れ は 、 あ くま で 生物 の 特質 の 一 つ に 過ぎ な い 。 
それ は 、 以 下 の 例 と 同じ レベ ル で ある 。 

例 。 

植物 は 、 光 合成 が で きる 。 

鳥 や 昆虫 は 、 空 を 自由 に 飛べ る 。 


人 間 は 、 他 の 動物 より 自分 が 高等 な 存在 で ある と 主張 する 。 
ЛЕ, ФЕ. МОЛ, BELTAR. 
自己 の 生物 性 。 自 己 の 動物 性 。 


例 。 

セッ クス に お ぼれ る こと を 排 悪 視 する こと 。 

神 に 選ば れ た 、 知 的 存在 、 理 性 的 存在 で ある こと 。 
ЕСН ЕСС. 

それ は 、 西 欧 の 思想 史 を 見 れ ば 一 目 瞭 然 で て ある 。 


そう し た 人 化けの皮 は 、 以 下 の 行 為 に よっ て 、 容 易 に は が れ て 
aoe 
現実 の 人 間 の 行動 。 そ の 観察 。 


セッ クス や 美食 の 快楽 に 痛 れる こと 。 

自己 宣伝 。 周 囲 へ の 布教 の 押し つけ を する こと 。 
他人 を 、 自 分 の 思い 通り に 支配 する こと 。 

区 机 户 民 一 生 题 命 众 二 二 。 

$. TCRBALTLES. 


人 間 を 知る こと 。 

その た め に は 、 以 下 の 行 為 が 必要 で ある 。 
その 根源 的 な 生物 性 や 動物 性 。 

それ ら を 、 全 面 的 に 追求 し 、 解 明 す る こと 。 


そう し た 生物 性 や 動物 性 。 
それ 自体 を 、 背 定 し 追認 する こと 。 
oe 生き 物 の 一 種 と し て 当然 の 、 逃 れ が た い 性 質 で あ 


う に 認識 する こ と 。 


人 間 は ニュ ー ロ コン ピュ ー タ で ある 。 
それ は 、 単 な る 計算 機 で は な い 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 の 計算 機 で ある 。 
生物 と し て の 生存 や 増殖 。 

それ へ の 動機 、 モ チ ベ ー シ ョ ン 。 
それ ら が 付い た コン ピュ ー ペ タ 。 


そこ に は 、 そ うし た 動機 を 司る 、 中 央 司 念 室 が ある 。 
脳神経 系 が 生き て いる 現世 。 


それ が 全て で ある 。 
脳神経 系 が 作動 し な く な っ た 場合 。 
その 時 点 で 、 実 質 的 な 生 は 終わ る 。 
来世 は 存在 し な い 。 


人 間 の 子供 。 

彼ら は 、 行 動 上 の リミッタ ー を 学習 し て いな い 。 
彼ら の 行動 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 

人 間 の 生物 性 。 人 間 の 動物 性 。 人 間 の 本 性 。 
それ ら の デパ ー ト で ある こと 。 

F{RABRT SIL. 

その こと で 、 人 間 の 生物 性 や 本 性 に つい て の 、 
得る ご と ど が で きる 。 


語 な 知見 を 


Е 


イン ター ネッ ト の 匿名 掲示 板 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

行動 上 の リミッタ ー が 外れ た 人 間 。 

その 生物 性 。 そ の 動物 性 。 そ の 本 性 。 

それ ら の デパ ー ト で ある こと 。 

А Си. 

その こと で 、 人 間 の 生物 性 や 本 性 に つい て の 、 
TA LI CAA: 


語 な 知見 を 


Е 


生物 性 の リス ト 。 

そこ で は 、 人 間 を 、 例 と し て 、 あ げ て いる 。 

人 間 の 代わ り に 、 鳥 や 虫 と 読み 替え る こと 。 

その 場合 で も 、 根 本 的 な と ころ は 通じ る は ず で ある 。 


人 間 は 、 自 分 も 他人 も 、 こ うい う も の で ある 。 
人 間 は 、 良く も 悪く も 、 こ うい う も の で ある 。 


その よう に 割り 切っ て 、 受 け 和 人 れる 人 覚悟 。 
それ が 上 必要 で ある 。 


理想 像 と の 関連 。 


生物 的 欲求 リス ト 。 
人 間 の 抱く 理想 。 
両者 の 間 に は 、 次 の 三種 類 の 場合 分 けが 可能 で ある 。 


(1) 
リス ト に あげ られ た 欲求 が 実現 する こと 。 
それ が 、 そ の まま 人 間 に と っ て 理想 的 な 状態 と な る 。 


(2) 

リス ト に あげ られ た 欲求 。 その 中 の か な り の 部 分 。 
それ を 、 そ の まま 密 骨 に 追求 し よう と する こと 。 
それ は 、 他 者 か ら は 、 欲 深 と 見 られ る 。 

それ は 、 他 者 に と っ て 、 マ イナ ス 評 価 の 対象 に な る 。 


(3) 

リス ト に あげ られ た 欲求 。 
て 衝 を 、 そ の まま 自分 一 大 だ け で 追求 し よう と する ご こ ご と:。 
他 者 は 、 そ れ を 、 以 下 の よ うに 見 な す 。 

彼 は 、 自 分 の こと ば か り 考 えて いる 。 

彼 は 、 自 己 中 心 的 で て ある 。 

それ は 、 他 者 に と っ て 、 マ イナ ス 評 価 の 対象 に な る 。 


(2) に つい て 。 


(2-1) 

以下 の よう に 主張 する こと 。 

『 杖 に は ば は 。。 そ うい うう 欲 虹 は あり ませ ん 。 1 
ОС, ОЕ 
それ が 行わ れる 。 

見 か け 上 、 欲 求 を 抑え た 状態 に な る こと 。 
それ が 、 人 間 に と っ て 理想 的 と な る 。 


(2-2) 
こう し た 欲求 や 欲望 に 囚われ た 状態 。 
それ を 超越 する こと 。 


欲求 や 欲望 か ら 自 由 に な る こと 。 
それ は 、 よ り 高 み に 上 っ た 、 理 想 的 な 状態 で ある 。 
CHUB ts 


そう し た 欲求 や 欲望 を 克服 し た 存在 。 
「 神 陳 な 」 理 想 的 存在 。 

それ に な ろう と する こと 。 
欲求 〇 ) 超 克 。 

それ ら が 、 人 間 に と っ て 理想 的 と な る 。 


(3) に つい て 。 

欲求 を 、 自 分 一 人 だ け で 満た す の で は な いこ と 。 
欲求 を 、 周 囲 の 他人 や 皆 が 満た せる よう に する こと 。 
その 実現 に 向け て 、 努 力 し よう と する こと 。 

自己 中 心 的 な 欲求 実現 か ら の 脱却 。 

それ ら が 、 人 間 に と っ て 理想 的 と な る 。 


人 間 性 。 汎用 的 な リス ト 。 根 本 上 原 


生物 。 人 間 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 を 実行 する 。 


(1) 

生き る こと 。 自 分 を 、 残 し 、 殖 や すこ と 。 
その た め に は 何で も する こと 。 

生き 残る た め に は 手段 を 選ば な いこ と 。 
死 や 絶滅 を 恐れ る こと 。 


(2) 

生き る た め に 必要 な 欲求 。 

それ を 発足 に じ ま よう どす る こと 。 

不足 し た 欲求 。 

それ を 、 買 い 物 な ど で 手 に 入れ よう と する こと 。 


生物 性 。 人 間 性 。 汎 用 的 な リス ト 。 詳 細 な 
内 容 の 一 覧 。 


А. コン トロ ー ル の 追求 
АЛ. 意思 の 実現 
自分 の 意思 が 、 そ の 通り に 実現 する こと を 望 むこ と 。 


物事 。 
それ が 自分 の 思い 通り に な る こと 。 
それ へ の 欲求 。 


ИИ 
周囲 の 状況 。 

それ が 自分 の 思い 通り に な る こと 。 
そう な る よう に する こと 


И. 
自分 の 思い 通り に 、 自 由 自 在 に 動き 回 れる こと 。 
それ を 望む こと 。 


И 
自分 の 意見 を 通す こと 。 
て うす もし ささ うう で まる 
わが まま で ある こと 。 
И 


自己 実現 。 
rete о 


権利 の 保持 。 
権利 の 行使 。 


それ へ の 欲求 。 


Mil 
自分 の 生活 に と っ て 必要 な こと 。 
それ を 思い 通り に 実行 する こと 。 
その 権利 。 

それ を 確保 、 保 持 し よう と する こと 。 


権限 、 権 益 の 保持 、 行 使 へ の 欲求 


ИИ! 

自分 で 、 自 由 に 意思 決定 する 権限 。 
それ を 実現 で きる 権限 。 

それ を 確保 、 保 持 し よう と する こと 。 


И 
自分 に 利益 を も た ら す 権益 。 

それ を 確保 、 保 持 し よう と する こと 。 
既得 椎 益 。 

それ を 手放さ な いこ と 。 

それ を 持ち 続け る こと 。 

て で そう ビビ まう と よる ミミ と 


権力 へ の 欲求 


Mil 

周囲 の 他 者 。 

彼ら を 、 自 分 の 思い 通り に 、 自 由 に 動か すこ と 。 
それ を 可能 に する 力 。 

それ を 持つ こと 。 

それ を 好む お ごと;。 


UF XS BRU DBA DESK 


И 
好き 嫌い を する こと 。 


MM 
自分 の 好き な も の 。 
それ を 手 に 入れ よ うと する こと 。 


ИИ 
自分 の 嫌い な も の 。 
それ を 拒絶 する こと 。 
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為政者 へ の 欲求 


Mil 

リー 

彼 は 、 自 分 に 都合 の 良い よう に し て くれ る 。 
彼 は 、 う まく 社会 を 動か し て くれ る 。 

彼 が 出現 する こと 。 

それ を 望む こと 。 


Mil 
Е 55 
彼 は 、 自 分 の 意思 を 、 う まく 実現 し て くれ る 。 
彼 が 出現 する こと 。 
пси. 


Mil 
= = 
彼 は 、 自 分 の 利益 を 、 う まく 代弁 し て くれ る 。 
彼 が 出現 する こと 。 
писи. 


ШИ 

аи 
彼 は 、 い ざと いう と き に 責任 も 取っ て くれ る 。 
彼 が 出現 する こと 。 


tHe BEI. 


A 2 . コ ント ロー ル 、 管 理 の 追求 
自 他 を コン トロ ー ル 、 和 管理 し よう と する こと 。 


他人 の コン トロ JL, 


И 
ЕР ое 

他人 が 、 о 
それ を 喜ぶ こ 

他人 が 、 НН EBNF BLE. 
それ を 喜ぶ こ 


Mil 
ЕН eae 
それ を 、 他 人 に 対し て 、 聞 か せよ うと する こと 。 
他人 の 行動 。 

それ を 、 自 分 の 思い 通り に する こと 。 
それ を 、 コ ント ロー ル す る こと 。 
それ を 管理 する こと 。 
ое I ia 
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自由 


ИИ! 
自由 が ある こと 。 
そ て ね 奉 を うれ らく 皿 う ご と 


ИИ 
他人 に 束縛 され な いこ 
他人 に コン トロ ー ル され な いこ と 。 
それ ら が うれ し いこ 


ИИ! 


好き な 地点 に 動き 回 れる こと 。 
好き な 地点 に 移動 で きる こと 。 
ЖЖОТ. 


MM 
自分 の こと を 自分 で 律する こと が で きる こと 。 
それ を 理 お こと 。 


A3 .自立 

他 者 の 支援 。 

それ を 受け な いこ と 。 

= bance Sila GAY Whey cael: fas waar am 


ーー 人 で 食べ て いけ る こと 。 
= 人 で 年 活 じ て いけ る こと ど 。 
それ らら を 詞 む こと 


= 


経済 的 、 精 神 的 、 身 体 的 自立 へ の 欲求 


Mil 
経済 的 に 黒字 に な る こと 。 
経済 的 に 、 自 立 す る こと 。 
С EE ae 


И 
精神 的 に 、 親 や 教師 か ら 、 自 立 す る こと 。 
て うら し よう と する ミ と 。 

И 

身体 面 で 、 自 力 で 起き 上 が る こと 。 


自力 で 歩け る こと 。 
それ を 望む こと 。 
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自分 、 自 己 、 自 我 の 確立 


ИИ 
自分 自身 。 
それ を し っ か り 持 と うと する こと 。 


ИИ! 
自分 の アイ デン ティ ティ 。 
それ を 確立 し よう と する こと 。 


A 4 .所 有 

自分 の 持ち 物 。 
自分 の 財産 。 

それ ら を 持 と うと する こと 。 


= 


所 有 へ の 欲求 


ИИ 
自分 が 占有 で きる 対象 。 
それ を 持 と どう と する ご こと 。 


仮に 、 他 人 が 、 以 下 の も の を 持っ て いた 、 と する 。 
良い も の 。 

資源 。 

資産 。 

それ ら を 横取り し よう と する こと 。 
それ ら を 人 奪 お うと する こと 。 

それ ら に た か が る ち う と ずる 三 と % 


持ち 物 、 貴 重 品 の 守衛 、 防 衛 


И 

持ち 物 を 他人 に 奪取 され な いこ と 。 
て それら を カー ド じ よう と する こと :。 
それ ら を 守 ろ うと する こと 。 

セキ ュ リ ティ に 敏感 で ある こと 。 


Hil 
REE. 
貴重 品 。 
値打ち 品 。 
それ ら を 、 他 人 に 取ら れ な いよ うに 、 守 ろう と する こと 。 


ИИ 
自分 D) 所 有 才思 土地 、 领 土 。 
それ ら を 、 他 人 に 奪わ れ な いよ うに 、 防 衛 す る こと 。 
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持ち 物 の 有効 活用 


Ш 
自分 の 所 有 物 を 、 有 効 に 利用 し 、 活 用 し よう と する こと 。 


ИИ! 


自分 の 所 有 物 。 

それ ら が 使え な い 状 態 。 

それ ら が 使い 物 に な ら な い 状 態 。 
遊休 状態 。 

そう し た 状態 を 嫌う こと 。 
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名 前 へ の 欲求 


Ш 
自分 に 名 前 や 呼び 名 が ある こと 。 
ЕС, 


ИИ 
自分 が 、 名 無し で ある こと 。 
自分 が 、 無 機 質 な 番号 記号 で 時 ば れる こと 。 
それ ら を 嫌がる こと 。 


И 
自分 の 名 前 が 決ま っ て いる こと 。 
писи. 

自分 の 呼び 名 が ころ ころ 変わ る こと 。 
それ を 嫌う こと 。 


И 
次 の こと を 望む こと 。 

自分 に つい て 、 次 の 内 容 が 付く こと 。 
自分 の 名 前 。 

自分 の 呼び 名 。 

その 内 容 は 、 背 定 的 で ある 。 

その 内 容 は 、 恨 い 意 味 で ある 。 

次 の こと を 嫌う こと 。 

自分 に つい て 、 次 の 内 容 が 付く こと 。 
自分 の 名 前 。 

自分 の 呼び 名 。 

その 内 容 は 、 谷 定 的 で て ある 。 
ОА. BUSCH S. 


МИ 
相手 の 名 前 。 

それ を 知 ろ うと する こと 。 
それ は 、 物 資 を 含む 。 


ИИ 

相手 に 対し て 、 名 前 を 付け る こと 。 
で て も まう まる ミミ と 4 

それ は 、 物 賀 を 含む 。 
АБ. プラ イバシー 


А Ш, 


私 的 空间 。 


私 的 時 間 。 
それ ら を 保 と うと する こと 。 


FATT 02889 0) . 
それ を 持 と うと する こと 。 


プラ イバシー、 秘 密 の 保持 


Mil 
私 的 な 室 間 や 時 間 。 

それ ら は 、 他 人 に 侵さ れ な い 。 
それ ら は 、 自 分 だ け の も の で ある 。 
それ ら を 保 と うと する こと 。 


Hil 
自分 の 秘密 。 

それ が 漏れ な いこ と 。 

そう な る よう に に 、 気 を 遣う さ ごと 


И 
次 の こと を 嫌がる こと 。 
相手 に 興味 本 位 で 覗か れる こと 。 


И) 
次 の こと を 、 対 外 的 に 隠 そ うと する こと 。 
自分 0 评判 在 落 二 才 物 事 。 

失败 。 

違反 。 

その た め に 嘘 を つこ うと する こと 。 


=:3 


7х. В 


Hill 
他人 の プラ イバシー。 
それ を 覗き 見 し よう と する こと 。 


iil 
他人 の 情報 を 、 興 味 本 位 で 、 得 よう と する こと 。 


И 
th NMRA. ЖЗ. 


ИИ 
他人 の 秘密 情報 。 
それ を 、 こ っ うろ そり 横流し じじ よう と する こと 。 


B . メ リッ ト の 追求 
B 1 . 有 利 さ の 追求 
自分 が 有利 に な る こと を 望 むこ と 。 


生存 奈 件 の 有利 化 へ の 要求 


ИИ 
自分 の 生存 条件 。 

それ を 、 で きる だ けけ 良く する こと 。 
有利 に な ろう と する こと 。 
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自己 主張 、 自 己 宣伝 


ИИ 
自己 主張 を する こと 。 

自分 の 意見 を 通 そ うと する こと 。 

他人 を 押し の け て 、 自 分 を 宣伝 し 、 ア ピー ル す る こと 。 
プレ ゼン テー ショ ン を する ここ と;。 


Ш 
自分 が 前 面 に 出る こと 。 


自分 が 押し 出し が 強い こと 。 
それ を 望む こと 。 


ИИ 
自分 が 目立つ こと 。 
自分 が 脚光 を 浴び る こと 。 
eC Ae 


И 
自分 に と っ て 都合 の よい こと 。 
それ を 求め る こと 。 


И 

自分 に と っ て 都合 の よい こと 。 

それ を 、 い つま で も 覚え て いる こと 。 
それ を 望む こと 。 


И 
自分 に と っ て 都合 の 悪い こと 。 
自分 が 不利 に な る こと 。 
ет, Wt. BNSIL. 
それ ら に つい て 、 見 て 見 ぬ ぶ ふり を する こと 。 
それ ら を 隠す こと 。 

そ て うら まう で する EEE; 


ИИ! 

自分 に と っ て 都合 の いい こと 。 
他人 が それ を 嫌がっ た 場合 。 
それ を 、 そ の まま 実行 する こと 。 
そっ うず る で 

B 2 . 利 益 の 追求 

利益 。 

黒字 。 

それ ら を 追求 する こと 。 


持ち 出し を 嫌う こと 。 


Mil 
次 の こと を し さよ うと する こと 。 

自分 に と っ て 、 利 益 や 、 儲 け や 、 黒 字 に な る こと 。 
次 の こと を し な いと 

自分 に と っ て 、 得 に な ら な いこ と 。 

RAI ec eMIFEICFSI£. 

損する こと 。 

赤字 を 出す こと 。 


ИИ 
特権 を 持つ 人 。 

We НС. 8АХСЬ, 
彼 に 、 利 得 を 融通 し て も ら う こと 。 
て て EE る 


Mil 
仮に 、 他 人 が 困っ て いた 、 と する 。 

その 他人 は 、 自 分 に と っ て 、 利 益 に な ら な い 。 
彼 を 見 捨て る こと 。 

彼 に 対し て 、 見 て 見 ぬ ふ り を する こと 。 

彼 を 助け な いこ と 。 


Ш 
無駄 な コス ト を 、 カ ッ ト し よう と する こと 。 


HII 
他人 を 消耗 品 と し て 扱う こと 。 
彼 を 、 使 い 捨 て る こと 。 


B 3 . 成 功 の 追求 
成功 し よう と する こと 。 


= 


成功 の 追求 、 失 敗 の 回 遊 


И 
成功 じ ま よう と ずる ここ; 
うま く 行 く て こと を 望 むこ と 。 
失敗 を 性 け る こと 。 


И. 
成功 し て 、 有 利 な 立場 に な る こと 。 
それ を 望む こと 。 


- 2 


達成 の 追求 


Ш 
自分 の 到達 し た い 目 標 へ と 、 思 い 通 り に 到達 で きる こと 。 
а. 


B 4 . 能力 の 獲得 

次 の 能力 を 得 よ うと する こと 。 

それ は 、 次 の こと の 実現 に 必要 で ある 。 
物事 に 成功 する こと 。 

物事 を 有利 に 成し遂げ る こと 。 


能力 の 獲得 を 追求 


И 
生存 する こと 。 

競争 に 勝つ こと 。 

成功 する こと 。 

その た め に 有利 と な る 、 次 の 能力 を 得 よ うと する こと 。 
学力 。 

“ЕЙ. 


資格 。 


B5. リ スク テイ キン グ 、 冒 険 
大 き な 利 益 や 成功 を 得る こと 。 
その た め に 、 あ えて 危険 を 置 そう と する こと 。 


И 
大 き な 利 益 や 成功 を 得る こと 。 
脚光 を 浴び る こと 。 

その た め に 、 あ えて 次 の こと を し よう と する こと 。 
Рая си. 

困難 な こと に 挑戦 する こと 。 


B6 .是正 

自分 の 長所 。 

自分 の 優れ た 点 。 
自分 の 有利 な 点 。 

それ ら を 伸ばす こと 。 
自分 の 短所 。 

自分 の 病気 。 
自分 の 劣っ た 点 。 
自分 の 不利 な 点 。 

それ ら を 無く そう と する こと 。 
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長所 の 認識 、 伸 ば し 、 補 強 


И 
自分 の 長所 は どこ か ? そ の こと を 認識 し よう と する こと 。 
自分 の 長所 。 

それ を 、 で きる だ は け 伸 ば し 、 補 強し よう と する こと 。 
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短所 、 欠 点 、 欠 陥 減ら し 


Ш 
自分 の 能力 に お ける 、 欠 点 や 欠陥 。 
それ ら を 減ら す よ うに 、 努 力 す る こと 。 


ИГ 
病気 。 

生存 を 妨げ る 事物 。 

いけ な い 事 物 。 

邊 し た い 事 物 。 

壊れ て 動か な い 事 物 。 

不足 し て いて 、 補 いた い 事 物 。 

生存 し て いく 上 で 更に 満た すべ きも の 。 
それ ら が 存在 する 状態 。 


И 
病気 に な ら な いよ うに し よう と する こと 。 
病気 を 治 そ う と する こと 。 

5 な な いよ うに よう と する こと 。 
障害 が 残ら な いよ うに し よう と する こと 。 
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改良 、 改 正 、 真 し 

И 

自分 の 状態 を 、 今 まで より も 、 さ ら に 良く する こと 。 
それ ら を 、 正 し く 真 すこ と 。 

その こと で 、 自 分 の 立場 を 、 よ り 有 利 に し よう と する こと 。 


合理 化 、 生 産 性 向上 


ИИ! 


物事 の 効率 。 

生産 性 。 

自分 の 有利 さ 。 

それ ら を より 向上 させ る こと 。 

人 员 关 物品 0 配置 。 

それ ら を 、 よ り 合 理 的 な も の に し よう と する こと 。 


Hil 
人 員 の 整理 。 

労働 の 強化 。 

新規 技術 の 導入 。 

それ ら を し よう と する こと 。 


Mil 

列車 に 乗る 時 。 

製品 を 作る 時 。 

それ ら が 、 高 速 に 、 安 価 に 、 実 現す る こと を 好む こと 。 


B 7 . 効 率 、 ス ピー ド の 追求 
効率 や スピ ー ド を 向上 させ よう と する こと 。 


= 


効率 の 追求 


ill 
物事 の 効率 が 高い こと を 好む こと 。 
効率 を 高め よう と する こと 。 


BD 


スピ ー ド の 追求 


ИИ! 
物事 の スピ ー ド が 速い こと を 好む こと 。 
スピ ー ド を 速め よう と する こと 。 


スロ ー さ の 許容 


Mil 
効率 向上 の た め に 支払 う 犠牲 。 
それ が 大 きい 場合 。 

あえ て 効率 を 向上 させ な いこ と 。 
スズ ロー な まま で 良い と する こと; 


C . 上 位 CO 追求 

C1 . 対 決 、 勝 負 、 戦 争 

敵 や ライ バル と 、 次 の こと を する こと 。 
対決 。 


//// 

ライ バル 。 

МК. 

彼ら と 、 勝 敗 を か け て 、 対 戦 し よう と する こと 。 


И 
aA Ap ЕЕ. 
Arc lL. SRL EFEFSIL. 
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競争 


И 
生存 競争 を する こと 。 
限ら れ た 椅子 に あり つこ うと する こと 。 


Mil 
ライ バル を 、 跡 落と し 、 押 さえ つけ 、 抹 灯 し よう と する こ 
Gs 


ライ バル を 、 敵 視 す る こと 。 
ライ バル に 対し て 、 意 地 悪 を する こと 。 


ИИ! 
自分 だ けが 生き 残 ろ うと する こと 。 


反対 者 へ の 攻撃 、 戦争 、 反 対 者 の 抹殺 


И 
自分 と 反対 意見 の 人 間 。 

彼 を 攻撃 する こと 。 

彼 を 、 立 ち 上 が れ な くす る こと 。 
戦争 する こと 。 

ес, МЕС. 


HII 
自分 と 反対 の 意見 。 
それ ら を 、 対 正 し 、 抹 殺し よう と する こと 。 


勝利 、 優越 の 追求 、 敗北 の 回 詳 


МИ 
強く な ろう と する こと 。 
相手 に 勝 と うと する こと 。 
相手 に 対し て 、 優 越し よう と する こと 。 


И 
相手 に 負け まい と する こと 。 
負け ず 嫌 いで ある こと 。 


ШИ 

Aa dk 9 354. 

自分 に 負け た 者 。 

彼ら を を いじ め 、 支 配 し よう と する こと 。 


ИИ 
自分 の 周囲 を 、 自 分 より 無能 な 人 間 で 固め よう と する こと 。 


逃 (小 、 南 任 回 避 


И 
с. АЖ. 
そこ か ら 逃 げ 出 そう と する こと 。 


ИИ! 

失敗 し た 場合 。 

РЕ ВЯ Фи. 

責任 を 、 他 者 に な すり つけ る こと 。 

( 例 。 

弱者 。 

部 下 。) 自分 は 、 責 任 か ら 逃 れ よ うと する こと 。 
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PEL!) 調停 、 仲 裁 


Ml 
敵 や ライ バル と 、 自 己 の 利益 の た め 、 仲 和 人 り し よう と する こ 
Cé 
(#1. 

これ 以上 戦う こと 。 

それ は 。、 自 分 に と どっ て 。 得策 で な い 。 
相手 と 仲 年 り し て 、 手 を 組む こと 。 

それ は 、 自 分 に と っ て 、 利 点 が 大 きい 。) 


И 
FEW Pook. 

その た め に 、 次 の こと を 求め る こと 。 
第 三 者 に よる 、 調 停 や 仲裁 。 


of 


КА. АЛЕ 


//// 

仮に 、 他 人 が 、 自 分 に 対し て 、 負 け を 認め 、 許 し を 請う て き 
た 、 と する 。 

ВИС. ЕСИ, 

彼 を 思 赦 する こと 。 


ИИ 
生物 や 人 間 の 殺傷 を 行う こと 。 
有用 な も の の 破壊 を 行う こと 。 


C 2 . 上 下関 係 の 構築 。 
文 配 。 


力 の 差 に よる 上 下関 係 を 作ろ うと する こと 。 
その 力 は 、 勝 敗 を 分 ける 。 


文 配 し よう と する こと 。 


下位 に 立つ ご と 
文 配 す る こと 。 
優位 。 

それ ら の 追求 。 


И 
自分 が 上 位 に 立つ こと 。 

周囲 を 、 自 分 の 思い 通り に な る よう に 、 支 配 す る こと 。 
優位 に 立 と を うと する こと 。 

自分 を 権威 付け よう と する こと 。 


iil 
自分 が 上 位 に 立つ こと 。 


劣っ た 下位 の 人 間 。 
彼 を 見 下 そ う と する こと 。 
ЕЯ. 
彼 を 憐 れ む こと 。 


MM 
自分 が 下位 に 立つ うこ と;。 
それ を 避け よう と する こと 。 


И 
以下 の よう に 考え よう と する こと 
自分 は 優れ て いる 。 

他人 は 、 自 分 より 劣っ て いる 。 
自分 は 、 優 位 で ある 。 

他人 は 、 劣 位 で ある 。 


ИИ! 
自分 より 優れ て いる 他 者 。 

その 存在 を 我慢 する こと が で き な い こと 。 
彼 を 、 ラ イ バ ル と し て 、 敵 視 し 、 潰 そう と する こと 。 
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優遇 の 追求 


И! 

自分 が 上 位 に 立つ こと 。 

自分 が 、 周 囲 よ り も 優遇 され る こと 。 
CAL oe Et es 
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弱者 の 差別 。 

АС. 
ЗОО, DIT. 
責任 転嫁 。 


ИИ 
弱者 を 差別 する こと 。 


絆 者 を いじ め る こと 。 


И 
Я. 

彼 を 、 サ ンド バッ グ 代 わり に する こと 。 

彼 を 、 フ ラス トレ ーション の 所 け 日 と する こと 。 
彼 を 、 道 具 と し て 攻撃 する こと 。 


Ш 
弱者 に 対し て 、 不 利 な 条件 を 一 方 的 に 押し つけ る こと 。 
自分 は 、 好 条件 を 維持 し よう と する こと 。 


Hil 
弱者 に 責任 を 転 辺 する こと 。 

自分 は 、 安 全 地 帯 に 逃げ る こと 。 

自分 は 、 高 み の 見 物 を 決め 込 も うと する こと 。 


И 
弱者 に 配慮 し な いこ と 。 

弱者 の 嫌がる こと を する こと 。 
SalI, BHT SOL. 
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SA. THOSE. BA vs 見 せしめ 、 切 り 捨 て 


Mil 
Bat $ И S84. 

自分 に 忠実 な 者 。 

自分 に 頼っ て くる 者 。 

彼ら を 守り 、 養 お うと する こと 。 

彼ら は 、 自 分 の 子供 の よう な 存在 で ある 。 


Mit 
反抗 二 加 弱者 。 

AAO A 8H (CBD Sse. 
彼ら に 対し て 、 重 い 倉 を 与え る こと 。 
反抗 する 弱者 。 

彼ら を 、 見 せしめ に する こと 。 


Ш 
弱者 を 、 自 分 の 都合 で 、 次 意 的 に 、 切 り 捨て る こと 。 


Mil 
а ЕЕ 

ОРЕХ. Ни СЕР. 
彼 を 、 と か げ の し っ ぽ 切 りす る こと 。 
自分 は 、 そ うし て 、 責 任 を 逃れ る こと 。 


в 


НН 


ИИ 
и. 
羨む こと 。 
上 に 上 が ろう と する 人 の 足 を 引っ 張る こと 。 


ИИ 
自分 より 上 位 に いる 者 。 

自分 より 上 位 に 上 が ろう と する 者 。 
彼ら を 、 如 ん で 、 叩 いて 、 引 きず り 下 ろ そ うと する こと 。 
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REED. КАЛУ. ARGE. Е 


И 
自分 より 強い 者 。 
自分 より も 大 き な 存 在 。 

彼ら に 頼り 、 依 存 し よう と する こと 。 
彼ら に 守っ て も ら お うと する こと 。 
頼り と な る 存在 。 

神 の 存在 。 

それ ら を 作り 出す こと 。 

大 き な 社 会 組織 。 

それ に 対し て 。 FO Coe 
自分 を 守っ て くれ る 者 。 


ВИЗ. АСИ. 


И 

大 いな る 者 。 

彼 に よっ て 、 見 守ら れる こと 。 
彼 に よっ て 、 率 護 さ れる こと 。 
пяти, 

大 いな る 者 。 

彼 に よる 保護 。 

それ を 求め る こと 。 


И 

自分 が 弱い こと 。 

自分 が 不利 で ある こと 。 

それ ら を 、 し ぶし ぶ 認 め る こと 。 


И! 


強者 に 対し て 、 自 己 の 運命 を 任せ る こと 。 


C3 . 对 等 、 平 等 、 公 平 
対等 さ 。 

平等 。 

公平 さ 。 

それ ら を 望む こと 。 


ки 


対等 


Ш 

自分 が 不利 な 状態 に ある 場合 。 
相手 と 対等 な 扱い を 受け る こと 。 
о. 
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平等 


ill 
自分 が 不当 に 差別 され る こと 。 
それ を 嫌う こと 。 
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信平 

ИИ 

RAE ФЖВЕ, 

自分 が 、 そ の 状態 に 四 か れ た 場合 。 
不満 を 漏らす こと 。 
公平 な 扱い を 望む こと 。 


C4. 向 上 
念 ま で の 自分 に 飽 ま た ら な いこ と 。 
更に 上 を 目指 そう と する こと 。 


=) ad 


向上 


ИИ 
poe И ee 


ИИ 
自分 の 能力 や 知識 。 

それ ら を 、 更 に 向上 させ よう と する こと 。 
ИИ 

より よい 者 に な ろう と する こと 。 

И 
Тит ыи. 


=:2 


改革 、 改 正 、 改 良 


HII 
現状 に 飽き また ら な いこ と 。 
状況 や 状態 を 、 更 に より よく し よう と する こと 。 


Ш 
ial MER RAT Фи. 
ZecRMELEIDeETSLe. 


D . 第 三 者 の 視点 の 追求 
D1. FE 
Ех яж. 
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自己 八 АЕ 


Mil 
テス ト を 受け よう と ずる ご と 。 

自分 は 、 テ スト て で 何 点 を 取っ た か ? 自分 の 成 病 は 、 ど の 程度 
か ? 自分 の ラン ク は 、 ど の 程度 か ? それ ら に つい て 、 次 の 結 
呆 を 知 ろ うと する こと 。 
ЖСК. С, ЮВ. FI. 


Mil 
他 者 と 対立 し て いる 場合 。 

自分 の 方 が 合っ て いる か ? 自分 の 方 が 正しい か ? それ ら を 、 
ЕЖИК, FEL THHHILETS_I CL. 

裁判 。 

审判 。 

EMS OMAILELYCT, FIREKOSIO&. 


ЛЯ 


И 

他人 を 、 自 分 の 思う まま に 自由 に 弟 定 する こと 。 
賞 劉 に つい て の 人 事 評 価 。 

その コン トロ ー ル 。 

それ ら を 、 自 在 に で きる よう に し よう と する こと 。 


D 2. 評価 、 価 値 付け 
評価 され る こと 。 
それ を 求め る こと 。 
高 評価 を 求め る こと 。 
低 評 価 を 嫌う こと 。 


И 
ЖИ. cFTSroce. 
Найк, cFScre. 
РАС ИЯ и. 


Ш 
自分 に 対す る 評 弟 や 評価 。 
К И Ed Oa Ce 
Bred Rtdjgegoce. 


Hil 
化粧 する こと 。 
VIA VIGO 


Mii 
оо 

理想 論 。 

それ ら を 言う ご と 

見 か け 上 、 恨 心 的 に 振る 舞 お うと する こと 。 
格好 を 付け よう と する こと 。 

良い 子 の よう に 振る 舞う こと 。 


И 
{HEL <ФЪ-и. 
それ を 言う こと 
人 徳 が ある こと 。 
それ を 言う ご る; 


自信 、 プ ライ ド 、 自 慢 


ИИ 
自信 を 持 と うと する こと 。 


МИ 
自惚れ る こと 。 

高い プラ イド を 持つ こと 。 
高慢 に な る こと 。 

他人 を 見 下す こと を 好む こと 。 


ИИ 
自慢 する こと 。 
威張る こと 。 
ео. 


ИИ 
自分 に 対し て 、 高 い 評 価 を 付け る こと 。 
それ に 陶 酢 する こと 。 

ナル シス ト で ある こと 。 


ИИ 
他 者 が 、 自 分 に 対し て 、 高 い 評 価 を 付け て くれ な い 場 合 。 
ети, если. 
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自己 の 社会 に お ける 認知 、 価 値 を 追求 


ИИ! 


自分 が 周囲 ЕСИ. 
無視 され る こと を 嫌う こと 。 


iil 
自分 が 、 周 囲 や 社会 に お いて 、 必 要 と され る こと 。 
それ を 所 むと; 

不要 と され る こと を 嫌う こと 。 


Ш 
自分 が 、 周 囲 や 社会 に お いて 、 "価値 ある も の 」 と され る こ 


Ca 
それ を 名 むこ と 
無 価値 と され る こと を 嫌う こと 。 


ИИ 
自分 が 、 周 囲 か ら 、 有 能 で ある と 思わ れる こと 。 
それ を 望む こと 。 

無能 と 思わ れる こと を 嫌う こと 。 


ИИ! 
自分 が 、 社 会 の 中 で 、 メ ジャ ー に な る こと 。 
主流 に な る こと 。 
пси. 
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選民 、 特 別 扱い の 有 要求 


Mil 
自分 の こと を 、 選 ば れ た 存在 と し て 、 見 な すこ と 。 
特権 。 

特別 に 扱わ れる こと 。 

VIP と し て 扱わ れる こと 。 

それ ら を 好む こと 。 


ill 
自然 を 支配 する 原理 。 
それ を 司る 者 。 

神 。 


その 概念 を 、 自 分 た ち 人 間 に 似 せ た 形 で 作る こと 。 
КОАО. 

神 は 、 自 分 た ち を 、 一 等 に 選ん だ 。 
ОА. 

自然 界 は 、 自 分 た ち 人 間 を 中 心 に し て 、 回 っ て いる 。 
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埋没 、 無 視 の 回 遊 、 目 立ち へ の 欲求 


И 
自分 が 周囲 に 埋没 する こと 。 

自分 の 存在 を 無視 され る こと 。 
それ ら を 嫌がる こと 。 

目 立 と うと する こと 。 
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重要 視 へ の 欲求 


Hilf 

自分 が 他 者 か ら 重 用 され る こと 。 
自分 が 重要 視 さ れる こと 。 
пьес и, 

他 者 か ら 軽 ん じ ら れ た 場合 。 

а В а ое 


И 
自分 の こと を 重要 視 す る こと 。 
他 者 の こと を 軽 ん じ る こと 。 


И 
ЕСИ. 
他人 に 護 え られ る こと を 好む こと 。 
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批判 。 
BE. 
マイ ナス 評価 。 
ЧЕ. 
th ЕЕ, 


ИИ! 

thoD 5. WHF, BESNSxIC. 

他 者 か ら 、 マ イナ ス 評 価 を 受け る こと 。 

それ ら を 不快 に 感じ る こと 。 

で れ ら に つい て 。 Sie) 0 いた りす る こと 


HII 

hao >, HF, BeESNS=I¢. 
他 者 か ら 、 マ イナ ス 評 価 を され る こと 。 
И НИЗ сх. 


И 
ВН ЕМС. 

それ を 遊 け よう と する こと 。 
自分 の 周囲 を 、 イ エス マン だ け で 、 固 め よ うと する こと 。 
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了 CD 回避 


И 
周囲 の 注目 する 中 で 、 失 敗 す る こと 。 
CONC. WAS SCs 

それ ら を 嫌う こと 。 


屈辱 CD 回避 


И 
周囲 か ら 、 自 分 の プラ イド を 打ち 砕 か れる こと 。 


そう し じ し た 司 辱 的 な 扱い を 受け る こと 。 
それ ら を 嫌う こと 。 


//// 

自分 が 、 周 囲 か ら 、 お も ちゃ 扱い され る こと 。 

自分 が 、 周 囲 か ら 、 も て あそば れる こと 。 

それ ら を 嫌う こと 。 

自分 が 、 周 囲 に よっ て 、 き ちん と 心 を 込め て 、 大 切 に 扱っ て 
も ら う こと 。 

それ を 望む こと 。 


D3 . 承认 
承認 を 求め る こと 。 


ЕЕ 


承認 、 殴 成 、 認可 、 反 映 へ の 欲求 


И 
自分 が 望ん で いる こと 。 
自分 の 意見 。 

それ ら が 、 周 囲 か ら 認 め ら れる こと 。 
それ ら が 、 認 可 さ れる こと 。 

それ ら が 、 周 囲 に 反映 され る こと 。 
それ ら の 実現 を 望む こと 。 


ИИ 
то... FH >, Banoo. 
それ を 好む こと 。 


Hil 
BASED. MHDS, ВЕКИ, FB ANSIL. 
それ を 嫌う こと 。 

周囲 が 、 自 分 に と っ て 、 イ エス マン で ある こと 。 
それ を 好む こと 。 


Е. 返し の 追求 
E 1. 反応 、 応 答 
反応 や 応答 を 望む こと 。 


ИИ 
相手 が 、 自 分 に 対し て し た こと 。 

それ に 対し て 、 反 応 し よう と する こと 。 
ある い は 、 反 応 を 返 そ うと する こと 。 
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自分 (の し た こと ) へ の 反応 、 応 答 の 要求 


ИИ 
自分 の し た こと 。 

それ に 対し て 、 周 囲 か ら 、 反 応 、 応 答 が ある こと 。 
ПАС и. 

ИИ 

BROW ета 

それ に 対し て 、 次 の こと が 気 に な る こと 。 


周囲 か ら 、 ど の よう な 反応 や 応答 が 来る か ? それ を 、 


確認 し よう と する こと 。 
(例え ば 、 掲 示 板 。 

自分 は 、 そ こ に 、 書 き 込 み を し た 。) 
っ 3 


相手 の 無視 


И 
相手 从、 自分 人 二 :> 忌 、 都 合 从 恶 从 二 大 场合 。 
自分 が 、 相 手 に 対し て 、 握 味 が 無かっ た 場合 。 
相手 を 無視 する こと 。 

相手 に 対し て 、 返 答 し な いこ と 。 


何 度 も 


а к 
ATO >< 微分 に 対し て < され た ごと 
ей, 相手 に 対 じ で 皮 そ うと ずる さと 


メイ ー ド ツク する こと ど 。 

贈答 の 返し を する こと 。 

相手 か ら 、 便 宜 を 図っ て も ら っ た 場合 。 
自分 も 、 相 手 に 対し て 、 便 宜 を 図る こと 。 


И 
КЗ СУ. 
WRT SIL. 
復讐 や 仕返し を する こと 。 
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見 返り の 要求 


//// 

自分 が 、 他 者 に し た こと 。 

それ に 対す る 見 返り 。 

それ を 、 他 者 に 対し て 、 求 め る こと 。 


И 

他 者 に と っ て 、 何 か 役に立つ こと 。 

自分 が 、 そ れ を 他 者 に 対し て 、 し て あげ た 場合 。 

その 対価 と し て 、 他 者 か ら 、 何 か 同等 の こと を し て も ら う こ 
と 。 
писи. 
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感谢 


Mii 
他 者 に と っ て 、 何 か 役立つ こと 。 

自分 が 、 そ れ を 他 者 に 対し て 、 し て あげ た 場合 。 
以下 の よう に 、 思 うこ と 。 

その こと に つい て 、 他 者 か ら 、 感 謝 さ れ た い 。 

他 者 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 要 求 す る こと 。 

BINIMT > RHO Е. 


ИИ 
他 者 に 感謝 され る と うれ し く 思 うこ と 。 


ИИ! 
他 者 か ら 、 何 か 自分 に 役立つ こと を され た 場合 。 
ИИ си. 

他 者 に 対し て 、 感 謝 し よう と する こと 。 


Е. 知る こと の 追求 
F 1 . 情 報 
情報 を 欲し が る こと 。 


РЁ 


情報 、 ニ ュー ス へ の 欲求 


ИИ 
次 の 情報 を 得 よ うと する こと 。 

それ を 知 ろ うと する こと 。 

それ は 、 自 分 の 生存 に と っ て 、 必 要 で ある 。 
それ は 、 自 分 の 生存 に と っ て 、 有 利 に な る 。 
ニュ ー ス を 見 る こと 。 

天気 予報 を 見 る こと 。 

有効 な 情報 を 持っ て いそ うな 人 。 
ооо. 

彼 と 、 知 り 合 い に な ろう と する こと 。 
周囲 の 物事 に 対し て 、 興 味 本 位 で 首 を 突っ 込む こと 。 
冷や か すこ と 。 


ИИ 

自分 に と っ て 未知 の 土地 や 分 野 や 健 域 。 
そこ に 進む 場合 。 

事前 に 情報 収集 を し よう と する こと 。 


展望 へ の 欲求 


Mil 
AAT < REtARE. 
DEER 

次 来 へ の 展望 。 
ИФК си. 
高 所 に 登る こと を 望む こと 。 
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ココ ミュニケーション へ の 欲求 


ИИ! 

他 者 か ら 、 自 己 の 保存 に 有益 な 情報 を 引き 出す こと 。 

その た め 、 他 者 と 、 互 いし に コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取る ろう と す 
る こと 。 


情報 の 正 し さ 、 訂 正 へ の 欲求 


//// 

次 の こと を 確認 し た 場合 、 そ れ を 訂正 し た く な る こと 。 
間違っ た 情報 。 

それ が 、 周 囲 に 流れ て いる こと 。 
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情報 の 流布 へ の 欲求 


Hil 

重大 ニュ ー ス 。 

それ は 、 自 分 が いち 早く 手 に 入れ た 。 

それ は 、 自 分 し か 知ら な い 。 

他 者 や 他 の 集団 に つい て の 秘密 。 

自分 が 興味 ある 関心 事 。 

そう し た 情報 。 

the, DIA LIEK SIL. 

それ ら を 、 周 囲 に 対し て 、 知 ら せ 、 広 め た く な る こと 。 
その た め 、 周 囲 の 他 者 に 対し て 、 盛 ん に コミ ュ ニ ケー ショ ン 
を 取 ろ うと する こと 。 


F 2 . 确认 
見よ うと すず する ご と 。 


確認 し よう と する こと 。 


И 
ちゃ ん と 見 える こと 。 

ちゃ ん と 聞こ える こと 。 
tho eBorce. 


Hil 
回 り が 見 えな いこ と 。 
先 が 見 えな いこ と 。 

それ ら を 嫌がる こと 。 


//// 

不 透明 。 

AN AAR 

不可 視 。 

そう し た 状況 を 嫌がる こと 。 


И 
次 の こと を 嫌がる こと 。 


ビン ト が ば やけ て いる こと 。 


Ш 
確実 で ある こと を 望む こと 。 


HII 
次 の こと を 嫌う こと 。 
浮く こと 。 


МИ 
MARKBEALCHS_*&. 
пси. 

次 の こと を 嫌う こと 。 
足場 が 沈む こと 。 
足場 が ふら つく こと 。 
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合致 、 正 確 へ の 欲求 


ИИ 
о. 


//// 
ずれ る こと を 嫌う こと 。 
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証明 へ の 欲求 


MN 
ое. Nell. 証明 し まう と まず まる ミミ と 
自分 の 考え が 正しい こと 。 

相手 の 考え が 間違っ て いる こと 。 
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質問 、 疑 問 解決 へ の 欲求 


И 
次 の こと を 嫌う こと 。 
分 か ら な いこ と 。 
知ら な いこ と 。 
それ ら を 、 そ の 状態 の まま 放っ て お く こ と 。 


ИГ 
分 か ら な いこ と 。 

知ら な いこ と 。 

それ ら に つい て 、 質 問 す る こと 。 
その 答え を 得 よ うと する こと 。 

その 内 容 を 、 確 か め よ うと する こと 。 


ИИ 
疑問 を 解決 し よう と する こと 。 


理解 へ の 欲求 


И 
分 か ろう と する こと 。 


ill 
人 っ て さく る 情報 。 

自分 を 取り 巻く 周囲 の 状況 。 
それ ら を 理解 し よう と する こと 。 


MM 
理解 で き な い 状態 を 嫌がる こと 。 


ill 
理解 で き な い 状況 。 


そこ か ら 抜 け 出 そう と する こと 。 
それ を 理解 で きる まで 、 努 力 す る こと 。 
それ を 理解 で き な い 場合 、 そ の 場 を 逃げ 出す こと 。 
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原因 、 対策 究明 へ の 欲求 


ИИ! 
起こ っ た 物事 に 対し て 、 そ の 原因 を 究明 し よう と する こと 。 
次 の 答え を 得 よ うと する こと 。 
それ は 、 な ぜ 起 こっ た の か ? 


ИИ 
解明 し た 原因 。 

それ に 対し て 、 対策 を 立て よう と する こと 。 
(例え ば 、 事 故 。) 
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意味 付け へ の 欲求 


Hill 
起こ っ た 物事 に 対し て 、 次 の 内 容 を 、 何 か し ら 見 い だ そ うと 
ずる こと 

その こと が 持つ 意味 や 意義 。 

それ は 、 ど うい う も の か ? 
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関連 付け へ の 欲求 


И 
次 の 内 容 を 、 何 か し ら 見 い だ そ うと する こと 。 
起こ っ た 物事 同士 。 
それ ら の 関連 づけ 。 


合理 的 説明 へ の 欲求 


И 
Ho >7- ЕСС, РЕНН СС, 
それ を 望む こと 。 


//// 

起こ っ た 物事 に つい て の 、 も っ と も らし い 合 理 的 な 説明 。 
それ が 可能 な こと 。 

それ を 望む こと 。 

それ は 、 後 付け で 構わ な い 。 


F 4 . 刺激 
刺激 を 求め る こと 。 


日 常 の まま で は 、 退 屈する こと 。 
気分 転換 が し た く な る こと 。 


日 常 で は 体験 で き な い こと 。 
それ を 体験 し よう と する こと 。 


' 非 日 常 的 な 出来 事 や 事件 。 
それ ら に 対し て 、 興 味 を 抱く こと 。 
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IB JE 


//// 

日 常 の 状態 が ずっ と 続い た 場合 。 
ВЕСУ, 

新た な 刺激 を 求め た く な る こと 。 


BS. ARS. ВОВ 


HII 
珍 事 。 
а. 
事件 。 


それ ら が 起き る こと を 求め る こと 。 
それ ら は 、 日常 で は 、 め っ た に 起こ ら な い 。 


dik 

以下 の 土地 や 地方 や 地域 。 
自分 は 、 そ こ に は 、 日 頃 、 あ まり 入ら な いし 、 行 か な い 。 
そこ に 、 人 る うと する こと 
о Pa ae 
旅行 し よう と する こと 。 

自分 は 、 新 た な 刺激 を 、 求 め た い 。 
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散步 


И 

近所 の 地域 、 地 区 。 

自分 は 、 日 頃 、 そ こ に 、 あ まり 和 人 ら な いか 、 行 か な い 。 

ある い は 、 自分 は 、 逆 に 、 そ こ に 、 行 き 慣 れ た 。 
АР ео. 

自分 は 、 小 さ な 刺 激 を 求め た い 。 

自分 は 、 そ こ に 、 い つも と は 違う 時 間 帯 に 、 行 きた い 。 


5 . 新規 性 (ATLA) 
新しい も の 。 
新しい こと 
それ ら を 好む こと 。 
新品 を 好む こと 。 
中 古 を 嫌う こと 。 
先行 者 。 
最初 の 発見 者 。 
最初 の 発明 者 。 


CHOI OD ET OSes 


RAMA. PRIA, TT SI. 
それ を 解明 し よう と する こと 。 


未 体験 の こと 。 
それ を 、 新 た に 体験 し 、 終 験 し よう と する こと 。 


行っ た こと の な い 地 域 。 
そこ に 行っ つて みよ うと する ご と 』 
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探検 発見 


МИ 
未知 の 分 野 。 

AMAA, 

そこ に 、 いち 早く 入る こと 。 
そう し て 、 以 下 の 内 容 を 発見 し よう と する こと 。 
HI 

それ に は 、 ま だ 誰 も 到達 し て いな い 。 
thik, BECHS. 
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発明 


МИ 
次 の 内 容 の アイ デア を 考案 する こと 。 
それ は 。 まだ 誰 も 考え つい て いな い 。』 
それ は 、 新 し い 。 

それ は 、 社 会 的 に 有用 で ある 。 

そう し て 、 次 の 内 容 を 得 よ うと する こと 。 
発明 者 と し て の 栄 准 。 


ИИ! 

次 の よう な 発見 、 発 明 の 成果 。 

自分 は 、 そ れ を 、 他 者 に 先駆 け て 、 い ち 早 く 成 し 有 遂げ た 。 
それ に よっ て 、 食 べ て 行き 、 儲 けら れる よう に し よう と する 
ees 


И 

先行 者 利益 を 確保 し よう と する こと 。 
先行 者 で ある 自分 が 負っ た リス ク 。 
それ へ の 見 返り を 求め る こと 。 


ae 


体験 


И 
未だ 体験 し て いな いこ と 。 
それ を 、 体 験 し て みよ うと する こと 。 


Ш 
新しい 経験 を 好む こと 。 


И 
次 の 土地 や 地域 に 行こ うと する こと 。 
旅行 し よう と する こと 

Batts Не. 
自分 は 。 そこ に 入っ た だ こと が な い 。 
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検索 


//// 
自 芳 に と っ て 末 知 の こと ど 。 


それ を 、 検 索 す る こと 。 
そう し て 、 そ の 情報 を 得 よ うと する こと 。 


МИ 
イン ター ネッ ト の 検索 エン ジン 。 

それ を 使用 する こと 。 

そう し て 、 次 の 内 容 を 探 を うと する こと 。 
自分 が 欲し い 情 報 。 

それ は 、 ネ ッ ト 上 に 存在 する 。 


ИИ 

手 に 和信 れる 物品 。 
thins, Hin CHS &. 

それ を 、 誰 も 使っ て いな いこ と 。 
それ が 、 中 古 で な いこ と 。 

それ ら を 求め る こと 。 
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ネタ バレ の 回 遮 


И 

未知 で 、 未 体験 の ゾー ン の 内 容 。 

自分 は 、 そ れ を 、 こ れ か ら 見 よう と し て いる 。 

それ に つい て 、 以 下 の こ と を 、 回 属し よう と する こと 。 
Chi: Geo Ема 

их, BROMBICBUYT. СЕРР 
こと と:。 
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tan, gs 


Hil 
ずっ と 同じ 刺激 に 出会っ て いる 場合 。 


それ に 慣れ て 、 飽 さき る こと 。 
新た な 刺激 を 求め る こと 。 


F 6 -. 記 憶 、 記 録 、 知 識 
自分 が 見 知っ た 内 容 。 
それ を 記憶 し 、 記 録 し よう と する こと 。 


知識 を 持 と うと する こと 。 


得 大 情报 。 

それ を 記憶 する こと 。 
それ を 覚え る こと 。 
それ を 暗記 する こと 。 
自分 の 頭 の 中 。 
メモ 。 


- 2 


記録 


И 
情報 。 

それ を メモ し よう と すず する こと 。 
それ を 記録 し よう と する こと 。 


Ш 
記録 し た い 事 柄 。 


それ を 撮影 し 、 録 画 し 、 録 音 し よう と する こと 。 


カメ フラ 。 
レコ ー ぐ ダー。 


MM 
得 た 情報 。 
それ を 、 知 識 と し て 蓄 積 し 、 有 効 に 活用 し よう と する こと 。 


ИИ 

知識 を 、 た くさ ん 持 と うと する こと 。 
高度 な 、 深 い 知 識 。 

それ ら を 得 よ うと する こと 。 
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学習 


Ш 
字 習 し よう と する こと 。 


ИИ 
物事 を 、 実 践 に よっ て 、 覚 えよ うと する こと 。 
それ が 、 し っ か り 自 分 の 身 に 付く こと 。 

それ が ご 。 体 に 染み こむ こと 。 

そう し た 実践 を 、 そ れ が 実現 する まで 、 何 度 で も 行う こと 。 
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過去 、 し きた り 、 前 例 へ の 指向 


Mil 
ВОВ. 

し きた りや 前 例 。 

茎 に 得 ら れ た 知見 。 

それ ら の 保守 を 重んじ る こと 。 


G . 運動 、 活 動 の 追求 
G1 . 運 動 
運動 を し よう と する こと 。 
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自己 身体 運動 の 追求 


HII 
自分 の 身体 を 動か そう と する こと 。 


ИИ! 
自分 の 身体 が 、 自 分 の 思い 通り に 動い て くれ る こと 。 


оо 

身体 が 不 自 由 に な る こと 。 
ФИО oC. 

Ш 

fA. 

心肺 。 


CMD EBAKDETOLICL. 
それ ら は 、 身 体 を 動か す た め に 、 必 要 で ある 。 
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社会 運動 、 潮 流 生成 の 追求 


МИ 
他人 や 社会 を 動か すこ と 。 

そう し て 、 次 の 内 容 を 作ろ うと する こと 。 
АХ К. 

新た な 流れ 。 

62.1 

物事 を 、 自 分 の 思い 通り に し よう と する こと 。 


それ を 操作 し よう と する こと 。 
それ を 動か そう と する こと 3 


操作 、 操 维 


それ ら を 、 自 分 の 思い 通り に 動か すこ と 。 
そう し て 、 必 要 な 機能 の 出力 を 得る こと 。 
проси, 

(#1. 

パソ コン 。 

自動 車 。 

飛行 機 。) 

xo 


持ち 運び 、 運 送 、 輸 送 


Mil 
物資 。 

人 間 。 

それ ら を 、 自 分 の 望む 地点 へ 運ぶ こと 。 
писи. 


ll 
MSA ОСА BELLY. 
その 形状 や 材質 は 、 自 分 が 望ん だ も の で ある 。 
化学 変化 を 利用 する こと 。 


ИИ 
人 や 組織 を 、 自 分 の 望む 体質 に 変化 させ よう と する こと 。 


H . 生存 条件 の 向上 の 追求 

H1 . 良 好 な 環境 の 追求 

以下 の 環境 や 状態 を 追求 、 維 持 し よう と する こと 。 
それ は 、 自 分 の 生存 に と っ て 、 良 好 で ある 。 
(例え ば 、 衣 食 住 。) 

=: 


いい 生活 の 追求 


ИИ! 


いい 生活 を し よう と する こと 。 
ке). 


Mil 
А 攻 
働か な いこ と 。 

それ で 、 生 き て 行け る こと 。 
それ ら の 実現 を 望 むこ と 。 
多額 の 収入 が 人 っ て くる こと 。 
生活 環境 が 恵まれ て いる こと 。 
それ ら の 実現 を 望む こと 。 


И 
生活 物資 を 手 に 入れ る こと 。 

それ に 必要 な 手だて 。 

bE. 

それ ら を 、 よ り た くさ ん 手 に 和信 れ よ うと する こと 。 
儲 げ ば まう と する こと ど $ 

より 多く の 資金 を 、 得 よう と する こと 。 

資本 主義 。 


ИИ 
死後 、 天 国 で いい 思い を し よう と する こと 。 
その た め に 、 現 世 で 普 行 を 積 も う と する こと 。 
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現状 維持 、 保 守 


МИ 
今 の 生活 に そこ そこ 満足 し て いる 場合 。 
その 現状 を 変え よう と し な いこ と 。 
今 ま で の 状態 を 維 持 し よう と する こと 。 
保守 的 と な る こと 。 


ы 


快感 、 心 地 よ さ 、 い い 思 い の 追 求 


Mil 

快い 思い を し よう と する こと 

で て で 、: 朱 じい 思い を し よう と まる こと 

何 が 快い か ? 何 が 楽 か ? それ は 、 た いて い 生 得 的 に 決ま っ て 
いる 。 

セッ クス 。 

LES. 


ИИ 
安楽 な 生活 を 望む こと 。 


ИИ! 

いい 思い 。 

楽 で ある こと 。 

快い こと 。 

美味 いこ と 

て れ ら を も まう と する こと 


ИИ 

セッ クス し よう と する こと 。 
性 的 快感 。 

性 的 绝顶 。 

て で て れ ら を な を 得 よう と する ご と 
ボナ チミ ーー を ずる ご と 


HII 
心地 よさ を 得 よ うと する こと 。 
( 例 。 


37 УК 
Е Жо 


きれ いな メロ ディ ー。 
それ ら を 聞く こと 。) 


МИ 
居心地 の 良さ 。 

それ を 得 よ うと する こと 。 
( 例 。 

自分 の 部 屋 。 
冷暖 房 を 入れ る こと 。 


クッ ショ ンジ ン を 。 МЕССЫ. ) 


ИИ 

美しい も の 。 

きれ いな も の 。 

それ ら を 手 に 和信 れ よう と する こと 。 
自分 が 美しく な る ご と 。 
自分 が きれ い に な る こと 。 

それ ら を 実現 する こと 。 


ИИ 
感覚 を 楽し むこ と 。 


в: 


衛生 状態 の 追求 


ИИ 
清潔 を 望む こと 。 
不潔 。 
АРНЕ, 

それ ら を 放 け る こと 。 


ИИ 
身体 を 洗う こと 。 
歯 を 磨く こと 。 


Ш 
掃除 を する こと 。 


整理 、 整 顿 O) 追 求 


ИИ 

きれ い に 片 付け られ た 状態 。 
整理 され た 状態 。 

それ ら を 、 良 いと 見 な すこ と 。 
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苦労 、 辛 さ の 回 施 。 意 情 。 手 抜き 。 


МИ 
昔 労 を 性 け よ うと する こと 。 
を らし よう と する こと 
記 情 で あろ うと する こと 。 
だ らら だ ら も まう と だ ずる こる 
働か な く て も 済む こと 。 
それ ら を 、 良 いと 見 な すこ と 。 


ИИ 
次 の 作業 に つい て 、 手 抜き を し よう と する こと 。 
自分 は 、 そ れ を 、 そ の まま や る と 、 苦 労 す る 。 
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負担 、 フラ スト レー ショ ン 、 ス トレ ス 、 決 断 の 回 誤 


Ш 
心理 的 負担 。 

身体 的 負担 。 

フラ スト レー ショ ン 。 

スト レス 。 

決断 。 

それ ら を 避け よう と する こと 。 
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ВН, AKLASOEMA ЖЕ. BAS L. 


И 
負担 が 回 必 で き な か っ た 場合 。 
不快 感 を 感じ る こと 。 

それ を 、 ど こ か で 発散 し よう と する こと 。 
(自分 の た め て いる スト レス 。 

それ を 、 以 下 の 形 で 、 他 者 に 対し て 、 和 転嫁 する こと 。 
例 。 


ВЕР L. 
ЕЖЕ. 


それ ら の 行為 は 、 他 者 に 対し て 、 負 担 を か ける 。 


— бс 


気分 転換 、 気 晴らし 


Mil 
負担 や スト レス 。 

それ ら が か か る 状態 。 

退屈 な 日 常 。 

それ ら が 続い た 場合 。 

何 か 、 別 の こと を し よう と する こと 。 

それ で 、 以 下 の こ と を 実現 し よう と する こと 。 
気分 を 一 新 さ せる こと 。 
気分 を 転換 する こと 。 

気晴らし する こと 。 


Ml 
辛い 場合 。 

生き る こと を 和正 め よ うと する こと 
自殺 し よう と する こと 。 


ИИ 
辛い 場合 。 
現実 か ら 逃 施し よう と する こと 。 
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休養 、 休 暇 、 睡 眠 、 落 ち 着 き 


Mil 
疲れ た 場合 。 

休 も うと する こと 。 
休暇 。 


) 


休养 。 
ИР «ЕСИ. 


И. 
睡眠 を 取 ろ うと する こと 。 


ШИ 

{tH x. 

それ ら が 、 い っ た ん 落ち 着く こと 。 
一 段落 する こと 。 

それ ら を 好む こと 。 
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遊び へ の 欲求 


И 
日 頃 の 責務 か ら 解 放さ れる こと 。 
ゲー な ど を 、 Оо. 
リラ ックス し た 雰囲気 。 
娯楽 的 な 喜び 。 

気晴らし 。 

それ ら を 味わお うと する こと 。 


Hil 
相手 を 自分 の お も ちゃ に し よう と する こと 。 
相手 に いた ずら を し よう と する こと 。 

相手 を わざ と 困ら せ て 、 反 応 を 楽し も うと する こと 。 
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MM 
快楽 に は まる こと 。 


ill 
安楽 に は まる こと 。 
楽 を し よう と する こと 。 


аъ си. 
手抜き さき を し よう と する こと 。 


ИИ 
快感 に は まる こと 。 

気持 ちい いこ と に は まる こと 。 
セッ クス を する こと 。 

お いし いい 食物 を 沢山 食べ る こと 。 
いい 匂い を か ご う と する こと 。 
た ば こ や 麻 薬 に は まる こと 。 


ИИ 
自分 の 本 心 を 隠す こと 。 

見 か け や 建 前 の きれ い 事 を 言う こと 。 
それ ら に つい て 、 披 れる こと 。 


МИ 
自分 の 内 に 秘め た 本 音 、 本 心 。。 

それ ら を 、 誰 か に 話し て さら け 出 すこ と 。 
そう し て 、 以 下 の こ と を 実現 する こと 。 
スッ キリ する こと 。 

PAR RATT Sok. 
解放 感 を 味わう こと 。 
ガス 抜き を する こと 4 


И 
自分 の 本 心 を 話せ る こと 。 
自分 の 本 心 を 、 他 者 に 対し て 、 打 ち 明 けら れる こと 。 
カウ ン セ リン グ 。 

話し 相手 の カウ ン セ ラー。 
それ ら の 存在 を 求め る こと 。 


/AM 
内 心 に 溜っ た 、 ス トレ ス や 、 モ ヤ モ ヤ し た 感じ 。 


それ を 、 誰 か に 向け て 発散 する こと 。 
その 話 を 、 誰 か に 聞い て も ら う こと 。 
それ を 実現 する こと 。 


Sid: 


便利 さ へ の 欲求 


Mil 
便利 で ある こと 。 
利便 性 。 

それ ら を 望む こと 。 


ИИ 
必要 な 物資 や 人 材 。 

それ ら が 、 手 に 和信 る こと 。 

それ は 、 短 時 間 で 、 手 間 を か けず に 、 す ぐに 実現 する こと 。 
ия си. 


ИИ! 
コン ビニ エン スス ト ア の 利用 を 好む こと 。 


coed 


安定 へ の 欲求 


ШИ 

手 に 入れ た 良好 な 環境 。 
て で れ が 続く こと 。 
それ は 、 そ の まま 和 首 ら ず に 、 長 期 に わた っ て 、 安 定 し て 、 実 
мо. 
пяти, 


H2. 安 全 、 安 心 、 セキ ュ リ ティ 
安全 、 安 心 を 求め る こと 。 


= = 


安全 、 安 心 へ の 欲求 


И 
心 休 まる こと 。 
平安 。 

平和 。 

それ ら を 求め る こと 。 


Ш 
Aaa, ЖАДВИЕ ИСХ. 
Cie О, 


ИИ 
自分 の 保身 が 図ら れる こと 。 
それ を 斉 お こと 
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Ее 


Hil 
新しい こと 。 

末 知 の こと 
危険 か も 知れ な いこ と 。 

失敗 する か も 知れ な いこ と 。 
それ ら の 実行 。 

それ を 怖がり 、 遊 け よ うと する こと 。 


И 
念 ま で や っ て き て 成功 し た こと 。 
既に 安全 が 保証 され て いる こと 。 

実 病 の ある こと 。 

それ ら の み を 、 実 行 し よう と する こと 。 


= 3 


危险 CO 回避 


ИИ! 
危険 な こと 。 
それ を 回 放し よう と する こと 。 


ИИ 
自分 に 取っ て 害 樺 の ある こと 。 
それ を 回 性 し よう と する こと 。 


9 


傷 の 回 放 


ИИ 
自分 に 傷 が つく こと 。 
それ を 回 施し よう と する こと 。 


责任 CO 回避 


iil 
責任 を 逃れ よう と する こと 。 


a 


保証 へ の 欲求 


MM 
保证 。 

保障 。 
それ ら が ある こと 。 
それ を 昌 む こと ど 。 


ИИ! 


дул фо в. 
the Sole. 


予防 、 危 機 へ の 備え 、 保 険 の 追求 


Mil 
危機 。 

クラ ツン シュ 。 

それ ら の た め に 備え る こと 。 
保険 を か ける こと 。 

それ ら は 、 い ざと いう と き 、 や っ て くる 。 
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相互 救助 、 援助 の 追求 


Mil 
互い に 助け 合う こと 。 

より 安心 し て 生活 で きる 社会 。 
それ を 実現 し よう と する こと 。 


НЗ . 信 用 、 信 頼 

信用 。 

信頼 。 

それ ら を 求め る こと 。 

他人 に 対し て 、 信 用 を 要求 する こと 。 
自分 は 、 自 己 都 合 で 変節 する こと 。 


= 


(ЕЯ. (RADAR 


Mil 
信用 、 信 頼 の ある 相手 を 求め る こと 。 


И! 


取り 決め 。 

S24), 

ATR 

それ ら が 守ら れる ご と 。 
tHE BEI LY. 
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Вр. А. И. ЖМИ 


Ш 
より 有利 な 人 条件 へ と 、 玩 替え する こと 。 


Ш 
今 ま で の 相手 を 捨て る こと 。 

より 有利 な 取引 の 条件 。 

それ を 出し て きた 相手 へ と 変え る こと 。 


ИИ 
自分 勝手 で ある こと 。 
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ЧЕ, Е 


ill 
相手 が 、 自 分 に 対し て 依頼 を 失う こと 。 
それ を 恐れ る こと 。 


И 
自分 に 都合 の 悪い 点 。 

自分 が 持つ 矛盾 点 。 

相手 に 対し て 、 そ れ が ば れ な いよ うに する こと 。 
相手 に 対し て 、 嘘 を つい て 、 そ れ を 隠 そ うと する こと 。 
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自信 へ の 欲求 


ИИ 
自分 に 自信 を 持 と うと する こと 。 
自分 自身 を 依頼 する こと 。 

それ を 可能 に し よう と する こと 。 
自分 に 自信 を 付け る こと 。 
аа. 


H 4 . 品质 
品質 の 高 さ 。 
それ を 求め る こと 。 


高 品質 の 成果 物 。 
それ ら を 求め る こと 。 
低 品 質 な 状態 。 
手抜き 。 

それ ら を 嫌がる こと 。 
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本 物 、 オ リ ジ ナ ル へ の 欲求 


И 
物品 を 人 手 す る 場合 。 
本 物 。 

リア ル 。 

真正 品 。 
オリ ジ ナ ル 。 

それ ら を 求め る こと 。 
偽物 。 

模造 品 。 

= 

それ ら を 嫌がる こと 。 


自然 、 天 然 へ の 欲求 


МИ 
自然 物 。 

天然 物 。 

それ ら を 求め る こと 。 
ALM. 

养殖 物 。 

それ ら を 嫌がる こと 。 
例 。 

食品 。 


宝飾 品 。 
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AGRE, ЖЕ, IER AOA 


ШИ 

ALRETS 60. 

それ を 求め る こと 。 
不純 物 が 和信 っ た も の 。 
それ を 嫌がる こと 。 


MII 
ЖЕ tO. 
正規 な も の 。 

それ ら を 求め る こと 。 
非 正 規 な も の 。 

それ ら を 嫌がる こと 。 
H 5 . 规范 。 

秩序 。 

规范 。 

秩序 。 

それ ら を 求め る こと 。 


ИИ! 

Е“ leg asic. 

それ を 実現 する こと 。 

自分 が 暮らす 社会 。 

それ を 、 自 分 に と っ て 、 暮 らし や すく 改良 する こと 。 
それ を 実現 する こと 。 
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捉 、 法 律 、 前 へ の 欲求 


Hil 
次 の よう な 行い に つい て 、 そ の 内 容 を 集め る こと 。 
それ ら の 行い は 、 社 会 を 、 よ り 暮 らし に くく する 。 
それ ら の 行い を 、 社 会 的 に 、 禁 止 し 、 制 限 す る こと 。 
そう し た 法律 や 律 法 や 控 を 作る こと 。 

仮に 、 人 々 が 、 そ れ を 破っ た 、 と する 。 

する と 、 そ れ は 、 社 会 を 、 よ り 暮 らし に くく する 。 
社会 を 其 ら し や すく する こと 。 

社会 を と 、 そ うな る よう に 制御 する こと 。 
それ を 望む こと 。 

捉 を 破っ た 者 を 前 する こと 。 


ИИ 
社会 に お いて 、 一 定 の 秩序 が 存在 する こと 。 
それ を 望む こと 。 

無法 状態 を 嫌う こと 。 
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違反 へ の 欲求 


ИИ 
厳し すぎ る 規則 。 


それ に 対し て 、 息 昔 し さ を 感 じ る こと 。 
それ を 、 破 ろう と する こと 。 
交 和 栓 に 違反 じじ よう と する こと 


Mil 
違反 する こと 。 
それ に よっ て 次 の 内 容 を アビ ピール し よう と する こと:。 
社会 に 対 じ で て 。 FADS CCP CAS LS: 
それ が で きる 、 強 大 な 存在 で ある こと 。 


ИИ! 
社会 の 現状 に つい て 、 次 第 に 満足 で き な く な る こと 。 
それ を 打ち 破 ろ うと する こと 。 
それ を 破壊 し よう と する こと 。 


H 6 . 问题 解决 
問題 に 対処 、 解 決し よう と する こと 。 
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間 題 の 解明 


И 
うま さく 行か な い 点 。 
それ を 見 つけ 出 そ う と する こと 。 


Ш 
問題 点 を 解明 し よう と する こと 。 


a2 


原因 の 解明 


HII 
問題 の 原因 。 


それ を 探 ろ うと する こと 。 
CNEADTHEIVEFTSICL. 


Hill 
問題 を 解決 する 対応 策 。 

それ を 探る ろう と する こと 。 
а: ор а 
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解決 策 、 対 策 の 実施 


ИИ 
問題 を 解決 する 対応 策 。 

それ を 実施 する こと 。 

そし て 、 問 題 を 最終 的 に 解決 する こと 。 
ОСЬ 
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対策 の 実施 。 効 果 の 確認 。 


И 
対応 策 の 実施 。 

問題 は 、 そ れ に よっ て 、 本 当 に 解決 し た か ? その 効果 を 確認 
じ ビ よ うと すず る ご こと:。 


H 7 . 元 気 、 活 気 、 やる気 (モチ ベー ショ ン ) 、 パ ワ フ ル さ 
の 追求 

現実 に 対し て 、 積 極 的 に 対処 し て 行こ うと する こと 。 

それ を 可能 に する 、 元 気 や パワ ー や 、 や る 気 。 

それ ら を 持 と うと する こと 。 


元気 さ 、 活 発 さ 、 健 康 の 追求 


И 
TUM CHADVECFOLLE. 
活発 で あろ うと する こと 。 


И 
健康 で あろ うと する こと 。 
病気 に か か ら な いこ と 。 
それ を 心がけ る こと 。 


Hill 
自分 より 元気 な 他人 。 
彼 か ら 、 力 を 分 け て 筑 お うと する こと 。 
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积极 性 


И 
物事 に 積極 的 に 対処 する こと 。 
それ を 店 ま し いと 考え る こと 。 
それ を 実行 し よう と する こと 。 
その た め の 力 を 得 よ うと する こと 。 


若 々 し さ の 追求 


ИИ! 
ИЕ, АФИН СИ, 
ОЕ Ch, ЕЕ 


И 
自分 を 若く 見 せる こと 。 
そら よう と すず る こる 


- 4 


パワ フル さ の 追求 


Hil 
物事 を どん どん 解決 し て いく こと 。 
それ を 実行 する 力 に あふ れ て いる こと 。 
そう し た 力 が みな ぎっ た 存在 。 

て それ に な る ろう と する こと 

その た め の 力 を 得 よ うと する こと 。 


| . ク ッ シ ョ ン の 追求 
= oc 
和らげ て くれ る も の 。 
それ を 求め る こと 。 


И 
衝撃 を 和らげ て くれ る も の 。 
それ を 求め る こと 。 
衝撃 を 嫌う こと 。 


И 

クッ ショ ン 。 
41, С < NO OD. 
それ ら を 求め る こと 。 


И 
7х. 

フロ ウロ フワ な こと 
それ ら を 求め る こと 。 


Hil 
自分 を 受け 止め て くれ る も の 。 
それ を 求め る こと 。 


受容 へ の 欲求 


ИИ 
受け 人 れ ら れる こと 。 
それ を 求め る こと 。 


ИИ 
拒绝 六 机 召 二 二。 
それ を 嫌う こと 。 


| 2 . Е 
ACE a KOSI. 


Же о. 
自分 に と っ て 嫌 な こと 。 
他人 は 、 そ れ を 、 自 分 に 対し て 、 し な いで ほし い 。 


次 の こと を な な Не. 
Bgl eo G.. Dab ee 
他人 は 、 そ れ を 、 自 分 に 対し て 、 積 極 的 に 、 し て ほし い 。 
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きめ 細か な 対応 、 配 慮 へ の 欲求 


ИИ 
きめ 細か な 対応 、 配 慮 。 

それ が 、 自 分 に 対し て 、 な され る こと 。 
それ を 望む こと 。 


必要 な 配慮 労力 、 コ スト の 最小 化 


ИИ 
ACREADMAACIAL. 
それ ら が 最低 限 で すむ よう に する こと 。 


ИИ! 


次 の よう な 配慮 と 、 し な いこ と 。 
それ は 、 自 分 に と っ て 、 利 益 に な ら な い 。 


ИИ 

自分 が 他人 か ら さ れ た ら 嫌 な こと 。 
それ を 、 他 人 に 対し て する こと 。. 
それ を 人 避け よう と する こと 。 


HII 
自分 が 他人 か ら さ れ た ら う れ し い こと 。 
それ を 、 他 人 に 対し て し よう と する こと 。 


13 . 福 祉 、 保 障 、 救 い 、 セ ー フ ティ ーネット 
福祉 。 

保障 。 

救い 。 

それ ら を 求め る こと 。 
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福祉 、 救い へ の 欲求 


//// 
仮に 、 自 分 が 、 赴 い 状 態 に な っ た 、 と する 。 


そし て 、 助 け 、 救 い が 、 自 分 に と っ て 必要 に な っ た 、 


る 。 
その 時 に 、 他 人 に よっ て 、 助 け て も ら え る こと 。 
ある い は 、 他 人 に よっ て 、 救 われ る こと 。 

それ ら を 望む こと 。 


ИИ! 


仮に 、 自 分 で は 、 ど うし よう も な く な っ た 、 と する 。 


その 時 に 、 最 低 限 生き ま て いけ る こと 。 
それ を 望む こと 。 


と す 
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社会 的 転落 の 回 民 。 保 障 、 セ ー フ ティ ーネット へ の 欲求 。 


ИИ 
自分 が 、 社 会 的 に 転落 する こと 。 

その こと で 、 自 分 が 、 望 み の な い 人 生 を 送る こと 。 
自分 が そう な る こと 。 

それ を 回 必 で きる こと 。 

それ を 望む こと 。 


Ш 
次 の よう な 保障 や セー フ テ ィ ーネット の 存在 。 

それ ら は 、 自 分 を 、 社 会 的 沙 下 か ら 、 助 け て くれ る 。 
ен 


J. 保存 の 追求 

J1 . 保 存 、 保 持 

自分 に と っ て 望 まし いも の 。 

それ を 保持 、 保 存 し よう と する こと 。 


eae! 


自己 の 生体 保持 


И. 
自分 の 、 生 体 と し て の 存在 。 
それ を 、 生 理 的 に 、 保 存 し 、 保 持 し よう と する こと 。 


ИИ 
Си. 

死 を 回 性 し よう と する こと 。 
不老 不死 を 望む こと 。 


И. 
生き 続け よう と する こと 。 


- (呼吸 。) 酸素 を 取 ろ うと する こと 。 
呼吸 し よう と する こと 。 


- (水分 。 食 事 。 栄養 の 摂取 。) 


水分 。 
食事 。 
KE. 
それ ら を 摂 ろ うと する こと 。 


- (НЕЕ. РЕ. ) 
不要 物 を 、 排 江 し 、 捨 て よう と する こと 。 


- (体温 の 維持 。) 

体温 を 保持 し よう と する こと 。 
者 さ 。 

RRS , 

それ ら を 避け よう と する こと 。 


- (清潔 さ の 維持 。 衛生 の 維持 。) 
清潔 さ 。 

衛生 。 

それ ら を 保 と うと する こと 。 


Mit 
過酷 な 外部 環境 。 

それ に 自分 が 直接 路 出 する こと 。 
т оо. 

НИ 47-2 9-9 5-и. 
а 9 Ио 

家 を 持 と うと する こと 。 
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Arik. RAF. ache 


ill 
自分 の 生ん だ 利益 。 
それ ら を 落 積 し よう と する こと 。 


ИИ! 


将 来 有 事 。 
それ に 備え て 、 次 の 内 容 を 貯め よう と する こと 。 


Hf 

和 人手 し た 品物 。 

購入 し た 商品 。 

それ ら の 機能 や 商品 価値 。 

それ ら が 保全 され る こと 。 

その た め に 、 そ れ ら を 保存 し よう と する こと 。 


/AM 

和 人 手 し た 有用 な 情報 。 

thot, KonAYE CTS“. 

その た め に 、 そ れ ら を 、 人 保存 し 、 記 憶 し よう と する こと 。 


МИ 
自分 に と っ て 都合 の いい こと 。 
それ を いつ まで も 覚え て いる こと 。 
пси. 


Mil 
前 回 の 望ま し い 状 態 。 

前 回 の や りか け の 状態 。 

それ ら が 、 再 開 時 に 保持 され て いる こと 。 
それ を 望む こと 。 
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忘却 


ill 
記憶 し た こと を 忘れ る こと 。 


MM 
自分 人 二 2 CRAOEI 。 


それ を 忘れ る こと 。 
それ を 、 意 識 の 片隅 に 追い や る こと 。 
て うま うと する どど:。 


J2 . 自己 存 统 
自分 0) 存 在、 业绩 。 
それ を 後世 に 残す こと 。 
て うし まう そる 


И 
自分 の 存在 の 永続 。 
それ を 望む こと 。 
自分 の こと が 、 後 世に お いて 、 忘 れ 去 られ る こと 。 
それ を 恐れ る こと 。 


Ш 
自分 の 業績 や 成果 。 

それ が 、 後 世に 残る こと 。 

それ が 、 時 代 を 超え て 、 生 き 続 け 、 保 存 さ れる こと 。 
tie See. 
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後継 へ の 欲求 


HII 
自分 の 後継 者 。 
それ が 現れ る こと 。 
ее 


ill 
自分 が 師匠 と な る こと 。 

自分 が 、 有 能 な 弟子 を 育て る こと 。 
ера BIS 


К. 増殖 の 追求 

K1. ве tase 
ТЕ 

それ を 作ろ うと する こと 。 

それ を 増やそ うと する こと 。 

それ を 、 後 世に 残 そ うと する こと 。 
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子作り (セッ クス ) 、 自 己 増殖 


Mil 

自分 の コピ ー。 

それ を 増やそ うと する こと 。 

それ を 、 後 世に 残 そ うと する こと 。 


МИ 
子供 や 子孫 。 

それ ら を 作ろ う と する こと 。 
BYTALA IST SoCs 
作る 子供 の 数 。 

それ を た くさ ん 作る ご と 。 
Wil, ИСИ. 
その こと で 、 子 供 を 、 よ り 良 い 条 件 で 、 育 て る こと 。 
そる EE 


- 2 


子供 へ の 伝達 、 継 承 


Mil 
自分 を 親 と 見 な すこ と 。 
親 の 形質 。 

それ を 、 子 供 に 受け 継が せる こと 。 
о 


HII 
自分 の 価値 観 。 
それ を 、 子 供 に 受け 継が せる こと 。 


а 


//// 

じ た か が か っ た こと 。 

LOLs 実際 に は 。 で き な が っ た こと 
その 内 容 を 、 子 供 に 託す こと 。 


iil 
親 か ら 伝 達 さ れ た 行動 。 
Che COL ee Poly Ct. し よう さす ずる こる 


МИ 
子供 の 育て 方 。 

その 一 定 の 内 容 。 

仮に 、 親 が 、 子 供 に 対し て 、 そ れ を し た 、 と する 。 

する と 、 子 供 は 、 そ の 子供 に 対し て 、 同 じ 育 て 方 を する 。 
( 弟 が 子供 を 虐待 する こと 。 

親 が 、 子 供 を 、 一 方 的 に 叱る こと 。 

子供 は 、 そ の 子供 に 対し て 、 同 様 の 育児 を する こと 。 
虐待 。 

叱り つけ 。) 


ИИ! 

後天 的 行動 。 

それ が 、 世 代 間 で 、 連 鎖 す る こと 。 
それ が 、 世 代 間 で 、 受 け 継 が れる こと 。 
(それ は 、 遺 伝 子 と 同様 で ある 。 ) 


И 
行動 の 伝達 

それ が 、 生 物 種 を また ぐ こ と 。 

生物 種 の アイ デン ティ ティ 。 

それ は 、 後 天 的 で て ある こと 。 

(ヒョウ の 子供 を 、 犬 が 育て る こと 。 

する と 、 ヒ ョ ウ の 子供 は 、 次 の よう に 思う こと 。 


自分 は 、 犬 で ある 。 
彼 は 、 犬 そっ くり な 行動 を する こと 。) 


ИИ 
自分 の 子供 。 
それ を 、 自 分 の 後継 者 に する こと 。 


ИИ 
自分 の 子供 の 成長 。 
それ を 記録 に 取 ろ うと する こと 。 


ИИ 
自分 の 子供 の 記録 。 

自分 の 子供 の 動静 。 

親 が 、 そ れ ら を 、 作 成す る こと 。 

親 が 、 そ れ ら を 、 他 人 に 見 て も ら お うと する こと 。 


ИИ 
自分 の 子供 。 
Е соя 


//// 
自分 の 作っ た 製品 。 
それ を 周囲 に 宣伝 する こと 。 


K2. 自 己 拡 大 
自分 の 存在 。 
それ を 社会 に 広め よう と する こと 。 
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有名 へ の 欲求 


Hf 
有名 に な ろう と する こと 。 
自分 の 存在 。 

それ を 広め よう と する こと 。 


И 
自分 自身 の アイ デア 。 

それ を 、 他 者 に 向かっ て 表現 する こと 。 
ес вх 


ИИ 
自分 の 遺伝 的 形質 。 

自分 の 後天 的 で 文化 的 な 形質 。 
それ ら を 、 他 人 に 対し て 、 以 下 の よ うに 、 働 さか ける こと 。 
他人 が 、 そ れ を 、 受 け 継 ぐ こ と 。 

それ ら を 、 他 人 の 間 に 、 広 め 、 布 教 し 、 宜 伝 す る こと 。 
= Ging) ав вы 


Mil 
自分 が 他人 に 教え た こと 。 

それ を 、 他 人 が その 通り に 実践 する こと 。 
他人 が 、 そ れ を 、 更 に 他 の 人 々 に 伝え る こと 。 
それ ら を 、 う れ し く 感じ る こと 。 

自分 が 他人 に 教え た こと 。 

それ を 、 他 人 が や ら な いこ と 。 

他人 が 、 そ れ を 忘れ る こと 。 

その こと に つい て 、 が っ か りす る こと 。 


ИИ 
自分 の 教え 。 

それ が 、 他 人 の 間 に 広 まる こと 。 
それ を 、 う れ し く 感じ る こと 。 


//// 
自分 の 作っ た プロ ダク ト 。 


それ が 、 他 人 に 見 て も ら え る こと 。 
それ が 、 プ ラス の 評価 を 受け る こと 。 
それ が 、 他 人 に 、 受 け 人 れ ら れる こと 。 
Chee うれ し で 感じ る ご と ;。 
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表現 の 注入 


//// 
自分 が 表現 し た いこ と 。 


それ を 、 次 の 中 へ と 、 和 人 入力 し 、 注 入 し よう と する こと 。 


コン ピュ ー タ 。 
他人 の 頭脳 。 


Mil 

自分 と 意見 が 合う 人 。 

自分 を 理解 し て くれ る 人 。 
それ が 見 つか る こと 。 
それ が 増え る こと 。 

それ を て うれ に し じ く 感じ る こと 。 
自分 の 同類 。 

それ は 自分 に と っ て プラ ス と な る 。 
それ が 見 つか る こと 。 
それ が 増え る こと 。 

Chie JIVE KRAUS Se 
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共通 点 へ の 欲求 


ИИ 
他 者 。 

彼 は 、 自 分 と 共通 点 が ある 。 

彼 の 存在 を 、 探 そう と する こと 。 


ИИ 
他 者 。 

彼 は 、 自 分 と 共通 点 が ある 。 
彼 の 存在 が 見 つか る こと 。 
それ を 、 うれ し て 感じ る こと 。 


ИИ 
自分 が 立ち 上 げた 事業 。 
その 規模 や 利益 。 

CAD RESO 
それ が 、 成 長 す る こと 。 
проси. 


K 3 . {Hf}, [Alea 
仲間 を 欲し が る こと 。 
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IRA, SOs 


И 
自分 の 同類 。 
それ を 求め る こと 。 


ИИ! 

他 者 。 

彼 は 、 次 の 内 容 に つい て 、 自 分 と 同じ で ある 。 
属性 。 

例え ば 、 人 種 。 

価値 観 。 

例え ば 、 RAK 

そう し た 他 者 を 、 優 遇 する こと 。 

気 の 合 う 者 同士 。 

彼ら だ け で 、 仲 間 を 作る こと 。 


他 者 。 

彼 は 、 次 の 内 容 に つい て 、 自 分 と 同じ で ある 。 
興味 。 

趣味 。 

CULAR TSI. 


Mil 
他 者 。 

彼 は 、 自 分 と 同意 見 で ある 。 
Wit. ADIOS. BATS. 
そう し た 他 者 を 、 好 むこ と 。 
НЕ], 
自分 八 0) 赞成 者 。 

彼ら を 好み 、 優 遇 する こと 。 


FR, BOIS. COZ, HER. Ia, RAK. 


彼 は 、 次 の 内 容 に つい て 、 自 分 と 違う 。 
彼 は 、 そ れ に つい て 、 自 分 に 反する 。 


例え ば 、 人 種 。 
価値 観 。 
例え ば 、 宗 教 。 

そう し た 他 者 に 対し て 、 以 下 の こ と を 行う こと 。 
差別 。 

排除 。 

冷遇 。 

攻撃 。 

АЖ. 

Mil 

自分 に 反対 され る こと 。 
それ を 嫌う こと 。 
反対 者 を 性 ける こと 。 


ИИ 
自分 の 味方 、 援 軍 。 
それ を 増やそ う . と する こ ご こと; 
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受容 、 好 感 へ の 欲求 


Mil 
自分 の こと 。 

それ が 、 他 者 に 受け 人 れ ら れる こと 。 
それ が 、 他 者 に 好 か れる こと 。 
проси, 


МИ 
他 者 。 
彼 は 、 自 分 の こと を 受け 人 れ て くれ る 。 
そう し た 他 者 の 存在 。 
それ を 求め る こと 。 


他 者 。 
彼 は 、 自 分 に 同意 し 、 共 感 し て くれ る 。 
そう し た 他 者 の 存在 。 
それ を 求め る こと 。 


Hil 
自分 へ の 同意 、 共 感 。 

それ が 得 ら れ な いこ と 。 

CIS OU Ce PoP) TS le: 
С ВОС. 


Hill 
自分 の こと を 谷 定 され る こと 。 
それ を 嫌がる こと 。 

それ を 性 け よう と する こと 。 


相手 と 合意 に こぎ 着け る こと 。 
еее. 
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所 属 へ の 欲求 


Mil 
仲間 。 

彼ら は 、 自 分 を 受け 入れ て くれ る 。 
彼ら の 中 に 入る こと 。 

て で に て いよ うる と する ミミ と 


助け 合い 、 援 助 、 救 護 


ИИ 
生存 人 条件 。 
それ を 、 自 分 に と っ て 、 よ り よ いも の に する こと 。 
その た め に 、 次 の 内 容 を 実行 する こと 。 
他 者 と 、 互 い に 助 け 合 うこ と 。 

他 者 と 、 サ ービス を 融通 し 合う こと 。 


а 


И 
他 者 の た め に 役立つ こと 。 

その こと で 、 自 分 も 、 他 者 に よっ て 、 助 け て も ら え る こと 。 
例 。 

有事 。 


HII 
他 者 を 助け る こと 。 
その こと で 、 自 己 宣伝 を する こと 。 


И 
助け 合い 。 

それ を 、 次 の こと を 実現 する た め に 、 行 うこ と 。 
自分 の 私 的 な 利益 。 
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育 、 サ ポー ト 、 子 供 返り 、 親 的 存在 へ の 欲求 


ИИ! 
無力 な 自分 。 

それ を 、 大 きく 育て て くれ る 存在 。 

それ を 、 自 分 が 成人 する まで 行っ て くれ る 存在 。 
(Bl, KADBBH. Hi. ) 

それ を 求め る こと 。 


ill 

以下 の 内 容 を 、 他 者 に 求め る こと 。 
無休 件 の 支持 。 

献身 的 な 協力 。 


Ш 

以下 の 内 容 を 、 他 者 に 求め る こと 。 
無償 の 愛情 。 

以下 の 内 容 を 、 望 むこ と 。 

自分 は 、 そ れ を 、 他 者 に よっ て 、 注 が れ た い 。 


ИИ 
Толя, Ни. 
自分 は 、 他 者 に 対し て 、 甘 えた い 。 


МИ 

以下 の 内 容 を 、 他 者 に 求め る こと 。 
自分 の こと を 、 い つも 見 守っ て 欲し い 。 
自分 と 、 ず っ と 一 緒 に いて 欲し い 。 
自分 の こと を 、 裏 切ら ず に 、 愛 し 続け て 欲し い 。 


ИИ! 
次 の 存在 を 求め る こと 。 

それ は 、 自 分 を し っ か り サ ポー ト し て くれ る 。 
Child. 大 さい 
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故郷 、 よ り ど ころ へ の 欲求 


Mil 

故郷 。 

ふる さと 。 

自分 は 、 そ れ ら が 、 欲 し い 。 
自分 は 、 そ こ に 、 帰 り た い 。 
вси. 


И 
心 の より どこ ろ 。 
それ を 求め る こと 。 


相互 補完 、 分 業 へ の 欲求 


ИИ 
自分 が 劣っ て いる と ころ 。 
自分 が 弱い と ころ 。 

それ を 、 他 者 と 、 互 い に 補 填 し 合う こと 。 
自分 の 得意 な こと 。 


それ を 伸ばす こと 。 
eer 9 Oise 
分 業 す る こと 。 


ИИ 
自分 に な いも の を 持っ て いる 存在 と 、 相 互 補完 、 分 業 し よう 
と する こと 。 

その た め に 、 異 質 な 相手 と 仲 展 くし よう と する こと 。 


意思 疎通 、 コ ミュ ニケ ーション へ の 欲求 


ИИ 
周囲 の 仲間 。 

彼ら と 、 円 滑 な 一 体感 を 保つ こと 。 

その た め に 、 彼 ら と 、 意 思 疎 通 を 図る こと 。 

その た め に 、 人 仲間 と 、 コ ミュ ニケ ーション を 取る こと 。 
то. 
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まとめ 上 げ 、 組 織 化 へ の 欲求 


ИИ! 

周囲 の 仲間 。 

彼ら は 、 仲 が 良い 。 

彼ら は 、 同 類 同士 で ある 。 

Roe, ЕСИ. 

彼ら を 組織 化す る こと 。 

彼ら に 、 大 き な 力 を 発揮 させ る こと 。 
それ ら を 吾 む こと :。 


Е. 欲求 の 抑制 
HII 
超越 


L 1 . 欲求 、 欲望 の 抑制 
自分 や 他人 。 


彼ら は 、 欲 求 、 欲 望 に 囚われ て いる 。 
そう し た 状態 。 

それ を 、 人 不快 に 感じ る こと 。 

それ を 、 改 善 す る こと 。 

で うし よう を ずる こと 


欲求 、 欲 望 の 発現 。 
それ を 抑え よう と する こと 。 


ИГ 

本 心 で は 、 欲 が 深い こと 。 

見 か け 正 。 以下 の よう に 、 見 せ か ける こと 。 
自分 に は 、 欲 が 無い 。 

その よう に 振る 舞う こと 。 
ак Ce 


=”. 


本 心から の 反省 、 抑 止 


И 
自分 は 、 欲 深 で ある こと 。 
それ を 反省 する こと 。 
АОН. 

それ を で きる だ け 抑 える こと 。 
そう も まう と ずる こと 


L 2 . 欲求 、 欲望 の 超越 


欲求 。 

欲望 。 

それ ら に 了 囚われ た 状態 。 
そこ か ら 逃 れる こと 。 
そこ か ら 自 由 に な る こと 。 


て うら うと すず る ミミ と 。 


欲求 。 


Ee. 

それ ら が 、 自 分 の 内 面 に 港 む 状 態 。 
それ を 克服 する こと 。 

それ を 超越 する こと 。 


て で うら し よう で と ずる ミミ と 


ИИ 

欲求 。 

欲望 。 

それ ら を 超越 、 克 服 す る こと 。 
それ を 実現 し た 存在 。 
HELA TE, RAGE. 

神 や 仏 の よう な 存在 。 

それ ら に 憧れ る こと 。 

それ ら に な ろう と する こと 。 
その た め に 、 様 々 な 修行 を 行う こと 。 
聖人 に な る こと 。 

tho eBorce. 


L 3 . 自己 中 心 的 な 欲求 の 実現 。 そ こ か ら の 脱却 。 
自分 一 人 だ け の 欲求 。 

その 実現 。 

他 者 が 、 そ れ を 、 ひ た すら 追求 する こと 。 

それ を 、 人 不快 に 感じ る こと 。 

それ を 、 以 下 の よ うに 感じ る こと 。 

彼 は 、 自 分 の こと ば か り 考 えて いる 。 

彼 は 、 自 己 中 心 的 で ある 。 


自分 の 欲 。 

それ を と りあ え ず 抑え る こと 。 
{OMS Cs ズラ スス に な る こと 
それ を する こと 。 


ЕВЕ Илии. 
それ に 憧れ る こと 。 

それ を 実行 する こと 。 
そう うる 


И 
自分 の 欲求 。 

それ だ け を 、 自 己 中 心 的 に 実現 する こと 。 
それ を 谷 定 する こと 。 

自分 以外 の 他 者 。 

その 欲求 。 

それ を 実現 する こと 。 

それ に 対し て 、 目 を 向け る こと 。 
касс в 


И 
他 者 。 

みん な 。 

社会 。 

それ ら の た め に 、 自 分 を 役立て る こと 。 
етих, 憧 札 る こと 。 

それ を 、 和 実行 す る こと 。 

そう すら よう と すず る こ で と; 


И 
人 の た め に な る こと 。 
それ を する こと 。 

次 の よう に 考え る こと 。 

hilt, Ви ><. BELL. 


Mil 
自分 の 周囲 。 

その 社会 や 組織 。 

それ ら を うま さく 機 能 さ せる こと 。 


それ に 対し て 。 貢献 で きる こと 
それ に 対し て 、 憧 れる こと 。 
それ を 実行 する こと 。 
писи. 


(МЕ 作成 2008 年 9 月 ~2018 年 5 月 ) 


追加 の 内 容 。2022 年 9 月 初出 。 
生物 的 神经 系 。 芝 0 神经 回路 
の 、 設 計 と 実装 。 液 体 性 と 気 
体 性 。 男 女 の 性 差 。 そ れ ら 

eee rk ree 


植物 の 心理 学 と 社会 学 。 

植物 は 、 心 理 を 所 有する 。 植 物 は 、 社 会 的 相互 作用 を 行う 。 
植物 の 行動 は 、 一 般 的 な 動物 に 比べ て 、 タ イム スパ ン が 、 と 
て も 長い 。 植 物 は 、 一 般 的 動物 か ら 見 る と 、 静 止 し て いる よ 
うに し か 見 えな い 。 

し か し 。 

長期 の タイ ム ス パ ン へ と 、 分 析 視 点 を 変更 し た 場合 。 
植物 は 、 一 般 的 な 動物 と 同様 に 、 行 動 し 、 社 会 的 相互 作用 を 
行っ て いる 。 

例 。 

植物 が 、 光 や 水分 や 障害 物 に 対し て 、 屈 曲 な どの 反応 を 、 
ゆっ くり 行う こと 


KEYS, УГО RIC KS. НЕМУЖОА Я. 
ゆっ うり 行う こと 

植物 同士 が 、 枝 葉 を 伸ばす こと で 、 互 い に 、 光 合成 に 適し た 
住処 の 、 奪 い 合 い を 行っ て いる こと 。 そ れ は 、 植 物 同 士 に お 
ける 、 資 源 の 礁 い 合 いで ある こと 。 


植物 は 、 一 般 的 な 動物 と 同様 に 、 移 動 生 活 様式 者 と 、 定 住 生 
活 様式 者 べく と 、 分 類 さ れる こと 。 

移動 生活 様式 者 の 植物 。 

Bil, tao MEM. SPU AL. BRA. FR. 

例 。 #5. 

それ は 、 一 般 的 な 動物 に お ける 、 精 子 や 男性 に 、 相 当 す る 。 


定住 生活 様式 者 の 植物 。 

Bil, 根 を 持つ 植物 。 BAK. 

i), #5. 

それ は 、 一 般 的 な 動物 に お ける 、 卵 子 や 女性 に 、 相 当 す る 。 


一 般 的 な 動物 に と っ て の 、 植 物 の 行動 の 、 分 析 方 法 。 
I 長 時 間 の 撮影 を 、 行 うこ 


Е Ha) ee lea > 
その こと で 、 植 物 行動 に お ける 、 胡 時間 の タイ ム ス パ ン 性 
a. ARG So &. 


HHUNL BIS. RAK. 7-51] SD. АН, НБ 
ける 、 神 縦 伝達 物質 。 成 長 ホ ホルモン と の 関連 
それ ら の 解明 が 、 新 た に 、 必 要 で ある こと 。 


神 終 回 路 図 の 、 描 画 の 、 必 要 性 。 


私 は 、 今 まで 、 神 経 回路 図 を 、 描 いて いな か っ た 。 

私 は 、 新 た に 描く 神経 回 路 図 を 基 に 、 プ ログ ラム を 作成 する 
こと で 、 神 縦 回路 の プロ グラ ム の 動作 を 、 よ り 、 追 いや すく 
する 


細胞 の 、 結 合 先 。 


> Hz. 


i » 変化 有り 。 


量 も 単純 な 、 細 胞 の 結合 先 が 固定 され て いる 、 神経 


ロロ 


路 。 ソ ー ス コー ド 。 そ の 1 。 


細胞 の 、 結 合 先 。 


>» Ех. 


ыы > жи. 


量 も 単純 な 、 思 考 の 機能 を 持つ 、 神 経 回 路 。 ソ ー ス コー ド 。 そ の 2 。 


)< 
( 資源 管理 
内 вом aia 
Ly/ 資源 の 有無 > 力 多 用 > ABA }—_———-» 出力 細胞 
= = = — 
= NT — — 
中 間 細 胞 + 
発光 の 有無 К =m 考 細胞 ) ero] НЯ я 
ee —_ 
FOB 持つ 回 路 。 
ィ ー ド SEO. ЗЕ. 


—>— ОАО т, «Ch, BAC. НС Е 
鹿 で ある こと 。 

彼ら が 、 沢 山 集 まる こと 。 彼 ら の 行動 が 、 沢 山積 み 重 な る こ 
と 。 
その こと で 、 彼 ら の 集積 体 と し て の 神経 系 の 行動 が 、 と て も 
利口 に な る こと 。 

fil, 人間 の 脳 。 


資源 。 
それ ら の 存在 。 そ れ ら の 保持 。 
それ ら に お ける 、 適 正 範囲 。 


その 上 限 が 有る 場合 。 そ の 上 限 値 。 生物 に お いて 、 そ の 内 部 
制御 が 必要 で ある こと 。 

その 上 限 が 無い 場合 。 生物 は 、 特 に 、 何 も し な く て 良い こ 
Cs 


その 下限 が 有る 場合 。 そ の 下限 値 。 生物 に お いて 、 そ の 内 部 


制御 が 必要 で ある こと 。 
その 下限 が 無い 場合 。 生物 は 、 特 に 、 何 も し な く て 良い こ 
と 。 


上 限 値 の 突破 。 そ の 発生 。 それ に つい て の 、 和 警告 の 出力 。 そ 
の 出力 が 、 中 間 細 胞 に 対し て 、 行 われ る こと 。 

下限 値 の 突破 。 そ の 発生 。 それ に つい て の 、 和 警告 の 出力 。 そ 
の 出力 が 、 中 間 細 胞 に 対し て 、 行 われ る こと 。 

そう し た 警告 や アラ ー ム 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 揃 
>. 


内 部 環境 へ の 出力 。 それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 内 部 環境 へ 
の 、 物 理 的 な 贅 印 。 内 部 環境 に お ける 、 記 憶 の 保持 。 
外部 環境 へ の 出力 。 それは 、 以 下 の 内 容 で ある 。 外 部 環境 へ 
の 、 物 理 的 な 贅 印 。 外 部 環境 に お ける 、 記 憶 の 保持 。 


物理 的 な 刻印 。 それは 、 外 部 環境 に 対し て だ け で な く 、 内 部 
域 境 に 対し て も 、 行 われ る こと 。 


入 力 值 。 


入力 細胞 か ら の 入力 値 
中 間 細 胞 か ら の 入力 値 


人力 値 が 、 有 る 場合 。 


その 値 そ の も の 。 そ の 値 の 可能 範囲 。 そ の 値 の 上 限 の 突破 。 
その 値 の 下限 の 突破 。 そ れ ら の 有無 。 

その 値 の 適正 範囲 。 そ の 値 の 上 限 の 突破 。 そ の 値 の 下限 の 突 
破 。 そ れ ら の 有無 。 

その 値 が 、 増 加 す る 場合 。 そ の 増加 の 速度 。 そ の 増加 の 加速 
度 。 そ れ ぞ れ の 値 の 上 限 の 突破 。 そ れ ら の 有無 。 

その 値 が 、 減 少 す る 場合 。 その 減少 の 速度 。 そ の 減少 の 加速 
度 。 そ れ ぞ れ の 値 の 上 限 の 突破 。 そ れ ら の 有無 。 


和 人力 値 が 、 無 い 場合 。 


入力 の 途絶 に つい て の アラ ー ム 。 
前 回 の 出力 の 無効 性 に つい て の アラ ー ム 。 


生き や すさ の 、 質 や 量 。 獲 得 し た 資源 の 、 質 や 量 。 そ れ ら の 
増減 に つい て の 、 評 価 。 

適正 値 の 評価 。 

何者 が 、 ど う や っ て 、 そ の 値 を 決定 する の か ? 

その プロ セス 。 そ の メカ ニズム 。 そ それら の 決定 が 、 必 要 で あ 
る こと 。 


適正 値 。 

それ は 、 生 命 物 質 や 、 生 物 そ の も の の 、 存 在 を 可能 に する 条 
人 性 で ある こと 

それ は 。 予め 、 決 め 打 ちさ れ て いる ご と ; 

それ は 、 ラ ンダ ム な 遺伝 情報 値 に 、 基 づく こと 。 

、 学 習 に よっ て 、 あ る 程度 、 変 動 す る こと 。 

、 初 期 値 と 、 調 整 値 と の 、 両 方 を 、 持 つこ と 。 


それ は 、 外 部 環境 と 内 部 環境 と の 、 両 方 に つい て 、 存 在 す る 


メイ ン ル ー ト の 回 路 。 
和 人力 細胞 。 一 > 中 間 細 胞 1 と 、 そ の フィ ー ド バッ ク 。 一 > 中 
間 細 胞 2 と 、 そ の フィ ー ド バッ ク 。 一 > 出力 細胞 。 


サポ ー ト ルー ト の 回 路 。 
付随 する フィ ー ド バッ ク の 細胞 和 群 。 そ れ ら の 構成 の 、 明 確 
化 。 


内 部 環境 や 外部 環境 に お ける 、 資 源 の 質 と 量 が 、 減 少し た 場 
合 。 そ れ ら の 環境 か ら の 和 人力 が ある こと 。 そ の こと で 、 発 火 
する こと 。 ブ レー キ や 抑制 が 、 必 要 で ある こと 。 

内 部 環境 や 外部 環境 に お ける 、 資 源 の 質 と 量 が 、 増 加 し た 場 
合 。 そ れ ら の 環境 か ら の 和信 力 が ある こと 。 そ の こと で 、 発 火 


する こと 。 ア クセ ル や 促進 が 、 必 要 で ある こと 。 


内 部 環境 や 外部 環境 か ら の 出力 。 

内 部 環境 や 外部 環境 か ら の 、 神 経 系 へ の 人 力 。 

資源 増加 に よっ て 、 神 経 系 へ と 出力 する こと 。 促 進 タ イプ の 
中 間 細 胞 へ と 接続 する こと 。 メ イン ルー ト へ と 、 接 続 す る こ 
ae 

資源 減少 に よっ て 、 神 経 系 へ と 出力 する こと 。 抑 制 タ イプ の 
EN と 。 メ イン ルー ト へ と 、 接 続 す る こ 


ee と で 、 資 源 を 増加 させ る 必要 が 有る こと 。 


正 の 相関 が 有る こと 。 そ れ は 、 正 の 同質 性 が 有る こと で あ 
る 。 


資源 が 減る と 、 和 人 力 が 有る こと 。 
資源 の 減少 に つなが る 人 力 細 胞 の 発火 を 、 抑 制す る 必要 が 有 
RE 


へ カカ 細胞 と 中 問 細胞 ニラ っ 一 ろ の 細胞 に つい て 。 АЛЯ 
監視 を 、 行 うこ と 。 

その 人 力 の 発生 と 、 資 源 の 増減 と の 相関 を 計算 する こと 。 
ある い は 、 重 大 な 、 資 源 の 増減 の 発生 を 検知 する こと 。 そ の 
時 の 、 和 人 力 の 有無 を 、 検 知 す る こと 。 


資源 の 増加 を も た ら す 、 人 和信 力 細 胞 か ら の 入力 を 、 も っ と 増 や 
す 必 要 が 有る こと 。 

それ を も た ら す 、 外 部 資源 へ の 出力 細胞 の 動作 を 、 も っ と 増 
や す 必 要 が 有る こと 。 


資源 の 著しい 増加 時 に 、 入 力 が あっ た 場合 。 そ の 入力 その も 
の 。 そ の 人 和 人力 を も た ら す 出力 。 それら を 、 促 進 す る こと 。 
資源 の 著しい 江 少 時 に 、 入 力 が あっ た 場合 。 そ の 人力 その も 
の 。 そ の 人 和 人力 を も た ら す 出力 。 それら を 、 抑 制す る こと 。 


人 力 の 発生 。 和 人 入力 値 。 そ れ ら が 、 生 き や す さ を も た ら す 資源 
の 増減 と の 間 で 、 以 下 の よ うな 相関 を 持つ 場合 。 


正 の 相関 を 保つ 場合 。 それ ら の 和信 力 を 、 促 進 す る こと 。 
負 の 相関 を 保つ 場合 。 それ ら の 人 力 を 、 抑 制す る こと 。 
無相 関 の 場合 。 何 もし な いこ と 。 


それ ら の 決定 に あたっ て は 、 予 め 、 相 関係 数 の 計算 を 、 必 要 
と どす る ご と 


資源 の リア ル タ イ ム で の 増減 を 麟 断 す る こと 。 人 和信 力 発 生 の モ 
ニタ リン グ 。 そ れ が 、 中 間 細 胞 へ の 通知 に つなが る こと 。 


リア ル タ イ ム の 資源 の 増減 を 、 記 憶 野 域 に 、 書 き 込 むこ と 。 
和 人力 を 受け る 中 間 細 胞 に よる 、 そ の 、 リ アル タイ ム の 、 そ の 
都度 の 、 閲 覧 や 読み 取り を 行う こと 。 


細胞 毎 に 、 専 用 の 回 路 や 回 人 線 を 持つ こと 。 

中 間 細 胞 に お ける 、 細 脆 活 動 の エネ ルギー 補給 と 同じ 回 線 
=, 使用 する ご ど 。 

資源 の 増減 の 通知 を 、 一 定 の 間隔 で 、 中 間 細 胞 へ と 、 自 動 的 
に 送信 する こと 。 

“yA, —B BAGC. BWIA CHS LIL. 


лав]. 

人 力 値 の 不足 。 

和 人力 値 の 適正 範囲 。 

それ ら の 刻 定 回 路 が 、 分 か れ ば 良い こと 。 

そう し た 誕 断 基準 の 初期 値 。 

それ は 、 予 め 、 決 め 打 ちさ れ て いる こと 。 

それ は 、 生 命 物 質 の 、 物 理 的 な 性 質 や 、 化 学 的 な 性 質 に 、 依 
存する こと 。 


資源 の 、 更 な る 、 人 手 。 外 部 環境 や 、 内 部 環境 か ら の 、 入 


Е: 

BRO, BLS, ИЕН. Ух, МНО, 
У 

それ ら の 実現 性 。 

資源 入手 の 、 充 足 性 や 十分 性 の 確保 が な され る こと 。 
FROM RMCEIAO, TEMPO TIHEORA TS S119 = 
Cs 


参考 例 。 

バッ テリ ー に お ける 、 蓄 電 管 理 。 
75/5515. ЕЕ. 
准 蔵 庫 に お ける 、 温 度 管理 。 


スイ ッ チ の ON、OFF の 、 制 御 。 
比例 制御 。 モ ー タ ー の 回 転 数 の 、 上 昇 や 下降 の 、 制 御 。 
PID 制 御 。 


動作 特性 。 и に お ける 、 特 性 
静止 特性 。 定 常 状 態 に お ける 、 特 性 


St ЦИЯ, 
AWN Ya ba 無い こと 。 
パン ティ ジス ズ が て 無い こと 
ли RO MUS Ce 

速 応 性 が 、 あ る こと 。 
安定 性 が 、 あ る こと 。 


上 記 に お ける 、 温 度 を 、 以 下 の 値 へ と 、 読 み 替 える こと 。 
資源 の 入手 の 度合 い に つ いて の 、 和 実測 値 。 
資源 の 、 貯 蔵 や 著 積 や 所 有 の 度合 い に つ いて の 、 和 実測 値 。 


実測 値 の 読み 取り 。 
速度 。 加 速度 。 頻 度 。 そ れ ら の プラ ス と マイ ナス 。 そ れ ら の 
読み 取り 。 


それ ら の 値 の 適正 範 暑 。 そ の 、 事 前 の 、 設 定 や 決め 打ち 。 
それ ら の 値 が 、 大 き 過 ぎる 場合 。 値 を 、 抑 制す る こと 。 洲 
算 。 除 算 。 


それ ら の 値 が 、 小 さ 過 ぎる 場合 。 値 を 、 促 進 す る こと 。 加 
算 。 積 算 。 

そう し た 抑制 や 促進 に お いて 。 学習 性 や 可 交 性 や 創造 性 を 、 
持た せる こと 。 


前 の 値 と 、 次 の 値 と の 、 時 間 当 た り の 、 差 分 。 それら を 、 計 
算 す る こと 。 そ れ を 、 神 縦 回 路 に お いて 、 実 現す る こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

速度 計算 の 回 路 。 


前 の 速度 値 と 、 次 の 速度 値 と の 、 時 間 当 た り の 、 差 分 。 そ れ 
ら を 、 計 算 す る こと 。 そ れ を 、 神 経 回 路 に お いて 、 和 実現 する 
ate 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

加速 度 計 算 の 回 路 。 


その 場合 。 

値 の 記憶 を 行う こと が 、 必 要 で ある こと 。 

値 の 息 移 の 記憶 を 行う こと が 、 必 要 で ある こと 。 時 系 列 的 乱 
2. SHWE. 

その 、 生 物 的 神経 回 路 に お ける 実現 が 、 必 要 で ある こと 。 


参考 例 。 
半導体 に お ける 、 メ モリ の 、 KE. 


刻印 モデ ル 。 内 部 へ の 刻 印 。 内 部 か ら の 読み 取り 。 特 定 細胞 
へ の 、 記 憶 機能 の 、 割 り 当 て 。 特 定 の 細胞 間 結 合 部 へ の 、 記 
憶 機能 の 、 割 り 当 て 。 そ うし た 、 モ デル 。 

筋力 モデル 。 鍛 錬 モ デル 。 細 胞 自 体 の 発火 能力 を 、 鍛 錬 す る 
“ok. (alt. ATSC. WMT SIC. felt. HAF Slt 
BX. WOFSIL. 

ルー プ モ デル 。 発 火 状態 の 旗 回 を 、 一 定時 間 、 持 続 さ せる こ 


fe} 


と 
堆積 モデ ル 。 記 憶 が 、 内 部 に 、 次 第 に 、 溜 まっ て いく こと 。 


記憶 の 種類 。 


従来 の 心理 学 に お ける 、 知 見 。 


その 内 容 を 、 思 い 出 せる も の 。 宣 言 的 記憶 。 意味 記 憶 。 
ソー ド 記 憶 。 


その 内 容 を 、 思 い 出 せな いも の 。 手 続き 的 記憶 。 


wee hice: SX 入力 値 そ の も の 。 BO. PRB. 
BEOELE. a ie. = 
て その 入力 値 。 Г: : 2. ме a 
и フィ ー ド パ バック に よる 、 補 正 。 ラー 
( 入力 値 の 増減 。 、 а ) 
хонии. о) \ | 
li 


( 入力 細胞 


生物 的 神経 系 に お ける 、 フ ィ ー ド パ バック 機能 。 そ の 基本 的 な 仕組 み 。 
初期 設定 。 


AMES. 


Fear. | 別 の 、 記 録 記録 群 。 
( Zn5o, SHORE. a ыы 
Бармен 入力 値 その も の 。 

BEOELE. ——S 
、 その 入力 値 = 


| 別 の 、 中 間 細胞 群 。 


入力 値 の 増減 。 ” A 
( Zonmm. У \ 
За. аланы” 


生物 的 神経 系 に お ける 、 フ ィ ー ド パ バック 機能 。 そ の 基本 的 な 仕組 み 。 
入力 値 に お ける 、 適 正 範囲 を 、 考慮 する 場合 。 


神経 回 路 に お ける 、 条 件 分 岐 の 、 実 現 。 
If. Elself. Else. 


値 の 加算 が 一 定 居 下 の 場 合 。 無 発火 。0 の 値 。 値 の 、 逆 転 や 反 
転 の 場合 。1 の 値 。 

値 の 加算 が 一 定 尺 上 の 場合 。 発火 。 1 の 値 。 値 の 、 逆 転 や 反転 
の 場合 。 0 の 値 。 

國 値 。 適正 範 暑 に つい て の 値 。 

その 値 を 超過 する と 、 発 火 す る こと 。 

その 値 に 対し て 不足 する と 、 発 火 す る こと 。 こ れ は 、 以 下 の 
よう に 実装 すれ ば 、 そ の 実現 が 、 よ り 簡 単 で ある こと 。 そ の 
値 に 対し て 不足 する と 、 発 火 し な いこ と 。 そ の 逆転 値 を 、 求 
め る こと 。 


あぁ あるいは 、 環 境 中 の 、 別 々 の 化学 物質 の 量 の 変化 を 、 読 み 取 
る と 

その 量 が 増え る と 、 発 火 す る こと 。 そ の 機能 を 、 複 数 細胞 を 
用 いた 回 路 プ ロ セ ス に よっ て 、 和 実現 する こと 。 

その 量 が 減る と 、 発 火 す る こと 。 そ の 機能 を 、 複 数 細胞 を 用 
いた 回 路 プ ロ セ ス に よっ て 、 実 現す る こと 。 


その 量 の 変化 の 度合 い を 、 検 知 す る こと 。 
変化 の 度合 い に つ いて の 、 半 値 。 そ の 値 を 、 予 め 設 定 す る こ 


Ge 
変化 無し の 場合 。 変化 の 度合 い が 、 小 さい 場合 。 無 発 談 。0 の 
値 。 
変化 有り の 場合 。 変化 の 度合 い が 、 大 きい 場合 。 発火 。 1 の 
値 。 


定常 セン サ 。 

増減 変化 に つい て の セン サ 。 増 加 セ ン サ 。 減 少 セ ン サ 。 半 値 
ИСО. ВНЕ то. BAK. REO Г 

の 、 人 次 破 。 発 火 の 半 値 の 相違 を 、 活 用 する こと 。 

神経 系 の 末端 部 だ け で な く 、 中 枢 部 に お いて も 、 セ ン サ や 人 
力 細 胞 が 、 存 在 す る こと 。 あ る い は 、 そ れ ら の 機能 を 、 中 間 
細胞 に よっ て 、 実 現す る こと 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
セン サ と し て の 中 間 細 胞 。 

そう し た セン サ が 無い 場合 、 環 境 条 件 測定 の た め の 各 種 計算 


が 、 人 不可 能 に な る こと 。 


和 人力 刺激 の 、 量 別 の 、 反 応 。 神 経 伝 達 物質 の 、 量 別 の 、 反 
応 。 


セン サ に お ける 、 発 火 の 反 応 。 上 端 突破 时 。 Ла 
の 時 。 小さ な 値 の 時 。 下端 突破 時 。 


大 き な 値 に つい て の セン サ 。 上 端 突 破 に つい て の セン 
サ 。 発火 。 不発 火 。 不発 火 。 不発 火 。 

中 程度 の 値 に つい て の セン サ 。 定 常 状 態 に つい て の セン 
サ 。 発火 。 発火 。 不発 火 。 不発 火 。 

小さ な 値 に つい て の セン サ 。 下端 疾 破 に つい て の セン 
サ 。 発火 。 発火 。 発火 。 不発 火 。 


左側 に 行く ほど 、 刺 激 物 質 の 量 が 増加 し て いる こと 。 右 側 に 
行く ほど 、 刺 激 物質 の 量 が 減少 し て いる こと 。 


こう し た 三種 類 の セン サ を 、 用 意 す る こと 。 そ の こと で 、 以 
下 の 内 容 を 、 相 互 に 誕 別 する こと が 、 出 来る こと 。 

増減 。 

上 端 之 下端、 突破 。 

定常 状態 。 


含ま で 発火 し て いた 細胞 が 、 新 た に 、 発火 し じ し な て く て な る こと 。 
その 検知 。 減少 の 検知 。 

今 ま で 発火 し て いな か っ た 細胞 が 、 新 た に 、 発 火 す る よう に 
な る こと 。 そ の 検知 。 増加 の 検知 。 


中 間 細 胞 に つい て の 、 茎 存 の 知見 。 

中 間 和 細胞 。 そ れ は 、 以 下 の 場 合 、 発 刀 し な いこ と 。 前 細胞 に 
お ける 、 促 進発 火 が 無い 場合 。 

中 間 細 胞 に 対し て 、 以 下 の 働き を させ る こと が 、 不 可能 で あ 
Си. РУССО, He. 

その こと へ の 対策 。 

和 人力 刺 激 値 の 増加 時 に 、 前 の 抑制 細胞 を 、 発 火 さ せる こと 。 
その 結果 。 後 細胞 が 、 発 火 し な いこ と 。 

和信 力 刺激 値 の 減少 時 に 、 前 の 抑制 細胞 を 、 人 発火 させ な いこ 


と 。 そ の 結果 。 後 細胞 が 、 発 火 す る こと 。 

その 場合 。 

結局 。 和 人 力 刺 激 値 の 減少 タイ ミン グ の 検出 が 、 別 途 、 必 要 で 
ある こと 。 それ は 。 - そ の まま で は 、 ЕРЕСИ, 


中 間 細 胞 に お いて 。 

前 細胞 の 発火 が 、 一 定時 間 | 以 上 、 起 き な い こと 。 そ の 検出 動 
作 。 そ の 動作 が 、 人 原理 的 に 、 出来 な いこ と 。 

中 間 細 胞 の 動作 。 そ れ は 、 イ ベン トド リブ ン で ある こと 。 
中 間 細 胞 の 動作 。 

それ は 、 イ ベン ト が 起き な い 限 り 、 何 も 動作 し な いこ と 。 
それ は 、 前 細胞 の 発火 が 起き な い 限 り 、 何 も 動作 し な いこ 
と 


それ は 、 以 下 の 内 容 に つい て の 検出 の 動作 も 、 特 に 行わ な い 
こと 。 信 力 値 の 減少 。 入力 値 が 、 ゼ ロ に な る こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 能 力 的 に 、 不 可能 で ある こ 

と 。 人 入力 値 の 減少 。 入力 値 が 、 ゼ ロ に な る こと 。 そ れ ら の 、 
自主 的 な 検知 。 


神 俊 系 全体 が 、 イ ベン トド リブ ン て で 動く こと 。 

神経 系 全体 に お いて 。 以下 の 内 容 の 実現 が 、 そ の 能力 的 に 、 
不可 能 で ある こと 。 人 和 人力 値 の 減少 。 入力 値 が 、 ゼ ロ に な る こ 
と 。 そ れ ら の 、 自 主 的 な 検知 。 

体内 の 内 部 環境 。 体外 の 外部 環境 。 それら の 環境 か ら の 、 和 人 
力 刺 激 。 そ うし た 刺激 の 値 が ゼロ で ある 場合 。 神経 系 は 、 動 
作ら し な いこ と 


値 の 減少 。 そ の 減少 の 、 絶 対 値 。 

値 が 、 ゼ ロ で ある こと 。 値 の 、 沈 黙 。 それ ら の 発生 に つい 
Ca, Fam is ee Oe 
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な い 限 り 。 

神経 系 は 、 そ の まま で は 、 何 も 動作 し な いこ と 。 


外部 環境 や 内 部 環境 か ら の 、 神 終 系 へ の 、 値 の 出力 。 
値 の 増加 その も の に つい て の 、 ア ラー ム 。 
値 の 増加 の 、 絶 対 値 に つい て の 、 ア ラー ム 。 


値 の 減少 その も の に つい て の 、 ア ラー ム 。 

値 の 増加 の 、 絶 対 値 に つい て の 、 ア ラー ム 。 

値 が ゼロ に な る こと 。 値 の 沈 黙 。 それ ら に つい て の 、 ア ラー 
ム 。 

値 の 定常 化 。 値 の 不変 化 。 それ ら に つい て の 、 ア ラー ム 。 
それ ら の 外部 アラ ー ム が 、 神 終 系 の 動作 の 発生 に と っ て 、 引 
須 で ある こと 。 


神経 系 に お ける 、 値 の マイ ナス 性 に つい て の 認識 。 
例 。 人間 の 場合 。 

-60。 

減少 の アラ ー ム と し て の 、 マ イナ ス 記 号 。 
減少 の 絶対 値 と し て の 、60。 

それ ら の 結果 と し て の 、 マ イナ ス 値 の 認識 。 


神経 系 に お ける 、 値 の ゼロ 性 に つい て の 認識 。 
例 。 人間 の 場合 。 

中 国語 文字 。 無 。 

ゼロ 性 の アラ ー ム と し て の 、“ 無 "の 文字 記号 。 
その 結果 と し て の 、 ぜ ゼロ 値 の 認識 。 


物資 が 減る こと 。 

物 賀 が 無く な る こと 。 
それ ら に つい て の 、 検知 。 
例 。 

物体 LTO, RE. 
物体 と し て の 、 石 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
数 が 減る こと 。 

数 が 無く な る こと 。 
それ ら に つい て の 、 検知 。 


神经 系 。 神 经 细胞 。 

それ ら は 、 以 下 の よ うに 動作 する こと 。 

加算 値 が 、 一 定 の 半 値 を 超え た 場合 。 発火 する こと 。 活動 す 
る こと て うし じ た ジ ステ ム て ある ミミ る 

それ ら は 、 そ の まま で は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 


値 の 減少 の 検知 。 減算 。 それ ら が 、 人 原理 的 に 、 不 可能 で ある 
a ae 

それ ら に お いて は 、 そ の まま で は 、 以 下 の 内 容 の み が 、 和 実現 
可能 で ある こと 。 

値 の 減少 に 伴う 、 動 作 の 停止 。 


以前 の 状態 に つい て の 、 前 回 の 記憶 の 活用 。 そ の 機能 の 実 
№. 

その 実現 に お いて は 、 以 下 の 内 容 が 、 必 要 て で ある こと 。 
神経 系 に お ける 、 記 憶 の メカ ニズム 。 そ の 内 容 に つい て の 、 
知識 。 


神 終 系 に お ける 、 記 憶 。 


中 間 細 胞 に よる 、 記 録 細胞 へ の 、 書 き 込 みや 刻印 。 
中 間 細 胞 に よる 、 記 録 細 胞 か ら の 、 読 み 取 り 。 


その 場合 。 

以下 の 存在 が 、 予 め 、 必 要 で ある こと 。 

以下 の 内 容 の 働き を する 、 生 きた 細胞 。 

コン ピュ ー タ に お ける ハー ド デ ィ スク 磁気 面 と 同様 の 働き を 
Pots 

物理 的 な 記憶 媒体 と し て の 働き を する こと 。 

それ は 、 以 下 の よ うに 、 呼 ぶ こ と が 出来 る こと 。 

記録 細胞 。 

その 実現 に お いて は 、 以 下 の 二 通り が 、 考 えら れる こと 。 
(1) 

それ は 、 神 終 細 胞 の 一 種 で ある こと 。 

(2) 

それ は 、 内 部 環境 の 一 部 て ある こと 。 そ れ は 、 神 公 系 か ら 
は 、 切 り 離 され て いる こと 。 


情報 の 、 記 憶 と 保持 。 


それ ら の 実現 に お いて は 、 情 報 の 、 物 理 的 な 書き 込み が 、 必 
須 で ある こと 。 


その 実現 に お いて は 、 以 下 の 二 通り が 、 考 えら れる こと 。 
(1) 

特定 の 個別 の 記録 細胞 が 、 存 在 す る こと 。 

(2) 

特定 の 個別 の 記録 細胞 が 、 特 に 存在 し な いこ と 。 

情報 記録 を 、 以 下 の 方 法 に よっ て 、 別 途 、 実 現す る こと 。 


神 縦 回路 の 形状 や トポロジ ー。 

細胞 同士 の 結線 。 そ れ ら の 有無 。 そ れ ら の 太 さ 。 そ れ ら の 内 
容 に よっ て 、 情 報 内 容 を 、 表 現す る こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

情報 記録 の 、 ネ ットワーク 化 。 

どの タイ プ の 形状 の ネッ トワ ー ク が 、 ど の 内 容 の 情報 を 、 表 
現す る か ? 

それ ら に つい て の 検討 が 、 新 た に 必要 で ある こと 。 


参考 。 
免疫 学 に お いて 、 記 憶 細 胞 の 概念 が 、 既 に 使用 済み で ある こ 
Cs 


神経 系 に お ける 、 値 の 増減 の 検知 。 そ の 実際 。 


ви. WEROP ILA, АСЯ. + 
力 さ れる こと 。 

値 の 不足 に つい て の 、 ア ラー ム 。 

値 の 過 乗 | に つい て の 、 ア ラー ム 。 


ABRIL ODBC, АЖ, ТУТ 
分 。 

例 。 
視床 下部 。 


生物 の 栄養 分 や エネ ルギー 分 。 
それ ら の 不足 に つい て の 、 ア ラ 
それ ら の 過 乗 | に つい て の 、 ア ラ 
生物 の 水分 。 

それ ら の 不足 に つい て の 、 
それ ら の 人 過 乗 | に つい て の 、 


上 記 の 内 容 は 、 以 下 の 内 容 に つい て の 、 私 の 推論 の 正 し さ 


を 、 國 付け る も の で ある こと 。 


神経 系 の 動作 に お いて 、 プ ラス と マイ ナス の 両方 の 、 外 部 和信 


カカ が 、 別 々 に 必要 で ある こと 。 


。 空 腹 中 楷 。 
> AP AK 


> ВЖЕ, 
> ВЕНАХ, 


上 記 の 他 に 、 存 在 が 推定 され る 、 外 部 中 枢 。 


Я; 
温熱 。 


それ ら の 不足 に つい て の 、 ア ラー ム 。 
PIL, ASK, 


それ ら の 過 乗 | に つい て の 、 


МЕ. 

それ ら の 不足 に つい て の 、 ア ラー ム 

それ ら の 過 乗 に つい て の 、 ア ラー ム 

明る さ 。 

それ ら の 不足 に つい て の 、 ア ラー ム 
アラ ー ム 


それ ら の 過 乗 | に つい て の 、 


上 記 の 内 容 の 、 ま と め 。 
資源 コン トロ ー ル の 基盤 に お いて 。 
TEFEN FETE SHLD. PAK. 


入 力 中 枢 . 


Алле. ЛОУ. 
出力 中 枢 。 


出力 停止 の 中 枢 。 出力 途絶 の 中 枢 。 


ISAK. 


> ROR PAK. 
> TAU PAK 


。 暗 黒 中 枢 。 
。 明 る 過ぎ 中 枢 。 


流入 中 枢 。 


ЛЕН, 


排出 中 枢 。 


排出 停止 D 中 枢 。 


增加 中 枢 。 


増加 停止 の 中 枢 。 


減少 中 枢 。 


減少 停止 の 中 板 。 


生産 中 板 。 


生産 停止 の 中 枢 。 


消費 中 枢 。 


消費 停止 の 中 枢 。 


г Э7НЯХ. 


獲得 停止 の 中 枢 。 


喪失 中 枢 。 


ЕН, 


SAK, 


SAFILO PEK. 


ie PAK, 


EPIL PAK, 


受信 中 枢 。 


流 人 途絶 の 中 枢 。 


HEM RAB PRK 


増加 途絶 の 中 枢 。 


減少 途絶 の 中 枢 。 


生産 途絶 の 中 枢 。 


消費 途絶 の 中 枢 。 


獲得 途絶 の 中 枢 。 


FEAR PAK 


受 容 途 绝 OO 中枢 。 


送達 途絶 の 中 枢 。 


受信 停止 D 中 枢 。 受 信 途 绝 Z) 中 枢 。 


送信 中 枢 。 
送信 停止 の 中 枢 。 送 信 途 絶 の 中 枢 。 


输入 中 枢 。 
輸 和 人 停止 の 中 枢 。 輸 入 途 絶 の 中 枢 。 


輸出 中 枢 。 
輸出 停止 の 中 枢 。 輸 出 途 絶 の 中 枢 。 


Rae PAK. 
RAPILOP IK, AFRO PIE. 


ЭАЗРЕРЯК. 
赤字 停止 の 中 枢 。 赤 字 途 絶 の 中 枢 。 


神経 系 に お いて 、 何 を 、 ど の よう に 、 記 録 す る か ? 


神経 細胞 に よる 出力 。 
それ は 、 発 火 す る か 、 発 火 し な いか 、 の み で ある こと 。 
それ は 、1 か 、0 か 、 の み で ある こと 。 
それ は 、 デ ジタル で ある こと 。 


神 終 回 路 に お ける 、 ネ ットワーク の 形状 。 
結線 の 有無 。 

結線 の 相手 の 細 胞 。 

結線 の 大 さ に お ける 大 小 。 
結線 の トポロジ ー 


記録 の 種類 。 


揮発 性 の 記録 。 発火 の ルー プ 。 そ の 、 一 時 的 な 持続 と 、 消 
RL. 
JEFERED ACER. НРУ, WHE Е. 


生物 に お ける 、 情 報 の 忘却 。 
生物 的 神経 系 は 、 以 下 の よ うな 情報 を 、 忘 却 す る こと 。 


彼 自身 の 生き や すさ の 向上 に と っ て 、 役 立た な か っ た 、 有 用 
で 無い 情報 。 

彼 自身 の 生き や すさ の 向上 に と っ て 、 有 用 な 情報 。 それら 

の 、 時 間 当 た り の 流入 量 が 多 過 ぎる こと 。 そ の 質 と 量 が 、 記 
憶 に お ける キャ パシ ティ を 、 超 過す る こと 。 

彼 自身 の 生き や すさ の 向上 に と っ て 、 役 立っ た か どう か の 、 
フィ ー ド バッ ク 。 そ れ ら が 得 ら れ な か っ た 、 情 報 。 


ЗЕРНАХ AIL ITO. УЧ Ким Я. 


資源 の 、 獲 得 や 流入 に と っ て 、 役 立た な い 出 力 を 、 カ ッ ト す 
る ご と 

資源 の 、 喪 失 や 流出 に 、 寄 与 し よう と する 出力 を 、 カ ッ ト す 
る と 5 

その 出力 細胞 の 前 細胞 の 発火 を 、 抑 制す る こと 。 

その 抑制 は 、 資 源 コ ント ロー ル 基 般 に 貢 結 する 、 以 下 の よ う 
な 存在 に よっ て 、 得 られ る こと 。 

抑制 久 千 之 0 神经 细胞 。 抑 制 物质 。 


資源 流入 の 停止 の 、 検 知 。 

資源 流出 の 、 発 生 や 続 行 の 、 検 知 。 

それ ら の 原因 と な る 、 神 経 系 か ら の 出力 の 、 分 析 と 特定 。 
2201-60, BATSHER. 
УХА. ИО КОНЯ, —DPOBIETS 
Stes 


ラン ダム な 順序 で 、 新 規 の 出力 を 、 一 つ ず つ 発 生 さ せる こ 
と 。 
そう し た ラン ダム な コン トロ ー ル の 主体 と な る 、 細 胞 。 
そう し た 細胞 の 存在 が 、 別 途 、 必 要 で ある こと 。 

ラン ダム 接続 を 実行 する 、 中 間 細 胞 。 


資源 の 、 獲 得 や 流入 に と っ て 、 役 立つ 出力 を 、 パ ワー アッ プ 
二 

資源 の 、 喪 失 や 流出 を 食い 止め る 出力 を 、 パ ワー アッ プ す る 
ee an 

その 出力 細胞 の 前 細胞 の 発火 を 、 促 進 す る こと 。 

その 促進 は 、 資 源 コ ント ロー ル 基 般 に 直結 する 、 以 下 の よ う 
な 存在 に よっ て 、 得 られ る こと 。 

促進 タイ プ の 神 終 細胞 。 促 進物 質 。 


資源 流入 の 発生 の 、 検 知 。 

資源 流出 の 停止 の 、 検 知 。 

それ ら の 原因 と な る 、 神 経 系 か ら の 出力 の 、 分 析 と 特定 。 
2201-60, BATSHER. 

ラン ダム な 順序 で 、 既 存 の 別々 の 出力 を 、 一 つ ず つ 再 生 す る 
т 

そう し た ラン ダム な コン トロ ー ル の 主体 と な る 、 細 胞 。 
そう し た 細胞 の 存在 が 、 別 途 、 必 要 で ある こと 。 

ラン ダム 接続 を 実行 する 、 中 間 細 胞 。 


フィ ー ド バッ ク に よる 修正 。 

それ は 、 変化 し た 部 分 に の み 、 掛 か る こと 。 
それ は 、 固 定 部 分 に は 、 掛 か ら な いこ と 。 
HR PRC HITS. 変化 し た 部 分 。 


前 細胞 か ら 、 次 細胞 へ の 、 結 合 先 の 、 新 規 生成 後 。 


前 細胞 か ら 、 次 細胞 へ の 、 結 合 先 の 、 追 加 変 更 後 。 
和 舞 胞 間 に お ける 結合 の 大 さ の 、 学 習 後 。 
АНАВЕЯ(- 5517 SER DKAD, REE. 


フィ ー ド バッ ク に よる 修正 。 
それ は 、 BtreREAA Cte. ИАН У ХАНСА. НХ 
る こと 。 


ZESAA MRD, РАН, 
Edd. "РАНА, АА Си. 
それ は 、 CHAAMRBI CIA. АЕ ИСИ. 


出力 細胞 の 、 前 細胞 。 

それ は 、 固 定 結合 の 、 中 間 細 胞 の み で ある こと 。 

この 中 間 細 胞 が 、 フ ィ ー ド バッ ク 修 正 が 掛か る 、 主 要 な ター 
ゲッ トド で ある こと 。 


完全 に 中 間 に 位 資す る 、 中 間 細 胞 。 
この 中 間 細 胞 も 、 フ ィ ー ド バッ ク 修 正 を 、 受 ける こと 。 


結合 先 の 新規 作成 を 行う 中 間 細 胞 の 、 振 る 舞い 。 
その 結合 先 の 新規 作成 。 


それ は 、 試 行 錯誤 的 で ある こと 。 
それ は 、。、 ラ マン ダム て で て ある こと 。 
それ は 、 ア メー バ や 粘 菌 と 、 同 様 の ふる まい で ある こと 。 


そう し た 中 間 細 胞 。 

それ は 、 以 下 の よ うに 呼ぶ こと が 出来 る こと 。 

思考 细胞 。 

その 活動 は 、 居 下 の よ うに 呼ぶ こと が 出来 る こと 。 

思考 活动 。 

そう し た 思考 細胞 は 、 結 合 先 の 選定 結果 に つい て は 、 フ ィ ー 
ド バ ッ ク を 受け な いこ と 。 

その 選定 先 の 中 間 細 胞 が 、 フ ィ ー ド バッ ク を 受け る こと 。 


そう し た 思考 細胞 は 、 思 考 活動 その も の に つい て の 促進 や 抑 
me Се, 受け る こと 。 


フイ ー ド バッ ツク 先 の 選定 ; 

それ は 、 思 考 細 胞 に よっ て 、 試 行 錯 線 的 に 、 行 われ る こと 。 

フィ ー ド バッ ク 先 の 選定 の 正 し さ 。 そ の も の 。 そ れ に つい 

て 、 よ り 上 位 の 思考 細胞 か ら の フィ ー ド バッ ク が 、 行 われ る 
こと 


ある フィ ー ド バッ ク に つい て の 、 フ ィ ー ド バッ ク 。 そ れ が 、 
存在 する こと 。 

そう し た 最上 位 の フィ ー ド バッ ク を 行う 、 最 上 位 の 思考 細胞 
群 が 、 存 在 す る こと 。 

例 。 人間 の 大 脳 前 頭 葉 に お ける 、 中 間 の 思考 細胞 群 。 


思考 と フィ ー ド バッ ク の 多層 構造 。 そ うし た 構造 が 、 存 在 す 
RE ae 

思 老 細胞 同士 の 多重 結合 。 そ うし た 結合 が 、 存 在 す る こと 。 
多 車 の 思考 細胞 の 構造 。、 そ うし た 構造 が 、 存 在 す る こと 。 


例 。 

人 間 の よう な 、 高 度 な 知 的 生物 に お ける 、 思 

それ は 、 以 下 の よ うな 形 で 、 も た ら さ れる こと 。 

超 原 始 的 な 生物 と し て の アメ ー バ と 同一 レベ ル の 能力 を 持 
>. НАНА, 

そう し た 思考 細胞 の 高度 な 集積 。 そ の 結果 。 


思考 細胞 に は 、 一 般 的 な 中 間 細 胞 と 同様 に 、 以 下 の 二 つの % タ & 
イブ が 存在 する こと 。 


促進 タイ プ 。 
抑制 タイ プ 。 


促進 的 な 思考 細胞 。 ポ ジテ ィ ブ 思考 細胞 。 そ れ は 、 生 物 に お 
ける 、 ポ ジテ ィ ブ 思考 の 源泉 で ある こと 。 
抑制 的 な 思考 細胞 。 ネ ガ テ ィ ブ 思 老 細 胞 。 そ れ は 、 生 物 に お 
ける 、 ネ ガ テ ィ ブ 思 考 の 源泉 で ある こと 。 


思考 细胞 。 

“CHU. НЫ >С. AEA ASEED 
A 

非 思 考 细胞 。 


それ は 、 神 経 系 に お ける 中 間 細 胞 に お いて 、 結 合 が 固定 の タタ 
а с 


思考 二 、 神 经 回路 网 。 


思考 行為 その も の に つい て の 、 フ ィ ー ド バッ ク 。 そ の メカ ニ 
ズム 


ука-ло. ==. ~ 


細胞 の 、 結 合 先 。 
> Hz. 


変化 有り 。 
( 入力 細胞 ) 入力 細胞 
= 
aa 
思考 ] 
"ise enol = 
i. Reha 一 人 出力 細胞 ) 
~ = — 
入力 細胞 ав 

生物 的 神経 系 に お ける 、 思 考 f ЧЕ の 。 
その 行為 に 対す る 、 フ ィ ー ドア ク 機 能 。 そ の 仕組 み 。 


思考 結果 と 、 そ の 実行 結果 に つい て の 、 フ ィ ー ド バッ ク 。 
その メカ ニズム 。 


_— WES ント ロー ル の 、 £2. -~_ ei eee 
\ ) 一 。 Hz. 
~ | ek 変化 有り 
に 9 ее" 
Е — \ — 
a SS 2 = Е. 
(細胞 ) ( лв ) 
“Sc = _ 
ett _в = | 
Cr へ 
( сю ブー > 一 a a 
8. ae es pee) 
ee Mc ae 
(Aaa /— м =) 
SS NN Zz 


生物 的 神経 系 に お ける 、 思 考 結果 と 、 そ の 、 実 行 結果 。 
それ ら に 対す る 、 フ ィ ー ド バッ ク 機 能 。 そ の 仕組 み 。 


思考 細胞 の 多重 化 。 そ の メカ ニズム 。 


oS 
_— Bay bo-10, #8. —~ 


团 


/ | \ 
\ / 細胞 の 、 結 合 先 。 
в Ae 
一 人 we че 


‚ 固定 。 
2 : Se в, ----w 変化 有り 。 
入力 細胞 ) ( 入力 細胞 ) 
в М вы 
= Pi Nas 
Camas) 
я 
С =. 
(思考 细胞 ) 3 Soe. —— 
~ se 
> 中 間 細 胞 ナナ ーー( 出力 細胞 ) 
ре 5 = See <= ——^ 
C ^*® — чм =p 
ae Pe a a oe 


生物 的 神経 系 に お ける 、 思 考 結果 と 、 そ の 、 実 行 結果 。 
それ ら に 対す る 、 フ ィ ー ド バッ ク 機 能 。 そ の 仕組 み 。 
皿 考 細胞 の 多重 化 が 、 行 われ て いる 場合 。 


思考 細胞 と 、 そ の 他 の 中 間 細 胞 。 思考 中 枢 。 知 能 中 枢 。 例 。 
知 的 な 戦略 立案 。 

思考 細胞 と 、 出 力 細胞 。 運動 中 枢 。 例 。 筋 肉 細 胞 の コン ト 

ロー ル 。 

それ ら は 、 別 々 の 系 統 で 、 別 々 に 、 別 々 の 中 枢 に よる フィ ー 


ド バ ッ ク を 、 受 ける こと ; 


多重 フィ ー ド バッ ク 。 そ の メカ ニズム 。 


前 細胞 。 


フィ ー ド バッ ク の 種類 。 


単 層 フィ ー ド バッ ク 。 単 ーー フィ ー ド バッ ク 。 
多層 フィ ー ド バッ ク 。 多 重 フ ィ ー ド バッ ク 。 
思考 人 細胞 へ の フィ ー ド バッ ク 。 

非 思考 細胞 へ の フィ ー ド バッ ク 。 


中 間 細 胞 の 存在 を 、。、 フ ィ ー ド バッ ク へ と 、 利 用 する 場合 。 
思考 細胞 に お いて 。 


標的 細胞 。 タ ー ゲ ッ ト 細 胞 。 環 境 か ら の フィ ー ド バッ ク か を 、 
直接 に は 行わ な い 、 中 間 細 胞 。 

ЗЕНОН. ЧЕХ — ‘у КАН, ФУ КУ Я 
a. НТ). 、 中 間 細 胞 。 


思考 細胞 は 、 標 的 細胞 に 対し て の み 、 新 た に 結合 する こと 。 
思考 細胞 は 、 非 標的 細胞 に 対し て は 、 結 合 し よう と し な いこ 


сы 


思考 細胞 に は 、 標 的 細胞 の み が 、 見 える こと 。 
思考 細胞 に は 、 音 標 的 細胞 は 、 見 えな いこ と 。 


標的 細胞 の み が 、 外 部 に 、 真 接 、 路 出し て いる こと 。 
' 非 標的 細胞 は 、 内 部 に 、 隠 蔽 され て いる こと 。 


中 間 細 胞 笑 の カプ セル 化 。 そ の 実装 が 、 そ の まま で は 、 必 要 
で ある こと 


カプ セル 外部 へ と 蜜 出 する 、 中 間 細 胞 。 そ れ は 、 標 的 細胞 で 
ある こと 。 
УЛ и, РАН. thrid. ЗЕНА 
всФ5-и. 


そう し た 実装 の 必要 性 。 そ れ を 、 予 め 、 回 施す る こと 。 
その た め に 、 以 下 の よ うな 考え 方 を 、 導 入 す る こと 。 


舞 胞 の 発火 に つい て の 、 促 進 と 抑制 の 、 機 能 。 

そう し た 機能 を 、 環 境 か ら の 入力 細胞 に 対し て 、 走 接 、 持 た 
せる こと 。 

そう し た 環境 は 、 以 下 の 二 通り で ある こと 。 外 部 環境 。 内 部 
環境 。 

そう し た 人 入力 細胞 に 対し て は 、 中 間 細 胞 や 思考 細胞 か ら は 、 
アク セス を させ な いこ と 。 


公開 細胞 。 外 部 か ら の アク セス が 可能 で ある こと 。 プ ライ バ 
シー が 無い こと 。 そ うし た 中 間 細 胞 。 

非 公 開 細 胞 。 外 部 か ら の アク セス が 不可 能 で ある こと 。 プ ラ 
イバシー が 有る こと 。 そ うし た 中 間 細 用 。 


記憶 と 思考 。 

それ ら に つい て の 、 外 部 か ら の 、 読 み 取 りや アク セス 。 
その 許可 と 不 許 可 。 

それ ら の 区 分 が 、 必 要 で ある こと 。 


外部 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
他 の 思考 細胞 。 他 の 生物 的 神経 系 。 


生物 的 神経 系 。 彼 自身 に お ける 、 生 き や す さ の 確保 。 それ を 
目 措 す 能力 。 そ うし た 能力 を 持つ 、 神 終 系 。 

非 生 物 的 神経 系 。 彼 自身 に お ける 、 生 き や す さ の 確保 。 それ 
を 目指 す 能 力 。 そ うし た 能力 を 持た な い 、 神 経 系 。 例 。 現 代 
に お ける 、 ニ ュー ラル ネッ トワ ー ク ベー ス の 、 人 工 知 能 。 


情報 。 

神経 系 に お ける 、 人 入力 細胞 と 中 間 和 細胞 。 それら の 細胞 の 発火 
を も た ら す 、 ト リガ ー や 刺激 。 そ うし た トリ ガー や 刺激 その 
も の 。 そ うし た トリ ガー や 刺激 を も た ら す 、 物 質 。 


記録 細胞 。 
情報 の 記録 を 行う АНХ, 
それ ら の 存在 場所 は 、 以 下 の 二 通 り で ある 。 


神経 系 の 内 部 の 場合 。 神 俊 細胞 その も の 。 
神経 系 の 外部 の 場合 。 体内 の 内 部 環境 の 中 。 神 終 細 胞 へ の 隣 
接 部 。 


意味 情報 。 生物 が 、 今 後 も 生き て いく た め に 、 役 に 立つ 、 情 
a. Bl, 使い捨て で 無い 、 ラ ンダ ム な 数 列 や 文字 列 。 重 要 人 
物 の 電話 番号 。 他 国語 の 単語 の 綴り 。 

無 意 味 情報 。 生物 が 、 今 後 も 生き て いく た め に 、 役 に 立た な 
い 、 情 報 。 例 。 人 使い捨て の 、 ラ ンダ ム な 数 列 や 文字 列 。 使 用 
済み の 、 ワ ンタ イム パス ワー ド 。 


意味 性 。 生 物 に と っ て 、 生 存 維 持 の 、 役 に 立つ こと 。 
無 意 味 性 。 生 物 に と っ て 、 生 存 維 持 の 、 役 に 立た な いこ と 。 


記 銘 細胞 。 記 録 細 胞 。 そ の メカ ニズム 。 


記録 の 書き 込み の 細胞 。 記 銘 細胞 。 
記録 の 読み 取り の 細胞 。 想 起 細 胞 。 
記録 の 新規 創造 の 細胞 。 思 考 細胞 。 


記録 。 そ の た め に 必要 な 、 機 能 。 


初期 化 。 
上 書き 。 
新規 追加 。 
更新 。 


神経 系 の 内 部 に お ける 、 記 銘 や 記録 。 


それ ら の 、 取 り 戻 し 操作 の 、 不 能 性 。 
それ ら の 、 内 容 に お ける 、 抹 消 や 削除 の 、 不 能 性 。 


その 、 代 用 措 資 。 


心理 的 抑 庄 に よる 、 想 起 の 抑制 。 抑 制 タ イプ の 中 間 細 胞 に よ 
る 、 新 規 の 結合 の 生成 。 

忘却 。 そ の 情報 へ の 、 ア クセ ス 頻 度 の 、 低 下 。 そ の 情報 の 、 
不 使用 。 そ れ ら が も た ら す 、 情 報 に 対す る 学習 効果 の 、 低 
下 5 

记 迟 障 害 。 神 经 系 基 0 二 DO、 破坏 产 病 变 。 想 起 细胞 藉 OD 十 
の の 、 破 壊 や 病変 。 


神経 系 に お ける 、 情 報 の 、 記 録 と 保持 の 、 手 段 。 


回 路 の トポロジ ー。 そ れ 自 体 に 対し て 、 情 報 を 内 上 蔵 さ せる こ 
Cs 


思 老 細胞 に よる 、 新 規 の 細胞 間 人 結合 の 生成 。 
思 老 細胞 に よる 、 新 規 回 路 網 の 構成 の 生成 。 


回 路 の 、 新 規 の 構成 に よる 、 情 報 の 記録 。 
回 路 の 、 安定 的 な 保持 に よる 、 情 報 の 保持 。 


出 カ ルーブ プ 回路 の 生成 。 そ の こと に よる 、 神 終 細 胞 衝 に お け 
る 、 エ ンド レス 発火 の 生成 。 


回 路 の 、 物 理 的 な 増強 。 
舞 胞 その も の の 、 発 火 能力 。 
伽 胞 間 の 、 結 合 の 強 さ 。 
それ ら の 、 向 上 。 


神経 系 に 隣接 する 、 体 内 の 内 部 環境 。 神 経 系 の 外部 。 そ うし 
た 環境 へ の 、 情 報 の 、 物 理 的 な 贅 印 。 

0。 無 発火 。 

1。 発 火 。 

書き 込み の 対象 と な る 物質 。 

読み 取り の 対象 と な る 物質 。 

それ ら の 特定 が 、 必 要 で ある こと 。 


神経 系 に お ける 、 回 路 構 成 そ の も の に よる 、 情 報 表 現 。 


遺伝 情報 に 基づく 、 固 定 回 路 網 の 、 生 成 。 
思考 細胞 に よる 、 新 規 の 可変 回 路 網 の 、 生 成 。 


参考 例 。 

家電 製品 。 

論理 回 路 網 その も の に お ける 、 情 報 の 、 内 上 蔵 や 保持 や 表現 
A. FH. 

それ ら の 、 豊 富 な 前 例 。 


神 終 系 に お ける 、 回 路 構成 その も の に よる 、 情 報 表 現 。 


ce 
細胞 の 、 発 火 。 1 の 値 。 HS. НЕ. HH. 情報 が 有る こと 。 


АНА, TEE. ARO. Atk. 
細胞 の 発火 の 、 抑 制 。 回 路 の 、 無 化 。 


生物 的 神経 系 に お いて は 。 

沈黙 自体 に も 、 意 味 が 有る こと 。 

沈黙 自体 も 、 情 報 の 一 種 で ある こと 。 

例 。 

無関心 。 無 視 。 そ れ ら の 態度 の 、 外 的 な 表現 。 


神 俊 系 内 部 に お いて 。 


プラ ス の 発火 。+1。 促 進 細胞 の 発火 。 入 力 細胞 。 中 間 細 胞 。 
マイ ナス の 発火 。-1。 抑 制 細胞 の 発火 。 入力 細胞 。 中間 細 
胞 。 


神経 系 の 外部 に 対し て 。 


プラ ス の 出力 。+1。 出力 細胞 の 発火 。 その 出力 値 が 、 プ ラス 
で ある こと 。 


マイ ナス の 出力 。-1。 出力 細胞 の 発火 。 その 出力 値 が 、 マ イ 
ナス で ある こと 。 


言语 已 翻 认 。 


共通 言語 の 構築 。 

それ に よる 、 神 経 系 の 間 に お ける 、 意 思 疎 通 。 

それ に よる 、 神 終 系 の 間 に お ける 、 情 報 の 送受 信 の 、 可 能 
th. 

20). ЕК. ХЕ, 

例 。 


エス ペラ ント 語 。 


簡易 思考 。 単 一 の 思考 細胞 に よる 、 人 原初 的 な 思考 。 例 。 ア 
ро в ео 

簡易 記録 。 単 一 の 記録 細胞 に よる 、 人 原初 的 な 記録 。 例 。 粘 菌 
同士 に よる 、 新 規 結 合 の 、 安 定 的 な 保持 。 


そう し た 、 簡 易 思考 や 、 科 易 記 録 の 、 多 重 の 積み 重ね 。 
その 積み 重ね の 多量 化 に よる 、 高 度 な 思考 内 容 や 、 情 報 内 容 
の 、 表 現 。 

例 。 高度 な 、 人 間 の 文明 。 


生物 に お ける 、 通 信 。 

それ は 、 以 下 の 三 通り へ と 、 分 類 可 能 で ある こと 。 
通常 の 通信 。 入 力 か ら 出 力 へ の 、 変換 。 相 互 の 送受 信 。 
気体 的 な 通信 。 自発 的 で 自主 的 な 、 出 力 。 独 り 言 。 発 信 の 


み 。 人 力 を 伴わ な いこ と 。 

液体 的 な 通信 。 入力 の 丸呑み と 、 沈 黙 。 受 信 の み 。 UNH 
わな いこ と 。 

生物 に お ける 、 通 信 。 

それ は 、 以 下 の 三 通り の 対象 を 、 持 つこ と 。 


単 一 の 神経 細胞 。 
EBay Ay, FRASIER AS. 
神経 系 の 全体 。 


神 終 回 路 網 。 そ の 構成 要素 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


分 岐 。OR. 
Я. AND. 


始点 。 始 発 。 
4. == Ли. 


代替 の 線 。 
並行 線 。 


参考 例 。 
鉄道 や バス の 、 路 線 図 。 


神 終 回 路 網 。 そ の 情報 表現 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(1) 

回 路 の ト ボ ポロ ジー。 
参考 例 。 
情报 伙 何 学 。 


(2 ) 

発火 の 連鎖 。 

参考 例 。 

鉄道 や バス に お ける 、 運 行 便 。 
急行 便 。 

始発 便 。 

AR EAE 


(3) 
物理 的 な 贅 印 。 


神経 系 の 外部 へ の 刻印 の 書き 込み 。 
神 終 系 の 外部 か ら の 読み 込み 。 


HE AAC) SAD. 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


生物 の 体内 の 内 部 環境 。 
生物 の 体外 の 外部 環境 。 


参考 例 。 
生物 の 遺伝 情報 。 それ に 基づく 、 神 経 系 の 固定 回 路 の 構築 。 


神 縦 回路 に お ける 、 前 回 の 値 の 、 保 存 や 再 利用 。 
それ ら の 実現 方 法 。 


回 路 の ト ボ ポロ ジー。 
ルー プ 回 路 の 形成 。 
神 縦 回路 の 外部 へ の 値 の 書き 込み 。 神 衝 回 路 の 外部 か ら の 値 


の 読み 取り 。 物 理 的 な 媒体 の 利用 。 
回 路 の 増強 。 


参考 例 。 
コン ピュ ー タ プロ グラ ム に お ける 、 前 回 の 値 の 、 保 存 や 再 利 
用 。 


アル ゴリ ズム の ロジ ッ ク そ の も の に よる 、 値 の 実現 。 
アル ゴリ ズム の ルー プ そ の も の に よる 、 値 の 実現 。 


ァイル や メモ リ へ の 、 値 の 読み 書き 。 


ル ゴ リ ズム の 増強 に よる 、 値 の 実現 。 


| WIN] 


AE АХ НА] >. ФО, REL. 
値 。 


0。 無 発火 。 
1. 発火 。 


FIA. Text. 
マイ ナス 。 抑制 。 


АН ЕО). ATED, ЕТУ, 

細胞 毎 の 、 発 火 の 園 値 の 、 設 定 。 

人 力 の 集計 値 が 、 闘 値 を 超え た 場合 。 発火 する こと 。 

人 力 の 集計 値 が 、 関 値 を 超え な か っ た 場合 。 発火 し な いこ 
と 。 


正 訂 の 表現 が 、 可 能 で ある こと 。 
True. 1. 
False. 0. 


True. 1. 
False. -1. 


PARRY, ЯНГ“ EDEMA SL 
と 。 
その た め に 、 神 終 回 路 に お いて 、 実 装 す べき 機能 。 


アル ゴリ ズム 。 


条 件 分 岐 。If Elself. Else. 
ルー プ 。 For. While. Break. 
АН AND. OR. 


値 。 


数值 。0. 1. -1. 
论 理 值 。True. False. 
文字 列 值 。 


绝对 值 。 
プラ ス と マイ ナス の 符号 。 


和 。 加 算 。 
差 。 減算 。 
積 。 積 算 。 
割合 。 除 算 。 


ам 
長い こと 。 短 いこ と 。 
AUN ЧА ©. 


A. а. 


ar Ca Ио. 
ENT SIL. HITS“. 


ASN, HFA, SHORT. 


神経 回 路 に お ける 、 演 算 の 実現 の 必要 性 。 

加減 乗除 の 演算 。 

参考 例 。 

人 間 に お ける 、 算 数 の 初等 教育 の 、 教 科 書 や 参考 書 。 


神 縦 回 路 に お ける 、 条 件 性 の 発生 。 そ の 実現 方 法 。 
トリ ガー が 、 存 在 す る こと 。 

その こと を 前 提 と し て 、 細 胞 や 回 路 を 、 構 築 す る こと 。 
トリ ガー 発生 を 検知 する 神経 細胞 が 、 存 在 す る こと 。 
АЛАН, ГУУ. лол. 
中 間 細 胞 。 トリガー は 、 前 細胞 の 発火 で ある こと 。 
神経 回 路 に お ける 、 条 件 設定 。 


細胞 に お ける 、 発 火 の 園 値 。 


細胞 か ら の 、 出 力 値 の 、 絶 対 値 。 

細胞 か ら の 、 出力 値 の 、 符 号 。 プ ラス 。 マ イナ ス 。 促 進 。 抑 
制 。 

人 舞 胞 か ら の 、 出 力 値 の 、 幅 。 増 幅 。 減 幅 。 


神 終 回 路 に よる 、 論 理 回 路 と 同等 の 回 路 の 、 実 現 。 
その 方 法 。 
論理 回 路 と 同様 に 、 真 理 値 表 や 居 移 表 を 、 作 成す る こと 。 


論理 回 路 に お いて 。 
単 人 鈍 な 機能 の 実現 に お いて も 、 複 鈴 な 回 路 が 、 必 要 で ある こ 
Cs 


神 終 回 路 に お いて も 、 同 様 の 課題 の 存在 が 、 予 想 さ れる こ 
ae 


生物 に お ける 、 通 信 。 
それ は 、 以 下 の 三 通り へ と 、 分 類 可 能 で ある こと 。 


通常 の 通信 。 入 力 か ら 出 力 へ の 、 変 換 。 相 互 の 送受 倍 。 
気体 的 な 通信 。 自 発 的 で 自主 的 な 、 HH. MOS. HAD 
み 。 人 人力 を 伴わ な いこ と 。 

液体 的 な 通信 。 入 力 の 丸呑み と 、 沈 黙 。 受信 の み 。 HHH 
わな いこ と 。 


嘘 と 真実 。 誤り と 正 し さ 。 ВИ ЕЕ. 

BELYC. ЧЕ CRP af. 

それ ら の 刻 別 や 区 別 。 それら の 意図 的 な 実行 の 、 仕 組み 。 
それ ら の 、 神 経 系 に お ける 、 内 上 蔵 や 実装 。 


嘘 付き の 行動 。 偽 装 。 擬態 。 
187547. 
ee 生物 に お いて 、 両 方 と も 、 普 遍 的 に 、 存 在 す る こ 


ae 神 終 回 路 に お ける 、 実 装 。 

ЖА. во. HERES RET St ODE. 
偽り の 心 。 他 者 を 騙す こと 。 ス パイ を する こと 。 本 心 を 隠し 
CC. MOUTMATSZI&. 

本 心 。 

FIA] & 9%». 

о». 

ЖЕ ФС и. 


心 の 二 重 構造 。 
本 心 の 表面 を 、 被 膜 に よっ て 、 ラ ッ プ する こと 。 


本 心 回 路 。 
ラッ フ 回 路 。 


例 。 
是認 や 許可 の 取得 。 禁 忌 や 禁止 の 回 遊 。 
それ ら の た め に 、 本 心 と は 逆 の 行動 を 、 表 向き 、 取 る こと 。 


それ ら の 行動 内 容 の 、 神 経 系 に お ける 、 実 装 。 


それ ら の 実現 が 、 リ アル な 生物 的 神経 系 の 実現 に お いて 、 必 
須 で ある こと 。 


生物 に お ける 、 心 の 二 重 構造 。 
生物 的 神経 系 に お ける 、 和 神経 回 路 の 二 重 構 造 。 


逃避 不 能 性 。 回 避 不 能 性 。 

BRE PURO. AAEM. 

それ ら の 、 発 生 。 

徹 族 抗戦 を する し か 無い こと 。 
袋小路 に 和信 っ た こと 。 

生き 残り を 賭け た 総力 戦へ と 、 移 行 す る こと 。 


必死 モー ド 。 決 死 モ ー ド 。 死 物狂い の モー ド 。 無 敵 の 者 の 
モー ド 。 特 攻 モ ー ド 。 自 爆 モ ー ド 。 体 当たり の モー ド 。 


所 有する 資源 量 が 、 一 定 水準 を 下回っ た 場合 。 

生物 が 、 彼 自身 の 死 を 、 覚 悟 す る こと 。 

所 有する 資源 量 が 、 一 定 の 危険 水域 を 、 超 えた 場合 。 

所 有する 資源 量 が 、 致 死 的 な 水準 や 水域 を 、 超 えた 場合 。 
生物 に お いて 、 行 動 の 反転 が 、 新 た に 発生 する こと 。 


決死 の 覚悟 。 
追い 詰め られ た 状態 。 


防御 。 負 け 戦 を 、 勝 ち 戦 に 、 変 える こと 。 


内 部 資源 が 、 消 耕し 、 減 少 中 で ある こと 。 

外部 資源 が 、 他 者 か ら 奪 取 さ れ て 、 減 少 中 で ある こと 。 
それ ら の 両方 の 資源 が 減っ て いる の に 、 従 前 の 行動 を 続け る 
о 

それ は 、 自 殺 行 為 で ある こと 。 

新規 の 行動 を 取る こと 。 そ の た め の 戦 略 立 案 を 、 新 た に 行う 
こと 。 そ れ ら の 行動 が 必要 で ある こと 。 


当面 の 、 生き や すさ の 減少 を 、 回 放す る こと 。 

死 を 回 放す る こと 。 根 本 的 な 生 の 喪失 を 、 回 放す る こと 。 そ 
の た め の 、 人 反転 攻 勢 を 、 行 うこ と 。 

それ ら の 間 に 、 相 互 対 立 が 、 存 在 す る こと 。 


環境 条件 が 更に 悪化 する こと 。 

資源 が 、 更 に 、 い よい よ 少 な く な る こと 。 

生物 が 、 そ の こと で 、 新 た に 、 人 冬眠 モー ド に 、 入 る こと 。 
生物 が 、 そ の こと で 、 新 た に 、 と て も 深い 眠り に 、 入 る こ 


それ は 、 某 上 農 モー ド と 、 呼 ぶ こ と が 出来 る こと 。 
それ は 、 永 眠 や 死亡 で は 、 無 いこ と 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 資 源 の 超 節 約 。 


域 境 条件 の 良好 化 。 そ れ を 検知 する セン サー が 働く こと 。 

睡 か ら 覚 め る トリ ガー や スイ ッ チ の 設定 が 、 必 要 で ある こ 
‘ae 
例 。 
環境 の 適温 化 に 伴う 、 生 物 に お ける 、 体 温 の 上 昇 。 


上 記 の 実現 に お いて 。 
居 下 の 内 容 が 、 参 考 に な る こと 。 
パソ コン や スマ ー ト フォ ン に お ける 、 ス リー ブ 動 作 の 学 動 。 


必死 モー ド 。 


成 符 を 、 度 外 視 する こと 。 
効率 を 、 度 外 視 する こと 。 
採算 を 、 度 外 視 する こと 。 


資源 の 確保 の た め 。 

全力 投球 を 、 す る こと 。 

所 有する 、 資 源 や 能力 や エネ ルギー を 、 限 界 ま で 、 一 気 に 使 
USI. 

所 有する 、 生 命 力 を 、 限 界 ま で 、 一 気 に 使い 切る こと 。 


こう し て 生成 し た 基本 機能 を 備え た 生物 的 神経 系 に 対し て 、 
高度 な 知能 を 与え る こと 。 

それ は 、 独 自 の 自由 意思 を 備え る こと 。 そ れ は 、 生 へ の 意思 
を 、 内 療 す る こと 。 

фт и, РЕЖ FA. НИНА, 7-13 
成す る こと が 、 可 能 と な る こと 。 

それ は 、 以 下 の よ うに 呼べ る こと 。 絡 対 者 の 神経 系 。 神 の 神 
经 系 。 

ー つ ーー つの 、 生 体 の 脳神経 系 の 容積 の 限界 を 超え る こと が 、 
出来 る こと 。 

Я. 人間 の 脳 の 容積 に お ける 、 限 界 。 そ の 超越 。 

件 対 者 の 神 終 系 。 神 の 神経 系 。 そ れ ら の 実現 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 方 法 に よっ て 、 自 動 的 に 可能 で ある こ 


о 
現状 の 生物 的 神経 系 を ベー ス に 、 そ の 規模 を 、 ひ た すら 巨大 
化す る こと 。 


現状 の 生物 的 神経 系 。 
Hud, BIC. EMI. TMT SAILS. 
それ は 、 現 時 点 に お いて 、 記 憶 す る こと も 、 創 造 的 に 思考 す 


る こと も 、 茎 に 、 可 能 に な っ て いる こと 。 

そう し た 、 神 の 神 俊 系 や 、 艇 対 者 の 神 終 系 の 、 初 期 創造 者 と 
な る こと ど ; 

それ が 、 私 の 生涯 に お ける 、 主 要 な 使命 で ある こと 。 


人 間 性 は 、 生 物性 に 、 含 まれ る こと 。 

そう し た 考え の 、 日 常 的 な 受容 。 それ が 、 生 活 に お いて 、 必 
須 と な っ た 場合 。 

移動 生活 様式 者 が 、 精 神 的 に 助かる 方 法 。 


現在 の 、 家 畜 層 殺 へ の 依存 か ら 、 逃 れる こと 。 
その 方 法 。 


食肉 の 培養 と 、 そ の 摂取 の 、 実 現 。 
その 際 に 、 生 物 的 神経 系 の 破壊 を 、 伴 わな いこ と 。 


気体 性 。 液 体 性 。 値 の 、 反 転 と 順応 。 


値 の 反転 。 “NOT.” 


1 を 、-1 へ と 、 変換 する こと 。 プ ラス を 、 マ イナ ス へ と 、 変換 
すず る ミミ と 。 
-1 を 、1 へ と 、 変換 する こと 。 マ イナ ス を 、 プ ラス へ と 、 変 換 
する こと 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

正 逆 の 反転 。 順 行か ら 逆 行 へ の 移行 。 前 後 の 分 断 。 


1 を 、0 へ と 、 変 換 す る こと 。 有 を 、 無 へ と 、 変 換 す る こと 。 
0 を 、1 へ と 、 変換 する こと 。 無 を 、 有 へ と 、 変 換 す る こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

有無 の 反転 。 前後 の 分 断 。 


それ ら は 、 い ずれ も 、 前 後 関係 を 、 切 断 し 、 分 離し 、 自 主 独 
立 さ せ て いる こと 。 

そう し た 性 質 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

気体 性 。 


値 の 順応 。 


1 を 、1 へ と 、 変 換 す る こと 。 プ ラス を 、 プ ラス へ と 、 RAST 
る こと 。 

-1 を 、-1 へ と 、 変 換 す る こと 。 マ イナ ス を 、 マ イナ ス へ と 、 
変換 する こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

順応 。 前後 の 、 融 合 と 調和 。 


1 を 、1 へ と 、 変 換 す る こと 。 有 を 、 有 へ と 、 変 換 す る こと 。 
0 を 、0 へ と 、 変 換 す る こと 。 無 を 、 無 へ と 、 変 換 す る こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
順応 。 前後 の 、 融 合 と 調和 。 


それ ら は 、 い ずれ も 、 前 後 関係 を 、 一 体 化 し 、 融 合 し 、 調 和 
きせ て いる る 

そう し た 性 質 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

液体 性 。 


気体 性 。 液 体 性 。 値 の 、 無 関連 と 関連 。 


関連 情報 。 リ ンク 。 そ れ は 、 液 体 的 で ある こと 。 
無 関 連 情報 。 ラン ダム な 数 字 列 や 文字 列 。 そ れ は 、 気 体 的 で 
ある こと 。 


気体 的 情報 。 分離 独立 。 離散 。 不 調和 。 そ れ ら を も た ら す 、 
情報 。 

液体 的 情報 。 融合 や 接合 や 結合 。 一体 化 。 調和 。 そ れ ら を も 
た ら す 、 情 報 。 


神経 系 に お ける 、 乱 数 発生 機能 の 実現 。 

遺伝 子 に お ける 、 次 然 変 異 機能 の 実現 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

気体 的 情報 の 、 実 現 。 気 体 的 行動 様式 の 、 実 現 。 


神経 系 に お ける 、 リ ンク や 結合 を 、 新 規 に 発生 させ る 機能 。 
HAAIL SITS. FOAMLE,. УХА и, 95 
機能 。 そ れ ら の 、 和 実現 。 

遺伝 子 に お ける 、 自 己 複製 機 能 や 、 自 己 増殖 機能 の 、 実 現 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

液体 的 情報 の 、 実 現 。 液 体 的 行動 様式 の 、 実 現 。 


思考 細胞 に お ける 、 新 規 の 、 結 合 や リン ク の 、 発 生 に お い 
С. 
以下 の 二 通 り の タイ プ が 、 存 在 す る こと 。 


気体 性 の タイ プ 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

反転 性 の タイ プ 。 反 乱 性 の タイ プ 。 
相違 を 、 重 視 す る こと 。 

独創 性 や 創造 性 。 そ うし た 理念 に 従っ て 、 動 く こ と 。 


液体 性 の タイ プ 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

順応 性 の タイ プ 。 

コピ ー や 相同 性 を 、 重 視 す る こと 。 

既存 の 内 容 の 、 盲 目的 な 丸呑み に よる 、 暗 記 学 習 。 前 例 踏 
ВЕ, АСЕ. МЫ. 


条件 付け 学習 。 
気体 的 な 反転 性 。 
液体 的 な 順応 性 。 
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神经 细胞 。 
促進 タイ プ と 、 抑 制 タ イプ 。 
(2-55. Ваха. 
АНАПА 


それ ら に お ける 、 気 体 エ ンジ ン の 、 内 上 蔵 。 

和 人力 刺 激 の 値 を 、 反 転 さ せる こと 。 そ の 値 の プラ ス と マイ ナ 
ス と を 、 反 転 さ せる こと 。 そ の 値 の 有無 を 、 反 転 さ せる こ 
と 。 そ の 結果 を 、 出力 する こと 。 

OR 切断 や 相互 独立 を 、 推 進 す る こ 


ae 以下 の 内 容 で ある 。 
神経 細胞 に 対し て 、 気体 的 思想 や 、 気 体 的 価値 観 を 、 組 み 込 
み 、 反 映 さ せる こと 。 


それ ら に お ける 、 液 体 エ ンジ ン の 、 内 上 蔵 。 

人 力 刺 激 の 値 を 、 素 直 に 丸呑み し て 、 そ の まま 、 学 習 す る こ 

と 。 そ の 学習 結果 を 、 そ の まま 、 出 力 す る こと 。 

人力 と 出力 と の 関係 性 の 、 融 合 や ー 体 化 や 調和 を 、 推 進 す る 
と 

a 維持 や 継続 や 強化 を 、 推 進 す る こ 


oan 以下 の 内 容 で ある 。 
神 終 細胞 に 対し て 、 液 体 的 思想 や 、 液 体 的 価値 観 を 、 組 み 込 
み 、 反 映 さ せる こと 。 


思考 細胞 に お ける 、 反 転 人 性 。 そ の 理想 形 。 

和 人力 値 の 1 に つい て 、 出力 値 の -1 を 、 出力 する こと 。 

本 来 、 促 進 タ イプ の 後 細 胞 に 繋げ る べき 場面 に お いて 。 繋 げ 
る 後 細 胞 を 、 ラ ンダ ム に 選択 する こと 。 そ の 結果 。 敢 えて 、 
抑制 タイ プ の 後 細胞 に 繋げ る こと 。 


人 力 値 の -1 に つい て 、 出 力 値 の 1 を 、 出力 する こと 。 
本 来 、 抑 制 タ イプ の 後 細 胞 に 繋げ る べき 場面 に お いて 。 柚 げ 
АНА, УХУ СИ. CORR. ЩАС, 


促進 タイ プ の 後 細胞 に 繋げ る こと 。 


人 力 値 の 1 に つい て 、 出力 値 の 0 を 、 出力 する こと 。 

本 来 、 前 細胞 の 和 人力 値 が 有る 場面 に お いて 。 了 敢えて 、 自 発 的 
に 、 浴 意 的 に 、 無 発火 と する こと 。 

そう し た 無 発 火 は 、 環 境 か ら の 、 資 源 人 過剰 の アラ ー ム に 応じ 
て 。 行わ ね れ ね る こと < 


人 力 値 の 0 に つい て 、 出力 値 の 1 を 、 出力 する こと 。 

本 来 、 前 細胞 の 人 和信 力 値 が 無い 場面 に お いて 。 了 敢えて 、 自 発 的 
に 、 應 意 的 に 、 発 火 す る こと 。 

そう し た 発火 は 、 環 境 か ら の 、 資 源 不 足 の アラ ー ム に 応じ 
て 。 行わ ね れる こと :。 


思考 細胞 に お ける 、 実 際 の 動作 。 

それ は 、 気 体 的 反転 性 と 、 液 体 的 順応 性 と の 、 ブ レン ド と な 
る こと ど と 。 

その ブレ ンド の 割合 は 、 自 由 で 、 可 変 で ある こと 。 


生物 の 思考 に お ける 、 自 由 運 動 性 。 
ЗЕЕ, Жи, ЕЯ 
断 基準 。 

“€ АНА ОНА, Жи, i 
{ABO FTL 

ЕАО НАНЕС, BRITS, (Mee 
XO FI TALE 

それ は 、 彼 自身 が 得 た 入力 値 に 対し て 、 以 下 の よ うな 偏り や 
変動 を 持っ た 出力 値 を 、 強 制 的 に い 。 も た ら す こと 。 

得 ら れ た 人 力 値 か ら 、 分 離 独立 し て 、 自 由 に 、 独 自 に 、 自 発 
的 に 、 ラ ンダ ム に 、 動 いて 、 変更 を 加え る こと 。 

その 結果 と し て の 、 出 力 値 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 偏り や 変動 を 持っ た 、 細 胞 間 の 結合 相 
手 を 、 強 制 的 に 、 も た ら す こと 。 

従来 の 慣行 か ら 、 分 離 独 立 し て 、 自 由 に 、 独 自 に 、 自 発 的 
に 、 ラ ンダ ム に 、 動 いて 、 変 更 を 加え る こと 。 

その 結果 と し て の 、 結 合 相 手 の 選 択 。 


それ は 、 男 性 的 思考 で ある こと 。 
それ は 、 精 子 由 来 の 遺伝 情報 に 、 基 づい て いる こと 。 
それ は 、 根 源 的 に は 、 気 体 分 子 運動 の 特徴 と 、 同 一 で て ある こ 


それ は 、 以下 の 内 容 で ある 。 

思考 細胞 の 動作 に お ける 、 気 体 性 の 現れ で ある こと 。 
ВЕНАХ 9 BITS, НОА, MLTOSI 
ae 


生物 の 思考 に お ける 、 一 体 性 や 融合 性 や 調和 重視 性 。 
"ЕЕ 5. Жид, НЯ 
断 基 準 。 

その 神経 系 の 神経 細胞 一 般 に お いて 、 基 盤 と な っ て いる 、 価 
{EBL FUT ЕЖЕ, 

その 神経 系 の 思考 細胞 に お いて 、 基 盤 と な っ て いる 、 価 値 観 
ХИ ЕЕ, 

thud. жарче лс. МТО >> 
変動 を 持っ た 出力 値 を 、 強 制 的 に い 。、 も た ら す こと 。 

得 ら れ た 人 力 値 に 対し て 、 そ れ を 丸呑み 併合 する 形 で 、 融 合 
L. С. ЯМЫ. SMI TIT 5СУ. 

その 結果 と し て の 、 出力 値 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 偽り や 変動 を 持っ た 、 細 胞 間 の 結合 相 
手 を 、 強 制 的 に 、 も た ら す こと 。 

従来 の 慣行 に 対し て 、 そ れ を 丸呑み 併合 する 形 で 、 融 合 し 、 
同調 し 、 調 和 し 、 全 面 的 に 遵 時 する こと 。 

その 結果 と し て の 、 結 合 相手 の 選択 。 

それ は 、 女 性 的 思考 で ある こと 。 

それ は 、 卵 子 由 来 の 遺伝 情報 に 、 基 づい て いる こと 。 

ks 根源 的 に は 、 液 体 分子 運 動 の 特徴 と 、 同 一 で て あるこ 


以下 の 内 容 で ある 。 

思考 細胞 の 動作 に お ける 、 液 体 性 の 現れ で ある こと 。 

生物 的 神经 系 !( 二 扮 付 召 、 相 互 、 一 体 融 合 化 关 调 和 0 根源 
を 、 成 し て いる こと 。 


E95 ЦЕ RUPE CIURMED, “ЕЛА 5] 5. ЗЕ, 
その 方 法 。 

気体 分 子 運 動 の 簡易 シミ ュ レ ー タ の モジ ュー ル 。 そ れ を 、 別 
途 、 予 め 、 別 プロ セス で 、 動 か し 続け て お く こ と 。 

液体 分 子 運 動 の 簡易 シミ ュ レ ー タ の モジ ュー ル 。 そ れ を 、 別 
途 、 予 め 、 別 プロ セス で 、 動 か し 続け て お く こ と 。 

その 分 子 が リア ル タ イ ム で 指し 示す 、 室 間 的 な 位 連 針 の 値 。 
その 値 を 、 神 俊 細 胞 の 出力 値 べ と 、 反 映 さ せる こと 。 

その 値 を 、 思 考 細胞 に お ける 、 結 合 相 手 の 選 択 結果 へ と 、 反 
映 さ せる こと 。 


神経 細胞 の 反応 に お ける 、 順 応 性 と 、 反 転 性 。 

神経 細胞 の 反応 に お ける 、 液 体 性 と 、 気 体 性 。 

神経 細胞 の 反応 に お ける 、 女 性 性 と 、 男 性 性 。 

その 両者 を 、 実 際 の 神経 細胞 の 動作 の シミ ュ レ ーション に お 
р. 

ブレ ンド 割合 の 確率 に 基づい て 、 ど ちら か 一 方 を 、 ラ ンダ ム 
に 、 選 択 す る こと 。 

その ブレ ンド 割合 に つい て 。 


气体 的 细胞 。 男 性 的 细胞 。 

具体 例 。 

気体 性 を 、70 パ ー セ ント と する こと 。 液 体 性 を 、30 パ ー セ ン 
ト と する こと 。 


液体 的 细胞 。 女 性 的 细胞 。 

具体 例 。 

気体 性 を 、30 パ ー セ ント と する こと 。 液 体 性 を 、70 パ ー セ ン 
ト と する こと 。 


動作 する 物質 一 般 に お ける 、 性 質 。 

それ は 、 気 体 性 と 液体 性 と の 、 ど ちら か 一 方 へ と 、 必 然 的 
に 、 限 定 さ れる こと 。 

例 。 

生物 一 般 の 性 質 。 

神经 细胞 CD 性质 。 
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РАН. dec. ЖАН. 
それ は 、 以 下 の 二 通り で ある 。 


(1) 

НАНА. УННАНАЫ. “NTU у АН. SRDS!) АН, Я 
АНА. 建前 細胞 。 ROSANA. ЕЕ & АН. КРАН. ХИ 
結い 細胞 。 

(2) 

内 面 細 胞 。 プ ライ ベー ト 細 胞 。 弱 音 吐 き 細 胞 。 弱点 を さら け 
НЭ АН. ЖАН. ЕАН, 真実 細胞 。 急 所 細胞 。 


表面 細胞 笑 に よる 、 内 面 細胞 群 の 、 隠 蔽 や 防衛 や プロ テク ト 
が 、 行 われ る こと 。 

嘘 付き 細胞 笑 に よる 、 正 直 細 胞 群 の 、 隠 蔽 や 取り 繕 いや 防衛 
が 、 行 われ る こと 。 

嘘 付き 細胞 笑 は 、 正 邊 細胞 笑 べ へ の 、 外 部 か ら の アク セス を 拒 
向 す る た め の 、 武 装 や プロ テク ト て で ある こと 。 

AAR AR, НАЗАД, CHS ЕЖУ, RERA SHO SY. 
それ ら 自 体 が 、 液 体 的 で ある こと 。 

そう し た 液体 性 。 それ は 、 生 物 の 本 質 で ある こと 。 


神 終 回 路 綱 が 、 表 面 と 内 面 と の 、 二 層 化 に よっ て 、 構 成 さ れ 
て いる と 


内 面 の 回 路 を 、 表 面 の 回 
_| で 、 ラ ッ プ する こと 。 


外部 環境 か ら の 入力 。 


生物 的 神経 系 に お ける 、 神 経 回 路 の 二 層 化 。 


神経 系 に お ける 、 神 終 細 胞 。 そ の 分 類 。 
CH faim Ag. eC. Sane. 
それ は 、 以 下 の 二 通り で ある 。 


(1) 

固定 的 細胞 。 信念 細胞 。 強 固 細胞 。 頑 固 細胞 。 

反応 や 動作 に お いて 、 外 部 か ら 影 紹 さ れ な いこ と 。 外 部 か ら 
の 説得 に 対し て 、 頑 固 で ある こと 。 そ うし た 細 用 。 

(2) 

НАНА. 

反应 产 动作 (失信 \ 忆 、 外 部 的 影响 吉 容 易 (- 受 ( 才 召 二 之 。 外 部 
か ら の 説得 に よっ て 、 容 易 に 、 反 応 や 動作 を 変え る こと 。 そ 
うし た 細胞 。 


固定 的 細胞 。 АРАНЯ. 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


非 思考 细胞 。 固 定 结合 0 细胞 。 
思 老 細胞 の 動作 パタ ー ン に お ける 、 固 定 的 側面 。 遺伝 的 統制 
SIT CUS, (AA. 


ЗЕЕ ЗАНЯВ. 


生物 に お ける 、 生 存 維持 へ の 欲求 。 
その 結果 。 


生物 の 生存 維持 力 に お ける 、 強 い 点 。 

それ ら の 存在 や 内 容 を 、 彼 自身 の 外部 や 外側 に 向け て 、 殊 更 
に 、 強 調 し 、 主 張 し 、 表 出し た いこ と 。 

それ ら の 存在 や 内 容 に つい て 、 彼 自身 の 外部 や 外側 に 対し 
て 、 強 い イ ン パ クト を 与え た いこ と 。 

それ ら の 点 を 、 彼 自身 の 、 外 面 や 表面 へ と 、 移 動 さ せる こ 


Се 
そう し た 人 行為 は 、 彼 自身 の 、 外 面 や 表面 の 、 武 装 で ある こ 
Ge 
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生物 の 生存 維持 に お ける 、 急 所 。 

生物 の 生存 維持 に お ける 、 デ リ ケ ー ト な 点 。 

それ ら の 存在 や 内 容 を 、 彼 自身 の 内 部 や 内 側 へ と 、 隠 蔽 し た 
wee 

それ ら の 存在 や 内 容 に つい て 、 彼 自身 の 外部 や 外側 に 対し 
<. ЕЯ. 

それ ら の 点 を 、 彼 自身 の 、 内 面 へ と 、 移 動 さ せる こと 。 
そう し た 行為 は 、 彼 自身 の 、 内 面 の 、 音 武 装 で ある こと 。 


生物 の 精神 構造 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 二 層 構造 で ある こと 。 


彼 自身 の 精神 の 外側 に 、 強 い 点 が 、 分 布 す る こと 。 
彼 自身 の 精神 の 内 側 に 、 弱 い 点 や 急所 が 、 分 布 す る こと 。 


彼 自身 の 精神 の 外側 に 、 強 い 点 が 、 移 動 す る こと 。 
彼 自身 の 精神 の 内 側 に 、 弱 い 点 や 急所 が 、 移 動 す る こと 。 


彼 自身 の 精神 の 外側 が 、 彼 自身 の 精神 の 内 側 を 、 プ プロテクト 
する こと 。 

彼 自身 の 精神 の 外側 を 、 武 装 す る こと 。 

彼 自身 の 精神 の 内 側 は 、 非 武装 で ある こと 。 


それ ら は 、 生 物 の 、 生 存 維 持 に お ける 、 本 質 で ある こと 。 
и ЕН ххх, ЕРИНО, М 
され て いる こと 。 そ の 実装 が 、 必 要 で ある こと 。 


外部 環境 か ら の 入力 。 


生物 に お ける 、 靖 神 構 造 。 
生物 的 神経 系 に お ける 、 神 経 回 路 の 内 容 分 布 。 


それ ら を 、 内 面 へ と 、 移 動 さ せる 
一 上 
と 。 


生物 に お ける 、 彼 自身 の 弱い 点 の 、 偽 り の 主張 。 


彼 自 身 の 強 い 点 の 隠蔽 を 、 他 者 に 対し て 、 行 うこ と 。 

彼 自身 の 弱い 点 を 、 他 者 に 対し て 、 告 白 す る こと 。 

その こと で 、 他 者 を 、 安 心 さ せる こと 。 

その こと で 、 他 者 の 本 当 の 弱い 点 を 、 聞 き 出 すこ と 。 
その 後 。 

彼 自身 の 強い 点 を 、 そ の 他 者 に 対し て 、 初 め て 、 露 出す る こ 
と 。 
彼 自身 の 相対 的 上 位 性 を 、 そ の 他社 に 対し て 、 ひ けら か すこ 
と 。 
その こと で 、 そ の 他 者 を 、 相 対 的 下位 者 と し て 、 屈 服 さ せる 


а 


上 記 の 戦略 。 
それ は 、 生 物 が 、 彼 自身 の 生存 に お いて 、 よ り 優 位 に 立ち 
より 有利 に な る た め に 、 本 質 的 に 、 必 要 で ある こと 。 


上 記 の 戦略 的 行為 。 
それ ら は 、 以 下 の 生 物 に お いて 、 よ り 顕 著 で ある こと 。 
内 側 の 者 。 温室 生活 者 。 女 性 。 


外部 の 者 。 外 側 の 者 。 彼 自身 の 弱い 点 よ り も 、 彼 自身 の 強い 
mae, КИ. 9 Sa. AM. ЗЕЕ. ЗЕЕ. 
彼ら は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 

武装 者 。 他 者 か ら の 攻撃 に 対し て 、 よ り 、 傷 付き に くい 者 。 
武装 に よっ て 、 他 者 か ら の 攻撃 を 、 跳 ね 返す こと が 出来 る 


その よう に 傷 付 き に くい こ 

感情 を 、 よ り 、 乱 し に くい 者 。 

請 を 、 よ り 、 爆 発 さ せ に くい 者 。 
MDs, КИ, aes. 

情 が 、 よ り 、 客 観 的 で て 、 科 学 的 な 者 。 


より 、 被害 感 を 、 持 た な い 者 。 よ り 、 被 害 感 を 、 主 張 し な い 
者 。 


より 、 被 差別 感情 を 、 持 た な い 者 。 よ り 、 被 差別 被害 を 、 主 
張 し な い 者 。 


内 部 の 者 。 内 側 の 者 。 彼 自身 の 強い 点 よ り も 、 彼 自身 の 弱い 
点 を 、 よ り 、 強 調 す る 者 。 女 性 。 温室 生活 者 。 貴 重 者 。 
彼ら は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 

非武装 者 。 他 者 か ら の 攻撃 に 対し て 、 よ り 、 傷 付き を や すい 
者 。 武 装 し て いな いた め 、 他 者 か ら の 攻撃 を 、 跳 ね 返す こと 
が 出来 な い 者 。 

その よう に 傷 付 く こと で 。 


3s hs ое. 

、 よ り 、 爆 発 さ せ や すい 者 。 

«и. мас 欠け る 者 。 

, 49. FERRIC. FFAS. 


J, ey 


Ot Ot Ot Dt 


зазаа 
ot 


‚ ЖЕЩА, FO ePTUA. КИ, MERA. ERLO 
すい 者 。 

より 、 被 差別 感情 を 、 持 ちや すい 者 。 よ り 、 被 差別 被害 を 、 
主張 し や すい 者 。 
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生物 個体 の 分 布 。 

内 側 の 者 。 生 物 の 有 性 生殖 に お ける 、 急 所 の 資源 や 設備 を 所 
有する 者 。 女性 。 

外側 の 者 。 生 物 の 有 性 生殖 に お ける 、 急 所 の 資源 や 設備 を 所 
有 有 しない 者 。 男 性 。 


生物 が 、 彼 自身 の 弱い 点 や 急所 を 、 守 り た いこ 
i mp be 晒し た く な いこ 
それ は 、 生 物 に お ける 、 自 己 保 身 性 の 根源 で ある こ 
それ は 、 生 物 に お ! 内 側 指 向 性 の 根源 で ある こと 。 
それ は 、 生 物 に お ける 、 温 室 指向 性 の 根源 で ある こと 。 


そう し た 指向 性 を 、 よ り 、 実 現し や すい 者 。 

彼 は 、 生 物 と し て 、 よ り 、 有 利 で ある こと 。 彼 は 、 生 物 と し 
て 。 より 。 優位 で ある こと ど と 。 ids SMC UC より 下位 
で ある こと ど 。 

そう し た 指向 性 を 、 よ り 、 実 現し に くい 者 。 

彼 は 、 生 物 と し て 、 よ り 、 不 利 で ある こと 。 彼 は 、 生 物 と し 
СИ ыыы, ЕЕ LY. 下位 
で ある こと 。 


そう し た 指向 性 を 、 実 現し や すい 者 。 そ れ は 、 女 性 で ある こ 


a 
そう し た 指向 性 を 、 実 現し に くい 者 。 そ れ は 、 男 性 で ある こ 
CE 


そう し た 、 男 女 格差 。 


それ は 、 男 性 差別 の 源泉 で て ある こと 。 


ハラ スメント 。 
攻撃 する 側 の 者 に よる 、 攻 撃 さ れる 側 の 者 に 対す る 、 上 下関 
係 の 、 強 制 。 


生物 と 、 攻 撃 性 。 

攻撃 性 は 、 生 物 一 般 に お いて 、 共 通 に 、 持 っ て いる こと 。 
攻撃 性 は 、 男 性 も 、 女 性 も 、 共 通 に 、 持 っ て いる こと 。 
ОЕ, Их MAIC. ЖИ, 攻撃 
に 対す る 耐性 が 、 高 い 者 。 男 性 。 

攻撃 の 回 避 者 。 攻 撃 行 為 を 、 相 互 に 、 回 避 す る 者 。 攻撃 に 対 
する 面 性 が 、 低 い 者 。 女 性 。 


内 側 の 者 と 、 外 側 の 者 と の 、 格 差 。 

被 差 別 感 情 を 、 持 ちや すい 者 と 、 持 ち に くい 者 と の 、 格 差 。 
そう し た 格差 。 

それ は 、 生 物 に お ける 、 和 男女 差 別に 関す る 感情 の 、 源 泉 で あ 
る こと 。 

内 側 の 者 と し て の 、 女 性 。 外 側 の 者 と し て の 、 男 性 。 
女性 の 方 が 、 男 性 より も 、 被 差別 感情 を 、 頻 度 的 に 、 よ り 、 
持ち や すい こと 。 

女性 の 方 が 、 男 性 より も 、 被 差別 の 事案 を 、 頻 度 的 に 、 よ 
り 、 主 張 し や すい こと 。 


wa 


彼 自身 の 強い 点 を 、 
する 者 。 
\ 点 お 位置 。 有 性 生殖 に お ける 急所 を 、 
強い 点 の 分 布 位 置 -一 ЕТ 


彼 自 身 は 、 表 面 や 外側 へ 
と 、 移 動 す る こと 。 


外部 環境 か ら の 入力 。 


外部 環境 へ の 出力 。 


EB. BR. AR. 


へ 彼 自 身 の 弱 い 点 を 、 強 調 する 者 。 
有 性 生殖 に お ける 急所 を 、 保 有する 者 。 


生物 社会 に お ける 、 二 層 構 造 。 
彼 自身 は 、 内 側 へ と 、 移 動 す る こ 
ey 


生物 に お いて 。 

SMAAK, ANT) vy 夕 泵 领域 。 公 开 领 域 。 

内 侧 O 领 域 。 了 之 子 千 从 一 个 汞 领域 。 非 公开 和 领域。 机密 领 域 。 
彼 自身 の 、 自 己 保 身 性 の 確保 に お ける 、 急 所 。 

生物 は 、 そ の 急所 を 、 彼 自身 の 、 内 側 の 侍 域 に 、 存 在 さ せる 
к 


気体 性 の 生物 。 男 性 。 

有 性 生殖 を 行う 生物 に お いて 。 

生殖 機能 の 確保 に お ける 、 急 所 の 、 間 所 有 者 で ある こと 。 

' 非 貴重 品 や 、 消 耗 品 と し て 、 粗 末 に 扱わ れる こと 。 

自己 捨て 身 性 を 、 強 く 所 有する こと 。 

外側 に 、 分 布 す る こと 。 内 側 の 者 を 、 守 る こと 。 内 側 の 者 に 
対し て 、 温 室生 活 を 、 朝 頁 の 形 で 、 提 供する こと 。 

相対 的 な 下位 者 と し て 、 音 温 室生 活 を 、 強 いら れる こと 。 


彼ら 自身 に お ける 、 外 側 の 貧 域 と 、 内 側 の 領域 の 、 分 布 の 状 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


個々 の 個体 が 、 各 々 、 独 自 に 、 自 律 的 に 、 小 さ な 個 別 の 内 側 
ПАН. ил AMERIDIMEM AIC KOT. BODILY. 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

個人 プラ イバシー。 


液体 性 の 生物 。 女 性 。 

有 性 生殖 を 行う 生物 に お いて 。 

生殖 機能 の 確保 に お ける 、 急 所 の 、 所 有 者 で ある こと 。 
貴重 品 と し て 、 大 切 に 扱わ れる こと 。 

自己 保身 性 を 、 強 く 所 有する こと 。 

内 側 に 、 分 布 す る こと 。 外 側 の 者 に よっ て 、 守 られ る こと 。 
相対 的 な 上 位 者 と し て 、 特 権 的 な 温室 生活 を 、 送 る こと が 出 
Жо: 


彼ら 自身 に お ける 、 外 側 の 領域 と 、 内 側 の 領 域 の 、 分 布 の 状 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

個々 の 個体 が 、 集 団 を 形成 し 、 ひ と まとまり に な る こと 。 
彼ら は 、 互 いし に 、 一 体 融合 化す る こと 。 

Wolk. НОР “НС и. 

彼ら は 、 そ うし て 、 大 き な 、 一 つの 塊 へ と 融合 し 、 銃 合 す る 
SX 

彼ら は 、 そ うし た 塊 を 、 巨 大 な 内 部 領域 へ と 、 転 化 さ せよ う 
と を すず する ご と 。 

В+, CILEBAAARBS. IMHO, BAR. "ВОЗ 
mio oC. eee SUL Co He e. BCS 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

集団 プラ テ ラ イ パシ ジー。 

液体 内 部 に お ける 、 個 人 プラ イバシー の 、 全 面 的 な 欠如 。 


液体 性 の 個体 。 
気体 性 の 個体 。 
女性 個体 。 BEEK. 


RAR. 

閉鎖 性 。 排 他 性 。 機 密 性 。 吾 面 の 領域 。 外側 の 領域 。 
РА 公 的 領域 。 公開 領域 。 

/ 


個人 プラ イバシー。 


Af ORR. 


вены, /_ 
ве. 
| a : Oo 


集団 プラ イバシー。 
液体 内 部 に お ける 、 個 人 プラ イバシー の 、 全 面 的 な 欠如 。 


生物 個体 の 分 舌 。 
液体 性 の 個体 。 気 体 性 の 個体 。 
性 の 個体 。 男 性 の 個体 


== BORSEORE. т 
ео. за. аз. 強い 気体 
定住 生活 様式 社会 に お ける 、 女 性 休 体 。 Зо, mas — 
| а 男性 优 位 四 、 女 性 个 体 。 
т 移動 生活 様式 社会 に お ける 、 
50%. ЕЕ. Lary 


不 完全 な 、 弱 い 液体 性 の 個体 。 
女性 優位 の 、 男 性 個体 


SEESRAUSIC SS. ЕЕ, тт 


5 性 の 個体 。 弱 い 気 体 性 の 個体 。 
女性 優位 の 男性 個体 。 田 性 優位 の 女性 個体 


生物 が 、 彼 自身 を 、 助 ける 方 式 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

気体 性 の 生物 。 男 性 。 自 助 。 

液体 性 〇 生物。 女性。 相互 扶助 。 访 送 船 团 。 


生物 に お ける 、 気 体 的 個体 と 、 液 体 的 個体 の 、 分 布 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
生物 に お ける 。 BEX. RHO, 分 布 。 


生物 に お いて 。 

外側 の 人 扶 域 。 気体 性 の 個体 が 、 分 布 す る こと 。 男 性 が 、 分 布 
する こと 。 移 動 生活 様 式 者 が 、 分 布 す る こと 。 

内 側 の 領域 。 液体 性 の 個体 が 、 分 布 す る こと 。 女 性 が 、 分 布 
する こと 。 定 住 生 活 様式 者 が 、 分 布 す る こと 。 


気体 性 の 個体 


男性 の 個体 。 
НОЖ. НОЕ. 移動 生活 様式 者 。 
公 的 領域 。 公 開 領域 。 外側 の 者 。 
/ | 個人 プラ イバシー。 x 
ee 
ee 


内 側 の 領域 。 


私 的 領域 。 
機密 領域 。 


о. 


液体 性 の 個体 。 生物 個体 の 
液体 1 Е лее ов, 
女性 の 個体 。 男 性 


気体 性 を 強制 され る 、 液 体 性 ネイ ティ ブ の 者 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

男性 性 を 強制 され る 、 女 性 。 

そう し た 者 は 、 以 下 の よ うな 社会 で 、 発 生 す る 。 
移動 生活 様式 の 社会 。 男 性 優位 社会 。 

それ は 、 女 性 差別 の 源泉 て ある こと 。 


液体 性 を 強制 され る 、 気 体 人 性 ネイ ティ ブ の 者 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

女性 性 を 強制 され る 、 男 性 。 

そう し た 者 は 、 以 下 の よ うな 社会 で 、 発 生 す る 。 
定住 生活 様式 の 社会 。 女 性 優位 社会 。 

それ は 、 男 性 差別 の 源泉 て ある こと 。 


彼 自 身 が 傷 付 か な いこ と 。 彼 自身 が 、 他 者 に よっ て 、 攻 撃 さ 
れ な いこ と 。 そ れ ら の 内 容 を 、 特 に 、 指 向 す る こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

自己 保身 性 。 

それ は 、 女 性 的 な 、 指 向 性 で ある こと 。 


彼 自 身 が 傷 付 か な いこ と 。 彼 自身 が 、 他 者 に よっ て 、 攻 撃 さ 
れ な いこ と 。 そ れ ら の 内 容 を 、 特 に 、 指 向 し な いこ と 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

自己 捨て 身 性 。 

それ は 、 男 性 的 な 、 指 向 性 で ある こと 。 


外側 の 者 。 

彼ら は 、 気 体 性 を 、 所 有 し て いる こと 。 

気体 性 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

低 密 度 分 布 。 相 互 の 分 離 独立 性 。 自 由 性 。 離 散 性 。 飛 散 性 。 
体積 の 膨張 性 。 体積 の 拡散 性 。 体積 の 不定 性 。 体積 の 、 無 制 
限 性 や 無限 性 。 

FRFHE. FESIME. THEE. 浮遊 性 。 

戦闘 性 。 攻撃 性 。 


内 側 の 者 。 

彼ら は 、 液 体 性 を 、 所 有 し て いる こと 。 

液体 性 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

高密 度 分 布 。 相 互 の 一 体 融合 性 。 相互 の まとまり 。 相 互 の 結 
合 。 相 互 の 調和 。 
КО. Ао. вх ЕЕ. НЕВА, 

定着 性 。 定 住人 性 。 不 動 性 。 


表向き の 、 仲 良し 性 や 平和 性 。 内 部 に お ける 、 人 陰湿 な 、 足 の 
引っ 張り 合い や 、 派 痢 争い や 、 相 互 牽制 や 、 相 互 監視 の 、 常 
能 化 。 戦闘 性 や 攻撃 性 の 、 対 外 的 に 隠 蔽 され た 、 強 力 な 行 

使 。 


以下 の (1) ) 4, МТО (2) に と っ て 、 以 下 の (3) に 相 
9-х. 

上 記 の 内 容 は 、 以 下 の (2) に 対し て 、 以 下 の (4) я, & 
呆 と し て 、 も た ら す こと 。 


(1) 

SERCH REO. BNA. XR. 

BRERA, ВН. Beth. 

苦 役 の 、 専 門 的 な 、 担 当 。 

新 Lv\ 领 域 人 人 之、 进出 才 召 二 二。 

未 知 领 域 O、 探 查 。 

新た な 、 発 明 や 発見 に 対す る 、 試 行 錯 誤 に 基づく 、 チ ャ レン 
ジ と 成功 。 

科学 的 で 、 分 析 的 で 、 機 械 的 で 、 論 理 的 な 、 思 考 に 基づく 、 
新た な 知見 の 、 抽 出 や 形成 。 

創造 性 や 独創 性 の 、 発 揮 。 新 機軸 の アイ デア の 、 創 出 。 


(2) 

内 側 の 者 。 

自己 保身 性 の 、 所 有 者 。 

温室 生活 者 。 温室 環境 の 亭 受 者 。 


$. ЗЕ. 


(3) 

本 来 、 外 側 の 者 が 、 行 うさ べき 、 作 業 。 

本 来 、 温 室 環境 の 提供 者 が 、 行 うべ き (EK. 

本 来 、 内 側 の 者 が 、 下 請け の 作業 員 へ と 、 丸 投げ すべ き 、 作 
業 。 

本 来 、 内 側 の 者 た ち 自 身 で は 、 行 う 必然 性 が 、 全 く 無 い 、 作 
業 。 

本 来 、 内 側 の 者 に と っ て 、 以 下 の よ うな 内 容 に 相当 する 、 作 


業 。 


見 下 し や 軽 療 の 、 対 象 と な る 、 作 業 。 
外側 の 者 か ら の 、 内 側 の 者 に 対す る 、 一 方 的 な 朝 真 の 対象 と 
な る 、 作 業 。 


(4) 

彼ら 自身 に お ける 、 行 為 へ の 動機 づけ に お いて 。 

危険 の 回 放し か 、 し よう と し な いこ と 。 

安全 賃 域 へ の 清久 し か 、 し よう と し な いこ と 。 

eC eC. 快適 な ら ' 作 業 じ が 。。 し よう と し な い ご と 。; 
前 例 の 踏 覇 と 、 前 例 の 著 積 と 、 前 例 の 高 品 質 化 し か 、 し よう 
どら に な が いこ と 

自力 で の 、 新 規 性 や 革新 性 に 富ん だ 、 発 見 や 発明 を 、 し よう 
a DE a a oe 

自力 で の 、 進 歩 や 近代 化 を 、 し よう と し な いこ と 。 

自力 で の 、 創 造 性 や 独創 人 性 の 発揮 を 、 し よう と し な いこ と 。 


リス ク 。 人 危険 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
РЕФ, ИСИ. 


気体 性 。 
リス ク を 取る こと 。 人 箇 威 か ら の 攻撃 を 、 特 に 、 回 避 し な いこ 
と 


AME. 
YVA7eMbSRUI Ce, РАФ я, B46 +. 
気体 性 。 


AAO MAAC. BLT. BHT SZI“C. KAHNE KR 
[-. BAT. Мхи, VAFAMSZIL. ERCOW 
岩 が 、 絶 え ず 、 必 要 で ある こと 。 

SERRE. “Edd. SURED CHS. 

同 威 や 危険 に 対す る 、 自 力 や 独力 で の 、 試 行 錯 誤 の 連続 に よ 


る 、 新 規 の 解決 。 そ れ ら の 実行 が 、 生 存 上 、 絶 え ず 必須 で あ 
Dias 

その 結果 。 発明 や 発見 を 、 実 現 出来 る こと 。 新しい 知見 を 、 
得る こと が 出来 る こと 。 進 歩 や 近代 化 が 、 自 力 で 可能 で ある 
こと 。 先 進 性 を 、 自 力 で 所 有 出 来る こと 。 


液体 性 。 

ВЯ ПОНИ, ЕЕ. HBT SIL. НОС, 
晒さ れ な いこ と 。 安全 や 安定 を 、 取 る こと 。 既 知 の 田 威 に 対 
する 対処 法 を 、 丸 呑み 暗記 する こと 。 そ れ ら を 実行 する だ け 
で 、 問 題 無く 、 生 存 を 維持 出来 る こと 。 

その 結果 。 新しい 知見 を 、 自 力 で は 、 い つま で も 得 ら れ な い 
こと 。 人 進歩 や 近代 化 を 、 自 力 で は 、 人 達成 出来 な いこ と 。 先 進 
性 を 、 自 力 で は 、 所 有 出 来 な いこ と 。 

後進 性 。 そ れ は 、 液 体 性 の 呪 全 で ある 。 


精子 性 。 男 性 性 。 そ れ ら は 、 気 体 性 の 、 サ プク ラス で ある こ 
в 
卵子 性 。 女 性 性 。 そ れ ら は 、 液 体 性 の 、 サ ブ ク ラ ス で ある こ 
Се 


男性 性 。 そ れ は 、 精 子 性 の 、 サ ブ セ ッ ト で ある こと 。 
女性 性 。 そ れ は 、 卵 子 性 の 、 サ ブ セ ッ ト て で ある こと 。 


男性 の 心身 。 それ は 、 精 子 の 、 乗 り 物 で ある こと 。 そ れ は 、 
精子 の 、 化 身 で ある こと 。 
女性 の 心身 。 それ は 、 卵 子 の 、 乗 り 物 で ある こと 。 そ れ は 、 
卵子 の 、 化 身 で ある こと 。 


気体 性 の 物質 同士 は 、 同 質 で ある こと 。 

液体 性 の 物質 同士 は 、 同 質 で ある こと 。 

気体 性 の 生物 同士 は 、 同 質 で ある こと 。 

液体 性 の 生物 同士 は 、 同 質 で ある こと 。 

気体 性 と 液体 性 と は 、 互い に 、 本 質 的 に 、 異 質 で ある こと 。 
気体 性 と 液体 性 と は 、 互 い に 、 相 容れ な いこ と 。 


生物 の 心身 は 、 液 体 の 水分 に よっ て 、 主 に 構成 され て いる こ 
oe 


生物 に お いて は 。 
液体 性 が 、 標 準 で て ある こと 。 
気体 性 は 、 非 標準 で 、 例 外 的 で て ある こと 。 


生物 に お いて は 。 
液体 性 で 動く 、 包 子 や 女性 が 、 標 準 で 普通 な 、 存 在 で ある こ 


ae 
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植物 に お ける 、 花 粉 と 、 精 細胞 。 
動物 に お ける 、 精 子 。 
それ ら は 、 同 様 に 、 共 通 に 、 気 体 的 で て ある こと 。 
それ ら は 、 飛 散 す る こと 。 
っ は 、 室 中 散布 され る こと 。 そ れ ら は 、 液 中 散布 され る 


それ ら は 、 空 中 移動 する こと 。 そ れ ら は 、 液 中 移動 する こ 


187-575. ИзЕх. БАН. 

動物 に お ける 、 卵 子 。 

それ ら は 、 同 様 に 、 共 通 に 、 液 体 的 で て ある こと 。 
それ ら は 、 定 住 す る こと 。 そ れ ら は 、 定 着 す る こと 。 
それ ら は 、 人 不動 で て ある こと 。 


本 書 は 、 学 術 書 を 、 目 指 さ な いこ と 。 
本 書 は 、 経 典 を 、 目 指す こと 。 


私 は 、 学 者 を 、 目 指 く な いこ と 。 


私 は 、 悟 り を 開い た 者 を 、 目 指す こと 。 


私 は 、 学 習 を 、 上 目指さ く な いこ と 。 
私 は 、 悟 り を 、 目 指す こと 。 


私 は 、 詳 細 検 討 を 、 目 指 さ な いこ と 。 
私 は 、 要 約 を 、 目 指す こと 。 


私 は 、 個 別 の 検討 を 、 目 指 さ な いこ と 。 
私 は 、 ま と め や 、 統 合 を 、 目 指す こと 。 


私 は 、 専 門 性 を 、 目 指 さ な いこ と 。 
私 は 、 総 合 性 を 、 目 指す こと 。 


気体 的 な 上 位 者 。 

物理 的 な 高 エ ネル ギー の 、 有 所有 者 。 

より 、 高 速 で 飛ぶ 者 。 

高速 移動 者 。 高 加速 移動 者 。 

長 距離 移動 者 。 

より 、 普 遍 的 に 、 グ ロー バル に 、 飛 散 し 拡散 する こと が 、 出 
来る 者 。 


ある 程度 の 、 高 重力 の 、 所 有 者 。 
他 者 を 、 容 き 飛 ば し 、 人 次 破 し 、 撃 破 で きる 者 。 


液体 的 な 上 位 者 。 
物理 的 な 高 エ ネル ギー の 、 所 有 者 。 


超越 し た 、 高 重力 の 、 所 有 者 。 

不動 者 。 

(REDS. 

誰 に も 、 突 き 飛 ば すこ と が 出来 な い 、 重 た く 大 きい 者 。 
中 心 に 位 買 する 者 。 


世界 の 中 心 に な る こと が 、 出 来る 者 。 


ある 生物 が 、 彼 自身 の 強い 点 を 、 周 囲 に 対し て 、 対 外 的 に 、 
強調 する こと 。 

その 結果 。 

彼 自身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 人 威 と し て 、 見 な され る こと 。 
彼 自身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 よ り 、 用 心 さ れ 、 和 警戒 され 、 攻 
撃 さ れ や すく な る こと 。 


彼 自身 が 、 そ うし た 事態 を 、 予 防 す る 必要 が ある こと 。 
その た め の 、 対 策 。 

彼 自 身 の 強 い 点 に つい て 、 そ の 存在 を 、 周 囲 に 対し て 、 あ る 
程度 、 隠 すこ と 。 

fil, HEA Slt, Maker oc. 

彼 自身 の 強い 点 に つい て 、 そ の 強調 を 、 抑 制す る こと 。 
MABIIN#ET SIRs, AROS LC, HSB, Rt 
る こと 。 

彼 自 身 の 弱 い 点 を 、 対 外 的 に 、 強 調 す る こと 。 


その 結果 。 

彼 自 身 の 存 在 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 よ り 、 安 心 さ れる こと 。 
RAS. НО, КИ, MRC. RIC. НВ 
れる こと 。 

彼 自身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 よ り 、 仲 間 扱 いさ れ や すく な る 
я 

し か し 。 

彼 自 身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 攻 略 が 容易 な 対象 と し て 、 見 な 
され る こと 。 

彼 自身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 よ り 、 攻 撃 さ れ や すく な る こ 


es 

彼 自身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 よ り 、 下 位 者 と し て 、 扱 われ や 
すく な る こと ど と 。 

彼 自身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 よ り 、 虚 待 さ れ や すく な る こ 
と 。 


彼 自 身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 よ り 、 搾 取 さ れ や すく な る こ 


と 
彼 自身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 よ り 、 軽 基 さ れ や すく な る こ 
と 。 


その た め の 対 策 。 
彼 自身 の 強い 点 の 存在 を 、 対 外 的 に 、 あ る 程度 、 時 々 、 強 調 
する こと 。 


ある 生物 が 、 彼 自身 の 強い 点 を 、 周 囲 に 対し て 、 対 外 的 に 、 
強調 する こと 。 

その 結果 。 

彼 自 身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 攻 略 が 困難 な 対象 と 、 見 な され 
る こと 。 

彼 自身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 よ り 、 攻 撃 さ れ に くく な る こ 


で 

彼 自身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 よ り 、 上 位 者 と し て 、 扱 われ や 
iG CIPO Cs 

彼 自身 が 、 周 囲 の 他 者 か ら 、 よ り 、 尊 莉 さ れ や すく な る こ 
Es 


主人 
结论 о 


theo ды ШС, 

他 者 か ら の 、 上 護 待 や 搾取 を 、 放 ける こと 。 

その た め の 対 策 。 

彼 自身 の 、 強 い 点 の 強調 と 、 い 点 の 強調 と を 、 交 互 に 行う 
= 

彼 自身 の 、 強 い 点 の 強調 と 、 比 い 点 の 強調 と の 、 バ ラン ス 
を 、 絶 え ず 、 取 る こと 。 


液体 性 の 場合 。 


ある 生物 。 

彼 自身 の 神経 系 に お いて 、 以 下 の よ うな 誕 断 や 決定 や 行動 を 
行う 、 中 間 細 胞 を 、 実 装 す る こと 。 

忠 卖 细胞 。 忠 诚 细 胞 。 真 节 细 胞 。 

变节 细胞 。 不 忠 细 胞 。 不 真 细胞 。 


ある 生物 。 

彼 自身 が 仕え る 対象 と し て の 、 上 位 者 。 
彼 自身 に と っ て の 、 同 位 者 。 

例 。 

彼 自身 に と っ て の 、 仲 間 。 

彼 自身 に と っ て の 、 配 偶 者 。 


そう し た 対象 の 相手 を 、 彼 自身 の 都合 に 合わ せ て 、 自 主 的 
-, Я, MY BASIC. 

COTA, НЕ, Ники, ЧИ и, 
その 理由 。 

その 社会 に お ける 、 主 流派 。 

その 社会 に お ける 、 中 心 者 。 

それ は 、 社 会 的 上 位 者 で ある こと 。 


ОН. 

彼 自身 が 、 彼 自身 に と っ て の 下位 者 を 、 彼 自身 の 都合 に 合わ 
せ て 、 自 主 的 に 、 頻 繁 に 、 取 り 替 える こと 。 

その こと は 、 社 会 的 に 、 何 ら 、 問 題 と され ず 、 非 難 も され な 
いこ と 。 


液体 性 の 場合 。 

上 位 者 が 、 下 位 者 を 、 彼 自身 に と っ て の 、 単 な る 道具 と し 
る 下り dR うと 

それ は 、 社 会 的 に 、 正 当 化 され る こと 。 


下位 者 が 、 上 位 者 を 、 彼 自身 に と っ て の 、 単 な る 道具 と し 
て 、 了 取り扱う こと 。 

下位 者 が 、 そ の 行為 を 、 公 式 に 、 公 開 形 式 で 、 行 うこ と 。 
それ は 、 社 会 的 に 、 一 切 、 正 当 化 され な いこ と 。 

етих, ЕН, ЗЕ аси. 


UD yer Cid. 
ae CONT Ase. ЗЕАРи-. ЗЕАРНЁАС, 4192 


chia 他 の 社会 的 下位 者 た ち に よっ て 、 隠 れ て 、 こ っ そ 
、 支 持 さ れる こと 。 


気体 性 の 場合 

ある 生物 。 

彼 自 身 の 神経 系 に お いて 、 以 下 の よ うな 誕 断 や 決定 や 行動 を 
行う 、 中 間 細 胞 を 、 実 装 す る こと 。 

ЧЕЯНАНА. = © ФА, АБС, MFIOWUT, 
正当 な 扱い を する こと 。 

ЯЧМЕНЯ. НХ ФА, @RTSIC. MFIOWUT, 
不当 な 扱い を する こと 。 

それ ら は 、 以 下 の 二 つの 場合 に お いて 、 原 則 と し て 、 共 通 で 
ある こと 。 

上 位 者 と 下位 者 と の 間 。 

同位 者 同士 の 間 。 例 。 仲 間 同 士 。 配 偶 者 同士 。 

LOLs 実際 に は 

Ewe ct Mua tc OBMAICEoT. BALED, AFIS & Fl 
さと の 、 i 発生 する こと 。 

し た 不平 等 人 性 は 、 あ る 程度 、 社 会 的 に 、 見 過ごさ れる こ 


лв, 
©0505. ENV. 
それ は 、 社 会 的 上 位 者 で ある こと 。 


下位 者 同士 が 、 結 束 す る こと 。 

そう し た 下位 者 た ち が 、 上 位 者 に よる 契 釣 違反 に 対し て 、 反 
PVPHFPPCREs, BRE. TILL. 

そう し た 行為 が 、 社 会 的 に 、 公 式 に 、 許 され る こと 。 
それ は 、 気 体 性 に お いて 、 特 有 で ある こと 。 

a し た 行為 は 、 気 体 性 に お いて 、 初 め て 、 可 能 で ある こ 


—) し た 行為 は 、 液 体 性 に お いて は 、 一 切 、 不 可能 で ある こ 


ae 
その 理由 。 
液体 性 に お いて は 、 専 制 支配 が 、 必 然 的 に 、 発 生 す る た め 


液体 性 に お ける 、 専 制 支配 の 、 必 然 的 な 発生 。 


(1) 
液体 中 に お いて 。 
メイ ン の 存在 ・。 そ れ は 、 上 位 者 で ある こと 。 
サブ の 存在 。 そ れ は 、 下 位 者 で ある こと 。 


XV OMS, LMAO CHS I“. 
УФА. ГЫВОЗНЕСЬЬС У. 


+} УФА, XT УФА ФМНИС, ЛЕСИ. 
+ УАЗ, XT УФА ФМНИС, Найс 5- 
Cx 


サブ の 存在 は 、 i は 、 自 力 で は 、 出 る こ 
CAS. RUTHRAWS 

ee, ee ee. 
それ が 、 専 制 支配 の 源泉 で て ある こと 。 


(2) 

液体 中 の 、 上 位 者 。 彼 は 、 と て も 重い こと 。 彼 は 、 超 高 重力 
者 で ある こと 。 

液体 中 の 、 下 位 者 。 彼 は 、 軽 いこ と 。 彼 は 、 低 重力 者 で ある 
о 

周囲 の 下位 者 は 、 そ うし た 上 位 者 を 、 決 し て 、 動 か すこ と 
が 、 出来 な いこ と 。 

周囲 の 下位 者 は 、 そ うし た 上 位 者 を 、 決 し て 、 ど か すこ と 
が 出来 な いこ と 。 

周囲 の 下位 者 は 、 そ うし た 上 位 者 を 、 決 し て 、 倒 すこ と が 、 


出来 な いこ と 
そう し た 、 人 不動 性 を 伴う 、 社 会 的 上 下関 係 や 、 支 配 関係 。 
それ が 、 専 制 支配 の 源泉 で ある こと 。 


その 1. 
その 2. 
メイ ン の 存在 。 
上 位 者 。 
軽い 存在 。 
サブ の 存在 。 
下位 者 。 
サブ の 存在 。 ーー 
下位 者 。 
ン の 存在 。 ; 
ати 存在 。 \ 
彼 を 5 Bt: 決し て 、 動 か すこ と が \ 
a. Be. 決し て 、 どか すこ と が и 
サブ の 存在 は 、 メ イン の 存在 の 外側 区 : 


に 、 自 力 で は 、 決 し て 、 出 る こと が 
出来 な いこ と 。 


a Ee. 決し て 、 倒す こと が 出 
RE 


液体 性 の 個体 の 問 に お ける 、 専 制 支配 の 、 必 然 的 な 発生 。 
女性 専用 社会 。 女 性 優位 社会 。 定住 生活 様式 社会 。 


専制 支配 。 
Ni そもそも 、 人 間 以 前 の 段階 に お いて 、 生 じ て い る こ 


his そもそも 、 生 物 以 前 の 段階 に お いて 、 生 じ て い る こ 


物質 一 般 に お ける 、 液 体 性 の 発現 の 段階 に お いて 、 

生じ て いる こと 。 

それ は 、 ど の 液体 性 の 物質 に お いて も 、 共 通 に 、 生 じ て い る 
a a 

それ は 、 任 意 の 液体 性 の 物質 に お いて 、 回 遮 不 可能 な 形 で 、 
生じ て いる こと 。 


卵子 。 女 性 。 彼ら は 、 液 体 性 で ある こと 。 

液体 性 は 、 専 制 支 配 を 、 も た ら す こと 。 

卵子 。 女 性 。 彼ら は 、 専 制 支配 を 、 必 然 的 に 、 行 うこ と 。 
そう し た 専制 支配 の 、 発 生 。 

それ は 、 液 体 的 原理 に 照 らし 合わ せ た 場 合 、 回 諾 不可 能 で あ 


ae 


液体 性 が 、 生 物 に お ける 、 基 本 的 な 性 質 で ある こと 。 
生物 一 般 が 、 液 体 的 で ある こと 。 


生物 一 般 に お ける 身体 の 構成 。 
ов 


彼ら も 、 卵 子 ほ ど で は 無い が 、 


彼ら も 、 女 性 ほど で は 無い が 、 


液体 内 部 に お ける 、 気 体 性 の 、 
例 。 

女性 優位 社会 の 内 部 に お ける 、 
女性 優位 の 男性 に な る こと を 、 


彼ら も 、 女 性 ほど で は 無い が 、 


それ は 、 液 体 の 水分 が 、 メ イ 


彼ら は 、 生 物 一 般 に 、 含 まれ る こと 。 
彼ら も 、 孔 子 ほ ど で は 無い が 、 


ある 程度 、 液 体 的 で ある こ 


ある 程度 、 専 制 支 配 を 、 行 う 


ある 程度 、 液 体 的 で ある こ 


ある 程度 、 


専制 支配 を 、 行 う 


確保 。 


真 の 男性 性 の 、 確 保 。 
TAI fk. 


定住 生活 様式 社会 の 内 部 に お ける 、 真 の 、 移 動 性 の 、 確 保 。 
AQ, ЭН САННИ ТУ. ВЕЛ, WER. 
前 例 踏 筐 者 に な る こと を 、 回 避 す る こと 。 

同調 主義 者 に な る こと を 、 回 施す る こと 。 

調和 主義 者 に な る こと を 、 回 避 す る こと 。 


それ ら の 、 上 具体 的 な 方 法 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
社会 的 引き こも り 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


周囲 の 液体 と の 関係 を 、 一 通り 、 完 全 に 、 断 絶 し 続け る こ 


と 
周囲 の 液体 と の 間 に 、 隙 間 を 、 確 保 し 続け る こと 。 


気体 性 の 個体 。 
男性 四 个 体 。 
男性 優位 社会 の 個体 。 


液体 。 
女性 の 個体 。 
女性 優位 社会 の 個体 。 


液体 と 、 直 接 、 接 触 し な いこ と 。 
液体 と の 間 に 、 陳 間 の 空間 を 、 確 保 


液体 内 部 に お ける 、 気 体 性 の 確保 。 


する こと 。 
液体 か ら の 、 社 会 的 引き こも り を 、 
実行 する こと 。 


その 場合 に お ける 、 問 題 点 。 

彼 自身 が 生き て いく ため に 必要 な 資源 。 
そう し た 資源 を 、 周 囲 か ら 、 入 手 す る こと 。 
その こと の 実現 が 、 困 難 に な る こと 。 


その 対策 。 

ある 、 気 体 性 の 生物 。 

彼 は 、 予 め 、 一 定期 間 は 、 我 慢 し て 、 気 体 性 を 、 一 時 的 に 、 
仮面 的 に 、 放 茎 す る こと 。 

彼 は 、 周 囲 の 液体 に 合わ せ て 、 液 体 の 振り を し て 、 働 き 続 け 
る こと 。 

その 結果 。 

必要 最小 限 の 、 当 座 の 生活 に お いて 十分 な 質 と 量 の 、 資 源 。 
そう し た 資源 の 貯 著 を 、 何 と か 、 実 現す る こと 。 

その 結果 。 

彼 は 、 社 会 的 引き さこ もり を 、 何 と か 、 開 始 す る こと 。 

その 結果 。 

彼 は 、 気 体 性 を 、 問 題 無く 、 一 定 の 有限 の 期間 、 持 続 的 に 、 


確保 で きる こと 。 


ある 、 気 体 性 の 生物 。 

彼 が 、 周 囲 の 液体 と の 関係 を 、 一 通り 、 完 全 に 、 断 絢 し 続け 
る こと 。 

その た め の 、 根 本 的 な 対策 。 

周囲 の 液体 に 対し て 。 

決し て 、 彼 自身 の 本 心 を 、 開 か な いこ と 。 

見 か け 上 の み 、 心 を 開く こと 。 

見 か け 上 の み 、 親 し くす る こと 。 

その よう に 、 表 面 的 な 態度 を 、 偽 装 し 続け る こと 。 


彼 自身 に お ける 、 本 当 の プラ イバシー の コア 。 
周囲 の 液体 に 対し て 。 

その コア を 、 い か な る 場合 に お いて も 、 必 ず 、 確 保 し 続け る 
と 

その コア を 、 決 し て 、 浸 食 さ れ な いよ うに する こと 。 


気体 性 を 持つ 存在 に よる 、 液 体 性 の 社会 の 、 発 見 。 

気体 性 を 持つ 存在 に よる 、 液 体 性 の 社会 の 、 内 部 探査 。 
気体 性 を 持つ 存在 が 、 そ れ ら の 実現 に 、 成 功 す る こと 。 
それ は 、 そ の まま で は 、 人 原理 的 に 、 不 可能 で ある こと 。 


その 理由 。 

液体 性 の 社会 を 、 発 見 する こと 。 

その た め に は 、 液 体 の 内 部 に 、 洪 る 必要 が 有る こと 。 
気体 性 を 持つ 存在 が 、 液 体 の 内 部 に 、 洪 っ た 瞳 間 。 
気体 性 を 持つ 存在 が 、 液 体 に 対し て 、 真 に 接触 し た 瞬間 。 


彼 は 、 濡 れ て し まう こと 。 

彼 は 、 気 体 性 を 、 根 本 的 に 、 喪 失 す る こと 。 
その 結果 。 

彼 は 、 液 体 の 一 部 と な る こと 。 

彼 は 、 液 体内 部 に 、 所 属す る こと 。 


液体 が 、 強 力 な 、 表 面 張 力 を 、 絶 え ず 、 所 有 し て いる こと 。 
その 力 は 、 閉 鎖 的 で 、 排 他 的 で ある こと 。 

その 力 は 、 液 体内 部 を 、 強 く 、 機 密 化 する こと 。 

その 結果 。 

彼 は 、 液 体 の 外部 に は 、 一 生 、 出 られ な く な る こと 。 

彼 は 、 液 体 の 外部 と は 、 一 生 、 音 信 不 通 に な る こと 。 

彼 は 、 せ っ か くさく 発 見 し た 情報 を 、 外 部 に 対し て 、 一 切 、 発 信 
不能 に な る こと 。 

その 情報 。 それは 、 結 局 、 最 初 か ら 、 無 か っ た こと に な る こ 
Cs 


それ ら に 対す る 、 対 策 。 

防 液 効 果 を 持つ 、 外 装 。 

そう し た 外装 の 設備 を 、 事 前 に 、 十 分 に 、 着 用 する こと 。 
例 。 

防水 効果 が ある 、 洪 水 艦 。 

防水 や 撲 水 の 、 効 果 が ある 、 洪 水 服 。 


液体 内 部 へ と 洪 る 際 に 、 そ うし た 設備 を 、 十 分 に 、 活 用 する 
と 

液体 内 部 へ と 、 一 時 的 に 滑 在 し 続け る 際 に 、 そ うし た 設備 
を 、 十 分 に 、 絶 え ず 、 活 用 し 続け る こと 。 


そう し た 対策 。 

それ は 、 以 下 の (1 ) に と っ て 、 以 下 の (2) の 実現 の た め 
に 、 必 須 で ある こと 。 

(1) 

気体 性 の 生物 。 

精子 。 男 性 。 移 動 生 活 様式 者 。 男 性 優位 社会 の 構成 者 。 
(2) 

以下 の よう な 社会 の 、 発 見 や 内 部 探査 。 

液体 性 の 生物 が 生成 する 、 社 会 一 般 。 

卵子 の 社会 。 

女性 専用 社会 。 

女性 優位 社会 。 

定住 生活 様式 社会 。 


そう し た 対策 の 、 具 体 的 な 内 容 。 

液体 内 部 に お いて 、 気 体 的 な 本 性 を 隠蔽 し な が ら 、 表 向き 、 
ずっ と 、 液 体 的 に 、 振 舞い 続け る こと 。 

液体 的 な 仮面 を 、 気 体 的 な 本 当 の 顔 の 上 に 、 ず っ と 、 被 り 続 
ける こと 。 


そう し た 対策 の 、 根 本 的 な 欠陥 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


気体 性 を 持つ 存在 。 

初期 状態 に お いて 。 

彼 が 、 真 の 液体 性 を 、 そ も そ も 、 全 くく 知ら な いこ と 。 

その 結果 。 

彼 が 、 液 体 性 の 仮面 を 、 そ も そ も 、 全 く 、 見 つけ る こと が 出 
来 な いこ と 。 

彼 が 、 液 体 性 の 仮面 の 被り 方 を 、 そ も そ も 、 全 く 知 ら な いこ 
で 


気体 性 を 持つ 存在 。 

彼 が 、 真 の 液体 に 対し て 、 永 遠 に 、 真 に 接触 出来 な いま ま 

で 、 終 わる こと 。 

彼 が 、 真 の 液体 性 を 、 氷 遠 に 、 体 得する こと が 出来 な いま ま 
で 、 終 わる こと 。 

彼 が 、 真 の 液体 性 を 、 氷 遠 に 、 理 解す る こと が 出来 な いま ま 
で 、 終 わる こと 。 

彼 が 、 真 の 液体 の 内 情 を 、 永 遠 に 、 理 解す る こと が 出来 な い 
まま で 、 終 わる こと 。 

例 。 

欧米 諸国 の 社会 学者 た ち 。 

彼ら が 、 以 下 の 内 容 を 、 そ の まま で は 、 水 久 に 、 理 解 出来 な 
SC 

中 国 や ロシア や 日 本 や 韓国 の 社会 に お ける 、 真 の 社会 的 内 

情 。 


そう し た 欠陥 に 対す る 、 暫 定 的 な 対策 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


気体 性 を 持つ 存在 。 
彼 が 、 以 下 の 内 容 を 、 実 施す る こと 。 


液体 分 子 運 動 の シミ ュ レ ーション の プロ グラ ム を 、 実 行 す る 
こと 。 

その こと で 、 個 々 の 、 液 体 分 子 の 動き を 、 目 視 し て 、 理 解す 
Bars 

その こと で 、 個 々 の 、 液 体 分 子 に 掛か る 、 分 子 間 力 を 、 目 視 
し て 、 理 解す る こと 。 

その こと で 、 個 々 の 、 液 体 分 子 に 掛か る 、 表 面 張力 を 、 目 視 
с 埋 解す ず する こと: 


その 結果 。 

以下 の 内 容 を 、 珠 定 的 に 、 理 解す る こと 。 
定住 生活 様式 者 と し て の 、 液 体 分 子 。 
前 例 踏 覇者 と し て の 、 液 体 分 子 。 
集団 主義 者 と し て の 、 液 体 分 子 。 
同調 主義 者 と し て の 、 液 体 分 子 。 
調和 主義 者 と し て の 、 液 体 分 子 。 
隠蔽 主義 者 と し て の 、 液 体 分 子 。 
排他 主義 者 と し て の 、 液 体 分 子 。 
専制 支配 者 と し て の 、 液 体 分 子 。 
温室 生活 者 と し て の 、 液 体 分子 。 

中 心 指向 者 と し て の 、 液 体 分 子 。 


その 結果 。 
以下 の 内 容 を 、 暫 定 的 に 、 実 施す る こと 。 


単 一 の 液体 分 子 の 、 振 る 舞い 。 
その 、 液 体 性 の 生物 の 、 振 る 舞い へ の 、 買 き 換 え 。 
その 、 女 性 の 、 振 る 舞い へ の 、 買 きき 換え 。 


液体 分 子 群 の 、 振 る 舞い 。 

その 、 液 体 性 の 生物 の 社会 の 、 振 る 舞い へ の 、 次 き 換 え 。 
その 、 液 体 性 の 人 間 の 社会 の 、 振 る 舞い へ の 、 次 き 換 え 。 
0. ЖЕ, ЖЖ. В&ЗА. 


0. KUHEMALASO, ЖЖ. ВЯ. 
その 、 定 住 生活 様式 社会 の 、 振 る 舞い へ の 、 換 き 換 え 。 


生物 的 神経 系 に 対し て 、 宗 教 心 を 、 持 た せる こ 


法 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


生物 的 神経 系 に お いて 、 以 下 の よ うな 行為 を 、 


ОС, Я, ЕЯ Си. 
頼る こと 。 彼 自身 以外 の 他 者 に 対し て 。 


生物 的 神経 系 に 対し て 、 以 下 の よ うな 心理 を 、 


せる こと; 
依頼 心 。 


そう し た 心理 を 生み 出す た め に 。 


生物 的 神経 系 に 対し て 、 以 下 の よ うな 心理 を 、 


せる こと 。 
УМО. 
REMI. 
性 元 OD 心 。 
Ав EB QL). 


(1) 
そう し た 心理 を 生み 出す た め に 。 


生物 的 神経 系 に 対し て 、 以 下 の よ うな 体験 を 、 


Cs RS aan 


と 。 そ の 方 


させ る こと 。 
新た に 、 持 た 
新た に 、 持 た 
Milo. At 


問題 に 対す る 、 自 力 で の 解法 発見 が 、 不 可能 で ある こと 。 彼 


自身 が 、 そ の こと を 、 実 感 す る こと 。 


問題 に つい て の 、 自 力 で の 解決 が 、 不 可能 で ある こと 。 彼 自 


身 が 、 そ の こと を 、 和 実感 する こと 。 


彼 自身 の 、 問 題 解決 に お ける 、 無 能 性 。 彼 自身 が 、 そ の こと 
х. BRTSI¢. RASA. CNICIMMLC. METS 


See 


彼 自 身 が 抱え る 問題 の 解決 を 、 他 の 有 能 者 へ べ と 、 思 わ ず 、 丸 
投げ し た くく な る こと 。 彼 自身 が 、 そ うし た 欲求 を 、 新 た に 、。 
持っ ご と 

彼 自 身 が 抱え る 問題 の 解決 に お いて 、 他 の 有人 能 者 に 、 思 わ 

ず 、 頼 り た く な る こと 。 彼 自身 が 、 そ うし た 欲求 を 、 新 た 

に 、 持 つこ と 。 

彼 自 身 が 抱え る 問題 を 解決 出来 る 、 有 能 者 。 例 。 他 者 。 彼 自 
身 。 
そう し た 有 能 者 の こと を 、 上 位 者 と し て 、 称 工 し 、 尊 敬 し た 
く な る こと 。 彼 自身 が ど 、 そ うし た 欲求 を 、 新 た に 、 持 つこ 

Ce 
27 ULBRESICKIS. ABEMEDS, НАВЕС, В. 
ЦЕНЕ La, Mere MHC LC. В, 5 
し た く な る こと 。 彼 自身 が 、 そ うし た 欲求 を 、 新 た に 、 持 つ 
в 


自己 無力 感 が 、 よ り 強 い 生 物 。 

彼ら は 、 よ り 強 い 宗 教 心 を 、 持 ちや すい こと 。 彼 ら は 、 宗 教 
の 信者 に 、 よ り 、 な けり や すい こと 。 

自己 有 能 感 が 、 よ り 強 い 生 物 。 

彼ら は 、 よ り 強 い 宗 教 心 を 、 持 ちや すい こと 。 彼 ら は 、 宗 教 
の 教祖 に 、 よ り 、 な りや すい こと 。 


(2) 

そう し た 心理 を 生み 出す た め に 。 

生物 的 神 終 系 に 対し て 、 以 下 の よ うな 心理 的 傾向 を 、 新 た 
に 、 持 た せる こと 。 

自己 保身 性 。 

すなわち 。 

彼 自 身 の 保 身 を 、 い か な る 場合 に お いて も 、 最 優先 し た いこ 
Cn 
彼 自身 の 生存 維持 を 、 他 者 自身 の 生存 維持 より も 、 最 優先 し 
た いこ と 。 


彼 自 身 の 生存 維 持 に お ける 、 困 難 性 。 


{ЕВРЕЯ BOS. BBC HM. 


(2-1) 

それ ら の 存在 に 対し て 、 彼 自身 が 抱く 、 恐 怖 心 や 、 不 安心 
Хх, АИ Х2, АВЕО», 

そう し た 人 彼 自 身 に お ける マイ ナス の 心理 を 、 根 本 的 に 取り 除 
いて くれ る 、 有 能 者 。 そ うし た 、 他 者 。 


(2-2) 

MEARS. ПОНЕС. BK. НЗ Я 
処 や 対決 を 、 し た く な いこ と 。 

その 理由 。 

そう し た 人 行為 は 、 危 険 で て ある か ら 。 

そう し た 行為 は 、 非 温室 的 で て ある か ら 。 


そう し た 行為 を 、 彼 自身 の 代わ り に 、 行 っ て くれ る 、 自 己 冬 
牲 精神 に 溢れ た 、 有 人 能 者 。 そ うし た 、 他 者 。 


(23) 

それ ら の 存在 の 実在 を 、 彼 自身 が 、 経 験 し て いな いこ と 。 
$. НВС, Хх, BERL TUALLY 
ee 3 

彼 自身 が 、 究 極 の 有 能 者 で ある こと 。 


ЦЕНЕ К. Жи, MBL. BLE 
く な る こと 。 彼 自身 が ど 、 そ うし た 欲求 を 、 新 た に 、 持 つこ 


< 

そう し た 有 能 者 に お ける 、 有 能 人 性 が 、 超 絶 的 に 、 高 い 場合 。 
そう し た 有 能 者 の こと を 、 絶 対 者 や 神 と し て 、 絶 工 し 、 震 拝 
し た く な る こと 。 彼 自身 が 、 そ うし た 欲求 を 、 新 た に 、 持 つ 
ae ae 


自己 保身 性 が 、 よ り 強 い 生 物 。 

温室 生活 者 と し て の 性 格 が 、 よ り 強 い 生 物 。 
彼ら は 、 よ り 強 い 宗 教 心 を 、 持 ちや すい こと 。 
例 。 女性 。 


绝对 者 。 神 。 

彼ら は 、 究 極 の 、 有 能 者 で ある こと 。 
彼ら は 、 全 能 者 で ある こと 。 

彼ら は 、 最 上 位 者 で ある こと 。 


全能 者 。 何 で も 出来 る 者 。 
有 能 者 。 そ の 場 に お いて 必要 な 機能 の 、 提 供 が 、 出 来る 者 。 
無能 者 。 何 も 出来 な い 者 。 


彼 自身 が 、 彼 自身 に つい て 、 以 下 の よ うに 感じ る こと 。 
全能 感 。 彼 自身 が 、 何 で も 出来 る こと 。 彼 自身 が 、 全 能 者 で 
ある こと 。 彼 自身 が 、 絶 対 者 や 神 で ある こと 。 彼 自身 が 、 そ 
の こと を 、 自覚 する こと 。 

有人 能 感 。 彼 自身 が 、 そ の 場 に お いて 必要 な 機能 の 、 提 供 が 、 
出来 る こと 。 彼 自身 が 、 有 能 者 で ある こと 。 彼 自身 が 、 そ の 
こと を 、 自 覚 す る こと 。 

無能 感 。 彼 自身 が 、 何 も 出来 な いこ と 。 彼 自身 が 、 無 能 者 で 
ある こと 。 彼 自身 が 、 有 能 者 と し て の 他 者 を 、 必 要 と する こ 
と 。 彼 自身 が 、 そ の こと を 、 自 覚 す る こと 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

彼 自身 に お ける 、 生 き や す さ の 確保 。 

その た め に 必要 な 、 彼 自身 に お ける 、 問 題 解決 の 能力 。 
そう し た 能力 の 、 有 無 。 

そう し た 能力 の 、 水 準 の 、 高 低 。 

それ ら に つい て の 、 彼 自身 に お ける 、 自 覚 。 

そう し た 自覚 が 、 彼 自身 に お いて 、 新 た に 、 生 じ る こと 。 
それ は 、 彼 自身 に お ける 、 宗 教 心 の 源泉 で ある こと 。 


液体 性 と 、 専 制 支配 。 
液体 内 部 に お いて 。 


その 内 部 領域 は 、 集 合 論 の 視点 か ら は 、 以 下 の 二 通り へ と 、 
例外 無し に 、 区 分 され る こと 。 


хи, УУААЩ, BAL ALI“. 

LY. ХЛ УЗЛЕ, BEN, FENS_IC. 

そう し た 、 メ イン の 領域 と で サブ の 領域 し か 、 存 在 し 得 な い 
ce 

メイ ン の 領域 の 枠 。 

その 枠 は 、 サ ブ の 領域 の 外側 の 周囲 を 、 完 全 に 、 取 り 囲 み 、 
ВСС. ЯЗЬ. 


хуя. их. ЕивсфЬси. 
УЗ. и. MusChS=o¢&. 


СН. ВЖЕ ТЕЖЕ ЛХ, ПОНЕС 
て も 、 不 可 放 で ある こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

液体 性 に お ける 、 専 制 支配 の 発生 。 そ の 、 必 然 性 。 


液体 内 部 に お いて 。 
メイ ン の 者 。 上 位 者 。 彼 ら が 、 予 め 設 定 し た 、 枠 。 
サブ の 者 。 下 位 者 。 彼 ら が 、 そ の 枠 の 外側 へ と 脱出 する こ 


Ge 

その 実現 が 、 液 体 性 それ 自体 に 基づい て 、 自 動 的 に 、 不 可能 
と な る こと 

その 実現 が 、 液 体 性 それ 自体 に 基づい て 、 自 動 的 に 、 人 禁止 さ 
れる こと 。 


例 。 
可愛 さと 、 専 制 支配 。 


可愛 さ 。 
相手 の 下位 者 が 、 上 位 者 に 対し て 、 彼 自身 に つい て 、 以 下 の 
О BOULESS 


上 位 者 が 、 相 手 の 下 位 者 に 対し て 、 以 下 の よ うに 、 思 うこ 
と 。 
私 は 、 あ な た の こと を 、 可 愛 が り た い 。 
(+, ФНО. АНИ. 


相手 の 下位 者 が 、 上 位 者 に 対し て 取る 、 そ うし た 態度 。 


исх. 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


ия, ТЕ, №. 

上 位 者 に よっ て 、 そ の 枠 内 へ と 、 入 れ ら れる こと 。 

その 設定 枠 か ら 、 出 な いこ と 。 

その 設定 枠 か ら 、 出 よう と し な いこ と 。 

その 設定 枠 か ら 、 出 た く な いこ と 。 

thud. SES. DRONE CHS. 

下位 者 が 、 上 位 者 に よる 専制 支配 を 、 容 認 し 、 待 望 す る こ 
と 
それ ら の こと を 、 下 位 者 が 、 上 位 者 に 対し て 、 保 証し 、 明 示 
する 、 態 度 。 


APS OTS Se, 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


ия, ТЕ, №. 

下位 者 に よる 、 そ の 枠 に 、 和 衝突 する 、 行 為 。 

下位 者 に よる 、 そ の 枠 の 存在 に 対し て 、 反 抗 し 、 抵 抗 す る 、 
行為 。 

Кис ф5, COMO. ИЯ 5, 47. 

下位 者 に よる 、 そ の 枠外 へ と 出 よ うと する 、 行 為 。 

それ ら の 行為 を 、 下 位 者 が 、 上 位 者 に 対し て 、 取 ろう と する 
a 

下位 者 に よる 、 そ うし た 態度 。 


可愛 さ 。 そ の 概念 が 、 社 会 的 に 存在 する こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

液体 性 に お ける 、 専 制 支配 の 現象 。 そ の 明示 的 な 証拠 と な る 
=. 

その 社会 の 液体 性 。 そ の 明示 的 な 証拠 と な る こと 。 


液体 性 に お ける 、 専 制 支配 の 、 多 重 性 。 

液体 内 部 に お いて 、 最 上 位 の メイ ン の 人 扶 域 は 、 よ り 下 位 の サ 
7 Othe. над, ABLTTSICL. 

У УЗАВИ. $) PUNT OMe, BAMA, BS 
сое 

0+ УЗАВИ, KY MUN T OMe, BAMA, BS 
に CC る SS る 

“EI ORE) IRL. 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

液体 内 部 に お いて 、 最 上 位 の メイ ン の 領域 は 、 よ り 下 位 の サ 
プ ブ の 領域 を 、 専 制 支配 し て いる こと 。 

その サブ 領域 は 、 よ り 下 位 の サブ の 領域 を 、 専 制 支配 し て い 
а 

COT BMS. £Y Mun УЗ, С, TU 
Gace 

それ ら の 繰り 返し 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
液体 性 に お ける 、 専 制 支配 の 、 多 重 構 造 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

液体 内 部 に お いて 、 最 上 位 の メイ ン の 侍 域 は 、 よ り 下 位 の サ 
ОЗНА. WEA OTS CL. 

У УЗИ. Е Mint УЗВ, VETS 
ご ど 。 

У УЗИ. £Y Тм УЗВ, т 
SC 

それ ら の 繰り 返し 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

液体 内 部 に お いて 、 最 上 位 の メイ ン の 健 域 に 対し て 、 よ り 下 
MOAVT OMA, WRU EZ ATSIC. 

о УЗИ. KY Muny УФА BTR Re 
度 を 見 せ て いる こと 。 

その サブ 侍 域 に 対し て 、 よ り 下 位 の サブ の 領域 が 、 可 愛 い 能 


度 を 見 せ て いる こと 。 


“CAV OER 


IRL. 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
液体 性 に お ける 、 可 愛さ の 、 多 重 構 造 。 


量 も メイ ン の 存在 。 
最 上 位 者 。 


中 位 者 


最 所 X 直 > 四 存在 上 上 5 
TO. 下 位 


` Яо 
量 も サブ の 存在 に と っ て 
の 、 上 位 者 。 


時 も サブ の 存在 。 | 
最 下位 者 。 


液体 性 の 個体 の 間 に お ける 、 専 制 支配 。 
可愛 さ の 、 多 重 ボ トル 構造 


生物 の 身体 。 

それ は 、 彼 自身 の 神経 系 を 、 含 むこ と 。 
それ は 、 彼 自身 の 精神 を 、 含 むこ と 。 
それ は 、 彼 自身 の 心 を 、 含 むこ と 。 


生物 の 心身 。 生物 の 身体 に お ける 、 神 経 系 と 、 そ れ 以 外 の 部 


Te 


生物 の 心身 。 


それ は 、 生 殖 細胞 の 、 乗 り 物 で ある こと 。 


可愛 い 行 動 。 
サブ の 存在 が 、 メ イン の 存在 の 外側 に 、 自 力 で 、 
出 よ うと し な いこ 


サブ の 存在 が 、 メ イン の 存在 に 対し て 、 橋 突 か 
な いこ と 。 


可愛 ぐ な い 行 動 。 
サブ の 存在 が 、 メ イン の 存在 の 外側 に 、 自 力 で 、 


する こと 。 
サブ の 存在 が 、 メ イン の 存在 に 対し て 、 析 突 く 
こと 。 


その こと は 、 生 物 に お ける 、 遺 伝 的 子 換 の 生成 に 、 関 連 し て 


Wa 


生物 の 身体 に お ける 、 神 縦 系 其 外 の 部 分 。 


それ は 、 神 経 系 の 、 乗 り 物 で ある こと 。 

thud, RAIL BITS. BHRARO, FUMCHS_*. 
思考 回路 。 

KES AD RAO НАС С, НЕХ МАО. 
間 細 胞 。 思考 細 胞 。 

そう し た 思考 細胞 群 が 形 成す る 、 後 天 的 な 、 神 縦 回路 。 
その こと は 、 生 物 に お ける 、 文 化 的 子 換 の 生成 に 、 関 連 し て 
Woe es 


5 Lt. MUM FROARICET. 

思考 回 路 が 保有 する 、 ト ポロ ジ カ ル な 形状 。 

そう し た 形状 に 関す る 情報 の 、 外 部 環境 に 対す る 、 物 理 的 贅 
El, ЖД 

その 生物 に お いて 、 そ うし た 和 九 印 の 能力 が 、 必 須 で ある こ 

Cx 
そう し た 九 印 を 介し た 、 他 の 神経 系 へ の 、 そ うし た 思考 回 路 
р. aR, 

そう し た 生物 の 間 に お いて 、 そ うし た 九 印 の や り 取 り の 能 

が 、 必 須 で ある こと 。 

ВЕНАХ AIC 51] S. ©) (ЕВЕ 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

シン ボリ ッ ク な 相互 作用 。 そ の 能 


移动 生活 样式 者 。 移 动 生活 样式 社会 。 
例 。 欧 米 諸国 。 中 東 諸 国 。 モンゴル 。 


彼ら が 、 彼 ら 自 身 の 生 存 維持 に お いて 、 抱 える 、 根 本 的 な 問 
题 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


植物 の 生育 が 不良 な 、 外 部 環境 。 

例 。 乾燥 性 。 浴 涼 性 。 酷 熱性 。 

それ ら は 、 そ うし た 環境 の 下 で 暮らす 人 々 に お いて 、 以 下 の 
よう な 生活 村 式 を 、 邊 成す る ご と 。 

移動 生活 様式 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


REOWHAD, HELM, «НИЕ. 


РАЕН -5()>. SMOREOD, Е 80), BR 
化 。 

それ は 、 以 下 の 結 果 を 、 も た ら す 。 

移動 生活 様式 社会 に お ける 、 以 下 の 内 容 を 思考 する こと の 、 
不能 人 性 や 、 人 禁忌 性 。 

人 間 の 存在 を 、 生 物 一 般 へ と 、 含 め る こと 。 

人 間 の 精神 の 内 部 に 、 生 物 一 般 に 共通 する 性 質 を 、 幅 広く 、 
全面 的 に 、 見 出す こと 。 

移動 生活 様式 社会 に お ける 、 そ うし た 思 老 の 、 容 認 。 

それ は 、 そ の 社会 の 人 々 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 も た ら す 
ay er 

深刻 な 、 精 神 の 崩壊 。 

深刻 な 、 精 神 の 狂乱 。 

彼ら は 、 そ れ ら を 防止 する た め 、 以 下 の 謝 策 を 、 強 制 さ れる 
a ae 

{KS ЕТ] 4. RABRO, ЖЕН. [lb oh 
葉 。 そう し た 必要 性 の 発生 。 

その 結果 。 

彼ら は 、 植 物 の 生育 が 不良 な 外部 環境 に 対し て 、 生 き 残 る こ 
と が 出来 な く な り 、 死 滅する こと 。 


彼ら は 、 そ れ ら を 防止 する た め 、 以 下 の 思 考 を 、 強 迫 的 に 、 
行う 必要 が 有る こと 。 

APIO. ОЕ, ШЗ SIL. 

それ は 、 彼 ら に 対し て 、 以 下 の 二 つの 思考 に つい て の 、 二 者 
択 一 を 、 強 制す る こと 。 


(1) 
彼ら の 存在 は 、 他 の 生物 一 般 よ り も 、 劣 位 で ある こと 。 
彼ら の 存在 は 、 他 の 生物 一 般 よ り も 、 下 位 で ある こと 。 


(2) 
彼ら の 存在 は 、 他 の 生物 一 般 よ り も 、 優 位 で ある こと 。 
彼ら の 存在 は 、 他 の 生物 一 般 よ り も 、 上 位 で ある こと 。 


上 記 の (1) は 、 彼 ら に と っ て 、 余 り に も 、 茸 酷 で 、 屈 辱 的 
で 、 受 け 入 れ 難 い 内 容 で ある こと 。 

その 結果 。 

彼ら に は 、 上 記 の (2) を 、 受 け 和 信 れ る 選択 肢 し か 、 残 され 
て いな いこ と 。 

その 結果 。 

Wolk. LAM (2) を 、 必 死に な っ て 、 強 迫 的 に 主張 し 続 
ける し か 、 無 いこ と 。 

例 。 

ユダ ヤ 教 。 キ リス ト 教 。 イ スラ ム 教 。 

それ ら の 宗教 に お ける 、 大 地 創 造 の 神話 。 

その 内 容 に お ける 、 人 間 の 、 他 の 生物 一 般 に 対す る 、 人 圧倒 的 
УМО». ЧЕ. 


上 記 の 内 容 。 

それ ら は 、 移 動 生 活 様式 者 に お ける 、 根 本 的 な 急所 で あり 、 
致命 的 な 弱点 で ある こと 。 

それ ら は 、 移 動 生 活 様式 社会 に お ける 、 根 本 的 な 急所 で あ 
り 、 致 命 的 な 弱点 で ある こと 。 


定住 生活 様式 者 。 定 住 生 活 様式 社会 。 

例 。 中 国 。 ロ シア 。 韓 国 。 日 本 。 

彼ら が 、 以 下 の 要 所 を 、 ず っ と 、 絶 え 間 無く 、 突 き 続 け 、 攻 
め 続 ける こと 。 

移動 生活 様式 の 人 々 に お ける 、 上 記 の 急所 や 比 点 。 

その 結果 。 

定住 生活 様式 者 。 定 住 生 活 様式 社会 。 

彼ら は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 新 た に 、 出 来る よう に な る こ 
ae 
移動 生活 様式 者 や 、 移 動 生 活 様式 社会 に 対し て 、 世 界 的 に 、 
永続 的 に 、 優 位 に 立ち 続け る こと 。 


他 の 社会 に よる 、 後 天 的 定住 集団 社会 の 、 支 配 。 
そう し た 支配 の 、 水 続 的 な 、 可 能 化 。 


Hi, ЕС. НЖ-Ж9 5. АА. 


その 方 法 。 

それ は 、 以 下 の ル ー ル に 、 基 づく こと 。 

他 の 社会 が 、 後 天 的 定住 集団 社会 に お ける 最上 位 を 、 奪 取 す 
る こと 。 

他 の 社会 が 、 そ の 実現 に 、 い っ た ん 成功 し た 場合 。 

上 記 の 社会 は 、 そ の 後天 的 定住 集団 社会 を 、 何 ら 抵 抗 を 受け 
る こと 無く 、 永 続 的 に 、 支 配 し 続け る こと が 、 出 来る こと 。 
例 。 戦 後に お ける 、 ア メリ カ に よる 、 日 本 の 支配 。 その 、 水 


= 


"ЕВЕ. 

他 の 社会 が 、 後 天 的 定住 集団 社会 に お ける 最上 位 を 、 奪 取 し 
よう と する 場合 。 

その 後天 的 定住 集団 社会 の 側 か ら 、 総 力 戦 で の 、 決 死 の 、 玉 
砕 的 な 、 総 合 的 で 全面 的 な 抵抗 を 、 徹 旗 的 に 、 受 ける こと 。 
そう し た 抵抗 は 、 そ の 後天 的 定住 集団 社会 の 最上 位 者 が 、 負 
け を 認め る まで 、 水 久 に 続く こと 。 

他 の 社会 は 、 上 記 の 最終 目的 の 達成 の た め に 、 そ うし た 抵抗 
を 、 徹 族 的 に 、 一 つ 残 ら ず 、 完 全 に 粉砕 する 必要 が ある こ 

Cs 
例 。 太 平 洋 戦 争 に お ける 、 ア メリ カ に よる 、 日 本 本 土 に 対す 
>. МАНЕ. УИ, 

他 の 社会 は 、 上 記 の 最終 目的 の 達成 の 後 、 新 た な 抵抗 の 可能 
性 を 完全 に 封じ 込め る た め の 軍 備 を 、 そ の 後天 的 定住 集団 社 
会 の 中 心 部 の 極 く 近傍 に 、 継 続 的 に 、 配 四 す る こと 。 

$]. 戦後 に お ける 、 ア メリ カ に よる 、 日 本 の 首都 園 の 極 く 近 
UM, АННЕ но), Ric 继续 。 


後天 的 定住 集団 社会 に お ける 、 こ うし た 性 格 。 
それ は 、 後 天 的 定住 集団 社会 に お ける 、 根 本 的 な 急所 で あ 
И, ЗНА CHSIL. 


22 (17-8259. 
それ を 、 別 の 社会 が 、 新 た に 活用 する こと 。 そ の 可能 性 。 


例 。 他 の 、 定 住 生活 様式 社会 。 
中 国 。 ロジ ア 。 Е. 


彼ら は 、 そ の 後天 的 定住 集団 社会 の 支配 に 当たっ て 、 専 制 支 
配 を 、 更 に 、 組 み 入 れる こと 。 

彼ら は 、 そ の こと で 、 そ の 後天 的 定住 集団 社会 に 対す る 、 永 
続 的 支配 を 、 更 に 、 強 固 に する こと が 出来 る こと 。 


彼ら が 、 そ の 後天 的 定住 集団 社会 に 対し て 、 深 い 恨 み を 、 予 
め 、 抱 いて いる 場合 。 

例 。 日 本 に 対し て 。 

仮に 、 彼 ら が 、 そ の 後天 的 定住 集団 社会 の 最上 位 を 、 奪 取出 
来 た 場合 。 

彼ら は 、 そ の 後天 的 定住 集団 社会 の こと を 、 永 久 に 、 傷 め 続 
け 、 い た ぶり 続け る こと が 、 出 来る こと 。 

例 。 韓 国 は 、 そ うし た 日 本 を 、 氷 久 に 、 傷 め 続け 、 い た ぶり 
続け る こと が 、 出 来る こと 。 


生物 に お ける 、 有 性 生殖 の 、 起 源 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(1) 

生物 の 本 質 が 、 液 体 性 で ある こと 。 

そう し た 、 液 体 性 の 生物 個体 の 中 か ら 、 相 対 的 に 気体 性 の 生 
物 個体 が 、 新 た に 、 生 成 さ れ た こと 。 

そう し た 、 遺 伝 情報 に お ける 、 人 次 然 変異 の 、 発 生 。 

それ は 、 有 性 生殖 の 起源 で ある こと 。 

それ は 、 生 物 に お ける 、 液 体 性 の 配偶 者 と 、 気 体 性 の 配偶 者 
と の 、 分 離 で ある こと 。 

それ は 、 生 物 に お ける 、 精 子 と 卵子 と の 、 分 離 で ある こと 。 
それ は 、 生 物 に お ける 、 男 女 の 分離 で ある こと 。 


(2) 
生物 の 本 質 が 、 液 体 性 で ある こと 。 
そう し た 生物 に お いて 、 相 対 的 に 気体 性 の 生物 と 、 相 対 的 に 


液体 性 の 生物 と が 、 新 た に 、 分 離し た こと 。 
例 。 相 対 的 に 気体 性 の 生物 と し て の 、 ウ ィ ル ス 。 
例 。 相 対 的 に 液体 性 の 生物 と し て の 、 多 細胞 生物 。 


そう し た 、 遺 伝 情 報 に お ける 、 人 次 然 変 異 の 、 発 生 。 

そう し た 、 相 対 的 に 気体 性 の 生物 と 、 相 対 的 に 液体 性 の 生物 
と が 、 同 時 並行 で 、 相 互 に 交わ ら な い 形 で 、 併 在 し て いる こ 
Cs 
それ が 、 あ る きっ か け で 、 彼 ら が 、 相 互 に 、 交 わる よう に 、 
な っ た こと 。 

そう し た 、 遺 伝 情 報 に お ける 、 姿 然 変 異 の 、 発 生 。 

それ は 、 江 数 分 多 の 起源 で ある こと 。 


それ は 、 有 性 生殖 の 起源 で ある こと 。 

それ は 、 生 物 に お ける 、 液 体 性 の 配偶 者 と 、 気 体 性 の 配偶 者 
と の 、 併 存 で ある こと 。 

それ は 、 生 物 に お ける 、 精 子 と 卵子 と の 、 併 存 で ある こと 。 
それ は 、 生 物 に お ける 、 男 女 の 併 在 で ある こと 。 


(3) 

生物 の 本 質 が 、 液 体 性 で ある こと 。 

そう し た 生物 に お いて 、 相 対 的 に 気体 性 の 生物 と 、 相 対 的 に 
液体 性 の 生物 と が 、 新 た に 、 分 離し た こと 。 

例 。 相 対 的 に 気体 性 の 生物 と し て の 、 ウ ィ ル ス 。 

$. 相対 的 に 液体 性 の 生物 と し て の 、 多 細胞 生物 。 


その 後 。 

気体 性 の 生物 が 、 液 体 性 の 生物 へ と 、 新 た に 、 飛 び 込 ん で 、 
КИЖИ. 

気体 性 の 生物 が 、 液 体 性 の 生物 と 、 新 た に 、 合 体 し た こと 。 
その 結果 。 

それ は 、 有 性 生殖 の 起源 で ある こと 。 

それ は 、 生 物 に お ける 、 液 体 性 の 配偶 者 と 、 気 体 性 の 配偶 者 
と の 、 共 存 で ある こと 。 

それ は 、 生 物 に お ける 、 精 子 と 卵子 と の 、 共 存 で ある こと 。 
それ は 、 生 物 に お ける 、 男 女 の 共 存 で ある こと 。 


追加 の 内 容 。2022 年 10 月 初 
出 。 生 物 的 神経 系 。 そ の 神経 
回 路 の 、 設計 と 実装 に お け 
る 、 劉 意 点 。 物 理 的 力学 の 一 
环 LT ID、 生物 的 力学 。 生 
物 の 精神 に お ける 傷 や 病 。 そ 
TR 


気体 と 液体 と の 、 混 在 。 
気体 中 に 存在 する 、 液 体 。 
Bil, =. ж. №. 
液体 中 に 存在 する 、 気 体 。 
例 。 微細 な 気泡 。 


それ ら の 現象 の 、 生 物 社 会 へ の 適用 。 
気体 中 に 存在 する 、 液 体 。 

例 。 男 性 優位 社会 に お ける 、 女 性 。 
液体 中 に 存在 する 、 気 体 。 

例 。 女 性 優位 社会 に お ける 、 男 性 。 


生物 的 神経 系 に お け 、 部 品 間 の 結合 。 
生物 的 神经 系 !( 二 扮 上 吾 、 部 品 间 O 元 一 久 O 送 受信 。 
それ ら は 、 キ ュー に т. ПО ВЕ 
м 


キュ ー を 管理 する 、 シ ステ ム 。 

キュ ー の 配列 番号 は 、 部 品 毎 に 、 一 つ ず つ 、 一 意 で 、 付 く こ 
в 
キュ ー の 配列 番号 は 、 部 品 の 配列 番号 と 、 同 一 で ある こと 。 
各部 品 の 結合 先 の 相手 。 そ れ ら の 番号 や 名 前 を 参照 する 表 。 
そう し た 表 を 、 生 成す る こと 。 

そう し た 表 を 、 部 品 間 に お ける 新規 の 結合 の 生成 に 伴っ て 、 
その 都度 、 新 規 に 生成 する こと 。 


各部 品 に お いて 。 

発火 に よっ て 、 生 成す る 、 デ ー タ の 数 量 。 

発 記 に よっ て 、 生 成す る 、 デ ー タ の 内 容 。 
発火 の 頻度 。 

それ ら の 値 を 、 学 習 結果 に 基づい て 、 可 変化 する こと 。 


各部 品 に お いて 。 

結合 先 の 相手 と な る 部 品 。 

デー タタ 送信 先 の 相手 と な る 部 品 。 

それ ら の 相手 先 を 、 新 規 に 生成 可能 に する こと 。 


тан. т. 

ロー カル な 場合 。 キ ュー の や り 取 り の 範囲 を 、 生 物 内 部 へ 
と 、 限 定 す る こと 。 

グロ ー バ ル な 場合 。 キ ュー の や り 取 り の 範囲 を 、 全 体 世 界 へ 
Ао. 


資源 管理 の 基盤 。 内 部 環境 。 外 部 環境 。 

そう し た 基盤 の 内 部 に お ける 、 プ ロ セ ス 。 

不足 中 枢 。 資 源 の 不足 を 、 通 知 し 、 和 警 告 す る こと 。 そ の プロ 
セス 。 そ れ は 、 中 間 細 胞 に 対し て 、 促 進 的 出力 を 行う こと 。 
それ は 、 そ うし て 、 中 間 細 胞 を 制御 する こと 。 

RIP, 資源 の 過 乗 ! を 、 通 知 し 、 和 警告 する こと 。 そ の プロ 
セス 。 そ れ は 、 中 間 細 胞 に 対し て 、 抑 制 的 出力 を 行う こと 。 
それ は 、 そ うし て 、 中 間 細 胞 を 制御 する こと 。 

それ ら は 、 以 下 の よ うな プロ セス か ら 、 成 る こと 。 


内 上 蔵 し て いる 資源 量 の 、 計 算 。 

流入 し て いる 資源 量 の 、 計 算 。 生産 し て いる 資源 量 の 、 計 
算 。 
流出 し て いる 資源 量 の 、 計 算 。 消 費 し て いる 資源 量 の 、 計 
算 。 
それ ら を 、 リ アル タイ ム で 、 和 算出 する こと 。 


外部 か ら 、 内 部 へ と 、 資 源 を 送り 込む 、 プ ロ セ ス 。 
内 部 か ら 、 外 部 へ と 、 資 源 を 送り 出す 、 プ ロ セ ス 。 
内 部 に お いて 、 資 源 を 生産 する プロ セス 。 
内 部 に お いて 、 資 源 を 消費 する プロ セス 。 


神経 系 側 に お ける 、 プ ロ セ ス 。 

神経 系 の 中 間 細 胞 に よる 、 資 源 出 力 と 資源 入力 と の 、 察 ぎ 。 
出力 細胞 に よる 、 資 源 吸 入 の 、 筋 力動 作 。 

人 力 細 胞 に よる 、 外 部 資源 が 、 そ こ に 、 今 も 、 存 在 す る こと 
の 、 感 知 動作 。 


それ ら を 、 相 互 に 、 キ ュー で 、 繋 ぐ こ と 。 
その こと で 、 生 物 内 部 や 、 全 体 世 界 に お ける 、 資 源 の や り 取 
り の 、 シ ステ ム や 市 場 を 、 構 築 す る こと 。 


液体 性 。 卵 子 性 。 女 性 性 。 
社会 全体 を 、 順 応 性 で 固め よう と する 傾向 。 
社会 全体 を 、“Yes” で 固め よう と する 傾向 。 


気体 性 。 精 子 性 。 男 性 性 。 
社会 全域 に 、 反 転 性 を 散在 させ よう と する 傾向 。 
社会 全域 に 、“No” を 散在 させ よう と する 傾向 。 


キュ ー の 構成 要素 。 
細胞 。 

神経 系 。 

入力 細胞 。 
出 力 细胞 。 


中 间 细 胞 。 


生物 に と っ て の 内 部 環境 に お ける 、 資 源 管 理 。 
生物 に と っ て の 外部 環境 に お ける 、 資 源 管 理 。 


神経 系 と 、 内 部 資源 管理 基盤 と の 、 結 合 が 、 必 要 で ある こ 


Cs 
神経 細胞 と 、 内 部 資源 管理 の 細胞 と の 、 結 合 が 、 必 要 で ある 
оо 


神経 系 と 、 外 部 資源 管理 基盤 と の 、 結 合 が 、 必 要 で ある こ 
と 

神経 細胞 と 、 外 部 資源 管理 の 機構 と の 、 結 合 が 、 必 要 で ある 
в 


キョ ュー の 主体 ば 。 サー バー で ある ご と 
キュ ー の 主体 は 、 生 物 的 な 、 細 胞 で ある こと 。 
キュ ー の 主体 は 、 無 生物 的 な 、 機 構 で ある こと 。 


キュ ー の 送信 者 は 、 ク ライ アン ト て で ある こと 。 


キュ ー の 受信 者 は 、 サ ー バ ー で ある こと 。 
キー の 集計 者 は 。 サー バー で ある こと 。 


キュ ー の 管理 に お いて 。 

神経 系 と 、 内 部 環境 と 、 外 部 環境 と を 、 通 中 し た 、 一 括 の 全 
体 管理 が 、 必 要 で ある こと 。 

それ ら に つい て の 、 全 体 の 一 覧 把握 が 、 必 要 で ある こと 。 


生物 的 神経 系 の 、 実 現 。 

その た め の 、 キ ュー の 管理 。 

それ は 、 キ ュー の 種類 別 の 、 バ ラバ ラ の 管理 で は 、 駄 目 で あ 
る こと 。 

それ ら の 、 一 元 管理 が 、 必 要 で ある こと 。 


プロ グラ ム に お ける 、 キ ュー の 管理 。 例 。Python 言 語 。 


(3, HS CHET SAD, PHOTIC. 


多重 入れ 子 構造 の 、 世 界 全 体 を 統合 する 、 巨 大 な 辞書 。 
Ее А, (EOL Ce 


キュ ー の 新規 結合 生成 に お いて 、 乱 数 を 使用 する こと 。 
その た め 、 静 書 に お いて 、 キ ュー の 自動 的 な 項 番 管理 が 、 必 
須 で ある こと 。 


全体 統合 的 な 、 各 部 品 の 名 前 の 辞書 を 、 先 ず 、 生 成す る こ 
Cs 
各部 品 の 名 前 の 辞書 か ら 、 各 部 品 の 項 番 の 配列 を 、 自 動 生 成 
pear oe 


SN ВЕ. ОЕ. 


(1) 

ЕЛ. 

VAR, {АВС 

階層 番号 を 、 最 初 の 番号 へ と 、 初 期 設 定 す る こと 。 人 階層 番号 
を 、1 つ 有 目 と する こと 。 


И: ЧАРА KI A CB BD ОРС 
階層 番号 を 、 一 つ 、 加 算 す る こと 。 


この 、 マ スタ と サブ と の 関係 を 、 根 幹部 か ら 、 末 端 部 へ と 、 
= ele PES ROSS 


キュ ー の 分 類 。 

1 つ 目 の 次 元 。 神 経 系 。 内 部 環境 に お ける 、 資 源 管理 。 外 部 
環境 に お ける 、 資 源 管理 。 

2 つ 目 の 次 元 。 生 物 。 無 生物 。 

これ ら の 、 二 つの 次 元 が 、 同 時 並行 で 、 動 作 す る こと 。 
それ ら の 関係 は 、 階 層 に よっ て は 、 和 解決 出来 な いこ と 。 
それ ら の 関係 は 、 旬 含 関 係 に よっ て は 、 解 決 出 来 な いこ と 。 
階層 は 、 旬 含 関係 の 一 種 で て ある こと 。 

包含 関係 は 、 配 列 に よっ て 、 一 通り 、 表 現 可 能 で ある こと 。 


(2) 
集合 モデ ル 。 
マス タ の 内 部 に 、 サ ブ を 、 複 数 、 含 むこ と 。 


その 場合 。 


無生物 の 内 部 に 、 生 物 を 、 複 数 、 含 むこ と 。 
thud, EFC TOIL. 

全体 世界 の 内 部 に 、 生 物 と 、 無 生物 と を 、 複 数 、 含 むこ と 。 
tht, EFCC IL. 

pe 


mOAHD о 


EER eT SHLD, М. WECH SIL. 


部 品 間 に お ける 、 デ ー タ や 物質 の 、 や り 取 り 。 

それ ら を 実現 する 。 キ ュー の 。 サー パー と ケラ イア ント 。 
その 機能 は 、 一 番 下 の 階層 の 、 オ ブ ジ ェクト や プロ セス の み 
が 、 所 有する こと 。 


全体 世界 に お ける 、 全 て の 結合 を 、 最 初 に 、 予 め 構 築 す る こ 


と 

それ は 、 多 重 入 れ 子 構造 に よっ て 、 表 現さ れる こと 。 

その 内 容 を 、 グ ロー バル 変数 と し て 、 取 り 扱 うこ と 。 

その 内 容 を 元 に 、 各 プロ セス や 、 各 キュ ー を 、 自 動 的 に 、 生 
成 し 、 起 動 す る こと 。 

その 実現 の た め の 各 関数 に お いて 、 上 記 の グロ ー バ ル 変 数 
を 、 有 効 化 する こと 。 


結合 の 新規 生成 や 、 結 合 強度 の 学習 が 行わ れる 毎 に 、 上 記 の 
グロ ー バ ル 変 数 の 内 容 を 、 そ の 都度 、 直 接 、 変 更 す る こと 。 
その こと で 、 全 体 世界 に お ける 、 結 合 構造 や 結合 内 容 に お け 
5, ВА, RAC. HT SIL. 


資源 管理 の アル ゴリ ズム 。 


れ は 、 以 下 の 手順 で ある 。 


資源 の 量 の 計測 。 

前 段階 に お ける 、 資 源 の 量 の 、 呼 び 出し 。 

資源 の 流入 量 の 、 取 得 。 子 の タイ マー プロ セス を 、 利 用 する 
ее 

資源 の 流出 量 の 、 取 得 。 子 の タイ マー プロ セス を 、 利 用 する 
ae 

資源 の 生産 量 の 、 取 得 。 子 の タイ マー プロ セス を 、 利 用 する 
=. 

資源 の 消費 量 の 、 取 得 。 子 の タイ マー プロ セス を 、 利 用 する 
a 


現 段 階 に お ける 、 資 源 の 量 の 、 計 算 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


前 段階 に お ける 、 資源 の 量 。 
TIA. 新規 の 、 流 和信 量 と 生産 量 。 
マイ ナス 。 新規 の 、 流 出 量 と 消費 量 。 


Dain RAO ARS’ aA. REO RRS CUT. ae 
し 、 保 存する こと 。 

新た に 算出 し た 、 資 源 量 に つい て の 計算 結果 。 そ の 数 値 を 、 
新た な 、 現 段階 の 資源 量 と し て 、 新 た に 、 設 定 す る こと 。 


以上 の 手順 を 、 無 限 ル ー プ に よっ て 、 結 り 返 すこ と 。 


РИН. CORO, НЕО), Е 
資源 の 流入 。 そ の 時 の 、 流 和信 量 の 、 
それ ら は 、 自 動 タ イマ ー プ ロ セ ス か 、 神経 系 動作 の プロ セス 
に よっ て 、 実 現さ れる こと 。 


資源 の 消費 。 そ の 時 の 、 消 費 量 の 、 設 定 。 こ の 量 は 、 広 義 の 
流出 量 に 、 含 まれ る こと 。 
資源 の 生産 。 そ の 時 の 、 生 産 量 の 、 設 定 。 こ の 量 は 、 広 義 の 
流入 量 に 、 含 まれ る こと 。 


それ ら は 、 自 動 タ イマ ー プ ロ セ ス か 、 神 終 系 動作 の プロ セス 
に よっ て 。 実 移さ れる こと 。 


全体 世界 に お いて 。 

ある 存在 に と っ て の 、 資 源 の 流出 。 そ れ は 、 別 の 存在 に と っ 
て の 、 資 源 の 流入 に 、 相 当 す る こと 。 そ の 二 つ が 、 互 い に 別 
物 と し て 、 同 時 に 生起 する こと 。 

ある 存在 に と っ て の 、 資 源 の 流入 。 そ れ は 、 別 の 存在 に と っ 
て の 、 資 源 の 流出 に 、 相 当 す る こと 。 そ の 二 つ が 、 互 い に 別 
物 と し て 、 同 時 に 生起 する こと 。 

ある プロ セス に と っ て の 、 資 源 の 流出 。 それ は 、 別 の プロ セ 
ス に と っ て の 、 資 源 の 流入 に 、 相 当 す る こと 。 そ の 二 つ が 、 
互い に 別物 と し て 、 同 時 に 生起 する こと 。 

ある プロ セス に と っ て の 、 資 源 の 流入 。 そ れ は 、 別 の プロ セ 
ス に と っ て の 、 資 源 の 流出 に 、 相 当 す る こと 。 そ の 二 つ が 、 
互い に 別物 と し て 、 同 時 に 生起 する こと 。 

それ ら の 同時 生起 を 保証 する 、 よ り 上 位 の 存在 が 、 必 要 で あ 
る こと 。 そ れ は 、 物 理 法則 で ある こと 。 そ れ は 、 力 学 で ある 
koe ae 
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的 な 力 関 係 に よっ て 、 決 まる こと 。 そ の 物理 的 な 力 関 係 を 決 
め る ルー ル が 、 物 理 法則 で あり 、 物 理 的 な 力学 で ある こと 。 


生物 的 な 力学 。 
それ は 、 物 理 的 な 力学 の 延長 線上 に 、 存 在 す る こと 。 
それ は 、 物 理 的 な 力学 の 、 一 種 で て ある こと 。 


Лех. Зав. 

力学 的 な 、 大 小関 係 。 

例 。 エ ネル ギー。 和 重力 。 熱 。 光 。 磁 気 。 電 気 。 電 子 。 情 報 通 
信 ， 

それ ら が 、 生 物 の 間 に お ける 、 上 下関 係 を 、 決 定 し 、 形 成す 
る こと 。 

それ ら が 、 無 生物 の 間 に お ける 、 上 下関 係 を 、 決 定 し 、 形 成 
する 

それ ら が 、 生 物 と 無生物 と の 間 に お ける 、 上 下関 係 を 、 決 定 
Us 形成 する こと 


ЦЕ. ЛЕНЕ RRA. 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

上 位 者 は 、 下 位 者 の 資源 を 、 物 理 的 に 、 奪 取出 来る こと 。 

上 位 者 は 、 下 位 者 の 資源 を 、 物 理 的 に 、 取 得する こと 。 
下位 者 は 、 上 位 者 に よっ て 、 彼 自身 の 資源 を 、 奪 取 さ れる こ 
Cx 

下位 者 は 、 そ の こと で 、 彼 自身 の 資源 を 、 喪 失 す る こと 。 
下位 者 は 、 上 位 者 の 資源 を 、 和 奪取 不可 能 で ある こと 。 
下位 者 は 、 上 位 者 の 資源 を 、 上 位 者 の 同意 が 無い 限り 、 取 得 
不可 能 で ある こと 。 


それ ら は 、 生 物 の 間 で 、 共 通 に 、 成 立 す る こと 。 
それ ら は 、 無 生物 の 間 で 、 共 通 に 、 а: Ce 
それ ら は 、 生 物 と 無生物 と の 間 で 、 HOES оо: 


WARD. НР. Huh. ФУ. Flu? 
それ は 、 そ うし た 力学 的 関係 に 基づい て 、 自 動 的 に 、 決 定 さ 
れる こと 


液体 的 な 上 下関 係 。 高密 度 な 上 下関 係 。 滑ら か な 上 下関 係 。 
相手 と の 間 に 、 摩擦 が 発生 し な いこ と 。 相 手 に т 
の 試み に 対し て 、 そ も そ も 、 何 も 抵抗 出来 な いこ 


気体 的 な 上 下関 係 。 低 密 度 な 上 下関 係 。 粗い 上 下関 係 。 
相手 と の 間 に 、 摩 擦 が 発生 する こと 。 相 手 に よる 資源 奪取 の 
試み に 対し て 、 抵 抗 が 可能 で ある こと 。 


資源 の 出入 り 。 

資源 の 流入 と 流出 。 

資源 の 取得 と 喪失 。 

それ ら は 、 二 つの 存在 の 間 の 関係 に よっ て 、 以 下 の よ うに 分 
類 さ れる こと 。 

それ ら は 、 二 つの プロ セス の 間 の 関係 に よっ て 、 以 下 の よ う 
に 分 類 さ れる こと 。 

対等 な 関係 。 資源 は 、 プ ラス マイ ナス ゼロ の 、 等 価 交 換 と な 
る こと 。 相 互 に 、 同 等 に 、 和 奪取 する こと 。 相 互 に 、 同 等 に 、 


搾取 する こと 。 

上 下関 係 。 資源 の 出入 り に 関し て 、 一 方 的 な 、 黒 字 か 赤字 と 
な る こと 

それ ら は 、 生 物 の 間 で 、 共 通 に 、 成 立 す る こと 。 

それ ら は 、 無 生物 の 間 で 、 共通 に 、 oe ae 

それ ら は 、 生 物 と 無生物 と の 間 で 、 共 通 に 、 成 立 す る こと 。 
上 位 者 は 、 彼 自身 の 資源 を 、 物 理 的 に 、 占 有 出 来る こと 。 
上 位 者 は 、 彼 自身 の 資源 を 、 下 位 者 に よる 奪取 の 試み に 対し 
て 、 物 理 的 に 、 防 衛 出 来る こと 。 


下位 者 は 、 彼 自身 の 資源 を 、 物 理 的 に 、 


占有 出来 な いこ と 


下位 者 は 、 彼 自身 の 資源 を 、 о 


て 、 物 理 的 に 、 防 衛 出 来 な いこ 

上 位 者 は 、 下 位 者 を 、 物 理 的 に 、 移 設 出 来る こと 。 
上 位 者 は 、 下 位 者 を 、 物 理 的 に 、 移 動 出来 る こと 。 
上 位 者 は 、 下 位 者 を 、 物 理 的 に 、 排 除 出来 る こと 。 
下位 者 は 、 上 位 者 を 、 物 理 的 に 、 移 設 出来 な いこ と 
下位 者 は 、 上 位 者 を 、 物 理 的 に 、 移 動 出 来 な いこ 
下位 者 は 、 上 位 者 を 、 物 理 的 に 、 排 除 出来 な いこ 
液体 资源 。 例 。 水 。 

气体 资源 。 例 。 酸 素 。 


それ ら は 、 流 動 可能 で ある こと 。 そ れ ら は 、 自 動 的 に 流 人 す 
る こと 。 そ れ ら は 、 自 動 的 に 流出 する こと 。 


< 


それ ら に 対し て は 、 和 刻印 や 彫刻 や 印刷 が 、 不 可能 で ある こ 
Cs 

固体 資源 。 例 。 金属 。 岩 石 。 

それ ら は 、 流 動 不 能 で ある こと 。 そ れ ら は 、 人 不動 で あるこ 


と 。 そ れ ら は 、 手 動 で の 移 人 が 、 必 要 で ある こと 。 そ れ ら 
は 、 手 動 で の 移出 が 、 必 要 で ある こと 。 
それ ら に 対し て は 、 和 刻印 や 彫 刻 や 印刷 が 、 


米粒 。 
小麦 粉 。 


可能 で ある こと 。 


粒 体 資源 。 例 。 
粉 体 資源 。 例 。 


砂粒 。 


それ ら は 、 固 体 だ が 、 あ る 程度 、 流 動 可 能 で ある こと 。 
それ ら に 対し て は 、 和 刻印 や 太 刻 や 印刷 は 、 一 時 的 に 可能 で あ 
aD. НА CLS 92 oe. Ol. WF. 


SRA. ZKAR. 変形 資源 。 例 。 ア メー バ 。 柳 の 枝 。 
それ ら は 、 固 体 だ が 、 あ る 程度 、 可 動 で て ある こと 。 

それ ら に 対し て は 、 刻 印 や 彫刻 や 印刷 は 、 可 能 で ある が 、 
難 で ある こと 。 例 。 変形 する スポ ンジ へ の 、 文字 の 刻印 。 


情報 保持 が 可能 な 資源 。 
情報 消去 が 可能 な 資源 。 
例 。 
磁性 体 。 ハ ー ド ディ スク 。 
半導体 メモ リ 。 

プラ スチ ッ ク 。 音楽 CD。 
ALLA 7 


生物 の 個体 。 

生物 の 社会 。 

それ ら の 内 側 は 、 液 体 的 で ある こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

資源 性 。 有 資源 性 。 急 所 性 。 
非武装 性 。 傷 付き や すさ 。 
例 。 女 性 性 。 


それ ら の 外側 は 、 固 体 的 で ある こと 。 
それ ら の 外側 は 、 気 体 的 で ある こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

非 资源 性 。 和 无 资产 性 。 非 急 所 性 。 

武装 性 。 攻 贡 性 。 防 御 性 。 伤 付 坟 (<《 &. 
例 。 男 性 性 。 


生物 。 無 生物 。 
пр NAUMRAIL 5. ХТФЛФ. Ame, 8888. 


ЖЕ. 
取得 力 。 
攻撃 力 。 


例 。 
出力 細胞 に お ける 、 出力 の 強 さ 。 資 源流 入 基 盤 に お ける 、 性 


能 の 高 さ 。 


INGA. 
RN, HAA, BAN. HEN. RAN. 
BAIN, BH. 


#1. 
中 間 細胞 や 出力 細胞 に お ける 、 防 衛 戦 略 や 、 防 御 戦略 の 、 立 
ХЕ. HANES. 


それ ら の 力 の 、 大 小 や 強弱 を 、 資 源 の 、 流 出 や 流入 や 移動 
の 、 プ ログ ラム に お ける 、 パ ラメ ー タ と し て 、 設 定 す る こ 
と 。 


生物 。 無 生物 。 

それ ら の 資源 交換 に お ける 、 以 下 の 者 の 、 存 在 。 
ли, ЖИ, Шо, 

媒介 者 。 

仲介 者 。 

A. ER. 


それ ら は 、 上 具体 的 に は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
保管 メデ ィ ア 。 記 録 メ ディ ア 。 

通信 。 交通 。 流通 。 そ れ ら の 、 回 路 や 手段 。 
Sea. УБЕ, 


それ ら の 接続 先 の 、 決 定 者 。 
それ は 、 出 力 細 胞 で は 無い こと 。 


それ は 、 中 間 細 胞 で ある こと 。 


生物 。 

彼 自身 が 、 他 者 か ら 、 資 源 を 、 奪 取 す る 場合 。 

彼 自身 の 、 出 力 細 胞 と 、 資 源流 入 基盤 を 、 他 者 の 、 ど こ に 、 
その 都度 、 繋 げ る か ? 

それ は 、 以 下 の 場 所 で ある 。 


他 者 に お ける 、 彼 自身 の 資源 の 流出 口 。 
他 者 に お ける 、 彼 自身 の 資源 の 流出 口 で も 、 彼 自身 の 急所 で 
も 無い 、 唯 の ダミ ー の 口 。 


他 者 が 生物 で ある 場合 。 
他 者 に お ける 、 彼 自身 の 神経 系 の 活動 を 、 麻 塗 さ せる 、 ト リ 
= 


彼 自身 が 、 他 者 を 殺 熱 する 場合 。 

他 者 に お ける 、 彼 自身 の 神経 系 の 活動 を 、 終 了 さ せる 、 ト リ 
H-OA. 

451-515. KRBSOD. Bx Otesis, MRIS, Е 
ROA. 

他 者 に お ける 、 彼 自身 の 、 各 々 の 神経 細胞 の 生命 を 、 終 了 さ 
+5. BRO. 

他 者 に お ける 、 彼 自身 の 神経 細胞 に 対し て 、 活 動 性 を も た ら 
才 、 基 般 OD 口 。 

他 者 に お ける 、 彼 自身 の 神経 細胞 に 対し て 、 活 動 エ ネル ギー 
を 供給 する 、 基 盤 の 口 。 

他 者 に お ける 、 彼 自身 の 、 各 々 の 神経 細胞 の 活動 を コン ト 
ロー ル す る 、 基 盤 の 口 。 

他 者 に お ける 、 彼 自身 の 生命 維持 に お ける 、 急 所 の 口 。 


AW НАХ 95 (- It D. НАЗАНЕО ЛО). AT. 
その コン ピュ ー タ シミ ュ レ ーション に よる 、 和 実現 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


プロ セス 自体 の 、 終 了 。 
プロ セス 内 部 に お ける 、 エ ンド レス ルー プ の 、 終 了 。 


ORAS ARIZ BUT 


残存 する 資源 が 、 と て も 、 代 か で 、 少 な く な っ た 時 の 、 対 
応 。 
行動 に お ける 、 決 死 化 。 出来 る こと は 、 何 で も や る こと 。 


残存 する 資源 が 、 極 小 に な っ た 時 の 、 対 応 。 
ЕЕ. ОЕ. 
活動 再開 の 可能 性 を 、 予 め 、 確 保 す る こと 。 


残存 する 資源 が 、 完 全 に 尽き た 時 の 、 対 応 。 

活動 の 終了 。 各 々 の 神経 細胞 に お ける 、 プ ロ セ ス 自 体 の 、 終 
了 。 HALL. 

活動 再開 の 可能 性 を 、 確 保 不能 で ある こと 。 


政治 学 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

生物 に お ける 、 社 会 的 最上 位 者 を 中 心 と し て 、 把 所 され る 、 
生物 的 力学 。 


生物 の 本 質 に お ける 、 物 理性 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


生物 自身 が 、 物 理 的 存在 で ある こと 。 
生物 に と っ て 、 資 源 や 設備 は 、 物 理 的 存在 で ある こと 。 


生物 に と っ て 、 資 源 の 物理 的 奪取 が 、 彼 自身 を 、 よ り 、 生 き 
PTL FOL. 


FMI © ><. ЗА Х> 9 ($, MHEMEECH SIL. 
2-51) >, ЗН, MEMNFECHS I С. 
生物 に お ける 、 急 所 は 、 物 理 的 存在 で ある こと 。 


生物 に お ける 、 急 所 。 
その 物理 的 破壊 や 、 物 理 的 致傷 が 、 生 物 に と っ て 、 彼 自身 に 
お ける 、 致 命 傷 と な る こと 。 


生物 に お ける 、 鞭 力 や 支配 は 、 物 理 的 で ある こと 。 
生物 に お ける 、 攻 撃 と 防御 は 、 物 理 的 で て ある こと 。 


生物 に と っ て の 、 精 神 的 な 急所 。 

それ は 、 彼 自身 の 神経 系 の 内 部 に お いて 、 物 理 的 に 、 局 所 的 
に 、 和 人 存在 する こと 。 

そう し た 、 生 物 的 神経 系 。 

それ は 、 結 局 は 、 物 理 的 存在 で ある こと 。 

生物 的 神経 系 を 、 物 理 的 に 破壊 する と 、 生 物 の 精神 が 、 破 壊 
ANSI“. 


PONIES. ЖИЛ, MBAS , DRL. № 
納 さ れる こと 。 

生物 同士 の 政治 学 は 、 物 理 的 力学 へ と 、 収 徴 し 、 帰 納 さ れる 
Св 

208-50) 5. ЖЖ ЕЫГ SI &. 

‘thud. Ах, ИГО, BIL TOSI’. 

物理 的 資源 の 獲得 に お いて 、 彼 自身 が 、 よ り 有 利 に な る こ 
Cs 


生物 に と っ て の 、 精 神 的 な 急所 。 
生物 の 精神 に お ける 、 私 的 領域 。 


ВЕЛО KACO 5] >. РИА. 
生物 の 精神 に お ける 、 プ ライ バシ ー。 
生物 の 精神 に お ける 、 機 密 情 報 。 
生物 の 精神 に お ける 、 隠 し 事 。 
生物 の 精神 に お ける 、 内 部 抑圧 の 対象 。 


それ ら は 、 彼 自身 の 神経 系 の 内 部 に お いて 、 物 理 的 に 存在 す 
る る と 


生物 に と っ て の 、 精 神 的 な 急所 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


古傷 , トラ ウマ 。 古 い 怪 我 。 
岩切 り 。 Ma. ME. 
Hb. VT FADER. 


Sin. НЕВЕ РА. 
病気 。 障 害 。 
Mie. №0. ЮЖ. 


ЗЕМ, ЖЕ, SFA. ИЖЕ. 
例 。 有 性 生殖 に お ける 、 性 行為 。 


生物 の 精神 に お ける 、 傷 。 
生物 に お ける 、 精 神 病 。 

それ ら の 、 神 終 回 路 的 な 、 表 現 。 
それ ら の 実装 が 、 必 要 で ある こと 。 


生物 の 精神 に お ける 、 傷 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


過去 に お ける 、 彼 自身 の 、 失 敗 体験 。 
過去 に お ける 、 彼 自身 の 無能 人 性 に つい て の 、 体 験 。 
過去 に お ける 、 彼 自身 の 社会 的 下位 性 に つい て の 、 体 験 。 


過去 に お ける 、 彼 自身 の 資源 の 喪失 に つい て の 、 体 験 。 
過去 に お ける 、 彼 自身 の 自己 不信 性 に つい て の 、 体 験 。 
過 去 に お ける 、 彼 自身 の 、 他 者 に 対す る 不 合 性 に つい て の 、 
体験 。 


彼 自身 の 精神 や 神経 系 に お ける 、 そ れ ら の 記憶 。 


自己 の 精神 や 神 健 系 に お ける 、 過 去 の 古傷 。 

そう し た 古傷 を 、 引 きず ら な い 、 生 物 。 彼 自身 の メン タル 
は 、 強 いこ と 。 

そう し た 古傷 を 、 引 きず る 、 生 物 。 彼 自身 の メン タル は 、 民 
Eke 


自己 の 精神 や 神経 系 に お ける 、 過 去 の 古傷 。 

彼 自 身 の 精 神 や 神 健 系 の 内 部 に お ける 、 そ れ ら の 記憶 の 、 抑 
庄 。 

彼 自身 の 精神 が 、 そ れ ら の 記憶 を 、 想 起 し な いよ うに する こ 
Ce 


それ ら は 、 抑 制 タ イプ の 中 間 細 胞 に よっ て 、 行 われ る こと 。 
それ ら は 、 抑 制 タ イプ の フィ ー ド バッ ク 機 能 に よっ て 、 行 わ 


それ ら は 、 遺 伝 的 に は 、 固 定 細 胞 や 、 間 思考 細胞 に よっ て 、 
И у L. 
それ ら は 、 ХМ. ЗЕЕ\ЕЯНАХ>. ЖК. 
行わ れる こと 。 


生物 に お ける 、 精 神 病 。 
それ ら の 、 神 終 回 路 的 な 、 表 現 。 
それ ら の 必要 性 。 


(1) 
多重 精神 。 多 重 神経 系 。 
ある 生物 の 精神 が 、 複 数 の 、 自 己 と 他 者 の 精神 に よっ て 、 構 


成 さ れ て いる 状態 。 


ある 生物 が 、 以 下 の よ うに 、 感 じ る こと 。 
彼 自 身 の 、 精 神 や 神経 系 に お いて 。 


複数 の 、 自 己 の 精神 や 神経 系 が 、 同 居 す る こと 。 そ れ は 
車 人 格 で ある こと 。 


自己 の 精神 や 神経 系 と 、 複 数 の 他 者 の 精神 や 神 俊 系 と が 、 互 
い に 、 同 居 す る こと 。 そ れ は 、 銃 合 失 調 症 で ある こと 。 


統合 和 失調 症 に お ける 、 一般 的 な 、 


№ 


Dl} 


th blk. Atm CHINE. С, FA CHS Cd, 
А. 


(=) 

多重 人 格 。 

ある 生物 の 精神 が 、 複 数 の 自己 の 精神 に よっ て 、 構 成 さ れ て 
いる 状態 。 

ФНО, НОНО ><, tema 
れ て いる 状態 。 

それ ら の 複数 の 精神 や 神経 系 は 、 相 互 に 、 自 律 的 で 、 自 主 独 
立 的 で ある こと 。 


(1-2) 

统合 失调 证 。 

ある 生物 が 、 以 下 の よ うな 感覚 を 、 自 発 的 に 、 抱 く よ う に な 
る こと 。 

ある 生物 に お ける 、 そ うし た 状態 。 


ある 生物 の 精神 に お いて 、 別 の 生物 の 精神 が 、 同 居 し て いる 
ご 

ある 生物 の 精神 の 内 部 に お いて 、 別 の 生物 の 精神 が 、 住 み 着 
いて いる こと 


HEEWMOHRAILELYC, WDEMNHRAD, AGL T 
いる こと 3 

ある 生物 の 神経 系 の 内 部 に お いて 、 別 の 生物 の 神経 系 が 、 自 
律 的 に 、 自 主 独立 的 に 、 活 動 し て いる こと 。 


ある 生物 の 精神 の 内 部 に お いて 。 

別 の 生物 の 精神 が 、 彼 自身 の 精神 に 対し て 、 命 念 や 司 念 を 出 
し て いる こと 

ある 生物 の 神経 系 の 内 部 に お いて 。 

別 の 生物 の 神経 系 が 、 彼 自身 の 神経 系 に 対し て 、 命 念 や 司令 


や 指 念 を 出し て いる こと 。 
そう し た 命 念 や 司 念 や 指 含 の 回 路 が 、 彼 自身 の 神 健 系 の 内 部 
に お いて 、 実 在 す る こと 。 


例 。 

] 聴 。 他 者 の 声 が 、 彼 自身 の 精神 の 内 部 か ら 、 恒 常 的 に 、 聞 
ое 

操 ら れ 体 験 。 彼 自身 が 、 他 者 に よっ て 、 彼 自身 の 精神 の 内 部 
か ら 、 操 られ る こと 。 


ある 生物 に お いて 。 

自己 の 精神 の 内 部 に お いて 、 他 者 の 精神 が 、 同 居 し て いる こ 
Cs 
自己 の 精神 の 内 部 に お いて 、 他 者 の 精神 が 、 住 み 着 いて いる 
ay a 

そう し た 他 者 の 精神 が 、 自 己 の 精神 か ら は 、 自 律 的 で 、 自 主 
独立 的 で て ある こと 。 

自己 の 精神 の 液体 の 内 部 に お いて 、 他 者 の 精神 が 、 気 体 的 な 
気泡 と し て 、 存 在 し て いる こと 。 


自己 の 精神 の 内 部 に お いて 、 他 者 の 精神 や 神経 系 が 、 同 時 

に 、 複 数 、 内 在 し て いる こと 。 

ЦЕ. BBO, Вох НН, BEM 
に 交信 まる と 

そう し た 、 複 数 の 、 他 者 の 精神 や 神 俊 系 が 、 自 己 の 精神 や 神 
RAC. MAIC. BMC. AT SIL. 

そう し た 交信 は 、 以 下 の 内 容 を 得 な いま ま 、 勝 手 に 、 行 われ 
る こと ど と 。 

自己 の 精神 や 神経 系 に よる 、 許 可 や 内 諸 。 


自己 の 精神 や 神経 系 の 内 部 に 居 着 いた 、 他 者 の 精神 や 神 委 
НОО Нх24% 57, COL. ШОН £ 
る 活動 内 容 を 、 コ ント ロー ル す る こと が 出来 な いこ と 。 
そう し た 、 他 者 の 精神 や 神経 系 に よる 活動 の 、 コ ント ロー ル 
不能 性 。 


и. жену Но 
ける 私 的 領域 を 、 侵 犯し 続け る こと 。 

その 結果 。 
НОЕ, TITANYL AS, «НИС, 
喪失 する こと 。 


自己 の 精神 や 神経 系 が 、 そ うし た 、 他 者 の 精神 や 神経 系 に 
よっ て 、 操 られ 続け る こと 。 


自己 の 精神 や 神経 系 の 内 部 に 居 着 いた 、 他 者 の 精神 や 神 終 
そう し た 、 他 者 の 精神 や 神 終 系 が 、 以 下 の 活 動 を 、 エ ンド レ 
ス に 続け る こと 。 

自己 の 精神 や 神経 系 に 対し て 。 

自己 の 精神 や 神経 系 の 内 部 か ら 。 

強力 に 。 

命 念 し 、 司 念 し 、 指 念 す る こと 。 

#9 оси. 

賞 筑 する こと 。 

ЭС и. 

操る こと 。 


MES. BONS. RBS. BEANS. 
その 結果 。 

自己 の 精神 や 神経 系 が 、 不 快感 を 持つ こと 。 

自己 の 精神 や 神経 系 が 、 被 害 妄 想 を 、 抱 く こ と 。 

自己 の 精神 や 神経 糸 が 、 そ うし た 、 他 者 の 精神 や 神経 系 を 、 
不快 な 存在 で ある と 、 見 位 す こと 。 

自己 の 精神 や 神経 糸 が 、 そ うし た 、 他 者 の 精神 や 神経 系 を 、 
自己 の 精神 や 神経 系 の 内 部 か ら 、 排 除 し 、 追 攻 し よう と する 
ива 

その 実現 の た め に 、 彼 自身 が 、 必 死に な る こと 。 


彼 自身 が 、 操 られ る こと 。 彼 自身 が 、 賞 貸さ れる こと 。 
その 結果 。 


自己 の 精神 や 神経 系 が 、 快 感 を 持つ こと 。 

自己 の 精神 や 神経 系 が 、 万 能 感 を 持つ こと 。 

自己 の 精神 や 神経 系 が 、 詩 大 妄想 を 、 抱 く こ と 。 

自己 四 精神 产 神 经 系 人 办 、 芝 5 了 UL 大 、 他 者 0 精神 产 神 经 系 态 、 
RULE TCH SK. Riko ok. 

自己 思 精 神 产 神经 系 因 、 攻 5 了 UL 大 、 他 者 0 精神 产 神 经 系 态 、 
自己 の 精神 や 神経 系 の 内 部 に 、 劉 め よ うと する こと 。 

その 実現 の た め に 、 彼 自身 が 、 必 死に な る こと 。 


自己 の 精神 や 神 終 糸 が 、 そ うし た 、 他 者 の 精神 や 神経 系 を 、 
異物 と 、 見 働 す こと 。 

自己 思 精 神 关 神经 系 因 、 攻 UL 大 、 他 者 0 精神 产 神 经 系 态 、 
自己 の 精神 や 神経 系 の 内 部 か ら 、 排 除 し 、 追 攻 し よう と する 
вс 

その 実現 の た め に 、 彼 自身 が 、 必 死に な る こと 。 

その 実現 の た め に 、 彼 自身 が 、 緊 張 状 態 を 、 持 続 さ せる こ 

C6 


その た め に 、 彼 自身 が 、 社 会 的 に 、 引 きこ も る こと 。 
その た め に 、 彼 自身 が 、 社 会 的 に 、 松 れる こと 。 


し か し 。 

彼 自 身 に よる 、 そ の 実現 の 試み は 、 い つま で 終っ て も 、 決 し 
"Ca 成功 し な いこ と 。 

その 結果 。 

彼 自身 が 、 強 烈 な 、 操 られ 体験 を 、 抱 く こ と 。 

彼 自身 が 、 強 烈 な 、 被 害 妄 想 を 、 抱 く こ と 。 

彼 自身 が 、 精 神 的 に 、 と て も 緊張 する こと 。 

彼 自身 が 、 精 神 的 に 、 と て も 疲労 する こと 。 

彼 自身 が 、 精 神 的 に 、 狂 うこ と 。 

WAS. ARM. НЕНСИ, 

彼 自身 が 、 彼 自身 に 対し て 、 危 害 を 加え る こと 。 

彼 自身 が 、 周 囲 の 他 者 に 対し て も 、 和 枝 れ て 、 人 危害 を 加え る こ 
в 


周囲 の 他 者 は 、 彼 の こと を 、 危 な い 存 在 と 見 働 す こと 。 
周囲 の 他 者 は 、 彼 の こと を 、 社 会 的 な 隔離 の 対象 と 、 見 仔 す 


Sie 
周囲 の 他 者 は 、 彼 の こと を 、 精 神 病 院 へ と 、 閉 じ 込 め る こ 
Cs 


(2) 
精神 的 な 抑制 の 、 超 過 。 
精神 的 な 促進 の 、 超 過 。 


(2-1) 

210. 

彼 自身 の 精神 や 神経 系 に お いて 。 

抑制 タイ プ の 、 中 間 細 胞 が 、 ず っ と 、 強 く な り 過 ぎる こと 。 
抑制 タイ プ の 、 フ ィ ー ド バッ ク 機 能 が 、 ず っ と 、 強 く な り 過 
ぎる こと 。 

ВНЕ, ШУ. 


(2-2) 

双極 性 障害 。 

彼 自身 の 精神 や 神経 系 に お いて 。 

以下 の 二 つ の 状態 を 、 交 互 に 、 ず っ と 、 繰 り 返 すこ と 。 


抑制 タイ プ の 、 中 間 細 胞 が 、 ず っ と 、 強 く な り 過 ぎる こと 。 
抑制 タイ プ の 、 フ ィ ー ド バッ ク 機 能 が 、 ず っ と 、 強 く な り 過 
ぎる こと 。 

ВНЕ, ШУ. 


促進 タイ プ の 、 中 間 細 胞 が 、 ず っ と 、 強 く な り 過 ぎる こと 。 
促進 タイ プ の 、 フ ィ ー ド バッ ク 機 能 が 、 ず っ と 、 強 く な り 過 
ぎる こと 。 

РАНЕ, ШУ. 


生物 に お ける 、 精 神 病 。 
それ ら の 、 治 癒 メ カニ ズム の 、 神 終 回 路 的 な 、 実 装 。 


その た め の 、 和 従来 の 、 臨 床 心理 学 や 精神 医学 の 内 容 の 、 根 本 
的 な 書き 換 z 。 
それ ら の 必要 性 。 


追加 内 容 。2022 年 10 月 初出 。 
202. ЧЕН] 
る 、 神 終 細 胞 の 独自 暴走 と 、 
銃 合 失 調 症 の 発症 。 


生物 に お ける 、 圭 走 。 
神经 细胞 (二 扮 ( 放 召 、 骏 走 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


彼 自身 の 出力 結果 が 、 周 囲 か ら の 和信 力 を 、 反 映し な いこ と 。 
彼 自身 の 出力 結果 が 、 周 囲 か ら の 和 人力 に 、 反 する こと 。 
彼 自身 の 出力 結果 が 、 周 囲 か ら の 和信 力 を 、 無 視 す る こと 。 


彼 自身 が 、 自 発 的 に 、 自 主 的 に 、 勝 手 に 、 動 く こ と 。 
彼 自身 が 、 自 発 的 に 、 自 主 的 に 、 勝 手 に 、 発 火 す る こと 。 


彼 は 、 気 狂い で ある 。 
彼 は 、 他 者 的 で ある 。 


生物 社会 の 内 部 に お ける 、 あ る 生物 の 厩 走 。 
Kid. REBCHS. 

彼 は 、 気 狂い で ある 。 

Rik. MARAE CHS. 


ЗЕЕ] >. Ф SEWN HARON. 
COMPRIS, BEMRA CHS. 
その 神経 系 は 、 気 狂い 神経 系 で ある 。 


生物 的 神経 系 の 内 部 に お ける 、 神 経 細胞 の 虹 走 。 
СОЖ, ЖАН CHS. 

その 細胞 は 、 気 狂い 細胞 で ある 。 

その 細胞 は 、 他 者 的 細胞 で ある 。 

その 細胞 は 、 そ の 生物 に お ける 、 徹 合 失 調 症 の 発症 の 原因 で 
HO. 


9+ 9+ 


遺伝 子 シ ステ ム に お ける 、 遺 伝 子 の 胃 走 。 
ОЕ, ЖЕ CHS. 

その 遺伝 子 は 、 気 狂い 遺伝 子 で ある 。 
СОН ОА, РНС. 


ある 、 閉 じ た 室 間 。 あ る 社会 。 ある シス テム 。 
例 。 

生物 の 社会 。 

生物 的 神经 系 。 

4] (-5(75, ЖУУХЯД. 


その 内 部 に お いて 。 

ある 個体 に お ける 、 周 囲 か ら の 、 軸 走 性 。 内 的 暴走 性 。 彼 
(4. ANES CHS. 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


ある 個体 に お ける 、 周 囲 か ら の 、 自 律 竹 。 内 的 な 自律 竹 。 彼 
は 、 内 的 自律 者 で ある 。 

ある 個体 に お ける 、 周 囲 か ら の 、 自 主 独立 性 。 内 的 な 自主 独 
立 性 。 彼 は 、 内 的 自主 独立 者 で ある 。 

ある 個体 に お ける 、 周 囲 か ら の 、 制 御 不能 性 。 内 的 な 制御 不 
能 性 。 彼 は 、 内 的 制御 不能 者 で ある 。 

ある 個体 に お ける 、 周 囲 か ら の 、 統 制 不能 性 。 内 的 な 統率 不 
НЕА. 彼 は 、 内 的 統率 不能 者 で ある 。 


ある 個体 に お ける 、 他 者 性 。 内 的 な 他 者 性 。 彼 は 、 内 的 他 者 
で ある 。 

ある 個体 に お ける 、 部 外 者 性 。 内 的 な 部 外 者 性 。 彼 は 、 内 的 
部 外 者 で ある 。 

ある 個体 が 、 周 囲 の 他 者 の 言う こと を 、 聞 か な いこ と 。 K 
(+. ЛИЗЗИ СФ. 

ある 個体 が 、 周 囲 の 他 者 の 言う こと を 無視 し て 、 勝 手 に 動く 
こと 。 彼 は 、 内 的 無視 者 で ある 。 


周囲 と は 。 
周囲 の 他 者 。 周 囲 の 他 の 細胞 。 


ある 個体 に お ける 、 岳 理性 。 
その 室 間 内 部 に お ける 生き や すさ を 、 損 な うこ と 。 


ある 個体 に お ける 、 介 威 性 。 
その 室 間 内 部 に お ける 、 生 存 維持 に と っ て の 、 償 威 と な る こ 
と 


ФЕН ><, ФСЕ ВА, AMBER. 
Я. 統合 失調 症 の 患者 に お ける 、 和 幻聴 の 主 。 


そう し た 内 的 暴走 者 は 、 そ の 生物 に よっ て 、 以 下 の よ うに 、 
捉え られ る こと 。 


彼 自身 に 対し て 、 害 悪 を 成す 他 者 。 
その 他 者 の 、 化 身 。 

その 他 者 の 、 身 代わ り 。 

その 他 者 の 存在 の 、 反 映 。 

その 他 者 の 存在 の 、 投 影 。 


SHAE AXP HARLAN HO SEE. IL TH. №. 
それ は 、 抗 精神 病 薬 で ある こと 。 


НЕГО. MILT S. SK. 


それ は 、 抗 癌 剤 で ある こと 。 


ある 、 閉 じ た 室 間 。 あ る 社会 。 ある シス テム 。 
例 。 

生物 の 社会 。 

生物 的 神经 系 。 

生物 に お ける 、 遺 伝 子 シ ステ ム 。 
Ae aH ey AT ks 


= -5(]5, EAC. HERA. 
彼 は 、 狂 っ た 者 で ある 。 

彼 は 、 気 狂い で ある 。 

Kit. MAKAVELHBL TS. 

その 部 品 は 、 狂 っ た 部 品 で ある 。 

その 部 品 は 、 気 狂い の 部 品 で ある 。 

その 部 品 は 、 銃 合 失 調 症 の 部 品 で ある 。 


ある 生物 の 体内 に お ける 、 穫 走 細胞 。 

神 終 系 に お ける 、 技 走 す る 神経 細胞 。 そ の 細胞 は 、 銃 合 失 調 
症 を 、 引 き 起 こす こと 。 

遺伝 子 シ ステ ム に お ける 、 苗 走 す る 遺伝 子 。 そ の 遺伝 子 は 、 
癌 を 、 引 き 起 こす こと 。 


ある 生物 社会 の 内 部 に お ける 、 箇 走 者 。 
彼 は 、 徹 合 失 調 症 の 患者 で ある こと 。 
彼 は 、 気 狂い で ある こと 。 


ある 、 生 物 の 個体 。 

彼 は 、 彼 自身 の 体内 に お いて 、 虹 走 す る 部 位 を 、 抱 えて いる 
С 

ЕЕ. ИТОЭБЕЕЕЕРСЛЬС и. 


暴走 性 。 


周囲 の 他 者 の 言う こと を 、 聞 か な いこ と 。 
彼 自身 の 独自 首 断 に よっ て 、 勝 手 に 動く こと 。 


周囲 の 他 者 。 

例 。 

その シス テム の 全体 。 
他 の 上 位 者 。 

他 の 同位 者 。 


繋 走 性 。 そ の 詳細 な 性 質 。 


自主 独立 性 。 周 囲 か ら 、 自 主 独 立 す る こと 。 

' 非 従属 性 。 周 囲 の 誰か に 、 従 属し よう と し な いこ と 。 
非 配 下 性 。 周 囲 の 誰か の 支配 下 に 、 人 ろう と し な いこ と 。 
' 非 協調 性 。 周 囲 と 、 協 調 し な いこ と 。 

独自 判断 性 。 周 团 二 ( 款 、 独 自 四 判断 在 、 行 5 二 之 。 

独自 行動 性 。 周 囲 と は 、 独 自 行動 を 、 取 る こと 。 

孤立 性 。 周 囲 か ら 、 了 撤 立 する こと 。 

引き 龍 も り 性 。 周 囲 か ら 、 引 き 龍 も る こと 。 

ЗЕ, AB C(t, АЛИ. 
ЗРЕАНМ. НИ. АНСЕЛ. 

浮遊 性 。 周 囲 か ら 、 浮 く こ と 。 

独創 性 。 周 囲 と 異な る 、 新 た な 思 駐 結果 を 、 生 み 出 すこ と 。 


それ ら の 性 質 は 、 そ の 生物 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 も た ら 
すこ と ど と 。 

それ ら の 性 質 は 、 そ の 生物 的 神経 系 に 対し て 、 以 下 の 内 容 
を 、 も た ら す こと 。 


彼 自身 の 思い 通り に な ら な い 部 位 を 、 彼 自身 の 内 部 に 、 抱 え 
る こと 。 

彼 自 身 の 内 部 に お ける 、 制 御 能力 の 低下 を 、 も た ら す こと 。 
彼 自 身 の 内 部 に お ける 、 銃 率 能 力 の 低下 を 、 も た ら す こと 。 
その 生物 に お ける 、 能 力 一 般 の 低下 を 、 も た ら す こと 。 

例 。 

銃 合 失調 症 の 患者 に お ける 、 認 知 機能 障害 。 

それ は 、 神 経 系 を 統率 する 能力 の 低下 の 一 環 で ある こと 。 


和 人力 結果 を 、 一 つ に まとめ る 能力 の 低下 。 
和 人力 結果 を 、 統 合 す る 能力 の 低下 。 
思考 結果 を 、 一 つ に まとめ る 能力 の 低下 。 
思 老 結果 を 、 統 合 す る 能力 の 低下 。 


彼 自身 の 内 部 に お ける 、 銃 率 能 力 の 低下 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

彼 自身 の 内 部 に お いて 、 ま と まり が 無く な る こと 。 
彼 自 身 の 内 部 が 、 バ ラバ ラ に 分 裂 す る こと 。 

それ は 、 統 合 失 調 症 の 症状 て ある こと 。 

それ は 、 癌 の 症状 て ある こと 。 


RG KATE. 
それ は 、 精 神 的 な 癌 の 症状 て ある こと 。 


ある 生物 に お ける 、 銃 合 失 調 症 の 発症 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


15 ЕН Е ОЕНАХ (3251) >. НАЗАННО ЕО). FEE, 
"ОНА. ФН. RA, ТЕЖЕ, ЖЕНУ 
る こと 。 

thud, BOREL. ARCHS I“. 


統合 失調 症 。 
それ は 、 比 喉 と し て は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


AY ea XONAR, BE. 
AE А ЕО. Sere. 
PvE a= nO Per OD: =, 


BEG, BEST Ни. 
統合 失調 症 の 患者 。 統合 失調 症 の 部 品 。 


Rid. ЕЖУ АЖ, НОЯ И 
を 、 乱 す 者 で ある こと 。 

彼 は 、 社 会 全体 や シス テム 全体 の 、 調 和 や 統 合 や まとまり 
を 、 低 下さ せる 者 で ある こと 。 


彼 は 、 液 体 性 社会 に お いて 、 徹 庶 的 に 、 排 大 され る こと 。 
彼 は 、 液 体 性 社会 に お いて 、 徹 庶 的 に 、 社 会 不適 合 者 と な る 
ae 

ЕН. 

液体 性 社会 は 、 以 下 の 内 容 を 重んじ る こと 。 


全体 の 調和 。 
相互 の 協調 性 。 
互い に 、 周 囲 の 他 者 の 言う こと を 聞く こと 。 


彼 は 、 気 体 性 社会 に お いて 、 あ る 程度 、 社 会 適合 者 と な る こ 
ae 
その 理由 。 

気体 性 社会 は 、 以 下 の 内 容 を 重んじ る こと 。 


相互 の 分 離 。 
独自 性 。 
自主 独立 性 。 
独創 性 。 
多様 性 。 


液体 性 社会 。 

定住 生活 様式 社会 。 卵子 の 社会 。 女 性 優位 社会 。 
生物 の 細胞 社会 。 

その 内 部 が 、 液 体 の 水分 に よっ て 、 満 た され て いる こと 。 
その 内 部 が 、 液 体 性 の 個体 に よっ て 、 主 導 さ れ て いる こと 。 


気体 性 社会 。 
移動 生活 様式 社会 。 精 子 の 社会 。 男 性 優位 社会 。 


その 内 部 が 、 液 体 の 水分 に よっ て 、 あ まり 満た され て いな い 
са 
その 内 部 が 、 気 体 性 の 個体 に よっ て 、 主 導 さ れ て いる こと 。 


気体 性 社会 の 個体 は 、 液 体 性 社会 の 個体 より も 、 よ り 、 役 走 
КСЕ. 

SAR PEAT SOMERS. BURMA SOMBRE OB. LU, RA 
失調 症 的 で ある こと 。 

例 。 


気体 分 子 は 、 液 体 分 子 よ り も 、 よ り 強 く 、 統 合 失 調 症 的 で あ 
Dace 

移動 生活 様式 者 は 、 定 住 生活 様式 者 より も 、 よ り 強 く 、 徹 合 
失調 症 的 で ある こと 。 

男性 優位 社会 の 人 々 は 、 女 性 優位 社会 の 人 々 より も 、 よ り 強 
く 、 徹 合 失 調 症 的 で て ある こと 。 


ВЕНАХ 95 BITS. ЖЕЛЕЗЕ. 
その コン ピュ ー タ シミ ュ レ ーション 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 に より 、 人 達成 可能 で ある こと 。 


神 終 系 の 内 部 に お ける 、 個 々 の 神 終 細 胞 。 
そう し た 神経 細胞 に お ける 、 独 自 の 北 走 。 


そう し た 神経 細胞 に お いて 、 周 囲 か ら の コン トロ ー ル が 、 容 
然 、 効 か な く な る こと 。 

そう し た 神経 細胞 が 、 容 然 、 周 囲 か ら の 人 力 を 、 実 然 、 受 け 
о. 

そう し た 神経 細胞 が 、 突 然 、 周 囲 か ら の 人 力 結 果 を 反映 し な 
い 、 独 自 の 反応 を 、 次 然 、 出 力 す る よう に な る こと 。 

そう し た 神経 細胞 が 、 容 然 、 周 囲 か ら の 入力 と は 無関係 の 、 
HA NRKA. RA FlAMIFL ICSI C&. 


それ ら の 、 人 突然 の 発生 。 


НАХ АОЛН5)5. x OBAMA. 
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先 を 、 一 方 的 に 、 検 索 し 、 決 定 す る こと 。 

そう し た 思考 細胞 が 、 自 生 思 考 を 、 引 き 起 こす こと 。 

そう し た 思考 細胞 が 、 思 考 に お ける 独自 暴走 を 、 引 き 起 こす 
a 


神経 系 の 内 部 に お ける 、 個 々 の 神経 細胞 。 
そう し た 神経 細胞 が 、 学 習 内 容 に お ける 、 コ ピー の エラ ー 
を 、 引 き 起 こす こと 。 


神 俊 系 の 内 部 に お ける 、 個 々 の 思考 細胞 。 
そう し た 思考 細胞 が 、 記 憶 内 容 に つい て の 、 容 然 変 異 を 、 引 
き 起 こす こと 。 


それ ら は 、 以 下 と 、 同 様 の 内 容 で ある こと 。 

生物 の 遺伝 子 シ ステ ム に お ける 、 韻 の 発症 。 

生物 の 体内 の 個々 の 遺伝 子 。 

そう し た 遺伝 子 が 、 遺 伝 情 報 複製 に お ける 、 独 自 婁 走 を 、 引 
ао. 

そう し た 遺伝 子 が 、 遺 伝 情報 複製 に お ける 、 コ ピー の エラ ー 
を 、 引 き 起 こす こと 。 

そう し た 遺伝 子 が 、 遺 伝 情 報 複 製 に お ける 、 人 次 然 変異 を 、 引 
き 起 こま こと 。 


主人 
结论 о 


銃 合 失調 症 と 、 癌 と は 、 同 一 の 現象 で ある こと 。 

銃 合 失調 症 は 、 精 神 に お ける 、 癌 で ある こと 。 

銃 合 失調 症 は 、 神 俊 系 の 動作 に お ける 、 癌 で ある こと 。 
felt. UEFL AT LICKS, RAKE CHS IL. 
EMER LE. хи ARIST, RABE CH 
る こと 。 


追加 内 容 。2022 年 10 月 初出 。 
2003. ЗЕНА] 5 
発達 障害 と 、 気 体 性 や 液体 性 
と 、 性 差 と の 、 関 連 。 生 物 に 
お ける 親子 関係 と 、 信 頼 の 形 
Meo, BE. НБ 
ける 傷 の 治癒 と 、 カ ウン セリ 
ング や 心理 療法 と の 、 関 連 。 
ОЕ ИЕ] КЕ 
の 、 性 差 。 


ЕН 2 BIS. Е, ©. НЫ ЖОЕЯЯТ. 
ASD, НРАЛЕХ КУ KO. 


生物 の 行動 が 、 集 団 レ ベル で 無く 、 個 体 レ ベル で 、 閉 鎖 的 で 
ある こと 。 
その 、 神 経 回 路 的 な 特徴 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


彼 自 身 の 行 動 が 、 周 囲 か ら 、 分 離 独立 し て いる こと 。 自 律 
性 。 気 体 性 。 

彼 自 身 の 行 動 に お いて 。 

周囲 か ら の 和信 力 に 対し て 、 反 応 し な いこ と 。 人 入力 無 反 応 性 。 
周囲 か ら の 和信 力 を 、 無 視 す る こと 。 人 入力 無視 性 。 

周囲 か ら の 和 人力 を 、 ブ ロッ ク す る こと 。 和 人 カブ ロック 性 。 


彼 自身 の 行動 に お いて 。 

強い 拘り を 、 持 ち 続 ける こと 。 

周囲 か ら の 特定 の 入力 に 対し て の み 、 反 応 す る こと 。 和 人 入力 選 
択 性 。 

周囲 か ら の 和信 力 と 無関係 の 、 特 定 内 容 の 、 出 力 を 、 続 ける こ 
と 。 特 定 出 カリ ピー ト 性 。 


それ ら の 特性 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
气体 性 。 男 性 性 。 


それ ら の 特性 は 、 液 体 性 社会 に お いて 、 不 適応 と され 、 徹 庶 
的 に 排 訂 され る こと 。 
例 。 女 性 優位 社会 。 定住 生活 様式 の 社会 。 


ADHD. 
生物 の 行動 が 、 以 下 の よ うな 特徴 を 持つ こと 。 
多 動 性 。 落ち 着き の 無 さ 。 押 し の 強 さ 。 


それ ら の 、 神 縦 回 路 的 な 特徴 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


神経 細胞 に お ける 、 発 火 の 関 値 が 、 通 常に 比べ て 、 大 帆 に 低 
Gees 

ЖНАЖАНЯЕ- S(t S. ЧЕН WIC TT. A 
幅 に 多い こと 。 

神 終 細胞 が 、 通 常に 比べ て 、 容 易 に 、 上 邊 ぐに 、 発 火 す る こ 
Es 


神 終 細胞 に お ける 、 発 火 の 頻 度 が 、 通 常に 比べ て 、 大 幅 に 高 
tx 
ЖНАЗАНА УХ, WB (CLES CT, С, BKGFT SIL. 


それ ら の 結果 。 

神 終 系 の 出力 細胞 が 、 走 ぐ に 、 出 力 す る こと 。 
АНХ БОНН НАНА, Я, 出力 する こと 。 
神経 系 の 出力 細胞 が 、 強 力 に 、 出力 する こと 。 


それ ら の 特性 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
气体 性 。 男 性 性 。 


それ ら の 特性 は 、 液 体 性 社会 に お いて 、 不 適応 と され 、 徹 施 
的 に 排 大 され る こと 。 
例 。 女 性 優位 社会 。 定住 生活 様式 の 社会 。 


生物 行動 の 、 分 子 動力 学 法 に よる 、 把 据 。 


SUK FIERO, PURSUE. EK LC ae. Aika 
せる ミミ と ど と 。 

そう し た コン ピュ ー タ シミ ュ レ ーション の 、 対 象 物 体 。 
それ ら は 、 以 下 の よ うな 物体 で ある こと 。 


粒子 や 分 子 で ある こと 。 

HAAS AS Sox. 

運動 機能 を 、 内 蔵 す る こと 。 移 動 す る こと 。 運 動 エ ネル ギー 
を 持つ こと 。 

生存 の 維持 。 資 源 の 獲得 。 そ れ ら の 動機 付け を 、 内 上 蔵 す る こ 
と 。 


それ ら の 実現 は 、 全 体 世 界 に お ける 、 生 物 の 生態 の 全体 像 
を 、 把 握 す る た め に 、 と て も 有用 で ある こと 。 


生物 に お ける 、 親 子 関係 。 


彼 自 身 が 持つ 、 基 本 的 な 価値 観 。 

それ ら の 価値 観 の 、 彼 自身 の 子供 へ の 、 継 承 や 伝達 や 複製 
それ ら の 価値 観 を 、 ХУМУЖХИ СС. НОЯ Си. 
それ ら は 、 彼 自身 の 神 俊 回 路 の 、 彼 自身 の 子供 へ の 複製 に よ 
り 、 実 現さ れる こと 。 


それ ら の 、 神 終 回 路 に よる 、 実 現 。 


神経 系 に お ける 、 固 定 回 路 の 場合 。 
それ ら は 、 彼 自身 の 遺伝 子 の 複製 に より 、 実 現さ れる こと 。 
神経 系 に お ける 、 可 変 回 路 の 場合 。 
それ ら は 、 彼 自身 の 子供 へ の 教育 に より 、 実 現さ れる こと 。 


彼 自身 の 子供 へ の 教育 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

彼 自 身 の 子 供 が 、 自 力 で 、 生 き 廷 びら れる よう に する こと 。 
その た め 。 

彼 自身 の 子供 の 有 能 化 を 、 図 る こと 。 

彼 自 身 の 子 供 へ の 、 彼 自身 の 既得 権益 の 継承 を 、 図 る こと 。 
彼 自身 の 子供 へ の 、 彼 自身 の 既 有 資源 の 継承 を 、 図 る こと 。 


mit FH. 
彼ら は 、 別 々 の 、 独 立 し た 個体 で ある こと 。 


神経 系 や 神 終 回 路 に お ける 、 自 己 複製 。 
それ ら は 、 別 々 の 、 独 立 し た 個体 の 間 に お ける 、 複 製 で ある 
ies 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
生物 の 生殖 。 そ の 、 神 経 回 路 に お ける 、 実 現 。 


有 性 生殖 の 場合 。 
配偶 者 選択 の 行動 。 
神 終 回 路 の 、 配 偶 者 同士 に よる 、 半分 ずつ の 、 自 己 複製 。 


その 、 神 経 回 路 に お ける 、 機 能 的 要件 。 

子供 の 神 縦 回路 。 

その 神 終 回 路 は 、 発 達 の 段階 を 踏ん で 、 徐 々 に 形成 され て 行 
Cae, 


親子 関係 に お いて 。 
子供 の 神 縦 回路 が 、 初 期 状 態 で ある こと 。 


MD, УКС, АЛЯ 
を 、 行 う 必 要 が 有る こと 。 


親 は 、 子 供 に 対し て 、 伝 達し た い 回 路 複製 の 内 容 を 、 外 部 か 
ら 、 教 示す る の み で ある こと 。 

子供 は 、 自 主 的 に 、 自 発 的 に 、 以 下 の 行 動 を 、 行 う 必要 が 有 
る こ ど 。 

それ ら の 内 容 の 、 彼 自身 の 神経 回 路 へ の 、 複 製 行動 や 、 書 き 
込み 行動 。 


親 と 子供 と は 、 別 々 の 個体 で ある こと 。 

子供 の 、 親 に 対す る 、 全 面 的 な 信頼 の 形成 。 そ れ が 、 予 め 、 
必要 で ある こと 。 

子供 の 、 親 に 対す る 、 初 期 状態 に お ける 、 信 頼 関係 の 完成 。 
それ が 、 予 め 、 必 要 で ある こと 。 


親 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 
教育 者 。 教 師 。 指 導 


子供 。 それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 
生徒 。 信徒 。 


子供 の 、 親 に 対す る 、 信 頼 の 形成 。 そ の プロ セス 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


子供 が 、 彼 自身 の 生存 を 、 維 持 す る こと 。 

親 が 、 そ の 実現 に つい て 、 子 供 に 対し て 、 全 面 的 に 協力 し て 
С. 

親 が 、 そ の 実現 に つい て 、 子 供 の こと を 、 全 面 的 に バッ ク 
アツ ププ し て て れる こと 

子供 が 、 そ れ ら の 内 容 を 、 認 識 す る こと 。 


親 が 、 子 供 自 身 の 生 存 維持 に 必要 な 資源 を 、 子 供 に 対し て 、 
供与 する こと 。 

親 が 、 そ うし た 行為 を 、 無 条件 で 行う こと 。 

親 が 、 そ うし た 行為 を 、 無 償 で 行う こと 。 

親 が 、 そ うし た 行為 を 、 無 限 に 行う こと 。 


親 が 、 そ うし た 行為 を み 、 絶 え ず 行う こと 。 
親 が 、 そ うし た 行為 を 、 氷 続 的 に 行う こと 。 


親 が 、 そ うし た 行為 を み 、 少 な く と も 、 初 期 状態 に お いて 、 必 
м: 


そう し た 、 親 に よる 、 子 供 に 対す る 、 意 図 。 


子供 が 、 そ れ ら の 内 容 を 、 認 識 す る こと 。 

その こと が 、 子 供 に よる 、 親 に 対す る 信頼 形成 の 、 き っ か け 
と な る こと 。 

そう し た 、 子 供 に よる 、 親 に 対す る 依頼 。 そ れ は 、 以 下 の 内 
容 で ある 。 

生物 個体 間 に お ける 、 原 信頼 の 形成 。 


その 結果 。 

子供 は 、 親 に よる 教示 内 容 を 、 無 条件 で 、 彼 自身 の 神経 系 へ 
と ビー する まう に な る と 3 

子供 は 、 親 に 対し て 、 無 条件 で 、 従 う よ う に な る こと 。 


それ ら の 行動 の 実現 に お ける 、 前 提 打 件 。 
ある 生物 個体 か ら 、 別 の 生物 個体 へ の 、 神 経 回 路 の コピ ー 行 
動 。 そ の 実現 。 


二 つ の 生物 個体 の 問 に お ける 、 関 係 。 

一 方 の 生物 に お いて 。 

他方 の 、 相 手 の 生 物 の 行動 が 、 彼 自身 の 生き や すさ の 、 雑 持 
や 増大 に 、 寄 上 与 す る こと 。 そ の 可能 性 が 、 大 きい こと 。 
他方 の 、 相 手 の 生 物 の 行動 が 、 彼 自身 の 資源 獲得 の 、 維 持 や 
増大 に 、 寄 与 す る こと 。 そ の 可能 性 が 、 大 きい こと 。 

彼 自身 が 、 そ の こと を 、 確 認 す る こと 。 

彼 自身 が 、 そ の こと を 、 認 識 す る こと 。 

それ が 、 彼 自身 に よる 、 相 手 に 対す る 信頼 の 形成 を 、 も た ら 
可 > 

それ が 、 彼 自身 に お ける 、 相 手 の 行 動 様 式 を コピ ー し よう と 
する 動機 付け を 、 も た ら す こと 。 

それ が 、 彼 自身 に お ける 、 相 手 の 神 終 回 路 を コピ ー し よう と 


する 動機 付け を 、 も た ら す こと 。 
それ が 、 彼 自身 に お ける 、 そ うし た 気持 ちの 醸成 に 、 つ な が 
る こぐ で 。 


短期 の 関係 の 場合 。 行き ずり の 相手 。 一 時 的 な 契 約 者 。 
長期 の 関係 の 場合 。 親 。 教 師 。 


生物 的 神経 系 の 行動 に お ける 、 気 体 性 と 液体 性 と の 、 差 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


精子 と 卵子 と の 、 行 動 様式 に お ける 、 差 。 
男女 の 、 行 動 様式 に お ける 、 性 差 。 


それ ら の 、 神 終 回 路 に お ける 、 実 現 。 
神経 細胞 に お いて 。 


出力 値 が 、 小 さい こと 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 液 体 
Te, МЫ. 
出力 値 が 、 大 きい こと 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 気体 
Е. ВЕ. 


FKKOBUEA, moe, 29, ФТИ, ИГО TH 
>. ЖИМ. HEME. 
FEKOBUEA. лох. SHE. Crit, ИТОАЖ СФ 
5. 気体 性 。 男 性 性 。 


発火 の 頻度 が 、 低 いこ と 。 少 動 性 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で あ 
>. ЖИМ. HEME. 
発火 の 頻度 が 、 高 いこ と 。 多 動 性 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で あ 
る 。 気体 性 。 男 性 性 。 


和 人力 値 に 対応 する 出力 値 を 、 連 続 さ せる こと 。 有 順応 性 。 連続 
性 。 一 体 融合 性 。 調和 性 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 液 体 
Tea МЕНЕ: 

人力 値 に 対応 する 出力 値 を 、 反 転 さ せる こと 。 反 転 性 。 切断 


VE. TNARICVE. ЗЕЯ. ©, ИГОЛАСФЪ. м 
AME. ВЕ. 


HANES, lo TOSI“. 出力 値 の 分 布 が 、 高 密度 で ある 
こと 。 集 父性 。 一 極 集 中 性 。 中 心 指向 性 。 それは 、 以 下 の 内 
容 で ある 。 液 体 性 。 女 性 性 。 
出力 値 が 、 バ ラバ ラ で ある こと 。 出力 値 の 分 布 が 、 低 密度 で 
ある こと 。 粗 放 性 。 離 散 性 。 普遍 指向 性 。 そ れ は 、 以 下 の 内 
容 で ある 。 気体 性 。 男 性 性 。 


コピ ー の 対象 と な る 神経 回 路 の 、 商 品 性 。 

神 終 回 路 の コピ ー に お ける 、 有 償 性 。 

Я. 書籍 の 有償 性 。 学校 教 育 や 、 宗 教 教 育 や 、 企 業 教育 に お 
(4%. ВЕ. 


神経 回 路 の 、 大 元 の 所 有 者 。 

彼 は 、 居 下 の よ うな 相手 に 対し て の み 、 無 償 の コピ ー を 、 認 
め る こと 。 

彼 自身 と の 間 に お いて 、 高 度 の 同質 性 を 持つ 者 。 

Bl, BDSHEAD, AE. 

MARINI CT. ЖЖ, ЖЕ, RWAIRL TK NDA. 
8. 税金 を 利用 し た 、 無 償 の 公 教 育 。 


生物 的 神経 系 に 対す る 、 効 果 的 な 教育 訓練 。 
相手 の 神経 系 に 対し て 。 


その 内 容 を 学習 し た 場合 、 彼 自身 に お ける 、 所 有 資 源 が 増え 
Ba Ge 

その 内 容 を 学習 し た 場合 、 彼 自身 に お ける 資源 獲得 が 、 よ 
り 、 容 易 に な る こと 。 

彼 自身 に 対し て 、 そ れ ら の 内 容 を 、 予 め 、 強 く 認 識 さ せる こ 
a 


彼 自身 に 対し て 、 そ れ ら の 認識 を 、 強 く 、 持 続 さ せる こと 。 


彼 自身 の 神経 系 の 内 部 に お いて 。 


思考 効率 の 向上 。 

思考 細胞 に お ける 、 結 合 先 の 探索 効率 の 、 向 上 。 

思考 細胞 に お ける 、 結 合 先 の 選択 効率 の 、 向 上 。 

思考 細胞 に お ける 、 結 合 頻度 の 、 向 上 。 

思考 細胞 に お ける 、 結 合 先 の 選択 結果 に 対す る フィ ー ド バッ 
ク 機 能 の 、 向 上 。 

思考 細胞 に お ける 、 結 合 先 の 選択 に お ける 、 試 行 錯 詩 の コス 
Ко. УЕ 


学習 効率 の 向上 。 


神経 細胞 に お ける 、 発 火 能 力 そ の も の の 、 向 上 。 

神 終 細胞 に お ける 、 発 火 を 制御 する 能力 の 、 向 上 。 

思考 細胞 に お ける 、 発 火 結 果 に 対す る フィ ー ド バッ ク 機 能 
の 、 向 上 。 


神 俊 回 路 に お ける 、 回 線 の 大 さ の 、 向 上 。 
神 縦 回路 に お ける 、 回 線 の 安定 性 の 、 向 上 。 


疲労 の 防止 。 エネ ルギー の 補給 性 の 、 向 上 。 
神 俊 細胞 の 活動 に お ける 、 睡 眠 と 休息 の 、 導 人 入 。 


神経 系 同士 の 問 に お いて 。 
神経 回 路 の コピ ー 効 率 の 、 向 上 。 
情報 伝達 効率 の 向上 。 


2151-5095. ВЕ. 

教育 者 自身 も 、 生 物 的 神経 系 の 一 種 で て ある こと 。 
その 自覚 が 、 彼 自身 に お いて 、 必 要 で ある こと 。 
例 。 人間 の 教師 。 


AH HAE ARIS BF >. НК. 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


神 縁 細胞 に お ける 、 活 動 エ ネル ギー の 充電 。 
神 俊 細胞 に お ける 、 活 動 上 の 疲労 回 復 の た め の 、 人 休憩 や 休 
=| 


その た め に 、 外 部 和 人力 を 、 一 定期 間 、 遮 断 す る こと 。 
その た め に 、 外 界 か ら の 働き か け に 対し て 、 一 定期 間 、 反 応 
ни: 


ВЕНАХ AIC $5175. НБ, 

0. 575. SK. 

覚醒 モー ド と 、 睡 眠 モ ー ド と の 、 切 り 替 え 。 そ の 実装 が 、 予 
め 、 必 要 で ある こと 。 


生物 の 精神 に お ける 、 傷 。 

ЕДА 25 (- 5175. #8. 

それ ら の 、 発 見 や 解明 。 

その た め の 、 手 法 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

カウ ン セ リン グ 。 

カウ ン セ リン グ 。 

それ は 、 以 下 の よ うに 、 分 類 さ れる 。 

患者 本 人 に よる 、 彼 自身 の 神 終 系 内 部 の 、 自 己 探査 。 治療 者 
に よる 、 そ の 行為 に 対す る 、 後 押し や 援助 。 


患者 本 人 に よる 、 そ れ ら の 結果 の 、 自 己 申 告 。 治療 者 に よ 
る 、 そ の 内 容 に 対す る 、 共 感 的 傾聴 。 


治療 者 に よる 、 患 者 の 神経 系 内 部 に 対す る 、 外 部 か ら の 探査 
や 調査 。 


生物 の 精神 に お ける 、 傷 。 


生物 的 神経 系 に お ける 、 傷 。 

それ ら の 、 治 癒 。 

その た め の 、 手 法 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 そ の 内 容 は 、 生 物 共 通 で ある 。 
その 内 容 は 、 精 神 以 外 や 神 終 系 基 外 と 、 共 通 で ある 。 


(1) 


患者 本 人 に よる 、 自 己 治癒 。 彼 自身 が 、 解 決 法 を 、 自 力 で 見 
つけ て 、 自 力 で 実践 する こと 。 


治療 者 に よる 、 介 和信 。 薬 物 投与 。 手 術 。 

(2) 

治癒 後 の 、 リ ハビ リ テ ー シ ョ ン 。 そ の た め の 、 ト レー ニン グ 
О. Е. 


その た め の 、 共 通 の 手順 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 そ の 内 容 は 、 生 物 共 通 で ある 。 
その 内 容 は 、 精 神 や 神経 系 其 外 と 、 共 通 で ある 。 


傷 の 外側 の 防御 を 、 解 除 す る こと 。 

デリ ケー ト で セン シテ ィ ブ な 、 内 側 の 、 内 面 の 、 傷 を 、 発 見 
ずる こと を s 

ОА. BRETSI“. 

その 傷 に 触れ て 、 感 触 を 確か め る こと 。 

その 傷 の 重症 度 を 、 確 か め る こと 。 

その 傷 の 治療 方 針 を 、 確 立 す る こと 。 

その 傷 の 治療 を 、 実 行 す る こと 。 

その 傷 の 治療 後 の ア フタ ー ケ ア を 、 実 施す る こと 。 


生物 の 精神 に お ける 、 傷 。 
生物 的 神経 系 に お ける 、 傷 。 


и. АЖ, A RONE CHS. 


彼 自身 に お ける 、 生 き や す さ の 喪失 の 、 自 覚 。 
彼 自身 に お ける 、 資 源 の 喪失 の 、 自 覚 。 
例 。 同質 者 や 近親 者 と の 、 死 別 や 離別 。 


彼 自 身 に お け る 、 生 き や す さ の 欠如 の 、 自 覚 。 

彼 自身 に お ける 、 失 敗 性 の 自覚 。 

彼 自身 に お ける 、 無 能 性 の 自覚 。 

彼 自身 に お ける 、 社 会 的 な 、 下 位 性 や 劣 位 性 の 、 自 覚 。 


それ ら の 自覚 は 、 い ずれ も 、 彼 自身 の 実 休 験 に 、 基 づく こ 
と 。 


彼 自身 が 、 それ ら の 存在 を 、 意識 し た 場合 

大 き な 痛 覚 が 、 彼 自身 を 、 苗 うこ と 。 

その 結果 。 

彼 自身 の 、 実 際 の 環境 適応 行動 に お いて 、 大 き な 支 障 が 、 発 
生 す る こと 。 


その た め 

彼 自身 が 、 そ れ ら の 存在 を 、 嫌 悪 する こと 。 

彼 自身 が 、 そ れ ら の 存在 を 、 内 側 に 、 隠 蔽 する こと 。 
彼 自身 が 、 そ れ ら の 中 ヘ 見 を 、 内 側 に 、 抑 圧する こと 。 


彼 自身 が 、 そ れ ら の 密 見 を 、 内 部 防御 する こと 。 
彼 自身 が 、 そ れ ら の 存在 を 、 意 識 し な いよ うに する こと 。 


そう し た 、 内 部 防御 の 、 神 経 回 路 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
そこ か ら 先 に 、 発 火 の 伝 達 が 、 進 まな いよ うに し て いる こ 


са 
そこ か ら 先 を 、 発 火 の 伝 達 が 、 辻 回 する よう に し て いる こ 
と 。 


その こと で 


そこ か ら 先 に 存在 する 、 傷 の 内 容 。 
その 内 容 が 、 想 起 さ れ な いよ うに し て いる こと 。 


そう し た 、 伝 達 ブ ロッ ク を 行う 、 神 经 回路 。 
それ は 、 武 装 的 な 、 神 終 回 路 で ある こと 。 


生物 の 精神 に お ける 、 傷 。 

生物 的 神経 系 に お ける 、 働 。 

神 終 回 路 に お ける 、 傷 。 

それ ら に 対す る 、 内 部 防御 の 発生 。 
その 結果 。 


HAAOARICBUYC, Ех т, ЛАБ 
分 が 、 出来 て し まう 三 と 』。 

神経 系 の 内 部 に お いて 、 室 洞 的 な 、 大 き な 神 俊 回 路 部 分 が 、 
pe CL ewes 

НАХ Мис. EFC MALLY, AS LAPEER EB 
分 が 。 tH oe Clb Cs 


その 結果 。 
彼 自身 の 、 実 際 の 環境 適応 行動 に お いて 、 大 き な 支 障 が 、 発 
Ев 


生物 に お ける 、 失 敗 の 体験 。 

生物 に お ける 、 無 力 感 の 体験 。 

生物 に お ける 、 彼 自身 の 無能 竹 の 、 体 験 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


生物 に お ける 、 挫 折 の 体験 。 


彼 自身 が 、 あ る こと を 実現 し よう と 、 何 度 も 、 ト ライ し た こ 
ae 
Я. 資源 の 獲得 。 ア ラー ム 鳴 動 の 停止 。 
Е 


WBS, ФТИ, АА, ВЕС, RUCAADOK 
в 

そう し た 体験 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


Кимм 


そう し た トラ ウマ は 、 ど の よう な 新た な 形状 を 、 神 経 回 路 に 
対し て 、 も た ら す か ? 

その 解明 の た め に 必要 な 、 前 提 和 人 条件 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


資源 の 喪失 に つい て の 、 体 験 。 
以前 の 、 所 有 資 源 量 に つい て の 記憶 。 そ の 記憶 が 、 先 ず 、 必 
"соси. 


味方 の 喪失 に つい て の 、 体 験 。 

援助 者 の 喪失 に つい て の 、 体 験 。 

同質 者 の 喪失 に つい て の 、 体 験 。 例 。 彼 自身 の 、 親 や 子供 。 
以前 の 、 彼 ら の 存在 に つい て の 認識 や 記憶 。 そ うし た 、 認 識 
や 記憶 が 、 先 ず 、 必 要 で ある こと 。 

彼ら の 存在 の 、 新 た な 喪失 に つい て の 、 新 た な 認識 。 そ うし 
た 、 認 識 が 、 次 に 、 必 要 で ある こと 。 


生物 に お ける 、 失 敗 の 体験 。 そ の 分 類 。 


長期 の 場合 。 繰り 返し の 場合 。 洒 進 性 の 場合 。 
彼 自身 が 、 い くら 、 フ ィ ー ド バッ ク を 重ね て 、 や り 筐 し の 試 
行 錯 誤 を 繰り 返し て も 、 結 局 、 成 功 し な か っ た こと 。 


短期 の 場合 。 一 発 性 の 場合 。 

成功 に 対す る 障壁 の 、 強 力 性 や 強烈 性 。 彼 自身 が 、 そ れ ら の 
ARS, БАС, Bil, -ЖС, BUTERA ait 
め た こと 。 


例 。 

彼 自身 の 競争 相手 と の 、 力 量 の 差 の 大 き さ 。 彼 自身 が 、 そ の 
内 容 を 、 実 感 す る こと に つい て 。 

BC(c, SUBIC, УЖО. Я. ОЖ. 

RAIL. RAIL. RRS Sina. RHE. MEME. 


彼 自身 に お ける 、 当 初 の 意図 。 


資源 その も の の 、 獲 得 。 
資源 の 入手 先 の 、 獲 得 。 
資源 の 獲得 に お ける 協力 者 の 、 獲 得 。 


それ ら の 意図 の 、 彼 自身 に お ける 、 自 力 で の 、 和 実現 や 成功 
の 、 不 可能 性 。 

彼 自身 が 、 そ の こと を 、 認 識 す る こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

挫折 。 


資源 その も の の 、 喪 失 。 
資源 の 入手 先 の 、 喪 失 。 
資源 の 獲得 に お ける 協力 者 の 、 喪 失 。 


彼 自身 が 、 そ の こと を 、 認 識 す る こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
喪失 。 欠 損 の 発生 。 


それ ら の イン パク ト が 、 強 烈 で あっ た 場合 。 
それ ら は 、 彼 自身 の 精神 の 内 部 に お いて 、 以 下 の 内 容 を 、 生 


み 出 す 。 
それ ら は 、 彼 自身 の 神経 系 の 内 部 に お いて 、 以 下 の 内 容 を 、 
生み 出す 。 


BEB. ЛАЯ. ГУУ. 


精神 的 な トラ ウマ の 、 神 経 回 路 に お ける 実装 に お いて 。 


先ず 、 基 本 的 な 傷 の 生成 の 実装 が 、 必 要 で ある こと 。 
生物 的 神経 系 。 


彼 自身 の 行動 に お ける 、 一 回 の 、 単 印 な 、 失 敗 。 そ の 実装 。 
彼 自身 に よる 、 そ の 生起 に つい て の 、 認 識 の 発生 。 その実 
装 。 


それ ら の 両方 が 、 必 要 で ある こと 。 


失敗 の 原因 。 

{Ех АА УС. 

出力 先 の 選択 に お ける 、 間 違い 。 選 択 相 手 の 細 胞 が 、 不 適切 
で あっ た こと 。 


遺伝 的 な 固定 結合 の 場合 。 
思考 細胞 に よる 、 可変 的 な 結合 の 場合 。 


神経 伝達 物質 の 出力 量 に お ける 、 不 足 や 過 各 |。 


遺伝 的 な 固定 量 の 場合 。 
学習 細胞 に よる 、 可変 的 な 量 の 場合 。 


個々 の 神経 細胞 に お いて 。 

彼 自身 に お ける 、 出 力 先 の 、 全 て の 可能 な 人 宜 み 合わ せ 。 
彼 自身 に お ける 、 神 篤人 伝達 物質 の 出力 量 の 、 全 て の 可能 な 調 
BID, AAG Ht. 

それ ら を 、 全 て 試し て も 、 全 て 、 駄 目 で て あっ た 場合 。 


それ ら を 、 二 度 と 試し た く な く な る こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


最大 限 の 、 失 敗 と 挫折 。 
ABER |779. 


ВН, ГУУ. 
そう し た 状態 の 実現 に お いて 。 


彼 自 身 が 、 今 まで 試し た 、 神 経 回 路 の 内 容 を 、 一 通り 記憶 す 
る ご と 3 
彼 自身 に お いて 、 そ うし た 記憶 能力 が 、 必 要 で ある こと 。 


そう し た 能力 の 実現 に お いて 。 
それ ぞ れ の 、 試 行 し た 回 路 内 容 に つい て 、 抑 制 タ イプ の 
フィ ー ド バッ ク を 、 そ の 都度 、 追 加 の 形 で 、 付 ける こと 。 


“C915 ЖЕ. 
彼 自身 が 、 以 下 の 内 容 を 、 新 た に 、 認 識 す る こと 。 


彼 自 身 の 意 図 の 実現 に お いて 、 そ の 神経 回 路 の 構成 が 、 重 大 
な 問題 を 起こ し て いる こと 。 


その 結果 。 

彼 自身 の 神経 系 は 、 大 元 の 入力 が あっ て も 、 何 も 出力 し な く 
な る こと 。 

出力 自体 に お ける 、 詰 まり の 、 発 生 。 

その こと 自体 を 、 検 知 し て 、 記 憶 す る 、 仕 組み 。 

それ ら が 、 神 終 回 路 に お ける 、 大 き な 傷 で ある こと 。 
それ ら が 、 精 神 に お ける 、 絶 望 で ある こと 。 

それ ら が 、 精 神 に お ける 、 ト ラウ マ で ある こと 。 


仮に 、 そ の 神 終 回 路 の 領域 へ の 人 力 を 許し た 場合 。 
傷 の 部 分 が 、 発 火 し て し まう こと 。 

それ は 、 彼 自身 に と っ て 、 と て も 、 人 不快 で ある こと 。 
その 結果 。 

彼 自身 の 神経 系 は 、 以 下 の 状 態 へ と 、 移 行 す る こと 。 


問題 を 起こ し た 、 そ の 神経 回 路 の 健 域 に 対す る 和 人力 の 、 ブ 
ロッ ク 。 


(Ic, ОЕ, ЖА. 

彼 自身 が 、 不 快 に な る こと 。 

その 発生 に 対す る 、 予 防 対策 の た め 。 

彼 自身 が 、 そ の 神 妊 回 路 の 合 域 へ の 人力 を 、 後 付け で 、 自 動 
的 に 、 ブ ロッ ク 可 能 に する こと 。 

そう し た 、 入 力 ブ ロッ ク の 、 機 構 。 

そう し た 機構 を 、 神 経 系 に お いて 、 予 め 、 実 装 す る こと 。 


その よう に し て 形成 され た 、 神 縦 回 路 に お ける 、 和 人 カカ ブロ ッ 
ク の 機構 。 

そう し た ブロ ッ ク ク 機構 を 、 徐 々 に 解除 する こと 。 

その た め の 、 神 作 系 操作 の テク ニッ ク 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


カウ ン セ リン グ 。 


そう し た 神 終 回 路 に お ける 、 人 不快 部 分 その も の の 、 人 除去 。 
その た め の 、 神 経 系 操作 の テク ニッ ク 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


心理 療法 。 


生物 の 精神 に お ける 、 傷 。 
生物 的 神経 系 に お ける 、 傷 。 
神 俊 回 路 に お ける 、 傷 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


仮に 、 彼 自身 が 、 外 部 か ら 攻 撃 さ れ た 場合 。 彼 自身 は 、 そ れ 
に 対し て 反撃 する 能力 を 、 持 ち 合 わせ て いな いこ と 。 
MAAOMRBAILKITS. C9 Ute. EER. 

例 。 


彼 自 身 が 、 外 部 の 他 者 か ら 、 問 題 を 指摘 され る こと 。 
彼 自 身 が 、 そ れ に 対す る 反論 の 、 構 成 能 力 を 、 持 ち 合 わせ て 


いな いと 3 

彼 自 身 が 、 そ れ に 対す る 問題 解決 案 の 、 立 案 能 力 を 、 持 ち 合 
わせ て いな い ご こと 。 

{ЕН Я >, ©9001. НИЗА, 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


彼 自身 に お ける 、 問 題 解決 能力 の 欠如 の 、 嘱 早 。 そ の 現場 。 
彼 自身 の 神経 回 路 に お ける 、 致 命 的 な 欠点 の 、 箇 所 。 

彼 自身 に お ける 、 精 神 的 な 急所 。 

彼 自身 に お ける 、 精 神 的 な 器 い 点 。 

彼 自身 の 神経 系 に お ける 、 急 所 。 

RAAOHRAIL BITS. SAL. 


仮に 、 彼 自身 が 、 そ の 箇所 を 、 外 部 か ら 攻 撃 さ れ た 場合 。 


彼 自 身 は 、 そ れ に 対し て 反撃 出来 ず に 、 一 方 的 に 、 叩 き の め 
され る こと 。 
それ は 、 彼 自身 の 生死 に 、 邊 結 す る こと 。 


その た め 。 
彼 自身 は 、 そ の 箇所 を 、 外 部 か ら は 、 隠 蔽 し て お きた いこ 
га 
彼 ( 示 、 芝 5 汪 忆 大 急 所 在 、 彼 自身 0 私 的 领域 D 奥 底 人 之 、 退 避 
させ る こと 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


KH KD OVO. BRK. 
AAPA EIA, АИ. 


そう し た 行為 。 
それ は 、 生 物 に お いて 、 共 通 で ある 。 


生物 の 精神 に お ける 、 傷 。 


生物 的 神経 系 に お ける 、 傷 。 
神 俊 回 路 に お ける 、 傷 。 


それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
生物 に お ける 、 一 般 的 な 傷 の 、 一 種 で ある こと 。 


生物 に お ける 、 精 神 的 トラ ウマ へ の 対処 。 
その 内 容 は 、 生 物 が 、 彼 自身 の 傷 一 般 に 対し て 取る 対処 行動 
г 同一 で ある こと 


彼 自身 の 傷 一 般 の 、 彼 自身 に と っ て の 、 急 所 化 。 
Оо, НЕСК, ИХ. 
彼 自身 の 傷 一 般 の 、 彼 自身 に よる 、 人 防御 。 


それ ら の 一 考 と し て 、 彼 自身 に お ける 、 精 神 的 トラ ウマ の 、 
隠 散 や 防御 が 、 起 き て いる こと 。 


生物 に お ける 、 心理 療 法 の 、 実 践 。 

ВЕНАХ 95 BITS. НИК DOV O. A. 

それ は 、 生 物 に お ける 、 傷 一 般 の 治癒 と 、 同 一 の プロ セス 
a, Wark. 


UNI BIS S. АННО, BA. 
Hud. 4-55. H-RMOARAIEDHROD,. —ixT 
ある こと 。 


850-515. ЕО. JU. 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


女性 は 、 生 殖 資 源 や 生殖 設備 を 、 賃 貸 物件 と し て 、 予 め 、 一 
方 的 に 、 占 有 し て いる こと 。 

男性 は 、 女 性 が 占有 する 、 そ うし た 物件 の 、 借 用 の 応募 者 で 
ある こと 

女性 は 、 そ うし た 応募 者 と し て の 男性 に 対し て 、 審 査 や 査定 


や 人 選定 を 、 予 め 、 厳 し く 、 念 入り に 、 実 施す る こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 と 、 同 様 で て ある こと 。 

不動 産物 件 の 所 有 者 が 、 不 動産 物件 の 借用 の 応募 者 に 対し 
て 、 審 査 や 査定 や 選定 を 、 予 め 、 厳 し く 、 念 人 信 り に 、 実 施す 
rats 


女性 に よる 、 そ うし た 厳し い 審 査 と 査定 と 選定 に 合格 し た 田 
性 。 
EI LERHEDNAD. MOT. ЕСИ, Хи. 
な り 得 る こと 。 


その 結果 。 

女性 が 、 男 性 に 対し て 、 忘 愛 感 情 を 抱く 、 タ イミ ング 。 
その タイ ミン グ は 、 女 性 が 、 男 性 に 対す る 、 和 審査 と 査定 と 選 
定 を 、 完 了 し た 後 と 、 な る こと 。 

その タイ ミン グ は 、 以 下 の タ イミ ング に 比べ て 、 一 段階 以 
Е, №, NZL L. 

女性 が 所 有する 物件 の 、 借 用 の 応募 者 と し て の 、 男 性 。 

そう し た 男性 が 、 女 性 に 対し て 、 應 愛 感 情 を 抱く 、 タ イミ ン 
グ 。 


追加 内 容 。2022 年 10 月 初出 。 
04. 4-55. % 
TAMA. CORA. EM 
—\[-5(75. BAHAE 
体 。 その 特質 。 


ВЕН 2-50] >. ЖЛИЖЗМ. ОЖ. 


2-51). ОЖ 9 SHA. CORR. 

ある 生物 個体 に お いて 。 

彼 自身 と 同じ 性 別 の 個体 が 、 予 め 、 所 有 し て いな い 、 様 々 な 
У. 

そう し た 特質 を 、 そ の 異性 の 個体 が 、 予 め 、 強 固 に 備え て い 
る る と 

(1) 

男性 に と どっ て の 。 RM. 女性 。 


ЕЖЕ, Нико, МЛ. 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


彼女 が 、 液 体 性 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 
彼女 が 、 液 体 と し て の 有 能 性 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


定住 性 。 不動 性 。 高 密度 で の 分 布 性 。 

出力 に お ける 、 高 品質 性 や 、 高 い 完成 度 。 

包含 力 や 包括 力 の 、 高 さ 。 

物事 を 呑み 込む 力 の 、 高 さ 。 丸 暗記 の 能力 の 、 高 さ 。 


彼女 に お ける 、 そ うし た 液体 性 。 

それ ら が 、 男 性 に と っ て 、 彼 自身 の 気体 性 の 維持 に と っ て 
р. Жени, Жили. 

男性 に と っ て 、 彼 自身 が 維持 し た い 、 気 体 性 に 基づく 、 様 々 
な 価値 観 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


個人 主義 。 自 由 主 義 。 分 離 独立 性 。 自 主 性 。 自 発 性 。 個 人 プ 
ライ バシ ー の 尊重 。 多 様 性 の 尊重 。 リ スク を 取る こと 。 チ ャ 
レン ジ 精 神 。 革新 性 。 科 学 性 。 近代 化 の 能力 。 独 創 性 。 普 遍 
性 。 大 局 的 な 視点 。 


女性 が 、 男 性 に お ける 、 そ うし た 価値 観 の 維持 を 、 侵 害し な 
し いで で 。 
女性 が 、 男 性 に 対し て 、 専 制 支配 を 行わ な いこ と 。 


彼女 が 、 以 下 の 性 質 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 

有 性 生殖 に お ける 、 主 要 で 重要 な 、 和 生殖 資源 と 生殖 設備 を 、 
予め 、 十 分 に 所 有 し て いる こと 。 

女性 の 遺伝 子 。 卵 子 。 卵 に 付与 すべ き 栄 養分 。 育 見 機構 。 
それ ら の 働き の 有効 性 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 若 々 し い 
こと 。 健 康 で ある こと 。 

その 結果 。 

有 性 生殖 に お いて 。 急 所 性 や 、 員 点 性 や 、 足 重 性 。 そ れ ら 
を 、 有 所有 し て いる こと 。 

分 布 位 次 に お いて 。 内 側 性 や 、 内 部 性 や 、 温 室 性 。 そ れ ら 
を 、 有 所有 し て いる こと 。 

装備 に お いて 。 非 武装 性 。 護 衛 を 必要 と する こと 。 傷 付き や 
すさ 。 そ れ ら を 、 所 有 し て いる こと 。 


男性 が 、 予 め 所 有 し て いな い 、 様 々 な 特性 。 

身体 的 な 特性 。 女 体 特 有 の 、 特 性 。 

外観 。 ル ックス 。 外 装 。 そ れ ら の 良さ 。 女 体 カ ー ス ト の 高 
aS, Е, BBY. SUS. BRM. 

性 行為 に お いて 。 彼 が 単独 で は 得 ら れ な い 性 的 快感 を 、 彼 女 
か ら 、 十分 に 得 ら れる こと 。 

神経 系 に お いて 。 彼 が 持っ て いな い 、 液 体 的 な 思考 回 路 を 、 
豊富 に 備え て いる こと 。 


生物 共通 の 、 良 好 な 特性 。 

反応 性 の 良さ 。 運 動 性 の 良さ 。 知 能 の 高 さ 。 

ДНА, НАХ, ЖЕ. MB. 考え 方 。 そ れ ら の 良 
さ 。 光明 性 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 

取り 扱い の 、 容 易 性 。 気 安く 接する こと が 、 出 来る こと 。 


(2) 

女性 に と っ て の 、 異 性 。 男 性 。 
(ЕЁ, ЕСО, FAD. 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


彼 が 、 気 体 性 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 

彼 が 、 気 体 と し て の 有 能 性 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

移動 性 。 飛翔 性 。 低 密度 で の 分 布 性 。 

出力 に お ける 、 新 規 性 や 、 革 新 性 や 、 独 創 性 や 、 近 代 性 の 、 
高 さ 。 

物事 を 分 析 す る 力 の 、 高 さ 。 科 学 的 能力 の 、 高 さ 。 
HFA, BRIO. ШЛО. me. 


彼 に お ける 、 そ うし た 気体 性 。 

それ ら が 、 女 性 に と っ て 、 彼 女 自身 の 液体 性 の 維持 に と っ て 
の 、 深 記 な 則 威 と 、 な ら な いこ と 。 

女性 に と っ て 、 彼 女 自 身 が 維持 し た い 、 液 体 性 に 基づく 、 
様々 な 価値 観 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


集団 主義 。 同調 主義 。 調 和 主 義 。 一 体 融合 性 。 協 調 性 。 集団 
了 3 和牛 作 六 一 0) 尊 重 。 包 含 性 0 尊重。 又 夕 在 避 ( 才 召 二 二 。 
安全 志向 。 安 定 志向 。 前 例 踏 并 主 义 。 非 科学 性 。 局 所 性 。 微 
押 な 視点 。 

男性 が 、 女 性 に お ける 、 そ うし た 価値 観 の 維持 を 、 侵 害し な 
bie 

BMA. SMO LC, BAMBACA THAI L. 


WA, МЕНА, ГЛАС. 
有 性 生殖 に お ける 、 最 低 限 の 生殖 資源 と 生殖 設備 を 、 予 め 、 


Нос ES « 

男性 の 遺伝 子 。 精 子 。 

それ ら の 働き の 有効 性 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 若 々 し い 
こと 。 健 康 で ある こと 。 

その 結果 。 

AMEASEICS YC. ЧЕЛА Х2>, ЗЕЯЯАМЕХ>, ЗЕЕ, -¢ 
れ ら を 、 所 有 し て いる こと 。 

分 布 位 四 に お いて 。 外 側 性 や 、 外 部 性 や 、 音 温室 性 。 そ れ ら 
を 、 有 所有 し て いる こと 。 

装備 に お いて 。 武 装 性 や 、 自 衛 性 。 攻 撃 性 や 、 防 御 性 や 、 反 
撃 性 。 傷 付き に くさ 。 そ れ ら を 、 所 有 し て いる こと 。 


彼女 に 対し て 、 mE. MEARS. BAL. eT 
>. ВЕЛ. 
Ос. RC. RC. KREG, HRS. НА 
し 、 提 供する 、 能 力 。 

彼 自身 は 、 苦 酷 な 環境 に 対す る 、 強 力 な 耐性 を 、 所 有 し て い 
TE; 


RK. BTS. ВЕЛ. 
RE. RATS. ВЕЛ. КОФИ 4c, RAI HL 
<. BAe BRMRIS. ВЕЛ. 


彼女 が 占有 する 、 豊 富 な 、 生 殖 資 源 や 、 生 殖 設備 。 

彼 が 、 そ れ ら を 借用 する た め の 対 価 を 、 彼 女 に 対し て 、 継 続 
的 に 、 十 二分 に 支払 い 続 ける 、 能 力 。 

彼 が 、 彼 女 に 対し て 、 そ うし た 不労 所 得 を 、 供 給 し 続け る 、 
能力 。 


経済 的 に 稼ぐ 、 能 力 。 


— 


女性 が 、 予 め 所 有 し て いな い 、 様 々 な 特性 。 
身体 的 な 特性 。 男 体 特 有 の 、 特 性 。 

外観 。 ル ックス 。 外 装 。 そ れ ら の 良さ 。 男 体 カ ー ス ト の 高 

さ 。 筋 力 の 強 さ 。 了 剛 足 性 。 強 物性 。 

性 行為 に お いて 。 彼 女 が 単独 で は 得 ら れ な い 性 的 快感 を 、 彼 
か ら 、 十分 に 得 ら れる こと 。 

神経 系 に お いて 。 彼 女 が 持っ て いな い 、 気 体 的 な 思考 回 路 


を 、 豊 富 に 備え て いる こと 。 


生物 共通 の 、 良 好 な 特性 。 

反応 性 の 良さ 。 運 動 性 の 良さ 。 知 能 の 高 さ 。 

ДНА, HECK, ЖЕ. MB. 考え 方 。 そ れ ら の 良 
さ 。 光明 性 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 

取り 扱い の 、 容 易 性 。 気 安く 接する こと が 、 出 来る こと 。 


2—5]. RATA. ФОН. 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


EME СЕЛ ОА СО. 
生物 と し て の 有 能 性 。 そ うし た 能力 を 、 十 分 に 備え て いる こ 
Ge 


生存 を 維持 する 力 。 生 き 抜 く 力 。 資 源 を 発見 する 力 。 資 源 を 
獲得 する 力 。 資 源 を 奪取 する 力 。 資 源 を 私 有する 力 。 所 有 資 
he Vass ST. 

そう し た 有 能 作 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 


生殖 する 力 。 自 己 複製 の 力 。 自 己 増殖 の 力 。 彼 自身 の 子孫 
を 、 後 世に 残す 、 力 。 AIT. MUMIA. 
そう し た 有 能 作 を 、 十 分 に 備え て いる こと 。 


周囲 の 他 者 に 対し て 、 光 明 性 を 与え る 、 力 。 

周囲 の 他 者 に 対し て 、 生 き や す さ を 与え る 、 力 。 
周囲 の 他 者 に 対し て 、 生 き や す さ を 生産 する 、 力 。 
周囲 の 他 者 に 対し て 、 生 き や す さ を 供給 する 、 力 。 


周囲 の 他 者 に 対し て 、 暗 黒 性 を 与え な い 、 力 。 

周囲 の 他 者 に 対し て 、 生 き に くさ を 与え な い 、 力 。 
周囲 の 他 者 に 対し て 、 生 き に くさ を 強制 し な い 、 力 。 
周囲 の 他 者 に 対し て 、 虚 待 や 搾取 を 、 行 わな い 、 力 。 


CV СЕВВЕЕЯ, РГЛОЖАСЛЬСЬ. 


既得 権益 を 豊富 に 所 有する 、 無 能 な 、 生 物 個体 。 

彼 自身 は 、 生 物 と し て の 力 を 、 個 人 的 に は 、 あ まり 持た な 

LY. 

НЕ. EMc СОВМ, MAMICIZ, HE” FH te 
な い 。 

MARS. Mee. МЛ. HEY BAN CIE 
LY. 

$l. AARSTAICH(F 4, HROBSARE. 

$. AARAAICH(TS, HEEDNKAERO, BHR. 


死に に くさ 。 病気 へ の な り に くさ 。 生ま れ や す 
さ 。 育 ちや すさ 。 生 き や す さ 。 


生活 が 不便 で な いこ と 。 (生活 が 便利 で ある こ 
と 。) 交通 や 通信 、 市 場 が 発達 し て いる こと 。 


(機能 の 相互 交換 が 行い や すい こと ) 


Али. WEA HAI CUI. SERA 
な いこ と 。 安心 し て 生活 で きる こと 。 


生活 に ゆとり が ある こと 。 生 き や す さ と 走 結 し な 
、、| い 内 容 。 そ れ ら の 成長 や 発展 。 そ れ が 、 生 命 に 
よっ て 、 受 け 人 れ ら れる こと 。 例 。 娯 楽 。 ゲー 
ム 。 芸術 。 


ET R= 


ie PRREE AES tl matt MAAS S. Mt 
B/S. BLES. les ис 
‘tsi eee. A'S 

物 


2 能 物 質 を 運ぶ | 機能 が 乗っ た 物質 。 例 。 酸素 を 
輸 ・ | 機能 。 機 能 物質 


内 包 し た 赤血球 。 そ れ ら を 運 
ぶ の に 必要 な も の 。 

(1) 机 能 0 位 置 丰 动 办 才 、 
エン ジン や 原動力 。 (心臓 。 
それ は 、 血 液 を 動か す 。 酸 
素 。 それは 、 燃 料 と な る 。 神 


筆 細 胞 の シナ プス の 活動 。 そ 
れ は 、 情 報 を 生み 出す 原動力 
と な る 。) 
(2) 機能 が 通過 する 通路 。 
機能 物質 を 外部 
3 集荷 | から 集 め る 機 


( 例 。 酸素 を 運ぶ 赤血球 。 そ れ 
。 機能 物質 を 貯蔵 
する 機能 。 


ら が 流れ る 血管 。) 

肺 で は 、 酸 素 が 集め られ る 。 
機能 物質 を 加 
工 . 改变 才 召 机 


口 ・ 胃 ・ 腸 で は 、 栄 養 や 水分 が 
集め られ る 。 脳 は 、 情 報 行動 
де 3 де 
aE ee さら に 別 の 新た な 機能 を 持っ 
“| た も の へ と 作り 替え る 。 


を 起こ す 。 そ れ は 、 外 部 環境 
revenge ee 
ваза [RO>NS. BRC, —E 
物 処 
理 | て る 機能 


ll eee 
Fa 


体内 の 様々 な 酵素 。 そ れ は 、 
元 と な る 機能 物質 を 化学 変化 
させ る 。 酵 素 は 、 そ れ ら る を 、 


加 
SL - 


か ら 機 能 物 質 を 取得 する た め 
Е 使っ た 水 を リサ イク ル す る 。 


に 、 必 要 で ある 。 
肝臓 で は 、 集 め ら れ た 栄養 分 
立 [一 
Ogee 直腸 は 、 全 て 栄養 分 を 利用 し 


7, BANC, ИЕ, 
イク ル す る 機 


くし た 後 の 大 便 を 外部 に 放出 


能 。) 


機能 を 阻害 する 
防 外 部 要 因 。 (外 SAB AS. Ae ay 7D 
7 敵 、 シ ョ ッ ク な | 守る 。 肪 骨 は 、 臓 器 を 圧迫 か 
保全 


ら 守 る 。 手 足 は 、 外 敵 の 攻撃 


・| 処 理 の 機能 を 三 え る 。 調 理 器具 製造 業 。 そ れ 


、 は て 広域 に 巡ら す 、 放 送 ・ 通 信 業 。 


ーー 


а 


| 小売 業 。 それ は 、 交換 用 トー クン や 貨幣 を 用 い 
| て 、 製 品 と 利用 者 を 出会わ せる 。 


コン ピュ ー タ 製造 業 。 それは 、 半 導体 に 、 情 報 
は 、 鉄 の 固まり に 、 食 品 調理 の 機能 を 与え る 。 
トラ ッ ク ・ 鉄 道 な どの 運送 業 。 電 波 に 情報 を 乗 


みか ん を 収穫 する 農家 。 農協 の 集荷 場 。 そ れ 
は 、 上 農家 が 取っ た みか ん を 一 カ所 に 集め て 処理 
する 。 石油 採掘 業 。 そ れ は 、 石 油 を 取っ て 集め 


倉庫 業 。 それ は 、 作 っ た 製品 を 賠 め て お く 。 銀 


PMB. СМ. AROCFRNZEE TS. Bh 
‚ ESR. ЯЗ. ЛЯЖЕТ 


И ae eee 
具体 例 seve № an に 役立つ ) 


対応 する 外部 メ 


ディ ア の 録画 可 


それ | 第 用 者 は 、 多 く 
は 、| の 情報 が 保存 可 
НЕ. ) 多い а 环境 
$17, Е 
の 放送 だ け で な 

く 、 衛 性 放送 や 
о 
も 対応 し て いる 
ель 


外部 メデ ィ ア を 

BARTON 

か る 時 間 の 短 
(400 倍 


録画 可能 な 画質 
の きめ 細か さ 

(8K 画 像 へ の 対 | 
応 。) 


扱え る 情報 


る する fer aH 


は 、| べ る 室 間 範囲 。 


テレ ビ 放 送 の 時 

報 に 、 録 画 機 の 

内 蔵 時 計 を 合わ 

せる 機能 。 そ の 

こと で 、 時 間 に 

正確 に 、 録 画 が В РЕЯ 
開始 され る 機 。| む 。 


簡単 な 操作 で 、 
必要 な 機能 が す 
ぐに 取り 出せ 
操作 の 簡単 送 番 4 # る こと 。 そ の 
さ 。 (操作 SUT. FG こと は 、 生 死 を 
手順 の 少な ン ネ ル 、 それ | 分 ける 状況 下 
さ 。 操 作 の は 、| で 、 利 用 者 を 助 
分 か りや す HT. 
さ 。 求め る |B a ig AZ ЕЯ SE CH 
機能 の 探し | ら が 、 少 な い 桁 | ど 良 要 な 心理 的 労力 
в 数 の 数 値 信 力 だ 。 | や スト レス 。 
け で 可能 に な る それ が 少な く 
機能 。 THEIL. 
それ は 、 利 用 者 
の 寿命 の 延長 に 


扱う 情報 。 
その 互換 
性 。 


扱う 情報 の 
AREA. -€ 


从来 机 种 OER 
作手 順 の 共通 


ま 記 録 す る こと 
が で きる 度合 
い 。 


本 来 の 放送 番組 
の 内 容 に 関係 な 
い 情 報 。 不 要 な 
内 容 の 情報 。 

。 コ マー シャ 


+5, 
機器 に 対す る い 
た ずら 。 そ れ を 


情報 の 扱い 方 に 
‚ НВ 


内 容 を 減ら せ 

る 。 操 作手 順 の 
学習 労力 。 操 作 
間違い の 頻度 。 
活用 で きる 情報 
の 種類 が 増え る 
こと 。 利 用 者 

は 、 よ り 多 様 な 
情報 に 接する こ 
と が で きる は 

に な る 。 


に 必要 な 情報 の 
AIC, FERED 
注意 を 集中 で き 
る まう に な 


CT ее. Е 


る 。 外 部 か ら の 


ソー ヌス ゴー ドコ 


import multiprocessing 

from multiprocessing import Process, Queue, Pipe 
import os 

import time 

import random 


env value input = 300 
env value. output = 0 
cell name array input = [тары 01"] 

cell name array output = ['output 01"] 

cell name array neuron middle = [| neuron 01"] 

Cell type num array: neuron ‘middle = [1] 

Sleep time length input = 3 

sleep time length neuron middle = 5 

sleep time length input sum = 30 

spike threshold neuron middle = 100 

output value neuron middle = 100 

input for sum num length = 100 

spike num percent = 0 

spike threshold learning variable = 1.4 

sleep time length neuron middle learning variable = 
1.4 

input Low threshold = 5 
input high threshold = 
input amp variable = 1. 


0 
200 
5 


event array = [] 

for sub_num_a in range(2): 
event temp = multiprocessing.Event () 
event _array.append(event_temp) 


q values array input = [] 
for value пом 1 in zange (1) : 
q temp = Queue () 
q value array input.append(q_temp) 


q_value_array neuron output = [] 
for value пом 1 in zange (1): 
q temp, = Queue () 
а value array neuron output.append(q temp) 


а value array interval = [] 
for value num 1 in range(2): 


q temp = Queue () 
q value array interval.append(q_temp) 


def subprocess timer(sleep time length, event): 
sleep time length changed = sleep time length 
count = 0 
event.set() # 発火 する こと 。Ignite. Зажигание. A 


) 
燃 。 


while True: 
event.clear() # ЖЛ 1, И. Do not ignite. 
Не воспламеняйте. WHI АА. 
time.sleep(sleep time length changed) 
event.set() # ЖЛЯ СИ, Ignite. 


Зажигание. 点 燃 。 


def subprocess timer using queue(sleep time length, 


event,q): 
sleep time length changed = sleep time length 
q len now = 0 
count = 0 
event.set() # 発火 する こと 。Ignite. Зажигание. 点 


while True: 
#print ("sleep time length now=" + 
str(sleep time length changed) ) 
event.clear() # ЖЛ1 СИ. Do not ignite. 
Не воспламеняйте. ЛЕ. 
time.sleep(sleep time length changed) 
event.set() # ЖЛЯ5СУИ, Ignite. 
Зажигание. ЩЖ. 
if(q.empty() == False). 
q len now = q.qsize() 
for q num i in range(q len now): 
sleep time length changed = 


float (q.get (True) ) 

print ("event 
sleep time length _changed=" + 
str(sleep time length changed) ) 


def 
cell input (name, env value, qd output array, sleep time_ 
length, input low threshold, input high threshold, inpu 
t amp variable): 


Value array = ['',''] 
low amp times num = 1 
high amp times num = -1 


q input get array = [] 
while True: 
time.sleep(sleep time length) 


for qd output array i in 
range (len(q output _array)): 
if(env_value < input low threshold): 

print ("env Value is too low. " + 
str(env _ value) ) 

env value = env value * 
(input amp variable ** low amp times num) 

print ("env value changed=" + 
tr(env Value) + " low amp times num=" + 
str(low amp times num)) 


n 


if(env_value < input low threshold): 
low_amp times num = 


low amp times num + 
elif(env_value > input_high threshold): 

print ("envy value 1s too high, " + 
str (enV Value) ) 


env_value = env_value * 
(input amp variable ** high amp times num) 
print ("env value _changed=" + 
tr(env_value) + " high amp times num=" + 
str (high amp times num) ) 
if(env_value > 
input high threshold): 
high amp times num = 
high amp times num - 1 
else: 
env Value = env Value 


n 


а output_array[q_output_array i].put(env_value) 


def cell output (name,env_value,q input): 
value array = ['',''] 
а input get array = [] 


while True: 
env_ value = float(q_input.get (True) ) 
print ("env _ output=" + str(env_value) ) 


def 
cell neuron middle (name, type num, qd input,q ou 
ray, Sleep time length,spike threshold,q outpu 


tput_ar 


t value 


,event_array,input_ for sum num length, spike _ threshol 
Я learning variable,sleep time length neuron middle _ 
learning variable, sleep time length neuron _middle, а_ 


value interval и 
value array = oil? | 
Ch input get _ ave = [] 
input for sum array = [] 
q output value learned = qd output value 


sum of inputs pre = 0 
sum of inputs now = 0 
learned value for qd output = 0 


first flag = 0 

sleep time length neuron middle learned = 
sleep time length neuron middle 

while True: 


if event array[0].is set(): # 発火 タ イミ ング か 


どう か を チェ ッ ク す る こと 。Check for ignition timi 
Проверьте момент зажигания. 检查 点 火 正 时 。 


£ (а input.empty() == False): 


ng. 


q_input_len now = q_input.qsize() 


for qd input num i in 
range(q input len пом): 


q input get array.append(int(q input.get (True 


print(q input get array) 
q input sum = 0 
for а input array 1 in 
range (len(q input get array)): 
q input зим = а input зим 
а input get array[q input array i] 


) ) ) 


十 


Е (а input зим >= spike threshold): 


for qd output array i an 
range (len(q output array) ) : 


а output array[q output array i].put((q output value 


_learned * type num)) 


input for sum array.append(q output value learned) 


if (len(input for sum array) > 
input for sum num length): 


input for sum array.pop (0) 


а input get array = [] 


else: 
input for sum аггау.аррепа (0) 
if (len(input for sum array) > 
input for sum num length): 
input for sum аггау.рор (0) 


if event array[1].is set(): # 集計 タイ ミン グ か 
どう か を チェ ッ ク す る こと 。Check to see if it is 
aggregate timing. Проверьте, не является ли он 
агрегатным. 检查 一 下 ,看 看 是 否 是 集合 计时 。 

print ("sum event occred") 
sum of inputs pre = sum of inputs now 
sum of inputs now = 
sum(input for sum array) 
if(first flag > 0) : 
learned value for qd output = 
(sum of inputs пом - зим of inputs pre) / 
len(input for sum array) 
q output value learned = 
q output value learned learned value for q output 
print ("learned value for а output=" 
+ Str (earned value for qd Output) ) 


spike threshold = spike threshold * 
(len(input_ for sum_array) - 
input for sum_array.count(0)) / 
len(input for sum_array) / 
spike threshold learning variable 

print ("learned spike threshold=" + 
str(spike threshold))) 


sleep time length neuron middle learned = 
sleep time length neuron middle learned * 
len (input for sum_array) 

input for sum_array.count(0)) / 
len(input for sum array) / 

sleep time length neuron middle learning variable 


一 


print ("sleep time length neuron middle learned=" + 
str(sleep time length neuron middle learned) ) 


q value interval array[0].put(sleep time length neur 
on middle learned) 


else: 
First flag. = 


####fOr Windows 


ТЕ name == 


tat it tH 


' main us 


timer sub 0 proc = 
Process (target=subprocess timer using queue, args= 


(sleep _ 


time length neuron middle, 


event _array[0],q value array interval[0],)) 


timer sub 1 proc = 
Process (target=subprocess timer, 


args= 


(sleep time length input sum, event _array[1],)) 


cell input proc = Process (target=cell input, 


args= 


(cell name array input[0],env_value input,q value ar 
Fay input,sleep time length input,input low threshol 
d,input_high threshold, input_amp variable, ) ) 

cell neuron middle proc = 


Process (target 


(cell n 


ray neu 


ike threshold neuron middle, output 
leng!t 
lengt 


le, even 


old learning variable, sleep time_ 


e learn 


args= 


t=cell_ neuron middle, args= 


ame array neuron middle[0],cell type num arra 
у neuron middle[0],q value array input[0],q value ar 
th neuron middle, sp 


ron output, sleep time lengt 


t array, input for sum num 


_value neuron midd 


th,spike thresh 
th neuron middl 


ing variable,sleep time length neuron middle, 
q value array interval,)) 
Cell output proc = Process(target=cell output, 


(cell name array output[0],env value output, qd value _ 
array neuron output[0],)) 


timer sub 0 proc.start () 
timer sub 1 proc.start () 


cell input proc. start () 
cell neuron middle proc.start 
cell output proc.start() 

=r =< 5 ыы 


() 


import multiprocessing 

from multiprocessing import Process, Queue, Pipe 
import os 

import time 

import random 

import copy 


env_ value input = 300 

env Value output = [0,0,3001] 

cell name array input = ["'input 01"] 
cell name_array output = 
['output_01', 'output_02', 'output_03'] 

cell name array neuron middle = ['neuron_ 01'] 

cell facilitation suppression type num_array neuron _ 
middle = [1] 
cell plasticity type num array neuron middle = [0] 
sleep time length input = 1 

sleep time length neuron middle = 2 

sleep time length input зим = 10 

spike threshold neuron middle = 100 

output value neuron middle = 100 

input for sum num length = 100 

spike num _ percent = 0 

spike threshold learning variable = 1.1 

sleep time length neuron middle learning variable = 


input low threshold = 50 
input high threshold = 200 
input_amp variable = 1.1 


event array = [] 

for sub num a in range(2): 
vent temp multiprocessing.Event () 
event _array.append(event_temp) 


cell neuron middle all num = 1 

cell intput all num = 1 

cell output all num = 3 

cell new connection target all num = 

cell neuron middle all num + cell output all num 


Я Value array connection target = [] 
for Value num 1 in 


range (cell new connection target all num): #№.0. 中 
间 神 经 细胞 1 〇 入 力 值 。 No.1. 出力 細胞 1 の 人 力 値 。 No.2. 出力 
細胞 2 ろ の 人 力 値 。 No.3. 出力 細胞 3 の 入力 値 。 No.0. Input 


value of intermediate neuron 1. No.l. input value of 
output cell 1. No.2. input value of output cell 2. 

No.2. input value of output cell 2 No.3. input value 
of output cell 3 No.3. input value of output cell 3. 
Нет.0. Входное значение промежуточного нейрона 
No.1. входное значение выходной ячейки 1. Нет.2. 

входное значение выходной ячейки 2. №.2. входное 
значение выходной ячейки 2 No.3. входное значение 
выходной ячейки 3 No.3. входное значение выходной 


ячейки 3. 50, Нл Л. No.1. 输出 单元 1 的 输 
入 值 。No .2 .输出 单元 2 的 输入 值 。No . 2 .输出 单元 2 的 输入 值 No.3. 
输出 单元 3 的 输入 值 No . 3 .输出 单元 3 的 输入 值 。 


а temp = Queue () 
а value array connection target.append(q temp) 


а value array input = 


[а value array connection target[0]] 


q value array neuron output = [] 


q value array interval = [] 
for value пом 1 in range(2): 12. 集計 。 


q temp = Queue () 
q value array interval.append(q_temp) 


а value array env common = [1] 
for value num i in гапае (1): # 环 境 变数 。 


q temp = Queue () 
а value array env_common.append(q temp) 


def 
add new item to existing list with all list with sim 
plest thought (existing list,all list): 

new list = [] 

new list = copy.copy(existing list) 

out num temp = random.randint (0, (1еп (а11 list) ) 
- 1) 


new list.append(all list[out num temp]) 
return new list 


def subprocess timer(sleep time length, event): 
sleep time length changed = sleep time length 
count = 0 
event.set() # 発火 する こと 。Ignite. Зажигание. 点 


) 
燃 。 


while True: 
event.clear() # ЖЛ 1, И. Do not ignite. 
Не воспламеняйте. ЛЕ. 
time.sleep(sleep time length changed) 
event.set() # #KGS=2—%. Ignite. 


Зажигание. 点 燃 。 


def subprocess timer using queue (sleep time length, 


event, а): 

sleep time length changed = sleep time length 

q len пом = 0 7 — 7 

count = 0 

event.set() # 発火 する こと 。T エ Ignite. Зажигание. A 

while True: 

#print ("sleep time length now=" + 

str(sleep time length changed) ) 


event.clear() # #@KU*#@L‘2%. Do not ignite. 
Не воспламеняйте. ЕЛЕ. 
time.sleep(sleep time length changed) 
event.set() # 発火 する こと 。TIgnite. 
Зажигание. ЩЖ. 
if(q.empty() == False): 
q len now = q.qsize() 
for q num 1 in range(q len now): 
sleep time length changed = 


float (q.get (True) ) 

print ("event 

sleep time length _changed=" + 
str(sleep time length changed) + "\n") 


def 
cell input (name, env value input _origin,q output_arra 
y,Sleep time length,input low threshold, input high Е 


hreshold,input_amp variable,q env received): 
env value input = env value input origin 
Value array = [TT] 
low amp times num = 1 
high amp times num = -1 


Я input get array = [] 


while True: 


time.sleep(sleep time length) 
if(q env received.empty() == False): 
q_input_len пом = q_env_received.qsize() 


for а input num i in 
range(q input len пом): 
env value input = 
envy: value input = (int (qo env received.get (True) ) ) 
if(env value input < 0): 
env value input = 0 


print (name + " env value now=" + 
str(env value input) + "\n") 

for а output array i in 
range (len(q output _ array) ) : 


if(env value input < 
input low threshold): 


print ("env value is too low. " + 
str(env value input) + "\n") 
env value input = env value input * 


(input amp variable ** low amp times num) 
print ("env value changed=" + 

tr(env Value input) + " low amp times num=" + 

str(low amp times num) + "\n") 


n 


if(env_value_ input < 
input _low_threshold): 
low_amp times num = 


low amp times num + 1 
elif (envy Value input > 
input_high threshold): 


print ("env Value is too high. " + 
str(env value input) + "\n") 
env value input = env value input * 


(input amp variable ** high amp times num) 
print ("env value changed=" + 
tr(env value input) + " high amp times num=" + 
str(high amp times num) + "\n") 
if(env value input > 
input high threshold): 
high amp times num = 


n 


high amp times num - 
else: 
епу value input = env value input 
if(env value input > 0): 


q output array[q output array i].put (env value input 


) 


def 
cell output(name, env Value output, qd input,q env_send 
) : 
Value array = [" *] 
а input get array = [] 
while True: 
env Value temp = float(q input.get (True) ) 
q env_send.put (env Value output) 
print (name + " env value change minus=" + 
str(env value output) + "\п") 


def 

cell neuron middle (name, facilitation suppression typ 
e num, plasticity type num,q input, а output_array,sle 
ep time length, spike threshold,q output value, event _ 
array, 1nput for sum num length, spike threshold learn 
ing variable, sleep time length neuron middle learnin 
g variable, sleep time length neuron middle,q value i 
nterval array, qd value array all): 

Value array = [at eee] 
input get. array = [] 
output array changed = [] 
_output array changed: = 
copy.deepcopy (q_output_array) 

input for sum array = |] 

q output value learned = qd output value 


sum of inputs pre = 0 
sum of inputs now = 0 
learned value for qd output = 0 


first flag = 0 
sleep time length neuron middle learned = 
sleep time length neuron middle 
while True: 
if event array[0].is set(): # 発火 タ イミ ング か 
どう か を チェ ッ ク す る こと 。Check for ignition timing. 
Проверьте момент зажигания. 检查 点 火 正 时 。 


1Е (а input.empty() == False): 
q input len пом = а input.qsize () 
for qd input num i in 
range(q input len пом): 


q input get array.append(int(q input.get (True) ) ) 


print(q input get array) 
print ("\n") 

а input зим = 0 

for а input аггау i in 


range (len(q input get array)): 
q Input. sum = qd input sum + 
q input get array[q input array i] 


if(q input sum >= spike threshold): 
if (len(q output array changed) > 
0): 
for qd output атгау 1. in 
range (len(q output array changed) ): 


q output array changed[q output array i].put((q_outp 
ut value learned * 
facilitation suppression type num) ) 


print ("len(q output array changed)=" + 
str(len(q_ output array changed)) + "\n") 

q output array changed = 
add new item to existing list with all list with sim 
plest thought (g “output array changed, qd value array a 
11) 


input for sum_array.append(q output value learned) 
if(len(input for Sum array) > 
input for sum num length): 
input for sum_array.pop (0) 
q Anput get array = [] 
else: 
input for sum array.append(0) 
if (len(input for sum array) > 
input for sum num length): 
input for sum аггау.рор (0) 


if event array[1].is set(): # 集計 タイ ミン グ か 
どう か を チェ ッ ク す る こと 。Check to see if it is 
aggregate timing. Проверьте, не является ли он 
агрегатным. 检查 一 下 ,看 看 是 否 是 集合 计时 。 

print ("sum event occred") 
sum of inputs pre = sum of inputs now 
sum of inputs now = 
sum(input for sum array) 
if(first flag > 0) : 
learned value for qd output = 
(sum of inputs пом - зим of inputs pre) / 
len (input for sum array) 


q output value learned = 
q output value learned learned value for q output 
print ("learned value for qd output=" 
+ str(learned value for qd output)) 


spike threshold = spike threshold * 
(len(input for зим array) - 
input for sum_array.count(0)) / 
len(input for sum array) / 
spike threshold learning variable 

print ("learned spike threshold=" + 
str(spike threshold) ) 


sleep time length neuron middle learned = 
sleep time length neuron middle learned * 
(len(input_ for sum array) 

input for sum_array.count(0)) / 
len(input for sum_array) / 

sleep time length neuron middle learning variable 


print ("sleep time length neuron middle learned=" 4 
str(sleep time length neuron middle learned) ) 


q value interval array[0].put(sleep time length neur 
on middle learned) 


else: 
first flag = 41 


####fOr Windows 
ДЕ name == ' main _ 


НН 


timer Sub 0 proc = 
Process (target=subprocess timer using queue, args= 
(sleep time length neuron middle, 
event _array[0],q value array interval[0],)) 
timer sub 1 proc = 
Process (target=subprocess timer, args= 
(sleep time length_input_sum, event_array[1],)) 


cell input: proc. = Process (target—cell input, 
args= 
(cell name array input[0],env_value input,q value ar 
ray input, sleep time length_input,input_low_threshol 


d,input_high threshold, input amp variable,q value ar 


ray _env_common[0],)) 
cell neuron middle proc = 
Process (target=cell neuron middie, args= 


(cell name array neuron_middle[0],cell_ facilitation_ 


suppression type num array neuron middle [0],cel] pla 


sticity type num array neuron middle[0],q value arra 
y_input[0],q value array neuron output, sleep time le 


ngth neuron middle,spike threshold neuron middle, out 
put_value neuron middle,event_array,input for зим пи 
m length,spike threshold learning variable,sleep tim 
e length neuron middle learning variable,sleep time_ 
length neuron middle,q value_array interval,q value_ 


array connection target, ) ) 


cell output 1 proc’ = Process (target=ce] 
args= 
(cell name array output[0],env Value output 


ue array connection target[l],q value array _ 


on[0],)) 


args= 
(cell name array output[1],env value output 


ue_array connection target[2],q value array _ 


on[0],)) 


args= 
(cell name array output (2)],env value output 


cell output 2 proc = Process (Carget—cell 


cell output 3 proc = Process (targer—cel | 


1 output, 


[0], а_уа1 
env comm 


_ output, 


[1], а val 
env_comm 


_ output, 


[2],q val 


ue array connection target[3],q value array env_comm 


on[0],)) 


timer sub. 0 proc.start() 
timer sub 1 proc.start () 


cell input proc.start() 

cell neuron middle proc.start () 
cell output 1 proc.start() 
cell, output 2 proc.start () 

cell output 3 proc.start() 


aia いて の 関連 情 


私 の 主要 な 書籍 。 そ れ ら の 内 容 の 、 総 
合 的 な 要約 。 


Hil 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 発 見 し た 。 

男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 

その こと に つい て の 、 新 た な 、 基 本 的 で 、 斬 新 な 、 説 
明 。 


男女 の 性 差 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

精子 と 卵子 と の 、 性 質 の 差 。 

thon, BRAT. HER CH"). RAR. 


男女 0 社会 行动 上 0 性 差 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 に 、 忠 実に 、 基 づい て いる 。 
精子 と 卵子 と の 、 社 会 行動 上 の 差 。 


それ は 、 全 て の 生物 に お いて 、 共 通し て いる 。 
それ は 、 生 物 の 一 種 と し て の 人 間 に も 、 当 て は まる 。 


男性 の 心身 は 、 精 子 の 乗り 物 に 過ぎ な い 。 
女性 の 心身 は 、 卵 子 の 乗り 物 に 過ぎ な い 。 


УРСА, 栄養 分 と 水分 。 
卵子 は 、 そ れ ら の 、 所 有 者 で あり 、 占 有 者 で ある 。 


生殖 設備 。 
女性 は 、 そ れ ら の 所 有 者 で あり 、 占 有 者 で ある 。 


卵子 が 占有 する 、 栄 准 分 や 水分 。 
精子 は 、 そ れ ら の 、 借 用 者 で ある 。 


女性 が 占有 する 生殖 設備 。 
男性 は 、 そ れ ら の 、 借 用 者 で ある 。 


所 有 者 が 上 位 者 で あり 、 借 用 者 が 下位 者 で ある 。 


その 結果 。 

ЖЖ. 

それ ら に お いて は 、 卵 子 が 上 位 者 で あり 、 精 子 が 下位 
者 で ある 。 

生殖 設備 の 所 有 。 

それ ら に お いて は 、 女 性 が 上 位 者 で あり 、 男 性 が 下位 
者 で ある 。 


卵子 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 
そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 

その こと で 、 精 子 を 、 一 方 的 に 選別 する こと 。 

その こと で 、 精 子 に 対し て 、 受 精 を 、 一 方 的 に 許可 す 
る こと 

そう し た 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 和 的 に 占有 する 。 
そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 

その こと で 、 男 性 を 、 一 方 的 に 選別 する こと 。 

その こと で 、 男 性 に 対し て 、 婚 召 を 、 一 方 的 に 許可 す 
Dats 

そう し た 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 行 為 を 、 行 う 。 

そう し た 上 下関 係 を 利用 する こと 。 

その こと で 、 男 性 を 、 様 々 な 側面 か ら 、 総 合 的 に 搾取 
すず る こと 


卵子 は 、 精 子 を 、 性 的 に 誘引 する 。 
女性 は 、 男 性 を 、 性 的 に 誘引 する 。 


卵子 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 
それ 自身 の 内 部 へ の 、 精 子 の 進入 。 

その こと に つい て の 、 許 認可 。 

その 権限 。 


女性 は 、 以 下 の 内 容 の 権限 を 、 一 方 的 に 占有 する 。 
男性 に 対す る 、 セ ックス の 許認可 。 
その 権限 。 


彼女 自身 が 所 有する 生殖 設備 。 
ATHII LS. tno, fam. 
その 許認可 。 

その 権限 。 


男性 か ら の 求婚 。 

それ に 対す る 許諾 。 

その 権限 。 

生物 が 、 有 性 生殖 を 行う 限り 、 以 下 の 内 容 は 、 確 実に 存 
在 す る 。 

男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 


男女 の 社会 行動 上 の 性 差 。 
それ ら は 、 無 くす こと は 、 決 し て 出来 な い 。 


私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 新 た に 説明 する 。 


世界 に は 、 男 性 優位 の 社会 だ ど だ け で な く 、 女 性 優位 の 社会 
も 、 同 様 に 、 普 通 に 、 多 数 存在 する こと 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
女性 優位 社会 の 存在 の 明瞭 性 。 
その 、 世 界 社会 に お ける 、 新 た な 再 確認 。 


男性 優位 社会 は 、 移 動 生活 様 式 の 社会 で ある 。 
女性 優位 社会 は 、 定 住 生活 様式 の 社会 で ある 。 


精子 。 
その 乗り 物 と し て の 、 男 性 の 心身 。 
彼ら は 、 移 動 生 活 様式 者 で ある 。 


卵子 。 
その 乗り 物 と し て の 、 女 性 の 心身 。 
彼ら は 、 定 住 生 活 様式 者 で ある 。 


男性 優位 社会 は 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 社会 で ある 。 
欧米 諸国 。 中 東 諸 国 。 モン ゴル 。 

女性 優位 社会 は 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 社会 で ある 。 
中 国 。 ロ シア 。 日 本 。 韓 国 や 北朝 鮮 。 東 南ア ジア 。 


男性 は 、 行 動 の 自由 の 確保 を 最 優 先 す る 。 
男性 は 、 上 位 者 に 反抗 する 。 
男性 は 、 下 位 者 を 、 苗 力 で 強引 に ね じ 伏 せ て 、 服 従 さ せ 


男性 は 、 以 下 の 内 容 に つい て の 余地 は 、 少 し だ け 残 
3. 

下位 者 に よる 反抗 。 

その 可能 性 。 

下位 者 に よる 自由 行動 。 

その 可能 性 。 

それ ら の 余地 。 


男性 優位 社会 は 、 松 力 に よる 支配 を 行う 。 


女性 は 、 自 己 保 身 を 最 優 先 す る 。 
女性 は 、 上 位 者 に 対し て 、 隷 従 す る 。 


а. Кума. HES HS. 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
/ 
最大 限 の 高慢 えさ と 尊大 さ を 、 用 いる こと 。 


下位 者 に よる 反抗 や 自由 行動 。 
それ ら の 行動 の 余地 を 、 完 全 に 封殺 し て 、 一 切 不可 能 に 
する ご と ;。 


それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
周囲 の 同調 者 と 、 予 め 、 示 し 合わ せ て 、 行 われ る こ 


と 。 

下位 者 に よる 反抗 を 、 一 切 、 許 さ な い こと 。 
Muse. я, PASC RAT SX 
Cx 
上 位 者 の 気 が 済む まで 、 粘 着 的 に 、 行 われ れる こと 。 
下位 者 を 、 サ ンド バッ グ 代 わり に し て 、 一 方 的 に 、 上 庶 
待 し 続け る こと 。 

// 


女性 優位 社会 は 、 専 制 に よる 支配 を 行う 。 


欧米 諸国 と 、 ロ シア や 中 国 と の 、 対 立 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 と し て 、 十 分 に 説明 可能 で あ 
る 3 
男性 優位 社会 と 、 女 性 優位 社会 と の 、 対 立 。 


移動 生活 様式 は 、 男 性 優位 社会 を 、 生 み 出 す 。 
そこ で は 、 女 性 差別 が 起き る 。 
定住 生活 様式 は 、 女 性 優位 社会 を 、 生 み 出 す 。 
そこ で は 、 男 性 差別 が 起き る 。 


女性 優位 社会 で は 、 以 下 の 内 容 が 、 恒 常 的 に 発生 する 。 
上 位 者 と し て の 女性 に よる 、 以 下 の よ うな 行動 。 

自己 翌 者 性 に つい て の 、 次 意 的 な 連呼 。 

男性 の 強者 性 に つい て の 、 次 意 的 な 連呼 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 故 意 に 隠蔽 する 。 
女性 の 社会 的 優位 性 。 

男性 差别 。 

それ ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 その も の を 、 対 外 的 
(-. BeOS. 


女性 優位 社会 に お ける 、 そ の 内 部 の 機密 性 や 閉 針 性 や 拝 
他 性 。 

交 OD) 内 部 情报 0) 非 公开 性 。 

それ ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 その も の を 、 対 外 的 
(x, ЖФ. 


生物 や 人 間 の 社会 に お いて 、 性 差別 を 無く すこ と 。 
その 実現 は 、 不 可能 で ある 。 

そう し た 試み は 、 し ょ せん は 、 綺 能 事 の 理想 の 主張 に 
過ぎ な い 。 

それ ら の 行為 は 、 全 て 無駄 で ある 。 


男女 の 性 差 の 存在 を 強引 に 谷 定 する こと 。 
性 差別 に 反対 する こと 。 

欧米 主導 の 、 そ うし た 社会 運動 。 

それ ら は 、 基 本 的 に 、 全 て 無 意 味 で ある 。 


ВОЕН 9 5. HARK. 
その 展開 が 、 新 た に 必要 で ある 。 


//// 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 発 見 し た 。 

人 間 の 本 質 。 

それ ら に つい て の 、 新 た な 、 基 本 的 で 、 斬 新 な 、 説 
明 。 


当方 は 、 以 下 の よ うな 見 方 を 、 根 本 的 に 転換 し 、 破 壊す 
5. 


従来 の 、 欧 米 や も ユダヤ や 中 束 に よる 主導 の 、 移 動 生 活 様 
式 の 思想 。 

それ ら は 、 人 間 と 、 人 間 以 外 の 生物 と を 、 唆 別 す る 。 
それ ら は 、 以 下 の 内 容 に 基づく 。 
RAMEN ER. COVEY. 

そう し じ た だ 見 玉 

私 の 主張 は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

人 間 の 存在 は 、 生 物 一 般 の 存在 へ と 、 完 全 に 包含 され 
Ae 

人 間 の 本 質 は 、 以 下 の 方 法 に よっ て 、 よ り 効 果 的 に 説明 
CAD: 


人 間 を 、 生 物 の 一 種 と し て 、 眺 め る こと 。 
人 間 の 本 質 を 、 生 物 一 般 の 本 質 と し て 、 捉 える こと 。 


生物 の 本 質 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
自己 の 複製 。 
BOOM. 


自己 の 増殖 。 


それ ら の 本 質 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の よ うな 欲求 
を 、 生 み 出 す 。 

私 的 な 生き や すさ 。 

EO. FA жазвж. 

それ へ の 欲求 。 


その 欲求 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の よ うな 欲求 を 、 生 
み 出 す 。 

有 能 性 の 獲得 。 

既得 権益 の 獲得 。 

それ ら へ の 欲求 。 


その 欲求 は 、 生 物 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 絶 え ず 生 
じ さ せる 。 

生存 に お ける 、 優 位 性 。 

その 確認 。 

その 必要 性 。 


その こと は 、 結 果 的 に 、 生 物 の 間 に 、 以 下 の 内 容 を 、 生 
み 出 す 。 

社会 的 優劣 関係 。 

社会 的 上 下関 係 。 


その こと は 、 以 下 の 内 容 を 、 必 然 的 に 生み 出す 。 
上 位 者 の 生物 に よる 、 下 位 者 の 生物 に 対す る 、 虐 待 や 探 
取 。 


и, НОЖ. АНЯ, ВЖЕ IB 
で 、 も た ら す 。 

それ は 、 生 物 を 、 生 き に くく する 。 

225 (Е АЯЕХ>4 & |2 ‹ лис и, 

その 実現 。 

どん な 生物 も 、 そ の 内 容 は 、 生 き て いる 限り 、 決 し 


て 、 実 現 出 来 な い 。 

それ は 、 生 物 の 一 種 で て ある 人 間 に お いて も 、 同 様 で あ 
る 。 

人 間 の 原 差 は 、 生 物 で ある こと その も の に より 、 生 じ 
て いる 。 


ИИ! 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 新 た に 発見 し た 。 
従来 の 生物 学 に お いて 主流 で て ある 、 進 化 論 。 
それ に つい て 、 以 下 の 内 容 を 指摘 する こと 。 
その 内 容 面 に お ける 根本 的 な 誤り 。 

その た め の 、 新 た な 説明 。 


それ は 、 以 下 の よ うな 見 方 を 、 根 本 的 に 谷 定 する 。 
人 間 は 、 生 物 の 進化 の 完成 形 で ある こと 。 

生物 の 頂点 に 、 人 間 が 、 君 皿 す る こと 。 

そう し た 見 方 。 


生物 は 、 自 己 複製 を 、 ひ た すら 、 機 械 的 に 、 自 動 的 に 、 
線 り 返す だ け で ある 。 

Е, АСЕЕВ. MRICMBMAEGET 
HD. 

生物 は 、 進 化 へ の 意思 を 、 全 く 持 た な い 。 


生物 の 自己 複製 に お ける 容 然 変異 。 

それ ら は 、 千 粋 に 、 機 械 的 に 、 自 動 的 に 、 起 きる 。 
それ は 、 生 物 に 対し て 、 新 た な 形態 を 、 自 動 的 に も た 
ら す 。 


従来 の 進化 論 の 説明 。 

そう し た 新た な 形態 が 、 従 来 の 形態 より も 、 優 れ て い 
る こと 。 

そう し た 説明 は 、 何 も 根拠 が 無い 。 


HKD, НОУ (ФЛ, TBR. 

それ が 、 生 物 に よる 自己 複製 の 繰り 返し の 過程 に お い 
баров 

そう し た 保証 は 、 一 切 無 い 。 


生物 を 取り 巻く 環境 は 、 常 に 、 予 想 外 の 方 向 へ と 変化 す 
る 。 
以前 の 環境 に お いて 適応 的 だ っ た 形質 。 

それ ら は 、 次 の 変化 し た 環境 に お いて は 、 往 々 に し 
て 、 以 下 の よ うな 形質 と な る 。 

その 新た な 環境 に 対し て 、 不 適応 で ある こと 。 


その 結果 。 
生物 の 形態 は 、 自 己 複製 と 突然 変 嘩 に より 、 常 に 変化 す 


る 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 全 く 保 証し な い 。 
КИ СИЕ. 

その 持続 。 


И. 
私 の 、 上 記 の 主張 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


世界 の 上 位 を 独占 する 、 世 界 一 の 既得 権益 者 。 
そう し た 、 男 性 優位 社会 。 

欧米 諸国 。 

ユダ ヤ 。 


国际 秩序 。 

国際 的 な 価値 観 。 

それ ら は 、 彼 ら を 中 心 と し て 、 生 成 さ れ て いる 。 
それ ら の 内 容 は 、 彼 ら が 、 彼 ら 自 身 が 有利 に な る よう 
に 王 訪 的 に 決 足 じ た :」 


それ ら の 背景 を な す 、 彼 ら の 、 伝 統 的 な 社会 思想 。 
キリ スト 教 。 

進化 論 。 

リベラ リズ ム 。 

民主 主義 。 

彼ら に と っ て 、 一 方 的 に 有利 な 内 容 の 、 様 々 な 社会 思 
相 。 

それ ら の 内 容 を 、 根本 的 に 破壊 し 、 封 殺し 、 初 期 化 する 
ее 


国際 秩序 。 

国際 的 な 価値 観 。 

それ ら の 決定 の プロ セス に お ける 、 女 性 優位 社会 の 関 
与 O) 度 合 \、\。 

その 拡大 。 

その 実現 を 、 更 に 促進 する こと 。 


女性 優位 社会 の 内 部 に お ける 、 根 本 的 に 生き づら い 、 社 
会 的 内 実 。 

それ は 、 上 位 者 へ の 隷 従 と 、 下 位 者 へ の 専制 支配 に 
よっ て 、 和 完全 に 満た され て いる 。 

例 。 

日 本 社会 の 内 実 。 


そう し た 不都合 な 社会 的 内 実 。 

その 発生 メカ ニズム を 徹 族 的 に 解明 する こと 。 
その 結果 の 内 容 を 、 和 枝 中 し 、 内 部 告発 する こと 。 
そう し た 内 容 で ある こと 。 


ИИ 
私 の 書籍 。 

それ ら の 内 容 に お ける 、 隠 れ た 、 重 要 な 目的 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


女性 優位 社会 の 人 く 々 。 
彼ら は 、 今 まで 、 以 下 の 内 容 に 頼る し か 無かっ た 。 
男性 優位 社会 の 人 々 が 、 彼 ら 自 身 の た め に 生成 し た 、 社 


女性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら が 、 彼 ら 自 身 の 社 会 を 説明 する 、 自 前 の 社会 理論 。 
彼ら が 、 そ れ を 、 自 前 で 持つ こと が 出来 る よう に する 
iy 

その 実現 。 


その こと に よる 、 以 下 の 内 容 の 実現 。 

世界 秩序 の 形成 に お いて 、 現 在 、 優 位 に 立っ て いる 、 田 
性 優位 社会 。 

thr ВИ. 

ЕЕ 4402710). 7-7, 

ED: ма. 手伝う こと 。 


女性 優位 社会 の 人 々 。 

彼ら が 、 自 前 の 社会 理論 を 、 い つま で 筆 っ て も 、 な か 
な か 持つ こと が 出来 な いこ と 。 

その 理由 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


分 析 行 動 そ の も の を 、 心 の 旗 で 、 嫌 っ て いる こと 。 
対象 と の 一 体 化 や 、 対 象 と の 共感 を 、 対 象 の 分 析 よ り 
も 、 優 先 す る こと 。 


彼ら 自身 の 社会 が 持つ 、 強 い 排 他 性 や 閉鎖 性 。 
彼ら 自身 の 社会 の 内 実 を 解明 され る こと に 対し て 、 強 
い 抵 抗 感 を 持っ て いる こと 。 


彼ら 自身 の 女性 的 な 自己 保身 性 に 基づく 、 強 い 退 界 性 。 
未知 の 危険 な 領域 を 探査 する こと を 嫌う こと 。 
安全 性 が 既 に 確立 され た 、 前 例 踏 ば か り を 優先 する 


о 


前 例 の 無い 、 女 性 優位 社会 の 内 実 の 探査 。 
そう し た 行動 その も の を 、 嫌 うこ と 。 


前 例 と し て の 、 男 性 優位 社会 の 社会 理論 。 
その 内 容 を 、 ひ た すら 暗記 学習 する こと 。 
それ し か 、 能 力 的 に 、 出 来 な いこ と 
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筆者 の 畔 筆 の 目的 と 、 そ の 実現 に 当 
た っ て の 方 法論 。 


私 の 執筆 の 目的 。 
生物 に と っ て の 生き や すさ 。 生 物 に と っ て の 生存 可能 
性 。 生物 に と っ て の 増殖 可能 性 。 そ れ を 増大 させ る こ 


ae 

それ は 、 生 物 に と っ て 、 一 番 、 価 値 が ある こと で あ 

る 。 そ れ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 に 、 善 で ある 。 そ 
れ は 、 生 物 に と っ て 、 本 質 的 に 、 光 明 性 を も た ら す 。 

社会 的 上 位 者 に と っ て の 並 。 そ れ は 、 以 下 の 内 容 で あ 
る 。 最 上 位 の 社会 的 地位 の 獲得 。 穫 権 の 獲得 。 獲 得 し た 
ВЕНЕРА СО. 

ASH КАМНИ a CONE. 7$. WRFOWNR CH 
る 。 有 能 性 の 獲得 に よる 、 社 会 的 上 昇 。 社会 的 革命 の 生 
成 に よる 、 i 号 権益 の 、 破 壊 と 初期 化 。 
その 実現 に 役立つ 思想 。 真実 。 生物 が 、 自 分 自身 の 真実 
を 知る こと 。 そ れ は 、 生 物 に と っ て 、 冷 酷 で 厳し く 辛 
EAB CHD. COMBE. ФЕНА, 6 
れ ら を 、 効 率 良 く 生 み 出 す 方 法 。 その 確立 。 


私 の 方 法論 。 

上 記 の 目的 。 そ の 実現 に 当たっ て の 手順 。 そ の 実現 に 
当たっ て の 勘所 。 そ の 実現 に 当たっ て の 注意 点 。 そ れ 
ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

ネッ ト 検 索 や ネッ ト 閲 覧 に よっ て 、 環 境 や 生物 社会 の 
動向 を 常 ( I と 。 そ れ ら の 行為 
は 、 以 下 の 内 容 の 源泉 に な る 。 

環境 や 生物 社会 の 真実 や 法則 の 解明 に お いて 、 説 明 力 や 
説得 力 の ある アイ デア 。 

あめ る アイ テア о 真実 を 8 0 % 説 明 で きそう な 
見 通し が 立っ た 場合 。 そ の アイ デア の 内 容 を 、 ど ん ど 
ん 書き 出し て 、 Е と 。 真 実に 近 そ うな 、 説 
明 力 の 高 そ うな 思想 を 、 独 力 で 、 ど ん どん 生み 出す こ 
と 。 そ の 行為 を 、 最 優先 する こと 。 

詳細 な 説明 を 後回し に する こと 。 難 解 な 説明 を 性 け る 
р 

ВЕН © ОЕ, 48,9 Soc. ELAN 
完全 な 検証 は 、 後 回 し に する こと 。 

簡潔 で 分 か りや すく 使い や すい 法則 の 確立 。 そ の 行為 
を 、 最 優先 する こと 。 そ れ は 、 例 えば 、 以 下 の 行 為 と 
同様 で ある 。 簡 潔 で 分 か りや すく 使い や すい コン 
ピュ ー タ の ソフ トウ ェ ア の 開発 。 


私 の 執筆 に お ける 、 理 想 と スタ ンス 。 


私 の 執筆 に お ける 、 理 想 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
/ 


/ 

私 が 生成 する 内 容 の 説明 力 の 最大 化 。 
その た め に か ける 手間 や 時 間 の 最小 化 。 
// 


Е ФЕОФАНА A. ФПЬ, F 
記 の 内 容 で ある 。 


私 の 執筆 に お ける 、 ス タン ス 。 


私 が 、 文 章 の 作成 に お いて 、 考 慮 する 、 根 本 的 な 方 針 。 
それ ら の 対比 。 

それ ら の 主要 な 項目 一 覧 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


上 位 概 念 性 。 / 下位 概念 性 。 
要約 性 。 / 詳細 性 。 

/ 枝葉 性 
/ 個別 | 
/应 用 | 
/具体 | 
/ 混合 
/粗放 | 
/变动 
/局 所 | 
/例外 性 。 

/ 非 定 式 性 。 

/ 複雑 性 。 

/ 非 论 理性 。 
実証 可能 性 。 / 実証 不能 性 。 
客観 性 。 / 非 客観 性 。 
新規 性 。 / 既知 性 。 

破壊 性 。 / 現状 維持 性 。 
効率 性 。 / 非 効率 性 。 
结论 性 。 /中途 性 。 


НА 
短縮 性 。 / 冗長 性 。 


抽象 


НЕ O о о НЕ НЕ 


全て の 文章 に お いて 、 内 容 面 で 、 以 下 の よ うな 性 質 
を 、 最 初 か ら 、 最 上 叙 の 形 で 、 実 現す る こと 。 


概念 上 位 性 。 
ЕЛЕ. 


抽象 


定式 


гы し て 、 文 章 の 内 容 を 、 執 筆 す る こ 


see な る べく 早く 完成 させ る こと 。 

その 内 容 を 、 書 き 上 げた 部 分 毎 に 、 邊 ぐに 、 本 文 に 
マー ジン し て いて こと 

それ ら を 、 最 優先 する こと 。 

例 。 

固有 名 詞 を 、 使 わな いこ 

A= He SIRO EBA. (BDAY 
人 


先進 的 な コン ピュ ー タ プロ グラ ミン グ 技 術 を 、 文 章 作 
成 の 方 法 へ と 、 積 極 的 に 、 応 用 する こと 。 


例 。 

オブ ジェ クト 思考 に 基づく 、 文 章 作 成 の 技術 。 

クラ ス と イン スタ ンス の 概念 の 、 文 章 作 成 へ の 応用 。 
上 位 ク ラス の 内 容 の 優先 的 な 記 述 。 


例 。 

アジ ャ イル 開発 の 方 法 の 、 文章 作成 へ の 応用 。 
頻繁 に 、 以 下 の 行 動 を 、 結 り 返 すこ と 。 

電子 書籍 の 内 容 の 、 バ ー ジ ョ ン ア ッ プ 。 

その 電子 書籍 ファ イル の 、 公 開 サ ー バ ー へ の アッ プ 
ロー ド 。 


私 は 、 従 来 の 学術 論文 の 作成 方 法 と は 異な る 方 法 を 、 採 
用 し て いる 。 

従来 の 学術 論文 の 作成 方 法 は 、 説 明 力 の ある 内 容 の 導出 
ILSBUYCT, SESE CHS. 


書籍 の 執筆 に お ける 、 私 の 視点 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


銃 合 失 調 症 の 患者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 、 最 下位 者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 扱い が 、 一 番 、 人 劣悪 な 者 か ら の 視点 。 
社会 か ら 、 拒 総 さ れ 、 差 別 さ れ 、 迫 害さ れ 、 追 放さ れ 、 
隔離 され た 者 か ら の 視点 。 

社会 不適 応 者 か ら の 視点 。 

社会 で 生き る こと を 諦め た 者 か ら の 視点 。 

一 番 、 社 会 的 ラン ク が 下位 の 病気 に 快 患 し た 患者 か ら 
の 視点 。 

社会 に お ける 、 一 番 の 有害 者 か ら の 視点 。 

社会 に お ける 、 一 番 の 嫌 わ れ 者 か ら の 視点 。 

社会 に 対し て 、 生 涯 、 心 を 閉ざし た 者 か ら の 視点 。 
生物 や 人 間 に 対 し て 、 根 本 的 に が っ か り し た 者 か ら の 


視点 。 

xo ЛИС. ВЕРЬ. 

人 生 を 諦め た 者 か ら の 視点 。 

МЕРЕ, НЫЕ АЗ X 
ха, ЕН < И-М. 

殿 患 し た 病気 の せい で 、 極 め て 短命 に 終わ る こと 。 そ 
の こと を 、 運 命 付 けら れ た 者 か ら の 視点 。 

快 患 し た 病気 の せい で 、 生 き や す さ や 救い を 、 生 涯 、 
得 ら れ な いこ と 。 そ の こと が 、 了 予め 確定 し て いる 者 か 
ら の 視点 。 

殿 患 し た 病気 の せい で 、 有 能 仁 を 、 生 涯 、 得 られ な い 
こと 。 そ の こと が 、 了 予め 確定 し て いる 者 か ら の 視点 。 
快 患 し た 病気 の せい で 、 生 涯 に わた っ て 、 社 会 か ら 、 
盲 待 や 搾取 を 受け 続け る こと 。 そ の こと が 、 了 予め 確定 
し て いる 者 か ら の 視点 。 

そう し た 者 に よる 、 生 物 社会 や 人 間 社 会 に 対す る 内 部 
告発 の 視点 。 


私 の 人 生 目 標 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

男女 の 性 差 。 

人 間 社 会 や 生物 社会 。 

生物 その も の 。 

それ ら の 本 質 を 、 自 力 で 、 分 析 し 、 解 明 す る こと 。 


そう し た 、 私 の 人 生 目 標 は 、 以 下 の よ うな 人 々 に よっ 
<. KRECMBSHK. 


男性 優位 社会 の 人 々 。 例 。 欧 米 諸国 。 

そう し た 、 男 性 優位 社会 に よっ て 支配 され て いる 、 女 
性 優位 社会 の 人 々 。 例 。 日 本 と 韓国 。 

彼ら は 、 女 性 優位 社会 の 存在 を 、 決 し て 認め な い 。 
彼ら は 、 男 女 の 本 質 的 な 性 差 を 、 決 し て 認め な い 。 


彼ら は 、 男 女 の 性 差 に つい て の 研究 その も の を 、 社 会 
Alc. Rie Ls BIEL CWS. 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 男 女 の 性 差 の 本 質 の 解明 に 
と っ て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で て あり 、 有 害 で ある 。 


人 間 と 、 人 間 居 外 の 生物 と の 、 本 質 的 な 共通 性 。 

彼ら は 、 そ れ を 、 決 し て 認め な い 。 

彼ら は 、 人 間 と 、 人 間 居 外 の 生物 と を 、 必 死 で 、 区 別 
by Zane oD es Be 

K(k. ARID, APIDSOEMISMS БЕЯ. К 
死 で 、 主 張 し よう と する 。 


そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 の 
解明 に と っ て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で あり 、 有 害 で ある 。 


女性 優位 社会 の 女性 た ち 。 例 。 日 本 社会 の 女性 た ち 。 
彼ら は 、 女 性 優位 社会 に お ける 女性 の 優位 性 を 、 表 向き 
lt. АСТИ. 

女性 専用 社会 や 、 女 性 優位 社会 に お ける 、 そ れ ら の 社会 
の 内 部 の 上 真実 。 

彼ら は 、 そ の 公開 を 、 決 し て 認め な い 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 男 女 の 性 差 の 本 質 の 解明 に 
と っ て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で て あり 、 有 害 で ある 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 の 
解明 に と っ て 、 本 質 的 に 、 邪 魔 で て あり 、 有 有害 で ある 。 


上 記 の よう な 人 < 々 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 私 の 人 生 目 標 を 、 根 本 的 に 、 
妨害 し た 。 

そう し た 、 彼 ら の 態度 は 、 私 の 人 生 を 、 そ の 土台 か 
ら 、 狂 わせ 、 破 壊し 、 人 台無し に し た 。 

私 は 、 そ れ ら の 結果 に つい て 、 と て も 怒っ て いる 。 
Ald. SOIT LT. GRABA FUEL. 

私 は 、 彼 ら に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 、 何 と し て で も 、 


理解 させ た い 。 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 何 と し て で も 、 自 力 で 解明 し た 
い 。 

// 

男女 の 性 差 に お ける 、 上 真実 。 

人 間 社 会 や 生物 社会 に お ける 、 上 真実 。 

// 


私 は 、 人 間 社 会 を 、 冷 静 に 、 客 観 的 に 、 分 析 し た か っ 
ТЕ 

<, М. ЛЕА. В, MARS. № 
離し た 。 

私 は 、 人 間 社 会 の 便 剛 者 と な っ た 。 

私 は 、 人 間 社 会 の 動向 を 、 ネ ッ ト 婦 由 で 、 毎 日 、 ひ た す 
ら 、 観 察し 続け た 。 


その 結果 。 
私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 手 に 人 れ た 。 
АЕ. MUA HART >. THA OHA. 


その 結果 。 

私 は 、 以 下 の 内 容 を 、 自 力 で 、 何 と か 、 掴 ん だ 。 
// 

男女 の 性 差 の 本 質 。 

人 間 社 会 や 生物 社会 の 本 質 。 

// 


その 結果 。 
私 は 、 新 た な 人 生 目 標 を 、 手 に 入れ た 。 


私 の 、 新 た な 人 生 目 標 。 

彼ら の 社会 的 妨害 に 対し て 、 対 抗 し 、 挑 戦 す る こと 。 
そし て 、 以 下 の 内 容 を 、 人 々 の 間 に 広 く 知 ら せ る こ 
C6 

// 


私 が 自力 で 掴ん だ 、 男 女 の 性 差 の 真実 。 
私 が 自力 で 掴ん だ 、 人 間 社 会 や 生物 社会 の 真実 。 
// 


私 は 、 そ うし た 目標 の 実現 の た め に 、 こ れ ら の 書籍 を 
作成 し て いる 。 

私 は 、 そ うし た 目標 の 実現 の た め に 、 こ れ ら の 書籍 の 
内 容 を 、 日 々 、 熱 心 に 、 改 訂 し 続け て いる 。 


(2022 年 2 月 初出 。) 
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http://www.kisnet.or.jp/nappa/software/star/ (2008 年 2 月 25 日 ) 


私 が 執筆 し た 全て の 書籍 。 そ の 一 覧 。 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Sex Differences And Female 
Dominance 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 性 别 差异 和 女性 主导 地 位 
Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Половые различия и женское 
превосходство 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 男女 の 性 差 と 女性 の 優位 性 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Female-Dominated Society Will 
Rule The World. 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 女性 主导 的 社会 将 统治 世界 
Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Общество, в котором 
доминируют женщины, будет править миром. 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 女性 優位 社会 が 、 世 界 を 支配 
する 。 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Mobile Life. Settled Life. The 
origins of social sex differences. 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 移动 生活 。 定 届 生 活 。 社 会 性 
别 差异 的 起 源 。 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Мобильная жизнь. 
Урегулированная жизнь. Истоки социальных различий по 
половому признаку. 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 移動 生活 様式 。 定 住 生活 様 
式 。 社 会 的 性 差 の 起源 。 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) The essence of life. The essence 
of human beings. The darkness of them. 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 生物 的 本 质 。 人 类 的 本 质 。 他 
们 的 黑暗 。 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) Сущность жизни. Сущность 
человеческих существ. Их тьма. 


Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) МОЖЕ. ЛОЖЕ, -¢ 
れ ら の 暗黒 性 。 


Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) On Atheism and the Salvation of 
the Soul. Live by neuroscience! 


Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) 论 无 神 论 与 灵魂 的 救赎 。 靠 神 
经 科学 生存 ! 


Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) Об атеизме и спасении души. 
Живи неврологией! 

Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) ЧЕН & BLORUA >С. 
脳神経 科学 で 生き よう ! 


Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) Dryness. Wetness. Sensation of 
humidity. Perception of humidity. Personality Humidity. Social 
Humidity. 

Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) 干 性 。 湿 和 气 。 湿 度 的 感觉 。 对 
湿度 的 感知 。 性 格 湿度 。 社 会 湿度 。 

Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) Сухость. MokpoTa. Сенсация 
влажности. Восприятие влажности. Личностная 
влажность. Социальная влажность. 

Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) ドラ イ さ 。 ウ ェ ッ ト さ 。 湿 度 
の 感覚 。 湿度 の 知覚 。 性 格 の 湿度 。 社 会 の 湿度 。 


Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) Gases and liquids. Classification 
of behavior and society. Applications to life and humans. 
Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) 气体 和 液体 。 行 为 与 社会 的 分 
类 。 在 生活 和 人 类 中 的 应 用 。 

Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) Газы и жидкости. 
Классификация поведения и общества. Применение к 
жизни и человеку. 

Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) 気体 と 液体 。 行 動 や 社会 の 分 
類 。 生 物 や 人 間 へ の 応用 。 


Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) Elements of livability. 
Functionalism of life. Society as life. 

Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) 家 届 的 要 素 。 生 活 的 功能 主义 。 
社会 即 生活 。 

Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) Элементы благоустроенности. 
Функциональность жизни. Общество как жизнь. 


Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) 生き や すさ の 素 。 生 物 の 機能 主 
義 。 生 物 と し て の 社会 。 


Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) The laws of history. History as a 
system. History for life. 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 历史 的 规律 。 历 史 是 一 个 系统 。 
历史 的 生物 。 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) Законы истории. История как 
система. История на всю жизнь. 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 歴史 の 法則 。 シ ステ ム と し て の 
歴史 生物 に と どっ て の 歴史 


Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Social Theory of Maternal 
Authority. A Society of Strong Mothers. Japanese Society as a 
Case Study. 

Iwao Otsuka (Sep 20, 2020) 母亲 权威 的 社会 理论 。 强 势 母 
杀 的 社会 。 以 日 本 社会 为 个 秦 研 究 。 

Iwao Otsuka (Sep 20, 2020) Социальная теория 
материнства: Общество сильных матерей. Японское 
общество как пример. 

Iwao Otsuka (Sep 15, 2020) 母 椎 社会 论 - 強い 母 の 社会 。 
事例 と し て の 日 本 社会 。 - 


Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Mechanisms of Japanese society. 
A society of acquired settled groups. 

Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) 日 本 社会 的 机 制 。 后 天 定居 群 
体 的 社会 。 

Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Механизмы японского 
общества. Общество приобретенных оседлых групп. 

Iwao Otsuka (Aug 28, 2020) 日 本 社会 の メカ ニズム 。 後 天 


的 定住 集団 の 社会 。 


Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) Inertial Society 

Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) 惯性 社会 (中 文 版 本 ) 
Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) инерционное общество 
Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) 慣性 社会 (日 本 語 版 ) 


Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) Neurosociology 

Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) 神经 社会 学 (中 文 版 本 ) 
Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) Нейросоциология 

Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) 神经 社会 学 (日 本 語 版 ) 


Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) From transportation-centric 
society to communication-centric society. The Progress of 
Transition. 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) 从 以 交通 为 中 心 的 社会 向 以 通 
信 为 中 心 的 社会 。 转 型 的 进展 。 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) От общества, ориентированного 
на транспорт, к обществу, ориентированному на 
коммуникации. Прогресс переходного периода. 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) 交通 中 心 社会 か ら 通 信 中 心 社 
会 へ 。 移 行 の 進展 。 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) The Sociology of the Individual - 
The Elemental Reduction Approach. 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 个 人 社会 学 -元 素 还 原 法 。 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Социология личности 
-Элементный подход к сокращению. 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 個人 の 見 える 社会 学 - 要 素 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Introduction Of A White Tax То 
Counter Discrimination Against Blacks. 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 引入 白人 税 以 打击 对 黑人 的 下 视 
Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Введение белого налога для 
противодействия дискриминации черных 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 黒人 差別 対策 と し て の 白人 税 


人 


Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) Personality and sensation, 
perception. Light and dark. Warm and cold. Hard and soft. 
Loose and tight. Tense and relaxed. 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) 人 格 与 感觉 、 知 觉 。 明 与 暗 。 
Ime. MK, MSA. AKAM. 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) Личность и ощущения, 
восприятие. Светлое и темное. Тепло и холодно. Твердый 
и мягкий. Свободный и тугой. Напряженный и 
расслабленный. 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) МЕ & 感觉、 知觉 。 明 暗 。 温 
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Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) Motherhood and Fatherhood. 
Maternal and paternal authority. Parents and Power. 

Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) 母性 与 父 性 。 母 权 和 父 权 。 父 
HAMA. 
Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) Материнство и отцовство. 
Материнская и отцовская власть. Родители и власть. 

Iwao Otsuka (Nov 22, 2020) 母性 と 父性 。 母 権 と 父 権 。 親 
と 権力 。 


Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) Sex differences and зех 
discrimination. They cannot be eliminated. Social mitigation 
and compensation for them. 

Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) 性 别 差 异 和 性 别 歧 视 。 它 们 无 
法 消除 。 对 它 们 进行 社会 缓解 和 补偿 。 

Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) Половые различия и 
дискриминация по половому признаку. Они не могут быть 
устранены. Социальное смягчение и компенсация за них. 


Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) 男女 の 性 差 と 性 差別 。 それら 
は 無く せな い 。 そ れ ら へ の 社会 的 な 媛 和 や 補 償 。 


Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) Mechanisms of acquired settled 
group societies. Female dominance. 

Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) 后 天 定 居 和 群体 社会 的 机 制 。 女 
性 主导 地 位 。 

Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) Механизмы обществ 
приобретенных оседлых групп. Доминирование женщин. 
Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) 後天 的 定住 集団 社会 の メカ ニ 
ズム 。 女 性 の 優位 性 。 


Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) Ownership and non-ownership of 
resources. Their advantages and disadvantages. 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) 资源 的 所 有 权 和 非 所 有 权 。 其 
ABE 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) Владение и He владение 
ресурсами. Их преимущества и недостатки. 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) ОН ХЕ. -EC DF 
FAC REA 


TASS 


Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) Wealth and poverty. The emergence 
of economic disparity. Causes and solutions. 


Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) VB 5B. РУ, 
原因 和 解决 办 法 。 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) Благополучие и бедность. 
Появление экономического неравенства. Причины и 
решения. 


Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) BAC ЕН. ЯНИЕ 
生 。 そ の 原因 と 解消 法 。 


Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) Social delinquents. A true 
delinquent. The difference between the two. 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 不良 分 子 。 真 正 的 不良 分 
子 。 两 者 之 间 的 区 别 。 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) Социальные преступники. 
Настоящий преступник. Разница между ними. 


Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 的 な 不良 者 。 真 の 不良 者 。 
両者 の 違い 。 


Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) How to enjoy game music videos. 
Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) 如 何 欣赏 游戏 音乐 视频 。 

Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) Как наслаждаться игровыми 
музыкальными клипами. 


Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) ゲー ム 音 楽 動画 の 楽し み 方 。 


Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) Life worth living. Fulfilling life. 
The source of them. 

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 值得 生活 的 生活 。 充 实 的 生 
活 。 他 们 的 源头 。 

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) Жизнь, достойная жизни. 
Полноценная жизнь. Источник их. 


Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 生き が い 。 充 実 し た 人 生 。 そ 
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ЖЕНУ. ТРОН ЕАО 
プロ セス に つい て 。 


САН VBE ILOEVET ! 

私 は 本 の 内 容 を 頻繁 に 改訂 し て いま す 。 

その た め 、 読 者 の 皆様 に は 、 随 時 サイ ト を 訪れ て いた 
だ き 、 新 刊 や 改訂 版 の 書籍 を ダウ ン ロ ー ド し て いた だ 
く こ と を お 勧め し て いま す 。 

自動 翻訳 に は 以下 の サー ビス を 利用 し て いま す 。 


DeepL プロ 
https://www.deepl.com/translator 


本 サー ビス は 以下 の 会 社 が 提供 し て いま す 。 
DeepL GmbH 

私 の 本 の 原語 は 日 本 語 で す 。 

Жо НЕК ОЛА ROE) CH. 
日 本 語 一 英語 一 中 国語 、 ロ シア 語 


どう ぞ お 楽し み 下 さい ! 


私 の 略歴 。 


私 は 、1964 年 に 、 日 本 の 神奈 川 県 で 、 生 まれ た 。 

私 は 、1989 年 に 、 東 京 大 学 文 学 部 社会 学科 を 卒業 し た 。 
私 は 、1989 年 度 の 日 本 の 国家 公務 員 採 用 試験 の I 種 区 分 
の 、 社 会 学 の 職種 に 、 最 終 合 格 し た 。 

私 は 、1992 年 度 の 日 本 の 国家 公務 員 採 用 試験 の I 種 区 分 
の 、 心 理学 の 職種 に 、 最 終 合 格 し た 。 

私 は 、 大 学卒 業 後 は 、 日 系 大 手 IT 企 業 の 研究 所 に 勤務 し 
て 、 コ ンピュータ の ソフ トウ ェ ア の 試作 業務 に 従事 し 
ee 

私 は 、 現 在 は 、 企 業 を 退職 し て 、 執 筆 活動 に 専念 中 で あ 
る 
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